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久米正 雄篇 一 


染 ft 敎蔬地 


嘉 勘源嘉       勘         源 嘉 勘源嘉 


地藏 敎由來 S 劇 i 


人 ^ 

彌 三 郎 漂 ひ 人。 後に 敎祖。 

嘉 平 

源 次 一 t 村の 博徒。 後に 使徒。 

勘 吉」 

村の 人々 多勢 跛 者、 盲者、 啞 者，^ 交 ふ。 

時 代 

今 は 過去と なれる 明治の 末葉 

場 

東北 地方なる 山中の 僻村 

舞 臺 

村 端れ なる 小さな 廢祠の 前。 街道，^ 前に. （-、 杉の 木立 

, ^背に す〕 祠は L と 地蔵尊,^ 安置した る ものにして、 

古び たれ ど戶扉 破る 、 に 至らす。 

第 一 場 

或ろ 村の 博徒、 嘉平、 源 次、 勘吉の 三人 は、 各々 祠の 


段- し 腰， ^かけ、 柱に 凭り か . -リ、 及び 地上に^つ て、 

話.^ して 居る。 

平 何しろ 飛んだ 目に 會 つたな あ。 

次， 此の 賭場 初 ま つ て 以來 の 事 だ レ 

吉 考え る だ けで も 胸屎が 惡 い 。 

平 今朝 彼奴が 行つ ちま ふ 時、 何故 一と 思 ひに 殺つ ちま 

はなかった かな あ。 

次 さうよ。 此の XX 村で 名うての 博 突 打が 三人 も 揃つ 

てゐ 乍ら、 名前 も 知れね え 通りが \ りの 旅人 風情， て、 さ 

んざ つ ばら 賭場み 荒らされ て、 有り 金 殘らず ふ ん奪 くら 

れ ちゃ あ， H つた 顔が 立た ねえ や。 

吉 俺も赏 は 口惜しい から、 一つ 此奴 を …… と 思つ たん 

だが. 何しろ 向う は 會體が 知れね えし、 餘り 手際が 甘え 

もんで、 すっかり 氣を ^まれて 了った のさ。 

平 何しろ 篦棒に 甘え 奴だった。 

次 賽 ころに かけち や あ 天狗 さま 見て えな 奴だった。 

吉 ことによると 地藏 さまの 生れ 返り かも 知れね え。 

平 全く 人事と も 見えね え 奴だった。 かぶせた 茶碗の 瀨 

戶を 透して * 中に 賽 ころの 星が 見える つて 云 ふ 俺の 目 さ 

へ、 血走って 見 別け がっかなくなる 程、 彼奴の やり方 は 

素早 か つ た。 

源 次 いつも 俺の 振り 上 HI- で >  今度 こそ は 丁に と 振った 積 


りで も、 彼お が 牛と 云 や あ 全く 半 だ。 俺 あ 一 昨年 北の 國 

へ 行った が、 どの 漁場で も あんな 奴に ぁ會 はなかった。 

00 今度 こそ 今度 こそと 思って、 盛り返さ うと 焦って る 

屮に、 とう/ \ 朝 になって 了って から、 氣が附 いて 見れ 

ひざらと 

あ 俺た ち の 金 あ、 一 文殘 ら ず 彼 奴の 膝 許 だ" 俺 あ 奴が 

「氣の 毒」 だと か 何とか 云 ひ 乍ら ざら く 錢を搔 き 込む 

の を、 餘 りの 事で ぼんやり 見て ゐ たよ。 ことによると 口 

が 開いて たか も 知れね え。 

0¥ ぼ ん つ く の お 前 の _^-だ か ら そ の 位 の 事は ぁ つ た らう 

よ U 

源 次 さう 去 ふ^ 兄の 顏も餘 り^え てなかった ぜ。 

勧 杏 敗け たって 元氣を 落した 事の ねえお 前が、 まだ そん 

なに 1^ してろ ぢ やねえ か。 

惠平 SeJ を 云 ふと 俺 もちと 驚いた よ ^  -—— ー體 彼奴 あ 何者 

だら う 0 

源 次 ほんと にな あ。. 1 -1 體 彼奴の 来たの は 午の 刻 を 廻 

つて ゐた。 丁度 俺の い つ もの 勝負 運が 盡き る 時刻 だつ 

た。 此の 社の 中で やって ゐる と、 不意に 此處 の 戶を 開けた 

奴が ゐる" 俺 あ 勝負に 氣を 取られて る 暇に、 駐在所の 手 

でも 入った か、 夜 廻りの 火の番に でも 見つかった かと、 

吃驚 敗亡し て 逃げ か ると * 奴 あ 厭に 落着いた 手附 きで 

俺達 をと め やが つて、 その 言 ひ 草が かう だった。 「まあ 


皆さん 0 さう 驚きになる にや 及び やせん、 わし は 銜覽の 

通り 旅の 者です。 只今 此處を 通り か& ると， 丁度お 堂が 

あります ので. ことによ つたら 軒下で、 一夜の 雨露 を 凌 

がう かと、 暫く 休んで 居ります と、 何處 やらで ころ，/ \\ 

と賽の 音が します ので、 わし も 元来が 大好きな 道です か 

ら、 思 はず 入って 来て あなた 方 をお 驚かせ 申しました。 

どうか 續 けて おやん なせえ まし。 而 して 見物 させて 下せ 

えまし。」 

嘉平 「そんなに おめえ 好きな のか。 好きと 聞い ち ぁ賴も 

しい や。 それ ぢゃ あどう だい、 見て ゐ るより 一 つ 入ん ね 

え。 おめえ ぢ きに 面白くなる ぜ」 と。 俺 あ 直ぐ さう 云つ 

た。 あの 時 あ 一 つ 甘え 鳥が 引掛 つたつ もりだった。 而し 

て 一昨日の 藥寶り 見て えに、 まんまと 捲き 上げて やる つ 

もりだった。 

勘吉 っヾ いて 俺 も かう 云った。 「勝負 は 時の 運 だ。 おめえ 

がすつ かり 勝た ねえと も 限らね え. 一 つやって 見たら ど 

うだ。」 俺 も あん 時 あう まく 口車に 乘 せた 氣 だった。 

源 次 すると. K あ， 「敗け ると 路用が なくなつ ちまって、 乞 

食 になら なき あなら ねえ から」 とか、 「ひど く 皆さん が 甘 

さう だから」 とか. しぶく 云った 揚句の 果に、 やっと 

仲間入り をした つけが、 三四囘 勝た してやって、 又 一二 

囘 K つちめ て やった と 思 ふ 間に、 奴 あ にや/ \ 笑 ひ 乍ら 
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ぐん/ \ 勝ち 出す と 來るぢ やねえ か。 

嘉乎 野郎い つか 蓮が ぐれる だら うと、 一 生 懸命 で 突つ か 

かった が、 とう/ \ 今朝まで 勝ち通し よつ 

勘吉 餘り 馬鹿げた 敗け やうなん で. 俺 あ 腹 も 立た なかつ 

た 0 

嘉 平 全く 一  體何處 の 野郎 だら う。 

源 次 ほんと に 天狗 見て えな 奴 だ， - 

勘吉 ことによると 此處 の地藏 尊の 使 ひか も 知れね えせ。 

あれ 位なら 神業と 云って 差 支 ひ はねえ。 

源 次 さうよ な あ。 俺 ii に 毎晩お 社 を 荒らされ るんで、 懲 

らしめ の爲 にお 姿 を 現した の か も 知れね え 0 

嘉平 馬鹿 云 ふな。 あれ あ 正銘の 人間 だよ。 高が 賽 ころが 

ばえ だけお やねえ か。 俺 だち だって 素人から 見れ あ、 神 

業 位の 事 はすら あ。 

源 次 でも 餘り 甘す ぎた ぜリ 何だか 三人と も 魔法に か、 つ 

たやう な 敗け 方 だ つ た か らな あ。 

勘吉 さう 云 へ ば 眉 つ き が 何處か 地藏樣 に似て ゐ たやう 

嘉平 嘘う 吐け。 おめえ のぼん つくな 眼で 見れ あ. 地藏さ 

まより あ、 町の 私窩 に似て ゐる だら う。 11 馬鹿め。 あ 

れぁ人 だ。 人に 違 ひねえ ぢ やねえ か。 今時 地藏 の 生れ 

返りなん ぞ があって 堪 るかい。 馬鹿 も 休み 休み 云へ。 


勘吉 哥兄 さう 怒るな よ。 今な あ 冗談 だ あな。 誰も 心から 

地 藏樣だ となん ざ 思つ ちゃ ゐ ねえ。 

源 次 まあ 默 つて ゐ ろよ 勘吉。 哥兄 あ、 ちと 斜めなん だ。 

然し それ も 無理 あねえ や。 

嘉平 おめえ こそ 餘 計な 事 云 ふな。 默 つて ゐろ。 

源 次 お いよ。 默っ てゐ るよ。 

(沈 ST 一一 一人と もで-, -事な LLli- せ ャ,^ 吸 ふ。) 

勘吉 何 か 昨夜の 金 をと りかへ す やうな * 甘え 事 はわえ か 

な あ。 

S さうよ な あ、 俺 ああれ が 無 けれ あ、 今 曰から 商 費に 

出られね え や。 

嘉平 默っ てゐ ろ。 俺が 今考 へて る處 だ。 

广又 沈默、 勧吉と源次1^苹，^-吸ふ。〕 

勘吉 どう だ哥 兄、 うめえ 考へ はねえ かな。 

源 次 ほんに どうか 考へ 出して 吳れ ろよ。 

嘉平 (ふと 親.^ あげて，) ふむ、 さう だ。 うめえ 事 を考へ 

出した J 

勘吉 どんな 事 だい。 

嘉平 おめ え 達 あ 今 地； 威 尊の お 使 はしの 話 を して. a たな。 

俺 あそれ から 思 ひつ いたんだ。 

源 次 ついた つ て どう 思 ひ ついた んだ。 

嘉平 地， 1 尊のお 使 は し を 見附け 出さう と 思 ひ ついたん 


來 ni 教 地 
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だ o 

勘吉 では 昨夜の 奴 を 追 ひかけ るの か。 

平 さ うぢ やねえ。 新ら しく 地^; のお 使 はし を 作 るん 

* こ 0 

源 次 どうして 作 るんだ。 

0^ 此處に 待って ゐて、 通りすがりの 馬の骨 を たぶらか 

して. 地 お， の 化. せ だと 祭り あげ るんだ。 厭應 なしに 地 

藏樣 にして 了 ふんだ。 而 して 村の 人た ちに 地 藏樣の 生れ 

返りが 现 はれた と 云って 布令 廻 るんだ U さう すれば 馬鹿 

な K: 姓 共 は * お 難が つてき つ と iJsI 錢を 投げ る に 違 ひねえ リ 

たと へ を 投げね えとした 處が、 奴等 を 一 時で も 馬鹿 

にした と 3^ や あ、 い、 娛 みだ。 

勘吉 だが どう 云 ふ 風 に し て 見知らぬ 男 や-地； «樣 に 祭り 上 

げ るんだ い" もっと 詳しく 聞 かなき あ、 どうも 腑に 落ち 

わえ」 

0.^ それ あ 俺が 此處に 待って ゐて、 よさ、 うな 奴が 通り 

か、 つたら、 かう 云って 其奴 を 誑ら かすんだ。 咋晚 俺が 

此堂 にお 節り したら、 此處の 地藏が 夢枕に 立って、 今日 

己の 化身が 前 を 通る から、 その 人に 村の いろくな 難儀 

を 救って 西へ つて 云った つて、 どうしても 拜み 倒して 了 

ふ の さ。 

勘吉 併し 其奴が 自分で さう だと 思 ふかね リ 


嘉平 さう かも 知れね え 位に 思 ひ 込ませる のさ。 先づ 俺が 

偽 盲目 になって ゐ て 、 其奴 に撫 で . ^貰 ふと 忽ち 癒 つ た ふ 

りで も すれあ、 奴 あ 自分に そんな 力が あるの かと、 やっと 

思 ひ 込まね え 事 も あるめえ 。そこら は 俺が うまく やる よ 0 

源 次 して 村の 人に 信用させる に はどうす るんだ。 

嘉平 それに あおめ え 達の 手 を 偕り なくち やなら ねえ。 な 

に雜作 もね え 事なん だ。 先づ 俺が うまく 男 を 地^尊に し 

て 了ったら、 急いで 村 中 を 布令： f るから、 おめえ 達 も 其 

時 全く 知らね え 振り をして 皆の 後から ついて 來 ねえ，」 而 

すれあ 俺が 皆 集 つ た 所で . 御利益 を 述べ 立 て るから、 其 

時 はな あ 源 次、 おめえ 急に 「if た、 嘘 だ」 と 叫び 出 すん 

だ。 すると 俺 は 神 樣に云 ひ 含めて 置いて、 「そんな 事 を 云 

ふ 奴に は 神罰 立 ろに 下って 啞 となる ぞ」 と 云 はせ るの だ 0 

そしたら おめえ は 急に 啞 になった 振り をし なくち やい け 

ねえ。 い k か、 解った か。 而 して 先 づ神樣 の 靈驗を 示す 

んだ。 

源 次 うむ。 そいつ は 面白い。 {ュ しい 。引受けた。 

嘉平 それから 勘 公。 おめえ は又暫 らくして、 「詐欺 だ- 瞞 

り だ。 警察 樣へ 行って 云 ひつけて 來る」 つて 驅け出 すん 

だ。 すると 又 俺 は 神樣に 「そんな 一：. J を 云ひ附 けに 行く 奴. 

の 足 は 跛に なれ」 と 云 はせ るから * 其 時お めえ は 急に 蹵 

になった 振り をす る んだ。 さう すれあ 村の 奴等 あ 驚 い て 
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了って、 僞神樣 が 何 を 云 はう と、 きっと 信用す るに 違え： 

ねえ。 而 して 信用し ちまへば、 俺が 賽錢を 上げろ と 云へ 一 

ば、 祌佛が 欲しくて ならね え 連中の こったから * きっと. 一 

ばらばらと 來ら あ。 さう 來れ ぁズ めた もん ぢ やねえ か。 . 

偽 神樣に その 中 僅かのお 供へ をして、 あと は 俺達が 着服 一 

する さ。 

勘吉 成程、 そいつ ほ 面白さう だ。 餘 りょくね え 役 週り だ： 

けれど、 どっちへ 轉ん でも 損 はしね え。 一 つやって 見る 

としょう か。 

嘉平 さう と 定まったら、 早速 仕事に 取り か、 ると しょう i 

ぜ。 愚圖 つくな あ 俺ぁ大 嫌え だからな U 

源 次 よし 来た、 合點 だ。  j 

勘吉 哥兄、 先づ おめえ 甘く やって 吳れ ろよ。 

嘉平 俺 あ 大丈夫 だ。 細工 は 粒々 仕上げ を 見る がい."。 鎌 一 

で 燈心草 を 刈る やうに うまく やって 見せる から。  ： 

源 次 (下手の 方^ 見て) あれ、 さう 云 ふ 中に 向う から 1 一 

人 やって来 たやう だぜ。  一 

勘吉 何だか 林の 中 を 縫って 來 るんで よく 見えね えが- ち 一 

らと 見えた 頭と 手の 邊 りが、 朝日で 金色に 光った ぜ。 ， 

源 次 今から 後光が さす 譯 でも あるめえ が、 神樣に はい > -, 

かも 知れね え。  ： 

嘉平 兎に角お めえ 達 は 見つけられ ちゃ あ、 具合が 惡 るい 0 一 


社の 後ろに 隱 れてゐ て、 俺の 手際が うまく 行き さ 5 だつ 

たら、 何 食 はぬ 顔で 村へ 歸 つて ゐな。 い、 か。 

源 次 よし 来た。 

勧吉 うまく 賴 むせ-」 

(二人 は 社の 後ろへ 入ろ。 嘉平 眼が つぶれた 振り，^ な 

し、 そこの 祠 前- IL つくば ひて、 人の 通リ か、 ろの 1^ 待 

つて 居ろ。 間。 遠くから 手風琴，^ 鳴らす 音が 近づいて 

來 ろ-り やがて 寶藥商 登場。 金モ ー ル附の 帽子と 洋服，^ 

着て、 手風琴.^ 肩から 下げて ゐ る。) 

藥賣 (ゆろ やかに 手風琴，^ ひき、 且つ 唱ふ) 「濟生 藥館目 

藥は. 一度び させば 跡 もな く、 ：：： ォ イチ- 1 …… J  (嘉 

平 に 一 瞥， -5^ 舆 へ て) やれく、 盲目さん か。 お ま へ さん 

早く 俺の 目藥で 癒し や あ、 さう はならなかった らうが、 

可哀 さう に …… (行き 過 ざろ。 嘉平 何もせ す LL 嘲笑 ふ。 

やがて 藥 屋は唱 ひつ 、去って 了 ふ) 「逆上 目 爛れ目 トラ ホ 

1 ム、 一夜に 潰れる 風眼 も ：： ォ イチ-一 …… 」 

(唱藥 遠ざかり 行く。 嘉平 くつく 笑 ひ 出す。 1 一人 肚 

の 後から 出て 來る。 ) 

源 次 哥兄、 どうした。 

勘吉 何故 笑って るんだ。  く 

嘉平 だって あんな 金モ ー ル の藥屋 を神樣 にす るな あ、 土 

龍 を 豚に する より 六ケ 敷い や。 あいつ 等の 藥で、 この 俺 


來 rli^? 《地 
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樣の 口が 癒って 堪 るかい。 

源 次 さう 云へば 彼奴の 顔から して、 僞の療 兵に も なれさ 

うがね え。 神樣 にしても、 まあ &; 乏神位 だ。 外の 神様に 

なる にや、 ST か あんまり 土手の 芒 だ。 

^吉 (下手.， お 見て) さう 云 ふ 中に 又 一人 やって 來 たせ。 

何だか ひどく 草 疲れた 歩き つ き だな あ。 

源 次 さうよ な あ、 丁度ぉめぇが^2をく><られに行く時見 

てえ だ。 

勘吉 綠 起の s.』 るい 事 あ 云 ふなよ。 俺 あこの 上惡 るくな つ 

て も、 楚 になる だけの 事 だからな。 まさかに 首 はく  >1ら 

れめ えよ 0 

源 次 まあ 俺 も 直ぐ 啞 にな るんだ から、 今の 中に 減らず口 

を 叩い て S くの さ。 

嘉平 餘 計な 事 を 云 はねえ で、 さっさと 隱れ ろよ。 もう 愚 

圆 闘して ると 附 かる ぢ やねえ か。 

源 次 よし 来た。 行く よ。 

勘. こん 度 こそう まく 頼んだ ぜ。 

(二人に 乂 社の 後- し隱 れ ろ。 嘉平も 亦 偽 innl となり、 

社 前に (おひつ くば ふ。 間。 n が 影って くろ。 やがて 一 

人の C "泊 *  (彌 三郎 たい 足 1^ 曳き すり 乍ら やって 

來るリ 1 _i ありげ な 額 仲、 そのく せ何虚 となく ォ ヅォ 

ヅ した 所の あろ 若い 男。 通リ か、 つて 祠,； 見、 嘉 平；. i 


は 目 も 吳れ す. その 段の 所へ さも 疲れたと 云 ふ 風 LL 腰 

1^ 下ス すじ 

彌三郞 (ほっと 息，^ 吐いて) あ、 疲れた、 疲れた。 それ 

も 其の 害 だ。 今朝から 一粒の 飯 も 食 はないで、 十 里 近く 

歩い たんだ もの。 もう 此 先き 一 足 も 歩け やしない： 

平 (進み 寄って) もしく， あなた 樣" 

三郞 何 だ、 盲目 か。 何 用が あるの だ。 

平 あなた 樣は 只今 南の 方から おいでにな つたので ござ 

f 一  "ぷ 1^ 力 

三郞 うむ、 さう だ。 わし は 南から 来た。 

平 それから 只今 は 朝の 辰の刻で ございませうな。 

三郎 わし は 知らん。 辰の刻と 云 ふと 今の 時間に して 何 

時 頃の 事 だ。 

平 左樣で ござります。 今の 時の 十 時で。 

三郞 では まあ そんな もの だら う。 

平 さやう で ござります か。 では、 あの あなた 樣が、 辰 

の 刻に お 一 入で 南から 此の 瓧の前 をお 通りに なった 方で 

ございますな。 

彌三郞 左樣、 わしの 外に はない やう だな。 

嘉平 それで は贵方 は 紺の 盲 縞の 御衣 裝を 纏うて ぉゐで 

せうな。 私 は 御覧の 通り 盲目で、 少しも 見えな いんで ご 

ざいます が。 
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彌三郎 (苦笑して 自分.^ 顧み， >  ふむ、 いかにも 紺の 盲 縞 

の 鑑褸を 着て ゐる。 

嘉平 お 年の 頃 は 三十 位で ございませ うか。 

彌三郎 まあ そんな 所 だが、 厭に 精し く 問 ひ 訊す ね。 まる 

で 仙臺の 控訴院 さま 見た いだ。 

嘉平 (急に 飛びす さって 平伏す ろ) では 貴方 さまに 間違 

ひご ざいません。 どうぞ 實を お知らせ 下さい まし。 貴方 

さま は 私 の 待 つ て ゐた御 地藏樣 の 御 化身 で ござり ませ 

5  0 どうぞ さう 仰し やって 下さい まし。 

彌三郎 わしが 地 藏；@ の 化身？ 妙な 事 を 云 ふね。 どこか 

ら そんな 事を考 へる のか。 わしに はさつ ばり 鐸が 解らん。 

大方 小 松原に 生えた 夢 茸で も 貪つ て、 醒め 乍ら 夢で も 見 

てるの だら う。 

慕-牛 いえく どう致しまして。 貴方 樣は 全く それに 相違 

ございません。 

彌三郎 何 を 云って るんだ。 お前 は 今朝 蓴菜 沼の 淘り 水で 

顔 を 洗 つたんで、 まだ 昨夜の 夢の 殘 りが 醒めな いんだよ。 

嘉平 い えく 昨夜 見た 夢 は 夢で、 夢に 違 ひありません が、 

今此處 においでの 貴方 は 貴方で、 御 地 藏樣に 違 ひ ありま 

せん。 

彌 三な 郎 益々 妙な 事 を 云 ふね。 お まへ は 向 ひ 山の 白狐に で 

も 憑され てゐ るんだ よ。 でな き あほん との 氣狂 ひだ。 


嘉平 いえく， 憑 されても ゐ なければ  >  氣狂 ひで も あり 

ません" 私の 申す 事 はすつ かり 筋道が 立って 居ります。 

彌三郞 ちっとも 立つ ちゃ ゐな いぢ やない か。 人 を捉へ て 

い きな り 地藏だ の 何 だのって  >  地藏樣 に 鳴が とまれ あ- 

十八 島 田が 花嫁になる つて 云 ふ が 、鑄 姆屋の 息-十 が草疲 

れ たからって、 石頭が 圓 くなる て 云 ふ 話 は 扇 屋の爺 さま 

にも 聞いた 事 はない よ。 

嘉平 まあお 聞き 下さい まし。 (^) 私 はもと 此 近在 さつ 

て の あぶれ 者で、 此間迄 ぁ神佛 のか の 字 も 云つ た 事 はな 

し， 今考 へれ ぁ勿體 ねえ 話です が、 此處 の地藏 だって 石 

ころ 同然に 考へ てゐ たもので すから、 二三 曰 前 ふと 此處 

を 通りが 、りに 面白半分 お 地藏樣 へ 小便 をお ひっかけ 申 

しゃした。 する と 其晚か ら 不思議 に も 急 に 其處 へ 熟が 出 

やして、 七轉八 倒の 苦しみ をした 末- 眼 迄が こんなに^ 

れ ました。 それで これあき つ と 地-! g 樣の 罰が 當 つたに 違 

えね えと- 急に 神罰が 恐ろしくな り、 それから 七日と 云 

ふ もの、 此の 堂に お籠りして お詫び を 致し やした。 する 

と 昨夜と 云 ふ滿 願の 晚で -- /さります。 

彌三郞 (話に 非常な 興味， <J ^感じて) ふむ。 滿 H の晚 LT 

I -何 かあつた かな。 

嘉平 はい。 ござりました。 私 は 腹が減つ たのと 疲れたの 

で、 此處の 柱に 凭れた ま ついう と/ \と寢 人った も 
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のと 兑 えます。 すると 眞夜屮 頭の 上に ほんやり 明り：^ 

さすので、 驚いて 跟を 上げて 兑 ますと その 綠 とも 白と も 一 

つかぬ 御 光の 屮に、 一人の 屑 毛の 白い 老人が 立って 居 ftl 

ま し た " 而し て 私 を 見る と 急に 進み 寄り 乍ら 右手に 持 つ 

てるた 通せ +の 杖で. した、 か 打ち 据 ゑる のです。 私 は 一一 

-, . 目で それが 御 地藏樣 だと 解りました から、 平に 恐れ 人つ； 

てお 打ちになる 儘に お 罰 を 受けて 居り まし た - 只 -.^ 思 鼠 

な に は あれ 程 打 たれても、 少しも 痛くない のです。 で 

I： らく 打 たれ て ほります と * その 老人が 仰し やる ので す e 

彌三郎 ふむ。 ：：. 

^¥ 「JI=ir 午， お ま へ は眞に 悔悟した と 見 ゆるな。 善哉 善哉、 

お まへの 心榮 えに 愛で、， わし は 罪 を 許して 遺 はす。 お j 

ま へ の K も * 叨 曰 わしの.； 代り を やって 癒し て や る ぞ 

よ。 その-せ 代りと 云 ふ は iK- の 頃 三十 前後で * 盲 縞の 衣 ま 

纏 ひ， おの 刻に 御 の 前 を-南から 北へ 通る 箬ぢ や。 その 一 

人 に^んで、 を 撫で、 賀 へば * 今迄の 盲目 は 九月の BS 

の驟の やうに 散る は 必ずお や。 そ の 人 或 ひ は 言 を 他に 外 

らして、 わしの 身代り ぢ やと はえ 云 ふまい： され ど 心 を 一 

とめて 欺かる、； ，5〕 その 人に は 誠に 神の 力が 在って、 

数の 不思議 を现 はす ぞょ。 何 もみ 心 0 儘ぢ や、 何事 も 

透し；：' や U 而 してお まへの 眼 を 癒す ばかり か、 村の 避 

係 も 救う て 下さらう ぞ 。よくお 頼み. 5- せ 。ゆめ く 怠 つ て 一 


見失 ふな。」 と 云った かと 思 ふと、 老人. の 姿 は 夕方に 飛ぶ 

五位 鷺の やうに * ふ は/^ と 中 穴 H へ 消えて 了 ひました。 

ふと 我に 歸 つて 見ます と、 私 は 矢っ張りお 堂の 中に 寢て 

ゐて、 老人の 消えた 方に は、 もう 明け 近いと 見える 節穴 

が仄 やり 白く 見えました。 それで 私 は 起き 上るな り、 今 

か 今 かと 貴方 樣の お通り を 待つ て 居り ましたし どうぞ 御 

本. せ をお 明し に な つて 私の 眼,^ お癒し 下 さ います やう、 

どう ぞ お 願 ひ 申し 上げます る。 

1 三郞 は、、、。 馬鹿 を 云って は 困る U わしに お前さん 

の 眼 を 癒す 力 なぞが あつ て堪る もの か。 そんな 力が ある 

なら、 今朝から かう して is 腹 を か、 へて、 當も なく ほつ 

き 歩いて なぞ 居り はしない よ. - 私 は 地藏樣 の 身代りな ぞ 

ではない よ。 私 は此處 から 三十 里 西南の、 柳 律から 来た 

もの だ U 

さう/、， 夢の 老人 もさう 仰 しゃいました。 

郞 しかも 貧乏な 鑄 掛屋の 息子 だ。 

それ も 夢 知ら せの 通りで ござ います。 

郞 昨日 親父と 喧嘩 をして 家 を 飛 ひ 出した 野良 息-十 だ 

嘉午 その 親父 樣と： K ふの が、 氣の 荒い 魔 迹那怫 さまで、 

貴方 樣を 此處 にお 寄越しになる ため， わざと 辛くな すつ 

たので ござ い ます。 それ もみん な 貴方 をお 遣 は しにな つ 
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て、 村 を 叙つ て 下さる 有難い 思 召な ので ござります。 

^三郞 俺ぁ每 日 居酒屋に 人り 浸つ て ゐて怫 機の 話 は 聞い 

た 事がない よ。 

嘉平 いえ 滅相な。 ちゃんと 三世相に も 書いて あります。 

そんな 事 をな さる 0 は、 すべ て 凡夫と 見せかける 上邊だ 

けの 事で、 あな た樣の 父御 樣，. f そ れな の で /さり ま す。 

それ も 夢 知ら せ に 御座り ま し た リ 

g 三郎 もっと 何 か 無かった かな」 

嘉平 貴方 機に 仰し やられる と 思 ひ 出します で、 へえ そ 

れから と  ズ」 >- …… ございました) 何でも * 思 ひ 違 ひ 

か は 知りません が、 その 居酒屋と 云 ふの は、 村 端れ の椎 

の 木の 傍で ございませう。 而 しても こに はま だ 水 氣のぁ 

る 後家 さ んが 確かお ゐで^ せう。 

彌三郎 (少し 驚いて) へト え。 それ ぢ やその 夢 知らせつ 

て 奴 も、 本當 だと 見えるな。 成程 その 通り だ。 

嘉平 それに 貴方 さま も、 へ &ぇ、 あの， お惚れな すった 

害です がな。 

00 まあ そんな 所だった。 こいつよ く 知って やが る 

な. - 

嘉平 それから 又 魔 迹那怫 さま もお 惚れで ござ いました 

な。 それが 親子 喧嘩の 基で ございませう。  . 

彌三郞 お まへ そこ 迄 聞いた のか。 そいつ ほ 益々 やり切れ 


ない な。 (頭 1^ 搔く) 

嘉平 さう ぉ恥ぢ なさる に は 及びません。 あの 女の 方 は， 

あれで 又、 觀音樣 でございますよ" 

彌三郞 どう だか 知らね えが、 全く 觀音樣 と 云 はれても 恥 

しくない やうな 女だった。 

嘉平 それ もみん な 貴方 を此處 へ 救 ひに お 遣し になる ため 

だった ので ござり まする。 

00 何だか 知らね えが、 餘 計な 事 を 知らして 歩く 奴が 

ゐ ると 見える， 何だか 少し 薄氣味 が 惡く なつ て 來 たり こん 

な處 にあ 長く 居られな ぃコ さっさと 行つ て 了 ふとしょう 0 

(立ち上ろ) 併し 腹 は 減る し、 足 は 痛え し. 一足 も 歩け 

さう もね え。 おいお 前さん、 何 か 食 ふ 物 は 無い かね。 

嘉平 今ぢ きに 差 上げます でございます。 が、 どうか その 

前に 鳥渡 私の 眼 をお 癒し 下さる やう， 偏へ にお 願 ひ 致し 

まする。 

彌 一一 一郎 そんな 力 は 俺に は 無い よ) 

嘉平 い ぇ只觸 つ た 丈で {且 しいんで ござ いますから リ 

彌三郞 ぢゃ觸 つて だけ はやるが、 緩 らうが 慮るまい が 私 

は 知らないよ。 い V かい。 

嘉平 はい 結構で ご， さいます」 

彌三郞 其 代り 觸 つたお 禮には 何 か 食 ふ 物 を 持つ て 來て吳 

れ ないか。 握 © でい、。 


0r はい。 畏 りました u いくらでも 差 上げます。 

彌コ： 郎 そんなに 澤山 はいらね えが、 二つ 三つ" 1 い 

かい、 それ は 股が 明かな くった つて 持って来て 吳れ ろん 

だぜ。 

0.^ おし- 「ございます。 

彌 三- S よし-その 約束 は濟ん だと "(近よ つて) ぢゃ觸 

るよ。 い、 かい。 ほら これが 私の 手 だ。 

$  (手，^ 押し- w-..^ へえ、 有難う ございます、 まるで 

鬼 ケ嶽の 谷 問の 水晶の やう に凉し いお 手で ございま する 

な，」  ひ，。 

彌三郞 水 品 だと すれあ >  餘 り出來 のよ くねえ、 罅 入り 水 

晶だ。 —— い かい、 さあ 觸 るよ。 (彌三 郎何氣 なしに 

嘉ギの 眼に 手 1^ 觸れ ろ。 お 

(突然 U, ^開く。 而して立上って四逄^^-^迥す。 大 

m3 あ、 開いた。 あ、 開いた。 すっかり 見える。 何で 

もかんでも 見える。 (急に 彌 一一 一郎の 前に 跪いて) 難 有う 

ございます。 難おう ございます。 生 神樣、 生 怫樣。 

稱 n: 郎 (=  木 然と 見とれて) ほんと に 開いた か。 (自分の 

v^.^^5) 變り はない 。不思議 だな あ。 

^平 (wlw 逸. 見廻し 乍ら) すっかり 見える。 あれ > 

村長 さまの，： お， から、 ，问 ひ 山の 杉の 穗 先まで 見える。 遠 

くよ おに 1= れ^った 那須の 烟りも 見える。 近く はお 種 婆 


が 作った、 十 六提豆 の 蔓ま で 兑 える。 (再び 跪いて) 難 

有う ございます。 難 有う ございます。 

彌三郎 (^も 考へ 込んで ソ 俺 はいつ こんな 力 を 得た の だ 

らう。 不田 3 議. た，) 不思議 だが 事實に 違 ひない。 夢で もな 

い。 狐に 憑され てるので もない。 して 見ろ と 事資、 俺に 

は 不思議な 力が 在る の か しら。 それ を 今迄 氣が つ かず、 

使って 見 もしなかった のか しら。 

嘉平 il^ 神樣、 ではお 約束 通り、 早速 御 禮に差 上がります。 

どうぞ 暫ら くお 待ち 下さい まし。 村の 人た ちに も 知らし 

てあげます。 而 して 生神樣 の御來 仰を拜 ませ て やり ま • 

す 0 どうぞ この 御堂の 中で、 暫 らくお 休息- トさ いまし。 

そこの 御 地 ii 樣に は、 白い 衣が 裔せ て ある 箬で ございま 

す。 夢 知らせで は それ を 藩せ 申せとの 事で ご ざ いまし 

た。 どうぞお 召しな すって 下さい まし。 では 行って 參り 

ます。 他へ いらして は 困ります」 

彌三郞 行きた くても， このす き 腹で は 行かれぬ わ。 ぢゃ 

恃っ てゐる ぞょリ 

嘉平 (堂 扉^ あけ) さあ どうぞ 此の 中で。 

彌三郞 何でもい、 から 握飯 を 早くして 吳れ。 (堂內 に 入 

ろ) 

嘉平 畏 りました 。では 御免下さい まし。 (堂 扉ん，^ 閉める。 

而 して 恭しく ー拜 して、 立 上ろ。 後ろ 1^ 向いて 赤い 舌.^ 


來出^ 蔵 他 


ベ ろリ と 出す) 

gl;- 一 (堂の 後る から 出て 小聲 に.} 哥兄： 甘く 行った な- リ 

嘉平 (二人， ^制して、 ® も 小？ t に) まだ ゐた のか。 それ 

ぢゃ 早く。 い、 か。 

源 次 U よし 来た。 

勘吉 、一 (賴 むぜ" 

(三人急 ぃで其場1^-去ろ。 長い 問。 ffl 古 鳥 鳴く。) 

彌三郎 (戶^?^ 開けて、 身ん、 現 は マ) 俺 はほんと に 神様に 

なった のかし.， つ。 

(それに i<:l ふろやう に 閑古鳥の き 

.  . I ■ 幕 11 

第二 場 

同じ 場面。 ニー 時 問 後の： とたり。 嘉平 先頭-し 立ち 村 

人多勢，^引^^^れ來ろ" 

嘉平 (传产 ど 顧み) さあ- 活神樣 の 居らつ しゃる C は 此の 

お 堂 の 中 だ し 先刻 わ し が 御 休息 をお 願 ひ 申し て 置いた 笞 

だから、 確かにお ゐ でになる だら う。 今. 嘉 平が 皆の 衆 

に拜 ませ 申す から、 そこに 跪かつ しゃい 

(^々跪く。) 

嘉平 (堂 扉の 前にて ：>  もし/ \活 神様 • 中に おる で ご 


ざり ます か。 嘉 ：个 只今 戾 りました。 

彌三郎 〔中に て) おう 歸っ たか。 して 約束の 物 は 忘れ ま 

いな。 

嘉牛 へえ/ \、 忘れる 段で は ござり ませぬ が、 村の 婆た 

ちに 話した 處、 さう 云 ふ 靈驗な 祌樣に 上げる ので は>  普 

常の 米で は 不可め えから- ぉ跋ひ をし た 新 德 を拔 い て 捣 

き、 鎮守 樣の御 神木 を 伐った 薪で 焚いて、 やがて 持って 

來る箬 で ござります。 どうぞ 少々 お待ち 下さい まし. - 

彌三郞 (中 にて) それに ほ 及ばなかった ぞ」 

嘉平 でももう 少しの 御 辛 棒で ござり まする。 で * どうか 

それ迄の 間に、 もう 一度 村の 人達の 前で、 御 奇蹟 をお 見 

せ 下さる やう、 改めて 私から お 願 ひ 致します る。 

彌三郞 わし はもう その 不思議 を 現したくない。 今日は 許 

して 吳れ， - 

嘉平 いえ、 ほんの 鳥渡で 宜しう ござり まする。 先刻の や 

うにし て 下 されば 大丈夫で ござり まする。 嘉 平が 身を以 

て 請 合 ひます る。 決して 御迷惑 を お 掛け しません。 

彌三郞 (中 にて) では どうと もお 前の 好きに する がいい 0 

嘉平 難 有う ござり まする。 05.3, ^顧み) さて 皆の 衆。 祌 

樣は 今日 はお 力 を 見 せ る の に氣が 進ま ぬ と 仰し やる が. 

嘉半 がた つてのお 願 ひで、 三つ だけ 見せて 下さる との 仰 

せ だ。 その 一 つ はもう 嘉 平の 風眼 を廢 したに よって- あ 
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とたった 二つ だ。 氣を とめて よく 拜み 見なされ。 

人々 (口々 LL,, 難.；：？： うご ざり まする。 

嘉平 では 活祌 樣、 只今お 扉 をお 開き 申し上げます。 皆の 

衆 頭 を 下げさつ しゃい。 

(人 々低頭す ろ」 嘉平 扉， ^開く。 堂 內ょリ a き 衣な 纏 

ひて、 出来ろ だけ 威 餞， 整へ たろ 彌三 郎、 しづ-/ \ と 

現れる」 皆 は 仰お、： ^る。) 

源 次 (^S3f の 屮ょリ 突然 み 出で、) は vv、o これ あ 

何の 事 だい。 嘉平 おめえ 冗談 も 大概に しろよ。 神様々々 

ちう から、 どんな 偉い 物が 出る 事 かと 思へば >  高が 只の 

人 問で ねえ か C これで 身 IT か 金色 だと か、 額が 夜光の 石 

兑た いに でも 光つ てれ あ 格別、 それと 俺達の 相違 は 白 い 

衣を^^てるだけぢゃねぇか。 

B 平 馬鹿 を 云へ。 神様が 凡夫の 姿で お現れに なった の 

だ。 そこが 活神樣 たる 所な の だ。 馬鹿 を 云 ふと 神樣 にお 

願 ひして、 お まへの 減らず口 を啞 にして 見せる ぞ。 

源 次 これ あ 面白い。 さあ、 するなら して 見ろ。 村 一 番の 

口達者で. 喧嘩 口論 揚足 •  取りで、 町の 議员樣 さへ 敗 かし 

た 俺 だ。 その 口が 塞がる もの だか、 やれる ものなら やつ 

て 見ろ い，』 

？ 3l| 平 祌 さま、 彼. め あんな 事 を 云うて 居ります。 どうか 

祌樣 のお 力で * 一  つ 懲らしめの ため. 啞 にして 下さい まし。 


彌 一一 一郎 神 は 人を啞 にす る やうな 事 は 好まない。 神の 力 は 

いつも 善に 働く」  一 

嘉平 いえ、 惡を 懲らしめ るの は、 卽ち蕃 で ほご ざり ませ」 

ぬか、 ぉ躊瞎 なくお 罰し 下さい。  ： 

源 次 やい。 間拔 神. 展神， あんぼん 神。 貴様の 通力で は 

出来め え。 今の 世の中に そんな 事が あって 堪 るか。 やれ 

る ものなら やって 見ろ い 0  (喚く) 

彌三郎 (試め しに やって 見る と 云 ふ a で) 神 を 疑 ふ不屆 

者. まだ 喚き 居る か。 お まへの ロは啞 になら ぅぞ。 

源 次 (今迄 喚いて ゐ たのが、 急 に 聲，^ 吞み、 只管 悶く © 

み) う 乂  X  >1 X  、」 

嘉平 それ 見ろ， 神罰 思 ひ 知った か。 どう だな、 皆の 衆 二 

ん なに 靈驗 あらた かなの だ。 (^«タ驚嘆すろ) 神 樣難有 

うご ざり まする。 

三郞 (おのが 力に 驚きて、 呆然うな づく S みソ 

平 (源 次.) どう だ 恐れ入つ たか。  一 

次 -跪坐 低頭、 手， 4^ 合して 頻りに 許し，^ 乞 ふ〕 

平 悔悟の 實が 見えたら， 俺から お 願 ひして 許して やる。 

それ迄 は そこで 拜んで 居ろ。 お まへ は 每も賽 ころの 振 

方 を 誤魔化す から、 そんな 目に 會 ふの だ。 何なら 一 生 さ 一 

うして るが い \、 村 中す つかり 靜 かになら あ。  一 

勘吉 (急に 群 第の 中から 叫び 出す) 飛んでも ねえ 奴等 
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だ。 魔法 使 ひだ。 それに 違えね え。 やたらな 魔法 は 御 法 

度 だ。 俺 は 警察 さまさ 行って 訴 へて やる。 兄弟 を啞 にさ 

れて默 つち や ゐられ ねえ。 さう だ。 すぐ 驅け てって 云 ひ 

つけて やる。 (走り出す。 皆々 其の 方 1^ 見ろ〕 

嘉平 叉 あんな 事 を 云 ふ 奴が あります。 どうぞ 早速 御 罰し 

なされて、 走って 行く 處を蹇 になす つて 下さい まし。 

彌三郞 (今度 は 通 疑せ す) そこに 走り ゆく 者 走る ことな 

ら ぬ。 蹇 になら う ぞょ。 

村の 人々 (口々 に) 蹇 になった 。ほんと に蹇 になった。 

神罰 だ、 ざま あ 見ろ 。今にな つて 頻りに あやまって ゐる。 

や あく 此方へ 這つ て 来る ぞ。 

S 吉 (這 ひ 乍ら 入り 來る) どうぞ 御 許し 下さい まし，」 も 

う 決してお 疑 ひ 申し やせん。 心 を 入れ かへ ました。 どう 

ぞ お許し 下さい まし。 (手ん』 合せて 賴む) 

嘉平 お まへ も 源 次と 同じく， 暫 らく そこに 拜んで 居れ。 

悔悟の 實が 見えたら， 俺から 許しん 願って やる。 お まへ 

は 一 體 平常から 町の 私 窩女を 張る 癖が ある、 その 罰と し 

て は 少し 永く 蹇でゐ て もい \位 なんだ。 

勘吉 飛んでも ねえ。 あれ あ 皆さん 嘘で ございま すよ。 神 

0, これから 心 を 入れ 替へ ますから、 どうかお 許し 下さ 

いまし。 

嘉平 い X から 默 つて 神妙に して ゐろ。 でね えとお めえ も 


啞 にして 貰 ふぞ。 

勘吉 へえく  e  (呰 I： 向 ひ) 全く 神樣に 違えね え。 私が 

い、 例 だ。 うっかり 疑つ ちゃ 不可ません ぜ。 

嘉平 全く だ。 貴樣達 二人が 餘 計な 疑 ひ を 起したん で、 神 

罰 をお 下しになる ため、 今日の 奇蹟 は 三つ 濟んで 了った。 

折角 此處へ 集った 皆さんの 中に あ、 ほんとの 盲目 ゃ蹇が 

ゐて， i (癒して 貰 ひたかった らうが、 おめえ 達が 橫合か 

ら それ を 奪 ひ-取つ たやうな もの だ。 皆さんに もお 詫び 申 

す 力、 & 

次 (乎ほ：似で詫びろ漾子.^-すろ) 

士ロ 全く 濟み やせんでした。 

平 では 活祌樣 、今日は これ だけで ござり ましたな。 

三郎 お まへの 心 通りに 致せ。 

平 はッ、 では 御 疲れで 御座り ませう から、 これ だけに 

致します る」 (皆に) さあ 皆の 衆。 今日の 御達驗 はこれ 

だけ だ。 でも 神様の 力が あらた かで ゐら せられる 事 は 解 

つたら う。 明日お 祈り をして^ ひたい 人. 後生 を む 人 

など は、 今から 賽錢を 上げて ゆかつ しゃい。 今日の， 集り 

はこれ きり ぢゃ。 

少女 ( 一 人の盲目の老婆の手，<^^{ぃて、群v^かき分けそこ 

へ 出る) あの もし 嘉平樣 * どうぞお 願 ひで ござります。 

神樣 にお 賴 みして、 私の 婆 さま だけ 特別に 1= をお 癒し 下 
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さい まし 0 

嘉平 いや 駄目 ぢゃ、 明日に さっし やい。 

少女 いえ、 どうぞお 願 ひで ござります。 お 婆 さま はお 年 

ぢ やから、 明日と 云 はずに 今夜に でも * 一目 此の世 をお 

見せ 中した うご ざり まする。 さあお 婆 さま、 活神 さま ぢ 

や。 あなたから もお 願 ひなされ。 

官目 ど 5 ぞ 神様， わし は 外に 望み はねえ だ、 やっと 育つ 

た 此の 娘の 顔が  一 a 見て 死にて えで ござります だ。 赤ん 

坊 の時兑 たつき り. 十五 年 た 事が ありまし ねえ だ。 ど 

、っぞ 一 と目兑 せて 下され や。 

惠平 (赏 惑して) いくら 云っても 今日は 駄目 ぢ やよ。 

少女 いえく、 神 さま ぢ やなら、 お 力が 限りが ある 譯は 

ござりますまい。 又 出し 咨し みなさる 譯は ござります ま 

い。 お 願 ひ 申します る。 どうぞな ぅ嘉： 乎 さま、 もう 一 度 

ぢゃ。 

$ 駄目 ぢ やと 云うたら 駄目 ぢ やと：； ム ふに。 

彌-; ；郞 (旣 に 大 なろ 自信，^ た 態^で) これく 嘉平。 

見れば 可哀さ 、りな 親子で はない か。 折角の 賴みぢ や、 き 

いて. m はせ。 わしが 癒して 進ぜる。 

0.^ ぇッ、 それ あ 貴方 さま 大丈夫で ござります るか。 

g 三郎 お. - 大丈夫と も。 (低く 獨語の やう LL〕 三人まで 

力が 及んだ からに は、 わしに 備る何 かど あるの ぢゃ。 わ 


し はわし の 力 を 信じ 出した。 大丈夫 ぢゃ とも。 さ、 娘、 

婆 御 を此處 へ 連れて来る がよ いわ。 

少女 難 有う ござります。 婆 さま， 神 さまの 前で ござり ま 

す ぞい。 

老婆 (彌三 郞の前 LL 額づ く) 南無 阿 彌陀佛 …… 。 

彌三郎 (老婆の iSLL 手，^ ふれ) 可哀 さう に 昔 亭主 を 亡く 

した 時， 餘り 泣き 過ぎて 險が附 いたの ぢ やらう。 わしが 

手で 撫でた からに は、 もう 凉 しうな つた 害ぢ や。 さあよ 

いか。 わしが 此の 手 を 三つ 叩く と、 三つ 目に 眼が あく ぞ 

よ 。さあ * 1 ィニゥ 三ッ！ (手 叩く) 

老婆 (急に 目 開く。 呆然と して 四邊， 見廻す のみ) 

少女 婆 さま。 あれ 目が お開きな された。 その やうにば ち 

ばちして" 私が 見えます るか。 私の 顔が 見えます るか。 

老婆 お、 見える。 お、 見える。 そなたの 美しい 木槿の や 

うな 顔が 見える。 これが 目ぢ や。 澄んだ 淸 水に 木 欒樹實 

を 落した やうな 目ぢ や。 これが 鼻ぢ や。 雪の 岡に 兎が ® 

つた やうな 小高い 鼻ぢ や。 これが 脣ぢ や。 古り 沼の 隅に 

〔A 、く 睡蓮の 花片の やうな 層ぢ や。 お.^ お  >- 娘 や。 わし は 

もういつ 死んでも い \ そや。 

少女 婆 さま。 (縫リ つく) 嬉しい。 

老婆 わし もぢ や。 皆ん な神樣 のお 蔭ぢ や。 

二人 難 有う ござり まする。 (皆々 感動す る. 5 
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嘉平 (驚嘆して ゐ たが， やっと 吾に 歸リ) さあく これ 

で濟ん だ。 もうお！^ ひだ。 あと は 誰が 来たって 駄目 だぞ 

よ 0 

白痴 女 (愛らしき 乳 吞兒， ^擁 へて 集，^ 接き 分けく 出 

で來 ろ〕 どいた、 どいた、 どいた。 

其 母 (あとから 止めろ やう LL ついて 來ろ〕 これ どこへ 行 

く。 見境 もな くど こへ 行く のぢ や。 

白痴 女 (彌 三郞の 前へ. 進み出で ) い. 1 子 だろ。 い &子だ 

ろ。 誰れ の 子 だ。 わしの 子 だ。 

嘉平 これく 何で 出て 來 るんだ〕 こ  >  は神樣 の 前 だぞ。 

おつ 母 あ、 早く つれて 行け。 

其 母 はい。 さあ 叱られる から、 こっちへ 來 いよ 。その子 

を そんなに 見せんで もい わ。 

.a 痴女 (おも 兒 つきつけて) ぃ土ナ だろ、 い i 子 だろ。 

彌三郎 ー體 これ はどうし たの ぢゃ。 

嘉平 どうしたの でも 御座いません。 かま はず 置いて 下さ 

いまし。 

彌三郎 かま はう とて、 白痴 はわし にも どうもな らん。 白 

痴は患 ひで はない のぢ や。 神の 惠みぢ やからな。 白痴が 

一 番 幸せ ぢゃ 。わし も是 より 此の 女 を 幸せに する 事 は 出 

來ん 

其 母 それ は 私 も 望み ませぬ が、 只神樣 のお 力に よって、 


此の 子の 父親が 知りた うご ざ ります。 この 娘に S いても 

解らず、 子供に 似よりの 男は潭 山あって * どこの 誰 やら 

解り ませぬ。 白痴に もせよ 子が 出來 たの は、 大方 誰かの 

い たづら と 思 ひます るが、 一 SI 誰で ござり ませう リ 

嘉平 「又 心配して」 これく そんな 事 を 神様に：^ ふので 

はない。 

其 母 でも あなた は 神様が、 村 一統の 六ケ 敷い 事 は- 何で 

も 知ら し て 下さ ると 云った でない か。 祌樣が 知ら んぉ箬 

はない。 

嘉平 でももう 今 曰 は 時間外た と 云 ふに。 

彌三郎 (すっかり. U 信，^ 以て) これ./ \嘉 平、 よい わ、 

よい わ。 わしが 代って 詮議して 遣 はす。 (il。 腐 H して 

後) 先づ其 男と 云 ふの は、 此處に 集った 人の 中に 居る。 

(ル！ ： 数 合 す ) 其 人 はもう 旣 に 心の中で ひ どく 苦め られ 

てゐ る箬ぢ や。 を 指す は容 いが、 罪 を輕 うする ため 

に、 わし は 其 人の 名乘り 出る の を 待た う。 さあ 早う 出ぬ 

か。 (皆 額， か 見合す のみ) では 共 人に 就ての 柄 を 少し 

づっ云 はう。 先づ其 男の 家 は 西の方に あって、 南 や-, 1： い 

てゐ る。 而 して 八 輪ぼう の 方に 松の木が ある。 親 はない 

が、 若い 男ぢゃ 。さあ これ 迄： K うたら もう 出ぬ か 0 出ねば 

名 を 云 はう か。 云 はれた 後の は 重から ぅぞ。 

嘉平 (そっと 傍に^つ た勘吉 に) 誰れ もな けれ あ， おめ 
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え 出ろ よ。 

拗吉 (Is じく 小^で) おら 厭 だ。 もうこんな 役 H をして 

るんだ からな。 おめえ 出ろ。 おめえ が 罪 を脊負 ふ番 だ。 

彌- 一一郎 さあ 出ぬ か。 出ぬ の は 耳が 聞えぬ ふり をす るの ぢ 

やな。 ほんと に a にす る ぞょ。 

(愈々 となれ に. U 分が 出ろ 氣で) 誰もない か。 無け 

れぁ …… 0 

？ぉ者 (群 の 中から 轉び 出に、 彌：ー；郞の前に.手..^っく) 

濟 みません でした。 

彌； -; 郎 お前 だと 云 ふの If 先刻 か 、り 解 つ てゐ た。 後悔し 

たか。 後 梅したら 改めて 此の 女に 諸び て、 子 を 引取れ。 

白痴にから かふな ぞは惡 るい ぞょ。 其上默 つて 知らぬ ふ 

り をす ると は^の 事ぢ や。 

サ； -者 全く 申譯 ござりません〕 醉 つばらった 紛れに つ い、 

その、 からかつ たので。 

,M 平 おめえ がそん な 事 やった た あ 思はなかった。 役場の 

5 記 も や り 、 靑年會 の 幹事 もやった と 云 ふお めえ が。 11 

一 體 どこで どうしたんだ。 

彌： 一一郎 場所 は- M 北 C 低い 所 だら う。 

サぉ者 はい。 さう 見 透され ちゃ あ、 敵 ひません。 いかにも 

村 端れ C 展殺 場の 雍 地でした。 高 湖 0 親類へ お 通夜に 行 

つ た歸 りの 箏で す。 私 はぐで ん くに 醉っ ばら つ て ゐま 


した C 何から 何まで 酒の 爲 めです。 丁度 薄 ぼんやりした 

月が 出て ゐ ました。 わつ し は 街道 を何氣 なくぶ らく や 

つて 來 ますと、 11 地 蘭 塚の 陰で 女の 唄 ふ聲 がする ぢ や 

ありません か。 時節 は 春で、 榛の木の 芽のお ひがして- 

穴 虫 も 出る ちう 土が む つ と 蒸れる やうな 晚だ つたので * 

つ い 誘 はれて 行って 見ます と --— 。 

嘉平 それから どうした。 

な あに、 それだけの 話です よ 。それつ きりなん です 0 

白痴 女 (欲の やうに) な あに、 ，てれ だけの 話なん だよ。 

それつ きりなん だ。 

嘉平 ぢゃ 兎に角お まへ は 祌樣の 云 ふ 通リ- 罪 亡ぼしに 其 

子 を 引取れ" 子まで 白痴と は Si るまい。 引-取って 育て 

やれ。 

若者 はい。 (C 痴に) おい、 其 子 を 俺に 渡さね え か。 

S 痴女 厭 だよ。 厭 だよ， 私の 子 だよ。 c; 逃げろ) 

其 母 どこへ 行 くんだ。 ぉ淺、 ぉ淺っ 子。 

(母. と 右 者と 女の 後^ 追うて 退場す る。. - 

嘉平 (彌 三郎 に) いや、 色々 と 難， I：？ う ござりました。 で 

は 今日は これ 丈に 致します るで 御 11 いませう。 

彌ー； 一郎 さう か。 では わし は 堂に入る ぞ よ。 

嘉平 はッ。 (平伏す る) 

(比 も嘉 平になら つ て、 平伏す ろ。 其 間 に 彌三郞 は飽く 
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嘉 源勘嘉 a 源 


彌嘉 彌嘉彌 

三 平 三 平 三 


迄 自信 もろ 態度で， 堂內 LL 入ろ。 嘉平 扉ん 、閉づ o〕 

嘉平 さあ、 皆の 衆、 賽錢を 上げた ら 退散す るが よい。 後 

生 を 願 ふ 人 は、 決し て 喜捨 を 忘れまい ぞ。 

(村の 人々、 口々 LL 念 佛，^ 唱へ、 赛錢 V ^投げて 去ろ 。遂 

-」 嘉平、 源 次、 勘吉 のみと なろ。」 

嘉平 さあもう 皆 行って 了つ た 。うまく 行った もの だな あ、 

おい。 が， もう 芝居 を やめても い、 ぞ、 二人とも。 誰も 

見て ゐる者 あねえ。 源 次 も 云へ、 勘吉も 立て。 賽錢 集め 

でもし よ うぢ やねえ か 0 

タ (口  もぐ >,,\ さ^ろ のみ) う 

士 3 哥兄、 立てね え。 どうしても 立てね え。 

平 何 だ。 どうしたんだ。 巫山戯る なよ。 

吉 ふざけて るん ぢ やねえ、 全く 立てね えんだ。 

次 (頻リ LL 手眞 似，^ し、 地面に 字ん. - 書く) 

平 (請む) 何 だと、 ど うしても くちが 

き け ね え。 ほんと にきけ ねえの か。 

源 次 0^.^、、 ぼして 點 頭く のみ) 

勘吉 (泣き さうな 萆で) 哥兄 >  俺 あどうな るんだ。 どう 

しても 立てね え や。 おめえ どうかして 吳ん ねえ。 

嘉平 ふ &む。 さう すると 彼奴 あ、 ほんとの 神樣 かも 知れ 

ねえ。 こり や 飛んだ 事 をした ぞ。 

勘吉 ほんとの 神 嫌なら、 俺 あもう 一生 立てね えだら う。 


哥兄 どうかお 願 ひだい 早く 神樣 にお 願 ひして、 もう 了 M 

もとへ 返して 吳れ。 

源 次 (嘉 平の 裾，^ 捉 へ 頻リ に 手眞似 Li  X 訴 ふ ) 

勘吉 神 樣がゐ なくなら ねえ 中に、 早くお 願 ひ 申して 吳れ。 

俺 あほん とに 心から 後悔した だ あ。 もう 決して こんな 眞 

似 はしね えだ。 

嘉平 (急 LL 社の 扉，^ 開き、 其 前に ひれ 伏す) 神様り 惡ぅ 

ござりました。 全くお 見 外れ 申し やした。 どうぞ 其 罪 は 

御勘辨 下さい まし。 而 して あの 通り 悔い改めて ゐ るので 

すから- 二人 を もとにお 返し 下さい まし。 お 願 ひ 申 上げ 

まする。 

郞 (餘 に 立 現れ) やっと 私の 本體 がわかった か。 

はい。 わかりました。 (平伏す る) 

郎 では 心から 侮 悟した と 云 ふの ぢ やな。 

あの 通り 手 を 合せて 拜んで 居ります。 

郞 では 以後 その 方 ども はわし の： 子と なって * わし 

の爲 めに 盡 すと 誓 ふか。 

嘉平 何でも 致します る。 

彌三郎 では 許し 遣 はす。 源 次 も 云へ。 勘吉も 立て。 

源 次 (急 LL 喋リ 出す， } あ、 あ. -、 飛んだ 目に 會 つた。 天 

罰た あ 全く この 事 だ- 自分の 方で 計った 積り が >  神樣に 

會っ ちゃ あ 敵 はねえ。 うっかり こんな 事 を やる もん ぢゃ 
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ねえ。 神 さま はほんと にゐ るんだ。 しかも どこに でもる 

ると a える。 

勘吉 (一 二度 跳れ 上って) もと 通りの 足 だ。 これな ち縣 

知來 さまの 人力 と馳け つ くらだ つ て 出来る。 東京まで 

十 曰で 繭 りに 出掛ける 事 も 出来さう だ。 俺 あやつと 安 

心した 0 

(一一 一人 よろこぶ 0 問 0) 

-M 平 03.4 に 手，^ ついて) 祌樣 にお 伺 ひ 申し上げます。 貴 

方 さま はもと からお 生れ 代りで、 あんな 奇蹟 をな さる 御 

力が あつたので すか。 

彌ー 11 郞 わし は 昨日まで、 いや、 先刻まで それ を 知らなん 

だ。 けれども 先刻から、 自分で 自分 を 信ずる やうに なつ 

た。 お まへ 達が さう 信じさせて SK れた。 信ずる 事 を敎へ 

て 吳 れ たの * ちゃ。 今 わし はわし に 力が あると 信じて 居る。 

卽ち 力が ある 所 ZT ちゃ。 人々 も 又 わしに 力が あると 信じ 

て 居る。 卽ち そこに も 又 在る 所 ぢゃ。 信ずる 事 は 在る 

ことと 问じぢ や 0 わし は神ぢ や、 お まへ 達の 言 紫に 從へ 

ば地藏 つや。 明 曰から わし はわし の 力 を 以て、 世を敎 

へ 又 救 ふの ぢゃ。 わし は 其敎へ を、 此處の 地蔵に 因んで 

地藏敎 と名附 ける。 わし は 其 地 藏敎の 敎祖ぢ や。 さあみ 

んな來 て、 この 新ら しい 敎 への、 HT 救 ひの 主を拜 むがい 

い。 わし は 神の 子 ぢゃ。 の子ぢ や。 あらゆる もの >- お 


ん主ぢ や。 救 ひ を 求む る もの は來 て、 わしに 聞け。 わし 

. .  ？ いは ひ 

を 信す る あらゆる ものに、 わし は 祝福 を さ づけて やる。 

わし は 今 こそ 其 力 を 得た の だ。 さあ 來れ あらゆる もの！ 

来りて わし を拜 せよ。 

0 二人 威 打 たれて 跪拜 す。 舞臺 一 面 快き 綠の 光り に 包 

まれ， 百舌鳥 急に 鳴き 頻る。 一日 ー歸途 に 就きた る 村人 

は、 握飯,^ 恭しく 捧げた ろ 老婆 V； ど 先頭と して 再び 登場 

し， 堂 前に ひれ 伏す。 老婆 握リ飯 1^ 神前 に 供 ふ。 5^々 

跪拜。 彌三郎 その 間 LL 握リ 飯，^ 1 つ 取って 頗 張り、 後 

XJYa- 向きて 靜々 と 堂內に 入ろ. - 雉、 山鳩、 閑古鳥、 其 

他 百舌鳥の 囀りの 中 LLO) 

11 餺か LL 幕 —— 


so 


輝-口 後 中え、 


心 巾 imf 一 f  (室 內剷三 幕) 

人 物 

江 藤 利太郞 實業家 

同 ひで子 その 妻 (もと 藝： 10 

田新士 n ひで子の 知人 

お た み ひで子の. Ka- 

温泉宿 主人" 番頭。 女中，^ 按摩， - 洗濯 婆 等。 醫 

師。 看護婦。 巡^^等其他」 

時 代 

現代。 i 第 一 幕 及 ひ 第三 幕 は 現在 U 第一 一幕 は 

それより 二十 年 前の 過去に 簏す" 

場 所 

東京に 近き 或る 有名なる 溫泉 宿。 三 幕と もす ベ 

て 其 温泉宿の 一室に て 起り し 出来事。 

第 一 幕 

或ろ 有名な ろ， 温泉宿の 古び たれ ど蕭洒 なろ 一 室な り。 


正面" 廊下，， g て、 欄干、 塞なら ば 欄干 か 越え マ、 0 

山の a 色，^ 見ろ べし。 今 は 其 處の阔 LLis 子ん-はめ たる 

障子，^ 閉づ。 右手に 床、 逢 ひ 棚な どせ しく、 左手ば 换 

にて 限らら。 靜 かなろ 秋の 夜な リ。 遠く 水 音 聞 ゆ —I . 

せ|ぁき^:る時、 舞 臺に は 人 無く し。 やがて 一人の 女 

中； いで 入 リ來リ J ゅ燈 1^ 點し、 Ml 迻ん」 は 迥 して 去る 一 

し. は" くして 此 家の 番頭、 老いた る 失^の 客. 

して 來ろ。 -; ^は 江 藤 夫婦ない ，0 

番頭 (換 あけて 導き 入れ-つ) では どうぞ こちらへ。 

江 藤 (後る に 居ろ ひで子, c^® みて) さあ、 そんな 處に愚 

圆愚圖 して ゐ ないで、 お まへから 先にお 入り リ 

ひで (默 つた ま、 入リ來 ろ) 

^頭 二階の 端の 座敷と 申します と、 先 づ此處 で ございま 

すが、 誠にむ さ 苦しくて お 氣の毒 さまで ございます。 そ 

れ でも 此處は 手前 共の 方で 宜しい 方の 座敷に なって 居り 

ますので、 へい， もっとも 何でしたら、 あちらの 離 11 の 

方に 宜しい 部屋 も ございま すが …… G 

S いや、 此 處で澤 山。 こ、 が 望みな の だ。 それで わざ 

わざ 一 一階の 端と 指定した の だよ。 

番頭 へえ、 左樣 でございます か。 それなら どうぞ 御 我慢 

遊ばして 下さい まし。 

江 藤 (四？ 逸，^ 見廻して〕 此の 家 も 昔と 餘り變 り はない 


後 中心  2】 


S 左樣 でございます。 此の 濯 館の 方 はなる たけ 手 を 入 

れ ずに、 ！w= 築の 方 を 多く 致します ので、 此家も 大分 古び 

て參 りました。 

江雜 時代が ついて 却ってよ くな つたよ。 (妻 に 向って) 

ねえお まへ。 お まへ もさう は 思 はない か。 

ひで r ちっと 物 思 ひに 沈み 乍ら) さやう でございます 

ね。 (物^^げに四港^^ど：；^；！！し) 昔と ちっとも 變り ませ 

んね。 

S 變 つて 行く の は 人の 方が 早い わけ だね。 

ひで (淋しく 微タ、 むの み、 答へす，^ 

* 頭 では a 那樣は 昔から 此家を 御 下さ いました の 

で。 —- 

江 藤 うむ。 俺た ちの もっと 若かった 時代に な。 此のお 婆 

さん も 其 時分 は 美しかった。 -—— さう. た。 もう ざっと 二 

十た 小 も 昔になる からな。 ねえお まへ。 

:、：- で さやう でございます わ。 — 

^頭 へえ、 左 で ございまし たか。 毎度 どうも 難 有う ご 

ざいます。 で、 其 時 は 御 新婚旅行と でも 云 ふやうな 譯で 

ございました のですな。 

S  (淋しく 笑つ ズ： I まあ そんな 處 さ。 

^頭 新姙 旅行に おいで 下す つた 方 は、 後々 にもよ くお：， 


で 下さいます。 矢張り あの 時分の 事が- 一番 忘れられな 

いと 見えます な。 

江 藤 樂 しくっても • 樂 しくな くっても、 ね。 俺達の は樂 

しいと 云 ふ譯 に は 行かな か つ た。 

番頭 御 冗 t ぽ で ございませう。 は、、. 1 C  11 で- 早速お 

湯 は 如何で ございます。 お 浴衣 はすぐ 後から 持たせて 參 

ります から。 

江 藤 さう だね。 入っても い V ね。 

S では 御 ゆっくり。 御免下さい まし。 广 出て 行く) 

江 藤 秋 も そんなに 深くない 癖に、 冷々 する ぢ やない か。 

矢張り 山の 中 だね。 

ひで 此處の 障子 を 閉め ませう か。 

江 藤 も、 「少し 靜 かな 夜景 色 を 見て ゐ ようよ。 星が 一 ば い 

* こ io 

ひで 河鹿 はもう 鳴かない のでせ うか。 

江 藤 何も 聞えない から 鳴かない の だら う。 (耳 va^ 傾けて) 

餘り 四 邊が靜 か すぎる ね C 何だか 心の中まで しんとして 

来る。 秋 は 老人の 季節 だと 云 ふが、 全く ほんと だ。 —ー 

お まへ 今日の 運動で、 いつもの リヨ， マチ は 起り やしな 

力 I 

ひで 何だか 左の 二の 腕が 硬ば ります けれど、 お湯に でも 

入ったら 癒る でせ う。 —— -ぉ 湯と 云へ ば 浴衣 はどうした 


譁曰後 中心 


？ X 女 江 ひ 


女中 もう 六 年になります。 

江 藤 六 年 か。 短い やうで 長い ものだね。 姉さんな ぞも此 

家で は 古い 方 だら う。 どうだい、 此 家に 二十 年 も 前に ゐ 

た 人が 有る だら うかね。 

女中 さう でございますね。 二十 年 前と 申します と、 只今 

の 旦那の 代に ならない 前で ございます からね。 

江 藤 あ >- 成程、 主人が 代った の だね。 さ うだらう ね、 も 

う あの 時分 年輩だった から。 いつ 頃 亡くなつ たの だね。 

女中 もう 十三 囘忌 が來 年と やらで ございます。 

江 藤 ほう.' それ も 一 と 昔の事 だね。 —— さう かい。 ふう 

む， 物の 解った、 親切な、 い. -主 人だった がね。 あの人 

も そんなに 昔 死んで 了った のかね え。 

ひで あの人に は隨分 世話になりました つけねえ。 

江 藤 併し 俺に はどうしても 顏が思 ひ 出せない。 何しろ 二 

た 昔 も 後 だからな あ。 —— で、 その 頃の 事 を 知って ゐる 

人 は 誰も ゐな いだら うかね。 

女中 左樣 でございますね。 洗濯 番 のお 兼 婆さん は 先の 旦 

那の 時分から 女中 をして ゐ たさう でございますから、 ひ 

よつ としたら 知って 居る かも 知れません。 何なら、 お 呼 

び 申し ませう か。 

江 藤 いや、 別に わざく 呼ばなくて もい  >- 。た V 明日に 

でも ゆっくり 會 つて 見た いと 思った のさ。 


のでせ 5。 氣 がきかない 家です わね。 

江 藤 吾々 が 泊る に は 丁度 結構 だ。 (ごる リと 横にな つて) 

あ、 靜か だな あ。 (ふと 起き 上つ て) 湯から 出たら 久 

しぶりで 三味線で も 引かない かい。 

ひで 厭です わ。 そんな 氣 になれ やしません もの。 11 ほ 

ん とに 何 をして ゐ るの だら う 「- 早く 浴衣 を 持って来れば 

い、 のにり 

S さう 急がなくて もい、 ぢ やない か。 どうせ 此 處へ來 

て 泊る と定 つた 以上 は。 11 氣を 落ちつけ て靜 かに 昔の 

事で も 思 ひ 出す のさ。 もう 吾々 も 慌てないで 濟む 年に な 

つてる の だからな。 

ひで 誰も 急いて やしません わ。 

S そんなら それで い k けれど。 11 俺 はお ま へ を 苦し 

めに 連れて来 たの ぢ やない の だからな。 只 昔の 記念の 場 

所 を、 二人で 靜 かに 眺めて 見たい ばかりな の だ。 

女中 (入り 来る) お 待 遠 さまで ございました。 少し 今夜 

は 冷々 致します ので、 どてら も 持って 參 りました から、 

どちらで もお 召し 下さ いまし。 

で それ はどう も 難 有う。 早速 着ます よ。 

藤 老人 だと 思 つ て 大變氣 を つ け て吳 れる譯 だね。 

中 いえ。 どう致しまして、 誠に 氣が つきませんで。 

藤 時に 姉さん は此 家へ 来てから 何年になる かね。 
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iL  k ひ 江 
藤 中で 藤 


なくなろ。 再び 長い間。 ど、、 やらで 時計が 眠たげ な 十 

時，^ 打つ。) 

江 藤 (手拭 fJ- さげた 儘 再び 入リ來 ろ) 

女中 (あとから 從 いて 來て) 大變 お早う ございま すね。 

お湯 はいか^で-こ ざいました。 

江 藤 ぃ& 湯だった。 浸って ゐ ると 疲れが 指の 股から ぬけ 

て 行く やう だ。 底冷えの する こんな 晚の 湯の 味と 来たら 

全く 忘れられな いもの だよ。 溫泉は 秋に 限る ね。 今 も 湯 

壺 から 硝子 戶 越しに 眞っ 白い 天の川 を 眺めて >  つくづく 

さう 思った。 溫泉は 全く 秋に 限る ねリ 

女中 ほんた うで ございま すわ」 ほんた うのお 湯治 は 何と 

云っても 今頃で ございま すよ。 夏は賑 かなば かりで * 少 

しも 實 になり や 致しません。 

江 藤 もう 雨戶を 立て \  了った の だね .リ 

女中 あら- もっと 開けて 置く ので ございまし たか。 氣が 

附 きませんで、 つ い. —— .。 

江 藤 なにい、 よ。 閉 てたら 閉て たで い 、 んだ。 

按摩 (老いた る 盲人， 靜 に. 入リ來 ろ) 今晩は" 按摩で ご 

ざいます。 お呼び はこち ら樣 で。 

女中 さう です よ。 按摩さん" 今夜 はよ く 早く 來られ まし 

たね. - 

按摩 難 有う ございます。 此 頃は滅 切りお 客 さまが 少 くな 


ケ中 では あとで さう 中し 傅へ て 置き ませう。 

江 藤 わざく さう して SK れ るに は 及ばない が、 手^だ つ 

たら. v?s をして 見たい つてね。 

女中 畏 りました。 (女中 去らう とすろ) 

id 藤 鳥渡 待って 下さい。 まだ 用が あるの だから。 (妻 に 

向 つ て) お前 按摩 を 敏んぢ やどう だ い。 その 方が 疲れ も 

よく-取れる ぜ。 

ひで さう です ね。 お湯から 上ったら、 1 つ 揉んで 貰 ひま 

せう かね。 

江 膝 ぢゃ 一 つ 按靡を 呼んで 置いて 下さい。 それから も *o 

揚から出たら；；^みますから、 そこら を片附 けて、 床 を 敷 

いといて 下さい。 

女中 畏 りました。 では 御 緩り 暖まって ゐらっ しゃい ま 

し。 お^? 35! はお 解りで ございま すか。 

さあ、 忘れて 了った。 お まへ 知って るかい。 

私 も 忘れて 了 ひました わ。 

では 御 案内 致し ませう。 

ぢゃ ざっと 浴びて 來る とする かな。 

(女中に 伴 はれて 二人 廊下へ 出て 行く。 長い間。 女中 

1 人で 再び そこら，^ 片附け * 寢 床，^ 敷く 0 それ 

から 欄干の 外の 雨戸ん 閉め ろ。 だん/ \閉 て i 行く に 

伴れ て、 其戶 の；^ る 音が fJT さかって 行って、 遂に 閗ぇ 
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商 寶で暮 しました。 

江 藤 ず つ と 此溫泉 場 にゐ たの か ね。 

$ はい 。 ずっと 此處 で 商資を して 居りました リ 

江 藤 さう かい。 ふうむ。 さう すると 儂 どもが 此 前に 来た 

時 も、 お まへ さん は 此處に ゐた譯 だね. い 

按摩 考 へて 見ます と. 隨分 古い もので ございま すよ 

江 藤 さ うだらう ねえ。 一所に 三十 年 もゐれ ば、 せい もの 

だからね え。 だが 三十 年の 間に ほ 此處も 隨分變 つ たら 

う。 其 間に は 面白い 話 もあった だら うね いろくな お 

客が 来る だら うから。 

按摩 あると 云へば ある >  無い と 云へば 無い やうな もので 

ございま すねえ。 世間話 なんても の も、 聞いて 見れ ぁ大 

抵 同じ やうな ものです よ。 

江 藤 たまに は變 つたお 客 も ある だら う。 

按摩 さう。 無い こと もありません ね。 

ひで (靜 か：， i 入り 來ろ) 只今。 

江 藤 よく 暖まって 来た かい： 

ひで え、、 大變 い、 お湯で したから、 いつもよりも つい 

長湯 をして 了 ひました。 

按摩 今晩は。 奥 さまで 御座いま すか。 毎度 御 轟 K に預り 

ます。 

ひで おや >  按摩さん です か。 もう 來て 下す つたの。 ぢゃ 


りました ので、 私の. せ體も ひどく 暇で ございま すよ， - 

女中 では ゆっくり 接んで 上げて 下さいよ。 よう ござんす 

か。 では 御免下さい まし。 (出て 行く) 

江 藤 按摩さん， こんなに 晩く どうも 御苦勞 だった ね。 揉 

んで K ふの は 私の 家内 だが、 お湯から h つて 來 るから- 

暫 らく 待って ゐて 下さいよ。 

按摩 これ は 旦那 樣で すか。 どうも I 母 度 難 有う 存じます。 

こちら へ は 長く 御 滞在で ござ います か。 

江 藤 いや、 直ぐ 歸る つもり だ。 別に 身體 がわる いと 云 ふ 

譯 でもない の だからな。 

按摩 もう 二三 曰 で 紅 紫 も 染まる だら う と 云 ふ 話で ござ い 

ますから、 御 ゆ つくり 御 逗留な すつ ておいで になつ たら 

宜しう ございませう。 紅葉の 何のと 申した 所で、 私 ども 

に は 何の 係り も 御座 いません が、 之から 少し 奥 の 湖の 方 

へ 入ります と. 大變 美し いんだ さう で 御座いま すよ。 

藤 お まへ さん は兩 眼と も 全く 見えない のかい。 

0 左樣 でございます。 

藤 いつ 頃から？ おれて 了った の だい。 

摩 私が 十五 六の 時です から * もうかれ これ 四十 年に も 

なります かな。 

江？ i それでい つ 頃から 按摩に なった の だい。 

$ さう ですな t  二十 五の 時です から、 もう 三十 牢も此 
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早速 横になら うかね。 

按摩 へえ、 此の 湯の 後の 按摩と 云 ふの は、 特別に 效 くも 

ので ござ いますから な。 どうぞ 早 速 揉ませて 頂きます。 

ひで ぢゃ、 あなた 御免なさいよ』 

S あ >- い  とも、 勝手にお やり。 

ひで ぢゃ 按摩さん。 お頼み 申します。 

$ へえ， 湯 上りです から， 一 っ輕く 揉ん どき ませう。 

(ひで子 は 横にな- リ、 按 にか 、る 5 

id 藤 (按 嫁に 話しかける) ほんと に靜 かな 晚 だね。 此頃 

は い つも， >ゃ 「か ぃリ 

S 今晩は 特別に 靜か でございますよ" 山に 風の ない せ 

ゐ でも ございませう。 

江 藤 若い 男女 同志で でも あれば、 心中で もした くなる や 

うな 晚だ」 

按； 脓 全く さう した 晩で ございますな" —— 當節は 諸 所 方 

方で 心中々 々 つ て 行 早り ますが、 此の 界暖 では 近年 とん 

と^を^か なくなりました。 あの 心中に も 矢張り 流行 地 

が あると 兑ぇ ますな" 

id 藤 さ、 つか も 知れない。 

按降 只今 C 心中と いふ 言葉で 思 ひ 出し ましたが、 此處に 

も 大分 昔の 心 巾 話が ございまし たよ。 何でも 一 一十 年 も 昔 

のこと です がな。 處は、 e! 那方は 氣味惡 くお 思 ひな さる 


か 知りません が、 丁度 此の 家でして な。 —— 今でも 秋に 

なると 私 はちよ くく その 話 を 思 ひ 出します よ。 まだ 私 

も 若い 時分でした。 

江 藤 ふむ。 どんな 心中だった の だね。 

按摩 どんな 心中って， 心中に 別段な 變りは ございません 

でした が， 1 - これ は 奥さん は ひどく 左の 肩が 凝って お 

ゐ で^すな。 11 何しろ 心中なん て 事が まだ 私に は 珍ら 

しかつ た 時分な ので、 まだ 覺 えて ゐ るので ございませう。 

S  . ^は 何でも 藝妓 上りの 美しい 女で • 其 時 は ある 商 

人に 落籍され て、 い づれ 正妻になる の だ つ たさう です。 

所が その 女が まだ 藝妓 でゐる 時分に、 固く 云 ひか はした 

一 人の 男が あつたの ださう です。 

江 藤 ふむ： よく ある 話さね。 

按 li 何でも 小さな 吳服屋 の 若旦那と かで， 色の 白い すつ 

きりした 若い 男 だと 云 ふ 話でした。 

江 藤 如何にも 心中す るに はお 跳 向きの 男 だね。 それ か 

、 ソ 0   

按摩 私 は 眼で 見た 譯ぢ やありません から， 一 々保 證は出 

, 來 ません" 只 女中 や 其 他の 人た ちが ら 聞き合せ たばかり 

なんです からな。 —— が 兎に角 * さう 云 ふ繪の やうな 男女 

が、 今日の やうな 晚に、 此處へ 泊り込ん だとお 思 ひな さ 

いまし。 
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江 藤 ふむ、 それから。 11 

按摩 帳場の 人た ちから 見れば、 眞 正の 夫婦 づれ だか さう 

でない か は、 一 目 見れば 直ぐ 解ります。 しかし 其 男女 

は それ迄 も 度々 此處へ 泊り に來 たの ださう で 帳場で はま 

だ 普通 の 藝妓と お 客の 遠出 だ とば かり 考 へて ゐ たもので 

すから、 まさかに 心中まで しょうと は 夢にも 考へ てゐな 

かった G ださう です。 

江 藤 それが どんな 風に して 心中した の だね。 

按摩 心中の 仕方 は 何でもありません。 いづれ 湯から あが 

ると 女 は 綺麗に 身 仕度で もして、 二人で 別れの 盃 でも 交 

した 事で せう-" 惚れた 同志の 事 だから， さう 云 ふ 場合の 

可哀 さう でも あり、 又 憎らしい 情樣 は、 い- 1 加減に 想傻 

され まさ あ。 先づ酒 を吞ん でも 醉 つて は 來ず、 話 は 益々 

滅入る ばかり。 いつ 迄經 つても 名 殘は盡 きないから、 人 

目に か \ら ぬ 今の 中に 早く、 —— と 云 ふやうな 事で、 二 

人 の 身體を つ なぎ 合せ、 持つ て 来た 毒藥を 二人で ぐっと 

飲んで 了った のです。 11 二人 はやが て 苦しみ 初め まし 

た。 通りが X りの 番頭さん が 此の 有 樣を見 つけたの は そ 

れ から 三十 分 許りの 後の 事だった さう です。 

江 藤 可哀 さう に。 二人 は"；^ んで 了ったら うね」 

按摩 いえ。 いろくと 手當 をした 結果、 二人 はやつ と 其 

場の 生命 だけ は 取りと めました が. 男の 方 は 藥 を 多 量 に 


飮ん だせ ゐか、 翌朝に ならぬ 中に 死んで 了って、 女ば か 

りが 殘 つたので す。 

江 藤 は  >- あ、 女 だけが 殘 つたの だね。 

按摩 話と 云 ふの は是 からです。 11 其 中に 電報に 接して 

東京から 女の 旦那が やって来る。 女の 母親が やって 來な。 

と 云った やうな 騒ぎで したが、 此の 且那と 云 ふの が 一 風 

變 つた 人でして な。 

S ふむ。 その 旦那 こそい \® の 皮 だね。 さぞ 間拔 けた 

顏 をして ゐ たらうな。 

按摩 でつ。 ふりした 赧ら 顔の、 仕事に かけて は 可な り 働き 

手ら しい 人 だつ た さう です が、 此 人が 餘程 女に 惚れ て ゐ 

たものと 見え ましてな。 女に そんな 踏 付けな B 似 を さ れ 

て も、 腹 を 立て、 緣を 切る と 思 ひの 外、 女が 生き 殘 つた 

の を大變 喜んで， 齒其 上の 介抱 を 加へ、 恢復す るの を 待 

つ てす ぐ 家 へ 引き. 取った の ださう です。 何しろ 餘り の 

威嚴 にか & はる 仕草 だてんで. 暫 らく 此處ら の 評判で し 

た。 私共 それ を？ ra いて 世の中に は餘っ 程の 馬鹿 も ある も 

の だと 思 ひました よ。  - 

江 藤 それ か ら先 はどうな つ たらう。 

按摩 どうな つた 事です か 解りません。 が、 そんな 男の 事 

ですから、 又 女房に 間男で もされて 知らないで ゐる かも 

知れません ね。 
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江 藤 さう かねえ。 其 男 は 餘程鈍 馬ら しく！ えたと 見える 

なし  .. 

按晚 馬鹿で なけれ あ， 普通の 人に あ 解らない 偉物だった 

のでせ うな。 偉物で も 何でも、 さう 云 ふ 亭主に はなり た 

くない ものです ね。 

江 藤 全く さう だよ U は、 >, >-0  (^) 

按" m 奥さん。 いか でございます。 こ、 はもう 少し 强く 

揉んで 置き ませう か。 もし 奥 さま。 (返事な し) 

揉んで 居る 中に お 眠み になった と 見える。 では 今日は 此 

位に して K きます かな。 (按 權,^ やめろ〕 

江 藤 御苦勞 だった ね。 まあ 一 ぶく 付けて 行きなさい。 今 

夜 はお 瞎で而 白 い 話 を ^ いて、 旅の 愛さ を 慰められ たと 

云 ふ もの だ。 せ 難かった よ。 

$ どう致しまして。 ぉ禮 なん ぞ仰 有られち や あ 恐れ入 

ります。 

江 膝 (财 布から 金，^ 紙へ 包んで) 之 は 今夜の 療治 代 だ 

よ。 みんな. 取って 置いて お 吳れ。 

.0  (受取って 調べて みろ) こんなに 澤 山頂いて は濟み 

ません。 

江 藤 まあい  >- さ〕 また これから 何度も IeK ハ になる の だか 

* ク 0 

按摩 では 難 有く： M 戴 致します。 では 晚く なります から、 


これで 御免 を 蒙ります。 どうぞ 奥 さまに も 宜しく 0 

江 藤 左様なら。 御苦勞 さまでした。 一人で 行ける かね。 

按摩 永年 馴れて 居ります ので、 少しも 心配 は ございませ 

ん。 では 左樣 なら。 ごゆつ くりお 休みなさい まし。 (廊 

下へ 出て ゆく。 しば. りくた ど./. \ しい 足音 開 ゆ) 

(江 藤 獨リ燈 下 LL 坐り 居る。 煙 革に 火 點じ、 靜 に そ 

れ 1^ ふかす。 長い 問。 按摩の 笛 聞 ゆ。) 

ひで (そっと^ 上げて) あなた、 まだ 起きて ゐら つし 

やる の 0 

江 藤 お まへ も 起きて ゐた のかい。 而 して 今の 按摩の 話 を 

聞いた か い。 

ひで い、 え。 初め 少し 聞いて ゐ たやう でした が、 餘程疲 

れが 出て ゐ たと 見えまして、 つ いうと く. 寢 入って 了 ひ 

ました。 按摩が 何 か 話し て 行きました か。 

江 藤 聞かなければ それでい  >- よ。 な あに、 よぐ ある 世間 

話と 云った やうな 物 さ。 

ひで さう です か 0  (間、， あなた もも、 ゥぉ寢 なさい よ 。大 

分晚 いでせ う。 ■ 

江 藤 さう だね、 ぢゃぁ 俺も寢 ると しょうか。 電氣は 消さ 

うかね。 點 けて 置かう かね。 

ひで 眩しい から 消して 下さいよ。 

江 藤 ぢゃ 消す よ。 い かい。 
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(江 藤 燈 1^ ひれろ。 室 1= くな ろ。 闇の 中- J-0) 
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第 二 幕 

二十：^ 前の 出 來事。 I . 

舞 一 祭 は 1= んど 前？ 1|  .U 同 じ 0 只 室の 造作の まだ 新ら しき 

と、 ；諸 fl 度の 變れ ろの み。 

幕 あく と 舞裹 に 黑、 やがて だんく 光りん！^ し 來リ、 

遂 LL 次の 場 面 1^ 現出す ろ。 

第一 場 . 

前の 幕と 51 じ やうな 靜 かな 秋の 夜。 斑 敷の 中には 洋燈 

が 寂し くれ：！ つて ゐろ。 而 して 旣 LL 夜具が 敷かれて ある。 

初め 舞蹇 は. S 虛。 やがて 湯から 上った 二人の 若い 男女 

が 入リ來 ろ。 これ-かその かみの ひで子と 其 情人 川口と 

でも る0 

川口 大分 夜 も 更けて 來 たやう だね。 

ひで まだ それほど でもない のでせ うけれ ど、 四邊 が靜か 

だから、 更けた やうに 思 はれる のです わ。 先刻お 湯に 行 

く 時 帳場の 時計の 鳴る の を 聞いたら、 やっと 九 時でした 

もの。 


川口 まだ そんな かしら。 (床の間 Lis いた 自分の 時 ^チゲ 

見て) ほんと に まだ 十 時に ならな いんだね。 早い ねえ。 

ひで 時間の 經 つの は 成る たけ 遲ぃ 方が よう ござんす わ ひ 

どうせ 私共の 樂 みは 今夜 一 晩なん です もの。 

川口  (歎息 vJ. して) さう だね。 短い ねえ。 

ひで いくら 無理 をした つて、 會 へな いんです もの。 厭に 

なって 了 ふわ。 一 緒に 泊る の はこれ が 初めて ぢ やなく つ 

て 0 

川口 さう だ。 お ま へ が あそ こ へ 行つ. て 初めて だね-, - 

ひで 今日 だって やっと こさと ロ實を こしら へ て 出て 來た 

の よ 。 實家 の 七 週 忌 だ からって、 やっと 一 晚 泊り のお 暇 

が 出た のよ。 ほんと にもつと 會 へる とい & ん だけれ ど。 

川口  口； 那が 出來て 了つ ちゃ あ， さう 自由にで きないの は 

知れた 事 さ。 會に でも か 5 して 會 へれば、 俺なん ざ あ 本 

望： と 云 はなく ちゃなる まいよ。 

ひ で あら 又 そんな 厭味 はよ して 下さい 0 私に して 兑れば 、 

お ま へ さんに そんな こと を 云 はれる の は、 . せ を 切られろ 

より 辛 いんだ からさ。 

川口 此處で 辛くても、 ぁとで家へ歸ると3;鄹が撫せて5^< 

れる だら うよ 0 あ k 考へ ると つまらない。 俺 はお まへ が 

さう して ゐ るの を 見る と、 何だかせ 體 中が 自烈 つたい も 
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ので 1 ばいになる やうな 窥 がする よ。 

ひで (^,^ す" 寄せて) ぢ やどう すれば い \ つて：： ム ふの 

よ。 

川：！ どうも かう もない、 俺！ 人の ものにし たいと £5 ふだ 

けの だ。 

ひで なって るぢ やない の 0 

川：： 駄 nz だ- 駄 g だ。 そんな こと を 云った つて。 俺 は 永 

久に 俺の ものにした いんだから。 

ひで ぢ やどう すれば い  >- のさ。 

川： Z どうす るって、 外に S はない よ。 

ひで だから どうす るの よ。 わたし これで も あなたの ため 

に 隨分盡 して ゐる S0 り だ わ。 

それ はさう だけれ ど、 私に は それで 滿 足が出 來 ない 

んだ。 因 架 な s;>v さね。 私 はかう して ゐ ると 自分の 嫉妬. 

や、 <0 ひたい 一 念 や、 はれない 事情 やらの 資め 苦で、 

燒き 殺される や， つな 思 ひだよ。 

ひで と 云 ふの は 私に 今の n 一 那と緣 を a れと云 ふこと な 

の 0 

川口 さ うぢ やな いんだ けれど。 I . 

ひで だってお まへ さん は 家の 都合で、 私が たと へ 自由に 

な つ た 所で、 一 緒 に 世 帶を持 っ譯に ゆかない と 云 ふぢ や 

ない の。 


川口 だから 何も そんな 事 を 要求し ちゃ ゐ ない。 僕の 云 ふ 

の はそんな 些細な 事ぢ やな いんだ。 もっと 大きな * ——- 

何と 云ったら い \ かねえ。 . I まあ 二人の 心 も身體 も. ひ 

つたり 一 つに なって 永久に 離れない と 云 ふやうな 事なん 

だよ。 

ひで それ は 私 も， そんな 風に なれたら * いくらい. -か知 

れな いと 思 ふけれ ど。 I . 

川口 お まへ もほんと にさう 思って ぉ吳れ かい。 

ひで ぇ&、 さう 思って よ。 思った つて なれな いんだから 

仕方がな いわ。 ほんと に 世の中って 云 ふ もの は、 つまら 

ない 處だ わね え。 

川口  (決然と) ひで ちゃん。 —— 

ひで な あに？ 

川口 お まへ と 僕と 一緒に 死んで ぉ吳れ でない かい。 一 そ 

此の 場で 一 と 思 ひに。 ii 

ひで (蒼 ざめ て 唇 1^ ふる はすの み〕 

川口 强ひ てと は 云へ た 義理 ぢ やたい けれど、 どうせ 添 は 

れぬ 身體 なら、 俺 は 一 人 で^も 死ぬ 氣 だった の だ。 お ま 

へ が 一 緒に 死んで 吳れ たら. 俺 あどん なに 嬉し いだら う。 

ひで (突然 泣き崩れろ) 

川口  (冷 か LL その 樣 ys- 見 乍ら) ひで ちゃん。 俺 は 今迄す 

ぐお まへ が 承知 をして 吳れ るかと 思って ゐ たよ。 
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思った に 違 ひない わ 。けれども それ は あなた を 思 ふ 心が； 

薄い から ぢ やなく つてよ.」 人 は 誰れ だって 生き 度い と 思， 

ふの が 眞實ぢ やない の。 けれども それ を 思 ひ 返して、 死 一 

なう と 決心す るの は-たと へ 人の 本心に 逆った 睡 にした 一 

ところが" 當 人に-取って は 眞劍だ わ。 死にたい とい ふの； 

は、 それ は あなたの 云 ふ 通り- . 嘘 かも 知れない けれど、 一 

當 人に とつ て は 眞劍の 嘘 だゎリ —— それ を 疑 はれて は 立 一 

っ瀨 がな いぢゃありません か。 私 ほんと は 生きて たくな i 

く はない けれど， 眞實 死ぬ 氣で すわ。 え. -. 立派に 死に 

ます わ。 あなたの 爲 ならき つと 死んで 見せます わ。 無理; 

强ひ をした なんて- 全く あなたの 僻みよ。 二人 は 死 ぬん 一 

です もの。 死ぬ 前に 何の 思惑 もな いぢゃありません か。 ， 

只 あなたに 死ねと 云 はれて、 私 も 死ぬ 氣 になった 迄 だ わ 

それでい \ぢ やない の。 I 男っても の は 何故 さう 邪推 一 

深いので せう。  j 

川口 これ は 俺が 悪かった。 成程 爐 にしろ 一緒に 死んで 吳 一 

れ ると 云 ふの を、 疑つ ちゃ 濟 まなかった。 11 だが 俺 は 一 

何だかお まへ を 手に かけて、 殺す やうな 氣が してなら な： 

いんだよ。 何だか 二人で 一緒に 死ぬ の だと 云ふ氣 がしな j 

いんだ。  一 

ひで い、 ぢ やありません か。 殺して 下さい。 それが わた- 

しも 本望 だ わ。  j 
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川口 ぢゃ濟 まない が 甘んじ て 殺されて ぉ吳 れ。， ！  f 獨 |ー1 

の やうに〕 ど、 r- せ 何の 心中で も、 、} ^になる 者と 從 になる 

^_!5:とがぁるのだら5からねぇ0 こんな 事 にくよく 迷 ふ 

だ け が 弱 いんだ C だが 何だかお まへ を 道 伴れ にす るの が、 

済まない やうな 菊が してなら ない。 

ひで 又 そんな 車、 今更 何 を 云つ てるのよ。 

川：： だが 全く 濟 まない もの は濟 まない よ。 俺 はどうせ 小 

さな^.1<服：&1 の 次 ER ぼう で 家 の 金 も 大分： 费 ひ 込んだ し、 そ 

ろ そろ 借金で おめら れ かける し、 此先き 牛； きて ゐ たと こ 

ろが さう 福 はあり さう もな い。 思つ た 人と かう して 死 

ねれば、 C ^〈加に 餘る せの h なんだ。 がお まへ は 決して さ 

うぢ やない からな。 なるほど 此處で 死ぬ の も 幸福 かも 知 

れん。 怖 はさう 思 ひたい。 けれども 此處で 死なな くた つ 

て， 此の世の 幸福が 待って ゐる身 IT た。 現にせ 淤な 旦那 

が あるんだ から. そっちへ 行つ て 安樂に 世を途 る 事 も 出 

來る<^^^だ。 

ひで m だ わ。 iBi が あんな 人と。 猫可愛がりに ばかり 可愛 

がって。 —— まなこと だ 。あんな 人と 一 牛； 暮らす なんて。 

いや、 さ. ぅ惡 口ば かり 云った もので もない。. 死ぬ 前 

なんだか らお 腿の 一 つも 云って ® くさ。 

ひで. もうあん な 人の 事 を 云 ふの はよ して 頂戴〕 私 ほんと 

に顿 なんだから。 


川口 お まへ も ひ よんな キ ッカケ で、 こんな俺のゃ^-な 

やくざ 者と 云 ひ 交した のが、 身の 誤り さな あ.」 考 へれ あ 

あ 全く 濟 まない よ。 

ひで もう、 解りました つてば さあ C —— そんな 事よりか、 

もっと 昔の 話で もし ませうよ。 (戀 に 强 ひて 醉ひ たいや 

うに) 二人が 初めて 會 つた 時分の。 —— 

川口 さう さねえ。 酒で も 飲んで 少し 浮々 して 兑 ようか。 

ひで それが ようご ざいます わ。 私 も 三味線で も 引き ませ 

うか。 

川 门 だが よさう。 そんな 事した つ て つ ま らな い 。 それよ 

り 話で もしょうよ 0 

ひで さう です おえ。 11 (間) 時に あなた 取って おいく 

つでした つけねえ。 

川口 俺 か。 俺 は 子の 七 赤で、 二十 九 だ。 お まへ は 砲 か 二 

十二 だね。 

ひで え \。  — あなた は 男の 厄年 だ わね。 何故 私に なん 

ぞ思 ひついた の。 

川口 何もかも 緣 だね。 —— -ぉ まへ 何 か 書 置きで もしな く 

てい & のかい。 

ひで 私、 私 はい、 わ。 誰に も 云って 置く 事 はない わ。 

川口 でも 今の 旦 都に 一 言 位 ゐ何か 云った 方が い \ ね。 

ひで さう でせ うか 0 でも 書く 事が ありません もの。 


»->_; 
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川口 さう かい。 ぢゃ僕 も 別にない から， 只 此の 宿の 主人 

に 一 言お 詫び をして 置かう。 鳥渡 そこの 硯と 料紙 を 取つ 

ておくれ。 

ひで (渡す) これでよう ござんす か。 

川口 もう そろ お前 も 支度 をして お 吳れ。 

ひで はい。 です けれど。 ー體 どうして 死ぬ の。 

川口  (書きながら) 藥を 持って 來 たよ。 

ひで あなた 今日は もとから 死ぬ 氣で 出て 來 たのね。 

川口 あ >t さう さ。 

ひで それで 每 もの やうに 浮々 なさらなかった のね。 さ 5 

と は 知らずに、 汽車の 中で あんなに はしゃいだ りして、 私 

濟 まなか つたわね え。 勘忍して 頂戴。 (着物.^ 着か へろ) 

川口 あ. * い  >- よ。 何もお まへ は 知らなかった の だ。 (手 

紙,^ 害き 終へ て) 先づ これでよ しと。 11- お まへの 方の 

支度 はい & かい。 

ひで 待って 頂戴、 着物 を ちゃんとし ますから。 

川口  (カバンから 紙 包， ^とり 出して〕 藥と云 ふの はこれ 

だ。 白い ちかくした 粉 だ。 

ひで 效 かない やうな 事 はないで せう ね。 もし 效か なかつ 

たらい、 恥さらし だ わ。 

川口 そんな 事 は 萬々 ない 箬 だよ。 ちゃんと 分量 を 聞いて 

置いた の だから。 お まへ が 半分、 俺が 半分。 お まへの 方 
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ひで ありません。 

川 M ぢゃ 飲まう か。 

ひで 烏； 彼 待って 頂戴。 少し 前が はだけ てゐ るから。 

川：：： もう 心残り はない ね。 

ひで え、。 11 あの人 は 今 f 分 どんな 顏 をして ゐる でせ 

川口 あの人って。 

ひで 私の 口； 那 よ。 どんな 顔 をして ゐ るか 见 たいわ。 

川口 さあ。 どうして ゐ るかね。 

ひで わたし 今 ふいと あの人が 寢 乍ら 穩な顏 をし て 煙草 を 

吹いて ゐる JiT か 浮んだ のよ。 

m-n そんな どうで もい X ぢ やない か。 今にな つて。 も 

う^んで 了 はうよ 0 

ひで さう だ わね。 ぢゃ^！：さん左樣なら" 

(ひで子 先づ 飲み、 つ いで 川口 も 無-百で 飲む。 それ か 

、り烧 火，^ f ぶ さ： がす。 舞裘 暗くなる。 畏ぃ 間。 逮く 夜の 

.2? が 啼ぃズ 施る。 しばらくして 廊下の 方に 足音 聞え、 

^頭が 室の 外から Si? しかける。) 

S  ({^^の外から) 御免下さい まし。 もうお 休みで ござ 

います か。 晚く 誠に 相濟 みません。 どうか 鳥渡お 起き を 

願 ひたいので。 まだお is 帳 をつ け 忘れて 居りました ので、 


烏 渡お 記し を-願 ひた いので ござい ますが。 . I もしく 


折角お 休みの 處を お起し 申して 濟 みません。 もしく-」 

— よっぽど よくお 眠りに なった ものと 見える。 もしも 

し. ぉ客樣 恐れ入り ますが 鳥渡 i 變 だな。 もしく ■) 

—— (戶 1^ 開ける) もし/ \ -。 鳥渡お 起きな すって 下さ 

いまし。 a< "なし) ，—— 變 だぞ〕 ひょっとすると、 (惜然 

として〕 11 (手 叩いて) おうい。 お 瀧 どん 鳥渡 灯り 

を 持って 來な、 早く， 早く だよ。 

as く 「は I い。」 と 云 ふ返辭 の萆。 喑 がりの 中- J.) 

— 急に 幕 下りる — 

第二 場 

直ち- 1LJ# あがろ と *  iSM 一場と なる。 初めは 例 LL よ "マ 

舞 ffi In 黑- やがて 脚光の 先り と 北ハに 此處に その 翌朝の 

場 は. 初 まる。 室の 中 LL は 今 は 只 ひで子の み 横臥し. 絕 

えす^ 言 1 な 吐きて、 一せ 悶 すろ 體 なり。 ひで子の 枕頭に 

は 醫師、 肴 護 婦等附 添 ひた リ。 醫師は 色々 と 手 常，^ 施 

す。 番頭 入リ來 る。 

# 頭 先生い か^で ございませう。 一命 は 取りと めました 

で ございませ うか 0 

雷 さう だね。 まだ 何とも 云へ ない が- ひょっとすると 

大丈夫 か も 知れな い 。此の 人事不省 の 狀 態が 長く 續 くと、 

まづ 駄目 だが 11 0 


巡 It 主 巡 摄遝醫 


S 併し こ、 で 死んだ 方が 當 人の ためです ね。 なまじ 生 

き：，？』 る の は 可哀 さう で さあ。 

00 さう かも 知れん ね。 併し 吾々 の 職務 は 職務 だから、 . 

心情 を 汲み分けて 殺す と 云ふ譯 にも 行かな い。 まあ 成る 

やうに 成らして 置く の だな。 

番頭 さう ですな。 此儘 殺して 了 ふの も 惜しい し、 生かす 

の も 可哀想です からね。 併し 私共の 商寶 から 行く と、 な 

るた け；， 北な したく はない ものです。 

露 此 度の 事 は 君の 處の 迷惑に もなる 事 だが * 又 鹿告に 

もな る. たらう。 何し ろ 評判 に は なる だら うからな リ 

番頭 さうな つて 吳れ なくて は、 ましよ くに 合 ひやし ませ 

ん。 心中され たからって. ^り 無慈悲な 眞似も 出来 ませ 

ん しな。 — 併し 男女と も 綺麗な ので， 私共 も 何だか 小 

說に でも ありさうな 氣 がして、 厭な 氣は しません よ。 

全く 鳥渡 綺麗 だね- リ 

番頭 相手の 奴 あ、 うまく やって ますよ。 何でも 前からの 

情夫 だって 云 ひます がね。 

醫師 さう か い。 それ は 一 種の 果報 だね。 11 相手と 云へ 

ば 男の 方 はどうしたい。 

番頭 向う 座敷に. M かしてあります が、 相 If らず 苦しがつ 

て lis ります。 

醫師 男の 方が 多量に 飲んだら しいから、 どうも 助からな 


いか も 知れん な。 

S 先生、 助けるなら 兩方 助ける。 殺すなら 兩方 殺す つ 

て 工合に やって 頂けない ものです かな。 

00  13 術で はさう 甘く は 行かん ね。 人情で 處方箋 は 書け 

ないから ね。 

S それ もさう です ねえ。 

(主人、 臨換の 巡査ん、 伴 ひて 入り 來 る。) 

主人 こ X です。 

S  0^ に 會釋， なした 後 >  四 fi,^ 見 して) ふむ、 こ > 

だね。 (手帜に^551さとめろ) それから こ V にゐ るの が 本 

、、いこ i,」 

主人 はい。 女の 方で ございます。 

巡査 (與味^^以てちらと瞥見し乍ら) ふむ。 (ISMLO 

まだ 生きて ゐ るので すな。 

師 え. -、 人事不省で すが >  命脈 は 保って 居ります。 

査 癒り ます かな。 

•M そこの 處は まだ 請 合 ひ 兼ねます。 

査 で、 男の 方 はどうした。 

人 向う の 室に 移しました" I ほ 師の勸 齿に從 ひまして。 

0 精神 上 又 治療 上 其方が よから うと 存じました ので。 

査 あ  >- さ.. つです か。 宜しい。 — で、 その 情死 遂行の 

時間 は 何時頃だった かね。 


後 中心 


主人 昨夜 十 時 でございます。 さう だった な あ 善吉。 i 

S はい。 私の 起しに 參 りました のが、 十 時半 頃でした 一 

から、 多分 そんな 兑當と 存じます ので、 へい。 

S  (手 帜へ窖 i』 とめ 乍ら) で兩 人の 宿泊した の は 何 時ー 

m か。  ： 

# 頭 左樣。 かれこれ 五 時 頃 かと 存じます。 

お 泊って から 別に £共 状はなかった かな。 

#M 今から 考 へて n 公 "すと. 普通の 速れ 込みに して は ど 

う も 様子が 變だと は 思 ひました が、 これ 迄 もよ くいら し 一 

つた 方で、 少し 覺ぇも ございます ものです から， 又 だ 

な と葸^ 飲み 込んだ 枝り で 通 しまし ナ). の が 、 此 の 座敷 で - 

ござ います。 今度と 云 ふ 今度 は 私の g 識も 全く 失敗り や 

した 0 

SIS それ か ら十時 ま で 何 を し て ゐ たかな。 

# 頭 いつもの 通り 夕飯 を 上って、 —— 尤も 酒 は 僅か 一 本， 

でお よしに なり まし ナ】。 11 お湯に 入って、 靜 にお 話 を， 

して ゐた 位で、 私 ども もつ ぃ粹 をき かせた 積り の 遠慮 を； 

して ゐ たもので すから、 別に 變 つた 樣子も 見受けません „ 

でした。  i 

さう か。 で、 どうして 又 その 愦死 を發 見した のかね 0ー 

S それ も 私の 落度でして、 へい、 實は 昨夜 も 申 上げた) 

通り、 暢を附 ける の を 忘れました ので， それ を 書いて 一 


頂く ために、 遲く なって 此 室へ 来て 見ます と、 どうも 樣 

子が 變 だから、 女中 を 呼んで 燈を つけさせて 見る と、 ま 

あ 此の 始末な ので ございます。 

巡査 うむ 。さう か。 だから 宿帳 は 注意し なくち やい かん。 

で、 本人た ちの 宿所 姓名 は 解って ゐる だら うな。 

主人 は い。 それ は 此處に 私へ 宛てた 遣 書が ございまして、 

兩人 の 身許 が簡單 に 書いて あります。 

巡査 どれ、 見せろ。 ：：：、 何 だと、 死なねば ならぬ 事 

情 有 之と …… 色々 御世 話に 相 成り  ふむ、 こんな 處は 

どうで も い  >1 として ...... あ >1 さう か。 男 は 芝 一 5il 新 錢座町 

十三 川口 新吉、 (手帳に 書く) 女 は， 麻布 Ms 町 二十 六 

番地 江 藤 利 太 郞方ひ で と (書く) —— この 各々 の 實家 へ 

は それぞれ 知らせで もした か。 

主人 昨夜の 中に 電報 を 打た せました。 やがて 誰か 米る 

で ございませう。 

巡査 さう か。 では 追って 其 時 調べる としょう。 

(女中 急いで 入リ來 る。〕 

女中 あの 先生。 あちらの 病人の 樣 子が どうも 變で ござい 

ますから、 すぐい らしって 下さいって r- 

00 さう か。 (立 上ろ) の 方は危 いか も 知れない ので 

す 0 

巡査 さう です か。 ぢゃ 向う へ 行って 見 ませう。 
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主人 では どうか こちらへ。 

(主人、 嚣. 番頭、 女屮告 出て 行く。 長い 問。 

暫くす ろと、 女中 に 伴 はれて ひで子の 旦那、 ti 藤が 急 

いで 入って 來 ろ。) 

女中 こちらで ございます。 

S  (い. V /なり 枕許に 近より て) お、、 まだ 息が あるの 

だな。 助かります か？ 看護婦さん。 

看護 録 先生 は 助かる かも 知れな い と 仰 有て で ございま 

す 0 

江 藤 何 か 云って ゐる やうです ね。 唇 を 動かして ゐ ますよ。 

看護 録 何も g 有て ゐ るので は ございません。 尤も 先刻 ま 

では 色々 な 譫言 を 仰 有い ま、 したが。 —— 

江 藤 (少し 踪 して) ど， どんな 事 を 申しました か。 

川口さん とやら のお を 呼びつ r けて で ございまし 

た 0 

江 藤 さう でした か。 

看護 録 それから 旦那 樣に濟 まない くと 時々 仰 有って ゐ 

た樣 でございます。 

江 藤 さ、 つです か。 濟 むも濟 まない も、 こんな 事 をして 吳 

れた 後で は、 仕方が ありま せんよ、 ねえ。 

^護婦 ほんと に 御氣の 樣 でございます。 お 心 持 はお 察 

し 致します わ。 


S 皆さん さう 仰 有つ て 下さいます けれど 陰で は * や 間 

拔 けた 男 だと、 嗤 つて ゐる ことで ございませうな。 が、 

併し、 それ も 仕方が ありません。 かう 云 ふ 女を棄 て？ おな 

いのが 私の 因果で *^ れた 男心の 馬鹿ら しさです からな。 

看護婦 さぞ 憎らしい とお 思 ひで せ うね つ- 

江 藤  それが 恥 かしい 話です が、 私 はどうしても 此の 女 を 

憎めない のです よ。 成程、 初め 知らせ を 聞いた 時には、 

出し 拔 かれて 腹 も 立ち まし た が、 どう 云 ふ もの だか それ 

つ き り 憎く 思へ ない のです， 男の 甲斐性が ど > .- か缺け 

てゐ るの かも 知れません。 汽車で 此處 まで 來る 道々 も、 

憎い、 踏みつけても 飽き 足りない、 と 云 ふやうな 心 持 を 

引立て &、 恨み つらみ の數々 を 云 ふ 氣でゐ て も、 此處へ 

かう し て來 て 見る と 女の ：H- き てゐた 事が、 何より 嬉し い 

と 云った 始末です。 いやはや、 吾 乍ん 腑甲 §{ なさに 腹が 

立ちます よ。 

看護婦 御尤もで ござ いますね。 

id 藤 かう 云 ふと 何だか 一 種の 負け 倍し みの やうで す が 

ね、 看護. i さん、 私 は  一 これが 今の 男と 出 來てゐ るの 

は、 前から 承知し て ゐた のです よ-承知 は して ゐ たが-そ 

こ は 私の 度量で 許して ゐ ました。. M は 今に 目が さめて、 私 

の ほんとの 愛情に 歸る だら うと ， たかを 括って ゐ たので 

す。 まさか こんな 事に ならう と は、 全く 思 ひも かけな.^ 
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つたので すが、 こんな 洒落た a; 似 を するとい ふの は、 ち 

よつ と 小僧ら し いぢゃありません か。 だが 私 は 何だか 憎 

いより は、 却って 可愛らしい 氣 がして ならない のです。 

これと 云 ふの も 像れ ぬ いた、 男心の 馬鹿らし ぃ處 なんで 

00^  (什 方な し LL) さやう でございます かねえ。 

江 藤 まあい X、 他人 は 何と 嗤 つても、 私 は 此の 女の 主人 

に逮 ひな いんだから。 

(ra。 女中 入リ來 る。) 

女屮 (小？ 故で) 看護^さん。 あちらの 男の 方 はたう とう 

駄目で ございました。 只今 息 を 引き とったら しう ござい 

まあ さう です か。 (si 然と T る) 

江 藤 死んだ のかい。 さう かい。 可哀想 だね。 (間) おひ 

では 死なしたくない もの だ。 今 死ぬ 方が 當 人に 幸 11 かも 

知れん が、 私 はもう 一遍 生かしたい。 そして 立派に 江 藤 

の 家の ものと して 死なしたい。 

000 この 方 はきつ と 助かります わ。 

江 藤 (猫 Si の やうに) さう だ。 きっと 生かして 見せる。 

生かして、 やがて 私の ほんとの 愛 を 受けさせ て や る の だ。 

-—— 舞 一お 1" くな リ、 速に 幕下り る —— . 


第 三 場 

慕 S ちに 上がる 。暗の 中から 徐ろに 次の 場 vS* 照らし 出 

す 0 

前場から 数日^ 經 たる、 よく 晴れし 秋の 晝 に て、 S 中 

の は旣 に 撒せられ あり。 

舞蔓 LLllT ひで子の. K 母お；： み、 一人で 物な ど 絵 ひお 

ろ。 女中 茶器 1^ 持ちて 入リ來 ろ。 

女中 奥 さま は どちらで すか。 

たみ お湯に 行き ましたよ。 ニ三日前までは人に顏を3^り 

れる のが 恥 かしい などと 云って、 夜 晩く か 何 かで なけれ 

ば、 お湯に 入る のさへ 厭が つて ゐ ましたが， 今日は どう 

したの か， い、 驟 梅に 一人で 行った のです よ。 

女中 おや、 さう でございます か。 それ は 結構で ございま 

すね。 何しろ こんなに 早く 快くお なりに なると は 思 ひま 

せんでした。 

たみ ほんと です ねえ。 正氣づ いてから はめ そ/、 泣き 續 

けで， 此 分なら 又す ぐ 死んで 了 ひで もす るかと 思 ひまし 

たつけ が、 皆さんの 御 親切な 介抱で、 もう 大丈夫で ござ 

、まづ 

女中 もうお 身 體の方 は 大丈夫です けれど、 お 心 持から 申 

しましたら. さぞお 辛い ことで せう ねえ。 
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さう し て く元氣 になつ て aK れ たので、 大變 安心し まし 

たよ 0  . 

ひで あのねえ お：； „ 'さん。 

たみ 何 だい。 

ひで 私もう よくな つたから * 早く 此處を 去き ませうよ。 

私もう 今にも どこかへ 行きたい の。 I どこか 人の 知れ 

ない 處へ。 而 して 姓で も 内職で も 何でもして、 人手 を 

^りずに 食って ゆく のよ。 ね、 い、 でせ う、 お母さん。 

たみ お まへの 今の 心 持で は、 そんな 事も考 へられる だら 

うけれ ど *  :sも出來る^^-ぢゃなぃょ。 それよりか 又 思 ひ 

直して、 もう 一度 江 藤さん へ 歸る鎮 はない かい。 わたし 

は此 問から さう 思つ て、 お まへ に勸 めよう./ \ と 思って 

ゐ たの だよ。 

ひで だってお 母さん、 いくら 何でも 歸れな いぢ やない の。 

そんな 事 をす る 位なら 死ぬ 方が .1? しだ わ。 

たみ と 云 ふの は 江 藤さん が 死ぬ ほど 厭 だと 云 ふの かい。 

ひで い、 え、 さう でもない けれど。 今更の めく 歸 るな 

ん て. そんな^々 しい 眞似 をす るの が、 いくら 何でも 私 

に は出來 ません わ。 

たみ それ ぢ や江 ii さんが 許して 下す つても、 歸る氣 はな 

いの だね。 

ひで 許して 下さる つたって、 心から 許して 下さる 譚 がな 


いぢ やない の。 もし か 許して 下さる と 云っても、 それ は 

今迄の 意地 か、 それでなければ 計略 だ わ U 許して 私を歸 

らして 置いて、 きっと ひどい 目に 會 はせ るの だ わ。 —— 

どうしても 私行 かなく つ てよ。 

たみ さう お まへ も 強情で は 困る ねえ。 どうせ 死んだ 身 だ 

と 思ったら * もう 一度 歸 つたって い. -ぢ やない か。 

ひで どうせ 死んだ 身 だと 思へば、 どんな 苦勞 をして も 

獨 りで 生きて 行けて よ。 

たみ そんなに 厭なら たって 勸 めはしない けれど， —— ま 

あよく 考 へて ぉ吳れ よ。 

ひ で 幾度 考 へたって 同じです わ。 

(二人 は 思 ひくの 沈 g^Li 陷ろ。 長い間。 暫くす ろと 

廊下- し 足音 聞え • 女中 入リ來 ろ。) 

女 中 あの 只今 江 藤の 且那 がお 着きで ござ い ま す。 

たみ おや、 さう です か。 

ひで あら、 どうし ませう。 わたしお 目に か  >- りたくない 

わ。 ぉ母樣 * どうし ませう。 

たみ そんな 事 云った つて 仕方がな いぢ やない かね。 一と 

思 ひに 會 つてお 詫び をして 了った 方が * いくらい \ か 解 

ら ない よ。 おや、 さう 云 ふ 中に おいでの やう だよ U 

(ひで子、 行き場 あ 失して うつむいた 儘 坐って 了 ふ。 

江 藤， 快活に 入リ來 る。) 
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ひで 私 は あの 事 を 詫 まりも 何も 致しません よ。 それでよ 

、「ござんす か。 

江 藤 い X ともさ。 

ひで そして あの 事の ために、 これから 身が ひける やうな 

事が あっち や あ 厭です よ。 

江 藤 そんな 事が ある もの か。 決して 無い よ- 私 はもと 通 

りお 前 を 待遇す るよ。 

びで ほんと です か。 

江 藤 ほんた うと も 。まだ 疑って ゐる のかい 。お前 ももつ 

と 素直 に な つ て 吳れた らい. -ぢ やない か。 而 しても つと 

素直 に 人の 親切 を 受けて 吳れ たらい 、ぢ やない か。 お ま 

へ は まだ 僕 のこの 心 持に 、 何 か 魂膽が ある の だとで も 思 

つてる の， たらう。 それで この 男の 心と 云 ふ ものが、 どん 

なに 大き いもの だと 云 ふ 事が 解ら な い の だら う 0 下らな 

い 邪推 や、 見え を棄て > -、 素直な 心に 歸 つて 私の 腹を兑 

てお 吳れ。 そしたら そんな 下らない さぐり や、 條件 なぞ 

は 入れられない 喾 だよ。 

ひで 湾み ませんで した。 私、 生れ 返った 積り で， もう 一 

度お 傍へ 歸っ て 見ます。 

江 藤 さう か。 歸 つて 吳れ るか。 それで 私 も 安心した よ。 

歸 つて 厭. たったら 又 出る さ。 尼になる の は それから でも 

蓮く はない。 


0 いや、 今 曰 は。 急に 思 ひ 立って やって来ました。 

み ほんと によく いらっしゃいました。 

で (默 つて 下 1 や 向いた 儘お 辭儀 A ケ する) 

藤 ひで子 もうす つ か り 快くな つ て 結： l だね。 どう だ い。 

もう 家へ 歸れる だら う。 お母さん， 私 は 今日 何なら ひで 

子 を 速れ て歸 らうと 思つ て や つ て來 たんです がね、 どう 

でせ う。 山の 中に くよ， \ して 許り ゐ たって 初 まらない 

し， 東京で も 何 やか やで 矢張り 不自. ffl ですからね。 歸れ 

たら 歸 つて 貰 ひ 度 いんだ が な あ。 どうだい ひで子。 

で 私お 宅へ は歸れ ません" 

0 なぜ。 

み そんな 强情 をお 云 ひで ない よ. - 

で でも 私歸れ ません。 

藤 そんな 事 云 はずに ぉ歸 りよ。 私が 賴 むから さ。 どう 

か 歸 つて お 吳れ。 私が 可哀想 ぢ やない か。 

ひで  0 

江 藤 此の 通り 手 をつ いて 賴 むよ。 どうか 歸っ てお 吳れ。 

お まへ がゐ なくて は、 私 は 生きて ゐられ ないやうな 氣が 

す るんだ。 

ひで (：^ 然と) ぢゃ 今迄の 事 は 何とも 仰 有らないで 下さ 

チ^す， 

江 藤 そんな 事 を 私が 氣 にかけ る もの かね。 
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たみ やっと これで 私 も 安心し ました。  一 

ひで けれども まだ、 ほんと に 私に はお 心 持と 云 ふ ものが 一 

解りません。  ； 

£ な あ にもつ と 後 になって 兑れば 解る さ。 —— さう さ： 

な。 もう 二十 年も經 つたら、 お まへ にも 少し は 飲み込め； 

る だら う。 其， 吋に なつ て 初め て、 どつ ちが 眞. おの 勝利者 一 

だった か^ 解る の だからな。  一 

(二人の 女 は 江 藤の 言 W 木 vJ* 解し ハ A ねて、 ぼん ゃリ 男の 一 

欲，^ 眺む ろの み 0)  ^ 

—— 舞^ だん-?  LLi?  くな リゅ  ^ 

き、 1= の 中 LL 幕 下りる。 —— 

第 三 幕  „ 

It お. は笫 1 ^と IS ひ。 時に 一  慕の 翌朝。 慕 あくと 

藤 失お は 茶 ye- 喫しながら 話な してね ろ。  " 

江 藤 昨夜 はよ く 寢 られ たかね。  」 

ひで そんなに よく は寢 ませんで した。  一 

江 膝 私 はよ く^た。 久しぶりで よく 寢 たせ ゐか 目が はつ； 

きりして、 くの 山まで あり./ \ と 見える やうな 氣 がす 一 

る 0 

ひで まさか。 —— ^で {ゃ： 氣が 澄んで ゐ るせ ゐ でせ う。 


江 藤 大方 さ うだらう。 がわし に は どっちで もい >1。  . I 

此分 では 今日 の 湖水 行 は 大當り だせ。 紅 紫 はま だ 淺く染 

まりか  >1 つた だけで、 毒々 しい 色 はない し、 {Tr か 澄んで 

ゐ るから、 水 も 澄んで ゐる だら うし。 今日は 一 つ 思 ひき 

リ 澄んだ 心 持に なり 切る かな。 

ひで 人間い つも さう 云 ふ 心 持で ゐられ たらよう ございま 

せう ねえ。 

江 藤 なか/ \ さ うは 行かん て。， I が、 さ、 「は 行かない 

處が 人間の 味 だ。 人間 はいくら 年 をと つても、 矢張り 頃 

惱は脫 れられ ない よ U いくら 靜 かな 心で も 曇る。 

ひで だから 私 を こんな 處 へ 速れ て 來る氣 に な るんだ わね 

え。 あなた はこん な 處へ來 て、 それで 氣持 がよくって。 

江 藤 さう さな。 資を云 ふと さう い \ と 云ふ譯 ではない。 

ひで それ 御覽 なさい。 

江 藤 だが はもう すっかり 靜 かな 氣 持で、 此處 が兒 物で 

きる やう になって ゐ たと 思った の だ。 老將 軍が 古 戰場を 

見舞 ふやうな 心 持で な。 

. ひで ところが さう なれなかった のでせ う。 

江 藤 まだもう 少し。 —— このもう 少しが なかく だ。 

ひで でもよ く 寢られ 、ば 結構 だ わ。 

江 藤 寢られ ると 云っても、 老人の 眠り は淺 いもの だから 

ね」 朝方に なつてから、 下の 溪 川の 音が 耳に ついて 困つ 
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た。  一 

ひで 水の 音 位で 寝られないなら 結構 だ わ。  一 

江 藤 ぢゃ 矢張りお まへ は 昔の 幽霊に， S まされた の だね。 j 

ひで だって 女です もの。 それに あなたと 違って、 私 は あ 

んな事 をした 當 人なん です もの。 

江 藤 昨日の 按摩の 話 は 面白かった ね。 俺 はまる で 他人の 一 

事の やうに 聞く ことができ たよ。  一 

ひで わざと 白ば くれたり なすって、 惡ぃ 冗談です よ。 私 一 

の やうに、 嘘に でも 寢て 了 つ た 方が い くら 罪が 輕 い か 知 

れ ません。 

江 藤 それ もさう だね。 さう 云 へ ば此處 へ 來 てからの 勝負： 

では、 俺 はどう やらお まへ， に 敗け てる やうな 氣 がする。 . 

矢っ張り 俺 は 弱かった。 强 ひて 虚勢 を 張って ゐて も、 張 

り 通す 譯には 行かない らしい。 俺 はもつ と 勝利者の 快感 I 

で、 此處の 景色が 眺められる つもりで 來た。  一 

ひで あなた は 昨日 私 を 此處へ 連れて 來 るの を 前から 計畫 1 

して ゐ らした のね。 

江 藤 いや 、昨日の 朝， i いと 思 ひついた の だ。 一つ 老後の、 

冒險 をして 見ようと な。  一 

ひで なぜ 來る 前に 私に さう 云はなかった の。  ： 

江 藤 云 ふと 面白くな いと 思った からさ。  一 

ひで い \ え。 云へ なかった のでせ う。 でなければ 云 ふと； 


私が 來な いとで も 思った ので せう。 

江 藤 なかく 機鋒 鋭く やって来 るね。 そんな 寧 どっちで 

も い.. 1 ぢ やない か。 

ひで い、 けれど、 あなたの 遣 口が 少し 卑怯め いて 見え ま 

すから さ。 

江 藤 これ は 一本 參 つた。 

ひで だからもう こんな 老人の 冷 永 はおよ しなさい。 あ 

な た は 矢張り 宅で 赛 でも 靜か に 打って るに 限ります よ。 

—— 私 だ つ て 何 だ か 心の底 を 試め されて る やうで 無意味 

です わ。 

江 藤 ぢゃ 序に もっと 試め してやらう。 11 お まへ はま だ 

あの 男の 事 を 思 ひ 出す かね" 

ひで (わざと. nr はっくれ て) あの 男って 誰。 ちゃんと 名 

をお 云 ひなさい よ。 

江 藤 あの 川口と か 云った 男 さ。 無遠慮に 云 ふと， お まへ 

が 心中して 殺した 男 さ。 

ひで やっと 今にな つて 二十 年来の 本音が 出た のね" あな 

たは あれ 以来 一 度 も あの人の 事 をき \ な んぞ しなかった 

わ。 心で は 矢張り^き たかった でせ うね。 

江 藤 、死ん だんだ から 氣 にもし なかった さ。 生きて ゐりゃ 

あ 無用心 だが ね。 

ひで 死ん だんだ から- 私は氣 にした わ。 
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s?n 後 中心 


お 兼 それでも よくい らっしゃい ましたね え 。お 二方 揃つ 

てい らっしゃる なんて。 —— . 

江 藤 不思議に 思 ふ 位 だら う。 

お 兼 全くで ございま すよ。 

江 藤 一 ，夜 按摩が 来て 俺た ちの 事 を 話して 行った。 まるで 

他人 事の やうだった。 

お 兼 まあ 左樣 でございます か。 

江 藤 そして 俺た ちの 事 を、 どうせ 末永く 添 ひ 遂げ やしな 

か つ たらう と 云 つて 行った 。 11 お ま へさん も あの 當時、 

さう 思ったら うね" 而 して 俺 を此 上ない 馬鹿な 男の やう 

に 思ったら うね。 

お 兼 さう でした ね 0 そんな 風に 思った かも 知れません ね。 

私 も 若う ござんした から、 し . 

S 今の たち を 見て どう 思 ふかね。 

お 兼 おしあ はせ な 方々 だと 思 ひます わ。 

-.; i 藤 人が 幸； I と 見て 吳れ气 は、 それで 俺の 本望 は 達した 

わけ だ" 

ひ で では あなた は 一 一十 年 前の 汚名 を 雪 ざ に い. b した 譯だ 

-ォ， ？- 

江 藤 さう 見ても い 11 さ。 

お 嫌 二十 年 振りで 御覽 になったら、 此處の 景色 も 格別で 

ございませ うね。 


江 藤 悲痛な 意味で 曾遊の 地だった の だから、 少く とも： 

だけに は 意味が 深い さ。 

お 兼 どんなお 心 持で せう。 

江 藤 さあ、 說 gr が 出来ない ね。 敗， 軍の 將が あとで 戰爭の 

在 つ た 場所 を兑胺 す やうな もの かねし 

ひで ^^仰有ぃ。 凱旋の 將 がで せう。 

江 藤 それでも 同じ こと だ。 この場合 昔の 勝敗 は 問題 ぢゃ 

ないから な 0 

お 兼 なぜ もっとお 早くい らっしゃらなかった ので ござい 

ます 力 

江 藤 来たい けれど 来られなかった の だよ U やつとの 思 ひ 

で 咋日來 た 譯だ。 これで も少 々 早 過ぎ たと 思 ふ位ゐ 、た。 

まだ 悟りが 足りない の だよ。 

ひで でも 来て ようご ざんした わ。 幾分 か 私 も 人間と 云 ふ 

もの、 悟りが 開けた から。 

江 藤 漫か  1 と 景色 だけ 見て 歸 つたに しても、 來 た^けの 事 

は あらう と 云 ふ もの さ。 

ひで 是から 私 も 落ちついて 山で も 見 ませう。 

お 兼 あの 今日は 湖水の 方へ でもい らっしゃ るので ござい 

ます 力 

江 藤 あ i 行く。 先刻 駕を 賴ん どいた から、 もう 来る 箬だ 0 

お 兼 今度 は 長く 御 逗留 で ございませ うね。 


•35  n 投 中心 
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ひで い- - え。 すぐ 歸る S2 りです よ。 此處 です る だけの 事： 

はした のです から もう. 澤 山なん です。 

江 藤 いづれ 又 五 年も經 つたら 來 るから ね。 その 時 は 犬い 一 

に 昔話で もしょう や。  ： 

お、 匁 昔話 はよう ございま すね。 

江 藤 その 中に あんな 事 も 立派な 昔話になる よ" さう する 一 

と 本卦歸 り を し た 子 供が 、 それ を き 乍ら 安らかな眠り. 

に 就 くんだ。 11 むかし/ \ 或る 處に 若い 男と 女と が 居 

りました。 すると その 女に もう 一 人の 男が 思 ひつ いて、 

金の 力で .E 分の ものにして 了 ひました。 さあ 思 ひ 合った 

同志 は 其 儘 別れて は ゐられ ません。 或 夜 二人 は 相談して、 

或 る ？ 水 場 に參 りました。 而 してた うと う 一 齒藥を 飲ん で _ 

心中して 了 ひました。  一 

ひで それから。 —— 

江 藤 ところが 氣の 毒に も、 意久 地の な いのは 第三の 男で 

した。 そんな 路み 付けな 行 ひ を されても、 惚れた 弱味で 一 

怒る こと も、 ^むこと もで きませんでした。 男 はすぐ に" 

女の 罪 を 許しました。 いや、 許した のではなくて- 罰す 一 

る ことす ら出來 なか つたの か も 知れません。 鬼に 角 意久： 

地の ない 腑 ぬけな 好 郎 でした」 

ひで それから レ —I >  . 

id 藤 まあお M きょ。 11 彼 は 却って 願 ふやう にして 女に 


歸 つて 貰 ひました。 而 して 前に も 滑して 女 を 可愛がり ま 

した。 がた うとう 女 も その 男の 愛が 解つ て 逆に 像れ て來 

る やうに なりました。 而 して 不思議な 事に は、 その 意久 

地の ない 男が、 最後の 勝利 を 占めて 了 ひました" 話と 云 

ふの は是 でお 終 ひ。 

ひで まあ 馬鹿々々 しい。 

江 藤 このお 終 ひの 方 は 少し 誇張が あるが ね。 それ はお 伽 

睹の 性質 上さう ま はなければ、 「落ち」 にならない の だ。 

ひで そこが 落し. 新と 眞實の 話との 違 ひです わね。 

江 藤 (笑 ひ 乍ら) 何とで も 云へ、 おたふくめ！ 

お まあ， あんな 事 を 仰 有って。 —— 

江 藤 どうだい。 ぃ&ぉ 新. たらう。 

お^ ほんと に 結構な ぉ噺 でございます わ。 

江 藤 (妻 LL) それ 見ろ。 お まへ なぞに はかう 云 ふ. 新の 有 

難 味が 解らない の だ。 

ひで なぜで せう。 

江 藤 女 だ か ら さ 。 (もう 一度 力，^ 入れ VO 女 だ か らだ 

(番 急いで 入ろ 來 ろ。) 

番頭 どうもお 待 遠 さまでした。 只今お 駕が參 りました。 

江 藤 さう かい。 11 どれ- 一 つ 湖水で も 巡って 來 ようか。 

今日はい、 天氣 だな あ。 
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f?FJ 後 中え、 


# 頭 全く 御 見物に は 持って来いのお 天氣 でございます 

よ。 へ い。 

江 藤 ぢゃ あお ひで、 お まへ も 支度 をお し。 

ひで (おとなしく) はい 0 

(二人に 徐る LL 立ち上がろ。) 

11  $t か LL 幕 -1 . 


您の 口め H 
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松 小 ^  [>で 成 水 

人 

本 林 井 m 木 

靜 英 造 浩 M 物 
守 枝 子 子一 雄 


成 道 成 道 


_1«!5 の 日の 輝〕 (悲喜劇 一 一幕) 


醜男の脚^4作家 

その 友。 若き 法學士 

浩 一 の 妹。 女學生 

邀 子の 友。 同 

同 

浩 一 Si 友。 Ml め 息子 


時 

^代， 

場 


代 

- 或る 年の 八月 頃 

万 

お 


湘兩の 某 避： t 地に て 一 


幕 


K 樂家成 E 氏が^ 莊の 庭。 一 面の 芝生。 左手 寄りに 小 

iS くな つ.；：！ WLL 四阿が ある。 四阿の 中には 鳥渡した 木 

の 卓， 藤 is^ 子な ど 適せ Lie いて ある。 


左手 は繁 つた 稳粱か 何 かの 植込 にて 劉ら ろ。 正而， 奥 は 

低い 垣の もろ 築地。 それ.^ 越えて 海の 水 平 線が 見える。 

正面の 力 手 奥 LL は、 海岸へ 下リる 小さな 門が あろ。 

右手 は 生垣に て 劃. りる。 

八月の 或ろ 晴れ 4^ 朝で， 爽な 潮の 香と 共；..：/ どこと な 

く 花卉の 匂が すろ e 時々 静な 波の音， .J- 縫うて， 小鳥の 

萆も 聞え ろ 0 幕 あくと、 成田沾 一 、 四 阿の 中の 籐椅子 

に 坐って、 朝の 新聞 1^ 讀み 耽って ゐる。 彼 はごく 人の 

い  >1、 物 解りの する 圓滿な 法學士 タイプ。 

そこへ 妹の 道 子が 入って 來ろ。 

子 兄さん。 

田 うむ。 

子 何 か 面白い 事が あって？ 

田 何にもない。 よくも かう 平凡で^ 屈な 記事ば かり 集 

つた もの だり 

造 子 (兄の- 3 の 椅子に 坐る〕 あら。 兄さん も 岩 見 武勇 傳 

を讀 んでゐ らっしゃる のね。 

成 田 讀 んでゐ ちゃ 惡 いかい。 

S?l 子 だって 妙 だ わ。 

成 田 何も 妙な 事 は 無 いぢ やない か。 これが 所謂 避暑地 情 

緒と 云 ふ もの だよ。 東京に ゐ ちゃ あ 独 もこん な 講談 物な 

んぞ、 讀む氣 持に はなれや しない。 だから 今の 中に せつ 
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戀の 日の 夏 


せと 讀んで 置 くんだ。 だが 可笑しな ものだね。 讀み 出し 

たら 不思議に 後が 待 たれる。 朝、 新聞が 來 ると 何よりも 

先に、 そこ を 見 るんだ が 面白い。 僕 は 今にして 初めて、 

講談が 新聞の 寶 行に 關 係が あると 云 ふ 事 を、 事實に 於て 

信ずる やうに なった よ。 

道 子 今日の 所 はどうな つて？ 愈々 山寨へ 乗り込み まし 

たか。 

成 田 いや、 今日は まだ 山道に さし か X つたら、 向う の 松 

の 木の 根元で， 一人の 男が 大の 字な りに なって、 鼾 を か 

いて 寢てゐ る 所でお 終 ひだ、 

造 子 まあ。 だん/ \ 佳境に 入って 來る わね。 

成 W なんだ。 お まへ も 噴んで ゐ るんだ な。 

道 子 え \ それ は讀 んでゐ ます わ。 私に だって 暑 情緒 

ぐら ゐ あります もの。 

成 田 おやく 。それ ぢ や あ 僕 は 明日 か ら よ さう。 さう 皆讀 

んでゐ るん ぢゃ あ。 

道 子 水木さん も讀 んでゐ るら しいの よ。 昨日の 朝 も 笑 ひ 

乍ら 高 潮に 次ぐ に 高潮 だつ て さう 云 つ てた わ。 

成 田 それ あ 水木の 芝居 どころ ぢゃ 無い からね。 あいつの 

戯曲 も 随分、 山が あ つ たり 川が あ つたり する が。 

fF」 子 OJ 吁.. L 厳肅な 鼓，^ して) それ はさう と 兄さん、 水木 

さんに あの 話 をして 下す つ て？ 


成 田 (同じく 眞 面目に つて) いや、 まだし なかった。 

昨夜 も 丁度 二人き りに なった から、 お まへの 話 を 切り出 

さう かと 思った が、 あの 顔 を 見る と 急に 云へ なくなって 

了った。 

道 子 早く 云って 下さらな いと、 私心 苦しくて 仕方が あり 

ません わ。 

成 田 一 體 お前から 云 ふの が正當 なんだ。 問題 はお 前 自身 

の 事なん だもの。 

道 子 だって、 私に なん ぞ 迚も 云へ やしません わ。 現に 兄 

さんだつて 云 ひ 出せない 位ぢ やありません か。 だから 私 

お 願 ひする のよ。 

成 田 今日はき つと 云って やる よ" —— 併し 可哀 さうな sf^ 

だな あ。 —— どうだい。 お前 も 5 一  度考へ 直して 見ち や 

吳れ ないかね U 

道 子 だって、 もう 仕方が ありません わ。 私 だって あの人 

に は 同情して ゐ るんで すけれ ど、 苦しみに 苦しん. た 揚句- 

た うとう かう 云 ふ 決心 をし たんです もの"  もうどう にも 

仕 やうが ありません わ。 だから どうぞ 兄さんから、 よう 

く あの人に お 願 ひして 下さいな。 

成 田 で、 水木が もし 肯か なかったら どうす る？ 

遒子 さうな つたら さうな つたで 矢っ張り、 私の 決心 通り 

にす る 積り です。 


の 口の 巧 
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お 前 は あいつに 大恩が あるの だつ けね o 

S! 子 ですから かう して 苦しんで ゐ るので す。 

成 S 此度 の^は 俺 もほんと に 困った。 一 體 こんな 始末に 

なる のなら、 初めから 僕 やお 父さんた ちが、 水木に お前 

を やる なんて 約^す るん ぢゃ 無かった。 

遒子 だって あの 時 は 私まで、 水木さん の 所へ 嫁く 氣でゐ 

たのです もの。 

成 W それにつ けても 松 木 君が、 此處へ 現 はれて 吳れ なか 

つたら、 何 もな く濟ん だら うにな あ！ 

逍 子 どうか それ は 仰 おらないで 下さい まし、. - 少しも あの 

人が惡 いのお やな いんです から" 

成 W さう だ。 みんなお 前が 惡 いの だ 。僕 も 自分 は 道德的 

無能力^だ と 思って ゐ るから、 お まへ の行爲 を攻擊 する 

譯には 行かん が、 僕らにまで 苦しい 思 ひ をさせる と 云 ふ 

都で • 今度のお 前の 仕 打を怨 むよ。 

擎 怨 まれても 仕方が ありません。 

お前 は 一昨年 こ  >- の； g で、 波に 樓 はれた 時 死んで 了 

へばよ かった の だ，、 そしたら 水木 や 俺にまで こんな 苦し 

みは 與 へないで 濟ん だのに な あ！ 

s~ 子 私 も あの 時 水木さん などに 救 はれないで、 死んで 了 

へばよ かった とつ く..^ 思 ふ^もあります。 

成 W 女の ロマンチシズムで か？ それとも 氣 まぐれの セ 


ンチ メンタ リズムで か？ それよりか お前 は 松 本 君と 新 

らしい 生の 悅 びに 夢中に なって、 死なん ぞの事 は 考へも 

しない 害 だが ね。 

^^1子 兄さん，. それ は餘 りな 事 を 仰 有い ます。 (位き 出 

す) 

成 田 道 子！ 俺 は 泣きた くても 泣けない の だよ" .—  — 併 

し 俺 は 何もお 前 を 責める 積り ぢゃ なかった。 お まへの 自 

由 を 束縛， る 心算 ぢ やなかった。 只 かう 云 ふ 具合に 流さ 

れて 行く *  ,,惡 戯 極ま る 運命 を ふんだ し 

道 子 -. 猶ほ） ^位き 乍ら) い、 え、 どうぞ 私 を 責めて 下さ 

い。 もっとも つと 私 を 責め苛んで 下さい。 私 は それに 價 

して ゐる 女なん ですから。 

成 田 いや、 又 さう 感情的に なって 了って、 泣いて 吳れて 

は 滴 ほ 困る よ。 さあ，/, \ もう 泣く の はおよ し。 —— 幾ら 

お前が とめようと 思った つて 運命 〇 力 はどうなる もので 

もない。 俺 はお 前の 苦し さ だって 察して るんだ よ。 お前 

の 云 ひ 分 だって 少しも 無理 だと は 思 ひやしない 。水木 は， 

可哀 さう に 誰が 見た つて、 橫か らも f ，やら も 醜い 男 だ 》 

い く ら 才能が あり 心が 美しくても、 若い 女で あの 外貌に 

遂巡 しない 者 は 無い と 云っても い. 1 だら う。 永年 親しく 

して ゐる俺 だって、 時に ショッ キングな 感じ を 受ける 事 

が あるの だもの。 
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成 道 成 迸 


道 子 わ たし 何も そんな 不足 を 云 ふ ん ぢゃ ありま せん 0 

成 E 併しお 前の 潜在意識の 中には、 きっと あの 男の 醜 さ 

を 嫌 ふ 感じが ある。 いや、 それ は 嫌 ふまい とする 努力で 

消されて るか も 知れない C 併し ISf に 角、 あの 男が 醜い か 

ら、 厭になったとー！^ふ方が正直な申譯なんだ。 僕 だって 

時と すると、 あの 酸 男と 一生 を 共に して- あたら 美. しさ 

を 墓に 葬って 了 ふお 前の 不幸 を 思 はない 事 もなか つ たか 

ら な。 だからお 前に も 十分 同情 はして ゐる。 けれども 又 

永 木 に も 更に 又 二倍の 同情 を せ ず に は ゐ られな いの だ 9 

—— 何 だって あの 男 は あ、 醜く 生れつ いたの だら う。 あ 

いつは あの 爲に 一 生 を 苦しみ 通さな くち やな らな いん 

だ 0  . 、 

子 もう そんな 事 は 云 はないで 下さい。 私 は そこまで 云 

びた くはありません。 あの人 だって そんな 風に は考 へて 

下さる まいと 思 ひます わ"  . • 

成 いや、 水木 は 必ず 自分の 醜 さ 故 だと 考 へる だら う。 

そし て 更に 自分の 魏 さを怨 むだら う 。あ それ を 思 ふと、 

僕に ほ：^^ も こ ん な 事が 云 へ さぅ も な い 。 

道 子 兄さん、 まことに 濟 みません。 どうぞお 願 ひです。 

成 W 併し 俺 は 思 ひ 切って 今日 こそ ま は 5。 一刻の 遷延 は 

一 刻の 苦痛 を 延べ るに 過ぎない。 お まへの ために も 水木 

のために も。 


道 子 さう です わ。 私 も 此上は 一 刻で も 長く、 あの人 を 欺 

いて ゐ るに 堪 へません し あ ひ 人のお 心に 對 しても。 

成 S 繰り返して 云 ふが 僕 はお 前を怨 むよ。 

道 子 え 、仕方が ありません。 私は怨 まれる 覺悟 をして 居 

ります 0 

成 田 こ れを 人生 の 試練 だ からと  一口 に 云 つて 了 ふに し て 

は、 少し 悲慘の 分量が 多過ぎる やう だれ。 水木 はほんと 

に可哀 さうな 男 だ. - 

道 子 私 もお 氣の 毒と は 思 つ てゐ ます。 が、 繰りお 一し て 申 

し 上 げた やうに 、 もうどう にも 仕方 は ございません。 

(不安な ろ： y 默。) 

成 田 水木 は まだ 起き て 來 ないかい。 

道 子 まだお 起きに ならない やうです。 

成 a 又 昨日 あたりから 新ら し い 脚本に とり か 、 つた 樣子 

だね。 昨夜 も それで 蓮く まで 起きて ゐ たらしかった レ 

子 何だか 二 時 頃 庭へ お出な すった やうで したわね。 

田 お前 も 氣が附 いたかい。 あれ は 泣きに 出た の だせ。 

子 泣きに です つて？ 

E さう だ" 泣きに 出た の だ" 僕も不 思議 だ と 思って、 

資 は ^下 ま で 跡 を つけて 来て 見た の だ" すると 彼奴 は、 

この 四阿の 所で 只 一 人、 泣いて ゐる のが 月の 光で 見えた 

の だ。 


の U の); £ 
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？ M 子 なぜ 泣いたり したので せう。 

成 W 大方 .I: 分の 脚 木 を S いて ゐる 中に、 感激して 了った 

の だら うよ U 

ffl 子 (叶 一. なして) もれなら ばよう 御 鹿ん すけれ ど。 

 ほんと にさう でせ うか。 

成 E さう だら うと も、 あいつ は. E 分の 作 中の 人物の 爲に、 

涙 を 落す ほど 氣が 弱い の だ。 

(^3子^1ましげな額1.^して^^リ込む。 mo  な 波の音 

が M えて 來ろ。 正面の海；：^：へ .通する1:から、 松 本 守 入 

リ來 ろ。 ^,^^しく^けた^^-貌のせ：^0ソ 

松 本 (入って 來 乍ら) や あお 早う" 今日はよ く 起きて ゐ 

たね。 (と？ F」 子,^ 認めて、 微笑み 乍ら 輕く 會释 すろ) 

成 W あ  >- お 平う 0  (少し ：3 ごちな く) 君 はいつ も 早い 

ITT 

松 本 もう 早い と： K ふ 程で も あるまい。 —— どうだい。 散 

歩に 出ない かい。 暑くなら ない 中に。 

うむ。 僕 はよ さう。 今朝 は 少し 招 事が あるんだ〕 何 

し ろ咋曰 親父 や 阿 母 なぞが、 急に 京へ 歸 つたので ねリ 

松^ さう だ つ てね。 昨夕、 道 子 さんに^ いた よ。 

成 田 (5:5 渡 不快な H5,^ ひそめて〕 さう かい 0  (と 妹の 方 

ん』 ちらと 见乍 らお.；^ 皮， S な 微笑 ， ^含んで) どうも 君た 

ち；？： かならない ね。 


松 本 いや。 そんな 事 はない。 ぉぶ^！；で鳥渡ぉ會ひした^け 

だよ 0 さう です ね。 道 子さん。 

擎 (少し 赤くな つて) さう だ わ。 

成 田 な あに さう 眞 目に なって 辯 解す る 必要 はない よ。 

誰も それ 以上 君た ち を 疑 ひやしな いから。 

松 本 君 はちくり くと 妙な 事 を 云 ふね。 

成 田 氣に障ったら失敬、實は鳥：舞！^」ぃっが (と 頃で 妹 か 

指し) 兄贵を 出し 拔 いて 散歩で もしたん ぢ やない かと 

思って、 ひょっとから かって 見た くな つたの だよ。 これ 

も 一 種の 嫉妬 だね。 

子 まあ！ 

本 時に 水木 君 は？ 

田 まだ 寢てゐ る。 昨夜 晚 くまで 仕事 をした もの だから 

ュ 0 

本 それ ぢゃ 誰も 一緒に 海岸へ 出る 人 はな いんだね。 

田 道 子が ゐるぢ やない か。 

本 道 子さん 一 人ぢゃ 少し、 ：：： 

子 私 も 後に します わ。 

田 だってお 前 は 毎朝、 散歩す る^に して ゐ るん ぢ やな 

いか a 

道 子 でも、 今日はよ します わ。 

成 田 まあ 行って おいでよ。 僕 は 先刻の やうな 冷たい 皮肉 
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で こんな 事 を 云って るん ぢゃ あな い。 

松 本 成 田 君、 鎮は 一 人で 行く よ。 

成 田 僕の 前で さう 恥 かしがったり、 芝居 をす るの はよ し 

給へ。 君た ちの 言 紫 は 君た ちの 愛 を 裏書して ゐる。 僕 は 

あら ゆろ 愛の 動く 所に 同情して ゐ るんだ からね。 僕の や 

うな 氣の い 、男 は、 どこへ 行っても 愛の 仲介者 なんだ。 

そして 永久に それで 止まる の だ。 (道 子に) さあ 行って 

おいで、 兄さんが 許して あげる よ。 

道 子 兄さん！ 

松 本 成 田 君 、難 有う。 どうか 許して 吳れ 給へ。 僕 は 水木 

君に ほんと に濟 まな いんだ けれど、 …… 

成 田 まあ それ は 云 はずに 置き 給へ。 自分々々 で 生きて 行 

く 上に は、 少し 位 他の 犧牲 を雜視 しなく ちゃなら ぬ 事ぐ 

らゐ、 僕 だって ちゃんと 解って るよ。 い  から 君 は默っ 

て 君の 道 を 行き 給， それが 君に. 取って 唯 一 の眞實 なら、 

神の 前で も 恥ぢる 必要 はな いんだ。 只 僕 は 水木の 一 個の 

友人と して、 彼に 君た ちの 凱歌 を 聞かせた くないんだ。 

松 本 よく 解った。 いつも 乍ら 君の 好意に は濟 まなく 思つ 

てゐ る。 i ぢゃ道 子さん， 二人で 葉 山の 方へ でも 行つ 

て 見 ませ， 「か。 

道 子 え  ><、 行っても {且 しう ございま すわ。 

成 田 行って おいで。 先刻の 話 をす るのに も、 お前の ゐな 


い 方が 都合が い. - から。 

道 子 はい" では 行って 參 ります。 

松 本 すぐ 歸 つて 來 ますよ。 

(二人 は 前後し て 門口 から 出て 行く。 道 子 は 門の おんで 

鳥渡 兄 ん 、振り返 つてみ る。 それ か ら 松 本 の .fs! 宿と 近 子 

の 太-亡な 海水 幅が、 ^じさ う 築地の _i  LL かくれ て 了 

ふ。 成 田 は 複雜な 感情，^ 額に 浮べて、 暫 らく. ちっと 見 

！ S つて 立つ。 やがて 吐息 vS< 1 つして、 椅子 li すっかり 

沈み 込んで. Q たが、 やがて 思 ひ 出した 樣 卷 草に 火 

, か點 ける。 間。 海の 音 や、 激しくな ろ。) 

(暫くして 彼等の 去った 其 I：  口から、 水木 維、 寧ス快 

沽に入 リ來ろ 。醜. IV み！： 貌，^ 持てろ 二十 七 八^の？： =1^。〕 

水木 や あお 早う！ 

成 田 や あ. 君 はもう 起きて ゐ たかい。 

水木 起きても う 裏から 一 廻り 散歩して 來 たよ。 例の g 仏 呼 

吸の 癖 をつ けたいと 思って ね。 

成 E そして 海岸 の 方 か ら來た のかい。 

水木 うむ.。 さう だよ。 

成 E さう か。 (^;5$;^*3-抑 へ て) それ ぢゃ道 子た ちに 貪 

つたら う。 

水 本 うむ。 會 つた。 

成 3 會 つて 何とも 思はなかった かい。 


水木 あの 二人に 對 して かい。 

^3 さう さ。 あの 二人に 對 して。 —— 一 體 君は此 頃の 道 

子 を どう 思 ふ。 君 はま だ！ S 子ら に 起って る動搖 に、 少し 

も氣 がっかな いかい。 

水木 かに) はもうと うに 知って ゐた。 

成 田 知って ゐ たと は？ 

水木 あの人の 曰 記を兑 たの だ。 ！ 昨日 君た ちが 皆 海へ 行 

つた §E 守に。 11 君 どうか 僕の そんな 卑劣な 行爲を 咎め 

な い で SK れ^ へ 。 

何の $5： める もの か。 11 (低く) ふうむ、 さう か。 

知って ゐ たの か。 (いくらか 感激-. ちて) 君 はな か 

なか 5i5 者 だね U 

水木 ぉ世辭 はよ して SK れ 給へ。 僕 は此際 勇者で あり 得た 

いと 思 ひ 乍ら. 少しも さう で 在り ない の だから」 

僕 は！ 5；? の その 態度に 對 しても、 君の 前です ベて を 云 

はう と^ふ-、 •  おは 僕も咋 曰から、 妹の！！；？ に對 する 使命 を 

持って ゐ るんだ。 

水木 (は #に) S は 僕 も それ を 待って ゐた。 云 ひ 給へ、 

il かう。 (二人 正 而に向 ひ 合って 坐る) 君の 云 はう と 

す る^も • 大抵 は 解って ゐ るの だが、 僕 は 正面から それ 

に 面して 見たい からね。 

成 3 では 改めて 云 ふ。 妹 は、 君に 對 する 婚約 を-取消して 


貰 ひたいと 云 ふの だ。 

水木 (自分に 飲み込 まぜろ 樣な態 ぼで) うむ。 

成 田 それ は 君に 今更 こんな 事 を 云へ た 義理 ぢ やない。 義 

理ぢ やない が賴 むと 云 ふの だ。 

水木 (寧ス 器械 的に) そんな 義理なん ぞ あり はしない。 

成 5 いや。 君と 妹との 婚約 は、 決して 普通 一 遍の 許婚 關 

係ではなかった。 君 は 妹の 恩人 だ。 妹の 生命 を 救うて 吳 

れた 大恩 人な の だ" 一 昨年の 复， あれが 此處で 波に 躍 は 

れた 時， 君が 見附けて 助けて 吳れ なければ、 今日まで あ 

あし て 生き てゐる 事が 出来な い 身なん だ。 そ の 大恩 を 思 

つ たら、 決し てこん な 事 を 君に 言 ひ 出す 義理 はな いんだ 

が、 それ を强 ひて お 願す ると 云 ふの だ。 I . 

水木 いや、 待つ て吳れ 給 へ 。 君の 方で さう 迄 云 つ て SK れ 

るなら、 此 處で虔 にも 云 ふだけ は 云 はして 吳れ 給へ。 實 

は 僕 は 昨夜から、 こんな 場合に 云 ふべき 言葉 を考へ てゐ 

たの だ。 それ は 現在ち つ とも 役立ち はし さう もない が、 

それでも 云 ふだけ は 云 はして 吳れ 給へ。 (改まって) 

僕 は 今 道 子さん との 關 係に 於て-第 一 、あの人 を 救った と 

云 ふ 事に 關 して は、 何の 報酬 も 要求し はしない よ。 僕が 救 

つたが ために、 あの人の 身心の 自由 を 束縛す るなん て 事 

は、 僕と して 絕對 にした く はな いんだ。 僕 は ひねくれて 

云 ふの ぢ やない が、 恩人 なぞと 呼ばれる 必要 は 全くない 
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んだ。 僕 はた に あ の 時 道 子 さ ん が 波に 引か れた の を 見て , 

救 はなけ れば ならん と 思 つ た から、 身命 を 階し て 救助 に 

從 事した の だ。 只 それだけの 話な の だつ た^あの 後、 君 

や 君の 兩^ たちが、 僕の 心 持に 同情して 吳れ て、 恰も そ 

の 報酬の や う に 道 子さん を 下さる と 云った 時 は、 僕 は 白 

状す る が、 あ の 道 子 さ ん を 危險 に 陷れた 波に 感謝した 。 

併し それが 自分の 救助に 對 する やむ を 得ぬ 報酬 だと 考へ 

ると、 僕 は 自分の 心の中で、 面 を 赤らめずに は ゐられ な 

い 或 物が 在った。 僕の やうな 醜い 男に、 S 子さん の やう 

な 美しい 人が 妻になる と 云 ふ 不自然な 關係 は- あ 土 K ふ 

事件が 無ければ 永久に 起ら な い で濟ん だら うと 思 ふと、 

僕 ほ 道 子さん を默 つて 得々 と 許婚 にして置く 事が- 何と 

な く濟ま ぬ 氣 ばかり し て 今日 ま で暮し て來 た。 謂 は V 道 

子さん と 僕の 關係 は、 單に 外部 的の 事變 によつ て 結合 さ 

れた e けで、 何ら 内的 必然性 もない と 云 ふ 事 を、 寂しく 

も 思 ひ 恥 かしく も 感じて ゐ たの だね。 ほんと に 外部から 

促 迫 させれ もずに、 誰が こんな 醜い 男の 所へ、 甘んじて 

i 生 を 託する もの か。 —— 

成 田 それ は 君の 偏見 だよ。 さう まで S 子 1^ 皮相に 考 へて 

吳れ給 ふな。 あれ だって 君の 「内心の 美し さ」 が 見えな 

い 程の 女で もない だら う。 少く とも 嘗て 君 を 愛して ゐた 

だけ は 事 ® だよ。 


水木 それ は 僕と 雖も 認める。 その gr に 於て は 僕 は 常に 感 

謝して ゐる = そして それ あれば こそ 此の 不自然な 關係も 

思 ひ 切れずに 鑌 けて 来たの だ。 それ あれば こそ 一 一人の 間 

に、 幾らかの 光明 も 認めて ゐ たの だ。 僕と して は それが 

假令 無理 に 作り上げた 愛 にもせ よ、 愛で ある 事に 變り は 

ない の だから >  心から 其 愛の 成長 を 願 ひ、 其 愛の 光りが 

溢る &靈土 を 夢想し てゐ たの だ。 併し もとく 不自然な 

愛 は、 どんなに 手を盡 しても さうな る もので はない。 矢 

つ 張り かうな るの が 當然だ つ た の だ。 けれど もこれ で^ 

も あの 行爲 から 他人 を 束縛す る 心苦し さも 解け、 子 さ 

んも 外的 事情に 惯 はされ ず、 內 心の 赴く ま、 に 行動し お 

る自. a を 得た の だ。 道 子さん も 僕 も眞に 解放され たの だ。 

だから 道 子さん に はどう か、 僕が 喜ん で 承知した と傳 へ 

て 吳れ給 へ。 そして 心から 道 子さん の 新しい 幸福 を 願つ 

て ゐ る とさう 云 つ て 吳れ給 へ G 

成 田 水木 君。 難 有う！ よく 承知して 吳れ た。 妹に 代つ 

て 僕が 感謝す るよ。 僕 は 君の 立派な 態度 に 對 して 恥ぢ入 

るよ-〕 

水木 立；^ も 立派で ない も 僕の 取り得る 態度 は、 これより 

外に あり 得な いぢ やない か。 —— 僕 は資は 先刻まで は， 

自分の 下らな い 誇り を 保 つため に、 僕 の 方から 破談 を 申 

し 込まう と 思って ゐた。 僕の 方から 云 ひ 出し さへ すれば、 
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結 として 僕が^ はれた と 云 ふ 事に はなら ないか らね。 

併し 先刻 海 であの 人た ちに 會 つてから、 僕 は その 考へ 

を 止めて 了った。 そんな 瘦 我慢が あの人た ちに は、 撫卑 

に兑 える だら うと 思った からだ 、そして 僕 自身と して 

も此 IT できるだけ 苦しみに 面接して、 いやが 上に も 苦 

しみたい と 思った からだ 0 而 して 自分の 苦しみの 底から、 

あの人た ちの 幸福 を 祈つ て やらう と、 これで も 勇猛 精進 

の i 飒を 起した の だよ。 

それ もこれ も 君の 純 一 な淨ぃ 心から 出た の だ。 

水木 下らない ぉ世辭 はよ し 給へ。 これ はそんな 美しい 心 

からなん ぞ出 たので はない の だよ〕 凡て は 僕の 外貌の 醜 

さから 出た の だ。 僕の 醜 さが あらゆる 屈辱 を 忍ばせ、 そ 

れを^ m 的の 好意に 變へ るの だ。 あ k 僕 は 今 自分の 醜 さ 

を， 呪って ぃ&の だか 祝福 してい、 の だか 解らない。 

(へ亡し 感^が 込み上げて 來 て、 んど泣 ささう にな リ乍 

ら) 併し、 今更 祝福す る 寧 も 出來 ない の だ。 さう だ。 矢 

つ 張り^ は それ を 1- ふしかない。 心から^ ふし かないの 

だ。 (；ij ほしく 叫び 乍ら、 椅子の 上 Li 泣 伏す ：> 

成 E 水木！ 許して 2K れ。 ほんと に 許して 吳れ。 

水木 (^然 立ち上って、 I 種，： ：！^ 的な 哄笑 をしながら) 

は >,>-K  。喘って やれ！ 嗤 つて やれ！ この 酸 男が 又 

振られた ぞ！ (と 云って 又 卓子の 上に 打 伏して 了 ふ) 


成 S 水木！ (と 云った ま气痛 ュ<  しげ に その 態 见ズゐ 

る) 

(長い 沈默。 靜 かな 波の音に 交って、 水木の 堪へ 切れ 

わ 嗚咽が 聞え る。 成 田 ももう 慰むべき 言葉がない。 と 

哲 らくして 俄かに 海岸の 方から、 脤 かな 人 聲が閒 え て 

來て、 やがて 松 本と 逍子 とが、 他の 二人の 女 友、 櫻 井 

英 子と 小林靜 枝と，^ 伴うて 來る。 英子は 派手な 近代的 

の 美貌、 静枝 は-好かな 古典的な 美しさん、 有って ゐろ。 

(水木 は 人-,！ 知られぬ やうに、 そっと 涙， 化 拭いて 立 上 

る 0) 

せ J 子 (門口から 入り 乍ら) 兄さん 珍ら しい 方に お <| "ひし 

たのよ。 それで 散歩 はお やめに して、 直ぐお 伴れ 申して 

來 たのよ。 

成 S さう かい。 それ はよ かった ね." 

道 子 みんなで 面白く 遊び ませうよ。 (と 云って 人々 ん見 

ま はし 乍ら- ふと 水木の 樣 子,^ 見て、 急に 嚴挤な 鼓 1^ し 

て K リ 込んで 了 ふ) 

成 m  (二人の 女に) よくい らっしゃ いました。 01 人お 

辭 儀，； す る〕 確かに 初めてお 目に か \ るの だと 思 ひます 

が 0 …-: 

？ ;=」 子 (わ ざと らし い 程 快 マお し つ て 〕 あら 兄さん。 お 忘 

れ になった の。 厭な 人ね」 櫻 井さん に 小 林さん ぢゃ あり 
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戀の 口の 复 


ません か。 ぉ兩 人と も 櫻 山に 來てゐ らっしゃ るので すつ 

て 0 

英子 私 はよ く 存じて 居ります わ。 去年 も 丹 羽さん の歌留 

多會 でお 目に か  >- りました から。 ねえ 靜 枝さん。 

校 え  >1。 

成 田 あ. >- さう でした ね。 さう 云 はれる と 思 ひ 出しました 

よ。 道理で 1 度お 目に か つた やうな 氣 がしました。 さ 

うさう、 さう でした ね 0  ( 难辯 LL ソ 僕 は 大抵の 芙 しい 人 

を 見る と、 初めてお 目に か& つた 時で も、 一度 兑 たやう 

な氣 がする もの だから、 逆に つ い 貴方が たも、 一 度お 目 

にか、 つた やうな 氣 はし 乍ら、 初對 面の 方ぢ やない かと 

つたので す。 さう く 確かに 覺 えて ゐ ます。 あの 時 は 

お 二人とも 紫の 羽織 を箭 てお ゐで したね。 あの 時から 

兑 ると ずっと 大きく  つ お 美し くお なんな すつ た の で、 

…… (二人 笑 ふ) それに あの 時分 は顏 のど こかに、 まだ 

子供々 々しい 可愛い ところが ありまし たが、 今ではもう 

すっかり 輪.：^ がお 整 ひに なって。 ；… 

道 子 まあ 兄さん。 失 禮な事 を 仰 有る のね。 お 目に か  >- る 

E 十々， から、 お 顔の 事なん ぞ仰 有る もの ぢ やなく つ てよ。 

成 W 广 幾らか 超然と) さう かい.」 それ は惡 かった ね。 

水木 (皆の 後から 皮肉 LL) 美しい お 顔の 事なら、 幾ら 云 

つたって 關 はな いぢゃありません か。 云って ならない の 


は、 醜い 奴の 前で 醜い 顔の 話 をす る 事です。 (せ々 吃驚 

して 水木 1^ 見ろ) 

松 本 (何 か 云 はなく ちゃなら ぬ やう LL 感じて) さう だ 0 

全く さう だね。 

成 田 (初めて 氣附 いて) あ、 君 を 皆さんに 紹介す るの を 

忘れて ゐた。 君 は 初めて だら うね。 

水木 (S- っズ うな づく) 

成 E これ はお 二人とも 妹の 友人で、 この 方が 櫻 井、 …… 

え- .<  と •  

道 子 (引取って) 英 子さん よ。 そして こちらが 小 林靜枝 

さん。 私の 昔からの 親友です のよ。 (と 水木の 注視 LL.$= 

うて 思！ 1 す 下 i"J< 向く) 

成 田 それから 此の 男 は *  (-^ 笑 ひ 乍ら) 新進 劇作家と し 

て 有名なる 水木 辰 雄 君です。 本人の 考へ てる ほど 天才で 

もない が、 世間で 云 ふ ほど 馬鹿で もない、 …… まあ 謂 は 

ば 才人で せうな。 

水木 (苦笑し 乍ら) 成 田， よせよ。 下らない。 (成 田 恐 

•  貼 すろ) 

英子 (道 子に 小堪で ) あなたの 許婚の 方ね。 

造 子 (額.^ 赤く して そっと) ぃ& え。 

松 本 (せから 幾らか 嫉妬め いて) さう です。 道 子さん の 

將來の 良人です よ。 


ife の n のお 


l.5c  iH 松 

子 m 子 む 本 ろ 


立てられても 隨 分不宰 ですからぬ。 

？;; 1 子 (默 っズ. a ろ) 

英子 まあ！ もんな 事 仰 有る もの ぢゃ ございません わ。 

導 だけで も 不幸 だなん て， 誰が そんな 事 を 思 ひませ う。 

靜枝 不幸 だなん て、 そんな 事が あり はしません わ。 

水木 だって 考 へて 御覧なさい。 11 

成 田 水木。 もう 大概に してよ して 吳れ るの だね。 餘り云 

ひ 過ぎる と 妙に 聞え るよ。 

水木 あ  さう だね。 つい 失敬した。 (低く) 僕 も 弱く 

て3^な奴だな。 云 ふまい と 思って ゐ 乍ら * つい。 …… 

どうか 勘辨 して aK れ給 へよ。 

成 田 い >- さ、 い. 1 さ。 そんな 事 は。 —— それより サ N 居の 

話で もしょう や。 (英 子ら に〕 貴方が た も 御存じ で せ 

う。 去年 舞臺に 上った 水木の 「牧場の 二人」 つて 云 ふ 脚 

本 を、 

水木 舊惡を 鼓く の はよ せ。 つまらな いから。 

英子 (成 田 LL) え. <  よく 存じて 居ります わ 0  (水木に) 

私よ く ほ 解り もしな いんです けれど i 家 で 皆が 新劇 好き 

な ものです からね。 (少し 媚 yJ- 含んで) あなたの やうな 

劇作家に お 目に か&れ たの は * ほんと に 嬉しう ございま 

すわ。 ねえ 靜 枝さん。 (静 枝うな づく ：} 靜 枝さん は大變 

文學 がお 解りになる のよ。 そして 贵 方が お書きに なった 


水木 (少し 愤 つた 表 is で) 誰？ 僕が です か、 どこから 

^ い て そんな^ を 云 ふ の です。 ！私は 恥 か し いから 匿 

すので も 何でもな い。 誤解が な い やう に は つ きり 申し ま 

すが、 ® 際 撰 は 道！ 卞 さんと そんな 約束 はして な い の です。 

勿論 これから だってし ません。 私と 道 子 さん は 軍なる 友 

人で、 それ以上の 何もので もない のです。 ー體 誰が そん 

な^を 云 ふので すか。 

英子 だって 私 はさう とば かり 承って ゐ たもので すから。 

S 私 も その やうに 存じて りました" 

水木 そんなら そんな 噂 は 信じないで 下さい。 全然 根據の 

ない^に 過ぎない のです からね、 ——. 「# の 花婿」 I . 

か 。さ しづめ モリ M ル 風の 喜劇です ね 。は X  、 \。 (少 

し 妙な 笑 ひやう する ので、 ii." 々默 つて 其^ん 見て ゐ 

) 

(揭 贯 の やうに) ほんと にさう だった のかい。 ふう 

0 

(すっかりうな だれて 61 ぃズゐ ろ) 

(s^ 子 LL 近 づ 小^で) 水木に よ くお 鱧 をお 云 ひ よ。 

(かすか に 額 あばて、 成 ra へと もっかす、 水木 にと 

もっかす、 低く 一 K ふ) 濟 みませんでした リ 

水木 あなた も 飛んだ^ を 立てられて、 さぞ 御迷惑だった 

でせ、 「。 こんな 醜い sf- と 一生 を 共に する なんて、 たけ 


慰の n の 直 


もの は、 みんな 讀ん でお ゐ でになる のよ。  ，.! 

IW 枝 あら^! あなた こそ！  ^ 

逍子 (や っと會^5に加はって) \3 亡， i^s お 二人とも、 讀んー 

でゐて 下す つた 事 は事實 です わね。 

松 本 文學 者って 云 ふ もの は、 或 意味で 確かに 幸福-だね。.： 

成 田 水木に は 思 ひの 外 同情者が あるよ。  一 

水木 それ も 顔 を 見ない 中の 話で せう。 大抵の 人に 會 ふと： 

僕 はさう 云 はれ るんで す。 「へ K え、 方が 水木 君です L 

か。」 それから 仕方なし に 笑 ひ 乍ら、 「想像して ゐた • 君と は： 

大變違 ひます ね。」 と、 かう いつも 來 るんで す。 あなた 方： 

だってき つと さう お 思 ひだった でせ う。  . 

英子 そんな 事 は 少しも 思 ひません わ。 (媚, ^含んで) t4. 

保證 します わ。 そんな 事はありません わ。 それ は 貴方の 一 

お僻みで すわ。 殊に 私たちまで さう ぉ考 へに なって は、 ； 

私お 恨み 申します わ。  一 

静枝 私 もです わ。 ——  - 

水木 でも ひどい 奴になる と、 あの 面で 脚本 を 書く も 凄じ  1 

いなどと 云って 歩く さう です。 それから 此間 はかう 云 ふ； 

落首が ありました。 下駄 面 ゃビタ 1 面の 灸の 痕" .：•： 一 

松 本 文學者 仲間 なんても のに は、 ひどい 事 を 云 ふ 奴が ゐ 

る ものだね。 君 は それでも 默 つて ゐ るの かい。  一 

水木 默 つて ゐ るもゐ ない もありません よ G 蔭へ 廻つ ちゃ < 


誰 だって 其 位な 事 は 云 ひます。 

英子 それが 贵 方のお 僻みよ。 考へ 過す 御病氣 です わ。 わ 

たしに 慰める 力が あるなら、 きっと 贵方を 癒して あげる 

ん です けれど。 

成 田 どうして、 なか/^ 病膏盲 に 入って ゐ るら しいから 

ね。 櫻 井さん の 御手 腕で もどう だか。 

水木 實は僕 自身 も それ を 心配して ゐる" 何しろ、 是が本 

もの X 神 Is 我 弱に なつち や 困る からね。 (英 子ん、 V つと 

見 乍ら) が、 案外 早く 癒る かも 知れない よ。 癒し 人に 伎 

つて はね。 

英子 (話題 1^ 作らう として) 初めて 贵 方のお 作が 舞？ i に 

のった 時 は、 どんなお 心 持でした。 

成 田 さう/ \>o その 本論に 立 屍る こと だ。 

水木 初日の 道具 裏で 寂しい 拍子 を ii いた 時 は、 何とも 云 

へぬ 妙な 氣持 になって、 謂 は^ 「輝かしい 心細 さ」 とで 

も 形容し ませう か、 思 はず 鳥渡 淚 ぐんだ ものでした。 た 

だ それつ きりで したよ。 

英子 でも さう 云 ふお 心 持 は、 私たちに は 永久に 經 驗出來 

ない 事です から、 贵方 がた はほんと に 幸福です わ。 

水木 その代り 此の 人生に 於て は、 餘 りに 不幸 を閱し 過ぎ 

ますよ。 

成 田 あ. -又 話が そこへ 行った か 0  (水木に) もうい k 加 


戀 の u のお 
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水 成逍水 


減に 勘忍して SK れょ。 (と^ 题 變へ ろた め- -1〕 どうで 

す、 Ifz さん。 一？ S は 此邊で 切り上げて、 一 つ 庭へ 出よ うぢ 

やありません か。 今日は 人數も 多い しします から、 組で 

テ -ー スを やり ませう。 

松 本 鼓 成！  (.i^ たちに) ホ K 方が たもお やりに な るんで 

せう。 千さん のお 友人なら。 

S 子 英+ さん は 大變ぉ 上手よ。 學校 でも  一二と 數 へられ 

る， 選手よ。 

英子 あら 嘘ば つかし。 私 もつ とお 話 を 伺 つ て ゐ たう ござ 

います わ。 

水木 不-个 を 云へ とで も g おるなら、 幾らでも お話し 申し 

ますが ね。 又 此の 次に 致し ませう。 贵方 とも もっと 親し 

くな つてから 0 

英 子 ぢ や ぁ，i:^h- に はきつ とね。 

水木 え、 >  きっと。 1 1 

成 m 靜 枝さん、 贵方テ -I ス は？ 

お 拭 私出來 ません けれど、 お 逝び になる 所を拜 見して iHa 

します J/. . 

は 出 * ちゃ コ ー トの 方へ 行かう.^ 水木。 君 も 来る だら うね。 

水 木 僕 は 烏； ぉ此處 へ S い て SK れ洽 へ 。 

成 E 父 新ら しい： S 曲の 構想で もす るの かい。 

^#^子 何 か き 初めて ほらつ しゃる のです か。 


成 田 昨夜 は 盛んに 書いて ゐ たね。 隨分 興奮して ゐ たらし 

かった ぜ。 

それ は 君の 思 ひ 違 ひだよ。 僕 は 何も 書いて やしない。 

一 1 時 頃お 庭 へ お出な さ い ました わね。 

君 は 此處の 四阿の 所で 泣いて ゐ たね。 

君ら まで それ を 知って ゐ たの か。 あ、 君ら がその 理 

由 を 知って ゐ たらね 0  ( 低く 呻く) あ t  ：… - 

成 田 (打 切る やうに) ぢゃ 水木に は此儘 脚本の 筋で も 立 

て さ せ ると して、 僕た ち は 向う へ 行き ま せ う。 

松 本 行かう。 今日の 天氣 具合で は、 僕 ほきつ と 球の 當り 

が棄？ S だせ」 

じ ユウ マン •n..' ディ 

水木 それ ぢ やお 言 一 槃に從 つ て、 あの人 生 喜劇の 一 節で も 

考へ ると しょうか。 

(成 々な 促して 去ろ。 水木 一 人 fSl ろ。 彼 はせ ズど 

送って 了 ふと、 ほっと 綺子 に 腰ん. -下 るし、 ぽん ゃゾ， M 

方ん」 见 つめて、 い ra; 動かない。 彼 はもう 位いて ゐる 

ので はない。 海-:: 昔。 向リで の 騒ぐ 薛 がすろ。 ふと 

彼に 限 前の 足 許に 一； S ちて ゐろ 手お に：；； つけろ" それ 

^拾 ひ 上げて-ちっと 0- ろ d  i ザ J- 四； 逸, や n ん ® して、 そつ 

とそれ に 接吻す ろ。 それ か ら 丁 寧 LL S ん で ま に 蔵 ふ 。 

稷井英 子 入リ來 ろ。 水木， せ 見て 鳥 波 微笑み、 s^m 

す やう LL 見 SI す。) 
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水木 どうなさい ました。 

英子 あの、 此 .SJ! に 手.： e が 落ちて ゐ ませんで した か。 

水木 (微笑み 乍ら 懐から 出して) あ V これ は贵 方ので し 

たか。 私 は 又 道 子さん のかと 思って、 藏 つて 置いて やら 

うと 思った 所でした。 

英子 あらさう。 鳥渡 拜見。 (手 Li 取って 見ろ 何だか 私 

の ぢ やな い やう だ わ。 だから 是は貴 方が 藏 つて 置いて 下 

さいな。 (と 手 吊 1 ^返す。 而 して 水木が 受取ろ の VJ^ 見て) 

ほんと は 私の よ。 私の だけれ どい X でせ う。 持って ゐて 

下す つたって。 (水木 答へ す) 貴方 も 向う へい らっしゃ 

いな。 後から きっとね。 ぢゃ 御免なさい。 (さっさと 出 

て 行く) 

(水木 呆然と 後 1 か 見送ろ。 しばらくして 又 そっと 手. 吊 

^^-取リ上げる0 前の やう Li 接. g しょ-つ とすろ。 その 時 

向う の 方で 脤 かな 笑 f^: 化かす ろので、^ も 嘲笑され たや 

うに やめて 了 ふ。 而 してもう 接吻 はしな： "が， ゆつ く 

リ疊ん で 懐 LL 人れ ろ。 それから 靜 LL 立ち上ろ。) 

11 幕 I . 

第二 幕 

舞 臺は第 一 幕に 同じ。 


時は第 一 慕ょリ十：；；3-經^^* ぁろ美しぃ夏のせ" 

が 一 ばいに 輝いて ゐ ろ。 

幕の あいた 時 舞 S にば 誰も ゐ ない。 哲 らくして 成 田と 

水木と が、 海？ 5： の 方から 入って 来ろ。 二人 は默 つて 四 

阿の 處 まで 來て、 同時：， L 腰 VJ~ 掛ける。 

成 田 僕に 願 ひが あると 云 ふの は、 ー體 どんな 話な の だい。 

まさか 妹の 一 件ぢゃ あるまい ね。 

水木 道 子さん の事ぢ やない。 別な 人 だ」 資は 僕、 あの 英 

ヅ tr ホ —ズ 

子さん に 申込し ようと 思 ふんだ が、 どう だら う C 

成 田 ふうむ〕 君 もた うとう さう 云ふ氣 になって 吳れ たか 

い。 實は僕 も 薄々 察して ゐて， 君の さう 云 ふ 決心に 立 至 

るの を 待って たんだよ。 

水木 ぢゃぁ 君も贊 成して 吳れ るの だね。 

成 田 資成 どころ ぢ やない。 とうから 11;? の逡 巡して ゐ るの 

を、 齒 痒い 位に 思って ゐた處 だよ。 

水木 透 巡す る もしない も、 あの人と 會 つてから 傲 か 十日 

し か經 つてない ぢ やな い か。 樫の 木 は 古 い 紫が 悉く 落ち 

盡 してから でなくて は ，f ら し い 芽が 出な い 。 それ に は 幾 

ら 短くても 十日 間 位 は 要る よ 0 

成 E  らは 一日 も 早く 君 0 ために も、 僕ら のために も、 

その 新ら し い 芽の 成長 を 望む よ。 

水木 それ は とても む 所 だ。 af. は あの 古い 葉 を 振り落 
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すため に、 努めて 新ら しい 芽 を 出さう としたの だから。 

それ で^か 十日ば かりの にで も、 こんな 心 持に なり 得 

たの だから。 

さう だら うと も。 僕に も その 心 持 はよ くわ かる。 

水木 君は英 子さん の 俄に 對 する 準：^ を どう 思 ふ。 第三者 

の 公 .4- な^で 兑 たら。 

成 W お つお のない 所， それ は 極めて 明白 だよ。 あれ 

だけ 好意 を 兌せ てゐる 以上、 疑 を {朴 れる餘 地がない ぢゃ 

ないか。 

水木 さう だら うかね offii も 少し はさう 云 ふ 戴に もなる が * 

何だか 不 〔女 を 感じないでも ない。 あれが あの人の なる 

コケット リイ だつ たら 大： & だからね。 

成 W 單 なる コ ケ ット リイに して は^りに 念が 人り 過ぎて 

ゐる。 

水木 君 もさう 思って 吳れ るかね。 

戊 E 併し 何 か 其^ 的な^ 據の やうな もの は、 少しも 君に 

ない のかい リ 

水木 少し は ある。 僕に 手帛 を吳れ たり. 僕の 所から わざ 

わざ 本 を 持つ て 行って、 其 問に 押し花 を 禅んで よ こした 

りした」 

成 出 それ ぢ やもう 大概 大丈夫 だよ。 その他の 微細な 心の 

動きで は、 妹 さへ それと 氣 付いて、 僕から 君に 薦めたら 


どう だと 云った 位 だからね" 

水木 (鳥渡 不快な 額.^ して) 道 子さん がかい。 

成 w あ  >lo 

水木 道 子さん は どんな 氣 持で、 僕に 英 子さん を 薦めた の 

だら う。 どんな 心 持で 一 一人 を 兑てゐ るの だら う。 

成 田 それ は 僕に も 解らない。 別段惡 氣は な からう と 思 ふ 

がね。 

水木 うまく 後任 を 推薦した 積り なんだら うかね。 

成 田 僕 は 君が 正當に 彼女の 心 持 を、 酌んで やっても よさ 

さう に 思 ふよ。 

水木 いや、 これ は 僕が 惡 かった。 -11 で 道 子さん は、 英 

子さん の 僕に 對 する 心 持 を 知って ゐ るの だら うかね。 

成 出 そこ 迄 立 入って 知って はゐ ないだら うが、 何なら 妹 

に それとなく 聞かせて 見よう か。 

水木 道 子さん にかい。 

成 田 さう だ。 さう すれば 直ぐに 解る よ。 

水木 それ は 少し 闲 るね。 他の 人なら 鬼 も 角、 道 子さん に 

i  0 

成 田 さう かい。 君が さう 思 ふなら， たって さう しょうと 

云 ふん ぢ やない。 

水木 ど うだらう、 甚だ 蟲 のい \頓 みだが、 君 自身で 聞い 

ちゃ 吳れ まい かね。 僕の IS みと 云 ふの は實は それなん だ。 
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成 s うむ。 僕で よければ 僕が 問 かう。 君の ためなら 其 位 

の 努力 は吝 まない よ。 

水木 ぢゃ 機. を兑て いて 吳れ 給へ. - 

成 S かう 云 ふ 事 は 延ばして S くと、 いつ 迄 も 機會が 見つ 

からな いもの だから、 何なら 今夜の 中に 聞いて 了 はう。 

な あ に 雜作 もな い さ 2 だ 要する に 君の 意志 さ へ傳へ れば、 

事 は 直. く定 るに 相 遠ない よ. リ 

水木 君が さ、 「保證 して 吳 れ るの は 嬉しい が、 資際 おは あ 

の 人が、 僕の やうな 男 を 愛して ゐ ると 思って ゐる のかい。 

君の 第 一 に棄 てな くち やなら な いのは、 英 子さん も 

！: &て 云った 通り、 さう 云 ふ 引 込み 思案な 僻み だ よ リ 

水木 只の 僻みで 止まって 吳れ \ はい、 が • 僕 はま だ 不安 

でた まらない の だ。 

成 m すべて は 一時 問 後に F 圹 P よ" そして 其 不安だった 事 

さへ， 其 時 は 一 つの 甘い 思 ひ 出と な るんだ。 

水木 もう 一 時 間 か。 憨 * 待つ となると 永 過ぎる ね。 —— 

あの人 た ち は まだ にゐ るの だね。 

成 S もう 歸 つて 来る 時分 だ。 

水木 ぢゃ 凡て は 君に 頓ん だリ 

成 S  {几 しい。 引 tif 、けた。 i ぢ やかう しょう。 歸 つて 來 

たら 早速、 英 子さん め 意 纏 を 此處で 訊いて みるから、 君 

は そこの 木の 藤で 聞いて ゐ 給へ。 


水木 木の 薛で立 ^ きする のかい。 

成 S さう さ。 その 位の 勇氣 がな くち ゃ駄 m だよ。 

水木 何だか 少し 卑劣な 氣 がすろ ね。 僕 はそんな 事 をした 

くない。 僕 は 萬 事 を 君に 委して、 遠く離れて 待って ゐた 

いよ。 

成 田 君 も 臆病 だね。 それ ぢゃ 君の 好きに し 給へ" 僕 は ど 

つちで もい、 んだ。 只 君 は 君 自身の 運命 を >  立 11 きし K 

い 興味 はない かと 思った の だ。 

水木 僕 は それほど 强ぃ人 ぢ やない。 立 聽 きする にして 

は餘 りに 怖ろ し い 事 だからね。 

成 田 あに 心配す る 事 は 少しも 無い よ。 

(二人 は 思 ひ C に し .は らく 沈^す ろ。) 

水木 君は英 子さん を どう 思 ふ。 

成 田 僕 も 美しい 人 だと は 思って ゐ るが、 僕に 取って は少 

し 派手 過ぎる ね。 そして 僕に は靜 枝さん の 方が， 类 しく 

も あり 好きで も ある。 

水木 さ だ」 併し あの人の 美し さは、 寧ろ 天上 的で 近づ 

き 難い 所が ある。 

成 田 美の 性質から 云へば 寧ろ、 君は靜 枝さん を 好き さう 

だが ね。 

水木 僕 も それ はさう 思 ふ。 併し あの人 は^に-取って 餘り 

美し 過ぎる の だよ。 この 心 持 は ^自分 でも 不 S わ Ji に 思 つ 
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てゐ ろ〕 今 若し 假 りに 二人の 美しい 女性 を 伴れ て 来て、 _ 

僕に その いづれ か を. ® 人 として 選べ と 云ったら、 僕 はき. 

つと よ り 美し くない 方 を 採る ね。 つまり 美し さ が 少なけ 

れば 少ない ir 僕に は 安全な やうに 考 へられる の だ。 僕. 一 

は に 於て は 一 種の 可能 論者 だからね" 殊に 英 子さん i 

と靜 枝さん C 5! 合に 於て は * 英 子さん の 幾らか イン. ゥァ； 

ィ ティングな 所に 引か され ざ る を 得ぬ の だ。 靜枝さ ん 51! 

みはない からね。，  ： 

成 W それは^；？の謙遜と云ふものだ。 僕から 見れば 靜枝さ 一 

ん だって、 何も 及ばぬ 戀 ではな さ k うだよ。 

水木 さう 云 ふ 自信 を 持ち る 人 は、 それだけ でも 十分 幸 

^ra 君は强 ひて 自分自身 を、 俩め にして 喜んで ゐる額 向 一 

はない かい。  . 

水木 それ は あるか も 知れない。 併し 此の 心 持 は 全く 眞實ー 

だよ。 

(海-:; i の 方から 長く 引いた 口 t3 が 聞え る。) 

成 E  (立 上って) 松 本 だ。 が歸 つて 来たらし い。 君 は- 

それ ぢゃ場 を 外し 給へ。 

水木 ぢ やおし く，" g ん だよ。 (と 云 ひ 乍ら まだ 逡 巡しても 一 

ろ)  一 

成 3 どうしたんだ。  一 


水木 今日は あの 話 はやめよ うぢ やない か。 此儘 苦しく と 

もい & から、 何だかもう 少し 延 して 置きた くな つた。 

成 田 そんな 事 云って たんで は 初 まらない。 い、 からど こ 

かへ 行って ゐ 給へ。 すぐ 吉 左右 を 知らせる よ。 

水木 さう だ。 もうどう にもなら ない C 屑く 一  か 八 か 定め 

ると しょう。 ぢゃ 直しく 軟 むよ。 (.S いで 植込 W 方へ 去 

る) 

(松 本、 道 子、 英子、 静 枝ら、 海 314 の 方より 入リ來 る。) 

造 子 まあ 兄さん。 こんな 處 にゐら つし つたの ね。 

松 本 水木お はどうしたい。 

靜抉 ほんと にあの 方 はどうなさい まして？ 先刻から 沈 

んでゐ らっしゃい ましたが e 

成 田 水木 は 家へ 歸 つてる でせ う。 何だか 仕事が ありさう 

でした リ 

英子 みんな 私たち を 置いて きぼりに して， ほんと に惡ぃ 

人た ち です わね。 貴方 はこ &で何 をして ゐら つし つたの 0 

成 田 な あに 鳥渡 哲舉 を考へ て 見た くな つた ものです から 

ね。 今、 丁度 月光と 戀 愛との 關 係に 就て、 小さな ュク セ 

ィ でも 書かう と 思って た 所でした。 

靜抉 まあ！ 

造 子 平凡です わね。 

英子 それでも うお 考 へつきに なった の。 
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成 田 まだ 結論に 到らない 中に、 君た ちが 來て靜 思 を 妨げ 

て 了った のです よ。 

松 本 どうりで 君の さう 月に 照らされた 顏 付が、 哲學者 じ 

みて ると 思った よ。 

成 田 で此 上のお 願 ひに は、 どうか 此哲舉 者 を、 暫 らく か 

うして 一 人 で^いて 吳れ ないか。 それに 先刻から 女中が 

買物に 出たがって るのに、 家の 留守居がなくて 困つ てゐ 

るんだ。 

松 本 ぢゃ、 向う で 君の 來 るの を 待って ゐ るよ。 

道 子 兄さん 。哲 a- を考 へる の はよう ございま すが、 悲觀 

して 人に ならない やうに なさい。 

成 田 それ はどうと も保證 が出來 ない よ。 

松 本 ぢゃ 僕ら 凡人 は 向う へ 行き ませう。 そして 今夜と 云 

ふ 今夜 は， 适 子さん の 月 光 曲 を くんだ。 (W; 々行 

-.t- かけろ) 

英子 (一 称 通れて 成 HLL) ほんと に哲 學を考 へて ゐらっ 

しゃる の 0 

成 田 (微笑む 3 え —— どうして i.- す。 さう は 見え ま 

せんか。 

英子 ぇ&。 哲學ぢ やないで せう。 あの人の でせ う。 ほ 

ほ W  、。御免なさい。 (と 笑 ひ 乍り 比 a の 後，^ 迫 はう と 

すろ) 


成 W  (きつば リと) 英 子さん。 

英子 (立 佇って 娠リ 返ろ) な あに。 

成 田 忘れて ゐ ましたが、 贵 方の 所へ 来たお 手紙 を預 つて 

ゐ るので すがね。 

英子 あらさう。 どこに 御座いま すの。 

成 田 こ、 に 持って ゐ るんで す。 

英子 (1K つてく ろ) ぢゃ 下さいな。 (近 子が 奧で英 子 さ 

んと 呼ぶ) 今す ぐ參 ります わ。 (成 5に) どなたのお 

成 S さう 容易く は 差し上げられません。 まあ そこへ ぉ掛 

けなさい。 —— (英 子の 近よ ろの ん兑 て〕 手紙と 云 ふの 

は 〔おは 噓 なんです。 K は贵 方に 是非お 話しし なくち やな 

ら ぬ 事が あ つて， そ こ で ^^を吐 い て 引止 め た の で す。 

英子 まあ！ (いたく 激励した 様子) 

成 田 さう 驚いて 立って ゐ ないで、 まあ そこへ 坐って 聞い 

て 下さい、 な あに 何でもな いのです。 僕がニ言三言.1^へ 

ば それと 解る 事なん です。 

英子 (非常な 喜 悅に興 した 樣 子で. 腰.^ かけろ) それ は 

何で ございま すか。 

成 田 あの 失 禮な事 を ^ くやう です が、 $3； 方 はもう どなた 

かと、 御 婚約 をな すって ゐる やうな 事 は ございますまい 
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英子 (^,^ 上げて) え、、 そんな 事 は ございません わ。 

成 田 では $3； 方が 心の中で、 この 人と 思って ゐる やうな 方 

がご ざいます か。 

英子 (竹，^^ れて K つて ゐろ) 

成 出 .5" は ある が 方 を SIS つて ゐ るので すが、 その 人の 

ために 贵方 は. 一 生 を 託して 下さる 譯 に は 行きませんで 

せう か。 

お 子 eg ん、 上げて V つと 成 る。 $t なし。 ra) 

成 川 かう； K へばもう お 解りで せう が、 …… 

英子 Gs^ 然 感激に 滿 ちて〕 え 解りました。 (殆ん ど 

泣かぬ ばか リ に〕 私もう すっかり 中 上げて 了 ひます 。私 

もと うんら 中：2； 方 をお H ひ して 居りました。 只 私に は、 

今迄 どう し て も それが 巾し ト： げられ な かった ので ござ い 

ます 。今お 言 を 承 >0 まで、 こんな 事が：；； r しられな か つ た 

ので、 私はもぅ^？んど思ひ切っ てゐたんで御鹿ぃますけ 

れど、 今 こそ はっきり 申し上げます。 

(吃.，^ して iS いて ゐ たが、 亡し 狼 W  — 出して) いえ 

いえ。 S 渡 待って 下さい。 方 は 思 ひ^ ひ をして ゐらっ 

しゃる のです。 僕の 云って ゐ るの は >  -I . 

英子 (殆ん ど 成 S の 首 葉，^ かすに) いえく。 私 はも 

うすつ かりお 打 あけ をして 了 ひます。 あの 歌留多 會で初 

め てお 目に か、 つた 時から、 私 はもう？ を 忘れられな 


い 方 だとお 思 ひ 申して 居りました U かう まで 申し上げて 

了へば、 私 はもう 贵 方の もので 御座います。 

成 田 (益々 狼 K しズ) まあ どうか、 さう 激さ ないで 聞い 

て 下さい- 俊の 云って るの はさ うぢ やない のです。 僕 は 

水木の 察 を 云って るんで す。 水木 は、 ：：： 

英子 ぇッ、 水木 さ んで すって。 水木さん が どう したと 仰 

有る のです。 

水木が 贵方を 愛して ゐ るので す。 そして 結婚して 頂 

き 度い と 云 ふので す。 

英子 水木さん が！ まあ！  (^11感^^,化„:?めて) いえ 

いえ 水木さん なん ぞは 厭です。 私 は 厭で ございます。 貴 

方 は 私が こ んな 事まで 申 上げた： お に •  #1 に そんな 事 を 云 

ひ 出して 下さる なんて、 それ は餘 りに 殘酷 でございます。 

私 は 貴方 をぉ菘 ひ 申して 居る のです。 水木さん なん ぞは 

厭で ございま す。 貴方よ り 外 の 方 は 誰も 厭で ござ います。 

成 田 (殆ん ど 度，^ 失って) だって 水木が、 ：：： 

英子 水木さん の 事なん ぞ、 どう だって 關 はな いぢ や あり 

ません か。 あの人が 何 だと 云 ふので す。 私に 結婚 を 中 込 

みたい のです か。 あのお 顔で 私に 妻に なれと 仰 有る ので 

すか。 厭です。 厭です。 それ は あの方 は可哀 さうな、 氣 

の 毒な 方 だと は 思って 居ります。 そして その iS に 同情し 

て、 親しくお 話 もして 上げれば、 御 一緒に 散歩 も 致し ま 
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した。 けれども それ は 只 あの方に 封す る 私の 憐憫で、 そ 

れ 以上の 何も ので も 御座いません。 ； の s:〕 つて ゐ るの は 

責方 きりで 御座いました。 外の 誰 人で も ございません。 

. I かう まで 申し上げて 了った からに は， 私 は、 もう ど 

うに も 仕方が ございません。 どうか 私 を 愛して 下さい ま 

し。 私 を担絕 なさらないで ください まし。 お 願 ひで ござ 

、ま 

成 田 それ は 僕 とても、 あなたのお 心 は 嬉しい と 思 ひます 

し、 私 も？ M 方を此 上な く 好きです が、 …； 私よりも 前に 

水木が 慨方を 愛 して 居る C です、 "亡ん な ， イパ "ズ して は 水木 

が可哀 さう です。 どうぞ 贵方は あの 男の 所へ 行つ て 下さ 

い」 改めて 僕から お 願 ひします。 お li みします。 (手 1^ 

とって) ね、 さう して 下さい。 ね。 

英子 (とられた手^^-强く握っ て) い、 え、 そんな 事 はも 

ぅ出來 ません U もう 水木さん の 事 なぞ 仰 有って 下さい ま 

すな。 私 は あんな 方の 女王になる より、 贵 方の 奴 隸 にな 

り 度う ございます。 

成 H そんな 事 を 仰 有って は 私が 困ります。 

英子 では贵 方 は 私 を 可哀さ うだと は 思つ て 下さらな い の 

成 E い、 え >  さう 云 ふ譯ぢ やな いんです けれど。 

お 子 贵方は 私に こんな 恥 かしい 事まで 云 はせ て、 棄て \ 


行かう とな さるので すか。 それで は あんまりです。 ^り 

殘 酷です わ。 (手に もたれ^ 泣く〕 こ、 で贵 方に 棄て 

られ まして は、 私 はどうな るので ございませう。 もう 死 

ぬより 外 は ございません わ。 

成 田 まあく そんなに 泣く の はおよ しなさい。 泣いた つ 

て 仕方がな い の です。 僕 だ つ て 泣ける 位なら 泣き 度 い の 

です。 C ちっと 英 子の 額 見て) 貴方と 御 一緒に 泣き 

度い のです。 —— あ \ 僕 も 水木の 事 さへ なければ、 K は 

ほんと に 嬉しい のです よ。 僕の 胸 はこん なに 躍 つて ゐる 

ので-す。 あ \ いつ ュ」 此 2, ここ かへ 行って 了 ひたい。 誰 

もゐ ない 遠い 世界へ。 

英子 さうな つ たら どんなに 嬉し い で せう。 述れて 行 つ て 

下さい。 どこまでも 行きます わ (と少 オリ； ふ) 

成 田 (なに ふリ ほどいて) 併し 僕に はそんな 事に でき ま 

せん。 —— 辛い けれども 失敬して 向う へ 行きます。 併し 

僕 だ つて * 方 を 愛して る 事に 變り はな いんです よ。 ひト- 

いで 去らう とす ろ) 

(水木、 樹の赎 から 亡  1L  W て來 ろ。) 

水木 成 田 君！ 

成 E  (振 返って 驚く) あ ills がゐ たの か。 aw っズ來 _ 飞) 

君， 済まない 事 をした。 ifs まない。 

水木 いや。 II どうかもう  一 K 此處へ 来て sK れ 給へ。 三 


戀の 口の 更 
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人で 改めて 御 相談しょう。 

(四阿の 所へ おろ) 君 はすつ かり 聞いて ゐた のかい。 

水木 (うな づく) 

英子 ft 方 は S 心 ひの 外 SJ- 劣な 方ね。 

水木 非難 はま あ 後に して 下さい。 それよりも， (と 急- レ 

二 入の 手,^ 取って つな 一 合せろ) ねえお 二人とも、 どう 

せ 一 度 他人の 幸福 を 願つ たんだから、 • もう 一 度 僕の こん 

な氣 まぐれ も、 甘んじて 受けて aK れ給 へよ。 (二人 はう 

なだれろ。 ー：：人とも^く無せ！1) 

^  ^  な-し 一」：；；；^  L  0 

水木 なぁにそれは1^^」そだ。 

英子 い、 え， 私 こそお 許し を 願 はなく ちゃな りません。 

(泣. -V< 乍 -r) ほんと に どうぞお 許し 下さい まし。 

水木 そんな 事が ある ものです か。 貴方 はもう 泣かなくて 

もい、 のです。 そして 泣くなら 僕の ゐ ない 所で 泣いて 下 

さい。 

(典で 又 r 英 子さん、 英 子さん〕」 と t- ぶ S3 子の？ 耽が す 

ろ J 

水木 あ、 向う で 贵方を 呼んで ゐる樣 子です。 り 永く ゐ 

て 怪しまれ ろと いけませんから、 もうあな たがた はお 歸 

りなす つ て 下さい。 そして |E らく 僕 を 一 人 置いて 下さ 

い。 すぐ あとから 僕も參 ります。 


成 田 それ ぢゃ英 子さん、. 僕たち は 向う へ 參りま .4-」 う。 - 

英子 え 

(二人 は 相 共に 家の 方へ 去ろ。 水木^り となろ。 こみ 

上げて 來ろ淚 > ^抑へ て * しばらく V つと して ゐろ 0 浜 

の兩 顿に傳 はろ のが * 月の 光り Lig; り-；; 山され る。 たリ 

とう 耐へ 、され なくなつ て、 卓上に 伏して 1^1! ーャ おけ る。 

長い間。〕 

(静 权、 家の 方 リ 出ズ來 ろ。 そして かに 四阿の 方 

に 近づく。 水木，^ 見出して、 らく その 傍に 立って ゐ 

ろ 0) 

靜枝 水木さん。 どうなさい ましたの。 

水木 (打 伏した ま、) 何でもな いんです。 どうか 此儘放 

つて 置いて 下さい。 

靜校 何 を そんなに お悲しみなさい ますの。 

水木 (© も 打 伏し；.： 儘 少し 激しく) 何 だってい &ぢゃ あ 

りません か。 どうか 打棄 つて 置いて 下さい。 僕 は 何も 悲 

しんで るん ぢ やない のです。 

靜枝 (もう 一度) ほんと にどうな さい ましたの。 

水木 (同じく) どうも しないの です。 い X から 行って 下 

さい。 自分勝手 にかう して ゐ るんで すから。 

(ra。  5 种枝 はな ほ 去らす 「0 

S  (もう 一度〕 ほんと に 何故 そんなに お悲しみ なさる 
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戀の 日の 夏 


の 0 

水木 (ゃぅゃく鳴11,^-ゃめて， に 首，^ 上げ > ^枝，^ 不霧 

さう に 見ろ) 贵方 はま だ此 處にゐ らっしゃ るので すか。 

此の 僕の やうな 男の 傍に。 

靜枝 だって 何だか 私心 配です から。 そんなに 辛い 事が お 

ありで したら- 私の やうな もので もお 宜しければ、 どう 

ぞ其譯 を 聞か して 下さい ましな。 云って 了へば 幾らかお 

胸が 霽れる でせ うから。 

水木 貴方 はそんな に 御 同情して 下す つて、 後から 悔いる 

やうな 事 はあります まいね。 溪 のこの 心持を いてから * 

驚いて 迹げ 出して は 下さいます まいな。 

靜ぉ そんな 事ありません わ。 どうぞ 聞かせて 下さい まし 

な 0 

水木 (デ ス ぺ レ ー トな心 持に なって) それならば 幾らで 

も 問 かせて 上げます。 え >iM かして 上げます とも。 閱ぃ 

て 吃驚な すって はいけ ません よ。 —— 資は僕 は あらゆる 

人から 棄 てられた 後， 最後に 殘 つた 貴方 一 人 を 思って 泣 

いて ゐ たのです。 ようご ざいます か。 貴方 を戀 して 苦し 

んでゐ たのです よ。 さ 、「です。 貴方 をです。 僕 は 初めて 

貴方に お 目に か k つた 時から、 ひそかに 貴方 を戀 して ゐ 

ました" けれども 色々 な 外面の 事象に 欺され て、 私の 心 

は 貴方の 方へ 眞っ 直に 流れて 行かなかった のです。 けれ 


ども 今 はもう そんな 雜念は 悉く なくなりました。 而 して 

殘 つたの は 貴方 一 人です。 その 貴方に 私 は今戀 をお 打 明 

けします。 それに 對 して あなた はどうお 考 へです か。 ど 

うお 思 ひに なって 下さいます か。 さあ 御 返事 をな すつ て 

下さい。 お聞きし ます。 

静校 (答へ す。 ちらと 水木.^ 見て、 下,^ 向いて 了 ふ) 

水木 (益 々一. ァスぺ レ-ト に) さあ どうか 御 遠. 隙な く 刎ね 

つけて 下さい。 さあ どうか ひどく 私 を 担 結し て 下さ い。 

—— なぜ 默 つてお ゐで になる のです。 玆で餘 計な 思 はせ 

ぶり なぞ は 要り やしま せんよ。 どぅかさん<^\に振っ て 

下さい。 罵って 下さい。 輕 蔑して 下さい。 唾 を 吐き かけ 

て 下さい。 どうせ 苦しみ 序な のです。 此 上に 幾ら 苦しみ 

をチ M ねて 下す つても い、 のです。 . 1- な ぜ默 つてお ゐ で 

になる のです。 私 はこの 醜い 顔 を 以て、 厚かまし くも 

方を戀 して ゐ るので すよ。 贵 方に それが 怖ろ しく はない 

のです か。 お 厭で はない のです か。 

0^  (又 ちらと 级，^ 上げて、 何 か 云 はう としたが. なって 

了 ふ) 

水木 あ、 解りました。 貴方 は 私が こんなに 激して ゐ るの 

で >  うっかり ひどく 担絕 しょうものなら、 どんな 事 を さ 

れ るか 解ら な いと 思つ て、 それで 只默っ てお ゐ でになる 

のです ね。 併し それならば 用- 5 心配です よ。 僕の 言 紫 


戀の n の ：な 


水 静 水 


はかう 自棄 的で も， 僕の 心 は冷靜 なんです。 どんな 事 を 

：: ム はれても ： 午 i 飒な ん です。 さあ 遠^な く 仰 有って 下さい。 

0^  (观 へられ なくなって、 かすかに 泣く) 

水木 泣いた 位で は 担絕に はなり ません よ。 よう ございま 

すか C 僕 は あなたの はっきりした 答へ、 きつば りした 担 

絕が き 度 いのです。 僕 は 昨 曰まで その 言藥を 聞く の が 

怖ろ しかった" 併しもう 今 は 少しも 怖れて やしません〕 

(si へ ろ やうに〕 僕 はほんと に 貴方 に^った あの 曰から、 

深く く 贵方を 愛し て 居りました。 けれども 僕 は その 當 

然の 結果で ある 失 を 怖れて、 抑へ に 抑へ て 今日に 及ん 

だのです。 が 、もう そんな もの は 怖ろ しくはありません。 

さあ はっきりと 仰お つ て 下さい。 

？ W 抉 (や、".' やく) あの、 その 言藥 はほんた うで ございま 

すか。 

水木 え、、 ほんた うです とも。 少しも 怖れ はしない ので 

す 0 

-霍 いえ、 私のお M ひ 致します の は， あの、 それよりも 

前に 仰 有った 辜 は、 私 を 愛して 下さる と 仰 有った 車 は、 

，てれ はほんた うで ございま すか。 

水木 ほんた うです とも。 眞實 過ぎる 位眞資 なんです。 僕 

は 色々 な^にぶ つかって、 今 こそ やっと 眞 IT か 云へ る や 

うにな つたの です。 ft 方 は？ £ の 口吻が、 眞. お を 語 るに して 


は餘 りに 愤慨に 近いと お 思 ひで せう。 さう です。 私の 態 

度は餘 りに 自棄に 類して ゐ ます。 けれども 其 底 を 流れて 

ゐ る眞赏 は、 僕が かう して tt つ 裸になった 爲 に、 やう や 

く 云へ る やうに なった 眞珠の やうな 眞寶 なのです。 I . 

今 はもう 贵 方のお 答 を 待つ 許りです。 さあ 仰 有つ て 下さ 

い。 なぜ 默 つてお ゐ でになる のです。 

枝 、言 1^ 發 する 能 はすり 只 表 こめて 兑上 ぐろ のみ) 

木 (もう 一度) なぜ 默 つて ゐ るので す。 

枝 (彫像の やう LL 同じ 姿勢で ねろ ソ 

木 (ー步 近よ つて、 もう 二 i^) なぜ 默 つて ゐる のです。 

(）.> う 一歩 近よ つて) 何とか 云って 下さい。 (それから 

何 かに 吸 ひ少. 3 y られ たやう に、 K つて 靜 枝の 手 1^ 取ろ。 

そして 二人 は 位き 乍ら 寄り添 ふ。 水木 は猶も 器械 的 に 云 

ひ 緒け ろ) 云って、 云って， 云って、 下さい！ 云つ 

て、 云って、 云って、 云って、 下さい。 

(この 自爽 とも 歡喜 ともつ か W 低い 叫びの 中に、 静 

かに 0) 

.  — 幕 — 
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主 場 絲製浦 三 


安 岩 三 中 町太國 關同同 同 三 

藤 田 瓶 村 田 田 分 口  浦 
權勇淸 五 源 俊 寅 ひと ふ淳淳 
平 作 治 郎吾三 治 で しさ 藏吉 


給仕。 女中。 及び 職工 女工 贫民 等の 群 

時 代 

現代 事件の 經過は 約半ケ 年に 亙る 

場 所 

東北 地方の 一 小 都會 

第一 幕 

職工 長 國分寅 治の 家。 

街 外れの 暗く 小さ い site! の內 左手に は 街せ』 に 面す 

る 入 リロが あ つて、 そ、 クせ 入ろ と 三尺ば かりの 十： IT 

その 土間から 更に 一 段高ぃ風：^敷 へ上ろゃぅになってゐ 

ろ。 正； e 及びお 手 は、 煤けた ろ 壁 叉 は 障子に て 適せ-,： 

割られ • 贫 しき 家具、 厨 具の. M が {主 の 隅々 に S いて あ 

ろ。 而 して それらの 不整^に よって、 此齒が 男の 獨身 

居た ろ 事が^ 然と 示されて ゐろ。 右手の 隅に 敷い 

て、 女ェ^ロひでが^^臥してゐろ。 彼女 は 製絲 工場の 

機械に 觸れ、 過って 片腕，^ 傷け たが、 不完全な 一 E と 

身體の 衰弱の ため、^^ 1^ 併^して _w しんで ゐ たの.^、 

一時、 is; 治が 引取って 介抱して ゐ ろので あろ。 

幕が あいた 時、 治 は 通い S 食，^ 济 まして • 片バ りか 

けた 蹇の h に 时,^ つき 乍ら、 呆然と 物， か考. へ て. 13 ろ。 


浦 製 絲場主 (si§) 


物 


製 絲場主 

その 父 

その 母 

その 從妹 

女工、 後： 

職工 長 

0  M 


(づ 一十 歳) 

(五十 七 歳) 

(五十 一 歳) 

(二十歳〕 

： 淳吉妻 

(二十 18 

(ー11 十三 歳) 

(三十  一 0^ 


0 ェ 


(三十^^前後) 


同  つな 

田 村 さ だ 


老 職工- 權 爺と IT ばろ 

(七十 歳 位) 

その 娘、 S  (二十 七 ^g) 

看護 録 (ニ十三四^0 
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1 と所11;^-っと：3-据5$られた彼の股は、 それ. E 身 「反 

杭」 であるかの や うな^-. プ，^ 兑 y てゐろ が、 造く 削げた 

兩顿 は、 ストライキの 甘！ g として 閱 して 来た、 此の？.；^ 

nil の 心勞. ^物！ つ て餘リ ある。 彼 は 身 励-きも しない。 

哲 くし ズ 近く，^ 汽車の！^ が此沈 の 中に 傳 はろ 0 …… 

ひで (ふと 額ん-上げて M 迹 ，^„:^s{ す 。亂 して ゐろ 髮の間 

から、 彼女の 整った^の 15:^ と、 頼りなげ なろ 股が 兑ぇ 

ろ。 さう して 叨^ な 一 Ifr で 呼びかけろ) 國 分さん〕 

國分 (に  1 想から 我に つて) 何 だい" 

ひで 一 縢 わたし はどうな るんで せう ねえ。 

^分 又 初めた ね。 い、 から 心 はよ しなよ し お まへの 身 

の 上に 就いて なら、 ちっとも 案じる 車 はあり やしない。 

ひで だって、 いつ 迄 も かう して 御； sK ハ になつ ちゃ ゐられ 

ません わ」 

^分 そり あ 俺 だって 行 末永くお ま へ の 世話 をす る譯 にも 

行くまい けれど * 決して； K の^おつ ぼり 出す やうな 事 は 

しゃしな いよ。 ちゃんと <w 社の 方から、 お まへの 怪我に 

對す る 正當 な； 治 金と、 たと ひその 片腕が 無くなっても、 

末々 一人で 一 t して 行ける だけの、 賠債金 は 十分 取って や 

るから、 それまで 安心して ゐる がい >t よ。 

ひで でももう あの 時 ni 十 画 出して 貰つ たんです もの。 社 

長さん の 方で はもう 出して 吳れ ないで せう。 


國分 お まへ もよ つぼ ど 馬鹿 だな あ。 その 三十 圓 ばかりの 

金が 何に なつ たと 云 ふんだ い。 もう 疾 うの 昔 費 ひ盡し て 

ゐるぢ やない か。 そして その 三十 圆の 療治 金で、 お まへ 

の 傷が もう 癒った とで も 云 ふの なら 角、 まだ さう し 

て 益々 惡 くなる 一 方ぢ やない か。 一 體全體 三十 圓 ばかり 

の 端た金で、 折れた 片腕が もとへ 房る もの かどう か， 鳥 

渡で も考へ て 見る がい > んだ。 

ひで でも 私の 不注意で * 器械に 引か & つたので すから。 


1： 分 さう お まへ 一 人で あきらめて、 默 つて 死んで 了 ひた 

いと 云 ふの なら、 それ も かま ひ はしない けれども、 かう 

云 ふ 事 はお まへ 一人の 問題 ぢ やな いんだせ。 吾々 職工 全 

體、 勞働者 一 般の 問題なん だ。 もし 此 儘お まへ が 泣寢入 

りに でもな つて 見る がい X。 それ こそ 會社 側に お-つち や 

此上 もな く 都合の い  >- 先例 を殘す 事に な るんだ U さう し 

て 之から 其 先例 を 棚に、 どんな 事 を 云 ひ 出す か 解った も 

のぢ やな いんだ。 片腕 は 愚か * 片足 を もぎ 取られても、 

三十 や 四十の 端た金で • どんく 突つ 離される 事に でも 

なったら、 どうして 俺た ちが 安心して、 何千 ボルトと か 

の 力で 調べ 革が 行ったり 來 たりす る 中 を、 平氣で 歩る 

いて みられる もの か。 . I そり や あお まへの 怪我 だって 

お まへ G 不注意に は 遠 ひない が、 三十 圓ば かりの 包み金 
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で 其 儘 放つ て 置く なんて、 どこの 國 のどん な 工場に も あ 

り やしないよ 0 

びで でも 私の ために 皆さんが， 仕事 を 休んで まで 懸 合つ 

て 下さる なんて， あんまり 皆さんに 濟 みません わ。 

國分 お まへ も 解らない 女 だな あ。 先刻から 俺が 云って ゐ 

る 通り、 この ストライキ は 決してお まへ 一人の 爲ぢ やな 

いんだよ。 みんな ェ 自身の ために やって ゐ るんだ U そ 

れぁ 成程 此の 直接の 原因 は、 お まへの その 怪我に 在る。 

併し 俺た ちの ストライキの：： n 的 は、 何もお まへ 一人の た 

めに 會？ M から 金 を 取ったり、 又 萬 一 俺た ちが 負傷した 時 

の 先例 を 造つ て g くば かり ぢ やな いんだ。 資は これ を 機 

會 にして 戰爭 以来 一 度 も 上げた 事の 無い 工賃 を、 三割增 

にしようと 企て、 ゐ るんだ よ。 

ひで ではよ 、りご ざいます が、 わたしの 爲 ばかり だとす る 

と- ほんた うに 心苦しく つて …… 

國分 實は 俺た ち はもう 疾 うから 機會を 狙つ てゐ たんだ。 

長い 年月の 間に 少し づ X 溜めて 來た 不平が、 ^た ち の 體 

の 中で うづ/ \ し 切って ゐ るんだ。 さう して 其 捌け口 を 

求めに 求めて ゐた 所へ、 T 度う まくお まへの 事件が 持ち 

上つ たんだ〕 お まへ は 俺た ちに 只 機 會を與 へて 吳れ ただ 

けなんだ よ。 

ひで (少し 身,^ 起して 傾聽 して ゐろ) 


國分 (興奮した 調子で) 職工と 工場 ホ； との 間-柄 は >  底 を 

割つ て 云って 見れば、 恰度 睨み合つ てる 猛獸の やうな も 

の だ。 双方が 互に 飛び か X る 隙 はない か、 乘 ずる 機， S3 は 

無い かと 狙って ゐ るんだ。 さう して 鳥渡で も 隙が 見えた 

り、 機- 33 が出來 たりす ると、 猛然と 襲 ひか、 る ものなん 

だ 。 だ か ら 俺た ち は 一 刻 だ つて 油斷し ち や ゐられ な いん 

だ。 さう し て 常 に 彼等に 對 する 反抗 心 を 鋭く して 置い て 

何 か 鳥渡で も 觸れる ものが あったら * 容赦な く 吾々 の權 

利 を 生 張し なければ ならな い んだ。 

ひで (了解した と 一 H ふより は、 Ei 分の 與微 Li 厨して、 何と 

か 調子， =3^3 はぜれば ならぬ と 云った やうに 點^く) 

(一人の 老い.；^ ろ 職工 權爺、 此の談siのi^^屮顷ょリ戶 

口の 外に 立って、 5,5 つと 中の 樣 子,^ 伺って ゐ たが、 此 

時 静かに 障子， せ 開いて 入 來リ、 かすかな お. 释ん. - して 上 

リ框に 腰 1^ かけ、 闽 分の 話，^^ つて il いて ゐ る。) 

國分 (老 職工 かまみ Isss,^ 求む ろ やう"」) なぁ權 爺さん。 

俺た ち は 何も 事を好んで 、 他人の 爲に ストライキ をして 

ゐ るん ぢ やな いんだな あ。 —— かう して 幾日もの 金 を 

機牲に して、 妻 や 子供に ネ；： しい 思 ひ を させて ゐ るの も、 

みんな 俺た ち 自身が 可愛 ぃ&か らだ。 俺 たちだ つて みん 

な 人間なん だ。 资 本家た ちと 同じ やうに、 みんな 幸福 を 

望んで ゐる 人間なん だ。 しかも 吾々 だけが 工場の 塵と 埃 


を 吸って， @n 骨と せ を 削り 乍ら、 ただ？ おる 處は 額の 皴 

を^したり、 ！f くし たりす る だけなん だから 堪ら ない よ 

11 。 俺 たちだって 彼等と 同じ 人間なん だ。 たった それ 

だけ の^が、 誰に でも 解り 切って ゐる 事が、 彼等に は ほ 

ん とに 解つ てゐな いんだ。 俺た ち はせ めて それだけ でも 

彼等に W 心 ひ 知らして やりた いんだ。 

ひで (少し起き^^っズ) ほんと にさう です わね え。 

0^  (ぉへす。 1^っ と赏治，^-見るのみ) 

E 分 な ぁ權. 爺さん〕 お ま へ さんの 其齡 にな つ たら、 俺た 

ちの やる こんな ストライキ なぞ は * 下らね え 騒ぎに 見、 ズ 

ろか も 知れね え。 併し 俺た ち は 決して、 一 時の 血氣 にば 

かり 驅られ て， こんな^ をして ゐ るん ぢ やねえん だせ。 

それや あの iM" おが. S いと 云 ふ. 小さな 感情 問題 も あるに 

は？ 5! ひねえ。 が 併し 少く とも 俺 だけ は * 根本的に もっと 

大きな お を考 へて ゐ るんだ、 俺 はこれ を將來 の 人 のた 

め、 朱 來の勞 一! 者の ために 懷 牲 になって やって る f お. リな 

んだ。 どぅも此のハ^3:木家と勞®者の階級戰は、 もぅ；由年 

ゃニ-：^；^^はど-ゥしても^紹くだらぅ。 俺た ちの 生きて ゐる 

今日までに、 もう 何： と 云 ふ 闺ひを 核け て來 て、 此の 

先 まだ 何年 か V るか 解り はしな いんだ。 だから 假令 >  俺 

たちが 今 力がなくて 敗れた にした 所で、 今 かう やって： ま 

ぃた^^ぃは決して無駄にはならなぃ。 ^來？ つと 俺た ちの i 


死屍 を乘り 越え、 俺た ちの 大切に S ひ 育て 、置かう とす 

る、 此の 尊い 職工の 圑！ jg 心と 反抗 心 を 以て， きっと 资本 

主と 封抗 する 人が 出て 來 るに 相違な い んだ。 さう したら 

世界 は 平等 に 利益 を K 分す る やうになる。 世間 は 口先ば 

かりで なく、 心から 勞 働の 祌 S チズ 認めて、 勞働者 を ほん 

たうに t》 敬す る やうになる。 俺 はさう 云 ふ 世界 を 夢 に 兌 

てゐる の だ。 吾々 が 大手 を 振って 街迢を 歩け る やうな 時 

代 を 心に 描いて ゐ るの だ。 あ X、 さうな つたら どう だら 

う。 もう 町 裏の 汚ない 溝 地に、 煤けた 長屋 も 見當ら なく 

なる し、 夕方 場末 を 歩いても * 母の e しい 乳 を 求めて 泣 

く 赤子の 聲 も！ S えなくな るんだ。 あ  さうな つたら  

ほんと にさうな つたら、 どんなに 俺た ち は 嬉しいだ らう。 

なぁ權 爺さん。 

攉爺 (低く) あ 乂 さうな つたら ：：： ほんと にさうな つ た 

らな あ！ (立 上って そる，/ \ 出て 行く。 そして 戶 口の. eg 

で. ちっと ijg リ 返り) だが. さうな るまで 俺 は 生きち ゃゐ 

ら、 7: ねえ だら う。 (出ヾ 行く〕 

國分 (默 つて 見送って ゐた が) ー體何 をし に來 たんだら 

ひで (一お 動して iJ^VK 迎さ うと L て、 偽め る 片腕に 蹈れ、 痛 

さに S はや 驛 .3- 立てろ) あいたた た ：•：. 0 

國分 おや、 どうしたんだ。 …… 
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ひで い、 え、 今 起きようと してつい、 ：••： あいたた た。 

國分 (傍！， L 寄って) 起き 上らう となん ぞす るから いけな 

いんだ。 さあ、 ぢっ として 痙て おいで。 (と 抱く やう Li 

して 淡 LL すろ) 

ひで ほんた うにい ろ/ みません。 お 話 を 伺って ゐる 

中に 氣が 立って、 思 はず 起き 上らう となん ぞし たもので 

すから。 …… 

國分 さあ、 かう して 靜 かにして ゐ なくち や あ。 —— . もう 

これでい、 かい。 (と 床-」 つけろ) 

ひで え- r 有難う ございます。 

國分 (抱へ てる；，： 手ん 一 燕 さう として、 再び V つと ひでの 级 

ん、 見ろ。 突然 激しい 熱に 驅られ て、 急 LL 煞ぃ 接吻.^ 與 

へ よ うとす ろ) 

ひで あら、 いけません。 (男の 額， ゃ拂 ひのけ- < うとす ろ。 

此 力 力が 叉 左-腕の 傷の 痛み. a- 引 起す。 叫ぶ) あいたた た， 


國分 (手，^ 離して おどく し 乍ら) どうした. どうした 

んだ。 

ひで いえ、 何でもな いんです。 けれども、 いけません。 

さう お 寄ん なすつ ちゃい けません。 (と 咽び泣く 〕 ほん 

とに いけな いぢゃありません か。 

國分 俺が 惡 かった。 f& 忍して お 吳れ。 許して ぉ吳 れ。 ほ 


ん とに 俺 は r お知らず. た U 一時の 感情に 驅られ て、 又 こん 

な 事 をす るなん て. …… あ …… 

ひ で そんな 事 をな す つ ちゃ あ、 わたし 此處に 居られな く 

なります わ。 お世話になつ てゐる には參 りません わ 0 

咋晚 だって あなた は、 あんな 事 をな さるので す もの。 - 


國分 あ もう 咋晚の 事 を 云 ふの はよ してお 吳れ。 俺はビ 

うして あんな 氣 になった か 解ら な いんだ。 —— ほんと に 

俺 は 心から 悔いて る。 どうかお ま へ も惡 い 夢 だと 思 つ て" 

すっかり 忘れて 了って お 吳れ。 

ひで それ は 私 も 忘れたい と 存じます けれど、 二度と あん 

な 事 をして 下す つて は、 御 恩に なって ゐ る 事が 出來 ま せ 

んゎ。 あなた は あんな 事 をな さる 爲に、 私 を 此處へ 引-取 

つ て 下す つたの ぢ やないで せう。 

國分 さう 云 はれる と 俺 は 恥し くて、 ほんと に 穴へ でも 入 

りたい 位 だ。 俺 は 自分の 高潔な 主義 を資 行す る 必要 上， 

お まへ を 此處へ 速れ て來 て ゐ ながら、 あんな 汚な い 事 を 

して 了 ふなん て。 11 ほんと に 許して お SK れ。 お まへ が 

許して 奥 れ ると 云 はない 中 は-心苦しくて 堪らな いんだ。 

さう して 俺 はもう 決して あんな 事 はしない から、 安心し 

て此 處にゐ てお 吳れ。 

ひで わたしが 許す の 許さない のって、 そんな 事 をい つま 
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で 怒って やしま せんし、 かへ つて 嬉しく ふ 位です けれ 

どリ どうぞ あなた も いお 心で、 私 を 此處に 置いて 下さ 

る やうに お 願 ひします わ。 私 はもう 別に 行き 處 つて 無い 

ん です もの 0 

gl 分 そんなら 此 處にゐ て吳れ るの だね リ 

ひで え 》、 それ は 私の 方から お 願 ひする のです わ。 

W 分 それで 俺 も 心した。 

ひで ほんと に 御世話になって ゐ ながら、 我儘ば かり 云つ 

て 済みません。 

國分 いや、. - そんな は 決してな いよ。 —— けれども ねえ 

ひで ちゃん。 お まへ がかう して 俺の 家に ゐ るの も、 或 ひ 

はもう 節 かな g. 曰か も 知れない よ。 お まへ に はま だ 話さ 

なかった が、 は 蓮く も 今夜 中には、 どっちと もす ベて 

の 解決が つく 箬 なんだ。 町- 議 D§; の W 中さん の 口ぎ きで、 

今： n の W: ^ に は 此方 の I^CK が、 向う の 人と <W3 兌す る 事に 

なって ゐ るんだ が. 何でも W 中さん の 話に よると、 今日 

iaB^J へ 行つ てゐた 息-すが 歸っ て來 て、 內 外の 一 ftw を 誠べ 

て て- 此方の 要-: 氺を 問きたい と；； ム ふんだ。 けれども. 

どうせ 横，4 社長の 息子 だから、 一 筋. 勰ぢゃ 行かない だら 

う。 だからう まく 行った にした 所で、 もう 一 二度の 折 合 

はっけな くち やなる まいが、 それにして もお まへ の 事 は * 

近い 巾に どうにかなる だら う。 liS 辛くても それまでの 辛 


棒 だよ。 

ひで あら、 又 そんな 事 を 仰 有って U  1 . けれども 私の 事 

が 早く 定れ ば、 あなた に も 此上御 迷.^ I を か けず に 濟む し 、 

私 も 安心 致します わ。 ほんと に その 息子さんと やらが、 

物の 解つ た 方 だとよう ござん す ね え リ 

國分 さう さ。 それなら 少しも 文句な しに • 吾々 の 事 も 早 

速定 つて 了 ふんだ。 此方の 要求に は 一 つ だって 無理 はな 

いんだから な。 

ひで 矢っ張り 今の 社長さん の やうに、 情知らず だったら 

どうし ませう 0 

國分 な あに 此方から は 丁お も 引かない ばかり さ。 どんな 

事が あつたって、 此方の 要求が 徽ら ない 上 は >  此の スト 

ライ キ はやめ やしない。 

ひで (暫 らく 沈 K して ゐ たが 決然と) ねえ 國 分さん。 

國分 何 だい。 

ひで あの、 私の 事なん ぞ はもうよう ございま すし. 皆 さ 

んも大 困って おいでの やうです から， もう 社と も い 

い 加減な 所で 折 合って * 仕事 をお 初めに なって 下さる 譯 

に は 行きません か。 

國分 又 かい。 馬鹿！ いくら 云って 開かせても 解らない 

の だね。 い \ からお まへ は默 つてお いでよ。 

ひで はい。 
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主場絲 liir^- 


つ 國っ國 つ 


國分 だから 私共 はかう して、 ひで ちゃんの 一生の 保設に 

なるやうな 金 を 要求して ゐ るんで すよ。 

つな ほんと にね え 。全く さうな くも やなりません わし 

(間。) 

あの， 先刻う ちのお 爺さんが 參 りませんでした か。 

國分 ぇ&、 来ました よ。 何 か 用 だつ たんです か。 

つな い、 え、 別に 何でも 御座いま せんが、 何 かこちら 樣 

へ參 つて 失禮 でもし やしなかった かと、 それで 私 も 心配 

して 參 つたんで すが。 

國分 い 、え、 別に 何でもありませんで したよ。 た e 何に 

も 云 はずに ふらく と 入って 來 て- 私が 丁度 このお ひで 

ちゃんに 話 をして ゐ たの を閱 くと. 何 かぶつく 口の 中 

で 云 ひ 乍ら、 又 ふらく と 出て 行って 了 ひました。 出て 

行つ てからもう 十分 位は經 ちます よ - 

つ な まあ、 さう でした か。 11 ,1;: は 今日 空 きつ 腹に 御酒 

を 項い たんで >  すっかり 醉 つて 此方へ 參 つたので す。 何 

でも ストライキ を 止めさせる やうに 云 つ て來る つ て • 大 

變な 勢で 家 を 出たん でした が、 ぢゃ ぁ此處 でお 話 を 伺つ 

てゐる 中に  >  醉が 醒めて 何とも 云へ ずに 歸 つたので せう。 

ふだん は あの 通りお となし いのです が、 酒を吞 むと 年に 

似合 はず 氣が 立って 闲 るんで すの。 

W 分 あ、 それで 来たんで すか。 それ ぢゃ 何とか 云へば い 


(二人 らく 沈 して 了 ふ。 そ、 -へ權 爺の 娘のお つな』 

が 入って くろ〕 おつな はもう 二十 七 八の 寡 t§ で、 見窄ー 

らしい 服装の 割りに 元氣 な^ 色 i™t と，^ 持って ゐろ 0>1 

な (外から〕 御免なさい。  1 

な (戶 1^ 開けて) わたしよ。  ^ 

分 おつな さんか。 まあお 入ん なさい。  一 

な (入って 來て) 今日は。 11 おひで ちゃんの 今日の 一 

御 加減 はどう？  一 

ひで 難 有う。 大 へんい V んで すの"  ！ 

國分 まあ 腿れ だけ はどう やら かう やら 引いた や う で す J 

が、 どうせ 元通りに は 癒り ますまい よ。  .ー 

つな どうしても 切ら なきやい けな いんで せう かねえ。 - 

國分 さう でもな いんで せう が、 少し 手遲れ になって るん 

で、 資は少 々心现 して ゐ るんで すよ。  」 

つな ほんと に 萬 一 片手が 不自由に でもな つたら お困りで 一 

すわね え。  一 

ひで 大丈夫で すわ、 おつな さん。 

g 分 私 も 大丈夫と は 思って るんで すが * 何しろ 傷が 傷で 

すから ねえ。  一 

つな ほんと に 大切に しなく ちゃ 不可ません わ。 こち とら； 

の 命 は 手 一本に あるんで すから ねえ"  1 
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給 國給國 給 


いのに、 たピ默 つて 入って 来て 又默 つて 行つ ちまった 

ので、 どうした のかと 思って ゐ ましたよ。 

つな 私 はほんと に 又 何 か 失 禮を申 上げ やしなかった か 

と >  BH^ お びに 參 つたんで すが、 それで やっと 安心し 

ました 0 

S 分 (輕ぃ 吐 ft?!^ して〕 ほんと にあな た 方のお 苦しみ も 

お 察しす るんで すけれ ど。 …… 

つな い V え。 私共で も 決して こちらに 對 して、 そんな 不 

平 を 中して ゐ るの ぢ やな いんです けれど * 親爺 も 酒を少 

少 頂き 過ぎました ので、 つ いそんな 氣を 起した ので ござ 

いますよ" 

R 分 お K ひに いろく 云 ひ 分 は あるで せう が、 これ も 他 

人の ぢ やな いんです から、 11 それにもう 少しの 辛 棒 

です。 叨 曰と；； ムはず 今夜の 巾に、 向う と 協定 をす る箬に 

なって ゐ ますから、 いづれ にもせ よ 近日 中には 解決が つ 

くんです。 ですからもう 少しの 問 辛 棒して 下さい。 もう 

少し こらへ てゐ さへ すれば 此方の 勝利に な るんで す。 も 

う 少しの 問です。 こ X で 弱せ を兑 せち や あ， 今迄の 苦心 

が 水の 泡になります。 だから どうかお 爺さんに も， 苦し 

いでせ うがもう 少し 辛 棒す る やうに 云って 下さい 0 お 願 

ひします e 

つな はい。 ょくさぅ云っ て^？めます。 そして 私共：？ いつ 


迄で も 辛 棒 致します が、 親爺 は あの 通りな 舊弊 者です か 

ら、 又 何かと 失^な 事 を 申しに 參る かも 知れません が、 

どうぞ 悪く お 思 ひに ならな いで 下さ いまし。 

分 惡く思 ひなん ぞ 致しません が、 あんな 御 老人にまで 

心配 を かける かと 思 ふと、 何だか 濟 まな いやうな 氣が致 

します 0 —— (低く 眩く やう-,：.) 併し 吾々 の 將來を 思 ふ 

と- まだく これ 以上の 檨牲と 忍耐と が 要 るんで す。 ま 

だま だ强く 吾々 仲間の 弱音 を、 隨服 しなければ なり ませ 

ん。 —— 何しろもう 少しの 間です。 もう 少しです。 

(三人 思 ひく-の 無 言 に陷 る。 突然 戶 ，^?開け て 工場 の 

給 化 入い ソ來 る。) 

仕 (少し 息 vj* 切らして) 國 分さん。 おうちで すか。 

分 うむ、 ゐ るよ。 11 何の 用 だ。 

仕 社長さん の 言 傳を云 ひに 来たんで す。 

分 何 だって 云 ふんだ。 

仕 あのね。 社長さん はね- 今夜 五 時に 皆さんと 會ふ約 

束 だけれ ど、 急 に 思 ふ 仔細が あ つ て、 今す ぐ此處 へお い 

でに な るから、 あなた に 其 積り で 待 つて ゐて 下さいって。 

S 分 今す ぐ來 るんだ つて？ あの 社長が 自分で かい？ 

1? 仕 え、、 あの 若い 方の 社長さん が。 -11 

國分 社長ったら あの 胡麻 疲頭 一 人ぢ やない か。 若い も 古 

いも ある もんか。 
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T'n'  I' -二- 1  i^n" 

仕 ら 分す 仕- 


ち まひ  やが  つた。 

つな (立 上って〕 國 分さん。 あの 私で よければ 屮 村さん 

の 所へ 行つ て 上げ ませう。 どうせ もうお 暇しょう と 思 つ 

てゐ たんです から、 これから すぐ 向う へ 廻って、 皆さん 

に來 るよ， TV に言傳 して 上げます わ。 (土  E?L1 下 リろ) 

國分 さう です か。 そいつ は濟 みません な。 では 御 厄介で 

すが さう して 下さい。 お 願 ひします よ。 

つな え、 お 安い 御用です とも。 では 左樣 なら" おひで ち 

やん 御大 事に なさい よ〕 

ひで 有難う ございます。 左様なら。 

國分 どうか 吳々 もお 爺さんに 直しく。 

つな え、、 歸 つたら よく 申します わ。 ぢゃ 御免なさい。 

(おつな 退場す ろ。 赏 治戶， ^閉めて 房って 來 ろ。) 

國分 さあい よ- お まへの 事 も 俺た ちの 事 も、 もう 二三 

十分の 中に 決ま るんだ ぞ。 

ひで よく 行って 吳れ ると ようご ざいます わね え。 わたし 

さ つ き權爺 さ んの事 を ^ いて、 心で 泣いて ろ まし た わ リ 

國分 甘く 行 きゃあ 何もかももう 一 時間と if たねえ 中に 解 

決が つくんだ" 何だか さう 思 ふと 俺 は 心細くな つ て來 た。 

ひで あら、 どうしてで すの。 

國分 な あに さう 思 ふだけ だよ。 

- ひで 向う で 又 M か六ケ 敷い 事なん ぞ云ひ 出し やしないで 


ぢゃ あの 今日 東京から 來た、 息子さんの 方の 社長 で 1 

さう か.^ 息子が 向う から 來 るって 云 ふの か。 それ か： 

それから、 なるたけ 職工の 重 だ つ た 人 を 集め て 置い！ 

て吳 れつて。  . 

S 分 ，つむ、 よし/ \o それで？  一 

仕 それつ きりです。 ぢ やよう ございま すね。 (歸 らう. 一 

と 身 構へ る)  j 

國分 鳥； 设待 て。 向う の 用 向 は それで 解った が、 お まへ に； 

此方の W を. 頼みた いんだ。 歸る 序でに 濟 まない が 大町裏 一 

の 町 田の 所へ 寄つ て、 すぐ 來る やうに 云って 吴れな いか。： 

急用が 出来た から 直ぐ 來る やうに つて。  一 

給仕 ぇ&、 承知し ました。 ぢ ゃ左樣 なら。 (と 行き か >li 

る)  . 

國分 おい、 鳥渡 待って 吳れ。 もう 一 っ^みたい 事が ある 一 

んだ。 どうせ 序で だから 北 町 端れ の 中 村の 所へ も 寄つ て』 

皆 を 誘 ひ 合して 来ろ やうに 云って 吳れ ないか。 

給仕 だって あっち は 廻り 道 だから 厭 だよ。 

M 分 廻り 道 だ つて 一町と な いぢ やない か。  .1* 

仏？ 仕 (行 4- かけつ X) 厭 だよ- 厭 だよ。 (と 急いで 去ろ) 一 

M 分 おい 頼む よ。 ：… 線香花火の 畜生？ たうとう 行つ i 
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せう ねえ。 

^分 それ あどう だか 解らない が * かうな つてみ ると 俺の 

今の 心 持 は 何だか 1.^ 持が い、 やうな 惡 いやうな、 かう 大 

きい もの を e£ つて ゐる やうな、 一 種 妙な 心 持が す る よ。 

何だか 祌 さまが あったら、 廳 りたい やうな 無が する よ。 

ひで 五六 曰の 間でした けれど * 御 心配 は. WHr ちゃ ありま 

せんでした からね え。 

岡 分 (妙 に 感傷的 になって) ひょっとするとお まへ と 俺 

とが、 かう して 一 つ：； Si! 根の 下に ゐ るの も、 もうあと 一 時 

ii と は 無い かも 知れない ぜ〕 妙な 緣 だった が， こんな 事 

も 忘れられない 思 ひ 出の 種と なる だら う 。ひで ちゃん。 

何だか 少し 殘り 55 しい やうな 氣 がする ぢ やない か。 

ひで ほんと にね え。 私 もさう W 心 ひます わ。 

§ おや、 お まへ 泣いて ゐ るね。 

ひで (淋しく 笑って) い V え。 

國分 さう か。 ぢゃ 明りの 加減で 目が 光つ たんだら う。 ま 

だ 一一： 時 だって 云 ふのに， 厭に 暗くな つて 來 やが つたから 

な。 

(と 二人". そむけて、 暂 らく 沈^に K ろ。 間。 戶 

ん 開けて 職工 町 田 人 リ來ろ C) 

町 E や あ 今 曰 は。 

K 分 庄 八さん か。 さあ どうかお 上ん なさい。 急に 招んで 


濟 まなかつ たな。 

町 田 な あにね、 丁度 此方へ 樣 子を閱 きに 來 ようとして ゐ 

た 所だった から， 早速 やって 來た譯 さ。 ！ おひで さん 

の 工合 はどう だい。 

國分 うむ. 今日は 幾らかい  やう だ。 

町 田 さう かい。 それ あい  >1 ね。 —— それ はさう と 社長の 

息子が 急に 此方へ やって 來 るって 話だった が、 -!- 

國分 うむ、 さう だ 。今夜まで 待ち切れないと 兑ぇ るんだ。 

町 田 ) 體 あやまりに 來る のか、 小言 を 云 ひに 來る のか。 

國分 さあ、 それ はまる つきり 解ら ねえんだ リ が、 いづれ 

一 と 談判し なくち やなるまい から  >  その 前に 此方の 膽を 

十分に 決めて か  >- らうと 思って、 急いで 君た ち を 招んだ 

のさ。 

町 田 うむ、 それ は 此方の 出 やう 一 つで、 今日の 話 は どつ 

ちに でも 決ま るんだ から. 打合せて 置かな くち やなる ま 

いが、 ー體 他の 連中 はどうし たんだい。 

國分 中 村の 所へ 云って やった から、 いづれ 三 瓶と 岩 3 と 

を 速れ て來る だら う。 それだけ 揃 へ ば 頭株 はす つかり だ 

から、 今 曰 こそ 胡 _ ^化されね え やうに し つかり やらう e 

町 田 ー體 向う は 何人 來る だら う。 

fl 分 さう さな。 親爺と 息 千と 會 計と、 此の 三人 はきつ と 

來る だら う。 
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町 田 息子って 奴に 物が 解って ゐる とい 、が， 會 計と 來ち 

や あ 海千山千 だからな あ。 

K 分 な あに、 今度 こそ 瓢簞鯰 は 許さね え。 

(職工 中 村と 三 瓶 入リ來 る。) 

中 村 や あ 今日は。 

三 瓶 どうし たんだい、 急に 又、 I 

1! 分 うむ。 向う からもう 直ぐに 此 處へ來 るって 云って 來 

たんだ。 

中 村 さう かい。 向う から 來 るって 云 ふの は、 もう 旣に七 

分の 弱味が 見えて るね。 おや あ 一 つうん と强く 出て やら 

うぢ やねえ か。 

町 田 それで 今 どんな 態度 を联 つた もの か、 皆の 膽を 決め 

ときたい と 思って るんだ。 岩 田 は どうし た い 。 

一一 一 瓶 すぐ あとから 来る 害 だ。 

中 村 態度って 今更 決める 迄 もな いぢ やねえ か。 此處 まで 

来た 以上 一 步 だって 引かれ やしね え。 

三 瓶 でも 君、 そこ は 向う の樣子 次第で * 臨機 應變に 少し 

は讓步 しなく ちゃ あ。 泣き言 を 云 ふ譯ぢ やない けれど、 

職工 連中 ももう 大抵 心の底で は 折 合が つく やうに 望んで 

ゐ るんだ からな。 

中 村 だって 君、 此處で 鳥渡で も 弱味 を 見せち や あ、 何時 

迄た つたつ て 俺た ちの 要求 は 通らな い ぜ。 


三 瓶 併し、 向う も 十分 折 合 をつ けたいと 云 ふ 氣合を せ 

てゐ るんだ から、 此方で 穩に 出て やれ あ、 此際 何とか 收 

まりが つ くと 思 ふんだ 。此方で 强く 出れ あ 向う も 意地 だ 0 

きっと 顆 固に 出る に 違 ひない よ" どうせ こんな 爭 ひなん 

て もの は、 もと を K せば 感情 づ くなん だから、 そこ を 出 

來る だけ 忍ばな くち や あ、 …… 

町 田 なぁに向ぅぢゃ，^!盤づくなんだ。 

中 村 たと ひ 感情 づく でも Jill; 盤づ くで も、 此處 まで 曳 いて 

来た 車 は 後 へ は けね え。 今更 弱 昔 を 吹く の は意氣 地な 

しだ。 

三 瓶 と 云って 無陪 に？ &、 張る のは敏 馬鹿 だ。 

町 E おいく、  二人とも 下らね え 云 ひ 合 ひ はよ せよ。 兑 

つと もない。 

§  (|^^って此樣，^兑てゐろのみ) 

(職工- ：；；田&に 入リ來 ろ。) 

5 お 田 遲く なって 濟 まなかつ たな。 11 何だか それらし い 

人が 向う から やって来る やう だせし 

町 田 (li の處へ 出て ろ) うむ. さう らしい な。 —— 所 

で 今の 問題 は。 

國： k  (：^ 然と) それ は 俺に 任して れ。 

町 E それ あ 任せる が、 どう 云 ふ 態. M を-取る の だい。 

國分 (カ强 く) 勿論 强 に 出る ばかり さ。 それでい \ た 
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町 w  (ls<t;^ し LL) うむ、 い 、だら う。 

中 村 (4<..^<i^T!5f いて) い 、とも。 

,^.^m  (次い 點 硕くン よから う。 

三 瓶 (力に 腿され て让 方な く點顷 く) …… 0 

(W  く 緊張した 期待の 沈^に S ろ。) 

町 E い t  く來 たやう だぜ。 

0::^: れ告、 I 人の子 供 LLi. 雄 かれ 乂 入口に 現 はろ。) 

§  0;^^かれて來た子佻に，>  こ、 だね 。どうも 難 有う。 

(^^入ロの1:!,.;-11け、丁寧に幅子^$-^ いで) 御免下さい。 

EE 分 W 治さん のお 宅 は此處 です か。 

^分 左樣 でございますが * あなた は？ 

-S 私 は 一一； 浦です。 

國分， ぁトだ •  32 でございます か、 お待ちして ゐた 所でした 0 

さあ どう ぞ こちらへ。 御 軒？ の 通り^ 苦しい 所です が。 -I . 

S では 少々 御免. さい。 (と 上って 適お の 座 LL つく ン 

(職工 も 各，， 逾， な 位 S に 密！^ し て ii:-, か 占めろ。 し 

ばらく は 不安な ろ 励搖が 見えろ。) 

町 E あの >  あなたお 一人き りです かリ 外に は 誰もお いで 

にならない のです かリ 

§ え、、 わたし 一 人き りで 上りました。 却って 其方が 

い  >  と 思 ひました ので〕 (と 一 度す つと 職工， 4- 見 波して 


後、 ：ギ 後に 贲：^ に 向 ひ) 失禮 です が、 あなたが 國 分さん 

でございます か。 

國分 は あ、 私が 國 分です。 以後 どうぞよ ろしく。 (兩人 

强 ひて 丁寧な ろ禮. ^交す)， それから これが 町 田で、 (と 

一人々々 指し I 化 介す ろ) 中 村、 三 瓶、 岩 田、 と 云 ふ 仲間 

です。 集めて 置いて 吳れ とい ふお 話でした から、 重 だつ 

た 者 だけ 招んで 置きました" 

三 や § それ はどう も 御 苦勞樣 でした ひ (^"々に^ん、すろ) 

^分 それから これが 關ロ ひで で。 —— 

ひで (半ば 身,.^ 起して 禮,^ しょうと する) 

-S は あ。 (點 頭いて) あ、； とうか 其 儘に して ゐて下 

さい。 どうか」 —— 

ひで では どうぞ 御免下さい。 (と 打 臥して 了 ふ) 

三 浦 (少し 改まって〕 私 は 御 承知で も ございませ うが， 

淳吉と 申す淳 藏 の 長 男で、 今迄ず つ と 東京 に 居つ たも の 

ですから、 つ い 皆さんに お 近附を 願 ふ機會 がありません 

でした が、 これから は どうぞ 敷お 願 ひ 申 上げます。 ま 

かどな たも 初對面 だと 存じます。 —— 

三 瓶 (少し 進み出て) あの、 わたし は 三 瓶です が。 —— 

三 浦 三 瓶さん と 仰 有る と， あの 中 町に あった 陶器 店の 息 

子さん の、 …… (と. ちっと 餌 見 乍ら) あの 三 瓶 淸治君 

ぢ やありません か 0 


主^^絲るまぉ!^ 


三 瓶 え k、 さう です， - 昔 あなたと 御 一緒に 遊んだ、 …… 

三 浦 さう です か。 (S ひ 出す やう L1) 確か 高等 二 年 ま 

で贵 方と 一 緒でした つけねえ。 . I あなた も 隨分變 り ま 

したねえ。 

三； 故 何しろ あれから すぐ 親爺が 亡くなって 了 ひました の 

C.  

三 浦 さう でした か〕 それ は 又、 …… で 只今 は. …… 何 だ 

か大 顔色が 惡 いやう です が- どこか 御お 氣ぢ やな いん 

です か。 

三沛 い、 え、 別に * …… 

町 E  (皮肉に) な あに 飯 をたん と 食 はない からです よ。 

唯 それだけの 事なん です。 もれが 病氣 だと 云 や あ、 わし 

共 ほ みんな 病氣 なんです よ。 

中 村 これ こそ ほんとの 慢性病 なんです。 

三 浦 …… C ちっと 下ん 、向：. て K つて 了 ふ) 

(しばらく 沈 此時 一人の 職工ら し. V- 男 * 入：：：！ から 

默 つて^ きゐた りしが、 以後 對 話の ffi む Li つれて， 一 

人 二人 づ、 附近の 貧しき 男女、 子供な ど 入：：： Lit ぷリ來 

リ、 だん，/ \> 其 数ん. し來 つて、 m の 終ろ 顷に は、 土 

間 入口 は贫 しき 群 衆に よって 塞がる。 此 等の 人物 は 互 

に 私 Si き 又は^る のみに して、 對 話の 中 に は 交 涉し來 

る ことなし。)  A 


國分 (膝ん 進めて〕 で、今日^^』に こちら へ おいでになった 

御用 向 は？ 

三 浦 え \ 、それ は 只今 申し上げます。 —— -先づ 何よりも 

前に ijil さんに お 話 申 上げて 置きた いのは、 私 は 何も 一時 

的な 仲裁 に 此方へ 參 つたので なくて， 云 はに 永久 に あな 

た 方と、 行動 を 共に し ようと 云 ふ 決心で 參 つた 事で- - J ざ 

I ます 

國分 (少し 朵" に 取られて) は あ、 …… 

0 私 は 大學を 出て 11 一年と 云 ふ もの、 東京の 方に 就職 

して 居りました ので • 此方の < ^社に 就て は 殆んど 知る 所 

がなかった のです。 すると 突然 此度 の II 盟罷 ェ が 起 つ た 

ので * 初めて そんなに 惡ぃ 事情が あつたの かと、 大 へん 

驚いた やうな 次第なん です が、 何分， M ラに は仕殘 した^ 

事が？ めって、 それ を片 づけぬ 中 は 来る 事 もなら ず、 一人 

で やき，， P きして ゐ たのです が、 やう やく 咋日 それ も 片 附 

いたので、 急いで 歸 つて 參 りまして、 實は今 曰 一 と先づ 

事 情 を 調べて 兑 たのです。 

町 W 尤も 會 社の 帳簿 だけで は、 此の 事情 はよ くお 解りに 

ならない と 思 ひます が。  

國分 まあ 餘 計な 事 は 云 はないで， 默 つてお 話 だけ は ii い 

て 了へ よ。 

三 浦 や、 ぉ說の 通り、 確かに 帳簿 だけで は 解りません。 


art 絲: i" お！] 兰  S3 


のみならず， あなた 方の 事情に 就いては、 私 は 精神的に 

も 物 K 的に も、 殆んど 何も 知らないと 云って い  >- 位です。 

けれども <w 社 側の 方 は、 £1^ し て不 $5 の 利 Si を 寅って ゐた 

かどう か、 よ、 「く 調べた 稂 りです。 して 其 結 « は、 不 

幸に して 諸君の 云 つて られる 通りな の を發見 しまし 

た。 私 は それ を兹 では. gi 的に 申し上げる！ 氣 はあり ま せ 

ん。 た ビ私は 今迄 父の. 取って来た 態度 を、 情けなく 感じ 

た と 諸お に 巾し 上 げれば 足. ると 思 ひます。 私 は實際 皆 さ 

んに： M して 恥 かしい のです。 

0^:々效ん0^:5ろ0) 

： 二 浦 それ は 又 あの 一 S 弊な 父に 云 は せれば、 父ら しい 申譯 

があります。 けれども 公平に 見て 私さへ、 き 社の 施設 は 

惡 過ぎる と 思 ひます。 殊に 關！ ：！ ：… ひで さんと やらの 場 

合で も、 決して 正し ぃ肪惯 をして ゐ ると は 云へ ません。 

ですから それ を根摅 にして、 職工 の 待遇 を 改善せ よと 迫 

られて も、 それ は 全く 正常な 要求な のです。 これで 私 は 

今日から 斷ぉ * 父に 向って 今迄 C 態度 を 改め、 それと 同 

に K を 引 いて、 父 に 社長の 職 を 引；^ す る やうに 勸 めた 

のです。 もう ij^ 齡も； ホ齡 です し、 場合 も墻合 だしし ます 

から、 ^ii への 一千 前、 又 あなた 方との 折 合の 上から 云つ 

て も • 父が 直接 工場の 管理に あた る 事 は 遠暖し て賀 ふ や 

うに； S めた のです。 


國分 けれども、 瓧 長さん は それ を 聞 入れました か。 

三沛 父 も 意地で やめたくなかった やうで したが、 たうと 

う；^ きして 了 ひました。 

國 分 で は 其： 任 に は どなた が な ります ので？ 

三 浦 それ は 私が 引！！ ぎます。 甚だ 氣を 負うて ゐる やうな 

形です が， あの 工場 を 父から 受け ほぐの は、 子た る 私の 

責任 だと 思 ひます。 私 は 御 is- の 通り：^ が 若くて、 K 地の 

經驗 とてはありません が、 埕 想と 信念 だ け は 持って 居り 

ます。 全力 を盡 して あの 工場 をよ くして 兑 せます。 厳 じ 

て 私利 私欲. ¥ 營ん だり、 人？ 3 に悻る やうな 事 ほ 致し ませ 

ん。 而 して 昨日まで 埃と 血 に ま み れ て ゐた あの 製絲場 を • 

輝く やうな 「理想の 工場」 にして 見せます。 それが 私の 

抱負な のです。 

HI 分 それで はもう 今日から、 あなたが 社長さん なので ご 

ざいます な" 

三 浦 さう です。 此處へ も 社；^ の K 任 を 以て やって 來 たの 

です。 

國分 では 改めて 社長さん の 口から， はっき，リ^^^りたぃの 

です が、 御 抱負な ど は 鬼 も 角と して >  第 一 手 な 私共の 

問題 はどうなる の で ござ い ます か 。 それ を 何より 眞っ先 

にお 伺 ひしたい ので。 11 

三 浦 それ は、 私 も 只 今 申 上げようと 思つ て r めた 所でした 1 
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では 改めて は つきり 申します。 i 賃金 三 割 滑と 云 ふ あ 

なた 方の 要求 は 喜んで 私の 方から 應 じます。 病 其 上に よ 

く 私共 の 方の 利潤 を 調査して 兑て 上げられる ものな ら も 

つと 引上げようと 思って 居ります。 (群 私語し 交 マ) 

です か ら どうで せう。 あなた 方 も 曰か すぐに 工場へ 

出て 働い て 頂、 けな いでせ うか。 

^分 吾々 も 元通りの 職務に ついて にす か。 

三 勿論 さう です。 元通りに 一 人 も 洩れな く、 —— 

分 すると あなた は 吾々 に對 して. 少しも 含む 所がな く、 

此儘 使って 下さる と 云 ふんです な。 吾々 の やうな 所謂 危 

險 分子 を も-」 

三 浦 吾々 は 寧ろ あなた 方 を 尊敬した く 思って 居ります。 

さう して 先程 も 申 上げた 通り、 あなた 方 G や c な 自覺し 

た勞^者諸^；？と共に、 相携 へて 「理想の 工場」 を 作り 上 

げ ようと 思つ てゐ るので す。 

國分 さう です か。 あなたの 御 心 はよ く 解りました。 11 お 

いみんな ー 此の 新ら しい 社長さん が 仰 有る に は、 明日 

から、 赁金は 三 割 ト： けて 下さる し、 これ 迄 通り 一 人も^？れ 

なく 使って 下さる と 云 ふんだ。 別に 異議 は あるまい な。 

(ゆ =々 點頭き 又は 「無い、 無い」 など、 叫んで 同意，.^ 

表す。) 

町 S それ はい. -が、 おひで さんの 事 はどうな るんだ い。 


C$1 々びで，^ 顧みろ。) 

三 浦 關 口さん の 事も惡 いやう に はしない 積り です。 さう 

し て 差 當り 先づ其 傷が 全癒す るまで、 私の 手で 太 田 病院 

へ 入-おして 項 かう と 思って ゐ たのです。 あそこなら 私の 

友人の 經營 でも あり， 設備 も 割合に 整つ てるます から。 

あそこで 十分 療養 さ せ た 上. 猶其 上の 御 相^に 致した 

いと 2 心 ひます が、 どうで せう 皆さんの 御 怠 兑 は。 尤も 本 

人が お 厭 だ と 仰 おれば 又 何とか 別な 方法 も 御. M います 

が C  . I 

國分 さう ですな。 私共 はこの 人の 幸 「ss を 願って るば かり 

なんです から、 それに 勿論 不服の ある 答 は ございません。 

11 尤も 一!^ 治さ へ 行 13 けば、 入院す ろ^の こと も ありま 

すまい けれど C  —— おひで ちゃん. ど、 「だいお まへの 考 

へ よ 一 

ひで 广 n ん^ っズ. Q るの み LL て 答 へ S 

一二 沛 どうです。 一と 先づ太 S ぉ院へ 入院し て^れません 

か。 (近ぶ つて) まだ 餘 程.；^, むんで すか。 

ひで それほどで もありません けれど，" —— 

OTdLL ひでの お，^ 見へ け. り) ひどく K おして ゐる やう 

です が、 毎日 熱で も あるんで すか。 

ひで (涙ぐましく) ぃラズ ー0 

三. M  (何となく可憐さ*」引：^;5まれて) 痛い 方の 手と 云 ふ 


ホ 場絲？ 2  fill— 
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の はこ ちらです か。 

ひで あら。 (低く) よごれて 居ります から， ぉ觸 りに な 

つち やい けません わ。 

！ー； 沛 (リ つと て) どうです、 私の 云 ふ 通りに して 下さ 

います か。 

S 分 ど- 「だね。 それとも 此處で 治す るかい。 

ひで あの わたし ：••： そんなに 迄して； 3 いてい  > -ん でせ. 5 

か 0 

三沛 い V え、 な あに- 私の 方から お 願 ひす るんで すよ。 

ひで では ど 5 ぞ {；；：| しく 0   

三 浦 さう です か。 早速 御 承知 下す つて 難 有う。 ではす ぐ 

入院す る やうに 取 計ら ひませ う。 闽分ら LL) それで 

{U1 しう ございま すわ。 

K 分 (强 ひて 冷淡-.:.) え」 異存はありません。 

あ、、 これで 一と 先づ 決まり はついた な。 

-S さう です。 これから 初めて、 吾々 は 建設の 時代に 入 

るので す。 及ばず乍ら 私 も 献.： Jp 的に 努力し ますから. 一 

つお 互に 信^し 合って、 共同して 證 的な 工場に しょう 

ぢ やありません か。 物 的に 工場の 規模 は 小さく とも、 

祌 的に は 立派な 大工 場に しょ 5 ぢ やありません か。 私 

は  一 ：iH 懸命：^ Jg 的な 工場 主たる ことに 努力し ます。 諸君 

も どうぞ！： gJS 的な 職工 となって 下さい。 さう してお 互 ひ 


に 燦然た る 模範 工場 を 樹立し よ うぢ や ありませ ん か 。 

(群 a- の 中で 誰か ゾ 「ァ I メン」 と叫ぷ 。抑へ 切れ Q 

哄笑。 

國分 (群 a- に 向 ひ〕 何 を 云 ひやが るんだ。 瓧 長さん は 折 

角 模範 ェ 場 を 立て &、 縣廳か ら で も 表彰され て え と 仰 有 

るん ぢ やねえ か。 それ を 茶化して どうす るんだ。 馬鹿め—. 

-S  (此の 暗諷 -1L 思 はす svl* ひそめた が、 强 ひて 不快な 心 

持， ^抑制して 默 つて ゐろ) 

(此時 • 國 分の 叱 "化- IL やう やく  まりかけ た 群 築，； 搔 

さ 分けて. 先刻のお つなが 斑 色，^ かへ て 入 リ來る 0) 

つな 國 分さん- 大變 です。 うちの 親爺が 死にました。 

町 S 何 だって？ 

つな 親爺が 裏の 路 次で 首 をく  k つたんで す。 大變 です， 

早く 來て 下さい。 

つ 群 励搖 すろ。) 

國分 (寧る 平然と) さう か" たうく やった か-〕 

三^§  一  IT とうし たんです。 誰が 死ん だんです。 

國分 權 爺と 云 ふ 老人です よ。 此の 結 sif か 待ち切れないで、 

たうく 死んで 了つ たんです。 此の ストライキの 唯一 の 

儀牲 です。 

三 fl (獨リ 言の やう •」) さう か 。矢っ張り 俺の 來 ようが 

遲 かった か。 


sr. 
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(皆々 無 言 で、 折から 赤く さし 込む §S 次 n の 夕日 V5- 氣 

昧惡 さ-つに 眺めろ，. ■) 

—— 幕 1 , 

第二 幕 

太田^！院の 一 56。 

質 で ぁ ろ が K? 心 地 よ げ な る 洋 風 の 室 で 、 正 面 に は 

廊下- 卜通 すろ 戶、 右手 壁 に は 稍 々火き なぬ 5 が あろ。 室 

の 中央に，：：！ ぃ銜 立が あって、 部 は 二つに 切られて ゐ 

る 0 

其お 手の 方に は、 窓の下に^^床^^-报ゑて、 随：！ ひで が 

横 はって ゐ ろ。 窓から は叨ろ い：： J 光が さし 入って、 "お 

* の. E い シ，： ンに 注いで ゐ ろ。 

左手の 方-, i は 一 脚の 卓子が あって • 其 周リに 椅子が 二 

三脚、 病室 用の 器具な どが 置いて あろ。 幕 あくと 肴 護 

婦の田 村が、 ^；^^^^の傍の倚子に坐って、 雜誌か 何 かな 

讀 んでゐ ろ。 ひで子 は〕 ぉ宋 から ii^ つて 雲 1^ 見て ゐ ろ。 

ひで (靜な 物 倦げ な 5t で) 村さん、 もうい V でせ う。 

まだ 不可な くって。 

田 村 (雜誌^^伏ぜて時計,^-見ろ) さう です ね" もう 七 分 

過ぎました からい  >- でせ う。 


(希護^；^は立上っ て^^麻に寄リ添ひ" ひでの から 驗 

溫 5^^,.^- 取リ 出して、 明りに すかして 度^り，^ 誠む 0) 

ひで 熱が あって。 

田 村 い V え、 六 K 五分き り、 (體 ？，！ 表に 「比 入し 乂〕 全く 

平溫 です わ。 

ひで いつにな つたら 退院で きる のでせ う。 

田 村 もうす ぐです わ。 だから そんなに 御 心配な さらな く 

て もよ くつ てよ。 

ひで 別に 心配 は 致しません けれど。 …… 

E 村 もうお 1^ の g 弱の 方 も、 切 Si した も 大抵. 嫁つ たん 

ですから- 安心して 返 IS を 待 つ てるら つし やい よ" 

ひ で お 藤 さま で ほん たう に 難 有う /さ い ま し た ひ 

田 村 い 、え。 ほんと にお 世話が 行き 屈き ませんで。 I . 

ひで ほんた うに あなたの やうな 御 親切な 方が、 此 處にゐ 

て 下さらなかったら、 わたし どんなに 心細かった でせ う" 

酖 長さん は 毎日 御見舞に 來ては 下さいます けれど >  長く 

て 一 時間と は K て 下さらな いんです ものね。 

田 村 あら 私の 親切なん て- これが 職業です から 何でも あ 

りません けれど、 社長さん の御觌 切なのに は 私共で さへ 

感心し て 居ります のよ。 あ、 し て 毎 m お 兑舞ひ に 來て下 

さるなん て、 外の 方に は： S も出來 やしません わ。 

ひで あなた はさう 思って ゐて 下す つて。 


主^ 絲 Kflli ク 


E 村 ぇ&  。 何故。  一 

ひで でも 外の 方 は、 さう ばかり； W つて 下さらな いんです 

つてね え。  一 

WW では どんな 風に 思って ゐ るんで せう。  一 

ひで 外の 人々 はね" 社長さん が 私の 所へ いらっしゃ るの 一 

は 何 か 下心が あつ ての 事で、 只の 親切. はかりで はない と i 

云 ふんです つてり 社長さん と 私と が を かしい と 云 ふんで 一 

すって。  • 

S 村 まあ • ほんた う。 

ひで ほんと に 私 位 不幸な 女はありません わ。 一生 日蔭 者 

に な つて 了って、 人の ； 1. 级切を 受け るの さへ 氣 兼ね し な 

くち やなら な いんです もの。 

mM^  ^分 ひど い^を 云 ふ 人た ちね え。 11 でも そんな 事. 

を どなたから ぉ閱 きになつ て。 

ひで 社長さん からお？ f きした のよ。 昨！！： おいでになった 

時に、 さう 云って ゐ らっしゃ つたわ、、 . I . あの、 自分 は. 

今迄 @Q の やうに、 此處へ 訪ねて 来た けれども， 此頃世 

問 の 蟓を ^  くと、 何 だ か 妙に 誤解され てゐる やう だか ら、 

これから 少し 來 るの を 遠慮す るが * 決して 惡く 思って 吳 一 

れる なって、 吳 々もさう 仰 有った わ- それ あどう せ そん. 

な$!^を：}^,^のは、 ごく 條 かな 馬鹿者ば かりだら うから、 一 

別に 氣 にして ゐる譯 で ほない が、 そんな 所から 自分の 親 一 


切が 却って 無に なって は * お 互 ひに つまらない からって * 

E に淚を めて 仰 有る のよ。 わたし も 泣いた わ。 だって 

あんまり なんです もの。 そんな 事 を、 …… ねえ 0 あんま 

りひ どい 事 を 世間の 人が 云 ふんです もの。 

田 村 ほんと にね え。 お 察し 申します わ。 では 今日から 社 

長さん は、 御見舞に 来て は 下さらな いのです か。 

ひで .f. ですから 今日はもう おいでになる まいと 思 ひ 

ますの。 わたし、 だから 先刻から 悲しくて 悲しくて- 心 

で 泣いて ゐ たんです わ。 

田 村 ぢゃ祸 しう ございま すわね。 11 でも 職工 長の 國分 

さんて 方 は、 今 曰 あたりお いでになる 時分 ぢ やなく つて。 

ひで あの人 は 忙し い 身 ですから、 来ても 一 週間に 一 度 

位です わ。 それに 見舞 ひに 來て 下す つても、 何だか あの 

人 怖い やうな 氣 がす るんで す もの。 

田 村 さう ねえ。 男らし い 方です けれどね え。 

ひで あなた は 社長さん お好き？ 

E 村 え . i . あなた は。 

ひで わたし？ わたし 何とも 思って やしない ことよ。 

田 村 あらさう。 だって それ ぢゃ 社長さん に濟 まなく はな 

いの。 あん な に 御 裂 切に 面倒 を 見 て 下さ るん で す もの。 

あなた はほんと に 幸福 よ。 わたし だって あなたの やうに 

幸福に なれる ものなら- い つ でも あなたと 同じく 片腕 位 
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切っても かま はな いと 思 ふわ。 

ひで あら、 何故。 

田 村 だって あなたが 苦しんで ゐ らっしゃれば、 皆さんが 

すっかり 同情して 下さる し、 今度 は 又 あ. -云ふ 親切な 社 

長さん が、 かう して 病院に 入れて、 始終 見舞 ひに 来て 下 

さるんで す もの。 

ひで そり あかう して ゐる中 はよう ございます けれど、 も 

うこんな 片輪に なつち まっちゃ あ 人 さまが 相手に もし 

て吳れ ないで せう から" 此の先 どうして 暮らして 行ける 

か、 わたし その 事を考 へる と， いっそ 此儘 死んで 了 ひた 

うご ざいます わ。 

田 村 だって そり あ 社長さん の 方で、 又 どうにかして 下さ 

るんで せう。 いくら 世間の 人は殘 でも、 あなたの や 5 

な 素直な 氣 立と、 い k 御 器 と を もって ゐ らっしゃれば * 

きっと 捨て 、は 置きません わ。 

ひで いくら さう 仰 有って 下す つても、 私考へ ると 心細く 

て 心細くて、 …… (と 淚, 溜めろ) 

田 村 まあ さ 、「御 心配な さらない 方が よくって よ。 ね。 

(傍へ 寄って ：- もうこんな 話 はよ しませう。 —— あなた 

のお 髮 はほんと にい、 のね え。 御病氣 上りの 人と は兑ぇ 

ません わ。 もうお 身 饞の方 は 大丈夫なん ですから、 明日 

ぉ髮 をお 上げな すつ ちゃ あどう？ きっと 氣分 がせいせ 


いします わ。 束髮 ならわた しに も 出来ます けれど、 あな 

た髮は 何が お好き。  一 

ひで (少し 晴々 と) わたし 矢っ張り 銀杏 返しよ。 一 

田 村 さう。 きっと 似合 ふわれ。 

ひで さう でせ うか。 いっか 社長さん も 銀杏 返しが 一番 似 

合 ふだら うって 仰 有って よ。 男の 驟に 妙な 事 を 仰お るの 

田 村 きっと 丸 键 もよ く 似合 ふって、 仰 有りたかった のか 

も 知りません わ。 

ひで まあ. 厭な 田 村 さん ノ めな たまで そんな 事 を 仰お るの。 

m 村 あら 御免なさい。 怒つ ちゃ 厭よ。 —— でも ほんと に 

銀杏 返しに 結 つ て 御 iS なさ いな。 きつ と 似合つ て よ。 ： 

ひで けれどももう 今日は 遲 いから 駄目 だ わね。 今： M は 二 i 

, れ から 何 をし ませう。 

田 村 ぢゃぁ 又 聖書で も讀 みませう か。  1 

ひで あの 本 はわた しに はよ く 解ら な いんです けれど。 一 

田 村 でも 折角 社長さん が讀む やうに つて、 置いて 行って 

下す つたんで すから。  一 

ひで さう ねえ。 ぢゃぁ 少し 讀んで 下さいな。 

(看護婦 卓子の 上から 革 表紙の 楚書. ^持ちお リ、 $. 

^^"ぉ宋に近く引寄乜てぺ .'ジ.^-31^る。)  一 

どこまで 讀ん だのでした つけねえ。  L 


ま:. え?; 絲:? rrifir: 
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ひで わたし も e_ "えて ゐ ません わ。 

E 村 (^.^-操リャら) 路加 傳第六 章と， あ >- 此處 からだ 

(形.^ K して 教み 初めよう とすろ。 や』 端-し 一. ：11^ 輕く叩 

く 音が すろ。 ^護婦 は 本，^ 伏せて 立 上ろ。) 

E 村 あら 誰 方 かしら。 (立って ゆき 乍ら 振 返って) き 

つと 社長さん よ。 OS- いで IM-vi- 開けろ) 

〔 三 浦 3は 吉の從 妹と-」 子 入リ來 る。 手に 水菜 子の 籠.^ 

携ふ。 現代的な 类貌。 类 しき 外出 翁。) 

口村 (少し どャ、 まざして) あの、 どなた 樣でゐ らっしゃ 

(.i す 力 

とし わたし は；；： 浦 伎 子で ございます。 今 nn は 兄が こちら 

へ {| れ なくな つた ものです から、 か はり に 私が 御見舞 に 

卜： つたので ございま すが、 …… 

E 村 あ V 左様で ございま すか。 では どうぞ こ ちら へ。 

子，^ 践め ろ〕 

ひて 私 カ關 口で ございます。 わざ./ \- どうも 難 有う ござ 

、ま JJ 

とし 兄から 始終お は 承って E りました。 どうぞ 以後 は 

しく。 (と 丁寧に 挨拶し 合つ て 後- E 村に 水菜 子の 籠 

出し 乍ら) あの、 これ は 誠に 有りき たりの 品です け 

れ ど-御 .lis 人に は 何が お しいか 解らなかった ものです 


から、 …… どうぞ そちらへ お納めな すつ て 下さ いまし。 

S 村 左樣 でございます か。 まあ こんなお 兑 舞まで 頂戴し 

て は、 ほんた うに 恐れ入ります わ。 (ひで にい あなた、 

こんな 結構な 御 品 を 頂い たんです よし 

ひで まあ * ほんと に濟 みません わ、 そんなに までして 頂 

いて はリ 

とし い、 え、 決してお 禮を仰 有る ほどの 物ぢ やな いんで 

ございま すよ。 —— 今日は 何 か 兄に 用事が あつ て 行かれ 

ないから、 是非 代りに 行って 來 いって 云 ふ ものです から、 

急に 參る ことにな りました ので、 …… 却って 御 邪魔 ぢゃ 

ありませんでした かしら。 

ひで い、 え、 どう致しまして。 

田 村 今もニ人で？^！屈し切ってゐたんでござぃます。 (椅 

子 1^ 薦めて) まあ どうぞお 掛け 遊ばして。 

とし 難 有う ございます。 では 失禮 いたします。 (腰，^ か 

ける) あの、 御氣分 はいか^で ございま すの。 

ひで ぉ薩 さまで 大變 宜しう ございます， もう 少ししたら 

院 が出來 ろかと 存じます が、 ほんと に 何から 何までお 

宅のお 世話になりつ e けで、 ：：： 

とし いえ、 そんな 御 心配 は：？ 女り ません が、 御 不自由な 

ぉ體 におな りなす つて は、 ii お 心細く いらっしゃいませ 

うね 0 
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ま ニ場絲 lifil!  i 


ひで でもみんな！^？-とぁきらめて^りますの。 

とし ほんと に御不 1^151 一でした わ わえ。 

(L ばらく 沈 Ko) 

ひで あ； の、 誠に 妙な をお 伺 ひする やうです が。 お宅の 

IJc さま 方 は 私の 事 は- II い 女と お 思 ひに なって ゐら つし 

や いませう ねえし 

とし まあ、 どうして そんな 事 をお g きなさい ますの。 そ 

んな 事が ある 位なら、 かう し て 兄 や 私 なぞが わざ/ \參 

る譯 がな いぢ や ございません か。 

ひで でも；？^のためばかりに、 いろ/ \ な 事が 起って、 御 

S を 掛けた のです もの" 先の a 長さん など は さぞお 怒 

り だら うと 存じます わ 0  . 

，とし 先の 社長って 奴 父さんの 事です か。 叔父さんなら あ 

んな 人です から >  何と 思って ゐ るか 解りません が、 わた 

し 共 は みんな あなたに 同情して ゐ るんで すよ。 叔父さん 

は 別です わ。 

ひで 叔父さんって、 先の 社長さん は あなたのお 父 さま ぢ 

やな いんです か。 

とし え、， 叔父さんで すわ。 なぜです の？ 

ひで だって， あなた は 今の 社長さん と 御 兄妹で ゐら つし 

や るんで せう。 

とし ぁら淳 吉 さんと はね、 ほんと は^ 兄妹なん です けれ 


ど、 兄さんと 呼んで るんで すわ。 小さい 時 か.，：' さう 云つ 

てるんで す もの。 

ひで まあ さう です か。 わたし はほんとの 御 兄妹とば かり 

思って ほりました。 ——— では あの、 小さい.； からのお 許 

^で ゐら つし や るんで. - J ざ い ま せう C 

とし (報くな つて) あら * そんな 事. S ら なくって よ。 決 

して そんな 事はありません わ。 

ひで まあ、 わたし 飛んだ 失 躞な事 を 中し ヒげ て、 どうぞ 

御 勘忍な す つ て VI さ いまし。 

とし いえ、 何とも 思 ひ はしません わ。 

(しばらく 沈 此の 問 _レ 看護婦 は 水恭子 二三 個ん- 剁 

いて 皿 に のせて 持ち 來 る。) 

ra 村 (皿，， 一 枕許の サイド， テ H プルの 上への せて 、光-つと 

し 子 LL 向 ひ) 早速 頃いた 林^ を剝 きました。 どうぞ 一 つ 

召し 上りな すって。 

とし 難 有う ございます。 勝手に 頂きます から。 

田 村 では どうぞ。 (ひで子に) あなた も 召し 上れ。 

ひで え V つ 

とし ($§ろそぶリ，^*見ぜて) では わたし これで 失禮 しま 

すわ。 あの 何 か 兄に 言： S でも 御座いましたら、 私から さ 

，「巾し ますが。 …… 

ひで あら、 まだお 歸り なさらなくても { 几し いぢ や ござい 


ません か。 まだお 話 もよ く 承らな いんです もの。 もう 少： 

しゐ らしって 下さい ましな。  < 

口村 ほんに もっと ごゆつ くりな すった つて 宜し いぢ や-こ 一 

ざいません か。 關 n さん も 返： g し 切つ てゐ るんで すから 0ー 

とし でも 之から はちよ く-/ \ お 邪魔に 上ります から、 今一 

曰 はこれ で失瞪 致します わ。 これから 琴の 御 師匠さん の.. 

方へ^1^渡ぉ迥りする*?になって居りますので" …… „ 

ひで まあ 左様で ございま すか。 ぢゃぁ 又 ごゆつ くり。 …… 」 

とし では 御免下さい まし。 (田 村に ：>  左樣 なら、 お 大事 

になさい まし"  一 

m 村 さやうなら。 どうぞ 社長さん におし く  - 

(とし子 會！ I して 去る。 ^護觭 見送って 戸口まで 行き * 

戶 ys-m めて つてく ろじ  二 

W 村 まだ ほんの 御. 娘さんね え。 

ひで さう ねえ、 .1 - あの方の 締めて ゐた帶 は 何て 云 ふん，； 

でせ う。 あなた 知つ てて。 

口村 厚板 織と か 云 ふん ぢゃ なくって。  • 

ひで さう。 い  >- わね え。 

田 村 わたし 共に は、 吳服屋 の 店に 並べて あるの しか 見ら」 

れな いも G よ e  一 

ひで い x 御 器：？ m だ わね え」 

S 村 さう ねえ。 でも 髮が 少し 赤う ございま すわ。 


ひで 社長さん はどうして 又 あの方 をお 見舞に よこした の 

でせ う。 

田 村 あなたが 淋しがつ てると 思って 父せ う。 

ひで 社長さん は 今迄に 一度 も、 あの方の 事 はお 話しな さ 

ら なかった わ 。そして 今日 不意にお 寄越しになる なんて、 

どう 云 ふお 積り か 解らない わ 0 

田 村 從 兄妹 同志 だって 云 ふのに、 ぉ顏 はさう 似ち ゃゐま 

せん わね え。 

ひで (獨リ で) さう だ わ。 きっと さう だ わ。 —— 

ra 村 あら、 何が さう です つて。 

ひで いえ、 何でもな いのよ." 只ね。 きっと あの方 は 

社長さん の 奥さんに おなりになる の だ わ。 きっと さう だ 

ra 村 さう でせ うか。 さうなら お似 合 だ わね。 お 二人とも 

御 立派で ゐ らっしゃ るから、 …… ねえ。 —— でも さっき 

さ うぢ やない つて 云って ゐ らしった わね。 だから ほんと 

に從 兄妹 同志 だけな の かも 知れません わ。 

ひで さう ねえ。 (氣， ^かへ て) もうこんな 話 はよ しま 

せう。 他人の 事 を 心配して 見た つて 詰らない わ。 それよ 

j りか さっき 讀み かけた 御 本 を 又 讀んで 下さらな い。 

田 村 ぢゃ 少し 讀 みませう か C 

ひ \」 解ら な いけれ ど それ を 聞 いてる とい、 氣 持よ。 


り2 


タぉ 浦 三 


田 村 (前の ゃぅ-し座^^-占めて〕 ぢゃ讀 みます よ。 

0^?護^澄んだ聲で聖書1^-讀み初めろ。 ひで は |» かに 

閗 いて ゐる。 しばらく 讀む。 ) 

E 村 聞き-取り にく. - はなく つて。 

ひで 0 のうげ LL) い \ え。 

(績 いて 可な リ 長い間、 1—— 實. M の^は 五分 間 位 11 

讀 みつ ゾけてゐろ0ひでは初めから|^.^-瞑っ てゐたが、 

やがて 寢 入って 了 ふ。 靜 かな 寢 息の 音が する。 看護婦 

は餘. りに 聽 者が 靜 かなのに 氣附 さ、 謓 みやめ て 静かに 

「關 口さん」 と 呼んで みろ。 返事がない ので 近寄って 

顔, ^腿き 乍ら 「まあ」 と 云って 徵 笑む。 そこで 彼女 は 

本,. ^伏せて しにら くどつ と寢頸 1"^- 見て ゐろ。 それから 

枕許の 藥 i ，屮 取り、 行きが けに 昔の 乜ぬ やうに 窓 掛.^ 

引いて、 そっと 室から 出て 行く。 長い間。 外で 戸，^ 輕 

く 叩く 音が すろ。 しばらく ，1 つても 返事が な いので、 

そ つ と戶ん 開けて 三 浦が 首 vJ- 出す。 さう して ひでの- M 

てゐろ 外、 誰も ゐな いの 見て 入って 來る。 先づ 病床 

に 近ぬ 二て ひでの 額，^^ き 込み、 しばらく；i^っと見凝 

めて ゐ たが、 惱 ましげ な 吐息 vJM つして 扰 許，^ 去リ、 

銜 立で 仕切られた 方の 卓子の 所へ 來て、 靜か に 椅子- IL 

膝 vJ. 下して 懷 中よ リ 1^ 草,^ 出して 點 火す る。 しばらく 

して 太 W 醫； 1 が戶 口から 首，^ 出す C) 


太 ra  (服き 込み 乍ら) 三 浦 君。 こ 、かい。 

三 浦 しつ！ 靜か に！ 御覽の 通り. 1 てゐ るんだ。 まあ 

入ったら どうだい。 

太 田 うむ。 (入 リ來ろ 。而 して 聲ん、 低め C) よく 寢て 

ゐ るな。 君 何なら 僕の 室へ 來 ないかい。 病 .M で 雜談も 出 

来な いぢ やない か。 

三 浦 さう さな。 でも 何だか 此處が 一番 £5 心地が よくって 

ね。 まあ 眠りの 邪魔に ならぬ 程度で、 靜 かに 話 をしょう 

ぢ やない か。 僕 は 其方が 話し い 、 んだ。 

太 田 ー體 君の 話って 云 ふの は 何 だい。 

三 浦 まあ ゆっくり 話す から、 (ひでの 方 さ兑 ズ) 此 

方の 隅の 方へ 来ない か。 

(二人 は 左手の 隅の ほ+ 子の 傍へ 腰. yt. 'るす。) 

太 田 何 か 込み入った 相談 かい。 

一一 一浦 まあ さう 急ぎ 洽 ふな。 さう 改まって 15 かれる と 恐縮 

す るんだ。 まあ 煙草で も 一 つ-取ら ないか。 

太 田 難 有う。 (一本 煙草.^ 取ろ〕 

三 浦 時に —— 君の 方の 仕事 は吞氣 でい.^ ね。 

太 田 どうしてく 吞氣 どころ か。 今やつ と 廻 診を濟 まし 

て、 鳥渡 一 と骨拔 いた 所 さ。 これから 又 一 時間 も經 つと 

大 忙し だよ。 

三 浦 まあ それ は 何より 結構 だね。  . 


主 場絲: KfilK ち 


太 w それよりか 君の 食 社の 方 はどう だい。 うまく 行って 

はゐ るら しいが 0  ::: 

-S まあ 藩々 歩 を 進めて ゐる。 まだく 改. おしたり、 新 

設 しなく ちゃなら ぬ 事 も澤山 あるが、 初めから、 迚も 完 

八ゃ： は まれない からね え。 何しろ、 今迄が 謂 はに惡 德の 

m 窟 とも 云 ふべ き 程 だ つ たの だから、 溪の 理想の！：： 行 も 

2^ やない が、 そ れ だけ 又 張り合が あると 云 ふ もの だ。 

而 して まだいろ く. 2： 部に 反對 はあって も * いっか 必ず 

^の^ 祌の ある 所が 認められて、 僕の 思 ふやう になる 時 

6- が來 るに 逮 ひない から、 根氣 よく 少し づ \ 改革して 行 

つ てるの さ。 

太 m  ^ら から 見る と 君の やり： I は、 少し 一 ^教徒 過ぎる と 

は W 心 ふが、 まあ 一 つ 思 ひ 通りに やって 見る の もい 、さ。 

§ い  さなん て 云 ふ 手緩い 事ぢ やなくて、 資 際せずに 

ゐられ ない の だ。 —— まあ 親爺の やり 口 なぞ を 兌る と、 

こんなの は 無論 一 例に 過ぎない が、 少なからず 心 を 寒く 

する ものが あるから ねえ U かう だ > まあ ira いて SK れ給 へ 0 

此處 に 一人の 美しい 女工が ゐる とする ね。 さう すると 

親爺な んぞの やり 口で は、 そいつ を數 ある 女工の 中から 

拔 m して ェ の 所へ 絲" 取り 枠 を 運ばせる 役に 使 ふの だ。 

すると. a 然 ェの 問 に は- 一 つで も 多く 自分の 所へ 粋 を 

運ば せたい 希望 か ら、 猛烈な 勵精 の 競 爭が初 ま る んだ。 


—— とま あかう 云った やうな 事でば かり、 工場の 能率 を 

壻進 させようと 計 るん だ からね え。 

太 田 ふうむ、 中々 うまい 事を考 へる ものだねえ。 

三 浦 ところが それ は 何も 親爺の 妙案 ぢ やなくて、 どこで 

も 普通に やつ てゐる 手段なん だから 驚く ねえ。 

太 田 けれども それ 丈の 事なら ば、 別に 大した 罪惡 でもな 

いだら うがね。 

三 浦 それ はさう かも 知れない。 併し 其 弊の 及ぶ 先 を考へ 

ると、 由.々 しい 人道 問題に もなる と 思 ふんだ。 —— まあ 

いつまでも 枠の 數位 で 競爭し て ゐれば 無事 だが、 や が て 

も つ と 猛烈な 裏面 の 競 爭が行 はれる 。 仲間 同志が 反目す 

る、 嫉妬す る、 時と すると 黨に 分れて 奪 ひ 合 ふ。 而 して 

其 結 架 は 多くの場合， 渦中 に 立 つ た 可憐なる 女工 を悲慘 

な 運命に 陷れて 了 ふんだ。 

太 田 ふうむ 成 sr それ はさ うだらう ね" 

三 浦 此處 にゐる (とひでの 方ん」 兑 やって) 關ロ ひで な 

ぞも、 危 ふく 其 一 人になる 所だった の、 た。 今で こそ 此處 

にあ & して 白い 毛布に 包まれて 安らかに 寢てゐ るが、 嘗 

て は あの 女の 周 園に 誘惑が 渦を卷 いて ゐ たの だ。 怖ろ し 

ぃ惡 魔が 爪 を 磨 いで 待つ てゐ たの だ。 僕 は 幸に し て 彼女 

を さう 云ふ狀 態から 救 ひ 出す ことが 出來 たの を、 今尙 一 

つの 誇りに して ゐる。 さう し て 假令會 社 の 方の 改革が、 
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どんな 反對に 遇つ て 挫折しても、 あの 女 を 救 ひ 得た と 云 一 

ふ 車 3« は、 僕に は 寶に圾 後の 慰めになる の だ" あの 女 を-一 

救 ふこと が、 撲の 理想 を實 現す る 第 一 の 階段だった の だ。，； 

あの 女 は 謂 は e 僕の 理想 生義 の象徵 なんだ " あの 女が 再； 

び もとの 境遇に 落ちて， 身 を 亡ぼす やうな 事が あったら、. 一 

其 時 こそ 僕の 理想 は 悉く 破産した の だ。 だから 僕 は 何」 il" 

まで も あの 女 を 守り立て 、、決して 又もとの 悲慘 な狀邀 

に歸ら せた くないと 思って るんだ"  一 

太 M ふむ、 それで。 11  . 

三 浦 そこで 僕が 先刻から • 君に 話さう と 思って ゐた 問題 一 

になる の だが、 寶 は 僕 この 關 口と 結婚し ようかと 思って. 一 

ゐ るの だ。 結婚して 永久に あれ を 救 ひたいと 思つ てゐ る： 

の だ。 君のお 蔭で 幸に 切開の 痕も 癒り， 身 體も見 違へ る _ 

やうに よくな つて 来たから、 もう 近 曰 退院 しても い M 事 一 

になる だら うが * 退院し て もさし あた り何處 へ 行ったら" 

い  か、 どうして 暮 して 行ったら い、 か、 それ は 彼女の 一 

重大な 問題なん だ。 それ は 金で 片が附 くなら、 あの 女の-一 

一生の 保障になる やうな 額を與 へても い  が、 それと て 一 

限りの ある 金錢 では、 忽ち 行きつ く 先き が 見えて ゐる。 

其 上た つた 一人の 女の 身で は、 此の 誘惑の 多い 世界で、 . 

どうして 身 を 誤らずに 居られる もの か。 腹 落 は m に 見え 一 

てゐ る。 それ だのに 僕 は みすく あ の 女を棄 て k 他人に; 


汚させる のに 忍 ひな いんだ。 だから 僕 は 結 S して、 彼女 

を iH 全に 救 はう と 思って るの だ。 

太 田 うむ。 それ は 理窟と して は 僕に は 異論 はない。 が、 

併し 君 * 君に は その 理窟 以上に * 關 口さん に對 する 愛 を 

感じて ゐ るかい。 それが 何よりも 第一の 間 題 だと 思 ふ 

が。 11 

三 浦 それ は 勿論 感じて ゐる。 今 僕 は 心から あの人 を 愛し 

てゐ るの だ。 尤も 昨日まで は それ を はっきりと は 感じな 

か つ た。 が、 偶然 ある 所で ある g> を 聞 いてから、 我れ と 我 

心に も 反省して みて、 初めて それに 氣が附 いたの だ。 僕 

は 君 も 知って ゐる 通り、 殆んど 毎日の やうに 此處へ 来て 

ゐる。 それ も 初めは 幾らか 義務的に 足 を 運んだ 傾き も あ 

つたが、 其 中に だんく 來る ことが 樂 しくな つて 來て、 

たうく 今では 來 ないで は ゐられ なくなって 了った。 無 

論 昨日まで は それほど 自覺し てはゐ なか つたが、 昨日 偶 

然 あそこ の 控所を 通り 合せに 時， 君の 助 チゃ着 護 たち 

が、 僕の 曄 をして ゐ たの を^いて 以來、 改めて.； E 分の-せ 

を 振り返って 見て、 少し 恥 かしい 所があった から- 昨日 

も當人 に 理由 を 話し て、 世間の 口が 五月 蠅 いか ら來る の 

は 遠慮す ると 云って 置いた のに- 今日に なって みると 此 

處へ來 たいと 云 ふ 心が、 可な りな 强 さで 湧いて 來 るの を 

感じた の だ" 而 してやつ とそれ を堪 へて、 わざと 他の 用 
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をしたり、 とし子 を 代理に 來 させたり して！：： ^たが- 考へ 

れば考 へる 程- 拨には あれと <WI ふ ことが 必要に な つ て來 

たの だ。 僕 は 今迄 無意識に では あつたが、 可な り 激しい 

愛 を 彼女に 對 して 持って ゐ たの だ。 さぅれ：^ったらもぅ 一 

刻もぢ つと して 居られな くな つ た。 それで 急 い で此處 へ 

やって来て 了った の だ。 

太 m 成程、 それで 一 通り 君の 心 持 は 解った" 理性的に も 

！ 的に も、 此 結婚 は 君に 取って 合法なん だね。 併し 君 

は， …； あの とし子 さんと 結婚す る 約束に なって ゐ たの 

ではない のかい。 さう だとす ると 此間題 も、 鳥渡 考へ直 

さなく ちゃなら ない が 0 —— 

三 浦 家で はどう 思って たか 知らぬ が、 僕に はそんな 約束 

は斷 じて 無かった。 

ふうむ 。さう かい。 僕 は 今迄 とし子 さんと 君と は、 

將來 一 緒になる もの だとば かり H 〔"つ てゐ たが、 —11 で 君 

は 今の 關 口さん の 事 を、 1 應 家の人た ちに 相談して みた 

のかい。 

三^§ いや、 それ はま だ だ。 する の は 君が 初めて だよ。 

は 家族の K 對を 豫 期しない かい。 

それ はきつ と 在る だら うと 思 ふ。 併し 僕 は それ を排 

して、 決行す る. たけの 勇氣も あると 信じて ゐ るよ。 今の 

決心 は どんな K 對 にぬ 1 つても 枉げ ない つもり だ。 


太 田 うむ。 君に それだけの 決心が あるなら、 僕 も 不肯な 

がら 君の 味方と なって 努力しょう。 

三 浦 君が 賛成して 吳れ たの は、 僕に 取って 何よりも 心 丈 

夫 だ。 ぢゃ あどう か {且 しく 盡カを 頼む よ。 

太 田 それ はさう と 君 はもう、 闘 口さん の 意向 は 確かめて 

見た のかい。 

三 浦 いや、 それ もま だ だ。 寶は 之から， I めようと 思って 

ゐ るの だ。 

太 田 (更に 聲ん 低めて) たに 僕 は 凡ての 前に、 醫師 とし 

て 一 應 君に 警告 を與 へて 置く が、 あ X 云 ふ 階級に 屬 する 

女 は、 あの 年までに は 大槪 もう 處女 で はない と 云 ふ 事 だ 

け、 はっきり 考 への 中に 人れ て 置き 給へ よ。 

三^1 難 有う。 併し 僕の 愛 はそんな 事 位、 許す だけの 力 を 

持って ゐる つもり だから。 —— 

太 田 それ はさ うだらう が、 得て そんな 所から 結婚 後の 破 

綻が 起り 易い， からね。 

三 浦 もし そんな 事が 起る やう だったら， 僕の 志 は 全然 ！！-; 

になる 譯 だから • 誓つ て そんな 結 架に は陷ら せない よ。 

太 田 宜しい。 それなら 先づ 何よりも 當 人の 意志 を 確め 給 

へ。 事 はすべ て それから だ。 (時計.^ 出して 見て) ぢゃ 

僕 は 失敬す るよ。 (立 上ろ) 

三 浦 あ ぢゃ 何分 宜しく 頼む。 
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(醫 は 通りが かリに 一度 ひで子 1^ 見、 111^ 開けて 去 

つて 了 ふ。 三浦ぁとの戶*^閉め^«けて見送っ てゐろ。 

突然 ヒ ス テ リカ ルな涕 泣が、 ひで子の 病床から 起ろ。 

三 浦 驚いて 振り向き、 急いで" 柄 床に 近寄ろ。) 

三 浦 どうした。 どうしたんだ。 夢に でもうな された のか 

、 0 

ひで (切れ，^-|0 い- -ぇ 。い、 え。 わたし、 …… あの、 

…… いまのお 話 を 聞いて ゐ ましたの。 

三 浦 えつ。 ぢゃ 今の 話 をす つかり 聞いた のかい。 

ひで え >-0 少し、 ：：： 

三 浦 さう かい。 それ は齒 よかった。 僕 も實は 聞いて 貰 ひ 

たかった の だ。 (與 體ん、 抑へ て) では 改めて 僕から 云 ふ 

が、 僕 はお まへ に 結婚 を 申し込む よ。 お まへ それ を 承知 

して 吳れ るかい。 それとも 何 か 異存が あるかい。 

ひで (かすか-. ,0 い \ え、 異存なん ぞ ございま せんが、 

わたしの やうな ものが、 …… 

三 浦 ひで ちゃん。 今 はそんな 事 を 云って る時ぢ やな いん 

だよ。 僕 はお まへ を 心から 心から 愛して ゐる。 お まへの 

方で も 僕 を 愛して 吳れる 事が できない かい。 

ひで い &ぇ〕 わたしとう からお 慕 ひ 申して は 居りました 

ゎリ けれども、 …… けれども • 結婚なん て 事 は、 …… 一 

度も考 へやし ませんで したの。 …… ですから あんまり 急 


で、 …… わたし 何と 申 上げて い、 か 解りません わ。 

S 浦 ぢゃ 愛して 吳れ ると 云 ふの だね。 それ を はっきり 云 

つてお 吳 れ，、 

ひで え、、 それ は， 愛します わ〕 

一 11 浦 それならい X ぢ やない か 二人 はもう 一つの 心に な 

つて ゐ るの だもの。 もう 結婚す るより 外に 道 はな いぢ や 

ないか。 それともお まへ は 他に 約束した 人で も あるの か 

, 0 

ひで あら、 そんな 人 は ひとり も あり やしません ゎリ 

三 浦 ぢゃ 他に 君 を 思って ゐる 人で も あるの かい。 

ひで (鳥渡 踪 した 後) い k え あり やしません わ。 

三 浦 そんなら 承知して aK れ るね。 承知して 吳れる だら う。 

ね、 ね。 (と 一方の 手, a- 取って 打 振ろ〕 

ひで (かすかに 嬉し さ 包んで) え \o 

三 浦 難存 う。 —— これで やっと 僕 は 安心した よ。 お まへ 

を 全く 救 ふこと が出來 たの だからね" 

ひで (默 つて 男の 手に 鎚 つた 儘、 喜びに 泣き 入って ねん) 

(二人 はしば らく 同じ 状態で * 歡喜 LL おうて ゐろ やう 

に 見えた が、 やがて 女 は l^u-s れた額 VJ- 上げて、 V つ 

と 男^ 見上げろ 。男 も. ち つ と 上から 目と 見合った。 

この. のポ I ズは哲 らくつ ゾく。〕 

三^§  (やう やく 我 LL 返って) 大 へん 顔が 涙で ぬれて ゐる 


主 場? 三 


97 


よ。 拭いち や あどう だい。 

ひで (微か LL 笑って) さう 0 汚ないで せう。 (拭 ふ) ま 

だです か。 

一一 一浦 あ、 綺麗に なった。 それでい &、 それでい. -。 ぢゃ 

又來 るから ね。 靜 かにして ぉ寢 みよ。 

ひで (おとなしく) え、 

三 浦 いろ./ \. な 邪魔 は 人る だら うが、 どこまでも 二人 は 

一緒な の だからね。 い  かい。 

ひで ぇ&〕 

三 浦 ぢゃ 左様なら。 

ひで 左様なら。 

(一二 沛 pl^iE けようと すろ 時、 if 弋し戶 は 外から 開かれ 

V、 職工 長 國分贲 治と 行き 會 ふ。) 

^分 (少しく. 遺いて) ぁ& 社長さん です か。 只今お 歸り 

でございます か。 

00 え >-。 11 君 もお 見舞です か。 

國分 え X、 さう です。 

. -. さう です か。 それ は 御苦勞 です ね。 ぢゃ 失禮。 (去 

ろ) 

返し、 戶.^ 閉ぢて 入って くろ。) 

！ 1 分 赴 £K は； 來る のかい。 

ひで (K つて ゐも)  


國分 社長が 毎日 來 るん なら、 俺 も 毎日 來 なくち やなら な 

いからな" 

(と 反抗的 LM 一一 浦の 去った 戶の方 1^ 眺めろ 0) 

幕 


第 三 幕 

三 浦 淳吉の 家。 

稍々 廣き 日本間。 正面に は 右 LL 床の間が あって、 違 ひ 

棚な どせ しく、 左に 換， や 立て.；： 出入口が. M へ 通じて ゐ 

ろ。 右手に 張. り 出し 窓、 障子 等に て緣 側と 限られ、 左 

手に 襖が 立て切って あって、 それから 玄關 口へ 通す る 

やう LL なって ゐろ" 座敷の 中央に は 紫檀の 机と、 陶器 

の 火鉢と が 置いて あろ。 

慕め くと 從 妹のと し 子が、 床の間の 前で 活花^ 直して 

ゐろ 0 そこへ 母のお ふさが 奥から 出て 來 ろ。 

ふさ おや、 お まへ 一人 かい。 おひで は。 

とし 髮 結が 来ました ので、 お 部屋で 髮を 結って るんで せ 

う。 何 か 御用です か。 

ふさ いえ. 招と いふ 程で もな いんだ けれど、 お父さんの 

羽織 を 墨んで 貰 ひ 度い と 思って ね。 

it そんな 事なら わたし 致します わ。 こ、 は 今す ぐ濟み 


OS 


主 場絲製 it  s 


ますから。 鳥濟 待つ て 、頂けな い こと。 

ふさ あ. 1 いつでもい \ の だから。 お急ぎで ない よ。 1 . 

よく 活かった ねえ。 

とし (1W け 乍ら) 五日 も 活け 放しに して 置いて、 餘 りみ 

つと もな いんです もの。 

ふ さ さう だね え。 

とし 此頃 はすつ かり 怠け 癖が ついち まって、 何 をす るの 

も氣が 進まなくて 困ります わ。 • 

ふさ (g- つてろ〕 

とし ねえ 叔母さん。 

ふさ なんだ ね。 

とし わたし あの、 叔母さんに 御 相談し ようと 思って た 所 

なんです けれど、 今 丁度い V 折です から、 聞いて 1^ さら 

ない。 

ふさ あ、、 きます ともさ。 

とし あのね。 此間 兄さんから あった 太 田さん の緣談 ね。 

あれ を 私お 斷り しょうかと 思って ゐ ますの よ。 私もう 暫 

らく  11 身で ゐ たいんで す もの。 

ふさ もう 暫ら くもう |1 らくって、 いつ 迄 さう しても 居ら 

ま I カオ 

とし わたしな らう 事なら * 一生 獨身 でゐ たう ございます 

わ。 


ふさ さう 云 ふお まへの 心 持 は、 私に もよ く 解って ゐ るん 

だけれ どね え。 お まへ にさう 云 はれる と、 私 はほんと に 

氣の 毒で ならない の だよ。 わたしの 考へ では、 お まへ も 

知っての 通り、 どこまでも 淳吉と 一緒にな つて 賀ふ つも 

りだつた の だけれ ど、 あれが あんな 我儘 を 云って、 どう 

しても おひで を 貰 ふって きかな いもの だから、 たうとう 

こんな 事に なって 了つ たんだ けれど、 私 はほんと にお ま 

へに は 濟 ま なくて 濟 まなくて、 … … 

I し あら 叔母 さ ん。 濟 むの 濟ま な いのって、 そんな 事 を 

仰 有つ ちゃ 困ります わ。 

ふさ い、 え. - ほんと に濟 まない の だもの。 —— だから 私 

も あの 時 一生懸命 云 ひ 張った の だけれ ど、 …… 

とし で す か ら 叔母 さんの 難 有い お 志 は、 わたし 一 生 忘れ 

やしません わ。 けれどももう そんな 昔の事、 云った つて 

仕方が ありま せんし、 又 兄さんに しました 所が、 ほんと に 

お 愛しな さる 方 を 奥さんに なさる のが 當り 前です もの。 

それ を 今度の わたしの 結婚 をお 斷り する 理由の やうに お 

取りな すって は、 わたし 却つ て 心苦しう ございま すわ。 

ふ さ それ は さう だけれ ど、 私と し て は 心に 済まなく てね。 

とし それ は 私に しました つて、 此儘 こちらに 置いて 頂け 

れば此 上 もない 幸福と は 存じます し、 おひで さん 位のお 

世話 は出來 ると 思 ふんです けれど、 …… 
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ふさ ほんと にこれ がお まへ だったら、 みんな 水入らずで 

暮 して 行けた だら うし、 いろんな 世話 ももつ と 行 屈いた 

だら うがね え。 あ、 して 片手が 無い 上に >  何にも 家の 事 

を 知らないん だもの， 私 は 人 さまに これが 俘の 嫁です つ 

て、 ちゃんと 引合せる 事 も 出来な いんだよ。 

とし でももう 仕方が ありません わ 。ぁ& して 正式に 御 結 

婚 なすって、 兄さんが 15- 愛が つてお ゐ でなん です もの。 

ふさ 私 も 今では さう あきらめて、 何にも 云 はないで ゐる 

けれど、 あ、 云 ふ 素性の 賤 しい 女 だから、 何 か 家名に 障 

りで もす る やうな 惡ぃ 事で もな けれ あい >1 と 思って. ほ 

ん とに 心配で ならない の だよ。 

とし ほんた うよ。 叔母さん。 それだけ はよ く氣 をお 附け 

なさらな いと， 飛んだ 事になります わ。 (急 LLK-fs- ひそ 

めて) ほんと はね" わたし 少し あの人の 事で 訝しい と 思 

ふ^が あるの よ。 あの人 前に 何 かあつたん ぢ やないで せ 

うか。 

ふさ 何 かって。 

とし 男の人 か 何 かよ。 

ふ 5 それ はわた し淳吉 にも 念 を 押した の だけれ ど，  

お まへ 何 かそん な設 據 でも 見た のかい。 

とし いえ、 證據 つて 程の 事ぢ やありません けれど * 少し 

變で すわ。 


ふさ 何が 變 なの だね。 

とし あの、 おひで さん は姙娠 してます わね。 

ふさ ぁ& それ は 私も氣 がつ いて ゐ たがね。 

とし 兄さんと 結婚な すって からま だ 三月です わね。 

ふさ .i め  さう だね。 

とし 1  一！ 月に しちや 少しお 腹が 大きい と はお 思 ひな さらな 

くって。 

ふさ さう さねえ。 さう かしら。 

と し ぢゃ氣 を附け て御覽 になる とい、 わ。 わたしに は ど 

う もさう 思 はれる のよ。 

ふさ 家へ 來る 早々 から * しょっちゅう 身 瞪が惡 いくつ 

て 云って ゐ たから >  ひょっとすると 身持ぢ やない かと 思 

つて ゐ たが， ぢゃ 矢っ張り さう だった のかね え。 さう と 

すれあ 此儘ぢ や 置かれな い 事 だね。 

とし わたし もさう 思 ひます わ。 兄 さまの 爲 にも、 お 家の 

爲 にも。 

ふさ ぢゃ私 もよ く 氣を附 けて 見る からね。 

とし わたしの 氣 のせ ゐ ばかり ぢ やない と 思 ひます わ。 わ 

たしのお 友達に もお 凝に 行って、 もう 姙娠 した 人が あり 

ます けれど 三 ヶ月 位で あ 目立つ も のぢゃ ありま せん 

ふさ さう だね え。 併し 肝心の 私が うっかりして ゐて、 年 
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齢の ゆかぬ お まへ に敎 へられる なんて. 私 も 年を取った 

ねえ。 

とし いえ。 わたし だって 此間 おひで さんと * 御 一 緒に お 

風呂に 入らなかったら. 氣が附 かなかった か も 知れ ま せ 

んゎ。 でも、 よく/ \ 調べた 上で ない と 解らない 事よ。 

だから 私 も 今迄 幾度 か 申 上げよ う/ \ と 思 つてたん です 

けれど、 證據 もな い の に そ んな事 を 云 つて は、 わざとお 

ひで さん を 陷れる やうに 思 はれます から、 今迄 默っ てゐ 

たんです わり 叔母さん も 之から よく 氣 をお 附 けにな つて 

御覽 に な る と 宜しう-こ ざ い ま す わ 。 

ふさ その 外に何か 氣附ぃ た 事 はない かえ。 

とし え &、 た^それ だけです の。 

ふさ 此後 ともよく 氣を附 けて ぉ吳れ よ。 11 こんな 事が 

あるから 私 は K 對 だった のさ。 

と し わたし だ つ て 何も 採-お の やうに、 あの人の 事 を 彼是 

目 をつ けたり したくな いんです けれど。 もし そんな 事 だ 

つたり すると. あんなに 愛して ゐ らっしゃる 兄さんが 可 

でございます からね。 

ふさ もし さう だったら。 淳吉 がいくら 許す と 云っても * 

わたくしが 承知し ないから い、。 

(玄闊 の戶の 鈴の 音が すろ。) 

とし おや、 どなた かいら つし つた やうよ。 i -ぢゃ 今の 


事 は、 よく 調べた 上で ない と ® りません から、 叔母さん 

もま だ默っ てゐ らっしゃる 方が い、 と 思 ひます わ。 

ふさ あ >f さう ともさ。 

(女屮ぶ手の欲.^-ぁけて登場。) 

女中 あの、 1 分さん て 方が いらっしゃ いました。 

ふ さ まだ淳 吉は 歸らな い つ て さう 云 つたの かい。 

女中 は い"" さう したら 奥 さまで も 宜 しう ございま すから * 

お cc にか i りたい と 仰 有い ますので。 

とし 國 分って， 職工 長の 國分 {1-2； 治 か い。 

女屮 左樣で ございませう、 きっと。 —— 何でも 奥 接 をよ 

く 御存じ の やうな 口振りで ござ いました から。 

とし さう かい、 それ ぢゃぁ (と 窓 ^ありげ に) ねえ 叔 

母さん。 私たち は 向う へ參り ませうよ。 (女中に) ，p し 

て 其方 を此處 へお 通しして、 おひ で さんに さう お 云 ひな 0 

女中 はい。 (去ろ) 

(つ ダ ぃて女ニ人も^^^ ぃで奥へ去ろぷがて國分寅治， 

女中に 案. w せられて ガ 手，. * リ ？！！ - 場。) 

女中 只今 奥 機に 中 上げます から. どうぞ 暫 らく。 

國分 は あ * 御 無理 を 願って 濟 みません。 

(女中 去ろ。 國分 あたり > ^兑 廻して ゐる。 女中 W び 入 

リ來リ 茶，^ 藤め て 去ろ。 しばらくして 初 マし い 丸 sr.: 

結った ひで が 奥の 3-,^ あけて- W かに 出て くろ。 さう し 


i«l 絲!? 浦 ご- 
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て 二人ば 规，^ 兑合 y る。) 

ひで (少し 胸.^ 森ろ かした 樣 子で、 坐リ 乍ら) あなたで 

した か C 

K 分 え  > -、 私です。 

ひで (强 ひズ 冷淡に) 何 か 主人に 御用が おありに なると 

かで ございます けれど * わたしが 代りに 承りましても、 

よく は 解らない だら うと 存じます が、 …… 

闷分 いえ、 その ffl も S です けれど、 實は それ はどうで も 

い、 ん です。 (碟か 低め， -、〕 た 私 は 鳥渡 あなたに お 目 

にか、 つて、 色々 お話し 中 上げたり、 お 問き したりした 

いと 思った もの だから、 思 ひ 切って 鬮々 しく 上り 込んだ 

のです。 社長の ゐな いのは 勿怪の 幸と 思 ひまして ね。 

ひで まあ. では 初め つ から そんなお 積り だ つたの ^すか。 

W 分 え、. 少し！ E 險 過ぎました かね。 

ひで では 甚だ 失禮 です けれど、 どうぞ 直ぐお 歸 りなす つ 

て 下さい まし。 私 は あなたと かう して 用 もない のにお 話 

をして ゐる譯 には參 りません わ。 

W 分. まあ。 さう まで 仰 有らな くた つてい、 ぢゃ ございま 

せんか。 11 そ. ：5, なに 御 迷 _ ^なんです か。 

ひで でも 家の人 も ^ いて 居ります から。 11 

^分 い、 ぢ やありません か。 別に 惡ぃ話 をす るん ぢ やな 

し、 昔の 友達が ぼに 訪ねて 来て、 世間話の 一 つもして 歸 


らうと 云 ふだけ なんです からね。 11 それ も 外の 人なら 

兎も角- あなたと 私と は 一 つ 签の飯 を 食って、 一 つ 屋根 

の 下に 十日 近く も 居た 間柄なん ですから ねえ。 

ひで どうかもう そんな 前 の 事 は 仰 有らな いで 下さ いま 

し。 そんな 事 を 仰 有って、 私 を 苦しめないで 下さい まし。 

^分 (皮肉に) は k あ、 すると あなたの やうな 女で も 矢 

張り、 見捨 て た 前 の 仲間の 事を考 へる と、 心が 苦しくなる 

と 見えます ね。 11, 资太 家の 奴隸 に. ％ を 寶 つた 罰です。 

身分 不 相應な 結婚 を した 酬いです。 

ひで わたしもう あなたの 仰 有る こと をお 閗 きする 事 は 出 

來 ません 0 ど 、つ ぞぉ歸 りなす つて 下さい。 ぉ歸 りなす つ 

て 下さい。 (课， ^溜めて) あんまりで すわ。 あんまりな 

事 を 仰 有い ます わ。 

國分 さう まで 仰 有るなら 歸 ります。 (と 立ち かけて 〕 

が、 どうか それならもう 一言 だけ 云 はして 下さい。 —— 

今、 私 はつい こんな 惡ロを 申し上げ ましたが、 併し. こ 

れで 何も あなた を 苦し めに 來た譯 ではなかった のです 

よ。 それ どころ か 私 はいつ も、 あなたの 幸福 を 願って ゐ 

るので す。 而 して あなたが 一刻も早く、 かう 云 ふ 奴 

樣な 境遇 を脫 して、 再び 故鄉の 吾々 の 所へ 歸 つて 來 るの 

を 待って ゐ るので す。 i では 左樣 なら。 (と 去らう と 

す る) 
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ひで 國 分さん、 鳥渡お 待ち 下さい。 

國分 何です か。 

ひで わたし 其 中に ぜひ 一 つ、 あなたに お話しなければ な 

らぬ 事が ございます。 いづれ 其 時が 參 りましたら、 聞い 

て 頂きたい ので ございま すが。 —— 

國分 何です か 知りません が、 私に 關 係の ある 事です か。 

ひで え  >-、 さう です。 

國分 では いつでもお H き 申します。 

ひで では 左樣 なら e  (氣. ^取リ 直して) おせきさん、 お 

せきさん。 

(女中 登場。) 

ひで あのお 客樣 がお 歸り だから。 

國分 では どうか 社長さん に 宜しく。 

(國分 女中に 導かれて 退.： 1。 ひで は暂 らく 後ん-見送つ 

て、 つと 物 思 ひに 沈んで ゐろ。 とし子 奧 から 出て 來 

る C) 

とし あらもう お 客樣 はお 歸 り。 

ひで え X、 あの 何です か、 矢っ張り わたしで は 解らない 

事だった ものです から * 又お 留守で ない 時に 來て 下さる 

やうに、 さう 云って 返して 了 ひました の。 

とし さう。 —— あの方 は 職工 長の 國 分で せう。 

ひで .ぇ>1, さう でございます わ。 


とし あなた 前に あの方の 家に お居で なすった のぢ やなく 

つて a 

ひで え、。 あの ストライキの 時分 少しば かり。 •：•： 

とし あの人お 幾つ 位？ 

ひで わたしよ く 存じません わ。  • 

とし まだお ig りなんで せう。 

ひで さう らしう ございま すわ。 — でも、 どうして そん 

なに あの人の 事 をお きなさい ますの。 

とし だって、 ：：： あの人 は ストライキの 首領だった ので 

す もの" わたし どんな 人 かと 思って ゐ ましたの。 そんな 

に 怖く もない 人ね え。 - 

ひで さう でせ うか。 

とし さ うぢ やなく つて。 わたし もっと 髯の澤 山な 人 かと 

思って てよ。 だけど IT たけ は 少し 怖 いわねえ。 

ひで (» 味なげ に) さう です ねえ。 

とし あの人 あなたの 恩人です わね。 

ひで …； と 云 ふ 程で もないで せう けれど、 …… 。 

iL だって あの人が さきだち になって、 あなたの 爲に色 

色して 下す つたの でせ う。 (ひでの 籙,^ 讀む やうに) 

あなた あの人に 感謝して ゐ なくって。 

ひで それ あ 難 有い と 思って 居ります わ" 

とし たや それだけ？ 


主 場絲? 浦 三 
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ひで あら、 どうして？ 

とし いえ、 何でもな いんです けれど。 —— 

(しばらく 不. W なる 沈默。 玄關の 方で 戶の 鈴の 鳴る 音 

が マろ。) 

ひで あら、 ぉ歸 りの やうです わ。 (急いで 立 上ろ) 

とし さう ね。 

(二人 は ^.4 いで 玄 脇の 方 へ 出て 行く  。「お 歸ん なさい ま 

し」 と 口々 に挨 接すろ 犟が閗 えろ。 やがて 淳吉. ^先-.. i 

して， ひで、 とし、 女中ら 出で 来ろ 0) 

三 浦 (ひで に 外赛, ^渡しながら) 今日は 歸 りに 太 田の 所 

へ 寄って 来た。 お まへ が ® 日 工合が 惡 いやう だから、 來 

て 診て aK れる やうに 云って 来た 。 だ か らもう 直ぐ 來 る だ 

らう。 来たら 早速 一 つ 診て 貰 ふが い X。 

ひで ハ 少し 狼 犯して) あら、 だって わたし 何でもな いん 

です のに。 あれほど 何でもな いと 申 上げて ゐ るのに、 そ 

んな御 心 K に は 及びませんで したわ。 

三 浦 何だか 锊日 顔色が よくない やう だから、 まあ 見て 貰 

つ て S  くがい V よ" 

ひで 何でもな いんです もの * ほんと にい X ん です もの。 

(外丧 YS- 女中 LL 渡す。 女中 それ.^ 持って 退場) 

とし (つ i» いて 奥へ 行かう とする) 

三 浦 あ、 としさん、 お まへ に 鳥渡 話が あるんだ が。 


とし さう です か。 

三 浦 矢っ張り 太 田の 事 だが ね。 今 着物 を着換 へて 來 るか 

ら、 此處に 待って ゐ て吳れ ないかい。 

とし その 事なら 私 も 申 上げたい と 思った 所です から、 お 

待ちして 居ります わ。 では ごゆつ くりお 菌換 へな すって 

いらっしゃい。 

三 浦 ぢ やそれ から 寛いで 話さう。 (ひで に〕 今日は 之 か 

ち 又 鳥渡、 町長さん の處へ 行かな くち やなら ないから， 

い \ 方の を 出して お 吳れ。 

ひで はい。 (行き かけて) あの、 わたし どうしても 太 田 

さんに 診て 頂かな くって はなり ません の。 

一一 一 浦 さう して 僕に 安心 させて 吳れ るの だよ。 (とし子に) 

ぢ やすぐ 來 るから ね。 

(二人 は 奥の間 に 入る。 とし子 獨リ殘 つて 呆然と 物 

考 へて ゐる。 しばらくして 玄 11 の 方-..;. 俥の 來た 昔が し 

Y、 つ V いて ぺ 〃が 鳴ろ。 とし子 立って 出て 行く 0「 ま 

あよく いらっしゃって 下さいました」 と 云 ふやうな 挨 

拶が 開え ろ。 やがて とし子、 太 田 醫師， ^伴うて 登場。〕 

とし さあ、 どうぞ こちらへ。 

太 田 (少し は； ，1 かんで) さっき 三 浦 君から お 話が ありま 

したので、 今 丁度 手隙だった ものです から、 早速 こちら 

へさし 上りました 0 
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とし ほんと にお 早々 と， 難 有う ございました。 兄 も 只今 

歸 つた 所で、 奥で 着換へ をして 居ります から、 どうぞ 暫 

らくお 待ち 遊ばして。 

太 田 は あ。 . I 何だか ひで子 さんがお 惡 いやうな 話で し 

たが。 - i 

とし え、、 少し 惡 いの かも 知れません。 

(しばらく 沈默。 二人 は 額，^ 上げて、 偶然 視線. ^合せ、 

も わて ゝ それ,. 外ら して 了 ふ 0:> 

太 田 (思 ひ 切って) あの 僕の 事 はもう 三 浦 君から お 話が 

あつたと 思 ひます が。   - 

とし (惡 びれ すに) え、、 承って 居りました。 

太 田 それで ：.：. ？ 

とし それで、 .：： 私の やうな 不束者で も、 それまでに 仰 

有つ て 下さる のにつ け 上つ て， 我儘 を 申す やうな 譯 では 

ございま せんが、 わたし も- …… わたし 相應 にいろく 

考 へたい 事が ござ いまして、 今迄の びくに 御 返事 も 致 

しませんで したが、 どうぞ お 心に 背く や うな 事 を 申 上げ 

て も、 お許しな すって 下さい まし。 

太 田 い 、え。 それ ああな たの 一 生の 大事なん ですから、 

どうぞよ く/ \ お 考 への 上、 どちらと も 御 返事 下されば、 

私 も 彼是 思 ひ 殘しは 致しません。 それに 又實 際にして 見 

ますと >  あなたの 良人になる 資格が あるか どうか 怪しい 


もので， …… 只 もし 资 格が 少しで も あると すわば、 それ 

は あなた を 愛する 點に 於て、 どこの 誰に も 劣らない と 云 

ふだけ の 事なん ですから。 11 

とし あら、 そんな 事 を 仰 有って は、 私なん ぞ 何と 申して 

い、 か 解りません わ。 私なん ぞに はほんと に 分 に 過ぎ 

過ぎ てゐ るの は 解り 切って ゐ るの です けれど、 —— あら、 

御免下さい まし。 こ で こんな 事 を 申し上げ るので は ご 

ざいませんで したわ。 

太 田 僕 もこん な 話 をす る 積り ぢ やなかった のです が、 

厚顔し い 事ば かり 申 上げて 失禮 しました。 

とし い、 え、 私 こそ。 どうぞ 御免 遊ばして。 

太 田 では あの 私に はお かま ひなく。 

とし いえ、 あの、 …… 兄 も 直ぐです から。 …… それに わ 

たし 別な 話です けれど 少々 あなたに お 願 ひが ございます 

ので 0 …… 

太 田 改まって お 願 ひと 云 ふの は 何です か。 私で 出来る 事 

なら 何でも 致します が。 …… 

とし あの 妙な お 願 ひです けれど、 今日 あなた はお ひで さ 

んを御 診察 下さる のでせ う。 

太 田 え そのつ もりで 上った のです。 

とし あの、 おひで さん は 確に 御. ぉ氣ぢ やない と 思 ひます 

のよ。 わたし 確に 姙娠 「だと 思 ふんです けれど、 …… 


千)? F 絲^ 沛 H 
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太 E は あ、 僕 も そんな^だ らうと 思 ひました。 それで？ 

とし それで あの 妙な お 願 ひです けれど、 御 診察な すった 

上で、 何 ヶ月 位に おなり だか、 敎 へて 頂く 譯には 參りま 

すま いか.，" 

太 W そして どうな さるんで す 0 

とし わたし 叔 IS さんに 頼まれ ましたの。 

太 出 あ、 さう です か。 そんな 事なら お 易い 御用です。 尤 

も 診 したば かりで は. 確と した 所 は 解りません から、 

御木 人に お^きな さるが 一 番 です ょリ 

とし え、， それ もさう です けれど、 あなたの 方から もお 

： ^ひしたい のです から。 どうか ほんとの 所 をお 聞かせな 

すつ て 下さ い。 

太 出 えん、 畏 りました。 

奥より 出で 来ろ。) 

や あ、 もう 来て 吳れ たの かい。 知らずに 茶 を 一 ぱい 

飲んで たもの だから >  待た し て どうも 濟 まな か つ たね。 

太 m うむ。 丁度 手が あいて ゐ たんで、 取る もの も. 取り 敢 

へず 來た譯 さ。 …… どう だね、 御 病人 は〕 今 とし子さん 

に 伺 ふと、 さう 大した 事で はなさ さう だが、 …… 

三沛 うむ。 別に 惡 いと 云 ふぢ やなから うが、 どうも 樣子 

が fa^ 常ぢ やない と 思 ふから、 まあ 一 つ 診て やって 吳れ給 

へ。 さう すれば 俊 も 安心す るから。 


太 田 ぢゃ 早速 拜見 するとしょう。 お 部屋に ぉゐ でな のか 

、 0 

三 浦 うむ。 今 女中に 案內 させる から 待ち 給へ 0 

とし あの わたし 御案內 します わ。 

太 田 それ ほ 恐縮です な。 

一二 浦 だが としさん。 お まへ は 僕と.  

とし い、 え， あの 事なら 今 も 太 田さん とお 話したん です 

けれど、 もう 少し 考 へさして 頂、 きたいの よ。 いづれ 齒ぉ 

歸り になって からね。 

三 浦 さう かい。 (太 mLL) それ ぢゃ君 どうぞ K しく。 

とし (太 田に) では どうぞ こちらへ。 

太 田 どうも 恐れ入ります。 

(二人 奥へ 入ろ。 三 浦 一人-おって 二人， ^見送り、 少し 

笑，^ 含んで ゐろ。 そ、 - へ 奥から 父の 淳蔵 登場。) 

淳藏 淳吉" お まへ 一 人 か。 

一一. 一浦 え  >-、 さう です。 

淳藏 どう だな， 近頃 會社 の 方 は ， 相 謹らず 職工 に 耶蘇 敎 

の說敎 をして ゐ るかい。 

三 浦 (苦笑して 答へ す) 

淳 藏 昨日 も ある 處で、 倉庫 會 社の 前 島さん に會 つたが • 

あの人 も かう 云って 嗤 つて ゐ たぜ。 お まへの 遣り口 はま 

るで、 飼犬 を 座敷に 上げて 置く やうな もの だって。 犬つ 


lor, 
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て 奴 は 幾ら 食っても、 滿 腹す るって 事 を 知らないから、 

飼主が 吳れ \ は吳れ る だけ 食つ て 了って、 別に 難 有 かつ 

たと 云 ふ顏 もしな いんだ。 そして 終 ひに は それにつ け 上 

つて、 ちっと やそつ との 事 をし たんで は、 却って 手 を喷 

む やうになる だら うつ てな。 

一二 浦 嗤ふ 奴に は嗤 はして 置く がい、 です。 どうせ そんな 

頑固な 人た ちに は>  僕の 考へ なん ぞ 解る もん ぢ やな い ん 

ですから。 

淳藏 そこ だて" わし もさう 思って るんだ。 まったくお ま 

への 考へは 高遠 過ぎて、 俺た ちに は 解ら な いんだよ。 俺 

たち どころ か 誰に も、 肝心の 職； 上に も 解ら な いんだ。 

三 浦 それ あ 今迄 職工と 工場 主の 間に は、 色々 な惡ぃ 牆壁 

があった 爲に、 僕の 赤心から 盡 して ゐる事 も、 一時 は諒 

解され なかった でせ うけれ ど、 幸に 此頃は 職工 も 私に 信 

頼 を 持ち 初めた 樣 子です。 これから 私の 理想 も、 着々 實 

現の 緒に つくに 相違 ありま せ ん 0 もう 大抵 今 ま で の 施設 

で 惡ぃ所 は 除いた し、 新しい 設備 は そろ く. 效果を 擧げ 

て來 るし * 私 は此頃 心から 嬉しく 思って ゐ るんで す。 

淳藏 それ. 二、 構 だが、 どうも 收入は 餘り思 はしくな 

いやう だ わ どうせ その 理想と か 何とか 云 ふやつ は • 金 

に は緣の 遠い ものなん だら うが。 …… 

三沛 まあ 今に 御覧なさい。 私の 心が すっかり 職工に 解つ J 


て * すべての 職工が 私と 一 つに なって、 ほんと に 稱神的 

に ft い て吳れ る 時が 来れば >  生産高 はき つ と 今の^ 位に 

上ります から。 

淳藏 さうな つて 吳れ \ は 俺 も 文句 はない が， それが 駄々 

つ 子の 夢で なけれ あい & がね。 

三 浦 何でも {且 しう ございます。 私の 手に a 長の 權 利が あ 

る 間 は、 私の 好きに させて 頂きます。 而 して、 どうして 

も 私の 考へ が 行 はれず、 又 その 爲に惡 い 結果に でもな つ 

たら， その 時 改めてお 父さんのお 指 II を 仰ぎます。 今 そ 

んなケ チを つけて 頂かな くと もよう ございます。 

淳藏 それ あ 好んで 俺 も 云 ひたく はない が、 お まへの やり 

方が 子供 じみて ゐて、 先が 見えて るか ら 心配して ゐ るの 

だ 0 

三 沛 子供 じみて ゐても 何でも、 私 はやる だけ やり して 

見せます， - 御 心配 をして 下さる にしても， まだ 早 過ぎる 

かと 存じます。 

淳藏 それ あやる だけ やる の はい、 さ。 たと へそれ が駄 nw 

だった にしても、 お まへ 一 人の 修業に な るんだ から 0 1 . 

に 角お まへ ももう 少し 經 てば， 仁慈 一 點 張りで は 行か 

ない 事が 解る よ。 

三 浦 でもお 父さんの やうに 暴虐 一 點 張りで は潜更 行き ま 

ま V 


51： 磁 まあ さう は； K は. S もの だて。 今に わかる からな あ。 

( と 立 上 ろ ,) 

三鴻 さう です とも。 きっと 今に 解ります。 

(父 嘲笑.^ Si: べつ 、s 場。 入れち が ひ に 太 田 醫郎登 

3 

.0 あ &濟ん だかい。 どうも 御苦勞 だった ね。 それで 樣 

太 E  (妙な 笑 >5< 含んで) なに 心配す る こと はない。 あり 

や lig 氣ぢ やない よ。 却つ てお 芽 I 度 だ ぜ 。 

0 もりや あ 僕 も 感づいて はゐ たが、 ；… 

太 出 宰に 外に は 3： 處も惡 くないから、 まあ 精々 大切に し 

^へ。 猶 少し 君に 話したい 事が あるから、 暇 だったら 今 

山仪 にも 来て 吳れ ないか」 

0 それに とし子の も あるから、 今夜 町長の 處の歸 り 

におら う。 あれの iw! 事 を 魔ら して 行く よ 

太 E どうも 色々 濟 まない ね。 ぢゃ 是非 來 給へ よ。 今日は 

ゆ つ くりして ゐられ な いから、 僕 は これで 失敬す る 0 

0 さう.^ い、 忙し い 所 を 御 苦勞だ つ たね。 

太 E おや 大切に し 給へ 。あと で 健 £H 劑か何 かよ こすから、 

まあ そんな もので も 服用 させと き や あ、 顔色な ん ざ あ 直 

ぐ 癒ろ よ。 ぢゃ 失敬。 

(太 EgsM 玄 脇の 方へ 退場。 一一 ー沛 見送って 出ろ。 とし 


子 奥から 登場。) 

とし (見送って 屍って 來た三 浦-, i) 太 田さん はもう ぉ歸 

りに なって リ 

三 浦 ぁ&、 今歸 つたよ。 ぢゃ 約束に よって 話 を 聞かう か 

とし あの， わたし その 前に 一 つ 兄さんに 是非 伺 ひたい 事 

が あるんで すけれ ど、 聞いて 下す つて。 

三 沛 改まって 何 だい。 

とし 兄さん は 嘸お 厭で せう けれど， おひで さんの 事に 就 

い て 是非お 耳に 入れと かなく ちゃなら な い 事 が あるの 

よ 0 

一二 浦 どうしてお まへ はさう おひでの 事ば か り氣に す るん 

.-こ >  0 

/  、 

とし わたし 何も 氣 にす る譯ぢ やな いんです けれど、 11 

み んな あな た の 事 を 思 ふからば かりです わ。 あなたのお 

身に， 惡ぃ 事がない やうに と 思 ふば かりです わ。 

三 浦 それなら 難 有く 聽 くよ。 ー體 何. だい、 その 話って い 

ふの は。 

とし (改まって) 兄さん。 あなた は 心からお ひで さん を 

愛して ゐ らっしゃる わね え？ 

三 浦 それ は 云 ふまで もない 事 だ" 

とし で ほ あの方 は 兄さん を、 それだけ 深く 愛して ゐらっ 
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しゃる でせ うか 0 

一一 一浦 勿論 愛して aK れてゐ ると 思 ふ。 

とし ほんと にさう お信じに なって？ 

一一 一浦 うむ。 さう 僕 は 信じて ゐる。 

とし どこまでも おひで さんの 愛 を 純潔 だと？ 

三 浦 さう だ。 

とし もし こ \ に 兄さんの その 考へ を. 裏切る やうな 事. M 

が 在ったら どうします。 

三 浦 そんな 事資は 絕對に 在り 得ない ょリ 

I し でも あつ たら どうします。 あなた 以外に 愛 を 注 いだ 

證據が あつ たら どうします。 

三 浦 そんな も G はあり 得ない と 云つ てる ぢ やない か。 

とし ぢゃ 申します がね。 これ は 勿論 證據と 云 ふ 程の こと 

でない かも 知れません が、 私 どもに はどう も 不思議で な 

ら ない 事が あります 。聞いたら 兄さん も きっとお 驚きな 

さるに 違 ひありません わ" 

三^§ 何 だ。 云って 御 &r」 

とし 兄さんが あの方と 結婚した G は. やっと 三月ば かり 

三 浦 さう だ。 が、 それが どうしたの だ" 

とし あのお ひで さん は 只今 姙娠 して ゐ らっしゃる わね。 

一一 .沛 それ は 薄々 僕 も 知って ゐた。 


とし 太 田さん によく お聞きな すって？ 

三 浦 別に 精し く 聞かない。 只袵娠 だと は 云って 行った U 

それで？ 

とし あのお ひで さんの 姙娠 は. どう 見ても もう 五 ッ月位 

なお 腹です よ。 

三 浦 五 ッ月位 だって？ 

とし それ 御 i4 なさい。 その 通りお 驚きな すった でせ う。 

やっと 三月 前に 結婚な すった 方が * 五ッ月 位な お腹 をし 

てゐ らっしゃれば、 誰が 見た つて 不思議で すわ。 

三 浦 でも 確に さう と は 解らない ぢ やない かリ 

とし 太 田さん も 其 位 だって 仰 有って よ。 11 五ッ月 前つ 

て 云へば *  丁度 あの ストライキの 時分 か、 邏 くても あの 

方が 病院 にゐ らした 時分です よ。 

(しばらくの 問。 とし子勝^？^ったゃぅに見守ろ。) 

三 浦 (少し 悲痛な？ 使で) ぢゃ 別に 不思議 はない；：' やない 

か。 

i し どうし て不 ぢ やな いんです の。 

三 滞 その 頃から 僕 は あれ を 愛して ゐ た" 

とし では あなたに 覺 えが あるんで すか- 

三 浦 (低く、 併し はつ-き リと) 恥 かしい 話 だが、 ある。 

とし (意外な 答-し 驚いて) まあ さう です か。 

三 浦 (资， ！：； な 親，^ 上げて) 話 は それだけ かい。 


二 ヒナる 絲ま; 三 
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とし え、。 では、 も、 っ巾 し 上げる 事はありません 0 

(二人とも しばらく 沈默。 各々； i> つと 考へ 込む。) 

とし (突然 t ステ "カルに) 兄 ざん。 疑って 濟 みません 

でした。 どうぞお 許し 下さい。 そして 存分に 叱って 下さ 

い。 わたし ほんと に 心まで 醜い女 なんです。 手柄顔に お 

ひで さんの 缺點を 探し 立て、、 それで あなたの 愛 を 動か 

さう なぞと 思った の は、 ほんと に 何と 云ふ淺 ましい 心根 

だった のでせ う。 わたしに は 今やつ と 兄さんの おひで さ 

んに對 する 深い 愛が 解りました。 そして 私なん ぞは 到底、 

兄さんの 愛 を 受ける 资格 のない の を 知りました。 私が 今 

まで 太 W さんの 緣談を 延びく にして 承知し なかつ た 心 

の に は、 いっか あなたの 愛 を 受ける 機 が ある の を 、 

ひそかに！ iF して ゐ たからでした。 併しもう そんな 事 は 思 

つても 恥し うご ざいます。 あなたの おひで さんに 對 する 

愛 は、 ずっとく 深いんで す もの。 

三 浦 さう お まへ が 打 あけて 吳れ ると、 却って 僕が 恥し い 

位 だ。 

とし わたし も、 つ 決心し ました。 そして 兄さんのお 勸め通 

り、 太 田さん の 所へ 嫁ぎます。 あの人 は あれほど 迄に 仰 

有って 下さる のです から、 私 も 出来るだけの 愛 を あの方 

に献げ ます。 ですから どうぞ 今迄の 事 はお 許し 下さい。 

三 浦 それ ぢ やさう 決心して 吳れ たかい。 それで 僕 もやつ 


と 重荷 を 下した やうな 氣 がする よ。 

とし 兄さん！ お許し 下す つて。 

三 浦 あ 僕の 方 こそ！ 

(二人 は！ 3.^ 墩の眼 vJ- 見合せ る。 しばらく 間。 奧で 母の 

とし子 vs^ 呼ぶ 聲 がする。) 

とし はい。 (立 上ろ) 

11 一浦 ぢゃ 今夜 太 田へ さう 云って い X ね。 太 田 もき つと 喜 

ぶよ 0 

とし (徵 笑して) どうぞよ ろしく ね。 (退場) 

(三 浦 一 人-,, L なると 氣が 弛んで、 思 はす 悩 しげな 吐息 

,^-なし面ふ伏せて思ひに沈む。ゃがて氣,^取リ^^して、 

微かに 「さう だ。 矢つ 張リ 許さな くち やならない」 と 

獨語 すろ。 しば.， つくして 手，^ 叩いて 女中 呼ぶ 0) 

女中 (登場) 何で ございま すか。 

三 浦 あの 奥さんに ね。 これから すぐ 出掛ける から、 羽織 

と 袴 を 持つ て 来る やうに 云って お 吳れ。 

女中 はい 畏 りました。 (退場) 

(しばらくして ひで子、 羽織と 袴，^ 持 つて 靜 か .U 登 

場。) 

ひで もうお 出掛けで ございま すか。 

一二 浦 あ  鳥 腔 行って 來る。 

(二人 は つて 著せたり 奢たり すろ。〕 


no 
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ひで G 效ぜ 終ろ と共に、 決心した 語調で) あのお 出掛け 

に な る 前 に わたし 是非お 話しな くち やならない 事が ある 

ん です 力  

三 浦 (あろ 豫 期の 心 持, 4- 匿して) 何 か 大切な 事で も ある 

のかい。 

ひで え >-。 是非 申し上げ なくち やなりません の。 あの、 

…… 私の 身に 就いての 事なん です けれど。 

三 浦 そんな 事なら 歸 つてから ゆっくり 話しち やどう だ 

、 0 

ひで いえいえ， 只今 是非 申 上げな くち やなりません わ。 

もう 此儘 一 刻で も默っ て ゐる事 は 出来ません わ。 I— あ 

の、 わたし あなたに 對し てほんと に濟 まない 事 を 致し ま 

した。 (泣き 乍ら〕 申し 譯 のない 事に なって 了 ひました。 

三 浦 (悲痛な 面 持で) 濟 まない つて 云 ふの は、 ひで子、 

お まへ の 腹の 子の 事 を 云って ゐる のかい。 

ひで あの， ：… それ をもう  ？ 

三 浦 お まへ が 身 持 だと 云 ふ 事 は、 さっき ある 人から 聞い 

て 知って ゐた。 

ひで では 今日 太 田さん から、 すっかり お聞きな すって。 

S 浦 いや、 太 田からで はない。 が、 とに 角お まへの 姙娠 

が、 五 ッ月位 だと 云 ふ 事 は 聞いて 知った。 お まへ それ は 

ほんた うかい。  j 


ひで はい o( 泣 崩れろ) どうも 濟 みません でした。 わた 

しもと から あなたの 妻に なれる 身體ぢ やな か つたので 

す。 

三 浦 ぢゃ あそれ が 初めから 解って ゐた のかい。 姙娠 して 

ゐる のが 解って ゐ ながら. 僕の 所へ 來た のかい G 

ひで い- -ぇ、 い  え、 いくら 恥知らずの 私で も、 まさか 

そんな 事 は出來 やしません わ。 あの、 見える もの は兑ぇ 

ませんで したが、 ほんの 一時の 障り だと 思 ひまして。 そ 

んな 事よりも わたし、 あなたのお 傍へ 參れ ると S| ふと * 

胸が 一 ばいだった ものです から。 —— それだけ は 眞資で 

ございま すわ。 

三 浦 さう かい。 ——— だが その 相手 は 誰 だい。 併し これ は 

何もお まへ を 咎める ために 問く んぢ やな いんだよ。 た V 

念のために 閗 いと くだけ なんだ。 

ひで ■ 分さん です。 

三 浦 そしてい つ 頃。 

ひで あの人の 家に ゐた 時分です の。 ある 晚 夜中に ふと 股 

を さまして 見ます と、 いつの 間に か あの人の 身體が 私の 

傍に ゐ たんで、 わたし はほんた うに 吃驚し ましたの。 わ 

たし それつ きり 何も 覺 えち ゃゐ ません。 

三 浦 さう かい。 僕 はお まへ がさう 打ち あけて SK れ たの を 

感謝す るよ。 
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ひで いえいえ。 どうぞ そんな 事 は 仰. 一?; ら ずに 下さい まし。 

かう 何もかも. S. し 上げた から は、 わたし もうお 家に はゐ 

られ ない ものと 決心して 居ります。 ですから どうぞ 御存 

分に おほめに なって * どこ へ でも 突き出して 下さい まし 0 

どうぞお 心の 癒える まで、 打つ とも 蹴る ともなす つて 下 

さい まし。 それが わたしのお 願 ひで ございます。 せめて 

あなたに 叱つ て 叱つ て資 めさい なんで 項ければ、 この 心 

が 幾分で も？ ます。 而 して どう ぞ御 離緣な すって 下さ 

いまし。 

一二 浦 (決然と) おひで！ お まへ ほ 何 を 云って ゐ るの だ 

い。 お まへ は 俺の 愛 を 信じない のか。 俺の 心が お まへ に 

はま だ 解らない のか。 

ひで (男の 成 厳に 打 たれて 叙，^ 上げろ) 

一一 ー沛 おひで。 お まへ は 僕が 先刻 ある 人から、 お まへの 赃 

娠五 ヶ月に も 係らず、 知らずに 捨て \ 置く のかと 云 はれ 

た 時， 僕が 何と 答へ たと 思 ふ，。 僕 は 其時卽 蹈 に、 お まへ 

が lis 院にゐ た から、 お まへ を 愛した 覺 えが あると 答へ 

た 位 だよ。 たと ひお まへの. ij- の 過去に 暗い 所が あっても、 

僕のお まへ を 愛する 心に 變り はな いんだ。 僕 はもと より 

お まへの 過去 をす つかり 許して ゐ るの だ" 

ひで (s,^ ふろ はして 泣きつ 》) 濟 みません 。濟 みませ 

ん 0  ！ 


三 浦 おひで。 考 へて 見る と 僕たち も、 初めから 幸福な 一 

對 ではなかった ねえ。 世間の 人から は嗤 はれ、 家の 者 か 

ら は反對 されて、 やうく 此處 まで 切り 拔 けて 來 ると， 

又 こんな 試練が 待って ゐ たんだ。 が、 僕 はこん な 事に 敗 

け はしない よ- もっとく 苦しい 事で も耐へ 忍ぶ よ" 僕 

らは旣 に 萬 難を排 して 結婚した のぢ やない か。 この 後と 

て も 萬 難を排 して 一緒に ゐな ければ ならな いんだ。 い > - 

かい 解った かい。 

ひで はい。 ——1 です けれども わたし. …… 

三 浦 僕の やうに 遠く 理想 を 目 ざして、 絕 えず 進まう と 云 

ふ 人の 道 は、 どうせ 酬 いられない 琳 しい 道なん だ。 僕 はも 

とより それ を覺 悟して ゐた。 併し 僕 はお まへ を 得た 時-天 

が 僕に 僕の 覺恰 を嘉し て , お まへ とい ふ 道連れ を 授け て 

下す つたの だと 思った。 そしてお まへ を 理想 實 の 象徵 

の やうに 思って、 どんなに 辛い 時で も 慰められて 來 たの 

だ。 何に 破れ、 何に 失敗しても 僕に はお まへ が ある。 お 

ま へ が ある 中 は、 僕の 理想 も 破 達しな いと 思って ゐた の 

だ。 —— お ひで 。お まへ がさう して 僕に 離婚 を 要求す る い 

ぢ らしい 心根 は、 僕 も 泣きたい やうな 思 ひで 察し てゐる 0 

併し こんな 事で 二人 ほ 離婚なん ぞ出來 やしない ぞ。 そん 

な 風に 考 へたら お まへ は 僕 G 愛 を 見 違 へて るの だ。 

ひで それ は 解って 居ります けれど * ；… 
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三 浦 おひで 。お まへから をん な 事 を 云 ひ 出さないで， ど 

うか 僕と 一 緖にゐ てお 吳れ。 今お まへ に 去られたら 僕 は 

どうなる。 僕の 生活 は、 僕の 事業 はどうなる。 僕の 献身の 

事業が、 僕 に 最も 近 い、 足 許の 家庭 の 破綻 か ら初ま つ て 、 

すべ てが 根本から 覆されたら どうなる。 お ま へ は 僕の 理 

想の 柱石なん だ。 中心なん だ。 だから どうか 居て 吳れ。 

廣には まだ，/ \  .  J んな事 を 忍ぶ 力が ある んだ。 まだく 

大きな 苦しみに 堪 へる 力が あるんだ。 お まへ の 心 は 解つ 

て ゐる。 だから どうか ゐて 吳れ。 ね a ね。 解った かい。 

ひで (微かに) わかりました。 

三 浦 ぢゃ 決して 捨鉢な 心 を 起しち やい けない よ。 い  >- か 

い。 その 腹の 子 は 飽く迄 僕の 子なん だからね。 

ひで ほんと に、 ほんと に濟 みません。 

三 浦 ぢゃ僕 は 行って 來 るから ね。 淚を 拭いて、 安心して 

ゐ るんだ よ。 ぃ& かい。 (時計^ て) あ. -遲 くな つ 

た。 ぢゃ 行って 來 るよ。 

ひで では 行って いらっしゃ いまし。 

ai 人ば 玄關の 方へ 出て 行く。 やがて ひで子 は 獨リ淚 

,^拭さ乍ら^^っ て 來ろ。 、すてた 衣 物.^ 墨み かけて * 

思 ひ 出しむ やう に 嗚咽 マろ。 夕 11 が室內 に 忍び入って 

隅 々 はもう 物色し 難 いほ ど^ い 。ン 

ひで (泣き 乍ら かすれ （-LL 口走る) あ、 は 云って 下さ 


る けれど * …： 此儘 居ち や あどう しても 濟 まない。 

どうしても 濟 まない。 (と 位き 崩れろ。 やがて 決心し な 

やうに 額.^ 上げて) さう だ。 •：•： 矢っ張り さう しょう。 

…… 此儘 居ち や あどう しても 濟 まない。 

—— 幕 —— 

第 四 幕 

職工 長 國分贫 治の 家。 

舞裹は 第 一 菽に同じ。時は前幕ょリ数時間後の^^。 11 

幕 あくと 寅 治微醉 プゃ帶 び て， 例の 如く 凝視の 姿勢 か 級 

けて ゐろ。 其 眼 は 相 變らす 「反抗」 LL 輝いて はゐ る-か、 

其 姿に は うら 淋しげ な 影が あろ。 おつな. かそ こへ 訪れ 

ろ 0 

つな (戸 r 小 開けろ〕 今晩は。 

國分 あ、、 おつな さんか。 T 度 淋しがつ てた 所 だ。 まあ 

人って 話して 行かない かい。 

つな (入り 來ろ) まあ、 今夜 は 珍ら しくお 酒 を 飲んで る 

のね。 一 £ 吧 とうした の。 

國分 (二 合 入の 姚子^ 示して) な あに 健 かこれ だけよ リ 

^8人眞似をして飮んでみたが、 ちっとも 面白くな り や 

しない。 
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つ な 何 か お 酒で も飮ま なくち やなら な い 譯がぁ つたの 0 

— 又お ひで ちゃんの 事で も 思 ひ 出した んぢ やなく つ 

てリ 

阈分 馬鹿 あ 云 ふない。 おひでの 率なん ざ あ、 何とも 思つ 

ちゃ ぁゐ ない よ。 あいつ あもう 今ぢゃ あ、 立派な 社長の 

奥さん ぢ やない か、 こち とら は 人種が 異 ふんだ。 御 立 1^ 

な 玉 の 興に お If ん なすつ たんだ からな。 

つな 何とも 思つ ちゃ ゐな いって 云 ひ 乍ら、 あんな 厭味 を 

云って るよ。 そんな りく どい 事 を 云 はないで、 いっそ 

未練が あるなら あると、 はっきり 白狀 してお 了 ひよ。 其 

方が よ つ ぼ ど 胸が. 興れる わ。 

^分 何 を 云って やが るんだ U 未練なん ぞ あつ て堪る もの 

か。 もう 顏を 見る の も. 臉 だよ，、 

つな 顏 を：^ るの も. 厭 だって * お まへ さん 其 後 あの人に 會 

つたの。 

^分 うむ。 ぽ はな。 今 3 あいつの 家へ 行つ たんだよ。 而 

して ti? 渡钫 つて 來 たんだよ。 

つな まあ， お まへ さんが 出かけて 行った のリ 

W 分 な あに 社長の 所へ 用が 有って ね。 出かけて 行って み 

ると * これが 留： 寸 なんだ。 そこで ふいと 思 ひついて ね。 

$ を 幸 ひと、 奥さんに お 目に か、 り 度 いと 申入れ た の 

さ 0 


つな で、 おひで さん は 出て 来て。 

國分 うむ。 出て 来たに は 出て 来たが， いやはや、 劎もほ 

ろ、 の 御 挨投さ 0 さ すが に 社長 の 奥さんに な つて 了 ふと * 

見識が 違 つた もの だと 思って ねえ C 

つな まあ そんなに 高ぶって ゐ るの。 

國分 當人 高ぶって ゐる J!0 りぢゃ あるまい けれど >  餘りそ 

つけなく 歸れ くと 吐し やが るんで、 俺 も少々 腹が立つ 

たから、 二三 言 .51^ 口 を 叩きつ けて やった。 

つな そしたら どうして。 

S な あに それだけの 事 だが ね。 11 さう して 歸れく 

つ て 追 ひ歸し 乍ら、 いづれ 話さな くち やならぬ 事が ある 

か ら . 其 中 に 行く つて 御挨 接な んだ。 

つな 隨分咸 張った ものね え。 話って 何が あるんで せう。 

國分 大方 一生 俺に 来ないで 吳れ とで も 云 ふんだら う。 で 

なきや あ 昔の事 を 口止めで もす るんだら うよ = . I - 此の 

俺の 口， が 一 つ， U れゃぁ • 大きな 面 をして 社長の 奥さんで 

ございと 云へ なくなる か も知れ；^^ いんだ か らな" 思 へ ば 

あの 社長って 奴 も 馬鹿な 奴よ 他人のお 古 を 頂いて • 難 

存 がって ゐ るんだ からな。 

つな 大 さ- 「家で は强 いのね。 さう 面と 向って 云って おや 

りに なれば い k のに。 

國分 ほんと に今考 へる と 云つ て やりたい やうな 氣も する 
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ひで (戶 1 ^開けて 入り 來ろ" 蒼白な 级 1^ して ゐろ) わた 

くしで ございます。 

國分 おや あなた は、 …… あなたでした か。 (强 ひて 驚き 

1^ 隱 して 冷淡！， 0 何 か 此處に 御用が あるんで すか。 

ひで はい。 今日 先刻 もお 話し 申 上げた 通り、 少々 あなた 

に 聞いて 頂かな くち やならぬ 事が ございまして、 それで 

わざ <\. 參 つたので す。 いよくお 話しな くち やならぬ 

時が 来たので す。 

國分 は \ あ、 さう です か。 それ は又餘 りに 早く 來 たもの 

です ね、 先刻 は あんなに までして： S ひ歸 した 位 だから、 

まだな か /\ 御光來 に はなる ま いと 思って ゐ ましたよ リ 

ひで 私 もこん なに 早く 上らう と は 思 ひませんでした。 け 

れど . 是非が な い 事 だか ら 仕方が ありませ ん。 

國分 是非がない と 仰 有ろ から は * 餘程 重大な 御 W だと は 

思 ひます けれど、 社長の 奥さんと も あらう 者が、 今時分 

1 人で こんな 處へ おいでになって は、 お 家に 濟 まなく は 

. ございま せんか。 幸 ひ 誰も 見て ゐる ものが ございません 

から、 今の 中に、 默 つてお 歸 りなす つたら 如何です。 誰 

かに 見られて 知られで もす ると、 お 家の 方が 不首尾に な 

り やしま せんか 0 

ひで わたしもう 家の 事な ぞは考 へて は 居りません。 た r 

是非 一 度 あなたに 聞いて 頂きに 參 つたので すから。 


が、 まさか 俺 だって さう は 云へ ないから な。 

な 矢っ張り 弱味が あるからで せう o 

分 の a§tl^ 力？ 

な 惚れた 弱味 さあね。 

分 馬鹿 あ 云 ふない。 誰が。 11 

な い、 え、 きっと さうよ。 さう に 違 ひない わ。 

國分 何 を 云って やが るんだ。 

つな さう だ わ。 さう だ わ。 きっと さう だ わ。 

國分 うるさい な あ" 餘り餘 計な 事 を 云 ふと 追 出す ぞ。 

つな ぢ やわた し歸る わ。 だけどお まへ さん 隨を ついても 

駄目よ。 ちゃんと 未練が 顔に 出 るんだ から。 (立 上ろ) 

E 分 まだべ らく 云って やが るの かい。 

つな もう 何にも 云 はずに 歸 つてよ。 左 機なら" (戸口の 

さ.、) だけど 國 分さん 。お ま へ さん 自暴 酒 だけ はおよ し 

ょゥ 見っともな いし、 體に さはる からね。 左様なら。 

(戸ん」 急 LL 閉めて 去ろ) 

國分 餘計 なお 世話 だ。 馬鹿め！ 

(彼 は 又お つなの 一一 一 5 葉に 胸中の 悶え，^ 大きく して、 錢 

つて ゐた洒 1 小 綾け ざま LL 煩ろ。 さう して 叉 もや 例の 凝 

視の 姿勢に 51 ろ。 長い間。 戶の 外で 女の 聲 がする。) 

ひで (外から) 御免下さい。 

國分 誰れ です。 お 入ん なさい。 
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s: 分 一 體ぁ なた が 私に 用の ある^はな いんです がね。 

ひで .S. し 上げる 前にお 斷 りして， 避きます が、 わたし ほそ 

れを あなたに お話した からつ て、 別段 その 償 ひ をして 頂 

かう とか、 後始末 を して 下さいと か 云 ふの ぢゃ ございま 

せんから、 そこ は 御 心配 下さらなくても {且 しう ございま 

す。 た^わた し は それ を 申し上げな いと、 どうしても 自 

分の 心に みません し、 思ひ殘 りになる からで ございま 

す 0 

ra: 分 妙に 改まった 前置なん ぞ して、 ー體 それ は 何 だと 云 

ふので す。 

ひで (低く、 供し 明^に) わたし 姙娠 して 了 ひました。 

お腹に ゐ るの は あなたの 子です。 

N 分. 何 だって。 S-LL^ 々しい 首 葉-しなろ) 俺の， …… 

俺の 子 を 孕んだ つて。 馬鹿 あ 云つ ちゃい けない。 そんな 

話が ある もの か。 いくら 天道 樣が 惡戯 好きだって、 そん 

な箬が ある もの か。 

ひで でも^ lit ですから 仕方が ありません。 私のお 腹 は 五 

ッ 月です。 あれから 丁度 五ケ 月になります。 

g 分 併し それが 確か かどう か 解らん ぢ やな いか- 

ひで い、 え 私が 第 一 さう 思 ひます し * お 師樣 もさう 仰 

有った さう です。 其 上 家の人まで さう 氣附 いて ゐ ます。 

ぽ分 ふうむ。 かい。 (と考 へ 込んで ゐ たが、 突然 奇 


妙な 笑錄 舉げ て) は \k\、 皮肉な 天 だな あ！ 俺 

の 子 を 持って、 社長の 處へ 嫁に 行く なんて U 勞働 階級 か 

ら ^«本家 に 持 つ て 行く に し て は 、 まるで 結構 過 ぎる 位 結 

構な 持參 だ。 は、 i  X。 

ひで (级. < ^そむけて 聞いて ゐ たが) まあ， よく あなた は 

そんな 事 を 云って 居られます のね。 11 それ は 成程 あな 

たのお 言 紫の 眞似を すれば、 持つ て 行く 時には 結構な 持 

參 金で せう けれど、 持って 歸る 時には 猶更 結構な 手 切 金 

でせ うからね。 

國分 何？ それ ぢ やお まへ は離緣 されて 來 たの だな。 

ひで (冷然) い \ え。 

國分 ぢゃ あどう したんだ。 家の人 は 何と 云 ふんだ。 

ひで あの人 は 立派に 許して 下さいました。 私が 何もかも 

打 g けたのに 對 して、 一 言 も 咎め 立なん ぞ せずに 許して 

下さいました。 

國分 ぢゃ あもう 俺の 事 も 云った の だな〕 

ひで え 眞っ 先き に； K はなく ちゃなら ぬ 事です もの。 

國分 それでも 許す と 云 ふの か。 お まへ を 元の ま > に 妻と 

して S くし、 俺の 子 を 自分の 子と して 育てる と 云 ふの か。 

ひで え.,、 さう 確かに 仰 有い ました。 

國分 それ ぢ やお まへ は 此處へ 何し に來 たの だ。 

ひで ですから 先程 も 申し上げた 通り、 只 それだけの 事 を 
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聞いて 頂く ためにです。 

國分 お まへ が 此處へ 来る 事 は、 家へ 云って 来たの か。 そ 

れ とも 家で は 知らない のか。 

ひで 家で は 知りません。 默 つて 出て 來 ました。 

國分 ぢゃぁ 家へ 知れたら どうす るの だ。 そのため 折角 許 

された もの を 許され なくなったら どうす るの だ 。お まへ 

が 今時分 此處 へ 來た と 知 つたら、 い くら お人好し の 社長 

でも、 二度 は 許さない かも 知れな いぢ やない か。 

ひで ですから それ も 先刻 申し上げた 通り、 仕方がな いと 

覺 悟して 居ります。 さうな つたら 家へ 歸らな いば かりで 

すリ 

國 分 而 して 此 處にゐ ようと 云 ふの か。 それで 俺の 處へ來 

たの だな。 

ひで い \ぇ>  それ も 先刻 申し上げた 通り、 …… 

國分 (皆まで 聞かす 興裔 して) 併し 俺の 處へ尻 を 持ち込 

ん だって、 今更 俺の 知った 事 ぢゃぁ 無い よ」 先刻 はお ま 

へ の 家 を 出る 時、 い つ でもお ま へ が歸っ て來れ あ， 喜ん 

で迎 へる やうな 事 を 云った が， あれ ぁ當 座の 御座な り だ 

よ。 誰が 一 旦 他人の 妻に なった 女 を" 難 有が つて 頂戴す 

る もの か。 俺 は あの 甘い 社長と は ss- つて、 お まへ に 惚れ 

ちゃ あ 居な いんだ からな C 今更 身持ちのお 世話なん ざ あ、 

眞平 御免 を 蒙る よ。 


ひで だから あなたのお 世話なん ぞぉ願 ひしません。 

國分 ぢゃぁ 何 處へ行 くんだ。 

ひで どこへ でも 參 ります。 

^分 どこへ でもって？ 

ひで どこ だか わかりません。 た^ 行く 處 まで 行く でせ う。 

國分 お まへ どうかし てるね。 

ひで どうもして やしません。 

國分 お まへ まさか 死ぬ 氣ぢゃ あるまい ね。 

ひで (淋しく 笑って) わたしに 死ねます かしら。 

國分 そんなら 何故 家 を默っ て 出たり する の だ。 許し て S. 犬 

れ たの を 何故 又壤 さう とする の だ。 お まへ は 第一 此處へ 

來る のが 間違って ゐる。 だから 早く 家へ 歸る がい、。 許 

し て 吳れた も のなら ば、 平氣で 許されて るが い. 1 ぢ やな 

いか。 

ひ で あ の 人が 幾ら 許し て 下す つても， わたしの 心 が 許 し 

て 頂けません。 あの人の 博い 愛の 心に つけ 入って * わた 

し は この 汚れた 身 體 を 許し て 頂く に 忍びな い の です。 あ 

の 人 は それでな くと も、 色々 な 苦勞が 多過ぎる のです も 

の。 わたし は 其 上に 忍ぶ ことの 出來な い 苦しみ を 持ち 込 

む 事 は出來 ません わ。 

國分 併し， それ は 當然ぁ \ いふ 種類の 人間の、 脊負 はな 

くち やなら な い 重荷なん だ。 い \ から W むだけ 苦 ませ て 
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やる がい、。 さぅ云ふ^？^でにも苦まなければ、 贅淨 すぎ 

る 求なん だ。 い >- から 歸れ 歸れ。 さう して 幾らでも 苦 ま 

せて やれ」 俺に は 今、 あれが お まへ を 許す と 云った 苦し 

い 心 持が よく 解る ぞ。 苦しがれ >  苦しがれ。 これが お ま 

へたち の 天刑 だ。 资 本家^ 級に 居る もの k 天罰 だ- さあ 

お まへ は 歸れ。 眞っ 直に 三 浦の 家へ 歸れ〕 

ひで あなたの 只今のお 言葉で、 あなたのお 心 持 はよ く 解 

りました わ。 あなた は 御 自分の 主義の ために は、 どんな 

酷 い^でも 半氣 でな さるお 方な のね。 私 は 勿論 歸 ります。 

到 まあな たの 處 になん ぞ 居られません わ〕 そしてお 言葉 

通りに 歸 ります わ。 けれどもぁなたのぉ0^み通り、 あの 

人に 苦しみ を與 へる ために、 歸 るか どうか は 解りません。 

G ぶ-上って) では 左樣 なら。 

W 分 あ、 左様なら。 —— もうこれ つきり <W3 はない から、 

お まへ も たっしゃで ゐ るが い、。 

ひ で 難おう 。 あな たこ そ 御機^ よ う 。 

(ひで W かの やう- IL  33 て 行く  。國 分し ばらく.： JJ^ 然として、 

E めて 去った あとの a- 口 1せ 眺めて ゐ ろ。) 

2 分 ( 一 つ ほっと 吐 a-,^ して) あ、 あ、 又 酒が 醒めち ま 

ひやが つた。 (と 残って ゐた 洒，^ ろ) 

(何となく 不 おな iT 職 H 中 村人 リ來 ろ。) 

巾 村 网 分さん" お 家 かい。 


闽分 や あお まへ さんか。 まあ 入らない か。 

巾 村 (入って 來て) 今 あなたの 處から 出て 行った 女の人 

は 誰です い？ 

國分 お まへ 會 つたの か。 どっちへ 行つ たんだい。 

中 村 そこの 處で會 つたが * 向う の 踏切の 方へ 行？ ました 

よ J 

國 分 ふうむ。 少し 訝し いな。 

中 村 どうしたんで すい、 ー體。 

國分 なに、 あり や あ 通りすがりの 女なん だが ね- 今 道 を 

聞いた から 敎 へて やった の だが、 …… (.11; 一 a すろ やうに〕 

それ ぢゃ暗 い んで 間違 へ た ん だな 】 

中 村 さう です かい。 

國分 (凡てん- 拂 ひのけん とすろ 如く 盃の 滴ん. - 切って) ど 

うだ U ー盃 やらない か。 

中 村 や あ、 今夜 は 珍ら しい 御馳走で すな。 ぢゃぁ 一 ベえ 

項き ませう かな。 (K^VJ- 取る) 

國分 (注ぐ。 洒 僅かし か 無し) や あこ いつは 濟 まなかつ 

たな U  —I ねえお い 中 村。 濟 まない が、 濟 まない 序に も 

う 一 っ濟 まないで 吳れ ないか。 

中 村 どうす るんで すい。 何 を 云って るんで すい。 

0  (徳利 1 化； つて 見 1^ て) どうか こいつ を 一と 走り 頓 

みた いんだ。 少し 遠い けれど 端れ の 三河屋 まで 行って. 


主 絲製 ilB; 


俺から だと 云 や あ、 通 ひで 寄越して 吳れ るんだ。 一升ば 

かり 頼む。 俺 はもう 一 二 合で 澤山 だから、 あと は みんな 

お まへ さんに 御馳走 すら あ。 祝 ひ 酒 だか 自暴 酒 だか、 弔 

ひ 酒 だか 知らないが、 兎に角 一 ばい やらな くち やなら な 

ぃ譯が あるんだ。 

中 村 へ &ぇ。 さう です か い。 そんなら 一 つ 行つ て 來て上 

-寸 やせう 0 

(中 村德 利，^ 下げて 出て 行く。 や 、長き 間。 おの やう 

やく 更け 行く 氣 配が する。 らくして 三 浦 淳吉、 若 ざ 

めた ろ 鼓と 血走れろ 眼 にて、 戶 口の 處 へ 《一 や. さ 現にれ 

ろ。) 

一一 一浦 失敬。 (入って 來て見 巡し 乍ら) 早速 だが、 此處へ 

僕の 妻が 來^ しなかった かね" 

國分 あ- 誰 方 かと 思ったら 社長さん です か。 まあ どう 

ぞ お上りな すって。 

三^§ いえ。 さう しちや 居られません。 —— あの、 ほんと 

に 妻が 此方へ は來 はしませんでした かね。 

國分 (云った もの かどう かと a ひ ひ 乍ら) 奥さんです 

か。 さう です ね。 

三 浦 (强 く〕 來 ませんで した かね。 

^分 いえ. え、 と、 もう 少し 先刻- 鳥渡お いでに なり ま 

した 0 


一一 一浦 (急き込んで) そして どうしました。 

國分 (もうす つかり 決心して〕 何だか 私の 子 を 孕んで、 

あなたに 濟 まぬ とか 何とか 云って ゐ ましたが、 私 は 論し 

て歸 しました。 おとなしく 歸っ て 行き ましたから- もう 

彼是お 宅 へ 著い た 時分と 思 ひます。 

三 浦 いえ 併し、 確かに 宅へ は 屍って 来ません。 眞っ 直ぐ 

に歸 つたなら ぶつ つかる 箬 です が、 中途で も會 ひません 

でした。 あれ はきつ と 何處か 外に ゐ るので す。 

國分 では ひょっとすると、 —— (と^,^*见合ぜろ) 

三 浦 さう です。 多分。 さ うだらう と 思 ひます 0 私 も それ 

を 恐れて ゐ るんで す。 —— では かう しちや 居られません。 

私 は 一 と 通り 探して みます。 失禮 します。 (慌 しく 去ら 

、つと すろ) 

國分 (鳥渡 考 へて ゐ たが〕 三 浦さん。 鳥渡お 待ち 下さい。 

三 浦 (振り返って) 何です かリ 

國分 私 あなたに 一言 云 ひたい 事が あります。 かう 云 ふ 機 

會を 利用す るの は、 少しく 殘； S な 態度 の やうに：！ 1^ えます 

が、 丁度 好い 折 だから 一 應 お聞き-取り 下さい。 

三 浦 何です か。 早く 云って 吳れ 給へ。 

國分 三 浦さん。 よくお 聞き 下さい 3 若し こ. - であの 關ロ 

ひで が、 悲：、 B な 結果に 陷る やうな 事が あったら * それ は 

全く あなたの 責任です よ。 あなたの やくざな 仁慈と * わ 
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ざと らしい 宽大 との 罪です よ。 あなたが なまな か 彼女 を 

救 はう として- 却って 彼女 を Ha しめたの です。 强 ひて 彼 

女 を 許さう として、 K は 却って 彼女 を 責める のです。 あ 

なた はま だ それに 氣が附 かないので すか。 こ \ でも あな 

た の 仁慈 主義 は、 11 溫情 主義 は 破綻 を 起し てるのです。 

三 何です つて。 —— 

网分 まあお きなさい。 ひとり 此の 關ロ ひでの 場合ば か 

りではありません。 あなた はもうと うに、 吾々 に 封す る 

あなたの 仁惠的 態度から、 溫情 主義から 目 醒め て ゐ なけ 

れ ばなら なかった のです。 あなた は 吾々 に 取って、 ほん 

とに お 情け や： い 工場 主でした。 常に 吾々 に對 して、 溫情 

を 以て 臨んで 吳れ ました" 併し あな たの その 態度 に は , 

T 度 慈穀を 施す 人の やうな、 恩 S{ -を與 ふる 人の やうな、 

甚 びと 誇りと が 含まれ てゐ ます。 工場 主 の 仁慈 を 只管 難 

有が るの は、 封建時代からの 造 物です。 今日で は 恥づべ 

き 奴 Hi です。 吾々 mi 能した 努 1! 者 は、 それ を 却って 

侮辱に 感じます。 吾々 は 工場 主と 自分ら との 間 を、 常に 正 

常な 對等關 係に ™M きた い の です。 正當 に 要求す る もの を 

正常に 與 へて SK れ. "ばい、 のです" 餘 計な 「お 情」 や 「御 

恩」 は 要らない のです。 關ロ ひでの 場合 を 一 例に 取って 

見れば * 彼女の 治 .1 代と 扶助料と を 正當に 出して 下され 

ば それでよ かった のです。 小 的な 411 婚 なん ぞに 依つ て、 


「救って」 なん ぞ 頂かなくても よかつ たんです。 どうで 

す。 お 解りに なりました か。 

一一 一浦 (默 つて ゐ ろ。 )  0 

國分 かう 云 ふ 匇卒の 場合です から， よくお 解りに ならな 

かったら、 いづれ お宅へ ぉ歸 りに なって ゆっくりお 考へ 

なすって 下さい。 而 して あなたの 非 をお 覺り になった 

ら、 これ は 甚だ 差 出が ましい 忠告です が、 揮 かに 態度な 

んぞを 改めて 下さる より は， 一刻も早く 社長 をお やめな 

すっても との 東京へ ぉ歸 りな さる 事 をお 勸め 致します。 

あな た が此儘 仁慈 を 施 せ ば 施す だけ、 職工 らは 益々 反感 

を 持つ だら うと 思 ひます。 もうた でさ へ あなた は 甘く 

見られて 居ります。 ですから 此上 凌辱 を 受けない 中に、 

その 「理想」 とやら の 旗 を 捲いて ぉ歸ん なさい。 それが 何 

よりも あなたのお 爲 めです。 

一一 一浦 (©ti "^つて ゐ ろ。〕  。 

(此時 突然 家,^ 搖 すろ 汽車の 響が して、 汽笛が けた > 

ましく 鳴り響く。) 

一 11 浦 (あろ 豫感 LL 戰る へて) おや、：…. (と 耳， ^ど欹 てる) 

國分 (同し く) 何 だら う、 急に 汽笛なん ぞ 鳴ら しゃがつ 

て！ 

(不安な ろ 沈^の 中に、 兩人 眼と 眼.^ 見合 はす。 外，^ 

驅 けて ゆく 人の 足 昔が す る。) 
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主場絲 製^ 三 


行人の？^ 礫 死 だ！  if 死 だ！ 

近所 S 人 (戸口から) 國 分さん。 又 誰か 鐵道 往生 をした 

やうだった ぜ。 (馳せ 去る) 

一一 i なに、 鑠死？ (急いで 出て 行く) 

闽 分 (咬く) ぢ ややつ ばり、  やつば り、  やって 

了った のかな。 (行かう か 行くまい かと 煩悶す ろ體 .：> 

(中 村 息 き 切って 現れる。) 

中 村 國 分さん。 大變 だ。 あすこで 社長の 奥さんが 死んだ 

ぜ。 あのお ひで さんが 鑠 死した せ。 今躋 切の 傍で 鐵 道の 

人が、 大變 騒いで ゐ るから 行って 見たら、 おめえ 接 かれ 

てゐ るの はお ひで ちゃん ぢ やねえ か。 俺 あびつ くりし ち 

まって、 いきなり 此處 まで 驅 けて 来たが、 ——. おい 國分 

さん 行つ て 見よう。 お まへ に 急いで 知らせに 來 たんだ。 

さ、 早く 行かう。 11 あ、 酒 は 此處へ 置く よ。 おめえ 行 

つて 見ね えの か。 (國 分が 默 つて ゐ るの て ) ぢゃ俺 あ 

一 人で 行く ぜ。 (中 村 不思議な 面 持で、 併し 足早-.! 退場) 

^分 (酒 1^ 二三 杯 續 け ざま-,: Ig つて) 俺の せゐぢ やない 

ぞ。 …… ほんと に 俺の せゐぢ やない ぞ。 …… みんな あい 

つ 等が 惡 いんだ。 …… あいつ 等が 苛め 殺したん だ。 …… 

(と 切れ f J- 一く) 

(三 浦淳吉 再び 登場。 彼の 眼に 黑 くうろみ，^ ど帶 び、 Ig 

は嚴 翁な ろまで- し 蒼白で あろつ) 


三 浦 (靜な ー# 音で) 國分 君。 おひで はたう く 死んだ よ。 

君 の 言葉 の 通り 悲惨な る 最期 を 遂げた。 而し てこれ は 成 

程、 僕の 「やくざな 溫情 主義」 の 結果 かも 知れない。 併 

し、 それと 同時に 君の 「反抗の ための 反抗」 も、 多分に 

責任 を 頭たなければ ならぬ 事 を， お 互に 考 へよ うぢ やな 

いか。 -—— 兎に角 僕 は 葬式の 濟み 次第、 君の 忠告に 從っ 

て 東京 へ 歸る 。 だ か ら 最後 の 敗け 惜み か は 知ら ぬが、 一 

言 君に も 反省 を 促して 置く よ。 では 左樣 なら。 廣 はこれ 

から- 僕らの 犧牲に 供した あの 可哀 さうな 女の、 引きち 

ぎれ た 死體を 運ばな くち やなら な い か ら。 (靜 に 退場) 

(國分 答 ふる 所な し。 三 浦の 足音と ぼくと 遠ざかり 

行く) 

1- 幕 — 


お の' る!! 5c 
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七 K: 山 池 三 伊 

海 藤 田 田 瓶 m 


第 一 幕 

景 

東北 地方の あろ 小都會 から、 is 半里 程 離れた 牧場， s: の 

1 收舍。 舞 臺の左 半に 流し場に なって ゐて、 其 中に 押 

上ボ ンブ 付の 井戸が あろ。 お 半 は 土 ST  土間の 中央に 

は 粗末な 爐が 切つ ズ あろ。 ま はリに 手製の ベ ンチ樣 の 

腰掛が あつ ズ、 爐 は 火が 弱って ゆるい 1?,^ 立て ゝゐ 

ろ 0 

お 手 LL 入口が 一 つ あろ。 左手の 井戶 から 次のお 乳 室 や 

殺菌 室に 通じて ゐる。 正面の 壁ん」 i.- つて 一 つの 秣納 2! 

へ 通す ろ 入口が ある けれど *  m さ. つな 权 戸が 閉 つて 錠 

がか けられて ある。 人物が 主と L て 出入す. ろの はお 乎 

の戶 であって * 戶には 子が はめて あろし、 又 右手の 

壁 LL は 大きな 窓が あ ろから 誰が 入つ てく ろかす ぐ わか 

ろ 0 

その 窓 か らは卜 月 の：；！ 光 1^ 浴びた 收場 の 一 部が 見え 

ろ，^ 

幕.，？ くと 少^が、 寂しげ に 盆 ©、， ^口す さみ 乍ら 爐の傍 

に 腰，^ かけて * 火 缠で爐 火.^ liw: んでゐ ろ。 そこへ 木 

の お ざん がバ ケ ク 下げて 入つ ズ くろ。 お ざん は此 


牧場の 兄弟 osi 三 慕 リ 


人 物 

S 木源吉 

同源 二 

か ね 

ひ さ 

ぎ ん 

正 治 

武 


佐 士ロ 

國分熊 ra 郞 

相樂 一郎 

田 中 修 


兄 (三十 七 歳) 

弟 Q! 十三 歲) 

兄の 妻 (三十 二 歳) 

弟の 妻 (二十 六 歳) 

娃 (十八^) 

投乳失 (二十 五 歲) 

配. 逢 夫 (二十 七烧) 


五 作、 配？； S3 夫 拷乳夫 (廿 歳 前後) 


掉乳 見習の 少^  (十五 歳) 

三 原 馬市 會 社の 馭者 

(三十^！^位) 

村の 巡査 (四十^ 位) 

獸 133  (卅四 五 歳) 
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戯 W の 人物 中 最も 都會 の 洗 禮ん」 受けた ハイ 力 ラ 娘で、 

女 ざ かリの はち 切った 健康な 體と 十人並の 容貌と，^ 有 

つて ゐる。 小潇洒 した 平常^ LL 純白な H ブ 口 ン,^ 掛け 

てゐろ 0 

少年 (他の 配達 夫な ど の 口吻，^ ほ； 似た 大人び た 感嘆詞で 

ベ" かす やう 1IL ゾ よう！ よう！ 

ざん (笑 ひながら 挑戰的 LL) 何 だね、 ちびの癖に！ 

少3^ ちび だってい \ やい！ お まへ さんのお 世話になり 

やしない や 0 

ざん ふん。 さんざ 咸 張つ といて、 又晚に 風呂から 歸れな 

いなんて 泣かない やうに おし。 臆： 者の 癖に！ 

少：^ 風呂場 へ は 正治哥 兄に 連れて行つ て 貰 ふから 大丈夫 

だい. - 

ざん 正 治に さう いって 置いて きぼりに してやる から、 い 

いかい。 

少年 うむ！ さう だった つけな あ. 正 治哥兄 はお ぎんち 

やん の 云 ふこと なら、 なんでも 聞 くんだ つけな あ！ あ 

れで おぎん ちゃんと は 十六 錢 だからな。 

ざん 馬鹿にお しでない よ。 何 だい 其 十六 錢 ていふの は？ 

少^ アイ ボレ 石鹼は 十六 錢だ とさ。 

ざん まあ 厭 だ。 ちび の 癖に ほんと に 隅に はおけ ない よ。 

だけど わたしと 正 治 が 相 惚れ だなん て 誰が 云った い。 


少年 おお、 ん ちゃん * さう 嬉し さうな 顔 をす る もん ぢ やな 

いよ。 誰 だ つ て 皆ん な 知 つ てら あ。 

ざん 力！ それ あほん たう かい。 だけど 誰が 正 治に なん 

ぞ 惚れる もの かね。 馬鹿々 々 し い！ 

少年 口で けなして 心で ほめて —— 。 

ざん まあ、 お前まで そんな こと を 云って るね し ほんと に 

皆ん な そんな こと を 云って るの か い。 

少 iij- あ \ 皆ん な 云って るよ。 それで 毎晩 正 治 WW 兄 は-お 

ち やん なん ぞに 冷評 か されたり、 おごらせられ たりして 

らぁ。 だ もんだ から 此頃は 俺と 口 クく將 暴 もさ、 なく 

なった よ。 

ざん (物 案す る さま にて) 力！ お まへ はもう 云 はない 

だら うね。 其 代り わたしが 胴 清 を 縫って 上げる から。 

少年 だ つ てほんと なら 云 つ た つてい  >- ぢゃ ないか。 

ざん 嘘なん だよ。 正 治なん か 思って やしないんだ よ 。や， 

お前 だから ほんとの 事 をい ふが ね。 わたし もとから あの 

人に 惚れたり なんか しないん だよ。 只ち つと 可愛い と 位 

思った こと は ある けれど ：… 0 

少华 どっちで も 同じ だい！ 

ざん まあお 閗 きょ。 だから わたし そんなに つん/ \ もし 

なかつ たんだ けれど， 今度 はもう わたし もお 嫁に 行 くん 

だからね。 
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少年 どこへ？  ^治 V？ 兄のと こへ かい。 

ざん い 、え、 お前 も 知って ゐる だら う， ほら、 町の 野 

屋へ。 

少た+ ふうん。 あの 金 持 „JK 服： le! の ほ かい。 あの 先に、 嫁 

をな くした 若 B 一 那の處 へ ゆく のかい。 

ざん まあ 大概 さ-^ とお まった の。 だけど、 此事 はお 前 誰 

にも 云つ ちゃい けない よ。 

少 1+ あ、 云 はない。 それ ぢゃ ： 止 治 兄 の 話 は 嘘なん だね。 

お らす つかり ほんと だと 思って ゐた ー 

ざん お 前 a- 野 の 若 曰ー 那 つ て ど ん な 人 だ か 知 つ て ゐ る の 0 

少^^- あ X、  ^ぃ颜 をして 店に 坐って ゐら あ。 正 治哥 兄よ 

り あの 若 HT: 那の 方が、 よっぽど 品が 落ちるな。 

ぎん でも 町の 人 は ぬけが して ゐ るから ね。 

少ひキ へへ へん …… だ。 

ざん まあ 服な 力。. I あ、 お前のお 藤です つかり 喋つ ち 

まった よ。 

少：^  ^だって まだ； 1^ を やらね えんだ もの！： じこった い。 

ざん (i: 上 ポンプ 三" ^55 試みて) ちょいと 力！ お前 

後生 だから 汲んで お くれな、 ポンプの 皮が すつ か り斷れ 

てる もんだ から、 水が 中々 出て 来な いんだよ。 

少¥  (爐 の传 4- 去らす) おいら あいや だ 。ポンプが 惡け 

れぁ、 E; 那に 云って なほして 賀 ふが 一 番 だからな。 何 だ 


つ て 一 體井戶 を 早く 直さな いんだら う。 

ざん 叔父さん だ つ て 容易 ぢ やな いんだよ。 お前 考 へ て 御 

覽， いくら 子供 だって 解る だら う。 先月から 炭疽病で う 

ちの 平が 五頭 も 死んで るんだら う。 それ も 又 普通 0 ぉ氣 

なら い 、 けれど *  iw 染". だと いふんで 一 箇月 間 も 乳 を資 

る ， J とを禁 めら れた んだ も の 、 井戸な んか 直し て 居られ 

る もの かね。 

少 ハ巾 おぎん ちゃん！ 何 S- から 牛乳が a れ るの。 

ざん 發 病が 先月の 三日で、 一番お しま ひに 相 生號が ん 

だの は 九月 十日と …… 十 一 日だった から、 もう 此月 0 十 

日から 寶 つても い、 ん だよ。 

少年 さう すると 又 忙しくな るし、 乳 もがぶ./ \.飮 めな く 

なるな あ。 

ざん うちで は 大損 をした の だから * お前 もしつ かり 稼い 

でおくれよ。 ね！ 

少年 だけれ ど 何 だって、 徵菌の 無 いのがわ かってる のに 

賫ら せな いんだら う。 

ざん それ あ も、 「炭.： 病の 毒 は、 すっかり 無 いのは わかつ 

てる けれど、 萬 一 あると 困る からなん だよ。 

少^ 萬 一 だって ある もんか。 

ざん だけど 世の中って もの は みんな そんな もんなん だ 

よ。 萬 一 を 警戒し てるんだ からね。 御覽！ 萬 一 戰爭が 
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あるときの 爲に 高い お金で 軍艦 を 作ったり、 一 一十 師 M の 

兵隊 を 只で 食 はして 置いたり * 萬！ としたら 惡 者が 出 や 

しない かつ て 55 樣 の お 通 りに は、 百 人 も 巡 杏一が 目 を ま る 

くして ゐるぢ やない か 0 

少年 あ、 わかった よ。 何も 學 間す る氣で 聞いた んぢ やな 

いんだから …… 0 

ざん 又 喋った わね。 だけど 後生 だから 汲んで おくれな。 

少年 (冗談に) 正治哥 兄に 賴む とい、 や。 

ざん また 云 つ たね。 約束 をお 忘れで な い よ。 

少华 はいく.！ ぢゃ 仕方が ねえ。 女王 樣 のい ふこと を 

聞く としょう か。 

ざん 力 はほんと にい、 子 だね 0. 

(少年に 笑 ひ 乍ら 押 上 ポンプ.^ 上下す る。 お ざん は： * 

然立 つ て 見ても る。 左手の 窓から 拷乳夫 正 治の 聲 がす 

正 治 力！ ちび，. どこに ゐ るんだ。 まだ 犢に乳 を やつ 

てない やう だ ぞ： 

少年 あ \、 来た！ 来た！ ぢゃぁ 此段は 正治哥 兄に 賴 

むかな 0  (聲 高く〕 哥兄！ 今す ぐ やる よ。 

(正治左手の窓から上半身，^-ぁらはす。) 

正 治 何 だって 又 …… (とま ひかけ てお >r< んの 居ろ の,^ 知 

リ、 急-,. i 言葉 yj- 欽く すろ) さっさと 早く 汲んで 上げ るん 


だ！ やお ぎんち やん * 今日は te? 鹿に 甲斐々々 しい 扮裝 

だね、 敵 打で も 行かう つてい ふの かい。 

ざん よくって よ。 誰が エプロン を かけて 敵 打に 行く もん 

かね。 

正お な あに、 おぎん ちゃん は此 間から ハナで 負け 通し だ 

とい ふから ね。 

ざん 氣樂に ハナなん ぞ引 いちや あ：！； S な いんだよ。 

少年 さう く， お 嫁の 口 を 接して るんだ からな。 ね！ 

おぎん ちゃん！ 

ざん 餘 計な こと をお 云 ひで ない よ。 

正 治 なんだ つて 何時まで ポンプに 粘り 藩いて るんだ。 汲 

ん だら 早く 持って行つ てあげ るんだ リ 

少年 へん、 おらお ぎんち やん 處の T 男ぢ やねえん だよ。 

お ぎ ん ちゃんだ つてお めえ の 嫁ぢ や あね えんだ。 

正 治 何 だと、 解ったら しい 事 をぬ かしゃ あがる。 

少年 おやく、 哥兄 笑って るな。 おら あおめ え を 冷評 か 

したん ぢ やねえん だせ。 

ざん 力！ ベら く 喋る の はおよ しったら ねえ。 

少年 あ-さう く！ 胴着 を 縫って 貰 ふんだ つけな あ。 

(正 治ば 窓の 虚 から 身， <J- 引いて、 笑 浮べながら 入つ 

て 來る。 どっち かとい へば 礎剌 たろ I 右 者で、 は 5： 刈、 

,ぉ は 無 い。 钳 K 引 vJ? 穿いて、 舞 白な フラ ン ネルの シ ャ 
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ク、少^5込んでゐろ。 手- -L は脫 いだ 柔 かな ソフト.^ 握っ- 

て ゐろ  0)  一 

正 治 力！ おめえ は 妹の 方 を さっさとし ろ。 

少年 其方が おいらに も 好 ささう だ、 ぢゃ あおぎん ちゃん 一 

のお り は 兄に 任す せ。  一 

正 治 きい た^をぬ かすない。 さっさと 行け！  i 

少^  (^:.<、乍ら戶ロの4£で) おぎん ちゃん、 おめえ うま.， 

く^をつ いてる せ。 (指で 嚇 しながら 退場す る) 

おん 馬鹿お 云 ひで ない よ。 (笑 ふ)  . 一 

！；^治 (少しく 決然と) おぎん ちゃん- 僕 は 少しお！！ 刖に 訊. 

きたい ことがあ るんだ が ：：： 。 

ざん (正^^の^^しかけろに顿ー滑ぜす、 水,^^ した パケク 

の方へ行..：、、 バ ケッの^:?{-.,1手1^かけ乍ら) 何な の。 

K^m お まへ 近 s-^ に 落 _e かないね〕 

ざん それが どうしたの。 

正リ： 川 何 か. お まへ あるん ぢ やない か。 

ざん 何も あり やしないよ〕 

正 治 あるなら あると キッ パリ 明して ぉ吳れ よ。 お まへの- 

心 .1 事で、 おれ 達が 出来る ことなら、 何でもし てあげる： 

穢 りなんだ から わ」 お まへ に そ はくして ゐられ ると、 一 

何だか 働き E.i^>r かない やうな 氣 がす るんだ。 え、 さう 俺； 

に 他人 行 にす る 仲で もな いぢ やない か。  一 


ざん 正 治， お まへ は獨 りで わたし を 情婦 か 何 かの やうに 

思って， そんな 口 をお き X だけれ ど、 今日から もう そん 

な こと を 云 ふの はきつ ばり 止して おくれ Q 

正 治 さう ッン くしなくても 好 いぢ やない か。 

AT- ん い、 え、 ッン- ^すると もさ、 誰が お まへ  0 

正： H ほうら 又お 始めな すった ね。 さう 怒つ といて 後から 

笑って 吳れ ると * 有難 味が 倍になる とい ふ もの だからな。 

ざん ぢゃぁ 勝手にお し。 (バケツ vs- 持って行き か、 ろ) 

正 治 (行く 方 に ふさがり) まあ 待って ぉ吳れ よ、 まだ 話 

が あるんだ からさ。 ね. さ 仲な ほり をしょう。 怒った ま 

ん まで 別れち や あ 一 曰氣が 滅入る から。 

ざん 默 だよ！ おどきったら。 

正 治 い、 やどかない。 仲な ほり をし ない 中 は。 

ざん おどき！ どか なきや 大 1ル を 立てる よ" 

正 治 仕方が ねえな あ。 (道，^ あけて 爐の 方へ くる〕 あ ー 

ぁリ (^«?張的に) わるい 御機嫌の 時に ぶつつ かった もん 

だ！ 

ざん (戶 口の 盧で正 治 1^ 見， 默 つて 强く戸 fj- しめろ。 さう 

して窓の虔から首^^出す) 正 治、 お まへ と はもう 話 だつ 

てし やしないから 其 積り でお ゐで！ (去る) 

正 治 何！ おぎん ちゃん！ (窓から) 待って おくれよ、 

も 一 つ 話が あるから さあ。 (窓から 眺 .£ てゐ たが、 ャケ 
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に 身 fj- ひい ズ 帽子，^ ベ ンチへ 投げつ け、 いで それ.,^; 

拾って ffi.^ はら， ャ」 而 して 低い 叶： 息と 共- _L 頭 fj- おさ へ て 一 

腰掛へ 膜，^ 下る ヾ。 それから 立 上って、 の スくと 量 乳 一 

室の 方へ 入って ゆく) 

ffio  1 暫 らくして 大勢の 一展 人 等 話し 乍ら 外より 入 

リ來る o) 

s 正 治 は どこへ 行つ たんだら うな。  一 

五作 さっきまで 抹 小屋に ゐ たやう だった が、 おめえ の 行 一 

つた 時 は 見えなかった か。 

佐吉 ゐ なかった よ。 戶が 閉まって ちゃんと 旦那の isr か 下. 

りて ゐた 0  - ： 

武、 もう 一度 あとで 探して 来い。 

武 おら あいや だ〕 もう。 

五作 そんな こと をい つたつ て 正 治が ゐ なけれ あ 仕方が ね 

え。 肝心の 當 人が。 (と 量 乳 室の 戸の 虚へ來 て 中 觀き 

込んで 驚く) や あ 正 治哥兄 はこ  >にゐ たんだ。 ： 

蔵. さう か。 そいつ は 丁度い k 處 だった な。 おい 正 治， し 

疋ュ H  (出て 來る) 何 か 俺に 用が あるの か。  . 一 

^0 うん， 少しお めえ と 相談して い 事が あるんだ- おい- 

皆 此方へ 来い。 (智 々爐 の？ ん りに 腰， cj- かけろ。 正： m だけ 

立っても る。 雇人 等 は 或は 糾 K 引に 印半寵 又は シ ャ ク ヶ 

着て ゐる ：  一 


00 力 はどうした"」 

五作 小 僭 はい \ぢ やわえ か。 

00 あいつ だつ て俺達と同じ^iひ人だせ。 

五作 あいつに あ >  事が 定まって から 敎 へて やる のが ー蚕 

だぜ。 

お さう だ。 事が あんな 子供の 口から i れても 見ね え- 

せ；S  蔵  ぢ や 、 あれ に は あと か ら佐吉 が 云 つて 聞かせろ。 あ 

いつはお めえ の稚子 だからな。 

佐吉 馬鹿い ふない。 

武 佐吉は 12： 心 嬉し いんだせ。 

五作 おめえ も 一時 はこれ に、 (掌，. J-^as ねろ) 氣が あった 

んだ つけな あ a 今ぢゃ 一 人前の 白首賈 ひだ けれど。 

武 ぶんなぐる；. て！ 

淸蔵 喧しい-よせ！ (窓枠に もたれて 物 思に しげな 正 

治に 向 ひ〕 おい 正 治、 鳥渡 相談 が あるん だ か ら 此處 へ 

掛けね え か。 

正 治 話 はこ  >- でもよ く 聞え るよ。 (手近な ろ 古 袖の 上 U 

腰 かかけ ろ) 

00 おめえ 近頃 厭に おれ 達の 仲間に 入りたがら ねえな。 

五作 思 はせ 振り はよ す 事 だせ。 

正 治 おれが いつ 思 はせ ぶり をした。 

五作 今 だって、 OK やり 外なん ぞ 見て ゐゃ がる ぢ やねえ か。 


^ は V あ， おぎん ちゃんの 一件なん だな。 

：§： とで もい ふが い \ さ。 然し 話つ ていふの は 一 體な 

んだ 俺に でも 文句が あるって いふの か。 どうせお まへ 一 

達と は， 俺 は 性が 合 はな いんだ。  一 

武 お いらお めえ がさう いふ 風に きめて か & つてる の 

が、 第一 氣に 入らね えんだ よ。 いくら 家柄 や 教育が ある 

からって、 おれ 達の 仲 問に 人ったら …… 。  ， 

^0 武！ よせよ。 話 はそんな 小せ ぃ事ぢ やねえん だ〕 

： 止： m  (膝，^ 池め VO それ ぢ やどん な 大きい 事なん だい。 

$  ^はな. igiira 人 は， もう 昨夜から 此 仕事 を やめる- 

W におめ たんだ。 …… やめる といった つて， 別に n ー那を 

いぢめ てえん ぢ やねえ が、 いくら W 政が 闲 つたって、 給 

金 も；；： H: も 滞ら セ：^ れち や あ 立つ瀬が ねえから な。 一 

治 それ あ 一!!^ 普： 迎 であれ あさう も 云へ る けれど。 炭. 迫： 

おで 牛が 五 匹 も 一 度に やられて るんだ から …… 。 

$  二」 れぁ 俺た つて 知って る〕 けれど あんまり ぢ やねえ： 

か 俺 ifil は それ あ 今迄 は 成程 恩に もな つたし、 親爺が 養ー 

蠶で 失敗した 時なん ざ あ、 金まで 用立て V 賀 つた 日； 那だー 

けれど 何も：：：； 都と 一緒に 千 乾しに ならな くた つてい、 ぢ 一 

やわえ か。 俺 if^ii は 何 も 身內の もん ぢゃ ねえんだ から、 も 

うこ &で 仕^ぬ が K へね えの を默っ てゐ なくた つてい > 

ST ちゃわえ か。  ； 


正 治 それ あ * お まへ 方の いふの も 無理 はないけれ ども-一 

俺 だけ は ど う も その ストライキに 入る の ほい や だよ。 

00 だけど、 皆ん なもう さう 心 を 決めたん だから、 おめ 

え 一 人ぐづくぃふのはゃめてs^らしく賃金を貰ふま^^ 

仕事 を やめて sK れ ねえ か。 

正 治 いくら 云った つて、 俺 はそんな 眞似 はした くないよ。 

沾藏 どうい ふ譯で C  . 

正 治 考 へても 兑 るが ぃ&、 第一 旦那が 可哀 さう ぢ や な い 一 

力 

五作 おいく 正 治。 おめえ の 曰ー那 にと り 人る 理ぬ はわお 

つて るんだ せ。 おめえ おぎん ちゃんが 欲し いんだら う。 . 

佐吉 だけど、 おめえ それなら 思 ひ 切って しま ひねえ。 お 

めえ が いくら 且那に 忠義 をしても、 おぎん ちゃん はおめ 

えの ものに ならね えんだ ぜ。  _ 

正 治 おれ は 何もお ぎんち やん を どうかし ようと いふん ぢ 

やない。  一 

五作 魄を つけ、 尻ば かり： S ひ 廻して。 …… 秋の 鎮守 樣のー 

時 * 醉 つた まぎれに 且那が 固え と 見たら、 おぎん ちゃん 

を 吳れて もい >- と 云った の を ほん 氣 にしゃが つて- もう 

婿 かなん ぞの やうに 思って ゐた に。 

正 治 何 だと、 (怒ろ) 此 野郎- 云 はせ て 置けば 好い 氣にー 

なり やが つて！  一 


12S 


弟 兄の)? メ r<r 


JE 五 ；W' 正 


五 源 正 fit 五 fi^- 
作 二' 冶え 作 蔵 


蔵 まあ 正 治、 さう 怒るな よ。 だが、 おめえ ほんと にお 

ぎん ちゃんに 氣が あるんで、 俺達の ストライキへ 人る の 

が 厭なん なら、 忠告して やる が、 おぎん ちゃん はも、 「外 

へ 嫁の 口が 定まつ たんだせ。 

治 だます の はよ せよ。 

蔵 噓ぢ やねえ。 町の 津野屋 へ ゆ くんだ とさ リ 

作 若旦那に なめて 直 ふんだ とよ。 

治 淸哥 兄。 それ あ、 おめえ ：… ほんた うか。 (つめよ 

ろ) 

S おいく。  ：••： 目の色 を かへ るに あ 及ばね え。 ほん 

たう でな くって どう す る んだ 0 

五作 だからお めえ ももう そろ 旦那へ の 忠義 Ira はやめ 

て、 俺達の 仲間へ 入りね え = 

武 さう く。 人の： M つ 子なん ざ あ 狙 ふもん ぢ やねえ。 

佐吉 (おとなしく) 正治哥 兄、 おめえ 考へ 直した 方が い 

ぃぜ。 

S どう だ 賛成し ねえ か。 

正 治 (Ki なし。 下晷ゃ 、ふろ ふ) 

小； S 蔵 どうす るんだ。 おめえ 涙が 出て ゐ るぜ。 おめえ もよ 

つ ぼ ど どうかし てるな。 

五作 正 公、 どうしたんだ。 賛成 か。 不賛成 か。 

正 治 おれ は、 (傑へ？ 〔斗で) いや だよ。 


00 まだお めえ は …… いやなら 勝手にし ろ。 

五作 ほんと にあと で 後悔す るな。 

00 ぢ やみん なかう と 定まったら 早速 やつ. - けよ うぢ や 

ねえ か。 

五作 おい 正 治- おめえ ど 5 しても 承知し なけれ あ、 おれ 

達の 方 だつ て覺 悟が あるんだ ぜ 。 

正 治 (默 して ゐろ) 

S  くどい 樣 だが 不賛成なん だな。 

正 治 ぁ& …… どの 道 おれ はい やなんだ よ。 

五作 それ ぢゃぁ 最後の 手段 だ。 (せんな 立つ) 

正 治 (同じく 立って) どうす るんだ U  (睨み合 ふ) 

(此時 隣 リの量 乳 室の 外の 戸が ig く 音 がして、 岩 木 源 

二の 咳の 聲 がすろ。) 

惡 ぃ處 へ 來 やが つたな， 源 二  E ー那 か！ 

もう 四時 だ。 歸っ て 来たんだ" 

( 正 沿 LL) お め え 今迄 の 事 を 一 言 でもい ふと 承知し ね 

一 0 

いひた くもない 事 だよ U 

(隣リ の 室で) おい！ 誰か ゐ るか。 

は い。 ifa んな 居ります。 

源 二  (お： 乳. M の戶 vJ-ii いて 甘.^ 出す) 淸 一ば は？ (源 二 

はお ラ シ ャ の半ズ ！ I- ンと フラン ネ. i の シャツ 1^ おて、 其 
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源 m 源 源 fiSf 源 浩 源 


上 に チ ョ ク キ つけて ゐろ) 

^0 何んで すか。 

源 二  (人つ ズ くろ) お まへ に 鳥渡 川が あるんだ。 外の 者 

は ぐづ くし てゐな いで 稼いで くれ。 まだ 爐 ばた に か ぢ 

りつく 程の 礙 はな いぢ やない か。 

五作 ちょっと 譯 があった もんです から。 

源 二 又喧瞎 でも 始めたん だら う。 だが 喧嘩 も 今の 中に し 

て S い て SK れ。 も，^ 十日す ぎて 乳 を； M るの が 許されたら. 

HI が る ほど 忙しくな るんだ から。 

正 治 な あに 喧瞎 とい ふ 程の こと ぢ やな いんです。 鳥渡 話 

をして ゐた 許りなん です。 

源 二 さう か、 そんなら い- -が餘 り 閑 だとよ くねえ 事 をす 

ろから な。 

五作 (欲ん， せ 乍ら) それ ぢゃ 一 ト 廻り 片付ける とし 

ょぅょ」 

やお 味 ぁリげ に) さう だ、 明 曰から： It 付けな くった 

つ てい I- やうに しっかり や るんだ。 

五作 おい。 行かう。 (と 佐き， 武， か 伴 ひ 去ろ) 

： 1 正 治。 兄さんが お ま へ を li- し て たが、 もう 今日 の 買 

人れ はい. - のか。 

エ治 キラ ズを さう 一 K つて きました が、 もう 屆 いたかし 

ら ん 。 ぢ や 私 も 鳥渡 往 つて 來ま せう。 

j 


源 二 それから 駐在所へ 屆 ける やつ も 書いて 置いて くれな 

いか。 俺 は 鳥渡 手 を 離せない から ；… 。 

正 治 は あ、 畏 りました。 (去ろ) 

S  (^3:„^的な良心の豫感に不安の眼1_^光ら.《) あの 私 

の 用と いふの は？ 

二 まあ 話す から 此處へ 掛けなさい。 

0 何です か 一 體？ (立って ゐ ろ) 

二 さう 逃げ腰 をし なくても ぃ&" (活 藏 坐ろ) お まへ 

に. 取つ ちゃよ くない こと だ。 どう だ、 もう わかった らう。 

0  (さあらぬ 體で) 私に とってよ くない こと …： 。何 

です か 私に はさつ ばり 解りません。 

二 よく 胸に 手 を あて X 考 へて 見ろ。 自分の 心に よく S 

いて 兌ろ。 

蔵 (平^, 化 装 ひつ、) 私に よくない .：. は W 又 牛の 

樊を大 新 W ま で 運 ぶんです か。 

二 お まへ しらば くれち やい けない よ。 

0 ぢゃ 何です。 私に はちつ とも 解りません が …… 0 

二 どうしても 俺の 口から 云 ひ 出さない 中 はき かないの 

だな" 藏！ お まへ 全く 自分で 天道 樣に 恥し い 處が無 

いんだな。 

00 何 を おっしゃる のか 私に は 少しも わかりません。 

源 二 ぢゃぁ 云 はう。 資 はな 近 あの 裏の 納屋へ 置く 生麩 
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f ほ 源 洁 


m 源 淸 源 沾- 源 


の 俵が よく 無くな るんだ が、 お まへ ぢゃ あるまい な。 

な あに， 一 俵！ 一俵の 處 なら 一 圓ー 一圓で 濟 むこと だから、 

私も^め 立てした く はな いんだが、 近頃 ぢ やもう 十 俵 ほ 

ど 煙に なって るせ- リ 

藏 へえ、 無くな つて ゐ るんで すか 。 

二 お まへ 每朝 入る 1^ に 氣が つかなかった のか。 

0 いや、 わし は あっちの 納屋 へ は 滅多 に 行き ま せん。 

二 さう か。 他の 人 G> ^では、 お まへ が 生麩 後 を で 運 

ぶの を 見た とい ふ 人が あるんだ が、 お まへ もし か、 . ：： 

S 旦那 それや 餘 りです。 誰 だか 知らね えが、 そんな 事 

は 決してありません 0 

源 二 倚藏！ お まへ 餘り强 情 を 張る の はよ した 方が い V 

せ。 何も 一 時の 出来心で わるかった と あやまれ あ • それ 

で 事 はす むんだ から。 

i^s- お です が 曰-一 那、 しもし ない もの は覺 えが ある もね え も 

御座いません〕 

源 二 それ ぢゃ 訊く が、 お まへ 了 昨日の 晚何處 へ 行った。 

どこへ も參 りません。 只 鳥渡 獸醫 さんの 處へ 遊びに 

行きました。 

源 二 腿 を 吐け！ お まへ が 十. 頃に 町へ ゆく の を 兑た人 

がゐ るんだ ぞ。 しかも 町の 新地の 新 布袋 摟 へヒ つたの を 

ちゃんと 見た 人が ゐ るんだ よ。 


S  (Is- なかき 乍ら) 資は 上った のです が、 恥し いので 

申しませんでした。 

二 そんな へんは どこから 出たん だリ 

藏 獸 醫 の W 屮 に 借りました。  ， 

二 する と sMi: も 一緒に 行った のか？ 

藏 さう です、 あの人の は 花鳥と いふ 花魁です。 

二 馬鹿！ さ. 「すると 獸 i: とお まへ と共^なん だな。 

藏 あなた は隨 分な ことば かり 仰お います」 私 は 全く 覺 

えがありません。 其 上獸醫 さんまで そんな 風に …… 。 

源 二 默れ！ 嘘 をつ くな U  (懐よ リ 一 本の 手拭，^ 取 出ヾ) 

これで もま だお まへ は白狀 しない か。 

洁藏 え X。 何です。 

源 二 これが わからな いか。 お まへの 昨夜まで 使って ゐた 

手拭 だよ。 俺 はふと した 班から、 昨夜お まへ が 風 n,;: へ來 

て， 茶の間で 話 をして ゐた 時に、 この 菊 水の 紋に 兑覺ぇ 

が あるんだ。 今朝 起きね けに 納： E へ 行って 見たら、 ！ ®? の 

間に 落ちて K たんだし これで もお まへ は 强情を 張る か" 

どう だ！ 

倚藏 (si なし、 うなだれて ゐろ) 

源 二 それとも 巡^ を よんで 捜 l^i させる か。 さう するとお 

ま へ 事が 大きくなる ぜ。 

(Er しにら く考 へて ゐた. か 後 翻然と) 私が 惡 うご 


沾- 源 活' 源 in 


ざいました」 

lg 二  ， ちゃ 矢つ fiK りお まへ が 盗ん. たんだな" 

0 はい。 私が 盗みました" 

源 - 1  ？ 5 し て どうした？ 

$ 一お りました リ 

源 二 どこへ r れつた？ 

^0  g?i: のギ でもって 町へ やりました。 その 先 はわ かり 

ません。 

源 二 よし、 おと 一 緒に 告 HSJ してやる。 お ま へ 一 人なら 

どうに でもなる が * さう と 知った 以.^ わし は 許し て 置け 

ない。 ぉまへ は其^2りでゐなさぃ。 

0.^ です が 且 那。 それ は ひど いぢゃありません か。 

源； 一 何が ひどい。 牛： 鉄 淡 を 十 俵 もな くし て默っ て ゐられ 

ると 思 ふか。 あの ；个凡 献^ の 畜牛： ！ 初めの 札 幌號が 炭 

疽 おにな つたと き *  .i^ic が わかり もしね えで 風邪た なん 

ぞ と 胡 .11 化して S いたくせ に 炭〕 m と 解つ た ら 法外の 金 を 

ふんだ くって、 おまけに そんな …… 。 

fis お です が 日； 那>  m 中 はちつ とも 罪が な いんです。 あ 

の 金 は せんな 私が 使 つたんで す。 只 田 中お は 私の 頼み を 

き い て つ て pK れ たば かりなんで す" 

源 1 1 立派な 故 Ssi 犯ぢ やな い か » 獸 IC 學校 の 免 狀を持 つ て 

ゐる 一本 立の あいつが、 そんな 法律 を 犯した こと を やつ 


C ゐ るの は * 第一 村の 爲に もな らん。 お まへ に は 氣の毒 

だ が" 男らしく IS をし て 貰 ひたい。 

藏 日； 那は どうし て も 警察 へ 出る つ もりなん です か。 

二 どうも 仕方がない。 (戶 口まで 火胶に 行 さか、 る) 

藏 (考 へ て ゐ たが〕 旦那 鳥渡 待つ て 下さ い。 

二  (.^.ロ の齒 でふリ かへ ろ) 何 だ： 

蔵 警察へ ゆく の は 日 ー那の 方で も 藪 をつ k いて 蛇 を 出す 

やうな ものです ぜ。 

源 二 いくら 事件 を 捏造し て も 證據が あるから 駄 目 だ。 

活兹 旦那， 私の 事 を 云って るん ぢ やありません。 曰ー 那が 

その やかましく 云 ふ 法律の 網 をく^って、 不正 事 を やつ 

て る 人が 他に あるんで す" それまで れ て もい i ん です 

力 

源 一 一 法網 を くにって る …… " 誰が 法律 を 犯した？ 自分 

の 罪 を かくす に ffi を 云 ふとき かない ぞ 。 

S  ^だと 云 ふなら 警察 を 呼んで おいでなさい。 私より 

先に 其 人が 繩 付で 出る 處 をお 目に かけます。 私は逐 一 事 

を 白状して やります。 な あに、 生麩 澄の 五 俊 や 十 俵の 

事ぢ や 無え ん です。 許され も しねえ 牛乳 を 大きな 顔で 591 

り 出す の は、 立派な 罪になる でせ うからな。 

源 二 許されない 牛乳 を資 る？ それ は眞實 か。 (一お つて 

くろ) 一 ^誰 だ" それ は？ 
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淸蔵 あなたの 兄さん。 大且那 です。  一 

源 二 何、 兄さんが そんな こと をした？  一 

ぉ藏 さう です。 大旦那 はもう 一 週間 も 前から、 三 原 馬审ー 

の if 者と 結託し て、 牛乳 を菰 包み に して：： &曰三 原へ ，经 る 一 

ん です。 三 原 牧場の 主人の 奴まで 余に E がくれ て， どん， 

どん 殺菌した 上、 自分の 乳 へ 混ぜて 大きな 顔で 賫 るんで 

す。 な あに、 もう 徵茵 はあり はしめ え けれど、 法律上の： 

禁止 は 未だ 解かれて ゐ ません か ら な あ 0  i 

源 二 お まへ 何 t- それ を 知った の だ。 

S な あに とうから 氣が付 いて るん で すが、 旦那 だ つ て； 

五 匹 も 牛に くたばられたり * 一  ヶ月 も 乳 を K るの を 禁めー 

られ たりした 苦し紛れなん だから、 私 だって どうの かう 

のと 云 ふつ もり はな かったんです。 

源 二 だが 兄さん はどうして そんな 情けな い 事 をす ろ氣に 一 

なつたん だら う。 お まへ、 念 を 押す やう だが。 ほんた 5 一 

00 一言 だって 嘘はありません。 それなら 叨 日の 朝， 氣 j 

を 付けて 御覽 になれば， 少し 眼の あいた 人 問に は 誰に だ 一 

つて 解ります。  _ 

源 二 この 事 を 知って るの はお まへ 一人 だら うな。 

00 他の ぼんつ くに どうして わかる もんです か。 , 一 

源 二 さう か …… よし。 お まへ もしば らく 默 つて ゐて吳 れ； 


俺 は 十分 處決 の 方法 を と る か ら。 (戶 口の 方へ 歩む) 

S  0?」 ひかけ て) 且 那られ で 私の 方 はどうな つたんで 

す 

源 二  (行き かけて 13^ つてく る) られも しば、 りく 默 つてる 

んだレ (問) それからお まへの 知つ てること を 詳しく 一 

一 話して くれない か。 (腰ん/ ノ けろ) 

S. つ iivj- かけて) 私が 初めて それ を 見つけた の は：。 

源 二 シッ！ 誰か 來 たやう だ。 

(戸外 で佩劍 の 一 背が すろ >  やがて 窓の 返へ か 

現れろ。) 

巡査 や あ、 源 二さん * 此， M におい で^した か。 い、 天氣 

ですな 0 

源 二 左 機です な。 まあお 入りなさい。 (巡 木 A 入リ來 る) 

、？鹿 はも う？ 

南 だけ 巡って 逍 順 だから- 3, はりました。 牛に 異状 は あ 

りません かな 0 

源 二 お蔭 さまで 注射 をして からすつ かり 撲滅され たやう 

です。 もう 大丈夫です。 

巡査 もう 十日 た て ば 費 乳が 許される ですから よく 氣を つ 

けなさる がい  です。 

源 二 有難う。 さ、 こ、 へ 腰 をお かけなさい。 

巡 ま 時 に 兄さん は？ 
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を ir づ け て すぐ 行きます から。 

巡査 さう です か。 あの 話で 是非 申し上げ たいこと も あり 

ますから、 ぢゃ 向う で 待って 居ります。 

源 二 さう して 下さい。 (巡査 去る。 源 二 は ほっと 吐息 vS* 

吐いて) 牛乳の 密賣と 巡査へ 賄赂！ 情けない な あ！ 

兄さん は！ (腰,^ T ろして 思 ひに 沈む。 やがて 思 ひな ほ 

して 量 乳 室へ 行く) 

(そこ へ 源 二の 妻のお ひさが 入って くる。 おひさ は淺 

黑ぃ けれど、 田舍人 は 珍ら しいき リ、 としまった 鎮 

立の 女で、 年よ リ老 けた 地味な ふだん 着で 米 研 ざ 笊に 

米.^ 入れて か、 へて ゐる 0) 

ひさ (量 乳 室の 物音,^ 聞いて) あなた！ あなた ぢゃぁ 

りません か 0 

源 二  (量 乳 室から 頸，^ 出す) 俺 だよ 。何 か 用 か。 

ひさ お 客 さまが 來 てます から * うちへ 行って 下さい。 

源 二 お まへ お 客樣を ほったらかして 來た のか。 

ひさ おぎん ちゃんに 賴んで 来たの。 あのひと だけ だ わ。 

わたしたち とっき 合つ て吳れ るの は。 

源 二 又す ぐ 愚痴 だな。 い 、ぢ やない か、 兄さんの 家の人 

が 何とい つたって。 

ひさ え >-、 だけど …… さう だ わ、 誰が 何ん といった つて 

かま はない けれどお ぎんち やん はほんに い 、人よ。 (間) 


あ の 助役さん が 來て待 つて るんで すよ。 巡査さん と 話 を 

しながら 0 

源 二 ふむ。 さう か。 俺は巡^^だけかと思った。 助役が や 

つて 来て るの か。 

ひさ え、、 今 來た處 なの。 あたしす ぐ 米 を 研いで 行き ま 

すから、 あなた 早くい らっしゃ いよ。 

源 二 よしく。 (一旦 a 乳 室 LL 入リ又 出て 來て おの IX か 

ら ゆく。 おひさ は 水^ 汲んで 米， 化 研 ざ LL か、 ろ 0) 

(入れち が ひ に岩木源告(20の^|;^ぉ かれが拔きたて の 

火 根ん- 携 へて 入リ來 る 0 や 、 醜き 容貌と 臨 U"1J- 近き 腹 

な 抱へ てゐ ろ。 ^ば 妹の 姿 yj- 見ろ とすぐ 僧惡の 服.^ 光 

らぜ ろ。 さう して 無 なィ ャミ 1^ 浴び 乜 かけろ。) 

ひさ まあ 嫂さん、 い- - 大根ね。 

かれ 欲し けれ あ 自分で とってお いで。 お前なら i 那 だつ 

て 小言 は 云 はない よ。 

ひさ あら、 すぐ そんな 風に 氣を 11 しちや 困ります わ" 私 

なにも 欲し いなん ぞ思 やしなく てよ。 

かれ すぐ 申譯 だね。 それよりか 私に 水 を 汲んで おくれで 

ないか。 

ひさ (あわて、^ ンブに ゆき 水 1^  くむ〕 氣 がっかないで 

…… どうかかん にんして 下さ い。 

かね 汲んで 吳れて あやまら なくた つてい. -ぢ やない か。 
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どうしてお ひささん は、 さう あてつけ ばかり 云 ふの かね 

え 0 

ひさ 嫂さん あんまりた わ。 わたし ちっとも あてつけなん 

ぞ云 やしないのに、 なんでも 惡く ばかり. 取って 下さ るん 

だもの 0 

かわ さう さね。 どうせ、 わたし はすべ たで， おまけに こ 

ん な. せ體ぢ やひが み 根性になる だら うね。 

ひさ (J^ 々困つ て) わたし 何も そんな、 …… 

かね お まへ さんの やうな 美人で 旦那が 一人で 足りな くつ 

て、 私の i 那 まで どうかし ようと 思 ふやうな 强ぃ 人と は 

raj; ひませ うより 

ひさ わたしが、 いつ 兄さん を どうかしょう としまし たつ 

て、 …… 嫂さん あんまりで すわ。 

かね 思 ひ あたらない^も あります まいよ。 

ひさ 隨分. た わ * わたし そんな 女 だと 思 はれる なんて， … 

： … S  く) 

かね (大根 yj- 洗 ひ 終り 滴,^ 切リ 乍ら) おひささん もい ろ 

んな手 がお h 手です こと、 どうも有難う。 

(嫂 は 去ろ。 おひさ は 一 人で しく/ \ 泣き 乍ら 米，^ 研 

いで ゐ ろ。 左の S 乳 室の 戸が そっと 開いて 源吉 (兄 ) が 

^, ^出す。 さう して. a 分の の 去った の，^ 見濟 して 入 

つて 來る。 源吉 は-:；? S な 身 體，^ ■ 有った で、 慵 人と 


じく 撒 K 引と 白 ぃシャ ク。 其 上に チ ョ クキ, ^着て ゐ るリ) 

源吉 おひさ！ 泣いて ゐ るね。 

ひさ (驚いて 立 上ろ) あら 兄さん 。びっくり したわ。 私 

何も 泣いて なん ぞゐ やしません。 

源吉 すっかり 聞いて ゐ たせ， it りで。 おかねの 厭味 もお 

ま へ の 泣く の も。 

ひさ まあ- いっから。 

源吉 お まへ、 あんな 事 をお かねに 云 はれた つて 怒つ ちゃ 

困る よ。 怒り やしないだ らうね 0 

ひさ 私が みんな 惡 いのです もの …… 。 

源吉 俺 は 全く その やさしい 心根に 同情して ゐ るんだ よ。 

俺 はお まへの やうに 女らしい、 優しい 女 を 見た ことが な 

い。 おかねの やうな 獸か、 おぎん の やうな ハネッ 力 ヘリ 

か、 みんな 男 を 虐めよう とか  つ てる女し か兑た ことが 

無 いんだ。 

ひさ まあ 兄さん。 そんな こと を 云 ふもん ぢ やない わ。 

源吉 お まへ がその 優し い 心で 此處 へ來 てからと いふ もの 

は， 俺 は 何だか 暗い 世の中から 明るい 世間へ 出た やうな 

氣 がしたん だ。 嘘ぢ やない。 いくら 弟の 妻 だと 思 ひな ほ 

しても， 矢張りお 前の 姿 ははつ きり 心の中に うつる し、 

胸の 思 ひ はつのる ばかり だ。 此 間の 晚 だって おれが お ま 

へ に 打 あける 迄の 心の中 を 察して くれ。 おれ は 不倫と い 
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はれよう が、 何と 云 はれよう が、 i ハ- しい もの は 仕方がな 

いんだ。 

ひさ つ」 窮し て) まあ- いやよ。 

源吉 (近よ つて) いっその 事、 お まへ は あの 晚 何故 もつ 

と 手强く おれ を 撥ねと ば し て 吳れな か つ たんだら う。 考 

へ てから 返事 をす るなん て 云って くれた もんだ から、 俺 

は 狂人の やうに お前の 事ば かり 考 へて ゐ たんだ」 さう し 

て、 ー體 いつにな つたら-返事 をして くれ るんだ い。 (だ 

ん，/ \ 激して くろ) 

ひさ だって， あ >- しか 返事の しゃう がなかった のです も 

の 0 

源吉 もう 俺の 思 ひ は 深く 深くな つて、 どんな こと をされ 

て も 思 ひ 切れな くな つ た んだ。 LL 正面の 納 M め處 

へ 行って^ fj-:. ち あけて 戶，^ 開く) さあ. 今日はもう 俺 

の 行ける 處 まで 行 くんだ。 

ひさ (、、の 熱 力-」 魅 られて かすかに) だって 行ける 處 

まで …… 、 行け やしない わ。 

源吉 おひさ 。お まへ はま だ 俺 を 信じない ね。 この やうに 

悶えて ゐる俺 を、 救って くれようと しないね。 おれの 心 

はま だお まへ にす つかり 解らない のか。 

ひさ だって あなた はほんと に …… ぢ やなく つて、 おかね 

さんがみ もちだから、 ；… わたし を そんなに …… 


源吉 まだ そんな こと を 云って るの かい。 おひさ。 まだ そ 

んな 風に 考 へて、 おれの 云 ふ 事 を 聞かない のかい。 

ひさ だって、 あなたが さう でない とい ふ證 據を晃 せて 下 

さるって 云 ひ 乍ら、 見せな いぢゃありません か。 あなた 

だって どんなつ もりで、 わにし を 思って るか わかり やし 

ない わ。 口で いふ ことなん ぞ 何だか わかり やしない わ。 

源吉 證據 つて どう すれあい i んだ。 

ひさ わたしに も わかりません けれど、 まあ 時の 來る迄 待 

つて 下さる のが 一 番ょ。 

源吉 ぉまへは俺を2^^-してるね。 ー體ぉ まへ はおれ を ど 

う 思つ てるんだ。 

ひさ 兄さんです もの。 

源士" もし 源 二が ゐ なくなったら。 

ひさ まあ、 あなた はそんな 事まで 考へ て いらつ し や る の リ 

源吉 馬鹿い ひなさい。 誰が あ を …… 、 な あに 私の いふの 

は、 假 りに 源 ニをゐ ない、 …… 無論 自然に 死んだ とした 

ら 0 

ひさ 矢張り 兄さんです。，  たって 怖 いんです もの。 

源吉 怖い！ 世間が かい？ 

ひさ い > え あなたが 怖ろ しいので す， ほんと にあな たは 

恐ろしい 人なん です もの、 |g りで 熟して 来て 盲目の や 5 

にな るんで す もの 0 
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怖 

な 一 

源告 だけど も， 思 ひ 切れな いんだよ， 俺 はもう 氣が狂 ひさ 

うなんだ よ。 色々 な 事で 頭腦 が、 もう わから なくなって 

ゐ るんだ。 何もかも 一 度に 押しよ せて 來 てるんだ。 牛 は 

五頭 も 死ん だんだ。 乳 は 一 ヶ月 も 公ら に K れな いんだ。 

お まへ も 源 二 も 一 緒に 俺 を 苦しめに 來 るんだ" (だんだ 

ん興 奢す る。 しま ひに は氣 の やうに 頭の 毛 1^ かきむし 

リ 乍ら) 世間 は 皆ん なでよ つてた かって 俺 を いぢめ よ 

うとして るんだ。 一 體皆 はそんな にして 俺 を どうす るつ 

もりなん だ〕 …… 一 體俺を どうす るつ もりなん だ。 

ひさ 兄さん. (近よ つて) あなた どうな すった の？ 

源吉 (いきな リ ひさの 手 1 かとる) ひさ ノ めュ」 こへ おいで！ 

さ 一緒にお いでよ。 おれ はもう お まへ を 離さない よ。 

ひさ 兄さん！ いけません。 あなた は 妾まで 氣狂 ひに し 

て 了 ひます。 

(^無言に 反抗す る ひさ，^ 捕 へ て 林 納屋へ 連れ込まう 

とすろ 時， 右の 2;S| 乳 室の 戶が！ 1 かれる 音が して 誰かが 

入って 來 たので 源吉は 驚いて 手.^ 離し、 本能 的の 莲恥 

に 驟られ て獸の やう LL 右手 入口から 去 つ て 了 ふ。 や-か 

て靜か に 量 乳 室 の戶が 開いて 源 二が K お 白な 猜疑 に滿 ち 

た 額 v5< 出す。 二三 步 妻の 方へ 步み 寄って。) 

源 二 どうしたんだ。 誰か ゐ たやう. たったね。 兄さん ぢゃ 

ないか。 


ins 
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ひさ あなた 後 牛です から 何も 云 はないで 下さい。 何も 云 

はないで。 (と s^lw まって 取す がり 泣く  0) 何にも  何 

にも  0 

源 二 うむ 泣く 事 はない。 誰もお まへ を 疑 ひやしな いから 

安心 をお し。 だが 兄さん は、 餘り やる 事が 多すぎる やう 

だね。 お まへから よく 忠 してお やり。 

ひさ あなた！ (泣き 乍ら 感謝の 眼光ん 以て 源 二の 額，^ 

. ちっと 見つめる) 

11 幕 —— 

第二 幕 

同 じ く^; 木牧場 內 の わ ろ i:^ 納 短 の 内部。 ーー- 方 の ^ 側 -I;. 

は 藁が 一 杯^^み：；^|まれて>  舞 WW の中夾 LL 方 二 ほど 土 

il が 露出して ゐる ばかりで わろ。 左手の 殊 L1 高く 投み 

重れら れた 壁. I： の 藁 の 中には 酷，. や 作る 器具 や， 出來 

上った 牛 赂ゃ， 乳.^ 入れた 鑌 などが かくされて あろ。 

此處で 源吉は 腹心の 正 ュ E と 禁 K の 牛乳で牛酪密ゅ；^! 力？ し 

てゐ ろので あろ。 

幕の あいた 時此舞 _3!!1： に は 誰も ゐ ない。 只」 W の靑ぃ 月光 

がお の 高 窓から さし 入って 薬が 靑く叙 金され ズゐ ろ。 

遠くで 野良 戾リの 鄙 がして 又 f; 仏 ざ かって ゆく。 平の 


啼く f せが 寂しく 閣ぇ ろ。 しばらくして 外面で 低 い 男女 

の 爭ふ聲 がする。 っゾ いて 表の戸の：^ vJ-iE けろ 昔が し 

て 戸 が あくと； 止 治が そこへ 現れろ。 

正； i£  (外面の 女に 向 ひ) 鳥渡き k たい 市が あるんだ から 

お 這 入りな。 手間 はとら せ やしないよ。 

ざん (っゾ いて 現れろ) こんな 晴ぃ 所で どうす るの。 わ 

たし は 未だ 察" 所がす つかり 片づ いちやな いんだし、 風呂 

の 火 も 見て 來 なくち やなら な いんだから ね。 

正 治 鳥渡 人って 吳れり やい k ん だから. な あにす ぐ わか 

る ことなんだ。 

お まへ、 カづ くで 手荒な こと をす ると 承知し な いよ 0 

馬鹿な。 そんな こと をす る もんか。 

ぢ や あ。 鳥渡 だよ。 (入って.^ ろ) 

はね。 (とい ひ 乍ら 戶 vs-m めよ-ひとす ろ) 

いけない！ 戶 はこの ま、 にして お き。 わたし は 

まだ あの 晚の こと を覺 えて るんだ よ。 お ま へ は乂 …… 。 

E 治 おぎん ちゃん。 成程- あの 晚 にあ * 俺 はお まへ に亂 

• もした けれど、 おぎん ちゃんだ つて. その 亂暴 を默っ 

て 受け入れた ぢ やない か。 初めは おれの 方が 上手だった 

が、 あとでお まへの 方から 求めて 來 たんだせ。 

ざん 隨ぉ云 ひで ない よ。 他人 を あんな：：； に 合せて 置き 乍 

ら * 今にな つて 私まで 罪に 引 入れよう として るんだ ね。 S 


正 治 そんな こと はどうで もい  > "けれど、 戶 はしめ なくち 

や あ。 

ャ、 ん きっと 亂 31^ はしない，； r 

正 治 しな いつたら〕 たにち よ つ と 話が ある だけなん だよ 0 

ざん でも i 陌ぃぢ やない か。 

治 今 カンテラ を點 ける からお 待ち。 (：屮-治人ロの^^に 

懸け C あろ 力 ン テ ラ •」 點火 VO 

ざん (や. r やく 戶， CJ<m めて， 兩人は 適. の 間隔. a- 保って 

^«の5^_,1腰.2<かける0 贫 しい 力 ン テラ の 光が 二人,^ 見下 

みして ゐる) お まへの 話って いふの は、 大概もう わかつ 

てゐ るよ，」 だけどお まへ の 口から 一 應 聞いて 置き ませう 

J リ 

！^^治 は 今朝 ある 人から きいたん だが …… 。 

ケん 鳥渡お 待ち.， ■ その 話の 前に、 是非 是 だけ は 私から 云 

つ て S かなく ちゃなら な いわ。 でない と 話が 行 違 ひに な 

ろから ね" 

それ は どんな^, たい。 

> ！.、 ん 私 はお：！ g と是 まで， 一度 も 約束め いた こと をし なか 

つたと いふ こと。 だからお まへ は、 私の する ことに 少し 

も^^縛を加へろ權利もなぃこと。 それからお まへ と 私 は 

全く 他人 同志 で . 闕 係な んぞ 爪の！ ほど もなかつ たこと 

これ だけ は 承知して ぉゐで だら うれ リ 


正お だって それ あ …… 。 

ざん だめよ。 お まへ いくら 云った つて、 そんな もの は i~ 

に過ぎないって， 事 を もみ 消す だけの 强味は 持って るん 

だからね。 そこが 女の 强 味なんだ よ。 

正 治 ぢゃ おぎん ちゃん。 今朝の あの 話 は 初めつ から ほん 

た、 つなんだ わ， - 

ざん どんな 話 だか 未だき かせな いぢ やない の。 

正 治 お まへ さんが 津野屋 へ 嫁く つてい ふ 話よ。 ど. 「せ 今 

の やうな 前置き をす る 以上 眞 iW に は 違 ひな いんだが、 男 

つて 奴 は 未練な もんで、 當 人の 口 か ら眞實 だ とい はれな 

い 中 は、 まだ 噓： たと 思って るんだ からね。 

お- ん だって その 話なら、 もう 定まつ たんだ もの 仕方がな 

正 治 今にな つて、 俺が どうかう いふの は 間違って るか も 

し れな いけれ ど， 何故 前に 俺に. ぶって くれな かったん だ。 

-V ん 何もお 前に 相談す る 必要 はない；： やない か。 

正： H それや， 理窟で いへば 必要 はないだら うけれ ど >  二 

人の 問 は， 全く 一  遍の 理窟で ずんで ゐ たかい。 おれ はお 

まへ さんに 馬鹿にされて ゐた のか もしれ な いけれ ど. そ 

んな もの ぢゃ なかつ たらう。 

ざん それ は、 よしんば 二人が 假 りに …… 。 

正 治 假り にだって？ 


140 


ざ々 え. -假 りに 戀 して ゐた 所で、 何も 結婚 問題と は 全く 

別 だ わ〕 お まへ も 今まで 一 度 だって、 そんな 事 を 私に 云 

つた 襄も なし， 私 だって 誰が お ま へ とそん な 事 をす る も 

力. TV 

正.  一 3 おめえ もとから さう いふ； B 、りで ゐ たんだな" (立ち 

上ろ) 

:3 ん 〈同じく 反抗的 に) だから どうす るの。 話 はもう 濟 

ん だからね" 

正 治 (强て 平？ W につと めつ、) 話 はすんだ が 事は濟 みは 

しないから、 そのつ もりで ゐて貰 ひます よ。 

ざん いくらお どかした つて、 もう 定まった 事 だもの 仕方 

がない わ。 だけどお まへ だって、 さ、 「未練が ましい こと 

を 云 はないで * も、 「此 儘に してお くれで ないか。 綺麗 さ 

つばり と。 ね、 かうな つたら 我を折って 私から 頓 むよ。 

お金が 欲しいなら、 …… どうで もす るから ね〕 

正 治 お まへ は實 にあ きれた 女 だな あ、 おれが 何時 手 切 金 

をね だら、 「と した。 俺 は 金なん ぞ 欲し く はな いんだ。 

V でん ぢゃ 何が 欲しい の。 

正 治 お まへの 元 ど ほりの 心よ。 俺 は 何にも こ V でお まへ 

の體が 要る と 云 ひやしない。 今度 の 結婚 だ つ て 俺と すれ 

ば 馬鹿な 男心から、 お ま へ が 厭々 乍ら 義理で 承知した の 

かと、 それば つかり を賴 みに 今日 もこん な處で 聞かう と 


したんだ。 俺 だって 恩に なつ た 岩 木 の 家の 爲と あれば お 

まへ が 立派な 金 持へ 緣づ くの だって、 妨げ はしたくない 

んだ。 お まへの 11 は 先方に あつたって， 心 は 始終 俺と 一 

緒に ゐて くれる と 思へば、 男らしい あきらめ もつ く、 綺 

麗 さつば り 生れ 返って 働け るれ」 思って ゐ たんだ。 それ を 

お まへ がそん な 心で ゆ くんなら、 俺 だって 男 だ〕 い、 か 

げんに 馬鹿にされて、 默っ てゐ ろと 云 はれた つ て默っ て 

ゐ たく はない。 お まへ が 切れる つもりで ゐて も 俺 はどう 

しても 切らせない。 

£  C たん （-氣 味. かわ ろくなって くろ〕 おどす の はよ 

して， ほんと に賴 むから 思 ひ 切って おくれよ。 ね。 

正 治 お ま へ に 頼まれる 譯が ねえよ。 

ざん (心機 一 轉 して 正 治の 恐喝.^ 斥く ろ 方策，^ ひつ い 

たやう に) ぢゃ 勝手にお し。 誰が お まへの 云ふ亊 なん； て 

ほん 氣に する もの かね。 

正 治 どう だか 見て るが い、。 

ざん 見て ゐ ますと もさ。 (戶 の 方へ 行き、 戸,^ あけて 出 

て 行かう として 闕の處 で 立 止まる) 正 治つ お まへ 無分別 

だけ はおよ し 3 い k かい。 

正 治 御忠 おに は 及 ひません よ。 未だく 生き甲斐が あり 

さう だからね。 

ざん (又 入って くる) だけど、 こ k で 綺麗に 別れよ うぢ 
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やない か。 その 方が お 互の 爲 だと 思 はない？  一 

： 止 治 どうぞ 御 勝手に >  二人 はもと から 別れる も 別れな- * 一 

もない 間柄 ださう だからね。  . 

ざん (思 ひ 切って) 今の その 言 紫 をお 忘れで ない よ。 一 

(出 V- ゆく) 

(呆然と して ゐ たが) もうかう なったら、 どうした 

つ て やつ k け るんだ。 (わち こ r ，眼 光らせ 乍ら 考，^ ま 一 

とめろ 人の やうに 步. r- 廻ろ) 

(源 セリ、 兄) 豫 おの 時 問な ので 此林納 へ やってくる 0し 

源吉 (とが .5 る やうに〕 正 治！ 今こ& から 出た の はお 

ぎんの やうだった が、 さ うぢゃなかった か。  - 

y 治 え X おぎん ちゃんです、 それが どうかし ました か。 

源吉 お まへ と 一 絡に こ、 にゐ たの か。 

：止ュ 5 え  >-。 (反抗的に〕 それが 惡 いんです か。 

S あれ も 嫁入り：！ i の 大切な Si だから ffi でもつ かない や. 

うにと 思った のよ。 

.止 治 へ 、え。 妙な こと をき、 ますね〕 でもつ かない や 

うにと いふと 大分 立派の やうです ねえ。 

源吉 1:1;- 治、 お まへ は 今夜 は餘程 どうかして ゐ るな 。言葉： 

つきが 荒々 しくて 目が 血走つ てゐ て、 ：：： どうかし たの _ 

か。 

y 治 n; 那、 今夜 は 牛^ 作り は 止め ませうよ。  一 


源吉 どうして？ 

正；！ 2 その か はりき、 たい 事が あるんで す。 

源吉 牛酪 を 作り 乍ら 話した つてい &ぢ やない か。 

正 治 え、、 で. U が、 事に よったら、 もう 明日から こんな 

こと を、 ぉ斷 りしょうと 思って ゐ たんです。 

源吉 どうして 急に そんな こと を 云 ひ 出 すんだ。 俺 はお ま 

へ を 手足と 賴ん でゐ るんだ ぜ。 

正 治 U ー那は 一 體- 今まで どうお 考 へでした。 私が かう し 

て a ー那の 腹心の やうに なつ て、 一 生 懸命 忠實に 働いて 來 

た 事 を * 惡 遊びの 一 つもせ ず， 人の 目 をぬ すんでの らく 

らもせ ず ：•：• C 

源吉 若い者に 似合 はず 感心な 者 だと 思つ てること は、 幾 

度 も 話した 害 だ。 始終お ま へ にも 感謝して ゐた箬 だが なリ 

正 治 そんな こと ぢ やなく， 私が どんな 處 からかう 正直に 

働いて ゐる とお 思 ひです。 

源吉 どんな 處 つてお まへの 心 立が 佳い からさ。 

正 治 只 それだけ でせ うか。 

源吉 さう だと も。 わし は それ 以上に 考へ もしない。 何も 

お まへ 目的が あって 金が 欲しい とか * 家が 欲しい とかい 

ふやうな さもし い 根性から- 働いて るん ぢ やない つ て 事 

は 見ぬ いて ゐ るんだ よし 

正 治 さう でせ うかね" 全く 赤の他人が 何 かの 利害 關 係な 
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しに、 こんな 風に 密接に 結 ひつく もんで せう かね。 

源吉 ぢ やお まへ は、 何 かの 利益の 爲 めに 今まで こんなに 

§ いて ゐ たとい ふの か。 

-ti 治 え V さう です。 それが 又 あなたに も わかって ゐた 笞 

です D 

源吉 お まへ は、 そんな さもしい 人間だった のかい。 

正 治 さう です。 さもしい かどう か は 解りません が、 ど 5 

して 譯 なしに あんな ことが 出來 ませう。 私 は それが ある 

ばっかり に>  朝 はもう 三時 十五 分 前に は 必ず 起きました。 

さう して 奴等 を 起す 前に、 もう ちゃんと 一 ト 通りの 道具 

は 整理し ました 。又 それ をす るの が 愉快 だ つたんで す。 

一 つの 牛乳 罎を 念入りに 洗 ふので も、 これが 私の 憶って 

る 目的に 達する ためだと 思 ふと、 獨 りで に 精神が こもり 

ました。 その 目的な しに、 どうして こんなに びく/ \- し 

乍ら 法律上 の 犯罪 を やり ませう。 

源吉 ふむ。 さう して その 目的と いふの は 何 だい。 

正 治 あなた はもう 解って ゐる箬 です。 あなたが 不用意に 

發 した 言葉 か もしれ ない けれど、 秋の 鎮守 祭の 晩に お つ 

しゃった 事 は 一 々よく 覺 えて ゐ ます。 

源吉 あ i さう か。 それ ぢ やお まへ はお ぎんが 欲しい の だ 

な 0 

正 治 さう です。 そのお ぎん ちゃんが 私の 目的だった ので 


す。 あなた は あの 晚 私に 少しの 見；： かついたら >  おぎん 

を やっても い V と 云 ひました ね. - 私 は その な 言 紫に 釣 

られて 馬鹿らしい 忠義 者に なった のです。 いや、 あなた 

だって、 初めは 私に 吳れる 位の 心 はあった かもし れん-」 

しかし、 今にな つて あなた は 世間 並に 金が 欲しくな つて. 

素 塞 貧の 私に やる のが 惜しくな つたんだ。 さう して、 私 

はもう さんざ 働かせて 了った から、 どうな つ て も い、 と 

いふんで せう。 

源吉 お まへ が あれに 氣 があった とすれば、 いかにも 私 は 

氣 の 毒 だが . お まへ も 十分 働かせて 了った か らな ん て , 

さう 氣を 廻し ちゃ 困る よ。 

正 治 です が、 私に はさう としか. 取れな いぢゃありません 

か。 あなた は 初めは 殆 んど默 許の 形で £S り 乍ら， 近頃に 

なって 妙に 白ば くれ 出して • 今 私の 戀に氣 がつ いたやう 

な ふり をな さるんだ もの、 一 §S あなた 方 は 卑怯 だ。 

源吉 (少し 怒ろ〕 正 治！ 聞いて ゐれば 何 だと * 何 をぐ 

づく云 ひ 出 すんだ」 何が 卑怯 だ〕 平常お となし いお ま 

へ だから 蟲を 殺し てゐれ あ、 おぎん を 思 つてる の 何のつ 

て、 いつ あの 子 をお まへ にやる と 約^した。 • 

正 治 それ はきつ ばりと はしません。 

源吉 おぎんだ つてお まへ と 約束なん ぞ した ことがある 

か。 俺は此 話の 初めに、 念の 爲 めと 思って、 おぎん に. 訊 
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いたんだ。 あの 子 はきつ ばりと 何もない と 立派に 云った 

んだ ぞ！ 

治 何もない？ 

1^ 吉 うん。 さう 云った。 立派に 云つ たんだ。 誰が お まへ 

の やうな …… つて 一 言の 下に 否定し たんだ。 それ を 元 か 

ら約ぉでもぁる情^|か何かのゃぅに- 一人 極めに 極め や 

がって 何 を 云 ふんだ。 馬鹿め！ 

HHS  H: 那、 全くお ぎん ちゃんとの 中 は、 そんな だと 思つ 

てるんで すか， - 

吉 何だと。 

：止^^ 私 はいくら 馬鹿で も、 未だお ぎん ちゃんの 婚姻 を 打 

ち - .- はす 位な は ちゃんと 握って るんで すか らね。 

源 十： n お まへ は 破談に させる 氣 だな。 

正 治 え. -、 あなたの 出方 一 つで 立派に 破談に して 見せ ま 

す。 

源吉 ぢ やどう すれば い  >- んだ。 

正 ：55 あなたから 败談 にす るんで す。 さう してお ぎんち や 

んを取 一 M すんで す。 

源吉 馬鹿 をい へ， 何の 51 めに そんな こと をす るんだ。 お 

ぎん はお まへ にやら なけれ あならん 理由が どこに ある。 

正 治 {且 しう ございます。 では 私 一人で 方法 をと ります。 

，てれ だけ 承れば 澤 山です。 私 は 鳥渡 行つ て參 ります。 


(立 上る) 

源吉 (いきなり 正 治の 首，^ 捕へ る) 貴様 は 飽くまで 妨碍 

する 氣 だな。 

正 治 (挑戰 的 に 押し かく) あなた はもう ー應考 へな ほし 

なさい。 私 は あなたと 密造 を 一緒に やつたん ですからね。 

源吉 それ をお まへ は吿發 するとい ふんだ な。 

正 治 御 安心なさい 。今す ぐ は 警察に は 云 ひやしません よ。 

私 は 只お ぎん ちゃんが 欲し い 許りなん ですからね。 

源 苦 (鋭く) 正 治！ (猛然と 捕へ ろ) 

正 治 何 をな さるんで す。 (强く 源 吉ん， '刎れ のけろ。 さう 

しズ素 S1- く 外へ 出る) 

源吉 誰が 貴樣 等に …… 。 (戶ん ャケに 閉_ ち 舞 一 の 中央へ 

やって 來る。 しばらく 唇，^ 嚼み 乍ら 愤 怒の 餘 勢ん < 抑制し 

fi うとして ゐろ。 やがて 一：：' LL 心 張 梓， かひ、 のち 左手の 

器具， 5- かくして あろ 方へ 行って 牛乳の 織，^ 藁の ii- から 取 

出す" それ, 化 舞 中央 に|^ んで 來て掂 ゑろ。 つ * ゝ いて 

製赂器 1 ^持って来て 置く。 やが ズ 仕事ん 初めようと して 

藁 束の 上 LL 腰，^ かけた ま  呆然と 器具 ハょ 眺めて 取 か 、ら 

うとし ない」 長い間。 遠くの 方で 人聲 がする。 しばらく 

してお ざ ん の 聲が は つ きり 聞え ろ 〕 

ざん (どんく 戶,^ 叩いて) 叔父さん！  K 父さん！ 

こ.. -ぢ やな いのかしら、 叔父さん！ 叔父さん！ 


144  弟 兄の ナ? 


源吉 (耳ん！ I!t てる、 输ほ 無言)  一 

ざん 叔父さん！ ゐ ません か！  一 

源吉 (急いで 立 上ろ) 何 だ！ ゐ るよ。 

ざん あけて 下さい。 早く 來て 下さい。 叔母さんが 急に 逢- 

氣づ いたんです。 早く 來て "下さい。  一 

源吉 (急いで 心 張 棒 1^ 外づ して 戶 開けろ) どうした 

と 0  ： 

ざん 叔母さんが 蟲を かぶつ たんです。 早く 來て 下さい。 一 

源吉 054 に 力 ン デ ラ の 火 消す と舞毫 暗 E^p 月光 靜か にさ.. 

し 入ろ〕 さう か。 よし、 すぐ ゆく。 (戶, ^閉ざして お ざ 

ん と共に 出て 行く。 又 長き！ I) 

(低い ST か 又 聞え て、 正 治が 弟の 源 二，^ 連れてく ろ。) 一 

正 治 (聲 ばか リ聞 ゆ) 此處 です。  一 

源 二 うむ。 戶を あけて 見ろ。  ： 

正 治 (t^r^ 開く〕 此處で やって ゐ たんです。 

源 二  (入りく る) まつ 暗 だな。 兄さん はゐな いぢ やない； 

か。  . 

正 治 今までろ たんです が …… 。  い 

源 二 いや。 どうせ 今で なくと もい  >-ん だから 。かへ つて： 

い、 し その 迫 具 の 置いて あるの は どこ だ。 お前 マッチ を 一 

持って ゐ るか，  ！ 

正： S ある 害です。 (採す) おや 0 さっきの 騒ぎに おとし： 


たな。 

源 二 そいつ は 困った な。 

正 治 なに、 ようご ざいます。 大抵 わかり ませう。 

源 二 どこに 置いて あるんだ。 

正 治 (左手の の 方へ くろ) この の 下です。 

源 二  (進みよ らんと して 牛乳の 耀 LL つま づ く。 乳 こぼろ。 

雜は轉 びて T.:^ 乂^ ろ、： 《 光の 注ぐ 齒へ 出ろ) や あ、 纏が 

あった。 

正 治 ぢゃ あ、 取り出し たんで せう。 

源 二 うむ-今夜 もやり かけたん だな。 一 いっから 始め 

たんだ。 

正 治 さう、 密造 を 始めた の は 丁度 一 週間になります。 出 

來た バタ は みんな こっちの 難の 下 に か くし てあります。 

も、 r よほどあります が * 旦那が K 乳 禁止が 解けてから 公 

然に寶 り 出さう とい ふんです。 

源 二 お まへ は 初めから 一緒に やつたん だな。 

^-治 初めから 一 緒でした。 

源 二 かう いふ 惡 いこと を、 人の する の を、 お まへ は默っ 

て加擔 して ゐ たんだな。 

正 治 私 も惡 いと は 思 ひました ものの、 それよりも 先に. 

私 は 且那の 氣を损 ねない やうに しなければ ならなかった 

ん です。  J 


14.-, 


ill      正 i'v. 


ん惡 い 事 をし て、 大きな 聲で い へ ない けれど も 女 校 を 

退校され て歸っ て 来たと いふん ぢ やな い か。 土く さ ぃ此 

田 <Sin 者 の 中で 男 を Pil む と すれば 、 ま あ 誰が 見ても 若く て 

元氣 なお まへ だら うから * そこで あいつ はお まへ を 鳥； 彼 

弄んで 見たん だ。 お前 だって 中學の 三年まで やった 男 だ 

とい ふから にあ * その 位の 事 はわ かる 害 だ) 

正 治 (只 首，^ うなだれ ズ閗 いて ゐろ 0 初めは 何の； 叙 法と 

いは 2 ばか リの 態度だった が、 だんく 折れて くる) 

源 二  (益々 說敎 M の や、 つな 口調-」 なって くろ) 俺も實 

は， とうから 折 を 見て お ま へ に忠 をして やらう と 思つ 

て： K 乍ら、 たうとう こんな 事に なって 了った の だが、 正 治 

もう 少し は考へ 直しても い  > -ぜ 0 たと へお ぎんが 假 りに 

今お まへの 嬢に なった 處で、 お まへ にあれ が 統御して 行 

ける か。 どこまでも 上に 立って 抑へ て 行ける か 怪しい も 

の だよ。 おぎん はどうして 決してお まへ 位の 男で 滿；： 止し 

やしない。 こんな 田舍で 爆ぶ る 氣な ん ぞ 毛頭 無 いんだ リ 

おぎん と 一緒にな つた 處で、 全く ：！^ に 敷かれ 通しだった 

ら、 苦痛 は 今に 十倍す るんだ ぜ。 自分の 妻の e; 操 位ゐ氣 

にか、 る こと はない もの だから、 お まへ は 何も 好んで わ 

かり 切った 苦しみの 中へ 、 入らな くつ たって い、 ぢ やな 

力 

正 治 それ は 世間 並に 考 へれば、 あなたの 云 ふ 通りで ござ 一 


源 二 すると， お まへ はお ぎん ちゃんの 事で これ を警お f に 

訴 へる と. 兄さんと お ま へ は 共謀と いふ ことにな つてく 

るが、 それでも お前 は訴 へる つもりな のか。 

K 治 何も 訴へ るの どうのと 云 ふの ぢ やありません が、 私 

は 只お. きんち やん を 、 どの 位^く 思って ゐ るか をお 察し 

下されば い. -ん です J 私 は 先程 申し上げた とほり • 今お 

ぎ んち やん が 無ければ * もう 命 だって いらな いんです か 

ら， もし どうにかして 項かなければ * 自棄です から 共謀 

で 罪人に なっても かま ひません。 

二  (，， にらく 考 へて ゐた 後) 正 治。 お まへ 幾つ だ。 

治 え、、 何です。 

二 お まへの^ はいくつ だとき いたんだ。 

五で ございます。 

二  、「む。 それ ぢゃ お前 はもう 少し 考 へがあった つてい 

い だせ。 これが 十八 十九の 無分別 盛りなら い V が、 

お まへ 程の 大與 が、 女々 しい 色戀 で， ei:;i 自棄 を 起して 

了 ふなん て、 それや 餘り 思慮が 無 さすぎ るぢ やない か。 

よく 考 へて 見ろ。 兄さん も それや， 一時の 氣 まぐれに せ 

ょぉぎんを5^^?-る といつ たの は惡 からう し、 おぎん がお 

まへの 云 ふ 事 をき いたの も、 惡 いに は 違 ひない が、 おぎ 

ん とお まへ では 誰が 考 へたって 第 一 人間が 違 ふで はない 

か。 お まへ はおぬな W 舍者 だし * あの 子 は 東京で さんざ 
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いますが、 私と して は， もうあれ がゐ なければ ならない 

のです し、 又た とへ 下男の やうに こき使 はれても • それ 

がせ めても の なぐさめです。 

源 二 それ は 一 鬮 に 思 ひつめ ると • 女の 前に 御 辭 儀 したつ 

て い 、と 思 ふこと も ある さ。 けれど それ は 全く { や： 想で * 

事 實出來 る こと ぢ やない し、 又 やつち やならない ことな 

んだ。 お前の やうに 女に 對 して 下手に 出る の は、 女 を 獲 

るまでの 政策と して 好から うが、 女ても の は 一 度 自分の 

物に なれば、 あと は禮拜 する 必 要な んぞ なくなる もの だ。 

い 、から 今度 はだ まされた と 思つ て、 私の いふ こと を閗 

いて くれ。 

正 治 それが 出來 ます 位なら、 初めから こんな こと はしゃ 

しません。 私 はどうしても 初めの 考へ 通. リ にした いんで 

す。 やむ を 得な け れば M 後 の 手段に 訴へ るば かりです。 

源 二 お まへ もほんと にわからない ねえ。 お前 は 好んで 自 

分の 身 を棄て 、か、 つてろ の だ。 まだお ま へ は 若 いんだ 

から、 今に こんな こと もあった つけて いふ 經驗の 一 つに 

なって 了 ふんだ よ、， - 

正 治 あなた こそお 解りに ならな いんです"、 

源 二 困った な あ。 さう 激して 來 ると 話に ならない。 ぢゃ 

かう しょう 0 さう まで 思 ひつめ てゐ るん なら、 まあ 私が 

兄さんに 說 いて 見る から， 此話は 明日まで 私に 任して く 


れ ないか。 決してお 前にと って惡 いやうな こと はしない 

から。 ね。 兄さんの 事 もしば らく 默っ てゐて くれない か。 

正 治 私 は 只 あなたから 旦那に 考へ なほす やうに して 現け 

ばい k ん です。 それ 以上 何もいた しません。 

源 二 ぢ やさう して くれ。 又よ くお まへ も考 へな ほして 见 

る ん だな。 どんな 結果になる だら うと い ふこと をお ま へ 

は 勘定の 中に 人れ てない やう だ。 だからよ く 思 ひかへ し 

て、 又元氣 よく 働いて くれ。 お まへ は ，HI 分で おぎん の爲 

ばかりに 働いた の だと 云って るが、 お まへの 心の 素直な 

處 がなければ， どうして あ  は 働け る もん ぢ やない。 ど 

うだ 一 つ その 心に かへ つて 働いて くれ。 な。 

正： m です けれども 私 は 全く …… 全く •：，. 生き甲斐 もない 

ん です、" 私 は 何もい ひません。 (かすか u- 泣く) 

源 二 い、。 い、。 泣く にあたら ぬ こと だリぉ まへ は今激 

して ゐ るんだ リ さあ、 こんな晴ぃ所にゐるのはょさぅ，- 

(窓^^见上げズ) 月が 义ー处 えて 来た やう だ。 (二人 は 無 

言で 窓 ろ ) 

(、 - のとき 外で の おひさの ？ t が する。) 

ひさ あなた こ、 にい らっしゃ つたの。 大變な ことが 出來 

たんです。 (入って 來る) まあ 暗い！ 大變 なんです。 

嫂さん が 難 逢で 息 を ひきとり さうな のです。 早く あなた 

行つ て. t さい。 嫂さん は 死に際に なっても 妾が 傍へ 行く 
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のを顿 がって るんで す もの。 

源 二 嫂さん が 難 逢で 死に さう だと？ ふうむ。 (il) 正 

治お A してやれ！ 俺が 兄さんだった ら氣 狂に なって 了 ふ 

だら うよ。 

正 治 私 だって 问じ _ ^です。 

ひさ まあ、 正 治さん もゐ たの かい。 (と^ すかして 見 

ろ 〕 

(* 々無！？ 0。  H: 光 や、， ほくなる。 三人の、 おの-かま. - 

なろ 佇立の^ はしば らく^いて ゐろ。 fj^  く 牛の 呻る. 

11 幕 —- 

^ 三 幕 

舞な はお  一^と M じき 收舍 内。 翌 B の 朝で 同： J やう- 1L 

哨れ- 渡った：；！ 光，^; 价 びた 收 場が えろ。 が 出て くろ 人 

人に みんなへ r」 み 込んで ゐる。 ^もくと * そこ-」 は抨乳 

^等.^ 相手 に が 昨" 仅の噂 して ゐ ろ リ 

き (一人 爐 LL 牛； つて) それ はほんた うかい。 

佐 苦 ほんた うと も、 現にお 隣の 〈十 のおす ドが 兌たん 

だよ。 昨夜 丁度お かみさんが 亡くなる t^- 分の こと だ。 い 

つものと ほり 二階の 雨戶 をし めようと つて- 何氣 なく 


こっち を 《^ たんだと よ。 さう すると 面白 いぢ やねえ か、 一 

靑 白い 火の玉が すうつ と こ 0 母屋 の： K 根から 浮き 上つ 一 

て， ふら^^ 二三 度 行きた くねえ やうな 樣子 をす るかと 一 

思 ふと， 其^ ふはく 源 二 旦那の ゐる隱 居の 方へ 飛ん 1 

行つ たんだと よ-  一 

武 (飼料 柿 T や つて ゐ たの， 休めて 話 きいて ゐ たが. _ 

小聲 で少 S?- 力；.： 向 ひ〕 力！ 晚 にあ 又 出る ぞ …… 0 一 

少年 嘘 だい，. みんな 噓 だい」  一 

mm それから どうし たんだな。  . 

佐吉 さう して、 二三 度ぐ るく 屋根の 上で とび 廻った と 

思 ふと、 眞靑な 尾 を いて、 こんど はすつ と 浮き 上って、 

どこと も 知らす 飛んで 行つ たんだと よし  一 

五作 (水で 足 洗 ひ 乍ら) な あんだ。 それつ きりか. - , 

m0 ふうん。 よつ ぼ どお かみさん は 源 二さん の 家が 憎 か 

つたと 見える ね。 

佐吉 何しろ 人魂に なって まで も、 いがみ 合 ふなん て 作り 

話に ありさ うぢ やねえ か。 

武 (猶 少；^ ん からか ひ. 欲に) おめえ もお かみさんの 一 

いふ こと をき かなかった から. 今夜 はきつ と來 るせ。 -ー 

少年 隨 だい。 みんな 嘘 だい。 佐吉哥 兄の 話 f 噓だ い。 宇 

ほ 木のお す K ト は佐士  n 哥 兄の 色女 だから 何 をい ふか わ 

からね え やい 


us 


^兒 の場牧 


少 佐 


少 佐 


れぁ 旦那へ の杏奠 だ。 線香代に 働 くんだ。 

少年 ふうん 。あんな こと を； K つてら あ。 

佐吉 ほんと に 仕方の ねえ 野郎 だな。 い、 かひ 晚に 見ろ。 

レコ (手 揃へ て 幽！^ り まね.^ すろ) が 出た つて かま 

はねえ から」 

少^ 又幽靈 だ！  だい、 嘘 だい。 

佐吉 嘘で もい > から 泣かね え やうに しろ。 昨夜 もな、 源 

二 曰ー 那 のお ひささん が寢 ようとす ると 戶ロを 昔 もな くす 

つと あけて 入って 来たと よ。 (身ぶ リ vj* すろ) かう 髮を 

亂 して、 靑ぃ顏 をして、 大きな 腹して …… " 

00 は  >->- …… 、幽靈 になっても はらんで ゐ たかい。 

aw 哄笑す) 

佐吉 さう して かう いったんだ * 「うらめし や. よくも おれ 

の 日 一 那を寢 とった な o」 

m0 その 話 もほんた うかい。 

佐吉 ほんた うだと も。 

默醫 ふうん。 ぢゃ おひさ さんと 大口； 那 との 仲 はほんた う 

-. こつ」 一り A  、  0 

.y. 'っテ び 力、 

武 な あにお ひささん から 體の い  > -レコ (肘 つ き 出 

S を. つたんだ よ。 それでも まだ 、母； K のお かみさん 

は 執念^く 疑って たんだね。 何でも 死ぬ までお ひささん 

を險 へよ せっけないで、 私が. 化んだら きっと 旦那が お ひ 


吉 こん 畜生 * いつおす K か 嘘を吐いた。 

年 つかな くって よ。 あいつ 位の 嘘つき やねえ。 いっか 

も おれが ちゃんと 牛乳 を 持って行って 置いた の を、 自分 

で 沸かさう と 思って、 鍋へ 入れと いた 中に、 うっかり； W 

に なめられて 了 ひやが つて、 奥さんに 「近頃。 あのち び 

が 持つ て 来る 牛乳 は、 入れ 方が どうも 少しに なった やう 

でございます」 なんて 平 氣な顏 で 云って やが る。 その 礎 

佐吉哥兄に傳言を^^む時だけ俺を い- -子 にしゃが つ て、 

此盆 にあ シャツ を賈 つて くれる つて、 十遍 もい つた 癖に 

まだ 吳れ ねえんだ。 

吉 ベら-^ 喋る と 叩き殺す ぞ。 

年 やい 嘘つき、」 おめえ 方 は みんな 嘘つき なんだ。 昨日 

おれに なんと 云った 。今 曰から みんなで 仕事 はしなくて 

もい、 ことにな つたんだ から、 おめえ も 一 緒に 給金の 下 

るまで 遊んで ろつ. て 云った .11 に、 今日 だって 朝つ ばら か 

ら 稼いで るぢ やねえ か。 

武 力！ 何 を 云 やが るんだ。 氣を つけろ！ 

五作 此 野郎" おかみ さんが；^ ん だから、 働かな くち やな 

らね えんだ リ お め えだ つ て そ の 位 の ことわ かろ だら う。 

少年 だから、 いつもお いら 本氣 にしね え や。 

佐吉 ちび の 癖に 一人前の 事 をい つて 仕方の ねえ 野郎 だ。 

云って きかせる からよ くきけ！ な マ 曰かせぐ の はな、 こ 
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ささん を 引 人れ る だら うって 云 ひっ^けて 死ん だんだ と 

さ。 

m^^ へ ト え。 女っても の は隨分 執念深い もんだ な あ。 

武 全く だよ 獸 i: さん.' 全く 頭の 毛の 長い 獸 にか \ つ 

ちゃかな はねえ や。 女と 女 同 志ば かり ぢ やまだく い \ 

ん だが、 にと りついた 日に や、 もっと 始末に 終へ ねえ。 

まあ これ を 御 iJ? な せえ。 これが その 佳い 證據で さあ。 

(傍- IL あろ 1^ 掛の上 に わった 正； の ソフト 帽. ^出す。) 

§ 何 だ 0 誰の だ。 

武 ！^^治の精子だょ。 御 なせえ。 あいつ あおぎん ちゃ 

んで すっかり 參っ ちまって、 さっき もの そ/ \ 入って 來 

たかと 思 ふと. 一言 も 云 はねえ で 精子 を 忘れた ま \、 出 

かけて いっち まった。 只の 一 言 もい はねえ で …… 。- 

五作 さっき、 あいつ は 牧場の 隅の 梨の 木の 下で， 首を垂 

れてゐ たが， ひよ つ とす ると： fa を く  >1 るか も しれ わ えぞ。 

Iwia へ  > "え、 そんなに なって ゐる のかい。 

作 昨夜 もた うとう 眠ら わえ でゐ たらしい が、 考 へて 見 

れ ばあいつ も可哀 さ-つ だよ。 

佐吉 正 治せ 兄 こそ 死んだら 化けて 出る ぜ. - 

^  (又 少： ^に) ほうら、 又お めえ の處へ 出る 人が 殖え 

た 0 

少 な あ に , 正 治^ 兄なら 一 緒に 將棋を やらう つてい ふ 


と 逃げて 了 ふから 大丈夫 だ。  - 

うまく 考 へやが つたな。 (せ々 笑 ふ) (間) 一 

0 時に 淸藏 はどうしたい。  1 

年 淸藏兄 は、 今日は 母屋に ゐて、 おくやみ にくる 人に 一 

挨投 をして ゐ たつけ。  一 

作 い >- やさつ き 源 二 旦那と 裏の 納屋の 方へ 行った よ J 一 

醫 裏の 納屋へ ？ ふ うむ 。(考 へる) 淸 藏 に 就いて 何 一 

か變 つたこと がなかった か。  一 

作 何にもね え やうだった な。 

吉 だが * 何 かあつた かもしれ ねえせ。 今朝に なって か 一 

ら、 咋 日の 約束 を やめた 樣 子で 見る と …… C 

醫 うむ。 さう して 誰かに 怒られた やうな ことで もなか- 

った か。 

作 そんな こと は あるめえ よ。  ： 

醫 ほんた うになかったら うな。  一 

吉 なんだ つて さう にす るんだ。 おめえ さんどう かし； 

たの か。  一 

作 金で も贷 したんだ らう。 

醫 は …… 何でもな いんだ"  ... 

(しにら く 皆沈跌 す。 此時弟 源 二が 淸 -1 と 私語し 乍ら- i 

お 手の 窓へ 現れろ。)  」 

少年 あ. -淸 竊哥兄 だ。  一 


弟 兄の "^ぶ^收 


少五少 も!^ 少 

年 作年錢 'f- 々 ん 


(二人 入り 來 ろ。) 

源 二 や あお 平う。 (皆々 會釋 す。 小 整で 藏に) も、 っ濟 

ん だん ぢ やない か。 

藏 何、 まだです。 大丈夫です。 さっきから 氣を つけて 

たんです が、 まだ あいつが やって来ません リ 

(獸醫 に 目 vS- つけ、 互に 輕く 笑む。〕 

源 二 さう か。 

獸醫 (立上り) や あ、 源 二さん お早う ございます。 此度 

は 飛んだ 事に なりまして。 ほんと にお 悔みの 中し やうが 

ありません。 

二 御 丁寧に どうも有難う。 嫂さん のぁ& なった の も 天 

のお 命で せう から * 今更 仕方が ありません。 

S さう あきらめ るより 外ないで すな。 

二  (笑 ひ 乍ら 皮肉に) 時に 田 中さん。 お 鉄 淡 は 一佳 ど 

の 位に 上りました かな。 近 は 高くな つた さう で すが。 

え X ？ (驚いて ひそか .us の 方，^ 見 ろ 0i5s 蔵 は 傍 

ん. S いて 知ら ij ふり 1^ し ゐ -0 生麩 淡です つて。 (少 

L 狼 ffls し VO 私 は どの位で すか 少しも 知りません，』 

源 二 さう です か。 が， あなた は獸^ さんなん だから、 牛 

の A 鼓 ふ 生 鉄 の f» 段 位 知って ゐ たって い、 です な リ 

0 御 ：儿談 で せう。 は >- 、 、 。 

源 二 いや 全くです。 それでなくても 纖醫 さんでも してる 


屮に は、 あなたへ S 却 方 を 超む 人 だって ありませ うから 

i- 

S  (益々 狼 犯し _\) まさか そんな こと はないで せう。 

源 二 でも， 牛 か 馬が 死んだら 殘 つた 飼料が 要ら なくなり 

ますから ね 0 

S  (ほっと.： 35 づき、 冗談で 扮ら さう とする) です が、 

私の 手に かければ 牛 だって 馬 だって 滅多に 殺し やしませ 

しょ ◎  i  \  \  \  o 

源 二 さう すると- うちの 牛の 五頭 だけが 例外になります 

かな。 いや 失禮〕 は、 乂、。 

獸醫 (しかたなし-.: 頭， ^挺いて 笑 ふ) は >-\、。 

源 二  a?,sfi に〕 ぢゃ * おれ は あっちに ゐ るよ。 ^^m.s 

の 方へ 去ろ) 

$ は あ、 (は a 々に) ぢゃぁ化^:んな來ぃ。これから水を 

汲んだり、 いろく 葬式の 用意 をし なくち やなら わえ 

5 

ぢゃ 行かう。 

おいら も かい。 

おめえ は 隣り 村の 知り合 ひへ 知らせに 行 くんだ。 

つまらね えな。 

葬式の 仕事で つまる のが ある もんか。 

佛樣 だけつ まら あ！ 


ir,i 


iz 源 駄 源 

者 吉 者 V*/ 


佐 邀 ひねえ。 (辁々 哄笑し 乍ら 出て ゆく〕 

§  (一番 わと LL なった 蔵-」 向 ひ) おい 。装れ たな！ 

0  (手，^ や g リ 乍ら) な あにい &ん だよ." 大丈夫 なんだ リ 

t?IS どうして？ 

^^0 あとで 話さう。 あっちへ 行って から。 (兩 人續 いて 

去ろ) 

(i^l^ 油 的なる 畏き ra。 觀*^の倦怠YS<招かざるE^i度に 

於 いて 長き ほどよし 0) 

(牛の^く It" どこかで時計が八時^^っっ。) 

(やがて 正 治が 右手の 入口からの る/^ 入つ ズ くろ。 

おはす つかりうな だれて、 限ば かリ 異常に 光 つて ゐ ろ。 

入って 來て 誰も ゐ ない 室な 見廻し， やう やく C 分の 幅 

子 赕掛の 上に 兑 出して 静か •」 それ^と つて 見ろ。 さ 

、リ して 爐傍 LL 腰 1^* かけて V つと 考へ 込む。 やがて 又 長 

い 叶ノ はと 北つ，： 立-つ あがっての そ./ \ 出て 行く。) 

SS の戶 が靜 か-,. L ii いて 源 二が 首 だけ 出す，、 さ う 

して 名 狀し難 い 表 で 正 治の 後 姿.^ 見送 つ て ゐ たが、 

乂 S か- ILU',^ と V ろ。 又！：^ き！^。 前の に 劣ら ざろ ほ 

ど- 4^ く、 概. J!^ の 倦怠 招く）. > 妨げな し。) 

(陰 藜な 人- ~ 母-か ii えてく る。 さう してお 車 〈£ の 馭者 

と源士 a が 無 で 入って くろ。) 

源 古 (小^で) 今日は 蓮かった な。 


駄者 へえ、 もう 一 人の 野郎が、 急に 病氣 になった もんで 

すから、 一 一人 分の 仕 * をし なくち やなら なかつ たんです。 

邏れ るかと 思って 隨分 心配し ました。 どうやら 間に合 ひ 

ませう から、 すぐ 莨って 參り たいんで …… 0 

資 はおれ も 心配して ゐ たんだよ。 

今日は 何 か 旦那の 家に とり こみが ある やうです が。 

うむ。 たうとう おれの .ir が產で 死んだ よ。 

へえ 0 さう で ごぜえ ます か 0 それ は 又とんだ ことで 0 

どうも かう 災難つ ^^きでは、 氣 丈な 旦那 も さぞお 力 

落しで せう。 

源吉 な あに さう でもない さ。 もう 今年 は 厄年なん だと あ 

きらめて、 乳が 賫れる やうに なったら、 うんと 働いて う 

んと 儲ける さ。 俺が しっかり さへ すれあ * 又 昔 通りに な 

るに ぁ譯 はねえん だ。 もう 災難 も 俺 の^まで 祟つ たらお 

しめえ だら うよ。 (寂しく 笑 ふ) 

馭者 ほんと に 大抵 ぢゃ ございま せんな。 

源吉 (正面の 称納 Si の 戸 vJ- 鍵で あけ 乍ら) 時に 町の 愛 乳 

舍 では， 俺の 方の 災難 を あてこんで 大分 菜 務を擴 張し た 

とい ふ 話 だな。 

駄者 へえ、 何でも 牛 も 六 頭 ほど ia; 入れた やうで" 昨；：： は 

わざく 町中 を牽き 1  一した 位です。 

源吉 さう か。 な あに 今にす つかり 又 華客 をと りかへ して 


；》 バ t のえ £:ほ 


源 源 源 源 源 源 源 源 

-  一士  一士  一士  一士 
フ "ロー    口  ―" -     口         -  口 


やる から 見て ゐ ろ。 

馭者 全く 早く さう したい もんです 0 

&i 吉 (戸 1 化 あけ 中 へ 入つ-, 丄孤づ つみの 乳の 大罐 1^ 二つ 持 

ち 出す) ぢゃぁ • すぐ 裏まで 俺 も 一 つ 進. ふから * あの 

い つもの 車に つけて 持つ て 行つ て くれ。 

駁者 へえ。 (駄者 は 乳 確の 一つ.^ 背負ばん とす〕 

(此 時" お Lifi 乳 室の In  蹴 開いて 源 二が 出て くるので 

二人 は大に 驚く。) 

二 おい 熊 四 郞！ 鳥渡 待って くれ。 

源吉 (源 二に) 何 だって あわて、 出て くるんだ。 さあ 熊 

四郞， い、 から 持って ゆけ よ。 

源 二  (熊 gTel, せ 捕へ ろ) い i から 贵樣 にあ 用がない、 さ 

つ さと 行け！ 

K 者 併し ^ 私は此 荷物 を 持って ゆかなくて はなり ません U 

源吉 さう だ" (源 二 に) 何 だって 邪魔す るんだ，、 

源 二 それ は あとで 言 ひます。 (熊 四郎 LI) さっさと 行 

かねえ か 0 ぐづ くす る と 警察 へ 引渡す ぞ。 

駄者 私 は 何も 警察へ 渡される 覺 えはありません。 

源 二 まだ 口答へ す るんだ な。 行かない とつ まみ 出す ぞ。 

源吉 熊 四郎！ い、 からか ま はず 持って ゆけ！ 

源 二  (又罐 1^ 荷 はんとす ろ？；！ 一四 郞 1^ 捕へ て 力任せ にっき 

はなす) 何す るんだ • 行けったら 行け！ 


吉 (猛然と 源 二の 方へ む) お まへ 何し に 來たリ 

源 二 何し に？ 何し に來た A- は 何です。 兄さん こそ こ 

で 何して ゐ たんです。 

源吉 何 をしょう と 勝手 ぢ やない か。 

(？ f-I 四 郞は此 間 に 這々 の體 での がれ 去る 。) 

おい 待て！ おい！ 

兄さん。 何 をと め るんで す。 

やかましい。 (跡,.^ はんとす ろ) 

(戶 の^へ 立 紫が る〕 いけません. - 

何が いけな いんだ。 どけ！ 

い 、え、 どきません。 

(いきな リ飛. びか 、つて 弟の 喉， か 押へ つけろ) 何！ 

(其の 手，^ とらへ 爭ひ 乍ら) 兄さん." 何 をす るんで 

(二人に 激し く^ふ) 

(二人 は、 かひ 乍ら 舞 K〈」- の 中央 へ 來 ろ。 さう して 兄 は 遂 

LL 弟の 爲に 押へ つけられ， 激しく 突き離された ハズミ 

に爐に 近い 上 間 うちつけて 倒れろ。 弟 もやつ と 

身，^ ポ ンプに 支 へ る。) 

源 二  (激しく) 兄さん！ 何 をす るんで す。 そこの 椅子 

へ 腰 を かけなさい。 

源吉 (息，^ 切らし 乍ら やう やく 愤怒， ^しづめ て) 源 二！ 

お まへ は^を どうす るつ もりなん だ。  _ 


ゆ 5?. のえ Si-lIC 


源 源 源 is 


源 二 それ は 理窟 をつ けて 行けば どうに でもなります。 そ 

れぁ 一 斗に しろ 二 斗に しろ { や： になる 牛乳 を寶 つて， 少し 

でも 金に な るんだ から、 富 國の适 からい つ て も、 寧ろ. か 

なった 事な のでせ うけれ ど、 兄さん！ あなた は 金 以上 

に 1® いもの が ある の を 忘れ てゐ るん です か： 人 問と し て 

持た なくつ ちゃなら ぬ 道德 感情 や 良心 を 、 お忘れな の で 

すか。 

源吉 せつば つまった 場合に は 仕方がな いぢ やない か。 法 

律 や 良心 は 死んだ 五 匹の 牛の 代 債 を 出し て くれ や し な い 

からな。 

源 二 然し、 あなたが いくら こ乂で 小さな 密資な んぞ して 

もがいても. いくら とれる のでせ う。 さう して どれ だけ 

の效 能が あるで せう。 いくら 商賫 根性に 墮 落しても、 お 

互に 武士の 流れ を 汲んだ 士族 ぢ やありません か。 あなた 

は 百 二百の 目腐れ金 に 目が くらんで、 ij;! を 忘れた んだ。 

商賫 に 必 要な 信用 を 忘れた んだ。 あなた はこん な 淺 墓な 

密賣 が， すぐ 世間に 知れ渡る のに 氣 がっかないで， 目の 

前の 鐵 かな 金 を 欲しがる やうで は、 迚ももう 此 牛乳！ IIJ と 

して は 成功す る 道が ありま せんし 

源ャ ：3 どっち 道沒 落す るなら  >  出來る だけの こと はして 見 

たいから な。 

二 さ、 そ こです。 た と へ 沒落は し て も， 岩 木 耕 牧舍は 


源 二 まあ 穩 かに 話し ませう。 さあ、 そこへ おかけなさい。 

私 も かけます から。 (爐 の虚 へく ろ) 

源 +3  (だまって 腰.^ 下ス す) 

源 二 兄さん！ あなた は 私に かくして 何 をな さるんで 

す。 此の 雜包 みは 一 體 何です。 

吉 乳 だ。 

二 どうす るお つもり なんです。 

吉 どうもし ない。 三 原へ 送 るんだ。 

二 あなた は、 何とい ふ 情けない お 心なんで せう。 乳 は 

法律上 の 規定 で 、 一 简 3? 間 發資を 禁止され て ゐるぢ や あ 

りません か。 それ をい くら 金に 迫られた かって、 密賫を 

やらな くった つてい \ぢ やありません か。 

源吉 しないで ゐられ なかった の だ。 又した 處で责 際 害に 

ならない ものなら い. -ぢ やない か。 寶 るの が禁 めら れた 

の は^l«がぁる からとめられた んだ らう。 だから 舞が あれ 

ば こそ 資っ ちゃい けない が、 病毒が な いこと は 醫 者も警 

察 も 是認し てゐる 以上 は、 寶っ て 差 支な いぢ やない か。 

二 です が、 法律上の 規定した 所 はどうしても 守らな け 

れば なりません" 

源吉 だから、 公然と 費り はしない。 買 ふ 人 も 飮む人 も わ 

からない、 普通の 牛乳と 同じく 滋養に なって るなら い k 

* ちゃない か。 


154 


第 5iL の場牧 


源 

源 

源 

源 原 

；' [な 

源 

源 

源 

m 

さ 

1  、 

私 

― - 

吉 

激 

一 

士 

そ 

. 

る 

吉 で 

二 

士 

ひ 

力 > 

苦 

m 

れ 

さ 

が 

れ 兄 

や 

わ 

わ 

し 

が 

ぎ 

又 

V, 、 

お 

へ 

jT- 遠 

に 

\  、 

う 

お た 

さ 

知 

す 

力、 

ま 

に 

そ 

よ 

め 

、 

ま 

行 

治 ひ 

此 の 

な 

ま し 

ヽ 

つ 

ぎ 

は 

な 

れ 

ぐ 

え 

へ 

え 

の 

ま 

の 私 

え 

事 

へ t> 

う 

て 

ま 

れ 

な 

つ 

で 

こ 

つ 

、 

は 

•} 

奴 

す 

情 

は 

は 見 

-i- 

ゐ 

せ 

の 

け 

て 

、 . 

の 

兄 

そ 

i> 

淸 だ よ 
I'M. な ° 

と. 

に 

私 

し 

他て 

ぐ 

る 

ん 

密 

れ 

止 

で 

さ 

ん 

o 

を 

も、 

は 

人 ゐ 

世 

の 

資 

ば 

め 

ん 

、 

ん 

な 

な 

で 

し 

私 

知 

ら 

兄 

\. 、 

と る 

の 

は 

惡 

を 

そ 

る 

で 

こ 

を 

に 

ら 

す 

つ 

ま 

さ 

は ぢ 

中 

熊 

事 

し 

れ 

。 

す 

ん 

握 

落 

俺 

て 

る 

ん 

違 や 

が 

四 

千 

た 

で 

I 

つ 

を 

め 

ふ 
め 

は 

る 

や 

ぷ め 

V  、 

郎 

里 

と 

V  、 

1 

こ 

罪 

な 

れ 

他 

の 

御 

。 ij 

け 

と 

で 

後 

！ i. 

と 

ま 

て 

人 

た 

は 

の 

は 

心 

ま ま 

ば 

二 

仏い 

J-'" 
'り 

ん 

を 

ん 

聞 

に 

は 

u 

* 

こ 

次 

さ せ 

\  X 

原 

ん 

さ 

や 

な 

や 

で 

し 

立 

力' 

親 

と 

第 

力、 ん 

の 

な 

な 

こ 

め 

す 

て 

た 

派 

に 

ら 

身 

は 

で 

兄 か 

の 0 

の 

主 

れ 

V  、 

と 

る 

下 

V  > 

な 

感 

聞 

の 

斷 

で 

人 

と 

る 

が 

が 

と 

だ 

さ 

ん 

罪 

づ 

私 

じ 

一 

す 

だ 

は 

よ 

。 

め 

私 

力' 

だ 

人 

い 

た 

ば 

個 

が 

け 

よ 

り 

よ 

る 

に 

ら 

所 
/ノ  1 

が 
幸 

な 

で 

ん 

力' 

し 

の 

を 

、 

だ 

ぐ 

し 

艇 

あ 

す 

で 

0 

ま 

數 

現 

ば 

ぐ 

の 

つ 

な 

今 

す 

と 

せ 

民 

へ 

在 

れ 

ら 

つ 

力' 

て 

た 

に 

め、 

ん 

と 

立 

て 

た 

下 

が 

に 

し 

て 

了 

源 

源 

源 

源 

源 

源 

行 

る 

。4" 

は 

す 

や 

と 

に吉 

苦 道家 

消 

it 

資 

に 

は 

の 

る 

ぢ 

お 

の の 

と 

し 

相 

に 

し 

し 

が 

m 

し 

け 

け 

だ 

や 

ま然 

お 爲 >E 

を 

に 

見 

兄 

て 

最 

敗 

ま 

ま 

れ 

れ 

け 

な 

へ し 

まめめ 

な 

し 

巡 

下 

さ 

十 

ゐ 

上 

し 

す 

せ 

ど 

は 

だ 

の 、 

え 

へ に た 

す 

查 

げ 

ん 

分 

る 

の 

た 

ん 

私 

か' 

や あ 

は 私 法 

つ 

へ 

0 

手 

力' 

方 

社 

つ ん 

て 

と 

途 

あ 

を 

わ 

法 

腐 

他 

m 

た 

れ 

れ 承 を 

思 

つ 

た 

な 

力' 

ぢ 

敗 

し 

人 

敗 

V' 

村 こ 

ば 

も 知 破 

つ 

た 

た 

し 

や 

ゐ 

し 

他 

力 • 

し 

違 

會 と 

力' 

% し つ 

さ 

た 

と 

は 

や 

な 

る 

た 

人 

や 

た 

0 

つまて 

ん 

を 

何 

a  • 

し 

以 

社 

が 

つ 

社 

の 

員 何 

で 

た せ 不 

な 

で 

は 

な 

と 

け 

な 

か' 

上 

や 

は 

で で 

は 

のん 正 

れ 

す 

さ 

ば 

い 

は 

の 

つ 

ゐ 

の 

あ 

さ も 

め 

0 

ば 

力' 

あ 

れ 

收 

m 

た 

る 

常 

へ な 

私 

れ 

る 

御 

m 

そ 

似 

ら 

力' 

態 

ま 

を 

が 

あ 

で 

ん 

心 

は 

の 

を 

盜 

ら 

と 

ら 

平 こ 

せ 

承 

な 

露 

で 

に 

m 

し 

人 

俺 

し 

は 

^ と 

ん 

知 

た 

兑 

す 

な 

ぐ 

敗 

て 

杏し 

で ぢ 

八 

し 

が 

し 

ね 

つ 

ら 

を 

ど 

し 

や 

知 

お トヮゃ や 

ぶ 

ま 

た 

C 

た 

m 

ま 

る 

つ 

で 

つ な 

な 

せ 

ぐ 

何 

ん 

を 

It 

す 

す 

と 

て 

て い 

ん 

ん 

ら 

さ 

で 

で 

m 

に 

る 

力' 

び 

ゐ fi- 

て 

よ 

あ 

の 

す 

せ 

滑 

用 

ん 

ふ 

0 

/ 

る 0 

ん 

に 

ゐ 

で 

人 

の 

•* 

こ 现 

人 

國 

な 

ひ 

弟^の チ; s-ft 


155 


源 二 それ は 手數 料な どの やうな 場合 は 幾分 恕 せない こと 

もありません〕 ですけれど惡^|^ゲ」§;1滅させる£1にぁんな 

こと をす るなん て、 あなたの 根性 は 底から 腐って ゐ ます。 

0W 何とで もい へ。 俺 は-; m 分の 家の 事し か考 へられな か 

つたんだ。 

源 二 え 上； ム ひます とも. 今 nt はもう すっかり 云 ひます。 

さう し て あなたに 反省し て 頂かなければ、 私 は 弟と して 

又蹈 民と してす まな いんです。 兄さん〕 あなたが あの 裏 

の納： K で こしら へ • てるの は あれ は 何です か。 正當な 牛乳 

からこ しらへ た 牛 酷です か。 

K 治が あれ を 云った たな！ 畜生 覺 えて ゐ ろ！ 

源 二  K 治 を 恨む より 御 ほ 分 をお 恨みなさい。 私 は 今朝 行 

つて • みんな あの 不正な 牛 酷 は粲て させました から， あ 

なた の 犯した 2i は、 一週間 費った 牛乳 だけです。 こ.^ で 

あな たは、 もうい さぎ よく 侮 悟し て 下 さら な い と大變 で 

す。 どうか 兄さん、 もう 前非 を 悔いて 善心に 立ち かへ つ 

て 下さい。 弟が 頼みます。 手 を 合せて 頼みます。 

源吉 (無官で ゐ る) 

源 二 さあ どうです。 兄さん。 今日から やめる と 誓って 下 

さい 0 さう して 九 曰す ぎたら、 大手 を 振って M り 出せる 

ん です。 さう したら 大 にやり ませう。 ね。 きつば り 法網 

をく^る やうな こと はしないで 下さい。 


源吉 おい。 (i^^LO 靡ら れた 華客 をと りかへ すに は 

ど の 位 要る と ふ。 それから さしあたって おかねの 葬式 

の 金 は どこ， から 出す。 

源 一 一 (意外な-： :- 出に お どる さ 乍ら) 少し もな い ん です 

力 

源吉 あるなら 俺 だって こんなにまで、 お まへ に 侮辱 はさ 

れ やしないんだ。 牛の 療治 や 牛 舍の消 .：9 で， あった 田地 

はすつ かり 失くな してし まった し， 此上 どこに 出 處がぁ 

る 0 

源 二 だって 不正な 手段で 儲けた 金で どうし ませう。 

Jg 吉 ぢゃ、 どこから 出 るんだ。 

源 二 ぢゃ あなた は どこまでも 不正な 金 をと らうと いふん 

です か。 

源吉 (答へ K> 

！ S 二 兄さん。 (立 上って 手, ケ とろ) これほど 云っても 

わかりません か。 

源吉 やかましい。 (a 暴 53 棄 になろ) もう 澤山 だ！ 

俺 は 俺の 好きに しか 出来ね え 性分なん だ！ おめえ は 俺 

を 罪に おとし さへ すれあ， それでい &んぢ やねえ か。 も 

う 云 ふこと がなかったら， さっさと 歸っ て 仕事 をし ろ！ 

源 二 い \ え、 まだい ふ 事が あります。 私に だって 兄さん 

がらんな 心算なら、 いくらでも いふ 事が あります。 (共 
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に 汲して〕 一 ^1平^^のぁなたの行爲は何です。ぁながち 

牛乳の 密資ゃ バタの 密造ば かり ぢ やありません。 一 體ぁ 

なた が 私の 妻に 對し て联っ てゐる あの 態度 は あれ あ 何で 

す。 1 體 おひさ を どうな さらう と 云 ふんです。 立^な 申 

譯 があるなら 承り ませう。 

源吉 それで 貴樣 は、 どこまでも 俺 を 苦しめよ、 つと 云 ふの 

だな。 

源 二 い、 え、 きつば りした 御 返事が 欲しい のです 。さあ • 

お 答が あるなら 云つ て御覽 なさい。 假り にも 弟の 妻 を 捕 

へて， 不倫な 事を强 ひょうと なさる なんて、 言語！ a 斷で 

す 0 

； S 吉 贵樣は どこまで 俺 を 苦しめようと いふんだ リ  一^ 俺 

を どうしょうと いふんだ 0 

源 二 私 も "もう 此處 まで 云って 了った 以上 は. 一歩 も 引 

きません。 さ、 きつば りした 御 返事 をして 下さい。 答へ 

られ るなら 云 つ て 御覧な さ い 。 

源吉 どこまでも、 ：… . 俺 を  (何も 云へ なくなって、 よ 

るく 鈉虽の 中 へ 入って ゆく) 

源 二  as 窮 して 入ろ) はっきりお 答へ なさい。 iti どこ 

へ 行 くんです。 兄さん。 (全く 入ろ〕 

源 吉の聲 (納屋の 屮に て) 何し に來 やが るんだ！ 

源 二の 聲 兄さん こそ 何う して 逃げ るんで す。 


源吉の 5t い \ から 行け。 

源 二の 聲 い、 え。 行き ま せん。 責任 の ある 御 答 へ をお な 

い 中 は 決して 行きません U 

源 吉の聲 出て 行け！ 

源 二の 聲 ぢゃ、 返事 をなさい。 

！ g 吉の萆 (太 驟 u.) どうしても 行かない な。 

源 二の 聲 だから 事 を ：… 。 

源 吉の聲 貴樣が 行かな くた つ て、 己が 行か さずに くも 

のか。 (物,^ はれの けて 飛び か 、つた やうな 音が き： え 

ろ) 

源 二の 聲 何 をな さるんで す。 (二人の 激しく 爭ふ 一せ がす 

る) 何 を亂暴 をな さるんで す。 (物 vJ- 螂っ 昔が 'ろ) 

源吉 の 0 畜生 ど こまで も、 … … 俺 を 馬鹿 に し や が る んだ、 

…： 畜生 C 行き や が れ！  (^ ふ 音) 

(しばらく 爭 つて ゐろ間 に 誰か ゾ 投げつ けられた 昔が 

すろ ゥ) 

源 告の聲 畜生！ 俺 を 投げ やが つたた t 

源 二の 一 降 あなたから 初め 飛 ひか、 つたんだ。 ー體 あなた 

が惡 るいんだ。 

源吉 の？ 母 何 だと！ 俺が どうす るか 見や がれ。 (何物 か 

LL て 飛び か 、リ. U ろ樣 子) 

源 二の 驛 あ ー ッ！ 兄さん！ 何 をす るんで す。 そんな 


もので 私 を どうす るんで す .：： 0 あ —ッ、 いけません。 

(源ニ慌しく舞-:^|1 へ逃げてくろ。 手に は ft 偽して 鮮血 

が 流れて ゐろ o) 

00  (源ニ，^迫ぅて納2!から現はれ、^の虚で源ニ，^^=:が 

け て 手 に ぜ ろ 錢 抆 げ つ け ろ リ 嫌 は 牵 に .源 二  7ど 傷 つ け す 

に^^5?鎩にぁたってけ た 、ましぃ 音，^立てろ) 失せ や 

がれ！ 畜生！ さっさと 行き や がれ！ 

源 二  (恐怖と 微 おとで^. n となって ゐろ) 兄さん は亂暴 

だ。 ぢゃ私 は 行きます。 そんな 亂暴 をな さるん なら 私 は 

；… もう， …… ow- 口から 出 て 行 さ 乍ら) そんな 亂暴さ 

れる譯 はな いんだ。 (戶ロ にて〕 ぢゃ 兄さん。 よく 考 

へ て 返 をして 下さい。 落^^ぃて私の云った事をょく考 

へて 下さい。 

.源 吉 わかった！  くどい ッ I 

源 二 まあ さう 激 Bg しないで * …… 考へ なほして 下さい。 

(去ろ) 

(源 吉， は慘 たろ 眼.^ 光らして 源 二の 後 姿^  おくろ ひ 

さう して 戸口へ 行って 其 行く へ，^ 见 S けろ と. 激越し 

た 足 どリで lin から 退いて 傍の 腰掛の 上 LL 身.^ 下る 

S 畜生。 誰が $3； 樣の^ 話になる もんか。 俺が やる 分に 

や^ 1 人で？ g 分 すれ や い X んだ。 馬鹿め！ 


(さぅしズ不^；ぉに立上っ たが、 よ. <:./\> した 足どリ で 

納： の 中へ 入って ゆく。 中から l^vj-m める。 舞 S は 一 

瞬 ratw 寂 1 か 以て！ W たされろ 。) 

(やがて 微かに 異様な 叫  一： t が t! れ ると 同時に 藁の 燃え 

る  一- R ばが して 煙が？ お々 と納虽 の戶 口から： g れ 出ろ。 1- が 

やう やく 濃く 火の 昔が 稍々 激しくなる . 3;、 そっと 左手 

の a 乳 室 から 源 二が 此 光景， のぞき 込んで 大 に 驚-さ、 

急 ぃで：袖，^-跳れ越ぇ_\納ぉの戶ロ へ ゆき、 戸^^-開けょ 

うと マろ けれど n かない。 源^ば 中から 心 張り,^ - かつ 

たので あろ 0) 

！ S 吉 (^しく  叩き 乍ら) 兄さん！ 兄さん！ どう 

したんです。 兄さん！ あなた はとんで もない こと を… 

…… 兄さん！ 開けて 下さい。 開けて 下さい！ 

(舞 一， せん むる 煙 は (I 々濃くな つてく ろ。 f おく  の啼 

^ が ；； お の！^~る音に交錯すろ。 此時 狂氣の 如く if;^ 呼^ 

ろ f.H の 姿な 蔽ふ ベく かに  ) 

!i 幕 1 


loS 


ゆ 心 隈武阿 


高 今お 
橋 泉 
七 猪 
载八豐 


第 一 幕 

阿久 维 留藏の 家 0 薛 く 暗い 百姓家の 内部で ある。 4^ 半 

は 土 問で、 そこの 壁 側に は 色々 な. S 、具 類、 筵、 臼 なぞ 

が E かれて ある。 その 正面-,, 1 出入口が もって、 そこ か 

らば 庭の 鷂頭ゃ 仙 花な どの • 秋の： W  ,^ 浴びて-ぬ る 

のが 見えろ。 右 半に  一 高い 筵，^ 股いた 权敷 で、 その 

上り 端 は- 大きな 爐が 切って ある。 而 して その われ 

リに厨 具が 散在して ゐろ" 庭 U 而 した 正面 は 暗 い^子 

で 立て切って ある。 右手 は 錢戶で 割られて ねて * 臭の 

座敷へ 通 1 ろ。 

凡て...、 媒 けた 乍ら に、 田 Ave の舊家 ：、 ある リ 

^  vC  くと、 此 家の C5 子た ちに は 從妹 LL んた ろお IS が、 

正面り や Z 入口から 明り， か 取リ 乍ら， や 屮 け、 

0^-0<, 糸， 緣っ ゐろ。 

藤 か ら は ゆ ろ い ^ が の ぽ つ て ゐ ろ 。^g い 妨ー半 と 北ハ に、 

程. 辻 い s,^^0f..p 問えろ。 そこへ 更に 一 识 ほど 

離れ；： 町の、 訪^の 汽^がぬ る。 丁.； y 十二時で.？ ろ。 

彼女 は それん』 閉 くと， 立って 爐 LL 火，^ 焚きつ け、 その 

雁木に 鍋ん 掛ける。 而 して つて 來て、 乂 繭の 糸 ど 取 

らうと す ろ。 


M  一^一  ^it  、し 中 (€Kils 


人 物 

阿久津 留藏 ^ 失 (五 十 ？ 5 

同 留吉 その 長男 (二 十 六 歳) 

同 留ニ その， ケ、 男 (二 十 三 歳) 

そ の 娃 (十 九 歳) 

その 兄弟 博勞 a 一一  十五 歳) 

S3 吉の友 村役場 害 記 (二十 

伊東 作太郎 降 村の 人 sa^lui: 个^^ 位) 

三 i,:! 久作 11： 久 5t 家の 作男 (六十 歳 前後) 

lis 侶" 隣人。 村の 娘。 郵便 夫。 葬儀屋の 人夫。 

村人 等。 

時 代 

現代〕 事件の 起れ る は 或る 年の 秋の 末 

場 所 

東北 地方の 或る 農村 


中心 阿 
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そこへ 役 5! のお 記の お^が、 古びた 紋付 に 樊か 分けて 

所^ 出 < ^"の fwi^ せ all  一 m で 入 つて 來ろ。 

§ や あお ちゃん。 おめえ 一 人 か い。 

お W! あい。 比 .2 んな畑 さ 行って る わい。 何か^が あんの か 

、 0 

0 いんに や。 川なん て 何にもね えけ んぢ よ、 あの、 留 

士：： つ あんが 歸 つたち ふから、 會ふ ベと 思つ て來 たんだ わ 

い。 歸 つたって ほんた うかい。 

お 登 ほんた うだ わい。 昨日の 晚げ歸 つて 來 たの。 

S さう かい。 そん ぢゃ 矢つ 張り 歸 つ て來た ん だな あ。 

他 あもう あの人 は おさ 行った 切りで、 死ぬ 迄歸 つて 來 

めえ と 思って、 心配して たんだ。 ほんと に 佳つ く歸 つて 

來 たな あ！ お ちゃん. おめえ も 嬉しかん ベな。 (少 

しから かふ やう LL^g さ 込む) 死ぬ ほど 待って ゐ たんだ 

もの。 な。 

ぉ璺 (赤くな つて) やんだ おら。 知ん ねえ ぞい、 そんな 

S 滿更 さう でも あんめえ" 留吉っ あんが 出て 行った の 

もお めえ の め、 歸 つて 来たの もお めえ の 爲だ ベから なリ 

お ffl なんで そんな ^あ つ ベ 。 留吉兄 に や は ¥ あお ら の 事 

なんど， 忘れて ゐ つべ もの。 東京に やなん ぼ 愛ん げぇ人 

がゐ つか、 解ん ねえ もの。 


高 1? な あに そんな 事 あつべ。 今度 歸 つて 來 たんだって， 

おめえ を 思 ひ 出した から、 歸 つたんだ ベから な。 

お 登 何んで そんな 事 あつべ。 おらなん て 見向き もしね え 

ん だもの。 

S そん ぢゃ. 何 だって 歸 つて 来たんだ ベな" おら ぁ留 

吉っ あん も 身が 定ま つ たもんで * 嫁 探し に來 たんだと 思 

つた。 

ぉ豐 東京で 何して たんだ か • 何し に 房つ たんだ か， ちつ 

とも 云 はねえん だもの。 咋 曰から 只默 つて、 下ば つかし 

向いて るんだ ぞい。 

S ふうむ。 父に も 何も 云 はねえ のか。 

お 登 あい。 それに 叔父さん は あ 土 K ふ默 りん ぼ だ もんで * 

き、 もしね えし、 亂 しもし ねえで *  二人とも しんねりむ 

つつり と 坐つ てるば かりなんだ わい。 

高 橋 そん ぢゃ 親父 は 怒って ゐ るん かい。 

お 登 さう でもね え やう だげ んぢ よ。 別に 悅ん でも ゐ ねえ 

やう だない。 

高 橋 一 體歸 つ て 來た時 あ、 どんな 風 だ つたい。 

お 登 おら T 度 町 さ 行って \* わかんなかった けん ぢ よ， 

久作爺 や に^くと、 晚方 人の 顏が 見えなくなる 頃、 ひよ 

つくら 若え 人が 入って 來 て , 「父、 今歸 つた。 どうか 今迄 

の 事 は 何にも 云 はねえ で、 堪忍して 吳 ん ちえ &。」 つて 
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云つ たんだと い。 

S そしたら 父 は 何て 云った い U 

ぉ璺 暗くな りしな だった もんで， 叔父さん も i んぢ やか、 

ちょっくら わかんなかった つけが、 留告 つ あんだと わか 

ると、 只 「留 吉か。 まあ 入れ，」」 つて 云った きりだつ たと 

、 0 

高 橋 ふうむ。 それから どうした。 

お 璺 默 つて そこに 出して あった 飯 を 食つ た ん だとい。 

古 さう して？ 

ぉ观： 一 それつ きりだ わい。 

高 橋 SE 二さん にも 何とも；： ム はねえ のかい。 

お ！！：- さう だ わい。  . 

$ おめえ さんに も 何とも 云 はねえ のかい。 

お 皿乂  (少し は媳 態.^ C ^せて) あい。 

.$ おめえ が此 處にゐ たんで 吃驚し つべ な あ。 

ぉ豐 はじめ おらが 誰ん ぢ やか 解ん なかつ たやう だった わ 

、 0 

高樯 さう だんべ とも。 おめえ も 三年 前と は變 つてつ し、 

此の 家さ來 てつべ と は、 夢にも 思 ふめえ からな。 

ぉ璺 おら だって 父と おつ 母 あとが、 去年の 夏 赤痢で 死な 

ねえければ、 こ \ へ 一生 来なかった べにない！ 

高 檣 ほんた うだ. ほ ん とに 世 の 中て 解 ん ねえ も ん だな 


い！ あん f あ、 §£吉 つ あんがお めえ を 嫁に 欲しい つ， て 

云 つ たら、 親父が た つ た 一 言で 刎ね つけつ ちまって T 1 

人前の 働き も出來 ねえ 中に、 嫁 どころ であつ か」， つて 怒 

つたつ けが、 あれが li^ra で 留吉 つ あん は 家出 を しっし， 

三年 經っ 中に あ i おめえ の 兩 親が 死 ん で お め え は 此處さ 

引取られ つし、 ほんと に緣ち ふもん は 奇體な もんだ な 

あ！ どうせお めえ を かう やって 引取つ て 置 くんだら、 

あん 時 留吉っ あんの 嫁に 貰ったら よかった ベ にリ 

ぉ豐 さう も 行かね えんだ わい。 

S それに 何 だち ふでね え か、 父 はおめ え を 今では SSI 

さんの 嫁に しつべ と 思って るち ふでね え か。 . 

ぉ豐 (伏目に なって) 留 二さん が此 間- 1 んな こと 云って 

たけん ぢょ …… 。 

S 今にな つて 留ニ さんの 嫁に する 窥が あんなら、 あん 

時な あ！ 

ぉ豐 おら 何んだ か留 二さん なんか 1 .0 

高 橋 厭 だと 云 ふんかい。 

ぉ豐 いん や。 さう でもね えけ んぢょ …… 。 

高 橋 §£吉 つ あんが 歸 つて 来たから にあ. そっちの 方が い 

いって 云 ふんかい。 

お 登 …… (點 頭く) 

S でもお めえ は 古つ あんが ゐ ねえ 問 は、 二さん の 
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嫁になる つもり だつ たんだべ。 

お 豊 そん ぢ やって. 仕方が ねえ もの。 

§ 何が 仕方が ねえ もんだ。 さう いふ 事 を 云 ふ 女ろ つ 子 

の 方が、 よつ ぼ ど 仕方が ねえ。 (iE) どうだい 。留吉 つ 

あん は 立派に なって 歸 つて 來 たかい。 

お i>: 米滞紬 とか 何とか 云 ふんだ ベて。 "ひかくす る 着物 

を^6て來たゎ い 。もとよ つ かず つ と 顔が 白くな つ て。 —— 

高 橋 ^*下りだもん* 色 にもな つべ えよ。 そん ぢゃ义 村 

の 女ろ つ- トが K ぐ こんだ ベ。 おめいに 若え 衆が 錢ぐ やう 

にな。 

(怒った やうに) あらら 又、 知ん ねえ ぞい！ 

S 知ん わえ こと も あんめい。 この 罪作りが。 (近よ つ 

て) この 額で！ (敵べ.；，： つ、 かう と マ ろ) 

お IS やんだ つてば リ 

$ あ， 誰か 歸 つて 來 たや、 「だ。 留吉っ あんかな。 (出 

入 n から 外， か 見る) 留吉っ あん ぢ やねえ。 皆が 畑から 

歸 つたんだ。 

さ- 「かい。 (紡 *f の處 1^ 去って， 爐 にかけ；： ろ 鍋 

(父 錢、 おお 二、 一展 人の 老€ ^夬久 作 共 に 入 リ來ろ 0) 

S 今日は。 ぃ&天 if たない。 

ぉ藏 (找 按，^ すろ の. y ちっと G ^やり せら〕 何 か 用 かい 0 


S3  二  (傍から) 何 か 役場の 用 で^も あんです かい。 

3 い、 や、 留 吉っ あんに <Si ひに 來 たんだ わい。 歸 つた 

ち ふ 話 を^いた から。 ■ 

留ニ  (或ろ 皮肉 1^ 以て) そして 其 暇に ぉ豐 ちゃんでも か 

らか はう つて 云 ふんです ばい。 

久作 事に よつ と、 そっちの 方が 本業 かも 知ん ねえな。 

古 S 橋 馬鹿な 事 云つ ちゃ あいけ ねえよ。 なんで そんな 眞似 

しつべ。 ぉ豐 ちゃんに SM いて：^ れぁ 解る わい， な あお 豐 

ちゃん。 

お 11:- (まるで 知らない ふり，^ して ゐ ろ) 

留ニ ほら、 見つ せえ。 

久作 かう 云 ふ 處さ來 つと， 女子の 方が 割りに 正直 だて。 

S へん、 とんでも ねえ 宽 罪ち ふもん だ。 

久作 そん ぢ やから 扇 屋の爺 さま は 云った で。 人間 は 一 度 

惡 りい 事 をし つと、 しもし ねえ 二度目の も 背負 ひ 込まな 

くて まなん ねえつ てな〕 

高 摘 おらお めえ 達に 兎や角- 「云 はれる やうな 事 は、 一 ベ 

ん もした こと あねえ よ。 

§s 二 しな けれ あ 適の こった。 どうか これから はお： 覷 えだ 

から、 お 臓 5! ちゃん 一 人ん 處 へ、. 愚 11 々々して ゐ ねえで 賀 

ひやせう。 

高椅 (一種の 反抗 1^ 以て〕 そんなに お 製ち やん が 心配な 
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のかい。 大丈夫 だよ。 ぉ豐 ちゃん は， 昔から 留吉っ あん 

の ものと 定 ま つて るんだ もの。 側から どんな 手 53 し をし 

たって、 ちょっくら でも 靡く もん ぢ やねえ わい。 

ぉ璺 (怒って) 何 云 ふんだ ベ、 此人 は。 もう 澤山 だぞ 

い。 そんな 事！ 

高 橋 だってお めえ 先刻 云った でね え か。 吉っ あんの 外 

やん  やん 

は 誰れ でも 厭 だって。 §E 二さん なんて， 死んでも 厭 だつ 

て 0 

留 1 1 (蒼く な つてお 覺 の 方，， だ 見ろ) 

お 登 (泣き さう になって) 隨！ 嘘！ なん ぼ 何 だって、 

あんまりな 事 云 ふもんで ねえ わい。 

久作 (頭，^ ふリ 乍ら) かうな つち や 老人 は 傍 さ 退いて ベ 

え 0 

S  (今迄む つつ リ樣 子，^ 見てゐたが急に高橋，<^^^へ て 

入口の 方へ 突き やろ) 高 橋さん。 又 來て貰 ふべ。 

高 橋 (出て 行き， e ら 入口の 處で惡 丁寧に) いや、 お 邪魔 

しゃした。 (留 二に 向って、 もう 一度) ぉ豐 ちゃん は 御 

心配に は 及び やせんよ。 (去る) 

S3  二 ぉ.：って高樯の去った後，^-睨んでゐたが、っかくと 

お i な， の 方へ 進み.， - つて) ぉ豐 ちゃん。 先刻 高 橋の 云った 

事 あ、 あれ ぁ隨 だべな。 

S  (泣いて ゐろ。 點 頭く) 


留ニ きつつ と噓 か。 え， え * え。 

留藏 留ニ、 よせ！ 何 馬鹿 を 訊 くんだ！ 

S  二 はい。 (離れろ) 

S ぉ豐。 早く 晝隨 だ。 

お 登 はい。 (爐の 方へ 來て、 鍋 か 下し、 Si など 一^ S へろ〕 

留ニ ほんに 仕方が ねえ 野郎 だ。 あの 野郎が ゐる ため ぶ、 何 

ほ 村の 若え 衆が 悪くな つた か、 解った もんで ねえ。 兄に 

や だって、 あいつ が附っ 突いた もんだ から 家 を 飛び出し 

たんだ。 織 も 手に 持てね え 癖 しゃがって。 

久作 あいつば つかし ぢ やねえ。 今の 若え 衆と 云 ふ 若え 衆 

てえ え 

は、 大概 あ \ た。 おら あ てえ に、 土の 上さ 生れて， 土 

と緣 がきれ ねえ やうに 育てられ たもな あ 一 人もゐ ねえ。 

ほんとの 百姓って もん は、 おら 等が 代で お 終 ひだんべ 。 

留ニ おれが 立派な； 白 姓に なって 見せる。 そして 兄に やが 

棄 てた 此 家で， 立派に 父の 後を嗣 いで 兑 せる わい。 

留藏 (爐 の 向う に 坐って、 K な と n いて ゐろ) 

久作 おめえ さん 一 人位 ぢゃ、 時世に は 勝てね え。 留吉っ 

あんだって、 もとく 此 家が 厭なん ぢ やねえん だ。 みん 

せな 

な 時世の 故なん だ わい？ 何と 云っても 時世が かうな つて 

行 くんだ もの。 土に 嚙ぢ りついて 水薯 ばつ かし 食って ゐ 

るよりか、 町 へ 出れぁ煙^：！^導寶所で 一 日 八十 錢 取れる 時 

世 だもの レ ちょっくら 東京 さ 行って 來れ ば. ぉ蠶 ぐるみ 
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の IS 物で 歸っ て 来られる 時世 だもの。 かうな つて 來れ あ， 

俺なん ざ ぁ默っ て 引 込んで ゐ るより 外 あねえん だ。 默っ 

て どうな つて ゆく か、 てゐ るより 外 はねえん だり 時世 

をと める の 何のた つ て 仕方が ねえ 。 

ぉ藏 そんなら 愚痴 を；； ム ふな。 

(^|5ろ。) 

お！：！ さあお ir かで きた ぞい。 

(^^ つ て爐端 LLS い；： mi い 古風な 腰高 iiLL つ く。) 

00  (お 登」) 留吉 はま だか" 

お ffl 今朝 出た きりです わい。 

^ そん ぢゃ 初めろ 3 

(W; 々&ひ 初めろ。) 

53 二 それ はさう と 兄に や は、 ^ つて 來て どうす るつ もり 

なんだ ベ。 (答な し) な あ、 父レ 

藏 解ら ねえ。 おめえ 聞きた けれ あ 聞いて 兑ろ 0 

はい。 

此 頃の 時世に あ、 解ん ねえ 事ば つかし だ。 

お ！；： 一ち やん。 おめえ にも 何とも 云 はねえ かった かい 

あい。 なんにも。 —— 

(沈 默。 ^々鈑，^<^ふ音だけ.か^1ぇろ。 しばらくして 

ぶ ：！ 入リ來 る。 13,^1?: 刈リ に した い 靑^、 服装に 

よって 商家の ^頭で あろの が 知れろ。) 


吉 只今 房り ました。 遍く なって 濟 みません。 

藏 うむ〕 早く 飯 を 食 へ 。 

吉 は い。 

作 若旦那、 お 先き に 頂いて やした U 

一 一 野良 へ 出て つ と 腹が減つ てなん ねから、 待 つ てね え 

で 初めて ゐた わい。 

留吉 いや。 遲く なって 濟ま な かった。 

(留吉 は、 ぉ豐 が いそ/ \ と, 揃へ y 吳れた ii へ 坐 

久作 若旦那， 今朝 は どっち さおいで でした。 

留吉 墓參り をして 來た。 お母さんの 墓 だの * あの， (ち 

らリ とお 璺，^ 見や リ 乍ら〕 お 蟹ち やん の兩 親の 墓 だの。 

お iM あら、 どうも …… 0  (ぉ辭 儀 すろ) 

久作 若旦那 はま だ 先のお 母 あさまの ゐた 時分の 事 を覺ぇ 

てお るで にす か い。 

留吉 あ、 覺 えて ゐ るよ。 

久作 あの 時分 は ま だ 阿武 隈川 に も鐵橋 はか、 ん なかつ 

た。 まだ 村に ぁ靑 ia. 會な んちふ もの もなかつ たけん ぢょ * 

みんな は 仲よ く 暮らし 合った もんだ。 考 へて 見れ あ、 を 

かしな こったが、 俺に あ 何だか、 あの 時分の 方が ぉ天氣 

が每曰 好かった やうな 氣 がする。 ， 

留ニ 俺の 少 こい 時分に は* 家 ももつ と賑 かだった。 
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久作 ほう だ。 おらと 同じ やうな 雇 ひ 人が * あと 三人 もゐ 

たつけ。 それが 一 人 減り 二人 減りして、 今 あおら だけに 

なつち まった。 時世が おら だけ" 取りの こして * ぐん/ \ 

行つ ちまつ たんだ。 おらに あもう 用 は 無え だ。 けん ぢょ 

も 用が 無え からって 死に も出來 ねえ。 死ねんだら • 死ん 

だ 方が なん ぼい  >か 解ん ねえけ んぢ よも、 おら 達に あ * 

死ぬ 力せ え 無くなつ ちまつ たんだ) 

留吉 (ふと 思 ひついた やう に) 何 かの 本で 讀んだ ことが 

ある。 東北と まふ ものが *  T 度 さう なんだ。 立ち 遲れて 

進み も 出来ない し、 一と 思 ひに 死に も 出来ない。 止む を 

得ず、 愚 鬮々々 と現狀 維持 をして 行く * 最も 憫れ むべき 

狀 態に あるんだ つ て。 . 

久作 六ケ 敷い 理窟 は 俺に あ 解ん ねえ。 ー體 あんた は學間 

が あり 過ぎたん だ。 けん ぢ よも. そんな こと はどうで も 

い > -。 おら はおらで かう やって 愚 闘々 々してる より 外 は 

ねえんだ からな。 

留吉 それが 一番い けない と 云 ふんだ。 かう して 愚 圖々々 

して ゐる のが。 いっそ 一と 思 ひに、 どっち かへ 片付き や 

あまだい、 ん だけれ ど。 —— 

留ニ  (幾分 か- -V- つと な つ て ) ぢ や 兄に や は 此 家な ん ぞ 

も、 一 と 思 ひ に漠し つ ちま へばい  と 思 つ て ん だな い。 

留吉 一概に さう と は 云 はない 。 けれど も 他に 榮 える 方法 


が あるん なら， 今、 なまじ ひに 愚 31 々々してる より 浪し 

た 方が い \ だら うと 云 ふ の さ。 

留ニ  (險 しく) 兄に や 。おめえ. 此 家を漠 しに 来たん ぢ 

やあんめ えな。 

留吉 此家を 潰しに 來た？ そんな 事 を 思 ふ もの か。 俺 だ 

つて 生れた 家 を 忘れ はしない。 

S 二 勝手な 時 だけ 考へ 出す だべ。 弟の 俺の 口から こんな 

こと あ 云へ るこつち やねえ が • 勝手に 飛び出して * 勝手 

に歸 つて 来て。 おら 今迄 默 つて ゐ たけん ぢ よ， おめえ さ 

ん にや 色々 な 云 ひ 分 ある んだぞ い。 おらば つかり ぢ やね 

え。 何も 云 はねえ が、 父 だって、 おめえ にや 云 ひて えこ 

とも 澤山 あつべ と 思 ふんだ。 

00 留ニ、 よけいな こと を 云 ふな。 

留吉 (^e み a んで) それ あ 俺の 身勝手な こと は 俺 だって 

知って る。 お 父つ あんだって * おめえ だって 云 ひ 分 は あ 

らう。 そして 俺の 惡ぃ听 は 幾 まに も 詫 まる。 ^！^まるから 

どうか 勘忍して 吳れリ 

留ニ  (少しく てれて) おら 何も 兄に やに 詫 まらせ てえ つ 

て 云 ふぢ やねえん だよ。 

吉 (改めて 父に) それから お父さん も、 どうか 許して 

下さい まし。  . 

S3 蔵 そんな こと はどうで も い、 がな >  留古。 一^お ま 
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へ これから どうす る 心！^ なんだ。 

二 さう だ。 それ を 先づ問 かして 下せえ よ。 

W 吉 かうな つた 以上 は， どの 道 申し上げずに は ゐられ ま 

せん" iJ は 僕、 改めて 父さんに も、 留ニ にもお 願 ひが あ 

るんで す。 

久作 (&ひ 了って) おら 畑 さ 行って ベ。 (一人で さっさ 

と 下りて 出 く.： > 

留 吉 お 願 ひと；； ム ふの は 他で は 御 鹿い ません が、 私お 金 を 

少々 拜惜が 願 ひたいと 思って、 それで 歸 つて 来たんで 

す。 一 Si なら 成功で もして からでな くち や 顔向け も出來 

な いんで ございませ うが、 據ん處 ない^ 事で、 是非 三 

圆 ほど 入用に 迫られた ものです から、 此 處へ來 てお 願 ひ 

する より 外に がな かったんです。 

藏 三 ：& 岡と 云へば 大金 だ。 

吉 はい。 それが 是非 商賫上 必要なん でして、 それさへ 

あれば 此際 十分 商 £2； の 方も兑 込みが つくんで すから。 

& 0 商資 つて 何 だ。 

あの …… 吳服 を やって 居ります。 

お藏 その^«金にぃると云ふのか。 

$ はい。 い、 品物 を 見つけました ので、 それさへ 仕 入 

れ とけば、 |^;込みの方は確.3^:なんですからリ 


^,0 それ は 解った。 が * お まへ 此家 させえ 歸 つて 来れ あ、 

三百 圓 なんて 金が そこらに ごろ.， 轉 がって ると 思って 

るの か 0 

留吉 い 、え。 決して そんな こと は 思 ひやしません。 

留藏 では どうす るんだ。 

吉 お 願 ひと 云 ふの は資は そこなんで すが、 一時 此家邸 

を 私に 貸し て 下さる と 思 つ て 、 抵當 にす るの を 許し て 下 

さい。 どうかお 願 ひです。 (父 答へ す〕 留ニ。 どうかお 

ま へ にも 賴む。 兄さん を 助ける と 思つ て 許して S. 犬れ。 

sa 二 おら 厭 だ * そん ぢゃ餘 り 勝手 過ぎる でね え かい。 お 

ら 等が 折角 かう や つ て 汗水 垂 らして 働 い て る 土地 を、 い 

くらなん だって 抵當に 入れる なんて * 俺 あ. 厭 だ。 誰が な 

ん ちゆた つて 厭 だ。 父！ おめえ さう やって 默 つてん の 

は， 兄に やの 願 ひ を 承知す るつ もりな の か。 そん ぢ や 

餘 りひ どかんべ ぞ！ 父 だって おら 等が あんなに 一 生懸 

命 稼いで 來 たのが、 何のた めだか 忘れ はしめ え。 みんな 

此家を もと 通りに しつべ と 思 ふ 一 心ば， かり でね え か。 

ちゃん 

よ、 父！ 

留藏 (沈 ⑩に) 抵當 にした くも、 する 土地が 無え よ。 留 

士 口。 おめえ はま だ 子供の 時の 夢 を：^ てゐん のか 知ん ねえ 

けん ぢょ、 もう 此家 について る S 畑と 云 ふの は、 たった 

百 歩ば かりにな つて 了つ たんだ ぞ。 
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を M  くべ え。 

留蔵 錢 なら 今日はね えよ。 

伊お おめえ の 方で さう 出 るん なら、 俺の 方で も 云 はなく 

ちゃなん ねえ。 一 |g おめえ は 川 向 ひのお 定 婆あ 家 さ、 ち 

やん と 桑の 代を拂 つたち ふでね え か。 

S あつたから 拂 つた。 

伊 鬼 そん ぢ やなんで 俺の 方 を 後 廻し にしたん だ。 

S 廻り きらな かったん だ。 あったら 拂 ふよ。 

S そんな こと； K はねえ で， たった 十圓 ばっかりで ねえ 

か。 困つ てんの はおめ えば かりで ねえ。 俺 だって 馬 難 市 

さ 行って， 一儲し なくて なんね えち ふに、 錢が 足りね え 

くって 困つ てんだ。 返して 吳ん ちええ よ。 

S 留吉。 聞いた か C  (留 吉^,, J ^伏せる) 

伊 鬼 (留吉 の 方 ^ちらと 尻目に かけて) それに 束おから 

息子さんが 歸っ て來 たち ふでね え か。 俺 は 今日は どうし 

てもとる つもりで 來 たんだから、 愚 S ！々 々しねえ で 渡し 

て吳れ ちえ. 1 よ。 

留藏 無え！ 

伊東 そん ぢゃ 出來 るまで 此處で 待つ てら あ。 俺 あ 今日は 

覺悟 をき めて 來 たんだ。 賀 はねえ 巾 あ、 一 歩 も 此處ぁ 返 

かねえん だ。 (腰，^ かけろ) 

S 二 伊東さん。 今日はね、 父が少し機嫌が：^^りぃんだし 


留ニ その 百 歩 だって 食 ひとめた の は 誰れ の 力 だ。 

留吉 (必死になって) ぢゃ あそれ だけで ようご ざいます 

から。 どうかお 願 ひです。 お 願 ひです。 

藏 (それ 耳に も かけす 立 上ろ) §sr 久 作が 待って 

る。 畑 さ 行く ベえ。 

待って 下さい 0 お父さん。 

(£ ぬ はす 留めろ やうに) 叔父さん！ 

(支" ん」 し 乍ら) 何んだ。 

…… (てれる、 

(お iK_IL やさしく ：} おめえ なん ぞ 心配す る こた あ 無 

えよ 、 

(留吉 下，.^ 向いて る。 二人 は 出て 行かう とする。 出合 

頭に 隣村の 人、 伊東作太郎入リ來る。) 

伊 来 今日は。 (二人 立 止ろ) 丁度 ゐて よかった。 鳥渡く 

ら 待って 吳ん ちえ \。 

留藏 (不錢 縦に) 何 か 用 かな。 

伊 la- 何 か 用 かって、 留藏 さん， おめえ 解って るで ねえ 

か。 俺の 顏を 見て ゐ 乍ら、 さう 白ば くれな くっても よか 

つ ぺ え。 

SH 蔵 だから 何 だ。  ，、 

伊 t 水 いっかの 桑の 代金よ。 返え す 返え すって 云って、 一 

K ^ 時 返して 吳れ るんだ。 さ あ 今 曰 はきつ ばりした 返事 
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ほんと に錢も わえん だから * さう 云 はずに 歸 つて 吳んち 

え おらが 親む。 長え こと は 云 はねえ。 もう 五日 待つ 

て 1  犬ん ちえ 

S 閗き 飽きた よ。 五日 待 つんだら、 此處さ 坐り込んで 

待つ てら。 これが 水吞 Kn 姓ぢ やあんめ えし- 立派な 阿久 

の 大^さまで ねえ か。 十圆^^の金はねぇ笞はねぇ。 出 

さわえん だ 0 

お- 1 おめえ、 いつまでも そこに ゐる氣 か。 

さう とも。 

§  (沈 fb 出て 行け。 

伊^3- そん ぢゃ錢 をよ こせ。 

お^ 出て 行かね え か。 

伊來 受取る まで は 出て 行かね えよ。 

w.^ 出ろ。 (答な し〕 出ね えな。 よし、 出ね えたって 

様 を 出さずに くもん か。 (近よ つ て 襟首 ¥5- つ かま へ る) 

B て ナ。 

(； ふ；、 ろ) 何 をす るんだ。 

おお g;: 郎 出て 行かね えと ：… (と 云 ひ 乍ら 側に あった 

薪ん 一と リぁげ る。 而 して 沈 變に 近づかう とする。 留ニ • 

お i>; ら if^ いで それ,^ と めろ) 離せ * 離せったら。 (伊 

^^んゃバ镞な^！で睨む) 

れつんだら- 打って 見ろ * 誰が 成 かされる もんか。 


S 野郎、 まだぬ かすな。 (猛然と し C 留 二，^ 振リ ほど 

いて、 飛び か 、らうと すろ。 留士  口 も 急 いで 屮 へ 入る〕 

(此の 騷 ざの 中 LL 叔父の^ 八が 入って 來 る。 博勞 で、 

田舍の 遊び人ら しいな リー 一して ゐ る。) 

猪 八 何 だ。 大變娠 か だな。 どうしたんだ。 

SE 二 あ、 叔父つ あん。 い V 處さ來 た」 今 伊 さんが 貸金 

を 促り に來 たもんで、 父が つて 手 が つ けられね えんだ。 

猪 八 さう か。 兄. 何 だって さう 怒 るんだ" おめえ にも 

似合 はねえ ぢ やねえ， か。 

S うむ。 (乂沈 嫁に 返って、 薪ん」 お 二のと ろ 儘に まか 

す) 

，お八  一 ^^柯 だって こんな 事に なつたん だ" 留； 1 兄に やの 

怒る つてから にや、 よつ ぼ ど の 事が あ つ た ん ベ な。 

ぉ吉 い X え， 叔父さん、 かう 云ふ譯 なんです。 

八 ゃぁ告 か。 矢張り 歸 つたち ふの はほんた うだな。 う 

む、 それで …… 0 

お吉 前に 私が 面白くない 事 を 父に 云って、 機嫌が 惡 い 時 

に， 此 人が 來て金 を 返さなければ いつ 迄 も 坐り込ん でる 

と 云 ふもん だから、 それで 父が 怒つ たんです よ。 

能 八 さう か。 (伊東 LL) ぢゃぁ 伊 さん。 おめえ 坐り込 

ん だんだ な。 

伊艰 そん ぢ やって、 俺 も， 猪 八つ あんの 前 だが、 勘忍 袋 


中心 隈武阿 


伊 m 伊  ？き 伊 能 


m 留 m 留 m  m^n 


の 緒が 切れたん だ わい。 

なんば 

八 ー體 貸って 云 ふの は 幾 IT た。 

東 十兩だ わい。 

八 十兩 か。， I ちっとお めえ に S!K れて やる にあ 高え が 

よし、 俺が 出して やら あ。 (皮財布から 金，^ ざら，./ \ と 

出して〕 今日は 俺 あ 金 持なん だぞ。 これから 馬 躍 市 さ 

行 くんで、 資本 を少 つと 持って るんだ" さあ • 十兩 だ。 

取って つて 賀 ふべ。 

m いや。 これ あ 難 有う ございます。 これ さへ 賀 へば 文 

句な しだ。 では これ ぁ受. 取りです。 

八 ぢ やさつ さと 行ったら よかつべ。 

東 (金 ,，5； 收 めて) いや、 大きにお 喧しう ござり やし 

た。 (去る) 

お 登 今 泉の 叔父さん" どうも 難 有う。 おら やっと 安心し 

た わい。 

沾八 (お 登，^ V つと 见 乍ら ソ おめえ がさ-つ 云って 禮を云 

つて 吳れれ あ、 俺 あ 本 11 だ。 ( 一 種の 好色な 阪で) おめ 

えいつ 見ても 愛ん げ え な あ！ 

お 登 あら 厭んだ、 叔父さん。 

留ニ ほんと に 叔父つ あん， あんなに 出して い&で すか い。 

银八 な あに、 醒市さ 行けば、 五兩 ゃ十兩 どうに でもなら 

あじ 


留ニ さう です かい。 

留吉 でもほんとに濟みませんでし.；；^。 

留 二  (默 つて 立って ゐろ 留藏 に) 父 も 一 言お 禮を云 つ て 

吳ん ちえ、 な。 

S?- 蔵 (跌 つて ゐろ) 

W ベ な あに、 そんな こと あ 云 ふに や 及ばね え や、 俺ぁ哥 

兄の 氣性 は吞み 込んで るんだ。 哥兄 はこれ で 俺が 餘 計な 

こと をした と 思って るんだ、 でも， 俺が 金 を 出す の を 止 

めなかった だけ、 今日は 穩か だよ。 は、、、。 

葳 (突然に： 留 二り 畑 さ 行かう"  . 

二 はい。 

八 ぢゃ 行って 稼ぎなん しょ。 あ 鳥渡 くら SG 吉が歸 つ 

た顏を 見て、 馬市 さ 行 くんだ から。 明日 は 又 寄ら あ。 

二 そん ぢゃ 一と 稼ぎして 來 ベい。 

(SW 藏 isH 二 は 行く。 ぉ璺は ii などの 後 片附, ^す ろ，) 

八 どう だ士 u、 久しぶりだった なぁリ 

吉 御無沙汰し て ^譯 ありません。 

< おめえ も 俺 も、 眞當な W 姓が 出来ね えんで， お；： に 

困った もんよ、 な あ。 そんでも おめえ は、 立派に なって 

よかった。 

留吉 立派 どころ です か。 失敗して 歸 つた も同樣 です。 

^§八 そんな こと は あんめえ。 おめえ が 失敗ろ ll がわえ よ 一 
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東 -K では 何 をして たんだ。 

W 二 あの、 株 M の！^ 頭 をして ゐ ました。 

お！： 一  (ふと 颜， ^あげて 不 * な 額.^ すろ) 

^八 さう か。 あれ ぁ而 白い もんだ つてな。 俺 も 一 生に 一 

度 はさう 云 ふ^が して 見て え。 八せ で 馬 を泰 いて 歩いた 

つて、 极 つから 初まん ねえから な。 

ぉ吉 (^_11^,^韓じぶぅとして) 驟 つて 云へば、 昔と 變り 

はありません かねえ。 

^八 うむ U 斑が 縣の费 用で 立派な のにな つ たきり だ。 そ 

れを ぬかして、 變 つたこと はねえ。 

ほ士 3 さう です か。 僕 も 子供の 時 あ、 よく 行った もんで し 

た" ：s- の を 持主が ぐるく 引 張り 廻す と、 四方に 見て 

ゐ る博勞 が、 てんでに 「五雨と 云 ふが —— 」 「十！ 1 は 如何 

に —— 」 な ぞ と 値 を驩 上げ たもので した。 

^八 さう だ" 叔父さんなん ぞも あれ を や るんだ" 

S 而 して 夕方に なると、 it 勞が買 ひ 取った 馬 を 十 匹 も 

1 絡に つないで、 今迄の 飼 ひ 主 を つて く 0 を、 すか 

しく 迎れて 行った ものでした。 

八 馬って 奴 は あれで 可愛い 奴よ、 な あ" 親 馬と 仔 馬が 

n ひ 離される 時なん ぞ * ほんに 人間み てえ に 顿き や が る リ 

§2 吉 叔父さん。 儲かります か。 

^八 うむ。 ちった あ 儲けなくて は 好きな 酒 も吞め わえ か 


んな。 (s-^!^人れ，^收めて) どれ- そん ぢゃ 一 と 儲け 目 

論んで 來 ベえ かな リ 

SS 吉 もう 行 くんです か。 . 

お 通 3! あら 叔父さん- まだ ゆっくりしたら よかんば い。 

W 八 おめえ にさう 云 はれる と >  千年で もゐ てえ が、 さう 

すれあ 商寶が す た ら あな ノ ぢゃ歸 りに 又 そ C 愛ん げ え 顔 

を晃に 寄つ ベえ かな。 左樣 なら e 

留吉 左様なら 行って いらつ しい。 

沾八 あばよ 0  ( ぉ璺 の頗 vJ- 鳥渡つ i いて) §E 吉！ この 

子 をお めえ に 預けて 置く の は， 猫に 鰹節 み てえ な もん だ 

な 0 

SS 吉 冗談い つち やい けません〕  . 

(沾 八、 笑 ひ 乍ら 去ろ。 二人 も 叛ん』 合せて 笑 ふ。) 

お吉 ぉ豐 ちゃん。 叔父さんの今；f^った事を 間いて たか 

ぉ璺 はい。 いつでも 今 泉の 叔父さん は 冗^ば かし 云 ふん 

だもの。 

吉 それ も惡 りい こと ぢ やない よ 0  〔4fi^ か ら 駒が でる つ 

てい ふぢ やない か。 ね。 だからお まへ も そんなに ii ほくに 

ゐ ないで、 鳥 此處 へお いでよ。 

.S はい。 (從順 LL 近くに 坐ろ) 

§3 吉 歸っ て もま だお ま へ さんと 沁々 話 もしな かった な 
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あ。 此の 三年 間 どうして ゐ たい。 俺の 事 も 時々 あ 思 ひ 出 

した かい。 

ぉ璺 それ ど ころ でね えぞ い。 一 生 .1 命で 待 つ て ゐたゎ 

、 0 

留吉 でも 三年の 間に あ U 誰か 他の 男に、 何度か 此顔 ベた 

を 觸られ たらうな あ。 

0 そんな 事。 —— 

§3 吉 ぢ ゃ留ー 一 に は 何度も 甞め て賀 つ たらう。 

0 あら、 あんな 事 云って。 おら 一遍 も 無え ぞい。 一遍 

もね えぞ い C 

留吉 嘘 だら う。 だって 二 年 も 同じ 家に ゐて、 留 二が こん 

な 可愛い 人 を 放っておく もんか。 

ぉ璺 だって 眞.： K だもの。 眞责に 無え だもの" 誰が §sl さ 

ん なんかと。 - 1 . 

留吉 嘘 をつ いたって 駄目 だ」 ちゃんと 顔に 書いて ある。 

お 登 どこに 書いて あるい。 有り もしね え。 

留吉 だって 留ニ はさう 云った ぜ。 

.$ 嘘〕 嘘" そん ぢゃ あの人い \ 加減な 事 云つ たんだ。 

吉 ほんと に 無い のかい。 

ぉ暨 そんなに 疑 ぐんだら、 どうで もして 見つ さんしよ。 

留吉 股 をお 見せ。 やましく 無ければ ちゃんと 僕の 方が 

見て ゐられ る 害 だ。 


ぉ豐 (眞面 "になって 見ろ) 

S 吉 (is つと 見合って ゐ たが、 急 lO ね， ぉ豐 ちゃん。 

ど こか 二人き りで 會 へる やうな 處 はない か い。 

ぉ豐 あの 裏の 納屋が いとわい。 

留吉 お まへ 見つけて 置いた のか。 

お 登 はい。 

留吉 そこで 今迄 SSI か 誰かと …… 。 

お 風；^ あれ 又 

留吉 もうから かふの はよ さうな。 (ii) 併しお めえ は ほ 

ん とに 納屋へ 行く 氣 かい。 

お： 登 (がっくりうな づ いて、 男の 级ん 、盗み見ろ) 

留吉 さう だ。 忘れよう。 忘れよう。 お まへの 顔 を 跳め て 

ゐ てす つ か り 何で も 忘れよう。 今分ぢ や それが 唯 一 の 逃 

げ道 だ。 

(お 豐 は 何の 意味 だか 分らす、 、射む ぽん や リ 留吉の 

に 浮んだ 歡 喜と 苦痛の 表； 眺め <  -QS  0 

— 幕 — 


第 


幕 


納 の 前。 正 而には 低い 納屋の 入口が 見える-" そ、 一ら 

に は 大小の 藁 ？ r か 所 狭 き ま で LL 稳ま れ； しある。 而 して 
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それ，^ 統べ てゐ るかの 如く 栋 の 木が 一 本。 

前お のお：：：。 同じく 秋の 口の T ゆ j*, 前^ は 一 面に 赤い 

夕=;>,小；^1びてゐろ0 

波り か啼 いて 過 ろ。 阿武 iM 川の 淑 鳴りが 閗 えろ。 

^あくと、 舞な はしば らく.. ぉ虚。 やが ズ 右手から、 今 

洗った にか" の 揪ん. いで、 父の. S 藏と久 作と が歸っ 

て來ろ 彼等に K つて 通リ過  > ろ。 il。 

左. 手から 吉， S ひに 沈み 乍ら 出て くろ。 同時に 右手 

からお 二が、 同じく 二三の s!^ 具， ^肩に しズ、 出て 來る 

二人 は 舞^の 中央で 出、 合 ふ。 

お 二 あ、 兄に や、 何處さ b くんだ い。 

口 なに、 そこら を 鳥渡 歩いて 來 ようかと 思って。 —— 

二 別に ^が ある つ て譯 でもね えんだ な い 0 

S うむ あると 云 ふ 程の 寧 は 無い。 

お 二 そん ぢゃ T.: ^い. -。 おら 兄に やに 鳥渡 話が あるんだ 

げん ぢょ。 今 いて 賀へ めえ か。 

$  (少し 逡 巡して) うむ *  ^ いても 差 支ない が。 I 

二  丁度 誰も 居 ねえから、 是非 聞いて 貰 ひて えよ。 まあ， 

手 問 は. 取らせね え。 鳥渡 くら， そこの 藁の 上へ、 腰 を 下 

ろして. 1^ ん ちえ、。 

(逾〈几な^:|^の上に腰.^かけろ) それで 話と 云 ふの 


留ニ  (同じく 腰, 下る して) sn" は；！ S の 口から， こんな こ 

と を 云へ るこつち やあんめ えけ んぢ よ、 そん ぢゃ义 何時 

まで 經 つたって てし が 無え かち、 今日は 思 ひ 切って お 

らぁ云 ふ。 話つ て 云 ふの は 外で も 無え。 おめえ …… その、 

一 曰 も 早く 東京 さ歸 つて 賀へ めえ か。 

留吉 うむ。 それ あ 俺 も 歸る氣 だが。 1 . 

留ニ 歸 つて 來て 一日 か 二日に しかなん ねえのに、 こんな 

追 ひ 立てる やうな こと を 云 ふの は、 何 ぼ 何でも 非道い と 

おめえ も 思 ふべ げん ぢょ、 ちっと は先づ 俺た ちの 身に も 

なって 吳ん ちえ &、 さう 云つ ちゃ 氣を惡 くす るか も 知ん 

. ねえげ んぢょ • 此 家の ことにして 兑れ あ、 おめえ が來て 

から 面白く ねえ 事ば つかし だ。 父 は 父で 昨日から 一 言 も 

口 を 利かね え。 おめえ はおめ えで 嘆息， は かり 吐いて ゐる 

此頃ぢ やお 豐 ちゃんまで 妙に そ はくと 落裔 かねえ し * 

お喋りの 久 作まで 默り 込んで ゐる。 折角 一 日 稼いで 家 さ 

歸 つても、 お 互に 他人み てえ に 向 ひ 合って、 まるで 砂 を 

喷む やうに 飯 を 食 ふ。 11 それ はって 云 ふの もみん な、 

兄に や、 おめえ が來 てからの 事なん だ ぞい。 

留吉 それ あ 俺も濟 まない と は 思って る。 これで 內心 どれ 

, だけお めえ 達に 謝罪って ゐ るか。 

留ニ おら あ 何もお めえ が 謝罪る の 謝罪 まらね えの つ て、 

そんな 事 を 云 ふん ぢ やねえ、 おめえ に 全く それだけの 心 
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が あるんだら、 お 願 ひだ" もう 一足 だけ そ の 心 持 を 進 

めて、 東京 さ歸 つて 吳ん ちえ X。 頓む。 おらが 頼む。 此 

上齡取 つ た 父 やおら 等に 累れぇ を 掛けね え で、 此 家は此 

家の^で 置かして 吳ん ちえ、。 それ あおめ え も 折角 資本 

を 探しに 来たんだ ベ から、 それが 出来ね え 中 は歸ら ねえ 

つもり かも 知ん ねえげ んぢ よ、 此家 を抵當 にす るなん て 

こと は、 先祖 樣に對 して 迚も 出来た 義理 ぢ やねえ よ。 そ 

れに 父が あ x 一  旦 不承知 を 云 ひ 出した からに あ、 何て 云 

つたつ て 駄目 だ。 だから そ い つ は 諦めて 早く 東京 さ歸っ 

た 方が、 おらお めえ の爲 だと 思 ふんだ リ 

留吉 それ はお まへ 指阖を 受ける 迄 もな く、 俺 もとう か 

ら考 へて はゐ るんだ。 

§5 二 そんなら 何故 さう して 毎日 愚圆々 々してんだ。 

留吉 いろく 口で 云へ ない 譯も あるから、 1H 延ばし 二 

日 延ばしして はる るん だ が、 さう 云 はれて 見れば， 思 ひ 切 

るより 外に は 仕方がない。 お まへの 云 ふ 通り、 俺 は歸る 

よ 0 

S3  二 そんな ら 何時 歸 つ て 吳れ る。 

gE 吉 明日 0 

留ニ 明日！： 時。 

留吉 夕方まで 待って 吳れ。 俺 もま だ會っ て 行きた い 人 や、 

話した い 入 も あるんだ から。 


留ニ  (間) おめえ それほど 迄にお 豐 ちゃんが 思 ひ 切れ 

ねえの か。 

留吉 (立 上って) 何 を 下らない！ 

留ニ ぉ豐 ちゃんの 事なら、 改めてお らおめ えに 斷 つて S 

くが、 あの 子 は 俺が 貰 ふこと になつ てんだ から， ちっと 

は 氣を附 けて 吳ん ちえ \ よ。 

留吉 (强 ひて 冷静に) ふうむ。 お まへの 嫁と 定まって る 

のか。 いつ 誰が 定めたん だ。 

親父 も 俺も旣 うから さう 定めて るんだ リ 

そして 本人 は。 

本人 も 無論 承知して ると も。 

ほんと に 承知して るん. たな 0 

1^ なんて 云 ふもん か。 (間) 言葉ば かり ぢ やねえ。 

兄に やの 前 だげ んぢ よ、 あの 子 はとつ くにおら が 物なん 

だからな。 

留吉 お ま へ の 云 ふ 事 を 聞いた ことがあ ると 云 ふの か。 

留ニ  (固まった やうな 薄ら 笑,. 浮べて) まあ * そんな こ 

とだな。 永い 間 一 つ 家に ゐれ ば、 その 位え 當り 前ぢ やね 

え か 何も そん な に 目の 色を變 へ て 、 驚く に も當る め え 

よ 0  . 

留吉 ふうむ。 さう か。 (間) 件 しおまへ とそん な關 係に 

なった 更 に 以前 に 、 俺と 關 係が あ つたと し たらお ま へ は 
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どうす ろ。 

SE  二 どうも かう も わえ U おら は どんな 事が あつたって， 

お 0: ちゃん を賀 ふこと におめ てる。 

SS 吉 併し 問 はお まへ と 俺との 心に あるん ぢ やない。 お 

まへ が いくら さう と 決めた つ て、 あの 子が 不承知なら 仕 

方 もな いぢ やない か。 前にあった 關係 とか 何とか は、 少 

しだって、 此 場合 あの 子の 所有 攛を 定める 問題に はなら 

ない。 あの 子が お まへの ものになる か、 俺の ものになる 

か は、 現在のお 豐 ちゃんの 心 一 つで 定ま るんだ。 

切 二 ぢゃ 兄に や は、 あの 子が おめえ に 惚れて ると したら、 

此處 から 述れて ゆく つもり か。 

S あの 子に その 決心 さへ あれば 勿論 迎れ て ゆく か も 知. 

れ ない。 併し まだ 虞に あの 子の 心 を 聞いて 見た 事 はない 

ん だから、 お まへ がそれ まで 云 ひ 張 るん なら、 どう だ 

い。 一つ 此處へ 呼ん で^いて 兑ょ うぢ やない か。 お まへ 

を 取る か、 俺 を-取る か。 

SS  二 兄に や！ おめえ もうお 豐 ちゃんと 隱れて 約束で も 

したな。 そしてお 豐 ちゃんと 二人で 俺に 恥を錢 かせよう 

と 云 ふんだ な。 おめえ は 自分の 勝つ のが 解つ てる もんだ 

から、 それで そんな 窜を云 ふんだ ベ。 

S ぢゃ 一 體 どう すれあ い & んだ 0 

SE 二  (泣き さうな 蹈で) これほど 云っても 兄に や、 おめ 


え は 聞いて 吳れ ねえ の か。 おめえ だ つ て それ ぢゃ餘 り 非 

ど  しも はせ  しあ はヒ 

道かん べぞ！ おめえ だって まさか 俺の 幸福と 云 ふ 幸福 

を、 みんな 叩き壊さ うと 思って、 歸 つて 来たんでも あん 

めえ。 つ おんど 泣い て) どうか 赖む。 頼む から 大人しく 此 

^歸 つて SK ん ちえ、。 お まへ が 行 つて さへ 吳れれ あ， お 

豐 ちゃんだ つて、 もと 通り 俺が 嫁になる の を. 否と は 決 

して 云 はねえん だ。 こんな こと を 云 ふの は 男らしく ねえ > 

身勝手な 事 かも 知ん ねえけ んぢ よ、 俺 あか うして 手 をつ 

いて 頼む よ。 

留吉 (長い間 默 つて ゐろ。 ふと 閃 常の 如く) 留ニ、 それ 

ぢゃ 俺の 菌も 聞いて SK れ るか。 

二 おめえ の と は。 

留吉 家 を 貸して 吳れ。 QE  二 呆然と して 語な し) それ あ 

， J ん な 際ど. い 談判で、 殊に 自分の 女との 交換 條件 に 出す 

なんて-俺 も考 へれば 恥し い 話. た . け れど も 他 だ つ て , 

どうしても 金が 要る 必. 死の 場合なん だ。 お まへの 生活に 

ぉ豐 もやん が 要る 以上に、 俺の 生活に は 金が 要 るんだ。 

俺 は 女 を 費る やうな こと はした く はない。 けれども、 お 

まへ も 俺の 心 持 を， 少し は 察して かなへ て 吳れ。 兄さん 

も 親む。 な、 な。 

留 二  (沈 懲 に) それ ぢゃ ぉ豐 ちゃん を 俺に れ るから、 

家を抵 當に贷 して，： IK れと云 ふんだ ない。 
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士  一士 チ产  一士 

口  —   口/ ぶ _ •  口 


久隣久 隣 


しも： せ 

留吉 さう だ >  お ま へ 先刻 俺が お ま へ の 幸福 を みんな 壊す 

と 云った な〕 供し 今 俺が 此儘歸 つたと したら どう だ ら 

う。 俺 は 俺の 希望 を 二つと も壤 されて. 生きて ゆく 空 は 

無 いんだせ。 だ か ら どうか 承知 し て 吳れ、 賴む , 頼む。 

留ニ  (鼓ん 、上げて) 兄に や。 おめえ 眞實 に商寶 にや 見込 

が あんの か。 

留吉 (悲しげに) うむ。 きっと どうにか なると 思 ふんだ 0 

S 二 さう すれあ、 借金の 方 は 直ぐ 返せ るんだ な。 

さう だ。 だから 諾 いて 吳れ。 

ぢゃ 間違 ひの ねえ やうに、 き つ と 返し て吳れ るんだ 

うむ。 潰す やうな 事 は 決してし ない。 

兄に や， 仕方が ねえ。 おらお めえ に 家 を 任せべ え。 

貸して 吳れ るか。 有難う。 有難う。 兄さん は 此の 通 

り拜 むよ。 それで やっと 助かった」 有難う。 有難う！ 

留ニ おめえ はそんな に 嬉しい ベけ んぢ よ。 俺 あ 飴り 心 持 

がよくね え。 兄に や、 おら こんな ことまで して、 ぉ豐ち 

やん を 貰 ふの かと 思 ふと、 おめ え を 恨まずに や ゐられ ね 

えよ 0 

吉 勘忍して 吳れ、 なぁ留 二。 此償ひ はきつ とする ぞ。 

留ニ  (立 上つ 1^) そん ぢゃぁ 、早く 父ん 處さ 行って その 

事 を 相談して 見べ え。 


留吉 さう して 吳れ るか。 お まへ も 一緒に 願ったら， お 父 

さんだ つ て 貸し て吳れ な い こと も ある ま い。 ぢゃ IS む。 

(立 上る) 

留ニ 一緒に 行って 賴んで 見べ え。 併しお ちゃんの 方 は 

大丈夫 だべな。 

留吉 うむ 大丈夫。 お まへの ものにする。 

(二人 は 左手へ 退場す ろ。 しばらく 舞蔓 空虚と なろ。 

渡り鳥 頻りに 啼き、 瀨 昔の 夕 鳴りが 其 問-,. L はつ， V 、リ g 

えろ。) 

(やがて 左手から 久作 爺が 首. 5- 板リ 乍ら 出て 來る。 彼 

は 何かと つぶやき 乍ら、 柿の 木の下に 千した 豆频 1^ 片 

付け 初めろ。) 

(そこへ 隣人 ！場。 三十 le^ 越した. Jn; 赵 さうな 4- 失で あ 

ろ") 

人 ゃぁ久 作さん。 お稼ぎ だな い。 

作 あんまり 稼え でも ゐ ねえよ。 

人 どう だ い。 曰ー那 は、 機！ が い 、かい" 

作 餘 りょくね え。 よく わえ つたって * 俺 あ 馴れて つか 

らか まあねえ けん ぢょ、 馴れね え 人に あ 何んだ か 怖 か な 

かつべ な。 

隣人 そん ぢゃ 今日は 行かね え 方が よかんべ か。 

欠 作 何 か <£3 はなくて なんね え、 用 でも あんの かい。 
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隣人 m つち ふ" の^ あねえ。 只、 今日 鼹 市で あの 博勞の 

八さん から 一:a 傳を^ まれた だ。 

久作 さう か。 そんな 事 だら、 おらが 聞い とくべ え。 今 T 

度 母 では、 ぼの 相談み てえ な もの が ある 模樣だ つ た 

から、 それで 俺 も此處 さ 逃げて ゐる のよ。 うん。 今日は 

おめえ 蝶 はどう だったい。 

隣人 毎お り もね えけ んぢ よ。 ぐ 年 は 一 匹す てき もね え 

ぃ& 馬が 出た 。あ、：； ム ふの をァラ ビヤ 馬って でも まふん 

だべ て。 あんな 馬め。 御料地の 牧場で も 出来め えって、 

評判だった。 その がよ， 三千 雨た あ， 魂消る でね え か。 

久作 他人の 馬に 魂消た つてしょう ねえ。 三千 雨が 五千兩 

でも， 俺 たちあ 係 はりの ねえ こった U 

隣人 さう おめえ 一 概に 云つ ちめ えば， 世の中に あ 俺た ち 

の 面-; 1 えもの あ、 無くなつ ちま ふべ。 おめえ みて えに、 

何でもかんでも， 兑 てえ とか 聞きて えつち ふ氣を 起さな 

くなる の は、 あんまりい & 事で も あんめえ がな。 

久作 それ あさう だ。 おら だって そいつ あ 解って るんだ。 

けん ぢ よも 仕方が ねえ U  B にち 毎 曰、 のん ベんだら りと 

成る やうに なって 行く のよ。 此 頃ぁ隨 だなん て、 見る 氣 

もし わえ 0 

隣人 iw;^!!: じ やうな もんだ けん ぢょ、 あれで 俺た ちに あ 

:€-：： えよ。 今 iy. は 馬の 數も澤 山 出た〕 儲けた 博勞も あつ 一 


たんべ 此方の 猎 八つ あん も 犬し た景氣 だ つ た . - 

久作 さう かな。 して その 言傳ち ふの は。 

隣人 今日はもう すぐ 歸 つから、 此家さ 泊めて aK れる やう 

に、 ぉ豐 ちゃんに 頼んで 置いて 貰 ふべ えち ふ 事だった。 

久作 なんだ、 わざ/ \- そんな ことかい。 

隣人 あの 端れ の 田 中屋で * ベ ろん ベろ んに醉 つばら ひ 乍 

ら、 云つ たんだから. 當 にもなる めえ けん ぢょ、 俺 あ M 

まれた だから， 云はなくて なる めえ と 思って。 — 

久作 いや、 さう かい。 それ あ 御 苦勞だ つたない。 そん ぢ 

や 言傳は 確かに 聞い とき やすから。 

隣人 そん ぢゃ 何分お a み 申し やす。 左樣 なら、 お稼ぎな 

ん しょ 0 

久作 左様なら。 有難う ごわした。 

(降 人 退場す る。 問。 やがて 又 久作も 片付けて 終って * 

そ、.-,^-去ろ0 長い §10 夕 曰が だん，/ \ 雜れ ろ。) 

(お 皿 ST そ ー つと 出て 來る。 四？ 这.^ 兑 して 抑の 木へ 

藁.^ 結びつけ、 そっと 納屋の 中へ 入る。 S い 11。 しば 

らくして * 诏吉， 以前よ リ もっと 物 思 ひ LL 沈み 乍ら 出 

てく ろ 0 而 して 柳の 木の 下まで 來て、 ふと 合 圖 の f§ 屑 

IIH,^ とめろ 。悲しげに 微笑む 。それから 輕く 二つ ほど 

咳， a- すろ。 納屋の 戸口に ぉ豐 あら はれ そっと さし 招く  0 

お 吉>  行かう として、 1 應 あたり V^E^ 廻す。 ふと 何 か， 
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認めて、 急いでお 過 や，！ 匿れ る やうな 合^,^ する 0) 

(害 記の 高椅、 お 手から 出て くる。〕 

高樯 あ、 留 苦つ あん" い、 處にゐ て aK れた。 おらお めさ 

ん 家さ來 つと- きっと 又 何 か 云 はれつべ と 思って、 家の 

人に わかんね え やうに、 どうかして おめえ さんに 話が で 

きる 法 はねえ かと、 それば かり 工夫して た わい。 

留吉 僕 あ 鳥渡 ffl 事が あるんだ がね。 一 體 話つ て 何んだ い。 

何なら、 又晚 にで も 僕が 君ん 處へ 行く から そん 時に して 

吳れ ないかい。  、 

高樯 いや、 すぐ 解る ことなんだ。 實は、 咋晚の 君の 話し 

だがない、 高利で も出來 るん ならい、 つち ふ譯 だった が， 

俺の 知つ てる 金 貸が、 今日 ふいと 役場 さ 登記に 寄って な 

い。 それから 話して みたら、 模様に 依って 相談に 乘 らう 

ち ふんだ。 それで 向う でも 一 應 あんた と禽 ひて えもん だ 

から、 そこまで 連れて来たん だがない。 出来る 出来ね え 

ち i  ， 

に 係 はらず、 鳥渡く ら會 つて 見ね え かい。 

留吉 併し 君 高利で も 抵當か 何 かは耍 るんだら う。 

高 橋 それ あ 有る に 越した 事 は あんめえ けん ぢょ、 表向き 

無くっても、 長男なら 親爺 か 誰か の述 判が あれば い、 ん 

だと か 云 ふ 話 だ ぞい。 

留 吉 高 橋 君， 僕 あもう 絕望 だ。 抵當も 無 けれ あ、 何にも 

無 いんだよ。 親爺が 到底 許さな いんだ" いや 許さない の 


ぢ やない。 許した くても 無い てんだ。 もぅ去年の^^蠤の 

大 失敗の 時、 農工 銀行から^ りた 金の 抵當に 大半 入って 

ゐ るんだ とさ。 

高^ まあ さう 氣を 落しな さんな。 さうなら それで 又覺恰 

の 極め やうが あつべ でね え かい。 まあ 兎に角 會 つて 見な 

せえ よ。 今：！ I は只會 つと くだけで もよ かんべ。 どんな 

のた しになる か も 知れね え か ら。 

留吉 さう だね え。 

S 鳥渡 顔 を 合せて だけ れ？： i へよ。 でね えと、 俺が い 

い 加減 な^を 云った やうで、 惡 いから U ほんと に. お 渡く 

ら でもい  >1 から 0 

留吉 ぢゃ 兎に角お nn にか、 る だけ か 、らう。 どこに ゐる 

ん だい。 

高 橋 あの 土橋の 處に 待って るんだ から。 すぐ だ わい。 

(二人 右手へ 急いで 去る。 おい II。 ぉ© 入口から そつ 

と 現れて 戸外の 樣子 見送ろ。 しばらく-ちっと 立って 

ゐろ 0 やがて 遠くから 醉 つばら ひの^が n えてく る。 

だん/、 近くな ろと それが^ 八 叔父の 叫び^で あろの 

がわ かろ。 ぉ豐 急いで 姿， ^かくす。) 

(博 勞 W 八、 泥醉 して 右手 よ リ入 リ來ろ 0) 

猪 八 (舌の ま はらぬ 大 膝で) さあ 歸 つた ぞ …… ぉ豐 …… 

出て 来い、 …… 女ろ つ 子！ 水 持って来い …… 叔父さん 
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のお 歸り だ。 …… 約束 通り. おつたん だ …… ぉ豐 I …… 出！ 

て來ぃ … … 出て 來 ねえな 女，  (諮の 上に 倒れた 

ま、 喚いて ゐ -0 

(其 時、 納3£ の 中に ゐ たお © は、 あま リの見 幕に 恐れ 

vJ- なして、 內 から 納； S の 板戶. ^そつ ira めろ 

術 八 (ふと納2^の戸の動くのん^-っけろ) おや、 獨 りで： 

にあの 戶が閉 り やが つた ぞ！ 不思議な こ ともあれば *  ： 

あった もんだ な あ。 誰 だ、 そこに ゐ るの は。 誰 だ〕 (答 

なし) 誰 だ！ (银八 猛然と 起き 上って 納： S! の 方に 走り 

い、 リ.^ おけ rs うと マろ。 あかす。 更に 力，^ こめて ぐ 

つと 半ば S ける。 そこから^ き 込んで) や あ、 ぉ豐 か」 

何んだ つて こんな 處にゐ るんだ。 (身，^ ひろがへ して *- 

全く. E-LL 入ろ。 而 して 一 瞬の1^に1^.^-阴める) 

(タ = は 全く^,^ 收 めて • 雜 が 资茫と 漂って くろ。 

しばらくして 吉、 左手よ リ現 はれ、 叉 四方，^ 見廻す 0 

而 して 又 誰か 1 ゃ见 出して、 立忭 つて 心 ^：.^ さ 乍ら 待って 

ゐる 0) 

他 失、 じく^ 手より 入" 來ス -0) 

ぉ吉 手紙です か。 

g 失 「阿久 ia^st 殿」、 あなたで すか。 

^0 さう です。 K 乂 取る) 御 苦勞 さま" 

(郯便 夫 S 場す ろ。 SE 吉 おいで 返して 見>  慌て 


封.^ 切る。 IS む。 ^み S§1 むに 從 つて 彼の 励 作に は 明か 

に 驚 搾の 樣 子が 現れろ。 絡 の 表情， する。 彼 は殆ん 

ど 叫び fj- 發 ぜんば かリ になって、 手紙ん 搌 りつぶ した 

まま、 頭髮 1^ かさむ しる。) 

(その 時、 納 の 戸，^ 押し 開いて、 術 八お 専. 一,^a^ へた 

ま  >- 出て^ ろ。 留吉 それ,^ 兑る と， 驚い 藁^の 陰に 

匿れ、 様子.^ 窺 ふ。)  . . 

？ g 八 さあ 来い、 一緒に 来い、 一緒に 來て 俺の »に なれ。 

約束で ねえ か。 おめえ まさか あの 八朔 一 曰の 晩の 事 を * 

まだ 忘れ はしめ えな" あん AT から、 もうお めえ は 俺の も 

とこ  .；？-- やん 

のなん だぞ。 だから 俺ん 所 さ 來て擤 になれ。 …… 何， 厭 

だ 。厭 だってし や-つ がね え 。 俺 あどう しても おめ え を嗥 

にす るんだ から、 何でも 彼で も 一緒に 来い。 留吉 になん 

ぞ やって 堪る もの か。 さあ 來ぃ。 來ぃ。 (と. 1 も 引-き 立 

て- r* うとす る ) 

(留吉 ら な くな つてつ か/ \ と 進み出る 0) 

吉 叔父 さん >  何 をして ゐ るん で す。 何 を 云 つ て ゐ る ん 

です。 

^八 二 m いて 手 j か 放す) む。 おめえ * そんな 處にゐ たの 

か。 さう か。 俺 あ 何にもして ねえ。 何にもして ねえよ。 

(とぶ つ （'云 ひながら、 逃れろ 如く 退場す る 0) 

(留吉 呆然 そ の 後，^ 見送 つ て ゐ たが、 ^ぐ 氣づ い て 其 
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處 -.L 泣き伏して ゐ ろお 豐：. L 近寄り、 引 起す やう にす 

ろ 0) 

留吉 (きっとな つて) ぉ豐 ちゃん、 お まへ 何して ゐ た。 

(答な し) 叔父さんと 何して ゐ たんだ。 何 を 云 はれて ゐ 

たんだ。 (答な し、 泣く のみ〕 泣いて たって わからない 

ぢ やない か。 何 をして たか 訊いて るんだ よ) (急に 狂 は 

しく〕 何 をして た〕 云へ、 云へ、 云へ。 (襟.^ 捉 へて 突 

き 倒す) 賣女！ 云 ひたく つても 云へ めえ、 どの 口で お 

めえ は 昨日 噴 を 吐いた。 どの 口 で 男 を 知らね え なんて 吐 

かしたん だ。 どの 口で §1  二と は 何の 關係 もね えと 白ら ば 

くれたんだ。 叔父さんの 云った 事 は、 あれ やみん な本當 

だら う。 さあ 返事 をし ろ、 云 ひ譯が あるん なら 云って 見 

ろ 0 

お 登 (泣き 乍ら) §s 吉 さん、 それ ああん まり ひどい …… 

…：. いくら 何 だって， そんな 事 はねえ、 そんな 事 はねえ 

ぞい！ 

留吉 駄自 だ- 駄 だり 口で 打消した つて、 現在の 證據が 

あるから 駄 H だ。 俺 あお まへの やうな 淫 婦に、 今まで 

かう して か  > り 合つ てた かと 思 ふと 情なくな るよ。 おめ 

えの やうな 獸に、 今の 今まで 心 を 引かれて. 恥を忍び 乍 

ら此處 におめ くと 殘 つて ゐた俺 は、 何と 云 ふ 馬鹿 だつ 

たんだ。 (泣き 整で) かう 云 ふの も 未練の やうな けれど 


もな。 お 豐* 俺 はたった 今まで 何 を 失く しても お まへ だ 

け はま だ殘っ てゐ ると S つて ゐ たんだ" それが どう だ。 

の そみ 

俺に はもう 何にもない。 全く 何の 希望 も なくなって 了つ 

た。 (ふと 聲，^ 低めて) 俺 はもう 行 くんだ。 此家 にも、 

稳れ たお まへ にも S はない。 (行かう とすろ) 

ぉ豐 留吉 さん * 待って 下さい。 

留吉 何 を 云 ふんだ。 

お 登 おらが 心 はきつ と あんた にお 目に かけます。 きっと 

この 申譯は 致します。 

留吉 そんな こと は M きたく もない よ. - そんな 必耍は どこ 

にあ るんだ〕 俺 はもう 行つ て 二度と は歸 つち ゃ來な いん 

だ。 おめえ は留 二の 嫁になる なり * 猪 八 叔父の 1- になる 

なりして 、立！： 救に 暮 して 行ったら それでい、 ぢ やない か。 

俺 はお まへ に 思 ひ 殘りも 無い。 お まへ だって 俺に 思ひ殘 

し をして 吳れ るな。 ぢゃ ほんと に 俺 は 行く からな。 お ま 

へから 皆 に 宜しく 云つ て 吳れ。 左様な ら 。 

(お sf^ き 伏す。 留吉思 ひ 切って 行き か  ろ。 而 して 

舞牵鼻 の 所まで 來て立 佇る。 つと 遠方の 空 1^ 眺める 

やうな 眼で、 眞向ぅ,^-見ろ。 それから 靜 かにお 登の 泣 

さ 倒れて，^ る iw へ^る。) 

SE 吉 ぉ豐 ちゃん、 俺 はお まへ にだけ 云って 置く がね。 俺 

は 到底 東京へ は 歸れな いんだよ" 俺 はな、 ほんと は此處 
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へ ^^：！佥 を 調達 に來 たん ぢ やな いんだ。 資は 主人の 金で 株 

へ 手 を 出して." 三 W: 圆 ほどす つて 了つ たんだ， そして 其 

才 に 來た譯 なんだ" だから 其 金が 手に入らな い 中 は、 

東京へ 歸る譯 に は 行かな いんだよ U  0!) 殊に 今 来た 手 

紙で， 兑れ あ、 どうやら 主人 も 感づいた らしい。 だから 愈 

愍 外で 金 を才覺 しなく ちゃ 歸れな いんだ。 

お m 乂 では 京 さ歸ら なければ どこ さ 行く の。 

解ら な いんだ。 どこか 友人で もた よって 探して 見る 

んだ。 (問) でも 大方 * 行きつ く 所へ 行 くだらうよ。 ぢ 

ゃ左樣 なら。 俺の こと を 時々 は 思 ひ 出して ぉ吳れ よ。 

お S で if おたっし やで ゐて 下さい。 此 お詫び はきつ と 

します ぞい。 

(SH 吉 右手へ 退場す ろ。 ぉ璺 一 人残って泣ぃてゐろo) 

(g:^?!L:•は^が迫  つ てく ろ。 阿武隈の 瀨 音が はつ さリ 

^える。 おい iT 母 „si の 方で S5 二が 「お ちゃん， お 

I 乂 ちゃん」 と 呼ぶ-域が 開え る。 その 聲，. 聞く とお 豐は 

さっと 立 上ろ。 而 して；^ つと 耳,^ 澄ます 0 それから 四 

^.5. 兑 Ml して. 同じく お 手へ 去ろ。) 

(SS 二の 「お 观： 一 ちゃん、 ぉ豐 ちゃん」 と 呼ぶ 聲。 11 ) 

(っゾ いてお 二、 左手よ リ あらにれ ろ。) 

お 二  (納： Si の 中 や 又 四？ 见， 1! し) お 幾ち やん！ 兄に 

や！  二人とも 一 體に： n 處さ 行つ たんだら う。 


(彼 は 不安の 而 持で V- つと lltf^ 澄ます 0) 

I -幕 11 

第 三 幕 

再び 阿久 か 家の 內部。 舞臺は 一  w$ に 同じ。 只 上手 

l:  ：！^か ？.^ け て 、 c 布 ，^ 掛 け た 二 個 の ^£ が 飾 ら れ て ぁ ろ 0 

そ の 邊 へ！ 華の 諸 具..！ ろしく あろ。 

前 慕の 翌晚 で、 1= い 家の 中には、 煤けた 洋燈が 二つ 三 

っ點 されて ある。 

家に は 蔬、 留 二.^ 始め、 降 人、 村人. 村の 娘な どが 

四 五 人、 通夜に^？-まってゐろ。 慕の もいた 時、 佛 前に 

は 僧侶が 醴拜 して ゐる。 T.i 乂 一-枕 經 終った 所な ので 

ある 0 

僭 侶 (禮拜 し 終ろ と佛， M ん」 退 さ、 せ に^^渡 會釋 して 座 LL 

つく) 

S  (沈 儀に) 御苦勞 さんでした リ 

憎 侶 い &ゃ。 かう 云 ふ怫は 近頃 珍ら しい 事で * 儂 も功德 

だ と 思 ひやす か ら 、 念入れに ぉ經を 上げ やした。 

留藏 難 有う ござり やした。 

僧侶 留 I！ さん。 あんた も かう 一 度に 二人お 取られな すつ 

ちゃ、 fff しう ご はせ うな。 
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いや。 別に。 11 腹が立つ 位な ものです よ。 死んだ！ f 

所存^ は 何に も 知らずに 往 しゃ せう が， 後に 殘っ た わ 

し 共 if  * .- れ から y ら ねえ^ 話を閗 か され るんで すか ら 

な。 死に恥 を 晒す なんて、 考へ て 見れ あ 馬鹿な 奴等です。 

^侶 死なずに 濟 まなかつ たんで せう かなり 

S に-威 それで さあ、 何も 死んで 恥 を 晒さな くち やなん ねえ 

譯が 解ん ねえんで がすよ。 尤も あの 郎の心 持 は* もと 

から 少 とも 解ん なかつ たんです けんおよ もな。 

衍侶 矢っ張り 若氣の 過失 かな。 ほんに 若え 人た ちに. は闲 

つた もんだ。 (娘た ち， ^顧みて 微笑す る) 

ss-t^  (奴た ちに) さあく。 おめえ さん 達 * 折角 來て i 犬 

つち やんだ から、 線香で も 一 本づっ 上げて 行つ てお んち 

え > -。 而 してお めえ さん； ぼ も- よく おら 家のお を 見せ 

しめに する がい &。 

^化 さう だ。 全く だ。 そして-牛 生のお ちゃん を兑 習つ 

て， みんなお となし くす るんだ ひ 

娘 一 でも おら 等 だって、 一緒に 死んで sK れる 人が あるん 

なら、 死んでも い、 と 思 ふわない。 

娘 二 さう だ わ。 ほんと だわない。 (冗に うな づき 合 ふ) 

娘 三 だけん ぢょ。 死ななくて は * 1 緒に なれない なんて、 

何て 因お なんだ ベない。 ほんと に可哀 さう だない。 

ss?^ さあく.、 いくら そんな 事 云った つて 初まん ねえ。 


それよ つ か 早く 線，^ せ で も 上げ て aK ん ちええ よ。 

^ 一  では おら 等が 先に 線香 を 上げても い \ んで すかい。 

お さあ. く f お；^ しねえ で 上げなん しょ リ 

(娘 等點； ^き 合って、 交る，. t^* 佛前 へや a み、 S 拜す 

ろ， J 

0 侶 ど れ そんなら 出掛 け ベ え か " 

SS 錢 もうお 出掛けで すか。 ge 一一、 提灯 をつ けて あげろ。 

^侶 ではせ さん。 お 先き へ左樣 なら。 (S- つて sa 二が 差 

出す^ 灯， 屮 受取って) いや * どうも 難 有う。 留 二さん。 

おめえ も 力 を 落しな さんな よ" 人 それぐ の ^！：ズ吋 てえ も 

の は 仕方が ねえ もんなん だからな" い 、かな。 (33  ニ默 

つてうな づ く。 それ，^::^ て 出口から 外へ 出る) ほう。 

天の川が 眞っ白 だ。 だ んく秋 も くな る て .，左^^^なら。 

(去ろ) 

(沈 默。 ！ ) 

(やがて たら-,. >  めい （-LL 挟拶 して 歸 つて ゆく。) 

(SS 二 *  Mi つた ま 前 に 坐リ い 間 Kn して ゐろ。 

久作、 リ來 ろ。) 

久作 只今 li^ り やした。 

留錢 あ V 久作 か。 どうした 用 は。 

久作 すっかり 足して 來 やした。 あの 町の 葬具 尾で は， T 

度 出来 て た 花が あ つ た か ら * 今夜の 中に 屈け る ちう 率で 
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中 ひ 武?! T 


留ニ  (此 時まで 佛 前に 瞑目して ゐ たが 突然) 父！ お 願 

ひだ * ぉらも^^むし どうか 兄に やとお 豐 ちゃん を 一緒に 

埋めて やって 吳ん ちえ \。 それでね えと おら あどう して 

も 氣が濟 ま。，^ えだ。 一 緒に 埋め て や つ て吳ん ちえ. 1。 0 

む。 な、 へ 义！ 

^^0 お まへまで 何で そんな こと を 云 ふんだ。 

お 二 父， おめえ は 何も 解ん ねえから、 心中で ねえの かん 

のって 云 ふけん ぢょ、 俺 あ 二人の 心 持 はよ つく 解つ てん 

だぞ。 心中に 違えね え。 きっと 此 世で 一緒に なれね えと 

思って、 一緒に 死んだ に 違 ひねえん だ。 (泣いて) 父、 

今 だ か ら俺ー K ふが な、 あの 二人の 仲 を 邪魔した もの は此 

の 俺 だ。 俺 あ 兄に やが これほどまでに 思 ひつめ てると は 

思 はねえ から、 ぉ豐 ちゃんに 橫戀慕 をして、 無理矢理に 

兄に や か ら つべ と 思つ たんだ。 そして 兄に や を 追 ひ 出 

すべと 思つ たんだ。 それで 兄に や は 死ん だんだ U お観ち 

やん を 殺した の は 俺 だ。 俺 あ 今更 何ち う て 佛樣 に 詫びた 

らい k か 解ん ねえ。 せめて 二人の 死骸 を 一 緒に してやる 

ちゃん 

より 外 はねえ だ。 父、 賴む。 どうか 一緒に 埋めて 吳んち 

え \。 賴む、 頼む。 おら 一 生のお 願 ひだ U さう して a}- ん 

ね え と お らど うしても 氣が濟 まね え だ 。 

留藏 (^然として ゐろ。 告々 も 沈お) 

ちゃん 

留ニ 父！ ほんと に 俺 どう すれあい &ん だら う。 俺 は 二 


人 を 殺した も 同様なん だ。 (身，^ ど 悶えて) 済まれえ、 濟 

ねえ" 

留藏 (静 に) お まへ はお まへ として さう する より 外な か 

つたん ぢ やない か。 な つた 事 は 仕方がない。 心配す るな。 

( 一 ffi は 又 痛ましげ：」 沈默 にか へ る。 此 時？； S  くから 誰 

やらの 喚く； &が 開え てく ろ 0 やがて 银 八が、 さきの や 

う-,: 泥醉 して 喚き 乍ら 入り 來 ろ。) 

^八 さあ 誰 だ。 出て 來ぃ。 ぉ豐を 殺した の は 誰 だ。 出て 

來ゃ がれ。 一と 叩きに 叩き殺して 吳 れつ ぞ！ お を 殺 

したな あ  >  誰 だ。 畜生！ 出て 來ぃ。 (上 リ框 --1膝， 小 下 

ス す) 

留ニ  (血相， か變 へて つめよろ) 叔父さん。 それ は 俺の 事 

です か。 その 殺した の は 俺 だと 云 ふんです か。 俺に 出て 

來 いと 云 ふんです か。 

,^§八 なに、 おめえ が 殺した？ 馬鹿 好郎。 殺した 奴 あ 神 

樣が 御存じ だ。 ふん。 面白え。 おめえ が 殺した のか。 面 

白え。 殺した と 云 ふんだ な。 畜生。 何 だって あの 子 を 殺 

した。 云 ひ 譯が立 つなら 云って 見ろ！ 

00 猪 八！ 何 だ * そんなに 醉ひ狂 ひやが つて。 

猪 八 醉ひ 狂った？ ふん、 今朝からの 葬 ひ 酒 だ" 醉 ふな 

あ， あたりめ えよ。 醉 つて 惡 いの か。 

留蔵 皆 さ んも來 てゐて 下さ る んだ . ちっと 靜 かにし ろい。 
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m 留猪留 


此處 を何處 だと 思って るんだ。 贵樣の 31 にや、 二つの 棺 

が兑 えね えの か。 

m 八 ふん。 棺が 二つ か。 解つ てら あ- 古 公と お 謂 J: 坊 との 

よ。 洒_洛 くせえ、 心中なん ぞ しゃがって。 馬 鹿な^ 郎だ 

sw_ 併し これに や 何 か譯が あんだべ" さあ 出せ。 かう 

人 IT か ぼかく 死んで 堪 るか" ー體 誰が 殺したん だ。 ど 

この どいつが 殺したん だ。 (せ々 沈默。 叔父- ム" れ. とり 

碟の 反^にお びえ ろ。 低く) みんな 神様が 御存じ だ ： 

二  (逝み 出て) 叔父さん。 濟 みません でした。 勘忍し 

て K ん ちえ.^。 俺が- 5=:^ かったんです。 俺が 側か ら お 豐ち 

やん に 惚れ て ゐた の が惡 かったんです。 お 蟹ち や ん を 兄 

にやの 手から とって、 自分の ものにしつ ベと 思った のが 

わる かったんです。 

休 八 ふ- 「む。 それ ぢ やおめ え もお S: 一 を-取らう としたんだ 

な。 ふうむ。 而 して それが 惡 かった と 解った のか。 (叱 

ろ やうに) 惡 いに 違えね え。 惡 いと 解った か。 

S リー え、、 解り やした。 全く それが なけれ あ 兄に や もこ 

んな^！-に、 ならなかった かも 知れね えんです。 

m 八 さ-つか 0 よし、 さう 男らしく 後悔 すれあ 俺 だって 許 

してやる。 もう 1. 度 あやまれ。 

お 二  (as- 面 H に 手. J- つ：. て) 濟み やせんでした。 

術 八 (； P つと 其 樣，^ a ズゐ たが、 <v しお ほしく 癸 ひ 出す) 


は V  乂、。 お ま へ 眞而 目で あやま つ てるの か。 馬鹿め 

は、. これば つかしの 事に、 何 を さう くよ して 

るんだ。 それつ ばかしの 事情で、 何 を 詫 まらう てんだ リ 

な あ、 おい。 奴等の 死んだ の は、 奴等の せゐで I 誰の 惡 

ぃ爲 でもね え。 て め えが 惡 い の >  俺が 惡 いのって、 そん 

な こと はねえん だぞ。 世の中に は惡 人はゐ ねえ や。 な あ， • 

みんない i 人ば かりだ。 惡 いこと をす るの は、 何にも 知 

られ えで、 ついう つかり や るんだ。 だから 心配す る こた 

あねえ。 なぁ留 二。 決して 心配す る 事 あね えぞ。 

留ニ いくら さう は 思 ひな ほしても、 心の 一可 資は ぬけね え 

ん です。 

猫 八 は、、、。 おめえ みて えに 氣の 弱え 奴に あ- 何より 

も 藥は酒 だ U 酒 だ U おい 久作。 酒 を 出せ。 酒 を 持って来 

い。 お 通お に 酒は附 きもので ねえ か。 愚阖々 々しねえ で 

持つ て來 い。 この 臆病者に 1^: ませ るんだ。 

蔵 おい 猪 八、 お まへ もうい、 加減に してよ さねえ か。 

八 哥兄。 おめえ 酒を吞 ませね えと 云 ふの か。 

蔵 もう 澤山だ 。大抵に して 歸れ。 

八 あいよ。 歸 るよ。 歸る なって 云っても 歸ら あ。 併し 

な あ， 歸る 前に 一 言 恨み を 云 ふから よく 覺 えて 置け， - 一 

體 あいつら 二人 を 添 はせ めえ としたの は 誰なん だ" 仲 を 

裂いた 親玉 は 誰なん だ。 死なして 了った 張本人 は 誰なん 
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留藏 氣の 知れね え 奴ば か リゐて 困つ て 了 ふ。 

留ニ 併し 叔父さんの 云った 事 あ. あれ やみん なほん たう 

だ 0 

00 馬鹿 を 云へ。 あんな 醉 つばら ひの 云 ふ 事 を 聞いて "3 

る も か。 人に，？ 一  人づ、 生きて ゆく 道が あるんだ Q そ 

し て其迢 で て ん で に 生き て ゆかな くち やなん ねえんだ。 

留ニ、 もうい \ 加減に してお 豐の事 は 忘れて 了へ。 すつ 

かり 忘れて 働けば * 明日から 又お 天道様が 照ら あ。 な あ 

久作。 

久作 さう です とも、 おめえ さん はま だ 若 いんだ もの コ ま 

だ/ \ い、 日 は續 くべ え。 

二 さう. た 働く ベえ C そして 淋しくても 生？ てゐ ベえ。 

iM の 人 失ら 白 い 葬 川の 造花 ぉ擔ざ て 入 リ來ろ 0) 

人 失 へ い、 今晚 は。 葬儀： a で ござり やす 3 花 を 持つ て參 

り やした リ 

& 0 あ さう かい。 御苦勞 だった な" ぢゃ 休んで 一 服つ 

けて 行きな さんしよ。 

人夫 へ い。 これで 御 註文の ニ對 です。 

(せ：：々 花， 受取って *  リ つけろ- 舞 一！ はな 亡，： n く、 

寂しい 色調が？ i ふ。 沈^。) 

人 (ふと M 武 の 溜 音な SS- 々ら けて) あの 一 W は 何です 

かい。 


けこ 0 

留藏 俺 だと 云 ふの か。 

* 八 さうよ。 今やつ と 氣が附 いたの か。 

(：y 變 に) おめえ がさう 思 ふんなら > さう でもい、。 

恨み を 云 ふなら いくらでも 云へ り 併し あとで 正氣 になつ 

たら- 誰が 惡 いか 考 へて 見ろ よ" 

猪 八 何 云って やが るんで え、 老 耄れ！ 正氣 になって 考 

へたって、 惡ぃ奴 はちゃん と 定まって るんだ。 祌樣 がす 

つかり 御存じ だ あ！ 

0 さう とも。 神樣も 許して 下さら あ。 

二  (無意識に ソ 神 さま も 許して …； 下さる …：. 。 

A  0?4 に) おい 久作。 濟 まねえ が 水 を 一杯 sK れ ろ。 

作 はい。 水 だら 何ん ぼ飮ん でもよ かんべ。 水に やちつ 

とも 障り はねえ。 (茶碗 v?' 渡す) 

猪 八 (受取って ぐっと 飮む) それで は 俺 も 慈々 行く か 

なリ 

留ニ  (叫ぶ) あ V ほんと に 俺 はどう すれあい、 ん だ！ 

猪 八 どうも かう もね え。 生き 度 けれ あ 生きる- 死にた け 

れぁ： t-,:: のよ。 (立 上って) さあ， 俺 あ 行く ぞ。 (^^と 

.S ズ ゆく) 

留藏 (あと 一；； A っズ) 醉 ふと 仕方が わえ 奴 だ。 

隣人 ほんと に 今夜 はどうし た んで すか な い 。 
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,A-^ あれ あ 阿武^川の  一 w だ わい。 

ん火 へ 」 え。 一， Si れド， ^吸 ふ) 

(ル：： 々沈^して、 潮 一 に iS き 人ろ。 --の 時 一人の 村人 

人リ來 る。) 

W 人 御免なん しょ 。又 大變な ことが 出來 やした。 何だか 

此方 の^ 八さん 兑て えな 人が、 川さ陷 つて 了った ぞい！ 

^0 何，^ 八が？ そいつ は醉 ばらって ゐ たが。 

村，. 人 はい 。わし が 投網 を 打 つ ベ と H む つて、 すぐ そこ の， 爲 

綠にゐ ると、 何だか 猪 八さん みて えな 人が、 高 聲で何 か 

；; ムひ 乍ら， の 所まで 來 たつけ が、 其 儘 a; つ 直に 川ん 中 

さ T がちて 了つ たんだ わい。 

お 二 それで。 11 

村人 可： £i しいと S 心った から、 急いで 行って 兑 たけん ぢょ、 

ii をす かして 兄ても- は あ 水の 卜： に は 浮いて ゐ なかった 

わい。 

^0 ふうむ.， さう か。 —— 

：^? 人 あれ あ 何でも 過失で 陷 つたんで あんめえ て。 何しろ、 

2^く行っ てぉ5^んなんしょ。 早く。 おら これから |;1 察つ 

樣さ 行つ て來 つから。 

！  。 

二 よしす ぐ 行く  0 おい 皆ん な 行かう 0 飛んでも ねえ こ 

とに なつ たな あ。 人違え で あれ あ い、 が。 I 


(皆々 いで 出て ゆく。 後に は 只 留 藏と久 作と 葬儀 人 

夫 だけが 殘 ろ。) 

人夫 どうしたんで すい。 ー體。 11 

久作 又 1 人 川で 死んだ のよ。 どう 云 ふつ もりなん だか 俺 

あ 知らね え。 これ も 時世の せゐ だんべ。 此 頃の やうに 仏 

み 合って は、 生き てられね え 人 も 出来 るんだ ベえ よ。 

11 靜に 幕 I . 
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し 高 藤 杉 林 同 同 
-顧井 田.— 巴 美 
俊敏 代 
If 勇 二 郞 豫子子 


第 1 幕 

金 井 博士の 睿资。 質素で はわろ が 快げ な 風の 一 室で" 

全體の 色調 は t= 紫色 の 陰影 lMcs んで ゐろ。 左お の ぉぷ に 

戸が ある。 右 は玄關 からの 廊下 LL 通じ、 ^us^.u,^ 

じて ゐろ。 正面 LL は 人き な 窓が あって、 半ば 黄ばんだ 

指 桐の 立 木ん 透して ろ ことが 出來 ろ。 其 窓 下 に 書. 51 

机か捉 ゑ、 K 邊.^ 中心として、 書架 *  子、 ソ，' ファ、 

其 他の 家具等が 適せ に ffis さ れ て ..^ る 。 

時は晚 秋。 雨が 寐く 降リ濺 いで、 梧桐の^ リ LL 散る せ 

がすろ 夜の こと C 電 燈が蕭 やかに 點 いて ゐる。 

失 人 美 代 子， 齡は： 一一 十五 鼓，^ 超えた けれど、 整った 外 

貌は 彼女 LL 三十 前後の 「成；5?!したろ^§人美」 ， ^與 へて 

ゐろ。 恭.？ く 時 夫人 は 室の 左手 ゑら れたソ I ファ 

に 坐って、 近 造の 婦人 雜誌 fj- 漫讀し 乍ら、 折々 人 待ち 

額 Li 四邊, ^w- Ml し、 耳.^ 澄ました リ などす ろ。 一 H ふ 迄 

-, J な. く， 人 金 井， 博 +の歸 宅 vj- 待ち 论 びて ゐる ので も 

ろ 0 

しげ (KI 使の 老女。 右手よ リ 入リ來 る) 奥 さま、 あの 林 

さん へ お を かけて お iM き 申しました。 

美 代 どうだった え 0 


金 井 士父マ h  S 鐘 三き 


入 物 

金 井 « 太郎 醫學博士(退職^^理學敎校) 

(六十 二 歳〕 

夫人 後妻 (三十 五 歳) 

養女 (十八 歳) 

博士と 先妻との II の 子 (二 t 

法學 博士 先.： 架の 友人 (五十 

三鼓) 

博士の 助手 (二十 七 歳) 

醫師。 博士の 友人 {： 五十 歳 位) 

金 井家に 畏くゐ ろ 召使の 老人 

(五十 歳 位) 

時 代 

一 九 一 —— 年代 

場 所 

東京 市の 一 部 
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しげ 御 法事 はもう 疾うに 濟んで • こちらの 且那樣 は 四時 

頃お 歸り になった さう で 御座いま すよ。 

！ li;- 代 まあ さう？ もうかれ これ 八 時 だから、 さう すると 

ぉ歸 りに なつてから 四時 間も經 つて ゐ るんだ よ" 何處 へ. 

いらっしゃ つたの かねえ。 (n) あの 林さん から 何處か 

へ 寄る とで も 仰 有らなかった かい。 

1^ はい。 何も 仰 有い ませんで した。 

美 代 病院 ぢ やないだら うかね〕 今時分までお いでになる 

譯 はな いんだ けれど、 ひょっとすると さう かも 知れない 

から、 お ま へ もう 一 度！^ 話 を かけて 見て お 吳れ。 

しげ はい。 (行き かけて) 下 谷の 二 九 六番で ございま 

したね。 

美 代 ^なば あや！ いつでも 病院の 番號 つて 云 ふとき つ 

と 忘れる のね。 下 谷の 三 三 ニ九番 だよ 。「みみつ く」 と覺 

えて ゐ ると ぃ&ん だよ。 そら、 「みみ」 が 「三 三」、 「つ」 

が 英語の 「TWO」、 「九」 が 「く」 とね。 

しげ まあ、 さう で ございました つけねえ。 私 「ふくろ」 と 

考へ逮 ひ をして 居り ましたの。 (つ、 ましく 笑 ふ) 

美 代 成程 「ふ、 く， ろ」 だから 二 九 六番！ 厭 だよ- ほ 

ん とに 婆や は！ (同じく 笑 ふ) 

しげ では 掛けて <5 ^ります。  ► 

美 代 間 連 はないで わ。 


(召使 右手へ 去ろ。 しばらく 間。 夫人 又 雑誌，^ 謓み初 

めろ。 雨の 音 や  >- はげしく なろ U 夫人 頭， "J- 上げて 窓外 

1^ 眺め、 立 上って 窓掛， ^引く  0 通りが X リ LL テ H プル 

の 上-, ifd い た 花瓶.^ 噪ぐ。 再び ソ I ファ に歸 つて 雜誌 

1^ 讀み縝 けようと すろ。 再び 召使 入リ來 る。) 

美 代 (す. はやく) ぉゐ でな さらない。 

しげ はい 。今日は あちらへ お 寄ん なさい ません さう です 0 

それで さっき 助手の 藤 井さん が 何 か 御用で こちら へお で 

かけに なった さう です よ。 留守と 知らず に もう 少 しした 

ら きっとお いでになる でせ うよ 0 

美 代 さう？ それ は 生憎だった ね。 ぢゃ 曰； 那樣は どこへ 

おいでな すった の だら う。 私に は 先の 奥樣の 十三 年忌と 

かで 林さん へ 行って 來 ると 仰 有った だけ だが、 お前に も 

さ うだらう ね。 他に 何も 云はなかった かい 0 

しげ はい。 別に 仰 有い ませんで した。 けれどお 出 ましに 

なる 時、 私に 向って 久しぶりで 又 輝 子の こと を 思 ひ 出し 

たよと さう 仰 有り 乍ら 寂しく お 笑 ひに なりました U 

美 代 そんな こと を 仰 有って？ 私に はどう も 先の 奥さん 

の 事 を 仰 有る の を 避けて る やう だ わ。 私 だって 別に 聞か 

うと は 思 はない けれど。 (不安な ろ 間) ねえ 婆や。 先の 

奥さん を 御離緣 なすって から 何年になる のかね え。 

しげ さやう でございます 0 もう 十九 年； MI で ござ， いませ 5 
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よ。 御離緣 なさる と 七 年 目に お亡くなり なすって、 今年 

が 十三 年忌で 御座います からね。 ほんと に 月日の 經 つの 

は 夢の やうで 厶 いますよ。 

美 代 全く さう だね え。 私が 嫁てから さへ も， r. 十二 年に も 

な るんだ から。 (間) 婆や、 其 時分の こと を覺 えて ゐ 

て？ 

しげ え I.- え- -@ えて 居ります とも" まるで 昨 曰の やうな 

氣 がして ゐる 位で ム いますよ。 其 時分 はま だ 私 なぞ も 二 

十代の 若い 時で 厶ぃ ましてな、 まだお 嫁の 口 なぞ も心懸 

けて ゐた 時代です よ。 (少し 雄 辯 に) え、 よく 覺ぇ てゐ 

ますと も- 丁度 あれ は 春の ことで 厶 いました リ 其 時分 は 

お 庭に 澤山 木蓮 の 花が ム いまして な。 夕方な ぞ は 此窓 か 

ら ぼんやりお 庭が 白く 見える 位でした よ。 それ を 又 先の 

奥 さま は大變 お好きで. いつも 此 處でぢ つと 兑て ゐらっ 

しゃいました。 一 度 なぞ は 泣いて ゐ らっしゃ るの ぢ やな 

いかと 思 ふ程靜 かに ぢ つと 見て ゐ らっしゃい ましたよ。 

^代 まあ、 さう した 方だった のね え。 

しげ 一 瞪ぉ淑 かなお 方でした が- 丁度 其 時 は 御 産後 だつ 

たので ム いますよ。 一 一月に 月足らずの お子さん をお 逢み 

なすって. -產 後のお 肥立ち もよ く、 お子さん もお 丈夫で し 

たのです が. ど- 「した 譯が おありな のか， 何もかも 滞り 

なく 濟ん だ處で 急に 御離緣 にな つたので ムぃ ます。 私共 


は 下女 風情で 厶 いますから 事情 は 少しも 解りません でし 

た が , 其 月足らず の お子さんと 云 ふの が 基だった ので ム 

いませうよ。 何しろ ロー  那樣は 其 時 陸軍の 方へ 出て ゐらっ 

しゃった ので、 H 戰爭か ら歸 つ て 来た 八月 頃 だ つたの 

でム いますから ねえ。 

美 代 さう/ その iN^ ら薄々 は 私 も 聞いて ゐ るよ。 で、 

その お子さんて 云 ふの は 今 も 生きて るの。 

しげ え、 生きて 居ります とも >  あなた。 もう 數 へて 二十 

と い ふ 生意氣 盛りで 高等 學校 へ 行って ゐ らっしゃ います 

よ-〕  , 

类代 その 方 はほんと に. お 人の子 ぢ やなかった のかね え。 

しげ そんな 事 は 私 どもの 口を入れる _5ii ぢゃ ござ いませ 

ん。 祌 さまが 御存じで ム いませう" 鬼に 角 御 不運な 奥樣 

で ございました。 併し も、 「あの世へ 行ら しつてから 今 S 

, で 十三 年に もなります.' 

獒代 十三 年って 云 ふと 一と 昔 だね え。 それでも よく 日ー那 

樣は思 ひ 出して 御 法事に おいでな すった こと。 私が 此處 

へ 嫁て か ら、 三年： S も 七年忌 も あ つ た んだ らう けれど、 

今迄 一 度 も そんな 事で おいでな すった 事がなかった よ。 

しげ それ は 左 樣で厶 いますと も。 旦那 樣は お亡くなりな 

す つ た 時 さ へ 、 わざと 御旅 行 においで なすって 御 <^:1 雜を 

なさらなかった 位ゐ です もの、 三年 や 七 年の 中 は. 未だ 
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お W しみが 解けなかった ので ムぃ ませうよ) 

美 代 それで 十三 年 UI に 又お 竊 はしく でもお なんな すって 

かう； いのかしら〕 ほんと にどう してる の だら うねえ。 

しげ まさか そんな^ はム いますまい けれど * もうお 歸り 

になり さうな ものです ねえ〕 (間) あ、 何だかお. M 關の 

方で 足音が する やうです よ。 

代 ぢ やお 蹄り かしら。 (立 上ろ) 

(す-脇で： S の 昔が すろ。〕 

しげ あ X、 お. です わ。 

=SK 代 どなた だら う。 さっきの 藤 井さん が 来たん ぢゃ なく 

つて 0 

しげ でも あの方な らいつ も 鈴 を 鳴ら さずに 人 つ て來 ます 

フ 0 

oe^ いで 玄^の 方へ 去ろ。) 

(夫人 身 彼 ひ，^ a? 渡た ほす。 そ、、 へしげ が 笑 ひ 乍、 り 助 

手？ ぬ 井 伎 二ん 伴つ ズ 入って くる。 助手 は 二十 六 七 歳 位 

の S: お 的な 11= 年で ある。 茶の ォ ー ゲァ ー,^^ ぐと， 下 

Lira じく 茶の 輕 快な^ 廣 服，^ 着て ゐろ 0  ) 

膝 井 今晩は) 奥さん！ (外 身， 5- しげ に 渡し 乍ら) この 

おしげ かほ の^を 鳴らした の を や 可ない と 云 ふんです 

がね。 僕 も；^ 3 に は 一 人前のお.；？！ 5： 扱 ひがして 貰 ひ 度 いんで 

す 0 


しげ ぢゃ いつも 鳴らす ことにな されば い、 んで すよ。 

庭 口から なん ぞぉ 入ん なさらないで。 

藤 井 何も さう 僕 だって 庭 口から 入り はしない よ。 特別の 

場合  一 二度 ぢ やない か。 

しげ (にやく 笑 ひ 乍ら) さう く U お 特別な 場合で し 

たよ U  (外套1^持って^1:トへ去る) 

美 代 藤 井さん。 今日は あなたの 方で も 例外な 訪問 をして 

下す つたんで， 此方に も 例外な 事が 起って るんで すよ。 

實は 主人が 未だ 歸らな い の です。 

藤 井 へえ？ ー體 どちらへ お出でになった のです。 

美 代 先の 奥様の 十三 囘 忌で 林さん へ 行った のです がね。/; 


藤 井 先の 奥さんの 十三 囘忌？ そいつ は 又 先生に も 珍ら 

しい 古い 事 を 思 ひ 出した もんです ね" 

美 代 それで 中 々戻れな いんで せう。 

藤 井 では 法事が まだ 濟 まない んぢ やありません か。 僕 も 

一 度 田舎の 親類の 法事に 行った が ありまし たが、 朝の 

十 時 頃から 晚の十 時 位まで か \ りました よ。 

美 代 い. -ぇ 法事 はもうと うに 濟ん だのです。 電話で 問 ひ 

合 はしたら もう 四時 頃に 林さん の 家 をお 出に なった さう 

です よ 0 

藤 井 成程。 (指 vS- 折って 見て) 四時 間。 そいつ は 少し 遲 
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うな い 、 助手の 方 を 得た の を 感謝し てゐ ますよ。 

藤 井 さう 眞 向から お褒めに ぁづ かって は 恐縮し ます。 私 

も 手 傳ひを させて 頂く の を 名譽に 思って ゐ ます。 非常に 

嬉しく 感じて ゐ るので す。 (少し センチ メ ンタシ _!:•) 僕 

は實際 先生 を祟拜 して ゐ るので す。 先生の 傍で 仕事 をし 

て ゐる事 それ 自身が 嬉しい のです- J あの 薄暗い 研究室で、 

先生 は 向う の 隅、 僕 は 此方の 隅に 坐って ゐ ます。 私 は 仕 

事に 痰れ ると ぢ つと 先生 を 見つめます。 ぼんやりした 窓 

の 明りが 先生の 橫 顏に當 つて、 銀色の 交つ た 髯が光 つ て 

見える のです。 さう すると 私 は 又 力 を 得て 勉强 にと りか 

かります。 時々 先生 は 顕微鏡 ゃ試驗 官 や 黴菌 泰躯 から 

目を離して、 瞑った やうに 考へ 込んで ゐ らっしゃる 時が 

あります 0 その 時 は 私 は 泣きたい やうな 思 ひで 寂しい が 

尊い 學 者の 生涯 を考 へます。 殊に 嬉し いのは あの 病理 學 

の 原稿 を 書く 時です。 先生 は そこに 坐って 重々 しい 寂し 

い 聲で物 を喷む やうに ゆっくりお 述べになる のです。 私 

は そのす ぐ 前に 坐って 一 言 も 間違の ないやう に それ を 筆 

記す るんで すが、 書いて ゐる 中に いつも 私 は 一 種の 靈感 

狀 態に 陷 つて 了 ふので す 。而 して そこに 云って ゐる のが、 

先生で はなく、 此處に 書いて ゐる のが 自分で なくなって 

了 ふので す 。先生と 私と が 一 つ の 魔法の 輪に かけられて、 

同じく 蝶り 同じく 書き 同じく 呼吸 を L てゐ るんで す。 奥 


すぎます な。 併し まさか 迷子に なって 居る It もないで せ 

うからね。 きっと 何處 かの 屋根の 下に は 居 ませう。 こん 

な 天 氣には 犬 だって ほつつ き步 いちや ゐ ません。 私も途 

中で 寒い 雨に 道 ひました よ。 冷たい 雨が 頼邊へ 落ちる と 

メ スを當 てられた やうな 感じが します。 尤も 無理 はあり 

ません、 も うぢき 十二月です からな あ。 

美 代 まさか 私 だって 外に ゐ ると は 思つ ちゃ 居りません が 

ね 。今迄 こんな 事がなかった ヾ けに 心配して ゐ るので す 0 

御 承知 かも 知れません が， 主人 も 近頃 はめつき り 弱り ま 

した か らね。 それ に大變 ひどい 神經 衰弱 を 起し てゐ るん 

で 鳥渡した 刺戟が すぐ 障る らし いんです。 

藤 井 それ は 私 も 存じて E ります。 だから あの 病理 學の著 

述が 終ったら、 すぐ 南の 方へ でもお 出掛けな さるが ぃ& 

のです。 

美 代 あの人 はやり 初めたら 一 國 ですから、 今 云った ので 

は 駄目です が、 私 も あの 御 本が 書け たらさう 勸め るつ も 

りです。 あなた もよ く勸 めて 見て 下さいよ。 

え、。 僕 はいつ も 先生に 自重す る 事を勸 めて ゐ るん 

あの 本 はもう 大分 進みました か。 

御 安心なさい、 もう 峠 だけ は 越しました。 

あなた も 毎日 大變 です ねえ」 主人 も大變 あなたの や 
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さん。 この 話 を 私の いつもの 誇張 だと 思って 下さいます 

な 。^は. ぱに 幸福なん です。 あ、！ (少し S  (裔 して 室內 

ふ 歩く〕 

类代 ひ 掛けない 一  的の 調子に 動かされて) あなた 

方の 御 仕 5^ はほんと に 羨ましい のね え。 私 なぞ は 主人と 

十 餘年も 一緒にな つて ゐて、 さう 云 ふ 風に 一 堕に なった 

こと は  一 K もありません わ" 

藤 井 (突然 歩く の やめて つぶやく〕 さう だ！ (美 代 

子に〕 奥さん。 では 又參 ります。 何だか 急に 歸 つて 勉强 

しなく ちゃなら ないやうな 氣 がして 來 ましたから これで 

失^し ます。 ぢ ゃ左樣 なら。 ぉ歸 りに なったら 先生に 宜 

しく〕 

あらもう ぉ歸 り？ さう お？ 何 か 急用 ぢゃ なかつ 

たのです か。 

藤 井 い i え。 な あに 例の 病理 學の ノオトの 疑問なん です。 

先 も此 は 少し 祌經 衰弱が おひ どい と 見えて 時々 重複 

したり、 前後の 連絡がなかった りす るんで すよ。 では 左 

樣 なら。 

类代 ほんと にお 氣の fig でした わね。 

藤 井 い k え。 どう致しまして。 僕 は 只お 宅へ，.， なって 事 

それ 丈で も 嬉し いんです からね。 (行 さか X る〕 

^代 (迫 ひかけ る やうに) 巴 子に は會 つて 行かな いんで 


すか。 

藤 井 (振り向いて) 又お 目に か i り ませう。 { 化しく 仰 有 

つて 下さい。 

美 代 (少しい たづら な 微笑. 5- 浮べて〕 あなた は あの 子に 

會 へる のが 嬉しい んぢ やなく つて。 

藤 井 (同じく 徵 笑して) さあ！ それ も あるか も 知れ ま 

せんね。 

美 代 ぉ氣 をお つけなさい。 あなた は あの 子 を 逆上 させて 

了 ひます よ。 

0^  (赤くな つて) 私が？ まさか！ 冗談 仰 有ち や 困 

ま り す。 奥 さ んは あんな 事 を 平氣 で 仰 有る ん だか ら 僕ら 

の やうな 科 學者も 敵 ひません。 あ、 何しろ 早く 歸く 方が 

安全 だ！ では 左樣 なら。 

美 代 お待ちなさい。 もう 一 言！ 

藤 井 い、 え。 奥さん。 あなた はもう 僕に 三度 左樣 なら を 

言 はせ ましたよ。 

美 代 では 四 度 目の 左様なら！ 

藤 井 (笑 ひ 乍ら 默 つてお 辭儀 4- して 退場す ろ) 

(夫人 送って 出る。 暂 くして つてく ろ。 居間の 戶， 小 

開いて 養女、 巴 子が 入って くろ。 年齢 十八 歳 位。 鳥渡 

Ei- た處 では眞 の 母子 かと 思 にれ ろ 位夫 人と 似て ゐ る。 

無論 美貌。 手に 一 册の敎 科 書ら しい 本な 持って ゐ ろ。) 
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るの ね。 

美 代 (さっき 藤 井に 云った ときと じ， 1 子で) 巴さん！ 

巴 子 な あに， 母 IT 

美 代 ぉ氣 をお 付けなさい。 お まへ さん は 藤 井さん を擒に 

して 了 ひます よ。 

巴 子 (寧 ふ 無邪氣 LL) あらさう。 

类代 (少し 窓外な 感，^ して) まあ！ お まへ さん は 未だ 

ほんとの 子供な のね。 

巴 子 い 、え。 わたし 大人 だ わ。 

美 代 ぢ やもう 少し 蓮 紫な 言 をお 慎みなさい。 お まへ さん 

は 一 諠藤 井さん に 少し 巫 山 ：lw すぎます S お まへ さんの 方 

ぢゃ 子供ら しい 親しみで やって ゐて も、 あの人の 方ぢゃ 

さう. 取りません からね。 わたし だって 何もお まへ さんに 

小言 は 云 ひたくな いんだけ れど 、 お まへ さ ん ももう 自分 

の やる 事が そろく 解って 來 てい 分です よ。 

巴 子 私 わかって よ。 

美 代 ぢ やお まへ 藤 井さん を どう 思って ゐ るの。 

巴 子 どうって、 私 わかって ゐる わ。 

美 代 お まへ さん あの人に ： お を して ゐる のね。 

巴 子 わたしが？ まあ！ 

美 代 い >1 え。 さう です よ。 だからお 氣を お付けと 云 ふん 

です。 ぉまへ位の^！の時分は^初にぶっ っかった人が 一; 


お 母 樣！ 

今迄 此處 に 居らつ しゃった の は li 井さん ぢ や な い こ 

？ 

あ」 さう だよ。 

もうお 歸 りなす つたの。 

美 代 今歸 つたば かりなの。 何 だ か大變 興奮し て 話 を し て 

ゐ たが 急に 勉强 したくな つたから つて 止めても きかずに 

行って 了った の。 

巴 子 さう。 ぢ ゃ母樣 早く 知らして 下されば い 、のに。 

獒代 お まへ 何 か 用が あつたの。 

巴 子 わたし 心理 をお 復習して ゐ たんです けれど、 解ら な 

い 處が澤 山 あるから 藤 井さん に敎 へて 頂かう と 思って た 

のよ 0 

美 代 そんなら お まへ こそ 早く あの人の 居る 中に 出て 來れ 

ばい」 のに。 

巴 子 だって 私、 あの人が こんなに 早く 歸 らうと は 思って 

ゐ なかつ たんです もの。 私に 默 つて 歸る なんて 藤 井さん 

も 隨分だ わ。 今度 來 たらさう 云 つ て やる から い、。 

^代 だけれ ど歸る 時お ま へ に i 且し く つ て 云 つ て 行 つ た 

よ。 

巴 子 (子供ら しく〕 あらさう。 ぢゃ 少し はま だ.！ ？ やわが あ i 
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番ぃ K 人なん です。 選 なん ぞ無 いんです よ たからう 

つかり 其 人 の^を 思 ひ 込んで、 其の 人の 云 ふ 事 を M くと 

きっと 後で 後悔す る やうな 裕 になり ますよ。 お まへ は 今 

その 危險な 位 S にゐ るんで す。 だからね、 吳々 も 氣を付 

けて おくれよ。 私 はお まへ さんが 子供の やうに 無邪氣 

で、 大人の やうに 悧巧な だけ、 それ を 心配して ゐ るので 

すよ。 それに 私 はお まへ さんの R 0 お母さん ぢ やない 

ん.. たからね〕 もし 萬 一お 前に 間違で も あると、 みんな 私 

の W がわる かった 亊 になって 了 ふんです からね。 

巴 子 まあ お母様！ あなた 考へ 過ぎて ゐら つし やる のよ C 

美 代 い、 え〕 

巴 子 (おしかぶ せろ やう に) さうよ。 さうよ。 考へ 過ご 

して ゐ らっしゃる のよ。 だからもう そんな 話 はよ しませ 

う。 (低く 域 mi する やうに) 私び つくりし ちゃった わ。 

今夜 はよ つぼ ど ど 5 かして ゐ らっしゃる のね。 急に あん 

な說敎 じみた 难を仰 有る なんて。 (問) それより かお 父 

樣は 未だお 歸ん なさらな くって。 

类代 未だ 歸らな いんだよ。 ほんと にど、 つなす つたんだら 

うねえ。 

巴 子 で 母 はいつ もと si; つてい らくして 居らつ しゃる 

のね，^ 

^|^代 まさか さう でも あるまい けれど、 何だか 私 は 不安な 


豫覺に 襲 はれて ゐ るの だよ。 

巴 子 又 母 樣が御 自慢の 直覺が 始まった のね。 併しい つ.， 

御 自慢な さる 程當 つた 事が な いぢゃありません か。 

美 代 だけど どうも 何 か 起った やうな. 氣 がして ならない； 

の。 (問) それに 此雨 だら う。 何だか妙に便りのなぃ^！^ー 

うな、 恐ろしい 事 を 待つ てる やうな 氣 がして ならな いん 

だよ。  J 

巴 子 祌經だ わ。 全くの 祌經だ わ。  一 

美 代 だから わえ。 お まへ 此處へ 本 を 持って 來て 私の 傍 

お さ ら ひ をして ぉ吳れ でない か ね 。 そした ら少 し は 紛れ 

る だら うか らね。 先刻なん ざ 藤 井さん と 態と 冗談なん ぞ_ 

云って 見て • 附 -兀氣 をした 位 だつ たんだよ」  一 

巴 子 ぢ やさう します わ。 鳥渡 待って ゐて 頂戴ね。 

(巴 子 は！ 且 居間の 方へ 去リ， しばらくして 二三 册 d 

書籍 頻.^ 找 へて 入リ來 る。 而 して 窓 下の 書寫 机の 處へー 

行って 坐る。)  ， 一 

母樣。 こ、 でい > 

ぁ&ぃ V- ともさ。 (間) 何のお 復習〕  一 

今度 は國 語。  1 

さう」 のない 返 ia^l^ しズ おって 了 ふ) 

(二人 はしば らく 酜 つて、 巴 子 は敎科 害、 獒代子 は 先 

刻の 好人雜 誌に 没頭した やうに 見えろ。 しばらくして- 
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しげ こんなに お濡れ 遊ばして、 どうな すった ので 御應ぃ 

ます。 ほんと にこん な こと をな すつ ちゃお 體に 障ります 

よ。 大變ぉ 顔色 もお 惡 いやう です が。 

金 井 心配す るな、 何でもない。 い i からお 前 は あっちへ 

行って おいで。 あっちへ だよ。 

しげ はい。 (不安 さう LL 見 か ヘリ 乍ら 外套と W 子 1^ 持つ 

て 去ろ) 

金 井 それから 巴" お前 も 鳥渡 向う で 勉強して 居て 吳れぬ 

か。 いづれ お前に も 話 をす るが、 お母さんに 少し 相談が 

あるの だ。 

巴 子 (今迄 驚いた ま、 つ て 父 vJ- 見て ゐた が、 毎む に 似 

げ ない 嚴 かな 父の 口調に 壓 伏されて) はい。 (と 去ら 

うとす ろ) 

金 井 鳥渡々々。 (と 云って 戶 口の 虚で巴 子 止めて、 自 

ら 近より、 低く) お前 は 家族が もう 一入 位 殖えた つて 

差 支 あるまい な。 お前の 兄さんに 當る 男の人が 一人 来る 

ん だが …… 。 

巴 子 (一旦 は 不意な 申出 Li 驚いた が、 平氣 に復 つて) え 

え。 私 かま ひません わ。 

< ^井 さう か。 宜しい。 ぢゃ 行って い X。 

巴 子 (不審 さう LL 父に 一 替< ^與 へて 去ろ) 

美 代 あなた、 すぐお 召替 なすったら 如何です。 


美 代 子が 突然 立ち上ろ。) 

美 代 お 歸りぢ やない かしら。 何だか 玄關の 戸の 音が した 

樣だ よ。 聞えなかった かい。 

巴 子 え  >- 何にも 聞えない わ。 ぉ父樣 なら もっと 大きな 音 

をお させな さる わ。 

美 代 さう ねえ。 ぢゃ氣 のせ ゐ だった かしら。 

(二人 は 再び 讀書 にか  >- る。 問。 雨の 音 はっき リ開え 

0 る。 し-はら くして 静かに 玄關の 方からの 戶^ 開いて、 

博士 金 井慎 太郞が 入って 来ろ。 頭の 帽子から 外套まで 

すっかり 雨.」 滞れて、 しづくが 垂れて ゐ ろ。 無言で V 

つと 立 止まろ 0) 

子 (ふと 額 V!- 上げて 父^ 見) あらお 父さん！ 

代 (同じく 吃驚して〕 まあ あなた！ 

井 (悲しみ，^ IW びた？ S 一昔で) 今歸 つたよ。 

代 まあ そんなに 雨に 纛れ て、 どうな すった のです。 

井 雨の 中 を 歩いて 來た。 

代 こんなに 外衰 までぐ つし よりにな つて ゐ ますよ。 

OS いで 召使 1 ^呼ぶ) しげや、 しげ！ 曰 一都 樣 のお 歸り 

だよ。 

しげ (急いで 登場) まあ 旦那 樣！ 

獒代 い、 から 早く 外套 を そっちへ 持って行つ てお 吳れ 

よ 0 
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\ うむ。 それより 先にお 前に 是非 話 をし なくち やなら 

-ノ小 が あるんだ。 まあ もこへ お 坐り。 

代子ソ ー ファ LL 腰， ^かけろ。 博士 は考 へ，^ 纏めろ 

ために、 かに 歩き 廻る。) 

类代 話と 仰 有る の は 矢張り 今日の 御 法事に 關 係した 事で 

すか。 

金 井 まあ さ，^ だ。 

美 代 あなた は 今迄 何處 にお： lis でな すった のです。 あんな 

に 雨に 1^ れて 1— 

井 外 を 歩いて ゐ たの だ。 

类代 ぉ身體 に 障る ぢ やありません か。 何 だって こんな 日 

に そんな 事 をな さるので す。 

金 井 (陰敏 lO しないで ゐられ なかった のだリ 

0^ 何故 そんな 事 を …… 0 

金 井 そ の 理由 は 今 俺が 云 ふ、 聞 い て 吳れ。 まあ 話と 云 ふ の 

はかうな の だ。 の 起り は 無論 今日に ある。 俺 は 今日 先 

の 妻だった 輝 子の 十三 囘 忌に 行った。 それ は 出かける 時 

お まへ にも 話した つけね e 

美 代 え、 >  それだけ は； i: ひました。 

$ 併し光の妻に關する事はぉ前には直^^少しも話して 

置かなかった ね。 

え、、 私 M はう とも 思 ひませんでした。 


金 井 併し 今夜 は 厭で も 先妻の 話 をし なくち やならん 時が 

来たの だ。 十三 年 も 後に なって お まへ と 平和に 暮 して ゐ 

る 今日に なって、 こんなつ まらぬ 波瀾 を 平地に 起す の は 

俺と しても 實に 堪らない、 苦しい 事 だが 先妻 に 對す る 俺 

の 今の 感情が どうし て もさう さ せず に は 措かぬ の だ。 お 

ま へ も 定めし 厭な 思 ひ をす る だら うが、 今の 俺に は 極め 

て 重大な 事で 從 つてお まへ に も 非常な 關係を 持 つて ゐる 

の だから、 どうか 終 ひまで 冷靜に 聞いて 吳れ。 俺 はお 前 

の 前に 跪いて 觀悔 をし， 改めて 謝罪し なくち やならない 

の だ〕 而 して 先妻に 對 しても 感情の 負债の 總 勘定 を す る 

の だ。 どう だ 聞いて 吳れ るかね。 

美 代 え  >1、 伺 ひませ う > 

金 井 美 代-. 妻 を 離別した 男が 何 かの 機會で 後悔す る 事 

になったら 悲慘 だよ。 

代 (悲痛な 調子- -L 引 入れられて) あなた！ 

井 今日 俺 は 法事の 席で 誰に 會 つたと 思 ふ。 

代 先の 奥様のお 子さん でせ う。 

井 さう だ。 音 彥に會 つたの だ。 あれに 會 つたの が此生 

涯の  一 S 機 を 作つ て 了った。 あれが 今迄 萠 しか \ つて ゐ 

た 俺の 後悔の 念に 火を點 けたの だ。 

美 代 そのお 子さん がどう かした のです か。 

金 井 いや、 音 彥が何 かした ので はない。 彼 は只會 つて 話 
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をした 丈 だ" けれども 彼が 俺の …… 此の 俺の 子だった と 

解る に は それで 十分だった。 美 代 子！ 俺 は 十三 ij^a で 

會 つた 疑問の 子に 俺 自身の 悌を兑 たんだ。 一 一十 年 前 は 私 

は 彼の 父 だと はどうしても 信じられなかった。 所が ど 5 

だ 言. 今 曰で は 彼が 火の やうな 明か な 事資で 俺に 似 て 

來るぢ やない か。 

美 代 それが どうしたと 云 ふので す。 

金 井 考 へても 見て 吳れ。 私 は あの 子が 自分ので ない と 思 

つ た 許 り に 離婚 を 決 一力 したの だ U 所が 、 今 曰に な つて 見 

る と 其 離婚 の 原因が 搖 つ き 出 してる ぢ やない か。 どう し 

て も 彼の 父 は 俺ら しい。 いや 確かに 俺 だ！ 俺に 違 ひな 

いの だ！  ： 

美 代 どうして さう 確かに 解った のです。 

金 井 怖ろ しい 程 似て ゐ るんだ。 俺の 身 Si の特徵 とい ふ特 

徵が惡 魔 の やう に のり 移って るるの だ。 早い 話が この 爪 

を 見ろ。 而 して 彼奴の 爪 を 見て 吳れ。 俺 は何氣 なしに 彼 

の 手 を 見て 驚いた 位 だ。 

美 代 併し 他人の 穴 i 似と 云 ふ 事 もあります からね。 

金 井 俺 も出來 るなら そんな 風に 信じた いんだ" 併し そん 

な 安價な 打消し で 消える に は、 餘り 事實が 大き 過ぎる。 

(間〕 俺 は そのため に 立っても 坐っても るら れな い 程 煩 

悶 を 感じた の だ。 而 して 法事が 湾んで 家 を 出る と K 直に 


谷 中の 墓 池へ 行って 輝 子の 墓の 前に 跪かう と 思った。 併 

しどうした 譯，^ 墓^ どうしても 見つから なか つた。 俺 は 

あの 黑ず んだ耍 HI 垣 の 小徑を 幾度 か 行つ， たり 來た りし 

て、 夢中に 墓地の 中 を 歩き 廻った。 その 巾に 雨と 一緒に 

薄 が 四邊を 襲うて 来たので、 驚いて 歸 りかけ たが， 幾 

度考 へな ほしても 俺の 此の 胸が 鎮まらな いの だ。 而 して 

此 の 胸 を 鎮め るに は 俺 は どう し て も あの 音彥を 自分 の 手 

へ 房す 事が 必要 だと 感じ て來た の だ。 で 俺 は 其 足です ぐ 

t の 居る 高等 學校 の 寄宿 舍を 訪ね て、 俺の 心情の 一 伍 

一 什 を 話し- 改めて 此 家族の 一 員と なろ こと を 願って 來 

た の だ 。彼 は に 今夜 一 應此. il へ來る 事 に なって ゐ る リ 

喜んで 俺の 申出 を 承知し て れた の だ。 

类代 で ts で 「其 音衰 さんと やら は 今夜に も此處 へ 來 ると 

云 ふので すが。 

佥井 さう だ、 俺 はお ま へ に 一 言の 相談 もな く * 突然 こん 

な 事 をした に 就て は濟 まない と 思って ゐる。 併し 一 刻 も 

早く さ、 「せず に は ゐられ なかった 俺の 心 持 も 察して？； 5< 

れ。 俺 は 今 改めてお 前に それ を 願 ふ。 

美 代 あなた は 物好きです。 好きで 自分から 苦んで ゐらっ 

しやる-あな たは 少し 物事 を 大袈裟に 考 へ 過ぎて ゐ ます。 

而 して 必要で もない こと をな さるので す。 あなた は  ー© 

の氣 まぐれから、 さう さう 事件 を 進め て 來ては 私共が W 
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ります。 あなた は {Q 分  一 ^の 感情から 勝手な 事 をして， 

そして 其 上 私共に 同 i:r4 を强 ひるので す」 私 は 厭で ござい 

ます。 此ト： 情 を 御 要求な すっても、 私に はでき ません 0 

金 井 俺が 好きで 苦んで ゐ るの だと？ お まへ に はま だ 俺 

の 位 S が 解らない の だな。 俺 は敢て 同情 は 要求 しないが、 

ま あさ 結論 を 急 がず に 俺の 話 を 初めから 閗 いて 吳れ。 

而 して 其 上で 冷靜 に判斷 して 3K れ。 其 上で お まへ が 厭な 

ものなら 私 もどう する 事 も 出來な い。 不幸 だが 今夜が お 

まへの 去就 を 決する 夜と なる の だ" 

美 代 あ i 私 は それ 程 迄に 先の 奥さんが あなたに 勢力 を 持 

つて ゐる、 と は 思 ひませんでした。 問 かして 下さい。 聞 

かして 下さい。 あなた は 先の 奥樣を そんなに く 愛して 

ゐ たのです か。 

$ さう だ。 愛して ゐ た。 

代 でも 份ん でゐ たので せう。 

金 井 さう だ。 憎んでも ゐた。 愛して ゐた丈 憎んだ の だ。 

併し まあ 初めから 彼女との 關係を 話す から、 さう 激 さず 

に いて SK れ。 (ii) 俺が 彼女と 結婚した の はま だ 俺が 

三十 を 出た 許りで まだ 陸軍に ゐた 時だった」 俺 はこん な 

1 であり 乍ら、 珍ら しく その 時まで 眞の 女と 云 ふ もの 

を 知らないで ゐた。 それで 俺の 輝 子に 對 する 愛 はまる で 

初 の やうに 熱烈 だ つ たの だ。 而し て 輝 子 も 俺 を 愛し て 


吳れ た。 二人の 幸福な 生活 は暫 らく 續 いた。 併し どうし 

たもの か、 子供が 出來な か つ た の だ。 そ のうち 戰 爭が始 

ま つ て 俺 は 先刻 も 云 つ た 通 り i: 務局 に 奉職し てゐ たため 

に， 従軍す る 事に なった の だ。 

獒代 ハ大 きく 點敏 いて) それで ；… 。 

金 井 二人 は 是非共 離れて ゐ なくち やなら な い 事に な つ 

た」 俺 は 陣中で 働いて はゐ たが、 獨 習で 佛蘭 s: 語 を覺ぇ 

る 程 暇だった。 その 陣中に 同僚で {.1 ハ戶と い ふ 軍需が ゐた 

ヾ ン ドラお ックス 

その が 俺の 「災害の 箱」 だった の だ。 と 云 ふの は 俺 は 

暇に 任せて 其 男 か ら 今迄 俺 の 未知の 世界 だ つた 愛の 冒 sS 

の 話 を 聞いた の だ。 聞いた 事 は 皆ん な 想像に 飴る 事ば か 

りだつた。 よく は覺 えて ゐな いが 中には 同僚の 宿直の 晚 

に 其 細君 を 訪問した 話 もあった。 患者の 某 婦人と 關 係し 

たの もあった。 主人 筋の 愛妾と 旅行した 話 もあった」 少 

し は 誇張 もあった らうが どれ も これ も 驚く ベ き 怖ろ しい 

話ば かりだった。 此 話が 俺の 女性 觀を すっかり 替 へて 了 

つ た。 そして 其上此 男の 我 々 に與 へ た 怖ろ しい 暗示 は、 

國に殘 し て 来た 自分の 妻が 果し て 一 一 年の 歳月 を默 つて 待 

つ てゐる だら うか どうかと 云 ふ 疑問だった。 殊に 其 男が 

妙な 笑 を 含んで 「金 井 君なん ざ歸 つたら 愛妻 を 十分 氣を 

つけて 見る がい X せ。」 と 云った 言葉 は 俺の 頭に 消し 難い 

印象 を殘 した。 
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美 代  。 

金 井 其 中に 愈 戰爭が 湾んで 俺 は 家へ 歸 つて 来た" 而 して 

何氣 ない 愛情の 中に も 妻の 看視 を 怠らなかった の だ。 而 

し て 運惡 く も戰役 前後から 妻 の 客間へ 出入す る 若い 法學 

士が 目につき 出した の だ。 併し 俺 は それ を 徹頭徹尾 打消 

して ゐた。 或る時 なぞ は 俺が 役所から 歸 つてく ると、 客 

間で 一 一 人が 狼狽し た 笑 を 取 つくろつ た 情景 を 見た こと も 

あった〕 俺 は 今でも あの 時の 妻の 凝り 固った やうな 顔面 

筋肉の 表情 を はっきり 覺 えて ゐる。 けれども 俺 はま さか 

と 疑 ひ を 殺しに 殺して ゐ たの だ。 すると 其 中に 妻が 娘娠 

し 出した」 今迄 俺と 數 年間 同 11 し て殆 んど絕 望して ゐた 

子が 出来る ことにな つたの だ。 それが 俺に かすかな 疑 ひ 

を與 へた。 それから 妻の 云 ひ 分で は 月が ちゃんと 會 つて 

はゐ たが、 それにしても 受胎 は 僕の 歸 つた 其 月に 辛う じ 

て當 つて ゐ たの だ。 これが 俺に 不安 を 感じさせた。 併し 

それでも 俺 は 打消して ゐた。 その 中に 幸か不幸か 俺の 歸 

つてから 八月 目に その子が 逢れ たの だ" い \ か 八月 目の 

月足らずの 子 を 逢んだ の だよ。 

美 代 え  >- 。解りました。 

金 井 產婆も 本人 も 月足らず だと 云 ふ。 併し 俺が あの 薄唷 

い 逢 室の 中で、 無心に 瞑って ゐる 月足らずの 子 を 產婆か 

ら 双手で 受取った 時、 どんな 事を考 へたと 思 ふ。 其 子 こ 


そ 呪 はれた の だ" 天 は s^t: 々の 運命に ひ を 作る ために 殘 

酷 極る 惡戲 をして、 疑問の 子 を 俺の 手に 殘 したの だ" 俺 

は昏疲 して 眠って ゐる 美しい 産婦の 顔と、 永久の 疑問で 

ある 嬰 a をし ばらく 見比べて、 默 つて 部； K を 出た。 今で 

も覺 えて ゐる。 二月だった。 戶 外に は 冬の 終りの 風が 吹 

いて ゐた。 その 音が 書 齋に歸 つて 澳惱 してる 俺 を 一 展不 

安に した もの だ。 

獒代 それから どうしました。 

金 井 それでも 俺 はこら へて ゐた。 その 位 俺の 愛 は 深 かつ 

たの だ。 俺の 苦惱を 外に 産婦 は 肥 立 ち 生-：: は 生長し て 行 

つた" 併し その 中に 最後の 日が 来た。 Ti^ 赤子の 一 百 曰 

で、 春の 末だった。 其 曰 妻 はお 祝 ひの つもり か 赤子に 美 

しい 藩 物 を 縫 ひ 終って 着せた。 それが 忘 れ もしない 杉 m 

とい ふ 法 學士の ー— 今 は 博士 だが、 出逢の 祝 ひに 接って 

吳れた 布だった の だ。 俺 は それ を 見て はっと 思った。 而 

してす ベ てが はっきり 解った やうな 氣 がした。 そこで 俺 

は氣を 沈め て 妻に 「此は 杉 田 君が吳 れた布 だね。」 と 云 つ 

た。 俺 は 自分 乍ら その 時の 暖 がれた 聲に いた 位だった。 

すると 妻 は 平氣で 「え X、 大變 い.^ 柄です のね。」 と 云つ 一 

たもの だ。 俺 は それ を 聞く とすぐ へ歸 つて、 其饉家 1^ 

出 て 友達 か ら金を 借り て 旅に 出て 了った。 そして 旅先 か 一 

ら 妻と 妻の 家 へ 手紙 を 書 い た。 離 緣狀に は 理由 は 萎に S 
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い て eK れ と簡舉 に 書いた だけ だ つ た。 それが 凡て のお 終 

ひだった。 

类代 奥さん は 其溢默 つて 歸っ たのです か。 

金 井 あとで 解る から 何も 云 ひません と 云って 歸っ たさ 5 

だ。 而し て 俺 は すぐ {G を 返 いて 獨 逸へ 行く 用意 を し て、 

二 筒 月 後に はもう 歐洲 への 船中に ゐた。 向う では 占 傷 を 

忘れる た めに 死物 狂 ひで 勉強し 通した。 五 年 目 に 再び 日 

本の 土 を 踏んだ 時 はさす がに 涙が 出た。 併し 名 譽が俺 を 

待って ゐた爲 め に 割合に 輝 子 の 事 は 思 ひ 出さず に 濟ん で 

ゐ た.^ 尤も 少した つと 彼女が 死んだ とい ふ 通知 を 受取つ 

て、 その 時 は 鳥渡 動かされ たが、 其 後 自分で はもう 忘れ 

たつ もりで ゐた。 そこへ お まへ が 現 はれた の だ) 

美 代 で 話 はもう それだけです か。 

金 井 いやま， た ある。 これから がお まへ に 取って 重大な の 

だ 。俺 はお まへ に 初めてお まへの 兄の 家で 會 つた 0 あの 時 

はお 互に 幸福だった ねえ。 俺 は 蘇った 心 持で お まへ を 愛 

し 出した」 そし てた うとうお 前 を 貰 ふ ことにな つた。 私 は 

先妻に か はらず お前 を 愛して ゐた" 先妻の こと はすつ か 

りお 前 で 忘れ てゐる 心算 だ つた。 處が ある 日 ふと 妙な 事 

を 思った。 それ は 5« は 俺が お前 を 愛して ゐ るの は、 お前 

自 df? を 愛 して ゐ るの ぢ やなくて、 お前 を 通じ て 先妻 を 愛 

して ふるとい ふ 事を覺 つたの だ。 あ \、 俺の やうな 男に 


取って 初戀の 女と いふ もの は强く 働く もの だよ。 俺 はお 

まへ を 愛して るの ぢ やなかった。 お まへ に 現 はれた 先妻 

の 姿 を 愛して ゐ たの だ、 お まへ によみ がへ つた 先妻の 心 

を 愛して ゐ たの だ。 僕が 一 目で お前に 戀 したの はお まへ 

が 輝 子に よく 似て ゐ るからで あった" 俺 は 結局お まへ を 

手段と し て 先妻 を 愛し てゐた 事に 氣 がつ いたの だ】 

美 代 (立 上って) 私が …… あ \ …… まあ 苛い！ あなた 

io   

金 井 まあ さう 驚かずに もっと 聞いて 吳れ。 己の 罪 はま だ 

それだけ ぢ やない の だ。 お まへ はいつ か 俺が お まへ に 話 

し 乍ら 左手で 耳朶 を 押へ る 姿勢 をした 時、 それ を續 けさ 

せて ぢっ と 見て ゐた の を覺ぇ てゐる だら う。 

美 代 (思 はす 左手，^ 耳朶に やろ) 

金 井 それ だ。 その 癖 だ。 それが 先妻の 薛 だった。 それ を 

何 喰 はぬ 顔で 時々 お まへ にさせ 乍ら 俺は默 つて 輝 子の 事 

を 思って ゐ たの だ" さう する とお 前が 輝 子 と 少し 違 ふ 顎 

の 線が 消えて、 彼女 そっくりになる の だ。 

美 代 まあ そんな 事と は 知らずに 私 …： あなたが 喜ぶ もの 

だから、 わざとして ゐ たんです のに …… まあ！ 

金 井 まだ 幾つ も ある。 珈辨を 飮む時 俺 はお まへ に 左手で 

茶碗 を 持たせたり、 一 ロ吞ん では 上 眼 使 ひに 俺の 顏を見 

る 事 を 要求した r らう。 あれ もみん な 揮 子の 癖だった の 
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だ。 

美 代 あなたが そんな 方と は 私 は 少しも 知りません でし 

た。 あ k 私 は 欺かれて ゐ たんです ね。 

金 井 もうす つかり 俺 は 云 ふ。 お まへば かり ぢ やない。 巴 

子 もさう だ- 俺 はお まへ と暫 らく 一緒に ゐる 間に だんだ 

んぉま へ が 年と 共に 個性 を 出して 來 るの を 見た。 而 して 

もう 今では 輝 子 の 似顔が お まへの 眼と 口元 だけに 止まつ 

て來た の を 悲し んでゐ た。 處へ 恰. Sli あ の 俺の 親類の 巴 子 

が 現 はれた の だ- あれ はお まへ も 知って る 通り 俺の 遠緣 

に 當る沒 落し た 家の 娘 だ つたが、 俺 は あの 子 の 顔 に 又 輝 

子の 姿 を 見つけ、 うまくお まへ を 同意 させて あれ を 1^ お 女 

にした の だ。 

美 代 まあ！ あなた は 卑怯です。 詐欺です。 

金 井 何と 云 はれても もうかう なった 以上 は 仕方がない。 

私 はお ま へ にな い 輝 子の 姿 を 今では 巴 子で 補つ て 樂んで 

ゐた。 あの 子 は 雜 子が 稼いで 來た 許りの 姿 を 俺に 見せて 

吳れ る。 俺 は それ 丈で 滿 足して ゐた。 (ra) さう して 先 

妻 の 本體を 憎み 乍ら も、 お前た ち の 中に ある 先妻の 俤を 

愛して ゐる 間に 一 一十 年 近くの 月日が 經 つた。 そして 今日 

にな つ て 其 潜んで ゐた 本體さ へ 憎めな い 迄 に 悔恨 させら 

れて 了った。 私 は 罪な き 吾子 と 罪 の な かった か も 知れぬ 

先妻 を 放逐した。 その 罰が 今日に なって 酬いる の だ。 さ 


あどう ともして 吳れ。 俺 は 第 一 にお まへ 達の 前に 過去 を 

懺悔して、 潔くお 前の 處罰を 受ける。 

美 代 (蓊 白く 興 蜜して) 解りました。 K し 5 厶 います。 

仕方が ございません。 私 はま だ 自分の 自尊心 を少 し はお 

つて 居ります？ それだけ 欺かれ、 それだけ 侮 厚され てゐ 

れば澤 山で す。 私 は 十二 年間と いふ もの をす つ かり 欺か 

れ 通した のです。 私 は 馬鹿でした。 ぁ&、 さう 思 ふと 堪 

まりません 0 もう 何も 仰 有る 事はありません か。 

井 ない。 

代 さう です か。 (立 上って お IE の 方へ 行か- r と マろ〕 

井 どこへ 行く の だ。 

代 支度 をし なくち やなりません。 

井 では どうしても 行く のか。 

代 ぇ&。 止む を as ません。 

井 あ \ どうしても 行つ ちま ふの か。 (間、 突然 大？ t で〕 

美 代 子！ ゆるし て吳れ "思 ひな ほして 此 處にゐ て^れ。 

お前に 見粲 てられて は 俺が 堪らない。 願 ふ。 改めてお 願 

ひ をす る。 どうか 俺の 罪 を ゆるして 1 此處 にゐて sK れ。 

俺 は 弱い の だ。 

美 代 あな た は 今 に な つて そん な 泣 言 を 仰お る のです か。 

もう 欺かれる のは澤 山です。 (去ろ) 

金 井 (Is リ言 ひつ ゾ けて) あ、 俺 はもう 弱って る 。もう 


子父士 If 骨-^ 


201 


いくら も きられな い。 併し あのお 理學が 完成し な いう 

ち は 死に 切れない ぞ。 それに 輝 子の 事 も ある。 …： 彼女 

の 罪のお 無 も ii と 知らな くち やなら な い。 彼女に 罪が あ 

つ たらよ し 。無 か つ たら 自ら 俺の 賠償の tj^ も 定まる の だ。 

あ X、 今と なつち や 彼女に 明白な 罪が あって 吳れ \ ばい 

いな あ。 さう すれば 俺 は. もうこんな 悔恨 をす る 必要な 

んぞ がなくなる の だ …… 0 

巴 子 own より S て來 る) お 父樣。 何 を n りで 云って 居 

らっしゃ るの。 それに ー體 どうな すった の。 母樣 がお 部 

屋で. 蟹 家 へ歸 るつ て 云 つ て ゐ らし て よ。 

金 井 あ  >- 巴 子！ お まへ か。 母樣 はほんと に歸 るの だ。 

併しお まへ は いつ 迄 も K て 吳れる だら うな。 お まへ は 俺 

の it 玉 だ" 俺の 可愛い 娘！ 

巴 子 え、 ほります わ。 いつ 迄 も 25 ります わ。 

$ ゐて SK れ。 ゐて 吳れ。 お父さん は 寂しが り だから 

な！ (巴 子の 手 ふとって 激しく うち る) 

(ra。 鈴の 音。 召使の しげ 入リ來 ろ。) 

しげ お 客 樣で厶 います。 音彥樣 がい らっしゃ いました。 

金 井 うむ 來 たか。 すぐ こ V へ 通せ。 

しげ はい。 (去ろ) 

金 井 (巴 子 lO 先刻 話した お前の 兄さん だ！ 

(しげ、 林苷 彥，^ d!^ さ 入れろ。 どちら かと 云へば 不良 


少： 型の 美男子で、 其 賢明 過ぎろ 容貌 は 非常に 早熟と 

いふ 事 1^ 示して ゐる。 世紀末の 子で なければ、 一ん な 型 

はあり 5 ^ない。) 

音 彥 ../f 晚 よ。 どうも 駕く なりました。 

金 井 よく 来て 吳れ たね。 

昔彥 ぇ& 喜んで 來 ましたよ。 お父さん I - もうお 父さん 

と 云っても 宜しいで せうな。 

金 井 あ、 い、 とも" ではもう 永久に 此 家に ゐて くれる の 

に  一 2  C 

音彦 え、、 さう です。 (巴 子 ちっと 見 乍ら) 處で 此の 

可愛い 女の人 は 僕の 妹と い ふ譯 です か。 

金 井 ぁ&さ うだ。 巴 子と いふの だ 。巴 子！ これが お ま 

へ の 兄さんに 當る音 彥だ。 

巴 子 (少しお ど./ \ して〕 あの …； どうぞ 宜しく。 

音彥 いや 僕 こそ。. 併し まあ そんなに 世間 並な 改まり やう 

をす るの はおよ しょ。 僕 もお まへの やうな 可愛い 妹 を 持 

つ てほんと に 嬉し い。 お まへ だつ て 僕の やうない、 兄 さ 

んが 出来た の を 嬉しがら なくち や いけな いよ" 

巴 子 まあ！ 

一昔 彥 僕 は 何だかお 前 を た^の 妹に して は 置け ないか も 知 

れな いよ。 お まへ だって さう 思 はない かい、 お前 は 一 體 

どっち を 取る の。 僕に 妹と して 取扱 はれたい か。 それと 
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も戀 人に なりたい か。 

金 井 ^—  f  (少し 困って) 音衰 ！ 

巴 子 j. (同時. |.^.|( 額 赤く して) わたし 知らない わ I 

f  (父の 非難 vJ- 抑へ て) い k えお 父さん。 こんな 問題 

は ひょいと 心に 浮んだ 時、 すぐ 定めて 置かない と 困 るん 

です よ。 僕 はま あ 謂 は^ 一  目で 此 人の 可愛らしい 處が氣 

に 入った のです。 (巴 子，^ 見 VO 少し 僕の 母さんに 似て 

ゐる 所が ある やうな 氣さ へして ゐ るんで すよ。 

金 井 (强く 打消して) そんな 害 はない。 そんな 害 はない。 

音彥 お父さんに はそんな 害はなくて もい 、が、 僕に は あ 

るので すよ。 で 巴さん。 君 は どっち をと ります か。 

巴 子 私 妹に して 頂く わ。 

香彥 宜しい。 まあく それ も 無難です ね。 (間) ところ 

でお 母さん はどうした のです、" 

金 井 I. (同時 lO お 母樣は ：… (と 云 ひかけ て 口， かつぐ 

巴 子 J 

广 次の 瞬間の 不安なる 沈默の 中に、 居間の 戶 1^ 開いて 

外出の 支度，^ した 美 代 子が 靜かに 現 はれろ。 沈默 0) 

昔彥 (つかく と 進みよ つて) あ、 お母さん。 此處 にお 

ゐ ででした か 0  ( 返事な し) 1 體 どこへ おいでにな るの 

です。 (更に 返事な し) 僕が どうかし たのです か。 僕の 


來 たのが 惡 いのです か 。溪と 一 緒に ゐられ ない のです か。 

あ. - 解った。 あなた は 僕の ために 此處を 出て 行 くんです 

ね。 さう でせ う。 さう で. う.。 

美 代 (冷 か に) 理由 は あの人に 聞いて 下さい。 では $3 さ 

ん、 左様なら！ 

音 ま Ot 亡し 嘲弄が、、 み 上げて 來ろ〕 は、 あ 解りました。 

いづれ 和製の イブセン 婦人と いふ 處で すね。 

美 代 あなた もお 若い のに 世 並の 批評家の や う な 事 を 仰 

有い ますの ね。 

音彥 まさか。 私が 老人の 聲色を 使 ふ の が 反語と 取 つ て 下 

さらな いのは 遣憾 です よ。 

美 代 下らない 事 を！ あなた もよ ほど 馬鹿です ね。 自由 

な 孤兒の 境遇 から、 こんな 牢屋に つながれに 來る のさへ 

い、 加減に 馬鹿な 處へ、 そんな 下らない 言 を 云 ふとな ほ 

嗤 ひます よ。 

$ おやく" これ は 御 挨^ だ。 併し まあ 此 家へ 僕が 來 

て 何 をす るか 見て ゐ らっしゃい。 その上で 馬鹿 云々 の 返 

事 をし ますから。 

美 代 (音 彥， 化； ^目に かけて) 皆さん ー左樣 なら。 (去ろ) 

巴 子 (追って 行かう とすろ) お 母樣！ 

金 井 (初めて 我 LL 歸 つて) 巴 子。 よせ！ 去る 者 を 追う 

て どうす るの だ U 
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巴 子 でも …… 0 

$ い、 から 此處へ 来い。 (巴 子、 博士の 側に くる) そ 

れから 音 彥も。 (昔彥 側に 寄ろ) さう だ o( 二人.^ 兩脇 

に 抱き か、 へて) かう して 三人で 暮らさう。 三人 ゐれば 

寂しく はない。 お まへ たち はほんとの 俺の 子 だ。 あ、 俺 

の ほんとの 子！ 俺の ほんとの 子！ 

/  (アイ 0 11 力〃 に) 僕の ほんとの 父！ 僕の ほんと 

の 父樣！ (併し 博士 は興楚 して ゐズ、 足下より 起ろ 此 

叛逆の s^*^ も 問 さ 入れない ので あろ) 

—— 幕 —— 

第二 幕 

金 井 邸の 客間。 害齊と 比すれ •  は 割合に 明ろ い 色調の 洋 

室。 正面の iiLL は 大き な^子の 双戶 があって、 そ、 -か 

ら". ^へ 出ろ ぺ ラ ンダに 通じて ゐろ。 庭に は 小春の 日光 

, ^浴 is た 花 许が见 えろ。 左右の 壁に 各々 出入口 0 右 は 

玄 腿の 方へ、 左 は i- 問 書齊の 方へ 通す ろ。 设爐" 餘リ 

LLJK. 滞なら ざ ろ 装飾 器 二三、 洋憲 など が 適，！^ に 配置 さ 

れて ある。 .M の 中央に 圆ぃ 卓。 それの 周 園- J- 数 筒の 椅 

子。 室の；^ 手 m_ レゾ ー ファ などが 置いて あろ。 

前^か.り数=.^-3-過した或ろ初《^、の晴れた日の午後|. 
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巴 子 違 ふわ。 わたしお 父さん を 見て るの。  っ丄 

音彥 なにお 父さん 。お父さんが 庭に 出て ゐる のかい。 一 

S 子 え  あすこの 梧桐 の 下に さ つ き から ぢっ として ゐ らん 

つし やる の。 ほんと に 寂しい の だ わ U  V 

音彥 おまけに 苦しい の だ。  」 

巴 子 今日は 大變 ふけて 見えます わ。 お 父 樣も此 頃 はお 弱 

りなす つたわね え， -  .  , 

音虔. 老人 を さう 長く 見て ゐる もの ぢ やない。 見て ゐる 

に 刻々 と 年 をと つてく るの が讀 めて i 观の 毒になる。 だか」 

らもう そんな もの、 見物 はやめて 此處 へお いで、 少し 齒ー 

が 浮く 猿 之 助 流 の 臺辭だ が お 互に 若い んぢ やない か。 そ 一 

し て 老人 を 憐む程 に は まだ 人生の 幸 賴を昧 つ て ゐな い の 

だ U 巴さん、 此 處へ來 てお 坐り。 

E】 子 (默 つて ゾ ー ファの 端べ 腰， 屮か けろ ：} 

t 僕 等が か うして 並んで 腰 を かけ て. ゐ るの も、 考へ て I 

見れ あ .Id に 運命 だね"  . 

巴 子 あら 又哲學 のお 話？ 

音彥 さう 話の 腰 を 折つ ちゃ 不可ない。 君た ちの やうな 女 

の 人 は 何でも 解りの い、 事 を 解りに くさう に 云 ふと 哲舉. 

だと 思って 了 ふが、 それ は 全然 反對 だ。 が 併し まあ そん. 

な 高等 學校 式の 話 はよ しにして、 全くの 所、 僕 は 今の 自； 

分 の 位置が 不 思議 で 堪らな いんだよ。 母が あ \ なった の 一 


も 運命なら、 僕が かうな つたの も 運命なん だ。 今の 僕ぬ 

此 位置 を 母に 見せて やりたい 位 だよ。  . 一 

巴 子 あなたお 母樣を まだ 覺ぇ てゐ らっしゃる。  」 

一音 彥 あ、。 覺ぇ 過ぎる 位覺 えて ゐ るよ" 母 は 寂しがつ 工 

ゐた。 あれから 見れば 今のお 父さんなん ぞの 寂し さな；， て 

は 比べ物に はならない。 母 は 苦しんで ゐた。 あれから 見 

. れば 今のお 父さんなん ぞ 未だ未だ 苦しみ 足り やしない。 . 

. 其 上物 質的 にも しかった の だ"  i 

巴 子 いつ 頃お 亡くなり なすって"  . 

S 僕が 八つの 時鬪ひ 疲れて 死んだ の だ。  ^ 

巴 子 何 かお 蜜み があって。  ^ 

$ 一  揃の 衣裳と 一 册の 手帳と が 今でもと つて あるよ" 

巴 子 手帳に は 何 か 書いて あるの レ 

S 怖ろ しい 事が 澤山 書いて ある。 あれ を 見る と 僕なん 

ぞ はぢ つと して 此 家に ゐられ な い 事が 澤山 ある んだ〕 j 

(立 上って) さう だ。 あれが 僕に 何事 かしろ と 唆 かすの 一 

だ。  一 

巴 子 藩 物 は どんなの が あるの。  ■ 

S 此處へ嫁に來た當1^1の^5物だ" あれ を咦 ぐと 母の 若 

い 時の 匂 ひがす る。 僕 はよ く g> 、いだ もの、 た。 仄かな 樟腦 

に 交って 懐し い 母の 匄 ひが 今でもす る やうに 思へ るん 

だ。 あれ はきつ とお 前に も 似合 ふよ。 お前 を 見て ると 僕 
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は 母の 若い 時を考 へさせられる からな。 いっか あれ を 藩 

て 御 il〖 の 行 の 隅に あるんだ。 

巴 子 さう お。 ぢゃ いっか _s せて 見て K 戴。 

音， 彥 あ、。 きっと 似合 ふよ。 

巴 子 何 かもつと お母様のお 話が 無くって。 私 伺 ひたい わ。 

それに あなた はお 母 機のお 話 をな さる 時 大變活 きくと 

なさる のね。 

音彦 いや。 もう 母の 話 は 大抵に して かう。 話せば 限り 

がない。 ^は考 へ 過ぎる 程 母の 事 を考 へて ゐ るんだ から 

巴 子 ぁなたぉ«^^^の堪で、 お 父 を IE ん では ゐ らっしゃ 

ら ない？ 

s  、くりとす ろ。 ra」 さあ …； どう だかね。 OI) 

兎に角 慠ん でい， 1 譯 だね。 憎む のが 正 當な譯 だね。 憎ま 

なくち やならない IT たね。 

巴 子 併し 憎んで 下さらない 樣に 私から お 願 ひして よ。 

$  ^むと い つ て も 僕の は 個人的の 感情から ではな い。 

1 飾の^と 夫、 親と 子の 間の 社^ 問题 として， 普遍 妥當 

性を與 へて 見た 上、 愤む もの は 憎む， 憐む もの は憐 むん 

だ。 離婚と ：！4 ふ ^ は に 立派な 社 <W3 劇 の モ，' チゲ に な る 

から わえ 。殊に 其 に！ 十が ある 場合 はだ。 (*: 华に有 勝な 

1 ^の 社會的 教^,^ 燃やして) さう 云 ふ 場合に 子は大 


抵 幼いた めに 自分の 意志 を發 表する 能力がない。 それに 

親た ち はてんで に 自分 達の 感情の 打^に 急で、 子の 意志 

を 尊重す るの を 忘れて ゐる。 もし 親が 親の 權利 として 離 

婚 したと して * そのために 子が 兩 親の ある 場合 に 享け得 

べき 幸福 を享け 得なかったら ど うだらう。 成長した 伎、 

子 は 子と しての 權利を 主張す る 理由 はないだら うか。 自. 

分の 受けた 不幸 を 只 運命と して 育 従す る 外 >  恨みの 持つ 

て 行き 處 がな い だら うか 。 嘗 て 却され た 自分 の 意志 を 

明白に 發 表し て . 1.1 親に 反對 する 權利は な いだら う か 。 

僕 は 「子」 の 立場から もう 少し 離婚 間 題を考 へ て兑た い。 

い づ れ 自由 戀 愛と か 、 自由. 結婚と か は それ <\. 人が 考 へ 

て 吳れる だら う。 そして 奴等が 愛が さめた 夫婦なら 其 間 

に 子が あつ て も 離婚し ろと 云ったり する やうな * 親と し 

ての 極端な 個人主義 を 許す とすれば、 僕 は 子と して HE 端 

な 個人、 王義を F 、行す るの だ。 

子 極端な 個人主義 を實 行す る つ て どうな さるの。 

彥 具體 的な 復響 さ。 

子 復譬 つて どんな 事 をな さるの 0 

彥 方法 迄 はま だ考 へて ない。 兎に角 親と 云 ふ 名義に な 

んぞ捉 はれずに 自分の 受けた 感情 を淸 おする の だね。 

巴 子 まあ！ では あなた はお 父 樣に對 しても そんな こと 

を考 へて ゐて。  . 
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昔 彥 さう 具體 的の 問題に 人って 來 ちゃ 困る。 

巴 子 だって あたし 心配 だ わ。 

昏彥 な あに 今 云った の は 理論 だけ だから、 安心して ゐる 

がい 、よ。 理論 なんても の はい ざと 云 ふ 場合に は 何にも 

ならない もの だ。 そら 僕の 親類の メ フィス トフ エレ ス君 

がさう 云って るぢ やない か 。「すべ ての 理論 は 灰色で， 綠 

なの は 黄金な す 生活の 木 だ」 とね。 だからもう こんな 話 

はやめて、 もっと 我々 の 生活 を綠 にしよう。 ショウの 臺 

辭ぢ やない が 吾々 は 森の 小鳥 だ。 さあ 唱 つた、 唱 つた。 

(答な し) おや どうかした のかい。 厭に 考へ 込ん ぢ やつ 

たね。 

巴 子 (静 LL) わたし あなたが 怖い わ。 あなた は 何 かし さ 

うな 方ね。 

音 彥 おやく。  がそん なに 不良少年に 見える かい。 SK 

カリ カチ ュ ァ 

は是れ でも 造物主が 作り損な つた ハム レット の戲畫 位な 

處 だせ。 何の 怖ろ しい 事が 出来る もの か。 僕 は 全くお 笑 

ひ 草に 世の中に 逢れ て來 たの だよ。 だからもう そんな 沈 

思默考 はよ して * もっと 浮き立つ てお 吳れ。 

巴 子 だって。 ほんと に 何もし なくって。 

一昔 彥 した 處 がお ま へ に 接吻す る 位な 處さ。 

巴 子 あら！ 

音彥 さあ 占めた。 さう 云 ふ 快活な 感嘆詞 を 出し や あ 此方 


の もの だ。 さあもう いつもの 巴さん におな り。 僕 は 他 眠 

術師 なんだから * もう 僕の 云 ふなり 放題に おなり。 い、 

かい。 何か別な話をしょぅね。 (巴子^||々ぅなづく) え 

えと、 何に しょうかな。 うむ。 ぢゃ 僕が 昔話 を 1 つす ろ 

から、 君 は 跡から ついて 繰り返 すんだ よ。 何でも さう 云 

ふ景は アナ トオルの 中に もあった つけな。 一つ あれで 行 

くと しょう 0 い 、かい。 

巴 子 (まだ おかす に) ぇ&。 

S ぢゃ 初める よ。 (問) 昔々 ある 處に 爺さんと 婆さん 

が 居りました とさ 0 

c 子 (少し 釣り込まれ 乍ら 不精 無精 "し〕 爺さん は 山に 柴 

刈りに 婆さん は 川へ 洗濯に ゆきました とさ。 

香 彥 すると 其 留守に 其 息子と 娘と が …… 。 

巴 子 (少し 快沾 に) 留守 をい k 事に して惡 戲 をし 出し ま 

したと さ。 

(挑戰 的 に) 其のら 娘の 云 ふ 事に は …… 。 

(負け ぬ 氣 に な つ て ) 其 の ら息子 の 云 ふ に は … … 0 

お まへ は 私の 兄ぢ やない …… 。 

お まへ は 僕の 妹ぢ やない …： 。 

二人 は 森の 小鳥 だから …… 。 

歌で も唱 つて 遊び ませう …… 0 

(笑 ひ， .J- こらへ て) 所が 妹 は 胴 間？ で …… 。 


子 牛; 
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藤 巴 藤 -7?-  m 


昔彥 高等 女 學校用 の 英語 讀本 に はない 事 さ。 

藤 井 さう して あなたに 關係 のない 事です。 

巴 子 嘘よ。 私 知って る わ。 

音彥 ぢゃ何 だい。 

巴 子 きっと 私の 惡ロだ わ" 

藤 井 い、 え。 實は あなたの 讚美歌で すよ。 

香彥 實は君 をナタ ァシャ にたと へたの さ。 

巴 子 ナタ ァシャ つて どんな 人。 

香彥 初めは アンドレ ー 公の 戀 人だった が、 アナ ト ー ルに 

魅された の だ。 

藤 井 (嚴 しく 禁 めろ やう に) 音彥 君！ 

S いや 僕が 惡 かった。 君、 氣を惡 くして 吳れ給 ふな〕 

藤 井 (微笑， ^以て〕 君 はさう 勝利 を 急ぐ 必要 はな いんだ 

よ 0 

巴 子 あなた 方の 云 ふ 事 は 少しも 解らない わ。 

藤 井 (語調，^ かへ て) 所で、 僕の 肝腎の 用です が、 お 父 

さん はどうし ました レ 

巴 子 お 庭に ゐ てよ。 あなた 會 はなかった の。 

藤 井 へえ、 見かけませんで したね" 

巴 子 ぢゃ 向う の植 込の 方に いらっしゃ つたの だ わ。 わた 

し 呼んで 來 てあげ ませう か。 

藤 井 いや それに は ；… 。 


巴 子 (笑 ひたさ，^ 抑へ て) おまけに 兄が 聾な ので ：… 0 

I;!" 彥 何 を 云っても とんちんかん。 

巴 子 かに を： K つても とんちんかん。 

一せ 彥 たうとう； 一人 は 怒って 默 りこんで 了 ひました とさ。 

E 子 (^ら なくなって 笑 ひ 出して 了 ふ) 

彥 さあ もっと 先 をお つに けよ。 (と 一 H ひ 乍ら 同じく 釣 

リ込 まれて ふ) 

(此服 かな 笑の 屮 に、 助手の 藤 井が か- 11 庭の 方から 

訪れる。 彼の 額に は 今は仄 寂し い 陰影が 見えて ゐる 0) 

井 (かすかに 微笑して) 大 變ぉ脤 かです ね。 

彥 大變 寂し さう です ね。 

井 さう 兑 えます か。 

子 さう 兑 えてよ 0 

井 いや。 あなた 方 だから さう 見える のです。 まあ、 い 

はゾ あなた 方の 調子が 脤 かすぎ るので すね。 

S こいつ は 少し 手嚴 しいです ね。 併し まあ 僕の やうな 

位 S にゐ ちゃかう せずに は 居られな いのです よ" あなた 

トライ アン ファント • ソング， ォブ • ラブ 

だから 云 ひます が、 あなた もこれ を戀 の 勝鬨だ 

と は. 取って れぬ でせ うね。 

藤 井 (rtl 渡 1= い 欲 vJ- したが、 すぐ) でも 孤獨の 悲歌 

だと は 受取れ ません からね。 

巴 子 お 二人で 何 を 仰 有つ てるのよ。 
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音彥 な あに 君 らは 庭へ 下りようと 思つ てゐた 所なん だ 

よ 0 

巴 子 呼んで 來 てあげ ませう ね。 

藤 井 ぢ やさう 申し上げて 下さい。 私が 仕事 をし に 上り ま 

したって ね。 

巴 子 兄さん 行って 見なく つて。 

香彥 うん」 (急-」 氣ん變 へて) 僕 は 又 あとに しょうよ 0 

巴 子 さう お。 (去ろ) 

(二人 は殘 つてし. はらく 默 つて ゐ ろ。) 

香彥 君。 突然 妙な 問です が、 父の 存在 は學界 にどれ 丈存 

在の 理由が あるので すか。 

藤 井 存在の 理由と 云 ふの は。 

t つまり 早い話が 父の 病理 學で すが、 ー體 どの位の 灌 

威が ある ん です。 まあ 偽り の な い 處を閗 か し て 吳れ給 へ 0 

藤 井 僕なん ぞは 幾分 狂信的で すから、 公平な 批判 は 下せ 

ません が， 先生の 思って ゐ らっしゃる 程 價値は 高くない 

にしても、 世間で 思って ゐる 程、 遲れ たもので も ありま 

せん。 兎に角 病理 學界 の 泰斗 に は 違 ひな い ん ですから 

昔 彥 1 體 君た ちの 助けて やって ゐる あの 病理 學の 本は完 

成します かね。 

藤 井 ぇ& 無論です。  二 


子 父 THf. 井^ 


2  '(-» 


4k  m  ^  藤 金 藤 


蓝井 (微笑して 立上り) 先生 こそ 寂し さう です よ。 

<- 井 僕の 方 は 老人 だから 仕方 もない が、 15;;- はどうし たの 

藤 井 餘り レントゲン を き 過ぎた のです。 あの 光線で 實 

驗を した 時 はきつ と载が 滅入ります。 あれ はきつ と 眼の 

#經 を どうかして 了 ふので すね。 あれ を 日に 二三 度も視 

くと 恐ろし い sli ぎの 蟲を 起して 了 ひます。 

一 右い 人で もさう だってね。 

膝 井 え、、 あれ を つ^けて 視き 過ぎ る と 衝動が なくなる 

と 云 ふから 悲惨です よ。 

$ 舉問 をす る.：^ は可哀 さう だ。 

蓝井 全く レントゲン を視く 者で * 寂しくない 人 はあり ま 

せん リ 

$ さう だね。 (11) ぢ やそろ/ \ 書齋へ 行って 仕事 を 

初める ことにしよ， 「か- 

八 占 井 今日は 實 はもう 少し 後で >  客が 來る害 だから、 仕事 

は 休みに しょうかと 思って ゐ たんだが、 君の 顔 を 見たら 

急に やりた くな つた。 十分で も 二十 分で も 手 をつ けて 見 

よう。 害齋 へ 來給 へ . 

藤 井 先生〕 その 前に 一 つお 話した いんです が …… 。 

金 井 何 だね" 


井 奥さんの 事です。 

井 奥さんと は。 

井 美 代 子さん です * 其 後 少し 差 出 がましいと は 思 ひま 

したが 奥さんに 二三 度お 目に か、 つ て 意向 を 伺 ひまし 

たリ 先生、 奥さん はこ ちらへ 歸り 度い らしい のです が-— 


井 sm.b うむ。 

井 私が お 速れ 申しても (且 しう 厶 いませう か。 

井 俺 ほか ま はない 俺と て も 美 代 子 のた め にもと 通り 

平 和 な 幸福 を 返して やりたい。 け れど ももう そ れが 出来 

ない の だ。 蟲 のい \ 話 だけれ ど それさ へ 承知し て ゐ て 吳 

れ、 v<  

藤 井 先生 は まだ 先 の 奥さんの 事を考 へて ゐ らっしゃる の 

です か。 

金 井 うむ。 さう かも」 知れない。 俺 は 今 だに あれの 事 を 夢 

に 見ない からな" 眞資に 思って る 人の 事 は 夢に 見ない さ 

うだよ〕 併し 時々 醒め 乍ら 幻影 を 見る ことがある」 僕が 

書齋に 一人で 坐って ゐ ると、 そっとう しろの 戶を あけて 

人 つ てく るの だ。 それが 机に 向って ゐ 乍ら よく 解る の だ 

よ。 あ、 來 たなと 僕 はさう 思 ふ。 すると 身 體 中が 硬ば つ 

てく る の だ。 併し やつ と 勇氣を 鼓し て 後ろ を 向 い て 見る 

頃に はもう それが ゐ なくなつ てるの だ〕 
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藤 井 全く 先生 は 苦しみ 拔 いてお ゐ で^す ね。 

金 井 まあ そんな 同情 は 云 はずに 措き 給へ。 それより 少し 

でも 事 を やらう。 (書 齋の方 へ ^む) 

藤 井 (跟 い て 行き 乍ら) さう です ね，" 仕事 はすべ て を 忘 

れ させます ：.：. 0( 二人 去る) 

(しばらく 間。 日が 陰って 來て、 うすら 寒い 影が 舞臺 

滿 たす。 やがて 玄關の 方の 戶が 開いて、 しげが 先妻 

の 友人だった 法學 博士 杉 田敏郞 ん-導 き 入れろ。 鬆の黑 

い、 男壯 リの學 者で あろ。 黑ぃ 洋服。) 

しげ 只今 旦那 樣に 申し上げ ますから、 しばらく どうぞ 0 

(と 椅子 fS< す  めろ) 

杉 田 いや。 (と 會釋 して 卓子の 傍に 腰 1^ かけろ〕 

(しげ « 齊の 方へ 去る。 杉 田 煙草に 火ん-つけろ。 四 逢 

, ^見廻して 點 頭き などす ろ。 間。 しげ 屍って くろ。) 

しげ あの 只今 書き物 をして 居ります ので、 區劃 りが つい 

たらす ぐお 目に か -1 ります さう で厶 います。 どうぞ 少々 

お待ち 遊ばして。 

杉 田 うむ 0 どうか ごゆつ くり。 

しげ では 御免下さい。 (去らう とすろ) 

杉 田 あ。 婆やさん。 たしか あなた はおし げさんと 云った 

つけね。 僕 を まだ 覺 えて 居る かい。 

しげ (意味 あ リげな 笑， ^帶 びて) はい。 存じて 居ります j 


とも 0 は 

杉 田 さう かい。 いや 別に 何でもな いんだが ね。 _ 

何か此 家に 變 つた 事で も あるの かい。 

しげ はい。 いろく 變 りました よ。 

杉 田 實は 昨日 不意に 金 井 君から 御手 紙が あって、 話が あ 

るか ら 是非 来て 吳れと 云 ふ んだ がね。 僕に 用って 云 ふ の 

は 可笑しい ね。 何 か 先の 奥さんの 事で V も あるん ぢ やな 

いか。 

しげ 音 彥樣が 只今 こちらに ぉゐで 厶 います。 はい。 そ 

の 外の こと は 私 どもに 少しも 解りません ので ございます 

よ。 

杉 田 音彥っ て 云 ふ の は 確か あの 時 生れた 子 だ つたね。 

しげ よ "0 

杉 田 ふうむ。 さう かい。 (間) いやお 忙しい 處を 引と め 

て 氣の毒 だ つ た。 まあ 昔 馴染で 許して お 吳れょ ； 

しげ どう致しまして 旦那 樣。 (玄關 の 方へ 去ろ) 

(しばらく 不安の 面 持で 杉 田 博士 は 坐って ゐ ろ。 そ，， 

へ 一昔 彥 庭の 戸口から 入り 來 る0) 

t 御免下さい。 召使の 者から 承り ましたが * 杉 田さん 

でゐ らっしゃい ます か。 

杉 田 さう です。 あなた は 11 。 

昔彦 (低く 强く) あなたの 音彥 です よ。 
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杉 -せ 杉 昔 杉 昔 杉 


十八 年 八月 十四日の 事資を どうす るので す。 

杉 田 (m いて 立 上る) 八月 十四日！ 

(此 の 瞬間の 緊張，^ 破って 召使が コ - t  -  ^ 持って 出 

ろ 0  二人し ばらく 白けた ま 、默 つて ゐろ 0 しげ 卓上に 

づ ー ヒ ll^sa いて 去ろ。) 

昔 彦 (召使の 去る の，^ 見さ はめ 少し 冷笑，， 帶 びて) {且 し 

うこ ざいます。 兎に角 今 あなたが 示して 下す つた それ だ 

けの 御 態度で、 母の日 記の 大抵 は 事寶だ と 云 ふ 事 を 悟り 

ました。 併し 杉 田さん、 私から は 母に 代って よく 御禮を 

申して 置きます よ。 あの 當時惡 夢の やう だ つ た あの 事實 

も、 死 際 に は 母に 可成 ス ウイ ー トな思 ひ 出と なつ たらし 

ぅ厶 います からね。 人間 は 死ぬ 間際にな ると どんな 事で 

も淨 化する ものです。 

杉 ra お母さん は 私 を どう 思って ゐ ました。 

S 好意 を もって 死にました。 それだけ は事實 です よ。 

併し 母 は あな た を戀し てゐ ませんで したよ ひ 

杉 W それ は 私 もよ く 知って ゐ ました〕 

昔彥 では なぜ 母に あんな 關 係を强 ひたので す。 

杉 田 それ は 私が ひどく 戀 して ゐ ました からね。 それに 金 

井 君への 嫉妬 もあった のです。 

$ で ほ なぜ 其 後も續 けなかった のです。 あの 離婚 は あ 

なた に絕 好の 機會 だった でせ うに。 


1  

m 僕の 晋^と 云 ふの は —— 0 

0 よく 御存知の 箬 では ございま せんか。 母が さう 申し 

ましたよ 0 

E 併し ••：： 。 

彥 (押へ 乂) あなたが 僕の 父で ない とどう して 云ひ斷 

れまづ 力 

S  (ひどく 狼^して) そんな 事は考 へられん。 それ は 

awr い-  一 U 

彥 鬼に 僕 は 母の！ Is も 少し は 信用して ゐ ますから ね。 

S 蹄 子さん が 何と；： ムっ たか 知らないが- 僕が あなたの 

父 だなん て， そんな …… 0  . 

S 嘘 は 云 ふまい と： K ふんです か。 それ は 間違 ひです よ、 

杉 W さん， 女 は 死ぬ 迄 眞資の 事 は 云へ ぬ ものです。 だか 

ら 今の^ も 嘘 は 嘘と して、 噓 だけの 價 値が ある の です。 

つまり^でも 僕 は あなたの 子に なりた いんです ょリ 

杉 E  I！：？ 鹿な，」 冗談 を 云つ ちゃ 困る。 ー體 あなた は眞 面目 

なのです か 冗談な のです か。 

S これほど ses な 問題 を不 c 面目に 取扱へ るで せう 

か。 僕に とって は少 くと も 父が 確定し ようと 云 ふので す 

からね。 

杉 田 その 問題なら 確言す る。 ^は 君の 父ぢ やない。 

昔彥 あなた は .lil 際さう 强く云 ひ斷れ ます か。 あの 明治 二 
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杉 ra 僕 は 怖くな つたので す。 自分で 作った 蓮 命に 戰慄し 

たのです よ。 だから 逃げた のです。 

香彥 あなた は 卑怯 だが、 钢巧 だ。 

杉 田 さう だ。 さ、. 「も 云へ る。 併し 二十 年 前の 事事が 今 こ 

んな 形で 僕に 襲 ひか、 るの を 見ても >  運命の のがれ 難い 

の を 知り ましたよ。 併し 惜しい 哉事實 はもう 「時 效」 に 

か \ つ て 居ます。 僕 はもう あれ を 悉く 客 觀視し る やう 

になって 居ります からね。 

音彥 あなた はう まく 遁れた 人です。 併し まだ あれ を遍れ 

られぬ 人が ゐ ますから ね。 

杉 田 それ は 誰です。 

昔彦 僕の 今の 父、 金 井 愼太郎 です。 ハ n) 今日 あなた を 

父が お呼びし たの も、 此事實 からば かりなん です。 父 は 

今 だに 母の 純潔に 疑 ひ を 抱いて ゐ るので す。 而 して 可 笑 

し い 事に は それが、 却って 此頃は 純潔 を 肯定す る やうに 

傾いて 來た のです。 母に 罪がなかった と 思 ふ 念の 方が 强 

くな り 出し たらし い の です。 今 曰の 用と 云 ふ の は 今迄 あ 

なた の 口 か ら事實 を 聞く 程大膽 でな か つ た 父 も、 愈々 母 

の 純潔 如何 を 面と 向 つ て 定めようと 云 ふ のでせ う。 

杉 田 では 僕に 事實の 自白 を 迫る のです ね〕 

昔彥 大方 そんな 所 だら うと 思 ひます C 所で i.- すね 杉 田 さ 

ん。 一 つ そこ は 問題です が、 もし さう だったら あなた は 


どうな さ います • 

杉 田 さあ。 どう 云った もので せうな。 勿論 事 is を 打 あけ 

て も 僕に は平氣 だが …… 0 

音彦 です が 杉 田さん。 そこで 私 は 母の ために 一 つ あなた 

にお 願 ひが あるんで すよ。 

杉 田 お 願 ひと 云 ふの は。 

ー雾 母の 純潔 をカ說 して 貰 ひ 度い のです。 事 K を 飽く迄 

否定 して 頂きたい のです。 どうせ 過ぎ た事資 な ぞは 父に 

とって どうな り ま せう。 併し 私 は 死んだ 母 のために ある 

事 を 目 ろんで ゐ るんで す。 母 はいは^ あなたの ために あ 

れ 迄に 苦しみました" 今 あなた は 母の 純潔 を 一言で 定め 

る 役 を 握 つ た 場合に、 これ 位の 事 をして 下す つても い > - 

と 思 ひます。 

杉 E 宜しい。 雜作 もない 事です。 併し あの 當 時の 事態 を 

何と 云った もので せう。 一言で 打消す に は餘り 明. ni な 事 

があります からね え。 

昔彥 自分の かな はむ 戀 のために 父の ひ を摘發 させた と 

でも 仰 有れば い、 でせ う。" 

杉 田 では そんな 事 を 云って 兑 ませう〕 併し それ は 私が 自 

分の ためにす るの ぢ やなくて あなたのお 母さんの ために 

する の だとい ふ 事 を 知 つ て 下さ い。 

香彥 さう して それが 結局 父の ために もなる のです。 父と 
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杉 田 い \ え、 あの 後、 日 獨 協 學會の 十 週 年 記念 大會で 鳥 

渡お ひし ましたよ リ 

金 井 するともう 三年 越しになります かな。 

杉 E 大變 お老けなさい ましたね。 

金 井 さう でせ うか。 自分 ぢゃ そんなで もない つもりです 

が ：… 0 

杉 田 いやお 互に 古くな り ま し たよ。 此頃は 後進が 所謂 雲 

の やうに 出て 來. たんで 今更ら 振り返って 年を數 へる 始末 

です。 

金 井 あなた 迄 がそん な 事 を 仰 有つ ちゃ 困ります G 

杉 田 いや 老人 同志で ゐる時 は， 敗 惜しみ さへ 出ません よ。 

(金 井 博士 わざとら し く 笑 ふ C 響の ない 笑 ひが t にらく 

室， か滿 す。 間) 時に 私に 御用と 云 ふの は。 

金 井 まあ ゆっくり お話します。 な あに 極く つまらない 事 

です よ。 (卓上の 鈴 1^ 鳴ら マ。 召使 登場。 召使に) あの 

お 酒で も 持って おいで。 (杉 田に) あなた はキ ユラ ソ— 

はお 厭ぢゃ あないで せうな。 

杉 W ぃト に。 どうかお かま ひなく …： 。 

金 井 では 兎に角 持って来 てお 吳れ。 (召使 去る。 間。 博 

士 少しく 坐リ なほして 眞向ひ LL 杉 田 に 對す) あの。 此間 

輝 子の 十三 囘忌 がありまして、 鳥； 1^ 行って 見ました ょリ 

杉 田 (固くなって) は あ. もう 十三 年になります かね。 


て も 母の 不 純潔 を 1: せぶ 譯が ありませ ん か らね。 今更ら 恐 

ろし い^ を^く に は 父 は 弱り 過ぎて ゐ ます。 眞實を 語 

れば きっと 惡ぃ結 Hf^ になり ますよ。 

m さう です ね" では 愈々 さう する 必要が あります。 

0  (せ^の 方 Li 近 fs つて 物音ん、 .ii き) もう 父が 來る時 

分です。 では 私 は あちらへ 行って 居ります から、 何分お 

顿み 中し ます。 私の si- は 全然 知らない ふり をして ゐて下 

さ ぃ0 

m  〔にしい。 

(昔^<ほ.^の方 へ去 ろ0杉田博士少し居すまひ*^-なほす0 

=,51 せとお It が IS えて • 窖资の 戶ん」 開けて 金 井 博士 助手 

と共に 出で 來ろ 0) 

并 (杉 ELL) いや。 お 待たせし ました。 

E  (立 上って) どう致しまして。 

井 (膝 井に) では 御 勞 だった ね。 

井 御免 T さい まし。 左樣 なら。 (二人 LL 挨拶して 去ろ) 

#  子， か勸め 乍ら) どうぞお 掛けな すって。 (杉 田 

坐ろ) 助手が 来た ものです から、 鳥渡 仕事に か 、つて ゐ 

て， 飛んだ 失禮 をし ましたし 

杉 W い  え。 (g) あなたに も暫 らくで お 目に か \ る譯 

ですな あ。 何年になります かしら。 

$ 左 此前は 確か 岡 崎 教授の 歡迎 -13 の 時でした ね。 
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私 は此頃 あちら の 方へ すつ か り 御無沙汰 をし てゐる もの 

ですから。 

金 井 (對 手の 鎮 色，^ 讀む やうに) 席上で あなたのお 噂な 

んぞも 出ました。 

杉 田 さう です か。 それ あ 私 も 行 くんでした。 

金 井 あなた は あれの 事 もま だ覺 えてお いで すか。 

杉 S  (わざと 笑って) 忌 曰 を 忘れる やうで は 全く 面目が 

ありま せんね 0 

(召使 酒 1^ 持って 出ろ。 卓上に g いて 主人の 親 色，^ 伺 

ひ 退場。 博士 洒， つぐ。) 

金 井 一 つ 如何です。 

杉 m  (すなほに) 有難う。 (二人 盃， ^合せる) 

金 井 (盃 鳥渡 嘗め.^:^ けで 下-」 置いて) 此頃 どうも 心 

錢を惡 くして ますんで. 失體 します よ。 

杉 田 それ は 不可ません な。 

(不安な ろ 沈 默。) 

金 井 (嚴肅 に) 時に 先刻の 瑋 子の 話 をもう 少しした いと 

思 ふので すが- どうで せう。 

杉 田 どうぞ 御 勝手に。 私 は 今と なって は あの人の 話さへ 

他人 事の やうに 聞かれる の ですから。 

<5^. 井 さう です。 お 互にもう あの 頃の 事 を 正直に 話しても 

直接 の 利害 關係は なくな りました ね。 


田 あなた もです か。 

井 私に は 別に 重大な 意味 を 持って ゐ ますが、 兎に角 あ 

なた から 事實を 正直に 伺っても、 お 互に 危險 な關 係に 陷 

る 事 はない と 云 ふので す。 つまり 私 は あなたから 輝 子に 

對 する 事 實をは つ きりと 聞き 度 い。 あなた も 今と な つ て 

は 匿す 所な く 話して 吳れ られる 時期に 達して ゐる" あな 

たは 私が 願ったら 匿さずに 話して 下さいます か。 

W  (s^ 渡 思案して) 答 へられる K りお 話し ませう 。尤 

も 私 は 細に 亙って は 忘れました。 いや、 寧ろ 忘れたい 

と 思つ てゐ ました。 

井 間違 ひなく 話して 下さい ますね。 私に は あなたのお 

言 素が 致命的な 影響 を與 へ るんで すから ね。 今の 場合 あ 

なた は 事實を 云って も 嘘を吐 いても どの 道 同じ 事です。 

け れど も 僕に は 事實が 聞き 度 い ん だ か らね。 

田 其 點は僕 を 信用して 吳れ 給へ。 

井 ではぉ|5^^しますが， (まじめに) 資際君 は 輝 子と 

肉の 關係 があった のです か。 

(不安な ろ 緊張が しばらく 兩人， 5- 支配す ろ 0) 

杉 田 それ は殘 念です が そこ 迄 進み st^ かった のです。 

僕 は 今 だから 云 ひます が， 資は 何もなかった のです。 

金 井 何もなかった！ 

杉 田 さう です 0 何もなかった ために、 あるら しく 裝 うた 
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ものです。 あ >- 云 ふが ズ ：- の の 心 ほど 汚ない 物 はあり ま 

せん。 ffi- は 希 0- の 形 を 事 蜜の 形に して 兑 せて ゐ たのです。 

肉の 關係 は、 勿論 僕の 要求す る處 でした。 そして ある 時 

に はぬ にもう 一 歩の 問題でした。 

$ どうして は そこ を 進まなかった のです。 それ 程 君 

は 隙；^ らしく もなかつ たが。 

杉 W いや。 十さん の 眼の 光の 中に それ を 禁止す る ある 

ものが ありました。 成 s^。 趣 子さん の 服に は 一 方 禁止し 

乍ら も 誘 ふ やうな 4" 魔 的な 力が ありました。 あの方に も 

人^の 遊戯 をす る 本能が あつたの です。 只 あの人 は遊戲 

が g; 劍 になり か 、つた 場合に、 ふみ 止まる 勇氣 があった 

人です。 

<^-井 では 君 は It 子 を どこ 迄 も 正し か つたと する のです 

か。 

杉 田 え >- さう です とも、 勿論 あの人 は 正しい のです。 人 

生の 遊戯 本能 は 本能です からね。 さう 云って は 失敬 だが 

子さん の 境涯 も；^ 屈な 腐の 人生から 暫 らく 隔離して 遊 

戯 をした か つ た 時期 も あ つたで せうよ。 あな たは この 遊 

戯 本能 を 大に兑 て やれなかった のです。 あなたの 近代 

的神經 &r か - J の 遊戯 本能 を 是認 がで きなかった のです。 

金 井 では どうして 輝 子 は そこ を 僕に 抗辯 しなかった ので 

せう。 


杉 田 それ は あの 女が 淑し 過ぎた のです。 そして あなたの 

見 幕に 押されて 自ら その 遊戯 を 罪惡だ つたと 思った から 

でせ う。 あの人に は 勿論 罪の， y 覺 はなかった に 違 ひない。 

只 あな た が 罪 だ 罪 だ と 大呼した ので、 何も 知らぬ あの人 

は あれが 罪な の だと 思 ひ あきらめ たのです。 

金 井 杉 W 君。 では 君 は 絕對に 輝 子に 罪がない と 云 ふので 

すね。 

杉 3 え \ さう です。 僕に は 異性の 遊戲 本能 を 是認 出來ま 

すから ね。 僕に は スト リンドべ ル ヒ琉の 近代的 神 經は無 

いのです。 

くどい やう だ が、 君 は 〔一 4 際 肉的 關係 がな かった のか Q 

(さつば りと〕 二度 繰り返す に は 及びません。 

(低く うなろ〕 あ X！ 

どうした のです。 

(かすれた 聲で) 杉 田 君！ 君 は 何故 あれと 關 係し 

て吳れ なかつ たの だ。 なぜ 肉 ま で 進んで 吳れ なか つた 

の だ！ 

杉 S  (意外な 言 LL 驚いて) では 君 は 輝 子さん の 罪 惡を望 

んでゐ るの だね。 

金 井 さう だ， 僕に は あれに 罪が 無かった と 聞く のが 恐ろ 

しい。 あ &僕は あれに もっと ひどい 惡 行が あれば い  >- と 

望んで ゐ たの だ。 あれに 相應な 罪が あつ て吳れ \ は 今の 
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俺の 此の 悔恨の 苦しみ は 幾分 輕減 できる と 思つ てゐ た—. 一 

杉 W では 君 は 今更 加 へ た 罰が 罪に 相當 しな かった の を 後一 

侮して ゐ るの だね。  一 

金 井 さう だ。 あれが 所謂 「むじつの 罪」 だった とする 上： 

堪らない。  」 

杉 田 では 君 は 僕の 口から あの人の 罪 を 聞いて、 自分の 後一 

悔を輕 くしたかった の だね。 寧ろ 僕の 口から 肉的 闘 係の- 

あ つ た 事 を 聞きた かった の だね。  ； 

金 井 さう だ。 (間) 何故 君は關 係して 置いて 吳れ なかつ 

たの だ〕 關係 はしな くと も 何故 關 係が あつたと 瘤 をつ い.. -. 

て吳れ なかった の だ 。ぁ& 僕に はさう 噓を 云って 貰った 

方が どんなに よかった か 知れ やしない。 あ X。 (啤 ろ〕. 

杉 田 (恐る しい 苦痛な 色，^ 浮べて) さう か …… 。 i 

金 井 (K つて I:- へろ 手で 前に 置いて あろ s,^ 取って ぐつ 

と吞 む) 

杉 W 金 井 君 ー 

金 井 何 だね。 

杉 田 (沈痛に) 君 は可哀 さうな 男 だ。  .ー 

(次の 瞬間の 沈 默の中 LL 、庭の 方で 音彥の 高 St で 笑 ふ ； 

のが 間 えろ。 それが 二人の 耳に， はま ろで 先妻 輝 子 の n 

歌と しか 取れない ので あろ。)  i 

—— 幕 11 一 


第 三 幕 

舞 « ば 第一 慕と 同じき 金 井 博士の 書齋" 只逮 ふの は 害 

寫机 がもう 一 っ^え てゐ ろのと、 ^£1<爐のぁ-ろ^,:.ャとで 

あろ。 時に 前 幕から 数日 vJ* 經 過した 冬の 夜、 戶 外に は 

風雪が 暴れて ゐ ろ。 

慕の もいた 時、 舞 SLL ゐ ろのに 巴 子 一 人で もろ。 巴 子 

は爐の 火-,!;^ つと 見入り 乍ら 何事 か考 へ 込んで ゐ ろ。 

やがて そこへ 湯，. S-J^ へた 金盥，^ 持って おしげが 入って 

くろ。 而 して W つて 居 I？ の 方へ 行かう とすろ。 

巴 子 おしげ。 もう 診察 は濟ん だの。 

しげ い \ え) これからで 御座いませう。 今迄 はお 二人で 

お 話 をして ゐ らっしゃった やうです よ。 

巴 子 さう かい 。ぢ やまだ 中々 ね。 

しげ 何しろ 表べ は どこ 迄 も高瀨 さんに 遊びに 來て 項いた 

やうに して- 御 診察 を 願 ふので すから ね" なかく で 御 

座い ますよ。  . 

巴 子 ほんと に 婆や はよ くく 氣が ついて お s:f> 、れだ つ た 

よ。 默っ て 放って置いた rn に はお 父さん はきつ とほん と 

に氣狂 ひになる 所よ〕 

しげ まさか それほどお 惡 くはありません がね e 奥さん も 

お いでな さらず、 何 か につけ て 手が 通り ま せ ん听 です.^ 


=r- 父 t;iH-- '卜^ 
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ら * まぁこんな時が私の^^行時でござぃますょリ 

巴 子 ばあや。 ほんと に 私感 謝して よ。 そこへ 行く と 私な 

んぞ； .1? を もむ ばかしで 何もして あげる 事が 出來な い んだ 

もの。 

し. け まあ さ- 「御 心： g なさらず にお ゐで なさ いまし よ。 

巴 子 何 かわた しに 出來る こと はない かい。 お父さんの 爲 

なら 何でもす る わ。 

しげ 今まで 通り 慰めて おあげ 申して 下され あ 結 IS で ござ 

いますよ 春に でも なれば 旦那 樣の 御病氣 はきつ とおな 

ほんな さるに 遠 ひありません。 冬のから びた 時 は 誰でも 

逆上ます からね。 ほう，. これ はもう 少しで お湯が さめ 

て 了 ふ 所でした" では 御免なさい。 (居間の 方へ 去る) 

(巴 子に 後，^ 兑送 つて 又 物 思 ひに 耽って ゐ ろ。. 音 彦登 

3 

巴さん。 君は此 處にゐ たんだね。 

え k。 何 か 御用？ 

い >- や、 何でもない。 0§じく爐の傍の^^子にかけ 

。) お父さんの 樣子 はどう だい レ 

今お 友 ii の 方に 診察して M つてる のよ。 お父さん は 

どうし て あ  >- 急に ぉ惡 くお なんな すつ たんで せう。 

$ 色んな 原因が あるら しいね。 

EJ 子 丁度 杉 W つて； K ふ 人が いらし つた あの 日からで す 


よ。 何 か あの人が お 父 樣の氣 に 障る やうな 事 をした んぢ 

やなく つて. U 

昔彥 さう かも 知れない ね。 

巴 子 ほんと にあの 日が 惡か つたの よ。 私 吃驚した わ。 お 

客 樣が歸 つ てから 客間 へ 行つ て 見る と、 まだお 父 樣はそ 

こに ぢ つと 坐って ゐ らっしゃ るんで せう。 眼から 淚 ので 

て 居る のが 夕闇の 中で 光つ て 見えた わ。 私 どうした のか 

と 思って 訊く と、 いきなり 私の 手 をつ かまへ て 「輝 子 免 

し て aK れ。」 つて 仰 有る のよ。 ほんと に 私 吃驚し ち や つ た 

わ。 

昔彥 うむ。 十 免し て吳 れつ て 云った の だね。 

巳 子 併し * すぐ 私 だと 解る と、 「あ、 お ま へ か "お ま へ は 俺 

の 子 だ。」 つて， 私の 手 を それ は 固く お握りな すった の。 

ふむ。 それから …… 。 

それから 私 そ つと 額へ 接吻し てあげた わ。 

お まへ がかい。 そいつ は氣 障だった ね。 

あらさう お 思 ひなす つて 。ぢゃ もう 今度 からよ すわ。 

何 あによ すに も 及ばない さ。 どうせ 先の 長く はない 

老人 だからね。 

巴 子 ほんと にお 父 さもんお 可哀相 だ わ。 あんな 年寄で ゐ 

乍ら 妙な 事ば か り 仰 有 るの だもの。 私 あなたに もも う 少 

し S めて あげる 義務が あると 思つ てよ- 
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一昔 彥 おやく、 御忠吿 だね。 それ あ 僕 だって どうにかな 

る ものなら どうにかして あげたい さ。 資は僕 も 此頃考 へ 

てゐ るんだ よ。 

巴 子 考へ てるって、 何 を？ 

昔彥 お父さんの 頭腦を もとへ 戻す 方法 を さ。 今の ま&で 

ずん く 進まして 置く とそれ こそ 正銘の 氣狂 ひに なって 

了 ふよ。 

巴 子 では どうして 癒 すんで す。 

香彥 だから さ。 僕 はいつ か 中から 考 へて ゐて、 お前に も 

是非 相談し ようと 思って ゐ たんだが ね。 それ を 一 つやつ 

て 見よう かしら。 

巴 子 それって どんな 事？ 

昔彥 それに は 是非お 前の 手 を 借りな くち やなら な いんだ 

が。 ど うだらう- 君 はやって 見て 吳れ るかい。 

巴 子 どんな 事 だか 知らない けれど、 私に できる 事なら 何 

でもす る わ。 ー體 どんな 事な の。 早く それから 閗 かして 

頂戴よ U 

昔彥 お ま へ 先刻お 父さんが 輝 子 免し て吳れ とお ま へに 云 

つたと 云った ね。 

巴 子 え >|。 それが どうな の。 

香彥 お まへ だから 云 ふ が實は それが お父さんの 病 氣の原 

因な の だ。 お父さん は 僕の ほんとの お 母 樣に對 して 濟ま 


な いくと 思 ひ 詰め て ゐ らっしゃ るの だ。 輝 子 免し て SK 

れと云 ふの がお 父 さまの ほんとの at なの だ。 お 父樣は 「許 

す」 と 云 ふ 一 言が 閗 きたくて 悶えて ゐ るの だ。 

巴 子 だってもう 死んだ 方が そんな 答 をす る箬 がな いぢ や 

ありま せんか。  _ 

$ だから か はりに お まへ が 云 ふの だ。  - 

巴 子 私が どうして 代りに 云 ふの。 

昔 彦 それ は 方法が ある。 それ を 僕が 考へ 出した の だ。 免 

に 角お 父さん は 許す と 云 ふ 一 言 さへ けば 安心して きつ 

と舊 通りの 頭に 歸 るに 違 ひない。 どう だね 君 はやって 見 

て吳れ ないかね。 

巴 子 ぢゃ 私が 只 さう さ へ 云へ ば きっとお 父樣 はお 癒り な 

さると 云 ふの。 

昔彥 よし 失敗った にした 所で 何でもな いからね。 

巴 子 併し どうし たら 私 先の 奥 さ んの 代り になれ る でせ 

う。 あれつ きりお 父 樣は私 を 間違へ て 輝 子 免して 吳れな 

んぞと 仰. 一!;: り はしなくて よ。 

昔 彥 それに は 一つ 方法が あるんだ。 (立 上って) 鳥渡お 

待ち〕 今 其 材料 を 持って来 るから。 

(音 彥急 いで 去ろ。 巴 子牛 分 疑 はしい やうな 氣 持で 見 

送ろ。 居間の 方より しげ 來 ろ。) 

巴 子 もう 濟ん で。  一 
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,-- げ え、 只 今； S 瀬 先 が 何 か いて ゐ らっしゃ います。 

巴 子 先生 は 何とか 仰 有って。 

しげ い 、え。 あとで 伺 ふつ もりです の。 

巴 子 さう お。 御 苦努だ わね。 

しげ い、 え 。どう致しまして。 (去る) 

(しばらくし ズ昔. V^LL母の遗品なろ衣類，^持って 

入り 來ろ 0) 

$ これ だリ 

巴 子 これ は 何。 

いっか 話した 母の 费物 だ。 これ をお 前が 藩 るんだ。 

巴 子 ^て どうす るの。 

f  S.1 はね" お父さんが 僕に 話した 幻覺 から 考へ附 いた 

の だが ね。 お父さん は此頃 頻りに 母の 幻影 を兑 るら し い 

の だ。 父が よく 獨 りで 此處に (畨寫 机，^ 指して) 坐つ 

てるる W が ある だら う。 あの 時 ひょっと 一 種の 幻 覺に襲 

はれる の ださう だ。 物 を 書いて ゐ ると 靜 かにう しろの 戶 

が 開いて 僕の 母が そっと 入って 來 るの ださう だ。 それが 

見ないで ゐて もよ く 解 るんだ とさ。 先づ戶 外で 足 昔が す 

る。 今^の 外に 來た。 今、 戶を 開いた。 今 中へ 入った と 

(ム ふやうな 3;- An に、 妙な 想像 を 起す ことが あるんだ と 

さ 0 

巴 子 まあ！ ほんとの 神經 ね。 


昔 彥 さう さ〕 それ はと 云 ふの も 結局 ほ-に 「許す」 の 一 言 

を ？ぉ たいと 悶えて るた めな の だ。 だからね。 一 つ それに 

乘 じて やって 見よ うぢ やない か 0 

巴 子 だけど そんな 事しても 大丈夫？ 

昔彥 大丈夫と も。 先刻 も；！ 4 つた 通り 失敗った 所が 笑 ひ 話 

さ。 少し 位 叱られた つ て 僕が す つ か り 責任 を 負 ふから 大 

丈夫 だよ。 

巴 子 ぢ ややって 見 ませう か。 私 も 何だか 少し 面白くな つ 

て來 てよ。 

昔彥 さう さ。 僕 も K は 半分 興味が 手傳 つて るんだ よ。 此 

處の 生活 も 實に單 調で 堪らない からね え。 (間) ぢゃー 

つ これ を 藩て 見 給へ。 

巴 子 (& 麵ん -とリ 上げて) だけど 私 そんなに 似て &し 

S あ、 ほんと に似て ゐ るよ。 それに 父の 見る 幻影 もど 

うした もの か 新婚 當時 の 若い 母の 姿 だと 云 ふから、 今の 

君なら きっと そっくり だよ。 

巴 子 (自分の 着物の 上から 羽織って 見て〕 昔風 だけれ ど 

い  > 柄 ねえ。 

1 昔彥 (少し しんみりと) 僕の 母に もさう した 時代が あつ 

たの だ" 

E〕 子 ゆきた け もす つかり 合 ふやう だ ゎリ (少し 身體， CJ- 斜 

に妮び さして) 似合って。 
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昔彥 あ. -。  一 

巴 子 だけど あなたの お母様 は、 きっと こんなに：^ つと も" 

なくはなかった わ。  一 

音 彥 な あにお まへの 方がず つと 綺麗 だよ。  _ 

S 子 嘘よ。  一 

音彥 *  らゃ少 くと も 僕に は 可愛い ね。  " 

巴 子 あら 。(お 頻 とろ) そんな 事. ーム ふんなら、 私 やめ. 

る わ。 

ぢゃ 何も 云 はない からね、 一つ やって 見て お si- れ、 一 

ォ  - 

巴 子 何 曰？  i 

昔 斋 今 曰もう 少し あとで。 僕が うまく 時 を 化 はから ふか i 

レ / 

巴 子 ぢゃ， M うへ 行って これ を 着て 見 ませう。 此處ぢ や 着 一 

られ ない わ。  一 

$ さ、 「だね。 

巴 子 芝 E をす る やうで 何だか 六ケ敷 さう だ わ わ。 

音彥 何にも 六ケ 敷い 事 はあり やしない。 只お 父樣が 一 人 一 

で こ 、にゐ らっしゃる 時 * あそこの 戶をそ つと 開けて 入 一 

つて 来たら それでい > の だ。  一 

巴 子 そしてお 父樣が 間違へ たら 、「免し ます わ」 と 云へば 一 

い k のね。 


音彦 そしてなる ベ く 本 の 解ら ぬ 屮に室 を 出て 了へば い 

いんだ U 

巴 子 解ったら どうし ませう。 

香彥 「お父さん、 ば あ！」 とで も 云 ふさ。 

巴 子 さ、 つね。 笑って 了へば 叱られ やしない わね。 一つ 此 

處で 練習して 觅 ませう か。 

f うむ。 それ も 面白から う。 ぢゃ 僕が お父さんになる 

から、 お まへ は 人って おいでよ リ 

巴 子 (笑 ひ 乍ら) え、。 0^ の 外へ 去る) よくって。 

昔彥 cri:w か 向い C 誰れ に： H ふとな く  〕 さあ 諸お！ こ 

の 人形芝居 がどうな つて ゆく か兑 ものです よ。 (小乂 肉な 

徵笑.^满へ乍ら*父の机に向って^?子に坐ろ) もうい X 

よ〕 

(巴 子 そっと 戶,^ あけて 入リ來 ろ。 昔 彥 飽く迄 幻 覺-卜 

錢 はれた 心 持で、 ふ い-,: ふリ 返って 巴 子，^ - みつめろ。 

そして 「輝 子、 ゆるして！：.！ K れ。」 と 云 ふ。 巴 子 「許し ま 

すわ。」 とい ふ。 二人に ほ 〈而 = な级， ^見合 ふと、 S はす 

笑 ふ 。この 景は； i めて 印象的に：： S 伎 されれば ならな い 0 

しげ (入 リ來 ろ) 何 をな すって ゐ らっしゃ るんで す" 

昔 彦 う &む。 何でもな いんだよ。 

しげ (子供 4- 叱ろ やう に) 义ぉ.^^^戯はぉょしぁそばせ。 

巴 子 何でもな いのよ。 何でもな いのよ。 
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(二人 は 退場す る。 しげ 呆ゃ リニ 人の 後 V?- 見送って ゐー 

たが wiz の 方へ 行く。 一旦 入って 又 SUM お淑 勇と  一^ 

•J- 出て くる 0) 

しげ (ln^^E めて 了 ふと) 先 化。  一 

^渐 ふむ。 

し げ 如何 で -- J ざ いませう。  一 

お 嘲 先づ ひどい 祌經 衰弱と でもい ふ 外 はない ね。 それに * 

心臓が 大變 弱って ゐる ら しいから、 氣を つけなく ちゃい 

けない よ。 何より 安靜が 一 番だ。 

1^ 出來る だけ 氣を つけます。 

i5 渐 ，^^祌を激動させるゃぅな事をすると、 危險な 一 ゆが 起 

ら ない とも 限らない からね。 

しげ そんなに ぉ惡 いです か。 

な 泡 いや。 今の所 は 何でもな いんだ。 けれども 進む と 困 

るから ね U  一  何が 原 ST たかはつ きりした 所 を 云 はない 

から 解らない が、 此際 奥さんでも 歸 つて 来れば、 却って 

い」 かも 知れない。 

しげ 私 もさう 思って ゐ るので ございま すよ。 

S なるべくお まへ もさう 盡カ をす るんだ ね。  j 

しげ は い。 

な^ ぢゃ あとで 藥 をよ こすから、 取りに 來 てお 、れ。 

しげ どうもい ろ./ \ 有難う ございました」  _ 


ヵ问潮 吳々 も氣 をお つけよ。 (聲ん 、ひそめて) どうも 俺に 

は あの 音 彥と云 ふ 息子さんが 危なっかしくて いけない。 

二人とも さう 親切で はない やう だね。 

しげ い、 え〕 まだお 若くて. ほんの 子供です からね。 

高潮 とに 角、 お まへ が氣を つけて ゐ て吳れ さ へ す れば 心 

a はな いんだ- では 失敬。 (出て ゆく) 

(しげ 醫 M ん. -U^I; おって 玄. y の 方 へ 去る" それから 又お 

つて 來て、 居^へ 去リ、 佥盟. 少 持って つてく ろ。 別 

な 戸口から 音 虔 と ；；；： きん：： ふ。) 

昔彥 お父さん はどうしたい。 

しげ 只今よ く 休んで ぉゐで 、すよ。 

音 逢 さう かい e 醫師は 何と 云った い。 

しげ 矢張り 神經 衰弱の 强 いのです つて。 

S ふむ。 

しづ.！ > 

しげ それに 心臓 も 弱つ てゐ らっしゃ るから 安靜 にして 置 

かないと いけない のです つ て。 

音 逢 うむ。 それから， - 

しげ あなた 方 さへ 氣を つけて 下されば 何も、 心配な 事 は 

な いんです つて。 

彥音 それ ぁ氣 をつ ける よ。 

しげ (戸口の 方へ 歩み 乍ら) では 氣を つけて 留守居 をし 

てゐて 下さい C 私 は 今の 中 に 鳥 搜藥を 頂き に 行 つ て 參 り 
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ますから。 

彥音 心 a しなく つても い X よ" 

(二人 は 共に 同じ 玄 Si の 方の 戸口へ 去ろ。 畏： -izo 逮 

くで、 さびしい 汽： is の^ろの-か 聞. N- ろ。 i とし. きりの 

0 { 叔 に^で 風雪の 音乂 起ろ。 しにら くし て ^ .# 博 士 居 

室よ リ入リ 來リ、 讲ぉ 卓^ 坐って- §、  ノオトな ど 

取 出し、 陰慘 たろ 眼， 光らして 何： 55- か きお めろ。 

長 い ilo 風の 昔 益 々激しく  、これよ リ ffl の 終ろ まで、 $g 

えす 會^ の 間.^ 點 JI すろ e 戸,^ た、 く 一昔が すろ。 博士 

少し；， 15 つと して 立 上ろ 0) 

金 井 (慄 へ聲 で) おは ひり。 

ひがけな く 夫人 美 代 子が 人って 來 る。) 

美 代 あなた！ 

金 井 C ちっと 見定めて) あ 、、お まへ， * で どこへ 行って 

来たんだ リ 

；！^；代 兄の 家に ゐ ました。 

<ぉ 井 兄さん は 朝鮮から 歸っ たかい。 

^代 (不恭 な 而持ソ い、 え、 兄 は 朝鮮へ なん ぞ 行き やし 

ません。 

八：. 井 さう だった かねえ。 時に お まへ は 僕の 鎖んだ 用 をし 

て 来て 吳れ たらう ね。 

美 代 何で ございます" 


< ^井 ヂギタ ミ ン を-取つ て 犬れ る 事 さ。  一 

美 代 い、 え。 知りません よ。 おしげに お顧みな すつ たん 

でせ う。 

金 井 あ V さう だった かも 知れん。  i 

类代 あなた は 御 病氣は 如何です の。 大變 おやせな すつ.；^ 

やう です よ" 

金 井 うむ。 兎に角 丁度い K 時に 歸 つて 來 C 吳れ た.. 呼び 

に や ら う と 思 つ て た 所だった よ。 早速 だ が 俺が か う し て 

ゐる ！1 に 一 つ 枕 をな ほして 吳れ。 あれ は 左の 方へ 心が！： 

ま つ て 痛く て 眠られな い んだ。 

美 代 それ は 不可ません ね。  一 

金 井 早 くな ほして "JK れ。 その 間に 俺 は 第五 篇を 訂正して 

了 ふ 一し  ： 

^1?代 (不安.^ 感じて) あなた そんな 御 無理な 御 勉強 をな 

すっても い. - のです か。  ，_  一 

うむ。 今日は 大變 工合が よく 渉る よ。  一 

おしげ は どちらへ 行きました。  _ 

彼女 は 庭に ゐる。  1 

庭です つて"  ， 

(何 か 害き 乍ら ノ さう さ。 鬼に^：! く 沈 をな ほして 

吳れ。 あれが 氣 になり 出す と 仕事が 出來 ない よ。 早くな 

ほして 吳れ。  j 
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:R 代 どこに あるんで すの。 

< 入 井 どこに つてお 土 さ。 お前 さっき いた ぢ やない か。 

:B 代 あなた！ 私が おわかりに ならない のね。 

^#  (首， あげて) お まへ か。 お まへ は 美 代-十 だ。 (じ 

スく 見て) 今日は 藤色のお 召 を 裔てゐ ない ね。 

代 藤色のお 召？ 

# そら、 被に 1^ の 形の ある …… 。 

代 いえ。 存じません よ。 

井 さう だった かな。 兎に角 その 着物 は 少し 似合 はない 

ゎリ 行って^^かへるがぃ^。 

代 え k これ はめ I で 少し 湍れ ましたから。 では 御免 を 蒙 

つてお かへ さして 項き ます。 (去らう とする) 

井 .=1? 渡お 待ち。 

代 何で ございます。 

井 左の 手で 左の 耳 杂を抑 へ て 御覽。 

代 (悲し さうな. g,^ して) まだ あなた は …… 0 

井 ^代- ナ。 一度して 見せて 吳れ。 頼む ょリ 

代 よろしう ございます。 私 は 何でも 致します よ。 ■ (さ 

うすろ) そんな こと をす る {1: 分より > あなたの 方が よつ 

ぼ ど 可哀相です からね。 

井 (V つと しばらく 見て ゐる) もう 少し 横 を 向いて 吳 

れい あ、 よし。 うむ" もう 行って 吳れ。 そして 向う の 室 


に 待って ゐて 吳れ。 俺 もす ぐ 行く。 何しろよ く歸 つて 來 

て siK れた。 俺 は 嬉しい よ。 併し まづ 之れ を片 づけな くち 

や。 咋日は 一 曰 怠けて 25 たからな。 少し やり 出す と 後ろ 

の戶を あけて あいつ が 來 るの だリ 

代 あいつって 誰です。 

井 藤色のお 召 を 着た 奴 さ。 

代 だれで せう 0 

井 そうつ と： おから 入って 來 るんだ。 あの 女が …： 。 

代 ぁ&巴 子が 惡戲 をす るんで すね。 

井 (低く) あの 女 だよ。 

代 それ は 不可ません ね。 

井 今日は まだ 来ない。 だから 今の 中 にして置くんだ レ 

お ま へ は 向う へ 行って ゐろ。 用がない のに 來 ちゃい けな 

いよ。 

代 はい。 (少し 不 霧な 面 持で 居間の 方へ 去ろ) 

(しばらく 間。 音彥 入リ來 ろ。) 

0 お父さん。 

井 aH ん 、あげて) うむ。 お まへ か。 (又 書き初める) 

彥 お母さんが 歸 つて 來 たやう です ね。 

井 うむ。 c 書きつ V けろ) 奥に ゐる。 

彥 (近よ つて 机上，^ 兑ろ) お父さん〕 何 をして ゐ るん 

です。 あなた は 書いた 字の 上へ 何 か 書いて ゐ ますよ。 そ 
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音 金 音 金 


んな事 をな すつ ちゃ 皆ん な 解ら なくなる ぢ やありません 

力 

个： 井 うん。 これ か、 これ は が g 岡に ゐた 時分の ノオト 

だ。 馬鹿な 事が 書いて あるから なほして ゐ るの だ。 此時 

分 は 俺 も ml 鹿 正西だった もの だ = 見ろ、 此處 にこん な靠 

が 書いて ある or 九 頭の モルモットに 試みし も 九 頭と も錢 

死せ り」 だと さ。 こんな 事 を 書いて 置いた ノオトが 殘っ 

て 居ち や、 俺の 仕 ごと はいつ になっても 出來 上り やしな 

い。 (ぐっと 力^入れて 梓，^ ひく) 

昔 彥 あ、 お父さん、 そ こぢや 無い： P やありません か。 違 

ひます よ、 そこ は。 それ は 藤 井 君の 書いた 方です よ。 (大 

聲，^ 立てろ) 

金 井 (怒って) お まへ は 仕 察の 邪魔に 來た のか。 出て ゆ 

け。 何 をぐ づ くし てゐ るんだ 。折角 渉 つてる 處へ 来て 0 

今 曰 は あれが 來な いからい、 と 思つ てゐ たら >  £M 樣が來 

て 妨げ るんだ なリ 

.^V0 い、 え >  お父さん。 妨げなん ぞ しゃしません よ。 

金 井 い k から 行け。 It 子と お まへ は 一 緒に なって 俺の 仕 

事 を 邪魔 をす るんだ。  . 

音虔 (冷 かに) さう です かねえ。 お父さん 0 あとで 母が 

來 たら 訊 い て 御 覽 な さい。 母 は 今日 もき つと 來 ますよ。 

藤色のお 召 を 着て …… 0 


井 お まへ は あれ を 知って ゐる のか。 

0 だってお 父さん C 口から きいたん です もの。 

井 あ \ もう 行つ て れ。 行 つ て SK れ。 

彦 行きます とも。 (出て ゆき 乍ら) いづれ がよくお 

禮を云 ひませ うから，： r  (^場： ：- 

(金 井 博士 低く 呻って 後， 化 n^BI リ、 1^,^ 兩 手で 抑 へ て 

ゐ たが I やがて 氣 l^tl めて 又 仕事に か、 ろ。 眼が 輝い 

てく ろ。 風の 音。 次で 大沈 博士 ふと 筆， 5<と> める 0 

し. はらく して 靜か に 戶，^ 開いて 巴 子- 藤 のお 物 vJ- 沿 

て 入って くろ。 戸の 返- YrJ つと して ゐ る。) 

(博士 幻覺 に なやまさろ、 體。 やがて 思 ひ 切 つ て 後る 

, 屮ふリ か ヘリ、 巴子，^2^0。 いたく S きたる 樣 子。) 

金 井 (立 上って、 手，^ 伸ばし 乍ら) あ kit 子 か 0-—— (と 

一 H つて. 步き3£さぅとすろと、忽ち異樣な1.り,^^^;^して、 

眞^^：に^の上に例れろ) 

巴 子 あつお 父 さま！ (甌 けよ つて) 兄さん！ 大 ij で 

す。 大變 です。 お 父 さまが …… 0 

音彥 (後から 戸.^ 開け ズ入リ 來リ) どうした？ どうした 0 

巴 子 お 父 さまが 氣絕 なさい ました。 どうし ませう。 どう 

しませう。 (塊 士の體 の 上に 泣き伏す) 

音彥 うん。 たうとう かうな つた か。 

美 代 (萆 に 驚いて 居 問よ リ入 リ來 ろ) どうし たんです。 


子 父- 井 <t? 
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"Mi-  m 1? 巴 し 
彥代彥 子げ < 


藤 井 解りません な。 奥さん， ー體 どうし たんです。 

美 代 私に も 解ら な いんです。 私 5^ 今歸 つて 奥の間で 着か 

へ をして 居ります と、 急に こ、 で大聲 がする ものです か 

ら、 來て 見る と此 始末なん です。 ；：^は何が何だか. …… さ 

つばり 解りません U 

f0 藤 井 君！ それ は 僕が 知って 居ります" これ はすべ 

て 僕の した 事です。 巴さん。 まあ さう 泣く の はお やめ。 

これ は 一 つも 君の した 事ぢ やない の だ。 

巴 子 (泣 さ 乍ら) い、 え 私が したので す 。私が わるい の 

C す。 

音彥 いや。 みんな 僕が 畫 策した 事 だ。 お まへ は 只 僕の 手 

先に 使 はれた 道具に 過ぎな いの だよ。 此 恐ろし い 人形 芝 

居の 幕内に は 黑衣を 着た 恐ろしい 惡魔 がゐ るの だ。 それ 

は 外で もない、 此 俺なん だリ 

藤 井 で 君が どうしたと 云 ふんです。 

f0 君 は 父の よく 見る と 云 ふ 幻 覺の話 を 知って ゐ たね〕 

(藤 井うな づく) 僕 は あれ を 利用して、 巴 子さん を 唆 か 

し、 死んだ 母の やうに 裝は せて 父と 對 決させた のだリ 

藤 井 何のた めに そんな 事 をした のです。 

t 父の 母に 對 する 煩悶 を いやが 上に 大きく する ために 

さ 0 

藤 井 では 君 は あの 上 弱った 先生 を 苦しめる 氣 でした ので 


(< お 井^  士，^ 見て) あつ！  (^けよ つて) あなた ー 

どうし たんです。 ； S にこん な …… あなた！ あなた！ 

(と 呼び立てろ) 

しげ (次で-踏， e-is レズ 入リ來 り) まあ 皆樣！ ー體 これ 

は …： 。 あつ！  =:sr か …… (^けよ つ て) 且那 

0!  n; 那 iis! あ 、もう 息が 絕 えてお 了 ひなす つた。 

巴 子 ぉ母樣 * どうし ませう。 どうし ませう 0 

J  (脈ん 見て) あ i もう 脈 も 止まって ゐる。 

类代 おしげ！ 早くお 醫者樣 を 呼んで 來 ておくれ 0  EJ1. 


(あた ふたして) はい." (去る) 

兄 様 0 どうし ませう。 どうし ませう 0 

もうお そい ー 仕方が あるまい よ" 

siH 彥 さん。 あなた 一 つ 人工呼吸 を I て 見て 下さい。 

僕 どうす るんだ か 知らな いんです。 

(此時 急に 助手の 藤 井が 入って くる。〕 

藤 井 どうし たんです。 あつ！ 先 半： が 倒れて ぉゐで す 

ね。 (近 i つて 診る」 皆々 無言) これ はいけ ません！ 

どうも 心" らし い。 aw か に 四沒， ^見廻し) 一 體ど 

うしたん です どうして こんな 事に なった のです 0 

巴 子 みんな 私の せゐ なんです。 私が わる いんです 。私 を 

どうと もして-下さい 0  ( 位く) 
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すね。 

昔 彥 さう だ" 

藤 井 あなた は 先生が 心身 共に 弱つ てお ゐ での 事 を 御存じ 

でしたら うね。 そんな 事 をして 精神に 激動 を與 へる と危 

險な 效果に なる 事 位 ゐ 御存じ でしたら うね リ 

J ぇ&。 滿更 知らない 事 もありませんでした。 

藤 井 では あなた ほ 初めから かうな る 破； III を豫 想して した 

のです ね。 

香彥 いや。 まさか かう まで 激しい 效果が あらう と は 思 ひ 

ませんで した。 それ は 天の 仕事です。 僕 は 只 父の 悔恨の 

さ ま を 少し 精し く 見たい ばかりだった のです。 

藤 井 併し それ は 辯 解に はなり ません。 法律の 罪 こそ 受け 

ない けれど、 これ は 立 泥な 殺人です。 あなた は 恐ろしい 

下手人です。 

音彥 さ， つです 殺人です。 而も 立派な 殺人です。 併し さう 

云 へば 父 は 母 を 殺し まし た 。而 し て 私 を も 殺す 處 でした。 

嘗っ て 父の 犯した 殺人が 道德 的に も 罪に ならぬなら、 勿 

論 今の 私に も 罪 は ありません。 僕 は 法律上 は 勿論 德的 

にも 公明正大です。 

藤 井 では あなた は あの 離婚 は罪惡 だとお 考へ なのです 

ね。 私の 聞いた 處 では 確か あの 離婚 は： 方 合意の 上な す 

つた-止 當な ものだった と 云 ふぢゃありません か。 


昔彥 成程 母 も 同意し ました。 併し 同意す るより 外に 道が 

なかった のです。 あの 場合つ まらぬ 抗辯は 只 父の 疑^ を 

大 にす るに 過ぎません からね。 母 も 日本の 女性と して 

も腎 明なる 泣 g 入 をした のでせ うよ。 

井 では 内心 は ともあれ、 あなたの 母に も 科 はあります。 

S さう です。 私 は 父の 罪 を 憎む と Elt- に 母の 罪 を も 恨 

んでゐ ます。 併し 母 は 北 H 負へ る だけの 罰 を 負うても- 「地 

II へ 行きました からね。 

藤 井 では 君 は 天に 代って 父に 罪 を 加へ ると 云 ふので す 

か。 あなたに そんな 利が あります か。 

昔 彥 あります とも * 立派に 正 當な理 .S があります。 嘗て 

父 は、 自ら 一 個の 感情の ために 私 を儀牲 にして 顧み ませ 

ん でした。 私の 意志 を 全然 度外視して， 氣 儘に 親た るの 

灌利 を 揮って 私の 前途 を陪 くし たのです。 成程 私に は當 

時 親 の 個人主義 に K 杭して 子た るの 權利 を、 張す る 意志 

がありませんでした" 併し、 あの 時の 父の 行 か あなた 

の： K ふ 通り 正當 であるなら、 今日 僕が 成長して 來た 子た 

るの 權利 を、 ェ 張し、 嘗て 受けた 不幸の ために、 自分の 感 

情の 淸算 をす る の に 何の 不都合が ある の です。 嘗て 父 は 

父で 十分 父 の 權利を 揮 ひました。 今 は 子 が 子 で 子の 復醬 

をす るので す。 

藤 井 復 響です と？ 
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Ijjlc^J さう です o これ こそ ほんとうの ベラ • ゲ ェ ンデタ で 

す。 あ 、- これ こそ 親た ちの 離婚に よって 不幸の 限り を 

？ la め盡 した-たに とつ て の 福 昔です。 親 親たら ずん ば 千 も 

, 子た， りず。 これが 口々 の銘 言です リ どうです 解りました 

かリ 

^井 ^；；：は恐ろしぃ事を；；ムふリ 

f  に 角 S!K はもう 此 家です る だけの 事 はして 了った〕 

では 左様なら。 いづれ.； S い 穴々； 間と、 永い 時間の 間に は あ 

なた 方と 公 HI か 街 1^ で，^ ふ 事 も ありませ う。 よし 會 はぬ 

にしても、 離婚に よつ て 逆境 に 立 つ た 子 の た めに 此の 主 

張 を 傳 達し て^く E 力 Q 話 を い た ら >  それが 僕 だ と 田 3 つ 

て 下さい。 

0^ では^；：は此はすぐ出て行く氣なのか。 

f  (之れ に は 答へ す LL) 左： li なら-皆さん。 (父の 死 

屍 1^ 指して) さんで 此人 のために 祈つ て 下 さ い 。此人 

も 私 向 様 不 幸な 人 だ つたの です。 今と な つ て は 私さ へ 此 

人の ために 祈って やりたい 氣 がします。 併し 私の 手 は 祈 

る には^り に 汚れ 過ぎ てゐ ます か らね〕 左樣 なら。 

(啞 然とし/ねろ 一：： 人，^ して 出て 行く じ 

膝 井 (やがて- リ.， つて) 怖ろ しい 男 だ，. (外で 口笛 

の錄が n える。 藤 井 i:.^ いで 窓の 處へ 行き、 窓 yj- あけて 戶 

外 1^ 見る。 吹雪が 激しく 吹 さ 込む。 藤 井に 1^ つと 見て ゐ 


ろ C) 

美 代 もう 行？ ました か。 

藤 井 めて) 眞っ 直に， 吹- S の 中 を 口笛 を 吹き 乍 

ら驅 けて 行きました) 

(比.：：：々 無言。 藤 弁 痛ましげ に 死屍， 化 凝視す る。 吹雪の 

音。) 

1 幕 .— 
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^  ^  (田圃 劇 il 慕) 


三 瓶 覺右衞 門 老農 小 地主 (六 十 鼓 位) 

同 あさ その 妻 (五十 五六 錢) 

同 覺江 その 長男 (二十 六 歳) 

同 覺次 その 次男 (二十 三 歳) 

伊東 德次郎 叔父 海員 (四十. 五六 歳) 

佐久 間よ ね 隣家の 寡婦 (四 十 歳 位) 

同 さよ その 娘 (十九 歳) 

相 良 賢 造 村役場 書記 (二十 三 四歳ソ 

時 代 

現代。 正確に 云へば 明治 四十 年頃。 時日の 經過 は、 第 

二 幕と 第三 幕との 間に、 七 年 を 要す。 

場 所 

東北 地方。 ある 小 都^より， 約 一 里 を 離れた る 農村。 


來 お!?？ 
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も， ^ビ^く 伸し、 雜. お，^ 蓄 へたろ 角 瓿の靑 i^。 

相. U  ($- 次.^ ど 認めて) あ、 m せ  1- さん、 其處に 居た のかい。 

K 仏 次 0^ よ リ^め たやう に 身.^ 起し. 少し 不興げ- し) う 

む。 何 だい。 どうし たんだい。 

相 良 今 母屋の 方 さ 行ったら、 贵方ァ 背戸に：；； 5 るつ ち ふか 

ら、 廻って 來て兑 たんだ わい。 そん ぢぇも K ぐ會 へて よ 

かった！ 

资次 (わざと. E ばくれ て) 何 か 急な 川で も あんの かい。 

ffl.R 急な W ちふ譯 でもね えけ んぢ よ. 覺 次さん。 俺ァ鳥 

方の 事に 就て、 へ ンな話 を 問いた もんだ からない。 

そんで ぬ か^か と 思 つ て、 £;3； 方に 閱き に 來 たんだ わ い 。 

^次 ふうむ。 何 だい。 其 へ ンな 話ち ふの は？ 

相. H へ ン もふ譯 でもね えけ んぢ よ， 何だか 贵方ァ 急に 東 

京 だか 横演 だか さ 行 くんだ ち ふで わえ かい。 それ ァ ー體 

かい。 

S うむ。 其 話 だら、 ま ァ眞實 だ わい。 11 だけん ぢょ、 

どうして そんな 事が 解った い 。誰から 聞い たんだい。 

相. H あの、 小 使 ひの 金さん が • お 隣り のおよ ね 婆さんに、 

il いて 來 たつち ふんだ けん ぢ よ， 話が 餘り 急なん で • 何 

かの §i 違えで ねえ かと 思って、 そんで 俺ァ 13 き！ si しに 來 

たんだ わい。 f お 藤 助役なん ぞも贿 だべって 云って ゐ たか 

ら ない。 11 さう かい、 そん ぢゃ 矢っ張り 眞 I- かい。 ふ 


うむ。 11 だけん ぢょ、 何 だって 又、 そんなに 俺等に 匿 

して、 そんな 遠く さ 行く 氣に なつたん だい。 

次 別に 1^ して ゐ るつ ちふ譯 でも 何でもね えけ んぢ よ、 

急に さう 云 ふ 事に なった もんだ からない。 面倒 だからい 

つ そ此儘 誰に も 知らせね えで、 行つ ちま ふべ と考 へて た 

んだ わい。 けん ぢょ、 ft 方に 知れつ ちまつ たんだら， は 

ァ 仕方が ねえ。 11 實 はない。 一昨日から 三春の 叔父 さ 

ん が、 自家 さ歸 つ て 來 てゐ てない。 

相^3^ うむ。 さう だってない。 

覺次 其 叔父さんち ふの が、 西洋 料理の 料理人に なって、 

今は.^^:米利加通ひの汽^|に乘っ てゐる もんだ からな い。 

色々 船の 話 や 横 濱の話 を 聞いて ゐる 中に、 何だか 急に さ 

う 云 ふ處さ 行って 0- たくな つてない。 急に、 叔父さんが 

歸る 時、 一緒に 連れて行って 貰 ふ 事に なつたん だ わい。 

相 良 ふうむ。 さう かい。 そして 一 體. 何日 發 つんだい。 

覺次 叔父さん は 明日 歸 るち ふから， 明日 一緒に 行く ベと 

思って。 n 

相 ftj え、 明日？ 

璺次 うむ。 明日 朝早く。 

相 良 それや ァ又 えらい 急で ねえ かい。 明日なん て。 ほん 

とに 飛んでも ねえ。 そんな 急な 話て 在つ かい。 11 どう 

にかもう ちっと ゆっくり、 二三 日 先 さ 延ばせね えの かい。 
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覺次 うむ。 そん ぢ やって、 叔父さんに^^んで、 歸る時 無 

理に ー锗に 連れてって 貰 ふんだ もん。 そんな 勝手な 事 は 

出來 ねえ わい。 それに 叔父さんと 一緒に 速れ てって 貰 は 

ねえと- 橫濱の 町の 樣子 もよ く 解ん ねえし、 汽船なん て 

寫眞で 見た つきり、 一 度 も 本物 を 見た 事せ えね えんだか 

ら ない。 どうしたって、 明日 一緒に 行かな くって なんね 

えんだ わい。 

相 良 それ はさう だべげ んぢ よ， そいつ は 又 困った 話 だな 

ァ。 そん ぢゃァ もう 逡別會 一 っ出來 ねえで ねえ かい。 實 

はない、 貴方が 遠方 さ 行く ち ふ、 #を 聞いた 時、 助役と も 

相 t, 秋し て 話 を 決めた んだ がな い。 若し それが m 實だ つ た 

ら， 一 つ 村の 靑 年，^ 3 で 盛大な 逸 別 <|3 を 催して、 首途を 祝 は 

うち ふ 事に なって るんだ けん ぢょ。 それ ぢゃ 廻狀ー つ 廻 

す 事 も 出来ね えで ねえ かい。 

覺次 いや， そんな 事 だら、 どうか やめに して 下さん しょ。 

俺ァ そんな 事 をして 騒いで 貰 ふの が 厭 だから、 誰に も 云 

はねえ で、 こ つ ，でり 行つ ちま ふべ と 思 つ ただから. S 

傷 的に.：：； 雍な 口調で) 俺が 今度 出かける のなん ざ ァ-そ 

ん なに 靑年會 の 人達に、 首途を 祝って 貰 ふやうな、 大し 

た 事で も 何でも無えん だから」 …… 

相 良 そん ぢ やって 村の 若え 手 合 も、 方に 挨拶 一 つし ね 

えで. 遠く さ 行かれつ ちまったら、 餘 りい、 氣持 はしね 


えべ でね え かい。 貴方 だって 何も、 そんなに 夜逃げ 同樣 

に、 發 つて 行かね えだって い \ でね え かい。 

覺次 (少し 激越に 併し 又 冗談ら しく) いや、 夜逃げに 違 

ひな いんだ もん。 尤も 村に 見棄 てられたん だか、 村 を 見 

棄 て- -行 くんだ か、 俺に も 分らね えけ んぢ よ。 …… 

相 良 馬鹿な 事 云 ふもんで ねえ わい。 貴方の こった もの、 

どうせ こんな 白壁の 土藏ー つねえ、 開墾の 瘦せ 村に ：：^ た 

つて 初まん ねえから- いづれ 橫澳 なり 京な りで- 一と 

旗 上 げ て 歸る氣 だ つ ち ふ は、 ちゃんと 俺に は 分って ゐ 

る ぞい。 だけん ぢょ、 向う さ 行って 一 膣 何になる りな 

ん だい。 そこは貴方の^^だから* 間違え は あるめえ けん 

ぢょ& 

覺次 さァ、 何に なんだか、 はっきりと は 俺も考 へて ゐね 

えんだ わい。 11 さう だな ァ、 ま ァ鬼も 角 も橫懷 つち ふ 

所 さ 行って 見て- 惡く 行け ァ 波止場 人足 か、 うまく 行つ 

た ら船 に 乘せ て 貰 つ て、 ボ ー ィ で も何 で もする^0りな ん 

だげ んぢ よ。 …… まァ其中にァ何かぅまぃ仕^£?-にぶっか 

つて、 成功して 歸 つて 來られ りゃァ 儲け もの、 成功し な 

けれ ゃァ、 一生 歸 つて 来ね えで、 何處 かで 野 倒れ 死 をす 

ろ覺 悟なん だ もんり 

ffl 良 そんな 事。 貴方の 事 だから、 成功す るに は 遠え ある 

めえ けん ぢょ * よく まァ 一人で 思 ひ 切って、 さう 云 ふ！ 
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さ 出掛ける 氣 にな つ たもんだ ない。 其 怠 氣に對 し て も • 

^で 一 っ首^::^を祝ひてぇもんだ- 11 どう だべ。 そん ぢ 

ゃァ 一 つ：： K- から、 俺ァ 直ぐ 役場 さ歸 つて、 助役 ともよく 

相談の 上、 何とか 馳け 廻って 皆に 知らせる 事に しっから • 

今夜 一 つ 心ば かりの； 逸 別， をす る やうな 都合に して 吳ん 

にえ、 かい」 そんなら 好かん ばい。 

资次 いや、 その 事なら 何ち ゆった つて、 止めて お 吳んな 

ん しょ。 そして 俺が 鼓った 後で- 贵 方から 宜しく 村の 手 

合に： K つて 下さん しょ。 それに 今夜 は 家の 者 だけで、 何 

だか 经 別，^ みて えもの をす るつ ち ふから。 

相. U さう かい。 それや ァ どうも 殘念 だない。 

w.,^ なァ に、 や：！ 別 <S:i なん ぞ して 賀 ふより は、 後で 皆に 名 

？ おり 惜しが つ て賀っ た 方が、 何 ぼ « 持が い & か 知れね え 

からない。 そして 若し 成功で もして- 錦 を 飾って 歸 つて 

來 たら、 其 こ そ歡迎 でも、 祝 r;- & でも 何でもして 

貰 ふべ だから 其 時まで、 どうか 待って、 ぉ吳ん なんし 

よ。 ひょっと すれ ァ、 一生 そんな 時は來 ねえ かも 知ん ね 

えけ んぢょ 0 …… 

S さう かい。 方が さう 迄 云 ふんだら、 贵方も 忙し か 

ん ベから、 今 曰お 互に 無理 をして、 氣ぜ はしね え 经 別會 

なん ぞ する よ り- fi!; 方が 成功し て 歸る日 を * 樂し みに 待 つ 

てる^にし やすべえ。 ほんと に 心 り だけん ぢょ 。な ァ 0 


覺次 どうか さう 云 ふ 事に してお 吳ん なんしょ 其 代り 歸 

つ て來る 時に ァ、 此方から 賴んで 花火で も 何でも 上げて 

賀 ふから、 in . どうか 助役さん 初め. 靑年會 の 人た ちに は 

{05 しく 云って ぉ吳ん なんしょ。 ない。 さう 云 ふ 俺が 氣持 

だけ は 、他の 人 だ ら巧〕 も も、 贵方 に はよ く 分って おつべ 

から。 俺ァ かう して 發っ 前に 贵 方に 會 へて、 幾分 か 心 持 

を 話した だけで. もう 滿足 なんだから。 ない。 (感傷的 

にソ 資方も は ァ どうか 是で、 後 何にもし ねえで お. おんな 

ん しょ。 そして 俺が g つ 迄. 貴方 一人で 默 つて 居て ぉ吳 

ん なんしょ。 哲が わやく 來 ると 困つ から。 なつ 賴ん 

だ ぞい。 ぃ& かい。 

相 良 はい。 そん ぢ やら 俺 も、 今夜 だけ まァ 知らね え ふり 

をして、 皆に ァ默 つて 居る わい。 後で 恨まれつ ぺけん ぢ 

よ。 でも、 さう 迄 貴方が 云 ふんだ から、 此處ん 所 は 俺が 

靑年會 の 代表 をし て、 今夜お 別れに 来た 事 にして置くべ 

え。 —— だが、 費 方が 居なくなる と、 靑年會 の 文化 部 も 

淋しくな つて 困ん なァ 0 あ 0 囘覽 文庫の 方 は、 どうかし 

て やって 行けつ ベけ んぢ よ。 文化 講演 會の方 は、 俺達に 

ァ うまく 出来れ や ァぃ& が。 ：：： 

覺次 でも、 今度 小學 校へ 來た あの 今 井先 生が 居つ から、 

まァ あの人で も 中心に して- 何とか 續 けて 行った ら 好か 

ん ばい。 折角 一 と 月お きに 鼓まで 二 年も績 けて 来たんだ 


から > 

相 良 まァ そこら は 何とか、 俺 も 一 つ 骨 を 折って やって 見 

やすから- 安心して 成功して おいで なんしょ。 其 頃 は ひ 

よつ とすると 靑年會 でも、 一 つ 理想的な 公 會堂 でも 建て 

てゐ るか 分り やせん ぞい。 

覺次 建て. - なかった ら、 其 時 ァ俺 がーつ お ^ 附し て、 建て 

る 事に する わい。 

相 良 そん ぢゃ ァ、 まァ其 時まで 建てね えで 待って ゐ るか 

なリ 

覺次 ほんと に 其 時に ゃァ、 學校 でも 避お 2^ でも. <ム31 でも 

競馬場で も、 何でも 建て.^ 寄， 附 しっち まふ わい。 何 ほ 金 

なん ぞ 儲け て 来た つ て、 結句 そんな 事で もしな けれ や 

ァ、 仕方が ねえから ない。 

相& そん ぢ やらば^ の 事、 早く 1^ 功して 歸 つて 貰 はねえ 

となんね え "其 時 は俺ァ 何よりも 村の 收人 へ.：： i にして 貰つ 

て、 寄附 金の 鞘を联 つて 暮 してえ もんだり は は。 

覺次 そんな 事になる と 不可ね えから、 ま ァ當分 は 成功し 

ねえ 事に する かな、 

相 良 いや、 ほんと に當 にして 待って ゐる ぞい。 其方が 俺 

が 福 島 さ 行って、 普通 文 {R の 試驗を 受ける より、 まだし 

も 見込が あるち ふもん だからな い... は. -は J 

覺. そん： V？ やま ァ當 にして 待って さんしよ。 (淋しく 笑 


ふ) 何年 先の 事 だか 知ん ねえけ んぢょ 

相 良 全く それ迄 は、 俺 も 淋しい なァ。 是 でも 俺ァ、 木當ー 

の 話 相手 も ふの は、 贵 方の 方で はさう でも あんめえ けん 

ぢ よ、. 覺 次さん 一 人 きりだ からな ァ。 ちゃんと 高等 小 g!. 

を卒槊 したの は、 貴方と 俺と- 大新 EF の吉 田き.？^ なんだ 

もん。 

覺次 淋しいて 云 ゃァ？ 俺が 方が よ つ ぼ ど 淋し いわい" 

相 良 そん ぢぇ も、 贵 方の 方 は 張 合が あっから い. - わい。 

當 分は殘 つ；； i 人の 方が 餘 計に 淋しい に 違えね え。 11 M 

方ん 所の 兄さんなん ぞ も、 さぞ 淋しがつ てべ。 あ V し 

て 貴方 を 鎖り にして、 自分 は a. 間が 出來 ねえ 代り、 ？： ：！： 方 

を 中 學校さ まで やった 人 だ もん。 

畳. T^i- (少し 1= い 親ん-し 一- 0 な ァに、 それ 程で も 無かん ベ 

わい。 11 それに 兄 に は 嫁 ま で定 つて、 家の W 畑 を！^ 

し てれや ァ 何の 苦勞も 無えん だもの 。 

ffl 良 さう だってない。 隣り のお さよつ ぼう、 た、 つとう 矢 

つ 張り 贵 方ん 所の WW 兄 さ ん さ * 嫁に 行く 事に 定 つ た ん だ 

つてない。 覺 江さん も， 默 つて ッ けん ぢ よ， あんで なか 

なか 隅に や ァ 置け ねえんだ な い し ,11 消防 の 小頭に ゃァ 

選擧さ れ るし， い、 嫁 は 貰 ふ^になる しする もんだ か ら , 

^禮 の晚 にや ァ， 二人が お 人り になる つ 頃、 何處 かの^ 

塚 さ 火で もっけて、 半鎗を 打つ 叩 い て吳れ ベ つ も ふ 談 
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を、 內々 若い 手 合でして るち ふ 話 だ ぞい。 

S 次 (浮か 笑.^ して) そんな 2;1に<!2 つも や ァ哥兄 も 

堪ら. ねえな。 

ffl.u^ ほんに。 全く やり ねね え 手 合が 揃ってる からな。 

俺 だって 其 時ァ， 啣 筒の 筒 口 位， 贵 方が 家 さ 向けね えと 

も K られ え。 

次 (淋しく 笑って) ふん 0 ま ァ俺は 明曰發 つち まへば、 

そんな 惡戲 騒ぎ の 飛ば つ ち り を 受けね え で 濟むゎ い 。 — 

11 (首 1^ 變 へて) そんなら 相 良さん。 どうか 村の 手 合 

に は {且 しく 鎖んだ ぞい。 今夜 は默 つて ゐて、 明日 俺が 發 

つち まつてから ない。 

えい。 それや ァ 確に 引受け やした。 

$^ そん ぢ やら これで、 方と も當分 永い 間の 別れつ ち 

ふ $1- にしゃせ ぅ。俺も是 で？；3^方と 是だ け 話して 別れ、 ば、 

もう 本望ち ふもん だから" 

fflA さう だない。 そんなら 俺 も * これで； ％殘 り 惜しい け 

んぢ よ、 別れる つて 事に しつべ。 明日の 朝 は 何時頃なん 

だい。 せめて 俺 一人で も、 明日の 朝見. 逸りて えんだ けん 

；: よ 0 …… 

恐 次 いや、 ほんに 其 心 a だけ は， お 願え だから、 しねえ 

で 下さん しょ。 何にも かも 叔父さん 次第なん だから、 時 

もよ く 決って ゐ ねえし、 なまじ、 未練が 殘る やうな もん 


テ 力 *レ-  

相 良 さう かい。 それ ぢゃ俺 も是で >  貴方が 成功して 歸る 

まで" 當分會 へね えち ふ譯 だな い。 ！ (近寄 つ 5 そ 

ん ぢゃ是 でお 別れに しゃす 」 せいん \ 身體を 大切 に し て , 

まァァ 一 生 懸命お 稼ぎなん しょ。 左樣 なら。 丈夫で 行つ 

ておいで なんしより 

次 左樣 なら C 吳々 も 後で 皆の 人に {且 しく。 

良 畏り やした。 左様なら。 

次 左樣 なら。 

良 (行き かけて) そして 俺 だけに も、 時々 は 便り をし 

てお 吳ん なんしょ リ 

覺次 えい、 暇が あったら 責方 も、 でも 俺が 方に はそんな 

餘裕が あっか どう だか。 …… (打 切ろ やう-,:) ぢゃァ 左 

樣な ら。  " 

相 良 左様なら。 父ゃ哥 兄さんに しく。 

(相 良 兑返リ な-から、 來た 方向へ 去ろ "a 少し 出で. -> 

日影 きらつ き、 竹教戰 ぐ。 覺次、 さ マが-,, ifi い ST 相 

ft{ の 去った 方ん、 見送って ゐ たが、 吐息.^ 1 つ ふ ー つと 

吐 さ、 先刻 急いで 懐中した 會話 書^取 出し * 心络 *g け 

て讀み 初めろ。 no) 

(左手、 母 M の 方よ リ， 兄 畳.；； r  li,, や 背に して 出て 來 

ろ 3ぉ 墨な >  媒^ら しい 靑ギ、 野 ft! お 1 化 着て ゐ ろので， 
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すっかり 百姓 じみて 見 ゆ。〕 

覺江 (弟 認め) おい。 まだ こんな 所に 居ん のか。 

S  Oib かぬ い 幼で) あ \ ん。 

覺 江 まあ ちっとお ッ母 ァん側 さ， 行って 居ね えで もい \ 

ク、 0 

の 力 a 

覺^  (少し，： 0 棄氣味 LL) 俺もう 厭 だ。 何 かッち ふて ぉッ 

母ァ 泣いたり してば かり 居 るんだ もん。 

B 仕方 あんめえ。 今夜つ きりで ねえ か。 

久 そん ぢ やって * もう 話す 事 もね えし、 くどく、 何 だ 

つ て そんな 遠く さ 行く 氣 にな つ た つ て、 何度もく 聞か 

れッ と、 何 ぼお ッ母ァ だって、 俺ァ 1^ になつ ちま ふわい。 

覺江 (點 頭いて、 それから 鳥渡 思案した. 木) だが なァ覺 

次。 ほんと に 俺 も、 お ッ母ァ と は 遠 ふけん ぢょ * 何 だつ 

てこん なに 急に、 お前が 亜米利加 さ 行く 氣 になった か > 

よう ッく 聞きて えと 思って ゐ たんだが な。 俺 もま だ 得心 

がいかね えんだ。 ぢ やから、 お前 は 厭 だべけ んぢ よ、 俺 

に 一 っ此處 で、 本心 を 聞かせて 吳ん ねえ か。 ー體、 何し 

て そ ん だ氣持 に なつたん か。 ど んな 見込が あんの か 0 —— 

覺次 (さう 一 H ひ，； a した 兄の 額ん. 初めは 少し 怒った やう 

な 恨めしげ な 眼で 返した が、 强； て 輕蔑ォ る やうな、 

* しい 微笑,^ 浮べて) ふ、 「む 。哥兄 もま だ、 そんな 事 云 

つて るん かい。 それや ァ ない、 幾度 も 父 やお ッ母ァ の 前 


で 云った 通り、 俺 だって、 何 曰まで こんな 村に * 壎 ほつ 

て も 居た くねえ からない。 折角、 中學校 さまで やって 實 

つたり して、 英語の 一 ッニ ッも覺 えたんだ もん、 ちっと 

は それ も 實地 に 試さね えと、 甲斐 が ね え ち ふもん だから 

ない。 …… T 度 三春の 叔父さんが、 あ、 やって 來て、 船 

さは 只で 乘 せて やる つち ふし • 亞米利 加 さ 行けば、 何 ぼ 

でもい i 事が ある つ ち ふ か ら、 急 に そんだ 氣 にな つ た ん 

£ つ、： 5 

覺江 0,^っ と沈驥に弟，^見凝めて) 其 話 は 何度も！ il いた 

けん ぢょ， 俺ァ どうも それだけで ir 何だか 得心が いか 

ねえ。 何だか、 まつと お前の 心に、 奥が ある やうな 氣が 

してなん ねえ。 ，11 お前、 何 か 俺に 不足で も あんで ねえ 

のかり 

覺. 夂 (下 向いて ゐ たが、 つと 正面から 兄，^  U--.?J して：^ 

そんだ 事 はねえ よ。 そんだ 事 は". 1 . 

覺江 い、 や、 そんで ねえ けれ ゃァ， 何 か 父の やり 口に， 

不足で も ある で ねえ の か 。田地 W 畑. を み んな 俺に吳 れ て、 

お 前 にや ァ 學問も さ せた し， 舉校 の 先华； で も 幕 の 役 

人で も  >  何 にで も 成れる やうに してやった. から * 家 も 土地 

もやん ねえなん て； k ふの を， お前 恨ん でんで ねえの か . 

覺次 (頭，^.,;? 亡し 振って) い、 や. そんだ 事ァ ねえ、 そん 

だ 事 ちっともね えぞい！ 
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いや、 ひよ つくらして、 そんだ 事 を ちっとで も 思つ 

てんだ つたら. 俺に だけで も 打 il けて 吳ん ろ。 俺 だつ て、 

お前と は 兄お ちゆっても * 不思議な 位， 本 氣でロ を S い 

ナ"^ も尠れ えし， 俺 は 父に 可愛がられ. お前 はお ッ 母の 

可-おつ 干で、 そんだ に 仲 は い 、 つち ふ譯 でもな か つ たけ 

んぢ よ， 他 だって 是 でも 矢つ 張し， 兄弟の 情 合， くれえ は 

持って る g0 りなんだ」 だから、 お前が 父の やり 口に 就い 

一、 か 不足が あっか >  家も十：地も5^<れられねぇんで， 

此. K の 家 を 追ん 出される やうに 思つ てんだ つたら、 どう 

か さぅだ^^-は 思 はねえ で • 何時まで も此家 に 居 て おん ろ。 

父の；： ムふ 通， リ、 家 も E 地 も >  すっかり 俺の 物に なった つ 

\」>  俺ァ 決して 俺 だけの ものに ゃァ しねえ。 决 してお 前 

を 邪 になん てし ねえ だから * どうか さ- 「だ氣 を 起さね 

えで GiK んろ〕 父 だって  >  決して さう 思つ てる 譯 でね えだり 

俺 は ヅ ブ の W: 姓 だし， お前 はお S 社員 か 役人が 向き だか ら、 

田地な ん て 無駄 だ つ て 思 つ てんだ 父に は 父の 考へ が あ 

ろ んだ 」 決し て 依 ちふ譯 でね えだ。 

$  (た-. -と う^. りなくな つて、 激しく) 哥兄 "それ は 

何 ほ 俺 だって、 中等教育 を 受けた もんだ" それ 位な 事、 

分って ろ わい リ そして. そんだ 1^* 決して 思って なんて 

£S わえ ぞい。 俺 決して * そんだ 事で 行く 氣に なつたん で 

わえん だ。 此の 家 さ 不足が あんで ねえ だ〕 それよりも 矢 


つばし、 どう し ノ  、 も 他所 さ 行 つ て . 一 旗舉げ て 來 て えだ リ 

何 か 成功して • 歸 つて 来て えだ リ 

江 さう か。 そん ぢゃ ほんと に、 何も 俺ら に 不足が あつ 

て • 亞米利 加 さ 行く つち ふ譯 では、 決してね えんだ な？ 

次 無え！ 

江 ほんと だな？ 

次 ほんと にね え わい。 

に ( r, つと^ん、 见てゐ た が ) さ う か。 ほん ぢ や ら、 俺. 

つまん ねえ 事 邪推して • 惡 かった だ" お前が あんまし， 

浮かね え 顔 をして つから、 俺ァっ いさう s-^ つた だ" 堪忍 

して んろ。 

次 いや * さう だ 事。 …… 何とも 思って はゐ ねえ わい。 

た. やつば し 明日で 家に も 別れる となつ と， 祸し いや 

、つ な氣が す る もんで. 沈ん で 見え る ん だ ベ わ い し 

江 さ うだべ なァ。  そ ん ぢ や らま ァ い. -。 •  • ： . . だ け 

んぢょ >  も. 「ちっとお ッ 母ん 所 さ 行って- まつと 勢の い 

ぃ顏を 見せて やって 4、 んろ" 

次 あん。 後で 行く わい。 

江 父に もな ァ。 

次 あん。 

江 そん ぢゃ 一と さくり 切って 來 つからな。 (鍬，^ ヹ屑に 

す ろ) 
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i …… 。 

(覺 江、 右手の 稻 架の 後ろ、 畑せ」 の 方へ 去ろ。 覺次其 

影，^ 送リ. P しないで、 地 而の屮 つと 兑凝. S た 

ま、、 何事 か 思 ひ 沈んで 立って ゐ る-" 問。) 

(左手、 降 家に？ S する 富の 間よ リ、 R ベお さよ 出で 來る。 

色黑 けれど 0 鼻. 整 ひたろ 村 娘。 覺次 ^一 認めろ と. 鳥 

渡 手拭 被りん」 外しながら、 そっと 近づく。) 

さよ ； '少し 不. おに 呼びかけろ) 覺 次さん。 

覺次 (吃驚し ズ报 向く。 無 一一-一"。 取 繕った やうな 淋しき 笑 

額) 

さよ 0 つと 近づいて ソ こんな 所で 何し てんの。 

S 次 何にもし 

さよ (^次の： ちっと 見て) そん ぢ やって、 泣いて た 

んでゎ えの か い。 

f まさか。 —— 

さよ (しんみりと) ほんに ない。 まさ， か >  泣き もしめ え 

けん ぢょ、 …； 貴方が かう して ゐんの も、 今夜つ きりだ 

もんない。 

(四邊，な0^巡す0) 

fi^  (話題 1 ゃ轉 じて 稍々 皮肉-, 0 あ 哥兄 かい。 哥兄 

だったら、 今 畑の 方 さ 行った から， 行って 見さん しょ-」 

さ よ あら、 厭 だ」 哥 兄さんなん ぞ 見付け て んで ねえ わい。 


覺次 (勇. ^鼓し ズ、 弄 ふやう に) あんな 事 云って」 …… 

哥 兄に 會 ひに 来たんだ ばい。 

さよ あら、、 ほんと だ ぞい owl? 兄さんなん！ てで ねえ ぞい レ 

おら …… 

覺次 まァ、 俺が 此處 に ゐ たって、 別に 關所を か ま へ て * 

邪魔し てんでね えんだか ら、 遠慮し ね えで 行つ て 来さ ん 

しょ。 何も， 俺が 前で， そんなに 惡び れつ 事ァ ねえ ぞい。 

i  (顔， 4^ 赤く して、 激しく 打 し) 厭 だ。 何 を 云って 

ん だい、 覺 次さん = 厭 だ ぞい、 おら。 —— (下,^ 向いて) 

おら、 貴方が 居たら、 貴方と 話しつ ベと 思って、 此處さ 

來 たんだ ぞい。 ？：： ：； 方と 話し 出來 るの も、 今 曰つ きりだ も 

ん〕 

覺次 そん ぢ やって、 俺に ゃァ 何にも- 話 はわえ で わえ か 

、 0 

さよ それや ァ、 別にね えつち ゆへば ねえ けん ぢょ. …… 

何だか、 訊きて え 事が あって。 …… 

覺次 そんな 胡 化し 云って ねえで- せく！..？ 兄，：？ 方 さ.： 仃さ 

なさん しょ。 

さよ CjE 〈级 で) 哥 兄さん C 方 こそ、 話す る icT はわえ で わ 

え かい。 おら. 哥 兄さんと 話 すん の も. 何だか 0: かつ ま 

つて、 S えんだ もん。 
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恐え けん ぢょ〕 恐え の を 通り越す と、 ほんに 抱きし 

めら れ てえ やうな- ^りになる 所が あんだつ てない。 贵 

女 も、 其 おん 所 さ 惚れたん だべ。 

5 よ g. た.， 又。 そんな 事 云って、 おら、 知ん ねえ ぞい。 

おら、 別に w:? 兄さんに、 惚れて なん ぞゐ ねえ だもの。 

よめ C 

$ ^次 もん ぢ やって、 嫁に 来んで わえ かい。 

さよ に 下，^ 向いて〕 仕方ね えだ もの。 偬れ てるつ ち 

ふ ft でもね えけ んぢ よ、 厭な 所 もね えだ もの。 —— 覺次 

さん は * おらが 贵方家 さ * 嫁に 行く のが 不足なん だべな 

ft 次 え？ 何 だって？ そんな^ あっかい！ 

さよ でも 家のお ッ母ァ が-何でも 彼で も豫 知し つち まつ 

て， さう 云 ふんだ もん。 おら だって、 厭な こと はねえ し、 

仕方が わえ でね え かい。 —— そん ぢぇ， 方と は、 ほん 

との 姉 あになん だない。 こんな 姊>  貴方に ァ ほんに 不足 

だべばん ぢょ。 …… 

次 そんな 小 はねえ、 俺 決して 4,- んな事 思 はねえ ぞい！ 

さよ そん ぢ やら、 そんなに 色々 云 はねえ で >  今 曰つ きり 

だ もん >  じんみ り 話して 吳 ん さんしよ。 お別れで ねえ か 

、 0 

^次 (すつ かリ しんみ リしズ 了って) それや ァさ うだな 


さよ (逸み 寄って) ない. 覺 さん。 おら， 咋 rH. れ 方が 

亜米利加 さ 行ぐ つち ふ 話 を， 閱 いた 時から さう 思つ てた 

ん だけん ぢょ ない、 どうして そんなに 思 ひ 切って， い 

所 さ 行ぐ 氣 になつ たんだい" どうか^ かせて 吳ん さんし 

ょリ 

覺， 火 (； r つと おさ よん-見返して. さリげ なく 笑って) せ 

,ぉ， さう 云って、 俺に くけん； りよ、 そんた に 俺が r$ 

米 しんのが、 不思議 なんかい。 

さ ぶ そん ぢゃ つ て、 何 ほ 叔父さんが 來て、 ちょつ くら 勸 

めた からって、 あんまし 急で ねえ かい- それに、 何だか 

樣 子が 變だ もん" 

覺次 さう かない？ 

さよ 何だか おらに ゃァ、 さう 見えて なんね えん. た わい。 

何 か、 あんで ねえ かって〕 11 

覺次 俺に だって >  もっと 出世して えつ 位の、 野心 は あつ 

ベで ねえ かい。 それに * 何 ぼ 行く 氣に なっても、 悲しい 

にや ァ 違えね えで ねえ かい。 急な の は、 前から 思って た 

ん だけん ぢょ、 折が 無かった の を >  叔父さんが 船から 歸 

つて 來 たんで、 不意に 燃えつ いたんだ わい。 11 それよ 

か 外の 事 は、 何にもね えで ねえ かい。 

さよ いや、 いくら さう；； ム はれても、 何だか、 おらに ゃァ 

もっと、 贵方 のさ- 「云 ふ 心の 裏に、 考へ 事が あんで ねえ 
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かと、 思 はれて なんね えん. た ぞい」 尤も それや ァ- おら 

ばっかりの 氣持 かも 知ん ねえけ んぢ よ。 だから ど、 「かお 

ら だけに も， ょゥく 得心が 行ぐ や， 「に. まつと 詳しく 打 

明け て ん にえ 、かい。 そして おらが 氣を 霧ら して 吳ん 

にえ、 かい-」 何 だが 貴方 家の 事 か、 おら 等が 事で， 面白 

くねえ 事が あんで ねえの かい。 , 

覺次 哥兄も そんな 事 云って ゐた。 

さよ そんな 事が あ ん だ ら. どうせ 贵方 も. はァ 行つ ち ま ふ 

ん だし、 おら は 他人 だけん ぢ よ- 却って かう 云 ふ 他人の 

方が、 云 ひい、 事 も あつべ から、 お ら に 打 けん て 3K ん に 

え、 か い。 それに 他人ち ふても 姉妹に なんでね え か い。 

おら だって， 默 つてろ つて 云へば、 口 は 固え ぞい。 何も 

おら 等に 云った つて • 役に は 立ち もしめ えけ んぢ よ、 何 

かさ- 「云 ふ 風な 事 だら、 誰かに 云つ ちまった 方が、 却つ 

て』 艰が爲 れる もん. た. S ら * な い. 。 

0,^,  渡默 つてみ た. か， つい 其氣 になって， } もん ぢゃ 

贵 女 は、 お ら が 渡米 に 就て は， 裏 にきつ と 何 か 別な 理由 が 

あんだと. どうしても 思つ てんだ ない？ 

？  i あん， - さ、 つ だ わい。 ど、 つしても. - ：… 在んだ にい？ 

覺次 そんなに 思つ てんだ つたら- 仕方が ねえ。 俺、 貴女 

にだけ 云 ふべ 。誰 にも 云 ふめ え と 思って ゐ たし、 貴女 に や 

ァ、 隨更云 ふめえ と 思って たけん ぢょ、 思 ひ 切って 云つ 


ちま ふべ。 

さよ おらに ゃァ、 ； i 更云 ふめえ とい 心って たって、 どうし 

て？ 矢つ 張し、 おら 等の 事が 不足で かい。 

覺. ベ いや、 それ を 云ったら 猶の事 >  贵 女に 厭が られつべ 

と 思って。 —— 

さ i どう し て ？ 

0^^ どうしてって- 俺 *  (下，^ 向い ヾ思ひ 切った やう- し) 

貴女 が 事 で さ ぅ氣 に な つたんだ もん 」 

さよ え？ (何となく； &配, 感じて、 少し S く) 

整， ベ おさよ ちゃん」 おめえ 此の 話 を El いても、 ほんと に 

厭 だと も- 怒ったり もしめ えな ァ」 

さよ しねえ ぞい C  ；… 

覺次 ？んぢ や 云 ふけん ぢょ、 俺ァ ない。 ほんと は贵女 が、 

哥 兄ん 所 さ 嫁に 来る つち ふから、 行ぐ 氣 になった だ) i 

,—— 俺- 貴女 に^れて ただ >  可愛く つて 可愛く つて >  な 

ん ねかった だ。 

さよ (下 向いて、 固くなって 了 ふ ) 

覺次 (立 r, 上リ、 少しお さよに 近づ さ， g や； |i した 樣 子で) 

そん ぢぇも 俺， そんな； 改めて 贵 女に *  口で は 云へ わえ 

かった し、 又、 嫁に 欲しい なんち ふ は、 ：wl もお ッ W に 

も 云 ひ 出せなかった だ- —— それ だのに 哥 兄と いっか 

話が 決まって、 今年 中には 祝！ ー曰 する つち ふんだ もん。 ど 
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うして 俺、 我慢して 居られつ ベ。 —— それや ァ、 ！ Si は哥 

兄と，：； ゆって、 ポも^：ぇし、 まだ 一 人前の 働き も 出 米ね え 

し、 女 を 嫁に K ふ^ 格なん て， ずっと 無え に はおって 

ん だけん ぢょ、 何 ほさ、. 「思って 諦めつ ベと 思っても * 俺 

にや ァ， 此處 に： £ て は：^ も それが 出 米ね えんだ。 何處か 

f:?! い 所さ で も行か な く つ て は 0 だ か ら 、 -s^ 米利加 さ で も、 

M 處さ でも 行く 氣 にな つ ただ。 そして 贵 女ら の 事 を 忘れ 

て- ^くべ と つた だ。 …… 

さよ o つか リ 俯！^: れた ま、、 何も 云へ ないで ゐ ろ) 

^次 广4ポ 論す ろ やう に1 现由 つち ふの は それだけ だ U そ 

んぢ やから？ ，3； 女が、 何 か 陰に 在んだ ベ と * 思 つ たの も 無 

理は わえ かも 知ん ねえ。 そして^い てから- 驚いて. m 

脈に なん ■：； も 無理 はねえ かも 知ん ねえ。 た^、 脩， 貴女 

が^かせ/ \ つち ふから、 思 ひ 切って 云った だ (絡 望 

的に-) ，でん ぢ やから，； S3； 女 も， はァ 心が 行った ベ。 な 

(S3" く i^。 资 次， 半ば 怒った やうな 額で、 下 向い 

て！^ S 無. V- おさよ .^=： ル 返して ゐろ 0) 

さよ (..^4 に お. n さ纽な 上げろ」 覺 次さん。 それや ァ眞實 

$5 次 © ；. お，.」 も ——0 

さよ 方 はどうせ 行く 序に >  おら を 揶揄つ てんでね えの 


かい。 

覺次 馬鹿な！ 揶揄 ふ氣 で、 こんな 事が 云へ つかい。 

さ よ (間。 突然、 覺 次"」 総リ ついて、 泣い じゃくろ やう 

に) 覺 次さん。 貴方 何 だ つ て， まつ と 早く 亡れ を …… ま 

つ と 早く 云 つて 吳ん に え か つ た ！ 

覺次 え、 何 だって？ 

5i おら も， 貴方が 好きだつ ただ〕 哥 兄さんよりも 貴方 

が 好きだつ ただ。 

覺：. (少し 動轉 して) 何？ 何 云つ てんだい 「- 

さよ そんだら、 早く 云って 吳れ、 ばい、 のに、 おら も 貴 

方が 好きだけ んぢ よ、 贵 方ん 方で、 おらなん て 相手に し 

ねえ やうに 思って ゐ たんだ ぞい C そん ぢ やのに 今つ 頃。 


覺次 いや、 何 云つ てんだ おさよ ちゃん。 貴方 * おらが 急 

にこん な 事 云 ひ 出したん で、 何 か 慰める やうな 事 云 はな 

く て なんね えと 思 つ て 、 そんな 事 云 ひ 出した ん でね え の 

か。 そんな 事 だったら、 はァ、 どうか 云 はねえ で aK んせ 

え。 __— うっかり 本氣 にして、 未練で も 出したら， どう 

しんだい！ 

さよ いや、 嘘で ねえ、 本氣だ ぞい。 だから 贵方も 本氣に 

して 吳ん ちえ M。 —— そして 眞實に * そんな 事 思って、 

亜米利加 さ 行く つち ふんだ つ たら， 行が ねえで 吳 ん ちえ， 
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ヱ o —— おら- はァ、 さう と 聞いたら、 贵方を どうして 

も、 そんな 遠い 所 さ やられ 力え わい。 おらが 爲に、 身體 

の 弱え 貴方が、 そんな 所 さ 行ぐ なんて。 そんな 事 させて 

默 つて 居られね えぞい。 おら 死んでも、 貴方 を 遣ん ね 

え！ 

覺次 そんな 事 云った つて、 はァ もう 遲 い。 (氣， ^落着け 

て) 俺が 云 ひやう も 蓮かった ベけ んぢ よ、 兩 方と も遲く 

つて- どうに もせう がね えんだ。 それや ァ、 今にな つて 

でも、 さう 云って 吳れる 貴女の 氣持 if 俺ァ 死ぬ ほど 嬉 

しいけ んぢ よ、 はァ もう 仕方が ねえ。 

I いや、 仕方がなく はねえ ぞい。 贵方 はま だ 行が ねえ 

し、 おら だって、 まだ はっきり、 覺 江さん の 嫁と、 定っ 

たち ふ譯 でね え。 ぉッ母 ァと贵 方ん 家の 父が >  さう 内々 

で 定め. だけ だ もん。 貴方 は 行が なけれ ゃァ それでい > - 

し、 おら もま ァ 一 邊、 ぉッ 母に 云って 見る わい。 そして 

二人で、 はァ、 前に 約束が 出来 てんだ からって、 皆に さ 

う 云って、 願って 見つ ベ。 —— おら、 はァ、 さう 心 を 決 

めた ぞい. - 

覺次 そん ぢ やって、 哥 兄が 承知し めえ。 

さよ 哥 兄さん だって、 仕方がなかん ベ でね え か い 。もと も 

と、 おら も、 あの 哥 兄さんと は、 さう 大して 惚れ 合って 

んで ねえ だもの。 哥 兄さん だって、 女子に 惚れる なんて 事 


は、 もとくな， かんべ もの。 おらが 事 だって • たに 隣で 

よく 氣心を 知つ てっから- 嫁に 欲し いと 云 ふだけ だべ も 

の 0 …… 

覺次 いや、 決して さう でね えだ" 

さよ さう でなくても * 仕方が ねえで ねえ かい； 方と お 

ら とが は ァ思ひ 合つ てゐ て、 約束まで してる ち ふたら， - 

—— そん. ぢぇ も， 贵方は ど- 「あっても >  おらに こんな ie?- 

まで 云 はしと いて、 ；"^^くさ行っちまふちふのかぃ0 おら 

を棄て はねえ 人に やって。 …… そして 行つ ちま ふち 

ふの かいひ 

覺次 いや。 決して さう 云ふ譯 でね えけ んぢ よ" 蹈^ すつ 

かり 決って た 事 を、 根本から 引く り 返 すんだ から。 …… 

さよ それ も 二人で， 一 生懸命ゃったら、 出來ねぇ；^-はな 

かんべ。 それでも 若し 出来ね え 事 だったら- そん 時ァ、 

おら、 はァ 死んでも い、 ぞい。 

S ほんと にさう 迄、 思 ひつめ て sK れんの か！ 

さよ あい。 (取鎚 ろ) ほんに！ 

覺次 よし、 そん ぢ やら- 死ぬ 氣 で- 初めっからゃり^51し 

て 見つ ベ。 俺 も 思 ひ 切って， isi 米 利 加 行き はよ した。 叔 

父さんに は、 今夜 はっきり さう 云って 斷る。 父に もす つ 

かりさう 云 ふ。 哥 兄に ゃァ、 どんなに 恨まれた つて 仕方 

がね え。 貴女ん S に 此處に 居る わい！ さう して 一 生懸 
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命、 二人が 夫： M になれ る やうに、 やって E ^つべ わい！ 

さ ft ほんと にさう して sK れっかい！ 

得" 次 する わい！ 

さよ さう し て ん さんしよ。 おら も 一 生 懸命お ッ 母に 願 

ふから。 ■■ 

さう と 決まれ ゃァ、 こんな 所に 愚 II 々々して 居て、 

今の 屮人 に：！^ つかって はなん ねえ。 向-' の 竹觀の 裏の、 

誰も 來 ねえ 方 さ 行って * まんだよ ッく 相談し つべ。 かう 

なったら、 手 答 はちゃん と 整へ て 置かなくて なんね え か 

さ i さう だない。 そんなら、 早く 行ん ベ。 

S 次 (C 亡し 血.^ 燃やして) それに、 俺、 貴女が さう 云 ふ 

からに ゃァ、 口 さき だけでなく * どうし て も 固え 約束 の , 

證 據を兑 せて K はねえ となんね え。 

さよ ^據 つて？ おら、 何でも 見せる ぞい。 

0  1^ 兄ん 所 さ 嫁に 行かん にえ やうに、 俺が 云 ふ 事^い 

て SK んも え、」 二人で さう しちめ えば * 何 ほ哥兄 だって 

どうしても 取る つて は 云 ふめえ から。 ない。 

さよ (S? の^.^^ つと 兑 返して、 其 意の ある 所ん、 知る と- 

お.；！！ になって.， 向きながら〕 おら * はァ かうな つたんだ 

もん。 どんな 亊 でもす る わい。 貴方と なら、 どんな 所 さ 

でも 行ぐ わい。 


0.^ そん ぢゃ ら、 俺と 一 生 離れね えつち ふ、 固え 約束 を 

しんだ ぞい。 (額，， Mm く) 

さよ …； (點 頭く) 

整 次 そん ぢ やら， 早く 行ん ベ。 來 さんしよ。 

さよ あい。 

覺次 (歩き 出しながら) こんな 布に なつべ えと は>  ちつ 

とも 思はなかった のに。 …… _ 

さよ 御免なん しょ。 みんな， おらが 所爲 だから。 

覺次 いや， かう なれ ゃァ、 やる 所まで やる だ， - 二人が 其 

氣 だら、 何にも 怖え 事 はねえ！ 

さ よ さ う だ ぞ い ？. ほんに さ う だ ぞ い！ 

覺次 さう だ。 11 行ん べし 

さよ 行ん ベ。 

0 一人 狐； 奮して、 竹 蔽 の 方の 徑へ 姿.^ かくす。) 

(口 や 、傾 さ、 何處 やらに 渡.：； ii- の 啼く聲 聞 ゆ。 間。) 

(覺江  >  稻 架の 险ょリ 、つか/,, \ と納 短の i 刚ま で て 來 

り- 二人の 去れる 方向，^ V つと 見送ろ。 苦. 1 の 表 iwc) 

覺江 (一 I？ に ぜろ 鍬，^ どんと 下し) さう か。 11 (微か に點 

頭く) 

(黃 にみ たる 夕：：：：、 彼の 黑く烕 つ い 額^ 掠める じ …； ) 

一 . .  11 幕リ i 
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第 二 幕  れ 

三 瓶め； -ぉ術 e: が 家の. s 部】 古び たれ ど、 や、 大 いなる 一 

百姓 クチ、 お 手の 大半 は. I 段 ー£ き 敷と た リ 3W"。 其 一 

上 リ框の 中央に、 大さ な爐, ^ 切る。 其 上に 雁木， 鍋、 i 

=;;.KU, 巾 心-」 具 等- く」  一 

正 而. 、じ- 戸外に 向. き： ろ 而-し て.、 Si 子、 壁 LL て 仕切 一 

られ. 右手に"；：： なろ 鏡 口 にて、 典. ぼ-敷 へ きす" 一 

左手に 十； il。 にポ戶 の 出入口 あ"。 左手に S 亡，： て 一 

^. りれ- 具^  7 ど ^々-,1 立て かく。  一 

凡てに 取 北 がの 常 式. -  一 

夜。 1;^ 外に 旣 に お 暗く > 部屋の 中 は、 »- 敷の 中央-.:: S 

リたろ大^^ぬにて^！らさ る。 

蟲の^ C 時々：？ T おた ろ 竹 の 一せ」 .：： 

瘦败 LL は * 洋 © の 下， 巾 心- し - $1  fs^ 牛^  LL 園んで * 古風 一 

な 足 ほ Si  ノ、 五つ 並べられて、 其 上に は、 旣 に 出來 上： 一 

つたお 物-か- 二つ 一 二つ 皿 小鉢に 載 りれ て ある- 一 

母お あさ、 爐の？^ばにて傲きたがら. 太 鍋の^,^? 取って j 

見て ゐ る。 々たる 湯お。 

兄 isrn'-seil けて、 K つて-人 リ來 る。 

あさ (それ，^%„?|めて、 忙しげに) あ、 is. 仏 江。. 皆、 御 S 走， 


が出來 るち ふに、 何處さ 行って たんだ。 

に 江 i. , - 

n 德 叔父つ あん ir はァ- 据 風呂から 上った やう.，.，； 

暨；： i あ.^ 上った やう だ ぞい" 

あさ さ. 「か。 そん ぢ や- はァ薩 Si 汁 も 煮えた し、 酒 も细 

さ へ つ けれ-や ァぃ  >- やうに なって つから >  よ-つや.， T やつ 

と， さ 坐 つ て， 貝 ふべ 。 晴くな つて、 いつ でもより； a い 

から- き， 腹 波.，？ してつべ からな" -Is&ty"  4； 前 は 隣 

さ 行って、 およね さァ とおさよ つ 子に * 知らして. 米て： L チ、 

ん ろよ〕 

s.^ 俺 何だか K だな ァ。 

-? 厭 だなん て. 云って る 時で あっか。 行って 來ん. たり 

-M^ らして 待って ベえ。 

S 江 待って つべ か。 

あさ 何で さ-つ だ iss. 云 ふだ，」 待って つべ とも 。せく 行って、 

おさよ つ 子に さう 云って 來ん だ。 

S そん ぢ やって、 先刻お さよつ 子！ r 裘 の 方 さ 出て 行 

つた やうだった ぞい. - 何 か 用で も あつたんだ ベが。 ！ 

あさ らんな 事 あっか！ 今の 先刻 * おらが 水 汲んで る-ゆ- 

歸 つて 来た もん" 

S 江 S 々 元 i ね づ い て ) さう ん ん" そん；：' やら ま ァ 行 つ 

て： W つて 來 つべ。 
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あさ はァ 支度 出來 て ん だか ら 、 ^ぐに つ て 、 さう 云 ふ だ 

ぞ 0 

S おん。 、出て；；；： く) 

あさ 0;^ 送って) はァ 恥し がっ^も あんめえ に- を かし 

な 鬼 だな ァ、 ほんに J  C お， 5- 變 へて. 奥へ 向 ひ) さァ * 

父、 叔父つ あん を 御 案 z: して、 此方 さ 出て 來て 吳ん さん 

しょ 何にもね えけ んぢ よ. 出來 ただから。 广洒の 焖，^ 

つけろ) 

§ つ. 、にて 太- に) さ-.' か- ：: 

(それ か. り、 ^^^n^^u,  父徳次 郎>  ft ょリ出 

で來 ろ。 親 で、 張つ；： 老^。 叔父 はでつ ぶ 

"太って、 * ら^の..：：： 淡. 黒い、 海 り， J い 二  ^釦の 

が 0$. け しげ-, ii^ て！； I？ ろ 0) 

あさ (指 nt て) ぁ&、 今！ II は 叔父つ あんが 御正 だか 

-ぃ， ん屮へ 坐って SK ん さんしよ。 そして 父 は 其お さ。 

. … 左 さは 次 に ^らせん だか ら。 

0 あん、 此處 か。 11 そん ぢゃ德 次郞。 

叔： y  上りで^ みや せんな。 . 座；： つく) 

(^についた 酒の 柳,^、 一 本 取 出しながら) あら > - 

叔父つ あん、 はァ. 洋服 藩つ ちまった^ ない？ 窮屈で 

ねえ かい。 

叔父 いや、 M れつと さう でもね え。 此方が 却ってき つち 


りして- 氣持 がい、 位 だ〕 それに 今日は、 他家のお 客 さ 

ま. もさ- ん たち" 力ら 0   

あさ 他所のお 客つ ちゆっても. お 隣の 事. たし- どうせ- 

はァ 直ぐ 綠が つながる 家 だ もん。 ？ぉ^ しっこと ァ無 かつ 

たに。 

叔父 でも、 まァ い、 さ 0  ( 半ば^お 衞 E: に！ liTi す 如く， } 洋 

服ち ふ もの も、 翁 馴れつ と- 不思議な もんよ なァ。 船に 

sa る 中 は、 バス， . I. 風呂の 後なん て、 何だか 窮： 5S で、 

浴衣 で蠱の 上さ. 1 っ轉 がりて え と 、 そ れ ばっかり W 心つ て 

るが なァ」 いざ 陸 さト： つて、 二？ 度 さう して 见 つち ふと. 

又， 洋服で なけれ ゃァ、 が緊ら わえ やうな 氣 がして、 

つ い _s るんだ からな ァ。 

0 うむ" —— さう かな。 

叔父 船ち ふ もの も、 海ち ふ もの も、 まァ そんな もんだ- 

乘 つ て 行って、 馴れつ もま ふと、 .0 に 居る，； 5- は 陸 が戀し 

いけん ぢょ、 暂 く に 上って つと、 又 向う が戀 しくなる。 

f 覺次 も、 さう 云 ふの 唐せ て 貰 へんの だべ か。 

叔父 うん。 まァ 船さ^ つちめ えば な。 I 尤も こんな 着 

物ァ、 ©資 の 船員ので ねえから、 橫濱さ 行けば、 誰でも 

賈 つて 翁ら れる けれど。 …… 

一.； 1,^11 けて 人り 來 ろ。) 

わさ どうだった" ifu-is たべ。 
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s あん。 一 一， 人と も， 直ぐ 来る つ て。 

あ. さ ほら 見つ せい。 おさよ つ 子 も， はァ ちゃんと 支度し 

てた ベ。 

登 江 知ん にえ、。 

あさ 覺 江り お前 は 此方の 端 さ 坐つ せい。 

S  (i- つて 上る) 

親爺 覺江， 覺次 はどうした。 

畳 江 何處さ 行った か" 

, ^さ 村の 主だった 若え 手 合ん 所 さ、 知ん ねえ ふりして 別 

れに 行ぐ ちゆって たから、 何處か 廻つ てんだ ベ。 そん ぢ 

え も" はァ歸 つて 來 るに 違えね えだ。 . I どうだん、 叔 

父さん 一 ベえ， - 飮む方 は 遠慮し ねえで. はァ 初めたら よ 

かんべ"  . 

叔父 (杯， か 取上げて) そん ぢ やら、 折角つ いてる 燜 だか 

ら- さう しっかな。 (ついで 貰って 飮む) 

あさ どうです かい。 工合 は。 

叔父 結構。 飛び切り 上 的と 來て やがら。 11 此の 地酒の 

味っても の も、 忘れられね えものよ なァ、 これ は 山ロ屋 

の 山 櫻 かい。 

おさ ょく覺 えて 居ん ない。 

叔父 覺 える も 覺ぇ ねえ も、 初めて 知った 酒の 味 だ もんな。 

爺 どう だ」 此頃は どの位 行ぐ。 


叔父 船に 居つ とな ァ。 つ ぃ强 くなる て。 —— 哥 兄さん は？ 

親爺 おら か？ おら は 近頃め つきり だめ だ。 少し やり 過 

ごすと、 野良が だるくて いけね え。 今 曰 も大槪 にしと く 

ベ 0 

叔父 まァ さう 云 はずと。 可 银/ え 息子の；.； >; ^別^だ。 

もさ 船さ乘 つと、 覺次 も飮む やうに なつべ かない。 

叔父 いや、 それや ァ さう でもね え、 人 次第 さ。 まァ、 あ 

ん姉 もさう 心配し っ事ァ ねえよ。 船ん 中 は 二十日ば つか 

しだし、 向ぅへ^©きゃァ、 さう 飮む折 は 無え。 向 うぢ や 

ァ、 酒よ つか， 支那 博奕 の 方が 怖え よ 。 折角 稼ぎ 蓄め た 

奴 を、 みんな 叩い つち まふ 奴 も： a るんだ からな。 覺次な 

ら、 そんな 心 はねえ。 

あさ そん ぢ やらい、 けん ぢ よない。  

s.u'^m^x. 隣家 の^子。 およれ. おさよ、 小 ざ 

つばり し；^ 装ん、 して 入 リ來る 。およれ は 鼓^ら しさ 櫛 

卷き。 おさよ は 少し，：：： 粉 つけて ゐろ。 何となく 取亂 

したろ、 洛ー IS かない 樣子。 其お LL 却って 毎む fs リ^し 

く 見え ろ 所，.； 3 あろ。) 

よれ 今晩は。 —— 御辭碳 なしに， 御馳走に なりに 來 やし 

た〕 

さよ (K つて 後る からお 辭儀ん すろ) 

あさ よく 來て BK つち やない。 さァ く、 此方 さ 上つ さん 
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しょ。 叔父つ あんなん ぞは、 はァ 初めてつ から。 

よれ (叔父に〕 今晩は。 11 これが 娘です わい。 何分 ど 

うか {且 しくお 願 ひ 申し やす。 

さよ (i^ つてお 醉偽， やする) 

叔父 いや。 此方 こ，. で どうか 〔且 しく〕 —— お先に 失禮 して 

ゐ やす 。どうか 此方 さ。 (^へ^じろ) 

f およね さん は 此方 さ。 おらと 並んで aK ん さんしよ" 

(と. •=: 分の」 方，^ 指し) それから、 おさよ さん は 其 

方 さ *  CTt 江の 傍が い、 ベ わい。 

さ. ん (小？ ゆで) あら、 おら 厭 だ ぞい。 お ッ；： ？ァ、 お前が 

傍 さ 一 緒に。 —— 

あさ まァ * そんな 事 云 はねえ で。 11 

さよ そん ぢ やって、 顿 だもの。 …… そん ぢ やおら、 歸る 

ぞい！ 

ム 又、 さう だ 事 云 ふ！ 

叔父 (や、 好 し、 眼. 5* 細めて 此樣 子.^ 見て ゐ たが) 

そん ぢゃ、 娘つ 子の 云 ふ 通り、 此方 さお ッ 母と 並ばした 

ら よかんべ。 どうで 是 から は 厭で も應 でも、 覺；； i と 並ば 

なくて はなん ねえんだ。 それに 向 ひ 合った 方が、 よく 顏 

が兑 える ち ふもん だからな。 

(ネ "リ 切って、 跌 つて ゐ る) 

さ丄 (耻ら ひながら- おど，/ \ と .m につく) 


叔父 かう して 見つ と * ほんに 可愛え 娘つ 子 だな。 覺 江に 

やる にや ァ、 惜しい つ 位 だ。 

覺 江 (少し 憤然と〕 叔父つ あん、 はァ 澤 山 だ ぞい！ 

叔父 まァ、 さう 怒ん なよ。 —— 時に、 肝心の 覺次 はどう 

した かな。 

わさ (よれ に) お前さん 家の 前  >  通らね かった かい。 

よれ 氣 がっかなかった ない。 

覺江 來ろ だけ 輕 く：， 一  おさよ ちゃん、 お前 知つ てれえ 

かい。 

さよ (鳥渡 狼 した-か、 小聲で 一生懸命-し ソ いん や、 先 

刻、 納屋 の 前 で ち よ つ くら 會 つた けん ぢょ、 それ か ら m 

ん ねえ わい。 

親爺 困った 野郎 だな。 

叔父 いや、 かう してる 中に、 歸 つて 來 つべ。 まさか、 家 

を 忘れ もしめ えから。 それとも、 急に ."；}:- 米 利 加 さ 行ぐ の 

厭に なって、 何處 かへ 突っ走った かな。 は、、 は。 —— (お 

よれに 杯， a- さし) では 一 つ、 どうです。 

よれ は。 (丁寧に 辭 儀し〕 そん ぢゃ 一杯 だけ。 

(K 戸プ お開けて、 覺次、 がば-,.: 入リ來 ろ。) 

f あ i 覺次 か。 皆 >  待って たぞ。 

登 次 進くな つ て、 惡 かった な い。 

今頃まで、 何して たんだ。 
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？ ■!< 去歸 


叔 さよ^     n  S 

i れ次 ぞ箭次 


あさ fESl* 見つかって 追つ かへ される やうな 事 は あんめ： 

えない〕  ^ 

叔父 ねえと も。 ま ァ大漑 大丈夫 だ。 それ は 俺が 受合 ふよ， 一 

—— 何 だって- 素人と は 譯が途 ふわい。 他 はは ァ 昨日 其 一 

話が あっと. 橫濱さ 用事 序に 手紙 出しと いたから * 間違 一 

えなく 船さ乘 せて 貰へ つべ と 思 ふんだ  >  是が 何の 緣 もね； 

え、 ッブの 素人の 密航 だと. ま ァ橫濱 さ 行って- ボ ー レ j 

ンち ふお 屋に. ごろく 轉 がって 居ながら、 うまく 水夫 一 

か 何 かに 化け 込む- 糸口 を 見付けね えとなん わえ。 が、 

覺次 なんて、 そん な. 奴ら か ら 比べ つ と . ； f 樂さ 行ぐ 兌 て 一 

えに 雜作 もね えり 料理 場の 人 數を， たった 一 人. 拊ゃ しと.： 

くだけ だからな ァ.' 知ん ねえ ふりして、 料理人の 一人に 一 

なつ てれ _は*  の 由 は そべ. でい、 ん だからな ァ  一 

あさ でも、 名前 だけで も 料理人に なって >  覺 次に 煮 焚き 一 

なんて 出来つ ぺか。  一 

叔父 なァ に , 俺が ついて つ か ら、 忙し い 時 だけ、 ボイル！ 

物の 番 でもして、 SKれ\ はい、 んだ。 

あさ そして、 向う の SI さ 上つ g- は？  ^ 

叔父 其處が 一番 六ケ敷 いんだけ んぢょ >  まァ 何とか 隙 を 一 

見て- うまく やんだ な。 間が 5!i けれ ゃァ、 其お！： らく I 

父つ あんと 一緒に 船に ゐて >  片手 問に 船乘 りを覺 えた つん 


ちょっくら、 相 良 君 家 さ 行ったり- いろく。 ：： 

ま ァ 早く 坐れ。 お 客 さま も は ァ 疾 ッ く に 待 つ て んだ 

(およね LL だけ) 今晩は。 ！ お 待たせし やした〕 

(會釋 して) どうしゃした、 そんな 事ね えぞい。 

、si つて、 .fMth, お 辭.； ん二， る) 

主賓が 居ね えで は， 開會 も出來 わえ 譯 だが、 此方 は 

はァ 初めて ゐ ただ。 

あ さ お前 は 今日は 逡ら れんだから 、叔父さんの 傍 だ ぞい。 

覺次 あん。 何故と もな く、 IS, 屮拖 き/ \ 座に つく) 

わさ さァ皆 * はァ 揃った だから >  遠.： ra": なしに 上って SK ん 

さんしよ. >  何にもせ えもの はねえ けん ぢょ。 

叔父 〈早速 杯，^ さし VO ところで、 ffi; けつけ 一杯。 —— 

お前の ために、 プ 口 1 ジち ふの をす る 所 だけん ぢ よ。 —— 

あ さ 覺次 ばかりで ね えぞ い 〕 贵 方に 御 驰 走し つ 。へ と 思 つ 

て >  描へ たんだ ぞい。 

叔父 いや、 俺なん て 船 さ歸る だけ だから、 何にも 關 はね 

えけ んぢ よ、 覺 次は是 で， 一 大决心を以て.？3^米利加さ行 

ぐつ ち ふ んだ か ら、 健康 の 盃ち ふ の を擧げ なくて なんね 

覺次 (默 つて 凭 垂れ；， >. か. り， 盃の 洒ん- ぐっと 飮 む) 

親爺 それ はさう と * お前の 力で， 間違な く 行かれん だべ 


來去! Si? 


て、 い、 でね え か。 それに 是が非でも、 渡りて えち ふん 

だったら. ；冰 いで 渡る 人せ え あるり ：… 

わ さ Eg 少 〈は ち つ と も 泳 げ ね え ぞ い レ 

叔父 まァ さう 心配し なさん な * 物 は^だ わい。 11 

それ つ 位 の あれば , 何でもね えつち ふ 話 だ ぞ い , 

ま ァ 普通 の 人 だ つ た ら、 船へ 乘る のが、 はァ 3^ つ 程 六 ケ 

1^ いんだけ んぢ よ、 次に は その 心配が 割合 に ね え ち ふ 

たけで も *  C 力 心して ゐ てい & わい。 

あさ 何分 ほんと に む ぞい。， 

ぶ" ほんに ない * お あささん にして 兑た ら、 さぞ 心配 だ 

ベ な い 0 けん ぢ よかう 云 ふ Ig: 父つ あんが つ い て ん. たもん、 

，てれ こそ 大船に 乘 つ た氣で 居つ さんしよ。 

親 „^ まァ やれる だけ やって 見んだ な。 一旦 思 ひ 立った だ 

から、 其氣 になれ ゃァ、 何でも 出來 つべ。 ！！ お ッ母ァ 

も、 はァ 心配す る事ァ ねえ" ち：) i! に、 そんな 事 云 ふもん 

でね えだ。 

わ さ あん。 ほんに さう だない。 だけん ぢ よ、 覺次 は S0 

も； g えしし つから * 氣 だけ はよ く 付けて 吳ん ろよ。 

资次 (. 校 眯に點 頭いて あん" (が， それまで 堪 へに 堪 

へて ゐた のか、 iH ひ 出す 機會， .J-?.;^ たと にか リに、 屹と级 

, ^上げ、 それから 凭 1^- れて) だがない， ぉッ 母ァ。 父 

も、 それから 叔父さん も * 改めて ig いて 吳ん せい。 —— 


俺- 父さんと 一緒に、 米 利 加 さ 行ぐ の やめた だ。 我 

儘.： ム つて 惡り いけん ぢょ、 俺、 決心 を變 へ ただ。 

( 一 mm^c 暫 らく 詰な し 0〕 

^チ、 (更に) だから どうか 其 積り で、 此處さ 置いて sK ん 

さ ん しょ。 今にな つ て 急 に 又、 心を變 へたの を 勘. 辩し て 

お 1チ、 ん なんしょ。 

叔父 だが なァ覺 次。 何 だってお 前 >  急に さう 心を變 へた 

んだ" 

親爺 どうして そんな 事 云 ひ E3 した だ" お前、 氣 紛れ 云つ 

てんで あんめえ な。 

いや、 急 に 心を變 へ ， た の は、 叔父 さ ん に對し て 

済まね えけ んぢょ >  俺 怖くな つた だ。 密航ち ふの が、 恐 

ろしくな つ ただ 。ひよ つと 見付か つても それつ きりだし、 

見つかん ねえで、 向う の 陸 さ 上っても * 暫 らくび く，/.、 

して ゐ なくて はなん ねえ >  それよりも 俺. どうせ 亞米利 

加 さ 行ぐ にした つて * ちゃんと 旅行 券を賀 つて. 渡りて え 

と 思 ふんだ。 旅行 券 は 二三 月 待つ てれや ァ、 下附 して aj< 

れる つち ふし * それさへ 賀 へば" トラ ホ ー ムで でもな け 

れ ゃァ、 直ぐに 渡れる つち ふで わえ. かい。 .—- 俺- いろ 

いろ 話 を 聞いて ゐる屮 に、 急に .) 0 うした く ；? つた だ。 

叔父 うむ， 成程、 今にな つて 瞳お 風に 吹かれた だな" 

あ-さ だけん ぢょ。 それ もさう だない し …… 
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來去歸 


叔 へん だが 覺次、 お前、 さう して E 式の 手續 で、 ゆつ くら 

；!^ 米 すん の はい k が、 さうな ると 旅费 がか、 るぞ。 叔父 

さんと 一緒に、 船乘 りと して 行かね えと。 11 

覺次 仕方が ねえ わい。 まァ ゆつ くら 貯め て、 出來 たら 行 

ぐ 外。 …… 

叔父 其 上、 俺 はもう、 お前が 是非 一緒に 述れ てつ て吳れ 

ち ふから、 船の 方 さは 宜敷 賴ん で- 料理人 を 一 人 滑 やし 

て 貰 ふやう にして 置い たんだ ぞ。 それ を 今更 になって、 

怖え なんち ふんで は、 ちと 此の 俺に 濟 むめえ-」 

覺次 それや ァ 叔父さんに して は、 重々 惡り いと 思って 

ん だげ んぢ よ。 …… 

^爺 覺次。 手前  一 iir とうした ち ふんだ。 急に 行ぐ の- 急 

に 止める のって。 —— 氣 紛れ 云 つて は 濟む め え ぞ レ 

あ さ 父， まァ さう ッ ケ /\ー§ ねえ で。 —— 

叔父 それ だ つ ち ふ て、 た 怖え から 止める ち ふんだ つ た 

ら， 話 は！； S えね えぞ。 

覺次 K は 其 外に も. ちっと 理. E は あっけん ぢょ。 今 は 云 

へね え。 . I 父さん も 父 も. どうか 俺が 我儘 を 勘. t し 

て、 何にも！^ かねえ で， 此 儘此處 さ 蟹 い て ん さ ん し よ 0 

爵 何 だ。 其 理由ち ふの は？  ♦ 

次 それ は 云 へ ねえ。 今 はどうし て も；； ム へ ねえ。 II け 

んぢ よ、 i£! が 只 一人の 心 持の 事 だから. どうか 1.^ く 訊か 


ねえで 吳ん さんしよ。 5 ふ 時に なら、 俺、 改めて：. ム ふだ 

から。 

覺. y  (今まで 跌 つて ゐた が、 突然： ^鶴な^で， ン 父、 それ 

から 叔父さん も * 覺 次が 行が なくな つ たいれ は， は ァ それ 

より 上 深く 訊き 轧. さねえ でもい &。 そして 其 代り. 他 を 

亜米利加 さ 速れ てって ぉ吳ん なんしょ。 父 も、 俺が 覺次 

0 代りに- 渡米 しんの を 許して ん さんしよ U 

叔父 え、 何 だって？ 

親爺 何 を 云 ひ 出す だ。 二人とも、 まさか 氣が つたで. あ 

んめ えな！ 

覺： d いん や、 氣 なんて 狂 はねえ、 正氣 だ" しかも 本氣 で、 

俺、 お 願 ひしんだ。 どうか、 さう 云 ふ 事に して、 俺 を. 距 

米 利 加 さやって 吳ん さんしよ。 

親爺 そんな 事 云った つて、 お前 は 此の 家の 後 W でね え か 0 

s それや ァ覺 次に 讓 つたって よかんば い」 それ も駄 E 

だら、 五 年 か 十 年の 間で い、 から、 歸 つて 来て 後 を嗣ぐ 

迄、 向う さやって ぉ吳ん なんしょ。 

親爺 そんな 事 ァ出來 ねえ〕 それに もし か出来た にした つ 

て、 お前、 おさよ つ 子 0 事 「- どうす るんだ〕 まさか 此儘、 

放って 行き も * 迎れて 行き も出來 め え つ 

よね ほんに さう だ ぞい。 そんな になったら， お 1::.; ひに 

ra つべ でね え かい。 
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覺江 (首 ffi れズ ゐろ覺 次と、 おさよ とか 怨めしげ に 見や 

リな がら) けんぢ よそれ は 何でも わえ.〕 おさよ ちゃん 

は *  a 次 ちゃんと 思 ひ 通りに、 夫；！ になったら よかんべ 

で わえ かい。 

こ 何、 何 云 ふだ？ 

おさ 二 何 だって？ 

よ，：；； ほんに 何 云 ふんだ い ー 

M^.^ いん や、 何でも 彼で もね え。 覺次 とおさよ ちゃんと 

は * もとから はァ、 思 ひ 合って る だ" はァ、 固え 約束し 

つち まって る だ。 そして 覺 次が 行が なくなつ たの は、 お 

さよ もやん が 止めた からだ U 他 それ 知って る だ。 そん ぢ 

やから、 俺 は 此家を 二人に 讓 つて、 代りに • ぬ 米 利 加 さ 行 

ぐべ と MhJ たんだり 父、 お 願 ひだ。 どうか さう させて SK 

ん せえ。 

0M 何 だつ て ？  I .覺 次 。手前， 哥 兄の 云 ふ 事、 眞暂 

か。 

. 竹- れて， 面目なげ に肯 く) 

S さう か。 - 怖い^^して？ 1^.- へ 込む) 

おさよ つ 子、 おめえ、 今覺 江さん の 云った 事、 眞實 

なんか？ 

さ i ハ^ へ られ なくな つ て 泣き出 マ W 

in 泣い たんで は 分ん ねえ。 ほんと に覺 次さん と、 はァ 


そんな 約束した のか。 覺：^ さんの 話が あんのに、 そんだ 

親の 目 を 忍んで？ 

さよ (小言で) ぉッ 母ァ- 勘辨 して 吳ん ちえ、。 

in ぢゃ ァ眞資 なんだ な。 

さよ (辛う： J て肯く J- 

(間 J 

親爺 ，啤 ろ やうに： >  いや、 さう だ 事 ァ出來 ねえ。 さう だ 

事 は 許す 事 ァ出來 ねえ。 

(間。) 

覺江 父、 だが なァ、 はァ かうな つて は、 仕方が ねえで ね 

え か。 父が 許す の 許さね えの ッ ちゆた つて、 話 はもと さ 

戻る 譯で ねえし、 俺 だって はァ * おさよ ちゃん を 貰 ふ 事 

も出來 ねえ >  それや ァ是 でも 當 にして * 待って ゐた御 祝 

儀だった けん ぢ よ. は ァ>.1 める 外ね えんだ。 そして 諦め 

たにした ところ が 村 の 手 合に 合せ る § もね え し . 又 俺が 

居たん では， 二人 も氣 持が よく あんめえ から、 いっそ 思 

ひ 切って. T 度 入れ 代りに. 叔父さんに 伴れ てって 賀ふ 

ベ と、 たつ た 今 思 ひついた んだ。 1 -さ うし たら 一 番ょ 

かんべ。 八方 麵く 治まって。 なァ 叔父さん" 是が 一 番ぃ 

いやり 口で なかん ベ え か？ 

叔父 ふむ、 さう 聞けば 成程. さう かも 知れん なァ。 

覺 江 叔父さん も あ 土 K ふでね え か。 ぢ やからな ァ父。 ど 
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うか さう させて 吳ん ろ。 せめて 俺 だけに も、 さう させて 

吳ん ろ。 なァ 父。 

覺次 哥兄. 濟 まねえ。 ど.. 「か 勘辩 して 吳ん ろ。 

叔父 哥 兄さん。 ド 5 だな。 傍から 聞いて つと >  覺 江の 云 

ふの が、 一番い k かも 知ん わえ ぞい リ だから さう させて 

やったら。 I— 

あさ ほんに なァ。 --— 父. さう してやる 外な かんべ え。 

親爺 (やう やく) さう だ 事 * 俺 知 らね え ，) S に 立 上 

つて.) さう だ 事 だったら、 俺が 居ね え 所で、 皆が 定めた 

ら よかつべ。 俺 知 ら ね え 。 i ^たに、 は ァ 隱 居す る 外ね え 

だ 0 

あさ 一. 願 ふや- ニし) 父！ 

親爺 (およ. U に 向 ひ) お先に 御免なん しょ。 (親爺 さつ 

さと 5； へへ 人つ V 、了 ふ〕 

覺江 i 〈後る 姿，^ 見送って， 乂ぉ 1. ザ 取り直し) なァ 叔父 

さん" そん ぢゃ贵 方 は、 俺 を 連れてって 吳 れつべ な y 

叔父 うむ。 かうな つたら、 出来るだけ 盡 力して 見べ え。 

^江 難 有う。 そん ぢゃ どうん。 さ- 「して 吳ん せい」 それ 

から 覺 次、 お前 も此 事に 就て ァ， 異存 は あるめえ- 

覺次 哥 兄， ほんと に濟 まねえ。 

さよ (小聲 ながら 堪へ 兼れ たやう に〕 ほんと に勘辩 して 

ぉ吳ん なんしょ。 …… 


鱟江 よし、 そん ぢ や.，： は 決った" お 隣の 叔母さん も， 

そん ぢゃァ 其 積り で 、 父が い ろ /、 云 ふ ベ けん ぢょ、 

一一へ を 一緒にして おやん なんしょ。 もれが 俺の 望みで も 

あんだ。 ない。 

よれ はい。 仕方が ねえ 事に なり やしたない C 

あさ そん ぢぇ もま ァ、 覺江 がよく 考 へて 吳 つち やんで、 

是 でも まァ、 四方 どうやら 納まった ち ふもん だ わい。 

よれ それにしても 覺 江さん。 $^方は身體は丈夫だけんぢ 

よ， 氣を つけて 行って 來 さんし. 丄。 

瓷江 あん、 一生懸命、 稼いで 來る わい， - 

叔父 さ ァ 、 さう と 定ま つ たら、 姉 さ ァ 、 もう 一 本、 酒た、 

E; えんら は覺 江が： お 一別 會だ からない」 熱く つけて 下さん し 

よ" 話が 理 におち たんで、 ちょっと；^ めつ ちまった だ。 

(.=: 分の 前に いてあった 盃,^  、 ぐっと  一 IS "に 飲んで. 

强 ひて 勢 ひよ く覺 .-Ti •」 さしつけ なが ら〕 ちつ と 冷め て 

つ ぺけん じょし 熱い のが 來 る；^,, 3 にまァ 一 杯。 —— 

覺江 つて S 取る〕 

叔父 (傍 の^子，^ 取って 注ぐ) 

覺 江 酜 つてぐ つと 了 H ャ.： それ，^ 飮み 千す) 

(旮々 rtl けた やうな 沈 IS の 中に . 

I ¥ II 
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第 三 慕 

再び 三. M が 家の 內部 0 

もと、^ じき C ぷ，： * れど、 七 年 S 歳月 fs-ffi ズ、 S 右 街 

門 よ リ^ 次が 代 LL 移 W  ろ 寧と て、 家の 屮の 様子 LL も 

何とた く Si 化 もり。 して 純朴な ろ 百姓の 風.^ 失 ひ、 

m 々知識 K 效？ 化して n ^ゆ C 例へば..；， と 翁賸" せ 貼り 

たろ 所 LL は、 雜 の 口 粉 か 新 蹈の附 錄と覺 しさ、 美人 

^ん、 《 げ ほろ 如し」 土 具 類の 數少 く、 鷺^ 用 

品の^,^^ ヾ C 而 して 全體の 上に、 や ゝ荒 IS の 色 あ リ。 

あろ 晚 おり 一 nc 懒げ LLrg れろ 午後 0 

今ば S$ 乎 ぺの麥 なるお さよ， 生後 一 歳 ほどなる sl^ 兒ん- 背 

れ ひたろ 俊に て， 閟ぬ裡 に 近き 一： K 所に て、 食器 や 厨 具 

^のお 片付^な し； ^ろ。 彼女はもぅす っかリ世^！^女ほ 

に なり： li? る とて- 髮 もぐる./^ 卷 LL した ま  > -、 身な 

リも かま はない ^1.1、 すっと 老けて 見えろ。 何となく 

れ乂" 物 変げ な 核子。 

|2 らく 立 いて ゐろ中 に、 背中の 子供、 眼,^ 醒ま した 

と！：：^ ぇズ、 突然 泣 さ 出す。 …… 

さよ (^の 子な 搖リ ながら) あ 、よしく。 はァ を醒 

ましたん か。 泣 くんで ねえ。 泣 くんで ねえ。 もうち つ 


とで 濟 むだから。 そしたら^^をゃっからな。 …… 

(^兒 益 々 泣く。) 

さよ あ. 1, さう かく。 待って ゐられ ねえち ふの か。 お 

めえ も 腹 減つ てんの か。 そん ぢ やら 仕方が ねえ。 乳、 飮 

ませてから にしつ ベ、 な。 I ぁ&、 よし ><..0 

(おさよ、 蔓 所の 片付，^ やめ、 背中の 赤 兒ん爐 端に 下 

るし ズ * 乳 ，^1- まぜる。) 

さよ ほうら、 ほら、 早く、 たんと 飮 めよ。 

(赤 兒泣 きゃんで、 乳,^ 飮み 初める。) 

(おさよ の 母 よれ。 奥より 赤 兒の泣 整ん、 K きつけ、 出 

で 來ろ。 は老リ たれ ど、 殆んど 1:1;^ ら S やうに 見 ゆ。) 

よね どうした。 又 泣き出した のか。 

さよ あん。 朝から まだ、 一 べんし か 乳 を やん なかった も 

ん だからない.」 

よれ うんう， 甘 さう に飮む わ-,, \0 

さよ おつ 母ァ、 おめえ 此 子が 乳 一ば い 飮んぢ まつ たら、 

ちょつ くら 守 をし てゐ て吳ん にえ か。 

よれ あ >- 、え X とも。 何 ぼで もして、 やつべ。 

さよ おら ァ、 臺所を 片付けたら、 米 も 磨い どかね えとな 

ん ねえし- お襁褓 もちつ と 溜って つから。 —— 

よれ さう かく。 (赤兒の方 へ手ー^-出し) さァく 明- 

明。  乳 一 ベえ 飮んぢ まったら、 お祖母さんが 方 さ 来んだ 
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ぞ。 戶 外さ 行って、 又， 鶏 見つ ベな。 

さよ (乳 fJ- 飮み 終った 赤 兒.^ 、 胸から 離して) そん ぢゃ 

鎮む ぞい。 (渡す) 

in  (又 少し 泣く の 1^ 其 儘 受取って) お. - よし/ \ 。泣 

くで ねえ、 泣く でね え" おつ 母ァ はちつ と 用が あんだ か 

らな。 お 祖母と 一緒に、 おとなし くして 居んだ。 —— (と 

抱き あやしながら- 土間へ 下リ) ねんねん ころり こ、 

ねん ころり。 …… 乳 飮んぢ まったら れんころ り J …； (と、 

出 な 子守歌な ひながら、 戸外 へ 出て 行く) 

(おさよ それ, ^見送り、 ほっとした や、 つ- .L 息.^ 吐い 

て、 兹所遠 具 お 一片-つけ 終ろ。 それから、 米 機から 

米ん. i モレ 取り出す。 そこへ、 前 LL 書記 1^ して ゐた相 良、 

妙 11 低級な 田 舍钟士 の 成り 損 W と 云った や う な 装 に 

て、 鞫 なぞん」 抱へ、 入リ來 ろ。) 

相 良 (入口 にて) あ、 おさよ さん。 今日は。 —— 覺次さ 

んは？ は ァ何處 かさ 出掛けつ ちまった かい。 

さよ いん や 、奥に 調べ物が 在つ とか 何とかち ゆって、 引 込 

んで る わい。 そして 先刻から、 貴方の 來 るの を、 待つ 

て 居た やうだった ぞい。 

相 良 さう かい。 ちっと 蓮くな つたから ない。 そんお や 早 

速、 ijr か歸 つて 來 たって、 さう 云って 吳んっ あんしよ。 

i はい。 (と、 奧へ 行かう として、 鳥渡 思 ひ 直し、 心 


配げ LL 相 良 に 近づいて、 小萆 に) だけん ぢょ、 相 良さ 

ん。 又 何 か 組合の 方の 事で、 心配事が あんで ねえの かい。 • 

相 良 (鳥渡 狼 狼して) いや、 別に さう 大した 事で もね え 

けん ぢょ。 鳥渡、 ない。 なァ にこ こさへ 切り 拔 けつち め 

えば、 何でもね え 事 だ わい。 贵 方ら が 心配 しっこと ァね 

えぞい。 

さよ そん ぢ やって、 贵方は 何時でも >  そんだ 事ば つかし 

云って ゐ つけん ぢょ、 此 頃の (人が 方と 來 たら、 隨分心 

配が あんの か 何が あんの か、 變 つてる ぞい。 ふだん は：. S 

白くな ささう に默 つてる し *  口 をき くと 八ッ當 りに 突劍 

貧で、 おら はァ、 つく <\ 厭に なつち まふ ぞい。 

相お まァ、 さう 云 ふもんで ねえ わい C  一 

さよ いや、 ほんと だ ぞい。 何も 贵 方を捉 へて、 恨み を； It 

ふ譯 では 決してね えけ んぢ よ。 良人 も あんな 仕事 を 初め j 

てから、 ほんと に變 つち まった ぞい。 お ら 等が 事な ん て 

ちっとも 考 へて 吳ん にえ  >1 やう-」 なつち まった だ。 

ffla さう 云ふ譯 では 决 して あんめえ。 (說 明す ろ やうに) 

た^ 此 家の 父 は 死ぬ し、 哥兄は 居ね えし、 一人で 家 を 引 

受けて るから にや ァ、 何 かしね えとなん ねえと 思って、 

製 絲の方 さ 手 を 出したん だ もん。 覺 次さん にや ァ。 此家 

の 田地 を 守って" ただの：. n 姓で 暮らす なんて。 も出來 

ねえ 事なん だから、 仕方が ねえ わい。 それ も 甘く 行き 
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へす れァ、 今の頃は^！^代が五倍にも十倍にもなって居る 

んだ げん ぢょ， 運が？」 -く、 絲が 下ったり、 繭の 思 《ぬが l^s 

つたり したにから、 仕方が ねえ わい。 

さ よ さう ；： ム へ ば さう だげ ん ぢ よ、 運ば か り が惡 かった で 

無え わい。 ^計な 事し つから、 そんな 事に なつたん だ わ 

、 0 

相 良 いや、 運 さへ よけれ ゃァ * まんだ、 是 からだって 盛 

り；？ ^ せる だ。 

さよ けん ぢ よも， 家の 田地 3 畑まで、 みんな 抵當 にしつ 

ちまって、 若し： sfw かったら， どうしん だい。 是 つきり で 

濟 まねえ でね え かい。 おら >  今日に も此 家が、 他人 手に 

渡る やうな^に でもな り やしめ え かと 思って *  0. 氣 

が i# 、でね えんだ ぞい。 若し. そんな 事に でもな つたら、 

どうしん だい。 死んだ 此 家の 父に 對 して- どんな 申譯が 

あんだい。 米 利 加 さ 行って まって る哥 兄さんに， どん 

な 顔が 合 は せられん だい。 

fflfe^ そん ぢ やから， 俺 も 及ばず ながら 心 1^ して、 盛り返 

すべと 力し てんでね え かい。 

さよ いや、 そんな 云って、 贵 方ら は 責任が ねえから. 

何した つて 關 はねえ ベけ んぢ よ、 おら、 はァ信 吊しね， え 

ぞい。 惡く 行っても、 紡 S が 買收 に來ん の。 橫濱さ 直接 

に 出す のって、 一 度で もさうな つた 事 はねえ でね え かい。 


相 良 いや、 これでもう 少し 持ち 堪 へさへ すれ ゃァ. どう 

にで も 成んだ。 それや ァ眞寶 だ わい。 だから、 貴女 も餘 

計な 心 しねえ で、 待って みて 吳んっ あんしよ。 大丈夫 

なんだから。 . I まァ、 兎に角 そんな 事 云 はねえ で、 覺 

次さん に 早く 俺が 来たと * さう 云って 吳んっ あんしよ。 

さよ (少し ま：；， 1 言 ひ足リ なさう に、 右手 奥の 鏡戶の 方へ 

行きながら、 聲，. ^かけろ) 貴方. 貴方！ 相 良さん が來 

た ぞい e 

(二三 度呼ぷ と、 奥で 何 か 答 ヘス- 聲が や がて、 

^い 心配げ な 餌 した 0 懶げに 現れる。) 

s.^  (不興 氣に) や ァ 、 今來た のかい e 俺 は 又 餘り蓮 い 

んで、 心配しながら 待って る 中に、 つい、 うとうと つち 

まった だ。 (淋しい 苦笑) 果報 は寢て 待てち ふから。.： 

…… 爐の 所へ 來ろ〕 

相 良 (少」 皮肉に) いや、 それでも 此の 晝 日中、 寢られ れ 

ゃァ 結構 だ わい。 (同じく 爐 端の、 上 リ框に 腰.^ かける ン 

覺次 どうも 此頃 は、 夜に なつと 寢られ ねえ 癖に、 眠たく 

つて ra る わい C 子供 はぎ ゃァく 泣き やが るし。 …… (お 

さよ,. 見返って) おい、 おめえ は何處 かさ 行って ろ 。少 

し 相 c ベ さ ん と 話が あんだ か ら。 

さ よ (默 つ て 米の i 爪 r な 抱 へ、 外へ 出て 行く) 

0  (其 後る 姿ん ^ 見送って) 時に、 話 はどうだった- 


2?4 


來 去?？ 


相 良 うん。 どうも 矢っ張り うまく 行かなかった。 

覺次 どうしても 聞かな かったん か。 

相 良 うん。 俺 あ 今朝 十 時 頃から 出か けて 行って， 色々 譯 

を 話して 見た けん ぢょ。 何しろ 向う では ぶんぷん 憤って 

るんで、 何と 云って 辯 解しても、 どうしても 聞かね えん 

だ。 二重 抵當 ちゆっても、 一方 はた にほんに 形式 だけ だ 

から、 決して 貴方の 方は惡 く はしね え。 第 一 に 責任 は 腹 

行す る だ か ら つて、 何 ぼ 口 を 酸つ ばくし て , 了解 を 求 め 

て も 駄目なん だ。 向う は 此方 を 信 HB して、 無け なしの 金 

を贷 したんだ から、 さう だ 詐欺み てえ な， 二重 抵當に 入 

つ てろ るんだ つたら 厭 だち ふんだ。 どうしても 元利 を 直 

ぐ拂 つて 貰 ふか、 いきなり 他が 手 を 出さね え 中に、 向う 

で 此の 家 邸 を 差 押へ つち まふ か、 どっちみ ち、 證書の 書 

換は厭 だつ ちゆって、 一歩 も 動かね えんだ。 

覺 Y ぺ ふうむ。 (頭，^ 抱へ て) 解ん ねえ. たな ァ。 

相 良 何しろ、 二重 抵當 になって るの を >  不意に 見付けた 

もんだ.；，： ら、 詐欺に か 、 つたと 思 ひ 込ん ぢ まって るんで、 

何とも 始末に 終へ ねえ わい。 

0^ それや ァ まァ、 此方 も惡 いに ゃァ惡 いけれ ど。 I . 

どうした もんだ ベな ァ。 

相 良 此上 は何處 かで 借り 變へ て、 拂 つち まふ 外 無え わい。 

それでね えと、 松 村の 方で 訴へ 出る か 何 かして、 此方の 


信用が ばったり 落ち つち まつ たが 最後， 製 絲場は rai 鎖し 

なくて なんね えし * 借金 は 其 儘 つて， 此 家なん ぞは勿 

論 人手に 落ちつち まふ ぞい。 1 今 も 其 件に、， ，2| て， おさ 

よ ちゃんから 接 ッロ說 かれた けん ぢょ。 

0^ まったく そんな 事に なったら、 大變 だ。 

相 良 なったら どころ でね えぞい。 放って置けば 成る に定 

つてる。 

f そん ぢ やら、 どうしても^り 替 へて * 松 村の 方 は 一 

且拂 ふんだ ない？ 

相 良 さう だ。 かうな つたら、 しゃう がね え〕 高 歩で も 何 

でも、 一時 惜 りなくて はなん めえ と、 俺 、思 ふんだ。 

覺次 高 歩で も、 無抵 當で惜 りら れつ 所が あっかい。 又、 

ニー m 抵當 つち ふ譯に は* 前 0 事が，！ m お 解つ ベから * 駄目 

だばい？ 

相 良 さう だない。 ー— けん ぢょ 覺，？ ？-さ ん。 贵方 家に tf 

まだお さよち やん 家の * 佐久間 家の ST 地が あんで ねえの 

かい。 あれ は贵 方の 自由になん ねえの かい。 おさよ ちゃ 

んが 此方 さ來 て、 およね さん も 引. 取つ てんだ から、 贵方 

の ものに なつ てんでね えの かい。 

$ うん， 佐久 間 の S 地ち ふの は， まだ ちゃんと 在る に 

は 在んだ けん ぢょ. 俺が 自由に はなん ねえ だ わい。 それ 

ゃァ. 泡 だって、 其 事 は M から 考 へて たけん ぢょ。 あれ は 


來細  2oo 


おさよ を^ ふ 時 も、 決して 俺 家の 物にしね えで • 俺と お 

さよとの il に 子供が 生れたら、 其子に^がせる約^3^で、 

S つたんだ。 そしてお よねお つ 1^ ァも. 俺が 方の 父と お 

つ «ァ が^1ぃ て死んぢま つたんで、 俺 家 さ 引-取る ち ふ よ 

り は. 来て K つてる 鋒 なんだ。 だから、 あの 田地 は 俺 家 

と は 全く 別物で、 手 もっけら れ ねえんだ。 

S さう かい。 そん ぢぇ も、 かう 云 ふ 場合で ねえ かい。 

一 つ * 抵 常の 種に する だけなん だから、 名 儀 だけで も 借 

りろ 譯には 行かね えの かい。 

a 次 さう だな い に 腹は替 へられね え 場合 だけん ぢ よ， 

およね おつ ァ にさう 云 ふの は， 何 ぼ 何でも 義理が 惡ぃ 

ん でない。 

相 良  一 ST 何 ほあん だいじ 

0 確か 畑 だけ だけん ぢょ、 一 一反 歩 は 在つ ベと 思 ふんだ。 

ffl.R そん ぢゃ、 それだけ でも 二 千 M 位、 何とかして 借り 

られつで ねえ か い。 義理が 惡 いの 何のつ て 云 はねえ で、 

思 ひ 切って， さう しっさん しょ。 さう 云 ふ 風に 願って 見 

つさん しょ J さう すれば * みんな 助かる だから。 小さく 

て も、 あれ だけ 立って る 製絲場 だし、 俺ら だって、 彼處 

が駄 H にな つ ち めえば、 $^方と 一 緒に 夠 死し な くて な 

んれ え。 

$ 併し もとはと 云へ ば * K 方 に勸 めら れて * 片棒 かつい 


だ 仕事 だつ たんだ ぞ い。 それが 初め 鳥渡う まく 行った も 

ん だから、 つい、 かう して 深間へ 入つ ちまつ たんだ。一 

—今更 そんな 事 云った つて、 仕方が ねえけ んぢ よ。 

相 良 何 を 云つ てんだい。 貴方が 何 か 仕事 をして えって、 

口癖の やうに 云って たから、 俺ァ 貴方の 爲を 思って， 勸 

めたん でね え かい。 そして 是が 運惡く 行った か らだ け ん 

ぢ よ" 景氣 でも 直つ て 儲か つ てゐ たら、 贵方 一 人が 大福 

福で ねえ かい。 

震 いや、 是は 俺が 惡 かった だ。 つい、 こんな 事に なつ 

たもんだ から、 愚痴が 出た だ。 俺 だって 何も 貴方に 恨み 

を 云 ふ 筋 はねえ だ。 それよりも 實際、 一緒に 此處迄 働い 

て來 て、 いろく 心配して 貰って るの を， 濟 まねえ と 思 

つてる だり 

相 良 いや" さう 云 はれつと 困つ けん ぢょ、 俺 だって 決し 

て、 贵方を 利用して、 遣 蜜 をす つかり 費 はせ つち まふ 氣 

なぞ は. 初めつ から 無かった だ。 先刻 も、 おさよ ちゃん 

にち くり /\ と、 さう だ やうな 事 を 云 はれた けん ぢょ * 

さ う 思 はれ つ と 心外 だ わ い 。 

覺次 いや、 決して さう は 思 はねえ" おさよ は 女で 分らね 

えだ。 ヒス テリ ー でさう だ 事 云 ふだ J どうか 惡く思 はね 

えで BIT ん ちえ \o 

相^:£^ そんな 事 はどうで もい >1 けん ぢょ、 先刻の 問題ない。 
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俺 決して 贵 方に、 尻の 毛まで 拔 けつち ふでね えけ んぢ よ。 

こ& さへ 通り 拔 けれ や ァ、 何とで も 成んだ から >  一 つ さ 

うして 見て £.;K んっ あんしよ。 他人で ねえで ねえ かい。 

覺次 (考へ 込んで〕 他 入で ねえ だけに、 まつと 辛い 義理 

が あんだげ んぢ よ、 仕方が ねえ、 一 つ 頸って 見つ ベ。 I . 

意氣 地な しって、 篤ら れ るか、 助ける と 思って H いて 吳 

れっか、 そこ は 分ん ねえ けん ぢょ。 …… 

ffl.H さう して 吳んっ あんしよ。 贵 方から さう 云 ゃァ、 何 

も 是が抵 當琉れ になって， 他人 手に 渡つ ちま ふつち ふ譯 

でな し、 賴 姑の 仲 だ もん、 きっと 肯 いて；；： ナ、 れつべ わい。 

それが どう だかない。 11 もと/ \ お. ッ母 は- 俺が 

こんな 仕事 を 初めん のに、 大反對 だつ たんだ もん。 それ 

に 家 邸 を 抵當に 入れる なんて 事 は、 先祖に 對 して 眞實に 

まねえ 事 だと、 同く 思つ てんだ もん。 俺 K は" 此の 家 

を抵當 にし てる 事 だ つて、 およね お ッ 母に は隱し て る 位 

なんだからない。 

相 良 さう だべけ んぢ よ、 今の 場合 だ。 思 ひ 切って やん な 

さんしよ。 — 尤も 俺も是 から、 高 歩で も 無 抵當で 俗り 

られる やうな 口が あっか どうか、 一 生 iMW 當 つて 見つか 

ら。 是 からもう 一 度 町 さ 出掛けて、 鈴 木 辯 護 土ん 所 さで 

も 行って、 敏 よく 相談して 見る 事に しつべ。 —— でも * お 

よねさん さへ 肯 いて 下され ゃァ、 それに 越した 事 はねえ 


から、 ない。 

S  (決然と) ri„^ 知した わい。 

ffl 良 そん ぢ やら 何分 しく  U —— (立 上って) 俺、 直ぐ 

町 さ 行 つ て 來 つから， 夕方までに、 又 吉報 を 聞き に 來 る 

ぞい。 

覺次 そん ぢゃ 左様なら。 —— 

相 良 左様なら.^  11 

(相 良 飽か-抱 へて、 そ X  くさと 出て；；？  く。) 

(S 次、 殆んど 見送り もせす、 爐端 LL 坐つ ^ま、、 "ち 

つと 考 へ に 沈んで ゐろ。 問。) 

(おさよ。 米 i 爪 下げた ま XI そっと 入リ來 ろ。 そし 

て i 爪.^ 流しの 傍に ® き * 静に覺 次の 方 1! 近づ いて 立 

つ。) 

次 (や つ と氣づ い て) あ • お前 か。 11 

さよ (突然、 强 ひて 冷 靜な聲 で) 贵方。 あの、 此の 家が 

他人 手に 渡 るんだ つ て 、 眞 か い？ 

覺次 (額.^ 上げて， つと おさよ 見な. から) お前、 

いてたん か 0 

さよ 閗 いて A 惡 かった？ 

覺次 惡 いと は 誰もい はねえ。 

さよ そん ぢ やって、 米 はは ァ * 疾っくに 磨げつ ちまった 

んだ もん。 


^次 そんなら、 後の 話 も いて ゐ たべな。 

さよ 後の 話って？ 

0  (S- ひ 切って) あの、 お前の. K 家の 田地 を， 一時 抵 

當に 借りて え つち ふ 話よ。 此の 家 邸が 差狎 へになる の を、 

佥を 借り 換 へて 助けて K ふために、 あれ を 代 り の 抵當 に 

人れ させて 賀 ひて えつち ふ 話よ。 

さよ その 話 だら、 よく 分ん なかった げん ぢょ。 うすく 

いて 居た わい。 

S 次 そん ぢゃ、 お前、 あの 話 どう 思 ふ。 . I. おつ 母 は 承 

知して aK れつべ か。 

さよ おら * そんな 分ん ねえ、 おつ S に^いて 見ね え 中 

0^ そん ぢゃ 一 つお 前から、 おつ 母に 譯を 話して >  當っ 

て兑て SK れる譯 に は 行く めえ か。 

さよ そんな^？^だぞぃ、 おら。 そんな 話 * おつ 母が 承知 

すると 分って たって、 おら 厭 だ" 11 そんな 遣 繰りして、 

お前さん、 怖ね えと は 思 はねえ のかい。 

0.^ そん ぢ やって 仕方が ねえ。 

さよ (ヒス テ "クタ に〕 仕方がなくても 何しても， おら 

そんな 話に 係る の は g だ。 ぉ斷 りする ぞい。 そんな 話 を 

する 位 だら- 此の 家 邸 ど 人に やっちまって、 何處 かの 竹 

の 中 さで も炭烧 小 さで も、 引 込んだ 方が まだい-わ 


畳 次 (少し 愤 然と) そん ぢ やら、 お前に ゃァ 頼まね え。 

賴 まねえ から、 此家を 棄て&  * 何 M さで も 好きな 所 さ、 

行つ ちまったら よかんべ。 

さよ 何 だって？ そん ぢゃ、 おらが おつ 母に さう 云って、 

あ の 田地 を抵當 に 入れな けれ ゃァ、 此處を 出 て 行げ つ ち 

..I の 力 V  , 

次 いや、 さう 云ふ譯 でね え。 さう 云ふ譯 でね えけ んぢ 

よ、 亭主 や 家の 心配事 を、 何とも 思 はねえん だったら、 

出て 行って 直った つて 1: じだと 云 ふんだ。 

さよ それや ァ 出て 行げ ちゆ ふんだ つたら、 何時でも 出て 

行ぐ わい。 行ぐ けん ぢょ、 お前さん、 假り にも そんな 事 

云って、 おら 等に 濟 むかい。 無理 云って、 一緒にな つた 

手前、 世間 樣に濟 む と 思つ てんの かい。 

覺次 濟 むも濟 まねえ もね え。 俺 はお 前 を、 そんな 情なし 

女 だと は 思つ てゐ なかった だ。 

さ よ おら だ つ てお 前さん を、 かう だ意氣 地な しだと は 思 

つてなかった だ。 

畳 次 何 だと、 ま 一 度 云って 見ろ。 

さよ 云 つ て兑 つと も。 立派な 意 t ほ 地な しでね え か い。 人 

の 口先 さ 维 つて、 家 も 田地 も抵當 にして 金 な んぞ惜 りて、 

口 ク な 事 一つし ねえば つかり か、 後 仕 末 さ へ 出来ね えだ 
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もん" 

覺次 生 意氣云 ふな。 贵樣 みて えな 賣 女に、 俺の 心 持が 分 

るか！ 出て 行け。 そんな 事まで 云 ふんだら、 直ぐ さつ 

さと 此處を 出て 行け。 

さよ あ- --、 行ぐ とも。 お前み てえ な 男の 傍 さ； iS る 位 だつ 

たら. 何處 さで も 行ぐ だ。 —— あ あ、 こんな 目に 會ふ 

ん だったら、 哥 兄さんと 一緒にな つた 方が、 どんなによ 

かった か 知ん なかった： 

愚 次 何 だと！ 畜生！ (猛然 立ち上って、 おさよ，^ 毆 

リ つけろ) 

さぶ ひ ー ッ (と 泣き 倒れながら) さう 云 はれて 口 借し 

かったら * 何 ぼで も 打て！ さァ 打て！ 打て ー  (泣き 

喚く) 

(およれ、 喚き K-l^ 開きつ け， 急 ざ戶ロ  Li 現 はれ、 驚 

いて 中に 入リ來 つて、 赤ん坊.^ 其處へ HM  くよ リ 早く、 

二人の 問に 割って入ろ。〕 

よれ (双方,^ なだめろ やうに) ぁ& これく 。何 をして 

んだ。 何 だって かう だ 喧嘩なん て 初めたん だ。 

次 (陰 儀な 額して 默リ 込み， 腰， ^かけろ。) 

さよ (訴 へろ やうに) おつ 母ァ、 まァ 聞いて 吳ん つえ >-0 

よれ うん" ー體 どうした つち ふんだ。 

さ よ 此 家が 借金 の抵當 流れに な つ て、 差 押 へ られ つち ま 


ふんだ とよ ゥ。 そして 其 借金 を 借り 替 へる 爲に、 おつ 母 

が 地所 を抵 當に贷 さな けれ や ァ 、 お らを 追ん 出 すんだ と 

ょゥ C 

覺次 何 を 云 ふんだ。 

よれ (娘に) 何 だって 、(覺 次に) どう 云 ふ 話なん だつ 

て" 

覺次 (if 落ち 附 けて) いん や、 資 はない、 いづれ 其經 

緯は 詳しくお 話し やす けんちょ、 俺ら が あの 製絲 組合の 

资 金を惜 りたた めに、 此の 家と W 地 3 畑が、 或る 金； W の 

抵當に 入って 23 てない、 其奴が 元利 共 直ぐ に拂 つて aK ん 

ねえと、 訴へ るの 差 押へ るの つち ふもん だからない。 其 

金 を 外から 惜り替 へ て、 其奴と 綺 魔に 緣を 切つ ちま ひて 

えと 思つ たんだ わい。 ところが それに は、 もう 一 つ 別な、 

確な 抵當が 要 るんで な い。 一 時 ほんの 名義 だけ 抵當 にす 

ん だから、 方 家の あの 田畑 をない、 ちょっくら 惜 りら 

れる もんだら ぉ惜 りして えと、 其 話 をお つ 母に して 晃て 

吳れる やうに、 おさよ に 相談し たんだ わい。 すると 此ん 

畜生、 それが 厭 だと 云 ふば かしなら い、 けん ぢょ、 人 を 

意氣 地な しだの， 何 だのつ ち ふもん だから。 …… 

さよ そん ぢ やって 其方 も、 直ぐ 出て 行けの、 人の 心配 

を 知らね えの つち ふんだ もん。 …… 

よわ ふうむ、 さう かい。 さう 云ふ譯 だった のかい。 (長 
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大 す ろ やうに〕 此家邶 までが、 さう だ 事に なって つべ 

と はちつ とも 知らなかった" 

ぬ 次 (思 ひ 切って) そん ぢぇ、 どう だべ ない。 一つ 此處 

で、 此の 難 I？ さへ 切り 拔 けれ ゃァ。 今年 は 生絲の 景氣も 

いい 兑込 だから、 後で 何ともな く、 お返しが 出來 るんだ 

けん ぢ よない。 あれ を 抵當に 貸して 貰へ やすめえ か。 

in さう だない 0  (gi く考へ 込んで) ほんに 大丈夫なん 

だべない。 一日 一 抵當に 貸す はい、 けん ぢょ、 人手に 渡る 

ゃ，「な^&はぁんめぇなぃ0 

砌次 俺 もはァ それだけ は、 生命に かけても 保證 しゃす わ 

、 0 

よれ そん ぢゃら 仕方が ねえ。 何だか 不安心 だげ んぢ よ、 

お 5j3l しする^ にしつ ベ。 

次 さう かい。 それ は 難おう。 おつ 母のお 蔭で 助かり や 

す 0 

ia だけん ぢ よない、 そんな 遣 繰り をし ねえで、 やって 

行ける 道 は 無え のかい。 

S おつ 母に かう だ 心配まで かけて、 全く 濟 まねえ 譯だ 

げん ぢょ、 外に どうに もしょうが ねえ だ。 此儘だ つたら、 

此家は 確に 差 押 へに なつ ちま ふだ。 

ia  (fs^ やう LL) かう だ 事 を 死んだ お前の 父 やおつ 母 

が、 竹十葉の51^<^らどんな顏して見てっべなァ。 それに 亞 


米 利 加 さ 行って る、 哥 兄が 聞いたら 何て 云 ふべ。 

覺次 (悲痛に) おつ 母ァ、 どうか それだけ は 云 はねえ で 

吳ん ちえ \。 それだけ は 云 はねえ で。 ……  . 

さよ (何 LL も 云 はすに、 泣き出す。 ：… ) 

(三人 思 ひく リ 込む。 i^。) 

(突然、 戸口の 所へ 一人の 村人， 立ち 現 はれる。) 

村人 (中 1 ^親き 込む やう-., して) 今日は 。御免なん しょ 0 

覺次 今日は。 何 か 用 かい。 

村人 あ， 覺 次さん。 俺、 今、 町で、 覺 江さん から 言傳頓 

まれて 來 ただ。 停車場 前で * ひよ つくら 此の 家の 覺江さ 

んに會 つ てない。 

覺次 何、 哥 兄に！ 

村人 えい、 さう だ わい。 俺 も 吃驚した だ。 そんぢ や 此の 

家 さも、 歸る つち ふ 寧ち つと も 知らせね えで 歸っ て 来た 

ん だない。 

S そして 何ち ふ 言傳だ つたい。 

村人 町で ちっと 用 を 足して、 あと 一時間ば かりしたら、 

此 處さ來 つから、 俺に 序に 家 さ 立 寄って， さう 云つ とい 

て吳ん ちえ」 つて。 ！ それから 彼是， はァ 一 時間 近く 

なつから、 其 中に 俾 で^も は ァ來る ぞい。 

畳 次 ふうむ。 こんなに 不意に、 どうしたん だべな ァ、 お 

つ 母。 (およれ、 おさよ の 方ん-見廻す) 
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in そして 覺 江さん の 恰好 は、 どんな 風だった い。 まさ 

か 人 遠え や、 幽 靈に會 つたで あんめえ な？ 

村人 立派な 洋服 て、 汽审 から 下りて 來た わい" 何でも 

ちょっくら 日本 さ歸 つて 來 たつち ふ 話だった。 11 ほん 

に 立派に なって 来た ぞい。 

さう かい。 それ はどう も わざ/ \、 難 有う がした。 

村人 そん ぢゃ 確に 言傳 しゃした ぞい。 —— 左様なら。 . 

登 次 左樣 なら。 

村人 (少し 行き かけて * 遠く 街 造の 方 vJ- 望み) あ \、 さ 

う 云って る 中に、 はァ 俥が 見える やう だ ぞい。 (去ろ〕 

さう かい。 (戸 口の 所まで 出て 見ろ) ほんた うだ。 

はァ 沼の 殺まで 來た〕 「引 込む) 

よね どれ。 そん ぢゃ迎 ひに 出なくて なんめ え。 (行. か 

ける) 

さよ あら \ 大變 だ、 こんな 髮 をして。 …； (身 じ まひ vs^ 直 

す) はァ、 顔、 洗へ めえ か。 

S それよ つかお つ 母 も、 おさよ も， 哥 兄が 歸 つたって 

今の 話 は 俺が 云 ふ 迄、 默 つて、 吳ん ろよ。 

さよ あい。   - 

in だけん ぢょ >  兄が 成功して 來 さへ すれ ゃァ、 はァ 

此家も 大丈夫 だ。 い \ 時 に歸っ て 來て吳 つち やな ァ！ 

璺次 (少し 苦しげ に) けん ぢょ おつ 母ァ、 此方の 事に 就 


て は、 餘 計な 事 は 云 はねえ で吳ん ちえ、。 歸る 早々 から 一 

要らね え 心 M かけつと なんね えから。  一 

よれ ぁ&云 はねえ。 はァ 大丈夫 だから 何も 云 はねえ。 一 

さよ そん ぢゃ來 ねえ 中に、 おら ちょっと， 上っ張り だけ： 

でも 引かけ て。 11 (赤兒ー^^抱ぃて奥へ入ろ) 

よね あ X 、 俾の 音が 其 處迄來 た " (いそ.// と 門口の 方 

へ 出ろ)  一 

(覺 夂、 土間の 眞 ん 中- IL 立ちつ くして. Q ろ。 の 音、 一 

いよく 近づく 0 …… )  3 

— 幕 11  " 

一 

第 四 幕  < 

同じく 一一 一  瓶が 1^ の， M 都。  ： 

舞裹面 其 他 LL は^ん ど 變 化な し。 た， V  土間 座 叙 はや >. 

片づさ 、 上 リ框の 所- _L、 畳. y が 持ち れ ろと^し きノ 

ス.' クケ ー ス、 土虔 物ら しき 筘 包みな ど、 二三 投み sa, 

かれ ぁリ。  .. 

前 慕よ リ 一 時 ほど. M ちた ろ 後〕 f^f  、午後の 

u ざし、 戶外 に や ゝ 叨 ろし。  - 

爐-レ は 湯签 W けられ、 ゆろ く 上ろ。 ……  1 

^1^ぁくと、 母お よれ S 所の 方に て、 新しく 取- 3 したる 一 
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の ひ.^、 拭 さ 揃へ：！ w ろ。 やがて それ VJ- 終って、 

爐^ の 方へ 來リ、 火の H 合 VJ- なほす。 

奥より、 おさ ft 出で 來ろ。 彼女に 髮,^ なでつけ、 小 ざ 

っばリした物に^^換へ：^^ろ。 

よね 5i< っ兒 はは ァ錢 たか。 

？ i あん。 やっと. おつ いたわい。 哥 兄さんが 餘り 急に 歸 

つて 来たんで、 家ん 中が どさくさして 居ん の を、 嬰つ 兒 

でも 分る と 見えて、 ちょっくら 疳が 高ぶつ てんの か、 毎 

もよりな かく .M つかなかった けん ぢ よ。 .：： 

よね さう. たべな。 何しろ 見馴ん ねえ 人が、 洋服なん て 蕾 

て 人って 来たんで。 …… 

さよ 先刻 はおら. ほんと に闲 つたわい。 哥 兄さん を 見つ 

と、 火が ついた 見て えに 泣 くんだ もん。 

よね それに 覺 江さん が、 あやす やうに 顔 を 寄せたら、 適 

泣 くんで なァ。 

3X ほんに ない。 

よね そん ぢぇ も覺 江さん は， 俺が 顏餘っ 程 怖な く 出来て 

つと 兑 える なんて、 笑って居 たからよ かった けん ぢょ、 

い、：. お 持 はしなかった かも 知ん にえ、 レ 

よ" おら も あの 爲に、 碌 すつ ぼ挨投 も出來 ねえつ ちまつ 

た〕 

v-a まァ よかんべ、 ゆつ くらで。 —— 


さよ (戸外,^:^ ろ やう にして) それ はさう と、 哥 兄さん 

はお 墓から- なかく 歸ん ねえない。 

よれ あ >。 父 やおつ 母 ァの墓 さ 取つつ いて、 まだ^^ぃて 

つか も 知ん にえ X。 何しろ 居ね え 間に、 知らせる 事 も 出 

來 ねえで、 死ん ぢ まった だから。 績け ざまに なァ。 

さよ さう だない。 —— それとも 何 處か他 さ、 挨 接に でも 

廻った かも 知れに ぇ&。 

よれ さう かも 知ん にえ >-。 けん ぢょ覺 江さん と 道で 會っ 

て も、 村の 人 もちつ くら 分ん ねえで、 挨拶され たら 驚く 

ベな ァ。 

さよ 何しろ、 餘り歸 り 方が 不意な ん. たもん。 誰 だ つ て、 

吃驚す る わい。 あんで は哥 兄さん も， おら \を 不意に 驚 

か せ つべ と 思って、 惡 意 に歸 つて 來 たつち ゆ はれても、 

仕方が ねえで ねえ かい。 

i れ 行ぐ 時 も 不意 だ つた か ら、 IE つ 時 も 不意 の 方が い 

と 思つ たんだべ。 

さよ ゃ韓 すろ やう に、 蔓 所の 方ん」 兑 il しながら) 

そん ぢ えお ッ 母ァ、 はァ- 膳の 方 は濟ん だのかん？ 

in あ X、 空 拭きまで、 すっかり 終つ ちまった だ。 暫く 

使 はねえ かったんで" 何だか 埃つ ぼい かった から、 裏の 

隅つ こまで、 丁寧に 拭いと いた。 こん ぢぇ はァ覺 江が い 

つ 何時， 何人 歸っ て來た つ て 差 支 へ はねえ。 
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さよ さう かん o それや ァぇ、 騣 梅だった ない。 

よれ おら、 あの 膳 を 出して ゐる 中に、 覺 江さん が 發っ前 

の 晩の 事 を、 すつ から 思 ひ 出した だ。 11 七 年ち ゆ ふと 

隨分 永い 前 だけん ぢょ、 不思議によ ッく覺 えて 居る。 お 

前と おらと お 客に 招 ばれて 來 て- あの 瞎の前 さ 坐った つ 

けが。 …… 

さよ (浮かぬ 殻で) さう だつ けない。 

よね (感慨： 保く) あん 時から 見つ と、 變ん ねえの は 膳 だ 

け かも 知ん にえ、。 

さよ (話頭 更に 韓じ ようと 思って〕 そん ぢゃ、 晚げの 

用意 は. はァ ぃ&ん だない。 

よね 大抵い k けん ぢょ。 なァ おさよ。 おめえ 赤飯 は 焚く 

んで ねえの か。 おら、 坎 いた 方が い、 と 思 ふんだ けん ぢ 

よ 0 

さよ さう だない。 けん ぢょ、 赤 豆 もま だ 浸 かしてね えし、 

いづれ 明日に でも、 お 祝えに 强飯を 炊かね えとなん めえ 

から、 今日はた V ちょっくらした 物で、 酒で も 出した だ 

けで ぃ&で ねえ かい。 

よれ さう だな ァ 。だけん ぢ よさう 手數 でもね えんだから、 

坎 いたら どう だべ。 小豆 を 浸 かすんだ つたら、 おら、 是 

からして やっから。 

さよ いや >  焚 くんだ つたら、 おらが する わい。 何でもね 


えだから。 . 1 - そん ぢ やら 炊く としつ ベ。 

よれ 氣は心 だ。 さう したら よかんべ。 

さ fs  (立 上って S 所の 戸棚ん-あけ、 赤 豆の 袋，^ 探す) e 

れ はさう と 赤 豆 はあった ベ かな ァ ： • … 何しろ 急なん で、 

何が何だか 分ん ねえ。 …… 

よね (少した しなめ ろ やうに) おさよ、 おめえ たち、 何 

だか 覺江 さんの 歸 つたの を、 喜ばね え やうに 兑ぇ つけん 

ぢ よ. そん ぢゃ ァ濟 むめ えぞ。 

さよ え、 何 だって" ぉッ 母ァ。 變な事 云 はねえ で 吳んち 

え、。 おら、 た r 餘り哥 兄さんの 歸 りゃうが 急 だって、 

云つ てるきり でね え かい。 

よね さう か。 そん ぢ やらい \ けん ぢょ * 何 ぼ 急 だからつ 

て、 さ 5 ぶつ.，^ 云 はねえ で、 働いて お K つち やらよ かん 

ベ 0 

さよ (少し 膨れて、 赤 豆,.^ 笊に 入れ) そん ぢ やら、 早く 

井戸端 さ 行って、 洗って 來 つと しつべ。 

(おさよ 笊，^ 持って 出て 行く。 およれ も不 gr けに 其 後 

,.5- 見送 リ、 思 ひ 直して 爐火 つぐ，) 

(覺 次、 臭よ リ 出で 來る。 手 飽な投 へ W ろ。) 

经次 あ、 およね おつ 母。 哥 兄 はま だ歸ん ねえんだ ない。 

よれ ぁ&、 はァ、 小一時間に なつけん ぢょ まだ だ わい。 

きっと 何處 かさ 寄つ たんだべ。 それとも 今 もお さよに 云 


つてたん だけん ぢょ、 S さ 向って 積る 話が あんだべ。 

级次 それ ぢゃ 鬼に 角、 哥 兄が 歸 つて 來 ねえ 中に， ちょつ 

く ら 出掛け て 、 用 を片づ けて 來 つか ら な い 。 

in 何處さ 出掛けんだ い。 

覺次 ちょ つ くら^ 務所さ 行 つ て - 相. お 君 に 話 を つけて 來 

わえ と. どうも 氣が氣 でね えから。 

in さう かい。 そん ぢゃ哥 兄さん も 居んだ ししつから、 

或るべ く 早く 歸 つ て來 て siK ん ちえ 、 よ。 

扱 次 あん、 直ぐ だ" 哥 兄さんが 墓參 りから、 歸 つて 來ね 

え 中に と 思って る 位 だから。 — t. てれ はさう とないお よ 

ねお つ 母。 先刻の 责方 家の 田地の 件ない、 ^；且しく頼んだ 

ぞい。 俺、 是 から 相-お US と會 つて、 はっきり さう 定めて 

來 つから。 

よれ そんなに 急いでん のかい。 おら、 丁度 覺 江さん も歸 

つたし しっから、 哥 兄さんと よく 相談して、 それからに 

したら よかんべ と 思つ てんだ けん ぢ よ。 WIS 兄さんに 話し 

ても兑 ねえの かい。 

恐 次 そんな は出來 ねえ 。歸 つ て 來た ばつ かしの 哥兄 に 、 

そんな 心配 掛けら，^ ねえで ねえ かい.〕 それに あれ ゃァ俺 

等が した 事で， 等 だけが 責任 を 持つ てる 仕事なん だ も 

ん。 俺、 哥 兄の 耳 さ、 ちっとで も 入れた くねえ から、 か 

うして 一 刻- ^3. 「く-話 だけつけ て 置きて えと 思つ てんだ。 


よれ でも 覺 江さん と は 兄お でね え かい。 

畳 次 兄弟 だって、 かう 云 ふ 話 は 違 ふわい。 兄弟 だから 適 

更出來 ねえ わい。 俺， 意地で も出來 ねえ。 I . だからお 

ッ母ァ も そんな 事， 一 言で も 云って はなん ねえ ぞい。 俺 

等が 事 は、 俺で ちゃんと 片は 付けつ から。 贵女 家の 田地 

だって、 一時 名 儀 だけ 借 入れる つきり で * 心配 はねえ だ 

からん い、 かい。 

よれ そん ぢ やらせう がね え。 贵方 のい、 やうに しっさん 

しょ。 おら、 何だか 一 度. 哥 兄さんに 相談して、 どうに 

かして 賀 つた 方が、 い X と 思って たんだげ んぢ よ。 

畳 次 £ お 女 もはァ 一 旦、 承知して SK つち やんだ から， 今更 

そんな 事 誰に も 云 はねえ で、 話 を つ けさせて 吳 ん ちえ X  0 

ぃ& かい。 云って なんね えぞい ー 

:n そん ぢゃァ 仕方が ねえ。 覺 江さん にも 誰に も 云 はね 

え わい，" 

覺次 頼んだ ぞい。 11 そんなら、 ちょっくら 行って 來っ 

から。 (立 上ろ) 

よ" 行って 來 さんしよ。 

(覺次 出て 行く。 哲 らくして おさよ、 笊ん」 持ちて 入り 

來 る。) 

さよ 一匹 虫が 入って たんで、 澤山喧 はれち まった かと 思 

つたら、 そんなで もなかった。 (S 所へ 持って 上って、 
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水： i5 の 中へ 浸す) 

よれ (ぼん や リ考へ んで 居る) さう かい。 …… 

i  (爐 端へ 來ズ) 今、 覺次は 出て 行った やう だけん ぢ 

よ、 何處さ 行つ たんだん。 

よね 相 良と 話 を 付けに だとよ。 11 おさよ、 おめえ どう 

思 ふ。 あの おら 家の 田地 * 大丈夫 だべ かな ァ。 

さ .„< まさか 間違 ひ は あんめえ と 思 ふけん ぢ よ。  

よれ ひょっとして- あれまで 人手 さ 渡る やうな 事が あつ 

たら どうし ッぺ。 11 覺 次さん もい、 けん ぢょ、 年 を. 取 

つた おらに 迄 こんな 心 1^ を させて。 ：••： 

さよ おつ 母ァ、 ほんに 勘辨 してお 1^、 ん なんしょ。 

よれ あ.^ あ、 初めつ から 此 家に、 覺 江さん が 居て 吳れた 

らか うだ 事に ならなかった べに、 なァ。 

さよ おつ 母ァ ー それだけ はどう か 云 はねえ でお 吳んな 

ん しょ。 

i ね そん ぢぇ も、 まだ さう 身代限り をし ねえ 中に、 覺江 

さんが 歸 つて 來 て 吳れた か ら、 是 から はどう にかな つべ 

けん ぢょ * 覺次 はま だ哥 兄さんに は、 ちっとも 相談 もし 

ねえ 積り なんだ もん U 

さよ 今更 哥 兄さんに、 相談して 心配 かける よりか、 吾が 

手で 出来るだけの 事ァ、 して 見て えんだ ベ わい。 そん ぢ 

や か ら どうか お つ 母 も、 覺次が 好き にさせ て吳ん つ あん . 


しょ。 おら もお 願す る わい。 

よれ それや ァ さう してやん の はやつ けん ぢょ、 やらずに 

濟む事 だ つ た ら、 心配な 事ァ させた くねえ か ら。 

さよ 覺次 だって 男 だ わい。 さう 信用 出來 ねえ 事 も あんめ 

え わい。 

：れ …… 

さよ それ は覺 江さん が、 ずっと 此家さ 居んだ つたら、 後 

はおつ 母 も 安心 だべ。 

よれ だけん ぢょ覺 江さん は、 どうしん だべ。 はァ歸 りつ 

きりに 歸 つて 来て、 いつまでも 此 家に S ん だべ か。 

さよ さう だべ わい。 金 も は ァ餘っ 程 溜つ たんで、 此處で 

安樂に 暮 してえ と 思つ て、 歸っ て 来たに 違えね え わい。 

よれ (II 語の やう LL) して 見つ と 結句、 哥 兄さんの 方が 

仕 合せだった のかな。 

さ r*  (つと 不興げ に) どら、 嬰つ 兒の顏 でも 見て 来つ 

ベ。 (立 去ろ) 

(戸外より 相， H 入り 來 ろ。) 

J 川 良 今日は。 —— あ、 およね さん。 i 女つ きりかい。 

よれ あい。 覺次は 今の 先刻、 出かけた ぞい。 貴方に 畲ひ 

に 行ぐ ち ふて。 

相 良 え、 俺に， ひに？ 

よね あい。 さう 云って 行った わい。 


相 A さう かい。 そん * ちゃ 丁度 行き 違えに なった だ" 俺、 ち 

よつ くら： 士  3 つ あん 家 さ 待った もんだ からない。 —— ま 

ァぃ X だ。 K 次さん も 向う さ 行って、 俺が 此方 さ來 たの 

分ったら、 戻って 來っ ベから。 じたばた 又 房って、 ま 1 

度 行 _i ^一 ひ になつ と 詰ん ねえ。 それよ つか 此處に 待つ て ベ 0 

よれ それ もさう だない。 尤も 向う でも * 贵方を 待って つ 

と S つけん ぢょ。 

相 なァに それや ァ 大丈夫 だ わい。 —— それに 話で 聞く 

つち ふ， *4、 覺 江さん が歸 つて 來 たつち ふでね え かい。 眞 

1^ かい-  . 

よね Jja; お だ わい。 ほんに 思 ひがけな く， 急に 歸 つて 來て 

ない。 おら も 龍 かと 思った わい。 

S さう かい。 何時つ 頃？  • 

よれ つい 一時間 か 二 時 問 前 だ わい。 

fflA そして 今 は柯處 さ 行つ たんだい。 

よね 歸 つて 來 つと 直ぐ、 おら 等と 挨接も そこ/ \ に、 兩 

親の 墓 < ^りさ 行 つ たんだ わ い。 そし てま だ歸 つて 來 ねえ 

んだ ぞい。 はァ歸 つて 来る だげ んぢ よ。 11 

相 良 さう かい。 そん ぢゃ俺 も 兎も角. 此處に 待って、 お 

口に か 、つべ。 —— 江さん、 どんな 樣 子で 歸 つて 來ゃ 

したい。 

よ：：： 洋服なん て 藩て ない。 其 上、 頭ァ 伸ばして 分けたり 


してんで、 顏 はもと >| さう 變り もしね えけ んぢ よ， ちょ 

つくら 會 つたんで は、 分ん ねえ 位 だ わい。 

相 良 そん ぢゃ覺 江さん も 成功して * 故 鄉さ錦 を 着て 歸 つ- 

たん だいな。 

よね どう だか 分ん ねえけ んぢ よ、 ちっと は 金 も 貯めて 歸 

つど ん だべ 。 そん ぢぇ ねえと 歸られ ねえ もの 。 

相 良 ysl 米 利 加で 何して たんだべ。  一 

よれ おら、 よく 分ん ねえ。 今まで だって、 便り もさうな 一 

かった し、 まだ そんな 話 聞き もしね えから。 

ffl 良 何に しても 覺江 さん は. たうとう 成功した だな ァ， 

亞米利 加 さ 行けば • 金 は. 取れつ けん ぢょ、 ほんと に それ 

を蓄め て 成功し て歸る の は、 難 か しいち ふ 話 だ のにな ァ。 

よね それや ァ覺 江さん にして は、 隨分 辛い E をした に？ K な 

ひ あるめえ わい。 ない。 

相 良 ほんに 人間の 運つ ち ふ もの は 分ん ねえ。 覺 江さん な 

んて、 まァ 地道に 稼ぎた めて 来たんだ ベけ んぢ よ、 あん 

な 事 さ へ な か つ た ら、 矢つ 張し た^の 百姓 だ つた かも 知 

ん にえ k。  11 ほんに 人間 は 七 轉び八 起き だない。 

よれ さう だない。 —— だけん ぢょ， 貴方ら の 方の 仕事 は 一 

どうだい。 早く 八 起きち ふ譯に 行かね え かい。  一 

相 良 ま ァ./ \ 待って 居て 見つ さんしよ， 此處 せえ 切りぬ 

けれ ゃァ、 先が 見え てんだ から。 —— それにしても 覺江 
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さん は • ほんに い、 時に 歸 つて 吳れ たもんだ ない。 

ぶれ さう だ わい。 おら も 何だか、 あの人が 歸 つて 吳れた 

んで、 貲は 一 と 安心した わい。 

相 良 (戶 外， ^振り向：. て) あ  >  さう いふ 中に、 覺 江さん 

が歸 つて 來 たやう だ ぞい。 

in さう かい。 

s.^. き然 たろ 樣子 にて 入リ來 ろ。) 

相 良 (戶 口の 近くまで 出迎 へて) あ V 、覺 江さん 。よく 

ぉ歸 りに なり やした。 お 芽出度う がす J 

登 江 (どっと 見て、 淋し さ 微笑ん 洩らし) あ \> 相 良さ 

ん だった ない。 贵 方も變 りなくて。 およね おつ 母、 只今。 

どうも 蓮くな り やした。 

よね ぉ歸ん なんしょ。 

覺江 墓地の 草ァ、 すっかり 拐って 來 やした。 

in それや ァ大變 だった ない。 

S なァ に。 11 

相 A  ttf んに贵 方の 守 中に， 御： 吶親 ともお 亡くなり にな 

り やして、 さぞ 方 もお 力落し だべない。 此處さ 來てか 

ら、 初めて 分つ たんです かい。 

S 何だか、 そんな やうな 覺悟 は、 してやし たけん ぢょ 

ない。 11 (お ね- J.) それから 歸 りに 石 1® の爲 さん 家 

さか！ H つて 石塔 跳へ て來 やした。 


in さう かい。 それや ァぃ、 驟 梅でした ない。 

整 江 爲 さん. 吃驚して 居た つけ、 そして 言 紫なん て 急に 

丁寧に したり- ぞんざい にしたり。 …… 

raA さう だべない。 ほんに 俺 だって、 さう と M いて © ね 

え けれ ゃァ、 分る めえ もの。 でも、 .一:^派に成功してぉ歸 

りに なって、 何よりで すない。 

畳 江 成功して 歸 つたなん て， そんな 事ね えぞい。 たに 七 

年 も 向う に 居つ と、 どうも 矢 も榍も 溜ん なく、 歸 りたく 

なる 時が あるんで ない。 五六 七 年 H あたりが、 誰でも 日 

本の 土 を- 一 度 踏んで 見た くなる、 いけね え 時期なん だ 

とい。 —— 其處を 過ぎて、 まつと 永くな つと * さ， 「歸. リ 

たくなくなる さう だけん ぢ よ。 

相 良 さう だべない。 七 つち ふと 何でもね え やう だけん 

ぢょ、 向う に 一人で 居つ と、 ない。 

S  T 度 隣り 地の 人で、 矢つ 張し 歸る 人が あった もんで 

ない。 つい 勸 めら れ たから、 其氣 になつ たんだ わい。 今 

年 の 作物 は 種も蔣 いて、 はァ 芽が 出た の を 見た ま 、 殘し 

て〕 I . 

相 良 さう かい。 そん ぢゃ， お 方 は 此方 さ * 歸. リ つき. リ でね 

え 積り なんです かい。 

mjri さァ、 そこ は 都合で どっちに も するとして >  まァ 1 

度歸 つて 見つ ベ と. お つ て な い 。 11 時 に S 次 は リ . 
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s いえ ：… よく 有んで あり やせん かい。 向う さ 行つ 

てる 人が. 寫眞 結婚ち ふて。 I . 

§ 馬鹿 云 はねえ でお 吳ん なんしょ。 そんな もの 向う で 

貰 ふったって、 野原ん 中の 百姓 星へ、 誰が 来つ かい。 

相 良 (座 直す やうに して) 一 g ぬ责方 は、 彼方 さ 行って * 

何ち ふ 所に どうして 居たん です い。 失禮 だけん ぢょ。 よ 

かったら、 どうか 俺等に も、 向う の 話 を 聞かせて 下さん 

しょ 

江 さう だない。 藩いた 時 一度 手找を よこした つきり * 

誰に も 便り 一 つし ねえで、 居所 も 知らさなかった けん ぢ 

よ、 俺 今迄、 コ 口 ラドち ふ 所に 居たん だ わい。 亜米利加 

もずつ と 奥で、 ロッキ ー 山つ ち ふ 山の 麓で ない。 あんま 

り 人の 行が ねえ、 鹿 い 開墾地 なんだ わい。 

相 良 矢っ張り 其處 で、 百姓して 居た のかい。 

^：：^江 さう だ わ い。 . I .  丁度、 向う の シャ ー トル から 陸 さ 

上って- ボ ー デング ，ハ ゥ スち ふ宿展 にごろ/ \ して、 鐵 

道 工夫に でもな つべ かと 思って つ 所 さ， 丁度 コ 口 ラドか 

ら 農夫 募集が 來 てない。 直ぐ 行 つち まつ た^わい リ 

相 良 其處で 矢っ張り 米 を 作ん のかい C 亞米利 加で も 日本 

村ち ゆ ふて、 此方から 行った 人が 米 や 馬鈴薯 なんて 作つ 

てんだ つてない。 

S いや、 俺ら が は 北 C 方の、 ずっと 奥 だから さう で 


ちょっくら W があって、 出掛け たんだ わい。 直ぐ 歸 

つて 來 つべ。 

^.u なァに 俺等が 一 緒に， やつ て 居る 仕事が あんで ない。 

其 川で 俺と. 0 ふ箬 になつ てんだ けん ぢょ、 行き 違えに な 

つたんで、 俺 も かう して 待つ てんです わい。 其序ッ ちゆ 

ッ ては惡 いけん ぢょ >  是非 貴方に もお 目に か. - つて、 向 

うの 話で も 伺 ひ てえ と 思 つてない。 

ム (茶，^ 注いで 出しながら) 哥 兄さん。 まァ 此方 さお 

坐ん なんしょ リ そして 相 良さん も、 此處さ 掛けて ぉ吳ん 

なんしょ 0 

(二人、 ぬば たの « よさ 经に 座. 4- 占めろ" &二リ おさ 

よ 出で 来る ご 

？ I あ、 ^兄さん。 ぉ歸ん なさん しょ。 

©I 江 いや、 ゆつ くらだつ たばい。 —— 嬰つ 兒 は？ 

さよ (M 故と もた く ほ〈 つ 赤に なつて) 寢 かしつけ やした 

わい。 ほんに 喧 ましい で。 —— 

扱 江 あんまり 怖い 叔父つ あんなんで * 蟲 でも 起さな けれ 

ゃァぃ v と 心配し やした。 

さよ まさか。 I— si で 誰 を 兑ても 泣 くんで、 困り やす 


さん はま. たです かい 

まだって？ 
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ねえ だ。 主 に シュガ ー • ピ ー ッ ちゆ ッて、 砂糖大根 を 作る 

だ。 それ は 日本の 大根と (無 を 一緒にし たやうな もんで な 

い。 いく 灿を 馬で 耕して * 一里 も 二 里 も ある 畝 さ、 

1 而に ずっと それ を 作 るんだ わい。 

ふうむ、 砂糖 大极 …； ？ 矢っ張り 甘えの かい。 

S さう だ わい。 向う では それから 砂糖 を-取んだ わい。 

相 & さう かい。 そし てられ を 作って ゐる所 さ、 雇 ほれて 

働 くんだ ない。 

GSi ば まァ 初めは さう だけん ぢょ >  それでも 此方の 作男と 

は 少し 違 ふ んだゎ い 。 11 ま ァ 初め 向う の 土地 さ 行ぐ と 

する、 ない。 いく C1 懇 地の 中 さ. ボッリ /\ と 立つ 

てる 小屋が あんだ わい。 其處で 俺等 は 其 小屋 さ 入 つ て、 

其處 について e る 土地 を、 まァ惜 りて 小作す るち ふ譯に 

なんだ • ない。 向う の 土地の 廣 さは、 ェ ー 力 ー ち ふの が 

此方の 歩合で、 一 ュ. -カ ー が 日本の 二 町歩 も あるんだ ぞ 

い。 それ を 一 人で 二十 ェ ー 力 ー から 四十 ェ —力 ー まで 借 

りて、 今の 砂糖大根 を 作 るんだ わい。 大抵の 入 は 初めは 

二十 ュ，' 力 ー だけん ぢょ、 俺 は 一 生 懸命 働く ベと 思って、 

初めつ から 三十 ェ ー 力 ー 作って 見た に。 

fflk 1 ェ， '力 ー …… とか^ 二 町歩 だと、 三十 ェ ー 力 ー な 

ん て， 大變 だない。 

0^ それや ァ ない。 先刻 も 云った 通り、 さうな つと 一本 


の； g が-ずっと 一本で 二 里の 餘りも ある わい。 , 

相 良 ふうむ。 それ を 一人で やん のかい。 

江 尤も 耕す の ほ 馬 を 使って、 どんく や つち まふから 

此方の りの やうで はねえ けん ぢ よ. 後 は 種薛き か ら * 

何まで すっかり 一人で やんだ わい。  ♦ 

相^£- ふうむ。 大變 だない。 

S なァに 此方の 百姓に 慣 かてれば、 それ 程で もね え わ 

い。 いったって、 順々 にやって 行ぐ と。 11 先づ 一 番 

先 は 春 早く 種 を 蒔いて、 一 面に 芽が 出る、 ない。 すると 

その 一寸 位に 育つ の を 待って、 四 月の 初め 頃から、 シン 

-I ングち ふて * 一尺 位に 一本 づ>- ちゃんと うろ 拔 くんだ 

わい。 それが 西洋の？！ 姓 だと、 立って 居る まんまで， 長 

い 鋤 銀で 拔 き-取って は、 一 本 ちゃんと 殘 さなくて なんね 

えんだ が、 立って 居る まん まだ もんだ から、 なか^-六 

ケ敷 いんだ わい。 ところが 日本人 だと， 腰が強いんで、 

しゃがんで うろ 拔 くと、 何でもな かんべ。 m の 柄 を 短く 

して、 かう 云 ふ 風に、 一尺 位 づ\播 き •  取って は、 一本 だ 

け殘 す。 … … さう 云 ふ 所で 日本人 は 贯寶が ら れんだ わい 0 

S 成程、 ない。 

覺江 それ は 四十 日 位で • すっかり 濟 ますと、 今度 は 一 尺 

位づ、 育った 大根の、 せ 十 取りに か \ るんだ、 ない。 ホ ー 

イングち ゆって。 是が 六月 一杯 位 か、 る。 -—— それから 
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後 は、 默 つて 放っとく ち ふと、 十月 頃、 すっかり 出來っ 

ちま ふんだ わい。 それ を 今 は拔 き. 取つ て、 タツ ビング 

ち ふて 頭の 葉つ ば を 切り落し て は、 其處へ a み 並べ るん 

だけん ぢょ、 その 拔 いて、 頭 を 刎ねて， 並べる のが 又 日 

本人で ねえと、 器用に 行が ねえんで ない 。たに かう して、 

(と 形で 見せ 乍ら) 拔 いて 鹿 丁み てえ な もので、 ばつと 

頭 を 切って、 ぼんと 其處さ 置く だけな んだ け ん ぢ よ。 11 

かう 云 ふ 風に、 ない。 

ffl^ 所 程。 . I 

$^江 たに それだけなん だけん ぢょ、 それが 初めの 小作み 

たいな 契約で も、 一 ェ ー 力 ー の 間引が 十 ドル、 草取りが 

五 ドル、 タツ ビングが 十 ドル- まァ 一年に ーェ ー 力 ー で 

二； 一 H> ドル は 取れ るんで ない。 

相. U 1 ドルち ゆ ふの は 確か ニ圆 だから、 一 ェ ー 力 ー で 五 

六十 0、  二十 ュ.' 力 ー で 五十 圓 として 千 兩！ ほ \ う、 

さう かない 0 

，t まァ。 (先刻から 感 t!5 して iS いて ゐろ 。リ 

よさ」 

# ぺ： d それが 小作 だから だけん ぢょ、 今 は 其 翌年から * 

地主に でも 信 川 されれ ゃァ、 ハ ー フ. シャ ー ちゆて、 道具 

や 馬 を 偕り る 代りに、 收 捲の 半分々々 を 分ける 事に すれ 

ゃァ、 まつと 金に なつし、 それで 少し 金 を 貯めた ところ 


で、 今 Si は キヤ ッシ • レントち ふ、 地代 を拂 つて 土地 だ 

け^り、 此方で 馬 や 道具 を 買って、 自分 だけで 作る 段に 

なれ ゃァ、 もっと 倍 も 入る つち ふ ft で、 港し くって 辛え 

けん ぢょ、 身體 がよくて 少し 辛 棒せ え すれ ゃァ、 後で 磨 

つち ま はねえ 限り、 誰でも 少し は殘せ るんだ わい。 

相 良 ふうむ。 さう しっと. 方 は 七 年- & たから * はァ 彼是， 

一 萬：.！ も 貯めた 譯 だない！ 

^江 (^^しく笑って) いん や、 さう は 行が ねえ わい。 ま 

ァ、 話半分と して 三千 ドル 在つ かねえ か。 旅費 だの 何 だ 

の • いろく 費った どから。 

相 良 そん ぢぇ も大變 だない。 三千 ドルつ ち ふと 六 千兩。 


覺： Ti けん ぢょ、 此の 面白え 盛り を、 一 人で 働き 馨 らした 

油汗の 代 だと 思 ふと、 俺 >  何だか 情なくなる。 …… 嚴ぃ 

もんだ わい。 高くて い、 と 思 ふんだら >  贵方、 まァ 行つ 

て、 向う で 一 人で 働いて 見つ さんしよ。 

ffia いや、 俺 も 身體が 丈夫 だら、 何だか 直ぐにで も 行ぎ 

てえ 位 だ ぞい。 

ふ" 相 良さん。 ほんに 貴方が 渡米して れつと、 村. a. が 

靜か になって い、 か も 知ん にえ、 ぞ い ！ 

相 良 いや ァ、 これ ゃァ 飛んでも ねえ 所で、 一 本參り やし 

た〕 よ > -乂ょ U 
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0i3* 妙 II 淋しく 笑 ふ。 問。) 

eji 江 ところで、 俺が 方 はもう はァ それで、 大略 話しつ ち 

まった^から、 今度 は 此方の 方 を、 いろく 聞かせて 貰 

ふべ。 —— 其 間に 此方で、 贵 方ら がどう だに 仕 合せに 暮 

した か i 0 父 やおつ 母ァの 外に は、 告、 變り もね えん 

だべない。 (告 vJ- 見廻す) 

相 良 贵 方が 行って から 村に は、 是と 云って 別に 變り もね 

えけ んぢ よ、 …； あ、 さう く。 助役 をして 居た 遠 藤 さ 

んが， 卒中で 死んだ ぞい。 貴方 家の 父が 死んだ 一 年ば か 

し 後。 —— 

覺江 さう かい、 酒 を飮ん で、 元氣 過ぎる 位だった が、 た 

うとう そんな 事に なり やした かい C 

相 良 ほんに 人間って、 分ん ねえ もんです ない。 午後 俺ら 

と 役場で 話 をして、 其晚 なんだからない。 

覺江 ふうむ。 そん ぢぇ今 助役 は 誰なん だい。 

祁 U なかく 後任が 定ん ねえで、 少し 紛め やした けん ぢ 

よ。 たうとう 穀 尾の 齋 藤さん が 成り やした わい C 其 時 一 

部の 人の 中には， 俺に 成れつ ち ふ 話 も あ つ た 位 だ つたけ 

んぢ よ-」 ；… 

一江 そん ぢ やえ 失敬 だが 责方 は？ 今、 役場に 出て ねえ 

んで すか い。 

相 良 (1^, 化 接いて) ぇ&、 まァ、 そんな 事 だの こんな 事 


だので. 時々 は名譽 書記ち ふやうな 格で、 顏 だけ は 出し 

やすが、 ない。 11 

よわ (倚から 少々 怠地惡 く〕 相 良さん は 今は覺 次と 一緒 

に、 組合み てえ な もの を 作って、 製絲 工場 を やつ てんだ 

わい。 

S へえ， さう かい。 

相 良 なァに 此方の 覺次 さん を 頭に、 合资 組織で 小せ え ：1 

繰り 場 を 推え て 2^ たんだ わい C 

愚 江 そして それ は 甘く 行つ てんの かい。 

ffl.u  (頭に 手， a- やって) それがない。 今の 覺 江さん の 話 

と 遠って、 年々 不運 續 きだった もんだ からない。 此處さ 

へ 越せば、 まァ どうにか かう にか. やって 行けつ ベと 思 

ふんだ けん ぢょ、 丁度、 资金ゃ 何 か r 盡き て、 今が 苦し 

い 頂上なん でない。 困つ てんです わい。 

昏. 江 ふうむ。 苦しい つ て どうなん だ い。 

相 良 (少し 容，^ - 改めて) 資は 今日 も 其問题 で、 覺 次さん 

と 相談に 來て 居んで すけん ぢ よ、 嫂の 事 を 云 ふと、 少 

し；^ 政 h の 造 繰が 過ぎ やして な い。 或る 機 者が 妙な 事 

を 云 ひ 出して、 直ぐ 借金 を拂ひ 屍す か、 それでな けれ や 

ァ， 抵當に 入って ゐる 此の 家 邸 を、 差 押へ つち まふって 

訊かね えんです わい。 

S え， 何 だって？ 
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さ.， *  (伎から) 相 良さん。 そうだ 事 云って 關 はねえ のか 

ffl^ いや、 どうせ 哥 兄さんが 歸 つて 来たから にや ァ、 一 

K は 御 相談 も 申し上げた 方が、 却ってい X と 思 ひやす か 

ら、 まァ 内輪の 寧まで 云つ ちま ひやす けん ぢょ、 今、 俺 

ら はたった 二 千 0 の 金の 爲に、 信用 を 失 ひかけ てるつ ち 

ふ譯 なんです わい。 

级江 ふうむ。 ニ千圆 で、 此の 家 邸が 抵當に 入って るつ ち 

ふんだ ない。 

相 良 さう だ わい。 今、 ニ千圓 さへ 別な 方から 借りる か， 

どうかして 出來 せえ すれ ゃァ、 何でもね えんです わい。 

それで 他ら も 色々 心配して、 いろくと 工面して 居んだ 

けん ぢ よない。 11 

资 江 さ 5 かい。 —— さう だ 事と はちつ とも 知らね え かつ 

た。 さう かい 。それや ァ 困った ベない。 (何とな し に 立 上 

つて) いや， そん ぢゃァ いづれ、 俺 もよ つく cs^ と 相談 

して 兑 なくて はなん ねえ 。そして 何とか 及ばず乍ら も、 心 

a して 見なくて はなん ねえ 0 …… (土間の 方へ 歩. 1S3 す) 

さよ (傍から〕 でも、 覺 次の 方で は 何だか、 話が ついた 

様 千で、 哥 兄さんに そんな 心配 を かけて は、 困る つて 云 

つて ゐ やした ぞい。 

相 良 いや、 それ もさう だべけ んぢ よ、 俺 >  覺 江さん に 相 


談 して， かう して 話 を いて 頂いた だけで も、 心丈夫 だ 

からない。 

in  (傍から) それや ァさ うだない。 

覺江 (妙 LL 嬉しげ に考へ 込ん て • 獨 語す ろ) ふうむ C さ 

うかい。 ；… 

(戶 外よ， リ覺次 いで 入リ來 ろ-し) 

覺次 (入 リ來ろ や 否や) あ、 相 良 君！ 此處に 居た のか C 

(と、 土間-,: 離れ 居ろ a 江 fj- 認め) あ、 哥 兄さん もお 歸 

ん なって 居 やしたない。 鳥渡 用が 在った もんで。 出かけ 

て濟 みや せんでした。 

畳 江 い k や、 そんな 事レ …… 

相 良 丁度 行き 違えに なつたん で、 覺 江さん のお 話 を 開き 

ながら、 お待ちし てた わい。 

覺次 俺- さう と は 知らね えかった もんだ から、 お前さん 

の 後ば つかし 追って * 佐吉っ あん 家 さ 行ったり、 役場 さ 

行ったり 隨分 探し 廻った ぞい。 

相 良 それや ァ濟 まねえ かつたない。 

覺次 そんで 兎に角、 話し だけ は 早く 付けて 置かね えと， 

後で 困る と 思つ てない。 

相 良 俺 も 其 件で、 かう して 待って 居たん だけん ぢょ。 11 

覺次 あれ ゃァ 鬼に 角、 二人で 相談して 定めて 了 ふべ。 (覺 

江の 方 1^ 向き〕 哥 兄に は濟 まねえ けん ぢょ， ちょっくら 
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話 をつ けて 了 ふ 間、 もう 少し 此處に 待って  > 貰 ふとして。 

11 奥 さ 行つ て 定めつ ベ。 

扣 M けん ぢょ其 件に 就いては、 ない。 俺 今 寶は覺 江さん 

にも >  相談に 乘 つて 貰った 方が い \ と 思って、 大略 話し 

て 了った わい。 だから 此 處で覺 江さん の 前で、 ^贵方 か 

ら事を 分けて 話して 吳れる 方が、 い、 と 思 ふんげ んぢ 

よ 0  i . 

覺次 えつ ド 何 だって？ 哥 兄に は ァ話 した？ 

相 良 さう だ わい。 そして 一緒に 心配して 頂きて えと 思つ 

て。 —— 

畳 次 相 良 君！ お前 何 だって さう だ 事、 …… さう だ餘計 

な 事 をして 吳 れんだ！ 

相 良 そん ぢゃ 話して 惡 かった のかい。 

ゆん 次 惡 いち ふんで ねえけ んぢょ  >  餘 計な 事で ねえ か！ 

何も 哥 兄に 對 して、 俺 ァ隱し 立て をして えち ふんで ねえ 

けん ぢょ、 歸 つて 來る 早々 から、 さう だ 事 を 聞かせて、 

心配 させね えだって、 俺 だち の やって る 事ァ、 俺 だち で 

片を つけて、 それから 話 をした つて、 遲 くねえ でね え 

か。. I お前、 何もかも みんな 話しつ ち ； つたの か。 

相 良 (少し 權墓 LL 悄氣 て) さう だ わい。 

S 次 何もかも、 借金の 事 も か！ 

相 良 (肯 く)  


覺江 aw に 二人の 間 LL 並み 出で、) ^次。 俺 は 大略、 確 

に 相 A 、さんから 聞いた" お前 、今一 一千 圓ど うかしね えと、 

此の 家 邸が 差 押 へられる つち ふの は. 腐お か C 

覺次 そり ゃァ眞 は眞责 だけん ぢょ > 其 事に 就いて だら、 

俺、 哥 兄の 心配 は 受けね えた つてい、 んだ。 其 一 ST たら， 

話 はは ァ定 つてる だ。 

覺江 さう か。 そん ぢぇも 今 相 良さん に M くと * さう でも 

ねえ やう だが。 —— 

覺次 いや、 其 件に 關 して だら • 哥 兄の 心配 は 要らね え。 

此家を 抵當に 入れた つち ふ 事 は、 それや ァ 父ゃ哥 兄に は 

濟ま ねえ 一 掛か も 知れね え けん ぢょ， ほ 兄が H^.* 利 加 さ 行 

つて * 俺が 後を預 つて： Ha ろ 以上、 it パ任を 以て 處 置して： S 

るんだ から、 まだ 潰しで もしね え り は* 心. g して 貰 ふ 

必要 はねえ だ。 

江 さう か。 そんなら 俺 だって 何も、 心配 はしれえ けん 

ぢょ >  相 a さんが さう 云 ふもん だから. つい 口を出した 

だ。 (相. の 方 見ろ) 

相 良 それ ぢゃ つ て！ M 次さん。 贵方， 話 は つ いたつ ち ふけ 

んぢょ * どう 云 ふ 風に 付い たんです い。 

覺次 それや ァ君、 先刻 君が 云った 方法で、 あの 別な 方の 

抵當 で、 借り 變 へ たら それで い k でね え かい。 (お よれ 

の 方，^ ちょっと 見て) あれ はは ァ- 此方で は 承知して 貰 
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つてる だ" いつでも さう してい  >  寧 に 定 つ て る だ。 

よれ (桃" ねた やうに) だけん ぢょ 次さん 。おら， 

はァ M だ ぞい。 あんな 事 だ ぞい。 

さよ (傍から) 何： ーム つてんだ お ッ母ァ >  今更に なって、 

何.： ムひ 出す だ" 

ia  (半ば 泣き へる やう LL) そん ぢ やって おら、 先刻 

は あ、 云 はれて * 仕方なし に 承知した けん ぢょ * 厭だぞ 

いおら * おら 家の HI 地 を抵當 にして、 此上惜 金 を惜り 變 

へ る な ん て * どうし て も 厭 だ ぞ い ！ 

おつ 母ァ、 お前まで 今： 史さ うだ 事 云 ひ 出す のか；：： 

さよ 子供み てえ に， 今更 さう だ 雍；石 つて、 おら 等に 濟む 

のか。 おつ 母ァ。 何 云 ふだ。 

よね 江さん、 どうかして 吳ん ちえ、。 おら 等 を 助けて 

siK ん ちえ  >  。お ら が 先 組 か ら の 闭地 を 何ともね え やうに 

して aK ん ちえ 乂。 

(およれ の t ス テリク クな訴 に、 せ々 つて 首楚れ て 

了 ふ。) 

B よし、 分った， おつ 母ァ、 心 ー1 しつ 事ァ ねえ。 (突 

然 立って 行って、 其虚の 荷物の 所に、 Si いてあった 手^ 飽 

あけ、 中から紙^^:水，ゃ取出すと、靜に暨次に近づ いて) 

さ ァ覺. 此處に ニ千阅 ある。 取って 吳ん ろ。 


覺次 (兄の 額 恨めしげ に 見、 紙？^5ォそ見、それから頸1仑.は 

しく 振って) 厭 だ。 俺 * 哥兄 にさう だ 事して 貰ふ譯 はね 

え。 厭 だ。 

^江 どうして？ 

S どうして^も 厭 だ 。今更， 哥 兄に 助けて 貰 ふ 義理 は 

ねえ だ。 俺， 死んでも E だ。 

さよ (傍から t ステ fl- クク LL) さう だ！ 覺 次さん、 死 

ん でも おら 達 は、 さう だ金賀 つて はなん ねえ。 おら も 厭 

だ； てい。 死んでも 厭 だ ぞい。 (. ^き 伏す) 

畳 江 (二人 vi-. ち ー つと 見廼 して) さう か。 そんなに 迄お 

めえ 達 は、 受取って 吳ん にえ、 つて 云 ふの か。 —— (問 

らくして- ？ より I、  5^ 萆 にて) だが なァ、 覺次。 

それから おさよ ちゃん も。 おめえ 達 は 俺が 此の 金 を 出す 

の を、 七 年 前の 仇 を 打 たれる やうな 思 ひで、 厭なん だべ 

げん ぢ よな ァ。 併し 今 はさう だ 事 思 はねえ で、 素直に 取 

つて 吳ん にえ、 か。 11 それや ァ 成程、 俺 だって. あ > - 

云 ふ 事が あ つて 家 を 出て 見れ ゃァ、 見返して やる つち ふ 

氣 はねえ 迄 も、 何 か 金で も 持って 歸 つて， ぉめぇ；；^-に顏 

を 合せて えと、 思 はねえ ではなかった. - そして、 確に さ 

う 云 ふ 積り で、 一生懸命 稼いで、 金 だけ は蓄 めて 歸 つて 

来た。 けん ぢょ 俺ァ今 何も それで、 かう 云 ふ 折に ぶつつ 


來去歸 


かって、 お前た ちに 金で 面 を 張る つち ふ氣 は、 更にね え 

ん だぞ。 —— いや、 さう 云 ふ氣は あっか も 知ん にえ けん 

ぢょ、 さ 云 ふ氣が あれ ゃァ、 かう して 仇 打ち をした 氣 

でゐる 俺の 方が、 神樣の 目から 見れ ゃァ、 餘っ 程， 可哀 

さうな 人間なん だぞ。 俺 は 何 ぼ 金 をた めて、 かう して 歸 

つて 来たって. 仕 合せな 成功者でなくて、 まつと く 七 

年 前より、 ずっと 不仕 合せな 男なん だぞ。 眞實 だ。 

幾ら 金を蓄 めて 歸 つて 来ようと、 どんなに 偉え 人に なつ 

て來 ようと、 決して 見返した 事に はなら ねえ。 I - 若し 

お前た ちが 是で、 見返され てると 思ったら 間違え だし、 

見返して やった 氣 だら、 俺 は 猶の事 馬鹿野郎 だ！  i 

だから 若しお 前た ちが、 さう だ 風に 考 へて、 意地で 受取 

りたく ねえと 云 ふんだ つたら * どうか 思 ひ 直して 素直に 

納めて 吳ん ろ。 なァ。 俺が 頼む。 どうか 受取って 吳ん ろ。 

(皆々 首 ffi れて 答な し。 相 良の み 時々、 $»ん 、上げて 覺 

江の 頸 vi- 仰ぐ。 …… ) 

覺江 おめえ 達が 俺の 其 氣持を 察して • 氣持 よく 受取って 

せえ 吳れ X ば、 俺、 はァ 直ぐ 是れ から、 又 亞米利 加さ歸 

る。 俺に ゃァ、 矢っ張り コ ロラド で、 一人で 砂 g 化 大根 を 

作って る 方が、 小金なん ぞ 持って 歸 るより、 よっぽど 分 

に 合って る だ。 11 だから 俺が たった 一 度の、 それつ き 

りの 志 だ。 受取って 吳ん ろ。 なァ。 


(覺次 まだ 答へ す。) 

覺江 それにた とへ、 仇 を 打 たれる にしろ * 見返られ るに 

しろ、 俺が やっと 遂げた ばかりの、 小せ え、 淺は かな 思 

ひで ねえ か。 たまに ゃァ 俺が 志 も、 ちっと は 叶へ させて 

吳ん ろ。 な- 

(覺次 S 々深く 首 垂れろ。) 

覺江 是 ほど 云っても、 受け. 取って 吳ん にえんだら、 仕方 

がね え。 俺" 出した 金 は • 免に 角、 此處さ 置いて くだ。 だ 

から- それ迄 は 止めね ぇで吳 んろ。 そして 後で 厭だった 

ら、 火 さで も 何 さで もく ベ て吳ん ろ 。そんなら よかんべ。 

なァ。 (珠幣 ，4i (處 く〕 

(覺次 もさす がに、 それ，^ 拒 結す ろ 力 もな く、  © 俯向 

いたま、。  〕 

覺江 それ か ら ない， 相 良さん。 贵方は 幾ら か まだ 役場 に 

關 係が あんだべ から、 一 っ鎮 みやすが、 此處に 後 現金で、 

三千 圓 ある 箬. たからない。 これ を 一 つ 村 さ、 寄附す る 事 

に. 取 計らって 吳ん っァん しょ。 ぉ墓參 りの 歸 りに、 見て 

来た 所では、 何だか 村の 學校 も、 大分 毀れ か、 つてる や 

うだから、 あれの 修緩 費に でも 建築費に でも、 何に でも 

費って 吳ん っァん しょ。 い. < かい、 んだ ぞい。 金は此 

處に 在つ から。 (別な 礼 ^fv;- 袍の 中から 条 出す) 

相 良 (驚いて) さう だ 事して、 みんな 村 さ 寄附して * い 


來去 f>T- 


275 


いの かい。 

^^.^ いや、 まだ 少し 殘 つてる し， 亞米利 加 さ歸る 旅費 は 

十分 あっから、 ちっとも 關 はねえ わい。 それに 又 彼方 さ 

せえ 行げば、 又 どうに でも 成 るんだ から。 —— 持って 歸 

つたって せう がね え 金 だ わい。 

さう かい。 それ 程 迄に 云 ふんだら、 確に お引受けし 

やした。 早速、 さう 云 ふ 風に 取 計ら ひやす ベ。 役場で も 

何 ほか 喜び やすべ い。 何つ 處も 財政 窮迫 中 だから〕 

S  { 几 しく 頓 みやした ぞい。 (と飽 1^^^、 それから 荷 

物，^ 见 渡して、 およね •，： 向び) そん ぢ やらお よねお つ 母 0 

俺 はァ是 から 直ぐ、 出掛ける 事に しっからない。 此の 皮 

飽の 外の いろくな 紙包み は， まァ 土産 代りに 持って来 

た 物 だから、 资女 たちで 何とか 貰って a いて んっ あん 

しょ 0 

よれ (^, ^上げ ズ) ほんに はァ 行ぐ のかい。 

B  (冗談ら しく 笑って) あん。 —— 向う にや ァ砂 辖大 

极が、 お を 長く し て 待って つ ベ から。 是 から 直ぐ 歸 つと、 

ェ レゲ ー ショ ン つち ふ 畑に 水引き をし なくて はなん ねえ 

ti/ 力， i, 

よね そん ぢ やって、 餘り 早え だね え か い。 

相. ：5{ ほんに もうち つと 居て、 村の 人達に も つて 行った 

ら C —— 


江 いや、 俺が 歸 つた 事なん ぞ、 成るべく 知らせね えで、 

此儘歸 して 吳ん ちえ &。 其方が 俺 面倒臭くなくて、 氣持 

がい \ だ。 そして ほんの ちょっくら、 橫 .M さ 移民で も 

れに來 た 序に、 寄った ち ふ 事に して 置いて 吳ん ちえ \。 

ffl 良 さう かい。 

よれ そん ぢぇ もほんに、 御飯 一つ 上げね えだ。 

覺. y いや、 却って さう だ 心配 を かけて は 成ん ねえ。 ほん 

に、 俺、 是 だけで も大變 人騒がせ をして 了った^ から" 

どうか 惡く思 ほねえ だ吳ん ちえ. 1。 なァ、 g 次 も、 おさ 

よち やん も〕 

覺次 (苦しげ-し、 や-つやく) 哥 兄！： lg、 どうした らい >t 

だ"： 

畳 江 どうも かう もね え。 此處さ 居て、 おさよ ちゃんと 仕 

合に 暮 して 吳んろ 。それが 一 番 俺に 對 する 道 だ U 何ち ゆつ 

たって、 お前た ちの 方が、 俺なん ぞ よりず つと 仕 合せな、 

祌 さまに 選 まつ ち や 人間な んだ か らな。 壯 で 暮ら せ よ。 

いぶ。 

0^  (俯向いて く) 哥 兄- 濟 まねえ。 …… 

覺江 おさよ ちゃん も、 なァ。 はァ、 俺が 事なん ぞ、 惡く 

考へ て sK ん にえ. - だな。 

さよ (泣 さながら) はい。 —— 

S そして あの 可愛え 嬰つ 兒に、 怖え 叔父つ あんが {且 し 
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皆覺相 相 さ お 
々 江 良 江 良よ 次 


(舞 S に は覺次 とおさよ の み 11 J 

さよ (何と i*^ へ 兼ねた やう！. L) 覺 次さん ー  

畳 次 さよ，  

(二人に 少し 近寄って、 1^1^ 见合ぜ たが、 やがて 互に 

首 楚れて 了 ふ。) 

(日 再び ffiv たりと 5::- しく、 1 主 内 ゃゝ哈 む。 …… ノ 

11 S 11 


くつち ふて 吳ん なんしょ。 

さよ (合點 くの み) 

畳 江 そん ぢゃ、 皆さん 左様なら。 又 行って 來 やす。 (ス 

，ク、 ケ， 'ス ん 取上げろ) 

よれ さ、 つです か い 。そん ぢ やら 何しても 又お 別れかない。 

11 あ- だけん ぢょ、 さう だ 重い 跑 持って、 大丈夫 かい。 

な ァ に 大丈夫 だ わ い。 亞米利 加 の 百姓 は、 この 位え、 

雨 肩に 擔 いで 十哩位 平氣だ ぞ い 。 

fs ね さう かい。 そん ぢ やお 壯 他で。 I . 

そん ぢ やら 哥兄。  

(口の 中で) 左樣 なら。 …：. 

そん ぢ やら 俺、 其. まで 御 一緒にお S りし やす。 

いや、 それに ゃァ。 …… 

なァに 道順 だか ら ， 经ら して 吳んっ あんしよ。 

いや. もう 澤山だ わい。 1 1 そん ぢ やら 左 なら。 

左様なら、 …： 御機嫌よう。 

(覺江 一 人で^ 1^ 提げ、 相 良ん  1 待^ T-J- 出て 行く。) 

相 良 (追 ふやう Li) そん ぢゃ、 兎も角 其處 まで >  . I 皆 

さん、 ちょっくら 绘 つてって 來 やす。 

(相 良 そ， A  くさと 中 ：！ て 行く。) 

(およ n も戶 口から、 江の 行った 方,^ 見送って 出 

ろ 0  ：… ) 
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^^- 政 小ぬ (新 世話物 三 5 


お 


人 所 

川^:! 喜兵銜 

お 千世 

柳 川 七 


山 nig 源 助 

SSElg のお 嘉代 


の 主人。 後に き？ ひの 男 

その专 -。 後に iis 七の 女 

お 千世の 前の 約婚 者。 歸リ來 

し 玉 商人 

別な ®M の 主人 

水 茶， おの 女。 後 LL 鳥 近 ひの 女 

番頭。 小份" 子守。 他の 水茶屋 女 等 多勢 

時 代 

安政 二 年 十月 二日， 及び 翌年に かけて 

場 所 

江戶、 日本 始 及び： 吶國 近. ii 


il. ト 


H 本 椅^ is^Hi^ 町 附近。 質 店 川 崎屋の 店先。 安政 二；^ 

十月 二：：！、 夕刻 七ク 過ぶ <o 


小僧 (店 口よ リ^.^ 仰いで： 番頭さん。 何だか 厭な 天氣 

だね え。 雨が 降る つもり なんだら うか。 

S  (帳場の 所から 外，^ 透し 見て) さうよ なァ。 冬の 初 

めに 似合 はず、 少し 蒸々 し 過ぎる やう だから、 いづれ 宵 

からかけ て、 ばら ッと 來る氣 だと 見える が、 かう 雲脚の 

早い ところ を兑 ると、 吹き 狒 はれ て 了 ふか も 知れな い 0 

小 55 何だか 厭に 陪 いねえ。 

# m 滿更暴 り のせ ゐ ばかり ぢゃ ない。 もう 暮近 いか らだ 。 

そろく 燈 火の 支度 をして 置きな。 又且那 が歸っ て r も 

來 ると、 喧しく 急き立てられる からな。 

小僧 ほんと に 家の 旦那 位、 何から 何まで こせく する 人 

はあり やしない。 入 は 好 いんだ けれど * 細か 1^ ぎ るんで、 

厭に なって 了 ふな ァ。 

S これく。 又 生 意 氣な事 を 云 ふな。 何でもよ く氣の 

つく、 い、 旦， 站ぢ やない か。 店の 始末 も 細かい 代りに、 

俺達の 事 もよ く 一； 一淑 を 付けて 下さら ァ。 そこ は それ、 元は 

吾 々 同様、 番頭 上り の 御主人 のい 、所で も あり 又 惡ぃ所 

でも あるって 譯 さ。 

小僧 でも • 此間 暖簾 を 分けて M つて * 馬 1  お 町の 方へ 出て 

行った、 一番 番頭の 源 助さん なん ざァ、 いつも さう は 云 

つ て ゐな い よ。 俺達と 同じ 番頭から 成 上 つ た 癖に、 い や 

に 主人 風 を 吹か して. 何 やか や と 威； t を 見せ たが るって。 
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s それや ァ お前、 源 助さん は 源 助さん さ。 あの人 は 又 

あの人で、 間が よく 行き ゃァ 今の 旦那の 代りに. この 家 

の 主人と もお 內 儀さん の聲 ともなれ た 人 だ。 さう 云 ふ 入 

のま ふ 事 は. 又 幾らか 底に 色が あら ァな。 だからお 前 も 

そんな 事を考 へないで、 今から しっかり 働く 工夫で もし 

ろよ。 お前 だってし つかり 地道に 働き ゃァ、 此 家の 今の 

赤ちゃん は 女の 兒 だから、 これから 男が 生れな けれ ァ 、 

お St さんに 成れない もので もない。 丁度 今の 旦那の やう 

なリ 

小僧 だって 番頭さん U お 美 代ち やん はま だた つた 二つ ぢ 

やない か。 それに 俺ァ、 あんな 泣蟲 のお 聱 さんなん ぞに 

成りた かない や。 

#M 又 半； 意氣 云って やがら ァ。 ぉ楚. さんに 成れても 成れ 

なくても、 お前 位の 年頃に は、 働け る だけ 働いて S くも 

の だ。 さう すれ ァ きっと 何 かに は 成れる。 

小 僮 をして 番頭さん 位の iH. 頃に ァ、 使へ る だけ 人 を 使 ふ 

もの かい。 

S 何 を 生 意氣な 減らず n! 行燈の 用意が 億劫なら、 

早う 門口で も 掃いて 置け。 

小 as はい、 はい、 辛氣 具くない だけで も * 其方が まだし 

もい >| や。 

(小 店先よ リ下 リズ、 辖 vj- 取リ、 門口, ^開けろ。 丁 


】. ^それと 3^ 會ー m 位に、 此の K 屋の 分店 * 山 の SL 助 

入 リ來ろ 0) 

小僧 (素早く 認めて〕 ゃァ源 助さん。 今日は。 おいでな 

さい まし 0 今 もお 瞟 をして ゐた ところで ござ いました よ 0 

Ig 助 (媒揚 らしく 笑って) 何 だって。 お前 達が 蝉 をして 

ゐ たって、 それ ぢゃ 大方 * 又 俺の 惡ロ だら う。 

小僧 ぃト え、 飛んでも ない。 其 反！！ _s でございますよ。 と 

て もの 事に 此の 店 を， 贵方 に 持って 頂きたかった つて、 

番頭さん とさう 申して 居った ところで ございま すよ。 

!fi 助 (怒リもゃらす_^2笑して) それ こそ 飛んだ 惡ロ だ。 

以後 そんな 事 を 云 ふと * 前の やうに 顿っ ベ た を 斑に して 

やる ぞ 0 

小僧 お &恐。 お 、恐， 大 明 神。 (とお どけ 乍ら、 避ける 

やろ に 表へ 出て 了 ふ) 

SM. 內へ 入る。： > 

S ゃァ * 源 助さん。 又何ぞ 用で ございま すかい リ 

源^ いや、 三吉 どんか。 今日は 喜兵衞 さん はお ゐで なさ 

るかい 0 

番頭 い、 え、 口； 那は又 例の 河岸 がで， 先刻 日本： 瘤までお 

出かけに なった きり、 まだ 戾っ て兑 えません がね え。 

源 助 ほう、 さう かい。 それ はちと 困った な。 

S 何ぞ 急用で にも ございま すかい。 
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Ig 助 急 W と 云 ふ でもない が , 鳥渡 差し迫 つてお 願 ひし 

たい^が あるんで ね。 それで 1^ けつけ て來 たんだが、 又 

來 ると 云 ふの も 時の 無駄 だし， ：： こんな 用事 は 却って 

^兵ぬ さ んの Sis ない 方が、 うまく 運ぶ か も 知れな いんだ 

が、 ：：： 一一： 吉 どん、 それ ぢゃァ お 内 俄さん はお ゐで なさ 

るかい 0 

#m え、. 奥に ぉゐ でになります よ。 何なら お 招び 致し 

ませう か。 

源 助 さ、 「だな。 さう 云 ふ 1^ に 願 はう かな。 何に しても 家 

付 の お 内^ さ ん の 方が、 矢つ 張り 大家の 娘 御 だけ あ つ て 、 

却つ C かう 云 ふ 話 は 物分りが い V たらう から。 ！- 

#.m ぢゃァ お 招び して 參り ませう。 

(狒 IS 典へ 入ろ 。源 助 広へ 上ろ。 小僧 怠り勝ちながら、 

鬥 口 か： W き 初めろ。 そし ズ次 の對 話の 彼- IL も 時々 

ig えろ らしく^ さ 耳,^ 立 つ る ： とよる しく 。ソ 

(やがて 奥よ りお 千^, 此の 家の 內儀、 入 リ^ろ。 二 

十！：五^^。 可な リ iilK しいお LL> すっとお く えろ とこ 

f> わ リ， 又： やに 似合 はす 25^ が 付いて、 如何 質 

； S の內 -J^ らしい とこ スも 見えろ。 黑 襟、 地味で 仇な 柄 

のお 物。 ，s 々ぶ？ おめいた 險の あろ ほと 跟。 11 ) 

お 千世 ( 一 稀 の 5£ハ で 保つ ズ) おや、 源 助さん。 おいで だ 


源 助 へえ リ (と. iFj 從的 なお 辭镇ん 、して) 實は少 々お 願 ひ 

があった ものです から。 …… 

お 千 他 (座に つくな. り わざ A 単に) 何ぞ 用， かえ。 

sg 助 さう 直ぐ 仰 存られ ると、 どうも 直ぐに は 私の 方 も、 

切り出し 難い やうな 事なん でございますが、 實は 喜兵衞 

さんがお 化 E 守と 聞き、 かう 云 ふ 話 はお 內 儀さん にお 願 ひ 

した 方が、 却って 将が 開く と 存じ やして な。 それで わざ 

わざお 呼び立て 迄し て、 お 願 ひ 申す やうな 次第なん で ご 

ざいます よ。 へ い。 

お 千世 0- つばり と 大風 に) ぢゃァ • 何 かお 金の ことか 

え？ 

へえ、 左樣 でございます。 さう 迄 仰 有って 了 はれる 

と， 尙更 申し難い やうな、 又 申しい、 やうな 仕儀で ござ 

いますが、 資は 不時の 事 組で， 商賣の 資本に 差 當リ， 百 

兩 ほど 拜惜が 願 ひたいので ございま すが。 I . 

ぉ千讲 ふうむ」 それや ァ まァ、 暖簾まで 分けて やった お 

前の 事 だから、 百兩 二： 白雨の 話なら、 私が 直ぐに 出して 

上げまい もので もない けれど. どうして そんなお 金が 要 

るの だえ。 まだ、 資本と 云 へ ば相應 にある だら うがね え。 

源 助 それで ございま すよ。 決して 惡ぃ 所へ， 使 ふと か 何 

とか 云 ふので は ございません。 實を せ ば 質 で な い 商資 

の、 矢っ張り K 本に はす るんで ございま すがね，" 店に も 
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其 位の 金高 は、 どうやら 在る に は 在 るんで ございま すが、 

それ を 其方 へ 向け まし て は、 店の 質 金 の 方が 差 支 へる か 

も 知れません ので。 へい。 それで わざ/ \ ぉ惜り 申しに 

上つ たんで ございま すよ。 それ も 決して： お々 で、 御 迷.^ ね 

になる やうな 品で はなく * 少し 時 を 見さへ すれば、 大し 

た^けに ならう と 云 ふ、 仕入れ 甲斐の ある 物な ん で ござ 

いますから、 一 つ 鼓 はお 内儀さん の 一存で、 是非に も 用 

立て、 頂きた いので ござい ます。 御^^,^,ー惑をか け る どころ 

か、 ぉ內 儀さん が 後から 聞けば、 お喜びになる やうな 物 

ばかりで ございま すから。 へい。 なに、 全くで ございま 

すよ。 きっと、 後から 筋が 分れ ゃァ、 私に ぉ禮 をお 云 ひ 

なさる かも 知れな い 事で ございます。 

お 千世 ー體何 だえ、 そのく どくお 前の 自慢す る 品って 

云 ふの は」 

源 助 或る 近頃 歸っ て參 りました 玉 商人が、 遠くで 仕入れ 

て來 たと か 申します る、 唐 や 天竺 南 ffi の、 玉石 類なん で 

ございま すがね。 折角 仕入れて 來 ましたと ころ， 又 急に 

用 IT か出来て、 故鄕 へ歸ら なければ ならない とかで、 投 

げ賫 りに 私へ 讓 りたい と 申す ん でございますよ。 

お 千世 ふうむ。 それやお 前. 確な 品 かえ。 

源 助 品 は 確かで ございま すよ。 何しろ 其 仕入れ 主 は、 私 

が 昔から 知って 居た， 確かな 人で ございま すから。 


お 千世 さう かえ。 それなら 耳寄りな 話 だが、 何て 云 ふ 玉 

商人 だえ U 

源 助 それ は 鳥渡 仔細が ございまして、 私に 名 を隱す やう 

に 申します ので、 今 はお ig かせす る譯に は參り ませぬ が、 

い づれ "取引が 濟み ましたら、 すっかりお 話 ゆ 上げた 上、 

品物 をお 目に かけ ませう。 何しろ 南蠻の 紅玉な ど は、 眩 

いやうな ものが ございます ぜ。 

お 千世 名 を 云へ ない つてお 前さん" まさか 辰 巳の； 1^ の 長 

い、 白い 顔の 王 商人 ぢ やあります まいね。 

源 助 冗談 云つ ちゃ ァ いけません、 ぉ內 iS さん。 眞ぉで ご 

ざいます よ。 (とふと：；^が つ いたやう 布の 中から 小 

さな 包みん 、取 出し) まァ、 これ を 御覧 Its い。 これ は 

其 商人から お土産に、 貰った 小粒の 夜光 珠で ございます 

がね。 嘘で ない 證據 に、 これ を 差 上げましても { 几し うご 

ざいます。 これで も 平 打の i: の、 何處ぞ へお 嵌れな され 

たら、 ちょっと つて 見られ ますよ。 (と 差 出す) 

お 千世 (受取って 見て) まァ， ほんと に 質の い、 夜光 珠 

だね え 0  (と 見惚れて ゐた が、 鳥渡 考 へて、 其 玉，^ 下に 

置き) こんな もの は 要らない け れど、 お前が それほど 

迄に 云 ふの なら、 大抵 間違 ひ は あるまい から、 こ >- は 私 

の 一存で、 贷 して 上げる 事に しょう。 だが、 きっと 迷-お 

は 懸け ま いね。 
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0M 有難う ございます、 い 、え、 決して 御迷惑 を かける 

どころ か、 きっと 儲けて、 二十 兩ゃ 三十 兩の 御？ >s は、 默 

つて 持って 上がる S2 りで ございます。 

お 千世 ぢゃァ きっと だね 。利息な ん ぞ は 要らない けれど、 

私 や 喜 兵衞に 相談せ ず、 ほんの 一存で 貸して 上げ るんだ 

から、 その S0 りで ゐて ぉ吳 れょン 

Sg 助 畏 りました。 それや 喜 兵衞 さんがお きになれば、 

却って そんな 投機 はよ せと 云 はれない とも 限り ま せぬ 

が、 そこ はお 内 係さん の 大きい お計ら ひで、 ほんと に 仕 

合せで ございま すよ。 

お 千世 さう だね え。 ほんと に 内の人 も、 あんまり 氣が小 

さ 過ぎ るんで ね" 

？ひ 助 其 代り 又お 店の 方 は、 大盤石の 堅さで ございま すよ。 

わ 千世 さう 云へば さう だけれ どね え。 (-, ^、考 へに 沈ん 

たが、 # ノ、 ズも；^3なぃと云った風-し、ふぃと立ち上って) 

ぢゃァ 直ぐお 金 を 持って来て 上げる か ら、 此處で 待って 

ゐ てお れょ。 

源 助 難 有う ござります 。どうも 恐 入ります る〕 

(お 千世、 一!1^奥へ入る。 源 助、 其處に 出て ゐろ齊 石 

か， ,H 分の 方へ 蔵ったら い  か、 どうしょ うかと 迷つ 

てゐ たが、 結 « 叉 紙に おんで、 收め たやう に 其 處へ置 

く。 小！ W 入リ來 ろ。) 


源 助 ゃァ金 どん。 まだ 戸外に ゐた のかい。 

小 憎 ぃ&間 だと 思って、 ちょいと 遊んで ゐ ましたよ。 

源 助 どうだい、 近頃 は 。お客様が 澤山 あるかい。 、 

小 憎 割りに ございま せんよ。 それに 近頃 は 宵の 中が から 

暇で ございま してね。 何でも 下の 方より 上の 方の 方々 が 

K. 景氣で 困 つて ゐる とかで、 夜晚 くな つ てからのお 客 樣 

が  >  不 思議 に 多う ございま す よ 。 

源 助 さう かい。 矢っ張り 老舗 だからね え。 

小僧 (鳥渡 皮肉-,, 0 源 助さん- いや、 山 ロ屋の 旦那 >  旦 

那の方 は 如何で ございま すね。 

源 助 (わざと 大 風に) 店 か。 却々 繁昌 だよ。 

小僧 へ \ 、 へ。 何か當 つたと 見えて、 大變 御機嫌で ござ 

(と 云 ひ棄 て、 小僧 奥へ 入る。 ra. お 千世 再び 出ズ來 

る0) 

お 千世 ぢゃ ァ此處 へ、 百兩 だけ 出して 來たゅ ゑ、 間違 ひ 

なく 受. 取って 行って ぉ吳 れレ 

源 助 ほんに この 御禮 はきつ と 致します。 が、 取敢 へず、 

こんなつ まらない 物で も， 差 出した もので ございま すか 

ら、 まァ 玩具 だとお 思 ひなす つて、 お納めに なって 下さ 

いまし。 (と 先程の 赍 石，^ 押し やる) 

お 千世 そんな もの 要らない よ" 问も私 は 御 澄が 目的で， 
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お前に 貸して 上げる んぢ やなし， …… 

源 助 まァ さう 仰 有らずに、 これで も 所に 依ります と. 十兩 

から 二十 兩 まです る 事が あるんだ さう でございます 故、 

まァ 御手 許に ぉ預 りに なって 下 さ いまし。 

お 千世 さう かえ。 ぢゃ ァ證文 代りにで も、 まァ預 つて 置 

くと しょうか ねえ。 

源 助 どうぞ。 …： では 早速ながら- 拜 借して 失禮 致し ま 

する。 實は其 玉 人と 云 ふの が- 私の 家に 待って 居り ま 

すんで。 ：：： 

お 千. 化 さう かえ 0 そんなら、 まァ 精々 うまくお やりよ。 

源 助 難 有う ござり まする。 では、 どうぞお 歸り になり ま 

したら、 喜兵衞 さんに も {且 しう。 

お 千世 あ、 いづれ 家の 喜 兵衞に は、 よう 話して 置きます 

よ 0 

(源 助 15； く^して 去ろ。 お 千世， その後 見送って、 再 

び 夜光 珠，^ 取上げ、 そっと 懷に 蔵って ぽん や リ^も 立 

つて ゐ る 。 夕 甚の色 に 迫 ろ 。) 

(子守 聞え、 泣く 子 あやしたがら * 下手 よ リ 一 人 

の 子守 出で 來リ、 益々赤兒の^^くの•..L、  ^ざ 門口，^ 薛 

け！ f3 む ) 

お 千世 (迎 へろ やう に) ぉ& 坊や、 どうお しだえ、 そん 

なに 泣いて。 


子守 あの、 先刻 迄 は大變 機嫌よう、 遊んで 居った ので ご 

ざり まする が * 何に 怕 えました のか， 急に 泣き だして 止 

まない ので ございま すよ。 今日は 何時もより 澤山笑 ふと、 

角の 酒屋のお かみさんなん ぞ も、 大變 あや し て 吳れた 程 

なんです のに。 どうしたんで ございませう。 ぉ天氣 〇 せ 

ゐで ございませ うか。 今夜 何 か ある の で は ノ  /さ いません 

でせ うか。 

お 千世 0. や」 も 止めす) あ \、 よし- よし。 きっとお 乳 

が戀 しうな つたんだ よ。 さァ さ、 それなら 此方 へお いで， 

お 母 さまが 上げる 程に。 (と子供，^?受取リ、 もやしな が 

ら) お > -、 よし、 よし。 (赤子 位き，；： 山す) ほんと にお 

前 はい &子 だね。 だが、 お前のお 父 さま は、 どうして ゐ 

るんだら う。 けれど * もうい > -、 坊やが かう して 居て 

れ、 ば。 私 は 坊や さへ 居れば、 それで 澤 山なん だから。 

さァ さァ、 早う 奥へ 行って、 乳 を 上げる としょう ねえ。 

(お 千卅 子供，^ 抱へ て 去ろ。 子守 も 一 緒に 後から 奥へ 

人る。 番 奥よ リ入リ 來リ、 再び 帳場に 坐る。 小 燈 

火の 點 いた 行 ピ持ち 出で、、 店の 中 ほど LLIJS ゑ、 門 

ロの^fs行燈LLも灯v^*入れ、 默 つて 去ろ。 七ッか 六クの 

鐘 C 夕 甚の色 i 位 々濃し。 少し 異樣な 服^し る、 ：^-崎 

よりの 玉 商人、 川-; 七 出づ。 三十 前後の 立 5^ なる 
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ばれて 居 る 樣子。 では もう 然 る ベ き， #r が ね をお 迎へ なさ 

れ たと 見えます な。 

S へえ、 それ は あの、 三年 前で ござりました か、 とう 

とう 家 に 居りました 喜 兵衞殿 に 嫁せられ、 内 を嗣ぐ 事に 

なりました ので。 …… 

せ，？ 七 あの 喜兵衞 どのに？ 左様で ござった か。 

S 今ではお 二人の 間に、 子まで ある 女 夫 仲で ござり ま 

する。 

七 ふうむ、 いかにも。 11 七 年の 間廣、 K 旦、 南蠻な 

ど を 渡り歩き、 音信と てせ ず 打 過ぎました 故、 さも あら 

うかと 存じて 居ました が、 矢っ張り 左様で ござりました 

力 

S  (少し 困惑して) 何で ござります るか 私共に は. 其 

の邊の 事情 もよ く 分り ませねば、 兎 も JW: も 直ぐお 内 俊 さ 

まに お < ^ひなされ て、 お 話な されて は 如何 で ござります 

る。 此方に も 色々 積る 話が ござり ませう 故。 

^^？七 いや、 左樣 なれば 會 うても 詮ない 事。 殊に は 始殿も 

ぉゐ での 事 なれば、 お 千世 殿に は 却って 迷.^ - であらう。 

わし は 此儘立 ち歸り ますれば、 どうぞ 後に て K しき やう 

ぉ傳 へが 願 ひたう ござり まする リ 

S いえ、 鳥渡お 待ち 下され ませ。 折角 お出でが ありな 

がら、 此 儘お 歸し 申しまして は、 後で どの やうに 私が 責 


めら れるゃ も 分り ませぬ。 鬼 も 角 も 私から、 ー應 奥のお 

耳に 人れ まする 故、 其 上お 會 ひなされ うと も、 此の儘お 

別れな されう とも、 御 都合の よい やうに なされて 下さ. リ 

ませ。 それでな いと、 私の 落度になります る。 幸 ひ、 と 

.& すの も 可笑しう ござります るが、 主人の 喜お 衞も 留守 

で ござり ますれば. 一 と 目な りと お^ひな される のに、 . 

却つ て 折が よい かと 存じます る。 

浩七 御主人が お SS 守と な？ では、 益々 會ひ IS うござる 

>  - 0 

力—  i 

番頭 まァ 鳥渡お 待ちな され ませ = ぉ立歸 りに なりまして 

は 私が 困ります る。 鳥渡、 直ぐお 知らせして 參 ります 程 

こ n-  

(番 な ざ 奥へ 入ろ〕 七 稍々 W 惑ら しき 體 * が、 又 

喜ばし-けなろ 様子に て * 暫 らく 立って ゐたが * やがて 

思 ひ 切った やう LL 上 リ框へ 腿， yrr るす。) 

(近處 の 何虚 やらに て 待 古 三味の 音が すろ〕 11  f 

リぉ 千世 登場。 慌て、 はねろ が、 妙に落^15ぃた風。) 

iJS 七 (と 見ろ より 立 上って) お 千 どの。 

お 千世 (はた/^ と驅け 寄り、 坐って〕 まァ、 ほんとう 

に 貴方 さま は！ 淸七 殿に 違 ひ はない！ どうして 此處 

へ 0 どうしてお 歸 りなされ たえ？ 

浩七 七 年 前にお 別れして より、 當座ー 二度の 音：；^ の 外， 
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其後絕 えての 御無沙汰 は、 どうぞお 許し 下され ませ。 聞 

けば わたしのお 守の に、 父 さま もお 他界な された との 

事、 知らぬ 外國 におた と は 云へ 岡 向 一 つ 思 ひ 寄らずに、 

打 過-きま し た 恩知らず は、 改め て お詫び 申します る。 改め 

てお 悔み 中し まする。 

お 千^ はい、 父 さまと 云へば お前が 長 崎へ 立つ た翌 々 年、 

かりそめの 風邪から いたく 衰へ、 病 ひの 床に 臥り 勝ち 

で-ぶらくし 過して 居り ましたが、 一昨年の 暮に 持病 

の 巾 風で、 とう/ \- 亡くなりまして ござります わい な 

ァ。 

七 左 で ござりました か。 世が 世なら、 わし も 心から 

死 水 を、 一滴で も • 取って 上 げられ たも の をの ゥ。 

お 千世 父？ とてもお 別れして より. 贵方 さまのお 歸り を、 

B に 月に 數へ て 待って 居り ましたが、 それから 足掛け 五 

年と 云 ふ もの、 風の 音 さへ ござり ませぬ ので、 お 亡く 

なりになる 前後に は. . 迚も $i 方 さま は此 世に 居ぬ と、 自 

分 も？ ザ b め 此の 妾に も- 云って 聞かせて 居り ましたが。 


七 おはわし も 今 B 歸 ると、 直ぐに 此家を 訪ねる 前 * あ 

の 頭の； ぬ！^ に 出 介 ひ， 其 邊の事 は 大略 き 知りました。： 

もして 此溢 そなたに も- W1 はず、 又 長 崎へ 歸ら うかと. 一 

旦心を 決めた もの \> 折角 此處迄 房った から は、 せめて： 


他處 ながらで も 一 目 見た く、 たうとう 門口まで 立 寄って 

了った ので ござり まする。 —— お 千世 どの。 七 年の 間と 

云 ひながら、 さすが， てな たも 變られ たの ゥ。 

お 千世 ほんに 貴方 さまに 對 して は， 何と 申 上げたら よい 

やら * かうな つて 見 ますれば * 只々 濟ま ぬと 云 ふ 外 はな 

い。 …… でも まァ こんなに 年 も 老け、 世帶の 風に 染み 放 

題で は、 今贵方 さまが ぉ會 ひな されても、 n 惜しい と は 

お 思 ひなさん すまい。 

i5s 七 何の， それ は 此方で 申す 言 薬。 永い 間の 九州 旅から、 

果て は異 國を經 巡って、 南蠻の 日に 焦け、 唐の 水に 染み" 

さぞ や 異樣な 風 は、 そな たに も 愛想 を盡か すで あら 

う。 が、 そんな 事 は 今更 云うても 歸らぬ 市 >_,」 七 年の 間 音 

信 もせず、 生死の 程 さへ 知らさぬ 上 は、 外に 聱 がね を迎 

へな されて、 樂 しい 暮 しに 入られても- 恨みに 思 ふ 術 は 

ござり ませぬ。 只 一 つ 此の わしの 方で は- そなたの 事の 

み 思ひ績 けて， 異國の 馴れぬ 旅の 空、 江戸へ 歸る 日を樂 

しみに、 i:! を 漁って さまよ ひ績 けたと * 知つ， て 下されば 

思 ひ 置く 事 も ござり ませぬ。 

(この 前後よ リ、 主人 喜 兵衞。 氣 弱く さうな ろ 商 

人の 称へ、 下手より 出で 來リ、 店 口よ リ 入らん として、 

中の 人聲に ふと 氣 付き、 一 HJ 手 LL かけた 戶，^ 開き もや 

らす、 內外^ 窺 ひ、 其 儘 腕組みし つ  > -立聽 さする。) 
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ぉ千价 まァ、 左樣で ござりました か。 でも それ は 此方と 

て 同じ 事。 貴方の 歸りを 明け暮れ 待ち侘び、 唧ち 暮らさ 

ぬ 曰と てなかった もの を、 とうく 父 さまが.；^ ぬ 前に . 

最早 亡き も のと 云 ひ 含められ、 番頭 喜 兵 衞と婚 せ られ 

て、 此家 を嗣ぐ 事に なり ましたが、 そなたの 事 はま だ 一 

日 と て 忘られた 事 は ござんせ ぬ。 して 濟 まぬ 事と は 思 ひ 

な が ら 、喜 兵衞 殿に は 秘し隱 して. 父 さまの 位牌の 裏に、 

そっと 中 M 方の 戒名 を齊 きつけ、 朝夕 父 さま を拜む 時には、 

心で そなたに も 手 を 合せて 居りました。 が、 月日と 云 ふ 

は 妙な もの。 其屮 喜兵衞 殿との 間に、 一人の 子供 さへ ま 

うけ、 知らず く 女 夫の 愛 萧に牽 き 入れられて、 かう し 

て 日 を；^ つて は 居ります るが、 矢張り 心の奥底 では、 貴 

方 を 忘れう とて 忘れられぬ ので ござり まする。 それにつ 

けても どうした 事 ゆ ゑ * 贵方は 音 一  つ 寄越さず， 七 年 

過ごして ゐ なさん したえ？ 妾 や 今更 かうな つても、 そ 

れを 恨みに 思 ひます ぞぇ。 

^七 そなたの 恨み もさる 事 だが >  まァ 一と 通り ira いて 下 

され。 知っての 通り、 此の わしが、 そなたと 固く 後 を 契 

つて、 ：€ 長 崎へ 旅立った の は、 二十 三の 秋 も 深い 頃、 そ 

の 時の 立志の 心 持で は、 どうせ わし は 小さな 袋物 屋の次 

e?、 そなたと 一 緒になる と 云っても * 一  人立ちに なれな. 

い 身で は、 入聱 になる のも耻 しく >又 そなたの 父上から、 


わしが せ 分 違 ひの 小さな 店の、 のら くら 次 a- の 分際で- 

此方の 身上 を 狙 ふやう に、 思 はれさう なが 氣に懸 り、 長 崎 

先に 知人が あって， ^^船商資をして；；^るのを幸ひ、 吾 か 

ら 進んで 向う へ 下り、 一旗 擧 げて歸 つたなら， 大手 を！,^ 

つて そなた を 貰へ ると、 んで 出立した のであった。 さ 

れば 向う へ 行って 小 半年 は、 時々 そなたに も 便り をした 

やうに、 商事 見習 ひを糗 けて ゐ たが、 其 中に ふと 機. あ 

つて、 沖に か \ つた 廢 船へ、 乘 せて 貰った がせ の 誤り _、" 船 

の 荷役 や 唐 言 紫 を、 面白半分 敎 へて 貰って ゐる 中、 或 日 

ふと 其 船長に、 連れて行んで ほ吳れ まい かと、 冗談 云つ 

た を眞に 受けられ、 其 儘 船に 留め置きの、 そなたに 便り 

をす る 間もなく > ま. -ょ 一年 か 二 年の 問と、 馮港 さして 

行って 了うた。 が， どうで 此處 まで 來 たからに は， 何 か 

大きな 儲け をして、 眞に廣 錦 を 飾りた く、 いん ノ\八止 て 

が 迷 ひの 種， それから « 旦南蠻 へ も、 生命 を 的に 押し 波 

りい つか 覺 えた 玉の 交換、 更紗の 値踏み も 習 ふより 慣れ 

て、 やう やく 二三 千兩 引つ 摑 むと、 喜び SR んで歸 り路に 

ついた が、 よく 云 ふ f£ 船 北 馬の 道中。 曰に 夜 を 網いで 來 

て は 見た が， 月 曰は疾 くに 過ぎ 果て 早 いやう だが 七 

年越し U …… これで は そなた も變り はせ ぬかと. 案じな 

がら も 思 ひ 直して、 若し や をた よりに 歸 り^ぃたら、 や 

つばり そなた は 人の 女房 U あ トリ 我から 招いだ 運命 ゆ ゑ 
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誰 を 恨みる 術 もない が、 そなたの 顔 を •： と：：； 兑ては • 思 

はず M 痴 となり 巾した。 

お 千^ まァ、 飛んでも ない。 そんな 事と 少しで も * 風の 

便りに 知って ゐ たなら、 十 年 はおろ か 一生で もお 待ち f- 

して； IS りました もの を J ほんと に 返らぬ 事 を 致しました 

わい なァ。 

^^七 したが、 もれば かり は 何度 云うても 返らぬ 事。 過ぎ 

た^は；？^ ない ゆ ゑ、 そなた も わし を 亡い 者と 思 ひ， わし 

も そなたとの 事 は 忘れて、 今日より 他人 IS 志の 知り合、 

た V それだけに 思 ひ 諦め、 喜 兵 衞 殿と 安穏に、 "小足な く 

B を拉 つ て 下され。 わし も 折角 江戸 表 へ 、 一 n; 草鞋 は脫 

いだ もの &、 やはり 此地は 心 迷 ひゆ ゑ * 又 長 崎へ 立 屍り 

まする。 このま、 默 つて 歸 ると ころ を • それでも そなた 

に  一 n:<w うて、 心の 丈 を 云ひ殘 したが、 外の 仕 合せと 

云 ふ もの。 もう £ 心 ひ殘す こと は ござり ませぬ。 \5^かぅ云 

ふ屮 夜に もなる。 御主人の 歸りも あらう 程に、 わし は是 

にて 失禮 します る 故、 くれ < ^も 身を火 3 にして、 喜 兵 

衞 殿と 安穏に お @ しなされ。 …… 

お 千^ いえ、 烏 彼お 待ち 下さり ませ。 それで は餘り 本意 

ない 別れと 云 ふ もの。 如何に 喜兵衞 殿と 女 夫と て. そな 

たと は 前より の^い 馴染。 それ も 鼓：：： 一. 浮世の 運命で， 親 

しい 他人と 決った からに は * もう 一 11 日の 一？ れ留 を • 此家 


で な され て 差 支 ござんすまい。 喜兵衞 殿と て それまで を 

まさかに 咎め も 致しますまい。 私 も 喜兵衞 殿に よう 云う 

て、 改めて そなた を 引合せよう 程に、 せめて 喜兵衞 殿の 

歸る 迄な りと * 草鞋 をお 脫ぎ なされて 下さり ませ。 でな 

いと 番頭 小 僭の 手前、 却って 妙で ござり ませう ぞ えり そ 

れに 一 と 言 交せば よいと お 云 ひなさん すが • 私の 方に も 

い ろ /\ 接る 事 を , li よう 聞 い た り 聞か せたり し たう ノ J 

ざん す。 のう 淸七 殿。 さうな されて は 下さり ませぬ か。 

お 互にもう 只の 知り 人と なる から は、 何の 差 支が ござり 

ませう ぞ え" た つ て もさうな されて 下さり ませ。 

淸七 左樣さ ゥ。 それ も 未練の やう なれ ど、 云 はれて 見 

れば 道理 も ある。 …… 

お 千^ それに 最早 夕餉 時、 振り 拂っ てお 歸 りな さるの は、 

旅の 人に も 似合 ひませ ぬ。 それで は 却ってお 互に， 未練 

が 妙に 殘 ります ぞぇ。 

洁七 左樣 なれば 喜兵衞 殿と も、 滿更 知らぬ 仲で はなし、 

一 と 言挨投 した 後 I 綺麗に 別れ 去る としょう， か。 

お 千世 それが よう ござんす。 其方が 內の人 とても、 きつ 

と 快う 思 ひます ぞぇ。 

誇 七 では 兎も角も 密事で なう. 御主人のお 歸り なさらう 

迄、 お 邪魔 致す と 致し ませ 5。 

お 千世 どうぞ さうな されて 下さり ませ。 私 も いっそ 嬉し 
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ぅノ  /さ んす。 

浩七 どれ、 それならば。 失禮 して。 11 

(と、 涛七 草鞋， か脫 ぶ、 -.4 か. - ろ。 お 千 W 手傳 はう とし 

て 思 はす 近寄 リ、 ふと 氣づ いて， 妙-し i や 3 あろ 科し。 

微笑。) 

(戸外に 立 聞し SS たろ 喜 兵衞、 此樣子 vJ- 見て， 深 

き 思 ひ 入れ。 其 儘 家へ は 入らす に、 1 兀來た 方へ 甘 垂れ 

たま、 0 …… ) 

11 拆 無しで 幕 11 

第二 幕 

兩國 附近。 水 茶 M 「興」 の奧斑 敷。 庭に 面した、 離 室め 

きたる と、、. Co 安政 二 年 十月 二日、 夜、 戌の 刻 ffio 

川 崎 M の 主人 喜 兵衞。 座敷の 中央な ろ ilv おに 凭り、 洒 

,„ ^飮 むと もな く、 ぼんやり 物 S ひに 沈み 居ろ。 やがて、 

思 ひ 出した やう- 11 手 叩く。 間， 

茶 Si 女お 志 3^、 典の 换 ^開. て 出て 来ろ。 

ぉ志津 まァ 喜兵衞 さん。 折角、 珍ら しいお 出で だのに、 

まだお 嘉 代さん は 見えぬ ので ござります るか。 

喜兵衞 ，つむ。 先刻から かう して， 飮 めぬ 酒 を 嘗めな が 

ら. せう 事 もな く 待って 居ろ もの V- 何時 歸る やら 分ら 


ぬ 故 * わし はもう 去な うかと 思 ふ。 矢っ張り かう して ゐ 

て は、 何やら 心 落 藩かぬ での ゥ。 

ぉ志津 まァ、 そんな 事 仰 有らずに、 もう 少しの 間、 お 待 

ちな されたら どうで ござんす 。ぉ嘉 代さん も 外で なう、 

行き先まで 分って ゐる事 ゆ ゑ、 もう 直ぐお 歸りは 知れた 

こと- 折角 一 ト時 もお 待ちな された のぢゃ もの、 もう 少 

しの 辛 棒が 盱心 ぢゃぞ え。 ほんに ぉ嘉 代さん の 方 とても * 

お 前 が來 てお ると 知ったなら、 淺 草から 飛んで にも 歸ら 

う もの を， - 一年に 了 M か 二度 * まるで 七夕 さま かお 前 さ 

まかと 云 ふ 程の 人 ゆ ゑ、 逢 はせ ずに 此 儘；？.！ して は、 後の 

恨み が 恐ろしう ござんす。 

喜 兵^ 何の。 まこと 一 年に 一 度 か 二度、 時候の 變り 目に 

挨 に 来る- 昔の 幼馴染と 云 ふだけ の 客。 ぉ嘉 代が 何と 

思うて 居る 譯も あるまい。 今日は 只 宵の口から、 何とな 

ぅ氣が 落^かず、 心 淋しうて ならぬ 故、 ふら/ \ と此處 

へ 遣って 來 たもの .-、 遊び場 憤れぬ わしが 心、 どうやら 

歸 りたうな つて 来たの ぢゃ。 何だか 逢 はず 此 儘に、 家へ 

歸れ との 天の 指 II の やう に 思 はれ て來 たの ぢゃ" 

ぉ志津 では 又 あの 喜兵衞 さまの 十八！ いつものお， 2:儀 

が戀 しうて、 里心が ついて 来な すった のかえ" 

喜兵衞 いや、 今夜と 云 ふ 今夜 は • 決して 左 樣な譯 ではな 

い。 此處に 居る の も 家へ 歸る も、 兩方 ともに 面白う はな 
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い 故、 是から 隅 川風に， 吹かれて 足の 向く 方へ、 行 

つ て 3^ ようかと 思つ てるる のさ。 

ぉ志潘 まァ、 何 を 仰 有い ます。 なん ぼお 嘉代 さんの 歸りー 

が遲 いとて. それや 乂 きつい 粲 鉢と いふ もの、 ま ァ/. \. 

もう 少しお 待ちな されて、 その 恨み 言 を 聞か せて 上げた 

がよ いで は ござり ませ ぬか |—— (表て の 方 LL て 人の 騒ぐ， _ 

昔) 鳥渡お 待ちな され ませ。 今 この 御 挑 子 を 取り代へ て 

參 ります ほどに- そしてお 嘉 代さん の 御樣子 を、 鳥渡 見 

て來 て丄げ ます ほどに。 

したがお 嘉 代は歸 つたと て、 いづれ 馴染との 淺草 

詣で、 一お つても 直ぐ 此の. M 敷へ は、 來られ ぬ 仕儀で あら 

うがの 0 

お 志 いえ-/^》 さう までお 嫉き なさらず ともよう ござ 

んす。 お T>1| 代さん と 一緒の お^は、 別に 深い 仔細 はない 

人、 只 服 やかし のお 伴 ゆ ゑ、 つたら 直ぐ 兑ぇ るで ござ 

んせ i 又假令 どんなお. おに もせよ * 珍ら しい 贵方 さま 

の 御出でと i§ いたら、 何 を いても 拔 けて 来る 替。 萬 事 

は 私に お委せな されて * お待ちな された がよう ござんす。 

先刻 柯 うやら^ ての 方で、 人の 出入りが あった 樣子、 T 

度お 歸り かも 知れ ませぬ 故、 見て 來て 上げ ませう ほどに 

-ぉ 志^- H ひ^て、 入る。 喜 兵 衞乂 ^くせ LL 沈む。 遠 


さ：^欲、拍子木の音など。ゃがて再びぉ志^^入リ來ろ0:> 

お 志 Si ま ァ寫」 兵衞 さん。 お喜びな され ませ。 ぉ嘉 代さん 

は 只今， 戻って 見えました ぞ えし そして 着物 を藩換 へて 

ゐる 故、 すぐ 此方へ 參 るで ござんせ う。 あ、 あ. これで 

もう 私 は W のない 身。 すっかり 贵 方の 御妬氣 の、 厄の が 

れを させて 赏 ひます わい なァ。 

(お志^ 持って 來た姚 子 わざと ぞんざ い に S i. 

て、 逃げ ろ やう に 去る" 喜 兵衞き ちん と坐リ 直す。 

HH- 。ノ 

(お 嘉代奧 Q 換 fj- 開け、 I^LL 情,^ 含みて 入リ來 る。) 

ぉ嘉代 ま ァ ほんに 喜兵衞 さん、 お 珍ら し い。 今時分 どう 

なされた ので ござり まする。 

喜兵衞 お X ぉ嘉代 どの か，. - きつう 待って 居ました ぞ。 

ぉ嘉代 それ は 大變氣 の 毒で ござりました。 つい 他のお 客 

に 誘 はれ、 觀昔 さまへ ぉ詣 りに 參 つて ゐた 故， 折角 早う 

からのお 出で を、 無駄に 過 させ 申しました) したがもう 

方 さまに は、 ぉ歸 りな さらねば ならぬ 時刻で はない か 

え。 お 店の 手前、 お 内儀への 務め。 —— 

喜共衞 いや、 それが 氣 になる 位なら * わし はもう 疾うに 

去んで ゐる" 今日は 家へ 歸 りたうな い 故、 かう して 今頃 

まで 愚！！々 々して ゐ たの ぢゃ。 

ぉ嘉代 それや 又 どうして。 
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喜兵衞 少し 深 い 仔細が あつ て。 —— これお 嘉代ど の 。 た 

まに 來て 浮かぬ顔の、 此 身の 愚痴ば かり 問 かせる や うぢ 

やが、 此の儘 W く 相手に なって、 わしの 氣持を 紛らして 

り やれ" たまに 來て 無理 を； K ふや うぢ やが、 そなたと 

わしと は 客と 女で なうて、 幼な 馴染の 友達 ゆ ゑ、 どうか 

許して 下さらぬ かえ。 

ぉ嘉代 何 云うて に ござんす。 それ は 外ならぬ 资方 さまの 

事、 今迄に そんな 契り は 無うても、 どんな 急がし ぃ中ぢ 

やとて、 お 相手 はして 上げます ぞぇ。 たまにく と 云 ふ 

けれど、 たと ひ 一 年の 間 は 置いても. 忘れて い k 入と 惡 

い 入と ある。 今 曰 も淺草 寺のお 參 りに、 何やらよ い 人に 

合 はせ て 下されと 拜んだ 心 も 通じた さうな！ 私 やい つ 

そ 嬉しう ござんす ぞぇ。 

喜兵衞 そなた こそ 又 何 を 云 やる。 そなたが わし G やうな 

お 店 者の、 しかも 氣ま、 さへ 出来ぬ 男 を、 そんなに 思 ふ 

譯 はない。 

ぉ嘉代 それや 又贵方 さまの 方 こそ。 只 機 かな 昔 馴染の 緣 

で、 盆暮 思 ひ 出した やうに， 安否 を 尋ねて 下さん すが、 

それ こそ ほんの 浮世の 義理。 家に は 美しい お 内儀の みか <• 

今では 可愛らし いお 子 も ある 身、 それに 大きな 店の 主と 

なって は" いっそ 私の やうな 幼馴染が、 こんな 所に 居る 

事 さへ、 氣が ひける で ござんせ う。 何と 云うても 贵方さ 


まに は、 戀 しいお. s: 係が ついて お ゐでぢ や もの。 ：… 

喜共衞 (悲痛な： ま-,, 1 なり〕 それ ァ そな たも 知 つ て の 通 

り， わが 身に 過ぎた、： 土 筋の 女房。 娘の 中より 戀し うは 3^ 

ひな }f ^ら、 及ばぬ 戀と 諦めて ゐ たもの を、 御主人 さまの 

お 謹 やら、 いろくな 事情に 緣 あつ て 女 夫に させて 賀 

つた 事 ゆる r いとしう ない 事 はない けれど、 のうお 嘉代 

どの. わし は 今 この 淋しい 身 を • どう 處 置したら い、 の 

やら- 分らぬ 羽 ほに 落ちて ゐ るの ぢゃ。 

ぉ嘉代 え、 何で ござんす。 それで は： n かお 内 _i と、 仲せ：！ 

ひ で も な さ れた の で ノ  J ざ ん すかえ ？ 

喜 兵 いや、 仲 違 ひと 云ふ譯 ではな けれど、 ちと-; g,:!: う 

ない 仔細の 程 を， まァ 馴染 甲斐に 聽 いて 下され。 と：； ムふ 

の はな、 わし も 前から 知っての 事ぢ やが、 現在 わしが 女 

房お 千世に は、 せ 云 ひ 交した 男が あつたの ぢゃ。 柳 川 ほ 

と 云 ふ 袋物 店の、 次男の 淸七 殿と 云 ふての， 七 3Hi. に 志 

を 立て、 三年 ほどの 期限 を 切って * お 千世と 固い 約 の 

下に、 長 崎へ 身 を 立てに 行かれた のぢ やが、 其 後 iK4^. 經 

つても 五 年 過ぎても、 風の 便り さへ 無くて、 歸る樣 -十も 

見えぬ 故、 舅 御 さま も 又お 千世 も， もう 七 殿 は 此仉に 

居ぬ ものと め、 そのため わし を 婿に なされた。 ところ 

が 七た 本た つ た 今 =: 今夜、 そ の irs 七 殿が ふいに 歸っ て來ら 

れ たの ぢゃ。 
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お wli 代 まァ！ 左樑で ござり まする， か。 して、 贵方 さま 

のぉ内^2は、 それに どうな された ので ござり まする。 

S0  丁. K わしが 外から 歸っ て、 鬥ロ へ 入らう とした 折. 

ふと 何やらお つた 5? と、 譯 ありげ， なるお 千世の 聲音 質 

人れ 〈科と も はれぬ ため、 い と は 知りながら、 つい 

閱き耳 立て」 屮の 子 を； g つたと ころ、 お 千世の 心 もも 

の ffl? の 心 も、 うすく 洩れて 問えた のぢ や。  ノ 

お 代 ぉ內银 はどう 云 ふ 心 だと 云 ふので ござんす え。 

お 千^ はわし と 女 夫に なって * 今では 子まで ある 

仲 ゆ ゑ， 今更 切ろ にも 切られぬ けれど- 此の 七 年の 間と 

云 ふ もの、 やはり 心の奥底 では、 (is 七 殿 を 思 はぬ とて 

無かった と 云 ふの， ちゃ」 

お 0;- 代 まァ、 左樣で ござります かえ。 して 又 其 5? の、 し は。 

S&  iiS 七 殿 も かうな つて は、 もうお 千世 を も 又 わし を 

も、 恨みる 筋 はない 故に、 この儘昔の^^は諦め只の知り 

人の 仲と なって、 交際 ふ 事に せう との 話ぢ やが、 口で は 

云へ ど 心の中 は、 どうやら 諦め 兼ねる 樣子。 それにお 千 

世 も 未練 は たっぷり。 それ もこれ も 無理 はない。 七 年の 

f の^に、 E ぉ國 へ さ へ も 押 渡 つ て、 金銀 を み歸っ て 

兑れば >  さう 云 ふ 事に なって ゐ るの ぢゃ もの。 のう、 お 

代 殿 向、 「も 向- 「此方 も 此方。 かう 云 ふ 妙な 間に 立って、 

わしゃ どうしたら よいの であらう。 淋しい やら 又 口惜し 


いやら、 思案に 餘 つた 心 持で、 其 家へ は 入り もやらず * 

ぶら/ \- 歩き 暮 した 末、 ふと 又 足の 向く ま、 に， そなた 

の 事 を 思 ひ 浮べて、 心の まトを 打明けたら、 相談 相手に 

もな つて 吳れ るかと， こ、 まで か. 「して 來 たの ぢ やが、 

ほんに わしの 此の 身の 處！^ は、 どうしたら い、 もの ぢゃ 

らうの ゥ。 

ぉ嘉代 まァ、 左様で ござりました かえ。 それ は 又お 可哀 

さうな。 どうやら 顔色 も 勝れ. 5 樣子ゅ ゑ、 何でお ゐ でな 

された かと、 一 と 目 見た 時から 案じて 居り ましたが * さ 

う 云 ふ 仔細で ござりました かえ。 

喜共衞 さ うぢ や。 わし は 初めは K ろしく、 又 悲しうて な 

ら なかった が、 今では いっそ 淋しい より、 苦しい 氣 がし 

てなら ぬわい。  • 

ぉ嘉代 左樣で ござり ませう のゥ。 したが さう した 心の 屮 

を、 折角 私に 打 明 け 下されても- 私 とても かう したら 穩 

便と 云 ふ。 世上の 道 さへ 分り ませぬ。 ましてお 進めす る 

やうな 思案 は〕 —— ほんに どうした もので-、 /さり ませう 

のゥ 0 

喜兵衞 このま X 何も 知らぬ顔 を I 家へ 歸 つて 淸七 殿に 合 

せ， た^ 尋 おに 挨 扱して、 お 千世の 素， おり も 見て 見 わ ふ 

り、 名ば かり 女 夫の 境涯 を、 綾け て 行けぬ こと もな けれ 

ど • それで はわし が 惨めな ばかり か、 お 千世が 餘 りに 可 
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哀さ うぢ や。 

ぉ嘉代 何の、 又 そんな 弱い こ \ ろ。 先き の 約束が どう あ 

らうと， 今では 贵方 とちやん とした 女 夫 仲、 そんな 人が 

歸 つて 來 たと て、 指 一 つ さ、 す は 一ろ かなこと、 傍へ も 

寄せず 斷 るが 通常-  

喜兵衞 さう ほ 思 はぬ 事 もな けれど * 此せに 過ぎた 思 ひの 

女房、 强 くも 云へ ぬわし が 弱味、 嗤 うて り やれ。 その 

上 如何に 關を 設けて， 二人の 仲 を 分た うとて、 一旦 知合 

た 二人の 心. 放さう とて 放れよう ぞ。 思へば わしが さ 

、つす る は * 苦し い 中に も 苦し い 立場 ぢゃ。 

ぉ嘉代 G りつと 考 へて ゐ たが 突然 ン そんなら いっそ あの 

家 を 出て、 何處ぞ へお ゐで なされます るか！ 

喜兵衞 え；：： 

ぉ嘉代 私が こんなせ でな うて. 何處へ 行か、 「と 自. K な 上 

に、 もっと 淸く 美しい、 立 澱な. せ 柄であった なら- さう 

云 ふ 話を閗 くよりも、 すぐさま 方 を 引-取って、 何とで 

も暮 して 行かう もの。 そんな 事 は 適 ひませ ぬし、 ：：： 

喜 兵 0 そなたの 身柄 に 不足 は なけれ ど- 又 此の わしの 方 

から 云っても、 此儘 不意に 妻子 を扮て 家出な どした 

と 在って は、 世間の 手前 店の 汚れ。 舅 御 さまに 濟ま ぬの 

みか、 殘 された あの；； 人に-取っても. さぞ や {tji 醒めが 惡 

いで あらう。 それに^ 間 も 事情 を 知って は、 いろ/ \  口 


がう ろ さい 程に、 あの 二人と てう ま/ \ と、 一緒になる 

の も 心苦しいで あらう。 .：.： £a るに 居られず • 出る に 出 

られ ず- ほんに どうした.， りい >- であらう のゥ。 

ぉ嘉代 ほんに かう 云 ふやうな 時には、 何ぞ 天地が 引く り 

返って、 互の 身 も 世 も 自由に 解かれる 事で も 起れば よう 

ござんせ うに！ 浮世の 色々 な. #と 云 ふ もの は 苦し いも 

ので ござんすな ァ。 

喜 兵 街 さうよ なァ。 いっそ 誰彼の 遠慮なく、 互 ひに 思 ひ 

切って 自由な 所へ- 氣 儘に 行って い、 ものなら ば • 思案 

も 何もない 譯ぢ やからの ゥ>^ 殘る 人に も 去ぬ 人に も、 悲 

しい 心 遣 を させずに、 かう 云 ふ 難 を 捌く 手段 は * ど- 「考 

へ て もない もの かの ゥ。 

ぉ嘉代 それや 神佛の や， な 者の §w なら 知らぬ 事 * 浮世の 

人の 淺 墓 さで ほ • どうやら 在らう とも 思 はれませ ぬ。 い 

ろい ろ考へ あぐねた 末が、 矢っ張り 互に 恨み を 結ぶ， 悲 

しい 破局に 成ろ ので ございませ うの ゥ - 

喜兵衛 (淋しく 笑って) ほんに のゥ。 さう 思 ふと 何だか 

浮世が 厭に なった。 

ぉ嘉代 (突然 思 ひついた やう に) かう 云 ふ 時に 方と 私 

が、 幼な 馴染と 云 ふだけ でな うて、 もっと 深い 仲だった 

なら • 心中 を 云 ひ 出さない とも^り ませぬ ぞぇ. - 

喜兵衞 何 を 馬鹿な。 此間 fH を ig つた 戲 作者の 十月 鳥 山と 
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やらで は あるまい し * 死んで 後腐れがない ものなら、 そ 

れも^3- に はよ からう けれど， わし の やうな 臆お も の が、 

死ねる ものなら 迷 ひ はせ ぬわ。 は、、、」 

ぉ嘉代 では それ も 取 止めと 致します かえ" 

(二人 淋しく 笑 ひ、 考 へに 沈む。 問。 遠い 被 欲。 拍子 

木の 昔な ど、 やう やく 冴 ゅ0) 

(突然 『天地.： H ら驛 ぁリ。 がらく ひしく と、 千 萬 

の iH^ リ 渡ろ やう』 -J.、 屋鳴リ 犇めき 初む。) 

$0 地 〔おぶ りぢ や！ (色.^^ へて 立 上ろ) 

お 慕 代 まァ 大變！  (is はす 喜兵衞 に 縫り つく) 

(二人 は 一瞬 1 ^寄り添. ひて、 四^の 樣 子ん、 眺めて ゐる 

中、 -f." 動 ハ；^ f 汲し くな ろ。) 

$0 これ や 大地 K ぢゃ。 早う！ 

(： 二人 謎ろ や うにして >  外へ 出ようと する。 ：^:^ ら 

S 足取り。 其 屮に觅 に 激しき 赏 動と 共 LL、 柱 倒れ 軒 一 

ちて、 ほ极は 二人.^ 蔽 ふやう に 清え 塞ぐ。〕 

(灭她 1= 冥。 稻 の 如き もの、 ^々- ；.^ ろ 響と 共に 空 vi- 

掠む。) 

( w,;^ 叫喚。 や が て、 近 に 赤き 火 の 手上リ しと 見え * 

ろ 暗 色 vJ- 帶び來 ろ 0  J 

ぉ嘉代 葛 兵 衞 さま！ 宾兵衞 さま！ 

oa えし ti 根の 横手よ リ、 お 嘉代這 ひ 出す やうに 出で 


來リ、 尙も 呼ば ふ。) 

喜兵衞 (の St 、& n 根の 中 f* リ) ぉ嘉代 どの。 おうい。 此 

處ぢ や。 助けて 吳れ。 此處ぢ や！ 

(ぉ嘉 代 氣の 如く、 今 出で 來リし 尾根の 間より、 K 

や 根 1 ^必死にめ くリ ながら 入". 込む。 暫 らくして 引す 

る やうに、 喜 兵衞， ^連れ出し 來 ろ。) 

ぉ嘉代 (喘 ざながら) 喜兵衞 さま。 どこもお 怪我 は ごさ 

り ませぬ か。 

喜兵衞 (鳥渡 跛，^ 引いて 片足，^ 撫で) お- -、 此方の 足 を 

何やらに 挾まれ- 幾ら 焦っても 出られなかった を- そな 

たに 思 ひ 切って 引出されて、 やう やく 命 拾 ひ を 致した。 

が、 そなた もよう 無事で ゐ やった のゥ。 

ぉ嘉代 私 や 倒れて 轉ん だま  >- 、うまく 隙間へ 隙間へ と 持 

つて 行かれて、 思 ひの 外 容易う 出られました。 さァ、 一 

刻 も 早う げ ませう わい な ァ 。 

喜兵衞 さ うぢ や。 かう して は ゐられ ぬ I わしゃ これ か 

ら 直ぐ 家へ！ (と ^け 出さう とすろ) 

ぉ嘉代 ぇッ！ まァ 待って 下さり ませ。 どこへ おいでな 

さるので ござんす。 

喜兵衞 家 もどうな つた か 分らぬ 故、 少しも 早う 行って 見 

ねばならぬ。 

ぉ嘉代 それや、 私 を此儘 置いて かえ？ 
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喜兵衞 うむ、 それ は。 …： そなた を棄 て、 ではない けれ 

ども 0   

ぉ嘉代 そり やあん まり ぢゃ  >  喜兵衞 さま！ そなた はつ 

い 今の 先刻、 家へ 歸 りたうな いが、 歸ら でも 濟む 工夫が 

あらば と、 云うて ゐた では ござんせ ぬか" この 恐ろしい 

大地震 は、 そなたと 私に は 天の 助け、 かう して 共に 濟さ 

れ ながら、 生命 〔共 加に 助かった の も、 みんな 何 かの 因緣 

事。 かう 云 ふ 稀 有の 大變事 ゆ ゑ * そなたが 死んで 了った 

と 思へば  >  家へ 歸らず ともよい であらう。 二 入と も 一緒 

に 死んだ 體 にして、 此處 から 何 處ぞへ 遠く 落ちの び、 一 

緒に 暮 さう では ござり ませぬ か。 

喜 兵衞 う &ん。 成程 さう 云 はるれば * これ こそ 思 はぬ い 

ぃ機會 なれ ど、 大事の 際に 見棄 てるの も， どうやら 心に 

懸 つてなら ぬ 0  - 

ぉ嘉代 又 何を餘 計な 氣迷 ひ。 そんな 心配して ゐる 間に * 

きっと そなたのお 內 儀 も、 淸七 殿と やらに 手 を-取られて、 

何處ぞ へ 難 を 逃がれ たか、 それとも 二 人 諸共 に 死な ば と 

梁に 押し潰され たか。 …… もし" 喜兵衞 さま。 お前 は 私 

と 一緒が 不足 かえ。 

喜兵衞 何の 不足 どころではない けれど。 …… (と、 ふと 

向 うん」 見や リ) ゃァ、 眞 近に 上った あの 火の手。 これ や 

かう して 居られぬ。 ぉ嘉代 どの。 さァ、 早う 一緒に！ 


ぉ嘉代 そんなら 連れて 逃げて 下さります るか。 

喜兵衞 お  > -、 さ うぢ や！ 何事 も 天に 任せて。 …… 

(二人 手 引いて 遁れ 去る。 まだ 閗 ゆろ 阿 叫喚。 遠 

く 二三 ケ 所の 火の 柱。 近く 迫れる W の 色、 だん/ \ 紅 

く 舞 逢 Liffi つ。) 

.—- 騒擾の 屮に 幕 —— 

^ 三 幕 

再び 元の n 本 橋 it お 町 附近。 ©店川崎1^1の假^^,1^？。 前 

ょリ も 狭く、 低く、 淺.^^£構へ0 

安政 三年、 卽ち翌年同じく十刀のニ：：：の^^$-0  ,H 西の 

刻 半 過 ざ。 帳場- 」 は 今の 主人 淸七 坐り ろ。 もとの 小 

僧、 第一 場の 時と 同じ やうに、 門口 l^is けて 力  眺め 

1?。 

洁七 どう だな、 金 どん。 去年と 同じ やうな 模樣 かな？ 

小僧 南 も 北 もから りと 霄れ て、 星が 靑々 と 光って 居り ま 

すよ。 だが、 何だか あんまり 歸 れてゐ るので 又 何 か あり 

さう で ござります。 

浩七 (冗談に) ぢゃァ. 地9^^暴風ももぅ 一 度づ 、、 績 

け ざまに 来て 了った から、 今§^{は饑饉かな。 

小僧 (同じ やう LL 笑って) すると 今度 は 焚 出しの 黑ぃ販 
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さ へ 食べ られ なくなる ので ございませ うね。 

淸七 若し そんな 事に でもなる と、 a されて 一と 思 ひに 死 

んだ 方が * 生き 殘 つて ぢ りく 餓死す るより、 苦しみが 

少なかった かも 知れない ぜリ 

小 偕 あ、 顿々！ 冗談に も そんな 事 云 ひっこな しにし ま 

せう。 折 かう して 生き延びて、 兎も角も 一 年經 つたん 

でございます からね。 

七 さうよ な ァ。. お前 やお チ世ゃ 俺た ちが、 一 緖 になつ 

て 上野のお 山へ、 火の粉 を 浴 ひて 逃げた の はつい 此 間の 

やうで も あり、 遠い昔の やうで も ある 0 が、 かう して 一 

年經 つて 见 ると、 もう 仉の末 だと 思 はれた- 江戶の 繁華 

も 元々 通り、 どうやら i 仅 つて 来る やう だし、 わし だち と 

て も 此の やうに、 店 を 張って ゐられ るの だから、 考 へる 

と恥>  の やう だ。 

小佾 ほんと にさう でございますな ァ. - それにつ けても 先 

の 旦那 はやつ ばり あの 日の 地震で、 お亡くなり なされた 

ので ございませう. なァ， - 

^七 (少し 額 1^ 暴ら IfJ たが、 さリげ ない 11 子で) どうし 

て もさう だら うな ァ。 かう して 1 年 も歸ら ない 所 を 見る 

と。 11 俺 は あの 時 十日 經 つて、 まだ 消息の 知れな かつ 

た 時から * どうも さう だと 思って ゐ たよ U 探しても 無駄 • 

だと 云ふ氣 が、 初めから してなら なかった。 


小僧 ほんに あの 後 十日と 云 ふ もの， 私お 足 を擂冉 木に し 

て、 小 旗 を 立て」 呼び 歩いた 時 は、 厭な 氣 持で ござり ま 

したな ァ。 何處を どう 探しても 姿は兑 えず、 地震の 二た 

時 ほど 前に， S 國の 方へ 行かれた 影 を I ちらと 見かけた 

と 云 ふ 人が あるきり、 皆目 行方 さ へ 知れな い で -- /さ い ま 

す もの。 今考 へる と あの 河岸の、 遗 された 倉の 前 構に、 

どうやら 且那の fSS 物に よく 似た、 一 人の 死骸 を 見つけ ま 

したつけ が、 ひょっとすると あれが 矢っ張り、 本 當の旦 

那 だった かも 知れ ませぬな ァ。 どうもよ く 似た と は 思 ふ 

が、 何處 やら 違 ふところ も あり、 まさか 死んだ と は 思 は 

なかった ので、 その 51 他處を し 週り、 翌日お 内儀さん 

にさう 云 はれて、 も 一 度 念のため n やに 行ったら、 誰か 心 

當り の 引取り 人が あ つ たと か で、 取り片付けられ て あり 

ましたが、 矢っ張り あれが さ うぢゃなかった かと、 時々 

今でも 思 ひ 出 すんで ございま すよ。 

涛七 今まで 歸 つて 来ない からに は、 いづれ 何處 かで 亡く 

なった に 違 ひない が * 骨 も 遣 品 も兑づ からない と； 14 ふ は、 

よくく 不運な 事だった のゥ。 だが、 …… 、 逝って 了つ 

たもの は 仕方がない。 死んで 了った 方が 仕 合せ だか、 生 

き殘 つ た 方が 不仕合 だ が、 祌怫ょ り 外 知 つて ゐる もの は 

な いんだからの ゥ。 

小僧 です が、 日ー那 とお 內 儀さん と は、 ほんと にお 仕 合せ 
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だって >  近所で は 皆が さう 云って 居り ま す ぜ 。 

淹セ 馬鹿な 事 を 云 ふ、 生き 殘っ て 行き場の ない 者问 志が、 

賴り 合って 又もとの 祐 木へ、 小さな 集 を 作り 始めた だけ 

ぢ やない か。 此店 とても わしの 身に ついて ゐた、 儘 かな 

资本 があった ばかりに、 どうやら 一 番 早う 店 きが出来 

ただけ ぢ やない か。 

小僧 ほんに 近所な ど >- 云 ふ もの は、 口が 五月 蠅ぃ もので 

ござり ますな ァ。 あの 地震ぶ りの 當座 こそ はお 互に 賴り 

になり 合って、 仲よ く暮 して 居り ましたが、 少し かう し 

て 店 構へ でも 出来たり、 繁 feE らしく 見えたり すると、 い 

ろい ろ 云 ふんで ござ い ます か ら ねえ。 

十 S 七 云 ふ ものに は 云 はせ て 置く のさ。 生き 錢 つて か 安 

穩に、 其 日々々 を 過して さへ 行ければ * 此方 は 誰 を 一 _ ^む 

事 もない。 さう 云へば 確に 仕 合せ かも 知れぬ がの ゥ。 … 

…… (微 _w 笑) 

(お 千卅 奧.. -リ 出で 来る。 湯 上リの やうな 姿。) 

お 千世 どう だえ。 地 K はあり さう かえ。 

小僧 いえ、 空 一 ばいの 星で ございます。 

淸七 今 も その 話 をして ゐ たんだが、 一週 忌になる とまた 

來 ると 云 ふの は、 どうやら 噓の琉 言ら しい。 

お 千世 七の 傍 近く 坐って) さう で ございませうな 

ァ。 あれから 五 B 十日 置き、 半月 一 月と だんく に、 數 


少 うなった 名殘れ 地震 も、 どうやら 久しう 收 まって、 ご 

とりと も來ぬ 今日 此頃、 二度と あんな 大きな 奴が、 在る 

道理 は ござんせ ぬわい なァ。 

小僧 地震 ふって 地 固まる。 …… と 云 ふの が 雨より 先 だと 

は、 本當で こざり ませう か。 

洁七 ほんに さう かも 知れぬ。 地震 ふって 身 同 まる。 …… 

お 千世 ほんに のゥ。 恐ろしうて 悲しかった も * 何やら 分 

ら なかった あの 一 頃。 今 は 何う やら 心 落 *s いて 却つ て 地 

震の 前 頃よりも、 沁々 仕 合せら しい 氣持。 ほんに 死んだ 

人に は濟 まぬ。 …… 今 も 今と て 奥の 佛 間で、 •  死んだ 喜 兵 

衞 どの ゃ三吉 に、 手 を 合せて 拜 んで來 ました. >  何やら あ 

の 人た ちの 亡くなられ たは、 私たちに かう した 仕 合せ を、 

殘 して 置いて 吳れ るた め、 とさへ 思 はれて なり ませぬ ゆ 

ゑ 0 …… 

淸七 さ うぢ や。 さう 云へば 死なれた 喜 兵衞 さんに は. 御 

恩に なった も 同じ 事。 …： 

お 千世 (ふと 氣 付いて) 金 どん」 お前 も 鳥 if 奥へ 行って、 

線香の 一 つも 上げて お いでよ。 

小僧 へい、 へい。 

(小 財 奥へ 入ろ。 後 に て 二人 は 鋭 合 何の^；；^味も 

なく 微笑む。) 
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沾七 わし は 線，； を 上げず ともい  >- のかえ。 

お 千世 お前が お上げな さる も： silil.:ls{ はない が、 ちと 可笑し 

うは ござんせ ぬかえ。 

^七 したが 天命と； K ふ もの も、 よう 出來 上って ゐる もの 

ぢ やの ゥ。 一た 小 前の 今時分 は • とても こんな 事に なれぬ 

と 思うて、 諦め 切って ゐた のにの ゥ。 

お 千世 ほんに 私 も かう なること、 は • 夢にも 思うて 居な 

かった のに。 —— 

^七 わし は あの S. 喜 丘ハ衞 殿の、 行衞 知れずに 居る 間、 そ 

なた と共に 心 を 痛めて- 探し 合うて は 居た もの >-* ど 5 

やら これが. 大命で、 宾兵^ 殿が 歸ら ずに 吳れ たなら と、 

惡 い^と は 知りながら， 思 はず 祈る やうな 心に さへ なつ 

た^も ある。 一 

お 千世 それや 私と て 同じ やうな、 ：：•• 现在 あの人の 子 を 

抱いて， 出 &る乳 を ふくませながら も、 足らぬ 假小展 の 

起き伏しに、 ぉ前が親35に世話して5^^れるのを見ては> 

お前 の 方 さへ よかつ た ならと、 K ぐ 思 はぬ ではなかった 

ぞぇ。 

汁- S 七 どうせ そなた も 此の わし も、 來世 はよ く は あるまい 

のゥ 0 

お 千^ 來世 など はどう あらう と、 現在 かう して 居られる 

のが、 私 や 何よりも 嬉しう ござんす。 それ を 誰に 惲りま 


せう ぞ。 

淸七 さ うぢ や。 誰に 濟 まぬ でもない。 誰に 遠慮す るで も 

ない" 二人 はほんに 1 兀々 通りの、 仕 合せに 復 つたと 云 ふ 

だけ ぢゃ。 それ も わしら が 手 を 下さず. 天の 定めで 得た 

と 云 ふ もの ぢ や！ 

お 千世 ほんに さう で ござり ますの ゥ。 

(この 少し 前 あた リょリ *  く 胡り の 音 iS え >  やがて 

下手より 男女の 鳥.！ F」 ひ 二人、 五六 人の子^ や a 物に つ 

き齄 はれながら * 哏，^ うた ひつ 、出で 來 る。 そして 店 

の橫 なる. 地に 立 佇って、 節ん 改め て ひ 出す。) 

鳥 追 ひの 吸〕 . I . 

へ わし は 野末の 一 もと 祐れ穗 

そなた もや はり 立ち 祐れ； " 

いかに 二  igi が 魔き 合うた とて， 

花 〔お く 曰 とてもない ： お；^  ,」 

r たと ひ 花 („i 八く 曰 はない とても、 

風の 寒さに さそ はれて、 

靡き 合 ふのに 何^ あらう、 

祐 種に 心無い；： やまで じ ：：： 
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お 千世 (ふと im 博へ ズ) おや， 又 あの： お 機 節が 參. リ まし 一 

たの ゥ。  ： 

十； e 七 うな 何とな う 厭な 節 なれ ど、 又 かう そっと 胸 を締！ 

めつ けられる やうな 所 も ある〕 卑しい けれど 捨てが たい； 

流行 唄ぢ やの ゥ， _  . 

お 千世 したが どうやら あの 文句 は- 私たちの 事 を 唄って- 

ゐる やうで ござんせ ぬか。 

倚 七 それ は 向う の 鳥 追 ひ 夫婦 も、，： ：！ 分の 事ぢ やと 思うて * 

唄って 居る のか も 知れぬ わい。 は は …… 。 

お 千世 ほんに のゥ。 (閗 入ろ ゾ 

〔奥より 子 (リ*  S (聲 さつけ て か、 子,； ^ おへ ろ ま >• 

に. て 出で 來 る。) 

子守 (半ば 背の 子に〕 お、 >  お 美 代 さま、： お 種 節が 來ま 

した ぞ え。  一 

お 千世 おや、 まだ 起きて 居る のかえ。 (立って 子の 額，^ 一 

窺き) まァ、 こんなに ばっちり 眼 を いて、 子供で も 去 一 

年 の 今夜 だ つたと >  地？ お を 知 つて ゐ るので ござり ませう： 

か 0  一 

i^s 七 (立って) まさかの ゥ。 世間が 氣を 立て、 as る 故、 

起きて ゐ るの ぢゃ らう コ (吾子の 如く も Q- して ソ およし 一 

よし。 I さァ 父さんが 此のお 鳥 目をやる 程に >  これ を 一 

持って 外へ 出て、 あの 鳥 追 どのから 二 n- 枚 ie; うて やり、 一 


もう 坊や も ねんね ぢ やゆ あ、 成る たけ 遠くへ 流して 行つ 

て 下されと、 さう 云うて やる がい >lo 

子守 はい、 畏 りました。 さ ァぉ美 代 さま。 お 手々 にょう 

お持ち かえ。 …… 

お 千世 餘り 永う てはいけ. S ぞぇ。 

子守 はい。 ！！ 

(子守い そくと nlll^ 出で、 >  鳥 退 ひの 傍へ 行く OJ 

子守 あの、 もうし 鳥 追さん。 この お嬢さんが 持って ゐる 

だけ， 喷の版 を 買うて 上げます 故. 向う へ 流して 行んで 

下されと G 

為 や」 ひの 女 はお 嘉 代し 進み出て ：>  それ はお 難う ござ 

ります る。 してお 前さん は、 此の 前のお 家の 子守 どの か 

え。 

子守 あい、 さう だよ。 

ぉ嘉代 (a 分の 後に、 編^, か 更に 1^ くして、 胡弓,^ 彈， ^55 

たろ sf!,=T それとなく 顕 みながら、 改まった やう- し 訊れ 

a: す) では、 あの、 川 崎 尾さん と 云 ふの は， お前さんの 

所で ござんす ね。 

子守 あい、 さう だよ。 

ぉ嘉代 それで は 、鳥渡 序にお 訊 わした い^が ござんす が， 

御卞入 の 喜 兵衞さ んと 仰お る 方 は、 今でも 無事で ゐ なさ 

ん すかえ。 
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子守 い 、 え、 鳥： おさん。 それや 此 家の 先の日 一 那樣リ 其 人 

ならば 去 の 地 1^!^ で、 お亡くなりな されました ぞぇ。 で 

は ひさん if 何 か 先の E ー那 機のお 知合で も. こざん 

す ly え 

ぉ嘉代 いえ， 知り 人と： "ムふ 程で は ござんせ ぬが、 國が同 

じ 所 だに 依って、 践 ながら 此^に： なさる と. 小耳に 狭 

んでゐ ただけ の 事で ござんす。 でも. まァ お亡くなりな 

されました かえ U それ はま ァぉ 可哀 さう に。 , il して 今 

は、 誰 方が 御、 王 人に おなりな されました え？ 

子.； 5=- 牛； き 殘られ たお さんが *  fi? 七 樣と御 一緒にお な 

りなされ て、 元： 迎 りお 店 を 張つ ておいで  >- ござります。 

ぉ^！；代 まァ 左樣で ござんし たかえ。 それならば 安心で ご 

ざん すの ゥ。 —— したが 又 其の离 兵衞 さんに は 一 人お 子 

さんが あ.，： れ たと か" その子と； ーム ふの が 此のお 子 さんか 

え C 

子 守 あい。 さう で ござんす。 

ぉ嘉代 まァ、 矢つ 張， リさ うで ござんした かえ」 ほんに よ 

似た 面 ざし の ，7 お い、 -リ。 御卞 人.. は 可哀が つ て 下 

さります るかえ り 

子 〈リ え、 それ はもう、 且 那樣も 吾が 子の や、 「に、 可愛が 

つ て ae られ ます わい なァ。 

ぉ惠代 それならば 喜-お 衞 さん は 死んでも 仕 合せ。 思ひ殘 


す こと も ござんすまい。 —— さ乂 可愛い お 子 さま。 そな 

た樣の 小さな お 手から、 その 難 有い お 鳥目 を、 あの 叔父 

さんの 持って ゐ る錢： 龍へ、 入れて やって： ト さり ませ。 お 

お 悧巧 なお子 ぢ やの ゥ。 

(子守 何の 氣も なく 近寄 リ、 背の 子の 持てろ 錢，^ お. お 

の 男の 龍へ 入れさす。 男、 つて 受取る？ - 

ぉ嘉代 ほんと に 難 有う ござりました。 それで は 此處に 新 

版の が 添へ て 四 枚、 確に 差 上げます ぞぇ。 

子守 あい。 そんなら やがて 向う へ、 流して 去んで 下され 

ませ。 

お！ C 代 (ER ん促マ やう に) さァ、 お前 * もう 去な うで は 

ござんせ ぬか。 

(鳥 近 ひの 男、 遂 LL 1 言も發 せす、 默 つて 合 點 きつ 、、 

胡弓 fj- 取リ 上げろ 0 一曲、 歩 さ 出しつ、 いて， 吼に 

なろ。 低く * 淋しく、  ；：， S 々と。 —— 〕 

へ. 处 のと 牛： きょと いづれ は 一如，  - 

隅 W の 水と 人の. せ は。 

琉れ くて 果なく 行 こと， 

此處 にた、 へて - おも とまた リ  

(fr 守不 (>w と 云 ふ ほどの 心なく、 たゾ 何とな う 後見 送 

I 
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ろ。 遠ざかり ゆく 胡弓の 音の 中に。 -—— 〕 . 

11 又拆 無しで 幕 —— 
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笑った 皇后 011 S 


a  — マ 時代 

ネ  口 

ォソ 1 

ホ ツビ. I ァ 

其 他 數十入 

第 一 幕 

ネ P は 手帖，^ 持った ま X、 庭 11 の 池の ほとりで 狼狽へ 

ながら 何者か,^ 搜しズ ゐろ。 ォソ ー が 現れろ。 

ネロ たうた う ァクテ の 奴 を、 俺 は あの 橄攬の 木の 下で 見 

つけた ぞ。 あ 奴の 足 は、 夜の 鹿の やうに すらりと して ゐ 

た。 俺 は 息が つまって 逸げ て 来たの だが、 おい、 ォソ ：、 

何 か 良い 趣向 はない か。 

ォソ ー 口 ー マの 白 ー+ 帝が 息が つまった と 仰 有い ますの は、 

ゴ ー ル の蠻族 だけで ございませう。 

ネロ いや、 あの ァクテ の 眼 は， あれ は 酒の 中へ 投げ込ん 


だ 眞珠の やうに 光って ゐた。 俺 は、 こら、 この やうに 轉び 

ながら 詩 を 作って 來 たの だが、 11 いて くれ。 (せ さ 込み 

ながら 手帖,^ (SS み 出す) ああ ァクテ よ， お前の その 服 は 

天 から 視 いた エヂ ブトの 月の やうに 光って ゐる。 俺 を 

三度 も 池の 水に 顏を 映させた 白い 孔 街よ。 エヂ ブトの 月 

よ。 俺の 手 を 惑 はす マの 新しい 嚴琴 よ。 ハ， 产 1 ゲか 

くリ ながら、 讀 みやめ ろ) うむ、 俺 はこ こまで 作った 0 

だ。 この 詩 は ァクテ に 見せて 良い かどう かと 迷つ てゐる 

所 だが、 ォソ ー、 お前 は 此れ を ァクテ に 渡して くれぬ か。 

ォソ ー 陛下、 それ は 近頃の 名吟で ございま すが、 ii,!r が. a 

隸の 女で は ございま せんか。 陛下の 名吟で は 恐れ 人って、 

逃げ出して 了 ふか もしれ ません。 

ネロ いや、 あの ァクテ の 眼つ きなら、 詩の 分って ゐる. 

に 相違ない，" あ 奴 は 俺の 詩に びっくりす るに ちが ひない。 

そしたら 俺 はどう すれば 良い か、 今夜 ひと 晚ゅ つくりと 

考 へやう。 

ォ ソ，' 恐れ入り ますが、 それ は 入らぬ 御苦勞 で ございま 

せう。 シ ー ザ ー さまが ゲルマンの 城 をお 落しに なった と 

きで さへ， たった 一 夜お 考へ になった だけで ございます。 

ネロ お前 は 俺 をから かって ゐ るの だな。 だが、 ォソ ー、 

ゲル マ ンとァ クテと は、 ちと 違 ふで はない か。 他 はシ— 

ザ ，がー 枚の 詩 を 書いて、 ゲル マ ンを 落した 話 はま だ 15 
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かぬ が * あの ァクテ の^を 見れば、 シ ー ザ ー とて ニ晚三 

晚は 眠れぬ だら う，、 

ォソ ー では、 陛下が 御 熟睡 遊ばす やうに. これから ァク 

テを ここへ 迎れ て參り ませう。 いかがで ございませ うか。 

ネロ いや、 それ は 1； く 待って くれ、 俺 は 此の ままで は * 

帛 帝と は 見えぬ ではない か。 おい、 ォソ ー、 そこから 俺 

の 姿 をよ く兑て くれ。 ど うぢ や、 俺の 姿 は 立派 かな。 

ォソ， (少し 放れて ネロ,^ 見る) さう でございます 。少 

し 御 立派す ぎ て、 ァクテ はとて も 近寄りに くから うと 存 

ぜられ ます e 

ネロ では、 も 、「少し 近う つて 見て くれぬ か。 うむ， そ 

こら だ。 そこらが 良い。 どう だ。 そこら あたり だと" 俺 

はかう 云 ふ 風に 笑へば n5{ からう。 

ォソ ー さう でございます。 もう 少し 大きく お 笑 ひに なら 

なければ、 陛下 はお^し さう に兑 えてい けません。 

ネ n では、 これで はどう だ。 これで は， 俺の 寬仁 大度が 

見えぬ かな。 

オン.' 結稱 でございます。 でも、 それで は、 ひょっとす 

ると、 ァクテ は 陛下に あまり 近寄り 過ぎる やうになる か 

と^^ぜられます。 

ネ n おい、 才ソ 1* お前 は 俺 をから かふ 癖が つき 過ぎて 

ゐ ていかぬ。 ァクテ が 俺から 放れて ゐて は、 月の ない 庭 


を視 いて ゐる やうな もので はない か。 

オン ー でも、 もし ァクテ の 股が、 エヂ ブトの 月の やうに 

ぉ兑 えに なり 出しまして は、 ォクテ ビヤ さまに 申譯 がご 

ざいません。 

ネ n ォクテ ビヤ は- 今 は晝. 1 をして をる 最中で あらう 

が、 いや、 あ 奴の こと を 思 ふと、 俺 は 玉座 を 壁の やうに 

蹴リ たくなる の だ。 あ 奴 は HI マに 反亂を 起させな いの 

を * 自分の 德 だと 思って をる。 此の ネロが、 あの 豚の や 

うな ブ リタ -1 カスの ー黨 を、 鎮める ことが 出來 ぬと 思 ふ 

か 0 

ォソ- 陛下 は. 今の ァクテ のこと をお 考へ になって ゐた 

ので は ございま せんか。 

ネ 口 うむ、 さう だ。 俺の 考へ てゐ たの は ァクテ のこと だ。 

あの 女の 眼 は， まるで 百合の 花束の 中から 親いた 鬼の や 

うだ。 ぁッ、 これ はよ い 詩を考 へつ いた ぞ。 (手帖へ 書 

さ 込む) 

ォ ソ.' では、 陛下、 ァクテ を こ  >- へ 呼んで 參り ませう 0 

ネロ うむ， 早く ァクテ を 呼んで 來て くれ。 俺が 良い 詩 を 

書いた と 云って くれ。 

ォ ゾ，' 承知いた しました。 では、 暫くお 待ち. ト さい ませ。 

ネロ いや、 ォソ ー、 ちょっと 待って くれ。 俺 は ァクテ に 

逢った とき- 何と 云って 良い のか まだ 考へ ついて をらぬ 
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の だが、 お前に は覺ぇ はない か。 

ォ ソ，' 陛下と も あらう お 方が、 そんな こと を 仰 言い まし 

て は、 此の HI マの 行末 も傯 ばれます。 もしも ゴ，' ルが 

北から 口 ー マ へ 攻め かかれば、 陛下 はいかが なさい ます。 

in お前 は ひどく ゴ ー ルを 恐がって をる が、 俺に はァク 

テの 方が 恐い の だ。 お前 はゴ ー ルを 滅ぼす やうに、 ァク 

テに 口，' マの 軍險を さし 向けよ と 云 ふの だな。 

すソ ー いえ、 そんな こと をなさい まして は、 ァクテ は 城 

の やうに 思 はれます。 私 は 陛下が、 先 づァク テの髮 の 中 

に 指先 をお 入れに な つ て、 お前の 髮は 水に 映つ た 葡萄の 

やう だと 仰 言る のが、 御 S 明かと 存ぜ られ ます。 

ネロ うむ、 さう だ >  俺 は ァクテ の 髮を歌 ふの を 忘れて を 

つた。 あ 奴の 髮は、 水に 映った 葡萄の やう だ。 

ォソ ー それから、 陛下 は ァクテ の 肩 をお 撫でに なって * 

お前の 肩 は 明け方の ベ ス ピアスの やう だと 仰 言い ませ。 

ネロ いや、 それで は、 俺の 作った 詩の 句 を いつにな つた 

ら使 ふの だ。 俺の 詩の 句 は、 股が 第 一 番に 歌って あるの 

V ち 

ォソ ー 陛下、 眼の こと をい きなり 申されて は、 女 は 俯向 

くもので ございます。 陛 は 先 づ髮か ら肩 へと お 手先 を 

移されて、 最- おに 陛下 御？ お 意の エヂ ブトの 月の こと をお 

話しなさい ませ。 


ネ。 うむ、 それが 良い。 俺 は ァクテ に、 お前の 眼 は 天^ 

から 靦ぃた エヂ ブトの 月の やう だと 云 つ て やらう。 それ 

から. あ 奴の 足 は、 すらりと 投げた 夜の 鹿の やう だと 云 

つ て らう 0 

ォソ- しかし、 陛下、 陛下 は 手帖 をお 隱 しになら なけれ 

ばいけ ません。 ロー マで 手帖 を 持って ゐる もの は、 裁判 

宫 では ございませ ぬか。 

ネロ いや、 此の 手帖 は， ァクテ に 讀んで 聞かす の だ" ^ 

は ァクテ を 詩人に する の だ。 あの ァクテ は 俺の こと や-何 

と 歌 ふか、 俺 は 早く あの 女に 逢って みたい。 

ォソ ー 陛下 * それにし ましても、 ァ グリパ イナ 太 のお 

怒り は、 ぉ覺 悟の 上で ございま すか。 

ネ n 母上 か C あの 母上 は 俺 をい つまで 子供 だと 思って る 

られ るの だら う。 のう、 ォ ソ，、 俺 は 口.' マの帛 帝で は 

ないか。 も、 r 俺 は 昔の ド ミシャ ス ではな いの だ。 それに 

母上 は 俺の する 事毎に 手 を 出される。 これで は、 俺は皇 

帝と して， 毎 曰 何 を して をれば. M いの か 分らぬ で はない 

か。 たった ひとりの 元老院 を變 へる ときで も * 俺に 繞舌 

らせ たこと がない。 ー人^-.辻刑囚でも、 俺に 相談せられ 

たこと がない。 まさか 母上 は 俺 を あの 馬鹿な ク ロ1- チヤ 

ス だと 思 つ て ゐられ る C ではな いだら うが、 俺の 阜ー后 を 

撰ぶ ときに も、 何も わざわざ あの ォクテ ビア を 俺の 橫に 
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坐ら せな くと も .：；1{ い ではない か。 俺 は ォクテ ビアの こと 

を S 心 ふと、 腹の 中で 毛の ない-. 物が 暴れ出す の だ。 のう、 

ォソ 1* 俺が ァクテ を 可愛く 思へば、 母上の 群 は 今に ァ 

クテ のせの 上に も來る だら うな . 

ォソ I 陛下 *  ^下 は 口 ー マ の ％ 帝で は ございま せんか。 

陛下 は 何事 を もお 恐れに なって はいけ ません。 先づ 陛下 

は^ 下に 代って 執政せられ る 太后 さまと ぉ鬪 ひなさい ま 

せ。 何^に も 今 は a; 猛架斷 が 陛下 のお 爲 めかと 存 せられ 

ます。 

ネ n うむ. さう だ。 俺 は 勇猛 斷が 何より 好きだ」 俺 は 

もう ド ミ シ ャ ス ではない ぞ 。俺 は大 Q  - マ 帝國 の. 31- 帝 だ。 

俺の な 志に 逆ら ふ^は、 草の やうに 跣み にじ つ て 殺し て 

やらう。 俺に は 三十^の 軍險が ある。 俺に は 五 千 頭の 獅 

子が ある。 俺に は はべ ル シャ から 西はス ベインに 跨が 

つ た 13 土が あるつ のう， マ ー カス、 俺 は 口-マ の，： aw ネ 

口で はない か。 俺 は 三 八 千の 眞珠を 持って ゐる。 俺 は 

八十 石の 香水 を 持って ゐる。 俺の： 求 艦 は 八百鎪 だ。 これ 

で も 俺 を ド ミ シ ヤス だ と スた云 ふの か。 俺をブ ラ ゼ ン バ 

1 ド， たと まだ 言 ふの か。 

すゾ， 陛下、 陛下 は それに、 二十 五 貫のお せ體を 持って 

ゐられ ます。 

ネロ いや、 マ ー カス、 お前の 伴. -突は ナポリの 樂 器の やう 


に 優れて ゐる。 俺の 身體は スケ ー ラス の 浮き袋 を 食って 

から、 二十 七^に もな つたの だ。 俺の 音；？ 瓜 はべ n ポネサ 

ス の 俳優より まだ 大きくな つたの だ。 俺の 肺臓 は 昨日 か 

ら、 五貫目の 铅 板をハ ンカチ の やうに 持ち上げ 出した の 

だ. 

すソ- 恐れ入った ことで ございます。 陛下 は そのお Si で 

口 ー マ を叱陀 なさい ますれば、 ゴ ，ルは 愚か、 あの ァク 

テと ニム へ ども 慄へ 上る ことで ございませう。 

ネロ おい， マ ー カス、 お前 は 俺 を 喜ばせて ゐる のか。 俺 

を 喜ばす つもりなら、 ァクテ の 好む やうな 俺の 良い 所 を 

云って くれ" 

ォソ- 陛下に は その 御 心配 は 御 無用の ことと 存じます j 

陛下 は〕 お 早 や * 女の 好む 何事 を もお 偏へ なされて ゐらせ 

られ ます。 陛-ト の 御 足 は， アン トニ ァの やうに 逞し ゆう 

あら せ ら れる では ございま せんか。 陛下の そのお 肩 は、 

ァク ロボ リスの 山の やうに 頑丈で ゐられ ます。 ただ 私の 

一 番御 心配 申し上げる こと は， 陛下が 私 をお 好？ 下さい 

ますよりも， 女 をお 好みに なること だけで ござ います 0. 

ネロ こら、 ォ ソ-、 お前 は 俺 を 上げたり下げたりして 喜 

んで をる の だな。 それ は .3:" 帝の する こと だぞ。 だが" 俺 

にお 前の 勳 章 みたい になって やる の も、 こり やちょつ と 

新し ゆうて 面白い。 俺 は 新しい こと は 何んでも 好きだ ひ 
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ギリシャの ソ E ンの 親爺め は、 人は權 勢の 地位に 立つ て 一 

その 性 を 表すと ぬかした が、 いや、 あ 奴 は なかなか 上手； 

いこと を考 へさら した。 俺 も 皇帝に なつてから は、 古く U 

さいこと は 何んでも 嫌 ひた。  一 

オノ- いや、 ^-ト とて、 時には 古めかし いこと も御绿 fi-i 

なさらなくて はいけ ません。 もしも 陛下が、 泉 帝の 御 位. 

までお 嫌 ひ 遊ばして は、 臣下 一同 を 初めと して * あの ァ 

クテ まで さぞ 困却いた す ことと 存 せられます。 

ネ U お前 はさき か.，：' ァ クテ、 ァクテ とば かり 云って をつ 一 

て- 一向に ァクテ を 呼びに 行かう とせぬ ではない か。 俺； 

は 早く ァクテ の 足が 見たい の だ〕 あ 奴の 足 は、 まるで 香 1 

油の 噴水の やうに 光って ゐた。  ，j 

ォソ ー 陛下、 陛下 は 私の 嫉妬 も 御存知に ならなければ や 一 

けません。 あの ァクテ の 胸 は. まだ 頭 を 落さぬ 枕の やう 一 

に 福 やか では ございま せんか。 あの 頭に 上 げた 兩腕 は、 

船首 を 抱いた カル タ ー ゴ の 龍の やうで ございます。 殊に & 

陛下、 陛下 は あの ァクテ の 巧み な ュシォ ビヤ 語 を お 聞き 一 

なさい ませ。 あの 女 は、 へ ブライ 語と トロ グロ ダイ チ ー 一 

の 言葉 を、 口 ー マ 語の やうに 話す ばかりで は ございませ i 

しろがね V  r  j 

ん。 あの 女の 聲 if  挺の 拍子 を 揃へ た 白銀の 櫂の やう； 

に 響く 箬で ございます。  ； 

ネ。 マ ー カス、 もう その 邊 りで やめて くれ。 俺 は ァクテ J 


に 逢 ひたくて ならぬ の だ。 さァ、 呼べ。 あの ァク テを迪 

れて來 い。 

ォゾ I 承知いた しました。 では， お 暫くお 待ちなさい ま 

せ U 

(オン，'、 去ろ。 その 反對 の-おから、 ォソ —の；^〕 ホ 

タ ヒ ー ァが 現れろ 0) 

ホ -ソビ ー ァ まァ， そこに ゐら せられます は、 陛下で は ご 

ざいません か。 

ネロ うむ、 お前 はホ ツビ ー ァか。 お前の 良人 は、 今小ァ 

ジァ から 來た 奴隸の 顔を兑 にいった の だ。 もう 直ぐに 

つて 来る だら うが、 何 をぐ づぐづ して ゐる やら。 おい、 

ホ ツビ ー ァ、 もう 少し こちらへ 来ても.：；！ { い ではない か。 

ホッ ピ| プ 陛下の 御 健全な お 顔 を拜兑 いたし ますこと 

も- お 久しい ことで ございます。 あの 六月の 御 饗宴に お 

招き 下さいました 時 以來、 陛下のお 姿 をお 忘れ 申した こ 

と は ございません。 

ネロ うむ、 俺 も あのと きのお 前 を 覺てゐ るぞ。 お前 は 香 

水の 雨の 下で， 榻に もたれて 孔 俊の 扇 を 使って をった な。 

俺 は 管 絃樂の やむ 度に お前の 方 を 2:^ てゐ たの だが、 あの 

人魚 の 假裝除 に 邪魔 さ れ て お 前の 扇の 羽根 だ け が 見え て 

ゐ たり 

ホ ツビ- ァ あのと き は * 陛 は 香の 煙りに 良くお むせび 


たつ 笑 


no7 


なさい ましたで ございませう。 豕の胴 を ミナブの 桐に お 

盛りに なって、 高高とお 摊げ なさい ましたと き は、 丁度 

！ la を 斬り 落した コ 口 シャム の 勇士の やうで ご ざい まし 

た。 それから、 陛下 は獅 -t の 鍍金した 爪を頰 にお あてに 

なって、 パ シァス の 詩 > ^ぉ讀 み 下さい ましたで ございま 

せう。 あのと き は、 陛下のお 膝の 上へ、 紫色の衣を^5た 

傲 婦人が おもたれに なりました のね。 

ネロ いや、 あれ は 熊で はない か。 俺の 傍に は贵 婦人の 衣 

を^3せ た 三 疋 の 熊と、 辯 護 十： に 仕立てた 象の 子供と を 置 

いといた の だ。 

ホ ツビ， ァ でも、 あの 熊 を拂ひ 落して やりた くな り まし 

たの は、 わたくし だけで は ございません わ。 あの 熊 は 長 

上 被の 袖 を 陛下のお 肩に おかけして、 メッサ ライナ さま 

の やうに 架 々 しく 陛下 のお 耳に 識：！ ^屮し 上 げてゐ たで は 

ございま せんか。 

ネ n うむ、 あれ か。 あれ は 讒誣で はない。 あ 奴 はいつ も 

^とば かり 踊らせられ るので、 此の 次の ァリ. "ナ の鬪ひ 

に は、 豹と 組 打ち を させて くれと 云った の だ。 あ 奴で も 

マに 来れば、 天晴れ a? 土に なりたう てなら ぬと 見え 

る，」 俺 は 今度 は、 あ 奴 を 五十 疋の 象の 隊長に してやらう 

と 思って ゐ るの だが、 それなら お前 も、 俺を赦 して くれ 

る だら うな 0 


ホ-ン ピ| ァ いつもながら、 陛下の 御 風雅な お 心 使 ひ は、 

S 下 ； ZIC 者 C お喜び. W. し 上げる 所で ございます 。でも、 

此の 次のお 催しに は、 是非とも 御 婦人の 熊 だけ は、 こち 

らの 方へ お 週し を 願 ひたう 存じます。 

ネ n いや、 よしよ し 。だが、 ホ ツビ，" ァ、 お前 は 口 ー マ 

第一 の 美人で はない か。 良人の ォゾ ー が 婦人に 心 を は 

れ たなら ともかくも、 此の 俺が 熊に 肩を擬 まれた とて > 

お前 は 怒る こと もないで はない か。 

ホ クヒ， 'ァ いえ、 あの 日 は あまり 天蓋に 香の 煙りが 溜り 

ましたので、 陛下のお 姿 をよ くお 見受けす る ことが 出来 

なかった からで ございます。 それに、 あの シシリ ー から 

来た 太鼓 打ちの 一 嫁が、 私の 耳の 傍で" まァ、 鬪 ひの や 

，つ な 昔 を 立 てるので ご ざ い ま す." 

ネロ お前 は ペルシャの 王 の やう に 、 賑やか な 所よ り靜な 

所が 好きだと 見える の。 それで はお 前の 美し さは • 陽の 

光 り を 受けぬ 齒 薇. の やうになる ではない か。 

ホツ ヒ-ァ マ ー 力 スは 陛下の 詩に 御 堪能で あらせられる 

こと を、 リュ ー 力 ン とても 及ぶ ま いと 申して をり ました 

が、 わたくしの-ことき 賤 しい 者が， その やうに 陛下のお 

眼 や お 煩し いたしまして は、 恐れ入ります でございます。 

ネ a いや、 お前の， ての？ &は， 前から 俺に は 水に 映った 葡 

萄の 房の やうに 見える の だ。 お前の その 肩 は、 明け方の 
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ベスビアスの や、 「に 淑やか だ" それから >  お前の その 眼： 

は、 天お M か ら 親いた エヂ ブトの 月の やうに きらめいて ゐ- 

る。 お前の 足 は、 夜に なって.；^ き 上げる あの 香油の 噴水 一 

の やうに 美しい。 おい、 ホ ツビ ー ァ、 お前 は 俺と 一緒に、 一 

今夜 はァ -I シ ー タスの 後 園へ 来て くれぬ か。 俺 はお 前の 一 

耳の 中へ、 アラビア か ら獻じ た 眞珠の 王 を 入れて みょうえ 

俺 はお 前の 貝の やうな その 耳から 眞珠の 溶けた メ ギヤの 

酒 を飮ん でみ よう。 

ホツヒ ー ァ まァ、 陛下 はわた くし を * アン トニアの やう 一 

にお 惑 はせ なさ います。 もし わたくしが 陛下の 仰せの ま； 

ま に な り ますれば 、 ォクテ ビア さまのお 歎き は どれ ほど 一 

で ございませう。  _i 

ネ n 云 ふな， ホ ツビ ー ァ。 ォクテ ビアの こと は、 母上に 一 

聞く が 良い。 あの 女 は 母上と 一緒にな つて、 俺の 權カを S 

砂の やうに 思って ゐ る。 俺が あ. K の 兄の ブ リタ 二 力 ス の" 

勢力 を、 いつま で 恐れ て ゐ ると 思 ふ の だ。 俺は& ，マ の， 一 

皇帝 だ。 俺の 意に 逆 ふ 奴 は. 首と 胴と を 放して やらう。 * 

うむ、 お前の 良 入の マ ー カス は、 俺に 勇猛 架斷が 何より. 

だと 敎 へた ぞ。 來ぃ。 ホ ツビ ー ァ、 俺 はこれ か ら 殿 を 一 

ぬけ 出して-お前 をァ ニン ー タ スの 邸宅へ 連れて行かう。" 

(ネ n、 ホ ッヒ ー ァの 手， ^持つ。)  一 

ホッピ I ァ まァ、 陛下、 ぉ靜 かになさい ませ。 今 は あん ^ 


なに、 石 抱の 花の 明るい ぉ晝 では ございま せんか。 

ネロ お前 は晝が 恐い のか。 口 ー マの 晝を 恐がる 奴 は、 ィ 

ェ スを拜 む 邪宗 徒 だけ だ" 俺 はお 前を晝 でも 夜で も、 力 

ルタ ー ゴの マン トの やうに かかへ て やらう。 

(ネロ、 ホクヒ —ァ, ^述れ て 去らう とすろ。) 

ホク ピ ー ァ でも。 あの マ ー カスが。 マ ー カスが 來る では 

ございま せんか。 

(二人 *  fSS えろ。) 

第二 幕 

ポク ヒ _ ァ、 蠛|§ の 灯った 部： M の 中で， ひとり 錢 LL.!E 

つて 化 被 1^ して ゐろ。 窓からはせ：殿の灯がH^^fろ。 帐 

幕の 間から、 rt- 人の オノ. -が 現れる」 彼に 妻の 後 姿， <J- 

物音 立てす に 眺めて ゐ ろ。 

ホクヒ ー ァ (振り返ろ) まァ風 かと 思って ゐ たら。 

ォソ I お前 は 鏡 を 見て ゐ たくせに、 俺の 來 たの も 知らな 

いの か。 

ホン ビ-ァ もう 此の頃 は 髮が脫 ける ので. それ 所では ご 

ざ いません わ"，" 

ォソ I お前に は ォクテ ビア さまの 髮 がそん なに 恐く はな 

い 害 だが， さて は ァクテ にらろ そろ 恐れ を 抱いて 來 たな〕 
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わ。 おい. ホ ツビ —ァ もう 毒藥を 合せる こと は覺 えた か 

ホツピ ，ァ そんない つものお 癖で は、 もう 問に 合 ひませ 

ん わ。 あたし は髮の 毛の 脫 ける のが • こんなに も氣 にな 

つて- まァ、 どうしたと 云 ふんで せう。 

ォソ- 俺 は毒藥 のこと を敎 へて ゐ るの だ。 お前 は 俺が ネ 

口との 間 を 突つ いて ゐ ると 思って ゐ るんだ ろ。 馬鹿な。 

お前が ネ 口 を 遊ば せる ことの 出来る の は>  誰のお 影 だと 

思って ゐる U よい か、 ホ ツビ ー ァ、 此の ォソ ー の 目的 は * 

お前 をネ n の 皇后に する ことに あつたの だ。 俺 は ネロに 

ァクテ を 落す こと を敎 へて やった。 俺は數 限りの ない 女 

官達 の 身體 を 利用 して. ネロの 馬鹿 さ を 磨 いて やった。 

その 間に 俺 はこつ そり * お前の 身 體がネ 口 の 下劣 さ を 引 

き摺る や う に 光ら せて おいた の だ。 

ホ ツビ ー ァ ぢゃ， あなた は あたし を、 前から 釣針の やう 

に 思つ て 下さいました のね。 

ォソ 1  、「む、 お前 は 元来から 曲って ゐた。 俺 はお 前の 曲 

つた 針で 縫 はねば ならぬ ものが いつば いだ。 先づ お前 は、 

その 針で ネロ を 縫へ。 良い か、 曲った もの を 縫 ふに は 曲 

つた 針で なければ 縫へ ぬの だ。 

ホ- ソピ， ァ あたし は あの ネロ さまが. 此の頃 それ はお 慕 

はしく つてな りません の。 まァ >  あの方の 眼と 云へば。 
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ォソ， さう だ、 あの 限 は 穴の あいた 棚の やう だ。 

ホッヒ ー ァ あなた はネ 口 さまに だけ は、 お怒り にな つ て 

はいけ ません わ。 

ォソ ー 俺が ネ B に 怒る 理由 は どこに あるの だ。 俺の 敎へ 

た 腕前で 美事に 俺の 妻を鸾 つての けたの は， あの ネロ だ。 

これほどの 秀才が 俺の 門から 出た と は、 琉石は マ だ。 

おい、 ホ ツビ- ァ、 ？ Isf は覺 えた か い ， 

ホク ビ-ァ 陛下 は 咋夜ァ グリパ イナ さまに お怒りに なつ 

て、 階段の 彫像 をお 突き飛ばしに なり ましたの。 まァ、 

あの方のお 强 かった ことと 云へば- まるで セ ルサスの や 

うでした わ。 

ォゾ ー ァグ リバ イナ の 彫像なら 此の 瘦 せた 俺 でも 倒す 

が、 ネロと あの 母親との 間 を 裂いた の は、 此の 俺 だと 云 

ふこと はお 前 も 知るまい。 あの ァグ リバ イナ は、 今に ネ 

口に 殺される だら うが、 それ も ひょっとす ろと. お前の 

. 毒藥が 殺す のか もしれ ない ぞ。 

ホッピ ー ァ あなた は あたし を まだ 一 度 だ つ て、 ネ B さま 

の やうに お 愛し 下す つたこと はありませんでした のね 0 

ォゾ ー お前 はもう そろそろ 俺まで 殺す 仕度 をして ゐる 

な。 ネロの 奴に 氣に 入られれば >  俺 ほどの もの を 殺す の 

は 左程む づ かしい ことで はない。 しかし 俺 を 殺す 前にお 

前の 手に かからねば ならぬ 奴が、 三人 ほど ゐる箬 だ。 ど 


うだ- ホ ツビ —ァ、 俺 はお 前に 敎 へて やる が、 先づ あの 

ァ グリパ イナ を 殺し て やれ" 阿 奴 は 良人 の クロ ー ジァ ス 

皇帝 を 毒殺して、 己れ プ 口 ー タ スと 戯れながら、 口 1 マ 

の 正義 を 感じる 大官を 幾人 殺した 奴 かしれ ない の だ。 

ホン ピ 1- ァ あなた は あたしが オタ テ ビア さま に 代つ て * 

もう .ssw にで もな つた やうに 思つ てゐ らっしゃい ますの 

ォソ ー お前 か、 お前 は 良人 ォソ ー を 突き落し て 皇帝 ネ 口 

を 籠絡し * 太 Iw ァグ リバ イナ と皇 ォ クテ ビア を 殺し 

なけれ. はならぬ のだリ 

ホソ ピ I ァ あな た は あた し が あな た の 御 命令 に從 つて. 

もし そんな ことで もした としたら • どんなお をな さる 

かしら。 

ォソ I お前 は 俺が ネ 口 とお 前との 腹の 底 を 見抜いて ゐる 

ので、 今から お前に 命 ひ をす るつ もりで、 こんなお 前 

を 喜ばす ことば かり を ベ ら ベ ら鏡舌 つて ゐ ると 思 つ て ゐ 

たんだな。 

ホッヒ I ァ あたしが あなたのお 考へ になって ゐる やうな 

をん な 恐ろしい こと を どうして 出來 ると お 思 ひ に な つ 

て 0 

ォソ ー 何も 恐る る ことで はないで はない か。 口 ー マの 臭 

后で-代々 11 母藥 の 効能 を 知らな か つた もの は 誰も ゐ ない 
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の だ。 あの §11 お ォ." ガス タ ー ス 大帝で さへ、 のリ * ゥ 

ャに卞 5 殺された ではない か。 しかし. ネロ は 誰に 殺され 

るか、 これ は 俺 もま だ 聞かぬ、 いや なかなか 口 ー マの皇 

帝 ほど 命知らず の もの は、 ベル シャ にだって るな からう。 

ホクヒ ，ァ でも、 ネロ さま だけ は、 あの 立派な セネカ さ 

まがお 傍に ゐら つし やる から、 大丈夫 で ノ  /さ い ま せう 0 

ォソ ー うむ、 あの セネカ か、 あの セネカ はお 前 か ネロ. か 

ど つ も が 手出し をす るか それ は 知らぬ が、 い づれ 生れた 

やうに は 上 平く 死ぬまい。 ネ 口 の 方が セネカ かより 長生 

する だけ は 確かな 所 だい 

ホ ツビ- ァ あなた はネ 口 さま を、 そんなに 慘 酷な 方 だと 

お ひに なって。 

ォソ I ネロの 慘酷 なの は 口— マが 慘 酷な ほどで もなから 

うが、 あれの 頭は慘 酷な こと を 慈悲 だと 云 ふじ あれ だせ 

は 俺が 敎 へて やった こと ぢ やない。 俺の 敎 へて やった Q. 

は、 ネロが.： S 帝と して 知らねば な. りぬ 樂 しみなん だ。 だ 

が、 a 1 マの 慘酷 さ を 癒す た めに は. ネロ を：^ て て 一 層 

慘酷 にす るに 限る の だ" 

ホ -ソヒ ー ァ でも、 慘酷 なの は ネロ さま だけに K つたこと 

ぢ やありません わ。 

ォソ， 俺 はお 前が 慘 酷な 奴 だと は、 まだ 云 やしな い。 俺 

は 口  — マが 慘 酷. たと 云って ゐ るの だ。 ォ ー ガス タ ス皇帝 


が 殺された と 思ったら、 タイ ビリ ヤス、 タイ ビリ ヤス 皇 

帝が 殺さ れ たと 思 つ た ら、 カリ. ギ ユラ、 カリ. キ ユラ 皇帝 

が 殺された. と 思 つ たら、 クロ ー ジャス、 クロ  — ジ ャ ス 皇 

帝が 殺された と 思ったら、 今度 は ネロ だ" ネロ はさて 誰 

に因緣 をつ ける のか 分らぬ が、 口 ー マの 阜： 帝と は 王冠 を 

冠せられ た 死！ だ。 おい、 ホ ツビ ー ァ、 だが、 口 ー マ 

の. M 后 だって 同じ だぞ〕 お前 は ォクテ ビア 阜： 后が 誰に 殺 

される のか 知って る だら う。 いや、 俺 はお 前が 俺 を 欺い 

た の を嚇し てゐる わけで はない。 

ホク ピ I ァ あなた は あたし をネ n さまの 皇后に して * あ 

た し が 人手 に か V る の を、 喜ん で やらう と 思 つてら つし 

やい ますの ね。 

オン I 俺に はお 前が 殺される より >  俺の 殺される 方が 恐 

いの だ， 俺 はお 前の 殺される の を 喜んだら、 今にお 前に 

殺される と 云 ふこと ぐら ゐは 知って ゐ るの だ。 

ホン ヒ ー ァ では、 もし ネロ さまが お亡くなり 遊ばしたら 0 

ォゾ- いや、 俺 は ネロよりも 誰よりも、 今 は 此の 身の 方 

が危 いの だ。 俺の 今迄お 前に 饒舌って ゐ たこと は， みん 

な 俺の 遣 言 だ。 

ホッ ピ.' ァ あなた は それでも * まだ あたしに 一 言 もお 怒 

りに な.， ？- つと はなさ いません のね。 

ォソ ー うむ- さう だ、 俺 はお 前に 怒る の を 忘れて ゐ た。 
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これ もお 前の 仕つ けが 良かった からだ。 だが、 ホ ツビ ー 

ァ 、 お 前が 俺 を 殺す とき に は 獅子 にだけ は 食 はして くれ 

るな。 お、 いか。 ネロの 奴 は、 獅子に 食 はれる あの ガリ ガ 

リと； 一 ムふ音 を、 俺に いつ だか、 音樂 だと 云った ことがあ 

る。 きっと 今に、 俺 を 殺す ときに も * 獅 小に <K はすに ち 

が ひなか らう が、 そのと き はもう 俺に は 音 樂は iS え ぬ か 

らな。 

ホクヒ I ァ ネ 口 さま は あなた を セネカ さまの 代りに、 宰 

相に したいと 云って ゐられ ました わ。 でも、 それ は あな 

た の 名譽に はならない つて 申し ましたの。 

ォソ ー お前 も. M 人の 前で、 つけつ けと さう 云 ふこと が 云 

へる と 云 ふの も. 俺のお 影. た" 俺 を 殺す ときには ネロに 

さう 云 へ 。俺 は 音 樂が. 嫌 ひだから 毒藥 にす る やうに つ て、 

ネロ はお 前の 云 ふこと なら 何んでも 開 くんだ。 まさか！； 

奴 はお 前が 獅子と 毒 藥とを 取り 替 へる こと を 提議した つ 

て、 お前に 妬き もち を燒 くやうな こと もしな からう。 

ホ クヒ. "ァ あなた は ネロ さまから そんな 目に お 合 ひに な 

りたいた めに、 あたしに 陛下の 御機嫌 を お 伺 はせ になり 

ましたの レ 

ォソ ー お前 は 俺が それほど 死にたい 男 だと 思って ゐ たの 

か。 俺 は ギリシャの 哲學 者で はない の だ。 俺 はお 前が 口 

1 マ 第 一 の 美人 だと 己 惚れて ゐ るの を 見拔ぃ たと きか 


ら. 俺の 運命が どんなになる のか 知って ゐ たの だ" 

ホッ ヒ-ァ では あなた は あたしが そのと きから ネロ さま 

をぉ^^！ひ申してゐたとぉ思ひになりまして。 

ォソ， 俺 はお 前が ネロが^ 帝 だと 云 ふこと に 腺 をつ けた 

のか， ネ 口が 俺より 五寸も 太って ゐ ると 云 ふこと に 服 を 

つけたの か、 どっち か は 分らぬ が、 お前に とって は * い 

づれ 俺よりも ネロの 方が 似合って ゐ るの だ。 ネロ はお 前 

の 首の 廻りから * 今に 一 つぐら ゐは名 詩で も 作る だら う。 

ホッ ピ-ァ あの方 は あたしの 髮の屮 に 指 をお 入れに なつ 

て、 お前の 髮は 水に 映った 葡萄の やう だと 仰 言いまして 

よ，」 それから あたしの 肩の 格好 を 明け方の ベ ス ピアスの 

やう だって。 

ォソ I ネロ の 嘘つきな の は 今に 始 つた ことで はない が、 

阿 奴 は 明け方 なんかに 起きた ことがある もの か。 ァクテ 

を 落した とき も * ベスビアスが どう だと か， 葡萄の 房が 

どう だと か 云って をった が、 あれ は みんな， 此の 俺が 敎 

へて やった ことなん だし だが、 あれに ベスビアスの 話 を 

聞いた 奴 は. どいつ もこ いつも ころころと 沈んで 行く。 

ベ ス ビア スもぁ X なれば *  口 ー マ の 軍隊の やうに 亂 暴だレ 

ホッ ピ，' ァ あなた はネ 口 さまが， M 帝に おなりに なつ たの 

で、 怨 んでゐ らっしゃ ると 云 ふ 評判です わ。 少しお 慎し 

みに ならなければ >  お 身の ために もな りません わ。 
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(オノ マスタ，： 4 く J)  一 

ォゾ， おい、 ホ ツビ ー ァ、 お前に は 残念 だら うが、 俺 も 一 

たうとう 殺されずに クリ ー トへ 流された。 これ はお 前の 1 

仕業 か 何 か 知らぬ が、 もうお 前 を 見る の もこれ で 了 ひだ。 一 

よく 此の 俺 を 見と いて くれ。  ノ 

ホン ビ ー ァ まァ、 クリ ー トと 云へば. 遠い 所では ござい 一 

ません か。 

オン- うむ、 お前の iK^iw かう と 思へば、 白髮の 十本 も； 

生えて る 所 だ。 もうこれ で、 お前の 皇后になる 姿 も な _ 

くて すませる だら う。 俺 は 此の 家で 生れて、 此の 家で 結 一 

婚 して、 それから 俺 はお 前 を 愛して お前 を とられて 流さ 一 

れ るの だ。 此れ は 口  I マ の 習 ly^c 俺 は 悲しんで 良い の 一 

か 喜ん で a{ いの か 分ら ぬ が、 かう ぶ つ ぶ つ 云 ひたい 所 を 

見れば、 こり や 俺 は 怒って ゐ るんだ U お前 は 前から 俺の 一 

怒る のが 好きだつ たが、 お前に 欺かれた 此の 俺が * ま， だー 

最後の 今でも、 お前に 怒って 喜ばして やらねば ならん と 

は。 どこまで お前 は 勝ちたい 奴 だ。 

ホ- ソヒ— ァ マ-カス さま、 そんなに お怒りに なって はい 一 

けません わ。 あたし は あなたと お別れし なければ ならな 一 

いと 思 ふと、 それ は 悲しく つてな りません の。  - 

ォソ I ホ ツビ ー ァ、 お前 は 俺 を I クロ ー ギア ス と 間違 へ - 

てゐ るの か。 俺 はこれ で も 贵樣を 妻 だ と 思った ことの あ 一 


る 男 だ。 

ホクビ ，ァ まァ、 もう 少し 落ち つ き 遊 は し て リ あた し は 

これで も、 マ ー カス さまの 家内で ございます のよ，」 あな 

たのお. 取り 亂 しにな つたお 姿 を 見て ゐ ると、 あたし、 何 

を 中し ヒげ ていいの か 分りません わ。  . 

ォソ- ^樣 は、 ま だ 俺 を 怒ら したいの か。 俺が 贵樣 を皇 

に し な かった の が、 それほど も 怨めし いの か" 

ホッヒ I ァ 何 を. 5. し 上げても お分りに ならないなら、 今 

に御納 55 の いくとき が-こざ いませう。 あなた は そのと き 

になって、 お 膝 をお 叩きに なっても、 もうあた し は 此の 

^の 中には をり ません わ。 

ォゾ I お前の 先 牛： の メス サ ライナ は、 クロ一. チア スを瞞 

すと きに も その 手 を 使った が、 何とか 他に 仕方 も あらう 0 

俺 は 今 は 流される の だ。 遠く 海 を 渡つ て 行く もの を 笑 は 

すの は、 まァ その 邊の所 も 格好で あらう」 

ホッ ビ.' ァ あなた は タ イビ リア ス 阜- 帝が 力 リギュ ラ 陛下 

をお 世嗣 に なすった の を， ぉ赏め になつ た 方で ござ い ま 

したわね。 あなたのお 話で は、 あのお 方 は 御 自分の 惡德 

をお 消しに ならう と 思って， 御 自分より なほ 惡ぃ カリ ギ 

ュ ラ さま をお 選びな すった さう で ございまし たのね。 

ォソ. - お前 は 何 を 云 ひたいの だ。 俺 はお 前が"：：： AIW になら 

うとす るの を、 これほど も 助けて やって ゐる ではない か 0 
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ホッヒ ー ァ でも、 それ は あたし だって！： じこと で ござい 

ます わ。 ぁなたが^：！！；帝にぉなりにならぅとするのを、 こ 

れほ どもお 助け して ゐ るん ぢ や ござ いません か 。 

ォソ- お前 は 俺 を 帝に する ために、 ネ 口 の. せ lis になら 

と； K ふの か。 いや、 人 を 喜ばす の も そこまで 奥の手 

が あらう と は. メッサ ライナで も 知らな からう〕 

ホッヒ I ァ あなた は あたし をネ 口 さまの も： にして 了へ 

ば、 ロー マの 者が どんなに 騒ぐ か、 ちゃんと 御存知の 箬 

で ございませう。 あなた は ネロ さまに 變 つて. M 帝に おな 

りになる 答の、 あの ブ リタ 二 カス さまが、 どうして 不慮 

の 御；；^ 期 を 遊ば した かお 氣附き になり まして。 あれ は あ 

たしが 口 ー カス タに ：-ム ひつけました のよ、 あなた は、 も 

しブ リタ -I カス さまが お亡くなりに なったら、 ネ 口 さま 

のお 次ぎに どなたが. M 帝に おなりになる かと 云 ふ こ と 

も， 御存知 ぢ やありません か 0 

すソ- おい 、ホ ツビ ー ァ >  俺 はお 前 を Si つ てま で 皇帝に 

なりたい S だと. 呪んで ゐ たの か- 俺 も 放蕩 無賴 の .ぉ 人 に 

は 相違ない が >  まだ 俺で も 妻 は 妻 だと 思つ てゐ たの だリ 

ホク ヒ-ァ あなたで も， さてお 流されに なると 云 ふと、 

日頃の 御 元氣も なくなって； 鹿な こと 仰 言います のね。 

もとは そんなお 磁し いこと なんか 仰 言った 方で は ござ い 

ません わ。 あなた をお 流しした の も、 みんな あたし だと 


お 思 ひに なれば、 そんな 御不覺 もな さらずに お出かけに 

なれ ましてよ。 

すソ I うるさい 奴 だ 。俺が まだお 前の 一： ム ふこと を い て 、 

何になる の だ。 お前が 白くなら うと 黑 くなら うと、 此の 

マ ー カス， ォソ ー に は變り はない のだリ 

ホクピ —ァ あなた は、 あな た が . け」 帝 に お な り に な つたと 

き、 あたしが 殺されたくない ために こんな こと を 云 ふん 

だと、 思って ゐ らっしゃ るんで ございます のね。 

ォソ- お前の や、 つな 奴で も、 まだ 命が 惜し いの か。 命が 

惜しければ 俺の 命 を 奪 ふが 良い。 俺 を 殺さず に 流して を 

けば * いづれ お前の 命はなくなる の だ。 

ホッ ヒ-ァ あたしの 身 體は. もうあな たに 差し上げて あ 

る 箬 でございます わ。 あなたが そんな こと を 仰 有る の も、 

ま だ あた し を惡者 にして お置きに なりたい か ら で ->  J ざ い 

ま^う。 でも、 よく 御. nn 分のお 胸に お聞きなさい ませ リ 

あたしが あの ネ 口 さまと 御 ； 緒に 我 まま をして ゐ ました 

ら、 口 ； マに は 反亂が 起る に定 つて ゐるぢ や ございませ 

んか。 そしたら、 口 ー マの 人々 は どんなに あなたの 御代 

をお， s:^ ひする かしれ ません わ。 あたしと ネ 口 さまと は 殺 

されて * あなたが ネロ さまの 惡德を 利用な すって、 人望 

をお 收め になって， それから、 それから はどう なること 

です か、 あなたの 皇后 さ ま に お訊ね しなければ 分り ませ 
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(ォソ 35： 〈暗な 中, J. 疲れた やうに 步き 出す。 前方 か； 

らお，^ 冠った ネ " が 乙 食の 服装 して 逃げて 來ろ。 ォー 

y  I . 立ち 停って ネ 0 の 近づく の ,^ 見詰め てゐ ろ。 i 

口 近づく と、 ォソ -は面，^~ネ 11の額に近づけて^く0) 

ォソ ー (小聲 で) お前 は ネロで はない か。  一 

(ネロ、 急に 逃げ出さう とすろ。 ォ ゾ-、 その 手 1^- 持 一 

つ。)  ： 

ん ゾ.， お前 は. I 乙 食の 風 をして どこへ； i: くの だ。  ： 

ネ a 俺 は 詩を窗 き に ギリシャへ 行く の だ。 俺 は 口. - マが. 

嫌 ひに なった，、 (去ら-つと すろ〕 

ォソ ー (ヰ 口の 手ん 放さす) お前 はもう お はやめにし 

たの か 0 

ネロ  口— マの 奴 は、 俺 を 殺さう として ゐ るの だ- そこ を 

放して くれ。  i 

オ ゾ I お前 は 俺に 殺される と 思って ゐ るな。 俺が お前 を 一 

殺して 何になる の だ。 

ネロ ォソ ー 、 放し て くれ。 俺 はお 前 を B  マ の ％- 帝に し 

て やらう。  一 

ォゾ ー さう 急 がなくても 良い。 俺も帛 帝 になり さう で 弱 ■. 

つて ゐ るの だ。 俺 はお 前の 姿 を 見てから は、 もう 口 ー マ. 

の， M 帝 は 嫌 ひに なった。 

-,. , 口  or_<5 いで 逃げ やうと すろ〕 


ォゾ _ ド ミ シャ ス。 恐 わがる こと はないで はな いか。 今 

に 俺が. 3:.^ 帝に でもな つて 了ったら、 もう 俺と お前 は 話す 

こと も 出來ぬ だら う。 俺と お！" i は、 今 は 昔の やうに 友達 

だ" お前が 俺の ホ ツビ— ァ を 楚 つたの を 忘れ て やらう。 

ネロ 俺 は それ 所ではない。 俺 はかう して は をれ ぬの だ。 

迹 がして くれ。 

ォソ- お前 ひとりで 逃げた つて、 ここから 逃げられる も 

ので はない。 あの タイ， チ ェ リナ ス はどうし たの だ。 

ネ 口 あ 奴 は 肺病で 咳 い てゐ た。 

ォソ I ヒ ー リ ヤス i? 

ネ B あ 奴 も 分らぬ。 

ォソ I フエ一オン は どこへ 行った。 

ネロ  . いや、 俺 は 誰も 知らぬ の だ。 

ォソ I お前 は 毎 B 何 をして たの だ， j お前 を 助ける 奴 は、 

一 人もゐ ない のか。 

ネロ もう-おい。 マ ー カス、 お前 だけで も * 放して くれ。 

ォゾ 1 俺 だけが お前の 味方で はない か。 俺が 今お 前 を 放 

して は、 お前 は 殺される. に 定 つて ゐる の. た。 

ネロ いや， 俺 は 殺される やうな 惡 いこと はして ゐ ない。 

俺 は 良い ことば かり をして ゐ たの だ。 それに、 俺が^ を 

醒 し た ら 、 讓 の 中 はからつ ぼ だ。 

^  V 1 お前の 親 衞兵は どう したの だ。 
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ネ o 俺 は 奴ら に 金 を やった。 俺 は 奴ら に 酒を飮 ました。 

所が、 奴ら は、 俺が 殺しようと 思って 持って ゐ た毒藥 

の 一 3- まで- ガルバの 所へ 持って いった。 俺 はもう 死ぬ こ 

とも 出來 ぬの だリ 

オン- ド ミ シ ャ ス、 靜に せ。 あそこ へ 來た の は Si 屯 兵 だ。 

お前 は 俺の 横へ 立て。 

(ネ c、 狼 S 、へて ォソ I の 周阔， ^ぐろ./ \i! る。 ：> 

(a 1 マの 駐屯 兵 一一 一名、 松明，^ 凝して 馳 けズ來 ろ。〕 

兵 一 ネロが 此處を 通った だら う。 

兵 二 どっちへ 行った。 

ォソ I ネロ は タイ ヂ エリ ナスと 一緒に、 シルゲ ー ナスの 

方へ 逸げ ていった。 

(-ぉ 一 同 脇け 去ろ。) 

ォソ- あ 奴ら は 、昨日まで はお 前に 食 はして 莨って ゐた 

奴 だ。 それに 今夜 は、 あの 醜態 だ。 口 ー マの 531. 險は、 皇 

帝 を 品物 だと 思って ゐる。 

ネロ おい、 マ ー カス、 俺を逮 がして くれ。 

ォゾ- さう お前が 懐え て は、 ネロ だと 云 ふこと が 分る で 

はない か。 俺 はお 前 を 逃が し て や る が、 い ま 逃が して は 

お前 を 殺す のと n 様 だ。 

4P 俺 はお 前の 傍に ゐる 方が 恐い の だ。 放して くれ。 

すソ I 他が そんなに 恐い のか。 他 はお 前 を 守って ゐてゃ 


るので はない か。 おい、 ド ミシャ ス、 俺に ホ ツビ ー ァの j 

こと を阅 かして くれ。 あ 奴 はどうした。  一 

ネ n あ 奴 は 死んだ。  一 

ォ ソ，' どうして 死んだ。  ： 

ネ n 俺 は あ 奴 を 蹴 殺した。  一 

ォソ ー 何ぜ お前 は 殺した の だ。  - 

ネ a 俺 は 忘れた。 放して くれ。  I 

ォゾ ー あ 奴 はお 前の， UHlle になった のか。  一 

ネロ うむ. 俺 は 2-:^ 后に してやった。 放して くれと 云 ふに 0_ 

すソ、 さう 狼 狼へ て は、 詩 は 書け ぬぞ C お前 も 口 ー マの 一 

藝術 家で はない か。 もう 少し ゆっくり 落ちついて、 ホ ツ- 

ビ，' ァ  ことで も 話して くれ。 

ネ n 俺 は 夜の 明けぬ 間に ギリシャへ 行く の だ。 ギリシャ 

へ 行つ たら， 俺 は お前に 詩を途 らう U 

すソ ー お前 は リュ— カンの やうな 詩の 名人だった が、 

はお 前 0 か う 云 ふとき の 詩が みたい の だ。 今 は 手帖 は 忘 

れ ただら うな リ 

ネ 口  (急 に 喜. ひ 出す) 口 ー マの 奴 は、 俺 を惡人 だと 思 3 

てゐ る。 俺が 奴ら のために してやつ たこと を、 誰も 知- h 

ぬの だ。 おい、 マ ー カス、 お前 はこれ から 元老院へ 行つ 一 

て 俺が 世界の 大藝術 家 だと 云 ふこと を 云って 来て くれ。 . 

^は ギリシャへ 行って、 口 ー マの 名譽 のために、 千 八 wr 
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の 月桂冠 をと つて 来て やった。 俺 は HI マの ために 世界 

の あらゆる 樂器を 集めて やった。 俺 は 口." マ のために、 

キリスト教徒 を 一 人殘さず火^！^りにしてゃった。 俺 は 口 

1 マの ために、 三千 枚の 名 詩 を 作って やった。 おい、 マ 

1 カス、 お前 は 俺の， トロイの 燒 討と 云 ふ 詩 を 知って る 

だら うな。 あれ は 俺が 口 ー マ の燒 けたと きに 作った もの 

だ。 あれ は 俺 一 生の 傑作 だ。 俺 は あのと きァ ン シャムの 

別 に ->- つ たの だが、 あの 素 張らし い 火の 海を兑 たと き 

は 俺の 頭はホ ー マ ー の やうに なった の だ。 俺 は 直ぐ 手帖 

へ 書きつ けて おいた の だが * その 句 はかう だ。 あ. 1、 汝 

今や 焰の 虎に 食 ひ 殺さる る 可憐の 乙女。 猛獅の 群と 鬪ふ 

勇士、 黄金の 焰を 戴ける 口  - マの 王冠、 ！>0 翼 さと 閃め 

く 億 萬の 怪 鳥よ。 

ォソ， おい- ド ミシャ ス、 お前 は氣が 違った な。 

(口 ー マの 駐屯 兵 三人、 松明，^ か 、げて 〈2  At 、足で 通 

る 0) 

兵 四 まだ ネロの 奴 は 生きて る だら うな。 

兵 五 俺が もし ネロの 首で もとったら、 明日から 俺 は 隊長 

だ 0 

兵 六 ガルバの 卽 位のと き は、 ネロの 郎 位のと きょり 澤山 

金 を くれる だら うな。 

兵 四 いや ガルバ はス ベインで も 名高 い 文！： 嗇坊だ 。 


兵 六 それなら， また 直ぐ 叛亂 だ。 

(兵士 逢、 去る。) 

ネ 口 あ 奴ら ま で、 俺 を 殺し に來た のか。 

ォソ ー お前の 頼る ことの 出來 るの は * もう 此の世界 では 

俺 だけ だぞ。 俺 はお 前の 無茶な 所が、 今にな つて 好きに 

なり 出した。 お； M はだ いぶ、 口 ー マ の 奴 を 殺した な。 

ネロ  口 ー マ の 奴 は 卑怯な 奴ら だ。 百 萬 人 も をる 痴に、 俺 

ひとり を 殺さう と 喚いて ゐる。 おい、 マ ー カス、 お前 は 

ガルバの 所へ 行って、 皇帝に する から 俺の 命 を 救へ と 云 

つて くれ. - 

ォソ， お前 は 前から 新し い ことが 好きだつ たが * それ は 

あんまり 新しす ぎる ではな いか。 

ネ n 俺 は 昔、 ォス チヤの 水夫 共 を 兵士に-取り立て  >- やつ 

た ことがある。 あ 奴ら はきつ と， 俺の 恩 を 感じて ゐ るに 

ちが ひない U お前 はこれ から ォス チヤへ 行って、 あの 水 

夫 達 を 呼んで 来て くれ。 

ォソ ー お前 は それまで、 ひとり こ 、に ぼんやり 立って ゐ 

る考へ か。 

ネロ そんなら 俺 は * どこへ 行く の だ。 

ォソ ー お前 は、 まだ 自分の 行く 所 も 知らぬ のか。 

ネ n マ ー カス、 お前 は 俺 をび くびく させて、 弄り 殺しに 

する つもり か。 
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ォソ- さう びくびく するな と 云 ふのに 。こ、 は 人の 築る 

所 だ。 人の is- る 所に をれば 疑 はれる 恐れ はない。 こ、 を 

出れば 直ぐ 森 だが、 今頃 森 を ぶらぶらして は、 火 を點け 

て 歩いて ゐる やうな もので はない か。 

in お前 は 殺される 心配ない。 だが、 俺は兑 つかれば 直 

ぐ 殺される の だ」 俺 はお 前の やうに ぐ づぐづ はして をれ 

ぬわ。 

ォソ ー ；; 前 も 人 を大ぶ 殺した 男で はない か。 良い 加減に 

腹を据 ゑろ。 俺 だって タリ ー トへ 流される ときには、 途 

中で お前の 刺客に 殺され か、 つたの だ。 あれ はお 前が S 

つたの かホ ツビ ー ァ が 出した のか。 

ネ 口 あれ は ホ ツビ ー ァ が 出した の だ。 

ォソ I  ^i~->」；w、。 ホ ツビ ー ァは俺 を ic; ャ帝 にす るつ もりで 

お前の.： i^lls になつ たの だ。 あ 奴が 俺 を 殺さう とする 箬が 

ないで はない か。 

ネロ いや、 あの 女 はお 前 を 殺せと 俺に 云った の だ。 嘘で 

はない。 あ 奴 は 俺 を 愛して をった。 俺 は あ 奴の こと だけ 

は 今 も 思 ひ 出し て 仕方がな い。 

ォソ ー あ 奴 は £0; い 奴 だから >  お前の 手前に、 俺に 殺され 

る やうな 弱い 刺^！^^を出 し たの だら う。 

ネロ いや、？ お ふ。 俺 は あ 奴に お前 を 殺すな と 云った の だ。 

ォソ- お前が 殺すな と 云 ふのに、 あ 奴が わざわざ 刺客 を 


经る 害がない ではない か。 あ 奴 はお 前と 俺との 皇后に な 

らうと 思って ゐた奴 だ。 あ 奴 は 俺 を 愛して ゐた。 

ネ 口 それ は 嘘 だ。 あ 奴 は 俺 を 愛して を つ た。 

オノ- そんなら * 何せ あ 奴 を 殺したん だ。 

ネロ もううる さい。 俺 は ギリシャへ 行く の だ。 そこ を ど 

いて くれ。 

(ネ 口  - 去ら う とすろ。 一圃 の 市 K 達が 騷>^ ながら 近 

づ いて 來る。 ネロ、 再び ォソ， 'の 傍 へ^け つて 小さ 

くな み- () 

市民 一 ネロの. な は フエ， - オンの 家で、 殺された さう では 

ないか。 

市民 二 それで は 明 曰 は、 ジ ュビタ ー 殿のお 祭り だ。 

市 R 三 口 ー マ は奴隸 から 解放され た。 ot. ぶ) 

市民 四 新 皇帝 ガルバ 萬歲。 

市民 一 同 1. 

市民 五 口 ー マの 軍隊 はどうし てるんだ" ネロの ために 働 

くお：！ 2* 一人 もゐ ない。 奴ら は 口  I マ 人の 秉税 を、 ひと 

り 懐へ 貯め 込んで， 皇帝 を變 へる 度に、 また 金 を 貯め 込 

むんだ。 奴ら は 皇帝 を 殺す こと を、 貯金す る こと だと 思 

つ て ゐる。 

市民 四 此奴 は ネロの 間諜 だ〕 殺せ。 

(市民 一 同、 間諜 だ 間諜 だと 叫びながら、 市民 五ん-叩 
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き 殺す。) 

市民 二 俺達 は、 ネロの 間諜 を 殺した と、 ガルバに 云 はう 

ではない か 0 

(市民の 半數. が ルバ に 云 へ か〃 パ 1! 云 へ と 叫びな が 

ら 去ろ。) 

市民 一 ガル バも 今年 は 七十 三 だ. - それに 子供が 一 人もゐ 

ない。 ガルバの 次 の 皇帝 は 誰 だら う。 

巿 K 三 次 は. われわれ 口 ー マの 名門、 マ-カス • ォソ ー だ。 

(市 K 1 同、 ォソ. 'だ ォソ I だと 叫ぶ。) 

三 口 ー マ 人、 マ I カス • ォソ ー 萬 歳。 

市民 一 同 萬 歳。 

市民 三 ォゾ， を搜 せ。 (と 腿け 出す) 

(市民 一同， ォ ゾ，, ^捜^と 叫びな-から 镜 いて 去ろ。) 

(後に は 階 Si に 倒れた 一人の 死 K と、 ネロと ォソ ー の 

三人が 残って ゐ ろ。) 

ォソ ー あ 奴ら は 俺を搜 して^ 帝に しょうと 思つ とる。 だ 

が、 口 ー マ の 泉 帝 ほど 馬鹿な もの はな い。 お い、 ド ミ シ 

ャ ス、 お前 は 口，" マ の阜： 帝が 而 白かった か。 

ネ n  (默 つてし きリに 周 圍ん. E-il して ゐろ) 

オン.' (倒れた 市お の 死體の 傍へ^ む) 此奴 は本當 のこ 

と を 云 つ た。 此奴 はゾ ク ラ テ ス みた いな 馬鹿な 奴 だ J お 

い- ド ミシャ ス、 お前 はいつ も木當 のこと を 云った お を 


殺した だら う。 ここへ 来て みろ。 お前の ために 死んだ 奴 

は、 口， -マ では 此の 一  人 だぞ。 俺が になったら > 

此奴の 紀念碑 を 立 て て や ら う。 

ネロ マ ー カス、 お前 も 俺の やうに 乞食の 風 をして くれぬ 

か。 俺 だけが. 一 乙 貪の： C たと、 直ぐ 見つかる ではない か。 

ォソ I お前が 俺の やうな 風 をす ると 良い。 乞食の 風 だと 

見つかる ぞ、" 

ネ B お前 は 俺 を； 赤る のが ヒ 手だった が、 ま， だ 俺 を .：；|^ ろの 

か。 

ォ ソ，' いや、 お前 は 一 度 isw になった の だ U だが、 は 

まだ これから だ。 お前 は 今度 は、 俺の 云 ふこと を^く が 

良い。 お前 は 俺の 家內を 奪って 俺 を 流した が、 俺 はお 前 

の 家. S を 奪 はう と 思 つても， もうお 前 に はゐな いぢ やな 

いか。 俺 はお 前に、 家 內を盜 られ ただけ が 此の世の 负け 

だ。 これ だけ は、 俺が どう 藻 痒 かう とお 前に は 勝てぬ の 

だ。 おい、 ド ミシャ ス， 此の上 俺 を. I 乙 食に する こと だけ 

は、 赦 して くれ。 俺 は.； 乙 食になる ほどなら、 口 ー マの 皇 

帝になる 方が まだ まし だ。 さう すると 俺に は 三十 蓠の 軍 

險が 出来る。 八十 石の 水が 這 人って 來る。 お前の やう 

に 殺される のも雜 作がない。 

ネロ 俺に は. もう 一人 も 味方が ゐ ない のか。 口— マ は 他 

を 捨てた のか。 俺 を 亡ぼした 奴 は マ ー カス. た。 


后な たつ 笑  r;2? 


—に 兵 .!£: 

丘 

方 

—ォ 

II！ 

fifi   n ッ 
Jyj  "  ノ 

ソ 

-な 口 
ノ  J  W 

4  '- 

ソ 

サ 

口 

し ソ 

<-■) の 

の 

の が 

11 J 

ハ 

よ  ビ 

力 二 

\ 

の 

て 1 

^  5^ 猪？ 上 ■!"/• 

に 

や 

や 

(j お 1 

す 他 

ぞ 

や 

寸: 

を 

る 

/ 

N 

わ 

れ: 

ギ 前 ァ 

+、' 

寸: (t 

ト' 

P 

rJ>J 

い お 

不 不 

个 

ふ 0 

つ、 リ 

-J- 

1 

l\ 
*^ ソ 

U け cy 

tfl お 
？ tj つ J 

こ 

1' 匕 

た 前 

口 

7、 

, お 

n^i 

II  n 

ノ  I'll. niJ 

さ m 

シ 

ひ 

は 

/{if 

0 は 

ゾク 

^ に 

し 

a;- 

1 乙 

\ 
C 

眺 

/"ハ 

0 

ャ を を 

ト 

寸: i)'、 
に " 

に 

ャ 

だ 佈 

0 に 

殺 ^ 

中 

へ ' ^-^  [[11 
' 亇乂  \A\ 

レ' iiifr 

ス 

tut 

rJU 

り 

し 

'お 

•r 

ネ r  I ゾぃ 

1 J し Z ソ, 

シ 

ひ 

れ 

去 

が 

Ij 

ュ 

に 

夕た 

？、 
ニジ 

'； 'な 

く  V 1 
s> レ し 

ャ 

だ 

お 

ら 

り 

； 1 

^ し 

ズ 

卞 -に i て 

ス 

JiJ[j 

ひ 

Ij 
J 

ほ 

リ 

る 

が 帝 く 

お 

は 

に 

ど 

の 

安に れ 

niij 

俺 

す 

な 

め 

卞 

二 匕 ' 

う 

は 

力 > 

る 

つ 

に、 

が 

で 

ソ 

/- り 

少 

び H 

ら 

た 

'ケ. 

1 

マ 

ゥ 

り /- 
け の 

し 

0 

放 
れ 

を 
J' ク 

つ 
ナ、、 
に J 

の 

つ 

お' 寸: 

は 

It 

た 

な 

ホ 

つ 

何 

屯 

れ 

ク 

ナ： 

せ 

丘 

ャ は 

ビ 

ら 

め I 

俺 

の 

ネ 

へお 

俺 

1 

つ 

を 

叫 

n 

に 

ァ 

殺 

生 

び 

の 

つ の 

ホ 

の 

ぶ 

力' 

ハ 

1- 

ま 

ハ 

ひ 

横 

で 

す 

そ 

の 

松 

の 

た 

明 

は 

次 

に- 

プぉ 

つ 

['I 

は 

た 

な 

ぐ 

持 

レ 、 

俺 

ろ 

つ 

市 

だ 

ネ 

人 

た 

と 

づ 

駐 

の 

(I 

の 

つ 

屯 

つ 

死 

；ノ: 

奴 

m 

兵 

體 

對 

も 

け 

が 

/： 

の 

殺 

て 

ォ 

； T 

さ 

む 

y 

ゐ 

が 

へ 

れ 

< 

1 

る 

； -t 

た 

の 

グ, 

力' 

ォ 

個 

な 

y 

ズぉ 

階 

か- 

此 

I 

ら 

の 

の 

去 

や 

0) 

上 

ろ 

は 

が 

方 

|"- 

X 

へ 

ガ 

再 

め 

つ 

ノレ 

び 脫 

3?4  晨部 ろえ 見の 帆 


房山屎 山 山 三 山 三 
子 村 子 村 村 池 村 池 


帆の 見える 部 g  (三 幕) 


第 一 幕 

洋室に して-正面に 火き な 窓が あろ。 窓から は 港の 船舶 

の マス トゃ柳 樯が见 えて ゐ ろ。 暖爐の 上の 古風な 餘時 

計 は 午後， か迥 り、 横の 花瓶に ダリ ァは 首，^ 垂れて ゐる。 

C い 彫像 は 裸身，^ 延ばし、 室内に は 数個の ァ I ムチ M 

ァ，' とゾ， ノア _。 それ LL 包まれて テ ー プ. ^あり、 左右 

の 壁に は 隣室へ 通す る ドア ー がわろ。 

ヒア ノが隣 で 鳴って なろ。 ホフマン の 船歌。 

三 池 (此 家の 主人 山村の 友) ひと リ 窓の 近くの ソファ 

—に 沈み、 默って限，^^^ってゐる。 


船の 號 笛が 閒 えて 來る。 


山村、 幅 子，^ 冠った ま、 左手の ドア，' より 這 入って 來 


山村 今日は 君、 すっかり 瞞 されち やった" 

(三 池、 冷たく 默 つて 山村の 鋭ん、 眺めて ゐろ。 .2 村、 

ソファ ー へ 腰,^ 降 k; す。) 

山村 君 >  女の子が ね * 街 を 歩いて ゐた ら、 向う から ひと 

り 跛 足 を ひいて やって来る ぢ やない か C まァ 可哀相に、 

と 思って ゐた のさ。 所が 君、 半 町 あまり 僕 は 立ち 停って 

見て ゐ たね。 すると， 急に その子 は 足が しゃんと 癒って 

II け 出して 了った よ。 は は。 あり ゃ罪惡 だ。 


山村 どうし たんだね。 いよいよ 出帆と なると、 矢張り 淋 

しくなる もの かね？ 

うむ" 

コ— ヒ ー でも 飮ま ないか。 


おい、 おい。 (と 大聲で 呼ぶ) 

(ピアノ. かやむ。) 

おい" 

(右手の ドア. 'が 開き、 山村の 妻、 房 子が 額 ズビ 出す。) 

何ァ に？ 

コ ー ヒ ー だ。 

はい。 
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山村 それから 何 か 美味い 菓子 を 持って来て くれ。 果物が 

ds 子 何が い V でせ う？ 

山村 ビ ー チ はない かい。 

sss 子 はい。 それから. さきほど 甲 谷と 云 ふ 方が いらつ し 

やって よ-" 

H 女 かい？ 

子 まァ * も £ '直ぐ さう 云 ふ 訊き 方 を-なさる のね。 

村 ぢゃ、 何ん てんだ リ 

子 あんまりで すわ 。私の 手前 も ある ぢゃ あり ません か。 

村 だって 容が來 たら、 男 か 女 かって 訊いて みなく つち 

や、 判斷に 苦しむ ぢ やない か。 

子 それ だって * 女 かねって、 女の 方 を さきにお 訊きに 

なる のが、 怪しい わ" さう 云 ふ 疑問になる やうな 方が い 

らっしゃ ろの リ， 

山村 どう だってい &ぢ やない か。 所で. もの 客 は 女 かい？ 

ds 子 いやよ。 その 返答 を， 訊かな きァ云 はなく つてよ。 

山村 ，てれよ りコ ー ヒ ー だ。 コ， 'ヒ ，だ〕 

& 子 そんな 風に 私 を.， コ マ 力 さう と E 心って、 そり や 狡い わ。 

山村 >r る さい 奴 だね。 

1：13 子 そり やうろ さい 奴よ。 だけど、 私 だって、 うるさが 

られ ると. なほ きたくなる わ。 


もう， よせったら 0 

ね、 そんな 女の 方が いらっしゃ るの？ 

ゐ たら どうす る？ 

そり やもう  0 

俺に なほ 愛 を 感じる と 云 ふの かい。 

え V- え XO 

ぢゃ、 これから どしどし 女 を ひつば つ て來て やる ぞ。 

(三 池の 瓿 1^ 見て) かう なんです からね。 

(三 池， 立ち上って 右手の ドア， 'の 方へ 继 む。) 

山村 どこへ 行 くんだ。 

三 池 一 寸、 外 いて 来る。 

山村 いや、 君、 あまり 羨ませた 所ぢ やな いぢ やない か。 

これで もなかな か、 ひかへ 目に して ゐ るんだ ぜ。 

(三 池、 出て 行く。  & 子， 山村の 傍へ 來 ろ。) 

&子 あの方 は、 私が 來 ると 直ぐ 何處 かへ 行って お 了 ひな 

さるの よ 0 

山村 あの 男 は、 女が 嫌 ひなんだ よ。 お 氣の毒 だが、 道 を 

一緒に 歩いて ゐ たって、 女の 顏を 見た ことがない。 を か 

しな 奴 だ」 

© 子 い k わね. そんな かた。 

山村 うむ， 困り 物 だ。 

ds 子 あなたの やうに、 女と 見れば ぢろぢ ろ 見る より、 ど 


r,2c, 
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ん なにい、 か 知れない わ。 

山村 そり や 間違 ひだよ. 男が 女 を ぢろぢ ろ 見る と 云 ふの 

は、 それだけ 男が 男性的 なんだ。 女に したって、 戶ロを 

出り や、 もう 男に 見られる こと を、 神樣 にで も 見られる 

やうに ありがた がって ゐ ろんだ からな。 

房 子 それ は 嘘よ。 

山村 お前 だけ は、 まァ據 だ。 

子 それ は あなたの やうな 男の 云 ふこと よ。 

山村 俺の やうな 男 は、 つまり 愛情が g 仏 いんだね。 譬 へば 

向う から 二人の 女が やって来る とする。 すると 俺 は * そ 

の 二人の 顏を 等分に 眺めて やる。 一人の 方 をより 多く 眺 

めて やろ と 云 ふやうな こと はしない のさ。 さう 云 ふこと 

をす ると 他の 方が 可哀相 だからね。 他人 を 悲し い 目に 逢 

はすと 云 ふの は. とにかく いけない こと だよ。 

IS? 子 あなた の やうな 方 を 良人 に 持った ら 不幸 だ わ。 

山村 何せ だ？ 

11^ 子 自分の 奥さんと. 他の 女と をい つも 等分に 見られて 

ゐ ちゃ、 たまらな いわ。 

山村 おい- コ —ヒ ー だ。 

房 子 負けた と 仰 言い。 

.H 村 ci- の 一 cs,^ 搖すリ 乍ら) コ， ヒ ー、 コ.. 'ヒ ー、 コ ー 

ヒ —  0 


房 子 私、 不倫 快に なった の。 

山村 良人に 飮 ます コ ー ヒ ー いつば いが、 つまり-惜しく 

なった と 云 ふんだ な。 

子、 默 つて 卓子の 上へ 指で 字.^ 書いて ゐろ e) 

山村 しかし、 三 池の 奴、 氣 がどう かして ゐ るん ぢ やない 

かね。 一 體外國 へなん かどうして 行く 氣に なつたん だか * 

分らない ね 。ほんとうに、 一寸 此の頃 あの 男 は を かしい 

ぞ 。 今頃 外國 へなん か 行った つてつ まらな いんだが。 

iSS 子 何か考 ふる 所が あるんで せう。 

山村 さう だ、 考 ふる 所 か。 考 ふる 所と 云 ふ 所に は， いつ 

でも 鼠 一 匹 さ。 

房 子 あなた なんか、 考 ふろ 所 もな いんです もの。 

山村 俺なん か、 その 考 ふる 所なん て 云 ふ もの は、 不必？ 女 

なんだ C 

房 子 必要 だ わ。 

.5 村 いや、 われわれ は、 資に 幸福で はない か、 幸福 だら 

う？ つし やに やと 笑 ふ) 

!5S 子 もう 少し 私 を 愛して 下されば よ" 

山村 幸福と 云 ふ もの は、 大 Si から われわれの 幸福で ある 

間 >  幸福な ものなん だ" 

子 そんな こと、 定 つてる わ。 

山村 fir が、 不幸に して- 幸福と 云 ふ もの は、 女の やうに 
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直ぐ 逃げて 了 ひやが る。 

ds 子 の やうに よ。 

山村 女の やう だ」 

&子 5? の やう だ わ。 

山村 女の 中で も、 殊に 房 子の 如し。 

お 子 馬鹿らしい" 

山村 かくして、 われわれ は 爺さん 婆さんに なること、 依 

つ て： i の ごとし。 

G 子： LL 立 ち 上つ ズ 右手の ドア-の 方へ 步 む。) 

山村 コ， 'ヒ ー かね？ 

,w 子 もっと 大切な ものな の。 すっかり 忘れ ズゐた わ。 

广 ォ、 ^える。) 

(太 さく 欠 仲， マろ) あ、 あ、 返 腐 だ" 

(sl^ な 見 il し。) 

よて な。 幸福と 云 ふこと は、 こり や 返： S と 云 ふこと に定 

つた ぞ。 

(立ち上；；'、 ぐるぐ ろと 歩き； はがら 窓際へ 行 さ、 港 V5> 

眺めながら U 笛， ^吹く。) 

(お-す、 から 「お 蝶 夫人」 ，^ 唭 ひながら 近寄って 

來ろ 0) 

(© 子、 一. 通の 手紙 1^ 持って ひ 3 人って 來 ろ。) 

m 村 誰から だ。 


ISS 子 さ つ き 来た 方が 置 いてみ らっしゃ つたの。 

(山村 >  手紙の 封ズど 切リ、 請む。 は子は橫、服で^;-人の 

額. 5 ^眺めて ゐ ろ。) 

(山村. 讀み 終って 手紙.^ 卓子の 上へ 投げ出す。 K つ 

て 哲くテ ー プ ル の 上，^ 眺め C ゐろ 0) 

ds 子 何ん て 書いて あるの？ 

山衬 美 代 子が 死に か、 つて ゐ るんだ つて。 

(山村、 再び 窓の はへ 行き、 港の 船.^ 眺め C  .a る 0) 

子、 そ 2 宇 紙，^ とって 教 む。) 

ハ 「ま ァ、」 と 云 ふ， 0 

(また み緣 けろ。 苦痛の 表 iw。 後、 手紙 1 小 投げて、 

^く 良，^ の 後 姿 V;- 眺めて ゐる。 怒り.^ 應へ て。) 

それで、 あなた、 行 らっしゃる おつもり？ 

(山村， #5- つて ゐる 0  J 

行ら つし やる の？ 

來 いと 書いて あるね。 

失 遭 だ わ。 


でも 可哀相ね。 

本當 だ。 

行つ てい らっしゃ いな 

うむ。 


： さ 
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山村 行った つて、 い、 ぢ やない か。 

子 いけない わ。 

S 村 何せ だ。 

&子 ■ そ んな こと、 分って るぢ やありません か。 

山村 馬鹿な 奴 だね。 

1:^ 子 馬鹿に 誰 だってなる わ。 

出 村 俺が 美 代 子 を 捨てた の も、 お前の ためだ。 

子 そんな ことなん か、 私、 知らない わ。 私が 捨てたん 

ぢ やな いんです もの" 

山村 分. りない 奴 だね。 俺 は 美 代 子より、 お前の 方が 好き 

なんだ。 

iSS 子 方が 好き ぢゃ つまらな いわ。 

山村 行く よ。 

お 子 勝手に 行って らっしゃ いよ。 

山村 だって、 もう 死ぬ つて 云 ふとき ぢ やない か。 可哀相 

ぢ やない か。 

d3 子 私に は、 ちっとも 可哀相 ぢ やな いんです もの。 あの 

方が 死んでくれ \ は 、どれほど 私  >  助かる か 知れない わ" 

あの方が ゐる ために、 どんなに 私、 心配 だか 知れない わ。 

私- 胸が 晴々 して 來たレ 

山村 美 代-十 は あいつ は 俺の 許嫁 だつ たんだ。 それに、 俺 

はお 前の ため に、 美 代 子 か ら 放れ て 了つ たんだ- それ に > 


喜んでよ。 

うむ。 

きっと 喜ぶ わ。 

OS? 子の 方,^ 向き) お前 はね？ 

知らない。 

今日は 幾日. かね？ 

二十四日。 


どうして、 あんな 男の 方が いらっしゃつ たんで せ 

此の 手紙 も きっと^だ わ。 


コ ー ヒ I を 持って 來 ませう ね。 

藩 物 を 出して くれ。 

行 らっしゃ るの？ 

うむ „ - 

(お 子、 良人，^ 陴 んで默 つて ゐ る。) 

今 >  幾 時 だ？ 

，てこに 時計が ある ぢ やありません か- 

(S 時計 Y?-^ め) もう 四時 か。 

ほんとう に 行ら つし やる の？ 

一 寸 行って 來 やう。 

いや e  , 
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ん俺は 最後の 計算 をして 了って-すっかり 愉快に はれば 

れ となって r ふの だ。 だから、 俺に 今 暫く、 俺 ひとりの 

時間 を くれてお いて くれと 云 ふの だ。 その 時間の 中で 俺 

は、 うまく 二人の 生活に もっと 都合の い >1 やうな こと を 

し 始める の だ。 

ど.^ ぞ。 

山村 何んだ、 まだ 怒って ゐる のか。 

1^ 子 怒って なん ぞゐ ません わ〕 

山村 ぢ やい、。 早く 用意 をして くれ。 

1!^ 子 そんな 用意 だけ は 御免 を 蒙りたい わ) 

お 村 馬鹿 ッ！ 

1;^ 子 だって、 あなた は 美 代 子さん に濟 まない と 思つ てら 

つし やった つて、 私まで 濟 まない と 思 はなく ちゃ な ら な 

い 理由 はない わ。 もし さう だったら、 私  >  そんな こと を 

思 はす 方なん かと 結婚した のが 不幸だった のよ。 私. 自 

分が 惡 いと はちつ とも 思つ てゐな い ことよ。 

村 よし、 もう 分った 分った。 

ds 子 あなた は 私 を 馬鹿にして らっしゃる のね リ 

山村 まァ 何ん とで も 云って くれ。 今 はとに かく 俺の 方が 

ま 、 0 

_も I 

房 子 御 自分が 惡 いとお 思 ひな さるの な.，：'、 行 らっしゃら 

ない 方が い &ゎ。 


山村 もう 死ぬ のぢ やない か。 

子 死ん であな た を 取り返せる も C なら、 私 だ つ て 死ん 

で 見せて よ。 

山村 もう 一 一度と こんな こと はな いん ぢ やない か。 

as 子 だから、 お行きな さいよ。 

.E 村 いや、 お前が 怒って ゐて は、 どうも 俺 は 氣樂に 行く 

ことが 出来なくなる リ 

© 子 氣樂に 行かう なんて あんまり 虫が. お、 すぎる わ。 

山村 もう 怒らないで くれ。 怒られる と 俺 は 困る。 

房 子 行 らっしゃ るの？ 

山村 うむ， 行く。 

© 子 ぢ ^^；：早く行 つ て らっしゃ いつ て ば リ 

e 村 俺 を 可哀相に 思って ゐて くれ。 すると、 い、。 愛し 

て ゐな い の 所へ、 愛す る 者 を殘し て お い て 行かねば な 

らんと 云 ふこと が、 第 一 可哀相 ぢ やない か。 

&子 お 愛想 云って 下す つ て も、 ち つ とも ありがた かな い 

のよ 0 

. 山村 まァぃ X 。 直ぐ 歸 つ て來 るよ。 

&子 どうぞ 御 ゆっくり。 

山村 どうも 俺 は、 人が あまり， おすぎて 闲る〕 

&子 虫 も 良す ぎる わ。 

山村 早く 羽織 を 持って来 て く れ - 
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H 子 村 -了- 


れ で  S  るんだ。  ぢゃ 君。 

(出 村、 一一 一 池に 向って 手ん ニ寸 上げ * お 手 ドア I から 

出て 行く。) 

S3 子、 その後から 從 ふ。) 

(三 池、 ひと リ眼 VC ゾ^って 考へ 込む。 暫くして ソファ 

，から 立ち上ろ と 部屋の ^ の 小 トラ ン クの 中から ピ ス 

ト舡, ^取り出す。 暫く それ，^ 眺めて ゐ てまた 仕舞 ふ。) 

(船の 號笛 響く。 133 子、 部 M へ歸 つて 來 r,-。  一二 池 • 窓 

の 傍へ 行 さ， 船の 帆檎， > 、眺め r 、ゐ ろ。) 

(d2 子、 W 掛 椅子-し 沈んで  >  く  'へ 込む。 そ { ^後る 

んっ 一一 一 池， ：！ ひと リ靜 かに これ また. へ 込みながら 步き 

出す e) 

广號笛 また 響く〕 

三 池 (立ち 停リ〕 房 子さん" 

房 子 まァ、 すっかり 默り 込んで 了 ひまして、 御免なさい 

な。 今、 山村と それ は ひどい 喧嘩 をし ましたの。 私. 腹 

が 立 つ て 了 ひまして。 あなたで もゐら つ し て 下されば C ベ 

うご ざいました のに。 

三 池 あな たに は >  僕が 昔と は變 つた やうに 見え ま す か ？ 

房 子 い k え。 だけど， 山村 はそんな こと を 云って ゐ まし 

た わ。 此の頃よ くお 眠りに なれまして？ 

三 池 どうもし 


OS 子， 立って ぶんと しながらお 手の ドア I の 力 へ 消 

ろ 0) 

(山村 I 熥 *^に 火，^ 點 けて IgvJ- 吹かす。) 

山村 うるさい. うるさい。 どうも 此奴に や、 ST か 上らん。 

(#3 くして、 子 * 1^級，^持って這入っ^^來ろ0) 

はい。 (羽級.^:£-人の膝の上へ抛り落_っ) 

行きた かないね。 闲 つた。 

今、 泣いて らっしゃ つたんで せう。 

泣き もす るよ。 

(^村、 羽織，^^5る。 の ドア， より *  ::• 池が つ 

て來ろ 0〕 

山村 君、 美 代 子が 死 にか、 つて ゐ るんだ つ て さ。 

一： 一 池 美 代 子さん が？ 

出 村 《 'む。 で、 これから 一寸 行って 來 るんだ" 弱った。 

に はすまない が、 他の ことで ないから。 待って ゐ てく 

れ ないか。 

一：： 池  0  (ソファ |-」胺プ ご 

山村 今 丁 .i^, こいつ 〇忠*； を 受けて きり 拔 けて 了った 所 

さ。 君、 どうも 濟 まな い が、 待 つ て ゐ て くれ 給 へ、 君の 

出帆の 前までに は歸 つて 來 るよ。 

一一： 池 行かない 方が よく はない のかね。 

山村 いや、 君， 苦勞 人に は 苦勞 人の 惱 みが あるの さ。 そ 
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liw 子 山村なん か、 あまり 早く 眠って 了 ひます ので 腹が立 一 

つ ほどです の"'  一 

三 池 昔、 山村が 僕 を述れ て あな たの 所へ 遊び に 行 つたの， 

を、 まだ あなた は覺 えてい らっしゃ います か？  j 

11^3 子 え、。 あの 頃 は 面白う ございまし たのね。  一 

( 三 池、 ス一ク ケ一ス の 傍へ 行 き、 中から ピゾ 、トル， .3-」 

取り出す。 11^ 子 平 Jig で それ 眺めて ゐ ろ」)  _ 

三 池 僕. 近頃 かう； W ふ もの を 買 ひました。 七十 圓 もした.； 

んで すよ。 

お 子 まァ. ビス トル。 

三 池 ええ。  I 

© 子 外國 へなん かいら つし やる のに は、 さう 云 ふ もの も 

人り ませう ね-  ！ 

(1^3 子、 ピ ス ト な 手 に とつ V  、眺めな. か. り 卓子の 上 へ . 

？。) 

三 池 さつ き あなたの 彈 いていら つし やった の if あれ 

ふ. S  ？ 

1:^ 子 あれお 好きです G?  ： 

三 池 美 代 子さん が 良く 彈 きました ね。 それで 知って ゐま j 

す 0  ； 

e 子 あなた、 美 代 子さん とも 親しくして ゐ ら つし やい ま 一 

したの？  ，， 


三 池 ぇ&。  一 

子 美 代 子さん は 幸福な 方です わね。 

三 池 あなたが ゐら つ しゃらなければ、 幸福 だ つ ただら う 

XC 田 も ひ ま ォ 

房 子 でも、 山村 はま だ 愛して ゐ ると 思 ひます わ。 一 

三 池 さう お 思 ひになります か？  一 

房 子 え 、 。  一 

一一 一 池 あの人 は- 僕が 愛して ゐ たんです よ。  一 

Has 子 あら、 さう でした C!  一 

(三 池、 US 子の 傍の ンフ ァ，' へ 腰.^ 下み す。〕 一 

Is^ 子 そのこと、 山村 も 知って をり ますの？ 

三 池 知りますまい。 僕 も" 美 代 子さん が 山村の 許 ：1 だと 

知った ので、 もう それから は 逢 ひませんでした。 だから， 

問題 はお こらな かったんです。 

子 それ はお 闲 りでした のね。 少しも 知りませんでした 

わ。 ぢゃ、 今 直ぐお 逢 ひしに いらっしゃれ ばい、 * ちゃ ご 

ざ いません かリ 

三 池 あなた もさう お 思 ひになります か？  一 

ds 子 そり やい  >- と 思 ひます わ。  一 

三 池 しかし、 もう 行く 理由が な いんです。  一 

房 子 どうしてで すの？  一 

三 池 行く 氣 持ちなん か 起り ません よ。  j 
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房 子 それ ぢ やお 可哀相で すわ。 あなたが 愛して らっしゃ 

つたと 云 ふこと を、 ひと！ 一一 siK 代-十さん にお 傳 へしたら、 

きっとお 宽：： びなさい ます わ。 

11; 池 そんな ものです かね。 女の人 は？ 

子 そり やもう、 きっと。 

三 池 でも、 それ は、 通す ぎる と 思 ふんです。 

子 ：i! くっても、 さう お 云 ひになる 方が 云 はないで ゐる 

よりも- どんなにい、 か 知れません わ。 

(三 池、 急に 頭髮ん 片手で 摑む」 の 表 。： - 

子 わ、 さうな さい ましな。 それに， もうあな たも 外國 

へ 行って お 了 ひに な ろんで すし リ 

三 池 ^はもう、 歸 るまい と は 思って ゐ るんで す。 

子 おや * なほお 云 ひになる 方が い、 と 思 ひます わ。 

1-- 池 こんな ときには. さう 云 ふこと を 云 ふ 方が い  >- んで 

す 力 

子 そり やもう。 その 方が。 

(三 池、 突然、 房 子の 額. 5- 强く 見^めろ。) 

&子 どうなさい ましたの？ 

三 池 ^は …： .ぉ はこん なビ ス トル を あなたに お見せす る 

のではなかった。 しかし * これに は理. m が あるんで す。 

K はこれ で、 僕 は 外國へ 行く 前 か 船の 中で か …： 。 

&. す ま ァ！ 


三 池 房 子さん。 

llSS 子 そんな こと をな すって は。 

「© 子、 ヒ スト ル,^ 取り上げて ど，, か へ隱 さ う と す 

ろ 0) 

三 池 房-十さん * そんな こと をし ないで 下さい」 どうも. 僕 

は、 芝居 を や つ てゐる やうな 氣 がして ならな いんです。 

だけど、 これ は 芝居で はな いんです よ。 何て 云って い、 

か。 房 子さん- 僕 は 云って はいけ な いんだが C 

ds 子 どうなさい ましたの！ 

三 池 (頭 1^,.^、 へ) もう 遲 すぎ るんで すよ！ 

liSS 子 遲 いこと なんか ございません わ。 行って いらっしゃ 

いな。 美弋 子さん だつ て。 

三 池 あなた は、 誤って ゐ ます。 さ うぢ やない。 僕 は. そ 

んな ことに 困つ てゐ るん ぢ やありません よ。 

(© 子、 立ち上 リ、 三 池 額 fj- 驚いて 眺めて ゐ ろ。) 

子 お 眠み になり ません か >  お. せ 體が惡 いので は ござい 

ません か？ 

三 池 あな たは、 僕が 氣が違 つたと 思って らっしゃ るんで 

せう。 さ うぢゃありません。 

(1& 子、 右手の ドア.' の 方へ 步 まう とすろ。) 

三 池 どこへ 行 くんです？ 

1; &子 お 眠み になり ません か。 お眠りが たらな いんです わ。 
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よく 一  度お 眠み になって からお 考へ なすつ て は。 

三 池 頭 はもう S1 かなんです。 それより、 僕 は ：… 。 

(& 子. 困惑した 樣 子に. て、 ヒ ス ト か， ，^-持ったま 、部 

屋の屮 1^ 眺め 廻す。) 

&子 山村が 今；^ 行って 了 ふ もの だから。 …… 何 かお 藥を 

召し 上りません か？ 

as 子、 部 尾，^ 出ようと すろ。 すると、 一二 池 は 突然 ソ 

ファ ー から 飛び立ち、 出て 行かう とす ろ 子の 前 へ a 

け： -I すと、 彼女の 行く手 L1 立ち塞がる。) 

三 池 行って はいけ ません。 出て 行かないで 下さい。 

(d3 子、 i 摘々 困惑す ろ。 三 池 *  «^ 子， 煮詰めながら、 

-ちリ /(\ と 詰め寄る 0) 

房 子 (後へ お I む _,CLi 退きつ、) ほんとうに どうなさい 

ましたの？ ぉ醫者 さま をお 呼びし ませう か？ 

三 池 恐 わがらないで 下さい。 僕 は、 今 あなたに 傍に ゐて 

貰 はなければ ：… 

お 子 え、、 をり ます わ、 だから、 ぉ靜 にして ゐ らっしゃ 

いまし な。 

三 池 あなた は、 僕 を 病人 だと 思って ゐ るんで すね。 

房 子 いえ， さ うぢ や ございま せんの、 私。 あなたが 何ん 

だか 急に ぉ惡 くな つた やうな 氣 がした だけです の。 です 

から …… 0 


三 池 あなた は * 僕の 傍から 逸げ よ- 「と 許り 考 へて ゐらっ 

しゃ るんで すね a 

原子 (恐ろし さう- J-) そこへ おかけなさい ましな 。ま ァ、 

あの 海の 色が、 美しくな りました こと、 ごらんなさい ま 

しな。 (海.^ 指差す) 

！ 一一 池 房 子さん。 あなた は、 僕の ビス トル を. 取り上げて ゐ 

るんで す。 早く それ を 返して. ト さい。 

i:S3 子 (驚！！ I： しながら) ね、 あの 燈臺の 所 を御覽 なさい ま 

し。 そら、 あれ は警】 維 船で ございま すよ。 まァ あの 靜なリ 

三 池 あなた は、 僕 を 馬鹿にして ゐ る！ 

li» 子 どうして 馬鹿になん ぞ！ 

三 池 房 子さん. 僕 は、 あなた を、 

(房 子、 默 つ て 驚 い ；，： やう に 三 池ん、 - 眺め C ゐ ろ ) 

三 池 何 か 云って 下さい。 ね、 俊 は. 何， か 云って 下さい。 

さう でない と 僕 は、 

房 子 私、 何が何だか 分りません わ。 

三 池 僕 は あなた を、 非常に、 いつも、 

133 子 そんな こと をお 仰 言つ ちゃい けません。 

三 池 分って ゐ ます。 だけど-もう 僕 は 仕方が ありません。 

云 はないで ゐられ る ほどなら、 云 ひ はしません。 

iSs 子 でも， さう 云 ふこと を 今頃 仰 言いまして は- 私、 困 

つて 了 ひます わ e  一 
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& 三お 三 
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一二 池  0  (せ §2 の iw  一  1^^ マ) 

1W 子 あな た は、 美 代-十 さ んを 愛して ゐ らっしゃ つたん ぢ 

やありません か。 

： 二 池 それ はほんとう なんです。 

&.^ それ だのに、 あなたが そんな こと や 私に 仰 言る のが、 

私に は 分りません わ」 

ニー 池 ffii は 代 子さん を 今 愛して ゐ ると 云った 口で • 直ぐ 

あなたに こんな こと を 云 ふの が、 何ぜ だかお 分りに なり 

ません か？ 

dS 子 え X、 私、 あなた をお；： ：5 じする ことが 出来ません。 

あまりおから かひになる の はよ して 下さい 0 

三 池 からかって ゐ ると 思って ゐ らっしゃ るんで すか。 

© 子 でも、 さ うぢ や ございま せんか。 私に は の 方って、 

何せ さうな のか 分りません のし 

三 池 ぢゃ僕 は 山村の 惡ロを 云って 了 ひます。 もし このま 

ま 僕が 默っ てゐ たら. はいつ ま でも あなた に 誤解され 

るに ちが ひな いんです から リ 

1W 子  G 

一二 池 一 寸 でい V ん です" だから 一 寸^いて 下さい。 僕 は 

山村よ り 前から 、代 子 さん を 愛し てゐ て、 山村と 美 代 子 

さんが 許嫁 だと 分る と、 山村の ために 美 代 子さん の こと 

を 思 ひとまつ たんです 0 所が、 は それだけ、 あなたに 


いつの 53 にか ひかれて 了 ひました。 すると どうです。 山 

村 はまる で 僕 を 追つ 馳 ける やうに， 今度 は あなた を 愛し 

出しました。 もう 僕 は. また 美 代 t 十さん を 愛し 直さな け 

れ ばなら ない なんて- そんな 規^なん か 不愉快です。 僕 

は それで、 

1© 子 もうよ して 下さい。 分りました。 

コ 一 池 僕も默 つて ゐ たのが 惡 かったんです。 だけど、 山村 

はさう 早く 美 代 子さん を 捨て & 了つ て あなたと、 

房 子 どうぞもう、 そのこと よ * 

三 池 いや 僕 は 云って 了った 以上 默 つて は ゐられ ま せん。 

あなた は 今 さき、 かう 云 ふこと は 云 ふ 方が い. 1 と 仰 言つ 

たぢ やありません か。 僕 は あなた を どんなに 愛して ゐた 

か。 長い間 あなた を 1 心に 思つ てゐ て. そして * 

房 子 (苦しげ に) 私， もう 失禮 いたします わ。 

一二 池 房 子さん ソ 

l^J 子 御免なさい。 

(©千、 ぉ辭 ffi?.^ して 右手の ドア-の 方へ 進む。) 

(三 池、 その 前， ^塞ぐ，) 

房 子さん。 

どうぞ 私 を 出し て 下さ い。 

僕が 山村の やうな 男 だ つ たら * 

そこ をお のき 下さ い。 
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て EBI つたんで す。 僕 はもう こ、 にはゐ たかありません" 

&子  0  (竹，^ 乖： れてゐ ろ) 

一一 一 池 あなた は. もう 僕 を 誤解して ゐて 下さらないで せう 

ね。 僕 はいくら か 氣が樂 になり ましたよ。 では、 も ，つ 失 

綴し ませう。 た 1-、 僕 は あなたよりも 前に、 美 代 子さん 

を 愛した こと， たけ は赦 して 下さい。 それ も- あなたが そ 

のとき から ES て 下す つ た ら， そん な 失纔な こと はし な か 

つたと ひます。 

(三 池. 子の 傍へ 行- 々ヽ ピストル，^ 取らう と マろ。 

一：^ -卞、 渡すまい としてせ しむ OJ 

お-す どうぞ. これ を 私に 下さい ましな。 

:;; 池 さう です か。 ：... おや、 これで 失體 します、 一一； 曰 も 

めて K つ て 山： に は 失敬です が. お数く 云 つ てお い 

て-下さい。 では。 

C 一-池、 ス. 'クケ -ス， げて部 M.^ 出て；！？ か-つと す 

ろ 0) 

お 子 待って 下さい" 私 ：… 。 

：ーー 池 (！^ リ 返る) 

(一お-す *  w> ^垂れ ズ默 つて ゐろ 0) 

(三 池出ズ 行く。) 

(ぉ 子、 ヒス トルん^ 爐の 上へ 置く と、 三 池の 後から 

馳け て 打く。) 


(13 くす ろと、 iSs 子、 再び 悄然と して 這 人って 來ろ。 

ソファ ー の 頭 LL 手 yi- つ いて 身，^ 支へ る。) 

房 子 もうあた し、 駄目なん だ わ。 I 獨. R) 

(三 池、 ス.； ンケ ー ス，^ 持た す LL 這 入って 來 る。) 

三 池 (喜ばしく. 々として) 房 子さん、 さァ、 逃げて 下 

さい」 

子  。 

三 池 (S 子の 肩 へ 手,^ かけ) 今から、 上海まで 行き ませ 

う。 さう したら- 後 は 僕が 引き受けます。 

子、 一一 一 池 1^ 避け 窓の 傍へ 步む。 三 池、 その後， 4- 

追 ふ」〕 

三 池 ね。 さう して ド さい。 僕 は 直ぐ これから、 あなたの 

キップ を 買 ひに 行つ て來 ますから。 僕 はもう 全く 嬉しい 

ん です。 ね *. もう 何も 考 へない やうに して 下さい。 あな 

たが 悲しむ と、 僕まで 悲しくな つて 了 ふんです。 氣をは 

り 詰めて ゐて y さいし お 願 ひです。 

子  。 (抉 yj- 額 LUS て、 泣く) 

三 池 折角 僕が、 こんな 喜ばしい 目に 出逢った のに、 悲し 

まれて は …； ね、 元氣を 出して 下さい。 山村の こと は考 

へないで 下さい。 僕が 長 い 間 苦し んでゐ たこと を 考へ て 

下さい。 ね、 しいです か。 僕 は 直ぐ 切符 を 買 ひに 行つ 

て來 ますから、 その 間， 待って ゐて 下さいません か 
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ぢ や 、 あな た も 僕と 一緒 に 行 つ て 下 さ い ま す か 。 

rds 子、 横-.. i 首，^ 振る。」 

三 池 ぢゃ、 待つ てゐて 下さい" 

房 子 そんなに お急ぎに ならな くっても、 い、 ぢゃ ありま 

せんか C 

三 池 いや、 急がな くち やい けません。 溪の 恐れる の は、 

あな た の 心變 りな ん です。 山村な ん か 僕 は 恐れ て ゐ る ん 

ぢ やありません よ。 だけど、 山村が 歸 つて 來て は- 直ぐ 

あな た の 心が 變 つて 了 ひ さうな 氣 がする ん で す。 だ か ら、 

房 子 私. も、 「決心して をり ます わ _ 

三 池 いや、 そんな ことなん か ！；：^ 用して をら れ ません" ね、 

一 寸 待って 下さい。 僕ら は あの _ ^の 赤い 船に 1! るんで す 

よ 0 僕 はこ &にゐ る 間、 あの 船に 乘 つて あなたと 逃げて 

行く 所 を， どれ だけ 想像した か 知れません よ〕 だけど， 

たうとう そのと きが 來た" 僕 は、 房 子さん- 待って 下さ 

い、 一寸 行って 来ます。 

(三 池、 周章て i 左の ドア ー の 方へ 行く。) 

三 池 (报リ 返り) 待って、 下さい、 直ぐです から、 その 

間に 用意し といて 下さい。 考へ ちゃい けません よ U あの 

船ば かり 見て ゐて 下さい。 分りました か、 用意 をお 願 ひ 

します ょリ 

(三 池、 外へ 出て 行く。)  ， 


子、 ソファ ILL 倒れて f^- き 沈む。) 

S がだん/、 と！ ^色に 變リ、 港 2 上にば 火， S 點々 と 

見 ゆ。) 

(一お 子、 額な 上げて 港の 上， か 竊 けて ゐろ。 が、 また 

叛 1 か 袂で蔽 つ て 泣き崩れ る C) 

(*J の ドア！ より、 突然 出 村が fg つて 來 る。) 

山村 おい、 もう 行く の は 止しち やった。 

033 子、 親 V セ 上げろ。 驚きの 色。 跌 つて.： =5 人から 股，^ 

ら すハ) 

山村 歩きながら よく 俺は考 へて みたんだ が、 どうも 今む 

くの は、 良くない や， 「な氣 がして 米た のさ〕 (ソファ- 

へ？) 

子  。 

S 村 俺 は 美 代 子が 死んだなら. そのと き 葬式に 行って や 

らうと £,5 つて るんだ. - ね。 その 方が い  >- ね そのと きま 

で 待た うと 思 ふんだ よ」 

d3 子  C  (立って 窓^へ むき 外， „J. 眺めて ゐろ ：> 

山村 おい、 まだ 怒って ゐる のかね。 もう 怒る の はよ した 

らど うだし うん？ 

d3 子  。 

山村 さて、 かう 落ちついて 見る と， づ ー ヒ ー が 欲しくな 

る 。おい、 コ ー ヒ ー だ、 


f^U;o ぇはめ^ヌ 


ill  by 山 hy 山 
付 子 村 子 材 


山村 君- また、 これなん だ。 (笑 ふ) 

三 池  。 

山村 房 子、 コ ー ヒ ー を 持つ て來て くれ。 どうも w 喉が 渴 

いた。 (三 池の 方，^ n 九て) 君 待たせて すまなかった ね。 

美 代 千の 所へ 行く の は* 止したん だよ" 

三 池  。 

山村 君、 一 寸待ってくれ^;2へ、 咽喉が渴ぃてゃりきれな 

いや。 

(山村、 お 手の ドア-から かし さう-」. S て 行く。) 

一一 一 池 房 子さん， さァ、 ¥ く。 山村の 姿が 見えた もの だか 

ら ， 急 に 僕 は 引き •& したんで す。 

(房 子、 しきりに 泣く 0) 

三 池 今ぢ やなく つち や、 駄：！ I です よ。 

© 子 どうぞ 私 を、 捨て、 行って 下さい。 美 代 子さん の 所 

へ、 行つ て 上げて 下さい。 

三 池 どうしたん です？ 

as 子 私. 山村に 濟 まなく つて。 私 * どうしても …… 。 

(三 池 >哲 く：：.； 4 然として 1^ 子の 瓿， 見 IS めて なろ。 と、 

默々 として ひと リそ のま、 0M から 去って 行く 子、 

一一 一 池の 後ん. <迟 ひ、 ド ァ I ん」 n けようと して ハ ンドて 卜 

手,^ かけた ま、、 その 戶 にも たれ か 、 つ ズ 泣き崩れ 

る。〕 


1 ぷ. J,   0 

山村 おい、 さァこ > -へ來 た。 もう 仲な ほり をしょう ぢゃ 

ないか。 あ- -、 さう/ \* さっき 丹 一一： 郎 氏に 逢った よ。 

先： JH>  1： く 額 を：：^ せない と つたら * 道理で、 ちゃんと 

また 一 人出 來 たんだって * 男なん だと さ。 何 かやら なき 

やなるまい ね。 (i^^vJ-吹かす) 

子  。 (せき 上げろ 苦-; f ん， -嚼み 殺す〕 

mu^ 他と このは 、造って ばかり ゐて、 どうも 甚だ 經濟 に惡 

い どう だ、 一 つ. 今 Si ァ 取り 返す ；丄 夫で もして くれよ。 

1¥   。 

山 W おい、 もう 怒る の は 止せよ。 お前 を 怒らせる と- 明 

ろ 3、 俺 は 一 Mnn 減って 了 ふんだ。 

子、 <!. や.. i しやくり 上げて 泣き出す。) 

(山村， 驚いて IS 子の 傍へ 寄ろ。) 

おい. 勘忍して くれ、 俺が 惡ぃ。 勘忍して くれ。 

私が、 私が …… 惡 いのよ。 ck,,- 激しく 泣く) 

いや， 俺 だ" 俺が惡 い。 


お前 は 今 >  お氣 だな？ (首，^ 傾ける) 

(& 子、 山村の 胸へ^.^ つけて 泣く  0) 

(一 一一 池、 左の ドア， より 人って 來 ろ。 二人ん」 て 立 

ち • がる 0) 
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山 房 山！ 3" 山 房 山  B~  111  B 山 

村 子 村 子 村 子 村  子 村 子 村 


攀 ぇ&。 

山村 ぢゃ、 俺の 留守に • 一  芝 £S あつたん だな？ 

掌  。 

(山村 * ヒス トシ ， ^驗べ てみ る。) 

山村 何んだ か、 あ 奴、 臭いと 思って ゐ たら、 こんな 所へ、 

彈丸を 入れて おきやが つた。 

掌  0 

山村 おい、 もう 芝 がすんだ のなら、 こっち を 向いても 

い 、だら う。 

d3 子 私、 あなたが 嫌 ひです。 

山村 お前 は 俺の SG 守に、 そんな こと を覺 えたの か？  9 

フ ァ ILL 腰，^ 降る す) 

拳  。 

山村 俺 は、 また 美 代 子が 好きに なって 来た。 

广 1^3 子、 山村の 方，^ きっと n 力ろ。) 

山村 あ 奴 は、 今頃、 死んで る だら う。 

1133 子 あなた。 

山村  。 

id3 子 あなた は、 さっきの 美 代 子さん のお 手紙 を * 三 池 さ 

んが 書いた の だと はお 思 ひに ならない のね。 

山村 お前 は、 それ を 知って る， のか。 

&子 知らない こと もない わ。 


山村 (右手 fs リ現 はれろ) おい. さァ、 房 子、 こ.^ へ來 

た、 こ&へ 0 

0^ 子， ドア の方,.^-向ぃたま 、 動かす。) 

山村 何んだ つてんだ。 また 一貫 目、 減らす つもり か。 も 

うよして くれ。 

攀 …… - ：… 0 

山村 おい、 房 子、 を かしな 眞似 は、 よすがい >1。 

(Is 子 の 後 姿.^ 見詰めな がら、 だん ，（\ と， しい 表 

に 變 つて 行く。〕 

三 池 は どこへ 行つ たんだ？ 


おい、 三 池 は？  . 

私、 存じません。 

(山村、 部屋の 中，^ 見廻し * 暖爐の 上の ビス トル fj- 見 

つけろ J 

こり や 何んだ？ 

(窓の 方へ 歩い ズ行 く) 

おい、 此の ピストル、 どうしたんだ？ 

それ は. 三 池さん から、 ぃた^^ざましたの？ 

三 池 は どこへ 行つ たんだ？  - 

フランス へ 行く と 仰 言って ゐ ました わ。 

それで * 此の ビス トル をお 前に くれたの か？ 


fi》 部ろ え！?. の 帆 


美； そ あ； 嫌 私 ； を 何 何 云 い 山 何 お つ で 俺 あ よ 

代： んな： ひ は； 力 >  を をへ や 村 ん前 て も は な し 
子 ； な た； で'； し 三 云、 だ、 に はよ'、 た ッ 
さ ； いは； す 三 ； な 池 ふ 云 °  K も 三' 美 あ 、 ° 


なく 

C 


(ヒ ス ト^,^ 取リ 上-けろ〕 

駄目よ。 

奴 を 0 

代 子さん は. ほんとうにお 惡 いの かもしれ 

池に、 何 をされ たの だ？ 

つて 一 ^子.^^ んでゐ る 0) 

あなた も * 三 池さん の やうな 顔 をな さるの 


村 云へ、 云へ。 

子 何 を 云 ふの？ 

山村 何 を 三 池に された の だ？ 

子 を かしな 方ね、 何ん に もされな い ぢゃぁ りません か。 

山村  C 

子 私 は， 三 池さん の やうに * そんな 鎮め！ をな さる 方 

if 嫌 ひです。 

山村  。 

ほ 子 あなた は、 一 寸美代 子さん の 所へ 行ら つした だけで、 

も 、「- てんない やな 顔に おなりに なった e ね。 



子 美 代 子さん は、 きつ とびん くし てら つし やる から、 


早く 行つ て來 てお 上げな さいよ。 

(一:^3子、 右手から 出て 行く d 

(山村、 ぶら/、 歩き、 鏡に 映った. H 分の 親,^ 見て 立 

ち 停ろ 0-) 

(出帆の 汽笛が 響いて 來 ろ。) 

山村 あ 奴 も * 俺の やうな 顏 をして やが つた。 

11 幕 11 

第二 幕 

1W 子、 山村、 二人 は つて 新閗 1^ 讀 んでゐ ろ。 同じ 部 

M0  ^ —— テ. I プル、 ソファ.' 等。 

11^ 子 もうお 眠み にし ませう か。 

山村 うむ.. 

1» 子 翌日の 朝 は、 幾 時に お起しし たらい \ の。 (新聞， -i- 

放す) 

山村 八 時。 

123 子 八 時？ 

八 時，" 

一お 子 そんなに お 早くお 起しして、 まだ ぶんく C:B られる 

ので はないで せう ね。 

山お ，でれ は 知らない。 


M 部ろ え ii の 帆 
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山 ^ 山 房 山 E> 山 
子 村 子 村 子 村 子 村 


m 村 お前に も い k たらう- 

ぉチ え、、 おく はない わ。 

山 村 ぢゃ、 それ で い、 わけ だレ 俺が 華、 代 子 のこと を 思 つ 

てゐ るし • お：： M はお 前で、 三 池の こと を 思って ゐる、 と、 

さう まァ、 きりをつ ける ためにして S かう。 

(二人- g=  く  W つて ゐ る。) 

お 子 愛なん て、 を かしな もの だ わね。 

.E 村 を かしな もの だ。 まるで、 

1^3 子 まるで， ^みたい わ。 

山村 犬みたい だ。 

&子 あなたと * ュ；； たしと が 一緒にな つて、 美 代-いさんと 

三 池さん とが 悲しん. たと 思ったら、 今度 は， あなたと あ 

たしと が 一緒にな つたた めに 悲しんで * 

in マ. r はっかり し- M けて > 

I:w 子 愛なん て， ほんと に. いやね。 

山村 いや だ" こんな もの は * ない 方が い >-0 

子 (t ス テリ カル LL) あ. -* いや だ。 

山村 俺 も、 いやにな つて 來た。 

子 あたし、 どうしょ うかしら U 

.E 村 だから • 子供の 話で もす るが い、。 

&子 あたし 達 は、 幸 福 になった お蔭で， 不幸に なった の 


みんな， さう だよ。 

さ うぢ やない わ。 

もう 云つ ちゃい かん" 

美 代 子さん は 幸福 だ わ。 

云 ふなと 云 ふのに- 

でも、 あたし、 不幸なん です もの。  . 

不幸なら、 不幸で い、 ぢ やない か-  一 

いやよ" 

(二人、 ^つて 了 ふ。) 

山村 三 池の 奴 は>  うまい こと を しゃがった.，」  一 

0 子 美 代 子さん. どうして ゐ らっしゃる かしら。 一 

.E 村 今頃 は， お前 を 殺して ゐる 夢で も 見て ふるさ。 一 

1W 子 夕べの あ の 足 一 11：：： は、 美 代 子さん のかし ら ？  i 

山村 そり や * 分らない ね。  一 

las 子 まァ、 あたし * つまらな いこと を 云って 了って。 あ 一 

たし、 何んだ か あの 足音が >  急に そんな 風に 思へ て 來たー 

つ 〕  i 

山村 いや、 ひょっとすると. 三 池 かもしれ ない ぜ 。あ 奴 一 

は、 お前の こと を 思 ひ 切れずに、 上海 あたりから、 舞 ひ： 

戾 つて ゐ るに 定 つて ゐ るんだ い 

房 子 美 代 子さん よ。 あの方 は、 あなたの 後 を、 病み 犬み = 

たいに 追つ かけて ゐ るんだ から。  ： 


ア戾 部る え兑の 帆 


山村 ぢゃ、 今晚 あたり、 庭の 戸袋の 所で、 二人 はぶち 當 

つて， 苦笑 ひする だら う。 

子 あなた は、 ほんと に 吞氣な 方ね。 

山村 うむ， もう 俺 は、 くしゃくしゃした ことに は 懲りた 

のさ 0 

子 だって、 こんなにく しゃくし やさした は、 あなた 

ぢ やありません か。 あなたが、 美 代 子さん を 愛して ゐら 

つし やつ たくせ に、 また あたし を こんな 目 に 逢 は し て。 

出 村 だって、 仕方がな いぢ やない か。 

1^ 子 仕方がない ことはありません わ。 あなたが、 ちゃん 

と美 代 子さん を 愛して ゐ らっしゃれば >  こんなに ならず 

に 済んだ のです-」 

山村 所が、 濟 まなかつ たの だから. 仕方がない。 

お 子 仕方がないで は濟 みません よ。 第 一 、 あたしが、 こ 

ん なくし やくしゃした 目に 逢 はされ たりして、 いや ぢゃ 

ありま せんか。 

山村 そり や、 お前が 惡ぃ のさ。 

&子 あたしの どこが 惡 いのです。 

山村 お前 は 俺の 云 ふま & になる から、 惡 いの だ。 お前 さ 

へしつ かりして をれば， 美 代 子 は 不幸に な らず に 濟んだ 

の だ" それに、 お前 は， 下らぬ 俺の 云 ふこと を 信用して。 

1!^ 子 まァ、 ぢ や- あなた は- あたし を^す つもりで、 1 


緒に おなりに なった のね Q 

山村 いや， 待って くれ。 瞞 された の は， 俺なん だ。 

© 子 あたしが、 あなた を瞞 したの？ 

山村 そり や、 さう だよ リ 

1! &子 まァ。 

山村 お前 ぢ やない か。 何も、 俺が お前に 随 されないで、 

わざ/、 美 代- 于を 捨てる 害がない。 美 代 子 は 俺の 許嫁 だ 

つたんだ。 俺 は * あの 女 を 愛して ゐ たんだよ。 

US 子 あたし も * あなたに か、 つて は. 何も 云へ なくなつ 

て 了 ふ。 

.S 村 そり や、 お前 は； K へなくなる だけ、 どこか 必ず 惡ぃ 

所 を 持って ゐ るんだ。 

ナ あたし、 きっと、 あなたに さう 云 ふ 調子で * 臟 され 

たんだ わ。 

山村 * ちゃ， 思 ひ 出して みるがい、。 お前 は、 あんな 美し 

い 顔 をして、 あんな 首の 曲げ やう をして. ひど いぢ やな 

， り 0 

I 力 

子 あら、 だって、 あなたが あたしに >  あんな こと をお 

一 ひに なって、 あんな， 

山村 俺が ど ん な こと を 云った つ て ？ 

ds 子 そり や、 あたし、 委しい こと は 忘れた けど、 あたし、 

あなたのお 手紙 をち やん と 皆 持って ゐ ますから、 見せて 
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上げろ わ。 それ は 美しい文 章で、 お h 手な ことば かり、 

どつ さり 並べ てありまして よ。 

山村 何んだ つてお たち は. こんな 大きな 聲を 出して ゐる 

ん だろ。 もう 人のお る 時問ぢ やない か。 馬鹿々々 しい。 

iSj 子 あなたが、 あたし を瞞 したから よ。 

山村 俺 は、. 子供の 話 をして ゐた箬 だ。 瞞す随 さない なん 

て-だいたい、 瞞 された 奴が、 いつでも 隨 した 奴より 馬 

鹿な のに 定っ て ゐろぢ やない か。 

子 だから、 さっきから、 あたしが あなたに 随 された の 

だと. ぶって ゐ るん ぢ やありません か。 

それで. どうしたって 云 ふんだ ね。 

子 あたし、 ^^代子さんが^；！^しぃの。 

ff 成る ほど、 ，てれで 分った。 お前 は、 卖代チ 々々々と 

云へば 云 ふ ほど. 腹の 中で、 三 池の こと を 思って ゐ るの 

だ。 さう だら 、つ。 

&子 あたし、 あの方に も 逢 ひたい わ。 

山村 いまに 逢へ るよ。 もう 暫く 待つ がい、。 多分、 今夜 

あたり、 こっそり 戶 袋の 所へ 忍び込んで 来る だら う。 そ 

れ から、 明 曰になる と、 お前 は 俺に、 夕べの 足： W は、 犬 

なのよ、 なんて 白つ ばくれ て、 一日 ぢ ゆう 有 一 Sii で ビア 

ノ でも 叩き まくつ てゐ るに ちが ひない。 

© 子 でも、 あの方 は、 ぉ氣の 港な 方です わ。 


山村 今頃から、 そんな こと を 云 はなく つたって、 もう 直 

き、 云 ふと きがある ぢ 4- ないか。 

お 子 もうない わ。 あの方 は、 美 代 子さん を 愛して ゐ らし 

つたの に 、 あな た が 美 代 子 さ ん を 愛 して ゐ らしった もの 

だから、 御 自分が お引きに なって、 そして あたし を 愛し 

て 下す つたら、 今度 は あなたが、 美 代 子さん をお 捨てに 

なって >  あたしみ た いなものに あんな こと をな すって， 

ほんと に、 三 池さん もお 氣の 毒よ。 少し は、 あの方のお 

淋し さも 考へ てお 上げな さいよ。 

山村 馬鹿な 奴 だね。 俺が そんな こと を考 へ 出したら、 三 

池に お前 を やりた くなる。 

& 子 でも、 少し 位 は * そんな こと も考 へて おく ものよ。 

.E 村 だいたい、 お前 は>  三 池に 逢 ひたくて 逢 ひたくて、 

仕方がな いと 見える ね。 俺 はいつ でも 逢 はして やる よ。 

遠慮し なくた つ て、 い k ん だよ。 俺 は、 野暮な こと はだ 

い 嫌 ひだ。 逢 ひたい 奴 を、 逢 はさない なんて、 そんな 馬 

鹿げ たこと は 出來な いんだ。 

1» 子 あなた は、 一一 一 池さん が あたし を 思って ゐて. トす つた 

と 分った とき， あんなに お怒りに なった 癖に、 いま はも 

う、 さう 云 ふこと を 仰 言 るんだ から. だいたいが 分り ま 

したわ.、 

山村 分れば い V 。俺 は、 お前の 喜び さうな ことば かり、 


:u、> 


.ほ 部る え a の 帆 


山 » 山 © 


やって 來 てたん だ。 あまり， S 澤を云 ふの は やめて く 

乙 C 

d? 子 そり や、 あなた は • 御 自分が 美 代. 十さん に 逢 ひたい 

もの だから、 あたしに も 三 池さん に 逢 ふやう にお 仕向け 

にな るんで せう。 

山村 夫婦なん て、 こんな こと を 云 ひ 合 ふやう になる もん 

かね.。 もうよ しく。 俺 はもう、 何もかもが いやなん だ。 

子 あたし もお 嫌 ひに なった のでせ う？ 

山村 うむ、 嫌 ひだ。 

iSs 子 ぢゃ、 有り難い わ。 

山村 なぜお 前 は， 直ぐ さう 云 ふこと を 云 ひ 出す の だ？ 

房 子 だって、 あなた は、 あたしが お 嫌 ひに なつたん ぢゃ 

ありま せんか。 

山村 俺 はお 前が- 直ぐ さう 云 ふこと を 云 ひ 出す のが、 嫌 

ひなんだ。 

子 あたし もさうな の 。何も、 あたし をお 嫌 ひに なった 

からつ て、 さう 直ぐ 嫌 ひだなん て. 仰 Iw ら なくつ た つ て、 

い、 と 思 ふわ。 お 嫌 ひだった らお 嫌 ひで、 默 つて ゐ てい 

たにき たいの。 

山村 嫌 ひだから、 嫌 ひだと；： ム つて ゐ るんだ。 

133 子 だから、 あたし も、 有り難い から、 有り難い と 云つ 

てゐ るの よ。 嫌 ひだなん て 云 はれて、 悲し さうな 顔なん 


か、 出来る もんです か。 あたし は、 子供ち やありません 

よ C 

山村 子供で ないから、 い k 加減に 子供で も 逢んでくれ。 

d3 子 あたし は、 冗談 を 云って ろん ぢ やありません よ。 

山村 俺 は • 冗談 を 云って るんだ。 

ほ 子 冗談なら、 冗談ら しく 仰 言い ませ。 人 を 怒らせる の 

も， 怒らせ やうが あります わ。 

山村 そり や、 お前 云 ふこと は、 冗談 ぢ やない よ。 ：儿談 

で. 三 池に 逢 ひたい なんて、 お前 は 云へ る 抦， ぢ やない。 

子 何せ、 あなた は， さう 三 池々々 と 仰 言る の。 

村 お前 は、 三 池が 好きだから さ。 

子 好きな 方なら、 まだ 他に， いくら だってあります わ。 

村 よし- 分った。 覺 えて 置く。 だから、 もう It 常にし 

てるて くれ" 俺 は >  とにかく，  f 供が 欲しくて 仕方がな 

いんだ) 

房 子 あなた は、 此の頃 * いやな ことばつ かり、 仰 言る や 

うにな つたわね。 

山村 うむ， もう そろく、 そんな 頃に なつたん だら う。 

屯と お前と ir 何か喧 と. -ム ふと， 子供の ことから 始ま 

り 出す どうも、 子供と. ぶふお は- 禁物ら しい。 これで 

子供で も 出来たら、 毎 H とつ 組み合 ひ の 喧嘩 だね。 

iss 子 あなた は、 ほんと に 勝 乎な 方よ。 


Mf$  - え ：1 の 帆 
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山村 お前 も • だいぶん， 勝手な 奴 さ。 

ほ 子 初めは， あなた は、 子供 を 逢むな 產む なと 仰 言って、 

そろく あたしに ぉ條 きになる と、 今度 は、 子供々々 と 

仰 言って、 

山村 お前 は 何んだ。 初めは、 子供 を iSi みたくない 產 みた 

くないと；" ム つて ゐて、 さて 逢め ない と 分り 出す と、 今度 

は、 犬 だ 犬 だと； K ひ 出して、 第 一 俺た ち は、 犬を產 むた 

めに 結婚し た んぢゃ 決してない。 

お 子 だって、 子供 を產む ために、 結婚し たんでも 決して 

ぶ、 フジ 

ん、 -14 

それなら、 何のた めに 結婚し たんだ？ 

お 子 あなたが、 結婚し ように 仰 言る からよ。 あなた は、 

何のた めに 結^な すった の？ 

.£村 俺 は、 結婚す るより 仕樣がなかった から、 した だけ 

さ 0 

ds 子 ，でれ なら， あたしが や 供を產 まなく つたって、 い \ 

箬ょ。 

.E 村 子供 を康 まない 女なん て、 そんな 恐ろしい 話 はよ し 

て くれ、 と 云った の は、 こり や ショべ ン ハウ ェ ル だが， 

まァ、 ら んな 恐ろしい 話 はよ して くれ。 

ai 人、 い」 ちら t 默 つて ゐ る、) 

oas 子の 眼に、 だんく が Hi んで來 ろ。) 


子 あたし， そんなに 恐ろしい 女 かしら。 (と 咬く) 

山村 もっとも、 俺に はさう 恐い 女と も 思へ ない が * しか 

し、 何んだ かお 前 は、 もう 直き 恐ろしい こと を やっての 

けさうな 氣 もす るね。 

あたしに は、 もう； 十 供が 出来な いのかしら。 

そり や、 俺 も 知らないね。 

あたし、 子供が ほしい。 (と 萎れ 込む) 

さう 俄に、 萎れな くった つて、 い 、だら う。 何も、 

子供が 出来な いと 云った つて、 お前が 惡 いと は 限らな い 

さ 0 

房 子 (急に、 頭 上げて 元氣 良く) さうよ、 あたしが 惡 

いん ぢ やない わ。 あなたよ、 あなたよ。 きっと あなたに 

ち 力 ひな 、わ，" 

.W 村 俺が 悪い？ 

子 え- <、 さう。 あなたよ。 あなたに 定 つて ゐるゎ G 

山村 俺 は、 お前が 悲しんで ゐ るから、 慰めて やつたん だ 

ょリ 

房 子 い 、え、 違 ひます。 あな た は 、 今迄 御 自分 の惡 いの 

を、 あたしに 冠せ ようとして たのよ。 定 つて ゐる わ。 あ 

なた のこと だから，、 そんな 上手い こと を考 へて • まァ、 

^らしい。 あたし I 長い間.' あたしが. 心い の だとば つか 

り HS つて ゐて、 損 をし ちゃった わ。 さァ， あやまり なさ 
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■k  m 女 房 女 房-女 B 女 B~ 女房 女 


よ C 

山村 何んだ か、 お前 は * 俺 を 平く 近 ひ 出さう とば かり 考 

へて ゐゃ がるな。 前 は、 さ うぢゃなかった が。 

&子 前 は 前、 今 は 今よ。 

山村 今 は 何んだ？ 

ds 子 そんな こと、 どう だってい &ゎ。 それより、 手く 行 

つて、 〔十く 歸 つてい らっしゃ いよ リ 

山村 (右手の ドア- の 方 ぃて出て(仃かぅとし、^!.4-し振 

リ； つて) 今は何んだ？ 

1:^3子 まァ、 お 馬鹿さん ね.〕 (と 良人.^ 押し出す) 

山村 (出て 行く) 

& 子 人，^ 送リ 出して！ is- っズ來 ろと、 暖爐の 上の 雛 S$ 粟 

の 子 3 八， 取り上げ、 ^^^1= 法，^ 小 5^ で？ 12 む) 

繊々 たる か弱い 眾_ に、 蕾の 時には 首 をうな だれ、 物 思 

はしげ にして ゐ たのが、 何の 揮り もな く 直立して 咲き 

y やい • ： (微笑しながら) まァ- 生 意 氣な花 だ わね。 

Og 子 袋ん- 暖爐の 上へ 投げ ， 何 心なく 窓 から 下 視く。 

と、 • ま-,. L^c とな リ、 狼狽 へ て 窓から 身ん 、引く。) 

あたし- どうした らい  かしら。 あの方 * きっと ここへ 

つ L えん. 71 14 

S いでお 手の ドア —から 逃げよう とし、 えた 立ち 停 


あたし. 困った わ。 どうしょ うかしら。 (迷 ふ) …… 

や、 咲 や。 (と女中.^-呼ぶ) 

.Js< 中 (右手の ドア—，^ 開けろ) お呼びで ございま すか。 

BS 子 あのね * お前、 もう 直き、 三 池さん つて 方が いらつ 

しゃる かもしれ ないから、 そしたら、 お通しし ちゃい け 

ない よ。  1 

中 はい。 (退かう とすろ) 

子 あの， 咲 や。 

中 はい。 

子 (默 つて 一 寸考へ 込む) 

中 あのう * お通しし ちゃい けない ので ございませう。 

子 え >、 だけど、 お前、 失禮な こと を 云つ ちゃい けな 

いよ。 

中 はい。 あのう、 何と 申し上げ ませう。 

子 あたしが ゐ るかと 仰 言る にち が ひない から、 そした 

らね …… 0 

中 いらっしゃいません つて、 さう 申し上げれば {且 しい 

んで ございませう。 

子 え \i さう 云って よ- リ 

中 よ 、，o  (退く ン  . 

子 あの、 ^や。 

中 はい、 (と云って再び額，^^出す) 
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B 女房- 女' 女 房 女 房- 女 勢 女 


- 

房 子 ぢゃ、 お前、 こ、 へお 通しして おくれ。 

中 お通し 申 すんで ございま すか e 

_J:!2 子 え \1 お通しし ておくれ。 

女中 はい。 

子 だけど、 あたしが ゐ るかって 仰 言ったら， ゐな いつ 

て 云つ といて 頂戴な。 

屮 はい、 さう して、 お通し 申 すんで ございま すね。 

子 さう してよ。 

屮 はい。 (退かう とすろ) 

子 あ の^や。 

中 はい。 (とま-; ^親く) 

子 もれより、 あたしが 出る わ。 いらっしゃれば、 直ぐ 

あたしに 報ら せて 頂戴な- 

中 はい。 

子 それから、 お前、 あたしの 傍に、 いつでも 從 いて ゐ 

て 頂戴。 よくって。 

中 ま、，。 

子 ぢゃ、 早くお 前 • 見て 來 てよ。  . 

中 はい。 (退く) 

子 あたし、 お 逢 ひしない 方が、 い. -ん だけど。 …… 

(左の ドア I が 開き、 突然 *  S 池が 現れる J 

sSs 子 あら。 


三 池 默 つて 上って 来て >  失禮 いたしました リ 

lElS 子  。 

一 11 池 こんな こと をす るの は、 失禮 だと は 重々 心得て ゐる 

んで すが、 山村が ゐる ときで も かう だつ たんです から、 

今更 あらた める わけに もい きま せんから、 

房 子 でも、 あたし ひとりの とき は， そんな こと をな さら 

ない 方が、 有り難う ございま すわ" 

三 池 もっとも、 今日は、 僕 は 山村の 出た の を 見 はからつ 

て來 たんです から、 初めから， あまりい、 こと をして ゐ 

るんで はありません-, - 

房 子 あたし は， 今日はお 逢 ひした かご ざいません わ。 

三 池 そんな こと は、 僕 はどうで もい、 ん です。 だいたい、 

僕 は あなた に 、好意 を 持た れてゐ ると 思って ゐ ません し。 

房 子 ぢゃ、 何に しに、 默 つて 上って いらっしゃいました 

の？ 

三 池 それ は， 僕 だって 知りません よ。 しかし、 上って 來 

て は、 そんなに いけな かったんで すか。 

&子 え X、 一 應 、女中に さう 云って からにし ていたいき 

たう ございま すわ。 

一一 一 池 そんな こと をして は、 あなたに お 逢 ひ 出来ません ょリ 

僕 は、 あなたに お 逢 ひする ために、 はる... ^日本へ 歸っ 

て來 たんです。 女中なん かに 逢 ふため ぢ やありません。 
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お 子  。 

三 池 僕が この 部屋で、 あなたと お別れして から、 どんな 

こと を 考へ績 けて ゐ たか、 どんな 生活 をして 來 たか、 そ 

んな こと をお 話す るた めに 来たんで もな いんです が >  し 

かし • そんな こと を 話し 出す かもしれ ません。 あなた は， 

橥と 一緒に、 こ X から 逃げ出さ うとな すって、 結局. 撲 

が あなたに B されて、 ひとりぶ らくさせられ たんです 

から， 

_: ^子 そんな 前の こと は> もう 仰 言らないで 下さい ましな。 

三 池 しかし、 今の こと を 話す の は， 僕 は 不倫 快です よ。 

あの は- まだ あなたが、 僕に 魔く だけ は 靡いて 下す つ 

たんだから， あの の 方が 面白 いんです。 僕 は、 もう 一 

；跋 あなた を 速れ て . > J  & から 逃げ出す ため にやつ て 来た 

ん. ちゃありません。 僕 は、 あなたが * その後 どんな 顔 を 

して 生活して ゐ らっしゃ るか、 ちょっと 親き に來 ただけ 

です。 山村 だって. そんな こと 位， 辛抱 出来る 箬で すよ。 

あの 男が 僕 を 苦しめた 程度 を考 へたら， こんな こと 位、 

w ん でもな いんです。 

^-^ それなら、 山村の ゐる ときに、 來て 下さる とい 、と 

H^c ます Js: 

一；； 池 そり や、 さう です。 しかし、 山村の ゐる ときよりも， 

ゐ ない ときの 方が、 僕に は 都合が い、 ん です。 (ゾ ファ 


ILL 膝，^ 下ろす) 

Has 子 あなたに 都合が お 良ろ しくった つ て あた し に 都合が 

惡 ければ、 少し 位 はさし ひかへ 下す つたって、 

三 池 房 子さん。 あなた は. 僕 を どんなに 苦しめな すった 

か、 少し 考へ て 下す つたら、 そんな こと 位、 我慢が 出来な 

いこと はありますまい。 僕 は、 あなたのお 顏を 見たい の 

をもう どれほど 辛抱して ゐた か、 お分りに はなら な いん 

です。 あなた は、 僕が あなた を ® しに 来たとば かり 思つ 

てらつ しゃる んで すね 0 そんな 風 にだけ は、 思 はな いで 下 

さい。 もっとも、 今頃に なって， あなたの 所へ やって 來 

たの は， 摄 かす 結果に はなり さう です が、 しかし. あな 

たは、 僕 を 愛する と 仰 言った ことが、 たった 一 度 あるん 

ですから. 僕 だって、 それ を噓 だと は 思へ ない のです。 

房 子 あたし. そんな ことなん か、 申し上げ たこと は ござ 

いません わ。 

三 池 そり や、 もんな こと を 仰 言りたい の は、 分って ゐま 

すよ 0 しかし、 僕 ははつ きり 覺 えて ゐ るんで す。 さう で 

なくって * どうして おめ/ \、 あなたの 傍へ かう して 舞 

ひ展 つて 來る ものです か。 

1^ 子 いえ、 あたし、 そんな ことなん か。 

三^ いや * もう そんな こと もどう でもい、 ん です。 あな 

たが * 僕 を 愛する と 仰 言ら うが 仰 言る ま いが、 だいいち * 
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今 あな た は 僕 を 愛 して ゐて はド さらな いんだから、 同じ 

ことです よ 0 

お 子 でも、 あなた は、 そんな あたしの 云 はない こと を、 

云 つたと 仰 言 つ た り な さるなん て、 隨分 失禮だ と 思 ひま 

すわ。 

三 池 それなら、 僕 は 申します が- あなた は、 僕と 一緒に 

逃げようと なすった とき、 何と 仰 言いました。 

お 子 あたし、 何ん と 申しました？ 

三 池 愛する と 仰 言いました。 

&子 あたし， そんな こと。 

三 池 ぢゃ、 あなた は、 よほど 昂奮して らっしゃ たんです。 

だけど、 僕 は、 あなたが 奮して ゐら つした かどう だか、 

そのと き は 分りませんで したよ 。分って ゐた ら、 あんな 

馬鹿な 目に は乘ら なかつ たんだが。 

房 子 あのと き は、 あなたが、 あたしに、 あんな 出 鳕目を 

仰 言った もの だから、 それで。 

三 池 それで ノ 誘惑され か& つたと 仰 言 るんで せう。 

子 ぇ乂、 それに. あのと き は、 あたし も 若う ございま 

したわ。 

三 池 いま はお 幾つです。 あのと きから * たった n: 年より 

たって はゐ ません よ。 

1^ 子 三年なん て、 もう 一昔で ございま すわね。  一 


三 池 なるほど、 あなた も、 よほどお 上手に なり ましたね。 

それで 結構です。 もう、 どうか. 愛する なんて、 仰 言ら 

ないで 下さい。 今度 仰 言 つたって. 僕 は、 あなた が昂楚 

して らっしゃ るんだ と 思って ゐ ますから。 

&3 子 (笑 ふ) まァ、 ぢゃ、 もう 一度： K はせ ていた やき ま 

せう か。 お {且 敷って？ 

三 池 どうぞ、 御自. ffi に。 しかし、 僕 だって， あれから 三 

つも 年 をと つて ゐ ますから * そのお つもりで 願 ひます。 

ESS 子 でも * 三つ もお 年寄りになります と、 默 つて. 他人 

の 家へ お上りになる やうになります のね リ 

三 池 はつ はつ はつ はつ は。 いや、 こり や、 ^；^の愛人の家 

なんです。 昔から、 戀 して ゐる の は * 勝手口 か、 さも 

なきや ァ、 窓から 忍び込んだ ものです よ。 

房 子 まァ- 面白く おなりに なりました わね。 前に は、 む 

づ かしい お 顔ば かりなす つて ゐら つし やい ましたのに リ 

三 池 これ も、 あなたのお 力です よ。 僕 は、 かう して、 三 

つ 年 をと つても • 八つ 年 をと つても， いつまでも 獨り者 

で、 あなな の 窓から 忍び込んで、 一生 あなたに 叱られて， 

歸り績 けて ゐ るに ちが ひな いんで せう が- その 中に 白 * 

が 生えて * 今度 は 窓から 落つ こちるゃぅになるんでせ，^.. 

ね 0 

房 子  。 (急に 悲しげ な 額に なろ) 
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三 池 まァ、 これ も、 仕方が ありません。 せめて、 山村の 

ゐな いとき だけで も、 かう して ちょっと、 休ませて おい 

てド さいません か 0 僕 は 他の 愁は云 やしません。 これ だ 

けで 結構です」 

お 子 (V つと 三 池ん  <  眺めて ゐろ) ほんと に、 あなた、 お 

變り になり ましたの ね。 

一二 池 さう です か、 自分で も、 何んだ か、 こり や、 ちょつ 

と 俺も變 つたな ァと思 ふとき があります よ。 もっとも. 

あなたの こと を 思ひ續 けて ゐる こと だけ は、 一 向に 變 り 

ません が、 これ も 何とか しないと 困ります からね。 だい 

いち、 こんな 風 だと、 僕が 困る だけ ぢ やありません よ。 

あなた もお M りになる だら うし、 山村 だ つ て W る だら う 

し、 皆、 誰も 彼 も 困 るんだ から。 

0.^ ほんと に、 あなた、 い > -奥樣 をお 持ち 遊ばしたら？ 

三 池 あなたから、 そんな こと を .ぶ はれる と、 あまり 嬉し 

かありません が- しかし、 さ- 「する 方が ぃ乂 です ね。 あ 

なた なんかに、 一生 思 ひ を かけて ゐ たって、 つまらない 

ん だが、 どうも 此奴 だけ は、 はつ はつ はつ は。 

US 子 ほんと に、 さう でございます わ。 あたし なんか を， 

そんなに お ひ 下す つたって、 つまらな いんです もの。 

そり や、 あたし は、 しいに は 嬉し ゆう ございます けど、 

あたしなん かより、 もっとい、 方が、 いくら だって. ご 


ろごろ して ゐ るんで す もの。 

三 池 いや、 さう でない から 困る のです。 何も， 好き この 

んで、 わざく- こん は 馬鹿な 眞似 をして ゐる ものです 

か 0 

1^3 子 でも、 美 代 子 さんだつて、 ま だ 結婚な すって いらつ 

しゃいません し。 

三 池 あ. 1、 さう でした ね C しかし. 僕と 美 代 子さん が 結 

婚 したと しても、 幸福になる ためしが ありません よ- 

ISS 子 どうして 1^ ございま すの。 あんなに い X 方ぢゃ ござ 

いません か"" 

三 池 いや、 僕が あなたに 失戀 し、 美 代 子さん が 山村に 失 

戀 して、 その 二人が：； li® したと したら、 いったい、 そこ 

から、 どんな 花 が^くと 思 ひます。 きっと 眞黑な 花が^ 

くで せう 0 

子 でも- あなた は 前に、 美 代 子さん を 愛して ゐ らした 

んぢ やありません か。 

三 池 そり や、 僕 だって、 とき， は 美 代 子さん のこと を 

思 ひ 出す こと もあります よ。 しかし， それ は 思 ひ 出す と 

云 ふ 程度の もので、 こんなに 窓から 忍び込ん でまで、 逢 

ひたいと 思った ことはありません ね。 

房 子 山村 は 此の頃、 美 代 子さん のことば かり 申して をり 

ますの 0 
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1:53 子 あら。 

三 池 でな きァ， あなた は、 山村と 僕と を 間遠へ て ゐらっ 

しゃ るんで す 0 

ess 子 まァ。 

三 池 もう、 そんな 話 はよ さ うぢゃありません か： 僕 はも 

ぅ歸ら なき ァ なりません。 こんな 所に ぐづ くして ゐれ 

ば， また 山村に でも 歸られ たら、 周章て なきや ァ なり ま 

せんから ね。 

11^ 子 い、 ん でございますよ。 山村 は、 今頃 はきつ と. 6<; 

代 子さん の 所へ 行って ゐ ましてよ。 

一一 一 池 山村 は， , 代 子さん の 所へ 出かける ことがあ るんで 

すか。 

11^ 子 え.. -、 え 》、 もうこの 頃 は。 

三 池 どうも、 を かしな 男 だな。 

麼子 あら、 あたし、 お茶 も 差し上げませんで、 御免. 下さ 

いませ。 

三 池 い、 んで すよ。 僕 はもう 歸ら なけり やなら な いんで 

すから。 

1:^ 子 でも、 もう 少し ゐら つして 下さい ましな。 あたし. 

何もす る ことが なくって 淋しく つて、 仕樣が な いんです 

から。 

三 池 しかし、 僕 は、 そんな こと はして ゐられ なくなった 


池 らり や- 山村が 云 ふんで せう。 僕 は 云った こと は あ 

りません よ 0 

キ (笑 ひながら.) 山村って ば、 何かと 云 ふと、 もう 直 

ぐ 美 代 子さん のこと です の。 

池 そんな 風に なりました かね。 

しょ つち- 5 

子 え 1-， もう、 ，t^ 中 終なん で ござ ますよ 0 もう 仕 

舞 ひに は 、傍で！！ いて ゐ たって、 を かしい 位なん です の。 

池 ぢゃ * その 半分で も、 あなたが のこと でも 云って 

下されば。 

子 ぇ&、 ですから、 あたし。 

池 云って 下さ るんで すか？ 

子 え、、 あたし、 腹が立つ もんです から、 いつも あな 

たのこと を 云 ひます の。 

池 ぢゃ、 何ん にもな りません ね。 あなたが 僕の こと を 

云 ひ 出し て、 それで 山村が 腹 を 立 て  > 美 代 子さん の こと 

を 云 ふんだ と、 これ はちよ つと 目出度い ことになるんで 

す 力」 

子 でも、 此の頃 は、 あたしから も 申します わ。 

池 いや、 それ は 信用 出來 ません。 

子 い  え、 さ うぢ や ご ざ いません の。 あたし、 あな た 

の こと を， 時々 思 ひ 出して 困る ことが ございま すわ。 

一二 池 それ は， 昂 WE して ゐ らっしゃる 待 のこと です よ。 


m/ii: るん 见の帆  r,', 


ん です。 何んだ か、 急に 落ちつきが なくなり 出して さ 

やうなら 0 

ほ. 卞 まァ、 い X ぢゃ ございま せんか。 

三 池 しかし * 僕が、 これ 以上 こ、 にゐ たって、 何ん にも 

ならな いぢゃありません か e 

d3 子 い >t え、 そんな こと は ございません わ。 あたし、 あ 

なた にゐて 戴く と、 たいへん 心丈夫で ございま すわ。 

三 池 いけませんよ、 僕が こ、 にゐて は" 

子 い、 んで すの。 い  >1 んで すの。 

1 二 池 あなた は 、何んだ か、 Hsia し てゐ らっしゃ るんで す。 

iSs 子 だって、 もうあな たは、 來てド さらな いんで ござい 

ませう。 

三 池 え、、 多分 >  来られな いと 思って ゐ ます。 

お 子 * ちゃ、 どうぞ、 もう |s く- あたしと 一緒に ゐ らして 

下さい ましな。 

コー池 (IE く考 へて) いや- 失禮 いたし ませう。 さやうな 

.TV い 

&子 あら、 どうしてに ございま すの。 

他 いや、 何んでも ありません。 

お 子 あなた は、 美 代 子さん の 所へ、 お行きに なりたが つ 

て、 ゐ らっしゃ るんで すの ね。 

一：； 池 ど、 「して そんな ことが、 お分りに なりました？ 


1S3 子 だって、 あたしが、 美 代 子さん のこと を 云 ひ 出して 

から. 急に 御 樣-ナ がお 變り になり ました わ。 

一一 -池 いや、 僕 は、 山村が 美 代 子さん の 所へ 行く と 聞いた 

からに は、 承知が 出來な いんです。 

房 子 でも、 それ は 山村の 勝手です わ。 

三 池 勝手 ぢ やありません つ それ は、 あまりに 勝手す ぎる。 

1S3 子 だって、 行きたい もの は、 行かして おかなければ し 

やうが ありません わ。 

三 池 房 子さん、 あなた は、， そんな こと を 云って、 平氣で 

ゐられ るんで すか。 

子 え、 

三 池 所が、 廣は默 つて ゐられ ません わ。 あの 男 は， 僕 か 

ら美代 子さん を 1^ ひ、 あなた を 奪 ひ、 それから、 また > 

僕が た r 一  人の 結婚の 可能性の ある 美 代 子さん を 奪 ほ 5 

とする なんて。 僕 は. 今度 こそ * 美 代 子さん を 阿 奴から 

取つ て やる。 

1:33 子 三 池さん。 

三 池 さや 、「なら。 

1^3 子 待って 下さい。 

一一 一 池 いや. 僕 は、 もうこ  > -にゐ たって、 始まりません。 

子 あたし、 あなたが 行って お 了 ひに なつち や、 いやで 

ございま すわ。 


3"r> 
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三 池 僕に は、 もう そんな こと は、 信じられ なくなって ゐ 

ろんで す。 

1I3S 子 でも、 あたし、 こんなに 申し上げ るまでに は、 いろ 

いろ 迷 ひもいた しました わ。 

三 池 前の とき は、 僕 か ら 逃げ て 下さいと お 願 ひした のに、 

今度 は * あなたから、 そんな こと を 云 ひ 出す なんて、 山 

村 もよ ほど あ な た を 虐めた ものと 見えます ね" 

屎子 え \、 山村 は、 あたし を、 そり や 虐めました わ。 P 

も、 あたしが あなたと 一緒に、 逃げよう としたの を 知つ 一 

たからで すわ。 

一一； 池 ぢゃ、 矢張り、 あなたと 山村と を、 こんなにして 了 

つたの も * 僕の 罪 だと 云 ふんです ね。 

$ そ り や、 少し 位 は、 そんな 風 に ぉ考へ 下す つ た つ て 


三 池 僕 は. 自分 を 今迄 可哀 招な 奴 だと 思って ゐ たんです 

が、 しかし、 良く 考 へて みると、 山村 も氣の n おな 男 だつ 

たんです ね。 

ft   。 

三 池 山村 だ つ て 、 あな た を 愛し て ゐ る にち が ひ は な い ん 

です よ 0 

1^ 子 ぃ乂 え. 山村 は. もうあた し を- 愛して るて はくれ 

ません ゎリ 


三 他 しかし。 

© 子 どうぞ、 こ  にゐて 下さい。 

三 池  。 

iSs 子 もう、 いらっしゃらな いので ございませう。 

一一： 池  0 

子 ね、 あたし、 あなたに、 お詫びい たします わ。 

池 あなた は、 廣 を、 愛して はゐ らっしゃ いません。 

子 い k え、 違 ひます。 

池 ぢゃ、 あなた は、 僕 を 愛して ゐて 下さ るんで すか？ 


ffi ぢゃ、 さやうなら。 

子 あたし， あなた を、 どんなにお 慕 ひして ゐ ました か、 

ち つ とも 御存知な いんです わ。 

池 前に も 一 度、 僕 はそんな こと を、 あなたから 云 はれ 

たこと が あつたん です" 

子 でも、 あのと き は、 あたし だって、 どうしてい か 

分らなかった ん です もの。 

池 ぢゃ * 今 は、 お分り だと 云 ふんです ね。 

子 え、。 

池 それなら、 あなた は、 僕 を どうして 下さる おつもり 

なんです？ 

tss 子 あたし、 あなたのお 傍へ、 參ら せて いた きます わ。 
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三 池 あなたが、 そんな こと を 仰 言る 所から 兌る と、 何ん 

だか、 口惜し まぎれに • 僕と 一緒に 逃げよう として ゐら 

つし やる やうで * 僕に は  > ちっともお 難く はな いんです。 

子 あなた は、 卑：^ な 方です ゎリ 

一二 池 そり や. 僕 だって. 卑怯に はなり ますよ。 前に は、 

あれほどの CT^ 怡で 逃げようと したのに、 あなたに 瞞 され 

て 了 つ て か ら は 、 氣 の 脫 け た 風 船 み た い に な つ て 了 つ 

て、 ぶら り ぶら りと やって ゐ るんで す。 もう、 膨らみ は 

しません よ 0 

© 子 もう- ぉ歸り 下さい まし。 あなた は- あたし を、 侮 

*i ゆしに いらっしゃった のです。 

： 二 池 さう です。 僕 は、 僕 を 脇した あなた を • 侮辱し にや 

つて 來 たのです。 

&子 ぉ歸り 下さい。 

-, 池 歸 ります。 しかし、 あなた は- 今 僕を歸 して は、 完 

全に 侮辱され るんで すよ。 ^は、 山村から、 あなた を 今 

日 は 取り返し たのと 1! じ 結 ん ですから。 

は 子 あなたの 誠意 は、 そんな 所に ございまし たのね。 

三 池 いや、 僕に は、 もう 誠意なん か、 そんな もの はあり 

ません。 あなた は、 僕から、 誠意まで とって 了つ たんだ 

から。 

ほ 子 あなた は" あたし 達の 家庭 を、 お壊しに なった 癖に、 


まだ あたし 達 を 笑 はう と 思って らっしゃい ますの；：。 

三 池 そんな こと は 知りません よ。 しかし、 僕が 今日 あな 

た を 侮辱し に來 たために、 あなた は、 破れ かけた 山村と 

の 愛 を、 また 驚ぎ とめる ことが 出來 たでせ う。 山村が 歸 

つて 來 たら、 さう 云って おやりなない。 今日- 三 池が や 

つて 來て、 いろくな こと を 饒舌って いったが、 あたし、 

みんな 跳ねつ けて やった つて。 

1:33 子 あなた は、 どうして そんなにまで、 ぉ變 りに なった 

んで せう 0 

三 池 あなた は、 そろく、 僕に 同情し 始めたん です ね。 

&子 あたし、 ほんと に、 御 同情 申し上げます わ。 

三 池 いや、 もう 結 IS です- - ぢゃ * さやうなら。 

iSS 子  。 

一一 一 池 (左手から 出ようと する) 

153 子 三 池さん。 

一一 一 池 (振り返ろ) 

© 子 あたし、 あなたの 所へ、 一度 參ら せて いた きます 

わ" 

三 池 いけません" 

K53 子 いやです。 

三 池 いや、 來 ちゃい けません。 

房 子 でも、 あたし、 一度お 伺 ひした いんです。 
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m 女 B 女 三 B 


三 池 ぢゃ. 山村と 一緒にい らっしゃい 


池 (出て 行く) 

子 (ぽん やりと 立って ゐる。 間) 

中 广 左から 現れる) 奥樣， 三 池 さま は、 ちっとも いら 

つし や いません が， どうな すつ たんで ございませう。 

子 あ， もう、 いいのよ。 

中 さう でございます か。 (退かう とする) 

子 あの 咲 や、 あたし. 直ぐ これから 出かける から、 下 

駄を 出して おいて 頂戴な。 

女中 はい。 (退場) 

G!3 子 1窓から外.^舰きーー1池の行齒1^^眺めてる) 

. — 幕 li 


[ 


接 枚の 愛  no9 


愛の 挨拶 


ある 協せ の應接 室。 

テ ー プルし 

：:^ 椅子。 

麻 * 堪。 

.M。 

校正係 5- 乙、 二人。 甲が 聲，. 上げて 校正刷り 讀み、 

乙が 原稿,^ 見詰めて ゐろ。 

甲 爛 f は 尖鋭な 病人 だ つ た 。彼女 は 朝 起る と 爪 を 磨 い た 。 

彼女 は 一日に 一 足づっ 新ら しい 足袋 を. 取り 變 へた」 彼女 

は 自動車 の t: 馆 と 犬の 鳴き 聲と に 敏感 だ つ た 。 彼女 は 化 

駐を すると 名妓の や， r に 1% え 始めた〕 彼女 は Jdf を 磨く の 

に ふした。 彼女 は 果資と 薬 子と を 常食した。 彼女 は 機 

城の や. つな 速力で iS 書した。 

乙 を かしな 女. た.； J  >  (と 笑 ひ 出す) 

m. 力. 3 拔な女 だね。 

乙 こんな 女 は ゐるも 0 か。 


甲 此の 小說の モデル は、 さっき 二階へ 來てゐ たよ。 

乙 はは ァ、 あれ か、 斷髮 だろ。 

甲 違 ふ。 

乙 斷髮 だよ „ - 

甲 違 ふ。 

乙 斷髮 だ。 

甲 ぢゃ、 もう * 直き、 こ- <  へ 現れる から、 見て るが い X  J 

乙 斷髮と 云 ふの は、 髮を 切って あるんだ ぜ。 

甲 定 つてら ァ。 

乙 それなら、 あの 女 は斷髮 だ。 

甲 違 ふ，」 

乙 ぢゃ、 俺が 見て 來て やる。 

(乙、 退場 

(甲、 ひとり 校： 止^り. 5- 默 つて 讀み、 途中、 大聲で 笑 

ひ 出す と た 讀み繽 けろ。) 

(一人の 男、 突然 • 空氣銃 持った ま \ 一匹の 雀ん 

ぶら下げ、 庭の 中から 飛び込んで 來 ろ。) 

男 雀が とれた ッ。 

5- とれた？ 

S  力 とれた ッ。 

甲 どら.， < -。 

e: 力 とれた。 とれた。 (と 叫びながら、 椅子，^ 突き倒し， 
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おの 入口から 飛び出 ズ 行く し 

甲 馬 度な 奴 だ。 雀が 何んだ。 あんな 奴 は、 鳩で もとった 

ら、 狂人になる 奴 だ。 

(乙、 おの 戸口から 飛び込んで 來る 0) 

乙 斷髮 だ。 

甲 斷髮 だ？ 

乙 斷髮 だ。 

a- 媳を 云へ。 

乙 髮が 切って ある。 

甲 ぢゃ、 俺が 見て 來て やる。 

(甲、 退場。) 

(乙. S-LL 代って 校正 则リん 、眺め 出す。 や t 中、 急に、 

大萆で 笑 ふ。〕 

(女中- 左手から お茶 持って 這 入って 來 る。) 

女中 (暫く、 ぼん ゃリ 立って ゐ てから) お 客 さま は？ 

乙 知らないよ。 

女中 ぢゃ 間違 ひか しら。 どうしたんで せう。 

(乙、 また 校正刷り,^ 見ながら、 噴き出して 笑 ふ。) 

女中 こ k へ、 お 客 さまが 來てゐ らっしゃ つたんで せう？ 

乙 知らないよ。 

女中 でも、 こ > にゐ るって 仰 言つ たんです が。 

乙 (急 に 女中 か- 仰ぶ- ソ 僕 は默っ て 君 を 愛し て たんだ が、 


君 はちつ とも、 何とも 云って くれないね。 

女中 あのう、 もうお i 各 さま は、 ぉ歸 りに なつたん です か J 

乙 おい 君 * 冗談 ぢ やな いんだよ。 

女中 あなた、 さっき からこ- .< にゐら しゃいました の？ 

乙 お茶 は 僕が 飲む から、 心配し なくった つてい、 ん だよ。 

(女中の 茶 VJ- とってぐ つと 飮 む。) 

(二人の 靑年 作家が I- 草，^ 吸 ひ 乍ら 左手から 這 入って 

來 ろ。) 

A とにかく > あの 男の 書く もの は、 古く さくって • 新ら 

しくって、 古く さい、 と 云 ふ 所があって、 一寸 面白い。 

B それに、 あの 男 は， どこか 親父 も 阿 母もゐ ない 所から、 

生れて 来た * と 云 ふ 感じが する ね。 

A さう だ， さう だ。 確に あの 男 は、 親父 も 阿 母もゐ ない 

所から、 出て 來 たんだよ。 

(A、  B、 同時に 聲 高く 笑 ひながら、 庭の 方へ 去ろ。) 

(右手から、 甲、 ^け 込んで 來ろ 0) 

甲 斷髮ぢ やない ぞ。 

乙 斷髮 だよ。 

甲 斷髮ぢ やない。 

乙 斷髮 だ。 

甲 あれ は、 一寸、 前の 髮が 切って ある だけ さ。 

乙 そら つ、 だから、 斷髮 だと 云 ふんだ。 
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m. 斷髮ぢ やな いぢ やない か。 斷髮と 云 ふの if 前 も 後 も， 

全部す つかり 切つ て ある の が斷髮 さ。 

乙 いや、 斷髮と 云 ふ 字 は、 髮を 切る とせ： 〔くんだ よ" 

屮 お 客 さま は * こ > -へゐ らっしゃ るんで せう か。 

m. お 客 さまって、 誰の こったい？ 

女中 私、 知らないんで すが。 

甲 f; が 知ら なきや， 僕 だつ て 知らない さ。 

女屮 さう です わね-, - 

m. ら り や， さう だよ。 

(女中 *  虚の 盆， 5- 持った i  、退場。) 

m. 斷 髮と 一； ム ふの if かう 前 も 後 も， すっかり 切った のが 

斷髮 と. ぞ.^ ん だよ、 そんな こと も 知らないで • 斷髮の 女 

を 見 に 行くな んて、 岡々 しいね。 

9, 乙. ：冉び 校正 LL とり か 、ろ。) 

m. さァ、 やろ よ 0 

乙 よし 來 た。 

m.  (！^み上げる〕 私-あなたと 結婚したら、 房々 した 二 

疋 0 大きな 猛犬 を 飼って， それから 九せ 鳥 を 一 疋と、 あ 

なた、 あなた は 羊が お 嫌 ひなの。 私 は 私の 所へ 來る戀 文 

を、 一日に；； 一 つづつ 羊に 食べさせて、 ，てれから 私 は あな 

たの S:: で 編物す るの。 私 は フラン ス語を 勉強し なき ァな 

らな いわ。 私 は 辭引を むの が 大好きな の。 私 は 假名 使 


ひの 名人よ。 あ  >- さう、 私 は聲樂 のお 稽古に 通 はなき 7 

ならな いんだ わ。 私 は アルト、 私の 聲は 一番 有望 だって * 

先生が 賞め るの よ。 カツ コ、 君で も 煽てに 乘 るの は 好き 

です ね。 カツ コ、 え \、 さう、 私、 先生が 私に 戀 をして 

ゐて くれろ とい &と思 ふの。 私 は あなた を 愛しながら、 

先生の 所へ 行って ゐて、 先生から 怨 まれて、 歌 を 唄 はせ： 

られ ると する でせ う。 私 は 肺が 惡 いから， 歌へば 歌 ふ 

ど 死んで 行く の。 さう して 私>  死にたい の。 ね， 私に は 

劎 難の 相が あると 思 はなく つて- 私 は 誰か にきつ と 殺さ 一 

れ ると 思って ゐ るの。  i 

(そ の と さ * 前髮， ^切 つた 爛 子が 右手から 這 入 つ て 來； 

る。)  i 

(甲、 乙 * 同^に その 方ん」 向き、 一寸 辭 儀ん、 すろ。) _ 

へ. 爛 子に 會釋 yj- 返す と 椅子に 腰， ゃ降ス し、 傍に あった 

新聞ん-請み 始めろ， 0 

？. 乙， 校正ん 續 けて 行く じ 

甲 秋が 來 ると * 瀾子は 小 聲 で 淋しい 歌 を 歌 ひ 出した" 彼 

は 亡くなった 妻の 溫さを 一 層 深く 思 ひ 出した， - 簡子は 彼 

の 憂欝な 顔に 敏感に なり 出した。 彼 は S 子の 默っ て 爪 を- 

磨いて ゐる樣 子が 重苦しく なって 来た。  ； 

(熾 子、 新聞から 眼 か 上げ、 &の聲 に 敏感に 耳 傾：：^ 

てゐろ 0)  一 


r.€,2  お 挨の愛 


任務 S 


屮 彼 は 坂道の 頂上に ある 彼らの 窓で * 秋風に 吹かれな が 

ら、 塌,. f とそれ 以上 ゐる こと は、 とても 我 侵が 出来な く 

なった- 

煤 子 ちょっと、 あのう、 それ、 木 山さん の 小說で ござい 

ますの？ 

甲 え、， さう です-. リ 

壩子 ぢゃ、 その 校正 * 私に させて 下さいません か，" 

甲 でも、 これ は 初校です から， 大變免 倒なん です。 

爛子 い、 の： 私、 間違 ひなく やって おみせし ましてよ。 

甲 * ちゃ、 も 5 直ぐ これ を濟 ませて 了 ひます から、 さう し 

たら、 もう 一 度 見て 下さい。 

爛子 いえ、 私、 その 初校の 方 を 見た いんです の。 

甲 さう です か、 では、 濟 みません が、 一 つお 願 ひし ませ 

うか。 

(甲、 乙、 校正刷り，^ 熠子 Li 渡して 右から 退場。 觸 子、 

ひとリ校正，^-讀んでゐる0離れの方からス バ 一一 シュ *セ 

レナ I ドが 聞え て來 ろ。 溷 子 * 時々 校正刷 リに 手,^ 入 

れ ろ。) 

(左手から 編輯 主任が 昂奮しながら， 女優 LL つきまと 

はれて 這 入って 來 ろ。) 

主任 勝 つ たぞ。 勝った ぞ>  滿杆 だ， 萬 通 パ ィで、 チン ィ 


ッソ- さ。 カン チヤ ン カイ ホと來 た， - 親で 一 千， どう. た 

い。 おごれ： (と 詞サゃ 叩く) 

女優 あなたが おごりな さいよ-」 私、 今夜、 あなたに、 ホー 

テル イン.！ リアル を觀 に述れ て つ て いた r  く 約束よ。 ； 

主任 俺の 滿杯も 半年 振り だ。 總 ボンの チン イツ ソ ー なん 

て。 俺 は 今日は、 こり や、 どうかして ゐんる だ" カン チー 

ヤン カイ ホと來 た。 い、 か * 親で 一千、 おごれ.」 

女優 あなた、 そんなに 狂人みたい になつ ちゃ、 奥 樣に叱 

られ てよ. - 

(右手から 庶務 係が 這って 來 る。)  一 

おい， 今日は 滿杆 だ。  j 

W 滿杯 だって？  一 

うむ、 萬 通 パイで * チン イツ ソ ー さ。 カン チャン カー 

ィ ホと來 た」 親で 一 千。 

庶務 係 俺 も 今、 大澤を やっつけて 来た 所 さ。 敵飛 軍の 頭 

へ 桂と 打って. 角 道 を 塞いで おいて， 王手と 來た。 所が，， 

王の 頭. に、 

主任 それ も 俺の は 、總 ボンなん だ。 後 四つ で 流れる 奴 を、 

ッ ー モで やつ て * 

女優 あなた， ホテル インべ リアル を 御 覽 になって？ と 

て も 素敵なん です つてね。 

庶務 係 所が、 向 ふ は 王の 頭に iii がんって、 こっちの 桂が 
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爛子 どこ へ 行つ てん つ しゃいました の？ 

A 一寸 旅行 をして たんです。 

P 子 さう。 今日 木 山さん にお 眼に か、 るなん て、 隨分不 

思議です わね。 

A どうしてです？ 

爛子 あなた は、 不思議 ぢ やなかった のか もしれ ない けど。 

A 溪は、 あなたが 来て ゐ らっしゃる だら うと 思って、 來 

たんぢ やな いんです よ。 

凝 子 そり や 分って ゐ ましてよ。 だから、 不思議 だと 云 ふ 

んで すわ 

A その後， あなた はお 達者です か？ 

爛子 まだ あなた は、 私の 健康なん か、 氣 にして ゐら つし 

やい ますの？ 

A これ は、 僕の 挨搜 なんです から、 今頃から. そんな 所 

へ 引つ か、 る もん ぢ やありません よ。 

塌子 ほんと に、 さう でした わね。 あなた も、 その後お 達 

者です の？ 

A 有り難う。 

爛子 御元氣 らしく つて、 何よりで すわ。 

A 有り難う。 あなたと 別れてから、 もう 幾 月に な るんで 

すかね。 
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觸子 私、 もう 此の 頃、 それ は 忘れ つ ぼくな りました のよ。 

A ぢゃ、 僕と 競 〔サ して ゐた わけです わ。 

爛子 あら、 さう でした の。 

A いまさら、 そんな ことに 驚か なくたって * ぃ&で すよ J 

爛子 驚いた んぢ やありません わ。 これ も • 御挨 接の 代り 

位に はなります わ。 

\ 有り難う n- 

觸子 どちらへ 御旅 行して いらっしゃい ましたの？ 

A もう そんな 挨投 をす るの は、 濟 みました よ。 

漏 子 あら、 さう でした わね。 御免なさい。 

A あなた も、 隨分 忘れつ ぼくな つた もんです ね。 

髑子 ,f、 お蔭 さまで。 

A 結構です。 

髑子 まァ、 今日は 久し振り にお 逢 ひした のに、 どちらも 

挨拶ば つかりで。 

A あなた もです か。 

谰子 御覧の 通りです わ。 

A それで、 まァ 無事に、 どもら も 此の 日が 過して 行ける 

と 云 ふ ものです よつ しかし、 あなた だって、 僕 を 愛して 

ゐ なすった んぢ やな いんだし. さ、 つ/ \ 僕に、 氣恥 しい 

思 ひ を させな くた つてい-. -で せう。 

^子 それ は * 私の 云 ふこと です わ。 


A しかし 僕が 云った つてい、 ぢ やありません か。 何 か， 

お差し 閊 へが あるんで すか リ 

爝子 そんな こと * 今頃 申し上げ たって、 何ん にもな り ま 

せん ゎリ 

A ぢゃ、 もう 何もかも、 一 Cl3 のこと、 今日は 挨 SWT はっか 

りに しとき ませう 

燜子 え. 1。 その 方が 結構よ リ 

A さて ッとリ 

(ふと 爛 子の 前の 原稿 vS- 見、 一寸 取り上げ、 0 

A あなた は、 此の 僕の 小說 を讀ん だんです か。 

爛子 え、、 校正 させて いたに さました の。 

A  (苦笑しながら) どうも、 それ は、 すみませんでした 

ね。 何 か 御 感想はありませんでした か？ 

爛子 あなた は、 私 を， こんな 女 だとお 思 ひに なって ゐた 

と 云 ふこと だけが * はっきりい たします わ。 

A しかし、 僕が あなた を、 そんな な あなた だと 思って 

ゐたッ て、 別に あなた を 不幸に したわけ ではないで せう。 

爛子 あなた は、 さう お 思 ひに なって ゐ るら しゅ > つ 見え ま 

すの ね。 

A ぢゃ、 あなた は、 これ を讀ん で、 不幸 をお 感じに なつ 

たのです か。 

爛子 もう 今日は、 どちらも 御 挨拶 だけにし とく 害だった 
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のよ 0 

A あなた は、 これ を^んでも、 挨 S$l だけで ぉ濟 ませに な 

i- ま ォ 

谰子 え、。 だって， あなたが、 お書きに なった ものなん 

ですから、 私が とやかく 云った つて， どうに もなら ない 

ぢ やありません か。 

A その 程度なら、 僕 はこの ま、 出して しま ひませ う。 

g 子 どうぞ。 

A 校正まで あなたに させて、 どうも 少し、 あなた はた、 

り 過ぎた 傾きが あります ね。 も、 「直ぐ， あなた も 幸福に 

なります よ。 - 

P 子 その 御？ i 、^だけ は、 恐れ入ります わ。 

A その 小 說の屮 に、 ，？ ^械が 幾つ ほど ありました？ 

焖子 此 C 小說 は、 私に は $： 誤植なん ですから. 幾つ だな 

んて、 そんな こと は 分りません わ。 

A しかし、 あなたが 校正 をな すった 以上、 誤植の 罪 は あ 

なた の 方に あるんで す」 その 責任 だけ は、 あなたが 持つ 

のが 當然 でせ  >ゥ。 (右手から 不意に 女優が 現れる) 

女 極 あら、 木 山さん、 いついら つし やい ましたの。 私、 

，亡 れは澤 山々 々お話したい ことがあり ますの。 ホ ッホッ 

ホ ッホッ ホッ. あのね * 今. お 電話 を ある 所から いた 

いたのよ〕 それ は それ はい、 所から なの。 あ > -、 嬉し。 


ホッ ホッホ ッホッ 0 

(笑 ひながら、 お 手の 方へ 引き返す。 とまた^ LL 

くろり と 木 山 の 方 へ 向き 返 ろ ： 

ケ優 あのね、 木 山さん。 それ は それ は 面白い お 話が あり 

ますの、 あのね、 夕べお 友達が 私の 所へ 來 ましたの。 所 

が、 その 人のお 羽織の^ 中に、 誰かに 抱かれた 跡が くつ 

きりついて ゐ るんで せう。 私- 默 つてお 羽織 を脫 がせて 

默 つて アイロン を かけて やり ましたの。 さう したら * ま 

ァ、 その 方の 赤い 顔ったら、 ホッ ホッホ ッホッ ホッ。 

(首.^ 縮めて 笑 ひながら 右手 へ と屮さ 下ろ じ 

A あの 女優に つ い て、 何 か 御 感想が ありまし たか？ 

顿子 何だか、 あなた は、 あの 女優に 火 を 點 けられて ゐら 

つし やる やうな 形跡が 見え まし 

A その 感想 は 平凡です よ。 

熥子 もっとも、 あなたが、 火 をお ii けにな つたの かもし 

れな いけど * 

A いや、 女優と 云 ふ もの は、 火 を 點 ける 練習 を、 いつで 

もやって ゐ なければ、 さ ァと云 ふとき の 間に合 はない も 

のなん です よ 0 だから- あの 女優 は、 あ k して マッチ を 

いつでも 袂 C 屮へ 入れて ゐて、 と兑 ると、 煙草 だと 思 

つ て 了 ふ 練習 を やって ゐ るの です。 

觸子 ぢゃ、 あなた も、 煙草に された わけなの ね。 
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A そり や、 いづれ、 煙草 ぐら ゐには 思って ゐて くれます 

よ。 それより、 あなた は、 僕 を 何んだ と 思って ゐ たんで 

す？ まさか、 僕 を、 此 いつは、 い、 自動車 だと 思って 

ゐ たんで はないで せう。 

爛子 え- 1、 え、、 そんな 御勿體 ない こと を、 私が どうし 

て 田 5 ふもんで すか。 

A ぢゃ、 あなた は、 あれで も、 まだ 僕 を 愛して ゐ たんだ 

と 仰 fM るお つもり なんです ね。 

爛子 え、、 さう 申し上げ たって * 別に あなたの やうに、 

さう 私 は 困り は いたしません わ。 

A 僕の やうに つて？ 

爛子 ぇ&, あなたの やうに。 

A なるほど、 あなた は、 僕が あなた を 愛して ゐ たと 云 ふ 

- J と を、 そんな に 僕に 云 はせ たいと 云 ふ ぉ氣 持ち だけ は 

分ります が、 しかし、 まァ、 今日は、 此の 位ゐな 挨拨に 

しとき ませう。 いまさら、 僕が あなた を 愛して ゐ たと 云 

つたって、 始まらな いぢ やないで すか。 

髑子 そり や、 さう です わね。 でも、 私が あなた を 愛して 

ゐ なかった と、 さう きつば り あなたが お 思 ひに なりたい 

ぉ氣 持ち も、 よく 私に は 分ります わ。 

A はは ァ。 そり や、 何んで すか。 僕が あの 女優の 煙草に 

なりたい からだと * あなた は 仰 言り たいんで せう？ 


爛子 まァ、 そんな 聯立 方程式 も 造って おいた つて、 いつ 

か は あなたのお 役に たち ましてよ。 

A 所が， 此の 男 、元来 殺風景な 代物で， あなたの 愛の 方 程 

式 さへ 解き かねた ほどの 頭の 惡 さと 來てゐ るんだ から。 

熾 子 でも、 私の 方程式 は、 ちょっと、 あなたに 難 かし 過 

ぎた のか も 分りません わ。 

A さう なんだ。 あなたの 方程式 は、 いつでも 間違 ひだら 

けで、 僕に はさつ ばり 分らなかった。 第一， 愛しても ゐ 

ない 癖に、 愛， 愛、 愛と 云 ふやうな、 そんな 答への 出て 

来る 方程式 は、 きっと どこか に 間違 ひが あるに 相違な い 

のです。 しかし. 今から、 その 檢算を やる こと だけ は、 

御免です よ。 

(女中 左手から 鼓，^ 出す 0) 

「木 山さん • お^話で ございます。」 

A さ うら、 君-方程式 がか V つて 来た ひ 

(A、 お 手から 笑 ひなが" 退場。) 

(ァ I 一  トラ ダンス が IS えて 來 ろ。) 

(熥 子、 淋しげ Li 沈み 込む。) 

(間。) 

(B、 庭の. i«5 から 現れろ。) 

觴 子 いらっしゃいませ。 

B いっから、 お待ち？ 
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B もう 一寸， 待って くれ。 

A の聲 よし 来た。 

B ああ 云 ふ 奴 だ。 

燜子 木 山さん、 聞いて ゐた のか しら。 

E あの 男 は、 聞き もしません ょリ 

髑子 * ちゃ、 失敗った わね。 

B 君 も * さう 云 ふ 人なん だから。 

熥子 だって、 私に して みれば、 かれる 方が 面白い わ。 

B ぢゃ、 こ &へ、 木 山 を 呼び ませう か。 

髑子 そり や、 あなたのお 勝手よ。 

B ぢゃ、 呼びます よ。 

爛子 どうぞ。 

B お、、 木 山、 木 山。 (と 呼ぶ) 

A おい。 (と 云って 這 入つ，！、 來る) 

B 失敬した ね。 

A うむ、 時間 は、 大切に する がいい。 

爛子 お 電 話 は どこから でした の？ 

A 自分の 愛人の 前で、 さう 云 ふこと を氣 にす る 人が、 あ 

ります か。 僕の 仕込みの ほど も、 知れる ぢ やありません 

か。 少し はお 慎し みなさる が い 、 し 

谰子 だって、 私 だって、 時には 照れる ことがありまして 

よ 。さう，/ \ あなた の やうに 私 を 惡く思 はなく つたつ て、 


い 、でせ う。 

A 君が、 照れる なんて、 そんな 優しい 所 を 見せられて は， 

困ります ね。 

B 今度 はほんと に 愛し 出す か。 

A さう だ。 だから、 君 は 用心 をす るが ぃ&。 

燜子 そんな ことにな り 出したら、 それ こそ 私- 方程式の 

立て 方が なくなる わ。 

A いや， 君の 方程式 は、 初めから 間 違って ゐ るんだ から。 

燜子 だって、 私に は， もう ちゃんと、 立派な 答へ が 出て 

來てゐ ますの よ" 

A 松算 は、 もうす る 必要が ありま せんね。 

爛子 ええ、 どうぞ， いつでも なすって 下さい まし-〕 

A ぢゃ、 ひとつ、 麻崔 でも やって 祝 はう か。 

A よし、 やらう 0 

爛子 だって、 これ だけ ぢゃ、 ひとり 足りない わ。 

A ぢゃ、 電話で、 僕 も 呼び出す かな。 

熵子 え， さうな さい まし。 お呼びな さいな。 

A いや， それより 僕 は、 かう して 二人の 邪魔で もして フ 3 

る 方が、 いいら しい」 

觴子 そんな こと をな すって は、 なほ 二人の 仲が Ji- くな つ 

て いきまし てよ。 

A もう そんな 設明 はしな くった つて. ちゃんと 方程式に 
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出て ゐ ますよ。 さァ * もうい 、加減に、 こ 》 から 二人と 

も 出て 行つ て くれ 給へ。 

(女優 >  手から 現れる 0,} 

女優 木 山さん、 今日はお 稽. H: はありません の。 

A あ、 さ， つ だ。 あるよ あるよ。 準備に とりかかって くれ 

給へ。 こ  >- です るから。 

女 傻、 去ろ。) 

^子 ぢゃ、 私たち • これで 失禮 しまして よ。 

A どうぞ、 御 自由に。 しかし、 これから こ  >- で、 僕と 君 

と 0 0 の 生活 を 書い た 芝居 の 練習 を や るんで すが、 良け 

れば、 お 二人とも 見て いつ て くれ 給へ。 いま 來た 女優が、 

g 子さん にな るんだ から。 

？ あら， さう 。ぢゃ 私- 拜兑 さしてい ただく わ〕 

n しかし， 僕が それ を兑 せられる の は、 因 架 だね。 

A いや "少々 は、 こんな 辛抱 もしと くがい、 さ。 前の 轍 

の 跡を路 まない やうに ね。 

(女優、 ー冉び 男優と 一緒- lilies* 器，^ 持って 右手から 現 

れ ろ。 ■> 

A さァ、 ぢゃ、 やり 出して くれ 給へ" 

(女優と Si; 優と、 失々 A の 方，^ 向 い て 持 子に つく。  A ；、 

-ぉ|^ド^,^かけ始める0 カン ッ オネタ タ。) 

女 1« もう 秋に なった のね。 


男優 うむ。 

4^ 優 あたし、 輕 井澤の 霧の いつば いに 擴 がった 中で， あ 

なた と 一 緒に 暮し てみたい わ.' 

優 僕 は、 北京へ 行きた くな つた。 

女優 もう 輕 井澤の 避暑客 も歸る 頃ね。 

男優 雨 かな-,. 

女優 雨よ、 

Ej; 優 何ん. たか、 ぞくく 塞くな つて 来た。 

女優 私， あなたと 結婚したら、 房々 した ニ疋の 大きな 猛 

犬 を 飼つ て、 それから 九お 鳥 を 一 疋と. あなた、 あなた 

は 羊が お 嫌 ひなの」 私 は、 私の 所へ 來る戀 文 を >  一 日に 

三つ づっ 羊に 食べ させて、 それから 私 は あなた の 傍で 編 

物す るの。 私 は フラン ス語 を勉强 しなき やなら な いわ。 

私は辭 引を讀 むの が 大好きな の。 ああ、 さう、 私 は聲樂 

のお 稽古に 通 はなき ァ ならな いんだ わ。 私の 聲は 一 番有 

望 だって 先生が 《员 める のよ。 

男優 君で も榻 てに 乘 るの は 好きです ね" 

女優 え、、 さう、 私、 先生が 私に 戀 をして ゐて くれる と 

い、 と 思 ふの。 私 は あなた を 愛しながら. 先生の 所へ 行 

つて ゐ て， 先生から 怨 まれて、 歌 を 歌 はせられ ると する 

でせ う. 私 は 肺が 惡ぃ から、 歌へば 歌 ふ ほど 死んで 行く 
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男 >» そり や、 卓見 だ。 しかし * 愛と 云 ふことの 分って ゐ 

るぬ は、 僕の 前へ 出て 来る がい &。 僕 は その 者に 向って、 

愛と はいった い、 何事 だと 訊いて みる。 ね、 君、 愛と は 

いったい、 何事です？ 

女 極 愛と は、 愛よ。 

男優 愛と は， 愛 か。 

女優 愛と は >  愛 だ わ，、 

男優 そり や- さう に 《おひない。 愛と は 愛 だ。 しかし >  愛 

と は、 いったい 何事 だ. - 

女優 (立ち上って 窓 V ゆ 見る) 私、 ど， つして こんな 所に ゐ 

たんで せう。 不思議 だ わ。 

男優 全く 不思議 だ。 君と 一 緒に ゐる男 は *  曳きの やう 

に、 一 HI 中、 愛、 愛、 愛と 云って ゐ なけれ やならない 箬 

だが、 こ、 の. 曳き は， どうも あんまり 冷： 说過ぎ ていけ 

ません，、 

(A  、 蓄音機に カン ク ォ ネッタ y やかけ る 。〕 

(間。) 

女優 私 • 鄉 里へ 歸 らう かしら。 

男優 さう-それなら、 一番 都合が い トリ 

女優 私 if あなたの ために、 ：！• 取へ 歸 つて 上げる のよ。 

男優 それ はどう 云 ふ 意味なん です？ 

女優 そんな こと は. もう 說明 申し上げる 必要 はないで せ 


の。 私、 さう して 死にたい の。 ね、 私に は劎 難の 相が あ 

ると 思 はなく つ て。 私 は 誰かに きっと 殺される と 思って 

ゐ るの。 

リソ：： に 一 あ、、 あ、 - 今夜の 煙草 は、 何ん て 不味い 煙草 だら 

女優 あなた。 (と 男優，^ e 睨みながら) あなた は、 私 を 愛 

して ゐて 下さる の？ 

いや、 僕 は、 今夜 は、 此の 煙草が 不味い と 云って ゐ 

るんで す"^ 

優 あなた は、 私 を 愛し て はるな いんです〕 

優 僕に は >  あなたの 愛と 云 ふこと が 分らな いんだ" 

優 嘘よ" 噴よ、 あなた は、 私 を 愛して はゐ ない のよ。 

優 愛と は 何んで す。 僕に は 分らん。 ー體 どれ だけの 程 

度の 愛 を、 あなた は 愛と 云 ふんです。 

女優  つ 

男優 だいたい 君が、 愛なん て 云 ふの が 生意氣 です よ。 愛、 

愛、 愛， つて、 君 は 何んでも 二言目に は 愛の 話 だ。 君 は， 

僕 を だ つ て 愛して はゐ ます ま い 。 

S もう 分りました わ。 

いったい、 愛と は どんな ことです？ 

女優 愛が 分らなければ、 愛の ことなん か 云った つて、 分 

らな いぢゃありません か。 
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ンデー t 》〕 ら閉 


閉らぬ 力 1 テ ン 


夜 

スタ ンド 

食後 

良人 (椅子に 寄リ、 爪ん」 剪って ゐろ〕 

細 君 (し き リ LL 窓の 力 ー テ ン,. 閉めようと して ゐ, C.  0 力- 

テ ン は 何 か LL 引つ かかって、 半分 締 つ たま ま 引き 切れな 

、し 

4 人 馬鹿に 腹が ふくれた もんだ。 

細君 ああ * いや だ、 此の 力-テン， - 

A 人 今夜 は、 何 を 食った のかな。 もう 忘れた ぞ。 

細お いや. た わ、 ちょっと も閉ら ない わ。 あなた、 どうか 

して 頂戴よ リ 

良人 此の頃、 俺 はどうして か う 忘れ つぼくな つたの か な 。 

何んでも 忘れる。 これ ぢゃ。 

細君 あな た、 此の 力 ー テン、 閉め て 頂戴な。 

良人 そんな もの、 閉めな くった つて， い いぢ やない かし 

細君 だって リ 


良人 閉めな くった つて， いいさ。 

細君 閉める もの は、 閉めて おく もの だ わ。 

良人 だから、 開ける もの は、 開けて おけ。 

細君 力 ー テン は、 閉める ものよ。 

良人 馬鹿な こと を 云へ、 力— テン は、 開けたり、 閉めた 

りする もん さ，， - 

^君 ああ、 いやいや、 知らない。 

(うるさ さう に、 力 I テン の 裾 窓枠"」 投げつ けろ。) 

良人 しかし、 何んだ ぜ、 力 ー テン を 閉めた つて、 今頃、 

俺 は 接吻す るの は 御免 だぜ。 

II 君 いい わ。 

良人 良け り や、 無難 だ。 

S  (ぶんぷん しズ 椅子に 坐す) 

ftl 人 (a 分の 指，^ 眺めながら) 俺の、 此の 中高 指の 格好 

は、 いつ 見ても 素敵な もんだ リ 

もうあな たも、 だんだん 不親切に なった わね。 

良人 俺の 中高 指の 格好 は、 これ は、 先祖 代々 から 傳 はつ 

て 來てゐ るんだ よ。 俺の 親父 も、 かう 云 ふ 高貴な 指 をし 

てフ 3 たし、 俺の 妹 だって。 

細君 ぢゃ、 あなたの 前の 奧樣 は？ 

良人 馬鹿 を 云へ、 あ 奴 は 俺の 家の 系統 ぢ やな いぢ やない 

か。 


ンヂ— 力 り I'l'l 


細 i!: 細 li  S:!  ii 


んか 濡らされたくない 方よ。 

良人 それや 都合が いい。 俺 も、 そんな こと は、 された く 

ない 方 だ。 第一、 いま 俺の 腹の 中には、 オムレツと M と、 

キャベツと 飯と、 それから、 隣り から 貰った お 萩と が 這 

入って ゐ る，. - 

00 私 もさうよ。 私に は， 鲔も這 入って ゐる わ。 

&人 さう だ、 それに、 まだ、 前の 亭主 も 這 入って ゐる。 

細^ 知らない わ。 あなた ぢ やありません か。 あなたのお 

腹の 中には * 前の 奥 樣が這 入って ゐる わ。 

良人 いや、 俺の 腹 は  >  お前の 腹 ほど 大きかない よ。 お前 

の 腹 は、 何んでも 這 入る 合切袋 だ。 

細君 あなた は、 ほんと に 下品な 方ね。 

良人 下品な の はお 前ぢ やない か。 俺の 中高 指 は、 こり や 

高 な 品性 を 表して ゐて 遺憾が な いんだり 

0^ そんな 指なん か、 馬鹿らしい。 指なん かに， 高贵も 

へちま も 有る もんです か。 

良人 馬鹿 を 云へ。 指に は その 家 代々 の 最も 優れた 特長が 

現 はれる の だ。 お前の 指なん か、 その 指 は 何んだ。 まるで、 

接吻ば つかりしたがって ゐる お前み たいだ。 

細君 そり や あなたの こと だ わ" 私に 最初 接吻な すった の 

は、 あなた ぢ やありません か。 

良人 お前 さ、 お前が 最初に したん ぢ やない か。 


細^ でも 奥様と 云 ふ もの は， そこの 御主人に 似て 行く も 

のよ 0 

ft{ 人 ぢゃ、 お前 だって， 前の 良人に 似て るんだら 5。 

0^ 私なん か、 ちっとも 似て ゐ やしません わ。 

人 しかし- 俺の 前の "家内が 俺に 似て ゐる 箬 だと W 心 ふの 

なら、 お前 は ひそかに、 お？ M が 前の .：：^ 人に 似て ゐ ると 思 

つ てるる 箬. た〕 參 いったろ.？ 

細 t; でも • あたし， ！ g の. M 人 はちつ とも 愛して ゐ なかつ 

たんです もの。 

尺 そんない：： くさい こと を 云 ふの は、 やめて 貰 はう。 

n だって， それが 本 常なん です もの。 

人 俺 は、 そんな 甘い ことで は、 接吻 はした く はない ぞ。 

お いや だ U 

人 ぢゃ、 その 力-テン を 閉めて くれ。 

^ あなた 閉めて：； 5、 戴よ。 あたしに は， どうしても 閉ら 

な いんです もの。 

人 一 體、 あの 力， テンの 閉ら ない と 云 ふの iT 俺 を 助 

けて くれて ゐ るの. か、 お前 を 苦しめて ゐる のか、 向 ひの 

獨身者 を赛ば せて ゐる のか、 どつ ち だ。 

そり や、 あなた を 苦しめて ゐ るんだ わ。 

人 いや、 俺 は 今ノ： m 分の 中：： を 觀赏し て ゐる所 だよ。 

0n だって、 さう だ わ。 私なん か、 あなたに、 今頃 唇な 


3"4 


ンテ 一力 《 ら 閉 


良 細 よも 細 J も 細 i^t 


が 私 を 抱いて 下す つて、 あんな こと をお 云 ひに なって * 

 まァ、 私、 此の頃 あのと きのこと ばか. リ 頭に んで 

来て 仕方がない。 あの 頃 は • 私、 なんて 幸福だった でせ 

う。 

良人 俺 は 忘れた。 

細 忍 知らない ッ。 

良人 俺の 覺 えて ゐ るの は、 お前が どこ だかの 高い 二階 か 

ら * 俺に 笑 ひかけ たこと だけ だ。 

細君 嘘、 仰 言い。 私、 そんな ことなん かしな くって よ。 

良人 いや、 したの は 確かな ことなんだ〕 

S 私、 私の した こと は 何もかも 覺 えて ゐ るつ もりよ。 

そんな ことなん か、 した ことない わ 。きっと あなた は、 

前の 奥樣 のな すった こと を、 覺 えて ゐ らっしゃ るんだ わ。 

さう だ わさう だ わ。 ね、 さう でせ う。 

良人 そんな 箐 がない。 どうも， 二階から 笑 ひかけ てゐる 

顔 は、 お前の 顔 だ。 

0^ 私、 二階から 笑 ひかけ るなん て、 そんな 下品な こと 

はいたし ません よ a 

良人 しかし- 俺の 頭に 浮んで ゐ るの は、 お前の 顔 だから 

仕方がない。 

そんな 下品な ことなん か、 忘れて 頂戴。 それより， 

私の やうに、 あなたが 私に 最初 云って 下さった 事 を、 覺 


細^ あなたよ、 あなたよ。 

良人 もっとも、 一人で 接吻 は 出来ない が、 とにかく * 最 

初に 誘惑した の は、 お前に ちが ひな いんだ。 

細君 あ ー ら、 あなたが、 私 を あんな 所へ 呼んで * あんな 

こと をな すって、 そして. 何ん と 仰 言った か 御存知です 

の。 あなたの こと だから、 もうお 忘れに なった のね。 

人 うむ、 忘れた。 何と 云った？ 

0 まァ、 ひどい、 あんなに 優しい こと を 云つ といて。 

人 何と 云った？ 

0 そんなこと^;;/ 御.：1:1分で考へなすったらぃ いわ。 

人 所が、 それが 忘れた のさ。 

H いやいや、 あなた は。 

人 しかし. 忘れた と 云 ふこと は 事 赏 なんだ C とにかく、 

は 忘れつ ぼくって 仕方がない。 待てよ、 俺 は， 今朝 は 

幾 時に 起きた かな ァ。 

細お そんな ことなん か 忘れた つてい いわ。 その代り、 あ 

なた が 最初に 私に 云って 下す つたこと だけ は、 覺 えて ゐ 

て& 異 

焱人 だから、 敎 へて くれと 云 ふん ぢ やない か。 時々 敎へ 

て K はない と、 俺 は 駄：： ： なんだ。 すっかり 忘れて 了 ふん 

ゾ / 

細 私、 あの 時の こと を考 へろ と 嬉しい わ。 私 * あなた 


千一： v  JO に rfl 


良 細 良 細 良 細 良 細 ■ft 細 良 


一 

えて ゐて 頂戴な。 

何と 云った、 何と？ 

細 こんな 優しい 顏を なすって ね。 

良人 どんな a だって？ 

細 i; いや だ わ， £：1{  く 見て ゐ らっしゃ いよ。 

A 人 もう 一度して みてくれ。 

細お こんな 顔よ。 r と！^ しげな^ VJ- する) 

C2< 人 馬鹿な、 そんな 甘い 顔なん か、 俺が する もんか。 

細 *5 だって、 あの 時 は、 今の あなたの やうな、 そんない 

やな 颜ぢ やなかった わ。 

.R -,、 そり やもう、 お前の 前の 男より、 俺の 顔の 方が 少し 

はよ かった かも 知れない ね。 

細^ だって、 あなた は、 前の 私の.； i{ 人 を. 御存知な いぢ 

やん りません か。 

良 入 いや、 そんな こと は、 見なく とも 分る もんだ よ。 第 

一 , お前が 俺の やうな 男 を 愛し 出した なんて 云 ふ 事實か 

ら见 ると、 {,疋 めし、 その 男 は 醜男だった に 違 ひな いんだ。 

細^ まあ * 馬鹿にして ゐら つし やる わ。 

入 そり や、 そんな は * 元來； il 鹿に して 貰 ふやう に 出 

來 上って ゐる ものなん だ。 

細^ 私、 あなたが 私 を 馬鹿に し てゐ ると 云 つ て るんだ わ。 

A 入 今更、 お 前 を 馬鹿に したって 始ま. わ i^, い ぢ ゃ&.  ^,0  , 


細 $5 さうよ * だから * 出來る だけ 私 を 馬鹿にして ゐらっ 

しゃる といい わ。 私. たって。 いつまで もさう あなたの 馬 

鹿に はなって ゐ なくつ てよ。 

人 そり や 面 白くない。 

君 あたり 前よ。 (と 怒リ 出す〕 

人 力 —テン を 閉めて くれ U 

^ 知らない。 

人 ( 立ち上って 力 ー テンん-閉め- 1L 行かう とする) 

君 (良人の 腕， な 持った まま) 閉めち やい や。 

人 開けて おくの か。 

ええ。 

人 閉めな けり や、 向 ひの 男が 不眠症になる ぢ やない か。 

君 いやいや、 閉めち や。 

人 さて は、 見られた つて * かま はない と 云 ふ意氣 込み 

だな。 

細君 馬鹿らしい。 

良人 (細君の 額 LL 接吻しょう とする) 

細君 いやよ。 (と 良人の 胸 VJ- 突き ばす) 

良人 實は、 白狀 する が、 俺 もい やなんだ U  (坐る) 

(良人、 夕刊,^ 見 始める 0) 

細君 あ ー あ、 私 、あの 頃の あなたが 良かった わ。 もうか 

うなつ ちゃ 駄目よ。 


― 力 30  i'，  ffl 


i\  m  A 細 


細 良 細 良 細 良 細 良 


A 人 (無言)  一 

納ぉ (u- つと ひと iw,^ 眺めながら 恍惚と して) あんな 優 一 

しい 顏を なすって、 あんな こと をお 云 ひに なって …… 「- 一 

良人 俺の 腹の 中には、 鰻と オムレツと. お 萩と キャベツ： 

が 這 入って ゐる. と， -  一 

お (1M に 不快な 效，^ して) ああ， いや だい や だ」 一 

人 (大 さな 聲で) 締めた。 俺 はま だ覺 えて ゐる ぞ。 

^ 可に さ？ 

人 俺の 腹の 中には、 オムレツと. 鰻と、 お 萩と キヤべ、. 

ッが這 入って ゐる。  一 

S  (輕 蔑した 額,^ L て) そんな 大 き な 聲を し な くた つ. 

て、 もう 鰻は迹 げやし ません わ。 

^5{人 しかし、 s と オムレツと、 お 萩と キャベツと を竝 ベ： 

て、 いささかの 間違 ひ も な く晴 記して ゐられ ると 思 ふと、 

俺 は しくな るんだ よ。 

細^ あなた は- 氣が 違って るんだ わ。  一 

良人 さう かね、 俺 ほ氣が 違って ゐ るん かな。 待てよ。 俺 一 

の今晚 食った もの は I と. オムレツと. i1 と 、もれから， 一 

ぉ获 と- ：… 。 

細 キャベツよ。 

良人 さう だ、 キ.^>へッだ。 

(一寸 恐 わさうな 額,^ して) あなた、 ほんとうに 一 


が 違った の？ 

良人 それが 分らな いんだよ。 氣が 違った と 云 ふの は、 一 

• 體 どう 云 ふこと を 云 ふんだら う。 

細お あなた。 (と 見詰めろ) 

人 何んだ。 

細君 そんな こと を. あなた、 眞 面目で 云って いらっしゃ 

るの？ 

人 眞而目 さ。 

君 いや だ。 (と、 驚いた 額になる) 

人 何せ だ？ 

升？ あなた、 しっかりなさい ょリ 

人 お前 は， 眞而 目で そんな こと を 云って るの か。 

君 あ 、良かった。 私 * びっくり したわ。 

人 俺 もび つくりした- リ 

n 馬鹿にして ゐる わ。 そんな 下らない 露 似なん か、 お 

よしな さ いよ。 

良人 何も 下らぬ 虞似ぢ やな いぢ やない か。 俺 は、 今夜 食 

つた ォム レツと キャベツと 鰻と を 計算して みた 丈 さ。 

細お 何ん てつ まらない 人で せう。 

良人 もう 俺 はつ まらない 奴な のだリ やっと 俺 は、 鰻と キ 

ャべッ と、 オムレツ とお 萩と それだけより 覺 えて ゐられ 

なくなつ たの だ。 こんな 俺ぢ やなかった んだ。 俺 はもと 
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は、 感謝すべき ことか もしれ ない ね。 もとく、  ^はお 

前に 前の 良人が あつたと 云 ふこと を 忘れよう として、 何 

ん でもい いから 忘れる ことばつ かり 練習した もの さ。 所 

が、 その 練習が つんで 来て、 結 Es、 何もかも 忘れて 了 ふ 

癖が ついた？ I 句の 果に、 たった 一 つ. 今でも はっきり 覺 

えて ゐ るの は、 お前に 良人が あつたと 云 ふこと だけ だ。 

細せ あなた は * どうして そんな ことば かり 仰 言る の。 

良人 俺 はかう 云 ふ 話 を 聞い たんだ。 ある 日本の 女が 西洋 

人と 結婚して * もの 西洋人が 死んで 了 ふと、 今度 は B 本 

の E? と 結婚した。 結婚してニ三1|^.たってから、 ひよ つ こ 

り 子供が 生れたん だ。 が、 その子の 頭 も 顏も、 西洋人 

そ つくりだ つ て Q 

細お それで、 どうしたと 仰 言る の。 

人 それで、 俺 は 忘れる 練習 を やり 出した と 云 ふだけ さ。 

細君 もうあな たと 私と ほ- 駄目 だ わね。 

良人 何が 駄目なん だ。 

細君 あなたが そんな ことば かり 考 へて ゐらっ しゃって 

は、 もう 駄目よ。 

良人 さう だ. もう 駄目 だ" あんな 力 ー テンなん か， ひき 

ち 切って 了へ。 

細 i;^ 男の人 は 本 當に得 だ わね。 自分の 惡 いこと はちつ と 

も考 へないで、 相手の 惡 いことば つかり ひき 招り 出して、 


は、 腦 晰で、 一 晚に 羅典 語の 軍 Jf? を； 一 三 W は 暗記し 

たもの さ。 それに 今 は. お 萩と オムレツと 鳗と. ああ * 

つまらない。 

釉^ 私 もつ まらない わ。 あなた はもと は、 外へ 出る と * 

きっと あたしに お 土產を I 貝って 來て 下す つたし、 私のお 

誕生日 だって、 ちゃんと 覺 えてる て 下す つたわ。 

人 お前の 誕生 H  if 幾 曰だった つけ？ 

^ さ うれ 御^なさい。 

人 二  の廿 七！：！ だった かな。 八 E. たった かな？ 

^  - 亡れ は 前の 奥樣 のよ。 

人 いや" 

^ さうよ。 

人 前の 奴 は？ と、 待てよ、 此奴 も 忘れた。 とにかく、 

そんな こと はどうで もい いさ。 大 ST 誕牛； B なんか 覺ぇ 

てみ る は、 まだ 至らな い 奴なん だよ。 

1 せ 、あな たに かかつ ちゃ、 今に 私 ま で 忘れ て 了って よ。 

A  A うむ、 それが 此の は、 一寸 恐い の だ。 今に 俺 は、 

何もかも 忘れて 了 ふに つて ゐ るんだ。 しかし、 さうな 

ると、 俺 は 俺まで 忘れて 了 ふから 都合が いい。 

細 は か 陽； r か惡 いと. j^J 人が ふえる ばつ かしだ わ。 私、 

ビア ノ でも ひかう かしら。 

人 しかし、 俺 は、 かう： S も かも 忘れつ ぼくな つたこと 
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それで 納まって ゐられ るんだ から、 都合が いい わ。 

人 所が、 お前が 子供 を 生んだなら、 俺の 忘れたがって 

ゐる ものが、 また 初 中 終 眼の 前に ゐる わけ だ。 これなら、 

俺 も 定めし、 覺 えがよ くなる だら う。 (立ち上ろ) 

細 あなた は、 本當に そんな ことで、 一生 を 苦しめな さ 

るお つもりな の 0 

それが どう だか 分らぬ から 困， るの さ。 しかし、 此の 

頃 俺 は、 かう 云 ふ 一 つの 事 實を發 見し 始めた の だ。 ある 

男が 鷄を 一 生 懸命 大切に し 始めた" すると" その 男の 顏 

が、 だんだん 鶏に 似て 來出 したと 云 ふこと だ。 これ は 俺 

を 助けて くれたんだ。 お前の 子供が 前の 男に 似た として 

も、 お前が 愛し てゐ たから だと 思 つて 了へ ば それまで だ.。 

つまり- 人間が 鷄に 助けられた 話って 云 ふわけ さ。 

細君 さう 云へば、 あなたのお 顏は， 何んだ かだん だん 前 

の奥樣 に似て 束て よ 0 

,u 人 俺の 顔 か" 俺の 顏は， だんだん お前の 前の 男に 似て 

行 くんだ。 

細^5 まァ。 いや だ わ、 ほんと にあな た、 前の 奥樣 に似て 

ゐる わ。 まァ。 (と 良人の 親，^ 見詰め 出す) 

良人 もうかう なれば、 誰 に似てた つて かま ふもん か。 俺 

は 何もかも 忘れ て 了 ふだけ な んだ。 俺の 覺ぇ ておけば い 

いもの は * 鰻と ぉ获と オムレツと， それから、 おい、 (と 


細 界の方 15- 振リ 返ろ) 俺の 顏は、 鰻に 似て ゐ やしない か 

ね。 

細君 ああ、 ああ、 私 何もかも 忘れて 了 ひたい。 あなたの 

ぉ顏は * 前の あなたの 奥樣 そっくりよ。 いままで 氣 がつ 

かない なんて、 私 もよ つぼ ど お人好し だ わ。 

良人 お前 も 一 そのこと- 鮪 だけ 殘 してお いて、 何もかも 

忘れて 了へ. - 

細君 だって、 私 はつ まらない わ。 あなた はもう 忘れろ 練 

習ば かりなす つたんで す もの。 私 はこれ からよ。 これ か 

ら 忘れる 練習 をす るなん て * あなたに 追つつ くまでに は 

大變 よ。 

人 おい、 立て- これから 二人で 忘れる 練習 だ。 

t ム ええ、 いい わ。 (立ち上ろ〕 

人 さて、 つと。 

君 私、 何から 忘れる の？ 

A 思 ひ 出す ものから 忘れ るんだ。 

^ ええ、 忘れる わ。 

人 何 を 思 ひ 出したん だ？ 

君 私、 あなたが、 私に 一 番最 初、 あんな 優しい ぉ顏を 

なすって、 そして、 あんな こと をお 云 ひに なって。 

良人 そんな ことなん か、 忘れて 了へ。 

細君 だって、 思 ひ 出 すんで す もの。 


チ 一 力 yj り m 
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人 思 ひ 出す から、 いけな いんだ。 

細お だって、 仕方がな いぢ やない の。 

良人 だから、 忘れろ と 云って るんだ。 

細^ 私、 あなたの あのと きのお 顔 だけ は覺 えて ゐ たいの。 

あんなお 優しかった^ を 忘れて 了ったら、 私、 もう 牛； き 

てゐ るお， がしなくなる わ。 私、 あのと き は. 本當に 幸福 

だった わ。 母 日々々、 あなた は。 

良人 もう、 やめて くれ、 俺 も ひ 出して 來 た」 

細お あなた は 私の ここの； 115 の 所へ 一寸お 手 をお かけに な 

つ て- そして、 お前 は 今日は 何ん て 美し いんだら うつ て、 

仰 言って、 ああ. さう さう、 矢っ張り そのと きも 此 處 の 

部 た つたわ。 あの 力 ー テン だって- あなたが いつ も 御 

•N 分で 閉めて 下す つたし、 それから、 

人お い、 力 ー テン を 閉めて くれ。 

君 だって、 閉らな いんです もの。 

人 閉めたら 閉まる さ。 

^ あなた 閉めて 項 戴よ。 

A, l^-IMS 力！！ &せ ■ ス 」 

お あなた、 お閉めな さいよ。 

人 俺 は 閉めた くないんだ。 

^ あた しだって， 閉めた くな い わ。 

人 ど- 「も ifw 心 だ。 へ i に は 向 ひの^が 邪魔に なった の 


に、 今度 は 力 ー テンが 邪魔に なり 出した。 

S もう いつまでも I あの ままに 捨てて おき ませうよ。 

ft5 人 いったい、 力， テンと 云 ふ 奴 は、 閉める もの か 開け 

る もの， か- 

-お  そり や、 あなたのお 心 次第 だ わ。 

人 それなら、 俺 は、 だいたい、 あの 力 ー テン を 閉めよ 

うと 思って ゐる のか， 開けようと 思って ゐる のか、 どつ 

ちなん だ？ 

君 あなた は 御 自分 で 御存知な いの？ 

人 うむ" 俺 はもう 何もかも 忘れて るんだ。 お前 は どつ 

ち だ？ 

君 私 は、 あなたに 閉めて いただき たいの。 

人 いや、 俺 はもう 閉めまい。 俺 は 此の 力 ー テン を.！ H: 分 

で 閉める 癖が つ き 出し てから は、 お前が；！？ 長し て 仕方が 

なくなつ たんだ。 

せ まだ あなた も 長生きな すって よ。 

人 何せ だ？ 

^ そんな ことまで 覺 えて ゐ らっしゃる や 、「では >  あな 

た も 、 まだまだ の やうな 額に はな ら な い わ 。 

i:^ 人 うむ、 資は、 俺 は， 鰻の やうな 顔に はなりたくない 

んだ。 

細^ ああ • ああ * 私、 また 下らない こと を考 へ 出した 
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良人 此の 力 ー テンが 閉まらな けり や、 外から 見えない 所 

は， 此の 三角形の 隅 だけ だ。 此處の 三角形の 中で、 俺と 

お"： i は 自棄糞に な つ て、 また 新ら しく 生活 を やり直す の 

だ. 

00 いやよ。 そんな 暑い 所 は- まっぴら だ わ" 

良人 (部屋の 三角形の 隅へ 立ち、 大手，^ 擴げ. 妻 LL 向つ て) 

さあ、 來ぃ。 憂讓 でも；^ 屈で も， 鰻で も オムレツ でも- 

何でも 來ぃ。 俺 は どいつ もこい つも 食って やる。 

細君 (し. V 、りに また 力-テン か 引っ張ろ) 私、 箒 を 持つ 

て 来る わ。 上の 釘が 邪魔な のよ。 

rt- 人 そんな 力 ー テンなん か、 忘れて 了へ」 

11 君 (箒 とリに 二三 步步み 出してから 立ち 停り、. U 人,^ 

眺めて、 タツと 癸 ふ) 

I 幕 —— 


わ。 あなたの 前の 奥 樣の顏 が 目に つ い て、 (： まが 攀む) 

良人 よして くれ.. • お前の その 顔 ほ， 前の 男の 顏だ。 

(互に 額 恐 わさう に 見 詰. め 合 ふ ) 

細君 (级 vS* 振りながら〕 いや だ、 いや だ。 早く 何もかも 

忘れたい。 

良人 俺 も だ、 もうかう なれば， 自棄糞 だ。 

細お 私 だって 自棄糞よ。 

良人 どう だ、 ひとつ * 自粲 糞で、 もう 一度 力， テン を 一 

緒に 閉めよう か。 

細君 ええ。 閉めた つてい いわ。 

良人 ぢゃ來 た。 

(，：£{ 人と 細君 は 一緒 LL 力 I テ-ン の 傍へ 行く。  二人が 力 

1 テン ん、 引かう とす る。 力 ー テ ン はまた 引つ かかって 

搖 れてゐ ろ。) 

A 人 いったい、 此奴 はどうし たんだ- 

細君 だから、 あなたに 手傳 つて 頂戴って；： ム つてる んぢゃ 

ありま せんか 0 

良人 架て な。 力 ー テン が 閉らな い とすると、 ちょっと- 

こり や 俺と お前 の 生活 も 新鮮に な つ て 來た 。 

君 もう 少し 强 くひつ ば つ て 御覽な さ い よ。 

人 いや、 俺 はもう 閉める の はやめにした C 

君 どうな すった の？ 


は it 


o バ】 


お お お お 
\<i  ui'  IS! 'パ や 


食 はされ.；^ もの (一 S 


二 軒の €^ 家が 右.， -リ村 s!.^ 挾み 、向 ひ 合つ て 立 つ て 

ゐ ろ〕 村^~^1右の家の軒ょリ來リ、 正 而 奥へ？ S つて .K 

さな 他の 綠へ突 さあたり、 K に 他に 添って 左手 家の 軒 

へ 折れ 曲ろ？ とちら も 家の 軒 LL は 杉の 木が 立って ゐ る。 

池の 向 ふ LL は 低い 出 脈が リ、 夜 なれば 黑 けれど、 や 

や =J がー 5 ぃパ おは ！ 半 助 _s  . お W —— 久助 の 嬖) 

久助、 無 て， 旅装の まま、 人 股.^:^ ひっつ 池の 

方の から 現れ、 お 手の 家の ^板に 寄り添 ひ、 中の 橾 

子，^^ く^ふ リ 家の 中から は 子供の-? r かする。 

-^. ランプが ぢ いぢい 泣い とる わ。 

おおの 路 まだ. おんと ゐる のか。 早く 寢ん と、 天狗さん が 

吸 玉む いて ござる ぞ。 

广久助 は その^ 枨 か.， ：• 離れろ と、 また 足ん 忍に ゼて左 

手の •： 氷 § 戸口え で 來リ- 一寸 屮， a-?^ ひ、 額. らばな 

がら^ d てて 來た ん引 さ；^!、 軒へ 11 れろ C) 

(f!^  くよ.； T 法蜾 IH- の 一昔が iS え て 來 る 0) 

(左手の 家の 入 n から 風呂.； gir」^ 持って、 その 家の 主 < 


婦、 お II が 出て 來 ろと、 向 ひの 家の 入口の 所から t- ぶ。) 

お！ 1 お さん U 

お {:H は ァ 。 

ぉ圃 今、 幾 時 頃 かいな。 

お 富 さァ、 何時 やらう e さっき 八 時半の 混合が 通った と 

思うた が。 

(おお- 入口の 所へ て來 る。) 

おお もう 九 時 頃 やらう。 今頃から 何處へ 行く の や？ 

お 11 一寸、 砂糖 を I 只うて 來 うかと 思うて ゐ るの やが、 も 

う-お 人の は 歸る頃 やのに、 まだ やが な。 

久 助さん は 今夜 歸っ て來 るの か？ 

はァ、 終列車になる やらう。 

さう か、 終 列 か？ 

はっきりし たこと は 分らん けど， 歸 るなら 今夜 やら 

、つと 思うて るの や。 

お 富 (，w  く考 へろ) さう か"" えらう 早い の やな。 

お 園 早い こと はない わさ 。昨日 歸 らんな らんの やが、 ど 

ないして る やら 0 

お 富 久 助さん も、 今度 は 弱った やらうな。 

お 圃 弱った かて 仕樣がない わな。 自 菜.： や さ 。 

お. M あの人 は氣が 弱いで、 あんた も 心配 やらう、 ほんと 

うこ 0 


ns2 


の たれさ は 免 


お 半 お 半 お 半 お 
園 助 i>w 助 闹 た wi m 


半お 半お 半 
助 助 镇 助 


ぉ阖 何も あんな ことにさへ 手出し せんだら 良かった の や 

けど、 馴れん こと をした もん やで な。 

お <ls それ もさう やが、 あの 山 崎 は 口ば つかりの 奴 やで なリ 

わし も、 うすうす 久 助さん が 株へ 手出し をした つて 聞い 

たと きに や、 ま ァと思 ふた わ。 

お 園 山 崎って 云 ふ 奴 は、 ほんと に 喰 はせ 物 や。 

お (お 喰 はせ 物 や。 そやけ ど、 まだ 山 だけで 良かった の や 

ぞ 0 

ぉ阅 何ん c、 山 だけなら 我慢が 出来る わい な。 敷 も 田 

もや。 

お .：：5 まァ、 さう かいな。 そんな ひどい 目に 逢 ふの か？ 

S まだ 歸 つて 来に や、 は. つきり した ことって 分らん け 

ど、 都合に よったら 此の 村に も ゐられ ぬ やらう と 思うて 

るの や あ。 

お is 他愛 もない。 何も 居ようと 思うたら， どない にして 

たかて ゐられ る わ。 

お 園 さう かて、 あんまり 格好が 惡 いわ。 

お 富 阿 らしい。 (と 少し 笑 ふ) 

0^ 螺贝の 音 だんだんと 近くなる。) 

お 同 (音ん、 問 きながら〕 あれ は、 半 助さん の 貝 やな ァ。 

お .is ああ。 良人の や。 

お n 息が よう 通るな。 

I  m  


(二人 哲く缺 つて 池の 方ス. ^向きながら、 法螺 a; の 音，^ 

聞 いて ゐ る。) 

半 助の 聲 明日の 三時に 寺で 集會 があります ぞォ。 集 .^2 は 

明日の 三時に 寺であります ぞォ。 

お 園 何の 集會 やろ？ 

お 富 さァ、 何ん ぢゃ ろな リ- 

(半 助、 法螺 只.^ 小脇-」 抱いて、 唇 1 ^撫でながら 池の 

方の 道から TO? れ 一で) 

(おお に 近寄 リ) おい、 水い つばく れんか。 

もう 廻って 來た のかな？ 

まだ ぢゃ。 これから 前 川へ 廻り やそれ でえ えの ぢ や。 

家 へ 這 入 つ て 飲んだら 良 いやない の。 

寄って ゐられ るかい。 

(お 富、 家の 屮へ這 入る。) 

集會が あるって、 何の 集會 やな？ 

^ 奥の 山へ、 杉 苗で も 楠 ゑる 相談 やろ。 久 助さん 歸っ 

か 0 

まだ ゃぞ な。 終列車 やらう と 思うて るの や。 

遲 いな。 もう 今日で 十 曰 位た つやない か。 

今日で 十二 日に もなる の や。 

. そない になる かいのう。 何して るの や。 

： さァ、 何して る やらな。 銀行の 人と 一 緒に 來る やろ 


OQO 
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で、 また ごて ごてす る わな。 

ャ助 闲 つたこと やの、 ゥ。 

ニ说く 山の 据の 方から 汽車の 音が すろ。) 

お 「，池の方.^:1:き) ぁれは終列！^-ゃろか。 

半 助 あれ や 貨物 や。 

お^  ？. は 物 かいな ァ。 (列^5^の音，^聞く：> 

半 助 さっき 踏切りで、 犬が it き 殺されと つた。 半分 首の 

ち S れてる 中へ、 片足 突っ込んで、 こない にして 死ん ど 

つたが リ (とお 似す) 

お？！ まァ どうや。 

(おは、 茶碗に水，^^入れて持っ て來る。 半 助、 咽喉，^ 

ぬらして それ,^^ む 0) 

ぉ阅 おおさん、 わし 砂糖 を 買 ひに 行って 来る でな。 

お は ァ リ 

お M  -ぉ 人の が歸っ て來 たらさう 云うて おくれん か。 

お {ぉ よしよ し。 

お！ I 風 S: も 沸かして あるで な。 

；; お はァ * ゆっくり 行つ といで。 

お W 直ぐ 戻って 来る わな。 

(お 池の 方の fSl へ f;^ えろ。) 

半 助 (お お に 渡し) 辰は寢 とる のか？ 

.stE も、 つ. おとる。 


半 助 (.S 二，^ ^ 仰いで〕 何ん と 仰山 星さん が 出て ござる わ 上 

明日 もこり や 上天 氣ぢ ゃぞ。 

(お 富、 家の 中へ 這 入る。 半 助 はまた 法螺，^ 鳴らしな 

がら右手の家の軒.^通って消ぇろ0)  一 

(暫くして、 池の 方の 道から W び久 助が 現れ、 静に お 

富の 家の 中.^ 腿いて ゐ ろ。)  . 

久助 お 富さん。 (あたり.^ 氣遣 ふ) お 富さん。 一 

(お 富" 手拭で 手.^ 拭きながら 出て 來る。 )  一 

お 富 (喜ばし さう に) あら- 久 助さん か。  ： 

(久 助、 默 つて 半 助の 去った 方ん」 眺めて ゐろ。 ；} , 

お 富 蓮かった な。 

(久 助， 少し 池の 方 へ 歩む。) 

お 富 ぉ圜 さん は 今が た 砂糖 買 ひに 行った ぞな。 ひどう 心 

配して やった が、 模樣 はどう ぢゃ？  一 

(久 助の 级は益 々1= くな リ * 默 つて ゐ ろ。〕  一 

お 富 山 だけで 濟ん だの か？ ぉ阖 さんの 話で は、 村に ゐ 

ら れんって 云う て や が、 本當か い な ？  ： 

(久助 * 無言、 腕 組 パ , やして 一 暦 沈む。 ：>  . 

お 富 (久 助の 方 へ 近より、 手拭,^ Si め て 彼の 頸 1<1-；^ つと 

てゐ ろ) 瘦せ たな ァ、 どこ ぞ惡 いの かいな？  一 

(久 助、 だんだんと おおから 離れながら 池 の 方へ 步ー 

く。)  _ 
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お 山お 夕飯 は濟ん だの か。 まだ や.，： う？ 

久助  。 

お -Ja どこへ 行く のかな。 

(久 助、 初めてお {:5 の 紐 1^;^ つと 見ろ。) 

お •： に 默 つてば つかし ゐて、 どう 1> たの や？ 

欠 助  。 

お •： ほ 疲れた やらう。 (久助 5 傍へ 寄ろ) 

久助 何もかも 仕舞 ひや。 (奥の 方へ. ち リ^リと 進む。 お 

{ お 綾く〕 

おお ええ やない か。 まァ 一 寸- 家の 中へ 這 入りい な。 終 

列車で 歸 つたの か？ 

欠 助 s$^, お 富の 方 1^ 向く) 俺 はもう 生きて るの 

がいやに なった。 

(.fHS、 默 つて 久 助の 額.^ 眺めて ゐ ろ。) 

久助 俺 はもう 歸 らんと かう と 思 ふとったの やが、 また 舞 

ひ 屍って 仕舞うた。 阿呆らしい。 

お 何 を 云 ひ 出す かと 思う たも、 そんな こと 云 ひ 出して。 

まァ 家の 中へ 這 人ら いせ。 良人 の は今ゐ やせんの やわ。 

久助 俺 は、 もうお 前に も 逢 はん。 

お 富 (驚く) 何ぜ や！ 

久助 ちょっと お前 を 見に 歸 つて 來 ただけ や。 もう 逢へ り 

や これでえ え わ。 


お 富 あんた. 何處ぞ へ 行く つもり か？ 

(久 助、 默 ろ。) 

お -Js ほんと に 何 處ぞ へ 行く つもり かな？ 

久助 お前 も たっしゃで ゐて くれよ。 

お {S 阿呆らし い こと 云 はんと、 早よ 家の 中へ 這 入ら いせ。 

久助 俺 や， 矢 つ 張り お 前と 逃げ て る 方が 好か つたの や 。 

.^^u 今頃、 何 を 云うて るの や。 このままで ゐ たら、 良え 

こと やない か。 何も わざわざ 人に 知らさん かて、 誰も 知 

り やせんの やし。 なァ、 知らん顔して、 今迄みたい にし 

てたら ええ やない の。 

(久 助- ^いはらせ たまえ、 默 つて ゐろ。 が、 また そ 

スそ ろと 池の 方へ 歩む-, -) 

お 富 (久 助の 手ん 持って 引き留めろ) あんた も氣の 小さ 

.: い 人 やな。 何も このまま ゐ たて 良え やない の 「- 

、 . (久助 * 手，^ 持 たれた まま、 お (us の 額， か 悲し さう LL 眺 

ノ てゐろ 0〕 

お 富 なァ、 このまま ゐ ておくれ。 わしが！ H- 哀想 やと 思う 

たら、 ゐ ておくれ えな。 

久助 お前、 俺の 行く 所へ ついて 來 るか？ 

お 富 をん な こと、 どうで も 良え やない の。 ぢ つと 前の や 

うにし とりや え やない の。 そしたら、 あんた かて 私 か 

て 助かる の や" なァ、 さう してお くれ リ 


の I たれ さ II な 


,人 助 一 緒に 行つ て くれ。 

お お 行き た い 云うた かて、 直ぐに や 行け へん〕 わし、 辰 

も をる し。 早よ まァ 家の 中へ 這 入りい な。 

久助 前に 俺が 逃げよ、 「と： ぞ つても、 お前 は 11 じこと を 云 

ふとったの や。 俺 はもう、 決心し とる の や。 此の ままに 

ゐても • また 前の やうに づるづ る やし。 もう 俺 や • この 

^が 面， H う 無うな つた。 

(おお， 一寸 手拭で^, や 拭く 。久 助ば だんだんと 池の 

方 へ 近寄る。 お お も 少しづつ 近寄って 行く。) 

久助 お前 たっしゃで ゐて くれ。 そしたら ええ わ。 半 助 さ 

ん にも. 俺 は Si な こと をして たが、 これ も 罰 や。 これ か 

ら^ 助さん に は. .：^{ぅしてゃってくれんか。 

(久助 俯. W いて 歩く。) 

；; お ほんと に 行って 了 ふの か？ 

(久 助， ？ つて 歩く。) 

お.：： H 一寸、 久 助さん。 (久 助に 近寄り その 片手， か 持って) 

あんた はび つくりし てるの や。 一日 二日、 ゆっくり 寢て 

みると. 3 るぞ。 早よ まァ いつべ ん 家の 中へ 這 入らい せ。 

お おさんが、 そり や 待って ゐ やした ぞな。 もう ちゃんと 

few: まで 沸いて るの や。 冷めた、 「なって る やらう で、 わ 

しが 焚く わな。 さァ， いっぺん 一.^ らいな。 終列車で 歸っ 

たの か。 疲れが 出た やらうな。 


久助 (少し 怒り) お前 も 俺 も A え ことして た の や な い 

ぞリ 

お 富 今頃、 そんな こと 云 ふの は 止さえ つて。 

久助 (お.：" な兑 詰め) お前 は …… 0 

お WE 早よ さァ。 夕飯 はな？ 

久助 まだ 瞞 してる つもり か！  . 

お 富 こんな 所で 立ち してたら、 誰が きいて るか 分らへ 

んん、 

久助 俺 は …… お前の やうな 奴 は！ (突然 詰め寄ろ) お 

い、 俺と 逃げて くれ、 逃げて くれ。 

おめ £ 阿呆らしい。 何も 家展 敷が 無うな つたと 云うて、 そ 

な い に 急 に びくびくし 出さ ん か てえ え やない の。 

(久助 、お.： £ の 手な 振リ 切つ て、 默っ たま まひと リ 池の 

泣 へ ^え て 了 ふ。 お.：： S は 5|3 く ぽん やりと 立って ゐ る 0) 

おせ W 久 助さん リ 

久助  。 

お お 久 助さん。 

久助  。 

( お .：£ 、 久助 C 後から 駆け て 行 く ") 

-- 何處 -"4 i 逸く の 方で， ポの 轍の 音が かたかたと-,， ろ。 

^氣 に 人の 笑 ふ聲. か 幽かに il える。 凝 い て ST か 問えて 

來ろ J 
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半 お 半 お 牛 


半 助の 聲 お 5a お 富。 

お 圜の驛 あんた …… あんた。 

(暂 くして、 ぉ圃は 半分 食 ひ 散らした 嫋,. J -、 猫の 首で 

L 摘まみ 上げる やう- J- 下げながら 出て 來る。 -) 

お SI  (半 助の 家の 入口まで 來て) 半 助さん、 この ®, あ 

ん たんと この 猫に やって おくれん か。 

半 助の ー錄 そり や 御馳走 やな、 どうせ わし 所の 猫が 食 ひよ 

つたの やわ。 あは. - X 

お 園の 辞 あは >T  V  &  V  \ 」 V. 半 助の 家の 屮 へ 消えて；：；： く) 

お！ S の It 夕飯の こしら へ は， まだ かいな。 

半 助の？^ いや， 何 ァにー 寸 食ゃァ もうえ えの やが。 

お 11 の耀 うちの 食べたら ええ わ" - その代り、 鰯 は 猫の 食 

ひかけ や ぞな〕 あは \  \  V-  \o 

半 助の 聲 あは \  X  、 。 食 ひかけ で も 結構 や が、 士臺か う 

腹が へる と * もう 食 ふの もうる さ 、「て さ。 あは V  >1  I-  >1 

\ 」 

お 園の- 1  斗 あは &k、0 ほんと に、 食 ひかけ でもお、 けり や 

持って 來るぞ な〕 

半 助の 聲 いやもう、 お！ E さん、 入らん ぞ 入らん ぞ- 

(お SI> 半 助の 家から 出 ズ來る 0 そのと さ， f, ほくから 

下 リ列ポ の 響が 13 えて 來ろ。 お^、 立ち 停り 列車の 音 

に.？ 4-,^ 傾ける 0) 


や 助 お^さん か？ 

お！ E はァ、 わしゃ。 

半 助 猫が 顿を <d "ひよ つた ぞ。 

お うたかな。 仕樣の ない 奴 や。 

半 助 うちのお お知らん か？ 

お^ お W さん、 ゐ やせんの か？ 

牛 助 どこへ 行き さらした やら。 俺 ゃ晚飯 まだ 食 はんと ゐ 

るの やが、 腹へ つ て 腹 へって リ 

お^ ど こぞ そこらに ゐら るの ゃぞ U わしと このは. もう 

歸っ てゐ るかな？ 

助 まだ や。 

EE まだ かいな。 

助 路 切りで 犬が 死ん どった やらう？ 

W さう かいな 。知らなん だ わ， し 

助 こない にして： 处ん どった が" (と 首へ 差し入れ 

る やうな お似ん す る) 

お W  (池の 方 >屮^- ヾ、) もうう ち 0 人 は、 歸 らんな らんの 

やが なァ。 

半 助 そり や 明日 やい お 富の 奴め、 どこへ 行き さらした や 

.ho あ、 腹へ つた。 (i^K どにちば ち 張りながら， H 分の 家 

の屮 へ；； 3 人る) 

(お 少し 淋しげ な纽ん <  して C 分の 家へ S お 入る 0) 


の も だれ '3 は& 


お 劇 半 助さん" 

半 助の 聲 何んぢ やな L 

お 園 あの 汽 is-, 終 列 Isi- やらう か。 

半 助の？ t 待てよ。 

ぉ簡 終列車 やな ァ？ 大分 早 やさうな 昔 や。 

(半 助， 腿 引， 化すつ かリ *k いだ 裸體の 足で n  口 へ 立 

半 助 を かしな 音 やな，" 混合 かな。 

(半 助、 びと リ 池の 方へ 步み >  お 園の 家の 端から 遠く 

池， 〈^ 越して 斜めに 左 へ と. 脱ん 一 放つつ 0 

半 助 あれ は 貨物 やわ」 

(お！ I、  4^ 助の-おへ 行く。) 

半 助 眞黑 や。 

ぉ圃 ほんに 货物 やな。 

半 助 今頃、 貨物が 來る かいな ァ。 

お 園 もう 幾 時 頃 やろ？ 

半 助 さう さな ァ。 十 時 週って るん もし れん ぞ.」 

お 園 それ ぢゃ、 もう 終 列 率 は 通って 了うた の や" 

半 助 そり や 通った。 

(お 園， 酜 つて 汽 の 方.^ 眺めて ゐ る。) 

半 助 久 助さん は 曰 ゃぞ。 こんね に遲、 つなって から 歸る 

もの か。 

i  


ぉ阈 さう やろ か。 今 晚歸っ て來 にや、 歸ろ 日が な いの や 

がな ァ e 

半 助 歸る 連れが あろ やらう I、 

ぉ圜 はァ、 銀行から 田を驗 べに 來る やろ で， そしたら 一 

緒 に 來 るの やと 思う て る の やが。 

半 助 そんなら 明日 や。 來る のなら 夜 さり 來る もんか。 

ぉ圜 それでも、 銀行の 人 は 泊る と 旅費が 出る もんで、 夜 

さり 來る かもし れん わ。 

半 助 何 ァに來 る もんか C 

お 圚 さう やろ か。 

f 半 助- ひ i リぉ！ 1 ん、 殘 分の 家の 方へ 歩いて 來 

-.5 

お 園 (ひと リ線 の 方ん 眺めな が. り) 巾 助さん >  牛 助 さ 

んリ 

半^  らしく) ほんと に、 腹す かしゃが るな U (と 

お n 半 助さん、 一寸。 

(半 助， お 3! の 方. ^振り向く) 何ん ぢゃ？ 

ぉ阁 一寸。 

半 助 俺 やもう 腹へ つ て さ。 

ぉ闽 を かしな ものが 浮いて る わ。 

广キ 助、 なほ 家の 中へ 這 入らう とすろ 。，> 
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お^の？ 錄 こり やまだ 助かる わ 


(gr くす ろと、 半 助と 一 絡に 來た 前の 若者が 池の 方 か 

ら1-けて來ろ0) 

S  (ギ 助の 家の 入口で 立ち 俘リ、 火 乾で ぶ) 半 助 さ 

ん 0 

0^1 ^ss- が な い。) 

若者 半 助さん。 をらん のか。 

お 51 の 降 何ん ぢ やな。 

S 提灯 もって、 來 てく れんか ー 

お M の聲 何ん ぢ やな！ 

池 に +: 左 衞門 が 浮いて る わ！ 

お racist またが！ 

池の 方へ へ 仏いで 鼷 けて 行く。) 

.J^ 助の i お 誰 や！ (と怒：：^プー含む) 

お ぼの^ 誰でもえ え やない の。 

助 sg- 见て來 て くれ。 

お^の^ そんな こと、 して ゐられ るかい さ。 

(半 助， 愤： の 形相で 入口へ 現れろ。) 

お^^^ 半 助さん。 早よ、 こっちへ お出ん かいな。 

(半 助、 池の 方へ nt: 出す。〕  j 


お SI の驛 半 助さん、 半 助さん リ 

半 助 (お 圜 の 家の 端まで 來ろ〕 誰 や！ 

若者の 聲 アツ、 こり や、 久 助さん や！ 

半 助 (立ち 停り) 何に ッ、 久助 や！ 

せお 者の？ 逸 早よ 來て くれ！ 

(半 助、 aLi くろ リと 後へ リ、 唇 か 咬み 较 めながら 

,H 分の 家へ 大 K-」 引き返す。 1:1- 口の 所から C) 

半 助 久 助の 我 鬼 や！ 

お S1 の驛 ぇッ、 うちの 人 か！ 

(半 助、 家の 中へ 這 入る。 それと 同じく、 家の 屮 から、 

ぉ圃、 額面 蒼 fi となりて 飛び出て 來 ろ。) 

半 助の 聲 食 はしゃがった！ 食 はしゃがった！ 

(お 阖、 自分の 家の 端まで 來た とき、 再び 池の 方から 

若者が ひと リ驅 けて 來 る。) 

若者 (狼 しながら) お 園さん。 わし、 お 醫 者 呼んで 來 

るで * 家の 中へ 入れと かえ。 道へ 出しと いた.、 

(お 圜， 默 つて 池の 方へ 踢 けて 行く。 若者 は 半 助の 家 

の 前,^  け 過お」 て 消えろ。) 

(暫くす ろと、 半 助 はお 富, ^横に 抱き かか へた まま 戶 

口から 現れ、 池の 方へ 荒々 しく 步ぃて 行く。 すろ と、 

池の 方から に、 水に 孺れ た久 助. 5^ 重さう に 横抱きに し 

<. お 園 現れる。 その 二 組が せ」 の 中央で 出逢 ふ。) 


。 I たれ' さ ir  ff: 


お 半お 半 


(お！ S お 富 ん 1 a  X ,) ど う す る の や ？ 

半 助 抛り 込んで や ろん ぢゃ。 ■ 

ぉ圃 まだ 助かる やない の。 

半 助 こんな 我 鬼 や、 死に さらせ ッ！ 

お 園 阿呆な こと せんと。 

^助 ^助 も 抛り 込め。 

(半 助、 久 助の 片腕，^ 引つ it る。) 

S 何 をす るの やな！  - 

半 助 放せ， 放せ。 

お 園 (久 助ん ゥ；^ すまいと 努めながら) そんな 無茶苦茶せ 

ん とか いな！ 

助 ぐつ ぐづ云 ふな！ 抛り 込め！ 抛り 込め！ 

園 これ、 止さえ つてば！ 

助 ええい * 此の 我 鬼ッ！ (と久 助ん」 蹴ろ) 

M  (久 助,. 抱いた まま 倒れる。 泣きながら) そんな、 

そんな、 佛 さんに なって る もの を、 荒つ ぼい！ (と 云. ひ 

つ つ 自分の 身 體で久 助の 死體， „Hi=- らうと すろ) 

半 助 食 はしゃがって！ 食 はしゃがって！ (と久 助な 

蹴リ績 けろ) 

. I 幕 — 
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音銥^ 兼 昔 兼 


B!:; と.^ と (I  3 


#o 森の 中の 梅- ズ 51 であろ。 ここ だけ は樹々 の 隙から 

络 ちる 太陽の 光りで 明る い。 中央に 丸 水. ^組み合せた 

仕^場 ぁリ。 -n 人の 苦い 樵 夫 は 右. a- 向 さ、 

谷，：：：の木，^-挽ぃてゐろ。 下 LL は 挽き 粉 く 積って ゐ 

ろ。 ずノら 左の 方 奥へ、 細い 路が 一 倏 谷間へ 向つ 

て 下つ てゐ るし 

—— 人物 一 一: 人 U 昔、 兼、 お 里。 音 は 少し ハイ 力 

ラな 色， n の 5^。  . ^は 武骨な 醜男。 お 里 は 二人の ゐる 

W 舍 {5 の 女^でも ろ。 i . 

§3 く 無言。 鏺の音 だけ 調子 1 ^合せ つ て ゐ る 0 遠く 

で 難が 鳴く" 

音 おい。 

 0 

昔 俺ァ、 商资變 へしようかと 思 ふとる の ゃレ 

,^ 何せ や？ 

口 こん た せ： i お、 もう 阿：： 木ら しなって 來た、 

M せ や？ 


音 お前 >  考へ てみ い。 俺ら 一 日 * 汗水たら して 氣 張って 

ゐ るのに， それにお 前、 電氣 の奴ァ 俺ら のす る こと * た 

つた 五分 間でして 了 ひやが るが。 阿呆らしい。 

〈北 しゃう がない わ。 

音 しゃう がないで * 阿呆らしい のぢ や" もう 直きに うか 

うかして たら、 俺ら 上ったり や。 

さう かて、 他に 何ん にもす る こ と、_ な いぢ やない か？ 

ia! ァ ひとつ、 役者に なって やろ か 思 ふとる の や。 


iS{ えせ、 役者 は。  . , 

阿呆らしい。 

遊んで て、 女に もてて、 第一 鋸の やうな もの 持つ こと 

入らん わ。 (突然 芝居：！ 調に なリ〕 そこへ 行く の は、 お 

かる ぢ やない か。 さう 云 ふお 前 は 勘 平さん。 つてな こと、 

云うて り や 良え のぢ や" 面白い のう。 あは はは はは はは 

(兼、 默 つて 徵 笑して ゐ ろ。 音、 ^.^-木の挽き1::-.1突 

き 刺し；^ まま、 立ち上って 腰の 手拭で！ f::, な 拭く。 遠く 

で鹪が 鳴いて ゐる C) 

(音、 手拭で 鉢卷き 叙ん」 ひき 綠 め" ひとり 挽 さ 

粉の 上， ぐ 立ち 廼リの 3£ 似ん、 し 5：： す。) 

えい ッ、 ゃッ、 はッ。 
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兼 音 翁 昔 兼  音 兼ず 乘 音 兼 音 兼 音 


音 寺の 鐘 や 鳴った かな ァ？ 

兼 鳴った さ。 

音 あっこの、 次 郎兵衞 さん 所の 櫻の 花 は 美しい のう。 ま 

るで 雲みたい なな ァ。 寺の 櫻より や、 美し わ。 

くで 牛の 鳴き 聲が す る J 

音 (谷 n,^ 見 降ろしながら、 舊 劇の 臺 311^ 口 詠む) ハ テ 

絕景 かな、 絕景 かな、 春の 眺め は價 千金と は、 や 小せ え、 

小せ え、 この 五右衞 門の 眼から は 萬兩. くれの 櫻 もまた 

一 しほ， ハ テ うらら かな. 眺め ぢ やな ァ。 (ロづ さみつ 

つ 中途で くろ リと向 さ 返リ、 挽き 粉の 上まで 來 ろと、 ま 

だ 木 1 や 挽いて ゐろ 兼， か 見 おい。 そんな こと、 やめつ 

ちま へ。 阿呆く さい。 

(兼、 鋸ん」 木の 挽き 口へ 差し込んだ まえ、 汗 1^ 拭く。) 

音 (挽き 狩の 上へ あぐら， 〈どかく) そんな こと、 電 氣に賴 

ん でして 賀へ。 くろく るつ と i! つ たら、 それで 了 ひ ぢゃ。 

阿呆く さい。 俺ァ もう 阿呆らし なった。 東京へ 行かう か 

な , .¥::4 へ し 東京へ 行き ァ のう、 自動車 に 乘 つて、 橫ク 

ちょへ、 一 寸 女の 二人 位ゐ乘 せて、 ボ ー ッ、 ボ ー ッぢ や。 

良え ぢ やない か。 おい， 乘公、 京 へ 行 か ん か、、" ん？ 

東京 は えぞ。 こんな 山ん 中で. 雞持 つてら つきよ は 

されて、 本當に 阿呆らし ゆうて 言葉が 言 へん わ。 阿呆く 

さい。  ； 


(とかけ 驛ん」 かけ 、敵 LL 肩 口，^ 斬リ つけられ；： 表 iS?  LL 

tiS ち， 苦悶の 後、 背後へ どっと 倒れ" 雨足 v;^ 跳ね 上げ、 

俄 に 兩手 ん. - 摘げ ろと 大の字 に 寢 そ ベ ろ J 

あ ー ぁ樂ぢ や。 樂 一り や。 (ゆ >1ノ 屮 動かす-」 眺めて ゐろ) 

いっぺん、 鯉 を 食 ひたいのう。 

  0 

. きも、 夏に ならん と美 味うな いのう。 

(森の 柏の 方^ 指 し) あっこの、 山 雀の 雛つ 子のお； 

ァ. お前の 鋸が 光る ので、 びっくり しとる が。 

この間、 一疋 ちょった。 

親鳥 や をる のか いな ァ？ 

そり や をる さ。 二 時間 目 位に 歸 つて 來 とる。 

さ-つかいな ァ。 (立ち上り、 哲く 頸の 上ズど 仰いで ゐろ) 

あの 巢を. 取つ て やろ かな。 

f. 小石.^ ど搜す やうに して、 森の 中ん ク 奥の 方へ うろ 

うると 廻ろ。) 

お wi- はま だ來 よらん かい？  、 

(谷の 方， 化 0 ^下ろす) まだ や。 今頃 は 辨當の 中へ， ら 

つきよう を 入れと る わ。 

今日は 遲 いのう。 

まだ 來る もんか。 

もう 正午に なって る やろ が？ 


男と 女と 男 
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昔お 音お 兼お 音 


£. ひとり^って 森の奥へ 行き、 小路の 端から 谷の 

方，^ .■ ス して ゐろ。 薪ん 割る 一： せ-かすろ。) 

(牛が t ご，^。) 

兼 菜の 花 は 大分！ ：^: う 〔i- いて 来たな ァ。 

昔 (まの 方 yS- 1 寸报リ 返り、 にゃにゃ1§!笑ひ，^^洩し乍ら) 

お ffi はま だ 来ん わリ 

a 袅、 再び 音の 傍へ 一!^ つて 來 ろ。) 

昔 お M は來 たかい？ 

兼 中の ハ介 にや， 良 <i が： えて 来たな ァ。 

音 おいおい、 他人 いふなよ。 

音 何に い？ (と； 3 ベ ふ) 

JW: 力 とら- 「か". 

默 つて うと マろ。) 

0  oe 亡し 立上り) ゃッ 0  ( と？ t なかけ て 兼に 組みつ く) 

% よせよ 、よせよ。 (よ fcfs んと L て： g み^へ ろ) 

(ニ人はだんだんと本^?5の角カ^5-とリ始める。そこ へ、 

お 手の 森の， M から、 お mr 辨ぉ 1^ 下げ ズ機夫 場へ 來る。 

二人 はお ffl の 來.. K ことに：：^ 附 かない。 お ffl、 哲く 二人 

の S 力，^ 默 つて 眺めて ゐる。 二人 は 一 緒に 韓 がる。 音、 

ひとり き 上ろ、.) 

昔 (お m の 立って ゐ るの LL 氣 がっくと、 芝お の 口調で) 

そこに ゐ るの は、 ぉ里ぢ やない か。 


(兼、 勢 ひよく 起、 -V 、上って お 爪 見る。) 

(お ST  二人の 方 へ 近よ つ て 來て辨 ぉプゃ 挽き 粉の 上に 

降， C す。) 

八/： n はえ らうお 化駐し て る な ァ 。 

知らん。 

遲 かった のう。 

(兼.^ 見て) 遲 い？ 

今日の 辩當 は、 何が 這 入 つ てる の や？ 

知ら； 2。 

またら つきよう か？ 俺ァ もう、 あれに や 閉口 ゃぜ。 

第 一 、がりがり 鳴り さらす ことから して、 氣に食 はん わ。 

お 5- 見てから お 云 ひ。 

音 (辨 ？.. お の 傍へ 近寄 リ、 as 敷，^ 擴げな がら臺 詞 で。) 

待て、 まてく く 家來 共、 とかく 戰 さと 云 ふ もの は、 

腹の ^いて は 出来ぬ もの、 ここらの 茶 as で， ちょいと 飯 

食って。 (急 .U 化 0 の 言 葉 LL なリ： ど う ぢ やお 里さん、 

俺ァ * 芝居の 役者に ならう と 思 ふとる の やが な。 本當ゃ 

ぜ。 俺ァ もう 木 挽 や 嫌 ひに なった」 ねえ， 一 曰 せっせと 

汗水たら し て さ- たった 一 圓 五十 錢 はちゃ 貰 へや せんし 

さ、 お負けに お 里さん にや、 嫌 はれる し。 電氣 でく るく 

ると 木い 挽いて みい、 そんな もん. 俺の する こた ァ たつ 

た 一 分 間 や。 ■ そこへ 行く と 役者 は 良え。 ら つきよ は， K は 
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お 音 お 音 お  音 兼 お 兼 お 音 お 兼 お 


いで も 良え し。 アツ、 こり や 今日は 蓮根 や。 おい 兼 公、 

今日はめ づ らしい 蓮根 ゃぞ。 

(兼、 昔 い 傍へ 行き 辨 css.^ と る " 一〉 >、 ひと リさ きに 辨 

《：s.^4r へやい す。 次いで、 tK^r へる。 驚が 稍の 方で 鳴く。 

お ar 挽 さ 粉の 上 へ 坐る。〕 

一； 首 ぉ£1^さん* 今日は ひどう 沈んで な はるな ァ。 めづ らし 

こと や。 それに 蓮根 や。 こり や 雨が 降らに や 結構 やが。 

お 鶯が 鳴いて る わ。 (と 梢の 方. >  仰ぐ) 

兼 (绔で 稍,^ 指^し) あつ こに 山 雀が 巢 をし と き よ る 

7 リ 

一  >;= お 里さん， お前 * 資 いでな ァ、 ハ 介へ 降りて、 水い つば 

い 汲；^ で來 てく れんかな？ 

お 山 の巢 つて、 どこに？ 

兼 そら、 あっこの 木の 又の 所 や〕 赤い 紫が あ y"- やろ。 

お 里 はァ はァ。 

兼 あの 横つ ちょの、 その上 Go 

お 里 アツ、 鶯が 飛んで る わ。 

兼 あり や や。 

昔 お 里さん、 水- 汲んで 来て くれよ。 

お m 私ら、 もう 山 飲んで 來た わ- 

昔 言 かしゃ がれ。 (と 笑 ふ) こんね に 辛い 蓮根 食 はしと 

きァ がって な。 


お a あんたら、 辛い 物の 方が c5{ かろが。 

音 何せい、 俺 ァ！^ 飮 みやない ぞ。 

お m さう かて 辛い 物の 方が 勢が つく わ、 

音 そり や 反對 や。 氣 いきかせ て 水の 一 ばい 位 73、 汲んで 

来て くれ. - 

ffl 私、 梅の 花が 欲しい わ。 

何す るり や？ 

ffl 私 >  歸 りに 八幡さん へお 參 りして 來た いの や。 

えら， 「殊勝な こと 云 ひ 出した もの やな ァ G 

里 ど こぞに if の 花、 無い やろ か？  . 

森の奥へ 行 きゃある わ。 ほしけ り や C 仪一」 取つ て 來てゃ 

ろか 

^ はァ、 取って来て おくれん か： り 

辨當 食うたら 行って 來 う， 

の 花 は、 もう 呰. 首が とれて る わ。 

(暫く 三人 は つて ゐる。 お は 挽 さ 粉，^; 弁びながら * 

谷！？ の 方な 眺めて &る 0  と 眼..：： がし さり Li ぬく。) 

M 私、 こんな 所で 一 曰 遊んで ゐ たいわ ァ- 

安い ざ 十 やのう。 

m 何せ？ 

遊ぶ ことばつ かり 考 へて ゐゃ がって。 

ffi 私、 もう 御 m 焚き やら， 洗潘 する のがい やにな つた 
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音 お 3 ま お 音 お 


の や もん。 それより- 前のお れんさん みたい に.、 朝 早 5 

うから 山へ ic 十 刈りに 行く 方が 良え わ。 毎日お 陽さん の 出 

ん うち に 山の 吸. T- て- ^；;: りして たらき つ と 長生きす 

る わ」 

Isid お前ら に; 刈り や 出来る かい。 指ば つかり 斬つ てら。 

お W 私- 故鄉の W 〈おにみ たと き や、 毎 曰 これで もして た 

のえ。 あんたら、 馬 をお 使 ひな はらん やろ が、 私ら 馬 

の 三 疋 ぐら ゐな ん でもない わ。 

昔 さうな こと 云 ふな。 鼠が 出り や >  飛 ひ 上って るく せ 

にな ァ。 

^•ffl 私- これから 歸 つたら- また 晚の 準備 せんな らんの 

や。 もうい やや ゎァ。 一 年中 こんな ことばつ かりして る 

の や もの。 

ff.  W  二人に 辦 (.H,^ おべ 終る。) 

昔 お 組 さん、 蓄音機 聽 かして やろ か。 うん？ なかなか 

上手い ぞ。 勸继帳 や。 (1  々リ 出す) 

「それ つらつら おもん 兑れ ば、 大恩 敎 主の 秋の l:,- は >  涅 

藥の！ S に， 隱れ、 生死 長夜の 1:^ き 夢、 驚かす ベ き 人 もな し。 

爱に 中頃の 帝お はします >  御名 を聖武 皇帝と 申し 奉り、 

s;^ 愛の 夫人に 別れ、 ^es の 情 止み難く。」 (突然 どっと 立 

ち 上ろ と、 お 2 方へ 馳け 寄リ、 その w,^ 存 後から 抱 さ 

すくめろ) 


お ai いや やわ、 いや やわ。 

音 何が いや や、 戀慕の 情 やみ 難く， これお 里 どの。 (と 

お 里の 額 1^^  く〕 

お S 阿呆らしい。 

兼 (苦き 額ん」 すろ〕 お 里さん。 祷ゃ 今の 方が ええが？ 

歸 りで ええ か？ . 

お 里 (. 兼の 方，^ 向き) 大きに、 取って来て おくれる か。 

0 澤山 入る のか？ 

ぉ组 一寸で： 稱 やわ〕 ほんの 奉げ る だけ あり や. おえの や 

兼 ぢゃ • 取って来う。 

お 里 濟 まんな ァ。 

S. ひとり 森の奥の 方へ 消えて 行く。) 

音 (お 里,^ 抱いた まま) 今度 は 何を聽 かして やろ？ 新 

派の 方が お、 え か？ 

i 私、 何ん にも 聽 きたうな いわ。 (と 沈み 込む) 

まァ聽 けよ" 俺ァ 役者に ならう 思 ふとる の や。 

C せの 纽.^ 仰 .>5 本當 う？ 

嘘 云 ふか い。 

私， いや。 

いやかて、 仕方 あるかい。 こんな 樵 夫みたい な 商賣し 

てたら、 いまに 上ったり や。 


3 ひ S 
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晉 お ごき お 


音お 昔お 


お aj  (愁 ひ氣 に) 役者になる の？ 

音 定 つてら、 ひとつ、 今から うんと 稽古し といて や るん 

ぢゃ C 新派が 良え か、 新 彼き かして やろ か。 ドラマ ぢゃ 

ぞ， J ドラマって お前ら 知るまい が？ 

お 里 もう 良え わ。 

音 まァ聽 いとく もん ぢゃ、 稽古 臺 になって くれよ〕 金色 

夜叉 を聽 かして やろ。 (聲 色) 「宮 さんお 前で も 泣く ほど 

酷い と 云 ふこと を 知って ゐる のかい。 貰 一は、 貫 一は、 

大 馬鹿者に されて 仕舞った。 僕 は 血の 淚を 流しても 足り 

はせんよ。 出し 拔に家 を 出る ばかり か、 何ん の 一 度の 便 

を せ ぬ處を 見る と、 始め つから 山に 出合 ふ 手 箬 が出來 

てゐ るの だ。 それとも 一緒に 来たの か 知れない お前 は奸 

婦 だよ。 淫婦 だ、 云 はば。」 

お 里 もう 結構 やわ。 

昔 あかん、 腹 ふくれたら、 上手い こと、 ドラマ も 云 へん。 

今度 は ひとつ 好え 所を聽 かして やろ な。 浪 さんや、 良 か 

らうが？ 

いや、 いや。 _ 

何ぜ や、 今 曰に 限って、 どうしたの や？ 

あて 

私、 考へ ごとが あるの やわ。 

くよくよし たこと； K うて くれるな い。 陰氣 くさい。 浪 

さんでも 聽 けよ。 ええ か、 浪 さんが。 


(と、 錄 色，^ 1 言 一 K ひかけ る。) 

もうえ つたら え 0 

お前 >  俺の 浪 さんやな いか。 

、「る さい わ 0 

武 雄さん の 云 ふこと 聽 いとれ。 そやな けり や、 そんな 

もの 浪 さん ぢ やない ぞ。 

(お 里、 ：^^に：5«,^^^れてゐる0) 

I 一首 (再び 聲 色で) 浪 さんが 亡くなれば. 僕 も 生きち や 居 

らんよ。 (並" 通の 聲 にな リ) おい.. お前 浪 さんみた いに 

せんかい。 ドラマ やない か。 泣か にゃあかん。 ええん？ 

沒 さんが 亡くなれば、 僕 も 生きち や "i5 ら ん よ。 

お 里 音さん。 (と 見上げろ) 

音 (聲 色 プお緣 ける) 「もし 私が 死にで もしましたなら、 あ 

なた、 時々 思 ひだして 下さる でせ うか。  ああもう、 

こんな 話 は 止さ うぢ やない か、 それよりか 浪 さん は、 ¥ 

く 養生 をして、 癒くな つてね ュ浪 さん OJ 

(お 里、 何 か 云 ひたさう に 口，^ 動かす。) 

昔 (綾け ろ) 「此の まま わたし は 死んでも あなたの 妻で 

すわ。 未來の 未来の 後まで、 わたし は 良人の です わ： 

お 里 音さん。 もう やめて。 

音 聽 いとれ。 (聲 色， 化 後け ろ) 「あなた、 もう 行ら しゃる 

のです か。 ああ 直ぐと 歸 つて 來 るよ。 ：？^ さん も 充分に：！ il 
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お ： ま お 苦 お •?？ 


意して、 早くよ くな つて ゐ なさい。 ぢゃ浪 さん， 行って 

来る。 ぢゃ 早く 歸 つて 頂戴 ナ。 直ぐ 歸 るよ。 早く 歸 つて 

„5 戴ナ、 ねェ、 31. く歸 つて 頂戴 ナ。」 

お si 音さん、 本當に 役ぶ になる の？ 

昔 木當さ 0. 

お 私- いや やわ。 

昔 良え ぢ やない か。 

お ffl 私な ァ。 (と， 音の 效 l^v つと：：^ ろ) 

昔 妙な 顔す るな。 

お a 私 ；… 0  •> 

昔 何ん ぢゃ？ 

お 私 これえ。 

音 …… ) 

お .K 當ぅ。 

昔 噓 つけ！ 

お 里 嘘：； ム ふかいな。 

昔 (お 5.;.^ 突 さ 放す) 俺ァ、 知らん ぞ！ 

お ai まァ！ (悲 "加な 額) 

音 そんな もの、 知る かい！ (立ち上ろ) 

お sn 本當 うえ、 本當 うえ。 

昔 木當 でも 嘘で も >  そんな もん * 俺 知らん わ。 

cm. 挽..^粉の上へ效，^伏ぜズ泣く。) 


(と 下 股に 手,^ あてろ： 

本當 か！ 


昔 下ろして 了へ。  一 

お 里 (再び 鼓， 5- 上げ、 音 1^ 睨みながら〕 あんた、 私 を瞞ー 

したの か！  ^ 

音 何が 瞞 した！  ； 

お 里 瞞 したの やない の.^^ したの やわ。 私. あんた を そ： 

んな人 やと 思うて なんだ。  一 

勝手に 言 かしな よ。  1 

a 隨 つき ッ、 嘘つき ッ！  一 

何が 嘘つき や？ 俺 やお 前に 子供 産んで くれって Ji んー 

だか！ 

0 そんな こと 仕方ない わ。  一 

二」 れ よ" 

里 あんた * 勝手 者 や。 さんざ 甘い ことばつ かり 云 ふと 

いて。  一 

香 そり や 手前 ぢゃ。  一 

お 里 あんた やない の！ 

音 勝手にぶ つぶつ 云、 「て や がれ" 俺 や， お前み たいな 女： 

に； 1- れ たかい。  ■  一 

お 里 あんた から やない の。 あんた が 上手い こと 瞞 したの； 

やない の。  一 

音 手前が 俺 を ひつばつ たの や。 俺 は： すまぬ けどな、 ま、 

だ 女子 みたい な 代物 ン に 惚れた こと がな いの ぢゃ。 阿呆ら 


き' 
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お 音 お お こ お 昔 お 


しい。 

お S1 役.，： せッ t 

昔 へん。 役者で も、 お前み たいな 女に 誰が 惚れる！ 瘦 

せても 枯れても、 まだ 俺 や 昔さん ぢゃ」 

(お 艇、 挽 さ 粉，^ 摑んで 音に 拉げ つけろ。 昔， 足で 挽 

き 粉，^ 投げ返す。) 

お 里 つき ッ、 色魔 ッ>  阿呆 ッ。 

音 くやしけ り や、 泣け ッ。 

(お 里、 立ち上り， 音 プど^. かけて 飛びつ く。 昔、 お 組 

の 肩， 化 突き 飛に す。 お 里、 ばた リと 倒れ、 しゃく W 上 

けて おく。 が、 再び 起き 上ろ と、 急に 悲しげ な 額 1^ し 

て 音,^ 見詰める。) 

お 里 音さん- 私 を 捨てたら いやえ. 捨てたら いやえ。 

昔 -笑 ひなが") 捨てる も 糞 も， な いぢ やない か。 

お 里 私， 捨てたら. 私 ：… 。 

昔 もう. やめて くれ。 なさけない！ 

お 里 あんた， 私 を 捨てる つもり か？ 

音 俺 や、 知らん てし 

お s 音さん。 

音 俺 は 、 明日 か ら is- 京 へ 行 くん ぢ や。 

お 里 當 か-. 

音 さう ともつ 


お 里 私 を 捨てて 行く の！ 

音 捨てる も 糞 もな いぢ やない か。 お前  >  俺に ，惚れて ゐゃ 

しょうまい 0 

お Si いや や- 私" (资 白と なろ) 

一昔 もう、 なさけない 藤 出さん といて くれったら、 お前ら 

に 相手に なって ゐら れん わ。 

お^ 柬 おへ 本當に 行く の？ 

こ ひ，  i  t 

昔 本當 さ" こんな 木 挽して たら、 十 iH. たったら 飯が 食へ 

ん やうに なら ァ」 

ひとり 行く のか？  ， 

定 つてら ァ。 

一 私 も れ てって。 

お前 >  京へ 行って 何に する の や？ 

i  ん でもす る 

何が 出来る い。 それ こそ、 お前ら 淫？ おにで もなら ァ。 

一 あて、 こんわに." g んで るのに いてく れんの. か？ 

ハ 介へ 行って、 水で も 飲んで くるわ。 

一 私 を 捨てる の！ 

(昔、 つて 谷の 方へ 歩く。) 

お 里 (膝 1 や 立てて) 背さん。 

谷？ 方へ えろ-) 

お 里 (立ち上り〕 音さん •：•： 。 
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お 兼お き 


お Si  (默 っズ (せの 降りた 谷の 方 >. や ながら) 阿义 -ッ！ 阿 

；: 术ッ！ (と 叫ぶ J 

(お BT  W び 挽き 粉の 上へ 坐り込み、 額， 4- 伏ゼ ろ。 t^l 

が^く。 眼， n が^く。  ^くして、 兼、 花の 眹 いた 格の 

小枝，^ 持って、 森の奥から 歸 つて 來ろ。 お sis- 泣いて 

ゐ ろの.^:^ ヾ *  1= く 立った まま 彼女 ん- .1 めて ゐ る。) 

(お 里、 欲. ^上げろ。) 

ま どうしたの や？ 

お S! (小さな 5t で) 綺麗な こと。 濟 まなんだ わな ァ。 

^ お fflG 傍へ 近寄る) どうしたの や？ 

お (笑 ひながら) 何んでも ない の。 さっきから is が 痛 

うてな， - もう 歸 ろかと W やりてる の やけど * ひどう 痛んで 

來 たも. の やで な。 

. 妹 ひどう-:; i むの か？ 

お 里 (頭に 手 あて〕 いいえ、 何んでも ない C やわ。 (谷 

G 方へ 眼，^ 外ら す) 菜 畑 は 綺麗 やな ァ。 櫻の 花より、 私 

菜の 花の 方が 好きえ C  05.4 に 思 ひついた 如く) マゾせ つ 

かく iiw とって 来ても ろと いて 忘れた わ。 大きに。 大分 奥 

C 方まで 行った の？ 

兼 いや。 音 公 は どこへ 行った の や？ 

お &: 谷へ 水砍 みに 降りて 行った わ。 

$,  ^お 3iLL 渡す。) 


ぉ&; (捲の花，^-眺めながら) これ、 單 m 椿 やな？ 蜜が 

ある やろ か。 私- 小い ちゃい 時に よう 椿の 蜜 を^め て 鼻 

を眞っ 黄に したわ。 

S, お 里の 傍へ 腰，^ 降ろす。) 

(お ET ま；： 沈み 込む リ) 

兼 (ftl 分の 膝，^ 兩 手で 抱 さ〕 あっこに ゐる牛 は、 あり や 

ど こ の 牛 力  な？ 

(お mr 兼の 見て ゐろ 前方 1 ^見ろ") 

兼 ええ 牛 や、 なかなか。 

(お mr ま；：： y み 込んで 默 つて ゐる 0) 

兼 (お 里ん 見て 優しく：) まだ 頭痛い のか？ 

お S; (兼，， S なまめかしく 見上げろ つ、 に して) もう 癒つ 

たの。 

兼 音 公が 何ん どした のか？，  . 

(.！5Br 裕の 花瓣ん 弄びながら) あの人、 私、 大嫌 ひえ リ 

何 どした のか？ 

う うん。 (と 頭，^ 横に 振リ) あの人うる さうて。 

音な どない したの や？  • 

i 何ん にも しゃへん けど、 ドラマ やたら 何ん やたら 云 

うて、 芝居の 眞似 ばっかり してる や もん。 私. いやらし 

ゆうて- いや やわ あんな 人。 

兼 っ今間の方.^-眺め) もう 上って 來 よる や スが？ 
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兼お 兼 お お 兼 兼 兼 兼 お 兼お 兼 


お raf さう かもう 云 はんと かう。 

兼 云へ よ。 俺ァ .•：： 。 

お W 怒る わ。 

兼 怒る， かい。 何ん ぢ や？ 

お^   。 (俯向いて ゐ ろ) 

兼 (にしリ^1ゅリ〕 どうしたの や？ 

お 里 (："：^々なまめかしく兼ん」見^^5め) 私 * これえ" (と 

片手で， U 分の 下腹，^ 持ち上げろ やうに マ る) 

兼 (氣附 か S らしく) これって 何ん、 ちゃ。 

お Si これ。 (と 前と 同じき 眞 似,^ する) 

兼 そり や、 ど c したの や？ 

お ffl 子供が 出來 るの やわ リ 

兼 (爆け ろ やうに 葛ぶ：：" 本當 うか！ 

お a ええ" (微笑) 

兼 本當 うか！ 

ぉ&: ほんと。 

兼 さう か。 本當 うか. 喷 云へ ー 

お m 嘘 云 ふかいな。 

兼 いつや？ 

お 里 もう 三月。 

兼 うまい。 本當 うか。 噓云 ふなよ。 

お 里 (喜に しげに) 本當 うやって ば。 私. そやで 今日 も 


お 里 兼さん U  (もたり，^ 見迥 マ) 

兼 何ん ぢゃ。 

お ffi あんた なァ。 

兼 うん。 

(お BT 益々 なまめかしく). 私 …… 0 

何ん ぢ や？ 

羞 しわ。  . 

何ん ぢゃ、 S はんか？ 

あんた、 私 >  ほんと に 好き？ 

うん 0 

(お 里、 ： ^む。) 

好き や。 

(お GT 跌 る。) 

俺 や、 好き やが …： 。 

(お 3i  、 な ほ默リ な が ら 嬉し さう に媚ぶ 0) 

何ん ぢ や？ 

私、 ほんとうに 嬉しい わ。 

(兼、 喜 はしげ LL- 片手" 小お 里の 肩 にかけろ。) 

； 兼さん， 私な。 

うん。 


何ん ぢゃ？ 


-53 とヶと 9J 
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歸 りに 八幡 へ つて >  0^ 奉げ て來 よ.^ と 思う てるの 

やわ。 そやで- あんた に 頼んだ の。 

^ さう か。 そんなら、 俺 や 用意 せんならん。 三月 か。 

お 里 ええ。 

^  ；:: 月なら、 もう 後、 ヒ月 や。 ，てしたら *  二人で 俺の 故 

郷へ歸 ろ。 

お 里 速れ つて 來れ るか？ 

^ うん。 一 仃こ行 こ。 お前、 もう 丸 嵌 結うたら ええ。 俺に 

や * 今 五 金した るの や。 

お 里 そんね に澤 山？  * 

^ うん。 歸 つたら、 それで 山 を 1M はう、 山 買うて 杉苗植 

ゑる の や。 そしたら、 一 ハ小 たも や 二 尺になる わ。 来年の 

春が 來 たら， 山い つばい 芬が 出る。 サッと 芽が 出たら * 

もう 締めた もの や，) 五： C 圓が、 いつ べんに 千圓 になる。 

そしたら。 

お a 千 11 に？ 

^ うん- 千 圆位ゐ 見て る 中 や。 そしたら- 田 を 買うて、 

家 雄て て。 

お m 家 も てるの？ 

旅 ^てると もい。 お ほさん、 何ん ど S3! うて やろ か、 何が 

欲しい？ 

お 里 私 * もう 何ん にも 入らん わ。 (不. V 、さう) 


兼 お 刀 りしが、 小紋 縮緬の 方が 良え か？  j 

お 里 私， 入らん わ。 (ますます 不安 さうな 額に なろ) 一 

兼 さう かて * 何ぞ 入る ものが ある やろ が？  ：： 

(お ST 默っズ 俯向いて ゐ ろ。)  一 

兼 さう か、 三月 か、 そり やうまい。  】 

(音， 谷の 方から 上って 來 ろ。〕  _ 

音 中の 谷の 水飮 まう と 思うたら、 輕 がゐゃ がった。 あつ 

この 水 は. 臭うな つたな ァ。 

兼 (默 つて 立ち上 リ、 うるた へ 《^ 味で) さう か。 (と 云 

ふ。 また ぐ 坐ろ つ 額」 亦し) 

お M  (前方の： 一お &,^ 眺め) 兼さん， あっこに ゐる牛 は * 

あれ は 又 次郞 さん 所の 牛 やえ。 朝鮮 牛 や もん。 

兼 (音，^ a て、 少し 媚びた 氣持. o 蛭が ゐ よった て か-一 

S, 注意深く^3^って兼の^^^$-見詰めズゐろ。 また、 一 

營が 鳴く  0  tw- の 額：. よいよ 赤い。)  ： 

、挽 俺 も、 もうあの 水 は 飲まん わ。  一 

0 昔 >  LL やに やと 笑 ひ 出す。 兼. そわそわ しく 前方な 

向く。) 

音 はは ァ。 (とひと り 合 點貌)  一 

お ffi  (わたりん .^n^il し) もう 鶯が 鳴. かへん わな ァ。 どこ 

へ 行きよ つの やろ？ 

娘 (上な 仰〕 -VO 今まで 鳴い とった な。 毎 曰 三 べん 位 来よ 


7] ヒ 女と！  J5 


兼 音 音 翁 兼 音 


音 兼 音 •■g^      音 兼 


るの やが。 どこ ぞ そ こらに 奥 か け て ある やろ。 

兼 公？ 

うん" 

お前、 その 女に 随 され やせなん だか？ 

何に い？ 

瞞 されたら、 あかん ぞ。 

阿呆 云 へ 。 

(お ST  $s しさう に 昔.." 睥む。 その 中に 傈 へて 來 ろ。) 

# そんなら 云 ふとくが、. そ 奴ァ、 仕樣の ない 女 やで、 お 

前、 ひっかかったら 駄 s ぞ。 

兼 何せい？ 

音 ひっかかった のか？ 

(兼、 默ろ。 なほ 斑 赤し。) 

音 何ん ぢ やい • もうひつ かかった のか。 お前 や、 女に の 

、 、  あ. ん 

ろいで 駄 HI わ。 

お 里 ひと、 阿呆に するな ッ。 (怒 ft) 

音 どっちが ぢゃ？ (と 笑 ふ) 

お 里 ひと …； 本當に 色魔 ッ。 

音 手前ら 默 つてよ。 おい 兼 公。 お前 ほんと に. そ 奴に 嬲 

られ たの かい？  二」 の 女 は. 淫賣 みたい な 奴 やで、 そ 奴 

の 穩古臺 になったら 駄目せ。 

香 vj- 見上げて 怒ろ.) 


音 お前、 俺に 怒って るな ァ。 俺 は、 お前の ため 思うて 云 

う てるの ゃぞ。 何も 俺 は . や きもち 烧 いてる の やない ぞ。 

ええ か。 

俺の 勝手 ぢゃ！  _ 

(嘲笑しながら) こり や 駄目ん。 

(なほむ 怒り) 何ん ぢ やい！ 

おい、 兼 公 * しっかりせ ッ。 

(兼、 默 ろ。) 

そ 奴を铺 倒せ ッ.。 

可-に ッ！ 

そ 奴 を 蹴倒して やれ ッ。 

£. 立ち上って 音 に 飛 び か か ら う と す ろ J 

#  (ますます 嘲笑の 微笑 1^ 浮べ〕 お前 や、 阿呆らし ゆて * 

言 紫が 云 へん わ。 あかん あかん" (と Ig,^ 向く〕 

力の 入れ W なく 突き 立った 儘：.^,^?!; つて ゐ ろ。) 

lis. 俺を擲 打る 氣か？ 擲打 るなら 攤 打れ。 そやけ ど * そ 

奴 に 瞞 されたら 八 年 =: ぢ や。 その 我 鬼 や 俺を瞞 そとし や 

がった の やが、 俺が、 あつ ちやこつ ちゃに 瞞 してやった 

もので、 お前に 食 ひっき さらした の や。 お前に 何ぞ 手管 

しゃがら に や 良え がと 思 ふと つたの やが、 とつと やり や 

がって！  くそめ！ おい、 お 里。 

(お ai 、悲しみと りの 表 で その 場に 泣き伏す 0  ^ * 
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お 里 >  早よ 歸ね。 

0^".  5= 分の 鋸の 突き刺した 木め 方へ 歩む =0 

广 一 同：^ K、 鵝が $3 くで 鳴く e) 

音 兼 公， 早よ 仕事せ いよ。 

(音、 ひとり 木，..^ 挽き に かかる -) 

S. な はも 動かす J 

昔 (#- の 方ん  1::^ て) お前 * そんね に； li?^ てた のか？ 


音 俺 やまた- お前 もお 前 流に 嬲って たの やと 思 ふとった 

の やが。 何 ンんぢ や、 阿呆く さい. - (木 > ^挽く) 

(お ffi、 起さ 上り、 頭の 傍の 辦 is 箱 1^ 拾 ひ、 昔， ャめ. か 

けて 投げつ けろ。)  . . 

^  (笑 ひながら お SH ん， - 見ズ) へん、 歸ね歸 ね。 

お 里 色魔 ッ、 噓 つき ッ。 

音 口 措し けり や， かかって 來ぃ。 

お 里 阿呆 ッ！ 

音 今度 ァ、 誰の ijT ちゃ！ うん？ せんど 稽古し といて、 

子供で もころ ころ 逢んでくれ、 あは はは はは」 (乂、 木 

(お 里、 协の 花， 2 心れ たま ま 谷" 方へ 步く" じ 

-兼、 動かす。) . 

音 お いお 里 * 辨當の 穴 >i 箱で も 持つ て 歸れ。 
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(お 里、 氾 えろ。) 

音 (振り向き) 何ん ぢゃ、 をらん のか、 犬みたい な 奴 や 

なァ。 兼 公、 こっちへ 來ん か。 うん？ あんな 奴 は、 あ 

れ で；^ えの ぢゃ。 

(音、 鋸，^ 放し、 の 傍へ 寄り 優しく 肩に 手 1^ かけろ。) 

音 おい、 怒るな よ。 あんな 奴ァ、 食 はしと き や 良え のぢ 

や。 なァ。 今に 俺ァ、 もっと 良え の を 世話して やろ。 保 

證 づきの をのう。 しっかりせ ッ。 (と 肩 vS- 叩く) 

(兼， 音 LL 誘 はれろ ままに 鋸の 傍へ 歩んで 行く  9) 

音 それよ か、 一緒に 柬 京へ 行 こ、 東京へ。 こんな 商賫 は、 

ええ 加減に きりつけて やめ つち ま はう。 そやな けり や、 

今に 俺ら 上ったり や C なァ。 

(音、 木,^ 挽きに かかろ。 兼、 ひと リ默々 として 立つ 

てゐろ 0) 

音 俺 や 役者になる でな ァ、 そしたら、 お前 仕事が 手に つ 

くまで、 俺 は 養うて やる わ。 何ァん の、 二人 位ゐ、 どに 

でで も 食へ るが。 そんな こた ァ、 への かつば ぢゃ。 (急 

に 藤色に なり) そこへ 行き やる は、 おかる ぢ やない か。 

さう 云 ふお 前 は、 勘 平さん かッ。 

f, ひと リ木, ^挽く。 兼、 なほ立っ^,:まま谷間の方 

見て、 ぽん ゃリ として ゐろ 0) 

音 何を考 へて るの や？ 


(兼、 低い 驛で〕 俺 や、 あ 奴が 好き や。 

(音-^ から 手，^ 放し、 ぽん やりと して 娘, 見上げろ 0 

iK か 鳴く。 どちらも 無言り) 

兼 (突然) おい。 柬 京へ 行 こか？ 

Q.n. 默 つて 兼の 額 1 屮眺 めて ゐ ろ。) 

兼 俺 も 連れてつ てく れんか？ いつ 東京へ 行く の や？ 

(音， 淋しげ に なほ-. 。^ろ。) 

兼 仕事し ようか。 どれ。 

(兼、 手に 唾.^ つけ、 鋸に 手 かけろ。 ^3 分の 感 is,^ 

R^tJ たくな い か の 如し。) 

音 お前、 あの 女に、 そんね に 惚れて たの か？ 

兼 いや、 何に ：… 。 

(音、 首，^ 垂れて 默々 として ゐろ 0) 

S. ひと リ木， ^挽く リ〕 

香 (見上げ) ほんと に 惚れて たの か ー 

(兼の 鋸の 音ます ま マ 激し。 il、 沈默 長し 0) 

音 (自然 AI 嘲 的 に) 阿呆く さい。 何ん ぢ やあんな 奴！ 

(立ち上ろ) おい、 お 里の 奴 を、 癱 打り つけて やれ。 

兼 (自分の 鍩の商 ん」 め〕 アツ 、こり や 失敗た 目 

が大 ぶ脫れ やが つた" 

(二人、 默々 と玆 びながら • 木，， 小 挽き 出 \ -。) 

—— を はり . 1 . 
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ら打永 をし ましても、 やつば り 自然の 雨に 逢 ひません と、 

い い 花を兑 せて はくれ ません から …： 。 

g 凡郎 何ん と；； ム つても、 自然の 力 ほど 强 えもの はなから 

うて。 おかげで かう して ゐて も、 ^中が 仲び 仲び する や 

うだ。 はよ し、 ill もよ し. この 氣安 さは， お 大名で も 

滅多に 味へ る こと ぢゃァ あるめえ。 (お 近 LL  ^  ：!  やなし 

ズ) ひとつ、 お前 も 飲んだら どう だ。 さすがに 川の： HI 

那が、 rtnETOf でお 3S け 下す つた だけあって、 灘物 はまた 格 

別の 味が ある。 

わ 近 では ひとつ、 御 ffl 伴いた しませう。 su^^^^^< 

つが" 二 

^九郎 ど- 「だ. こくの あろい い 味 だら う。 灘の酒 は、 船 

で拔 まれる たんびに、 味が 出る とユム ふこと だが、 かう し 

て 飲む ど.  一 そんな 氣 がするな U 

お 近 わたしな どに は、 よく 判りません が、 どうやらと ろ 

りと した 味の- いい 御酒で 御座ん すねえ。 

傳九郞 卜；！ い 御 ESM は 有難え もの だ" 足. を わるく してから 

舞-::^ .を 引いて、 かう した plls の 身に なっても、 時 をり は 

ひ 出して 下さる と见 えて、 何 やか やとのお 心 添へ. 身 

に.、 ゃぺ て、 勿 IS ねえ やうな ことば かりだ。 

お 近 (^九 郞 に ^口，； 返して、 酌， ケ すろ) せ：； 川の 且那樣 

は， お Ew に掛 るたん びに、 親方が もう 五 年 も 働け たらと、 


それば つかり を *  口癖の やうに 惜しんで 御座ん す。 

傳九郞 いや、 そいつ を 云って くれるな。 役者に 年な し。 

六十 五と 云 へ ば まだ 舞 蠆ぢゃ 使 へ る體 だが、 去年 稽古場 

で 怪我 をした のが この 身の. 小 運。 御.！ I 廣 の 方 達に ゃ濟ま 

ね え と 2 心 ひ な が ら 、 片輪 の 體 を S に 晒す のがい やさに * 

ふつつ り 身 を 引いて しまったの だ。 もとより 藝 に 飽きた 

とい ふわけ でもな し >  いまだに 三 座 の^を 聞いたり、 番 

附を 見たり する 度に、 舞 臺に殘 る 未練が、 腹の〕 眩から 湧 

い て 來 るの は す る が 、 今更 そ い つ を 云 つ た か ら と 

て 何ん になら う U だが、 役者 は廢 めた 後まで も、 しい 

と：； ム つて 戴ける やうなら， 何よりの 木 とい ふ もの。 お 

れ はもう それだけで、 冥加に 餘る ほど 嬉しい 氣 がして ゐ 

るの だ。 (間。 m の 問の 句 l^ig む〕 三日月 や 早 や 手に さ 

はる 草の 露 11 (立つ ズ上 乎の 障子 1^ あけろ) お 近、 こ 

こへ 來て あの 月を兑 るが いい。 人の 未練 を 笑 ふやう に， 

小氣 味よ く 冴え てゐる ぢ や ァ ねえ か 。 

お 近 (緣先 l: 出ろ) ほんに よく 冴えた、 三日月 樣で 御座 

んす こと U  . 

(二人 は， 蘆の ^末 .U か か ろ ： 二  H=J  ,.5- 見守 ろ ) 

a 他 かに 高く 雁の？ TO 

傻九郞 M 十え もの だな ァ。 きの ふまで、 裯の聲 を 聞いて ゐ 
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たと 思 ふ 間もなく- もう 雁が 渡って 來る。 年 を. 取る と、 

月日の 經 つのが • 格別 速い やうな 氣 がして ならね え。 

お 近 この 一一： 園へ 来まして からまる 一 年。 去年 も 初 雁 を 

きました の は * 葺 一町の 初 3 が、 間もなく 開かう とい ふ、 

今頃だった で 御座ん せう。 

it 九郞 さう だった の。 去年お 前と 二人， 龍 願 寺の 萩 を 見 

ての 戻り を" 仲藏 夫婦に 经 つて もらった. 舟の 中で 聞い 

たの を覺 えて ゐ るが、 思へば 月日の 經 つの は， 嘘の やう 

に 速え なァ。 

お 近 「雁の ようこそ おいで 待 乳 山」 あの 時 親方が、 人眞 

似 だと 仰し やつ て、 お 扇子 へ 書いて おやん なす つ た 句 を * 

仲藏 さん は、 いまだに 大切に して ゐ ると、 いつも 云って 

で 御 ii ん した。 

傳九郎 うむ、 そんな 風流め かした こと もあった つけな ァ。 

S だが 仲藏と 中へば、 この 月に 這 入って から、 まだ 

一度 も 見えね え やう だが、 ひょっと また、 お 岸で も 煩つ 

てゐ るの ぢ やなから うかの" 

お 近 さァ、 わたし も疾 うから >  氣 にして ゐ るので 御座ん 

すが、 この間 百 本 杭で、 杵屋 のお 弟子 衆に 逢 ひました 時 

も、 別に そんな 話 は 聞かずに しま ひました。 —— もう 今 

度の 番附 もき まった 時分です し、 それや これ やで、 忙し 

いので 御座ん せう。 


降九郎 大きに さ、 「かも 知れね えの。 何んでも この 秋の 葺 

屋町は * 菊 五郎が 上方へ 歸ん なさる とかで、 之 助 を 

出す との 嗱も あった やう だが、 忠. £^藏 が 出る となり ゃァ * 

ま づ仲藏 のと ころ へ は、 師 id か- 个ぉ衞 門が 行った だら う。 

ど ちらに しても あいつに は 初役、 藝氣狂 と 云 はれる だけ 

に、 三度の も 忘れて、 役の 工夫 をして ゐ るの かも 知れ 

ねち 

お 近 必ず さう に 違 ひあります まい。 お 岸さん がお つて ゐ 

ろの なら、 誰かが 知らせに まゐ ります。 いつもの 仲 さ 

んの氣 性から、 いっそ 稽古に 凝って ゐ るので 御座ん せう U 

(間。 11 ふと 膀 の 上-し 氣 付いて) おや * これ は， 「つか 

りして ゐる うちに >  ぉ澗が 冷めて しま ひました。 熱い の 

と、 付け直し てま ゐ. リ ませう。 (立 上ろ) 

傳九郎 折角の 灘の 上酒 も 冷し になつ ちゃ ァ 驀な しだ。 

ちと 熱め に 付けて 來て くれ。 . 1 - おお， それにき の ふ、 

梅 里さん がくれ た 腹 辛が あ る ぢゃァ ねえ か。 

お 近 さう さう、 すっかり 忘れて ほりました。 一緒に 持つ 

てま ゐり ませう。 

(お 近 は K 燈 口から 去ろ。) 

(傳 九郎 は、 ^つて" 处， か 凝視して ゐ たが、 や. かて 緣先 

から 下り立って、 池の燈籠に灯，4^入れ、 再び 座敷 に お 

ろ J 
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(長さ ra。 蟲の 一-せが i£ かに 間 えろ。) 

ci- の 杈折戶 から、 信の 输姿 がその 儘^ け 出した や 

うな、 仲^の 班乂 のお 岸が 這 入って 來ろ。 傳九郎 は氣付 

かすに、 燈^の下陰に亂れろ秋^„十ん，^眺めてゐる0) 

お ？ル (徐 がに 緣先 近くへ 來ろ) 御免下さい まし。 御免 下 

さ いまし 0 

傳九郞 (お-:. ゲ屮兑 てび つく リオろ) おお、 お 岸 か。 

お？ 川 はい。 御無沙汰いた しました。 

傅九郎 (お Si, ^、め々 見詰めながら) よく 來 たな ァ 。別に 

誰に も變り はねえ か。 

お はい。 

^九郎 まァ早 く * こっちへ 上ん ねえ。 

$ では 御免下さい まし 0  ( 上つ ズ 下手 LL 坐ろ) こちら 

さまで も、 どなたに も、 お 變りは 御座ん せぬ か。 

i め 

^九郎 みんなお かげで 健 だが の。 11 お前 ひどく、 顔色 

が 勝れね えの。 何 か 心配事で も 、出来た の ぢ やねえ のか。 

M いいえ. 別に …… 

^九郎 そんなら いいが、 ふだんから、 あんまり 丈夫の 方 

でもね え やう だから、 今 もお 近と 二人で、 お前の ii^ をし 

て 案じて ゐ たと ころ だ。 (奥へ 向って ん 叩く) お 近、 

おいお 近。 

お 近 (姚 子と svrivil^ 持つ ズ 出て 來 たが、 お のゐ るの 


見て 驚く〕 まァ これ はお 岸さん！ 

お 岸 どうも 御無沙汰いた しました。 

お 近 御無沙汰 はお 互で 御座ん すが …… c:^ 々見て) お前 

さん、 この 夜道 を， わざわざお 一人で …： 

お 岸 わざわざと いふ 譯 でも ありませ ぬが， 觀音樣 へお 詣 

りの 歸り を、 今戶 から 渡船で 廻って まゐ りました。 

お 近 それ はま ァ。 —— では 先刻の 夕立に、 ど こぞで お 遇 

ひなさん したら う。 

$ 夕立に に、 丁度 觀音樣 で 遇 ひました が、 しばらくお 

堂で 休んで K ります うちに、 どうやら 穴 H も 晴れ ましたの 

で …… 

お 近 (茶 入れながら) それ はよう 御座ん した。 —— で 

も觀 音樣 から は * 川 さへ 越せば、 遠い 道で はない やうな 

ものの、 日が 暮れて からの 土手 は、 滅多に 人通り も 御座 

ん せぬ。 御府内と は 打って 變 つたこの 寂し さ。 怖い とも 

思 はずに、 よく 來て 下さん したねえ。 

傳九郎 广 手酌で 飮み な-から) 男なら、 すぐさま 一 杯獻ず 

ると ころ だが、 お 岸で は それ もなる めえ。 (お 近に) こ 

こ はいいから、 ひとつ 裏の 木に 生った、 柿で も剝 いて 持 

つて 來 ねえ か。 

お 岸 もう どうぞ， ぉ稱ひ 下さいます な" 

お 近 5^^ら しく もあります まいが、 田舍に は、 田舍の 味が 


412 


蔵 仲 村 中 


傅お 傳 


お 傳 お 傳 お 


御座ん せう 0 —— では 直に. 取って まゐ ります。 

(お 近 は . 奥に 入ろ。) 

(間。) 

傳九郞 時に お 岸。 今度の 狂言 は、 もう 極まったら うの。 

お 岸 はい。 實は それ をお 知らせに まゐ りました。 

餌九郎 ほう、 その 知らせに 来て くれたの か。 で、 今 曰き 

まった ばかり かの。 

お 岸 それが、 丁度 十五 日の 日に、 極った ので 御座ん した。 

傳 九.！ S 何、 十五 日に 極った と。 すり ァ もう 今日で、 五日 

にもなる ぢゃァ ねえ か。 

お 岸 はい。 

傳九郎 そいつ はちつ とも 氣 がっかなかった。 ：… なぜ も 

つと 速く、 知らせて はくれ なかった の だ。 

お i-li いつもなら、 お 役が 極れば その 曰のう ちに、 お知ら 

せに まゐ るので 御座ん すが、 今度ば かり は、 兎も角 番附 

の 出来る まで 待てと、 主人に とめられ ましたので …… 

九郞 ほう、 仲； I は、 お前が 來 ると いふの をと めた のか。 

岸 はい ひ 

九郞 そいつ ァ稀有 だの。 11 さ、 「して 狂言 は、 どんな 

風に 極つ たんだ？ 

お 岸 r 稚兒模 樣近江 八景」 と、 「忠臣 藏」 の ふた 立で 御座 

んす。 


傳九郎 うむ、 では やつば り 噂の 通り、 菊 五郎 は 「山 cs{ 之 

助」 を 出 すんだ な。 あの人の S 良 之 助なら 極め 附だ。 こ 

りゃァ きっと 當る だら う。 すると 仲^のと こへ は、 師直 

が 行った か。 それとも： 午 右衞門 かの。 

お？， i 貴 は 主人 も わたし も T 忠臣蔵」 が 出る と^きました 

時 は、 今 親方の 仰し やった お 役のう ち、 どちら かが 戴け 

る ものと >  極めて ゐ たので 御座ん すが  

傳九郞 何？ それ ぢゃァ どっち も、 お前のう ちへ は 行か 

ねえの か。 

お 岸 はい。 殘 念ながら、 どちらも ほかのお 人へ 廻り まし 

た。 11 そんな 譯 合から， 主人 は、 切 破 詰る まで、 親方 

にお 知らせしたくなかった ので 御座ん せう。 

傳九郎 うむ。 してお 前のと こへ は、 どんな 役が 舞 込んだ 

の だ。 

5 が 五段 目の、 定九郞 一役で 御座ん す。 

九郎 何、 あの 定九郞 一 役 V- 

岸 はい。 

九郎 それ を 仲！ i は、 承知で 受けて 歸 つて 来たの か。 

岸 三 笑さん への 意地 づ くから、 引受けた と. E 'して 居り 

ました 0 

傳九郎 さう か。 (ra) では やつば り 一一： 笑 は、 この ifstt 言 

のい きさつ を- いまだ 根に持って ゐ るの だな。 卑怯な 奴 
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め。 立 作者と も あらう ものが * 何ん とい ふ 男らしく ねえ， 

こと を しゃがる の だ。 (お？ ；；に.) 定九郞 と 云へば、 お前 一 

も 知っての 通り、 名题 役者の する 役 ぢゃァ ねえ。 それ を： 

無理に 押 付けて. 敵 を 討つ 氣は淺 間し い" r 無 ふさう LL) 

仲！ g は、 なぜ その 場で >  書 拔を突 返して やらなかった の „ 

お-;. sS; わたし も それ を 申した ので 御座ん すが、 ちっとば か 

りの 評判の いいの を 笠に て" 役 を 蹴った と 云 はれて は >  一 

曰 頃お 目 を 掛け て 下す つた、 御 <厲樣 に 申譯が ない。 憎. 

い 犬 は 撫で て やれ 11 さう 思って、 ロ惜さ をお さ へな が 

ら、 受けて 來たと 申して； S りました。 

傳九郎 (^ずの やう LL)  い 犬 は 撫でて やれ！ うむ， _ 

仲！ g はさう 云った か。 

お ？ル はい。 これ もこつ ちが、 小さい ばかりの 負け 戰だ。 

大きく なれば 五分と 五分。 意地 づく でも、 今に 辱 を かか 

せて やる と * せ を 額 はせ て 居りました。 

0 九郞 (^汲して) でもよ く 辛抱して 來 たな ァ。 11 お 

si:。 仲^の その 辛抱 は、 きっと 三 笑 を；^ 返す ぞ。 

お 有難う 御 11 んす。 わたし も 唯 >  そのこと ばかり を 希 

つ て 2S ります。 

條九郎 おれ は、 いい 弟子 を 持って 嬉しい。 だが， それ だ： 

けの^ をき める までに は、 どんなに 腹で 泣いた ことか や 


さぞ 胸 も、 張り裂ける 思 ひだった らうな ァ。 

お 岸 (胸が 一杯 になって) お 察しの 通り、 お 役 を受. 取つ 

てま ゐ りました 晚は， お茶 一 服 も 口にいた しませんで、 

ロ浩 がって 居りました。 それ ゆ ゑ 今でも 引績 き、 ぉ稳古 

に 出ます ほか は、 朝から 夜お そくまで、 一間の 内に、 閉 

ぢ籠っ て 居ります る。 

傳九郞 さう か。. —— さう して そのの ち. 何ん とかいい ェ 

夫が 附 いたやう かの。 

お 岸 どうやら まだ * そこまで は 漕ぎ 清け ないやう で 御座 

んす。 唯、 日頃 一途の 氣 性から、 もしも この 工夫が 付か 

ないやうなら、 江戸の 舞臺 もこれ ぎり 捨てて、 上方の 士 

になる 氣 だと、 きつ ぃ覺 IS を 申して 居ります。 

傳九郞 (仲 蔵のお 持，^ 察しながら) そり ゃァ もう、 さう 

なくて は 叶 はねえ こと だが、 一 途 にあせ つても 仕方が ね 

え。 —— と 云っても. 初日までに は. あと まるまる 數へ 

て 十日 足らず、 いまだに 工夫が 付かね えとあって は、 さ 

ぞ かし 毎日、 切ね ぇ氣 持で ゐる こと だら う。 一 時 も 速く、 

氣の 晴れる やうな * い い 工夫 を させて やりてえ なァ。 

お 3ii わたし も 明け暮れ、 そのことば かり を 案じて 居り ま 

すが、 何 を 中し ますに も 女の 身、 氣 だけ は あせりながら、 ■ 

さて 舞臺の ことになります と、 何ん としゃう も 御座ん せ 

ぬリ 
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St 九郞 そり ゃァ お前が、 氣を 揉む の も 尤も だが、 月に 懸 

つた © 同様、 風の 吹く の を 待つ より ほかに 仕方が あるめ 

え。 11 きの ふまでの おれ だったら、 自分の： 子に、 こ 

ん ないやな 思 ひ をさせる ん ぢゃァ ねえが、 何 を いふに も、 

今 はかう した 隱 23 の 身の上、 お前 も さぞ かし. 腑 甲斐ね 

ぇ師； 5^ だと 思 ふだら うが、 辛抱し て くれね えよ。 

お 岸 勿體 ない。 どうして そんな ことが 御座ん せう。 これ 

もみん な、 降つ て 湧 い た 主人の 災難、 今 も 仰し やる 通り、 

月に 懸 つた 雲で 御座ん す。 やがて 1  円れ たら * 笑って 見る 

日が まゐり ませう。 

傳九郞 芝居 道ば かりと は 限ら.， K- 所詮 ほ眞 直な 者の 勝つ 

のが、 世の ためし だ。 己の 性根の 曲って ゐ るのに 氣が付 

かず、 人 を ひが 目で 見る やうな 三 笑な どに、 いいこと が 

あってた まる もの か。 (間 。手酌で 續 けて 飮む) さう し 

てお 前 は、 その. S 掛に、 觀音 樣へ來 なすった の だの。 

お 岸 はい。 かうな りまして は、 日頃 信ずる 觀音樣 へ、 お 

願 ひ 申す より 思案 は 御座ん せぬ〕 座に 本讀の あり ま し た 

曰から >  觀音樣 へ、 お 百度 を 上げて 居ります る。 

傳九郞 そいつ ァ豪 li だ。 . I 仲藏は 日頃から、 藝 にかけ 

て は， 一歩 も 引く 男ぢ やねえ だけに、 いづれ 精 古が 乘っ 

て くれば、 巧え 工夫 も考 へられよう。 まァ それ を樂 しみ 

に、 せいぜい 側から 勵 まして やる がいい。 
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お 傳 お 
お 九 》 や 


郎に 違えれ えの だ。 

お 近 仲 (M さん は その 拔を、 受^った ので 御座ん すか。 

傳九郎 さう だ" 11 だが、 わが； 子の 肩を持つ 譯 ぢゃァ 

ねえが、 今 三 鹿の 中で、 悪の 表看板 を 揚げさせたら、 

あいつ 程の 腕ッ こき は 二人と あるめえ。 その 腕 達者に、 

あらう ことか- 相 中 役者の やる 定九郎 を 振る と は、 三 笑 

も 三 笑 だが、 第 一 に、 太夫 元の 氣が 知れね え わ。 

お 近 ほんに さう で 御座ん すと も。 たと へお 作者に、 どの 

やうな 意 一 恨が ありませ うと も、 定九郞 など は、 S 

あたりへ 廻せば 濟 むで 御座ん せう に。 なん ほなんでも， 

仲 一  1 さんがお 氣の おで 御座ん す。 (お 岸 Li) したが、 い 

つ そ 突 しても 濟む やうな あんな 端役 を、 覺恰の 上で 受 

取ん なすった と あれば * 初日の あくまでに は * きっと 立 

つた 役に しな さる は 知れた こと。 お 岸さん も、 あんまり 

くよくよ しな いがよう 御. M んす。 

お 2& はい。 今 も 親方から そのお 言 紫。 ひと 筋に 觀音樣 に 

おすがりして • 凶が 吉 になる 日 を 待つ と 致し ませう。 

お 近 それが よう 御 鹿ん す。 樂 屋 で 何ん と 云 はう とも * お 

容樣 にさへ 赏 めて 頂ければ • 裏で 負けても， 表で 立派に 

勝て ませう。 (問。：^,^ 變 へて) まァ あんまり 口惜しい 

お 話な ので、 柿 を くの が、 お 留守に なって しま ひまし 

た。 (剥いて^-おの 皿に 入れろ) 自慢す る ほどの 味で も 


御座ん せぬ が， 一 つ 摘んで おくん なさい まし。 

お JIH; 犬の 好物 • 遠 なしに 頂戴いた します。 (一 きれ 取 

つて 食べ ろ) 

(問。) . 

(風 LL おくられて- 廓の 錢. ざが？ S えてく so). 

傳九郎 また 今夜 も、 西が 吹いて ると 見えて、 1^ の^ぎが 

よく 問えるな ァ」  . 

お 近 ほんに 人の 氣も 知らないで、 のんきな 人達で 御座ん 

すねえ。 

傳， 》>郎 いやさう ばかり も 云へ まいて。 三味線 嬋 いて、 太 

. 鼓 叩いて、 のんき さう にして ゐ ながら、 腹で 泣いて ゐる 

人 も あらう C —— 世の中 は樣々 だ。 

(間。 11 三 人 三 様り fts ふ 心 S &。) 

(ふと) もう 何時で 御座ん せう。 

郎 さァ、 間もなく 六つ 半に ならう かの。 

それで は 主人 も * 疾うに 芝居から 戻って 居り ませう。 

門口で、 おいと ませう と 思 ひながら、 つい 飛んだ 愚痴 

まで、 お 耳に 入れて しま ひました」 あんまり 更けない う 

ちに、 おいと まいた します。 

傳九郎 もう 歸る とお 云 ひな さるの か。 

お はい。 

傳九郎 歸 ると 云っても、 この 夜 I ぬ を * お前 一人で 歸 すわ 
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けに も ゆく めえ 0 まあ 今夜 は 泊って、 ゆっくり 話して 行 

くがいい ぢゃァ ねえが。 

お 3li いつもな らば、 さう させて K くので 御座ん すが、 今 

日 は 留守居の 者に も、 斷 りなし で 出て まゐ りました。 折 

角ながら、 これで 御免 を 蒙ります。 

お 近 でも、 もう 竹屋の 渡し は 御座ん すまい。 

お 岸 はい。 お 觀 河岸 ま で、 土手 を ま つ すぐ に まゐり ま す。 

傳九郞 (お 近に) それ ぢァ お前、 裏へ 行って、 駕を 頼ん 

で やる がいい。 

お 岸 いえ、 もう それに は 及び ませぬ。 

傳九郎 この 夜 一：？！ を、 若え 女 をた つ た 一 人で、 歸 せる わけ 

がね え ぢゃァ ねえ か。 まァ いいから、 こっちへ まかせて 

おきね え。 

お 近 では、 ちょいと 待って おくん なさい まし。 

お 岸 申譯が 御座ん せぬ。 

(お 近 は 臭へ 去ろ。) 

(問。) 

傅 九郎 それ はさう と、 お 俊 ゃ杵屋 さんの 方で は、 變りは 

ねえ かの"  ，. 

お 岸 はい。 おかげで どうやら， 健で 居ります る。 

傳九郞 おれ もこつ ちへ 引 込んで から は * 好きな 芝お さへ 

見ずに しま ふ ほど、 出不精に なった ので- つい どこへ も 


無沙汰 勝 だ。 -1:1 つ た ら， お前 か ら S しく 云 つて くんね え 

よ 0 

お 岸 かしこま りました。 よくお 一： 港へ 申し ませう。 

傳九 しかし、 かう して ゐ ると- 人に は 義理 を缺 くやう 

になる が、 年寄の 暮 しに は、 至極 靜か で 罪が ねえからの" 

この あばら 屋に、 お 近と 久 助の 三人き りで、 見る もの は 

庭 草木と、 上り下りの 帆影ば かり。 それに 近所の 人達 

は、 勿體 ねえ やうに 親切 だ。 人が 轉 ベば、 我れ 先に 踏み 

つ け て 行かう と い ふ • 芝居 の 暮し を 長年 續け て 來た. せ に 

は、 生れ 變 つた 世界の やうな 有難え 氣 がして ならね え。 

お 岸 でも 親方 は、 毎日 かう してお いでな すって、 寂しい 

と は、 お 思 ひなさい ません かえ。 

傳九郞 その 寂し さに 慣れたの だら う。 唯 * 年頃 にし 

て 下す つた 方 達から， 物 を 屈け て 戴いたり、 弟子 達が、 

儘に ならね え 話 を 聞いたり した 時 だけ は- もう 一度、 達 

者な II に 返りて えと、 そんな 未籙も 湧いて 來 るが >  今ぢ 

ゃァ それ も、 みんな 運 だと 諦めて ゐ るの よ。 

(お 近が 1 おって 來 ろ。) 

傳九郎 どう だ、， 間に合つ たかの。 

お 近 はい、 ぢ きに まゐ ります。 丁度 上野の 山 下へ， 4 パ命 

寺の 和尙 さん を、 迎 へに 行く 駕籠が 出る と 申します ので • 

途中で は 御座ん すが、 雷 門まで 頓 みました。 
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傅九郞 そいつ ア 褒 ：15^, 都合が よかった 0 雷門 まで 行き さへ 

すり ゃァ、 廓の 歸 りがいく らも 來 よう。 では 駕籠の 来る 

まで、 もう 一 つ 茶 を 入れね え J 

お 近 はい、 はい。 (茶ん， -入换 へろ) 

お-:; i 何から 何まで、 飛んだ お 手數を かけまして …… 

ig- 九郎 大した 手数と いふ わけ ぢゃァ なし >  そんな 斟 に 

や 及ばね え。 

お 近 (盆の 上の， 化 紙に 包んで、 茶と 一 緒に お？ t の 前へ 出 

マ) 久助 さへ 歸 つて くれば、 もっと 取って 上げる つもり 

で 御 ん したが、 生憎と、 ほんの 少しば かりで、 お土産 

にもなります まい。 お 笑 ひ 草に、 お 邪魔で も …… 

お-:; i まァ これ は- 何よりで 御. M んす。 早速 歸 つて、 觀昔 

ほへの お 盛 物に いたし ませう。 

(この 時 能 2； が、 枝 折 戸の 外へ 來 ろ。) 

S0 どうもお 待 どうさまで。 

お 近 ああ 駕籠 屋 さんかえ。 ちょいと 待って おくん なさい 

よ。 (お 岸に) まゐ りました。 

お 5i では 折 の 御 親切、 戴いて まゐ ります。 親方 もお 二 

人さん とも、 どうぞお をお 大 に …… 。 

おお 有難う 御 ia! んす。 お前さん も どうぞ。 

^九郎 ではお 前、 さっきの 一 件 は、 あんまり 心配し ねえ 

がいいせ。 


お 3& はい …… 。 

お 近 氣を 大きく 持って、 ゐ たがよう 御座ん す。 一 

お 岸 はい。 …… では 御機嫌よう。 (庭 LL おりる) 一 

傳九郎 籠 尾に) 若い 衆、 女 客 だ。 鎮 むよ。 .j 

00M へ い。  _ 

(お 近 は 枝折戶 のと こス までお リズ 來 る。)  „ 

お？ &  (篤 籠の 中から) 御免下さい。  i 

お 近 ぉ氣 をつ けて ；… 。  t 

(お i^: ん」 のせ n  Mm は 威勢よ く 棒.：^ 1^ ん」 切る。) 

(傳九 郞も緣 まで 出て 送つ ズゐ る。)  一 

(ふと 寂しい 間-)  ノ 

0$ び 空 高く 雁の 聲。)  一 

九郎 (.Mr 敏へ 一;^ つて) お 近、 まだ 駕籠 は 見える か。 一 

近 いいえ、 もう 芦の 蔭に 隱れて 見え ませぬ。 

九郞 (間) 早くい い 工夫 を させて やりてえ なァ 0  (間) 

お 近。 もう 一本 熟い の を附け て くれ。  i 

お 近 はい …… 0  一 

(二人に ® も、 ると もな し LL、 旣に 見えない 駕饉の 一 

行方.^ 見守って ゐ ろ。)  一 

. 1 1:^ かに 幕 — 一 
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第二 幕 

第 一 場 

^ 吉 町の 仲 藏の 住居。 

(第一 幕 目から 七日の 後で ある) 

秋雨の しとしとと ろ 夜明け 方。 — 窓の 外 LL 大きな 

柳の あろ 二階の 一 室に、馱川璺^^か、春の赏リ狂言 「法 

界坊 J の 圆ん」 いた 二 枚 屏風， か 背 に して、 正面の 窓際 

近く、 唯一 人 机に もたれた 仲 蔵が、 額に 手， 化當 てた 儘、 

吸 ひ 着いた やう LL 考 へ 込んで ゐろ。 —— あた リは、 0 

様な 書籍 や K 本が、， 亂雜に g い て あろ。 

半面 力 ど 照す 行 S の 灯影 も 淡く、 時，^ リ 窓の 障子に、 雨 

に 1^1 れた 柳の 糸の 鶴れ る 昔が、 如何にも 靜か に 々と 

聞え ろ 0 

長い間 0 

ふと 油が 塞きて、 行燈の 灯が える。 それでも 仲 fl は、 

机の 上 な 凝視 しれ 儘 動 か す に ゐろ。 

灯が 消える と 同時に、 部屋の 中 は 一 度 ほ； になって、 

仲 蔵の 姿 は、 閣の 中に 包まれて しま ふ。 

r  、  、  r  r 

の 中から ほくち, か 打つ 音が 聞え る。 と、 すぐ に ほう 

づきの やうな 火の玉が、 仲 藏 の 額；^ け，^、 ほのかに 明 


るく すろ 0  liJiJ に 火，^ つけ；.： ので あ る 。吐お 蜂 ，；J- 叩く #30 

やがて 一 の 火 は SE えて， 再び 元の 沈^に る。 

水， か 打った やうな^。 

明け方の 簿 明りが 、 第 LL 正 W の 障子 力 ^ 透して 差して 

來ろ。 坐した 儘の 仲 蔵が、 影繪の やうに 浮き出ろ。 叨 

るみ まさろ と 共 LL* それが！：： つき リ兑 えろ。 

仲藏は 端然と 形ん」 あらためて、 何事 か.^ 念す る 心 もち。 

翰！^ の 正しい、 L かも^ 悴 した^ LL、  一 H ひ 知れ 5 苦痛 

の 色が 現れて ゐる。 

no 

やがて 絡 SiS 的に、 机の 上に 面ん 埋めろ。 

仲藏 駄目 だ。 やつば りおれ は、 江戸の 舞. M を 捨てに ゃァ 

ならね えの か。 

(長い S 

■ (下手の 换が 音- なく 開いて、 妻のお- おが、 S: かの やう 

に這入って來る0しばし仲蔵の樣子.^-兑守ってゐ^^が、 

やがて 傍に 【M ざす てて あろ 拾 半韉， さ *^ つて、 そつ と 仲 

藏の 背中へ 掛けて やる。) 

仲 蔵 广 ふと、 寂しく お？ livS- 見上げて、 K つて ゐろ。 —— 柳 

の 糸が、 はら はらと 窓の 障子ん 打つ) 

so) 

お 岸 あなた！ 
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お？， i お 風邪 を 引く といけ ません。 

仲- 1 (ま： い t;:,i で) お ii! 

お Si はい。 

仲^ 治： W さん はどうした。 

ぉ！；^; まだ 下で、 ぉ寢 つてで 御座ん す。 

仲？ « 寢てゐ るの か。 

お； i はい。 

仲？？ 4  (「i い 沈 K。 11 やがて) お？ 

お？ i  (K つて 仲-ぬ.^:::^ 上げろ) 

^0 おれ はもう. ^も 极も敲 き Hi^ でた〕 

お 51； まァ、 なんで その やうな、 短氣な こと を 仰し やい ま 

す 0 

仲-ば いいや 短氣ぢ やねえ。 11 あの 三 笑の 底意 地に 負け 

たくね えば かりに、 端役の 定九郎 を、 何ん とかして 一 か 

どの 役に してえ と、 夜の 目 も. 1 ずに 考 へて 来た この 十日 

あまり。 いまだに おれに ゃァ、 新しい 工夫が 付かね え。 

(悲 へ.； iLL) おれ はも 5、 祌佛 にまで 見離され たの だ。 

ぉ^^  (ra^, 、て) でも まだ、 三日と いふ 日が 御座ん す。 

MM. へ の 曰 ij^v か 叶 つ て、 必ずい いお 考へ の 浮ぶ 時が ま 

ゐり ませう。 どうかもう、 そんな 寂しい こと は しゃら 


ずに  

仲 蔵 そり ゃァ お前に 云 はれる まで もな く、 おれ もさう 思 

ひて えの は 山々 だ。 11 高が 端役の 定九郎 に、 變 つた ェ 

夫 ひとつ 出来ね え. 仲 _i のて いたらく は、 何ん の ざま だ 

と， 見物 衆に 後ろ指 を さされた 上、 三 笑の 勝ち誇った 面 

を 見る のかと 思 ふと. おれ はもう、 身內 が頓 へる ほどた 

まらなくなる。 が、 切 破 詰った 今日に なって さへ、 胸に 

應 へる 一筋の 工夫 も：？ 5 いて 來 ねえ G だから、 所設 は、 諦 

める より 外に あるめえ。 

お 3ii でも、 未練で 云ふ譯 では 御座ん せぬ が、 よん どい い 

考 へがない 上 は、 いっそ 三国の 御隱 居へ、 御 相談な され 

てま  0 

仲藏 いいや、 そいつ ァ ならね え。 おれ を 目掛けて 斬って 

來た 太刀 は、 あくまで おれの 太刀で、 蹄 ひ 退ける のが 道 

だ。 たと へ 弟子と 師 K の 間柄 でも、 己れ が 貰 つた 役の ェ 

夫が 付かね えで、 師匠のと ころへ 馳せ 藩け たと 云 はれた 

ら、 末代までの 恥^ ぢ やねえ か。 おら ァ 名が 惜しい ばか 

りに、 承知で 三 園へ 行かずに ゐ るの だ。 

お 岸  。 

仲葳 さりと て おれが、 何もかも 投げ出して、 相 中 役者の 

やる 型で、 定九郎 を 動めたら * やつら は 何ん とい ふだら 

う。 ちった ァ 智慧が あると 思 ひの 外、 仲- 1 は 下 廻りに も 
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劣る 奴 だと. - 横手 を 打って 笑 ふだら う。 —— お 岸、 お前 

も 小せ えな が ら江戶 役者 の 女房、 立 _败 に 覺悟を きめてく 

れ。 おれ はこの 春 狂 fs の 法界 坊を 最後に、 江戸の 舞臺を 

捨てる 時が 來 たの だ。 

お 岸 そのお 心 持 は， もうよう 解って 居ります。 捨てる 江 

戶 なら、 いつでも 捨てて ま ゐ り ま せ う。 したが、 觀昔樣 

の 御利益で は、 つぶれた 眼が 明いた、 澤市 のた とへ も 御 

座ん す。 どうか 早まった こと を 仰し やらずに、 少しも 餘 

計. 體を 休める やうに して •> さい まし。 

仲 蔵 こ れぞ と 思 ふ ェ 夫が 出來 て、 一度で も舞臺 へ 立 つ た 

後なら、 おれ は その 儘、 體が 石に なって しまっても、 決し 

て 未練 はねえ の だが、 この 儘 一 つの 工夫 も 付かずに、 江 

戶を 落ち て 行く のかと 思 ふと， 女々 しい や うだ が 未練 で 

ならね え。 

お 岸  。 

仲藏 (1^ ふやう に) ああ、 おれ はこの 儘. あいつに 負け 

て， J まふの か！ 

お 岸 (袖で おも v^,^ 覆 ふ〕 

^吐く やうな 心 持の、 長い 沈默。 石 町の 明け六つ 

が、 重く 空ん、 流れて 來 る。) 


お前、 泣いて るな。 

いいえ。 

(再び 机に しがみ 附 くやう に、 突 俯 してし まふ) 

(問。) 

仲 蔵 (突然) お 岸， 酒 を 持って 來て ぐれ。 

お はい。 —— でも この 上のお 酒 は ；… 

仲藏 いいから 留めるな。 せめて 酒で も飮 まなけ り や、 お 

れは 地の 底へ 引 SS り 込まれる やうな 氣 がして、 一 刻もゐ 

られ ねえの だ〕 冷の 儘で いい。 茶碗に 一杯 注いで 來 てく 

お 3Si そんなら やつば り …… 。 

仲 蔵 心配す るな。 仲藏が 纏の 苦 勞に襄 へて、 その 倕 死ん 

だと 云 はれたら， 役者 一 黨の譽 になる ぢゃァ ねえ か。 

お sii はい …… 。 

(お 岸 は 額., 俯 ifi ながら 立って ゆく。 仲 蔵. は 11^,^® ん 

だ 儘、 机の 上" 化兑 詰めて ゐ ろ。) 

(長い間？ 

(再び 換が 開いて、 寢 起の 儘の 櫻 田 治 肋が 這 入って 來 

治 助 お早う。 

仲 -1 (ふと lafs^ 上げる) 治 助さん か。 

治 助 (痛まし さう に 仲 蔵,^：:^ ながら 火 稀の 側に 坐る) ゆ 
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うべ から、 ちっと も^ねえ やう だね。 

仲 一 1 うむ。 

^.s いくら 何んでも、 なけり や I® だせ。 

仲藏 ？ f な こと も 知って ゐ るが、 どうしても. おられね えの 

だ。 11 治 助さん、 おれ はもう この 上の 辛抱 は、 出来ね 

え やうな 氣 がして 來た。 

お 助 (切ろ やうた？ I 子で. - ^？さん。 

(^つて 治 助，^ ろ) 

^.s お前、 藝を 捨てな さる 量 見 だね。 

仲 え？ 

；！ is 助 今更 おれが 云 ふまで もな く  * 仕出しの やうな 定九郎 

を 持て^して、 藩 を 捨てた と：： ム はれたら、 折角 腕で 仕上 

げて來 た、 中 村 仲藏の 今日までの 人氣 は、 一晩のう ちに 

廢 つてし まふ ぜ。 

仲..！  。 

； 一川 助 可 一お さう に、 お 34 さん は， 下で 觀音 様を拜 みながら、 

泣いて ゐる ぢゃァ ねえ か" 11 萬さん • お前 は 一一： 笑に 叩 

きのめ された、 あの 生 恥 を、 どうす るつ もりなん だ。 

仲錢 (悲 な 心 持) 治 助さん、 もうお いて くれ。 おれ は 

あいつに 负 けたく ねえば かりに * こんな 辛抱 もして 来た 

んだ。 11 そり ゃァ おれが、 定九郞 一 役 を、 扱 ひかね た 


と 評判され たら、 これまでの おれの は、 ー齊に 逃げ 

出す だら う。 が、 かうな つたら 殘 念ながら、 それ もこれ 

も 百年目 だ。 

.U いせつ し： a,0  ^.1 

治 助 ぢゃァ お前 は、 大切な 芝居 道に、 大きな ヒビが 這 入 

つても、 仕方が ねえと 云 ひな さるの か。 

仲 さァ それ は …… 。 

治 助 役 を 受取って 歸 つて 來た時 • お前 は 何ん と 云って 口 

惜しが つたの だ。 —— 强ぃ 者に は、 假令 理窟で 勝った と 

しても、 負けて ゐ なけり やなら ねえの が、 これ での 芝 

居 道の しきたり * おれ も 今日まで は、 このし きたりの 前に 

ゃァ、 髮の毛 一筋 動かした こ ともねえ くら ゐに、 素直に 

して 来たが、 今度と いふ 今度ば かり は、 もう 我慢に も、 

素直に しちや ァ ゐられ なくなった。 自分 一 人の 役の 善し 

惡 しなん ざ 話 ぢゃァ ねえ。 おのが 片意地 を 通さうた めに. 

藝道 のす たれる の も 知らね え で , 我 i3 勝手な 娠舞 を され 

た 日に ゃァ、 百 千の 役者が 苦しんでも、 芝お 道 は、 おつ 

つけ 立って 行かな くなら う。 おれ は それが 殘 念な ばかり 

に、 わざと 定九郎 を 引受けた の だと、 あれ 程 固く 云 ひ 切 

つた ぢゃァ ねえ か。 —— 萬 さ ん 。お ら ァ 子供の 時分から、 

一緒に 育って 來 ただけ に、 お前の 氣性 は、 腹の 底まで 吞 

込んで ゐる つもり だ。 もう 一息の 辛 fe3 だ。 初日の あくま 

で考 へて、 たと へ 及ばね えとき まるまで も， 藝を 捨てる 
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こと だけ は、 恥 だと 思って 止めて くれ。 

仲 蔵 (新ら たなろ 感 fs.^ 覺 えながら) 濟 まねえ、 治 助 さ 

ん。 おれ はお 前に さう 云 はれる と 面目ね え。 成る 程、 藝 

を 捨てよう としたの は、 おれが 惡 かった。 この 上 は 死 身 

になって、 あくまでも 初手の 覺悟 …… (間) と 云っても、 

これば つかり は、 カづ くで 出来る こと ぢゃァ なし ；… 。 

治 助 そこが 辛抱の しど ころ ぢゃァ ねえ か。 —— おれ はお 

前に、 濟 むの 濟 まねえ のと 云って 貰 ふより、 その 苦し さ 

うな 顔が、 笑顔に 變 つて くれる 日 を， どんなに 待って ゐ 

るか 知れね えの だ。 

仲藏  。 

(この 時、 洒の 仕度，^ 調へ て 上って 來 たお 岸が、 額へ 

ろ 手で 换 あけて 現 はれる 0) 

お 岸 お 待たせいた しました。 

治 助 おお， 酒 かい。 そ^も よから う。 お 岸さん、 萬さん 

の氣の 晴れる やうに、 滿々 と 注いで おやん なせえ。 

お？ はい。 (治 助 Li 猪口  fj- 差して) 洽 助さん からお 1 

治 助 おれまで が 御 相伴 か。 

(お 岸 は 治 助に 注ぐ。) 

(仲 蔵 は 自分で 德 利ん 取って 茶碗へ 注いで 一 息に 飮 

S 


お 岸 まァ、 そんな 無理 をな すって は …… 0 

(5 

(突然、 戸外に 常って 人の 叫ぶ お。) 

0  ？^^棒だ。 捕まへ て くれ！ 

〔仲 蔵， は洒の 茶碗, 小 いて、 正面の. お 子， a-  ^ と もけ 

る。) 

(夜 はまった く叨け 放れて、 束の 空に は>  霧の や， つな 

小雨ん、 中に、 薄日 さへ 射して ゐ ろ。 逸 かに im 町 河 2ii の 

^方まで、 一望の もとに あろ ここる。 —— その まつ 直 

ぐの 道筋， か、 一人の 男.^ 追って、 五六人の人^^か走っ 

て ゆく。 しかも 更に、 その後から 悠然として 付いて ゆ 

く、 奴 蛇の目に、 羽 二 a ぞっきの 一 人の 侍。〕 

(仲藏 は、 思 は す 窓から 半身 1 化乘 出して、 侍の 後 姿 

凝視す る。) 

(治 助 もお 岸 も、 共 に 同じ 方 .^s- 守ろ。 緊張した 間。) 

仲藏 (突然、 歡喜に聲1^-顛は*?"ながら〕 治 助さん！ ェ 

夫が 付いた！ 

治 助 え？ 

仲 藏 (狂喜して〕 お 岸、 急いで 羽織 を 出せ。 おれ はこれ 

から、 無心に 行く の だ。 

お 岸 御 無心に？ 

仲 藏 いいから 早くして くれ。 


jJS! 忡村中 
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「お？ i は、 隣り の 部 から 羽 1?.^ 持って 來 る。) 

：卞. 助 おさん， お前 大丈夫 か。 

仲-. 1 (それ-」 は 無^心で) ああ、 おれ は 漸く 生き 還った 

やう だ ■ 

(仲 藏は鼠 の や う LL 階下 へ 版け おりろ。) 

お iii あ、 お 危なう 御座ん す。 

so) 

(やがて 戸外 LL 11 ) 

仲 T 城の. 难 お ー い。 そこへ 行く お 武家 さま ァ！ 

(仲 藏は窓 下の 近 1^、 ， は せき 切って 走って ゆく ここ 

(お-:; i と 治 助と は、 怒から、 ，$ -勉も VMr に 見守って ゐ 

ろ。) 

11 舞 一お ぶん © る II 

？, ポニ場 

溢 町 河 s;i。 

下手に、 樫の 木の 生 茂った、 細 川 邸の 下屋敷の 練 塀 

少し 見 y て、 上手へ 斜め LL 河？ &の 全景。 

雨上りの sr; から、 朝の n 光が 心 持よ く 輝いて ゐろ。 そ 

の屮 太 川，^ 上ろ 帆片 帆が 過 A? 、る。 

前の に^く 時間。 


舞毫が 廻り 切った 時、 顿 冠り，^ した 一 人の 男が 走 リ出ー 

で、 (. 花逍 使用の 事) まっすぐに、 練辦の 彼方 LL 消える P 

と、 直ぐ その後から 五六 人の 町の 者が 、「泥棒 だ」 「太え： 

野郎 だ」 「早く ふん じばれ」 などと、 口 々に 罵リ ながら 一 

出て 來て、 同じく 前の 男の 消えた 方へ 去ろ。  ^ 

間 ひ  一 

同じ 道から、 古い 奴 蛇の ぬに、 黑^ 二 m 五 ッ紋ぬ 

からげ て、 白 鼓 上の 帶 に-失-鞘の 大小。 素足に、 

分 月 代， „J- しぶきに 滞らした 侍が、 大 KLL 出て 來る。 と、 一 

遠くから 仲藏 の萆。 II 

聲 お，" い、 そこへ 行く お 武家 さま ァ！  -,. 

(侍 はちよ いと 立 停った. か、 再び 行き かけろ。) 

0 お. 'ィ、 お 武家 さま ァ！ 

(間もなく、 しどる に なった 仲藏が 現れろ。 侍 は 浪人 

岩田-4^十郞でぁろ。) 

長十郞 (練 塀め 下へ、 へ 水ん，' つぼめ ズ立 停ろ， - 貴樣 か、 今 

おれ を 呼びと めた 奴 は！ 

仲 藏 へえ、 手前で 御 麼 います。  一 

長十郞 (油斷 なく 仲藏 見詰めながら ) 何ん の 粗 だ。 ； 

仲藏 はい、 ちとお 願 ひの 筋が 御輕 いまして。  一 

長十郎 (間) うぬ は 手先 だな"  一 

仲藏 (驚く〕 ど、 どういたしまして。 手前 は 決して、 左 
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様な 者で は 御座いませぬ。 

長十郞 手先で もね え 者が" 今時 何んで おれに 用が あるの 

だ。 まだ 夜が 明けた ばかり ぢ やねえ か。 

仲葳 左樣 では 御座いま すが、 ちと 且那樣 に …… 。 

長十郞 さう か。 では ほんた うに、 手先 ぢゃァ ねえんだ な。 

仲！ i どうぞお 疑 ひ 下さい ますな。 資は 手前 は、 葺 g 町の 

芝居に 出て 居ります る、 中 村 仲藏と 申す 役者で 御座いま 

す 0 

長十郎 何、 役者 だと？ 

仲 蔵 はい、 それに 相違 御座いませぬ。 

畏十郎 うむ OCS 々仲藏 見ながら〕 しかし おれ はま だ、 

役者 仲間に や ァ 、 交際 はねえ 害 だが の 。 

仲藏 仰し やる 通り、 お 目に 掛 ります の は、 今が 初めてで 

御座いま すので …… 

長十郎 その 初めての おれに、 願 ひな どた ァを かし いぢ や 

ねえ か。 

仲葳 それ はもう、 御 不審 は 御尤もで 御座います。 お叱り 

を 受けます の は、 萬々 覺 悟の 上で、 かう してお 後 を 慕つ 

て、 まゐ つたので 御座いま すから。 

長十郎 ふうん 0 世間に ゃァ變 つた 奴が ある もの だな ァ。 

だが 斷 つ てお くが、 おら ァ羽ー 一重 ぞ つ きの 裝を しち や ァ 

ゐ るが、 金の 相談に や ァ乘れ ねえせ。 


仲 蔵 御 冗談 仰し やい ますな〕 だが 手前 は、 決して 左様な 

御 無 心 を し ようと、 お呼びと め 申した の では 御座 いませ 

ん 0 

長十郎 そんなら どんな 相談なん だ，、 11 うむ 判った 。贵 

樣 はおれの 武藝を 見込んで • 腕を贷 して くれと 申す の だ 

な。 討つ， まが 孝行が つた 竹矢来。 11 當節 • 敵 討なん ざ 

野暮の 骨頂 だ。 そんな 不斜見 は 止めに しねえ。 

仲藏 これ は 恐れ 人り ました。. しかし 手前 は、 お 武家 様に 

助太刀 を 願 ふやうな、 大きな 仇敵 を 持って は 居り ませぬ。 

——實 は不姨 ながら、 あなた 樣の そのお 召 物 を、 しばら 

くの 間， 拜^ させて 頂きたい ので 御座います。 

十郞 え？ この 裔物を か？ 

蔵 はい、 左樣で 御座います。 

十郞 さう して 貴樣は * これ を どうせう と 云 ふんだ。 

蔵 芝居で 使 ひます 衣裳 の 手本に したいの が 1^ みで 御座 

います。 唯 かう 申 上げました ので は、 ご 合 g? がま ゐりま 

すまいが、 手前 は 今度， 芝居 道の 片意地から， 或る 難役 

を 背 込まされ たので 御座います。 

長 十郎 、「む。 

仲藏 その 役 を 受取りまして から、 丁度 今日で 十日 り- 

殆ど 夜の 眼 も 眠ずに， 工夫 を 凝らして まゐ りました か * 

これ ぞと 申す、 裝 形の 工夫が 思 ひ 浮ばず、 もうこの ヒは 
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江戶の 舞毫を 捨てて、 上方 落 をす るより 外に あるまい と 、- 

家内に も 囚 果を 含めて、 確い 決心 をして Sis りました" と 一 

ころが、 祌佛の 御 加護と でも 申し ませう か、 今が今， 手 一 

前の 股に 映り ましたの は • 且那樣 のお 姿で 御座いました 0 一 

S 十郞 ほう、 それから どうした。  一 

忡藏 手前 はお かげで、 生き 還った やうな 氣 がして ゐ るの 一 

で 御座います。 —— 中 上げる まで もな く、 且那樣 も 御 承： 

知の ことと 存じます が、 手前 共役 者稼榮 に 居ります 者の 

第一 に 苦心 を 致します の は、 自分の 受取った 役柄 を， そ 

の 役に なり 切って * どこまで こなせる かとい ふこと で 御 

^います， .EI 分 だけ は， どれ 程 得意で 居りましても、 御 

見物 衆が 舞 i:^" を 御 L&】 下す つて， あの 有樣は 何んだ と、 お. 

叱り を 受けましたなら、 役者の 身上 はも はや それ ま で , 

取；？」 しの 付かね えこと になって しま ひます。 

IK 十郎 それ ゆ ゑ 资樣 も、 今度 座 方から 受取った 役柄に 就. 

て， あった ら H.:! 心 を^！け て 来たと 申す のか。 

仲藏 左様で 御座います。 11 もとより 見ず知らずのお 武ー 

家樣 へ、 この 上 もない 不鎂な 御 無心。 無 „1 討の 御成 敗 を 

受けましても、 決してお 恨みの 出 來る譯 では 御座いませ. 

ぬが * 手前の 心中 をお 察し 下さいまして、 何卒 この 願 ひ， 

を、 お 叶へ なすって 下さい まし。 I . 如何で 御座いませ 一 

ぅリ お^き 1^ け は 下さい ませぬ か。  一 


長十郞 さァ てな。 それほどの 所 a? なら、 聞き 屆 けぬ 分で 

もね えがの。 

仲錢 (取鎚 る や-つ.， 1) では， 叶へ て 下さいます か。 

長十郎 いや 待て。 しかし 貴樣 は、 おれの 衣服 を脫 がせて、 

あと はどうす る i 讽でゐ るの だ。 

仲葳 御無禮 ながら、 新ら たに 換りを 仕 立 させまして …… 

長十郎 新ら た に 、 出來 へ る と 申す の か 。 

仲藏 はい。 

長十郞 は W  、 • 仲藏、 貴 樣は 出世 をす るぞ。 その 量 見 

が氣に 人った。 

仲藏 へえ …… ！ 

長十郎 だが 生憎と • おれに ゃァ仕 立お ろしの 着物なん ざ 

ァ、 今更 用 はねえん だ。 

仲藏 何ん と 仰 しゃいます。 

長十郞 何も 驚く にや ァ當ら ねえ。 おれ ァ 二本差し にや ァ 

違えね えが、 お 城 勤めの 左樣然 らばと、 四！ W: に 坐る 身分 

ぢ やねえん だ。 元 を 質せば， 田 安の 奉行 岩 田 長 九 郎の次 

男坊 だが >  今 ぢゃァ 立派な 無頼漢.〕 ゆうべ は藝州 今日は 

加賀 と， 每晚 大名屋敷の 賭場 を迥 つて、 かすり を K つて 

暮す 身の上 だ。 その おれが. 仕 立お ろしの 衣服 を 着た つ 

て、 どう 芽の 出よう もなから うぢ ゃァ ねえ か。 —— 實ァ 

ゆうべ も 土 州の 部屋で， 唯 見て 歸り ゃァ いい もの を、 二 
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三度 續 けて 張った ばかりに、 夜の 明け 際に ゃァ * すって 

ん てんの 空 ッ尻 だ。 11 なァ 仲藏。 貴 樣も緣 が あれば こ 

そ， おれに 無心 をす るの だら うから、 どう だ. 物 は 相談、 

, 野暮に 蔫換を くれる なん ぞと云 はねえ で、 をん なに 欲し 

ぃ羞 物なら、 身ぐ るみ 脱いで， この S 駄 まで、 買 ひ 取つ 

て 莨 はう ぢゃァ ねえ か。  . 

仲 蔵 へえ …… 

S 十郞 どう だ。 色 は 褪せても * 黑 羽二重に 矢羽根の 定紋 0 

筋の通った 代物 だせ。 だが かう 申した からと て、 何も 公 

方樣 のお 召 物、 とい ふ II ぢァ ねえの だから、 百兩 よこせ、 

などと il なしの こた ァ云 ゃァ しねえ。 親父の 形 身の、 腰 

の 物 だけ il, 拔 きにして、 着物と 帶と 1^ 駄 まで、 11 それ 

に < マし 方、 折 助 部 で 借りて 來た、 この 蛇の目 も 束に し 

て， ニ兩に まけて やら うぢ やねえ か。 

仲藏 二 雨と 仰 しゃいます か。 

長十郞 (銳 く〕 高い と 申す のか。 

仲藏 ど どういた しまして。 こちら からお 願 ひしました 

お 召 物、 高い 安いの 段で は 御座いません。 

長十郞 うむ， さう 來る のが 當り前 だ。. I たと へに も、 

善 は 急げと いふし- それに 丁度、 小 鍋 立 かなん ぞで、 1 

杯 やりてえ やうな 心 持が して ゐた時 だ。 さう と 話が 極ま 

つたら、 急ぐ やう だが、 早速 品物 を 渡さ うぢ や はえ か。 


仲藏  

長十郞 どうしたの だ。 何も 思案す る こと は あるめえ 0 そ 

れ ともおれ を、 からかって 見ようと 云 ふの か。 

仲 蔵 いえもう， 決して そんな …… 

長十郎 ぢゃァ 速くして くれ、 雨上りの 地面へ、 おされ 

てゐ たせえ か、 いやに 下ッ、 腹が 痛くな つて 來た" 腹の 蟲 

が 驚く やうな 熱い やつ を、 きゅう ッと 一 杯 やりて えんだ。 

仲藏 承知いた しました。 しかし、 ここで はどうに もな り 

かねます。 ぉ溫 かい 物 を， 一 杯 差 上げたい と 存じます し- 

それに 粗末な 品で も、 ぉ召換 をして 頂かねば なりません。 

むさい 家で は 御座いま すが、 どうぞ 手前の 宅まで- おい 

でな すって 下さ いまし。 

長十郞 贵樣の 住居 は * この 近く かリ 

仲 蔵 はい、 ぢき そこの * 住 吉^で 御座います。 

長十郞 さう か 0 では 半時ば かり- 厄介になる ぞ。 

仲 蔵 どうぞ さう お 願 ひ 申します。 見苦しい 家で は 御座い 

ますが  

長十郎 こっち は 割下 水の 長屋 住居 だ" 家の 汚ね えのに ァ 

驚かね えよ。 

(二人 は 行き かけろ。) 

(そこへ 弟子の 翁藏が 出て 來 ろ。〕 

00 親方 • ぉ迎 ひに まゐ りました。 
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お 仲 富 
八 藏 八 


1^1十郞 (仲藏 に) af;?. の 家の 者 か。 

仲藏 はい、 左様で 御座います。 (鶴 蔵^) このお 武家 樣 

を、 家までお 迎れ 申す から * お前 先へ 歸 つて、 粗相の ね 

え やうに 支 度 をして おけと、 お 岸に さう 云って くれ。 

00 お上さん も 治 助さん も， 御 心 一  1 の やうで 御藤い ます 0 

仲 7.1 今歸 つて 話す から、 心配 はいらね えと 云って おきね 

え 0 

へえ。 ではお 先へ まゐ ります。 

(©-^1 もと 來た 道へ 去ろ。) 

ぉ十郞 家. 2： の^が、 氣を 揉んで ゐる やう だの。 

仲-成 いきなり ffi け 出して まゐ りました ので、 心配した の 

で 御座いませう。 

長十郎 しかし これで 氣が 晴れる. たらう. - 11 おれ も、 思 

ひ 掛けね え 商？？ s! をした 上に， 酒の 馳走に なれる と 思 ふ 

と、 頭の芯まで^れ！^；^したゃぅだ。 1— さ、 案内して 

くれ.」 

(ニ人は.^^さはじめ ろ0) 

— 幕 — 

第 三 幕 

市^£^ の f-si に 於け ろ 仲-! 1 の 部 al" 


00, 正而 LL 欞 子の 附 いた 窓が あろ。 窓の 棚に、 赤い 

•K の 生った の 鉢が 一 つ。 

上手-, 1® 床。 観世音の 黉像， 化 掛けて. 纖燭 がと もって 

ゐろ 0 

正面の窓下に鏡襄^^-置く。 その 惻に 小形の 火鉢， 衣裳 

お 籠、 .M 布圃 等が 雜 然と 置いて あろ、 し 

下手に 出入の のれん 口が 附 いて ゐろ。 

「忠臣蔵」 五 段 目、 山 崎 街道の^ あき に- S のない 時刻。 

定九郎 の 衣裳 1 化 着け 終った 仲 蔵が、 S 然と 化 被 前に 坐 

して >  鏡の 中.^ 見詰めて ゐる。 —— 

五分 月 代に 黑羽ニ  ffi, 白 駄 上に 来 靴の 大小 损み 差に 

した >  岩 田 长十郞 vJ* その 儘の 形 だが、 决 意が 眉宇の 間 

に 溢れて、 寧ろ 褸 槍の 感が あろ。 

長き 間。 

仲藏 は、 ほっと， 活息 1^ 吐く  G 

と、 のれん， か 分けて、 與市兵 衞-」 扮した 中村霣 八が 現 

れる。 

親方， お 一 人です かい。 

おお、 富 八さん か。 まァ這 入ん ねえ- 

へ  え。  C お 入って) もう 親方 、仕度 はすつ かり 出來 

ました かね。 (驚異の 吸で， 仲 藏の扮 装,^ 見て ゐろ) 

仲？ i おかげで、 どうにか 纏まった やう だ。 —— どう だな 0 
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樣 だけ は變 つて ゐる だら う。 

八 變 つた 段 ぢゃァ ありません。 一昨 曰 親方から 話 を 聞 

いた 時に も ► 今までにねぇ^^？附なので、 内心び つくりし 

てゐ ましたが、 まさか これ sr 樣が變 つて ゐ ようと は > 

思つ ちゃ ァゐ ません や 0  (再び 直して) だが まァ よく 

これまでに、 飛び 放れた 工夫 をな さ い ましたね。 

仲 蔵 自分で 云 ふの も を かしい が、 まづ これなら. If 一役 

にや ァ なる だら う。 —— ところで 今日は ひとつ、 きの ふ 

頓ん だ. あの ィキを 外さね え やうに の。 

富 八 合 ii でげ す。 親方の この 樣を 見る と、 何んだ か 私 ま 

でが、 樂 しみに なって 来ました。 與市 兵衞は • この 座ぢ 

ゃァ 私の 持 役です が、 今度 は 一つ、 一世一代の つもりで 

やり ませう。 

仲藏 十分に 骨 を 折って くんね え。 この間 も 云った 通. リ， 

まかり 間違 ゃァ、 おれ ァ これが、 江戸の 見納めに な るん 

だり 

富 八 鶴 龜鶴龜 し 緣起 でもね え。 たと へ どう 間違った つ て、 

親方の 定九郎 が、 兑 物に 受けね ぇ箬 はあり ァ しません。 

I - この 富 八が、 首に かけても 請 合 まさ。 

仲 蔵 嘘に も そんなに 賞：^ て くれる たァ 有難え。 ひとつ， 

その ィキで 舞臺も 頼む よ。 

(舞 5 ぉ裹 から 二 打が 鳴リ 渡ろ 0) 


仲藏 ニ打だ.；；^。 

{S 八 親方 • 私ァ もう 揚 慕へ 行って ます ぜ。 

仲藏 では 萬 事 頼んだ ぜ。 

富 八 合 點 です。 

(富 八 は 出て ゆく。) 

(間。) 

(仲蔵は白粉刷毛，.^-取って、 手- J. 攩リ 始めろ 0) 

(緊張した： ぬ： J= で *  riS 助が 這 入って 來る 0) 

治 助 今 作お 部お" ゃァ， お前の この 扮装 を， 誰が しゃべ 

つた か 知らね えが、 三 笑が き 付けて 大騒ぎ だせ。 

仲. M さう か 。もう 三 笑に 云った 奴が あるんだ な。 

治 助 どうせ 幕 さへ あきや ァ、 知れずに ゃァゐ ねえ こと だ 

が、 つべこべと、 うるせ え 奴が ある もんだ。 ひょっとす 

ると， 三 笑 はこ こへ 來る かも 知れね えせ。 

仲藏 今更 來た つ て 仕樣が あるめえ。 が、 来る とい ふんな 

ら、 來て 見る の もよ からうよ。 おれ ァ どっちに しても、 

幕が 開き ゃァ 出て ゆく 體だ。 この 場に なって、 ダメを 出 

された ところが、 どうに もな りゃァ しねえ からな ァ。 

治 助 さう だと も。 ま ァ何を 云 ふか、 幕の あくまで. ？ g き 

流して ゐ りゃァ いいんた。 

仲 蔵 吉凶 は いづれ 知れよう。 どんな ものが 出来 上る か は 

幕が あいてからの 勝負 だ，、 
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治 助 さう だ。 かうな つたら、 人に 遠慮 はいらね えから、 

意地 も 恨み もみん な 忘れて、 唯藝 のために、 思 ふ 存分 働 

いて くれ。 

仲？ i うむ、 よく 云って くれたり 意地 も 恨み もみん な 忘れ 

て。 1 さう だ。 おれ は藝 造の ために， 腕 一杯に 働き や 

ァ いいんだ。 たった 一人の 三 笑な どに かまけ てゐ た、 お 

れが 今更 恥 かしい。 

治 助 も- 的が 大きくな りゃァ なる だけ， 强ぃ 弓の 

引き 3.ir か ある とい ふ もの だ 。確かり やってくれ るの を、 

樂 しみに して 待って ゐ るせ。 

仲藏 右へ 行く か， 左へ 倒れる か。 どっちに して. 4.、 この 

一 幕が 分れ だ。 

ュ EI^  (立 上って〕 ぢゃァ いい か。 

仲ー藏 (iij く 額く) 

OS 助 は C ふ いで 去る C) 

(仲藏 は 5$ び * 銃の 中に 映ろ 自分の 姿，^ 凝視して ゐ 

(弟子の ©藏 が あわてて 這 入って 來ろ 

00 親方、 三 笑さん が やって来ました。 

仲？： i さう か 。来たって 構ゃァ しねえ。 

S 何んだ か、 ひどく 御機嫌が 惡く * 作者 部屋で も * み 

ん なに 當 りちら して g り まし た U 


仲藏 うむ、 さぞ 蟲が 納まらね えの だら 5。  一 

(立 作者の 金 井 三 笑が、 見習 作者，^ 1 入 連れて 這 入 ^ 

て來 ろ。)  一 

三 笑 堺屋 さん C  ^ 

仲藏 これ はおいで なさい まし。  . 

三 笑 (極めて 皮肉に) お前さん 如才も あろまい が、 五段 

目 は 定九郎 だせ。  一 

仲 蔵 (むっとし たが、 ぐ 平 而に返 ろ〕 よく 1^ 知して 居 

三 笑 ぢゃァ 何んだ つて、 そんな 異體の 知れね え 装 をして 

ゐな さるんだ U 

仲- 1 (愤 怒.^ 腫へ る 心 持) 

三 笑 お前さん も 素人 ぢゃァ なから う。 芝居？；？ I に は、 芝 sjd 

道の しきたりが ある ことぐ らゐ は、 知つ て S はなけ り や ，ー 

困る ぢ やねえ か。  一 

仲藏 そり ゃァ 隅から隅までと は- 行かね え かも 知れ ませ 

んが、 芝居 道の しきたり だけ は. あらまし 知って る 積り 一 

です。  一 

三 笑 そんなら なせ、 定九郎 を、 定九郎 らしく しねえ の だ 1 

もし また、 新奇の 工夫 をしょう と 云 ふなら、 ー應 作者 

屋 まで、 通して 賀はざ M るぢ やねえ か。 てんでに 好き i 

手な 眞似 をされ た 曰に や ァ 、 芝 お の拉は 反古に な つ て し 一 
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まふせ。 

仲 蔵 こり ゃァ伺 ひませ う。 いくらお 作者で も， そんな 無 

理は 通りますまい。 役者が 己の 貰った 役 を 工夫す るのに、 

いちいち 作者 部； @ の差圖 を、 受け なきやなら ねえと いふ、 

そんな 捉 がいつ から 三 座に 出来ました ね。 私ァ 七つの 初 

舞臺 から、 三十 二の 今 B まで、 永年 芝居 をして ゐ ますが、 

そんな 投が ある なぞた ァ、 夢にも 知らずに 通つ て來 まし 

た Q 

三 笑 ではお 前さん は、 がな けり ゃァ、 作者の 顏を 清し 

て も、 構 はねえ とい ふ 量 見で、 今度の 工夫 をし なすった 

0 かい。 

仲藏 構 はねえ の は、 知れ 切って る ぢゃァ ありま せんか。 

大 なり 小な り， 自分の 役 を 自分で 工夫す るのに、 何ん の 

Ji^h" 盧 がいる わけ もね え ことです。 

三 笑 (怒 氣ー化 含んで) 仲藏 さん。 お前さん がその 量 見な 

ら- 儘に やって 見る がいい。 だが、 斷 つてお くが， つま 

らね えこと をして、 この 一幕 を壤 したら. 氣の毒 だが 詰 

腹 は 逃れね ぇぜ。 

仲藏 仰し やる まで もありません。 かう と覺悟 をき めて や 

るから に は、 やり そくな つたら 百年目、 その 場で 責は果 

して， 見せます。 仲藏 も江戶 役者の はしくれ。 決してお 作 

者の 方 達に、 御迷惑 は 掛けません。 


三 笑 その 言 紫 を、 必ず 忘れな さんな よ。 

仲 蔵 (決然と して) 御念に ゃァ 及びません U 

(三 笑 はっと 立って、 荒々 しく 去る 0) 

仲 蔵 (立 上って) 鶴 >  お前 揚 幕に 、盟に 水 を 張つ といた 

らうな。 

蔵 仕度 はすつ かり 揃って 居ります" 

藏 1^ もも、，.. 力。 

0 へえ。 

藏 よし。 ぢゃァ この 蛇の E を、 盥の屮 へ 突 込ん どいて 

くれ。 (畏 十郞 から gn; ひ 取った 蛇の目, 渡 マ) 今 直ぐに 

行く から- 手 落の ねえ やうに して 置きね えよ。 

(鶴藏 は、 傘,. - 持って 去ろ。) 

(仲 蔵 は， 置* の 鹳世音 の賓 像の 前に 坐して、 しにし 

祈願，^ こめ ろ。，) 

,:. so  I. 诉の 昔が 漸く 近くなる 0) 

仲藏 (力 强く) よし。 

(いきなり 尻, e-端 折る と、 諷と のれん：！ から 去ろ ひ) 

(畏 い 問。) 

(お 岸が、 ま， ハぶ やう LL 這 入って 來ろ 0 そしてい さな 

リ、 の 前 に 坐して、 觀仳 音， ^邦む。) 

(拆の 音が 小き ざみ に 聞え ろ。 —— 五段 目の^が 開 い 

た、、 こる 0) 
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■iJ お お お 
し 近 j^t- 近 


仲 お 仲 

藏岸蔵 


い、 しかも緊；^した沈跌。) 

(ぉ^^は合$^-した儘、 励き，. - しない。) 

(そこへ お 近が S3 入って 來 る。) 

お-: さん！ 

(傑く) まァ、 これ は！ 

今日は 親方の 代り も かねて、 たった 一人で ま ゐりま 

so 

それ はま ァ、 ようこそ おいでく ださいました。 わた 

しも 今别、 主人が 家 を 出ます 時に、 來る ではない ぞと、 

きつく 念 を 押された ので 御座ん すが、 居ても 立っても ゐ 

られ ずに、 觀； 1= 様の かへ り を- そっと 继 つて まゐり まし 

た 0 

お 近 それ はもう、 さう あるの が 道理で 御座ん す。 —— し 

たが まァ 仲- 1 さん は、 よく あれ だけの 工夫 をなさい まし 

たねえ U 

お ではもう、 て 下す つたので 御座ん すか。 

お 近 花道からの、 出，^ 見て 居りました。 鬟と云 ひ. 着附 

と；； ムひ、 あの 蛇の目の 傘と 云 ひ、 いつもの 定九郎 と は、 

似ても 似付かぬ 喑れ やか さ。 わたし や 思 はず、 胸が 顔へ 

ました。 

お 岸 御 党 物 衆に は- どうで 御座ん した？ 

お 近 どなた もみん な、 仲藏 さんに 引付けられて、 聲 さへ 


立てずに 兒 人って ゐ ました。 あの やうな 張り切った 舞臺 

を * わ. たしゃい まだに、 兑 たこと が 御-; ん せぬ。 

お 岸 その 張り切った 舞 が >  御 0 資兑 物に、 受けました 

やら、 受けません やら、 それが 案じられて なり ませぬ。 

お 近 ぉ氣遣 ひに は 及び ませぬ。 三 笑さん との 意氣張 は、 

きっと こちらの 勝で 御座ん す。 

お 岸 どうぞ > さう あって くれれば >  よう 御座ん すが ：… 

(舞臺 から， 二つ 彈の 音が 聞え ろ ，0 

(お 岸 は 「は ク」 とし ズ 眼,^ 上げろ。) 

お 近 おお、 もう 勘 平が 出た 樣子。 では わたし は 表へ 廻つ 

て、 お客様の 御 評判 を 聞いて 來 ませう。 (立 上ろ〕 

お 岸 ほんに まァ、 有難う 御座ん す。 

(お 近 は匆々 LL 去ろ。) 

(間。) 

(お 岸、 再び、 觀世音 の 前 I.;- 合掌す る。) 

(と- そこへ- 血糊に 染 つた 儘の 仲 蘇が、 悄然と して 

つて 來る 0 お 岸と 額.^ 見合せ て、 二人 は 無言。) 

(畏ぃ 間0) 

お 岸。 

.W  ，リ 

(寂しく：, もう 駄 口 だ" 
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.$ では やつば り …；  _  一 

仲-ま これ だけの 苦心 をしても、 見物 は， 堺屋 の、 さの ま 

も 云つ ちゃ ァ くれね えんだ。 (悲痛に) 仲 藏の藝 も， 今一 

日が 終り だ！  一 

(沈默。)  " 

(やがて 舞蹇の 方から 「わ ぁッ」 と 云ふ觀 衆の ST か 起 一 

る。 間もなく、 治 助が 小 踊して 飛込んで 來 る。) ^ 

おちて 

治 助 萬さん、 おれ ァ こんな 嬉しい こと はねえ。 客席 はお 

前の 評判で、 湧き 返る やうな 騒ぎ だせ。  1 

仲藏 治 助さん、 おれ も そいつ を、 今が今まで. 夢に 見て 一 

ゐ たんだ。 だが、 もうかう なつち ゃァ 仕方が ねえ。 冗 M 

だけ はおいて くれ。 

治 助 お前 は 何 を 云って るんだ。 あの 聲が 聞え ねえの か？ 

仲 蔵 聞え ねえ 事ァ ねえが >  他人 を赏 めて る聲な ざァ、 聞 

えね え 方が いいくらる だ。 

治 助 ぢゃァ お前 は、 あの 聲を. 他人の 評判 だと 思って.^ 

るの だな。 —— 喜びね え。 あり ゃァ みんな * お前の 定 i 

郞に， 醉 はされ た 見物の 聲 なんだ」 

仲藏 (自分. の； 斗ん」 疑 ふやう-,:) では あれが ……  一 

お J が ほんとうで 御座ん すか. - 

治 助 こんな 時に、 媳を 云って どうす る もの か。 そら、 

きわえ。 屋ァと 云って る？ i が、 あんなに よく 聞え る： 40! 


^忡村 巾 


れ？ 


出て ならね えり 

(治 肋 もお し： おに 胸の 迫ろ S ぬひ。) 

(fi^ くで 「堺 ァ」 の IT か 盛んに える。) 

(仲錢 はお？. と共に 、覜价 音の 前-しひれ 伏す。) 

—— 靜か に 幕 I . 

(大正 十五 年 盛夏 作) 
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弟 兄の 底并 


井底の 兄弟. C き 


入 物 

櫻 井大輔 旗本の 長男 (二十 五 歳) 

同  次郞 そ の 弟 (二十 三 歳) 

時 代 

德 川の 初期 11 寬 永の 末 

場 所 

武藏 野の 一 部に 在ろ 古井戸の 底" 旣に 埋立ててから 相 

赏の歲 月 1^ 經 たものと 見え \ し、 井底に は 土 や 一： S 葉が 1 

杯 に なって ゐ ろ。 勿論 水 は 少しもな い。 

それでも、 地上まで は 四 五 の 距離が あろら しい。 上 

から 蔑して 來ろ 微光の 中に、 井戸側 に 生 えた 靑 苔な ど 

が、 ffi く なめらかに 光って 見えろ。 

狩獵 姿の 大輔、 次郎の 兄弟が、 各く 少しづつ 傷いた 雔 

か， この 井戸の 底に 横へ てゐ る。 旣 に 一ぬ ちてから、 1 

書-夜く らゐの 長い 時 ん」 經 たもの らしく、 疲れ切った 

二人 は、 も 衣 股 も 亂れた 儘に なって ゐろ。 あたりに 

は 大小 だの、 折れた 弓矢 だのが 取 散らされて、 兄弟が 


井戸，^ 出ようと すろ ため LL、 めら ゆ ろ 努力の 盡 された 

、 、とが 應 然として ゐろ 0 

早春の 眞 tt 時。 

慕が 開く と、 .^^<郎 は 端然と 坐した 儘、 腕，^ 組んで. 何 

事 か 1„ ^考 へて ゐる。 大輔 は、 ^ど 骨ば かり LL なった 鬼 

の 片院, か、 頻りに むさぼり 食つ て ゐろ。 —— かなり 長 

い 沈默が i ぬく。 やがて， 頭上 遙 かに、 のどかな 雲雀の 

聲が 流れて 來ろ。 

大輔 (突然. 井戸側に 手 掛けて 立上りながら、；^ クと雲 

赛のー t に聽き 入る) ああ *雲崔 が啼 いて ゐる。 雲 ffi が啼 

いて ゐ る。 (間。 暫し 伸び 上って 空 仰いで ゐ たが、 急 

LL® へられ なくなって 叫ぶ) お ー い、 助けてく れェ 。助 

けて くれ ェ。 

(ふと もげて、 兄の 叙ん」 寸リな がら、 赏ぃ 調子 

で) 兄 上、 また 始める のです か。 もう 到底 駄目です。 ど 

うか 諦め て、 苦し い 聲を張 上げる の は 止めて 下さ い U 

大輔 (次郞 Li は無關 心で、 雲^の 驛 1 化 追う やうに) 何ん 

とい ふ 晴れ やかな 聲だ らう。 (間。 急に 弟の 方 か 振 向い 

て) おい、 次 郎" お前 ももう  一 .M 、私と 一 緒に 助け を 呼 

んで 見て くれ。 

(次 郎は 兄の 額，^ 見詰めた 値、 .默 つて ゐ ろ。) 

大輔 どうしたの だ- いやな のか" 


-ま兒 の Jft;-)1-- 


435 


火  -yi. 
か 輔 せ 郎 


次郞 命の 惜しくな いこと もありません。 が、 それよりも、 

私 はもつ と 名が 惜しい のです。 

S 名が 惜しい？ 

次郞 さう です。 私 は 卑怯な 眞似 をして、 I. ぼ 井の 家名 や、 

父上のお 顔に 泥 を 塗りた く はない のです。 

大輔 しかし、 己が 力の 及ばぬ 場合 • 人に 助け を 求める の 

は、 決して 卑怯で はない ぞ。 殊に 危地に 陷 つて ゐる際 * 

救 ひ を 求める の は、 當然の 話で はない か。 

S 無論 それ は當； がの 事です。 けれども 私 は、 百 里の 遠 

きに 向って、 矢 を 射る の 愚は舉 びた くありません。 的の 

ない 矢 を 射る こと は、 假令 卑怯で はな いまでも、 武士と 

して は * 恥ぢ なければ ならない 行 S です。 

太輔 だが 今の 場合 は， 的がない 矢 を 射る の だと は 言へ ま 

い。 鬼 狩に 出た 私達が、 前夜から 行方不明 になった の を 

知って， 家の 者 共が 尋ねて 来れば、 それ は 立派な 的で は 

ないか。 聲も 立てずに 欺う して ゐ たので は、 假令 この 井 

戶の 近く を 通る 者が あ つても- 知らず に 過ぎ て 仕舞 ふ の 

は、 火を堵 るよりも 明らかな こと だ 0 さうな つたら、 つ 

ひ 半時 前まで 叫び 績 けて 來た、 ー晝 夜の 努力 は、 悉く 水 

泡に 歸 してし ま はねば ならない。 —I - それにお 前 だとて、 

自分 を 救 はう として、 共に この 井戸 へ 落ちた 兄を考 へ た 

ら、 己れ の 勝手ば かり 言へ たもので も あるまい。 —— S 


次郞 いやです o、 そんな こと をす るの は、 未練 だから 止し 

ませう。 けら！ 1 おな 鳥にまで、 卑 者 だと 蔑まれた く 

はありません い 

大輔 でもお 前 は、 まだ 私よりも 力が あるの だ。 そこに あ 

る 竹筒 を 口に？！ a てて、 息の 續く 限り 叫んで 兒て くれ。 

次郞 駄目です。 いくら 竹简を 口に 常 てても * この 聲 では 

井戸の 口まで も 屈かない に 極 つて ゐ ます。 昨夜から 一 時 

ばかり 前まで、 あんなに 助け を-呼び a け て來 たに も拘ら 

ず、 唯一 人の 救助の 手 さへ な いのは、 旣に 天が、 吾等 兄 

弟 を、 ぉ兑 拾て なされた のに 相違ありません。 これから 

先、 吭が 裂ける まで 呶 鳴った とて、 か 一 にも、 この 野 

原の 中の 十；： 井戶を 探し 當 てて • 助けに 来て くれる 人な ど 

はありますまい。 II どうか 兄 上 も. 今と なって 僥倖な 

ど を 待つ よりも、 兑芊； 1 しくない だけの 覺 131》 なすって 下 

さ い 0 

大輔 しかし 次郎 * あきらめる 事 は、 すべて を盡 した 最後 

でい いの だ。 そんな こと を 言 ふ 前に、 後生 だから、 もう 

一 立 上って • 私と 一緒に 力の 限り 叫んでくれ。 

私に は、 袖に 鎚っ て 憐みを 乞 ふやうな こと は 出來ま 

(お， 4- 凝視して) ではお 前 は、 命が 惜しく はない の. 
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#; 兄の K 責- 


-」 哀願 的に なつ ズ) さ， 次郎リ そこ を考 へて、 ど- 「かも 

う 一度 私と 一緒に * 立 上って 叫んでくれ。 

次郞 (默 つて 兄 見詰めて. e たが、 やがて 冷靜な 調子で) 

兄 上、 どうか 徒らに あせる こと だけ は 止めて 下さい。 

大輔 (® も 哀願 的に) あせる ので はない。 が * 唯 かう し 

てゐ たので は、 私達の 命 は、 刻一刻と 死地に 近裔 いて ゆ 

くば かりで はない か。 

次郞 しかし、 その やうに あせった からと言って、 決して 

よ  あし 

良い 結果になる ものではありません。 善 かれ @亍 かれ， 來 

るべ き 運命 は * 必ず 來 ずに はゐな い の です。 

大輔 ではお 前 は、 蓮 命の 儘に、 手を束ねて 待てと いふの 

だな。 

次郞 待たねば ならない 時が 來 たのです。 もはや 今と なつ 

て は， 覺 悟の 二字より 他に 道 はありますまい。 

大輔 いや、 ない こと はない。 それ どころ か、 救 ひの 手 は、 

. 既に 私達の 頭上 近くに、 來てゐ るか も 知れない。 もし ま 

た 來てゐ ない としても、 來る こと を 希 ふの が本來 ではな 

いか。 如何なる 場合で も， 好んで 死地に 足 を 踏み入れる 

は、 決して 賢者の 取るべき 態度で はない の だぞ。 

次郞 勿論 左様な こと は、 仰し やる まで もありません。 賢 

者に 名を藉 りる まで もな く、 如何なる 愚者で も、 好んで 

死地に 足 を 踏み入れる 人間 はない 害です。 ！ しかし 兄 


上。 武士の 家に 生れた 者に は、 死よりも 更に、 大きな 苦 

痛の ある こと を考へ て 下さい。 

大輔 (憮然と して) 名が 浩 しいと いふの か。 

次郞 さう です。 しかし それ は- 軍 に 己れ の 小さい 名 だけ 

ではありません。 廣く 武門の 名： 誉 に關 する 重大な ことな 

のです。 

大輔 それで はお 前 は、 武門の 名譽 のために、 死 を £M 悟し 

ろと いふの だな。 

次郞 それが 武士の 意地 だと 思 ひます。 どうか 兄 上 も、 こ 

の 意地 だけ は 捨てない やうに して 下さ い。 

太輔 CSS さ 。きつば リと) いや だ。 私 は 片意地から 

生れ 出る 名譽 などよりも、 やはり 命が 惜しい。 

次郞 (縳 躇 しながら め 寄る) それ は 兄 上 * あなたの 本 

心です か。 

大棘 本心 だ" 11 次郎 * お前 も 胸に 手 を 置いて、 考 へて 

見る が い い。 武士で あると い ふ、 儘 かな 階級意識の ため 

に >  生きられる 身 を- む ざむ ざ 死地に 陷れる ことが、 ど 

うして 堪 へられる の だし 

次郎 生きられる 身？ あなた は 今と なっても、 まだ 女々 

しい 撓倖を 待つ と 言 はれる のです か。 

大輔 女々 しい 僥 it ではない。 當然來 るべき もの を 待って 

ゐ るの だ。 一 I 私に はどう あっても 武士で あるが ために， 
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死なねば ならぬな どと いふ、 そんな 窮屈な 考へを 持つ こ 

と は出來 ない。 たと へ 血 を 吐いて 疫れ るまで も >  救 ひ を 

.;^^める心に$人りはなぃのだ" 

次郎 武 S: の 名 »3を、 傷け てまで もと 仰し やる のです か。 

大輔 武門の 名 などと いふ 言 紫 は、 戰國 時代の 大名が、 

己れ の 部下の 虛榮心 を © る ために、 殊更 生み出した 名で 

はない か。 死の 境に 立つ；^ に 取って は， 一本の ほど 

の0^gもぁるものではなぃo 

次郞 (la し 兄，^ 詰めてから) 兄 上、 あなた は 死の 怖し 

さに、 亂 心された の だ。 

火 棘 亂 心した の はお 前 だぞ。 お前 は 虛榮の 前に 跟が 眩ん 

で、 命まで も 粗末に せ 5 とする。 

私 は 武士の 家に 生れた だけの， 正しい 勤め をしょう 

として ゐ るので す。 

so  ！ W び 雲雀 の逮 昔 が 聞 え  < 來ろ 0) 

ナ、 W  ンと聪 入って) 次 郎〕 お前の 耳に は、 あの 樂し 

さうな、 の？ が^えない のか。 お前の 眼に は、 若草 

の萌 えて ゐる 好の 影 は 映らない のか。 —— ああ、 私 は 生 

きたい。 もはや どんなに 卑； と 蔑まれようと、 どんな 

に 朱 練と^ はれようと- 今 は. 生きたい みより 外に 何 

にもない。 11 (突然 狂お の やう LL 叫ぶ) お ー い、 助け 

てく れェ、 助けてく れェ。 


次郎 (兄の 袖 u すがる) 兄 上。 あなた は * 何ん とい ふ淺 

間し い 方な のです。 あなたの 體を 流れて ゐる三 河 武士の 

血！ S は， あなた 一 人の もので はない のです ぞ。 事に 當っ 

て 何等 の 覺 恰もな く 町人 小者に も 劣る そ の 有樣は 、 死 に 

勝る 恥 だと は 思 ひません か。 

大輔 私が 淺間 しい？ どうして お前に は、 そんな 事が 言 

へろ の だ。 徒らに 武十： 一 の 名に 縛られて • 心に もない 瘦 

我慢 を 繰返して ゐる、 今の 武家 生活の 方が、 どれ 程淺間 

し い ；^: 知れ た も の で は な い 。 —— 己れ の 心 に 感じ た 事 を 、 

有 にい ふこと さへ、 身の 恥 だと 思って ゐる など は、 人 

間 本来の 心に • 鞭を當 てて ゐ るので はない か。 —— 私に 

よ、 惜しい 命 を. 惜しくな いなどと * 心に もない 偽り を 

言って ゐる こと は堪 へられな いの だ。 (悶えろ) ああ、 

私 は 何ん としても. もう 一 度 あの 明る い 光に 浴した い。 

そして 靜 枝の 顔が 見たい。 

次郞 (吐 さ 出す やうに) 何ん とい ふ 未練が ましい こと を 

言 はれる のです。 こ G 意地の ない あなたが、 血 を 分けた 

まことの 兄 だと 思 ふと、 私 は 胸が 張り裂ける やうです。 

11 兄 上 0 どうか 氣を 落着け て、 武士なら ば 武士ら しく、 

立派に Kte をして 下さい。 それが あなたの 爲 でも あり， 

引いて は 家門の ためな のです。 

大 輔 いいや、 斷 じて 私の ためで はない。 しかも 家門の た 
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次 大次 
郎 だ 輔 郞 


ら やまし い。 

次郞 そんな こと を 言って、 ごまかす の は 止して 下 y 、い C 

私の 氣 持が 單 純で あらう と * なから うと、 今更 あなたに 

批判して 頂く 事はありません。 私 は 武士と しての、 責任 

を 難して 行かう と 努力して ゐる ばかりです。 

大粞 その 心 持が、 うらやま しいと いふの だ。 お前 は * 武 

士 として の 責任 を盡し て ゆけば い いの だら うが、 私に は、 

それだけの 氣 持で はゐ ら れ ない。 

次郎 どうして、 それだけ では ゐられ ない のです。 

大輔 私 は 武士と しての 責任 を盡 すよりも、 もっと 廣く、 

人 問と しての 責任 を盡し て ゆきたい と 思って ゐる。 

次郎 人間と しての？ 

大輔 さう だ。 武士な どと いふ、 限られた 階級意識の， 責 

任 感<s^r^ けで、 終始した く はない の だ〕 

次郎 兄 上 は， そんな 理窟に 言葉 を藉 りて、 飽くまで 卑； K 

な 態度 を 執られようと なさる のです か。 

大輔 お前と は、 根本の 考へ が 達 ふ の だから 止む を 得な い 。 

卑怯 だと 見る の も， 未練 だと 見る の も、 それ は 見る 者の 

自由に 任せる。 が、 私と して は、 決して 卑怯で はない つ 

もり だ 0 

次郎 いいえ 卑怯です。 あなた は 唯 生きた いがため に. 色 

々な 理窟 をつ けて、 私に 同情 を强 ひやう とな さるので す。 


めな どと いふ、 { み ：虚な 言葉に 支配され て この 儘 •  比ぬ や 

うな ことがあったら、 それ こそ 私達 は， 犬 死 同樣な 立場 

になる の だ。 戰 場なら ばい ざ 知らず、 思 ひも 掛けぬ 過失 

のために、 兄 =15? 二人が 井の 医に 埋れ 果てる の は、 何ん と 

しても、 私に は堪 へられない。 

では あなた は、 兄と しての 責任 を 感じない のです か。 

責任 を 感じ て ゐれば こそ、 一 刻 も 速く 助かりた い の 

いや， それ は 遠 ひます。 責任 を 感じて ゐる のなら、 

もはや 私達 の 運命 の 終局 は 見え てゐる 害です。 死に 臨ん 

での その 女々 しさ は、 旣に 責任 を 感じて ゐ ない、 立派な 

證據 ではありません か。 

大輔 お前に は、 責任と いふ 言葉の 意味が、 まだ ほんた 5 

に 判らない の だな。 

次 郎 判らなくて どうす る ものです か。 判つ て ゐれば こそ、 

覺悟 のない 兄 上の その 態度 を、 淺間 しく 思 はずに は ゐら 

れな いのです。 

£.  C 咏嘆 的に) 次郎」 お前 は どこまでも >  幸 顔-な 人間 

だな。 

しみ は. V  し<  はゾ J 

S 幸福？ 何が 幸！ g なのです。 

大棘 あくまでも、 人生 を單 純に 考 へて ゆかれる、 その 心 

持が 幸福、 だ とい ふの だ" 私 はお 前の その 單 純な 氣性 がう 
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火輔 お前に！ S 情を强 ひたとて * なんになる。 成る 程、 私 

は 生きたい に、 かう して 叫び 績 けて 來た。 しかし、 立 i 

場の 違 ふお 前に、 私の 行 爲を、 ；ル- 當. たと 認めて くれと は： 

望み はしない。 また それ を S¥ ん だとて， お前が 受 人れ て i 

くれる lin はないで はない か。  し 

次郞 ，てれなら 何故 武士の 家に 生れながら、 武士の 心 持 を- 

侮辱な さるので す。  - 

火輔 侮.； したので はない。 唯， 自分の 心と は、 そぐ はな 一 

いと 言った までの 雍だ。  ，  一 

次郞 それ も 仰し やる に は 及びません。 あなたの 卑怯 を隱. 

すため に、 正しい もの を 破： される こと は 心外です。 . 

^0 正しい ものと は、 何 を 指す の だ。 

次郎 末代まで も 名 を ffi! ん ずる， 武士の 心の ことです。 

火 怖 さう か。 では、 お前が それ だと 言 ふの だな。 一 

次郞 私ば かりではありません、 父上 首め、 兄 上 を^いた， 

櫻 井 一家の 者 は、 悉く さうな のです。 

大輔 名 を 道ん ずる 者が 正しく、 命 を S ん ずる 者が 卑怯お 

と は、 何とい ふ 虚偽の 敎へ なの だ。 11 次郞」 お前 は 心- 

の奥  から、  それ を 正しい と ずるの か。  - 

次郎 勿論です。  _ 

ナ、 棘 自分の 命に 對 して、 少しの 疑 ひも 持った こと はない 一 

のかい 


次郎 もう 諄い こと は 仰し やらないで 下さい。 あなたが 何 

十遍 =1 返し て 言 はれた からと て、 ； の 心に は、 斷じ て卑 

怯 未練 は 起らない のです。 

大輔 (寂しく) 盲目に も. 幸福の 場合が あると 聞いた が、 

お前 も それと 同じ やうに 幸福 者 だ。 

次郎 あなた は， 飽くまで 卑怯者です。 未練に 終始して ゐ 

る 人です。 

大輔 お前 は， ての やうな 言 紫 を 弄して， 勝利 の 位地に 立 

つやうな. - 快感 を 味 はう とい ふの だな。 

次郎 そんな こと は旣に 超越して ゐ ます。 今更 味 ふまで も 

なく. この 井戸の 底に 落ちてから 1? 後の 私 は、 すべてに 

於て あなたよりも 强 者です。 私 は 唯、 ここまで 束ても、 

まだ その やう に 焦慮 して ゐる あな た が、 堪ら なく 憎くな 

つて 來 たのです。 

大輔 惽 いか。. I 私 はまた、 お前の その 猪の やうな 心 持 

が- 氣の 毒に 思へ てなら ない のだリ 

次郞 氣の毒 だな どと、 似り にも、 そんな こと は 言 はない 

で 下さい 0 私 は あなたに 憐 まれる やうな、 弱い 人間で は 

ありません。 

大輔 では、 强ぃ 人間 だとい ふの か。 

次郞 あなたより は • 遙 かに 强ぃ人 間です。 

大輔 どうして それが 判る の だ。 
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次 郎 言 ふまで もありません。 第 一 私 は、 兄 上の やうな 女 

女し い 男で はない のです。 

大輔 それ だから、 どうして 私より 强ぃ 人間 だと 言へ るの 

だ 0 

次郎 私 は 死に 對 して. 怖れ を 抱いて はゐ ないから です。 

大 棘 死 を 怖れな いのは， お前が、 死の 怖し さ を 知らない 

からだ。 何等 の眼覺 める ことなしに 片意地な 武家 敎育を 

鶴！；^: に し て 來 た お 前 は 、 死 を 鴻毛 の 輕き に 比す る こ と が 、 

世の中で I 潘强 いの だと 信じて ゐる だら う。 しかし、 死 

を 肯定す る こと は、 寧、 生きよう とする 苦痛よりも、 ど 

れ程 容易で あるか 知れた もので はない。 

次郎 それなら なぜ 兄 上 は、 容易な 死に 臨んで、 そんな 卑 

怯な 態度 を 執られる のです" 

大輔 何ん とかして、 生きて ゐ なければ ならない と 思 ふか 

らだ。 お前 も 知っての 通り、 私には結婚して間がなぃ^|?!< 

が ある。 その 妻に 對 する 責任 は、 決して 私の 死に 依って 

果 される もので はない。 

次郞 武士が 一 旦 死を覺 悟す る 前に、 妻 一 人が 何んで せう。 

兄 上 は 愛愁に 引かされて、 世の 侮り を、 敢て 甘受ようと 

なさる のです か。 

大輔 愛愁に 引かされる ：… C 問) 或は さう かも 知れない。 

が、 それ は單 に、 妻を戀 ふの 心で はない ぞ。 


次 郞 では， 責任 を果 すため だと、 言 はれる のです か。 

大輔 さう だ。 それが 現在、 私の 心 を 支配して ゐる 企てな 

0 だリ 

次郎 嘘です。 

大械 何が 嘘 だ。 

次郞 あなた は. 嫂 上の ためにの み、 生きる こと を 願って 

ゐ るので す。 

大 輔 どうし てお 前に、 そん な斷定 的な  一 J と が 言 へ る の だ。 

次郎 嫂 上 をお 賀ひ なさる までの あなた は、 今日の 様な、 

覺惜 のない 方ではなかった からです。 

大輔 死 を 急ぐ ばかりが 覺悟 だと い ふなら、 死 を 担む 私 は、 

覺恰 のない 人間 だと も 言へ よう。 しかし、 それば かりが 

覺 では あるまい。 

次郞 武士の 覺恰の 的が、 二つあって よい ものです か。 

大輔 さう か。 それ ゆ ゑ 責任 を果 すため だとい ふ、 私の 言 

葉 を 信じない の だな。 

次郎 當然 のこと です。 

大輔 それなら、 無理に 信じて くれと は^むまい。 11 私 

とて 勿論 出来る ことなら、 お前と 同じ やうに、 武士ら し 

いとい ふ 虚偽の 美名に 醉 ひながら， 端然と して 死に 就き 

たいの だ〕 その 方が どれた け樂 であり、 どれ だけ 立-版ら 

しく 見える か 知れまい。 が、 今 は それさへ も 許されない 
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立場に あるの だレ 

次郞 あなたの 心が、 執着の 絲に繁 がれて ゐ るからで す。 

魂が、 うつろに なって ゐ るからで す。 

火輔 (無念 さう に) 次郞。 これ 程 言っても、 お前に は、 

まだ 私の 心が 判らない のか。 

次郎 判りません。 しかも 私 は、 町人 小者に も 劣った やう 

な、 そんな 心 持 を • 永久に 判る やうに なりたくな いので 

す 0 

太 輔 (間。 —— 銳く) 次郎。 偽り を 言 ふの ほ 止せ。 

次郎 何が 偽りです。 

火輔 お前 は、 泣いて ゐる ではない か。 

次郎 (あわて ズ 欲.^ そむけろ) だ、 誰が 泣いて など ゐる 

ものです か。 

火輔 泣かな い^の 股に、 どうして 涙が 宿る の だり 

次郎 涙ではありません。 

大輔 淚 でなくて、 何んだ とい ふの だし 

(ra。 —— 次郎は 突然， 傍 LL あった 小刀の 鞘， か拂 つて、 

無言の 儘 火 輔に 突いて 掛 る。) 

(大輔 に 素：^  く 切 先，^ 避けて、 確と 次郎の 手首ん-掴む) 

火輔 な、 なに をす るの だ。 

次郎 (興お して) 私 は、 あなたに 负 けたくな いのです。 

火輔 さう か。 しかし 私 はま だ 命が 惜しい。 (靜か に 掘ん 


だ 手首，^ 放して〕 無謀な こと は 止めて くれ 0 たと へこの 

儘， 草 を 喷んで 死ぬ 時が 来ようと も、 それまで は、 繼ぃ 

でお か ねばならな い 命な の だ。 お前 の 小さな 英雄 心を滿 

足させる ために  >  む ざむ ざ 刺されて いい もの か。 

(次 郞は 唇ん」 嚼ん で、 俯向いて ゐ ろ。) 

(ほ がら か >J -、 雲雀 の 遠音が 流れ 一、 來 ろ。) 

火 棘 次郞、 あの 聲を 聞いた か。 

次郞 (&-,^ 艇 はぜて) 死 を覺恰 した 者の 耳に は， 鳥の 聲 

など は閱 えません。 —— 私 は 兄 上に a を 向けた 者です。 

どうか その 刀で. ひと 思 ひに、 私の 胸 を 刺して 下さい。 

火輔 馬鹿な こと をい ふな。 私 はま だ >  弟 を 刺す 刀 は 持た 

ない ぞ。 

次郎 兄 上 はこの 次郞 を、 憎い と は 思 はれない のです か。 

火 棘 私に は、 お前の 心が 哀れめ こそ すれ、 憎い などと は 

. 思へ ない。 

次郞 あなたに^ 向 ふまでの、 不倫 を盡 しても です か。 

大輔 武士 逍の 片意地より 外 何も 知らずに- 唯 一途に ハ-? 譽 

のみ を 思ひ鑌 ける、 その 單 純な 心が 憎めよう か。 11 生 

れて 今日まで、 私 はお 前の 兄と して、 心ならず もお 前 を 

打った こと はあった。 が， 悟 み を 抱いて した こと は， 唯 

の 一 度 もなかつ たの だ。 

次郞 なぜ 憎んで は 下さらな か つ たのです。 私 は あなたに 


442  弟 兄の 底并 


憎み 續 けて 賀 ひたかった。 

大輔 心に もない こと は、 言 はずに くれ。 

次郞 心に もない ことではありません。 日 兄 上が、 私 を 

憎んで ゐて 下す つたなら、 私 は 今日まで、 苦しい 思 ひ を 

繰 返さず とも 濟ん でゐ たのです。 

大顿 人 を 憎む こと は、 己れ を 憎む 事よりも 淺間 しい。 I 

—忘れ もしまい。 私が 十五、 お前が 十三の 年だった。 母 

上 は、 かりそめの 病に 罹られて、 遂に 明日 を も 知れぬ 御 

^態に なられた 時、 一 一 人 を枕邊 へ 招んで 遣され た の は ， 

兄弟 相 信ずべ しとのお 言葉で はなかった か。 私 は それ 以 

來， 母上の 御？ 15! 言 を心暖 深く 銘 じて >  片時 も 忘れた こと 

はなかった の だ。 11 年 を 1 ねる 毎に、 お前と 私との 考 

へ は、 次第に 相 去って ゆく の を 知った。 しかし、 所詮 は 

己れ 自身の 心に さへ、 同時に 相反す る， 二つの 氣 持が 起 

る こと も あるの だ。 血 を 分けた 弟 だとて、 兄の 行く 道 を 

歩け と は 言 ひ 得な かった。 11 お前 は お前 の 心の 儘に 伸 

びた。 私 は 私の 心の 儘に 伸びた。 そして 遂に 今日の 曰が 

来たの だ。 誰の 罪 だと も 言へ まい。 强 ひて 言へば、 世の 

中の 罪で あるか も 知れな い。 その 罪 を货負 つ た お前が、 

どうして 憎めよう か。 

郎 (萬感 迫って、 拳で 淚， 化拂 ひながら) 兄 上， 赦 して 

下さい。 私 は. それ 程 愛して 下さる あなたが、 憎くて な 


らな いのです。 

大輔 憎くて ならない と？ お前 はま だ 、虚偽の 敎 へに 盲 

從 して ゐ ようとい ふの か。 

次郎 私が 兄 上 を、 卑怯 未練 だと 罵った の は、 武士道の 敎 

へ に 名 を藉り て， 心の 奥底 く 受けた 恨み を晴し た か つ 

たのです。 

大輔 恨みと ほ、 何 を 指す の だ。 

次郎 兄 上 は、 私の 敵な のです。 .： 

大 «  (意外の 言葉-, 4 興 街して) 敵 だと は S 捨てなら ぬ。 

何故 私が、 お前の 敵な の だ.」 11 さ， それ を 言へ。 

次郎 あなた は 自ら 氣付 かれぬ 問に、 一人の 弟 を 殺して ゐ 

るので ず。 

大輔 何 を 言 ふの だ。 私 はお 前に、 傷 ひとつ fi; はせ た a え 

はない ぞ。 

次郎 覺ぇ はありますまい。 しかし 私 は あなたの 手に 依つ 

て、 生命 以上の もの を- 鸾 はれて 仕舞った のです。 

大輔 次郎、 そり ゃー體 * 何 を 意味す る 言葉な の だ。 

次郞 (無念 さう に〕 兄 上 は、 私が 命に も換へ 難い ほど 愛 

して ゐた、 あの 靜枝を 取った のです。 

大輔 (愕然として) な、 何 を 言 ふの だ。 靜枝 は、 跡 部 丹 

後 殿の 媒酌に 依って 娶 つた， 正しい 私の 妻で はない か。 

次郎 勿論、 それに 相違はありません。 しかし、 現在 あな 
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たの 妻と なる 以前、 1.1 枝は旣 に、 私と 相思の 仲に あった 

のです。 

火輔 (與^の ために 吃る) お、 おろかな こと を 言 ふな。 

あ、 阿部 與七郎 の 娘 靜枝は >  左 に 淫ら 者で はない ぞ。 

次郎 さう です。 斷 じて 淫らな 者ではありません。 それ ゆ 

ゑ 父 の 命に 反 き 難く、 泣いて 兄 上の 許へ 嫁いだ のです。 

火 « 腿 を 構 へて， この 兄 を 苦しめようと いふの だな。 

次郞 私は旣 に、 兄 上の 前に、 赦しを 乞うて ゐる 者です。 

なんで あなた を 、苦しめよう などと 思 ふ ものです か。 

火輔 それなら 何故、 あり もせぬ 過去 を 作る の だ。 

次郞 兄 上、 靜 かに 考 へて 下さい。 あり もせぬ ことに、 ど 

うして 私が， 斯 程までに 苦しみ ませう。 何事 も 知らずに、 

嫂 上を迎 へられた あなた は、 私の 一 言 一 言 を、 悉く 虛. 梅 

の^^ぉとして却けられますが、 如何に 愚者で も、 戯れに 

兄 の^に^ を擬 しはいた しません —— 0 どうぞ この 次郞 

が あなた を 恨む 心の 裡に は、 切なる 思 ひの ある こと だけ 

をお 汲み 下さい。 

火 «  (焦々 した 氣 持で) いや だ。 私 はどうしても， そん 

な こと を；； 2 じたく はない。 

次郎 それ は 曾て， 私の 嘗めた 苦痛です。 靜 枝が あなたの 

許に 嫁ぐ とい ふこと を、 初めて 耳に した の 私 は、 夢に 

も 思 はぬ そ C 出來^ に、 どれ 程 悶え 苦しんだ か 知れ ませ 


ん、 きの ふまで 相思の 仲であった 者に， 今 曰から は、 目 

の あたり 擴 として 仕へ ねばならない 苦し さは、 唯々 胸が 

張 裂ける やうな 思 ひでした" . I もしも 私が、 櫻 井家の 

嗣子に 生れて ゐ たらば と 思 ふ 毎に、 幾度 私の 手 は >  刀の 

抦 を 握りし め、 私の 足 は、 あなたの 寢 間に 向った ことで 

せう。 私 は、 兄 上 を 刺してから 後の、 嫂 上との 永い 快樂 

を 夢見て ゐ たのです。 

大棘 (遮 切ろ) もう 止めて くれ。 (悶えながら) そんな 

ことが、 どうして 信じられる もの か。 あの 貞淑な 靜 枝が、 

お前と 懇ろであった などと、 そんな 馬鹿 氣 たこと が ：… 

次郞 信じたくない あなたのお 心 持 は， 私に 容易に 肯けま 

す。 しかし 兄 上、 私 もや はり， その 苦しい 事. K に 悶えな 

がら、 療す ことの 出來 ない この 胸の 傷 を. しかと 兩 手で 

抱いて 來 たのです。 憎くて ならない あなた を、 罵る こと 

も 出來ず に、 過して 來た のです。 

大輔 (突然弟の手首1^押へ て、 ^^く) 次郎。 お前 はま さ 

か、 靜 枝まで も、 似非 武士 适の 傀儡に 使 ふので は ある ま 

いな。 

次郞 何の ためにです。 

火輒 お前の 片意地 を、 掩 ふために だり 

次郎 何 を 言 はれる の です。 武士が 自分の 愛し て ゐる者 を * 

かりにも 傀儡な どに 使って い いもので すか。 (懐中から 
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一通の 手紙 ，^55 して 火輔 Li 渡 マ) 兄 上、 これで も 私 をお 

疑 ひな さるので すか。 

大輔 (手紙，^ 展 いて 見ろ。 間。 11 狡ろ やうな 聲で) こ、 

これ は、 靜 枝の 手跡で はない か。 

次郞 さう です。 あなたの 許に 嫁ぐ その 前夜、 私が 靜枝か 

ら 受取 つたので す。 どうぞ 心中 をお 察し 下さ い 。 

(大 輔！： ： 手紙.^ 默讀 して ゐろ うちに、 次第に 興奮して 

來て、 やがて それ，^ ビ 9 ビ" に 引裂く。) 

次郎 (破れた 手紙 奪 ひ 返して) 何 をな さるので す。 

大輔 して は惡 いの か。 

次郞 これ は 私の 物です。 あなたに、 引裂いて くれと、 お 

渡しした のではありません。 

大輔 引裂きた いから、 引裂いた の だ U  (傍に あった 刀， 化 

取つ もう 何も 言 はずと、 それへ なほれ U 

次郞 何 をな さらう とい ふので す。 

火輔 jx6 はお 前の 兄と して、 不倫の 弟 を 成敗して やる の だ。 

次郞 それは迷^^^です。 私 は 嫂 上の 事に 就て、 不倫と 呼ば 

れる覺 え は 毛頭ありません。 

S その 手紙 は ど >っ したの だ。 

次郎 これ はま だ、 私の 戀人 として 生きて ゐた 頃の 靜枝か 

ら來 たもので す。 死んで あなたの 許へ 嫁いだ 後の 嫂 上と 

の 中には、 少しも 後ろ暗い ところ はない 害です。 


大輔 何んでも いい。 私 は 兄と して、 爲 すべき こと をす る 

までな の だ。 

次郞 では、 どうしても 斬る と 仰し やる のです か" 

火輔 その 通り だ。 

次 郞 たと へ 兄 上で も、 私 はむ ざむ ざ 斬られる の は いやで 

す。 

大輔 お前 は 先刻、 一思 ひに 刺して くれと 言った ではない 

か 0 

次郞 あの 時 は、 あなたの 寬ぃ心 持に 對 して， 敬の 念が 

起った からです。 しかし 今 はもう、 刀の 鐯と 消える こと 

など は、 到底 忍びない ことです。 

大輔 卑 法な こと を 言 ふな。 今が今まで 武士の 道を說 き、 

家名 の^さ を 述べ た 言葉 を 忘れ はす ま い。 私 はお 前の 口 

から， 命 を 惜しむ と 言って、 あらゆる 惡罵を 浴びせられ 

たぞ。 そので：： の S もまかぬ、 1 ちに、 今度 は 己れ が" 处を怖 

れ ると は、 何とい ふ意氣 地の ない こと だ。 

次 郎 死 を 怖れる のではありません。 私 は 兄 上の 誤解 を受 

けながら、 む ざむ ざ 斬られる の は、 いや だと 申す のです。 

大輔 お前が 何ん と 言っても、 私 はも はや、 この 儘に 差し 

置く こと は 出来ない の だ。 

次郞 あなたの 前に、 懾悔 をして ゐる者 を も、 教す こと は 

出来な いと 言 はれる のです か。 


お 兄の J?j; 井 
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火 -k 人 -X 太 
< 輔 ん 郎 郎 棘 


次 人 

郎 m 


S 私 はお 前の いふ 通り， お前と 靜 枝との 幸福 を 奪った _ 

者に 相違な い。 この 上， 兄と い ふ 長者の 地位 を 笠に 造て、； 

再び 罪 は 戴ね たくない の だ。  」 

次 郞 しかし * 今と なって は II じこと です。 私に も 1^ のう 

ら みが あるのと 同様、 兄 上に も、 私に IS する 憎しみが あ 

る はずです。 靑 春の 最期 を- 妥協に 終りた く はあり ま 一 

せん 0  一 

(刀ん 拾って 兄-し 渡す。) 

さ、 お 互 ひの 胸に 溢れた、 恨みと IS しみと が盡 きる ま で , 

息の 續く 限り 斬り 合 ひませ う。  ； 

大 棘 いや だ〕 私の 心に はも はや、 恨み も 憎しみ も 何もな 

い。 唯、 曠野に 月 を 仰ぐ やうな * 一脈の 寂し さ だけが あ 

るば かりだ。  一 

次郞 あなたに if 飽くまで も、 意地と いふ ものがない の 一 

です か。  ： 

大輔 曾て はあった U が. それ も 今 は盡き てた の だ。 ： 

次郎 私 は あなたの やうな 1^3 氣地 なしに、 靜枝 を. 取られた 一 

かと 思 ふと、 腸を擾 きむ しられる やうに 殘 念です。 ； 

(次 郞は 刀，^  土  LL 徹した まま、 つと 俯向 いて 考へー 

ろ 0) 

(長き 間。  ど ： からと もな く、 「お ー い」 ふ 呼ぶ 人 

辞が 聞え ズ來 る。 やが ズ それが、 「桿井 大輔樣 J 「柯井 


火 « 言 ふまで もない こと だ 0 左 ほな m 悔 が- 正しい と 思 

つ てゐ るの か。 

次郎 (沈 默。 11 決然と して) 止む を 得ません リ どこか 

ら でもお 斬り 下さい。 私 も 兄..： と は 思 はず、 一人の 戀 敵 

としてお 相手 致します し 

何、 相手をする？ 

理不^|な5=-のもとに、 伏した く はない からです。 

(その 首 if:- が 終ろ か 終らぬ うち に， 火 棘 は、 ほ 〈向から 

に 斬って 掛 る。： > 

(次 郎は忽 r, 拔さ つれて、 兄の 刀，^ 0|£ で 受け止めろ ひ 

互に 疲^ して ゐ ろ^とて、 その 儘、 い-つれ も斬リ 

込む だけのお 力がない。) 

(せ！；^の^が？；し-^-流れる。〕 

次郎、 太刀 を 引け。 

何故 太刀 を 引く のです。 

いいから * 太刀 を 引いて くれ。 

あなた は 今 * 私 を 成敗す ると 言 はれた では ありませ 

か 0 

(突然 太刀.^: てて、 おの 手 1^ 取ろ) 次郎、 赦 して 

れ "私に は お前 を 成敗す るな どと い ふ K 格 はな い の だ 0 

S 兄上リ 
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次 郎樣」 と 呼んで ゐろ こと-か、 はッさ リ 判ろ。) 

次郞 (思 はす 立 上って) 兄 上" 救助の 者が 来た やうです U 

(次 郞の 聲 が 終ろ か 終ら S う ちに、 火輔！ 1、 いきな リ 

刀，^ 引拔 いて、 次郎の H  口から、 袈兹 懸け に 斬りお る 

す。 次郎 は、 ばった リ疫れ る。) 

次郞 卑法 者！ 

大棘 卑怯で はない。 不倫な 戀 をした 者が 受ける、 當然の 

結 架な の だ〕 

次郎 いいえ、 卑法 だ、. -; ifg びる と兑 せて 斬 付ける と は、 こ 

の 上 もない 卑怯者 だ！ 

大輔 もう 何もい ふな。 今日から 以後の、 お前の 苦. 1 を 去 

つて やる の だ。 (上に 向って、 弊. ^限： TLL 叫ぶ) お ー い。 

^井 大輔 はこ こに ゐる ぞッ、 櫻 井大輔 はこ こに ゐる ぞッ。 

次郎 痛ん、^ へつつ) ひ、 ひと 太刀で いい。 一太 刀で 

いいから 報いたい。 

大輔 (次 郎の聲 に は 耳も藉 さすに、 狡ろ やうに 叫ぶ) お 

おい。 助けて くれえ。 助けて くれえ。 

(間。〕 

(次. 郎は大 棘の 衿の 褪 v?^ 掘んだ 儘、 一裕 葉の 上に 打 俯し 

てし まふ 0) 

(大輔 は、 「助けて くれえ」，^ 叫ぶ うちに、 次第に 氣カ 

がお とる へて、 次 郞の上 LL 折 重なって 痩れ ろ or- 


es^ の？ t のみが、 朗." かに^え る 。) 


幕 


(大正 十 キ 十二お 作) 


IS 災^ 浴 通 


4-r 


金 ^ お お お 大 ^2 


(^吉 一家 LL 對 すろ 說 SO 萬 吉の家 は， 訊 父が 松 平 出 

羽守の《|肘1化受けてゐ^^とぃふ程の名人の i が枘 だけ 

に、 今でも 引 綾. 諸方 に いい 華客 持って ゐろ。 濱町 

では、 まづ 名の 通つ.；^ 指 物 肺だった。 二 年 前 に-4^ 男の 

仙 太郞が * 妻のお きちと * その子のお いとと,^ して 

死んだ あとに * 次男の 萬 苦と • 三男の 大三 とが 嫂 お 

きちの 面倒ん」 見ながら、 妹のお りゑに 裁縫 や 三味線な 

ど vS- 仕込んで * 至： W 氣樂 に 暮 して ゐた。 そして ザ I 吉は 

兄の 一 周忌が 濟ん でから 、旣に 半年 も經 つた 今：：： まで、 

獨リ 身で ゐズ は， ^問の 信 川 も IS  くな ろ  >  とい ふやう 

な 親戚 一同の 心配から、 近く、 出す 入らす に、 嫂 の 

おきち,. 5- その $r 妻 11a す こと に まで 話が 極って ゐた 

のだった。 11 斯ぅした前^^のもとに、 この 戯 m のせ W 

は 開かれる。 

第 一 幕 

第 一 場 

序幕 は 萬吉の 家で あろ。 木 口述 具 その他 古くば あ-ろが， 

昔からの 職人の 住お だけに、 相赏 に 凝った 作リに 出來 

てゐ ろ。 11 舞蔓 一杯 LL 正面へ 向けて， 見 世 先， 裏 か 

ら 《^ た 形-. て乂 あろ。 觀客 席から は 見えない が、 上 


通俗 震災^  2  S 


： 物 

古 指 物 M  (ニ个 八お〕 

三 51その^."  (二十 五 fe) 

き ち お 吉の嫂 (二十 七 sg) 

い と お， ちの 子 (七-お) 

り ゑ ザ の 妹 (十九^) 

子 ーぉ商^.ぉ，姓^次郎の娘(十八^1) 

八 魚 商り 苦の 父 (五十 歲) 

三  平 小 憎 (十£^1) 

その他、 近所の 人達， 避難民の 群衆、 警察官 等 

多^、 

時 B 

大正 十二^ 九 ：！- 一  日の 正午 前後、 及び 同月 四日 

の 夕刻" 

場 所 

日本摘-^！：；ぉ町の指物師^：山士：！の化；^ 並びに 上野 

公 si^sis: の 避難所。 
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手の 奥に 物置が あり、 その上が 中二 附に なって ゐる、 - 

.S は 正面の 中 ess から 縱 半分 に 仕切られて、 下手が 什 

^^場上手が茶の！！になってゐろ。 什 事 場 は、 六疊 くら 

ゐの、 低い 板の 問。 突 S おりが 往來 LL 面した 見 世 口にな 

つて ゐて、 fg 子 戶ズど 左右 LL 開いた まん 中に おい 簾が 懸 

けて あろ。 節の 下に 片寄 y て、 数個の^ 石 や、 磨 桶な 

どが S いても ろ。 I— 板の 上に、 火き な 黑大が 一匹 

寢こ るんで ゐ る。 

仕 場の 上手 は、 据の 一一 一尺ば かりが 羽 H 板、 上が 鞭、 

壁へ 附 けて 二 段の 棚が 吊って あり そ：：， i 色々 の 逍具類 

や、 木 切が のせて わろ。 羽目-., L は mat や 檫の权 が 数枚 

と、 他の 細々 した 板な どが、 所 縦 はす 列んで ゐ ろ。 

上手の 茶の間 は 八 疊で， 化 事 場よ リ 一 段 高く •  面 下 

手 寄に 时掛 窓、 同じ 上手 寄に、 佛 igi と 茶箪笥と が« 込 

になって ゐろ。 窓の 下 LL はタテ LL 長火鉢が S い て も ろ 。 

上手 は與ま つ て， 一 一階と 勝手元 LL?i ふ 三尺の のれん 口 

が あろ 外 は、 すべて 壁に なって ゐろ。 のれん 口の 柱に、 

十 一 時 十分.^ 指した 六角 時計が 懸 つて ゐろ。 壁の 前に 

は  一 一 -3 の 镇笥が な、 その上 LL 大きな 人形が 飾って あ 

る 0 

か に 暗れ た 初秋の H 差が、 仕 場と 茶の の 窓から、 


部 尾の 中顷 まで 流れ込んで ゐろ 0 仕事場で は、 羽目.^ 

背 LL したず r 吉が、 ^51:辣^^の仕上，^してゐろ。 小 憎の 三 

平 は、 往來の 方へ 向いて 鉋の ^磨いで ゐろ。 

茶の では * ぉリゑがぉ ぃとのネルの^15物^^-総ってゐ 

. ろ 0 

かう した S の 、つ ち に、 靜 か に^ が あがろ。 

ぉ吉 (洋 箪笥の 仕上 1 化しながら〕 さ * 漸く これで 仕上り 

だ。. (三 平 LL) お前 もけ ふ は 飛んだ 朔日 をし ちまった 

な。 これが 他の 仕事なら * どんなに 立 込んで ゐ たからつ 

て、 朔 日の 休み を 棒に振らせる やうな 事 はねえん だが、 

何しろ 古いお 華客の 和泉展 さんから、 日 を 切っての is 、ま 

れ ものなん だか ら、 どうす る - J とも 出來 ねえ や。 それに. 

あの 綺魔 なお 讓 さんの、 一 世 一 代のお 嫁入 逍具 にな るん 

だからな ァ。 ま ァけふ はちつ と餘計 に 小逍を やる から、 

飯 を 食ったら ゆつ く り淺 草へ でも 行つ て、 お前の 好き 

な、 眼 玉の 松ち やんでも 見て 來る がい、 ゃリ 

！ー： 平 でも 親方。 あたし やもう、 日本 物 は 見た か ありませ 

ん よ。 —— . 見 るん な ..r* チヤ アレス レイ か、 大 グリフィ 

スの 監督した もので なけり や。 

is 吉 (笑 ひながら) 生 意氣な こと を 言ゃァ がら。 ABC 

さへ 噴めね えく せに。 

おり (針，^ 止めて) ところが 兄さん、 この頃の 三 平 は、 
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なかなか そんなん ぢ やない のよ。 英語の 新聞まで 讀 める 

ん だって 云 ふから …… 0 

；ー： 千 (頭ん 修、 さながら) ひやかし ちゃ 闲 るな 丫。 英語の 

新 な んか fa め やしま せんよ。 

^吉 は、、  >->  諷め ねえと 斷る だけが 正直 だ。 まづ お前 

に 説める 英語 は. 十 錢銀货 に 書いて ある ^ あの 2 と 

い ， ぶ 字 ぐら ゐ が 關 の 山 だ ら う 0 

-;: 平 あり ゃァ 親方 英語 ぢ やない、 ^用數 字です よ。 

ぉ吉 だからよ。 敫字 にしろ 何に しろ >  あんなと ころ 

が、 お前に ゃァ 跳へ 向き だら うとい ふんだ。 

平 そんなに 馬鹿にした つ て、 これで も あたし ゃァ、 w.c 

とか s;cp とかい ふ 字なら、 そらで 書け るんで すせ。 

お リム まァ いや だ。 ン V.C ての は、 はばかりの 事ぢ やない 

の。 流石に； 一： 平 だけあって， 持って きど ころが 違 ふから 

I  I  J4 

吉 は、、、， これで 活動 は、： €：！^ 物で なけり や ィャだ 

なんて、 ごたく を 列べ るんだ から 嬉しい や。 . 11 まァ何 

でもい いか ら飯を 食 つ たら、 な しに 遊んで 来ね え。 

晚の八 時まで はお 前の 體 にして やる から …… 。 

一二 平 和 さんへ は、 納めに 行かなくても いいんで すか。 

,§ 和 s: 水： K さん は、 明朝 早く 納める ことにす るから いい 

よい 0;^^^ の 出來， や ながら) やつば り氣を 入れ 


た 仕事 だけに、 ちった ァ おつな 味が 出た やう だな。 和 泉 

屋 さんの 大旦那 も. これ だけに 上り ゃァ ほくほく もの だ 

らう。 何しろ この 仕事 だけに、 まる 半月 掛っ たんだから 

なァ。 (おり ゑに ン 丁度お 前 や t 姉さんが 稻 毛から 歸っ 

て來 た、 あの 翌日に 始めて …… 並の 物の 三倍 も 手間 を 食 

つたんだ からな ァ。 

おりる I でもい いわ。 お 芽出度に 使 ふ 道具 を 頼まれれば * 

三 ilHt 命が 延びる つて、 お 父つ あんなん かもよ く 云って 

たくら ゐ だから。 

^吉 そり ゃァ いいと も。 3 命なん か 延びな くった つて、 

氣の い い 仕事 をす ると、 胸が 淸々 すろ だけ 儲け もんだ リ 

よく 役者が 氣の い い 役 をす ると、 骨が折れても 飯が 甘え 

とい ふが、 あれ も T 度 こんな 氣持 がする に 違えね えんだ 

らう。 (道具箱から 嫂 草 入，^ 出して、 ゆっくり 草 1 屮喫 

ひ ； が ら 獨 言 の やうに. } 黑 柿の 細工 は. どこと な く 奥 床 

しいと ころが あるな ァ。 まづ これなら、 どこへ 持って 出 

たって、 座.^ 負の する やうな こと は あるめえ。 假 にお 孃 

さんのお 嫁入 先が * どんな 立派な 家 だとした つて リ 

おり-、 へ i お 婿さん のお 里 は、 商賓屋 さんな の。 それともし 

もた 家？ 

萬吉 俺 もよ く は 知らね えが、 なんでも n: 井の 重役の 息子 

さんだ とか 云って たつけ。 どうせ あれ だけのお 癡 さん を 
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貰 はう と 云 ふんだ から、 金 持に や 違へ ねえ さ。 

ぉリゑ 仕 合せ だ わね え。 縹敏 がよく 生れて 來 ると、 どこ 

へ でも 勝手な ところへ 行け るんだ から …… 。 

萬吉 さう 極った もんで ねえ さ。 世の中に ゃ隨分 スベタで 

も、 金 持の 奥さんで 納 つてる のもゐ るんだ から。 —— 一 

樣 にや 言へ ねえよ。 

ぉリゑ それ もさう だけど …… 。 

萬吉 (小 ™t に) 三 平。 もうこつ ちの 仕事 はいいん だから * 

お前 も そこ いら を 片附け 始めね え か。 

三 平 へい、 直ぐ 片附 けます。 

(一一 一平 は 仕事場 片附け 始めろ。) 

(稍 長い間。 . I .ies 吉は體 の 埃，^ 拂 つたり、 手 洗つ 

たリ する 0) 

萬 出 3 何時 だ、 おり ゑ。 

おり ゑ 今、 十一 時 十五 分。 

萬吉 十一 時 十五 分？ ぢ ゃァぢ きに、 おいと 坊も學 校 か 

ら歸 つて 来るな。 

ぉリゑ きっと、 義姉さん がお 不動 樣の歸 りに 寄って、 1 

緒に 歸っ て來る わ。 け ふ はお 座 をき める だけ だと 云って 

たから。 

一 g 吉 今日は ひとつ 三 平の 眞似 をして、 午 飯を濟 ませたら、 

おいと 坊と 一緒に、 活動 寫眞 でも 見に 出掛ける かな。 


三 平 親方、 行 くんなら やつば り帝國 館が よ ござんす よ。 

トム • ミックス 氏の 「馬 蹄の 血烟」 を、， 封 切した ばかり 

ですから。 

萬吉 冗談 ぢ やねえ。 あんな 子供に 毛唐 物なん か 見せた つ 

て 解る もの かな。 それ こそ やつば り、 眼 玉の 松 ちゃんの 

忍術で なけり や、 納 りゃァ しねえ よ。 

ぉリゑ いとち やん の 御 A 滅 役者 は、 松 ちゃんと、 扇太郎 

の 二人 切りなん だもの。 

三 平 だから、 もっと 西洋 物が わかる やうに、 仕込んで や 

ら なけり や 駄目です よ。 

萬吉 いけね え、 いけね え。 そんな こと をして， 今に 頰ベ 

タ へ 紅 を 塗って 歩く やうな 女に でもな つて 見ろ。 それ こ 

そ- 死んだ 兄貴に 譯が ねえ や。 

三 平 親方 は 見ないで けな すんだ から、 駄目 だ。 

吉 見ないで ぢゃァ ねえよ。 見り ゃァ猶 のこと、 兑 せら 

れる もんか い。 

おちて 

(三 平に 板の ilyj- 掃いて から、 戸外へ 出て 見 世 先 1^ お 

除 マろ じ  . 

(萬 吉は洋 箪笥.^ f 片隅 へ 寄せて、 茶の間の 上り 端 へ 腰 

, ^掛ける。) 

萬吉 (ふと 柱時計 見て) 十一 時 二十 分か。 (おり ゑ- b 

大 三は醫 者から どっかへ、 廻る やうな こと を、 云って た 
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かい。 

ひ. 0 

ぉリゑ ええ， 小さい 兄さん は、 お 午までに は歸 つて 來る 

と 云って 出掛けたん だから、 別に どこへ も 週り ゃァ しな 

いでせ う 。それに、 まだ 手の 傷が い ぃ方ぢ やな いんだし。 


あいつ また， 明治， M でも 一幕の ぞいて ゐゃァ しねえ 

か 0 

おり ゑ さァ。 11 でも g 治 は、 まだ 開いて なかない の。 

四日と か、 五日と かが 初日 だって 話です もの。 

お古 さう か。 11 だが、 耪者 だけ だとす ると * 馬鹿に 遍 

おりる； もしかすると- ； Si£ 古町の K 本 へ 寄って るか も 知 

れな いわ。 なんだか、 この間 惜 りて 来た 新派 もの は、 み 

ん な^ん ぢ やった つて 云って たから。 … … それにしても、 

もう 歸 つて 来る 時分よ。 

ぉ吉 (獨" 言の やうに) 平く 歸 つて 來り やい いのに。 

おり ゑ 何 か 用な の。 

ie? 吉 なァ に、 別に^ ぢゃ ねえけ ど、 あの 洋簞笥 の 抽斗 は、 

あいつが 削って くれたん だから • 出來 上りの いいと ころ 

を >  a- く せて やりてえ やうな 氣 がす るんだ" 

おり ゑ (戸外 に ゐろ 一：： 平 LL) 三 平。 お前 そっちから， 小 

さい 兄さんが 歸 つて 來 ないかい。 


三 平 見えません よ。 

おり ゑ もう 歸 つて 來る わ。 11 それより 兄さん * 着物 を 

蒗換 へち やったら どう。 

^吉 うむ、 今、 ちょいと 飯 前に、 湯へ 行って 来ようかと 

も 思って るんだ が …… 

ぉリゑ そんなら着物を^^5換へ て. 直ぐに 行って くりやい 

いわ。 そのうち、 御飯の 仕度 もして 置く から。 

萬吉 ぢゃァ さう する かな" 

(ぉ吉 ば 茶の間へ 上って * 汗ばんだ仕^3^着，^脫ぐ。 お 

リゑ が惡ぃ 方の 箪笥から 萬吉の 物.^ 出し ズ着ぜ ろ 0) 

(問。) 

(伯父の 金 八が、 三 平 LL 岡 持,. 持た^て • おもてから 

這 入って 來る 0) 

金 八 Oi めて 齒 切れの いい 調子で) 今日は。 

おり ゑ あら、 伯父さん。 

<s ？吉 いらっしゃい" めづ らし いぢゃありません か。 

金 八 (三 平の 持って る M 持. 受取って、 そのまま 茶の へ 

あが ろ) け ふ は. 來る つもり ぢ やなかった んだ がね。 あん 

まりい い 鎖が あった もんだ から 持つ て來 たんだ" (M 持 

のサ i^,^ 取って) どうだい、 うしほと 刺身に すり や、 家中 

で 食った つて • ひと かたけ にや ァ食ひ 切れね ぇぜ。 

ぉリゑ まァ、 大きな 鯛ね。 
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金 八 しかも バチぢ やねえ よ。 王 浦 三 崎の 荒海で、 江戸の 

お 城 を 七分三分に 睨めな がら 育つ た. 1 な ん だか ら、 昔な 

ら， 頭に 一 癸の 御 紋が附 いて ゐ ようって 代物なん だ，」 —— 

まだ みんな， 跟 前なん だら うな。 

萬吉 今、 湯へ でも 行って 來て、 そのうちお りゑに 仕度 を 

させようと 思つ てた と ころ だから、 丁度よ ござんし たよ。 

(おり ゑ は 金 八と！ S 吉 Li 茶.^ 注いで- S マ 0) 

金 八 折角 持って来ても、 飯の 濟んだ あとなん かぢ ゃァ氣 

が 利かね えから ね。 - 1 - でも まァ よかった。 下げて 來た 

甲斐が あって" (お ，りる マ」) りゑち やん.， 今 俺が へる 

から， こいつ をち よいと 臺 所へ でも 持って つと いて くん 

おり ゑ はいはい- ぢゃァ このまま、 琉 しへ おろして 置き 

ますよ。 

金 八 うむ、 さ、 つして 置きね ぇリ 

(お リゑは 岡持^ 下げて、 勝手元へ 去ろ。〕 

萬吉 棚から 牡丹餅 ぢ やなく つ て 岡 持から， 鯛 か。 11- でも、 

何が 仕 合せになる か 知れません や。 いつもなら、 も， 「そ 

ろ そろ 飯 を 始めて ゐる 時分 だ のに、 け ふ は 今し方まで * 

仕事 をして えた もんだ から …… C 

金 八 仕事 を？ そいつ ァ朔日 早々 稼ぐ ね。 —— 尤も これ 

から は、 おきち と 一緒にな ろと なり ゃァ、 おいと 坊 もお 


前の 子になる やうな 勘定 だから、 これまでの やうに、 大 

ッぴ らで大 三に 助けさせる 譯 にも 行く めえ しな ァ。 —— 

まァ 昔から- 稼ぐ に 追 藩く K 乏 なしと いふから、 稼ぐ に 

越した 事ァ ねえよ リ 

萬吉 伯父さん は、 直ぐ そんな 方へ-取る から 降參だ I- あつ 

しが 今日 仕事 をした の は、 おきつ さんと 一緒になる 日が 

近え とかなん とか、 そんな 譯 ぢゃァ ねえんで …； (洋， 架 筍 

ん」 指して) あれ あすこに ある あの 洋簞笥 を > 和 泉！ 一 さん 

から 嫁入 道具 だとい ふんで 、日限 で 賴ま れた もんだ か ら、 

仕方なし に 仕上げ を やっちま つたんで さァ ね〕 

金 八 うむ， 和泉屋 さんの 仕事 か、 そいつ ァ 俺が あやまつ 

た、 (化 ：5s- 場へ 降りて、 洋簞笱 へ 手. れて 見ろ) 黑柿 

だね。 い k 出来 だな 、どうも。 餘ッ程 手間が 掛 つたら う。 

^£?吉 T 度 半月 褂り ましたよ。 でも， 自分ながら. はへ く 仕上 

つたんで. 氣持 がよ ござん さァ。 

金 八 なんでも 十日ば かり 前に， 人形 町で 和 泉 屋の大 番頭 

さんに 會 つた 時 も、 さう 云って たつけ。 今度 指 萬へ 頓ん 

だ 洋簞笥 は、 お ii^ さ ん • せの 週り の 物 を 人れ るんだ から、 

嫁入 道具のう ちで、 一番 肝心た 物 だなん て。 -i でも， 

挤 へ たお 前の 氣 持が い い やうなら、 この 上の 代物 はねえ 

譯だ。 まァ 何でもい いから、 身 を 入れて いい 仕事 をして 

くれり ゃァ、 俺まで が、 ^間が. 版くなる からな ァ。 
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K 吉 どうせ 親父の si 似^だ から、 大した こと は 出来 ませ 

〕パ 2  0 

/ カオ 

< と 八 G;^^K」^、 その 通りに 出来さへ すり ゃァ、 名人 だ 

しつ 

とい ふくら ゐの もんだ。 まァ いつまでも その 心掛 で、 確 

かりやって くんね え】 (W び 茶の II へ liw ろ 〕 

(ぉリ ゑが 番茶の 土瓶ん 持って 來 ろ。) 

おり ゑ 们 父さん if 濃い お出 花が 好きだから、 今、 培 じ 

て來 たのよ。 

さう か、 そいつ ァ 有難え。 時に、 おきち やなん か、 

みんな は 何處へ 行つ たんだい。 

おりえ .a^ 姉さん は、 if 研 堀のお 不動 様へ ぉ詣 りに 出掛け 

たの。 

金 八 おおり か。 11 おいと 坊は^ 校 だな。 

おりえ え ><、 け ふ はお 座 しらべ。 きっと 義姉さん と 一緒 

に歸 つて 來 るで せう。 義妯 さん は、 歸 りに 舉 校へ 廻 るん 

だなん て、 言って たから。 

てえ  けえ 

金 八 うめえ. 1 が 待って るんだ から、 早く 歸 つて 来り ゃァ 

いいに なァ。 

so 大川！^-溯ろ船の汽笛が閗ぇろ。) 

ぉリゑ 兄さん、 お 溢 は。 

ぉ吉 もう 湯 は 止め だ， 活動へ でも 行つ て歸っ て來 てから、 

ゆっくり 行く-;? - にしよう。 


金 八 活動へ 行かう ッて のかい。 

离吉 なァ にね、 飯で も濟 ませたら、 おいと 坊を 連れて、 

ぶら ぶ らと 出掛ける つもりで ゐ たんです よ 。例の 松 之 助 

の 忍術 を 見に。 

金 八 そいつ ァ いいな" 俺 も ひとつつ き 合 はう か。 

ぉリゑ 伯父さん は" 松 之 助より お 酒の 方が いいん ぢ やな 

いの。 

金 八 洒は 酒、 松 之 助 は 松 之 助で、 みんな 別口 だら うぢ やね 

え か。 おきち や 坊やが 歸 つて 来たら、 ここで  一 口 やって、 

それから その 方 は その 方で、 あらためて 出掛け るんだ リ 

おり ゑ 兩天杆 はこす いわ。 どっち かひと つで なけり ゃァ。 

金 八 まァ そんなに ィヂ メル もん ぢ やねえ よ。 片っ方 は ほ 

んの 子供の つきあ ひだ。 

^吉 は k&  、。子供 こそい い 面の 皮 だな ァ。 俺 一人 ぢゃ 

足りな くって、 伯父さんにまで、 ダシに 使 はれ るんだ か 

ら。 —— 伯父さん、 おいと が 不足 を 言 ひます ぜ。 

金 八 違えね え。 ゐ なくって 幸 だ〕 

(そ、、 へ戶 外に唱 欲の It が のんびり 15 えて、 小 學校 の 

衿.^ 履いた おいと と、 おいとの 飽 持った 母のお さち 

とが JS つて 來 ろ。) 

金 八 ゃァ歸 つて 來た、 歸 つて 來ナ t 

おり ゑ (見 世 先まで 出掛けて) 義姉さん • 伯父さんが、 
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お 待 兼な のよ。  一 

おきち まァ 伯父さん、 お 珍ら し いぢゃありません か。 一 

金 八 いけね えせ. おきつ さん。 亭主が 極った とい ふのに、 

そんなに 浮氣 をして 歩いて ちゃ ァ。 

おさち まァ 伯父さんが、 冗談ば つかし。 (茶の間へ 上つ 

て、 あらためて 挨按. ^する) いらっしゃ いまし。 ご無沙 

汰 ばかりして ゐて濟 みません。 

金 八 や、 さう あらたまつ ちゃ 困る よ。 俺 だって、 御無沙 

汰の方 ぢゃ敗 は-取らね えんだから。 (おいと に) おいと- 

坊、 お前 は 見る たんびに 大きくな るな ァ。 け ふ は 久し；！^ 一 

りで、 學校 か。  一 

おいと け ふ はお 座 しらべで、 お 稽古 は 明日つ からな の。 ： 

金 八 さう か。 まァ 一 生驟 命に 勉强す るんだ せ。 このお 正 i 

月に や 伯父さんが ひとつ、 すばらしい ハ ィ カラの 洋服 を： 

排ら へて やる からな ァ。  一 

おきち (おいと に) まァ いいこと 。それ ぢゃァ どうした 

つて、 勉强 しない わけに や 行かない ねえ" 

萬吉 怠けたり、 どんぐ 燒 ばかり 食べたがった りして ゐ i 

り ゃァ、 みんな 俺が 伯父さん とこ へ 行つ て fin 付けて やる 

から。 

金 八 大丈夫 だな ァ いと 坊。 一生懸命に 勉强 して 、来年 は 

優等になる んぢ やねえ か。 


おいと あたい なんか、 もう 三十 も 本字が 書け る わ。 

金 八 は >-\、 そいつ ァ豪氣 だ。 本字 を 三十 書け りゃァ * 

俺なん かより 餘ッ 程學者 だせ。 

おきち おいと. 伯父さんが、 あんな こと を 言って るよ。 

伯父さんより、 お前の 方が 舉者 だと さ。 

お H ゑ いと ちゃんのお 得意 は、 「靑ぃ 眼 をした お 人形 は— 

.—」 とい ふ 唱歌な のよ。 

金 八 さう か い。 ぢゃ ァ ひとつ あの 唱歌 を il か うぢ やねえ 

か 0 

おいと お腹が ^いたから ィャ だァ。 

金 八 お腹が 空いた？ (柱時計， * 見て) 違えね え。 も うぢ 

き 午 だ。 ぢゃァ ひとつ、 伯父さんが おいと 坊に、 うめへ 

もの を 食べ させる かな。 

おきち 話に かまけ て， すっかり 御飯の 仕度 を 忘れち まつ 

た わ。 

佥 八 な ん に も 仕度な ん ぞ いり ゃァ しねえ よ。 おまん まさ 

へ あり や、 それでい いんだ。 

萬吉 (おきち に) 伯父さんが、 拜み てえ やうな， S を 持つ 

て來て くれたん だよ。 

おきち おや さう。 それ は濟 みません ねえ、 どうも。 

金 八 どうせお 手の ものの、 有 合せ だァ な。 どれ (と 立 上 

つて」 ィキ のい いところ を. 作って やる かな。. 1 ^-せ 
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にして 食 ふの が 一 番だ らう。 

おさち お 刺せ は 結構です ね。 (ぉ吉 に) ねえ。 

W 告 俺ァ 何でもい いよ。 義姉さん 達の いい 方が …… 

金 八 よせよ 萬吉。 もう 義姉さん はなから うぢ やねえ か。 

—— 言 こそしな くった つて、 自分の 上さん と 極った も 

の を， ？ 姊 さんなん か 可笑しい やな。 

ぉ吉 (テレ：^味になって) でも、 永え 問 の 口癖 だ もんだ 

から、 つ ひ ；… 

金 八 その 口 か 可笑し いんだよ。 は、、、、 構 はねえ か 

ら， 3^ 前 を 呼んだら い いぢ やねえ か。 

(ie? 吉は 一 寸ぉ さちの 方.^ 見て、 バ ク の惡 さうな 表情 

^すろ o」 

金 八 (おりろ マ. L) 家に や 刺. ザ； S 刀が あつたつ けな ァ" 

おり ゑ え、、 ある わ。 この 前 伯父さん とこから 持って来 

たのが、 ，1 . 

金 八 ぢゃァ ひとつ。 皿と 俎と を 出して くんね え。 うめえ 

刺身 を 作って やる から。 

(金 八に 勝^元の 方へ 出て 行く。 〕 

おり ゑ (おいと に) いと 坊 もお いで。 伯父さんが、 お 刺 

身 を らへ るんだ から。 

(おり si はおい と.^ れて、 金 八の 後から K 手の 方へ 

去ろ。) 


(おきち は、 おいとの 股 ^^」棄 てた 持 や、 學校 道具ん」 片 

着けながら、 見 世 先に ゐろ三 平 呼ぶ。) 

おきち 三 平、 ちょいと。 

三 平 (急いで 來る) へ い、 なんです。 

おきち お前ち よいと ね、 三 河 接へ 行って、 お 酒 を 五合 取 

つて 来て おくれよ。 

三 平 へ い。 いつもので いいんで すか。 

おきち ああ、 いつもので いいから、 大急ぎでね。 

三 平 かしこま りました。 

(三 平 は、 草履. 5- 突 掛けて ^ けて ゆく") 

(問。.  je£ 吉 とおき ちとの 仲 LL、 ちょいと、 さま リ 

が惡 いやうな 「時」 が 過 >p る。) 

お 苦 (獨 言り やうに) もうあの 鬼辛燒 は>  なかった かな 

ァ. - 

おきち 鬼 辛燒？ さァ、 多分 大 さんが 食べち やった と 思 

ふけ ど、 どうして？ 

萬吉 あれが あると、 伯父さんの 酒の 肴に い \ からさ。 

おさち さう ね" ちょいと 蜩帳を 見て みませう。 (立 上つ 

て) あれ ァ濱 金の だから、 伯父さんの 口に 合 ふんだ け 

ど  

(おさち は、 さう 言 ひながら * 勝手元の 方へ 去ろ。) 
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(萬吉 は 茶の間から 見仳 先へ 降り 立って、 おもて 1^ 眺 

めて ゐる 0) 

(そこへ、 左の 手 LL 線帶 vJ- して 首から 吊った 弟の 大三 

が、 右手に 二三 册の 貸本,^ 抱へ て歸 つて 來ろ。 ) 

_ ^吉 どうしたい 。大分 蓮かった ぢ やねえ か。 

大三 うむ、 醫 者で 待た された もんだ から。 

(大 三 は その 儘 家 11 這 入 つて、 茶の間の 上り 端に 腰 

おる す。 萬吉は 仕事場に 立った ままで ゐ ろ。) 

萬吉 まだ 傷口の 絲 は-取れ ねえの か。 

大三 もう 二三 日 だ さう だ よ 。何しろ 勢で やった 傷 だから、 

見た と ころさう でもね え やう だが、 ひどく 深 い つ てん. た 

からね え。 —— もう 大概 厭々 し.^ やった。 

萬吉 どうせ さう いふ 怪我 は、 曰々 と根氣 くらべ だ。 いく 

ら 急った つて、 時が 來 なけり や 癒り やしね えよ。 

大三 でも 氣 分が、 何ともね えんだから、 毎日 仕事 を爲ず 

にゐ るの も、 樂ぢ やねえ よ。 (ふと， 仕事場の 隅 LLS い 

た洋 簞笥. ^見付けて) あいつ ァ すっかり 仕上った ね。 

萬吉 うむ、 今 漸く 片 着いた ところ だ。 おかげで お前の 

つて くれた 抽斗 は、 馬鹿に 工合が いいよ。 (洋轚 笥，^ 撫 

でながら〕 手間 を 掛けた だけの こと はあった な。 

大三 (同じく 洋 箪笥の 側へ 來て！ I. ぶ しながら〕 いいね。 

やつば り 骨 を 折った 物 は、 それだけの 甲斐が、 品物の 上 


に 現れる から 豪 儀 だ〕 11 け ふ 納める かい。 

萬吉 明朝 早く 持 込まう と 思 ふんだ が、 I - それにけ ふ は、 

八丁 堀の 伯父さんが 来て、 飯で も 食ったら、 一緒に 出扮 

け やうって 言って るんだ から。 

大三 八 T 堀の 伯父さんが 來 てるの かい。 

jE! 吉 うむ， 何だか 馬鹿に 自慢で、 大きな 鯛 を 持って来た 

よ。 今、 臺 所で 刺身に してら。 

大三 そいつ ァ 有難え な。 あれで 伯父さん は、 時々 氣の利 

いた 事 をして くれる ね。 

萬吉 は  >- 、、そんな こと を 言 ふと どやされ るぜ。 

(おいと が、 勝手元から ffi け 出して 來 ろ。) 

おいと 伯父さんが、 こんなに (手で 山 盛の 眞 似，. して) 

お 刺身 を挤ら へたよ。 

萬吉 さう か * そり ゃァ よかった な。 

おいと ぉ朔日 だから、 三 平に もや るん. たって。 

大三 は > -&、 三 平に もやる のか。 

おいと ああ、 どうせ 餘 るから や るんだ つて。 

大三 餘 るから やる の はいいな。 

萬吉 伯父さんの 言 ひさうな こと， た。 

(貧 艺德 利， 下げた 一一 一平が、 歸 つて 來ろ。 と 時に お 

さちと おり ゑと が- 大きな チヤ プ臺 二つに 色々 の 物，^ 

載せて、 茶の間へ 運んで 來 る。) 
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一一； 平 お k さん- 行つ て來 ました〕 

おきち あ、 御 勞 さま。 — ，+: やちょい とりもち やん リ 

ここでお 燜す るから-お 跳 子へ 移して 来て くれない。 

おり ム はい。 

(おりる； は 一一； 平から 德 利，^ 受取って 勝手元 へ 去り、 問 

もなく、炯德利，^-持って來て、1^^火鉢の銅ま へ入れる。) 

おさち 大 さん 大分 ゆっくりね。 

大ー； 一 齊 者が 混ん だんで， すっかり 待た されち やった。 

おきち (笑 ひな-から) 何だか 判り やしない わ。 お 1! 者樣 

をダシ にして、 また 例のと ころへ 寄つ てたん ぢ やない の 

火 三 冗談 言つ ちゃい や だせ. 義姊 さん。 こんな 恰好で、 

どこへ 行ける もんか。 

^^rj なんだかね え。 

(金 八が 手ん 拭き な が -ぃ， 勝手 -兀 か ら 出て 來る 0) 

金 八 ゃァ大 一二、 いいと ころへ 歸 つて 來 たな。 

大三 やっぱり 口 ^報が あるんで すね。 

金 八 ほんた うだ。 —— 時に お前 * 手を^ 我し たんだって 

なァ ひ 

大三 ええ。 だけどもう 大した 事ァ ねえんで す。 傷口が す 

つかり jS いたんだ から、 もう 二三 日經 ちゃ ァ そろく 仕 

事に も掛れ るで せう。 

金 八 あんまり あわて 者 だから、 そんな 怪我 をす るんだ。 
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お ift お 金 お 


おり ゑ (立 上って) 義姊 さん、 どうし ませう。 

金 八 あわてち やい けね えぞ。 今 外へ 出る と、 怪我 をす る 

ぞリ 

(この 會 話のう ちに、 震動 は 益 々激しくな リ、 棚の 物 

は 落ちろ。 ，第笥 は 倒れろ。 そして 崩れ 搭らる 壁の 砂煺 

が 家中.^ 暗く すろ。  、 

おいと 怖い よう-。 (泣く) 

萬吉 伯父さん、 もう 駄 m だ J 危ぇ からお もてへ 出 ませう 0 

(三 平が、 いち 速く 戸外に 飛 出す。) 

萬吉 義姉さん。 いと 坊に 怪我 をさせる といけ ねえ。 速く 

おもてへ 出て くれ ッ。 —— さ、 おり ゑ も 大王 も、 みんな 

速くお もて へ 出ろ。 

金 八 (叫ぶ) 駄 m だ" いま 出れば 瓦が 落ちる ぞッ。 

萬吉 (金 八の 手，^ 取つ ズ) 家が 危 ねえんだ。 伯父さん、 

一緒に 出て 下さい C  . 1 一、 おいとの 頭へ、 布 國を被 

せて やつ て くれ ッ。 

(萬吉 は、 長火鉢の上の鐡瓶の^§.^< ぃきなリ火の上へ 

あける と、 金 八， <J ^引摺 ろ やう じして、 戸外へ 出ろ 。「大 

變 にァ」 「助けて くれ」 とい ふ 男女の 叫び 驛が， 各所 か 

ら 起ろ。) 

(一同が 戸外へ 逃れ 去った 後 も、 家ば 斷 なしに 搖れ 

3 


大三 仕事 もしずに ゐ て， こんな 上等の 刺身 を 食つ ちゃ ァ、 

勿體 ねえ やう だね。 

金 八 そんなに 有難 がられる と、 氣が 引けて いけね え や。— 

—だが、 味 は 確か だら う。 

萬吉 うまい ね、 やつば り。 どう だ、 いと 坊， 頼べ たが 落 

ち さう だら う。 

おいと おいしい よ。 

萬吉 御飯 を 食べたら、 伯父さんと 三人で * 淺 草へ 活動 を 

ai- 二 行 くんだ ぜ。 

いと 松ち やん を 見に 行く の？ 

八 お前の 聶展 役者 を 見 1^ 行 くんだ。 

いと 嬉しい な。 ——— お母さん は 行かない の？ 

八 お母さん は 言 ふ 事 を 開かね えから • おいてけ 堀 だ。 

いと お母さん も、 行った 方が いいんだ けど。 

おさち あたし ァ、 お前が 歸 つて 来てから、 お 話 を 聞かせ 

て 直 ふ 方が い いね。 あの人 込で 蒸されち やた まらな いも 

の 0 

(この 時、 突然 「ご，^」 とい ふ 地 鳴が 閗 えて 來 る。 そ 

して、 一同が 紐 1^ 見合せ ると 殆ど 同時に、 「みし リ」 と 

いふ 音 1^ 立てながら、 家が s 動し 始める。) 

おきち あ、 地震 だ。 (と 叫びながら、 半ば 立って、 おいと 

. ^引 寄せる) 
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is? 吉 (觀 .54: から は 、姿が はっさ T 見えない〕 義姉さん も 

おり ゑ も、 離れち やい けね えぞ。 

お，^、 ち 大丈夫です。 みんな 一緒に ゐ るから。 ああい けな 

い。 大 さん、 今 家へ 這 入つ ちゃ 危ない。 

§ どうしょう つてんだ U 大三。 いけね え、 家な どへ 這 

人つ ちゃい けね え。 

大ー 11 大丈夫 だ。 ちょいと だから 離して くれ" 兄さんの 

へ た&靖 を、 俺が 行つ て 出して 来る。 

^や； 3 駄 y だ。 そんな こと をして 怪我で もしたら どうす る 

んだ。 

おきち 大 さん、 どうか そんな こと はしないで  

火 三 でも あの まま。 たま 無しに しちやったら * 和泉屋 さ 

んに濟 まねえ ぢ やねえ か。 

(火  一二 は つて 家へ 這 入ら うとす る 0) 

feS 吉 止せ ；… 大 n マ もし か 品物に 間違 ひが あったら、 俺 

が 和 ほさん を、 しくじれば 濟 むんだ。 お前の 體に 間違 

ひが あったら、 どこ をし くじった つて、 に 合 ふ 事ぢゃ 

ね えぞ。 

犬三 兄さん， お前 if あんなに 骨 を 折って 仕上げた、 自 

分の： il^ を 壊されても、 惜しい と は 思 はねえ のか。 俺 は 

唯、 あの 抽斗 を 乎 傅った だけ だが、 それでも あの まま， 

壊して 仕舞 ふ氣に はなれね えんだ。 


(大三 はさう 言 ひながら、 萬吉の 留める の vJ- 振拂っ \^、 

家の 中 LLi^ け 込む。 そして、 仕事場の 隅い. i あった 洋簞 

笥に手ん、掛けろ.^殆ど：^時に、 めリめ リクと いふ 大音 

J ^が 聞え， 綾いて 家が 倒？. S すろ。) 

(舞 裏 は 砂 燠の ために 暗くな ろ。 周 闹 の雜音 に？. S つて、 

萬吉， ^首め 人々 の 叫ぶ 聲が， 騒然と 耳，^ 奪 ふ、」) 

(形容の 言 葉 もない 程、 物凄い 叫喚の 聲 LL 掩 はれた iE 

. I やがて、 「死」 の やうな * 凄惜の 沈默が 流れる。 そ 

の 一 瞬間.^ 經た 時、 忽ち 「火事 だッ」 とい ふ萆が 間え 

る。 以前に 倍した 阿鼻叫喚が、 舞蔓 1^.- 掩ひ盡 す。) 

萬 吉の聲 もう 駄目 だ。 みんな は 速く、 八丁 堀の 家へ 逸げ 

ろ。 11 大三、 辛抱して くれ。 い、 いま 俺が、 助け出し 

て やる ぞッ。 

大 三の 聲 兄さん、 裏が 開いて る。 裏の 窓に 透が あるんだ。 

萬吉 の聲 よし ッ。 今 裏 へ 行って やる ぞ。 大丈夫 だから、 

確りして ろッ。 

S へ 難い 人々 の 叫， ひ聲 が、 大 の やうに、 相次いで 

起ろ。 II その 叫び 萆で繼 ざながら 暗黑 の舞薹 は、 第 

1 場から 第二 場へ と 移る。) 

第二 場 

ずが. U 

舞臺 は、 崩潰した 「指 萬」 の 家， ケ裹 から 見た 形で あろ。 
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家 str 上手 奥 LL あった 物置 も， C 共、 丁度 木箱，^^ み 

溃 したやう LL、 下手に 向って 倒 f5 して ゐる。 が、 地面 

と 尾根との ゆ 間がない 程に、 ベ シャン コ LL な つ て ゐ る 

^ではない。 

柱と か、 策 とか、 火鉢と かの 色々 の 物が、 自然 LL 横 

K なって、 平均 三尺く らゐの 高さに 空いて ゐろ。 

正面に 一一 一；^ 形 に へし 曲つ ズ 倒れた、 四 尺と 一 間の 窓. か 

あろ。 家の 中の 模樣 は、 この 窓；， -ら ！ 番 r<  く 窺 ふこと 

が 出 米る。 

恐らく、 洋簞笥 S 側まで 來た 時、 そこの e 〈上に あった 

楝が 落ちて 來て、 抉 まれた のでめ らう- 窓の 方へ 頭，^ 

向けた 大三 は、 右脚1^-膝のぁたりから楝問に挟まれた 

儘 * 倒れて ゐる。 その 周閣-レ は、 仕事場で 使 ふ あら ゆ 

ろ？ 具が、 If^ れ た"、 倒れたり して、 散らばって. a ろ。 

歷土 や、 火鉢- S 灰な どが 飛んで、 砂 藤 が や 捲：. てね 

ろた め * 家の 內部 はかなり 1= い。 唯、 虱に一?§.りれる火 

事の 反射が， 呼吸，^ する やうに、 內 部への 光線 助け 

て ゐるリ 

1= 黑で 終った iss- 1 場から、 稍 ろみ もった 第二 場に 

移った 時、 戳 客の 前 •」 はお 樣の が 開： ^されろ。 哲 

しの 問、 大三は 脚 棟の 下から K ふ、 出さう として、 頻 

りに もがいて ゐろ。 が、 重い 楝 は、 到底 大三 一人の 力 


では どうす る こと も 出來な い。 

やがて， 腰へ 鋸， か 挟ん；，：， 苦が、 崩れた； ^根の 上，^ 路 

み 越えて 奥から 現れろ。 旣 LL.H 分の 身の 危險 など は少 一 

し-.^ 念.：^ LL ない らしい。  - 

萬吉 (尾 极，^ 降リ ろと 同時 LL) 大 三！ 

大三。 ああ， 兄さん か。 ，—— 俺 は 脚 を やられて るんだ。 ど 

うかして 助けて くれ 。  一 

ず r 吉。 脚 を やられた？ よし、 今 助けて やる ぞ U 

(ぉ吉 は 半ば §1 い；： 窓 W 子，^ 破って * 中へ 飛込まう と 一 

すろ。 と、 そのと；^ んに 崩れ かけて もた 窓 わくが 落ち 一 

て 行 手 v3 ^遮ろ。)  一 

萬吉 あ、 いけね え。  ； 

(そして Sa し 逢リん 見廻して ゐ たが、 いきなり St; 极 へ 

飛び 上ろ と、 力に まかぜて： 凡.^ めく リ 始めろ 0) 

(可な リ -45 い 努力の 問。 . ！ も r,,f ，の駿 響が 益々 劇 \ 

しくな ろつ や-かて 吉に 十数 枚の 瓦，^ めくり .5^ ろと、 一 

そこから 天井 K ど 破って、 大 三の 側に 飛び降りろ。 一 

大三 (脚 1^ 袂 まれて ゐろ秘 して) こ >  これ だ。 痛え •： 

から， 速く どかして くれ。  ； 

jG? 吉 棟 だな。 よし。 (と、 手 く 腰の^,^ 拔き 取って) 

直ぐ だか ら 苦しから うが 辛抱し て ろ。  、 

(萬吉 は， 直ちに 銀で 械，^ 挽 さ 始めろ リ) 
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火 ：- 一  <苦^§,*耐へなから) 濟 まねえ 兄さん、 勘忍して く 

れ。 俺が 剛情 を 張った ばかりに， ^計な 苦勞を 掛け るん 

吉 (懸命-, 1^,^ 動かしながら) 濟む濟 まねえ のって 時 

ぢ やねえ。 俺の 仕亊を 庇って くれたば かりに， お前 はこ 

んな ことにな つたん ぢ やねえ か。 濟 まねえ なんて 言 はれ 

ると、 俺 こそ. どうしてい いか 判らね え くれえ だ。 

(餘 S が、 ま；： 倒れた 家，^ 搖 ろ。) 

火 三 ああ、 堪ら ねえ 痛 さ だ。 骨が 微塵に 碎 ける やう だ。 

お 苦 よし、 直ぐ だ。 辛抱し ろ。 

火 I 一 一 (無せ" のま ま 齒，^ 喻 ひしば つて 額く) 

(： の 時、 突然お もてから 「火が 來た ぞッ」 とい ふ 叫 

び か M ぇズ來 ろ。 お 吉は思 はす 銀の 手，^ 止めて 立 上 

る。) 

(あたりが 不.： ：然 なくら ゐ叨 ろくなって、 物の 燃 崩れ 

ろへ せが 手に 取ろ やう-に 間え て來ろ 。火の粉が 激しく 屋 

机 に 降リ かかろ。 一度 立 上った 1? 吉は、 無言の まま 再 

び 1^.^^ ゑて、 殆ど K ク屮 になって、^.^ 勧 かし： £ めろ。) 

(再び * 「危ない ぞク、 みんな 逑く 逃げ ス-ン …… 火が 來 

た 火が 來； ：ク」 とい ふやうな 聲が 11 える。 

太 三 (突然) 兄さん リ 

^+ロ   0 


大三 俺 は 死にた くねえ。 

萬吉 大丈夫 だ。 お前 一 人 を 見捨てる やうな こと はわ えぞ。 

(黑 煙が 上手の 方から 吹 込んで 來 ろ。) 

大三 煙 だ！ もう 駄目 だ。 ぁ&、 もういけ ねえ リ 

(萬吉 は 1^ 氣の やう になって、 鋇 fj^ 挽く。 漸く か 切 

れる。 が、 大 三の 脚は睇 節から 碎 けて ゐて， 到底 起つ 

、 、とが 出來な い。) 

萬吉 (兩 手で、 大三 の^ん」 抱へ る) さ、 大三。 俺の 背中 

へ、 確か りつ かまれ。 どんな ことがあっても、 俺 はお 前 

を 置いて 行き ゃァ しね えぞ。 

(火焰 は $3 に 「指 一 ほ」 の 家 LL 移り、 渦 卷く火 か、 M 

极ゃ 窓から 透 IE むな いまで-,. L 流れ込む 0) 

太 三 (泣きながら 萬吉 1^ 突 放す〕 もういけ ねえ。 火が 來 

た。 息が 苦し い。 —— 俺 は あきらめる U 兄さん 一 人で 

げて くれ。 

萬吉 馬鹿 を 言 ふな。 何の 爲 にこん な 思 ひ をして、 棟まで 

切った と 思 ふんだ。 俺 一人で 逃け る くれえ なら、 初め か 

ら こんな 思 ひ は、 しゃ ァ しね えぞ。 

大三 (身 1^ もだえながら) ああ、 兄さん。 —ー 俺 だって 

助かりて え。 助かりて えが、 もう 駄目 だ。 

^5?吉 (W び 火 三の 腕,^ 摑ん で) 駄目なん て 事が ある もの 

か。 いいから、 俺の 肩へ つかまって くれ。 


4G2 


口  a 災曩俗 通 


大三 (半ば 起 上って、 直ち-」 倒れろ) 兄さん！ 

(火 1- の. 渦卷 が、 激しく 寄せて 來ろ。 萬吉 は、 大 三の 

肩 に 手 掛けた 儘， 5|3 し 胸,^ 接き むしられろ やうな 思 

ひ LL 悶えて ゐ たが、 いきなり 側に あろ 洋 箪笥の 抽斗な 

1 っ拔き 取る と、 それ yj- 小脇に 抱へ て r 大三、 ゆるし 

て くれ ：•：• 」 と 叫びながら、 這 入った 場所から、 屋极 

の 上に 飛 上ろ。 この 時遂 -IL, 炎 は 脚下に 迫リ、 火の粉 

が 落花の やうに 萬 吉の體 に 降リ掛 る。 阿鼻叫喚、 周 園 

はさながら 地獄の 如きう ちに、 慕が おりる。) 

第二 幕 

上野 公 ST 東 g; せ：； 鳥 側の 避難所。 舞 a 正面から 稍 下 

竽 寄りに、 ^ど. i 毫の 二分の  一 占める くら ゐの >  石 

の 鳥居が、 斜めに 向いて 立って ゐろ。 そこから 石 疊,^ 

連ら れて、 か 彼方 に 東照宮の 肚が 在る ニニ A ひ 

石疊の 左右に は、 幾 抱へ も あろ やうな 大きな 石燈籠 

が、 二三.^ 残して、 悉く 倒れて ゐろ。 そして 爲居 ゃ石燈 

籠の 周閣に は、 多くの 避難者の 家 旅が、 权切 または 燒 

トタン 板 か 极 LL した 小屋 1^ 掛けて、 僅かに 雨露 fj- し 

のいで ゐろ。 孺れた 浴衣、 シャ -ソ、 おしめ 等が、 何等 

の 秩序 もな しに、 手近の 樹木に 乾して あろ。 


鳥 315 や、 倒れなかった 石燈籠 LL は、 各 行方不明 小 

れろ 紙片が、 所 狭き まで LL 貼附 して あろ。 或は 相お LL 

大きな 木 礼 や、 タオル，^ 利 W した 旌 など, .5- 樹 てて ゐろ 

者む ある。 

九 =： 四 口の 午後 八 時 頃。 —— 裸蠟燭 と、 燒 ^りの 提燈 

と- 雨上りの ゆ f か 放つ ほのかな 光と が、 僅か Li 舞^,^ 

闇から 救って ゐろリ 

大 鳥おから 二 問程 離れた 木立の 間に、 道路^ 背 LL して， 

!i めて 貧弱な 小屋が あろ。 そこにお きちと、 その子の 

おいと と、 和 泉屋の 娘の 瀧 子と がゐ ろ。 おさち と、 お 

いとと は、 第一 幕 目と 同じ 服装。 瀧 子 は 明 石の？ S 物.^ 

着て ゐろ。 が、 いづれ も 着の み^の ままで、 四：：" の 間 

火に 迫 はれて 放浪した ?s 物 は 汚れ、 髮 は亂れ て， 

二 Bi 見られな いくら ゐ-」 衰へ てゐ る。 おきち はお い 

と-,, ：胶 枕.^ させた まま、 瀧 子 は 風呂 叙 包 LL 寄リ掛 っ^ 

まま、 何もし す！，： ぼんやり 坐ら てゐ ろ。 魚 金の 印の あ 

ろ^ 灯が 一 つ、 中央に 下げて あろ。 

隣り に 《t  、その 隣リ LL も 小屋が めろ。 隣 リの小 JlgLl は、 

赤 ン坊， .3- 抱いた 上さん-か、 赤ン. 坊に添 乳，^ さ V ズゐ ろ。 

傍 LL は、 その 亭主ら しい 男が、 赉 間の 疲れで、 燒 こげ 

だらけの 布圑に 包まって、 死んだ やう に 眠って ゐ ろ- 

右樣の 景 のうちに 幕が あく。 
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f  (力の ない 誠 子で) もう 何時か しら。 

おさち さァ、 まだ. 狩の 口 だら うと 思 ひます けど、 何しろ 

時計が な いんで. ちっとも 時間が 判りません ね。 

瀧 子 (^甘の やうに) 今日 こそ 魚 金が、 何 か 良い 知らせ 

を iS か せ て くれれば い いがね え。 

おきち ほんた うです ねえ。 11 でも、 ぉ攘 さんのお 宅の 

方 は、 みんな 茅場 町の 方へ お逃げな すった とい ふ 事です 

から、 決して こっちで. 御 心配に なって る やうな こと は 

御 11 いますまい。 昨日 も、 あの 夕方、 B 比ハ介 公^で、 大 

n: 那を お 见 掛け したと い ふ 人 も ある ん ですから。 

流 子 いい 按ぽ に、 みんなが 無事で ゐて くれさへ すれば、 

あたしの 物なん か、 何 ひとつ なくなつ たって、 構 やしな 

いけど …… (泣きたい 氣持 になって) もう みんな 諦めて 

ゐ るんだ から …… 0 

おきち. 大丈夫です とも U 大旦那 樣は ふだんから、 お 慈悲 

いので 通って おいでな さるく らゐ ですから、 こんな 時 

に は、 みんなが 惡 いやう にす る ではありません。 伯父と 

おり ゑが 侮 口 探して ゆいて ゐる うちに、 きっと， いい 知 

. い せ を 持って 來 るで 御座いませう。 

湖子 でも、 此處 にかう して ゐる うちに、 あたし は 何だか、 

このま、 乞食に な つ て 仕舞 ふの ぢ やない かし らと思 ふ 

と- ど-つして い いか 判らない ほど 悲しくなる わ。 


おさち ぉ鎮 さんが 乞食になる！ そんな ことが、 どうし 

て 想へ ませう。 どうか そんな こと は 仰し やらないで 下さ 

いまし 0 

瀧 子 でもね え、 あたし は あの， 日に >  お 琴のお 稽古に 行つ 

てた ばかりに、 お父さん やお 母さんと、 御 一緒に 逃げら 

れ なかった の だから， 今に、 道端で お 琴 でも it いて 暮す 

やうな 女 乞食になる のぢ やない かしら」 

おきち ィャな こと,^ 仰し やい ますな。 そんな こと は.. ほ々 

なから うと 思 ひます けど >  萬ケ 一 にも、 お宅の 方 達が 見 

つからない やうな ことが 御座いました ら、 假 令 他人 様 の 

針仕事 をし ズ でも- お 纏さん のお 一 人く らゐ は、 あたし 

がお 菱 ひいた します。 11 ねえ、 ぉ孃 さん。 もっとお 氣 

を 大きく 持って、 確かり して ゐて 下さい まし。 

(この 時、 一人の 警官が 下手から 登場。) 

警官 (おきち の 小 の 前に 立って) ここに は 男はゐ ない 

のかね。  . 

おきち はい、 居ります のです が、 まだ 屍って まゐり ませ 

ん 0 

f ああ、 外出して 居 るんだ ね" それなら いいが * 睡眠 

をす る 時には、 やはり 何 かで * 外 を M はんとい かんよ リ 

中には 不心？ お^が、 居らん とも 限ら ん からね。 

おさち はい、 お 難う 御座います。 よく 氣を 付けて 休む や 
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うに 致します。 

(善 官 去ろ 0) 

おきち かう して ゐて も、 時々 お 巡査さん が 廻って 下さる 

んで、 どんなに 氣 丈夫 だか 知れません ねえ。 

瀧 子 何 か惡ぃ 人で も來 るん ぢゃ ないか しら。 

おきち いいえ、 大丈夫で すよ。 別に どうの つて、 いふの 

ぢ やな いんで せう けど、 唯、 あたし 達が 安心す る やうに * 

廻って 下さ るんで すから 0 —— (お いとの 膝枕ん M て つ と 外 

して、 おもてへ 出る。 11 空，^ 上げて) おや、 まだお 

星樣 が、 一 つも 出て ません よ。 今夜 また 降られたら、 こ 

の油ッ 紙一枚 ぢァ、 保たない かも 知れません ね。 

瀧 子 (同じく 外へ 出て) ああ. なんだか 氣 味の 惡 いほ ど、 

か眞ッ 暗ね。 早く 魚 金が 歸っ て 来て くれれば いいのに。 

おきち もう 何が あっても- 歸 つて まゐ ります よ。 ぉ孃さ 

んが、 どんなに 御 心配 だかと いふ こと も、 よく 知って る 

ので 御座います から。 

(この 時. かな リ 遠くから 「祌 田违， 町の 平 井さん」 

と 連呼しながら、 次第に、 - つちへ 近付いて 來ろ 凝が 聞 

えろ 0) 

おきち おや、 また 通ります ね。 なんです つて。 神 田連崔 

町なん かで も、 行方の 判らない 入が あるんで せう か。 

瀧 子 連 街 町に は、 家の 親類が 一軒 あるんだ けど …… 。 


おきち きっと 家の 伯父なん かも、 おり ゑと 二人で、 日 比 

谷 や 丸 ノ内を 、ああ やって 呼びながら 歩いて るんで すよ。 

—— お 互に、 ああして 歩いて ゐて、 巡り 雷った. 時 は、 ど 

ん なに 嬉しいで せう ねえ。 

瀧 子 (或ろ 希望, 化 感じながら) あたし だったら、 いきな 

り 泣い ちまって、 何にも 言へ なくなる わ、 きっと リ 

おきち (突然 行 手 lU ほって、 伯父の 金 八と、 ぉリ ゑと が \K 

つて 來る の.^ 發見 マろ) あ 、お嬢さん、 歸 つて 来ました。 

瀧 子 まァ。 —— お母さん やなん かどうし たか， あたし 早 

く 聞きたい わ。 

(太 い 竹の杖ん」 街いた， 3 八と、 祗， ど 格-け < ^ぉリ ゑと が、 

疲れた^ん 引 招りながら 房って 來る。 金 八 は、 背中に 

大きな 荷物, 屮背； gl つて ゐろ) 

お， きち まァ 伯父さん、 くたびれ たでせ う。 

金 八 なァ に、 さう でもね えよ。 こんな 時に や、 働け る 奴 

が 根 K り 働くな ァ， 當り 前の こと だからな ァ。 (足 SSI,^ 

取って 小： SlLL&l 入リ ながら、 瀧 子に) ぉ孃 さん、 御 安心 

下さい。 お宅の 人達 は みんな 無事です ぜ。 

瀧 子 まァ、 ど、 どうして それが 判った の。 

金 八 お宅の 燒 跡へ 行ったら、 まだ 墨色 も 乾か わえ やうな 

建 札に、 一 SI 無事と いふ 字が 寄いて あつたん です。 

瀧 子 (S5 激に心 1^ 颜 はぜながら) で、 みんな は、 今 どこ 
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にゐ るの い 

金 八 千 の別莊 ださう です。 

^子 まァ、 では 千 紫へ 行った のね。 あたし、 速く、 お 父 

さんや、 お母さんに， お E に掛 りたい わ。 

< お八 をり ゃァ 萬：^ あっしが 心 てます から、 もう 親船へ 

乘 つた 氣 でお いでなさい。 今夜 こ こへ^て 夜が 明けたら • 

直ぐ さま 千 葉までお 这 りします から リ 

流 子 (泣く〕 まァ 嬉しい。 あたし、 何と r ム つてお 禮を言 

つたら いい か。 もう 胸が 一 杯に なって …… 。 

おさち (共に 1^ ぐんで) でもよう 御 u いました ね。 は：： さ 

んが御 無事で さへ あれば • また 後の こと は、 どうに でも 

なります ものね え。 II ああ- あたしまで これで、 何 だ 

か 肩が！：  くな つた やうな 氣 がする。 

金 八 俺 も あの 建 札 を 見た 時に や、 思 はず 有難 淚が こぼれ 

さう にた "つて、 おり >么 に、 急いで 讃 ませたん だ。 . I -こ 

れで明 口、 ぉ鎞 さん を 千 紫へ お連れ 申して、 大 i 那ゃ奥 

さん 力 どんなに 歡ぶ だら うと 思 ふと， 思った だけで も 

堪ら わえ や。 

おり ゑ ぉ鎮 さんのお 宅の 方が 判つ たんだから、 これで 家 

の 兄さん fSJ の^が 判つ て くれれば 嬉し いんです けど …… 

今日 も 家の 烧 跡へ 行っても、 何 ひとつ 手懸 りになる やう 

な もの はな いんです もの。 —— ねえ 義姉さん U ほんた う 


に、 どうしたらいい でせ うねえ。 

おきち (1H い l お 持に なって) さァ。 兄さん は あの 時大さ 

んを 助けに 這 人って から、 どこへ 逃げた かと、 あたし も 

それ を 案じて ゐ るんだ けどね え。 

よ * は 

金 八 (殊更 平 氣，^ 装って) 心配す る こた ァ ねえよ。 萬吉 

にしろ 大三 にしろ、 子供の 時分からの 職人なん だ。 地震 

や 火事で 命 を 落す やうな ドヂ な事ァ あるめえ。 

おきち そり ゃァ あたし だって、 大丈夫 だと は 思って ます 

けど • 唯、 だ あれ も 知って る 人がない だけに * どこへ 逃 

げたんだ かが 判らない もんだ から … … 。 

おり ゑ それに 大きい 兄さん iT ふだんから 小さい 兄さん 

の 事ば かり 思って ゐ たんです もの。 ひょっと あの 時 * 小 

さい 兄さんが 潰されて でも ゐた とすれば、 きっと 火事の 

事 も 忘れて、 怪我 をす るまで も 夢中に なって， 小さい 兄 

さん を 助けよう としたに 違 ひない わ。 

金 八 そり ゃァ きっと 助けた に 違えね え 。大 一一； は、 カスリ 

傷 ぐら ゐ<3； つた かも 知れね えが、 今頃 は 二人とも、 ピン 

ビンして、 お 華客 先 を 見舞に 歩いて ゐる. たらう。 

ぉリゑ 伯父さん は、 さう いふ 風に、 いい 方にば かり 考へ 

るから、 安心して ゐられ るんで すけ ど、 これが ひょっと、 

逆 になった とし た ら どうして。 

金 八 鶴龜。 そんな ことの あらう 箬 はねえ よ。 ああして、 


4e>c, 
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八丁 堀の 家の 者 も 探して 歩いて るんだ から、 おそく も 明 

日 一 杯に や、 居所が 知れる だら う。 —— まァ あんまり 氣 

を 揉んで、 體 でも 惡 くしち ゃァ 詰らね え。 待て ば 路 の 日 

和と いふ 譬へも あるし、 それにお 孃 さんのお 宅の やうな、 

いい 手本 も あるんだ から. おり ゑ もお きち も、 あんまり 

心配し ねえが いいんだ リ 

おきち ほんた うに 二人とも * 無事で ゐて くれれば いいけ 

ど …… 。 

瀧 子 あたし も、 よく 水 天宮樣 へお 願 ひして 上げます わ。 

みんなが 無事で ゐて くれる やうに …… 。 

(突然 ， おきち の 側-.. L 眠って ゐ たおい とが 「怖い rs う」 

と 叫びながら、 眼 醒 して 泣き出す。 おさち は、 驚い 

て 抱き 上る。) 

おきち まァ お前 どうしたの。 

おいと 怖い よう。 

おきち 何にも 怖い こと はな いぢ やない の。 —— さ、 みつ 

ともないから、 大きな なり をして 泣く んぢ やない。 

金 八 夢を見 たんだな。 よしよ し。 (と、 先刻 背負って 來 

た 風呂敷 包の 中から 、バナナ v5M 本 出して) さ、 叔父 さ 

んが これ を やる から 默ん な。 . I みつとも ねえ。 學 校へ 

行つ てる子が、 泣い ちゃ 可笑し いぢ やねえ か。 

(お いと は 泣き止んで バナナ, ^食べろ。) 


ぉリゑ どんな 夢を見 たんで せう。 

おき S なにね、 きっと 火事の 夢で も 見た に 違 ひない のよ。 

11 ね、 さう だろ 0 

おいと (首 か 扱 LL 板ろ) 

ぉリゑ それ ぢゃ、 どんな 夢？ 

金 八 そんな こた ァ 訊かね え 方が いい。 子供に 思 ひ 出させ 

るな ァ罪 だ。 —— そんな事ょりぉり-^r 何 か 腹ッぷ さげ 

に、 ひとつ 食 は うぢ やねえ か。 

おり ゑ あたし、 なんだか お腹が S かない わ。 

おきち . も んな事 を 言って、 食べずに ゐ ちゃ ァ 駄目よ。 今 

日 は、 先刻 市役所の 人が 持って来て くれた、 うどん も あ 

るし、 をれ に、 りゑ ちゃんの 好きな 馬 鈴 碧 も澤山 煮と い 

たから、 ちっとで もお あがりよ リ 

ぉリゑ 義姉さん 達 は？ 

おさち あたし はもう、 曰の 暮れない うす，' に. ぉ鎮 さんと 

il 人で 濟 ませち やった わ。 

おり ゑ さう、 ぢゃァ 食べよう かしら。 

佥《- 食 ひねえ、 食 ひねえ。 こんな 時に ゃァ、 何でもい い 

から、 腹 一 杯 詰め込ん どか なきや 駄目 だリ 

むすび 

(おきち が 立って、 うどん，^ 入れた 皿 や、 主 米の 結 食 

や， 軍用 パ ン など 節の 上 に 出す。 二人 は K ぐに 食べ 

始める。) 
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金 瀧お 
か 八 子 き げ 


金 八 ああ， 有難え お 難え。 こんなう どんでも 口へ 這 入る 

なァ； Si 樂だ" 俺が こいつ を、 (おい とん、 指して) 負って 

逃げて た" 靴 B の 晚、 こいつが 背中から、 叔父さん 何ん か 

おくれよ、 お腹が. さいたよ、 と 泣かれた 時に や、 まった 

くどうし ていい か、 判ら なくなつ もやった からな ァ * 食 

ふ 物 はおろ か、 水 一杯 飲ませて やりた くっても * てんで、 

港の 淚 ほどの 水 もなか つたんだ。 —— あの こと を 思 ゃァ、 

十  1 米で も 何でも、 米粒 を 口に 入れられ るんだ から、 勿體 

ねえく らゐな もんだ ぜ。 

(と、 <!.4LL 上手の 方が、 がやがやと、 騒がしくなる。〕 

巧 W の だ、 人 だ。 

E ^乙の-降 狂人 ぢゃ あるめえ， 腹が{-^.:ぃて倒れてるんだら 

女 の- 难 まァ 可哀想に、 泣いて るぢ やない か。 

Ef;:^: の 蹄 泣いて るん ぢ やねえ、 怒って るんだ。 うっかり 

側へ^ ると 危ね. ズぞ U 

女 乙の 膝 大丈夫 だよ。 あんなに 泣いて るんだ から、 慰め 

てお やりよ 0 

子供の ゃァ， あんな 抽斗なん か 背負って ゃァ がら。 

男 5- の-! t 烧 出されて 氣が 違つ たんだら う。 よせよ せ 、捧 

なんかで ぶつ ち や ァ 可哀想 だ 。 

きち？ I ひ 

その£^の^^ 何 をし やが るんだ。 俺ァ 狂人 や 乞食 ぢ やねえ 


ぞ 0  j 

男 乙の 驛 ゎァ、 立ち ゃァ がった。 危 ねえから 逃げろ。 逃 一 

- まァ、 何でせ う。 

怖 いわねえ。 大丈夫 かしら。  一 

大丈夫で すよ。 こんなと ころへ、 何が 來る もんです 一 

おり ゑ あれ、 なんだか こっちへ 來る やう だ わ。  一 

おきち ぉ孃 さん 内へ 這 入り ませう。 もしもの ことがある 一 

といけ ません から。  i. び . 

金 八 大丈夫 だって 事よ" 何 か 言 つて 来た ら、 結 食の 一 つ 一 

もやり ゃァ いいんだ。 

(その 男 は、 丁度 醉拂 ひの やうな 足 どり で、 木の ravj-- 

拔 けて、 おさち 逢の 小 尾. の 方へ 來る。 泥 だらけに なつ 

た單 物.^ 端折って、 その上から 繩 の帶. ^締め、 抽斗. 3^ 1 

つ 背？ 3： つて ゐる。 預髮は 亂れ、 眼 は 血走って ゐ ろ。 ？t 

リの， f-s!? の 人達 も 出て 來て、 その 男,^ 見守って ゐ ゎ。>： 

.  ひとりごと  3 ち. か ひ  ， 

その ER  (步. W ながら、 ^言) 俺の こと を、 狂人 だと 言つ.； 

たな。 どこが 狂人 だ。 馬鹿に しゃがって。 ふざけた 事 を 一 

言 やが ると、 唯で は 置かね えぞ。 (立 上って、 背後 1^ 振 一 

返って 見ろ) 姐 虫 ども、 もう 飽きた とめえ て 尾いて 來ね， 

えな。 (再び 歩き 出す) 濱 5- 二 丁目の、 指 萬さん を 知ら. 
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(この 聲,^ is くと 同時に、 おきち は そのまま 跣 足で. 

飛ぶ やう- 11 その 男の 側に^ け 寄ろ。 ぉリ ゑ-.^ 佥八も そ 

れ LLgg く。 唯， 瀧 子. たけが、 小屋の 內に殘 つて、 茫然 

と 佇んで ゐ る。) 

おきち (萬 吉の體 へ 取^って) まァ あなた。 

,§  (哲 くお きちの 1^ ん兑 詰めて ゐ；^ が、： のした やう 

な 調子で) お前さん は 誰 だね。 

おきち まァ、 何 を 云つ てんの よ。 あたし ぢ やない の。 

萬吉 あたし ぢゃ 判らね えよ。 どこの 誰 だとい ふんだ ね。 

おきち (位いて 取鎚 ろ) まァ どうしたと いふんだら う。 

確りして 下さいよ。 おきち です。 おきち です よ。 

萬吉 (再びお きちの 顔な 凝視して ゐ たが、 突然 叫ぶ) あ 

あ、 おきち か。 

おり ゑ 兄さん、 あたし もこ こに ゐ るの よ。 

iE? 吉 お前 は 誰 だ.。 

お 1  0 

し-か  て 力え 

金 八 萬吉" 確りし ねえ か。 手前の 女房 や 妹の 顏を 忘れて 

どうす るんだ。 

萬吉 俺 や 忘れ ァ しねえ。 覺 えてる。 覺 えてる けど * 俺ァ 

地震な ん か が 怖え んぢ やねえん だぜ。 

おきち (金 八 に 取鎚っ ズ) 伯父さん * どうかして 下さい 


よろ。 

金 八 驟 いぢ やい けね え。 今 俺が 靜 かに 訊いて やる から、 

待って るが い い。 (ザ r 吉 -」〕 萬 苦、 お前 一 人 か。 

萬吉 一 人ぢ やねえ よ。 

金 八 ぢゃァ 大三も 一 緒なん. だな。 大三は どこに ゐ るんだ。 

^吉 は V V X 、どこに ゐ るか 見たら 判る ぢ やねえ か。 

so  ,H 分の 背中,^ 指して) ここに. M てるよ。 

金 八 馬鹿 をい ふな。 そり ゃァ お前、 抽斗 ぢ やねえ か。 

萬吉 は、、、、 お前 は 盲 HI だね U ここに ゐる大 三が 判ら 

ねえと は 情けね え。 お前 は  一 ST 俺が どんなに 苦勞 して、 

大 三 を 助け出し fc か 知り ゃァ しめえ。 (抽斗 1^ 抱へ て 金 

八に 見ぜ ろ) この 通り * 傷 ひとつね えんだ。 

おきち ああ、 どうした らいいだ らう" (泣く) ああ、 伯 

父さん、 どうしたらいい でせ うねえ。 

おり ゑ 兄さん， 確りして 頂戴よ。 兄さん、 お 願 ひです か 

ら よう 0 

金 八 (獨 言の やうに) 大王 はやられ たんだな。 萬 古 は、 

大 三の 身換 りに、 こ の抽斗を持っ て來たに！；^！ぇねぇんだ。 

oe? 吉 から 抽斗，^ 取って * 瀧 子に) お嬢さん、 察して や 

つてお くんなさい。 これのお は. あなたの 洋簞笥 を 出す 

ために 遗 されち やつたん です。 

瀧 子 まァ。 —— あたし、 どうしたらいいで せう。 
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m セ 3  (つかつかと、 澠 子の 傍へ 寄つ ズ) おお、 お前さん 

は * 和^^：^のぉ！^さんだね。 俺の 弟 は、 お前さんの 洋簞 

。と 一緒に 助かった よ。 は、 > -&。 俺が 火の 中 を 潜って 

行って 助けたん だ。  ！ 

おさち (W? 吉 に 鎚 つて) あなた！ 

K 吉 (おさち tJ- 抱いて) さ * 大三。 確り 俺に つかまって- 

ろ。 どんな ことがあっても * 俺 はお 前 を 放し ゃァ しねえ 

ぞ。 

おり ゑ 兄さん！  一 

お 杏 は X  X  、  、o 

(お W は、 跟v^-报ゑてぉリゑの纽v^兑詰めな.から、 凄 一 

い 笑 ひ 投 けろ。 一 同 は 吉 1^ 屮心 にして、 思 ひ 思 ひ」 

の 悲しい 心 持，^ 抱いた まま 佇む 0) 

S  くで 犬の 吠える 5r か Si えろ。〕 

—— 幕 —— 

(火 正 十二 ギ九 H; 九日) 
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談 Si 賊盗 


盜賊戲 ぎ (喜 S 


入 物 

村 井 安次郎 唐物 屋の恭 頭 (三十 S 

岡 部 金 助 紹 商人 (四 十 5^) 

他に 女中 一人 

時 代 

明治 初年の 晩秋 

場 所 

甲 州 街せ」 の 或ろ (5 場 S 旅人 (5 の 一室。 おもに 旅商人.^ 

常客と して ゐろ 家：；，： けに、 部 ほ はかなり 粗末で もろ。 

位置 は 二階で、 正面 は 障子。 子の 外 は』. i 下にな つて 

ゐろ 0 

左手に、 黑光リ のした 杉戸の 押入と 壁リ 

右手 は、 壁の 中程 LL 肘掛 窓が 切って あろ。 

そ の 1 

幕が あくと 頭髮， ^まん 中 か ら 綺麗に 分けた 安次郎が • 

湯 上りら しい 額，^ てかてか させながら- 唯一 人 火鉢の 


側に 寢そ べつて、 行燈 の 下 で頻リ に 手紙f?^認め て ゐ ろ 。 

長い rao 11 やがて、 二十 貫）." わらう と 思 はれる 程の 

肥った 女中が、 兩手にニ つ の膀^^^持っ て、 ^ャ、 足に 這 

人って 來る 0 

女中 お 待 どうさ ま。 きながら) お客さん、 まだ 

手紙 書い てんの かね。 

安次郎 (その 儘) うむ * もういい よ 。直ぐにし まふから 0 

女屮 旅へ 出る と、 そんなに おかみ さんが 戀し いだん ベえ 

か。 すかね え のう。 

安次郎 は、、 X、 馬鹿 を 云つ ちゃ ァ困 るよ。 それ どころ 

か、 こり ゃァ 大切な 商用 を 書いて ゐ るんだ。 

女中 おらが 字が 讀め ねえと 思って、 噓云 ふでね えだよ。 

それ、 そこに 「片時 も 忘れ かね」 つて， S いて あるで ね 

え か。 

安次郎 (あわてて 手紙.^ く) ぢょ、 冗談 ぢ やない 。誰 

がそん な こと を 書く もの か。 

女中 は w、、 お客さん、 隱 さねえ でもい いだよ。 おら 

ァぉ 春さん の やうに、 おしゃべりで ねえ だから。 

安次郎 うむ、 お前さん は 愛嬌が あってい い。 (間) 時に 

どう だね。 七番 のお 客さん は、 まだ 湯殿に 居な すった か 

、 0 

女中 さァ、 どうか しらのう。 


；! お iSflJ^ に; 
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安次 郞 御^ 勞だ が、 ちょいと 部 2- へ 行つ て、 兑て來 てく 

れ ないか。 

女中 K たら どうい ふだね。 

〔女 次郞 何も 有リ ません が、 仕度が 出來 ましたから、 Id ぐ 

においで 下さいと 云へ ば わか る" 

女屮 さう 云ったら わかる か， fT 

.^^^m. もう 約^が して あるの だから、 さう 云へば いいん 

ケ屮 そんなら 直ぐに 招んで 來る ベい。 (燜德 利，^ 鐡 瓶の 

巾 へ 人れ て) 下が 込んで ろ だから、 ここでお 澗を する だ。 

安次郎 よろしい、 ぉ燜は 私が ここで してやる。 

女屮 お客さん を 使つ ちゃ ァ濟 まねえ のう。 

安次郎 なァに * そんな 斟 S の ある 方で も あるまい。 

ハ女屮 いで 正面から 去る 0) 

安次郎 S3 あいつ、 { たか讀 めようと は 思はなかった。 

迂潤千 m. 飛んだ ところ を兑 られ てし まった (再び 手紙 

1^ 展 いて、 さト ぶ 三 - 一一； 行 傘".. r 、足して 締封 す る。 11 03 

だが、 いくら 商 _苡 と は 云 ひながら、 婚禮 して、 まだ 一 と 

；:： ： とおた な い 女房 を殘 した 儘、 旅に 出るな ぞは氣 がわる 

すぎるな ァ。 御 時勢 代り をし ほに、 こんな 商 賢に-取つ 付 

いたのが -iii^ かった の だ" so  ——— 手^,^ ふと こ， C へ 入 

れろ。 徳利 LL 手，^ おて て、 燜 のっき 工合ん」 はかろ。 やが 


て 猪口へ 注いで、 味 ひながら  一 ロ飮 む) 酒 は 憂 ひのたま 

はばき。 地酒で もなんでも. 旅の 疲れ はこれ に 限る" 

GT) 

(女屮 に つ いて、 岡 部 金 助が 這 入って 來ろ。 丁 結 

つて ゐろ。 肥って はゐ ろが 柔和；：？ 男前。) 

中 七番 のお 客さん を、 迎 れて來 ただよ。 

次郞 これ はよう こそ。 さ、 どうぞず ッ とお 通り T さい。 

助 御免なさい。 (斑- IL 翁く) 

中 (斑 布圑 1^ 出して) お客さん、 布 W を 引きな せえ よ。 

助 いや， これ は 有難う。 

中 では， わし は 下へ 行って る だから * 何 かほが あった 

ら， 手を叩いて 呼んで くんな せえ よ。 

安次郎 よしよ し。 酒が 切れたら 呼ぶ から， 心 S はいらな 

、 0 

(女屮 去ろ。) 

安次郎 御覽の 通りで， お 招び 立てした 程の、 おかま ひも 

出来ません が、 お近づきの しるしに と 思 ひまして、 おい 

で を 願 ひました。 さぞ 御迷惑でした らう。 

金 助 迷惑 どころ ぢ やありません。 飛んだ 御 心配 を かけ ま 

して。 … … 私の 方から. 招び しなけ り やならない の を. 

先手を打 たれた やうな 形で、 恐縮して ゐ ます。 

安次郎 いや も， つどう 致しまして。 —— さ、 けちな 田舍料 
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です。 

佥助 はは ァ、 あちらのお 酒 を？ あちらの は、 馬鹿に 强 

いさ うぢゃありません かリ 

安次郎 それやもう、 强ぃ段 は、 ir へ 物に なりません" 何 

しろ、 火 をつ ける と、 燃える やうな やつが あります から 

金 助 へええ * 驚き ましたな〕 すると こっちで 云 ふ、 泡お 

の やうな もので せう か。 

安次郎 ま ァ大. さッ ばに 云へば あんな 物です が， 味と いふ 

事になる と、 とても 足 もとへ もお つっきません ね。 

金 助 そんな にうま い ^を 持つ てゐ ます か。 

安次郎 ほんとうの 酒好き だったら、 たまりますまい。 第 

一、 少しで い い 心 持に 醉 ひます からね。 

金 助 そいつ は 一象 氣だ。 酒ば かりで なく， ひとつ 米なん か 

でも、 そんな 風な 物 はありますまい かリ 

安次郎 さァ * それまで はどうです か。 大 sgwi; 人 は 米 を 食 

ひません からな。 

金 助 成る ST これ は 御 2 おもで ：… 

お 次郞 (問。 換 リの燜 徳利，^ 鐵 瓶の 中へ 入れる) あなた 

は 橫濱の 方へ は、 あまりお 出かけに なりません か。 

金 助 左樣、 まづ 三月に 一 度く らゐは 出かけます。 

安次郎 矢 張 御 商用で？ 


理で すが、 どうか こちらへ おいでな すって …… 

助 (K の 前へ 進む) 

次郞 構 はずお 樂に。 

助 いえ、 却って この 方が 勝手です。 

次郎 (猪口，^ 出す) 早速です が r 度つ き 頃です。 ひと 

つ どうぞ。 

< お 助 いや、 これ はどう も。 (受けろ) 

安次郎 (酌 fi- しながら) あなた は、 大分お 强さ うです ね 0 

金 助 ところが 一向 見掛 倒しです。 おつき あ ひで、 五六 杯 

そこそこと いふと ころなん で  

安次郎 どうです か。 その 格 幅で， そんな わけ はあります 

tj ヽ 0 

ま I 

< お 助 いや、 まったくです。 こんな 格 幅 はして， 3 ますが、 

云 は ば 近頃 流行 の 油繪と 同じ で 、 遠見 だ けの 代物なん で 

すよ。 11 あなた こそ、 大分お やん なさる でせ う。 

以後 適赏 LL 猜 口の やり取りが 緩く、) 

安次郎 さあ * せいぜい 二 本と いふと ころで せう かな。 

八ぶ 助 二 本なら 私より よつ ぼ ど 兄貴 だ。 そり ァ なかなか 豪 

勢です ね。 

安次郎 なァ， に、 豪勢と いふ 程で もありません つ 唯商賣 柄、 

毛唐人と の 交際が ある もの ですから、 時々 ぁッ ちの 酒 を 

やり ますんで ね。 それでち つと は 行ける やうに なつたん 
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助 左 S2 です。 ごく 小さな 联 引です が、 馬ポ 道に • 荷 を 

人れ てる 店が ある ものです から。 

安次郎 あ、 さう です か。 11 しかし 甲府 からです と、 な 

かな かせが 折れます な。 

<^^助 出る までが 億劫でして，； r 八： 土 千から， 鎌 倉 街道 を 

程ケハ 介へ 出て ゆきます が、 I* い 時分 はた まりません" 

安次郎 さ、 「でせ うと も。 不躲で すが、 御商資 は， 何の 方 

をお やりです- - 

< "助 i を 少しば かり. 取扱って ゐ ますので ：… 

次郞 そり ゃァ 結構な 御 商 一 です ね。 この 家で は 度々 お 

に掛 りながら- つ いお 訊ねす るの も を かしい 譯 だった 

ものです から …； (錢 瓶から 燜 徳利.^ 出して) さ、 熱い 

のが 付きました。 どうぞお 干しな すつ て。 

佥助 いや、 私から お 酌し ませう。 

次郎 さ. へ；！ さが はいけ ません 。そちらから どうぞ。 (酌 

八お 助 (干して 返す) あなたと は、 もうこれ で 幾 度 お tic に 

掛 りましたら、 「な。 

安次郎 去 ハホの 今頃と * 八ス 小の 六パ と、 今度と ですから、 

丁度 三度； 12 です。 

S 三度 目。 だが 三 度 が 三度と も *  n: じ 時刻に この へ 

藩く とい ふの も、 .小2 心議 な御緣 です ね。 


安次郎 何 か 前生に は > 兄弟で でもあった のか 知れません。 

まァ そのつ もりで * も 一 つ 酌 を させて 下さい。 

金 助 いえ、 も， 「私 は。 この 上 はいけ ません。 

安次郎 御 冗談ば かり。 まだ ほんの 五六 杯ぢ やありません 

か 0 

< ^助 この 上飮 むと， 虎に なって しま ひます。 

安次郎 虎 は 結構。 あなたが 虎に なれば、 私が 和唐內 にな 

るから 大丈夫です。 11 さ、 ひとつ 注がせて 下さい。 

金 助 (迷惑 さう に 受けろ) では、 この 一杯で おつもりに 

しませう。 

安次郎 大丈夫で すよ" 及ばず ながら、 酒の 上の 介抱なら、 

どんなにで もします から。 あなた も甲府 で、 何の某と 云 

はれる. S 商人なら、 私 も 日本 橋兩替 町の 唐物： 富國 2- 

吉右衞 門の 蒂頭村 井 安次郎です。 酒 は 飲んでも" 酒に 飲 

まれる やうな ことはありません よ。 

金 助 それ はもう. あなたが 酒に 飮 まれ やうと は >  決して 

思 ひません が、 私の 方 は、 さっき もお 話した やうに、 五 

六 杯が 精一杯な のです から、 ここらで ひとつ- 御 勘辨ド 

さい。 

安次郎 は&、 k、 お 弱い、 お 弱い。 敵なら まだし も， 昧 

方に うしろ を 見せる と は、 弱 いぢゃありません か。 不錢 

ながら， いくらお 飮 みなす つても、 .re 圓 までの 用意 はし 
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てあります よ。 

金 助 飛んでも ない。 KnM などと 聞く と、 私の やうな 氣の 

小さい 者 はおび えます よ。 —— しかしもう、 何ん と 云 は 

れても 叶 ひません。 ， 

安次郎 驚き ましたね。 かうな ると、 お 招び したお 客 を さ 

しおいて、 自分 一入が やる わけに も ゆかず、 お あ づけの 

恰好 は 罪ぢ やありません か。 

金 助 そんな ことはありません。 戴かな いのは、 私の 手前 

勝手。 どうぞ 御 遠慮なく おやり 下さい。 

安次郎 でも、 義理が わるす ぎます からね。 

A か： 助 いえもう。 却って その 方が 勝手です から。 •：•： 

安次郎 (間。 I ひ 切って) では ひとつ、 もう 一本 だ 

け、 飮 ませて 戴き ませう か。 

金 助 さァ どうぞ， お 構 ひなく。 

(安次郎 は 手，^ 叩く。 すぐ 先刻の 肥った 女屮が isl 人つ 

て來ろ 0) 

女中 なんだ ね、 お客さん。 

安次郎 (空いた 德 利，. 出して) さ、 もう 一本 附 けて 來て 

くれ。 なるたけ 轟 RE に 注ぎ込ん でな。 

女中 旦那が 注ぐ だから、 おらの 手心に はいかね えだよ， - 

安次郎 あの 禿 頭が 注ぐ のかい。 そいつ は 往生 だ。 

女中 でも、 このお 酒 はいいだ らう。 


郞 よくもな いが， まァ 地酒と して は 出來す ぎ て る な 0 

水が 割って 無え だからよ。 

郎 地酒に 水 を 割られて たまる もの か。 

でも， 普ので いいと 云へば， みんな 水 を 割る だ。 

郞 あきれた 家が ある もの だな。 

「 (女中 去ろ 0) 

安次郎 いくら ご 時勢が 變 つたと 云っても、 金 を 出して、 

水を飮 まされち ゃァ、 江戸っ子 もお しま ひです ね。 

金 助 いや、 そんな 事 は ざら にあり ますよ 。黄金 作りの 大 

小が、 一： 吶 出せば 買へ る 世の中 ぢゃァ ありま せんか。 

安次郎 まったく、 何から 何まで、 ガ ラリ變 つて 仕舞った 

の だから ひどい や。 

(女中が 德 利，^ 待って 來 ろ。) 

女中 さあお 客さん、 持って 來 ただよ。 

安次郎 これ は 有難い。 as- 利か 受取ろ) だいぶ 晶； S 目に 

注いで くれたね。 

女中 おなじみさん だから、 且那が 加減した だ。 

安次郎 さう か 。(徳利， ^鐘 瓶へ 入れろ) いい 事 をして 置 

けば， いい 報いが あるから なァ。 

(女中 去ろ。) 

金 助 しかし. これで 色々 でせ うな ァ。 世の中が P つたた 

めに、 いい 思 ひ をして ゐる入 も ありませ うし， みじめな 
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車に なった 人 も ありませ うし …… 

{ 女次郞 それ はもう. S: る 無しの 段ぢ やありません。 現に 私 

の やうな 者で も >  世が 世なら、 大小 を 差して 步 ける 身分 

ですからね。 

< ^助 へえ" するとお 武. }^ で …： 

S0 父 は 一 っ橋樣 の、 お 馬 役 を 動めて るました よ。 

< お 助 ほう、 すると 立派な 御直參 で" 11 私な どが かう し 

て、 御酒のお 相手な ど、 出来る わけの もの * ちゃ ありませ 

んなリ 

安次郎 なァ に、 それでも 私 は 次男坊 だから、 どの 道下稜 

の 方です。 (新ら しい 徳利から 獨 酌で 飮む) 

<ん 助 です がまた、 よく 速くお あきらめ なすって、 髢 をお 

切りなさい ましたな。 

安次郎 これ は  一 ばかり、 横 徴の佛 蘭 西 五十 三番へ 住 込 

むた めに * 仕方なし に 切った のです よ。 何しろ かうな つ 

たら、 いくら 腕に 覺 えがあって も、 劍 道の 方 は 役に立ち 

ません からね" 

^ 助 御 最も で …； しかし、 橫濱で 御 修業な すった のなら、 

物：： S さんと して は、 この 上な しでせ う。 

安次郎 ところが * その 割に 眼 は 利きません ひ これが 劍道 

の 試合と いふなら、 まづ十 人のう ち、 八 人まで は 打据ゑ 

る {I! 信 を 持つ てゐ るの だが。 


< ^-助 はは ァ、 すると そちらの 方は餘 程、 御 修業 をな すつ 

■ たと 見えます な。 

安次郎 八歲の 時から、 家が 潰れる まで、 如何なる 曰で も， 

竹刀 を 放した ことはなかった くら ゐで す。 それが ために、 

かう して 一 人 旅 をして ゐて も， 恐し いものはありません。 

佥助 まつ たく 腕に 覺 えがお 有りな されば 何が 出て 来ても 

度胸が 違 ひませ う。 それに 御 修業 娠りも * 流石に お 武家 

は 違った ものです な。 私な ども、 好きで 刀 を 持った こと 

もあります が、 町人の 悲し さに、 なかなか 思 ふやう に は 

使へ ません ので …… 

安次郎 好きで 刀 をお 持ちな すった？ それも^3もしぃ。 

すると あなた は、 初め か ら今 の 御 商賫で はなかった ので 

すね。 

金 助 五六 年 前まで は. 他に 商寶を 持って ゐ ました。 

i 女 次郞 どうい ふやうな 御商賣 を？ 

金 助 ぉ耻 かしい 事です から、 あからさまに は 申 上げられ 

ない ので … … 

安次郎 何で 耻 かしい ことがある ものです か。 士農工商、 

商賣 に、 一つと して 耻 しいな どと いふ もの はない 箬で 

す。 

金 助 ところが、 その 商 賣往來 にない 商賫 でして …… 

安次郎 なに、 商 費 往来に ない 商賣？ (考 へる) 刀 を 持 
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名が 通って ゐ たもので す。 —— 金 時 强盜と 云ったら 定め 

しあな たも 御存じで せう。 

安次郎 金 時 强盜？ あの a 町の 岩 木 桝屋へ 這 入って、 千 

兩箱 を擔ぎ 出した？ 

. ^-助 さう です。 あれが 私です。 

安次郎 (突然 笑 ふ) それ だから 冗談 だと 云つ たんです 

よ。 大體 あの 金 時强盜 とい ふの は、 もっと 色の 黑ぃ、 瘦 

形の 男 だとい ふぢゃありません か。 いくら 一 入で 飮んで 

ゐ るから つて、 そんな こと ぢゃ擔 がれません よ。 

八お 助 は&  -1 X  、 あなた は 劍 術が お 出来な さる か ら、 さう 

度胸が いいんです。 大抵の 者なら、 名前 を iM いただけで 

も、 腰を拔 かしてし まひます よ。 

安次郎 しかし 何う考 へたって、 本當に は出來 ません ね。 

その あなたが、 押 込强盜 だなん て。 

金 助 では もし か、 これが 本當 だったら どうします。 

安次郎 どうす るって、 ない 首 を 二つ 上げます よ。 

金 助 これ は 驚いた。 あなた はよ つぼ ど 命 を 粗末に します 

ね。 先の 見えない 事に， 首を賠 ける なんて。 

安次郎 ふざけち やい けません。 さきが：；^ えす いて ゐ るか 

ら、 首 を 上げる と 云 ふんです。 

金 助 は、 vk。 やつば りお 武家 出 は、 お 武家 出 だけの こ 

と を 仰し やる。 しかし、 を^け るなん てこ とになる 


っ商賫 で、 商 寶往來 にないと は？ (間) うむ 解った。 

失禮 なが ら長 脇差、 俠 客が 稼業 ではなかった のです か。 

金 助 それなら 平 氣で申 上げられ ますが、 高い 聲 では 云へ 

ません ので …… 

次郞 は ァて。 (間) まさか あなたが …… 

助 なんだ と 思 ひなさい ます。 

次郞 一向に 見當が 付きません。 

助 實は (聲 vJ- ひそめて) 私 は 泥棒 をして ゐ たのです 0 

次郞 泥棒？ 

助 その 通りで。 . I 泥棒 も 泥棒. 私の は 人の 透 を 窺つ 

て 物 を-取る やうな、 そんなの ぢ やありません。 押 込み、 

强盜 * やじり 切り を 稼いで ゐ たんです。 

安次郎 ぢょ、 冗談で せう。 あなたの やうな 柔和な 方に、 

そんな ことが 出来る ものです か。 冗談 も、 程に して 下さ 

、 0 

金 助 いえ、 決して 冗談 ぢ やありません。 です が 御 安心 下 

さい。 五 前から すっかり 心 を 入れ 換 へて、 今 はもう， 

御覽の 通りの 堅氣 です。 人 樣の物 は、 塵ッ葉 一 つで も、 

取る やうな こと はしません から。 

安次， 郞 广金 助の 額，^ 凝視して) ほんた うに、 そんな ひど 

いこと をして ゐ たんです か。 

金 助 念 を 押される と 困ります が、 その 方で は、 江戶 中に 


— 2 ^数; i»n!i 


と、 おだやかで なさす ぎます。 が、 あなたが それ 程まで 

にお 疑 ひなら、 ひとつ、 何 かほ かの 物 を 賭けて 見よ うぢ 

やありません か。 

安次郎 面白い 。どうせ こ つちの 勝い くさです から、 何んで 

も 賭けます。 で、 どうい ふ 風に して 勝負 を 付けます ね。 

八" 助 ま づ今晚 夜中に、 私が この 部屋へ 押 込みに 来る とし 

ませう。 

{^ 次郎 押 込みに？ これ はいい C 

<ん 助 で、 その 時 あなたが、 私の 威勢に 恐れたら、 何 か 私 

に劳 つて 下さい。 あべ こべに， 打 負かされたら、 明晩で 

も * 八 王子の 幾妓 を^り ませう。 

安次郎 これ は 益々 而白 い。 私の 方 は、 何 か 奢るな どと い 

ふよりも、 あなたが 押 込みに 來て 取れる 物が あったら、 

みんな 収られ よ うぢゃありません か。 その 方が 事が 眞劍 

になる から 0 

< ^助 いや、 そり ゃァ いけません。 これ はあくまで も， 冗 

談 にやる まです から、 やはり 何 か 奢り ッ こぐら ゐ がいい 

でせ う 3 

安次郎 よろしい。 では さう いふ 事に して， 今夜 是^ 来て 

下さい。 …… しかし、 あなたに 藝妓を 奢らせる の は濟み 

ません ね。 

金 助 どう致しまして。 その 御 遠慮に は 及びません。 


安次郎 私 は 前 祝 ひに、 もう 一本 失禮 しませう" 

金 助 まァ せいせい 勇氣を 付けと いて 下さい。 

(安次郎 は 手.^ 叩く") 

金 助 では， 私 はこれ で 御免 蒙ります。 色々 御馳走に なり 

ました。 

安次郎 まァ い いぢゃありません か。 夜中までに は、 まだ 

間 もあります し  

金 助 その 前に、 ー寢 入りして 置かう と 思 ひます から" 

安次郎 それ はどう も，」 一人で 勝手な 眞似 をして ゐて， 申 

譯 がありません。 では、 後程お 待ちして ゐ ます。 

金 助 どうぞ さう 願 ひます。 

(金 助 去る 0) 

安次郎 (獨 言) 犬 も 歩けば 棒に 當 ると い ふ譬 へが ある 

が、 居ながら にして 奢らせようと 云 ふんだ から、 大した 

もの だ。 あいつ、 俺が 口から 出 まかせに、 侍の 子 だと 云 

つたら、 すつ か り本氣 にして ゐ たやう だが、 劍術 など は、 

藥 にした ソも 知らないの だから すさまじい。 だが、 あい 

つもよ くの めの めと、 金 時强盜 だなん て、 あんな 嘘が つ 

けた もの だな。 「返れ ッ」 とかなん とか、 俺が 怒鳴って 1 

睨みに したら、 あい つ は 縮み 上 つ て 逃げ出す だら う。 お 

かげで あしたの 晚は、 どんち やん 騒ぎ が出來 ると いふ 譯 
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か。 は ッはッ は。 ま づ前祝 ひに、 もう 一本 やる とする か 

な 0  . 

(續 けて 手 y?- 叩く。 階下で 女中の 返事が 開え ろ。〕 

(德 利か 取上げて * 殘 りの 洒， せ 猪口へ したむ。) 

そ の 二 

同じく 安次郎の 居 110 

午前 四時 顷。 

氣の拔 けた やうに なった 安.？！ -郎が ， 布圃の 上に 起さ 上 

つて、 1- 草 1^ ふかして ゐ ろ。 

安次郎 (獨 言) 驚いた などう も。 寢る m も寢 ずに、 煙草 

を 喫 ひながら， 泥棒 を 待つ なんて、 こんな 馬鹿 氣た 話が 

あらう か。 (間。 枕 もとの 懐中時計 1^* 行燈 です かして 

見ろ) もう 四時 だ U 愚 圖 々々して ゐ ると- 夜が 明けて し 

まふ ぞ。 11 だが あいつ， 口で は あんな 大きな 事 を 云つ 

たやうな ものの、 いざ その 眞似を するとな つたら、 急に 

ぉぢけ 付いた のか も 知れない。 何しろ、 泥棒 も 泥棒 * 岩 

木桝屋 へ 這 入 つた 金 時 强盜だ とぬ かした の だから * 唯の 

こそ泥の 眞似 をす るのと は、 譯が違 ふから な。 (間) 本 

物で なかったら， 八 王子の 藝妓を 奢る も 空々 しい や。 讓 

妓が 聞いたら、 鼻の 先で 笑 ふだら う。 (間) おお 恋い。 

火がない せゐ か、 いやに 寒氣 がする。 來 もしない 泥棒 を 


待って、 風邪で も 引い ちゃ ァ間 尺に 合 はない。 あしたの 

旅 も ある こと だ。 一二 時間. M ると する かな。 

(安次 郞は眠 さう に 横 >し なろ と， 頭 か ら 夜 i^s , ^被ろ。) 

(長い間。 11 遠く  LL 鐘の音が 聞え ろ。) 、 

(やがて 黑 装束に 黑の山 岡 頭巾 fj- 被った 强 盗が、 拔身 

1^ 松げ た 儘、 正面の 障子，^ 開けて 這 入って 來ろ。 .Es^ 

が 行 燈の光 4- 受けて * 見る から-」 物凄い。) 

(强盜 は、 徐ろに 安次郎の 枕元へ 步み 寄る と、 い-さな 

り 足，^ 上げて 枕，^ 蹴る。) 

(びっくりして、 安次郎が はねお さろ。) 

安次郎 (J^ し强 盗，^ 詰めて ゐ たが、 急-, i 笑 ひ 出 マ) は 

は \、、 どうも 巧く お化けなさい ましたね。 夜中に おい 

でな さる 約束で したので、 今まで 床の 上に 起きて、 お 待 

ち し てゐた んで すが、 もう 程なく 夜 も 明けさう に なり ま 

すし、 それに 眠 くもなり ましたので * 今し方 横にな つた 

ところです J  (再び 凝視す ろ) なろ ST これで は 知らな 

い 人 は • 屹度 驚く に 違 ひありません。 や、 しかし、 お 上手 

な ものです なァ. リ 

强盜 何 を つべこべ 云ゃァ がるんだ リ 

安次， 郎 え？ 

强盜 え？ ぢゃァ ねえ、 何 を つべこべ 云ゃァ がると 云 ふ 

んだ。 
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安次郎 冗談い つち やい けません リ つべこべって， あなた 

を CA め てるの ぢ やありません か。 

强盜 誰が cu めて くれ と^んだ。 俺ァ 手前に 赏 めて 貰 ひに 

來 たん ぢ やねえ。 前の {；5 場 を錢っ 時から 手前の わらじの 

切れ 具合で、 こいつ ァ てっきり：.；；： 兩 上の 大. 魁と、 込 を 

當て て 付け て 来た んだ。 四の 五の 云 はずに、 胴卷 ぐるみ、 

お金" でつくり 出しち まへ。 

安次郎 (少し：： 木れ ろ) ほほう * こり ャァ どうも、 セリフ 

まです つかり 本物です ね。 いや、 かう までとぎ がか かつ 

てるようと は 知らなかった-^ これなら もう 金 時 强盜だ と 

云っても、 決して 嘘と は 云へ ません。 お 約束 通り、 私の 

方で 何 か 奢り ませう。 

强盜 (刀 fj- 突 付けろ) やい 唐 木 、手前に や この S 物が 

見えね えの か。 さんま や 竹光 ぢゃァ ねえんだ ぜ。 さっき 

から^い てり や、 すっかり 本物 だの， お 約束 通り だのつ 

て、 得體の 知れね え 事ば かり 云ゃァ がって、 俺ァ そんな 

こと を M きに 来たん ぢ やねえん だ。 さっさと 吐き出し や 

ァがら ねえと、 双 渡 三尺、 首と 胴と が 居所 換え だぞ。 

安次郎 (手で 制しながら) ば、 馬鹿お どかし は 止しに し 

ませう 0 もうい いぢゃありません か。 あなたの 御意 見が 

通って、 私が^る とい ふこと にさへ なれば …… 

强盜 ならね え。 麥る なぞと、 そんな 子供 だましみ たいな 


ことで、 拔 いた 白 双が を さまる と 思 ふか。 手前の 时布 か 

ら錢を 出して 奢られる まで もな く、 胴卷 ぐるみ 貰つ て 行 

き ゃァ、 どう 遣 はう と、 俺の 勝手にな るんだ。 —— さ. 

俺ァ遊びゃ！！^！樂で押込んで來たんぢゃねぇ。 當時 忙し い 

體 なんだ。 胡 魔 化し は 止して、 さっさと 出して くんね え。 

それとも、 いやと 云 ふなら、 腕で. 取らう か。 

安次^  (怯えて 來ろ) ど、 どうも これ は、 すっかり 話が、 

違 ひます ね。 あなたが 負けたら 八 王子の 藝妓を 奢り >  私 

が 負けたら * 何 か 奢る とい ふ、 さっきの 話と は …… 

强盜 (刀の 平で； っ燈ん < 叩く〕 ま、 まだ そんな 下らね えこ 

と を、 云って やが るか。 俺 ァ商資 なんだ ぜ。 茶番 や 二輪 

加 をして るん ぢ やねえん だ" 

安次郎 (驛 が顫 へる〕 そ * それ ぢゃ お前さん は、 絹絲屋 

さん ぢ やなかった のです か。 

强盜 馬鹿め。 積っても 見ろ。 絹 絲屋が 夜々 中. 拔身で 人 

の 家へ 押 込みが 出來 るか。 

安次郎 飛んだ ことにな つて 仕舞った。 さう とも 知らず、 

冗談 ごと だと 思 ふから、 私 は お前さんと * あんな 約束 を 

したんです。 

强盜 下らね え 愚痴 は 云 はねえ もんだ。 約束 をした の 何ん 

のと、 手前 は 大方 そんな 夢で も 見て ゐ たの だら う。 約束 

どころ か * 俺ァ 手前と 口 をき くの は、 今が 初め てなん だ。 
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安次郎 今が 初めて？ そ、 そんな. 啦は云 はないで 下さ 

い。 { 付のう ちに、 約束し たれば こそ、 斯うして おいでな 

すった のぢ やありません か。 

强盜 馬鹿 を 言へ。 手前 は 大方、 ここの 飯 盛 か 何かと、 つ 

まらね え 約束で もしゃ が つ た んだ らう。 人 の 物 を 物 さう 

と 云 ふのに、 前お て 約束 をして 來 るなん ざァ、 五 右衞門 

樣 以来、 盜人 仲間 ぢゃ 聞いた ことのね え 話 だ。 そろそろ 

夜が 阴け やうと 云 ふのに、 寢 ぼけち やい けね ぇぜ。 

安次郎 (益々 驚く) ではお 前さん は、 あの 七番に 泊ん な 

すった >  私の 道 速れ ぢ やない のです か。 

强盜 七 5^ か 八番か 知らね えが、 こんな 泥臭え 旅 宿へ 泊る 

やうな. そんなん ぢゃァ ねえんだ。 今が今、 裏の 雨戸 を 

こぢ 開けて 這 入って 来たば かりの、 天下 御免 の お 泥棒 樣 

だ 0 

安次郎 (腰が 拔け たやう；， L なろ) ああ、 もういけ ない。 

(恐ろ 恐ろ 額 1^ 窺く) なる 程、 あの 絹絲屋 さんと は， ま 

るき り 顔が 違 ひます。 かうな つたら， 何事 も 運と あきら 

め ませう 0 

强盜 うむ、 あきらめ ると は 見上げた 奴 だ。 あきらめたら、 

氣 の變ら ねえう ちに、 有 金 1 切 出しち まへ。 

安次郎 有 金と 申しましても、 ほんの 五雨 足らずし か あり 

ません。  • 


强盜 (苦笑す ろ) たった今。 あきらめ たと 云 ひながら * 

その 舌の 根 も 乾かね えう ちに、 もうの めの めと 嘘 をつ き 

ゃァ がる か。 手前の 胴卷 にや、 少なく 踏んでも 百 雨の 金 

は 有る と 睨ん だんだ。 

安次郎 え、 百兩 7 

强盜 さうよ。 手前 は 毛唐人に 頼まれて、 甲 州へ 水晶の 買 

出しに 行く 途中 だら う。 俺ァ そこまで 突き 留めて るんだ 

ぜ。 —— 五兩 ばかりの はした 金なら、 いつでも こっち か 

らくれ て やら ァ。 

安次郎 と、 とんでもな いこと。 そり ゃァ あなたの 人 違 ひ 

です。 百兩 なんて 滅相な、 私共が 持てる 害はありません。 

强盜 持てる 害 は 無え？ さうよ。 持てる 箬の 無え 物 を 持 

ちゃ ァ がるから、 こんな ことになるんだ。 他の 者なら い 

ざ 知らず、 金 時 强盜が 斯うと 睨んだ 目に、 寸分の 間違え 

も ある 譯 はねえん だ。 どうせ 出さずに や 置け ねえ 物なら、 

痛え 思 ひ を し ねえう ちに 出しち まひね え。 (刀ん， - 目の 前 

に 突 付けろ) 

安次郎 これ は 不思議な こと を 仰し やる。 私が 先刻 約束し 

た 人 も、 金 時强盜 だと 云って ましたが …… 

强盜 馬鹿 を 云 ふな" 金 時 强盜は 天下に 一 人し き やねえん 

だ。 (いきな リ兩 肌.^ K ぐ 。背中 一 面に 金 時の 文身が あ 

る) 寢 ほけ 眼 をよ く あいて 拜 みねえ。 自慢 ぢゃ 無え が、 


談戯 nfd お 


481 


この 文. せ は， 日 木 ^中に たった 一人なん だせ。 (安次郎 

の襟甘，^^掘む〕 やい， 崎餘の やうに、 頭ば かり 光らせる 

のが 能ぢゃ ある あえ。 なんとか 云へ。 それとも あくまで 

金に 未練が あるなら >  仕度 をす ろまで 待って やる から、 

f& 常に 立 合って 见ろ。 

{女 次郎 ど， どう致しまして。 立 八：； ふ どころ では ありませ 

ん。 あなたが 正銘の 金 時樣と 判って 見れば、 もう 生命 を 

助けて 戴く だけが みです。 

强 盜 そ んな らお 金 は 隱 さず 出し て 仕舞う ん だな。 

安次郎 ほんた うなら、 差 上げられる 金で はな い の です が- 

牛 _ 命 には換 へられません。 お見込み 通り、 主人の 金が 手 

付かずに 圆。 そのほか 私の 金が、 合せて 六七兩 御座い 

ます。 です が どうぞ、 まだ歸りの旅^^も掛りますので， 

半端 だけ は、 お 目 こぼし を 願 ひます。 

强盜 うむよ し。 そっちが さう 素直に 出 るん なら、 何も 身 

ぐるみ-取らうた ァ云 はねえん だ。 — その 百 兩だ けで い 

いから、 速く これへ 出しね え。 

安次郎 (漉々 紙へ 包んだ 紙 |5 包，. T 胴卷 から 取 出す) 

强盜 (引た くろ) ええ 未練が ましい。 さっさと 渡さね え 

か。 (枕 もとの 谈屮， S- 計に お 付く) お、、 手前 は 珍ら し 

い、 懷中 時計 を 持って るな。 

安次郎 (あわてて 1^ す) いえ、 これ はほんの 安物です。 


强盜 は >>、 あわてる ない。 そんな 物ァ、 手前が くれる 

と 云っても、 持って行き ゃァ しねえん だ。 だが な、 もし 

か 俺が 立 去つ から、 その 時計で 五分 經 たねえ うちに * 騒 

ぎ 出す やうな ことがあったら、 それ こ そ 生命が 無 えぞ。 

いい か、 そのつ もりで ゐ ねえよ。 

安次郎 へえ。 

强盜 (刀 鞘に，^ さめろ) ぢゃァ 引 h げるぜ 0 眠い とこ 

ろ を 起こして、 濟 まなかつ たな。 

安次郎 へえ、 11 いえもう。 

强盜 は.^、、 * さう でも あるめえ〕 まァ あと を氣を 付け 

ねえ。 

(强盜 は 正面から 去ろ) 

(安次郎 は 狐 LL つままれた やうに、 ぽん ゃリ して その 

後 1^ 見送って ゐ ろ。〕 

(長い間。)  1 

安次郎 (急に われに 還って、 身 顔 ひ すろ) あ. Is いた" 

あんな 凄い のが 來 ようと は 思はなかった。 (il) だが • 

あの 絹 絲屋の やつ は、 どうした だら う。 あいつが 早く 來 

て くれなかった ばかりに、 思 ひも 掛けない 災難 に 道って 

仕舞つ たんだ。 11 (泣 萆に なろ) ああ、 あの 百圓〕 こ 

れか ら歸 つ て 御主人に は 何ん と 云ったら いい だら う。 强 

盜に 取られた と 云った ので は濟 むまい。 (頭，^ 抱へ ろ) 


談 g は l5 恣 


とんた 事に なって しまったな ァ。 

(間 0 

(金 助が、 先刻の 通りの 服装で 這 入って 来る。) 

安次郎 (おそる おそろ 面 vj- あげろ) 

金 助 0 一  づ 1 一 づ 笑 ひながら) 唯今 はどう もお 邪魔 さま 

で …… 

安次郎 (怨めし さ-つ LL) 岡 部さん。 あなた は なぜ、 約束 

の 通り 來 て くれな か つ た ん です。 

金 助 (® も 笑って ゐ ろ〕 

安次郎 笑 ひ 事 ぢゃァ ありません ぜ。 あなたが 來て くれな 

いために、 私 は 本物に、 百圓 とい ふ 大金 を、 すっかり 持 

つて 行かれた ぢ やありません か。 

金 助 あなたが、 KM 圓？ 泥棒に？ 

安次郎 (拾て る やう に) さう です よ。 

金 助 それ はどう も >  飛んだ 事に なり ましたね。 だが、 な 

ぜ劍術 の 腕前 を 出 し て 、 叩き のめして やらなかった ので 

すり 

安次郎 それ ど  一 J ろ ぢ や ありま せん- - あた しも こ れま で に、 

武者修行 を したりして、 隨分凄 い 奴に も會 ひました が、 

今の やうな 凄い 奴 は 初めてです。 ああなる と、 とても 打 

ュ，. ？ 

込む 隙な ど は、 ある もの ぢ やありません。 

金 助 さう です か。 では あなたが、 すっかり 負かされた 譯 


ですな。 

安次郎 負けた の 勝った のって、 そん は 冗談事 ぢゃ ありま 

せんよ。 生命から 二番目の WI 圓 さへ …… 

金 助 は (懐中から 先刻の 紙 包ん/取 出す) これで 

すね。 

安次郎 (愕然とす ろ〕 あ、 こ、 これ を あなた は、 ど， ど 

うしたん です。 

金 助 あなたに お返しす るので す。 I . どうです 村 井さん U 

あたしの 腕 は， 大した もので せう" 

安次郎 (呆然と して〕 では、 今の はやつ ばり あなたです 

か 0 

金 助 (肌ん： 阮 いで 背中ん」 見せろ) この 文身に 覺 えが ある 

でせ う。 

安次 郞 (物 L 云 はすに 顔へ てゐ ろ) 

金 助 は、、、、 さァ * これで あした G- 晚は、 何 を 奢つ 下 

さいます ね 0 は、、 >lo 

安次郎 (半に 安心した やうに、 切、 句切 に) では、 や 

つばり、 あなた、 でした か。 

i 金 助の 笑聲 のうち LL 静か に 冪 一 

(大正」 -四年 七お 作) ， 


北 尾 龜男篇 
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7、 ど 茶 


卷 
ど 
ろ 


主 娘 主 娘 主 


東京 山の手。 晩春の 夜 

庭に 面した 廻リ緣 付の 三間續 きの 部 室。 (茶の間、 中 

の 間、 客 座 敷) 茶の間の 緣 側の 戸袋に 眞 赤な 烏瓜の 實 

が 三つ 四つ 束れ て 吊ろ して あろ。 茶の間 LL は 箪笥. 茶 

棚、 火鉢など。 中の 間 LL は 机、 書架、 鏡臺 など。 座敷 

の 床の間に は 掛軸、 花瓶、 碁盤な ど。 

茶の間 LL 長火鉢ん、 挟んで、 主人と 妻と 媳が、 食後の 心 

で 坐って ゐろ。 中の 間 も 座敷 も無燈 だが、 中仕切の 襖 

が 見通しに あいて ゐ ろので- 薄ら 明るい。 

しばらく みな 無言。 

主人 資に 馬鹿な やつ だ。 一 いくら 入って ゐ たんだ？ 


妻 たんと もなかつ たんです。 五六 圓位 でしたら う。 

主人 でしたら う つ て、 自分 の 財布に い くら 入 つ てゐ たか . 

知らない のか。 

妻 知って ゐ ますよ。 五六 圓で すよ。 (食卓の 茶碗, ^集め 

な どす ろ〕 

人 馬鹿々々 しい。 たしか に 掏られたん だ。 

嘘よ、 落とした のよ。 

人 落とした ことが、 どうして 分る？ 

どうしてった つ て ：：： 0 

人 落とした ことが 分って ゐ ながら、 落として 来る やつ 

が あるか。 

媳 それや 無理よ。 そんな こと 云った つて ；… 0 

妻 婦人 席で 見て ゐ たんだから， 掏られる やうな こと はな 

いんだ けれど。 

主人 何處で 掏られた か 分る もの か。 馬鹿！ 

娘 落とした のよ、 たしかに ：… だって あんなに <J ほいんだ 

ん です もの、 歸 りに。 ねえ 母さん。 

妻 うむ。 …； はるさん、 お 勝手へ 出して くれない か。 (茶 

碗な ど 1 ^のせた 盆， 卓 LL 置く) 

主人 子供 見たい なやつ だ。 活動 を 見に 行つ て、 蟇 口 を 失 

くして 來 るなん て やつが ある もの か。 い >- 年 をして。 


ス h'^ 


4S5 


主 姐 主 fti 主 娘 主^     iajy^ 主 娘 主 


妻媳妻 娘 主 娘 主 


娘 ふ W  > \ 。まだ 云って ゐる わ。 (茶碗の 盆， 4- もって 

立つ) 

0 歸り にお 膳 布巾 をね。 

娘 え \。  所へ 去ろ) 

(や、 rao) 

(娘が 蹇 所から 出て 來て、 食卓の 上 拭く。) 

人 もう 行くな、 活動なん か …… くだらない。 

行く わ。 私。 

人 硗な こと は 見て 來 やしない。 

フ 、ム！ 

人の こと を 云った つて， 父さん だって 隨分 … … あれ ぢ 

やない の。 ねえ 母さん。 

い  >- から 放ってお & きょ。 

人 おれ は 活動なん かへ 行った こと は、 一 度 もない ぞ。 

それや 行く ひまがない からだ わ、 碁 をう つたり、 活動 

へ 行ったり、 一つの^で さう 兩天杼 は 駄目よ。 

人 馬鹿！ おれ は 活動なん かへ 行かん から 碁 をう つの 

だ。 t^: 位が 何 だ。 

ぢ や 私達 は 藓な ん かうて ないから、 活動へ 行 くんだ わ 0 

人 馬鹿な こと を 云へ。 每日 遊んで ばかり ゐる くせに。 

遊んで ゐ たって、 返 ig するとき も ある わよ。 

人 遊んで ゐ るから 退！ g する の だ 。働け。 


娘 何 を 働く の？ 

主人 …… おれ は 碁 をう つけれ ども、 碁で 金なん か 失く し 

はしない ぞ。 

妻 當り 前です さ。 往来 や 人 ごみで うち はしまい し。 

主人 何處 でう つたって、 懐中物 を 盗られる の も 知らずに 

ゐる 程、 夢中に なり はせん) 

妻 まだ そんな こと を …… 0 盗られたん ぢ やない つて 云 ふ 

のに、 分らない！ 

人 では 何う したんだ？ 

どうした か 分って ゐる 位なら * なくし やしない わ 0 

人 だから 馬鹿 だと 云 ふの だ！ 

…… 母さん、 又、 あれ を 見せて 上げる とい \ わ。 父 さ 

んこ 0 

駄目 だよ、 いくら 見せた つて。 

この間 見たい にあ やまら してやる とい  >1 のよ。 

あやまつ たって 駄目 さ、 始めれば 直ぐ 忘れて 了 ふの だ 

から。 

主人 又 云って やが る。 馬鹿！ 

娘 又 云って やが るぢ やない ことよ。 Is^ 何う する の、 あ 

の燒け 焦がし を？ 

主人 疊替へ すれば い \ んだ。 

妻 た^は 出来ません よ 。大家さん ではして くれません よ。 
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スど碁 


娘 客 主客 (主 娘 主 短 妻  娱主 娘 主 妻 主 


主 ^5 容 妻 客 妻 客 主 娘 妻 容妻容 妻 


人 それが どうしたんだ。 

だからお 金が 入 るん で すよ。 

人 お前に 出して くれと 云った か。 

疊ゃ蒲 圏の 燒け こがし 位なら い \ けれど、 もし 火事に 

でもな つたら 何 5 して？ 

人 生意氣 いふな。 馬鹿！ 

あれ 又 馬鹿 だ つて、 い や だ わ、 のべつ に 馬鹿々々 つ 

て …： 0 

(この 時， 玄随の 障子 わけた てす ろ 音が 閗 えろ-か、 

三人 は氣が 付かな い 0) 

はるさん、 もうお よしよ、 私達が 氣を 付けて ゐ るより 

ほかに 仕樣がない のさ。 

ぢ やまる でお 守ね- 父さんの。 

人 馬鹿 を 云へ！ 

あら 本當 よ。 父さん。 

人 、「る さ い. 默 れ！ 

(や 、おどけて) はい。 

(茶の間の 正面の 障子から • 客の 老人が 出て 來 る。) 

どうし たんです • ひどく 激曰 邦して。 

人 え.. -、 どうも 馬鹿な やつらで ：：： 。 

おはる さん、 何 かしく じりな すった ね？ 

い \ え、 私ぢ やない の。 父さん、 ひとりで おこって ゐ 


るの よ C 

容 ひとりで …… 。 ふうん- それ ぢゃ氣 狂 ひだ。 

主人 (立って、 客に) まあい らっしゃい。 (座敷の 方 に 

行く) 

ねえ 太 田さん。 

え？  G1;m 、かけて 振 向く〕 

お 願 ひが あるんで すがね。 一 つ。 

はァ。 ：：： どう 云 ふ …； ？ 

今日は 打って ゐる時 は、 煙草 を 我慢して ゐ てお 貰 ひし 

た いんです がね」 

ふ. - 。駄目よ * 母さん. そんな こと 云った つて。 

人 (：の間に^^敷に入って>^の間から基盤，4^出したリ 

蒲 國ん置 いたりな どして ゐろ) 

うむ * それやお はるさん の 云 ふ 通り だ 0 煙草 をと めら 

れ ちゃ： ic なし だ 「- 

打ちながら 喫 はれち ゃァ こっちが 片 なしです。 あの 燒 

け 焦がし を 見て 下さい。 

それや 知って ゐ ますよ。 

知つ てゐ るなら やめて 下さい。 たまりません から。 

困った なァ！ 

人 (座敷から) 支出が 來 ましたせ。  j 


ス ど It 


4S7 


主客 m  ' 各 娘' 各 娘せ' 各 


主客 主客 娘 主 娘妻婊       客 主客 主客 主 


客 あ i 今 S ぐ …… 0 どうも 闲 つたな。 

0 かう して 下さい、 (顷で 中の 間,^ 指しながら) そこへ 

煙草盆 を ™a くから、 喫 ふなら 一 々そこまで 來て。 

いや. それや 大 iT た。 

大變 でも さう して 下さい。 是非。 

つまり 喫煙室ね U 

さう だ。 喫 煙 iifr た。 

近 何處 でも さうよ。 活動 だって、 芝居 だって。 

だけど|^^5に喫煙室は始めてだ。 

新 工夫です よ。 さう 願 ひます よ。 

まあ 御主人 ともよく 相談して …… 。 

： (^*石^_^^びながら) 何して ゐ るんで す C 早く 來ま 

せんか ひ  一 

いや、 それ どころ ぢ やな いんだ。 

主人 何が？ 

せ 草 を と め られち まったんで。 

主人 煙草 を？ 

お うむ * それで 喫煙室 を こしら へる から、 一 々そこまで 

出張し ろと 云 ふお 達しなん だ。 

主人 ぢゃ まあ 出張 するとして、 早くお いでなさい。 

客 出張す る？ 

^ それ 御 なさい、 主 入 も あ、； K つて …… 0  I 


人 そんな やつ 等に かま はないで- 早く 来なさい よ。 

しかし 煙草の 方 はどうす るんで す？ 

人 い、 から 勝手に さしてお きなさい。 

かま ひません か。 

人 かま ひません。 

さう か。 ぢゃぁ …… (座 救へ 行って、 主人と 向 ひ 合つ 

て 坐ろ) お待ち 遠う さま C 

(主人と 客、 石,^ 3iM き 始めろ、) 

どうす るで せう。 一 々のみに 來 るか 知ら。 

…… (茶の 支 皮 V?* すろ) 

(茶盆，^ 持つ ズ、 座敷に 行く) 

人 そこ を 閉めて 行けよ。 

(樓， ^しめて、 茶の間に£^0) 

(石，^ 置きな から) しめた、 と。 

人 しめられ たか、 と。 (石，^ E く〕 

しめました、 と。 (石.^ 置く). 

人 (考 へながら) は \ァ 。矢張り しめられ たな 。では 

こっち もしめ ろ、 と 0  (石，^;. K く W 下略す〕 

客 成程。 う k ん …… 今夜 は 中々 むづ かしい ね。 煙草 は 煙 

草と。 

主人 碁は荐 と， - 

客 これ は 前代未聞 だ" 煙草 は 煙草、 碁 は 碁と。 


えど 碁 


妻 娘 妻 娘 妻 娘 主客 主客 娘主痕 主客 主 妻 娘 主 


主人 來 たな、 では かう， と。 

客 や あ、 おいでな すった ね。 それで はこつ ち も かう， と。 

主人 あ、 惡 いな あ，  面倒 だ。 かう， と 行け。 

客 煙草 は 煙草、 と。 

主人 煙草 は 煙草， と。 

客 喫堙 室で、 と。 

主人 喫煙室で、 か。 

客 面倒く さい、 と。 

主人 面倒く さい、 か。 

客 どうした もの か、 と。 

主人 どうした もの か、 だ 0 

容 思案が つきた、 と。 

主人 思案が つきた、 か。 

容 困った こと だ， と， 

主人 困った こと だ、 と。 

客 けれども、 のみたい、 と。 

主人 私 ものみたい、 と。 

嫫 のみたい つて 云って ゐる わ。 煙草 を。 

妻 默 つてお いでよ C 

客 は、 ァ、 やりそこなつ たなこ いつは。 …： 待って 下 

さいよ。 (腰から 煙草 入，^ 52 く) 

主人 ごゆつ くりお 考 へなさい まし。 (盤面.,. 見つめな が 


ら * 體の周 圍.^ 手採リ すろ) 

客 (邋皆1^ぬ いて、 1^革，<5-っめろ) 仕方がない。 かう 出 

よう。 (煙 152".^ く はへ ろ〕 

： 成程。 さう 視 いて 來 るか。 …… おい、 おい。 

あら 呼んで ゐる わ。 

放つ てお & きょ。 

： かう 斬って やれ。 

斬られた ね。 では かう 11 げ、 と。 

： では かう、 と。 …… おい、 おはる 0 おはる 0 

はァ い。 

： そこから おれの 煙管 を もって 來 いし 

ほら 矢張り 駄目よ。 母さん、 あの 調子です もの。 

煙管 を 持って来い、 と。 

： 早く 持って来い、 とリ 

ついでに 煙 も、 と。 

一 火 を 入れて、 だ。 

火 を 入れて 来いだ つて、 よく 氣が 付く のね え。 

(默 つて 四邊 1^ 見廻して ゐろ) 

どうす るの、 母さん。 

まあお 待ちよ。 うるさい ねえ、 お前 も。 

あら、 私に おこった つて 仕樣がない わ。 

だから， 默 つてお いでと 云 ふんだ よ。 


7、  rtii 
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^  ii4    M  M    Ji?     主^ 主 娘 


主客 主 娘？ jf 娘^ 媳客 主客 主客 主客 主客 主 娘 主 妻 


人 はどうした と。 

ついでの ことに、 とリ 

人 おい、 おはる 0 

はァ い、 た^今。 母さん どうす るの よ。 

あ、 あれ を 一つと つてお いでよ。 

あのお 瓜をリ 

あんな もの ど  > りする の？ 

どうしてもい & から リ ：：： お前 は それが いけな いんだ 

よ。 と つ てお い でと 云 つ たら 默 つ て 素直に と つ て來 たら 

い \ たら-つ。 

(不 やさう に 立って、 0- 袋の. お 瓜 *^ー  つと ろ) 

cg^ 盆产 だとって- 灰 13- に 烏瓜 vJ- 埋めろ) 

： てれ ぢ ゃァ惡 いわ、 いくら 何でも。 

かま やしな いよ.， さ， かう して そっと 出して おいでよ。 

いや だ.； r 叱られて よ。 

0? 1^1 つて.. -s^ へ ズゐ ろ) 

人 i^ir 持つ て來 やがらない。 (立って、 茶の へ來 

ろ) 持って 來 いと 云 ふのに 何故 さっさと しないんだ。 馬 

鹿。 (！^^：^の箱と！^^かとリ) 煙草盆 を 出せ。 

^ そこに 出て ゐるぢ やありません か。 

主人 火 は 入って るる か。 

I 


よく 御覽 なさい。 

人 よし。 (1- 草 盆，^ もって 座敷-」 行く) 

あとで 叱られて よ。 母さん。 

人 どうな りました ね？  (tM 面， か 見ろ) 

閉口 さ。 かうよ り ほかに 路は ない。 

人 でせ 、つな。 (！^^？ヒし！^草,^ つめる) 

弱ら かせる、 と。 

人 や、 こいつ はいけ ない。 

(妻と 娘、 效，^ 見合せ ろ。) 

何が いけませんね？ 

人 こいつが さ、 こいつが、 この 石が。 

フ、 ム、 いけたら、 こっちが 困る。 

人 成程。 それ もさう か い、 と。 

きんきら きん、 と。 

母さん、 お湯へ 行き ませう。 

お湯？ 昨夜 行った ばかり ぢ やない か。 

だって 烏瓜が 見付かる と， 又 厄介よ。 行き ませ、 

ぢゃ 支度 をして おくれ。 

(立って、 湯の 道具.^ 揃 へ ろ〕 

人 はてな。 

何 を考へ なさる？ 

人 ま  >- よ、 かう 行って 見ろ。 


4on 


h ど 2!； 


-变娘 主 容妻主 蹇主ま i 娘 主客 娘 妻 娘 


泥 客 主 客 主^ 泥 主客 主  主客 主客 主客 主客 主 


(支度，^ 終へ て) ぢ や 行き ま せ う。 

揃った かい。 

え ； 

弱った な， - …； まあ，， 一 吹して、 と。 

人 煙草に しょ >  か。 

大變 だ。 煙草に する つて 云って ゐる わ。 早く 出 ませう。 

(立って、 中の 間へ 出て) あなた、 あなた。 

人 何で 御座る、 と。 

ちょいと お湯に 行つ て來 ますから ね、 留 守 を 願 ひます 

よ 0 

人 行って おいでなさい とも、 と。 

氣を 付け なさい よ。 戶じ まり はして 行きます けれど。 

ごゆる り 入って ゐ らっしゃ いまし、 と。 

人 板の間稼ぎに 氣を 付けなさい * と。 

母さん、 お あし もって？ 

あ \。 

(妻と 娘、 茶の ir 正面の 障子から 去ろ。) 

客 板の間稼ぎ、 と。 

主人 こっち も 板の間稼ぎ、 と。 

客 も 一 つ 板の間稼ぎ、 と。 

主人 出直しく、 と。 

客。 それが よかろ， と。 


^ VS む、 かう 行か 5。 


…では かう だ. - 

上手 赛 所の 障子から 


人 糞. かう 行け。 

それが 當り前 だ、 と" - 

人 當り前 か， と 「- 

こ つち も當り 前、 と。 

人 さて-こ だ〕 (考 へる 

さう 來 たか。 

人 かう 來た、 と Q 

それなら こっち も。 

人 う &む、 そいつ は 痛い なァ。 

(少時の 間、 無言で 打ち 績 けろ- 

泥棒-か 出て 來ろ。 四邊， ^窺 ふ。) 

人 や ぁ推參 者め が、 と。 

御參 なれ、 とリ 

人 退り をら う、 と。 

棒 (驚いて、 上手へ 入ろ) 

かう 攻め込んで おけば、 あと は 

人 さう は 問屋で 卸し ませぬ * と。 

卸して 見せる * と。 

棒 (上手 か. り 出て 來 ろ.」 奥 yJ- 窺 ふ。) 

人 卸させ ませぬ、 と。 

勝手に しゃがれ- と" 

# い、 音 だな。 (座敷の 方に 行き かけろ) 


つちの もの だ = 


-ゃ、 あぶ 


/> ど 2$ 
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ねえ、 こっちの 仕事が 先き だ。 (筑笥 の 抽斗-.: 手，^ かけ 

ろ) 

主人 待った >  待ったり 

$  (慌て、 手,^ 引つ、、. 5 ろ〕 

.^ 怪しからんな。 待てと は 怪しからん。 

主人 待てと おとに めな されし は、 と。 かう 行かう。 

教 かう 行かう もない もんだ， と。 

泥^  (そっと 乘^ の 抽斗，^ めけ * 中から 着類， とり 出す) 

主人 うまい n を 見付けた な。 

杏 見付けた とも、 と。 

主人 左 gs々々、 さう 云 ふ 風に、 と。 

^ かう 云 ふ 風に、 と，" 

主人 お稼ぎなさい， と 0 

W  ；! ぉ隨に 及ばぬ、 と。 

主人 とつと け- (\、 と。 

it おだてち やい けない、 と。 

主人 おだてる もの か、 と。 

客 かう してお けば、 と。 

主人 おっと、 よしく- と。 

§  (この ii に 取り出した 物ん 火虱呂 敷に 包んで 背负 ふ) 

せ 稼いだ く， と。 

,.ト- 人 儲けた く  > と U 


客 しこた まとった、 と。 

棒 (箪笥の 上 LL あろ 鎖の ついた 金時計，^ とろ) 

主人 おっと • それ はいかん。 それ は …… 0 

泥 梓 (驚いて 時計， <； ^落す) 

客 いかん も 糞 も ある もの か、 と。 

主人 そり や 聞こえ ませぬ- 傳兵 衞 さん- と 

客 可哀 さうな お 俊さん、 と) 

泥棒 (時計 fj- 拾って、 懐スへ 入れる) 

主人 それでよ かろ、 と。 

客 文句 は あるまい、 と。 

主人 こっち は 困る、 と。 

S  (上手 へ 行き かけて) だが い、 昔 だな あ！ 合戰 酣 

だ。 (石の 昔， ^間く) うむ、 ちょいと 親いて やらう。 (座 

敷へ 忍び寄ろ) 

客 いよく 來 たな、 と" 

主人 來 たかく， とリ 

i々 こっち だく、 と。 

主人 行く ぞく， と。 

泥棒 (そつ，？；^ - 敷の 換 ,.5- わけて 親く) 

客 逸め く- と" 

主人 進んで よい か、 と 

^ よ いと も，/, \'* と。 
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泥 主 泥 
榉 人 椿 


主人 兑て ゐられ なけれ やお 歸 りなさい、 と。 

泥棒 へ ボ 過ぎら あ， 

客 へ ボで惡 けれ や 勝手に しゃがれ、 と。 

泥棒 あ V さう だ。 そいつ はう めえ。 

主人 大きなお世話、 と。 

泥棒 いや、 今の 石 は 大きかった よ。 おいら ァ 正直に 云 ふ 

ょリ 

客 おや、 ふだん 餘り兑 かけない 方 だが。 

主人 (r> よいと 板 返つ ズ) 成程、 お 珍ら しい 方 だ、 と。 

客 これ は/ \> 始めまして、 と。 

主人 頰： 放り を-して、 と。 

容 S 黑な顏 だね、 と。 

主人 ^ばかりぎ よろ./ \- さして、 と。 

^  でもお 剃りなさい * と。 

泥；！： (竹 中の 荷,^ 一と ゅリ搖 つて〕 あ- - どうも これ は 重 

いな。 

主人 大きな 荷物 を货 a つて 1 と。 

.^ これ は 大きな 包み だ * と" 

主人 定めし n まいこと だら う、 と、 

降ろして 一 吹お しなさい、 と。 

泥 俸 へえ、 いえ、 さう しても ゐられ ません ので。 

.ff 人  一 ffi. あなた は どなたで 、と、 一つ 打って 見ろ。 


客 それで は 私 も， お前 は 誰 だい。 と. いきます かな。 

主人 では 私 もお 前 は 誰 だい、 と。 

泥棒 へ. 1 、、。あっし は 泥棒で。 

主人 ふうん、 5« 棒です か、 と。 

客 泥棒さん か、 と。 

7 ^オフり ます 

よく ゐ らっしゃ いました • と 0 

お 邪魔 さまで。 

客 どういたしまして、 と。 

主 入 ゆっくり 御覧なさい、 と。 

泥棒 有難う 御座います、) 

客 まあ 媵を落 付けなさい、 と。 

主人 腰をおろして、 と。 

泥棒 では ちょっと 御免 を 蒙む つて。 (荷 1^ 背負った ま、 

坐り) やれく、 まあ これで …… (ゆっくりと 盤面 LL 眺 

め 入ろ) 

11 幕 11 

(大正 十三 年 一 月 作) 
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刑死 


傍 巡 廷書陪 辯 檢裁被 

審 

お  判 

人       事 護 判 
大  甲 

勢查 T 記 乙 人事 長吿 


は 裁判 宵 席の 下の 隅 LL 腰かけて 扇子，^ 使つ てんろ。 

狭い 空地 1^ 隔てた 向 ふ 側の 眩 ゆ い 位に 一 ば い： u,^ 浴び 

た 燥： 丸の 建物が、 正面の 二つの 窓から！ ^えろ。 それが 

:w の 映さない この 法廷，^、 一  暦 1= く ほ 博 LL して ゐろ。 

裁判長の 卓上に は 書類が 堆 高く 镜 まれて ゐろ。 

や、 問。 上手の扉から裁判^^と判事^-乙-か出て來ろ。 

裁判 中に、 兩側 LL 判事 3- 乙が 腰 か 下す。 檢 lar 

書記、 辯 護人、 被告、 廷丁、 巡&等 起立して 裁判官 

. ^迎 へる 0 

裁判 畏 (書類.^ ひろげながら) 片倉仙 造。 

巡査 (被 i! 口の 手錠 外し、 筘の扉 1^ あける) 

被告 (箱，^ 出て， のる/ \ 、と 裁判 {a; 席 の 前の 小さな 卓 に ，M 

つて 立つ〕 

裁判長 前囘の 公判に 引續 いて 取調べる …… そちら は 八 S 

と は 古くからの 馴染だった のか。 

被告 う、 ん。 (首 vS- 振ろ) 

裁判長 古くからの 知合で はない のか。 ではい つ 頃から 知 

つたの だ？ 

被告 …： 春 頃から。 

裁判 长 春 頃。 今年の 春 か。 

被告 う、 ん。 (首， ^振ろ) 

裁判： いつの 春 だ。 


死刑囚 


强盜？ お 人 犯 


或ろ 法廷" 夏日 午前 

一 H 高い 裁判. 席に は兩 端！， L 検事と 書記。 書記 は 書類 

K^^f  1. 檢亊は 半ば 天井 か 見上げながら ^撫 

で  > -ゐ ろ。 囚人 站には 被告が 入って ゐろ。 四十 歳 位の 

痴愚な 男、 然し 獰猛で はない。 傍に 巡査が 腰.^ かけ、 

辯 護 人に 栽 判，！ pc 席と 向 ひ 合 つた 卓に 腕 ， ^拱 わいて ゐ 

る。 その 背後の 傍聽人 席-.: は 群集が 溢れて ゐろ。 廷丁 


E 刑死 
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…… 去年の …… 七月 十 …… 八日の 晚。 

裁判長 七 なら S ぢ やない か。 それに 問 違 ひない か。 

被 iia  cf) 

裁判- 4< 何處で 知った の だ。 

被告 お八 ffi! の 店で」 

裁判長 八^5:の店へぉ前が行ったのか。 

被 i!"  (； a く) 

裁判 2^ 何し に 行った の だ。 

被告 ：.：• 。 

裁判 畏 その 時、 八重と どう 云 ふ 話 をした か覺 えて ゐ るか- 

故 判 4i  m;- えて ゐ ない。 ふうん" その後 も 度々 行った か。 

被告 (^く) 

ms 何度 位 行った？ 

被告 …： 0 

裁判長 行く 度に 酒 を飮ん だの か。 

(額く) 

载判畏 酒 を 飲む ために 行く のか。 

被告 (^く) 

Ms さうな のか。 

被告 (領 く) 、 

^^判2^ 默っ てこつ くりば かりして ゐ たので は 分らない。 


私が お前に 訊ねて ゐ るの だから、 こちらの 問 を その ま. 1 

答へ にして 了つ てはいけ ない。 はっきり 云 ひなさい ：： 

八^3^ の店で飮み食ひし て、 お前 は その 勘定 を い つ も 綺麗 

に拂 つた か。 

被告 …… 

裁判. 4$ 勘定 をし ずに 出た ことがある だら う。 

被 舌 (きつば： r と) ない。 

裁判長 ない？ そんな こと は あるまい。 一度 位 ある だら 

被告 (額く) 

^判长 それ 見ろ. 何度 位 ある？ 

被告 …… 0 

裁判長 お前 は 今年に なつてから 、毎晩の やうに 八重の 店 

へ 入りび たって、 散々 飮ん だり 食ったり して、 一文 も拂 

はずに ゐ たと 云 ふぢ やない か。 さう か。 

被告 …… 0 

裁判せ A さ うだらう。 拂 つたこと は あるまい。 

告 拂 つたこと も ある U 

裁判長 然し 證 人の 松 本み つの 陳述に よると、 一度 も拂っ 

たこと はない と 云って ゐるぞ 0 

被告 そんな …； たしかに 拂 つた。 

裁判長 お前と 八重と は 痴情 關 係はなかった か。 
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囚刑タ E 


被 裁 被 裁 被 
告く 判告 か判告 


一 

裁判長 飮ん だの か。 

被告 (額く) 

裁判長 どの位 飲んだ。 

被告 一 本。 

裁判長 たった 一本き りか。 

被告 (叙く) 

裁判長 訊き 殘 したが、 ー瞠 お前 は どの位 飮 むの だ。 どの 

位 飲む と * い k 心 持になる の だ。 

被告 一 本。 

裁判 畏 つまり 二 合 だね。 二 合 飲んで 醉ふ のか。 

被告 (額く) 

裁判 畏 さう ではなく 、八重が 一本 以上 は飮 ませなかった 

のぢ やない か。 

被告 …… 0 

裁判長 その 晚も 一本 飲んで おしま ひに したの か。 

被告 (額く) 

裁判長 それから 何う した。 飮ん でから。 

被告 ；… 。 (手首で 額の 汗，^ S でろ) 

裁判-長 そちら は 一 本 飮んで 了つ てから、 もう 一 本 くれと 

云った ね。 …… 云ったら う。 それ を 八重が くれなかった 

ので、 そちら は 何 か 文句 を 云 ひながら 外へ 出て 行った さ 

うだな。 …… さう かい。 


(意味が 分らない ので、 裁判長の^.^^見上げろ) 

長 お前 は八電 と 夫婦に なりたい と 思った ことがある 

…… 。 (首ん- - 垂れろ) 

長 八重の 店へ 通った の は 酒が 飲みたい ばかりで な 

. 八重の 顔が 見た くって しげく 行った の だら う。 

…… 。 (首， <J- 扱ろ) 

裁判長 さ うぢ やない のか。 然し 八重 を 可愛い 女 だと 思つ 

たこと は ある だら う。 

被告 …… 。 

裁判長 どう だね。 八重と 一緒にな つて 見たい と考 へた こ 

とが あり はしない か。 

被告 ありません。 

裁判長 ないかね a それ ぢゃ 何故 さう 每晚 八重の 店にば か 

り 行った の だ。 酒を飮 むだけ なら、 外へ 行っても ぃ&ぢ 

やない か。 

被告 (手首で 額の 汗.^ 拭く) 

裁判 .长 (書類.^ 緣 りながら) 今年 六月 二十日の 晚 にも 行 

つたね。 行ったら う？ 

被告 (額く) 

裁判長 何し に 行った の だ。 

被告 飮 みに。 


刑 
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裁 被 裁 彼^ 被 


被告 (頻リ LL 汗，^ 拭く) 

裁判長 (や、 嚴 しく) 云 はない か。 

被告 (首，^ 低く 垂れる。 汗，^ 拭く) 

裁判長 又、 その 足で ひさ ご屋へ 引返した らう。 

被告 へ え。 

裁判長 その 時、 八重 は 店に ゐ たか。 

被告 …… 。 

裁判長 八重 は 店に ゐ たか。 

被告 …… 知りません。 

裁判！^- 知らない こと はな い 豫審廷 では はっきり 申し立て 

て ゐるぢ やない か。 

被. Iff   0 

裁判長 何う して 云 はない の だ。 豫審で 申し立てた やうに 

はっきり 云ったら よから う。 

被告 又來 やが つた、 と 云 ひました"  . 

裁判長 誰が。 八 He かか。 

被告 (餌く) 

裁判長 では 八重 は 店に ゐ たの だな。 

被告 (額く) 

裁判長 お前が その 晚、 二度目！. r 八重の 店へ 行った 時に、 

八重 は 店に ゐて、 お前の 顔 を 見る と、 又來 やが つた、 と 

云った のか。 


被 i!3 …… 0 

裁 列 45 八重 の 店 を 出 て か ら それ か ら何 うした。 

被告 …… 。 (手^:で^^:,5-拭く〕 

03 默 つて ゐては 分らない。 訊く だけ 訊かねば 調べ は 

つかん の だから、 覺 えて ゐるこ とだけ ははつ きり 云 はな 

けれ やい けない。 六月 二十日の 晚> 八重の 店 を 出てから、 

それから： 1： うした。 

告 …… 。 

判畏 又 近 處のバ ー で 飲んだ の だら う。 

告 ソ 

判 S 何 を 飲んだ の だ。 

判：；^  SV …… あ ^-saic フランの ことか。 

(傍 ^ 人 席に 低い 笑 8^ 起ろ。) 

被告 (1^ く) 

それ を 何 杯 飲んだ の だ。 

尊 …… 。 

00..^ あれ はたし か コ ッ プ で飮 むの だ つ たな。 何 杯飮ん 

だか 资 えて ゐ ないか。 

S 知らない。 (汗 1^ 拭く) 

飲んで から、 その 惠比 須バ ー を 出て、 それから 何 

うした。 
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被 ij" さう は 云 はない。 

それ ぢゃ 何と： ぶった の だ。 

被 止 3 金 を して くれと 云つ たんです。 

§^  ^^せと.：ムったのか。 うん、 幾ら 贷 せと 云った の 

だ。 

被告  一 

(^  K 人 席 か ら 0 い 笑？ が 起ろ 0) 

^判お  一 stt せと：； ム つたら 八^が そんな 金 はない、 と 云 

つたの かい 

S  (1^  く) 

そちら は八贯 が贷 して くれる ものと 思って * さう 

云った のか、 それとも 貸して くれない こと を 承知で さう 

云った のか、 どっちな の だ。 

被告 …… 。 

00^ 飲み ひの 勘定が 散々 貸し倒れ になって ゐる お前 

さんに、 八？ かその 上 金 を 貸す 害 はな いぢ やない か。 

被 止" …… 0 

^判：^  K さない と 斷られ て、 お前 は それから どうした。 

贷 さなけ れゃ贷 さないで もい、、 と 云った。 

判 甲 (讶 のない IS い 小さた a 末な 板 敷の £1 子 vj- 卓の 上 

に 取り出す" 

裁判長 (|^2笑。 ：£^子に手.^かけて) この 椅子に 覺 えが あ 


るか 

被告 (欲.^ 上げる) 

裁判長 覺 えが あるか。 

被告 (にっこりして！^  く) 

裁判 娃 そちら は この 椅子で 八 叢 を どうしょう としたの 

だ 0 

被告 …… 。 (首.^ 垂れろ) 

(倚子， S お前-,! 差 出して 優しく) これで もって 八重 

を どうした のか、 そこで やって 見せて くれ。 

被告 (手， や 出し かれても. LJ もじして ゐろ) 

裁判 1^ さァ， これで どう： -ムふ 風に 八重 を 打った か、 ちょ 

いと やって 御覽。 

廷丁  (立って 來て、 裁判長から 椅子， ^とり、 被告 LL 持たせ 

ろ) 

被告 手に 持って *  ^つと 子，^ 眺めろ) 

(傍 聽ん 席に 低い 笑 起ろ。) 

裁判長 假に お前の 傍に 八 fC かゐ ると して、 お前 は その 椅 

子で どう 云 ふ 風に 八 一直 を 打った か- も 一度 やって 見せて 

くれ。 

被告 (特 子^ 持った ま、 V つと して ゐろ。 額から 汙 がた 

ら たら 垂れろ) 

裁判長 (や、 嚴 しく〕 出来ん のか。 
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裁 廷 裁 被 
判 丁 判 告 


こへ 倒れた。 その ヒへ 馬乘 りに なって、 藩 物の 襟で 八 ？af 

の 頸 をし めて 殺した、 と豫. S で 述べて ゐ るが、 それに 相 

t 一な いな。 

被告 (頷く) 

裁判長 (書物ん」 伏せて、 辯 護人 に) 何 かお 訊ねに なるこ 

とはありません か。 

！ ^護人 (立って) 訊ねても 恐らく 無駄 だら うと 思 ひます 

が、 今年に なつてから 被 吿は每 日の やうに 被 W 者 八道の 

店へ 入りび たって ゐて、 而も 勘定 は 一文 も拂 はなかった 

と 云 ふので すが、 それで ゐて 八！； は 別段 被告に 對 して 催 

促が ましい 强 いこと も 云はなかった やう に 調 3 に え て 

をり ます。 して 見ます と、 八 一 w? と 被告との 間に 情交 的の 

關係 があった やうに も 窺 はれる のです が、 これ はどうな 

るで せう か 0 

裁判長 それ はさつ き， 訊ねて 見ました が、 さう 云 ふこと は 

なかった やうに 云 つて ゐ ます。 

辯護士 さう です か。 それから。 (害频 f5 ^総りながら) も 

う 一 つ  。 いや、 もうよ ろしゅう 御 鹿い ます。 どうか。 

(腰，^ 下す) 

裁判長 では 檢 事の 御意 見 を。 

檢事 (立って〕 本件 事 K は 被告の 陳述に 依って 兑ても 明 

白でありまして、 たと へ 痴情 關係 であるに せよ、 又は 單 


長 廷丁、 君 ちょっと こ \ へ來て 立って 見て くれ。 

へ。 (迷惑 さう に 立 上ろ) 

長 (苦笑) すまない が、 ちょいと 被告の 傍に 立って 

くれた まへ。 

廷丁  (fe 々被告の 傍に 來ろ) 

裁判長  >  (被告に) 假 にこの 入 を 八 S! として、 お前 は その 

椅子で 八重の 何 處を打 つた か、 やって 党て くれな い か 。 

廷 r  (吃驚して) いや， それ は。 

(後退 リ すろ。) 

(傍聽 人 席から どっと 笑聲 起ろ。) 

裁判長 (苦笑) 大丈夫 だ。 打ち やせん。 大丈夫 だ。 

被告 (椅子ん-もって *  つと して ゐ る) 

裁判長 やらない のか。 何故 やらな いんだ" …… よし. 廷 

丁、 その 椅子 を。 

廷丁  (ホク として、 被告から 椅子，^ とって 裁判長の 前 LL 

出す ) 

判 寧 s- (倚子，^<受取 つ て下に^く) 

被告 (額の 汗 か 拭く) - 

廷丁  (席 LLIK ろ) 

裁判長 (書頻 あ 見ながら 朗讓 的に) そちら はこの 椅子 を 

> 兩手 ife りかぶ つて、 八重の 頭 を 一 つ 打つ と、 八重 は そ 
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なる 金錢の 出入 沙汰で あるに しても * 被告の 憎むべき 犯 

罪 行 s に は 一 點酌 M の餘 地な きものと 認める ので ありま 

す。 然し 兑 受けます ると ころ、 被 半 M は 聊か 普通人の 常識 

から 逸して ゐる らしい。 つまり 頭腦に 缺陷が ある やうに 

も见 えます ので、 殊にお- S- の 泥 醉狀態 から 考慮 しまし 

て、 この 被 にして この 犯罪 は 寧ろ 當然か と も 心？ おる の 

であります。 然しながら、 多くの場合、 かやうな 犯罪 事實 

は 彼 と 同等の 境遇に ある もの V 常に 隨 し い 行爲 で あ 

りまして、 本件 被せに 若し 如上の 意味で 同情の 鲶地 あり 

と せ ば 恐らく 將來 の 强盜 殺人犯 被せ に對 しても、 總 て 、 J 

れと の 恩典に 化せし めねば ならぬ ことにな り はしな 

いかと 危ぶむ のであります。 であり ますから 本檢察 官は 

本件被ぉに對し；^狀酌^！すべ き點を HP 頭 認めな いのみな 

らず、 |sf ろ 將來斯 31^ な 「J 心 はしき 犯？ 非 防止の 範例と し て 被 

に 刑， 卽も 死刑 を 以て 相當と 認めます。 然るべ く 御 

判決 を。 (腰 卜す) 

裁判. 45  (腕^計.， 小见 て， お ：1 人に) もう 正午です が、 辯 

論 は 午後に 願 ひませ うか。 

護人 よろしう 御 IS います。 

os:avi- 抱へ て 立 上る) 

(突然. 地^りと 一 緒 LLM 內 激しく 搖れ 出す。 傍聽. 人 

席から 「$,〕1^^;;,:0」とョふ路.か聞ぇろ。 ますく 激しく 


搖れ ろ。 傍 驊 人 席に 總 立ち Li なって ざわめく。 下手の 

扉，^ あけて なだれ 出ろ。 裁判官 等み な 卓に つかまつ 

て、 ； つと 腰かけた ま  >-夭 井,^ 見詰めて ゐ ろ。 被告 は 

卓の 下に ^ろ。 二. ^や、 鎮まった が 底ぐ 再び 一 暦 激し 

く搖れ 返す。 物の- M れろ すさまじい 音が 響 く。 と 同時 

に 法廷 は 前後 左おから 太 音響と 共 に 崩れ落ちろ。 忽ち 

人 埋もれろ。 白い 壁 埃が 渗々 と烟の やう LL 立ち 罩め 

て、 總て 1^ 蔽ひ盡 す。 や、 rao 次第 L1 明 ろくなろ >-* 

建 fl が堆 高く 崩潰した 殘骸の 向 ふに 一 面 凄惨な 荒 凉と 

した 外 景が現 はれろ。 少時の 間、 地中の やうな 静けさ 

LL^ つ。 濛塵 全く 消え去った 頃に、 崩れた 建物の 中 か 

ら 被告が 這 ひ 出ズ來 る。 全^ 埃 だらけ になって、 着物 

の片 袖が 破れて ベる，/ \ し ^ゐ ろ。 手足に 血が 流れ ズ 

ゐる e 盛られた 残骸の 上に 足， か 投げ出して 坐ろ。 夢見 

心地と いふ 樣 子で ぼん ゃリ して ゐる 0 や、 間。 何 返 か 

らか 低い 呻き 聲が かすかに 聞え C 來る。 少時 緣く。 被 

告 S 逢 1 化 見廻 マ。 少し 雕れ た處 に 片手が 現 はれろ。 傍 

の もの^ 接き のけろ やうに 動かす。) 

被告 (手.^ 見付けて、 少^. ちっと 眺めて ゐた が、 立 上つ 

て、 手の四邊に堆^^し；^ものか 一 生 懸命に 撥 さの ける。 

裁判，^ が is! ひ 出ろ。 餌 中 血 だらけに なって ゐろ。 苦し：^ 

に^：^？-かする) 
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被告 (體の*!はリ，^~撫で1|してゐた.か， やがて 破れた 片 

袖， 屮 5PAV」 取って、 裁判長の 方へ そっと 出す) 

裁判長 上げる 。や、 間) あ、 お前 か。 …： すまな 

い …： すまない。 

被告 血が， 血が 大變 です。 これで ：… 。 

教判長 うむ …； お前 も 怪我 をした な。 

被告 (血の 出ろ 手, か隱す やう LL 慌 て 丄 a! 後 へ 廻して、 

物で 拭く) 

裁判 娃 (r*K:/\ と 立 上ろ) 

被告 これで 血 を。 (片 袖，^ 出す) 

裁判-: « すまない 。有難う。 (とって 鎮.^ 押へ る) 

被告- まだ こ \ にも。 …… (指す) 

裁判 S 有難う。 (片 袖ん  1 返す) 

被告 (默 つてと ろ) 

00^  (下手へ 行き かけろ) 

被告 旦那，. - …； 且都。 

裁判 畏 (报 返ろ) 

被吿 私 はどうし たらい 、ん でせ う？ 

裁判長 え？  ぁ& さう か。 (緊張す る) 

被告 (；^ つと 裁判長の 颜. ろ) 

裁判 „^ さう だ。 お前 は 警察 へ 行け。 警察 へ 。 

被告 へい。 (ぉ辭 儀 1^ する) 


哉 判 fi 無論 警察 へ 行か なきや いかん。 直ぐ 行け。 

被告 (恐れ入って) へい。 

裁判長 直ぐ だ。 い X か。 直ぐ 行 くんだ ぞ ， • 

被 il" へ い。 (頭，^ 下げる) 

裁判： お (よるく 下手へ 去ろ) 

被告 (g: 逡 1^ 見廻し V0 警察 は何處 だら う。 (一段 高い 

處-」 上って、 方々, ^見廻す。 や、 間) 警察 も なくなって 

了った！  I -幕 11 

(大正 十三^  二月 作) 


わ 別 る 或 


或る れ (小品 リ 


父 

娘  人妻 

隣家の 人々 主人、 男の子、 主人の 老母 

葬儀 人夫 甲乙 

山の手の 或ろ 公阅 

大正火地^の翌^^ —— 花時 に は 稀な 1= れた n の 午前。 

正面と 下手に パラク ク。 その 間 は 細い 路 次で、 奧 深い 

パラク ク長 〈氷の 心。 正面の は 入口が 路 次に 面して ゐて、 

(見物 lL は) 叨リ とりの 小さな 窓の あろ はめ 板が 見える 

だけで. 下 乎の ょリ もや、 奧 まって ゐる。 窓-しは^ 子 

が はめて あり、 その 下-,. L 家の 端から 端 に 一 本の 細引が 

波して あろ 0 下手の バラックば 正面の 入 n の 雨戸が 半 

m-VIL なって ゐ て- その 一枚 に 「忌中」 の 礼が 貼って 

あろ。 上-！^^^に 一 本の 火 さな 立 波な 櫻の 樹が、 今， 盛り 

に 咲-^ 一 亂れて ゐろ。 そして これ 等の 周 函-」 ば樹々 の 若 

t;^ し い？？ w^. か繁 つて ゐ ろ。 


襖の 樹の下 LL 一  脚の ぺ ンチ， そこ に 葬儀 人夬 二人が 腰 

かけて ゐろ。 甲 は 新聞，^ 讃み， 乙 は ぼんやりと 地上，^ 

眺めて ゐる。 正面の バラ- ンクの 前で， 娘 C  二十歳 位) が 

洗濯，^ し 終った 心で、 一枚々々 狡リ ながら バケツ Li 入 

れてゐ る。 やがて それ, ^提げ、 片手に 斑，^ もって 上手 

へ 去ろ G 

やや 間。 下手から 貧し 氣な 風.. J- した 父 (五十 四 五 歳) が 

出て 來て、 もの fj- 尊れ る 心で バ ラ クク, ^一  軒々 々峴さ 

ながら、 正面の 路 次の 中へ 去ろ。 上手から 娘が 洗濯物 

人れ た バケツ、 斑な ど,^ 投げて 出て 來て、 窓の 下の 

引に 通して 干す. - 正面の 路 次から 父が 出て 來ろ。 ふ 

と 娘，. J- 見ろ 0 娘む 父，， 見ろ。 同時 に、 

父 ぉ& お雪！ 

娘 ぁ& お父さん、 ：：： まあ！ 

父 (喜し さう に) 矢張りお 前 だつ たんだな〕 

娘 まあお 父さん。 (涙が 出る) よくね え！ 

父 こ、 にゐ るの か。 さ， つか、 それや まあ 何より だ。 達者 

で 何よりだった。 

娘 お父さん もよ くねえ。 今何處 に？ 

父 ft^ の 方に ゐ るよ。 なにね、 蜜 はきの ふ 越 前 堀まで 用 

達に 行ったら、 途中で あの 山 田の 息- ナ さんね、 あの 新 太 

郎 さん、 あの人に 逢って * この 近處 でお 前によ く 似た 人 
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れ SIJ ろ 或 


父 娘 父 娘 父お 


父 娘 父 娘 父 娘 父 娘 父 頃 父 娘  父 娘 父 


を 見かけた と 云 ふから 若し やさ うぢ やない かと 思って， 

出かけて 来たの さ。 

あらさう、 兄さん も 矢 張 無事で …… ？ 

兄さん は 矢っ張り …… 駄目ら しいね。 

え、 駄目？ まだ 分らな いの？ 

うむ、 まだ 分らない！ 

お父さん、 その後、 あっちへ 行って？ 月 島へ？ 

うむ、 兄さん かお 前 かに 逢 ふかと 思って ね、 先のう ち 

はよ く 行って 見た けれど、 近處で 訊いても 一向お 前 等 を 

見かけた 人 もない ので、 この頃 はもう …… 。 

娘 私、 お父さん は 兄さんと 一緒に ゐ るとば かり 思って ゐ 

たのよ 0 

父 中 々どうして。 

娘 月 島へ も 二三 度 行って 見た けど， まだ その 頃 は 何もな 

くって、 誰に も 逢 はない し、 尋ね やうが な いんで ：： 。 

父 さう だったらう とも〕 で •、 お前 はいつ から 此處 に來て 

ゐ るの だい？ 

娘 (濟 まな：， 心で) 間もなくでした。 

父 さう か。 それ はま あよかった。 それに 此處の バラック 

は、 よそより 大 へん 丁寧に 出来て ゐる やう だね。 これな 

ら装中 さう 窓く もなかつ たらう ？ 

娘 え、、 日當 りがい 、から。 


どこ だい？ この 奥 かい。 

い、 え >  これ。 (指す) 

これ かい、 ふうん、 これ やい、。 これ ぢ やお 曰 樣をひ 

とりで 占領して ゐる やうな もの だ。 うん、 これ や 暖かで 

い、 I  ふうん、 さう かい。 

まあ どうか。 (案內 しよ、 つと すろ) 

いやい 、よ。 先き に それ を 千して 了 ふとい、。 どうせ 

私 は 用の ない 體 だから。 

え、、 でも まあ …… 0 

い V か ら 早く 片付け ておし まひ。 立って ゐ たって 話 は 

出来る。 

(態度に 表情が あって、 男物の 拾，^ 干す〕 

(感付く。 や、 間) 誰かと 一緒に ゐる のかい。 

 to 

…： 何 をして ゐる人 だい。 

…； 印刷所に 出て ゐ るんで す。 

印刷 2K? 職人さん だね。 


二人き りかい。 誰か その 人の 身より でも 一緒に ゐ るの 

かい。 

娘 い、 え、 誰も。 

父 ぢゃ 二人き りか。 ふうん- それなら まあ 氣樂 でい k が 


れ別 ろ 或 


老 主人 

る 母 人夫 


娘 (洗 滞 物，^ 干し 終ろ) お父さん は 麻布の 何 處にゐ る 

の？ 

父 矢張り バラック さ。 

娘 ひとりで？ 

父 あ X ひとり だと も！ 

娘 それ ぢゃ此 處へ來 ると い、 わ。 六疊 一間 だけれ ど， 三 

人位 は， M られ てよ。 

父 うむ、 W 話に なっても い、 ね。 外に 厄介な 人 さへ なけ 

れゃ。 

娘 誰も ゐ やしない わ。 それに 畫間は 私 ひとりき りなんだ 

から。 

父 だが ご 亭主さん が 承知して くれ、 やい、 が ：：• 0 

娘  。 (^. ^赤く すろ) 

父 元から 知り 含 ひの 人 かい？ 

娘 い 、え。 

父 ー體 いっから 一緒にな つたの だね？ 

0 あれから 間もなく …… 0 

父 何.！ で？ 

.m …… 何處 で、 と 云 ふこと もない けれど、 一緒に 避難し 

てゐて …… 。 

父 全體 お前 達 あの 時、 どっちへ 逃げた の だい？ たしか 


あ の 靈岸橋 の近處 では ぐれて 了つ た ん だが。 

娘 おもてに を かしい わ。 家へ 人り ませう" 

父 さう か。 ぢゃ まあ …… 0  (娘.， -共 に 去ろ) 

(や 、間。) 

(下手の バ ラ ッ ク から 主人が 半身, を 出す 0) 

主人 葬儀屋さん、 お待ち 遠う さま！ 

(葬儀 人夫 立って、 下手の パランクの 中に 入ろ。 やが 

て見繁 らしい 棺桶，^ か つお 、ャ Z す。 うしろ LL 主人と 男の 

子、 老母 出て 來 ろ。) 

甲 (主人に) 染 井でした ね？ 

あ \ さう 0 

(軒下 LL 立 つ て、 合挲 しながら 南無 阿彌 陀佛， ^低唱す 

) 

(人夫 あらためて 肩，^ 入れて 立つ。 下手- IL 去ろ 0 主人 

と 男の子、 無言の ま、 その あと Li 從 ふ。 老母 つと 见 

送ろ 0 や 、 間。 ちょいと 眼 拭いて 家の 中に 入ろ 0) 

(や.、 間。 父 憂鬱に. 出て 來ろ。 娘、 迫って 出て 來ろ。 ：} 

娘 わえ お父さん * どうしたの？ どうして さう 急に …… 

父 な あに 氣に する こと はない よ。 會 はない 前の こと を 思 

へば 何でもない から リ 

娘 でも どうして 此 處へ來 るの がいやな の？ 

父 いや ぢ やない がね。 結構 だと は 思 ふが。 
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れ 別る 或 


娘 父 娘  父 娘 父 娘 父 


娘 それなら 來る ことにし たらい 、ぢ やありません か。 來 

て 下さいよ。 ねえ。 

父 うむ、 だから さうな ると、 矢張り それだけ お前が 餘計 

苦勞 しな けれ やならない。 

娘 しゃしな いわ， ちっとも，. 

父 さう は 行かない よ。 矢張り 別にな つて ゐた 方が お 互に 

氣樂 でい 、よ。 

娘 お父さんが さうなら 仕方がない けれど >  私の 方 はちつ 

とも かま はない のよ。 

父 うむ， 有難う！ どっちみ ち 一人 身 だから 世話になる 

やう だ つ たら い つで も 直ぐ 來られ る。 (下手 の 家，^ 指し 

て 低 錄に) こ k では 誰か 亡くなつ たんだね？ 

娘 え \、 おかみさん。 

父 ふうん， 氣の 毒な！ 病氣 でかえ？ 

娘 え X  、 ぉ產の あとが 惡 るく つ てね。 

父 ふ 5 ん、 もれ や-, (^o こんな バラックで 病ら つて は、 

さぞ 心細かった こと だら う。 可哀 さう に。 •：：• お前 も體 

を氣を 付けな よ。 え、 不養生 をし ちゃ 駄目 だせ。 

娘 ぇ&。 ：：： ねえお 父さん、 もう 直きお 正午 だから、 ご 

飯 を 食べ て ゆっくりして. ij;: つたら どう？ 

父 うむ、 いや、 朝のお まん ま を 食べて 直ぐ 出て 來た. -だ 

から、 まだ 欲しくない。 又 この 次ぎ 來た 時に よばれよ 


う！ 

娘 さう。 ぢゃ …… (帶の 問から 财 布，^ 出して) これでお 

養麥 でも 食べ て 行つ てドさ い。 (欲 |5 ん」 一 枚 出す) 

い  >- よ、 い  >- よ * そんな。 

でも 折角 出したん だから。 少ない けれど。 

さう かい。 C 受取って) やまない な。 

本當 にお 父さん、 こっち ほいつで もい k んで すよ 。だ 

か ら氣 が.，： 1: い た ら 直ぐ 越 して ゐ らっしゃ いな。 

うむ、 世話になる やう だったら 來る けれど * まあ 丈夫 

でゐ るう ち は 成る ベ く 介 を かけまい よ。 …… ぢ ゃ又來 

るから。 …… 體を氣 を 付けな よ。 (行きかけろ) 

兄さんの 居處が 分ったら 直ぐ 知らして 下さ い。 

うむ。 (立 止って) 多分もう 駄目 だら うと 2 亇 つか。 

そんな こと ある もんです か。 きっと 足に まか 4J て可處 

か 遠くへ 逃げて 行って ゐる のよ。 そのうちに きっと 歸っ 

て來 る！ 

父 ふん、 歸 つて 来る としたら、 何處 からか 女で も 引つ ば 

つ て 来る だら う。 

娘  D 

父 …； やっと 娘 一人 を 探し あてた と 思へば-人の ものに 

なって ゐ るし …… 。 それや さう とお 前、 今日 私の 來 たこ 

と を 云 ふの かい、 ご 亭主に。 


I  ！  g リ ち 1.1 


r)07 


父^^ 娘 


(H、 あか c,^ 照る。) 

—幕 11 

(大正 十三 年 五 H 作) 


え， ご亭、 さんに、 さう 云 ふかい？ 

•: ムっ ちゃい けない の？  一 

どうと も， ij れゃ お前の 勝^た が、 しかし：^ 介になる な i 

んて云 ふこと は；； ム はない がい、 ぜ。 まだ 俺 だって 樂に 一 一 

人で やって 行け るんだ から。  一 

.m  (悄沈 L て) え、 0  " 

父 お前 達の^ Si になら なくった つて、 ま， たこれ でも 立派 一 

にやって 行ける よ。 ぢゃ 行か，^。 大 じに しなよ。 (下手 

へ 行く) 

¥ お父さん、 お父さんの 處は 何處？ 番地 は？ 

： 人 今并町 だよ」  一二 井さん の 敷う ちで ね，」 そこの バラ ッ 

ク第 x:!^ と.： ム ふんだ。  一 

m ぢ やそこへ 郵便 を 出せば： i くの ね。 さう、 有難.. つ。 

父  ひ (むきかける) 

0 お父さん. そこまで 经り ませう 0 

父 なにい 、よ。 家が 不用心 だ。 

お でも …… 八ム の 出口まで 行き ませう。  」 

父 い 11 よ • い、 よ 。かま はないで い 、よ。 

(二人 下手へ 去ろ ソ 

广\ れ，： TT! ひ に 下手 の バ ラ-ン "か ら 老母-か 出て 來 て , llj 

のお 中 礼 fj- はがし、 T 寧 LL^  、んで 懐スに 入れろ 0〕 . 
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m,  ！ いなけ 書 、あ i 


め 


け 
な 


彼 


妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 


だく：； ど 駄だ駄 ゆ； ；面 散； ごさ 
つ だ：； う 目つ 目う；； 倒 歩： らう 


彼 妻 彼 妻 彼 


嬰 妻 彼 


…… 天氣 のせ ゐ だな。 

こんなにい、 お；  大氣 だのに？ 

よす ぎていけ ない。 

明るす ぎる の？ 

 0 

さう むきにな つ て考 へたつ て 駄目よ。 少し 氣を換 へ て 

ごらんなさい。 

散歩で もして ゐ らしたら？ しばらく。 

■  ;.g 倒く さ い！ 

 0 

…… 今から かう 行きつ まる や うぢ や 仕樣がない な ァ！ 

ゆうべ 私の 話して 上げた テ ー マ、 あれ 駄目？ 

駄目 さ  >  あんな もの。 

だって 面白がって ゐたぢ やありません か 。あんなに。 

駄目 だよ。 

どうして？ 

 0  . 

…： 書け ない のね。 むづ かしい の？ 

くだらな いよ、 あんな テ.' マ。 

だって ほかになければ、 あれで 間に合 はして おきな さ 


春の 日。 

山の手 11 彼の 家。 

書齋と 茶の間と 並んだ 二た 部 室。 前 は 小さな 庭。 

彼 0 一一 十 歳 位〕 緣 側の 柱に 凭れて， 考へ 込んで ゐろ。 

妻 (二十 二 一 一一 歳〕 茶の間で 裁縫，^ して ゐろ。 モの傍 に 嬰 

兒が 寢てゐ ろ。 

よく 晴れて ゐる 0 

や 、永き 間。 

 をかし ぃ！ 

(ちょ ぃと額，^-上げる。 直ぐ 又、 針， < 運ぶ) 

…… どうも へんだ！ 

何を獨 りごと 云って ゐ るの？ 

ちっとも 閃めいて 來 ない！ 


劇作家 

兒 


彼 H  ！ぃな は 書 ^？. 1 


妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 


お 彼 お 彼 彼 ^ 彼 yj; 彼 彼 彼 彼 ^ 彼 


うむ。 

どうし て さう 違 ふの？ 書け たり 書け なか つたり。 

それや 頭の 調子に よるの さ，、 

神經 衰弱で も 頭の い \ 時 も あろの？ 

ある さ。 輕 いやつなら か へ つて 病的に 冴える ね。 

ふうん。 ：：： ぢゃ この頃、 重くな つたの か 知ら。 そん 

なに 書け な いのは。 


自分で 氣が 付かない？ 

うむ。 

何か藥 はない の？ -神經 衰弱の。 

ある もんか。 馬鹿！ 

どうし て？ 

どうして つたって、 神經 衰弱 や ヒス テリ ー に藥が あつ 

てた まる もの か 0 

たまる もの かって、 なければ 餘計 たまらな いぢ やない 

の- 

な  いんだよ。  うるせ えな！ 

；… 頭の 藥ぢゃ 駄目な の？ 

何 だい、 頭の 藥 つて？ 

よく ある ぢ やありません か。 そら、 健腦 丸と か 何と. 

つて、 腦の藥 が。 


いよ。 

彼 いや だよ。 あんな 馬鹿々々 しい もの。 …… 第一、 おれ 

の畑ぢ やない。 

畑が 違 ふと、 矢張り 書きに くいで せう ね。 

そんな ことない ょリ 

むづ かしいで せう？ 

う、 む 0 

でも.^ 心の もの は出來 ない わ」 

出來 ると も。 

ぢゃ窨 いたら？ …… あれ を。 ゆうべの を。 

いや だよ。 

ほら ご g:- なさい 。矢張り 寄け ない んぢ やありません か C 

くだら わえ。 何 だ， あんな もの！ 

…； あなた は 病 氧 なのよ。 きっと！ 

病 氣？ 

え 

？ W けない のが 病氣 か。 

い きえ、 氣 だから 書け ない のよ。 神經衰 ぢ やない？ 

さう だよ 0 

さう でせ う。 

さう さ。 おれの 祌經 衰弱 はしょつ ちゅう だ。 

でも すら/ \ と 書け る 時 も あるの，； この間の やうに 0 
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m  ！ いなけ— き 、あ 1 


ま： 彼 妻 彼： 发彼 * 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 * 彼 


妻 彼 妻 彼 妻 彼^ 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼；:^ 


馬鹿！ 

駄 目？ あれ。 

…； 呆れた やった な！ 

駄目な の？ あ 仝 K ふ藥 は？ 

昔から よく 云 ふね。 馬鹿につ ける 藥 はない つて。 

え \、 それと おんな じ？ 

冗談 云 ふな！ 


馬鹿につ ける 藥が あれば、 お前に つけて やりたい つて 

云 ふ 話さ。 


馬鹿と 神經 衰弱に 藥 はねえ リ 

まだ ある わよ。 

何が？ 

そら あれ！ 

何 だい、 あれって。 

そら、 何とかで 草 渾の揚 でもって、 St にある ぢ やない 

の- 

彼 あ 、惚れた 病 ひか。 成 sr …； 惚れた 病 は 癒り やせぬ、 

つ てな。 

^ あれに も藥 がない わ) 

彼 ふ  > -ん、 違えね え！ 


…… 。 (考へ 込む) 

まだ ある だら 5。 …； もうない かな 0, 


馬鹿 AT 神經 衰弱と、 戀 愛と、 …… それから。 

默 つて！ 

何 だい。 

ちょいと 默 つて &。 

誰か 来たの か。 

…… 0  (考 へて ゐろ) 

おい、 何 だよ。 

(で 間。) 

あ \ 考 へた！ 

何 を？ 

素敵な テ， 'マ！  . 

また 始め やが つた！ 

こんど は 喜劇よ ゥ 

どう せ 喜劇 さ 。 お 前 の考 へる テ I マな ら 0 

ねえ、 かう 云 ふの よ。 

よせよ。 くだらね えこと を。 

くだらなく はない ことよ。 ねえ * ある 若い 夫お が ある 

の 0 

彼 きまって やが る！  ^；は文學者なんだらぅ。 


mi に' たけ: » 


彼お 彼 彼 (iii 


妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 お 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 ： お 


^ 文 ゆ 者で も 何でもい >• けれど。 さう ね • 矢張り 文學者 

の 方が 効 sl^ はあって ね。 

卞： 意 氣；； ム ふない！ 

するとね、 その 夫 は祌經 衰弱な の。 よくって-/ 

よか ァね えよ、 ちっとも。 

まァ さ" それでね。 

W„K は 馬鹿 か。 

あら- よく 知って ゐる わね。 

それや 知って ゐる さ。 

お 光き 廻りし ちゃ 駄 ほよ。 默 つて 聽 いで ゐ なけれ ゃァ。 

彼 …… 。 

^ ところがね、 ある 時、 喧啼 をす るの、 二人が。 

彼 夫 SL=1 噪の 芝居なん かもう 古い。 駄目 だ。 

^ でも 喧 囁し なけれ ゃテ —マに ならない のよ。 

彼 だからお 前の テ I マ はいつ も くだらね えって 云 ふんだ 

よ 0 

せ でも その あとが 面白い のよ。 鬼に 角、 まあ 喧嘩 をす る 

でせ う.。 

^  . りむ、 する 0 

お してから ね。 あ、 その 前に 云って おくの は、 この 二人 

は， H 出 結婚な のよ。 

彼 ますく  くだらね え！ 自由結婚 なんて、 現代の 言 紫 


ぢ やない。 

でもよ 0 

でもよ つたって。 

まあ 默 つてお 聽 きなさい よ。 …： 分った でせ う？ 

何が？ 

その …… 結婚が。 

あ k 自由結婚 か。 うむ- つまり おれ 達見たい のさ。 

そこまで 云 はなくたって い X ことよ. - 

. 云った つてい 、やな。 

鬼に 角， 愛し 合って 夫婦に なった のよ。 

憎み 合って、 なるやつ が あるか リ 

うるさい のね。 一 々。 

それから どうし たんだい？ 

だからね つ だから 喧唪 をした あとで、 考へ るの。 

うむ、 一緒になら なければ よかった つて か。 

そんな こと ぢ やない のよ。 

ぢ やどん な こと 

つまり 夫が 神經 衰弱で せう。 

うむ。 

妻が 馬鹿で せう。 

うむ。 

それで …… つまり 戀愛 病に 躍つ 結婚し たんで せう > 


0!2 


彼 1 に 、なけ 窨 S あ 1 


彼 妻 彼 


彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 


うむ。 

そして その どれに もっける 藥が な い で せ 5。 

5 む。 

だから この 三つ の 藥がぁ つ たら * 自分 達 はもつ と 幸福 

だら う、 と 思 ふの よ。 

彼 誰が？ 

0 誰でもい、 の 。でも まあ 矢張り 夫で せう ね。 

彼 ふうん、 何だか 三 題 新 見たい だな" 

妻 面白いで せう？ 

彼 (まだよ く 頭- IL 入らない らしく) 面白く ねえな あ！ 

0 い k 喜劇よ。 

彼 ならね えな ァ！ 喜劇なん， かに" 

0 なる わよ- うまく さへ 書けば 立派な 喜劇 だ わ。 

彼 (さう らしく も考 へろ) .：：. ， - 

妻 どう？ お書きな さいよ。 それ を。 

彼 …… うむ。 

妻 ね。 

彼 うむ。 

妻 さ、 早く！ 

彼 まあ 待てよ。 

妻 でもぐ づ ぐして ゐれゃ 又い やにな つち まふ わ。 

彼 大丈夫 だ！ 


あなた は それが いけな い の よ。 直ぐ やらない から。 

少し 考へ なけれ や 駄目 だ" 

ぢゃ 机へ 行って- ぉ考 へなさい。 

うむ。 

そんな 處で考 へて ゐた つ て， 纏まり やしないから。 

うむ。 

さァ 0 

うむ。 

さあ 早くお 立ちな さいよ。 

うるせ えな。 ちっと 默 つて ゐろ！ 


(嬰兒 が 泣.. V /出 マノ 

(抱き上げて 乳,^ の まぜる。 牽 まれて まだ I と 月 位し か 

經 つてなない。 直さ 泣 さやむ〕 

r  、 

(-ち つ と考 へて ゐろ ン 

(や 、間。) 

まだ 考へ 付かない？ 


(嬰兒 抱いて、 緣 ULL 立って 來る) 

 むづ かしい な ァ！ 

難 かしい か 知ら。 

むづ かしい さ。 喧唪 がむ づ かしい や。 


m  ！ いなけ iir  、  ht 


妻 彼 彼 彼お 彼 彼 jiMiJi お 彼 彼^ 彼せ 


彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 


喧嘩の たね を考へ ついて？ 

まだ i -。 そいつが 屮々 …… 0 

何 かい  >- たね はない か 知ら。 

喧 ffi- つて 云 ふやつ は、 どうも 古く さいから なァ ー 


でも …； 割に？.： S き ぃテ ー マで せう？ 

書き 易く はない よ。 ちっとも。 

だって 「私 戯曲」 ぢ やありません か。 自分 を 書けば い 

いんです もの。 

だからむ づ かしい の だ。 …… 「私 小說」 なら 鐸 はない 

がな 0 

さう か 知ら。 


…… さう ね。 ドラ マ だからな。 

(ふと 嬰兒, 屮兑ろ 0 や > -^〕 立ち上って) ちょいと 貸 

して 見な。 

抱く の？ 

(g>c 兒，^ 抱きと る) 

大丈夫？ 落しち ゃ大 へんよ。 

ふ乂、  \  o 輕 いもんだ な あ！ 

でも 曰 ましに 口 方が ついて 來る ものね。 おそろしい 位 


よ。 

；… 。 广 嬰兒 の瓿. ^見て ゐろ) 

だん/ \重 くなる わ。 

輕く なったら こと だ。 


おい。 

え？ 

ー體 これ は 起きて ゐる のか。 寢てゐ るの か。 

寢てゐ るの よ。 眼 をつ ぶって ゐるぢ やありません か U 

眠 をつ ぶって ゐれゃ 寢てゐ るの か。 

きまって ゐるぢ やありません か。 

ふうん。 

眼 をつ ぶって 起きて ゐる ものが ある もんです か C 

ぢ やしよ つちゅう 寢てゐ るんだ な。 

さう でもない わ G 

でも 眼 を あいて ゐる ところ を、 おれ は 見た ことが ねえ- 

まさか。 盲目 ぢゃ あるまい し." 

いや、 本當 だよ。 …… 大きい か、 小さい か。 

何が？ 

こいつの 眼 さ." 

さう わ。 まあ 大きい 方ね。 どっち かって 云へば。 

ふうん、 ぢゃ お前に？ S たんだな。 


彼 L し、 なけ #  、  hi 


妻 彼 妻 彼 妻. 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 ま： 彼 妻 彼 妻 彼 


妻 彼' 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼^ 彼 


妻 口元 は あなた， てつく りよ。 

彼 さう か 0 

妻： (嬰 兒の 額， ^指しながら) この 頓の ところから、 耳の 

恰好まで あなた， でつくり だ わ。 . 

嘘つき や がれ！ 

あら 本當 よ.。 訊いて ごらんな さ い 。 

誰に？ 赤ん坊に か。 

みんなが さう 云 ふわ。 似て るって！ 

似て ゐて仕 合せよ。 似て ゐ なかった ら、 喧嘩の もと だ。 

冗談の けて 本當 に似て ゐ るの よ。 あなたに。 

もう 分った よ。 

矢張り 男 だから だ わね" 


でも 不思議な ものね。 親子なん て。 

たしかに おれの 子 だよ。 安心し ろ！ 

あらい や だ！ 馬鹿にし てる わ！ 

だって あんま り 念 を 押す からよ。 

うそよ！ た V の 話よ。 

それに しちや ァ 丁寧す ぎら ァ J 


よく 寢てゐ る わ- 


寢る 方が い、 ん です つてね。 これ 位の 時分 は。 


ぉヒ 

え？ 

ボ ー ンと 放って 見よう か。 

何 を？ 

こいつ を。 

何處 へ？ 

さう だね。 まあ この 庭へ でも。 

(鼓 色 ー屮變 へて、 慌て、 嬰 JO? ん」 抱 さとろ) 

いやか e 

ちょいと やって！^ たいんだ がな。 ボ ー ンと ー 

(怖ス しげに 彼，^ 見ろ) 

いやかね。 お前。 

本當 に 神 11 衰弱 だ わ。 あな た ！ 


ひどい 神經 衰弱 だ わ！ 


あ、 こ はい！ (嬰 JD?,^ 抱い 一」 身慄 ひすろ) 


妻 彼 妻       妻 彼 妻 彼^ 彼 m      妻 彼 妻 彼 妻 


彼 (炎^に 緣 側へ 坐り込む， } 

(や -110ン 

(玄 親の 方で ふ聲. かすろ 0 

せ (嬰 兒，^ 抱いた ま 、立ち. r! つて) 誰でも 斷 ります よ。 

留守 だつ て。 


ス い、 でせ う". 

彼 、「む 0 

.^  (去ろ) 

(や、,) 

ハ^、 出て 來ろ 0) 

^ 他 促よ。 出 來てゐ る だけ ドさ いって • 

彼 世界：^ か。  ， 

彼 …… 0 

0 どう 云 ひませ う？ 

^ あしたの 午前中に 速達で. さるって。 

W あしたの 午^? 人 丈夫？ 

彼 うむ， 

¥ 寄 けて？ 

彼 書け るから：^ 1 ろん ぢ やない か。 書け ない ものが やれる 

か 0 1! 


だ か ら をれ までに 霱 けて、 と 訊く のよ 

お前が 雜；！ i 社 か。 


さう 云って 歸せ！ 

(默 つて 去る) 

(や あ。. ：} 

s» 出て 來 る。) 

出 來てゐ る だけ 戴いて 行く つ て、 動かない のよ- 


ねえ。 

…… 今、 これ を 持って行かれて は 困る から， あした 一 

緒に 遼 るって 云へ！ 

ふ、 、&。 どれ を 持って行かれて は 困る の？ 

…… 殿る ぞ！ 貴 樣！ 

(急 いで 去ろ) 

(や 

(妻、 出て 來 ろ。) 

もう 一軒 行って、 歸 りに 寄ります が、 それまでに" 

(大喝) 馬鹿！ (す；：./ \ 去ろ ソ 

(： 水れ て 見送ろ) 

(や 、間。 リ 

(彼， 出て 來て * 直ぐ 甞齋の 机の 前に 坐る。) 
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m  ！ いおけ 書 、あ n 


彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 


妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼賓： 彼 妻 彼 妻 彼 


(嬰 兒.^ 寢 かせて、 裁縫.^ 始めろ〕 

おい、 茶 を いれろ！ 

はい、 珈 球に しませう か リ 


た J ^のでよ-こざんす 力 


(立って、 火鉢の 傍に 行く) あ. -ぬ るい I  (火 vJ< 起し 

などす る) 

「メ ン，^ 持って. 少し 書き出し 4.1 が、 直ぐつ かへ て考へ 

込む〕 や、 間。 立ち上って 緣 側へ 出る) 

(珈琲の 支度， かしながら、 時々 不安 氣に 彼の 方 ^見る) 

(緣 側， せ 行った リ來 たりす ろ。 時々 嬰 兒の方 1^ 見ろ) 

(や AO) 

(珈琲，^ いれる) はいり ましたよ。 珈琲 0 


あっちで 上る でせ う？ (机の 上へ 持って行く) 

(無 一一： n のま  >- 歩き 綾け ろ。 次第-,, 1?!- 昔が 高く 急速に な 

ろ) 

妻 (裁^.^ 始めながら) 靜 かにして 下さいよ。 坊やが 寢 

てるんだ から。 


(かま はす 歩く) 

そこで さう チラ， されち や 困つ ちま ふ I 


ねえ、 あなた。 

何. た？ 

向 ふへ 行って 下さいよ" 机の 方へ 


さめち まひます よ。 珈珠 が- 


折角よ く 入った のに。 

おい！ 

何です？ 

そいつ を つれて、 お前 何處 かへ 行って くれない か 

え？ 

何です つて？ 

氣 になって 仕樣がない！ 

何が 氣 になる の？ 

赤ん坊が よ。 

まあ！ 

ボ ー ン とやって 見た いんだ！ 

まだ そんな こと を！ 


彼! L  ！ぃ なけ 害 ゝ hi 
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彼 妻 彼       妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 妻 彼 


彼 …… 0  (.ちっと嬰；：3,^眺めろ) 

^  00? いで 抱 さ 上げろ) 

彼 (矢- 张リ gj^a?,^ 見^め ズゐ る) 

妻 (恐ろしげ LL§i* 兒.^ 抱 さしめ て， 奐へ 行- V 、かけろ) 

彼 おい、 何 處へ行 くんだ？ 

^ 何 處へも 行きません。 

彼 ならこ、 にゐ ろ！ 

0 …… 。 

彼 ちょいと 抱かして 見ろ、 おれに。 

^ いやです： 

彼 まァ 抱かせろ！ 

0 いやです よ。 

彼 …… ボ ー ン とやら ないから 貸せ。 

0 いけません！ 

彼 貸せと 云 ふのに！ (近寄ろ) 

0 いやで，^ 3! いけません！ 

彼 それ はおれの だ" おれに 返せ！ 

^ 何 を 云って ゐ るんで す、 あなた は。 

彼 おれの 子供 だ。 おれに くれ！ 

^    0 

彼 さ、 よこせ！ ( つ . ^寄ろ) 

^  (逃げろ やう- IL 行 さかけ る) 


待て！ (妻の 一 屑 つかまへ ろ) 

あなた！ (ふリ 放す〕 

何處へ行くんだ？ 

(颜色.^-^5へ、 必死に) 坐って 下さい、 坐って。 

坐って どうす るんだ？ 

落 付いて 下さい。 

落 付け？ 

氣を靜 めて 下さい！ 

おれ は氣 違ひぢ やない ぞ I 

ー體 どうし たんです？ どうして そんな 急に へんな こ 

と を"  、 

何が へんだ？ 何もへ んぢ やない！ 

さ、 坐り ませう „> ね、 坐って お話し ませう。 (坐ろ。 

や； 一 端 LL 嬰兒が 泣き出す。 再び 立って ゆすぶる。 中々 泣き 

やまな い) 

おれが 默 らして やらう。 貸して ごらん。 

(坐って、 嬰兒に 乳.^ のませる。 泣き やむ) 

5 しろ 、 、 、 

(妻の 背後に-ちつ，， J 立って、 見下ろし ズゐ る) 

(彼の 樣子. か 隙 も あらば 嬰兒 vJ- 奪 ひ 取らう として ゐる 

やう-,: 感じて) あな た、 後生 だ から あっちへ 行って 下さ 

い。 机の 方 ヘリ 

彼 何故 こ &にゐ てはいけ な いんだ？ 
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彼 L  ！ぃ なけ: ま 二  、 あ 1 


彼 妻 彼 彼 妻 彼 妻 彼 妻彼獎 


何故で も ：： 。 

そいつ は を かしい な。 

(半分 泣きながら〕 私、 こ はい！ 

こ はい？ 

こ はい！ あっちへ 行って！ あっちへ！ 


(抉で 額， か 被って、 しく/^ 泣く) 

…… おれ もこ はい！ (急いで 緣 側へ 出ろ ソ 

(や  >- 間。) 

おい a 


その 赤ん坊 を おれの 眼に つかない 處へ しまって くれ！ 

早く …… ($i く) おい！ 

11 幕 —— 

(大正 十三 年 十  一 IH 作) 


坂 
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# 坂 (1 g 


澤  市 

お  里 

A づ i 

その 稚兒 

15!^ 坂 寺の ほとり。 彼等の すま ひ 

;% の 日。 夕 ぐれ 

ぉ胡.かしかけてゐた裁雜1^?片付けてから、 あた リ yj-lw 

出しな どして ゐ ると、 .3«か して あろ 稚 子が 眼,^ さえ 

して 泣く。 

お ffi おや， おつきし たの？ よしく〕 今 直ぐ …… ゥ ち 

よいと 待って 下さいね。 (片付け 終って 坐リ ながら) さ 


ァ いらっしゃい。 (稚兒 vJ* 抱 さ 上げて 乳 1^ のます) 

稚 Z=?  (f^ き やむ) 

お (称兒 の 撫でながら) おつむが こんなに 伸びて 

。あした ねんね して ゐる 時に， 剃って 上げ ませう ね。 

(や >-s 

C 探 市が^ でさぐ y な-から 外から 4» って來 る。 Is^ 


ん 盲目で あろ。 稳麗 LL 剃った 頭からな ま/ \ しい 血が 

少し 垂れて ゐろ 0) 

澤市 (門口から) お 里。 

お 里 あ > -ぉ歸 りなさい ひ 

渾市  こ 

お 里 今日は ゐ なかった やうです ね。 

揮 市 何が？ 

お S あのい つも K える 犬が。 

市 あ 、犬 か。 うむ、 犬はゐ なかった けれど …… 。 (上 

が る) 

お ffl …… どうかし たのです か。 

澤市 頭 を 少し …… 。 

お 里 頭 を"  あら 血が 出て ゐ ますよ。 どうし たので 

す？ 

澤市 あの 坂の下で 蹴つ まづ いてね。 

お 里 あぶない！ 一  紙で 血.^ 拭いて やろ) 

澤市 よろ けた はずみに 樹の 枝で ひっかいた のさ。 

お 里 まあ！ 痛 さう だ。 何 か …； 

澤市 もう 血 はと まって ゐる だら う？ 

お 里 え、， とまって はゐ ます けれどね。 何 か 膏藥を …… 。 

澤市 血 さへ とまれば い X よ。 

お raf でも …； 0  (立って、 戶 棚の 中.^ 探しな-から) 痛む 
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坂: *： 


でせ う？ まだ。 

澤市 うむ、 けれど これ 位 は 仕樣がない。 

お 里 ありました。 (膏 藥，^ 出して 來て) さ、 これ を 貼つ 

てお きませ う。 

澤市 (默 つて 頭.^ 突き出す 〕 

お M かなり 大きい 傷です よ。 (白い 四角な 膏藥， ^貼ろ) 

揮 市 (膏 藥.^ おさへ ながら) さ 5 かい。 

お 里 …… 觀昔 さまのお 婆さん は 今日は 出て ゐ ました か。 

渾巿 茶み せの かい？ 

お 里 え > -。 

澤市 さあ、 どうだった かな。 

聲を かけませんでした か。 

澤巿 うむ。 

お S では まだ 休んで ゐる のか 知ら。 

澤市 病氣 ださう ではない か。 

お 里 え、。 ：：： ひとりで 不自由 だら うに。 

0^   。 

お 里  さ 、坊や， もうい、 でせ う。 

澤市 ^だ、 起きて ゐる のか、 坊は？ 

お 里 母さん ご用が あるの。 

澤市 わたしが お 守して ゐて やらう。 どれ、 お出し。 (手 

出す) 


お Eli 寢 かしてお きませ う。 直き だから。 (乳 最，^ 離して 

寢か V ろ) 

稚兒 (泣く) 

お a あら 又！ 

澤市 よしく、 おいで 。父さんが だっこして 上げよう。 

みづご 

お 里 (稚兒 1 化 抱き上げながら) この頃 は惡ぃ 癖で、 橫に 

すると 直き 泣く の。 

澤市 さ、 父さん だ。 父さんの とこへ おいで リ 

お S  (稚 兒，^ 渡す 〕 

澤市 (抱きと つて) あ 、来た かく。 う. 1 よしく。 

お 現 坐って ゐて 下さいよ" あぶない から。 

澤市 (半分 は稚 a, 化 もやしながら) あ 、い i ともく。 

お ffl 父さんのお 守 は あぶなく つて、 眼が はなせない。 (典 

へ 去ろ〕 

澤市 …… 坊や はい k 子. たねんね しな ァ、 坊やのお 守 は ど 

こへ いた ァ、 あの 山越ォ えて 里へ …… 0 

稚兒 (むハ かろ) 

澤市 お V さう か。 いやか、 よし/、、、 では 高い/ 、して 

みづご 

やらう。 (稚 a.* 高く 差し上げて) ほゥら 高い く。 高 

い 高い。、 

(お 里が 千し 物 fs- 取 込んで， か、 へて 出て 來 る。) 

澤布 高い く。 坊は 高い なァ！ 


坂 を 
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i'S お m お 5T; お 


お 稚 澤 お 澤 お 稚 


おが あら！ 又 そんな 手 あらな こと を！ 

^^巿 坊は 高い ぞ！ そら 父さんよりも 一；2 い。 

お ffl よして 下さい、 あぶない から。 

渾市 あぶない もの か、 なァ 坊や。 

お いけませんよ。 手が すべったら おっこちる ぢゃ あり 

ません か。 坊やが。 

,ほ 市 (稚 兒,^ 下 LL おる して) やかましい 母さん だな。 

わ Si お 守して 下さるなら、 坐って ぢ つと 抱いて ゐ なけれ 

ば駄 口 です よ。 

市 ぢっ として ゐ ると 退屈して >  K き 泣く の だよ。 

お a! (洗淞 物ん <た 、みながら) そしたら 膝の 上で、 靜か 

に ゆすって やれば …… 0 

？ i 市 かう かい。 (あぐらの 間に 入れて、 稚兒 の兩脇 お 

さへ ながら はす まぜろ) よい-/, \- よいと。 

m まあ そんな。 もっと 靜 かに。 

市 あ. - よい/、 くと。 どう だ， 坊や、 面白いだ らう。 

m なにが 面白い ものです か。 

市 面白い とも。 なァ 坊や。 あ \ よい /\ よいと。 

M あんまり さう すると 吐きます よ。 お g ^を。 

市 大丈夫 だ。 坊は强 いんだ 。あ \ よいよ い /.>。 あ > - 

よ い/,, -/,(\> と。 

稍 3?  (^- でたて、 笑 ふ)  一 


お Si なま くらな〕 笑って ゐ ますよ J 

渾市 さう か、 笑って ゐ るか。 ふ、、、 \  、。うれしい の 

だな。 あ- 1 よい/ \./\、 あ V よい./ \>/\- と， -- 

兒 (笑 ふ) 

ffi まあ あんなに …… 。 いやな 坊やつ 

市 笑って ゐる のかい？ 

M え、、 あら、 あんなに のど を 鳴らして よろ こんで …… 

市 あ よい/ \</,-,,,-、 あ、 よい /\/>\。 

兒 (笑 ひ續 けろ〕 

M もうい、 加減で やめない と， 又し やつく りが 出て、 

苦しい から" 

澤市 あ、 よい/ \-/(\.、 あ >t よい ，/\-/.\>。 (お MLL) 

笑って ゐ るかい？ 

お 里 え、、 父さんの 顏を 見ながら、 一 生 懸命に 笑つ て ；… 

、深 巿 え、 わたしの 顏を 見て …：. ？ さう か、 どんな 顏し 

て 笑って ゐ るの だい？ 

お m 可愛い 顏 して …… まあ あの 嬉し さうな 笑 ひやう …… 

澤市 さう かい、 そんなに うれし さうな 顔して …… 。 あ、 

よい//^ /(\0 あ X よい/. -./\ とり ねえお 里。 

お a.- え？ 

澤市 可愛い 顔と 云 ふの は  一 ST どんな 顏 なの だい？ 

お どんなと 云って …… 0 


坂载 


澤市 …； (稚兒 LL) 坊やに は 父さんの 顔が 分ろ の だな。 

え？ 見える の だね。  T  V  合せな 奴 だな- 

稀 tS" (むつ かる ン 

Si 市 お- 1 よし/ \ -。 では そら、 よい/、/、， あ、 よ， 

よ い，/,^ と 0 

11 幕 11 

(大 K 十 H 年  一 作) 


！スけ ft な' お 二 力- 


•'it  m  p'f  k 講 
Si* 

掌 ±  'f- 入 者 


、ゥ して 見る と、 何だか 大 へん 廣汎な 問題で、 若き 女性 全 1^ 

論の やうに も 受取れ ますが、 貲は 決して さう では ござ い 

ません 。た e 今 も 申し上げた 通り， 話の 屮心は 極く 一  小 部 

分の ことで、 三十 分 も ごしんぼう 下されば よろし いかと 

思 ひます。 (時計,^ 出して 見る〕 え  >-  そこで…； 近 

頃 は 文化と 云 ふ 言葉が 非常に 流行し て をり ます。 昔 は、 

明治 初年 頃に は 文明開化と. m. しまして、 これが 又大 へん 

はやった" 何でも 彼で も 文明開化、 文明開化で なければ 

夜 も 日 も 明けなかった ので ございます。 しかるに それが 

大正の 今日で は、 その 文明開化の 中二 字 を 捨て、、 文化 

と 云 ふ 言 紫に 縮まった。 矢張り これ も 一 つ は 時勢 G 推移 

で、 私の た 今の 演題の やうに、 忙 がしい 世の中に 長た 

らしい やつ は 不便 だ、 とい ふ 譯で、 文明開化 を 短縮して 文 

化と 變 形した ので あらう と 思 ひます。 勿.：. 1 意味 は 同 じこ 

とであります が、 成程 妙な もので、 文明開化と 云 ふと T 

髭の 明治 初 (ホ らしい 氣 がする し、 文化と 云 ふと ォ.' ルバ 

ックゃ 耳 かく し を 聯想 します。 そこで この 文化で す が、 

近 は 又 一 層、 文化々々 で、 たと へば 文化 生活、 文化 伟 

宅， 文化 食堂、 文化 燒、 これ は 今 川燒で …； 。，もれから 

文化 醫>  たしか そんなお 前の 束髮も ある さう で、 これ は 

皆 さまの 方が、 おく はしい 害と 思 ひます が、 斯樣に 町の 

吿樂 嫁みたい に * 何でも 彼で もブ ン 力/ \ ドン/ \ で 


r^i  0,^」：fE: けろ！  (f 幕) 


^«屮 の 人物 


サー^ 11 少し 右手^りに 「サ；^き^人へ」 と 演邀. ^書 い 

た 細^い 紙が， 抱 示^に 貼って あろ。 

!^51^1?が出^^來て、 ぉ辭 儀して か-り ボ. -ズ， ^とろ。 

者 さて 比. いさん。 今日は 「若き 婦人へ」 と 云 ふ 題 ほで 

お話しいた したいと 存じます。 本来なら ば 「早晩 起る ベ 

き 犯 S 非 上の 現象に 就て 若き 錨 人へ」 と， かう 申したい の 

であり ますが 1 それで は あまり 長過ぎ や、 こしい から、 

もっと 簡 おにして ぐれと いふ 一!H. 命：：？ からの 話な ので， で 

はよ ろしい やうに 頼む と 答へ ておいた 處、 た 今兑 ます 

と， 0" よいと お 示 权，^ 兑て〕 「若き 婦人へ」 となって 

をり ます。 これで も 別に 問 違つ て はやりません。 しかし か 


524 


！;^ け 付な， 氣ょ女 


夫 靑 夫靑夫  靑夫紳 
人 年- 人 年- る 人  年-人 士 


…… いえ、 しゃれで は ございません、 實 際の 話で …… 。 

ところが 最近、 つい 四 五日 前の ことで ございます。 私の 

友人の 一 人が 紐 育に 行って をり ますが、 そこから 時々 あ 

ちらの 新 M を经っ て 来て くれる。 四 五日 前に も 一 束 屈き 

ましたの で、 食：.^ ぼ ん やり ひろげて をり ますと * ふと 「列 

車内の 殺人」 と；： ムふ 三面記事に P 、がっきました。 列 率 中 

の 殺人 は 旣に數 年 前、 日本に もあった。 尤も 犯人 はま だ 

捕縛に な ら ぬ やう です が、 今日で は 別に 珍ら しい ことで 

はない。 しかし 私 は その 時- 何氣 なく その 記事 を 讀んで 

見ます と、 甚だ 面白い。 と 云って は 語 があります か，、 

ちょいと その 殺人犯 人 の 心理 に 、 外國 人ら し い 皮肉な 惡 

戯 があった の を * 私は大 へん 興味 ある ことに 思った ので 

あります。 しかし これ は、 かう 云 ふ 犯罪 現象 は、 亞米利 

加ば かりで はない、 佛蘭 西に も 英吉利に も、 或は 獨 逸に 

も 旣に行 はれて ゐる ことか も 知れな いのです が、 而も 何 

事 も 叉 化ば やりの 日 本 現在 の 社. S3 狀態か ら 鑑み まして、 

我が 日 本內地 に も早晚 必ず 起る ベ き 事件で あらう と考へ 

たのであります。 それで 今日の 講演 を 幸 ひ、 この 話 を 主 

眼と して 申し上げ、 且つ 皆 さま ご 婦人の 方の. 殊に 若い 

ご 婦人 方の 御注意 を 喚起したい、 自警稱 祌を 涵養し て 戴 

きたい、 と 願 ふ 次第に 外ならぬので あります。 (時計,^ 

出して 見ろ) 大 へん 前置きが 長くな りました 。では これ 


から その 新聞記事 のお 話 をいた します。 少時 -, J 淸聽 を… 

(講. ； S 者、 ー禮 して 去ろ。) 

(同時 LL 黑 慕が 兩 方に 開く と、 進行 中の 列車の 二等 室 

の 片側が 現れる 0 濃 藍色の クシ ョ ン LL は 右の 端 LL 五十 

位の 洋服の 紳士、 白い チョッキ、 腐 中-, ヒー 一十 前後の 夫 

人。 左の 端 に 二十 六 七の 靑年。 洋服。) 

(外 は閲の 深夜 U) 

(新聞 プぉ 見て & ろ。 傍に 手 投飽が あろ) 

(雜 誌，^ 見て ゐろリ 傍 に 手^ 袋が もる) 

(煙草.^喫ってゐる) 

( や が て 或 ろ 停 求 場 Ll ^15  く  0 窓 の 外 に K  tK  S 「 プぉ リ な 、 

, ^リ， ^」 と！： ムふ？ r か 聞え ろ。 物 一お リの聲 が 聞え る。 乘 

はさ， つの 

降 者の 聲ゃ、 履物の 昔が 雜 然と 間え る。〕 

(雜誌 1^ 膝に お いて， 氣 が： Ih: いたやう に 窓の 外，^ 見 

y 

(怒の 外 1^ 見て なろ) 

(靑年 LL) あの こ、 は …… ？ . 

折 KS です。 

あ 、折 尾。 (再 is 窓の 外，^ 見る) 

(やがて プラクト ホ ー ム で發 求の ぺ ル が 鳴ろ。 汽ぉ. か 

鳴る。 機關が 一 層 高く 饗く。 發 iaf。) 

夫人 (窓から 額，^ 離して、 腕 時？ s,^ 見ろ。 おや！ と 云つ i 


！ス) け f'l" な' ほよ 女 
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た 表 is。 1:^ に わて、 とまつ ズゐ ろの が 分ろ と、 者 年に) 

失禮 でございますが、 今， お 時計 は …： ？ 

せギ (時計,^ 持って ゐ ない らしく) 今， 停 率 場の が 十一 

時 五十 分でした。 

夫人 十一 時 五十 分。 (時計 1^ 卷き ながら) どうも有難う 


w.^  (紳士め 方 1^ 偸み 見ろ) 

夫人 さう いたし ますと、 もう 博 多 は 直きで ご. さいます ね。 

S え \、 もう 一 時間ば かり。 

夬人 でございますね， • 

^¥  ::: 博 冬で 降り るんで すか C 

央人 (訓々 -L さ 微笑) い X え、 では ございません けれど。 

^^年 (夫人の 微笑 U 个： く 無^心で^ 離す) 

夫人 …； 長 崎までお いでになる のです か。 

え？ (曖 味-し) え、。 

夫人 長 崎が おくにで ゐ らっしゃ いますの。 

せ 年 え * いや、 さ うぢ やな いんです。 

夫人 私、 一二 度參 りました が. い、 處 でございますね。 

長 崎 は。 

S え、 。中々 ；… 0 

火 人 (や、 手 持 無沙汰に；； 東京で ゐ らっしゃい ますの？ 

お』 は" 


靑；^ え X、 東京です C 

夫人 お勤めで ございま すか。 

靑^ え？ 

夫人 お 動めで は ございません の？ 

靑年 え X、 別に。 

夫人 では まだ 御在學 中で も？ 

靑年 ぇ&、 まだです。 

夫人 まあ さう ：… 。法科で いらっしゃいます か。 

靑年 え？ 

夫人 法科で いらっしゃいます か。 

靑年 ホ. "力？ 

夫人 え、。 

靑年 (口の 中で) ホ ー 力. …。あ \ 法科です か。 

夫人 はァ。 (ほ、 笑む) 

靑年 いえ、 ぶ、 文科です。 

夫人 文科！ まあよ 5 ございます こと！ ご專攻 は" 

靑年 は？ 

夫人 ご專攻 は？ 

靑年 あ X 親爺です か。 

夫人 いえ， ご 專攻と 申し上げ るので すよ。 

靑年 あ \ゴ セン コォ。 (困ろ) 

夫人 はァ。 
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！ ろけ 付;^ 氣ょ女 


夬 靑 夫 靑夫靑 夫 靑 夫 靑 夫靑 夫靑 夫 靑 


メミ 靑夫靑 夫靑 夫 靑夫靑 夫 靑 夫 靑 


靑年 あて、 ごらんなさい。 

夫人 (微笑) あて、？  さァ、 當 ります か 知ら。 …… 

さう です ねえ、 佛 文科です か。 

年 (慌て、) え V さう です。 さう です。 

人 柬 京で ございませう、 勿論。 

华 え、 さう です 0 勿論。 

人 あら、 では 私の 親戚の ものと ご 同窓で いらっしゃい 

年 (ギ クリ として) あ.. -さ うです か。 

人 勝 見と 云 ふの を ご存じで ゐ らっしゃい ませう？ 

^ カツ ミ ？ 

人 はァ、 勝 見 高 雄。 

年 (困って) さァ、 ちょっと 思 ひ 出せません が。 

人 ご 卒業 はいつ でございますの？ 

年 僕です か。 

人 ょァ。 

^ さァ、 落第ば かりして ゐ ますから。 

人 まあ そんな ご 謙 遊な さらない だって。 

年 まるで 行った こと はな いんです。 學 校へ なんか。 

人 どなた だって さう です わ。 親戚の、 私の 甥なん かも 

矢張り， 殆ど 出ません の。 

靑年  。 (指先に 煙草.^ つまんで、 も-ちくして 


ゐろ) 

(紳士 は 新聞 4- 膝に 落して、 睡 っズゐ ろ。) 

夫人 どうぞお かま ひなく。 私 も 戴きます から。 (手槌 袋 

から や r* ひ 1^ 出して 啣へ、 吸 ひ 付けた あとの マ- ソチ, ^靑 

の 方 LL 差し出す ソ 

年 ゃァ、 これ ァ どうも。 (喫 ひつける) すみません。 

人 (マ クチ,^ 捨てろ) 

年 (故 ぁリ氣 に 神士の 方，^ 偸み 見ろ。 寧 „ ^絕え す紳 卜： の 

、 、 

力に 氣,^ とられる の, _s*、  ； 0 つと ftl 制して ゐろ 風で もろ) 

人 …… 夜汽車って、 本當に …… 。 

¥  (無 識 LL) え」。 

人 お好きで すの？ 旅行 は。 

年 え、、 好きです。 

人 私 も 旅行 は 大好きなん でございます けれど、 いつも 

忙 がしい 旅ば かりして ゐて •：：. 。 

^ ょァ。 

人 のんきに 好きな 處を 歩いて ゐ たら、 さぞよ ろしから 

うと 思つ て  。 

年 さう です ね。 

人 いつもく こんな 氣ぜ はしい 旅ば かりで 本 常に …； 

年 (とちら へ？ これから。 

人 上海へ 參 ります の。 宅が あちらに あります ものです 


！スけ f'J" ズ i^^i 女 
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靑 夫 靑 夫 W 夫 靑 失 靑 夫 音：^ 


から 0 

* ^年 は ァ。 

人 いやで ございま すわ。 上海なん て。 

$ どうして？ い  > -ぢ やありません か 。上海なら ** 

^人 ちっともい、 ことなん か ：… 。早く 内地に 落 付きた 

いと 思 ふんで ございます けれど、 矢 張 主人の 任地 だ もん 

ですから、 さう もま ゐ りません しリ 

靑年 はァ 

夫人 第一、 日本人と 見る と、 鹿に してまして ね。 あち 

らの 人達が。 

年 さう でせ うね。 

夫人 いけません わ。 何 かにつ けて 不愉快で C 

w¥ 時 々ぉ歸 りに な るんで すか。 こっちへ は？ 

失 人 はァ、 子供が ひとり 柬 京に をり ますので。 

靑年  。 

夫人 小 ffi. 校の ことです から、 あちらで もよ ろし いんです 

けれど * 矢張り 何です か， 氣の もんで してね。 三 田の 塾 

の 方に やって ありま すんで すよ。 T 度 私の 實家 がその 近 

^！だもんですから。 

せ 年 はァ 0 さう です か 0 

夫人 今度 は 又， 父が 病氣 で、 兑舞 かたぐ も よつ と。 

w¥ それ は/ \-。 それでも 5 …… ？ 


人 はァ、 到頭 あなたね え！ (黯 然とす る) 

^ お亡くなり になった のです か。 

人 はァ。 

年 それや どうも …… 。 

人 でももう 今年 七十 九の 高齢です から。 

年 でも 矢張り まだ …… 。 

人 それや まあい くら 年 をと りましても、 親の ことで ご 

ざいます から。 

年 さう です とも。 

(や AO) 

人 (ちょっと 窓の 外 yj- 見て) さっきからの べつに 走つ 

て をり ますの ね。 

年 汽車です か。 

人 え >-。 

¥ 大方 このま. - 直行で せう、 博 多まで。 

(車掌が 出て 來ろ 0) 

車掌 どなた も ご 面倒です が、 乘 車券 を拜 見いた します。 

(紳士の 傍 Li 步み 寄り： ：- もしく …； もし- 

紳士  (眠って ゐろソ 

$ もし/ \。 乘 車券 を拜 見いた します n 

紳士  (うつ すら 眼 f5< 開く) 

.:単 掌 梁 車券 を ：… 。 
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が 

だ で ： 
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今 だ 
度 長 
行 崎 
つ はく 
て 始せ 
ご め に 
て ：• 


ら 
ん 
な 

々 

い 
ま 
し 

よ 

そ 
れ 
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夫 靑夫靑 夫 靑夫靑 夫靑夫 
人 年 人 年 人 年 人 年 人 ^ 人 


に え 


お 


： い 


て 
ゐ 
ら 
し 
て 

お 
出 
力 * 
け 
な 
さ 
ら 
な 

な 
ん 
て 


本 
當 
で 
す 


知 
ら 
な 
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ん 
で 
す 

ま 
だ 
そ 
ん 
な 
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ら ん 
つ な 
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や へ 
い は 
ま 行 
し さ 
よ ま 

0 せ 

ど ん 

5  。 
ぞ 


え 


て は 


. ^ァ、 よ 

f 別 5 
し 广 >- 


で 
は 


丸 
山 
あ 
た 
り 
に 


う- 
ま 
す 
ね 

ん 

お 

m 
ま 
し 


士 う  ？ 

車掌 ご 面倒です が乘 車券 を拜 見いた します。 

紳士 うむ。 (洋服の 上着の ボケ クト， a- 採し、 次いで、 チ 

ョ -ソキ の ポケット，^ 探して 乘 車券，^ 出して 見せる) 

車掌 (手-, i とって、 一見して から， ヘンチん」 人れ， 恭しく 返 

す) 

紳士  (受けと つて、 再び 元に 納めろ) 

失 人 (帶の 間から 乘 車券， か 出して、 指先き で 弄んで ゐろ) 

車掌 (夫人 ハ前 に 來て) 恐れ入ります。 (乘 車券，^ 手に 

とり、 一見して ベンチ，^ 入れて 返 V0 

人 (再び 帶の 間に 挾み：； 5 む) 

靑年 (指先き に乘 車券^ 抉んで 出しながら、 車掌の 來 ろの 

,^-待ってゐろ：} 

車掌 (靑 年から 乘 車券 产 でと リ" 同じ やう LL. へ ンチ, ^入れ 

て) 有難う ございます。 (返し ズ から 去ろ) ■ 

$  (钟士 の 方， 4- 倫み 見ろ) 

紳士  (葉卷 LL 火， a- つけ、 一 と 口 ふ？" した さり 指に 挟ん；.： ま 

ま 腕組みして、 再びう つうつ しかけて ゐろ) 

夫人 長 崎の どちらへ いらっしゃ いますの？ 

靑年 別に まだ ：… 何處と 云って。 

夫人 あら！ では 本當 のお 遊び？ 

靑年 え、、 まあ .：•： 0 
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n  '^i      W         i!r     W      W      W 失 ^i" 尖 ^ 

年 人 ^ 人 ^ 人 人 -9    人 年. 人 ^51^. 人^ を 人 ¥ 人 ^ 人 


夫 靑 失 靑 失 W 夫靑夫 -l^r- 夫 靑 夫 靑 夫 靑 失 靑 夫 靑 夫 
人 年 人 年 人 年. 人 年 人 年 人 •  年 人 年 • 人 年 人 う 年 人 年  • 人 


でも 私な どが ご 一緒で はかへ つて …； 。 

 。 (紳士の 方な 偸兑 る) 

…… 私。 筑前 丸に 乘 ります のよ。 あしたの。 

筑 …： 前 ：：• 丸？  f 

はァ。 橫竊 でァ： ンゲ ー ギ して まゐ りました の。 船室 

何時です か。 出帆 は？ 

午後 11 時； 

ハ十後 i: 特！ 

- … 問が ありません わ。 

1 と 船 遲 ら せろ わけに は …… リ， 

で も筑前 で歸 ると 云って おきました から。 宅の 方へ。 

では 1 と 航海 あとの 筑 前と 問 遠った と 云 ふこと にし 

(笑って) そんな 噓を …… 。 

いけません か。 

惡ぃ 方ね え！ 

さ. 「です か 「 

…… も、 つ  一 Bnr いとね え！ 

(とぼけて) 何が？ 

え？ (ちぶ いと まご つ ぃズ〕 

もう 半日 あれば ねえ、 せめて 


いえ. 


(復饕 的に) 何が？ 

出帆が 明後日の 朝 だと 丁度 …… 。 

若しくは この 汽审が 今頃、 長 崎に 藩いて ゐ ると …… 。 

うむ、 そしたら きっとお 目に はか >1 れ なかった でせ 

私と？ 

どうして？  - 

私が 乘り合 は さなか つたで せう から。 

乘 つたと 假定 してよ。 

力 ティ？ 

え、、 假定 して。 

(眩く) 分らね え！ 

長 崎に 永く ご 滞在？ 

いえ、 二三 日。 

それから？ 

それからと は？ 

をれ から 何處 へ ゐら つし やる y? 

それから ；… 鹿兒 島。 

鹿兒 島？ 

え、。 

鹿兒 島の 何處 へ？ 


I みけ ft なミ えよ 女 


靑 夬 靑 -ブミ 靑 夫 W 夫 靑 夫 靑 夫 - ジミ 靑 夫靑夫 W  9< 靑 


W 夫 靑 夫 靑 失 - 1 き 夫 靑 :k        - 夫 靑 夫 W 夫 靑 失 靑 夫 


年 別に まだ 何處 とも  リ 

人 隨分 出^ H ね。 • 

年 出 i^HC ぢ やありません。 

人 出 鱒 目よ。 

^ さう か 知ら。 

人 (r,rs つ と 紳士の 方え ど  一 ^してから vti^ の 方へ 少し 

寄って〕 ねえ、 何と 仰 有る の？ 

^ ぇリ. 

人 お 名前" . 

年 島 田。 

人 島 田？ 

年 いえ、 島， 島澤 です" 

人 島 •：：. ザヮ？ 

¥ え 、島澤 です。 

人 それから？ 

^ 島澤 です よ。 

人 いやな 方！ それ は 苗字で せう。 

.^ ぁ& 名前です か、 名前 は ：… 武 雄って 云 ふんです。 

人 武 雄さん？ まあ 可愛い お 名 だ こと！ 

年 島澤武 雄です _リ 

ス 川島武 雄さん と 一字 違 ひわ リ 

年 さう です か。 


人 さう です かって、 さう；：' やありません の" 

¥  (瞹昧 に) あ \ さう です ね。 

人 おいく つ？ 

¥  二十 八です つ  . 

A 八，. まあお サ 右い！ 

^ 奥さん は？ 

人 私 ：：•■ さァ、 いくつ 位に 見えまして？ 

年 广 卒 小町， i) 三十 …… 二？  一一：？ 

人  。 

^  (氣が 仲いて) と 云った の は： 儿談 です， 本 5Ja は ：… 

矢張り 二十 七 八で せう？ 

人 さう 見えて？ 

年 見えます とも。 赏際！ 

人 なかく 炳 眼ね〕 

¥ え \ 靑 眼です。 f 円 眼に かま へ て な いと、 女の 

つて 云 ふ もの はり 

人 いやな 方！ しゃれて ゐる わ- 

年 (眞面 H に) しゃれ ぢ やない、 本當 です よ。 

人 (釣られ ズ) 本當に その 位に 見えて？ 私が J 

^ え、， 當 つたで せう？ 

人 え、 

^ 靑 眼で せう？  , 


： ズ、 - ' 4-  Jt 人 i.  k 


夫 靑夫靑 夫 靑夫靑 失う!？ 夫せ 夫 靑夫靑 夫 1«f 失靑 夫 


火 人 なに、 セィ ガンつ て？  1 

w¥  眼です よ、 靑 眼」  ： 

^A, 分らない！  ？ 

あなたが 今 云った ぢ やありません か。  一 

.^<人 私が.，.  一 

え、、 股って。  一 

夫人 セィ ガン、 なんて 一. ムひ はしない つ- 烟 眼よ。  ！ 

え？  . 

夫人 焖股！  . 

卞？： 年 あ 、ゲイ ガン か。 (分った 0- うな 欲，^ すろ) 

火 人 ぢゃ问 じ 年ね、 あなたと 私と。  一 

$ さう です ね。 同じ^だ。  一 

f. (更に 少し 'の 方 に マリ 寄って) なつかし いわ、 

こんな 旅先き で。 

.$  (.ゃ 取って) かう. パ ふの を戀と 云 ふ のでせ 5 

. ^人 まさか！ (种士 の 方，^ 倫 ろ) 

せ 〔巾 CS じく 钟士の 方. 偷見 る) 

紳 い- (態度 4- くづ さす 眠つ ズゐ ろ.) 

(ぷ" 华 1」 火 人、 接吻す る。 j 

. ^ゝ人 (や 、せ 年から 離れろ) 、  ： 

古 〔や (： 手り W- で、 火 人-,, L 隱 して そっと 口の ま はり,^ 拭く) 一 


人 あやまる ものよ。 あなた。 

年 え、 何 を？ 

人 私に あやまる のが 禮後 よ。 あんな こと をして。 

^ 何て あやま るんで す？ 

人 失禮 しました。 とか 何とか。 

年 失禮 しました。 

人 (すまして ゐる) 

年 あやまり ましたよ。 

人 聞え てゐ ますよ。 斷ら なくたって。 

年 だってす まし 込んで ゐ るから。 

人 それや 女です もの • 私はリ 

年 ぢゃ 女は默 つて ゐる ものなん です か。 

人 え  > -、 マダム だから- 

^ 何故 無駄です？ 

人 無駄？ 

年 男に あやまらし ておいて、 女が 返事 をす るの が 無駄 

だと 云 ふの は ひどいで すね。 

人 誰が 無駄 だと 云って？ 

年 あなたが。 

人 私が？ .：：• あなた どこへ 耳 をつ けて ゐ るの？ 

年 だって あなた は 今 > 無駄です と 云った でせ う？ 

人 い、 え、 云 ひません よ。 


！スけ ft4» 氯ょ女 


靑紳 靑紳靑 紳靑紳 靑紳 靑 紳靑紳 靑夫靑 夫 


靑年 云 ひました よ。 

失 人 云 はない と 云 ふのに！ 

靑年 剛情 だな ァ！ 

夫人 マダムと 云った のよ。 私 は。 

is« 年 マダ …； ？ 

夫人 マダム！ 

靑年 あ.^ マダ ：：： ム。 (分った やうな 額 1^ すろ) 

夫人 あやまりなさい。 

靑年 又 あやま るんで すか。 

夫人 自分で 間違って お い て、 人 を 剛情 だの 何 だのつ て。 

靑年 すみません。 

夫人 素直ね、 あなた。 好きよ！ 

S   。 

夫人 (立 上って、 席 7 お離れる) 

茜 年 何處 へ？ 

夫人 ちょっと じ 

w¥ 何 處へ行 くんです？ 

夫人 きまって ゐるぢ やありません か。 

靑年 何が？ 

夫人 走って ゐる 汽車の 中に ゐて、 何處へ 行き やうが ある 

の？ 

w¥ それ を何處 かへ 行き さう にす るから。 


人 おし もよ 0 

年 おし も 9  あ、 さう か。 

人 分って？ (去る) 

年 (忽ち 銳ぃ 狡い 眼.^ して、 夫人の 後ろ姿 V ^見送り， や 

がズ 紳士の 方 v;^ 見ろ) 

士  (眠って ゐる) 

年 (立 上って、 钟 土の 傍に 忍び寄り、 手 投飽. ^とろ) 

士  (眼, ^さまして) おい！ 

年 シッ！ 騒ぐな！  (4 ふいで ヅゼン の 背後の ボケ ク 

ト から ビス トルん」 出して、 紳士の 胸- 11 擬 すろ) 

士 擊っ氣 か。 

^ 聲を 立てれば 撃つ。 靜 かにして ゐ ろ！ 

士 何 を 馬鹿な"， >  (飽^ 膝の 上に 取上げろ) 

年 出せ！ それ を。 

士 あ、 あっちへ 行け。 

年 (いさな リ 手,^ 伸ばして、 飽 奪 ひとら うとす ろ) 

士  (整く 抱へ て 放さない〕 

^ これ だぞ！ (ピストル，^ 向ける) 

士  (相手.^  鹿に して、 泰然と して ゐろ) 

お、 出さない な I …… よし，. (銃 UVJ-K  く 紳士の 胸元 

に 押 付けて 擊っ。 低い 鈍い音) 

紳丄 ( 一 と聲呻ぃたきリ、 仰向き-レ窓へ 首^^-倒す) 


'るけ W- ズ ケ 


夫 靑夫靑 夫靑失  靑夫靑 夫靑夫 靑夫靑 


^^2年 (念いで 跑，^ もけ、 中から 紙 |5 の 束， 化 出して-. a 分の 

服の ポケット-ふ 人れ る。 それから 钟十： の 洋服の 上 iiS の 

ポケットから 紙 W 入， <J-S さとって， それ も 自分の-. i 突つ 

If" む。 四^, < ？-見 11 してから 钟士の 腕，^ 胸のと こる に 組ま 

せて 眠つ て. a る やうに 兑ぜ かけろ。 そしてお ぃズ 元の 席 

に-戾 り、 腰かけながら 手の ヒ スト〃，^ ヅぉン の ボケ- ソト 

に 入れよう として、 ふと 傍の 夫人の 手^ 袋に 眼，^ 付け、 

いで その 巾 LL 入れろ。 然ろ 後、 悠然と 腰，^ 损 ゑて、 煙 

く は へ 火 *J- つける .，> 

(央 人が ハ ンケチ で 手 1^ 拭きながら 出て 來 ろ。) 

失 禮！ 

火 人 お 退： ig さま！ 

$ なァ に！ 

火 人 なァに はないで せう。 

KM-.U.   0 

失 人 ひとりで おとなし くして ゐて？ 

卞 •=: キ え、、 極く おとなしく わ。 

^人 それ は 感心！ 

$  (紳士の 方，^ 倫 見る ，.} 

GifOr か 出て 來て、 ^つて 素通りして 行く。) 

夬人 あの isl. 掌さん ハイカラね。 


年 え 

人 立派な フエ ー スね。 

年 え 

人 何でもえ X ね。 あなた。 

年 え 

人 (窓の 外 1 せ 見ながら) 外 はまつ くらね。 凄い ほど 眞 

つくらよ。 

^  (平然と) 何處 かに 人殺しで も ありさう だな。 

人 しんの 闓 つて， こんな 晚 のこと ね 。氣 味の わるい …： 

年 あしたの 新閗 をご覽 なさい。 きっと 何處 かの 金持ち 

が强 盜にピ ス トル で 殺されて ゐ ますよ。 

(汽 球の 速力が 鈍ろ。) 

人 どうして 分って？ そんな ことが。 

年 何だか そんな 氣 がする。 (立ち上って 精子. * 被ろ) 

人 どうす るの？ 精子なん か 被って。 

年 降り るんで す。 

人 降りる？ 

年 うむ * あばよ！ (急いで 去ろ) 

人 (呆然と して 見送る) 

(汽車と まろ。) 

(窓の 外に 「はかた、 はか ilK ふ驛 夫の 萆が 聞え 

ろ。 ン 
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<      て 人 演ろ人 t« 人 


夫人 (窓の 外. ^見る。 勿論 靑 年の 姿.^ 採して ゐ るので あろ 一 

が、 見えない)  一 

(物 賣リ の聲、 履物の 音、 乘降 者の 萆 などが 聞 えろ。 ノ 

しかし 眞 夜中に 近い 深夜の 淋しい がラ ン とした ブ 一 フク 一 

トフ ォ I ム であろ。)  - 

(やがて 發 率の ベ ル、 汽笛が 鳴り、 機關の 音が 一層 高 一 

く 響く。 發 車。)  i 

失 人 (しばらく 窓の 外，^ 眺めて ゐる 。やがて 手提 袋ん.^ 取り 一 

寄せて 中から Ig^^J. 出し、 ふと 眉，^ 寄な 再び 袋の 中に 手： 

プど 入れ、 驚いて ピスト か . ^引き出す。 鎮 色が 變ろ ,. 齒が； 

が チ，/ ^鳴ろ。 ヒ スト〃 クッション に 投げ出す。 紳士 一 

の 方, 見ろ)  一 

紳士  (白い チヨ クキ に鲜 血が 滲み出て ゐろ)  ； 

^人 あつ！ (逃走 意識で 立 上ろ。 瞬間 ど ざま；. -Tt しズ、 右； 

へ 左 へ 行き かけて、 禅び クッション •！：•  くづ 折れろ やう に 一 

腰，^ おる す。 體が 總體に 傑へ 出す。 遠くから ピスト〃 &j 

恐^^しげに眺めろ。 どうしたら い 、か * 全く 途方 LL 基れ： 

る。 恐怖と 悔恨と 口惜し さと、 困憊と —— )  ，1 

Of 演者が 靜 かに 現れろ。)  1 

失 人 お > -! (立ち上ろ)  - 

講演者 (ほ. - 笑みながら) ひどい 目に 澶 ひました わ-飛 一 

んだご 災難です。  一 


おろして 下さい、 汽 率から おろして 下さい リ 

者 とてもく。 今 走って ゐ ます。 降りられません。 

かま はない、 かま はない からお ろして" (行 さかけ 

者 (おさへ ズ) 落 付きなさい、 まあ 落 付いて 

落 付いて なんか ゐられ ない。 こんな ひどい 目に 遭つ 

、 こんな ひどい 目に。 

者 あなたが 惡 いからです。 油斷 をした のと、 男 を 甘 

見たのが過ちの^^：です。 

夫人 あ、 どうした らい、 ん です！ 广突 伏す) 

清： M 者 い、 あんばいに 汽 is;- でよ ござんした。 これが 船で 

したら、 あなた は 恐らく ¥ 操まで 侮辱され たでせ う.； T 

夫人 秘密に して 下さい、 お 願 ひです。 一 3 秘密に。 

講演者 承知しました。 

失 人 私に 嫌疑 はか ト， T ないで せう か。 この 方 (钟 +  ) の 

こと は0 

演 * 勿論、 拘引され るで せう ひ 

失 人 拘引！ 

講演者 しかし 一 時の 拘引 位で 濟 めば 仕 合せです よ。 この 

紳士の やうな 目に 遭つ て は. それ こそつ まりません から 

夫人 この ビス トル を どうした らい k でせ う？ 敎 へて 下 


ひ 1- ズぉぉ よ 1< 


さい、 どうした らい V か  。 

nig お どうもし なくって よろしい。 今に 警察から 來 て、 

持って行 くで せう。 

火 人 口惜しい！ こんな ものまで 押し付けられて、 ロ惜 

しい！ 、 

かたき をと つたので すよ。 皮肉な 奴です ね。 

尖 人 そんな えはありません、 かたき なんて， もんな。 

His 者 いや、 あなたが あんまり あの 男 を 甘く見た もの だ 

から、 安く 扱かった もの だから、 その^い せに い たづら 

をして 行った のです よ。 ひつく りさせ て やらう と 思つ て 

ね。 困、，：' してやらう と^って ねい 

失 人 い &ぇ、 私 は あの 男 を-決して 甘く なんか * 安くなん 

か …… 。 

では 純情だった のです か。 誠意だった のです か。 

は、、 >->-j  ^いけません，. -B? にもい ろ，/. \- あります よ。 

まあ これに 懲りて、 將來を …… 。 ところで、 今， 移動 警 

- おの もの が 臨 檢に來 るで せう から、 それ ま で 待つ て ゐ て 

下さい。 励い ちゃい けません よ。 よ ござんす か。 では ご 

(flls^、 前へ 出て 來ろ。 その 背後 に 黑 幕が 兩 方から 

S て， . ^、人 其の 他 1^ 閉 す。) 

者 さて W さん-私の 話 はこれ で 終りました 。皆さん j 


は あの 夫人 を どうお 考 へになります か、 しかし 決して 嗤 

つて はいけ ません， 全く 一時の 氣ま ぐれだった のです か 

ら …… 。 それにして もこの 一時の 氣 まぐれと 云 ふやつ、 

この 浮 氣の蟲 ほど 恐ろしい ものはありません、 どうか 皆 

さん も、 あの 夫人の 醜態に 鑑みて、 ぉ氣を 付けな さって 

下さい。 では  0 

11 幕 11 

(大正 十四 年 二月 作) 
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主人の ない 母子 (一 9 


未亡人 仲 子 (卅五 歳)  一 

その子 一郎 (十四 歲. -  ： 

同  俟枝 (ト  一 3  i 

庭- J- 面した 座敷。 落 付きの あろ 中流 家庭の 模樣， - 庭の： 

下手に 滿 開の 八重 櫻が、 そ，，^(.散リ初めろ頃になっー 

てゐる 0 

I 

日曜日の 午後。 暗れ てゐ る。 

椽 側の 近く に 未亡人 仲 子が 裁縫 fj- して ゐろ。 咲 枝の 着 一 

物で あろ。 その 傍 LL 咲 枝が お手玉の 袋， ^縫って ゐろ。 一 

少し 離れて 一 郎が寢 こ， C んで雜 誌， 4- 讀 んでゐ る。 

少時み. な 無言。 

眹せ …… 母さん。 

仲 子 な あに？  ； 

あ づき 

咲 枝 出して 頂戴。 小豆。 

仲 子 もう 縫へ たの？ 


咲 校 え \、 三つ 出来た わ、 ほら！ 

仲 子 まあ 隨分 早い！ 細かく 縫へ て？ 

咲 枝 見て； S 、戴よ。 ほら * こんなよ。 これでい、 でせ う。 

…… ねえ 母さんてば - 

仲 子 どれ 殍見。 …； おや、 上手ね。 これ 母さんの して 上 

げたんで せう ノ 

S うそよ。 母さんの これよ。 それ 私の だ わ！ 

仲 子 なか/ \ 上手ね。 あなた！ あら、 これ ゃ駄 g ょソ 

これ 一 つ は 落第ね。 

S どうして？ 

仲 子 どうしてって * こんなに 粗く つて は みんな こぼれて 

了 ふわ、 小豆が。  づ 

咲 枝 あら、 何 ま 何でも まさか そんな. さな 小豆って あり 

やしない わ。 そこから こぼれる やうな 小豆って！ 

仲 子 ふ >- &  \  。そんなお なまさん 云って、 こぼれたら 

どうして？ 

咲 枝 こぼれ やしない わよ。 

仲 子 こ ほれます よ。 駄目々 々c 直さなくて は。 

S いやな 母 1 ん。 そっち や ふわね え！ 

仲 子 何です、 そっち まふなん て！ 何處 から 聽 いて 来た 

の？ そんな 言葉！ 

疾枝 ぢ やい  >- わ。 私、 自分で 出して 來 るから。 (立ち上 


m 仲 P';:- 仲 n)i 


1 郞 …… 母さん。 

仲 子 はい。 

一郎 僕に 何 か 頂戴。 

咲 枝 あら 私に も！ 母さん、 私に もよ。 

仲 子 (晚 枝に) ト： けます よ。 何です、 その 云 ひやう は… 

…。 もっと 靜 かに 仰 有い！ 

晚枝  。 

仲 子 いつも 云 ふのに、 ちっとも 分らない！ 

咲 枝  。 

仲 子 一郎さん， 今、 お 時計 何時？ 

1 郞 きっかり 三時。 

仲 子 まあ、 もう そんなになる の！ (立って 隣室へ 去リ、 

やがて 盆 LL 菓子，^ 持って 來ズ、 半分 紙. こと 針筘の 上に 

03  S< 枝さん、 あなたの これです よ。 (殘リ 1 屮盆 のま 

ま 一 邱に與 へて) そんな 風 をして 上がつ ちゃい け ませ 

んょ。 一郎さん. 坐って お上がりなさい。 

一郎 (坐リ直してぉもて，^眺めながら菓子1^^食べ ろ〕 

仲 子 ， 咲 枝さん。 

咲 枝 な あに？ 

仲 子 うめ やに 云って ね。 お 豆腐屋 さんが 来たら 呼んで 頂 

戴って。 

咲 枝 はい。 


ろ) 

仲 子 いけませんよ。 

咲议 どうして？ 

仲 子 あなたに は 出せません。 

咲お 、つめ やに 出して M ふわ。 

仲 子 まあお 待ちなさい C 母さんが 今、 出して 上げる から。 

咲 枝 ぢゃ 3f.  くよう！ ねえ 母さん。 …… ねえ。 

1 郎 "i- ちゃん 〔 うるさい な。 

咲 抉 …… ねえ 母さんてば！ 

仲 子 少しお 待ちな さいと 云 ふのに 分らない の。 

だって …… 。 

仲 子 いやな 方ね え！ それ を 直さな けれ や 上げません。 

咲妆 どれ を …： これ？ 

仲 子 え、 0 

どうして？ 

仲 子 又 どうしてって …… 。そんな 粗い 縫 H の 中へ 入れた 

つて、 お手玉に ならな いぢゃありません か。 

杈 さう か 知ら！ 

拭 何 笑って ゐ るの？ 母さん。 

子 あなたが おな まさん； K ふから、 を かしい のよ。 

杖 (咲 枝 什 方な く 袋 yj,. ほどいて 縫 ひ 3 す) 
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仲 咲 一 仲 


一郎 お 豆腐 僕い や だ！ 

仲 子 燒 いたのなら い-でせ う？  一 

一 郞 燒 いたんだ つて …… まづ いな！ ，  一 

咲 枝 うまい わよ" ねえ 母さん。  、 一 

仲 子 ぁなたこの^^; お 豆腐 嫌 ひに なった のね。 せん はよ； 

く 食べた のに。  一 

一 郞 ：  。  .： 

咲权 母さん、 出来た わ、 ねえ ほら。 今度 はい トで せう。 

仲 子 ちょっと 見せて。 …… あ  >- それなら 上等ね 0  一 

咲 枝 だから 頂戴， あ づき！  一 

仲 子 え  >- 上げます よ、」  1 

一 郞 母さん。  一 

仲 子 何です？  一 

一郎 いつお 墓詣 りする の？ 

仲 子 ぉ墓詣 り，  きまって ゐるぢ やない の、 每月。 i 

一郎 矢張り 十八 日？ 

仲 子 え  > -、 さう です よ。 

一郎 …… ぢ やもう 花 は 散って 了 ふねえ！  一 

仲 子 散る でせ うねえ。 

一 郎 ；… 今頃 は 矢張り 咲いて ゐる のか 知ら。 お 寺の 櫻 も。： 

仲 子 それや (お、 いて ゐ ますと も。 な ァぜ？  ； 

咲 枝 母さん、 早くよう- ねえ。  j 


一 郞 …… ぉ寺詣 りしよ 5 よ。 母さん！ 

仲 子 します よ。 

一郎 いっする の？ 

仲 子 だから 十八 日が ご 命日で せう。 

一郎 もっと 早 くさ 。それまでに 花が 散って 了 ふ もの。 

仲 子 花なん か 散った つてい、 ぢ やありません か。 お 寺へ 

お 花見に 行 くん ぢゃ あるまい し。 

一郎 う、 ん U この 花 を 持って行って 上げる のよ。 お 庭の 

櫻 を。 

仲 子 もうこん なに 咲いて 了った もの 駄目よ。 もっと 蕾の 

、「もで なけれ や あ …… 。、 

咲 枝 母さんてば！ あ づきよう。 

一郎 どうして 駄 目 なの？ 母さん。 

子 持って行 くまでに みんな 散って 了 ひます もの。 

郞 散らない やうに 持って行 けばい k。 

枝 母さん、 早く さあ！ 

子 あなた はうる さいの ね。 何 を 云って ゐ るの？ さつ 

きから 0 

咲お 小豆 を 頂戴って 云って ゐる のよ 。知って ゐる くせに、 

母さんてば いやな 母さん。 

仲 子 うるさい 人！ (立って 隣室へ 去ろ。 やがて 紙袋 ズ r も 

つて 出て 來て) あんまり r はい 詰めち や 駄目です よ 0同 
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疾仲咲 仲 n 笑 仲 1^ 仲 


くな つて 手が 痛い から。 

^枝 ひ」、。 

仲 子 兄さんの お盆 を 偕り て、 あの 上で おしなさい。 

お 枝 (盆，^ 引 さ丄ぜ て、 お手玉. ^称へ ろ) 

一郎 (ぼんやりお もて,^ 眺め ズゐ ろ) 

仲 子 一郎さん。 

5 え？ 

忡子 あなたお もてへ 少し 行つ てゐ らっしゃ い。 さう 遠く 

へ 行かないで リ 

一郎  U 

仲. f 今 B は 朝から 一 べん も 外へ 出ないで せう。 毒です よ。 

f  、 

；.' ちの 中にば かり 引つ こんで ゐ ると。 

一郎  。 

忡子 ；と うした の？  ニ郎！ 

一 郎 母さん、 、つまん ない！ 

忡子 …… だからう ちにば かり ゐる からつ まらない のよ。 

少しお もてへ 行つ て 運動して ごらんなさい。 さう すると 

氣が 晴れる から。 

1 郎 いや だ あ！ 

仲 子 こんなにい & お- 大氣 にな るんだ つたら、 日比ハ 介 公園 

にで もつ れて 行つ て 上げれば よかった わね。 

ぉ& 行き ませう か。 これから！ 


仲 子 もう 駄 ni  rr 遲 いから。 また 今度！ 

ぢゃ 今度の 曰 ii にね〕 きっとよ。 

仲 子 え X、 ぉ天氣 がよ かったら です よ。 

一郎 曰 比 谷なん かつまん ない！ 

仲 子 ぢゃ 何處？ 動物園が い X の？ 

一郎 いや. た あ！ 動物園 なんか 幾度 行った つて 同じ こと 

だ。 

子 さう ね。 ぢ ゃ何處 がい. -で せう。 

枝 活動！  ； 

子 活動 はいけ ません！ 母さん 嫌 ひよ * 活動なん て！ 

枝 …… 巧さん * みんな 入れた わ。 

子 さう。 

お 縫って 頂戴。 こ、。 

子 待って ゐ らっしゃい リ 

枝 また 待つ の？ …… 待た してば つかり ゐる のね。 母 さ 

ん 0 

仲 子 あとで、 ね。 晚 に拖ら へて 上げ ませう。 そして 今 は 

何 か 外の こと をして 遊び ま isJ う。 母さん もみん なで 0 ね、 

それならい- -で せう。 

§ え、、 い i リ 

仲 子 ぢ やおし まひなさい〕 母さん もお 仕事 を 片付ける か 

ら。 (仕舞 ひかけ ろ〕 
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咲お そんなら 兄さん だ つ て、 兄さんだった んぢ やな いの。 

一郎 だって 僕 は 男 だもの。 だからお 父さんに な るんだ ー 

咲 校 つまん ない わ、 それ； T ゃァ。 ねえ 母さん，、 

1 郎 母さんが 死んだら， 咲 やん が 母さんに な るんだ。 女 

だから。 

咲 枝 いやよ、 私！ 

一 0 いやなら 兑 ておいで よ。 僕と 母さんと です るから。 

〔お いやよ く。 

一 郞 « さん、 しょうよ。 

仲 子 そんなに したいの * あんな ことが リ- 

ー  郞  え  >-、 さあ やらうよ。 

仲 子 ぢゃ. ^ませう。 その か はりあん まり 大きな 歸を しな 

いでね。 そっと 靜 かによ。 

一郎 え >-、 0. お父さんよ。 

仲 子 え  > -、 ぢゃ お父さん ひ 

一郎 (威儀 yJ- 正して) 何？ 

仲 子 晚には 何 を 召 上がります？ 

1 郞 さう だね。 ••••： 何 を 食べよう。 

仲 子 牛肉に なさい ます か。 

一郎 cT かい. -ね。 

仲 子 はい。 

- 0 食べに 行か，.' か。 


忡子 さう 度々？ 

一郎 度々 でもい X さ。 その 方が うまい もの。 

仲 子 ，ふ W  >,  \。 なかく 一  郎 さん。 上手ね， お父さん 

の假 色が a 

S 母さん， つまん ない わ、 私： 

仲 子 まあ 待って ゐ らっしゃい、 今、 兄さんが お父さんの 

眞似 をす るから 見て ゐて ごらんな さ い、 面白い ことよ。 

S 面白くな，^ かない わ 。ちっとも。 

一 郎 おい 咲 枝、 母さんに 云って 珈球を もって 来て おくれ。 

咲 枝 知らない ことよ！ 私。 

5 咲 枝！ 

咲お  。 

1 郞 咲 枝、 持って来い！ 珈珠 を。 

仲 子 珈珠 です か、 はい、 ちょっと 待って 下さい、 今生 憎 

お湯が さめて ゐ ますから。 

一郎 何故、 湯 位 沸かして おかないんだ！ 

仲 子 うっかりして ゐて。 

一郎 病 入 をつ かまへ て、 うっかりして ゐる 奴が あるか。 

おれ は 病人 だ ぞ！ 

仲 子 一郎さん、 そんな 大きな 聲 しちやい けない のよ。 も 

つと 靜か に。 低い 聲で。 

1 郞 だってお 父さんの 聲は 大きい！ 
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仲 子 でも もっと 小さな 聲で云 はな きゃあ 母さんい やです 

よ 0 

一郎 いやなら. よせ！ 

S あら * 母さんに 向って あんな こと 云 ふわ、 にいさん 

てズ 0 

一郎 おい 咲 枝、 お前い \ 子 だからお 父さんの 枕 を 持って 

來て くれない か。 

S 私い 上十ぢ やない わよ！ 

一 郞 ぢゃ惡 い 子、 枕 を も つ て來 ておくれ。 

咲 枝 どうし ませう？ 母さん。 

仲 子 持って来て お上げなさい。 

S はい。 (立って 隣室へ 行き 、やがて 一郎の 枕， ゆ 持つ 

て來 ろ) 

一郎 有難う！ (枕 して 仰. W けに 疲ろ) おい、 な あさ 

ん， 檢溫器 を とってくれ。 

晚校 あらい や あだ。 母さんの こと をな あさんだ つて！ 

を かしい わ。 

一郎 梭溫器 を くれ！ 

仲 子 一郎さん、 それ はおよ しなさい、 その 眞似 だけ は。 

一郎 くれよ！ 

仲 子 いけません！ 

1 郎 くれったら くれよ。 (足， y はたく やろ) 


仲于 仕樣の ない 一郎さん ね。 (立って、 針 節の 中からへ 

ら，^ 出して 來ズ) はい- 檢溫 器。 

一郎 (ヘラ 产ど 脇の 下に 抉む) 藥を のまう か。 

仲 子 まだ 早う ございま すよ。 

一 郎 氷が 解けた やう だね。 生ぬるくな つ て來 た。 

仲 子 さう です か。 ぢゃ 代へ ませう。 (ちょっと枕，小^1づ 

して) はい、 氷 を 入れました よ。 (又、 枕，^ してやろ) 

一郎 〔^<枝>  お父さんに キャラメル を 一つ くれない か。 

咲 枝 ない わよ， そんな もの。 

一 郞 おくれよ >  一 つで ぃ& から。 

仲 子 お上げなさい、 咲 被さん。 

咲 枝 あり やしない わ- 母さん >  私。 

仲 子 上げる 眞 似 を すれば い k のよ。 

^枝 K 似？  ぢゃ はい、 キャラメル。 

一郎 有難う。 うまい。 (脇の 下からへ ラん- 出して、 檢？， i 

器 見ろ しながら) フフ ム！ 

仲 子 どんなです？ 平 熟で せう。 

一 0 八 度 七 分！ 

仲 子 八 度 七 分？ ぢゃ又 少し 上り ましたね。 

一郎 つけて おいて くれ。 

忡子 はい。 (檢 ？，！ 表に 害く！ 1ぉ 似，^ すろ) 

一郎 (咳 vS- すろ) おい。 
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仰 子 え？ 

一郎 今 ハ小は 親爺の 七た 小目 だな。 

仲 子 さう です ね。 

一郎 七迎 と 云 ふの か。 

仲 子 え .-。 

一郎 法^!^をするものなんだらぅ* 七週忌には？ 

仲 子 え. -、 しな けれ やい けます まいね。 

一郎 うむ、 まあい  >- や * さう 一々：. g 倒 臭い！ おれのと 

一 絡に しろ！ 

仲 子 -乂？ 

1 郞 親爺の 死んだ の は 九月だった な！ おれ も 丁度 その 

頃に はいく だら うから、 おれの 靡 式と 一緒に 親爺の 法事 

を すれ やい V！ 

仲 子  0 

一郎 おれが 死んだ つて 泣くな 。兑 つと もない！ い V か。 

仲 子  。 

！ 郞 部 室 住み で も 十五^ 石 松 平 美 濃 守 の 末孫 だ。 昔 だ つ 

たら 俺で も 大した もの だ！ 

仲 子 よく， てんな こと を- 覺 えて ゐる のね. 一郎さん。 

1 郎 泣いた つて 仕樣がない、 死ぬ もの は 死 ぬんだ！ 

仲 子 およしなさい、 も うそんな こと！ 母さんい や！ 

一郎 死ぬ もの はい、 が "殘る もの は K るな。 …… 四十に； 


なるやなら ずで 死ぬ の は、 おれ も 短い 壽 命だった が • お 

前 も 早い 後家さん だな。 

仲 子 もうお よしなさい！ 一郎、 くだらない！ 

一郎 氣の？ 1$ だな、 子供 も可哀 さう だし …… 。 

仲 子 氣 味の 惡ぃ入 ねえ！ 

一郎 咲 枝 ；… 咲 枝！ 

S   。 

1 郞 咲 枝はゐ ない のか。 

S ゐ てよ！ 

一郎 ゐ るなら 返事 をし ろ！ 

咲拔 咸 張って ゐる わ、 兄さん リ 

一 郎 ， が 、枝、 お前 あの 天井の 板が 何枚 あるか 知 つて ゐる 

か 0 

咲 枝 知らない わ、 そんな もの！ 

一 郎 勘定 して 見ろ ！ 何枚 あ ろ か 。 

咲 枝 いやよ， 面倒く さい！ 

一郎 みんなで 十三 枚 だ。 そら、 こっちの はじから 一枚. 

二 枚， 三枚、 四 枚、 五 枚、 六 枚。 あの Q 中に 魚の 眼 玉の 

やうな 節が ある だら う、 あすこに。 ある だら う？ あれ 

が 七 枚 目 だ。 丁度 眞中 だ。 向 ふから 數 へても 七 枚 m、 こ 

つちから 數 へても 七 枚 ね、 さ うだらう。 

(数へ る) 
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ー  咲 仲 咲 
郎 校子拔 


と 思 へ ！ 

仲 子 一郎， よさない か 。お前 は！ 母さん 本當 にお こり 

ま す よ 

一 郎 いよくお 別れ だな ：… 握手しょう。 (片手, e 出す) 

仲 子 馬鹿！ 

一 郞 握手しょう ー 

仲 子 馬鹿な 眞似 はよ しなさい と 云 ふのに！ (一郎の 手 

打つ) 

一郎 握手しょう！ 

咲 枚 私と しませう！ (手，^ ど 出す) 

仲 子 およし、 咲 枝。 お前さんまで がそん な 馬鹿な こと を！ 

1 郞 い X からしよう！ 

仲 子 たんと そんな こと をして ゐ らっしゃい 。母さん 何處 

かへ 行って 了 ふから。 (立つ) 

S あら、 私 も！ (立つ) 

仲 子 一郎. 母さん 外へ 行きます よ。 あなた 獨り でさう や 

つて ゐ らっしゃい。 

一郎  。 

俟枝 行き ませう、 母さん。 

仲 子 ろくな 眞似 はしない のね。 本當 に…，。 

一郎  0  G りつと 天井な 眺めて ゐろ) 

仲 子 まだ 云 ふこと きかな いんです か 。起きな いんです か。 


1 郞 あの 黑ぃ節 は、 まるで ーッ目 小^の やう だな。 

咲 杖 一 ッ目小 僭なん て 見た こと もない くせに！ 

一郎 …： 十三 枚 か。 いやな 數 だな。 不吉な 數だ。 西洋 だ 

つたら …； 成程、 西洋 館に は 天井板はなかった つけな。 

仲 子 もうい I- 加減に およしなさい、 そんな ことば かり 云 

ふの なら、 もう 母さんお 相手して 上げません よ。 

一郎 あの 天井の 向 ふに 何が あるか 見える かい？  見え 

まいな。 お前 等に は。 

疾权 見え なくたって 分って ゐる わ。 天井の 上 はお 屋根よ。 

一郎 馬鹿！ 屋根の 向 ふだ！ 

^枝 屋根の 外 は 空よ！ きまって ゐる わ！ 

一郎 空か！ 

咲 枝 空よ！ 

一 郎 天國 だな！  ， 

咲お 天國ぢ やない わ、 ねえ 母さん。 

仲 子 母さん 知りません、 そんな こと！ 

一郎 あ &又！ 又 やって 來 るぞ！ おい、 金 盟 の 用意 を 

して くれ！ 金 i^! (胸，^ おさへ ろ) 

あら 本當： え、 兄さん。 

うそよ。 咲ち やん- 馬鹿ね え- あなた。 

だって …… 0 

今度 出たら もうお しま ひだ。 今度 咯 血したら 最期 だ 
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お 一 仲 11^ 仲 


一郎 起きて どうす るの？ 

仲 子 もやん とおしなさい！  つて！ 

1 郞 (^さ 上る) 

子 少しお もて を 見て 來 ませう。 ご 門のと こへ 行って。 

枝 え  > -, 行き ませう。 

子 一郎さん もゐ らっしゃい！ 

郎 僕い や！ うちに ゐ る！ 

枚 ぢゃ 母さん、 二人で 行き ませう。 ね、 さ、 行き ませ 

うよ： 母さん！ 

仲 子 (u^っ と 一 郞，5-見下るしてゐろ：>  闲 つた 人 わえ！ 

(ベたり と 坐る) …… それとも …… 私が. Si5 いの か 知ら！ 

(S 哲な沈 默ひス がる。) 

—— 幕. I 

(火 正 十四 月 作) 


54G 


束 花 


花 束 (一 5 


この 劇の 主人公 

をの 親友 

航 S 兵 大尉 A 

同  B 

老 紳士 

中老 紳士 

新聞社々 員 

新聞社 長の 娘 

0 IE- 眞班負 

その他、 ボ ー ノ 

ある 大きな レスト 1 


靑年 飛行家 


, 来賓 大勢。 

ンの廣 間 


諸虔に 煙ず い 皿 や 灰皿ん 載 ぜた小 卓が まじって 、無数の 

椅子に 埋まって ゐろ。 四隅に 靑々 した 植木鉢ん、 配し、 

お 手 LL 出入口。 正 面 奧は盒 堂で、 折 S 式 の 扉で 仕切ろ。 

や 、少時 問。 食堂から テ ー プク • ス ヒ-チ の 拍手が 急 

载の やうに 起ろ。 綾いて 「佐 久間操 縱士の 健 i^,^ 祝し 


て 乾盃し ます」 とい ふやうな 聲が 聞え „ ^、「佐 久 英 一 

君 萬 鼓」 の 昔 頭で、 怒 清の やうな 歡ー t が緣 返される。 

高ら かな 談笑な どの 少時 ざ わ- <\ した ゆ  1 氣の中 に、  < 体 

器の 觸れ合 ふ 音が 一 齊に 起ろ。 や 永き Ei。 

二人の 燕 は 服の！ I ィがぉ 堂から 出て 來て， 扉.^^ お 

に 開いて 侍立す る。 燥 糊た ろ 大食 堂が 見 波され ろ。 1- 

草の か 薄く •！！ ふ。 卓から 離れた 來. M が徐々 に 流れ出 

て來 ろ。 その 中 にこの 劇の 主人公で あろ i_H: 年 飛行家 

が、 特に 四 五 人 に 闻ま れ ながら 前の 方に 押し出されて 

來ろ。 來 资はフ n  - ソク づ 一 ト、 モ一 ニン グ、 タキ シ 1 

ド、 中 LL は 羽織 校、 乂は 制服の^ 海： 卓將 校な ども まじ 

つて ゐろ 0 

す つか リ食 堂から 出き ろと、 お -ィ がー 冉び扉 VJ-ffl ざす。 

來賓は S ひくの 姿勢で 大抵 椅子に つく。  ニー 一一 人づ、 

かたまって 立ち話，. しズゐ ろの も ある。 ^、 華やかな. 

晩餐に 滿 喫して 陶然と して ゐろ。 何處 からか かすか！， I- 

昔樂が 聞え て來 ろ。 1^-草の紫^§が、 或は 沾動. お aM の大 

砲の 煙の やうに、 或は 「民の 窗」 からの やうに 立ちの 

ぽ ろ。 

中老 紳士 …… どうもえ らく 蒸します な。 今夜 は。 

老 紳士 左樣。 ；… 今日は ft の日ぢ や。 土用の。 

中老 紳士  二三 日 前 >  ちょっと 關 西へ 行って 来ました が、 


547 


あちら も 中 々 烈しう J わす わい.^ 京都な んかは 閉口し ま 

した。 あの 夕風ぎ で。 

老钟士 さう で ごわせ う。 ；？^？ぃ處ぢゃ。 あそこ は。 

來 の  一 ^^久問^«. こ、 へ來 たまへ。 こ \ に 椅子が あい 

てゐる 0 椅子が〕 

來$?？ の 二 こ  >- にも ある" こ. - へ；； ゐ でなさい。 佐 久間さ 

ん、 ：！^ 久 il さん。 

主人公 (ま-こ/ \ して) は- お 難う、 お 難う。 

來 おの 三 (主人公の 手 1^- と r, ん ばかりに) まあ こ 、へ掛 

けた まへ。 お掛けなさい 。いろくる の …… 。 0 しゃ "し 

や 笑 ひながら) お 話 を 承りたい から。 

主人公 (腰，^ お， C す) 

(二三 人のお. -ィが 盆に リキ ュ-〃 1^ 載 V て、 来賓の 

lEv!- 勸 めズ步 く。) 

老 紳士  (が- ィ に) 何 だね？ 

お；， ィ ゥ ヰスキ ー と、 ベ パァ. ミントで ございます。 

老钟士 ふうん * わし は タンサンが ほしいな。 

- ィ はい、 たに 今。 

中老 种士 一つ 贺は うか。 その 黄色い 方が い X。 ("キ ュ 

- ルん. /とろ) 

好きだな。 

中老 紳士 ぁなたも何，^ですか0 暑氣拂 ひに。 


老 紳士 いや、 もう 賴 まれても …… 。 

中老 紳士 水なん かより は餘っ 程. ようご わす ぜ J 

老 紳士 いや、 もう …… 0 

(ポ— ィが 名刺. ^のせた 小さな 銀 盆，^ 持つ て 出て 來 

て， 主人. 公の 前-し 行く。) 

ィ この 方が ちょっとお 目に か、 りたい とい ふこと 

で。 

主人公 (名刺，^ とつ ズ) は あ。 では 何處か 別室で …… 。 

直ぐ 行きます から。 

； ィ はい。 (去る) 

老钟士 佐久 間さん。 最前、 お 話 を聽き 漏らした が、 速力 

とい ふ もの は …… 一時間の ぢ やね。 どれ 位で ごわす。 あ 

ん たの 飛行機 ぢ やとし 

主人. 公 百 四十 哩 出ます。 フ ール* スビ ー ド で。； 

老 紳士 百 四十 …； ほう！ ぢ やとす ると 一時間に …… 靜 

岡 へんまで はらく ぢ やな。 

主人 & は あ、 いや、 もっと …； 豐撟 まで …… ？ 去年 神戶 

から 來る 時に， 濱 松の 辩天 島の 上 ま 一.^、  丁度 一時間で 來 

て 了 ひました。 

老 紳士 ふうん！ 永 上機ぢ やった ね 。あんた の は。 

主人公 は あ * しかし 水上 機で も 陸上 機で も、 さう 大して 

變 りありません リ 速力に。 
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中老 钟士 風の 方向で 餘程違 ひませ うね？ 

主人公 は .4々 いや、 大した 風で なければ …：. 0 近頃 は强 

馬力の； S 動機 を 載せます から。 

老 紳士 あんた の は …… 六、 六 …… 。 

主人公 は あ， 三百の をニ臺 つけて をり ます。 

中老 紳士 ー體 その …… 。ねえ 佐久 間さん、 どんな 氣 持の 

もんで ごわせ うかね、 飛んで ゐる時 は …： ？ 

主人公 さう です ね。 いつも それ を 訊かれ るんで 困 るんで 

すが …… まあ 一 番 分り 易く 云 ふと、 大きな 船に 乘 つて ゐ 

る やうな もので ... •：  0 素 晴ら し い 非常な 速力 の 汽船に で 

中老 紳士 つまり その 動搖の 工合が ：：： ？ 

主人公 は あ、 體 にうける ショック は、 丁度 あれと 似て を 

、 、 

ります。 た "あれよりも うちつ と 輕 いふ は./ \- した 感じ 

です けれども …… 。 宙に 浮いて ゐ るんで すから。 

中老 紳士 ふ， つん ：： 。 は \ あ、 分った。 ぢゃハ ン モック 

みた いなもの だな。 早い話が。 

老钟士 ハ ン …； ？ 

中老 紳士 ハンモック。 ご存知で せう？ あの それ、 よく 

子供が 庭の 樹に 吊るして、 寢 ころんで ゐるぢ や ごわ せん 

か。 仰向いて 本なん か 見ながら …… 。 

航ゅ > 一兵 大尉 B 成程。 宙に 浮いて ゐ るな。 あれ は。 


來賓の 一 ェ レゲエ ー タ ー の 工合と も 違 ひます か。 

主人公 は あ、 さう です。 つまり あれです。 M レ * ゥェ， 'タ 

I で 降りる 時の …… ェ レゲエ ー タ— にも 隨分 足の のろい 

のがあります けれどね。 のろいん ぢゃ 駄目です が、 早い 

奴なら、 あのす うつと した 吸 ひ 込まれる やうな 氣 持です 

ね。 すうつ とした …… 。 あれなん かま あ ：… まあ 似て ゐ 

ると 云へ ますね。 いくらか。 

大尉 B マ 一 レゲエ ー タ ー が 停る 時に、 下手な 奴が やる と、 

ちょっと かう ショック をう け ませう？ 突き 戾 される や 

うな …… 。 あの 感じです よ。 つまり。 着陸して 車輪が 地 

面に 觸れた 瞬間の 氣持 は。 

中老 紳士 は、 あ、 ぢゃ あまりい、 氣 持の もの ぢゃ ごわせ 

んな.^1めれぢゃぁ …… 。 (主人公に) それで 下 を 瞰た時 

はどうで すか。 飛びながら。 眼の まわる やうな こと は ご 

わせん か。 

主人 〈ム そんな ことはありません。 絕 に。 

4<asB 昔 はありました がね。 のろい ふらふらした 飛行機 

時代に は。 

主人公 もう 一 日； 飛 ひ 出して 了 へ ば、 どんな 人 だ つ て偷快 

になれ ます。 い. 1 氣 持の ものです。 實際。 

來贫の 一 (乘リ 出して) 本當 です か。 

主人公 本當 です よ。 船なん かより は餘っ 程ら くです。 た 
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とへば …… 一 希い、 の は 高い 建物です ね。 丸 ビルと か 三 

越と か …… 。あ V いふ 高い 處の 頂邊に 上って、 そこへ 寢 

ころんで 下 を 眺めて 兑 るんで すよ。 さう すると 一 番 よく 

分る と 思 ふんです。 飛びながら 下 を瞰た 時の 氣 持が 0 

中老 紳士 おや、 それ ぢ やちつ とも 愉快 ぢ やない。 氣 味の 

悪い もんです よ。 高い 處 から 下を視 くの は。 

主人公 それ は 立って 見る からです。 立って 見る から 足が 

すく はれる やうで 4 飒 味が 惡 いんです。 橫 になって 寢ころ 

んで兑 て ごらんなさい。 ^^か足もとに見ぇたり、 家ゃ電 

車が 頭の 上 を 走ったり。 

來资の 一 餘計氣 持が 惡さ うだな。 そいつ は。 

主人公 いや、 まるで 宙返りで もして ゐる やうです。 飛行 

機で。 

老紳 いや" いかん。 それや 感心 せん。 

(^5-ィが新11社！5;と、 十二 三 まの 盛装した 少女，^. 案 

內 して 出て 來ろ。 少女 は类 しい 大きな 花束^ 抱へ てゐ 

る。 そのうし ス にお！ S 班員が 綾く。) 

^1 ィ (主人公に) た V 今のお 名刺の 方が、 こちらで と 

仰お いますので。 

新 M 社 fl; (機敏に) どうも かう いふお 席へ 甚だ 失 瞠でご 

ざいます が、 特に どうか。 

主人公 は あ、 私、 佐久 間です。 


社員 私 は帝國 曰報瓧 長の 代理で ございます。 え、 …… こ 

の 度 は { や； 前 の ご 成功で お 目出度う 存じ ます。 社長が 自身 

およろこびに 上がる 箬 でした が、 生憎 據處 ない 社用で 旅 

行いた しました ので、 失禮 です が 私が 代って。 

人 公 恐れ 人り ます、 どうも。 

員 (少女 前に 出して) 社長の 娘で ございます。 

女 お目出度う ございます。 (花束.^ 捧げろ) 

人 公 存 難う 存じます。 (花束 受取って 少女と 輕く握 

手す ろ) 

(うし ス で-お 眞 の マグネシウムの 音が 起ろ。) 

社 負 (恭しく 舉 書の 卷 物，^ 出して 讀む) 一等 飛行機 操縱 

士佐久 間 英ー君 は、 航{- ^俱樂 部 主催 太平洋 橫斷 飛行 競技 

會に參 加して、 大正 十 X 年 三月、 ユンゲル 式 六 百 馬力 水 

上 飛行機 を もって 敢然 東京 灣を發 し、 途中 幾多の 艱難 辛 

苦と 鬪ひ、 而も 不撓不屈， 遂に 未曾有の 飛行 を 完成して 

當 初の ほ 的 を 貫徹 せらる o(.JIas の マ I;- ネシゥ ムの 音が 起 

3 資に その 壯擧 たる や、 將に 有史以来の 龜鑑 とすべ 

く、 又 その 成功の 光輝 今や 全世界に 冠絶す。 洵に 吾人 祌 

洲男兒 の 本懐 名譽 之に 過ぐ る ものな し。 本； M は 玆に議 で 

深厚な る 祝賀 の 微意 を 表し 、 併 て 邦家航^^ 界 のた め將來 

尙 一層の ご 努力 を 望む。 (卷 き收 めて 主人公 LL 出す) 

(烈しい 拍手が 起ろ。) 
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主人公 (直立不動で) どうも有難う 存じます。 微力に も 

拘らず 無事 飛行が 成し遂げられました こと は、 偏に 皆樣 

の 非常な る 御 同情と 御聲援 の 賜 も ので ございます。 この 

後と も 何分よ ろしく 御 指導 をお 願 ひ 申します。 

(再び 烈しい 拍手が 起ろ。 それ LL まじって 「佐 久間君 

w!^」 と いふ 叫びが 聞え る。) 

社歲 (碎 けて〕 何れ；^ 長が 歸京 次第" 一夕 粗餐 を 差 上げ 

たいと 思って をり ます。 どうぞ そ の 節 は 是非 ご 出席 を J 

主人公 は， 有難う。 伺 ひます。 

肚具 では これで 失 鱧いた します。 どうも 飛んだ お妨げ を 

…： 。 皆樣、 甚だ ご無禮 申し上げました。 (少女と 一 絡 

に 去ろ。 爲 《 班 a; も 緩く) 

主人公 (花 ia-,^ 小 卓の 上に 體 いて、 元の ^に 房ろ) 

來賓の 一 あれで あしたの 新聞に 麗々 と 書きた てるんで す 

な。 寫眞 入り か 何 かで。 

火 尉 A しかし どうです。 愉快 ぢ やありません か。 素 晴ら 

しいです よ。 何と 云った つて 時代の 寵兒 だ。 佐 久間君 は 。 

ねえ、 さ うぢゃありません か。 

來賓の 二 日本が 初めて 生んだ B 本 界の 代表者 だ。 最も 

名譽 ある、 最も 光輝 ある ••：： 。 

大 SSB 寶 際です。 實際、 この 名譽と 功績に 價 する もの は 

…… 大勁位 は 少し 恐れ多い が、 勳 一等 を もって 酬いても 


決して その …… 決して その …… 。 いや、 勳 一等が 至 當だリ 

大尉 A 至當 だ。 我輩 も 同感 だ。 それ は …… 。 然るに、 然 

るに だ。 然るに 當局 はこれ に對 して、 餘 りに 冷淡す ぎ や 

せんかと 思 ふ。 假 りに これが 軍部の 者 だったら … … つま 

り 吾 々 軍部の 者 だ つ たら だな。 勿論 早速 文句な しに 戰時 

並みの 待遇 をう ける ところなん だが、 つまり 民 問 操縦士 

とい ふ點 で， 民間と いふ 點 で、 非常な 損 を せんけれ やな 

らん。 我輩 は， 我輩 自身 は 光 輝 ある 帝國 軍人の 名 譽を持 

つと る けれども、 その  そのつ まり、 その 一個の 私人 

として- 私情の 上に 於て 忍びん の だ〕 私人と して 義愤を 

感じ るんだ。 我輩 は。 

屮老 紳士 尤もな ぉ說 だ。 曰 本 は 肩書の 國 だからな。 肩書 

さへ あれば 少々 腐って ゐても 役に立つ。 が、 これが なか 

つ たら。 

來 翁の 一 なかったら、 十 割の 損 だ。 全く。 

來賓の 二 十 割の 損ぢ や …… 結， iS 無し になって 了 ふぢ や あ 

りません か。 無しに。 

來 の 一 え X、 だから 結局 無しです よ。 結局 脛 一本で さ 

あ、 死ぬ まで。 いや、 死んでも 脛 一本 だ。 無冠の 太夫 は。 

來{ ぬの 三 死んだら 墓標 一本です。 

中老 紳士 何とかな らん もの かね。 さう 云 はれて 見る と、 

成 8r 航»^俱樂部の赏金だけでは、 ちと どうも …… 。 何 
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しろ あれ だけの 大きな 仕事なん だから。 世界的の。 

火 尉 B さう * さ 、「であります。 S 際、 とても 金錢 などに 

代 へられん 國家 的功勞 なんであります から …； 。 實際" 

大尉 A い くら wii の 一 飛行家 で も , 功 緩 は 功績で ありま 

すから な。 それ を 故意に 認めなかったり、 せ 民に よって 

恩赏に 甲 乙の 差 をつ けたり する ちゆ ふこと は 甚だよ ろし 

くない。 國家 としてよ ろしくない。 國家 的に 嘆か はしい 

©5 ふべき こと だと 考へ るので あります。 

4<siB 问感 だ。 我輩 も …… 。 第 一 、 人心 を惡 化せし める 

所以 だ。 社-. 機構の 不公平ち ゆふこと は …… 。 

犬 いや、 我 §^ は 社 機構な どに ついて 述べと り はせ 

ん。 我 ii^ はたに 一 民 問 飛行家の 破天荒な 事業の 成功に 對 

して 當局 が餘 りに 無關 心すぎ る。 あまりに 冷淡す ぎる、 

あまりに 一 M つ 子 扱 ひする ちゆ ふこと に ：：，. 。 

來. おの 一 いや， ぉ說ご 尤も だ。 よく 分る。 ご兩 君の 仰 有 

る こと は、 よく 分る り よく 分る が、 しかし 當局 でも 人が 

ゐ ない 譯ぢ やない。 相當考 5^ は费 やして ゐ るんだ。 つま 

りお 甚 の：^ ベ をね-.' しかし 如何せん- 何分 前例の ない 國 

際 的の ことです からな。 そこ も 多少 考 へて やらん とい か 

ん。 全く 始めての 事で. 總 てが 全然 白紙 狀 態なん だから 

…… さう でせ う？ だから それで ちょっと 表彰の 方針が 

つかん 形ぢ やない かと 想像され るんだ が、 私に は .：•  0 


大尉 A それなら それで 豫め 内意 位 は 漏らして 然る ベ きで 

ある 箬だ。 佐久間 君に 對 して。 それ を 今もって 何の 沙汰 

もない。 殆ど 風馬牛の 態度で あるち ゆふこと が、 甚だ そ 

の …… 0 

老 紳士  (火 さな 欠伸. * すろ) 

中老 紳士 それ ぢ やどう です。 議論が 出た ついでに、 丁度 

い &機會 だから * 一  つ 今夜 こ.^ へ 集った ものが 主唱 者に 

なって、 然るべ く 建白で もして は …： 0 

來賓 の 一 一 機. 運 促進の 意味で ね。 さう い ふ 内意が 當局 にあ 

る ものと し て …… 。 

大尉 B 成程。 それや 大いにい、 ですな。 朝野の 名士が こ 

れ だけ 一 堂に 集まる なんて 滅多にない ことであります か 

ら な. (ナ、 尉 A--0 どうだい、 貴公。 

大尉 A 勿論 賛成 だ。 さう い ふ 運動 を 起し て こそ、 今夜の 

この 歡迎 祝賀 會に 意義が 生じる の だ。 大いに やらう。 及 

ばず ながら 犬馬の 勞 をと るよ。 我輩 も。 

主人公 いや、 もう どうぞ そんな こと は  。 どうも それ 

ぢ やかへ つて 恐縮です。 

大尉 B まあ. まあい- * です よ。 そんな 遠慮 を せんだって 

…… 。 まあ 我輩 等に 任して おきた まへ。 きっと 動 章 を 貰 

つて 上げる 0 

大尉 A 勳 一等 は 怪しい が， 旭日 靈 光章 …… 或は ちょっと 
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下がって、 旭日 中 絞 章 位 は確實 だ，。 しかし 君、 佐久間 君。 

これが 成功したら 吾輩 等 を 一 夕 招待して、 慰 勞の宴 を 張 

らん けれ やい かんぜ、 大々 的に、 な あ 君。 

大尉 B それや 貴公 云 ふだけ 野暮 だ。 第 一 、 賞金 五 萬圓が 

默っ とらん。 吾々 が 飮む位 * 一  と 月 二た 月 流連した つて 

平氣 だ。 たかは 知れと る。 な あ 佐久間 君リ 

主人公 (に こ （'笑 ひながら) は あ、， でれ やもう …： 分 

つて をり ます"〕 充分 その …… 0 

中老 钟士 それ はま あ、 あとの 出来た 時の 事と して 、第一 

の 問題 は .•：： 。 

大尉 B  (てれ 隱 しに 鵡？ S 返し 第一の 問題 は …… 。 

中老 紳士 誰か 文章 家 は をら れんかな。 表彰 文案の 起草 委 

員になる 方 *1  0 

大尉 B さう だ。 表彰 文案の 起草 委員 …… 。 

來賓の 二  (中老 钟士 に) それ はもう あなたに 限る。 詩經 

家た ると ころの あなた を 措いて、 ほかに 人 は。 

中老 紳士 滅相 もない。 それやお 斷り だ。 とても それや 私 

なんか …… 0 

來 t せの 一 そんな こと 仰 有って はいけ ません な。 是非 ご 苦 

勞を願 はん けれ や …… 。 

大尉 A  (中老 紳士  •」) ぢ やどう か 一つ 起草 委員と いふ こ 

とに …… 0 ご 面倒で も 0 


中老 紳士 いや、 それや 駄目です よ。 資際。 本當に 書け ま 

せん。 私に は。 

大尉 A しかし 推薦して ゐられ る 方 さへ あるので あります 

から、 枉げ てお 引受 を。 

老 紳士  (大 さな 欠伸 1 ^すろ) 

中老 紳士  (頭.^ 搔 きながら) 弱り ましたね 。どうも …… 0 

ぢゃ …… ぢゃー そかう したら 何う です。 資行 委員 を 選 擧 

してね、 皆さんの 中から 五六 人。 それで 萬箏は その 方々. 

にお 願 ひする とい ふ ことに  0 

大尉 B 成程 ー 名案であります な。 ぢゃ 早速 發頭 人の あ 

なた から、 その。 

中老 紳士 發頭 人？ 發頭人 は 少し どうも ：… 0 暴力 M の 

首魁 ぢゃ あるまい し。 

大尉 B 成程。 いや、 これ は 失禮。 ぢゃ發 起 人？ 或は 發 

…： ：議 者です か。 

大尉 A 君. 君、 そんな 發起人 も 糞 も あり やせん。 問題 は 

實行委 負の 選擧 だ。 

大尉 B あ， &さ うか。 成程。 (屮老 紳士-し) では 先登に あ 

なた から 一 つ 實行委 A に …： 。 

中老 紳士 私に？ …… 實行 委員 V  ふうん. それや まあ 

…… それや まあ 成れと 仰 有るなら 成り もす るが、 それよ 

 。 
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火 SA まだ ほかに 何 かい、 案が あります か。 、 

中老 紳士 どうで せう。 たと へ 今 こ  でな にがし かの實 行 

委負を 擧 げたと ころ で^すな。 擧 げたと ころで、 とても 

今夜 中に^^ 解決 するとい ふこと は。 

4< 尉 B は、 出来ん のであります。 さう であります。 

中老 紳士 どうせ 相當の 日子 を 要する と 思 ひます ね 0 然ら 

ば 寧ろです な。 

太 SSA は あ。 

中老 钟十： 寧ろ この 際. もっと 大々 的に 團結 をして ：… 基 

礎の ある 圃結 をして すな。 たと へば …… 何とか 期成 同 

盟會 といった 風な、 まあ そんな 風な 堂々 たる 運動 方針の 

下にです な" 

^RB 成程！ それ は 又 一段と 妙計であります な。 うむ、 

成程！ それや 成程、 ぉ說の 通り その 方が、 それやもう 

確かにら の …… 。 な あ 原 S 大尉、 贵公 どう 思 ふ？ 

火 尉 A  55^;議なし。 贊成！ つまり 佐久間 一等 飛行機 操縦 

土 功：^ …； 功 P 、かな。 功鎮 表彰 期成同盟 會 つてな 風な も 

のであります な。 

屮 老钟士 左様。 

^WB 佐久間 一 ^飛行機 操， 臧士功 緩 表彰 …… か。 期成 同 

盟.西。 成 ST い. -ね。 それや も，.' それに 限る" 堂々 とし 

とる！ な ぁ佐久 is:;:" 


主人公 は あ、 結構です。 

中老 紳士 待って 下さい。 (考 へながら) 佐久間 操^士 功 

績 表彰 … … その 功鎮 表彰 の 功 緩 は 蛇足 ぢ やありません か 

ね。 功鎮は …… 0 表彰と いふ 文字が あれば、 それで 分る 

と 思 ふが …： 。 佐久間 一 等 飛行 操縦士 表彰 期成同盟 會。 

大尉 A 佐久問 一等 飛行 操縦士 功， いや、 表、 表彰 期成 同 

盟會 …… ですな。 

大尉 B うむ， 分る く。 それでよ く 分る。 

火 SSA ちょっと、 ちょっと 待って くれ。 しかし さうな る 

と 會長を 置かに やならん が …； 0 同盟 會 長ち ゆ ふ もの を。 

大尉 B 成程。 うむ、 しかし それや 勿論 …… それや 勿論？ a 

かに やなるまい。 (中老 紳士に) 置かに やなるまい でせ 

うな？ 

中老 紳士 置いても い \ で せうな" 會の 存在 を はっきり さ 

せる 意味で。 

大尉 B は あ， はっきりさせる 意味で、 勿論 置いた 方が い 

い。 會の 存在 を、 その …… その …… 。 ぢ やその 第 一 に そ 

の會長 を。 

大尉 A まあ 贵公、 默っ とれ。 少し …… 。 (中老 紳士に) 

ところで、 その 入選 は  V. 

中老 紳士 左様。 まあ どなた か 先輩の 方に。 

大尉 A 先輩の 方と …… 。 (四 邊，^ «^ 廻 乙てから， 老钟士 


ao4 


^花 


の 前に 行って) 恐縮であります がノ めな たに 本會々 長 を 

お 願 ひしたい ので …… 0 甚だ その 恐縮であります が …… 0 

老钟士 本會リ  いや、 わしなん か は 微力で。 は W  、o 

とても その 器で ごわせ んリ 

大尉 A どういたしまして。 そんな こと 仰 有らずに. ど 5 

か 一 つ 是非 ご 面倒 を。 

老 紳士 誰も 相手に してく れんで な。 わしなん かで は … … 0 

^^A いや、 そんな こと は …… 。 1 つ 是非。 

老 紳士 も つ と、 その 然るべ き 人に 頼んだら ようご わせう。 

その 方が 成功の 早道 ぢゃ。 

大尉 A 決して ご迷惑 はお かけ しないつ もりであります か 

ら、 た e その …… お 名前 だけ 拜借 さし て 戴きた いので… 

…。 是非 その …… 。 

老 紳士 それなら …… 文部大臣が 見え て を つ た や う ぢ や 

が， あの人に 賴んで ごらん。 

大尉 A は あ、 左樣 であります か。 (四 逢，^ 見廻 マ) 

来賓の 二 文部大臣 はもうと うに 歸られ ましたよ。 食堂 か 

ら こっちへ は 入らずに 直ぐ リ 

大尉 A は あ、 左樣 であります か。 (老 紳士に) 歸られ た 

さう であります。 大臣 閣下 は。 

老钟士 ふうん。 では …… 淸水 伯爵が よかろ。 あの人 は 世 

話 好きだから 極く 適任 ぢゃ。 


大尉- - 清水 伯爵。 0 お i ？』 して) は あ 、どんな 方で あ. リま 

すか 知ら。 

(來賓 の 中から r 淸 水さん も リ ました」 とい ふ？^ が 

聞え ろ o) 

老 紳士 歸っ たか。 さう か。 …… うむ * さ うぢ や， 參謀總 

長が をった。 あれ ぢ やく。 參謀總 長に 頼め 、あの人に。 

大尉 A  (俄か LL 姿勢， や 正して〕 參謀總 長 閣下 は， さき 程 

ぉ歸 りに なられました U は あ。 

老钟+  {^1島大將は？ 

大尉 A 宮島 閣下 も 先程， 栗 山中 將 閣下と ご 一 緒に。 は あ。 

老 紳士 歸られ たか。 みんな 歸 つて 了うた な。 それで は… 

…森 山 次官 は？ 外務省の。 

中老 紳士 森 山 君 はさつ き. M 關の 方へ 出て 行った から、 こ 

れも歸 つたで せう。 きっと. - 

老 紳士 ふうん。 …… では 祌村 子爵 は？ 

大尉 A カミ …… ？ 

中老 钟士  (火 尉 A に) 神 村 子爵 0 

大^3< は あ、 カミ ムラ 子爵と …… 。 (大 君 知つ 

とる か。 神 村 子爵 …： 閣下 を。 

大尉 B いや、 知らん。 生憎 その …… 我裴リ 

來贫 の 一 神 村さん はさつ き 食 (oi に 居る 時、 電話が か - つ 

て 来て、 何だか 忙が しさう にして ゐ ましたせ。 


束 花 


r,.-,.-, 


火！ SA は  > あ。 もれ ぢゃ 多分 これ も …… 。 

老钟 小； ではもう 誰も をらん や うぢ やね。 成って K ふやう 

な 人 は。 

^--n.^^^n':,  -r- し ス の 方から ぼつ/、、 中には、、 

そく 出て 行く おおが 次^に 烈しくな ろ。 もう 三分の 

1 位し か^つ 乂ゐ ない。) - 

屮老 紳士 さっき 赘視總 の 顔が 見えて ゐ たが ：.… 。 (四 

,  ほん 見廻す〕 

大 -SB は あ， ia^ 廳 のであります か。 

中老 紳士  (微笑) え 》、 謦 視廳の 警視 總監 …… 。歸 つた 

らしい。 おられん。 

大尉 A  ：… 困った な。 どうも …… 。 會 長が 居らん ぢゃ、 

ど、 「にも 問題に ならん〕 

大尉； q 海 の 寺 井 閣下 はどう だ？ 

大 1SA い  けれど， もう 居られまい。 

大， UB あした > 役所に 行って 頼む のさ。 

大尉 A 日 を あらためて 賴み 魁る 伉なら、 寺 井 閣下で なく 

たって、 もっと ：… 寧ろ 總理 大臣せ 邸に でも 押し かけた 

方が お 利 だ。 

大 -WB 成程！ それ もさう だな。 

中老 紳士 ぢ やさう したら 何う です？ 1 そリ 

大尉 A さう したら， と は？ 


中老 紳士 さう する のです よ。 此處で 居ない 入 を あれこれ 

云って ゐ るより はですな。 誰でも かま はない。 今夜 缺席 

の 入 だ つてい、 から、 こっち で會長 をき め て、 副會 長が 

必要なら 副 會長も 置き * それから 理事なら 理事、 幹事な 

ら 幹事と いふ 風に です ね。 

來资？ 一  天下の 名士 を片 つばし から 物色す るので すな。 

大尉 B 成程！ は." あ、 面白い ね。 

中老 紳士 それ を 手分けして， 一人々々 說き勉 るので すよ。 

きめてお いて。 

大尉 B 成程！ 上策です な。 そいつ は …… 「うまい 作戰 だ。 

中老 紳士 何處 でも みんな さう やって ゐ るので すよ J ソサ 

ィ ェ テ ー なんてい ふ もの！ r 

大尉 A は あん、 ぢ やさう しませう。 …… おい、 ボ，' ィ。 

ボ ー ィは をらん か。 …… ボ，' ィ。 

(ポ. 'ィ 出て 来ろ。) 

大尉 A 紙 を 持って 來て くれ。 

お- ィ 半紙で ございま すか。 

大尉 A うむ、 何でもよ い 0 

^51ィ はい。 (去る) 

老 紳士  (四 逢，^ 見廻して) お X* これ はこれ は • もうみ 

んな …… 。 (欠伸 か嚼み 殺しな. から 立ち上ろ) さあ、 で 

は そろ-./,, \> …… 0 
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主人公 は あ， 結構です、 それで。 

火 ぢゃ いよく 會長 だ。 誰 だ、 會長 は。 

中老 钟士 ちょっと/ \。 この 候補と いふ 字 はいらん でせ 

う。 役 G:^ 補の 候補 は。 

：… 成程。 いらん ねえ。 いらん よ。 それ は。 

大 仰せの 通り だ。 消し ませう。 

大尉 B 寧ろ 名簿 案 だね。 役員お 簿 案。 . 

大尉 A いや、 蹈も皮 もい らん。 rai に 役員 名簿で い >|0 そ 

れ より^ 長 をき めて くれ。 早く" これ こそ 一 番 重大 案 だ。 

火 尉 B 勿論 總理 大臣が よから う。 正々 堂々 と。 

成る かな」 總理大 おなん か r。 

太 成っても 成らんでも、 そこ を 頼 むんだ。 承知す る 

まで 顿 むん さ。 

^^A さう か。 よし、 * ちゃ 會長 は總理 大臣。 (老 钟士  LL) 

ご 異議ありません か。 

老紳+ ありません。 

大 -UA  osw-v; ながら) は、 では 副 會長。 

大 WB 副會長 も s くの か。 

火 あった 方が よから う。 賑やかで。 

火 SSB 成程！ ぢゃ まあ 順序と して. まづ …… 內務 大臣 0 

それとも 外務。 

火 尉 A  (老紳 如何で せう、 内務大臣で よいです か。 


老 紳士 よいで せう。 

火 siA は、 では 副會 長內務 大臣と。 (書く) これ は 一人 

でい k か。 もう 一入 置かんでも？ 

大尉 B  二人 置く か。 成程。 一 人より は 二人の 方が い 、な。 

ぢ やもう、 一人  かう つと。 …… うむ、 うちの 大臣 は ど 

うだ。 うちの？ 

大尉 A うむ * そいつ はよ からう。 至極 適當 だな。 では 陸 

軍大 K と。 …… いや、 待てよ。 

大尉 B 何 だ？ いかん か。 うちの 大臣で は。 

大尉 A こ、 へう ちの 大臣 を もって 來る 位なら * いっそ こ 

の內務 大臣 を やめて だな。 うちと 海軍と を 並べた 方が よ 

く はない か。 軍部 兩 大臣， 右大臣 左大臣つ ていふ 工合に 

かう …… 。 

大尉 B 成程！ それ も 名案 だね。 (中老 钟士 に) どうで 

せう、 ご 意 as よ？ 

中老 紳士 結構です な。 至極。 

大尉 A  (老 紳士に) では 內務 大臣 を變更 して. 副 會長を 

陸 海軍大臣 一 一 名と いふ ことに" 

老钟士 どうぞ。 

大尉 A は" (書く) 次ぎ は 理事 だ。 それとも 幹事と する 

か 0 職名 は？ . 

大尉 B 理事と 云った 方が 立派 だな" それや。 
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大尉 A お次ぎが 司法 …： 文部と 。それから。 

大尉 B ザ ットォ ー ル！ 

中老 紳士 おっと * も 一つあります よ。 

大尉 B え？ まだあります か。 

中老 钟+ あります よ。 鐵逍 お。 昔の 鐵道 院。 

大 SSA  ？ ひない、 鐵 ::. と。 それから？ 

^WB  (不確 もうない、 今度 は …… 。，(中老 紳士 

に) どうで せう、 大きな 銀行 會 社の 重役なん か は？ つ 

まりあな た 方の やうな … … そ の …； 富豪 や 資業家 を 全部 

網 維して. その …… 。 

老紳 +: (遮って) おや、 ちょっと， ちょっと 兑 せて 下さ 

、 0 

大尉 A If どうぞ。 R^m^w 

老 紳士  (眼 銃 かけて 觀き ながら〕 いや、 これ は 美事 だ。 

素晴らし いもん ぢ や！ 

大尉 AiB  (同時 lO は？ 

老钟士 すっかり 内 閣 が出來 上り ましたな。 一大 內閣 が。 

火- 成 內閣 ですな。 いや、 妙です な。 

老钟+ 短時間に えらい お 腕前 ぢゃ。 (哄笑〕 

中老 紳士 しかし ご： ゆ 君、 中々 お 骨折です な。 贊際 立派な 

^^俠的行爲ですょ。 偉い もんだ。 

大 な あに！ 何でもありません、 これ 位の こと は。 


中老 紳士 いや， 中々 どうして ：… 。大變 です よ。 第一、 

その 多 人數を 一 人々々 訪問して， 設き廼 るなん て 容易な 

こと ぢ やない 0 

大尉 A 訪問？ 

中老 紳士 ぇ&。 說き 廻る だけで も 難事業 だのに、 一 々承 

諾 させん けれ やならん の だからね。 賢 際 思 ひ やられます 

よ。 殊に かう いふん 達 は みんな 眼の 廻る 程， 忙 がしい と 

來てゐ る んだ か ら * 中々 おい それと 簡單 に會 つち やくれ 

ん。 散々 無駄足 を させて • やっと 秘書官 か 三 太夫 かに. 取 

次に 出て 來 ると 思 へ ば， 後日 何れよ く 伺つ てお きまして * 

と來 る。 これ やもう 何處 でも 極まり 文句なん です。 だが 

こっち は 正直に、 もう 伺つ ておいて くれた ものと 思つ て， 

後日 電話 か 何 かで 都合 をき いて 出かけて 行く と、 伺って 

ぉサ ましたが、 何れよ く考 へさせて 戴いて、 位のと ころ 

でて いよく 追つ 拂 はれる。 そこで こっち は 馬鹿 だから、 

馬鹿 は 馬鹿な り • に 正直 だから、 もう 考 へて くれて ある だ 

らうなん て、 い V 氣に なって 出かけて 行けば、 大臣 は 近 

頃 非常に ご 多忙で …… 。 開關 來、 大臣 は ご 多忙に きま 

つて ゐま さあ、 何處の 大臣 だってね。 それ を さう 云 ふん 

です よ。 大臣 は 非常に ご 多忙で、 どちら 樣へ も、 え \、 

樣 づけです よ。 丁寧な ものです * 斷る 時には。 どちら 樣 

へ もさう いふ こと は， 一 切お 斷 りして ゐ ます やうな 次第で 
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何 だと！ (始めて 四^,^ n ^廻す。 ま 人 公と、 その 

親友と、 老 紳士と、 中老 紳士の ほか 誰も ゐ ない 。大對 B 

に) $：! 樣 それ を 知 つと つ て、 何故 今 ま で默 つと るんだ！ 

何故 吾輩に こんな もの を窗 かした。 (鲁 いた 紙 1^ 破いて 

^てろ) け、 怪しからん 奴 だ。 

4<^B いや，， おは 吾 今まで 知らん かった の だ。 こん 

な結5^にならぅとは！ 

知らんで 濟 むか。 侮- t だぞ！ え、 侮辱し とる ぢ 

やない か、 大體。 

大尉お まあ、 まあ 勘忍せ い、 仕方がない、 これが 世間の 

通例 だ。 勘忍せ い、 勘忍せ い。 

老钟 十： (立 上ろ) どれ、 おいと ませう。 はは、 ^.5。 い 

や、 遝 くまで ご 苦勞。 (去ろ) 

中老 紳士 そこまで ご 一緒に。 佐久 間さん、 ではお 先き へ。 

(- 級いて 去ろ) 

主人公 (立ち上ろ) どうぞ。 失禮 しました。 

大尉 A 無 5M 任な 奴等 だ！ 情けない 奴等 だ！ よく 人間 

の皮をかぶっとるなぁ！ 

大^58  eg 時 i^s,^ 見て) お、 もう 十二時 だ。 早く 行かん 

と： み isf- がなくなる ぞ。 

cn ぃ上ャ对に^^代へ た^- -ィが、 二三 人 どやく と. a 

て來て 椅子，^ 片付け はじめる。) 


大尉 B おい、 さあ 立て。 遲 くなる。 

大尉 A ー體、 今夜の 司侖 3 者 はどうし たんだ。 司會者 は。 

大尉 B をらん ね。 歸 つたんだ らう。 大方" 

大尉 A 歸 つた リ  怪しからん ぢ やない か。 客を殘 して 

司會 者が 先き に歸 るち ふ 法が あるか。 え， 司會 者が。 

大尉 B 司會 者の ことまで 俺 は 知らん よ。 

大尉 A チヨ ッ！ どいつ もこい つも 成つ とりや せん！ 

呆れ返った 奴等 ぢ や！ 

大尉；：" もう 諦めろ。 ちょっとした 物の はずみで 間違った 

んだ。 世間に はザラ にある こと だ。 まあ 勘辨 しろ。 

大尉 A 糞つ たれめ- . ：: •• おい、 何處 かで 飮み 直さう. 景 

氣 よく！ 俺 はた まらん！ 

大尉 CC よし、 飮む。 行かう。 

(主人 八 ムに は 眼 も くれす、 大尉 A と B、 足早に 去ろ。) 

主人公 (大尉の 權 W ザ」 押されて 挨投. ^しそ こなって 見送 

つて ゐ たが、 やがて 椅子 Li 腰， 下す) 

^-ィ の 一 椅子 を 片付けます。 恐れ入り ますが. お立ち 

下さい。 

主人公 椅子？  あ、 さう か。 (立ち上る) 

^1 ィのニ 時間で ございます から、 どうぞお 引取り 下さ 

主人公 時間？  あ \ さ うか。 ふ  >1 > -、 \  。何の こと だ。 
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結局、 外へ 追 ひ 出されて 了 ふの か U 獨 りで …… 。 

(今まで 背後の 方 LL 一  人 ぼつ れんと して ゐた 主人公の 

親友が 傍へ 出て 來 ろ。) 

親友 おい、 英 ちゃん、 もうい、 んだ らう？ 行かう。 

主人 八ム (吃驚して) 何 だ- 淸 ちゃん、 お前 まだ ゐた のか 

い。 今まで。 

親友 うむ、 待って ゐ たんだよ。 銀座 を 歩いて 歸 らう。 

主人公 を いつは 濟 まなかつ たな。 遲 くまで 待た しちやつ 

て ；… 0 僕 はもうと つくに 歸 つたと 思つ てゐ たんだよ。。 

君 は。 

親友 默 つて 行つ ちま ふやうな こと はしない よ。 

主人公 有難う、 有難う。 本當 にす まない。 待た しちやつ 

て 0 

お- ィの 一 もし ノ\ "これ をお 持ち 下さい まし。 (花束 

オヤと つ て 出す) 

主人公 あ \ 花 か。 (手，^ 出し かけた-か) もう 萎れち まつ 

たぢ やない か。 捨て、 くれた まへ。 いらない から。 

ィ かしこまりました。 それ ぢゃ お捨て 致します。 

親友 まだ 萎れち ゃゐ ない よ。 持って行 けよ。 折角 くれた 

のに。 

主人公 いらない よ。 …… ねえ 淸 ちゃん、 人間なん て 花束 

みた いなもの だね。 この 花束 は 赤い リボンで 結んで ある 


けれど * 黑ぃ リボンの 奴 も ある ぜ。 え、 ある だら う？ 

しかし 赤 だって 黑 だって、 何方で 結ばれた つて- 結局 花 

束の 壽侖は 一 時的ぢ やない か。 さ うだらう？ 人間 だつ 

て さう だ。 幸福 も 不幸 もさう 永く は續 かない。 一時的. た 

よ。 ほんの 一 時 だよ …； 。 

^1ィ../\ あ 力り を 消します。 (常燈 の スゥヰ クチ, かひ 

ねろ) 

親友 英 ちゃん。 行かう。 

主人公 俺 はもう 飛行機なん かい や だ〕  \ ん， 何てく 

だら ねえ 世の中 だら う！ 

(薄暗くな ろ。) 

—— 幕 11 

(大正 十五 年 三月 作) 


鈴 木 泉 三郞篇 


664 


次 平 小ろ ゐてさ 生 


お 那 小 
古 幡 

ち 太 小 
九 平 

か 郞 次 


小 平 次 S3 

太九郞 (舌 打) また 切られた。 

(鈍い 水 音が す る0) 

(長い間。) 

太九郎 お、！ ， はって ゐるぢ やない か。 何 を ぼんやりし 

てゐ るん. だ。 

小 平 次 (沈思から 醒めろ) あ、、 さう か。 

太九郎 大きな 鯉ら しいな。 や、 そんな 無理 をして は 駄目 

だ 0 

(魚の 一 浴ち た 音。) 

(間。) 

太九郎 どうして あんな 風な 引き かた をし たんだら うな。 

おれに ほ わからね えな。 あんな 事 を すれば 切られる に 極 

つ て ゐるぢ や あない か。 

小 平 次 (無言〕 

太九郞 ほれ。 どう だ。 この 黑 鯛の やうな 大きな 鮒 を 見て 

吳れ。 (魚 fj- 针 から 外し • 餌 1^ つけ 直して 糸，^ 投げろ) 

えい や， ゃッ こらさに、 やっとい うて 曳き やる、 か。 (耿 

ふ) ぉ聲 聞く さへ 四肢が な ゆる …… 

小 平 次 (つぶやく やうに 綾け S) まして 添うたら 死の ず 

よの …… 

太九郞 (小 平 次，^ 凝視す ろ) 


生きて ぬる 小 平 次 S  5 


物 

役 者 

離 方 

太 九 郎の女 

時 代 

江戸時代 

第 一 幕 

奧州郡 山 在 あさかの 沼の 上。 陰暦四月の^^4。 1= ぃ樹々 

^^っっした&んだ水面。 a い 水草の 花。 背 景に 沈 

んだ 色の 山々。 空 は 雨 1^ 含んで 1= いが、 山の 向 ふ LL は 

すこしに かりの 靑空が ぁリ、 そこ か ら 侍しげ な 光 の箭 

が この 古 诏の上 LL 射し かけて ゐる。 

中央に 小舟が 一艘。 そこ に 小 平 次と 太 九郞の 二人が 釣 

, ^して ゐろ 0 靜 寂。 

太九郎 もう 何 刻な の だら う。 


次 平 小ろ ねて^ ホ. 
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小 平 次 いらくして) 全 E* 今 は 何 刻な の だ。 

太九郞 だから さ。 (n) 七ッ 過ぎた かも 知れない な。 

小 平 次 日が 傾く と 淋しい な あ U 

太九郞 うん。 奥州 路は わけても 陰氣 なの だ。 

小 平 次 01。 顿 £0 おれ は 3}. く 江戸へ 歸 りたい。 

太九郞 …… そんなに 淋しい のか。 (笑 ふ) 

小 平 次 (15 の 後) 江戸 を 出てから 七十 日餘 りになる。 

太九郞 さう だ 。(問) それにお 前 は に 馴れない の だか 

らな。 

(rK い 沈 K。) 

小： 牛 次 な あ、 太 九郞！ 

太九郞 なんだ。 

小 平 次 おれ はお 前に 紐みたい 事が あるんだ がな …； 

太九郞 (小 平 次 见 ろ) 

小 平 次 お前、 腹 を 立て、 SK れる な ひ 

太九郞 うん。 だが^いて 兑 ない 事 はわから ねえ，」 

小 平 次 K は， おち かさんの 事な の だ" 

太九郎 おち かさんだ と。 (間) はて、 おれの 女房のお ち 

かの^な の だら うか。 

小 平 次 (不安) さう だリ 

(長い ISO レ 


太九郞 (不機 娘 LL) まあ 云って 見ね え。 

小 平 次 うむ。 とうから 打 まけて 話さう と 思って ゐ たこと 

だが … … 江戸へ 歸れば また 折 を 無くして 仕舞 ふから。 そ 

れに …：. (ふと 口 V?- つぐむ) 

(長い 11。 空 に 時鳥の 萆 がする。 小 平 次〕 見上げろ。) 

太九郞 どうしたの だ。 お前の 話 を 待って ゐ るんだ ぜ。 

小 平 次 太 九郎！ 長い 事、 腹の 中で おれ を 見下げた 奴 だ 

と 思って ゐ ただら うな。 

太九郞 なぜ そんな 事 をい ふんだ。 

小 平 次 申譯が 無い。 ゆるして 吳れ。 

太九郞 Cf-Ji",^ 吹く。 吸？ i.r 水の 屮で^ える) 

小 平 次 もとより 口で わびて 濟む 罪と はお もって ゐ ない。 

察して 吳れ。 

太九郞  0 

小 平 次 この 年月の 友達 面 も 恥し い。 どうかかん にんして 

吳れ。 

太九郞  0 

小 平 次 人の 口の端に も 露骨に のぼって ゐる 今にな つて、 

のめく 許せ も 凄まじい と 思って ゐ るの だら う。 お前の 

か ねぐ の 心の中の 腹立ち は ■ おれに はよう くわ かつ て 

ゐ るの だ。 

太九郞 (冷笑)  - 
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次 平 小ろ ゐて ->  生 


小 平 次 それな のに、 また こんな 事 を 云 ひ 出 すんだ が …… 0 一 

(問) ど うだらう か。 (言 ひ 泣み 乍ら) あの * おち かさ 一 

んを きれいに おれに 吳れる わけに はいかな いだら うか。 一 

太九郞 なに？ 吳れ と。  一 

小 平 次 憎いだら うがな。 この 長年の 馴染に めんじて * お 一 

れの 女房に 吳れる わけに 行かない だら うか。  一 

太九郞 おい。 あの 女 はおれの 女房なん だせ。  _ 

小 平 次 さう 云 はれる と 一言 もな いんだ。 (間) 瘦 せても； 

祐れて も、 おれ も 役者の はしくれ だから、 こんな を かし 一 

な 事 を、 正面 切って 持 出した く はない。 しかし、 よくよ 一 

く 思案し つくしての 賴 みなの だ。 察して くれ …： (間) 

お前が だまって ゐて 吳れる だけ、 おれの 苦しい 氣持 はだ 

んく 積み重なって 来る。 この 上、 今の ま、 でゐ たらば 

おれ は氣 がちが つてし まふ だら う。 

太九郎 (冷笑) 

小 平 次 いっそ 樂屋 の、 師 K や 仲間の 前で、 足^にで もさ 一 

れ、 面の 皮 を 引ん むかれで もしたら、 かへ つて 心が 輕くー 

なる だら う。 いつまでも、 そッ として 置かれる の は 辛い 0ー 

濟 まない。 申譯 がない とお もって ゐる。  一 

太九郞 (間の 後、 冷やかに) …… 那 かの 太 九郎、 もとより 一 

名もない 芝居の 太鼓 打 だ， がな。 藝 人の 飯 は 十六の 年から 一 

喰って ゐ るの だ。 女房の 淫事 を、 われから 騷ぎ 立てられ；， 


ると "力 、 〕 

小 平 次  " 

太九郎 まして 分 相應の 役者 狂ひぢ やねえ か。 知らね え 顔 

をして ゐ るより ほか 法が あるか い。 

小 平 次 なに。 役者 狂 ひだと …… 。 

太九郎 さうよ リ 

小 平.？ ム お、！ いかにも おれ は 役者に ちが ひない が、 ま 

だ 友達の 女房 づれに SS; はれた 事 はねえ。 

太九郞 なんだ と 0 

小 大尉 おち かと おれとの 仲 は、 もう 四 年 越の 事で はない 

か。 お前 も 知って ゐる 通り、 あの 女が 杉 山 半 六に 死別れ 

て 後家に なって 以來の 事で はない か。 おれに 緣 がう すか 

つたの か、 乃至、 力がなかった のか 知らないが、 降って 

湧いた 樣に お前と あの 女との 祝言が あつたの だ。 

太九郞 いかにも， おれが 手 を 廻して 女房に 莨つ たんだ。 

小 平 次 そ * その後の こと はなん と 云っても 不義に ちが ひ 

ない， いふまで もな くそれ はおれが 惡ぃ。 だが 決して 一 

時の 弄み ものにし たので も、 また された ん でもな いんだ。 

もと./ Z 眞資 惚れれ いて、 あれ はおれから ロ說 いた 女な 

んだ。 

太九郞 …： 古い 事 はおれ も 知らね え。 とにかく 今 はれ ッ 

きとし た 亭主 持 にち が ひ ねえ。 賈 はれた の は 役者の 小幡 
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小 平 才、 ぢ やねえ か。 

小 平 次 やつば りさう いふの か。 (間) 友達 だと 思って ゐ 

て SK れ るんだ とお もって * この 年月 苦しい 戀を績 け て 來 

たのに …… さう 云 はれて はどう も 氣が濟 まねえ。 役者 稼 

菜に .：5！^ をせば めて ゐても * これで も 男  一 HT た U まだ 腹の 

屮 までく さって はゐな いつもり だ。 

太 九 W  (笑 ふ) 

小 平 次 おれ は 惚れた^ のない 女に、 これまで 一度 も 手 を 

出した^:-はねぇ0£§痴も極^も惚れたればこそのことだ0 

ついした siM ぐら ゐ なら、 何も 好んで 太鼓 打の 女房なん 

ぞに手 を 出す もんか。 

太九郞 なに？  . 

小 平 次 惯 りながら この 小 平 次、 眞實の 無い 情事 は 決して 

した 事が な いんだ。 

太九郎 o;< ふ) 友達の 女房 を 盗んで 置いて、 船中で 引拔 

いて 大兑 ST たな。 それ は 故人の 型に でも あるの か、 ふ ざ 

けるな。 

小 平 次  0 

太九郎 盜人 たけ <\ しいと はお 前の こと だ。 

小 平 次 …… 言 粥が 過ぎた かも 知れない が、 どうぞ 許して 

1  犬れ" おれ はどう かして ゐ るんだ „- どうか 何もかも 許し 

て そして- あの 女 をき れいに おれに 吳れ。 おれと 一 緒に 


させて 吳れ。 たのむ！ たのむ。 おれに はどうして もお 

ちか を 思 ひ 切れないんだ。 

太九郞  0 

小 平 次 諦められる 戀 なら • こんない やなた のみ はしない。 

た の む。 どうぞ 何も か も 水に 流し て お れに 吳れ。 た の む。 

太九郞 (間の 後) それ はおち かと 相談の 上の 事 か。 (舌 

打〕 あ X、 こんな 事 をき くので はなかった つけ。 

小1^1-次 さ うぢ やない。 お前 だってお ちかと いふ 女が どん 

な 性質 の 女 だか 知って ゐる ir ちゃない か。 あれ は 心の 弱 

ぃ氣の 優しい 女なん だ。 俺と お前との 中にはい つて， 年 

中、 おど/ \ と暮 して ゐ るんだ。 いまにな にか 起り はし 

まい か、 どうぞ 一 一人の 間が 圓く 行く やうに と 神へ 祈って 

ゐ ると いふ 風の 女なん だ。 だから こそお 前に 賴 むの だリ 

おち か は氣が 弱く、 お前 を 捨て、、 俺の 處へ 飛んで 來ら 

れる やうな 人間 ぢゃ あない。 また， 俺に してから がお 前 

を出拔 いて、 さう した 荒事 はさせ たく もない。 お前の 力 

を m む ほか、 二人 は 添 ふ あてがな いの だ。 お前と 俺 は 古 

い 友達 だ。 それに 甘えて 云 ひにくい 事 を かう してた のむ 

んだ。 お前 次第で、 あの 女 も • おれ も、 地獄から 救 はれ 

るの だから …… 。 

太九郞 それと 入れ 交って おれに 地獄へ 墮ち ろと いふんだ 

な。 勘定が 合 はねえ な。 おれ はい や だ.。 どうあって もい 
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人の 好く 人 われ も 好く とい ふが、 おち かに は 憚りながら 

この おれ も 惚れて ゐな いわけで はねえ。 ふん。 そこに 氣 

のっかなければ 不念 なお 方よ 。知って ゐる上 だと すれば、 

ずゐ ぶんいけ 11 々し いとい ふこと よ。 

小 平 次  0 

太九郞 おれから 見れば な。 いかな おち かも、 もう そろ そ 

ろ 眼の さめる 頃な の だ。 全 IT あの 女の 夢 も 長す ぎた と 

いふ もの さ。 (冷笑) おれ はいつ もお 前 を 氣の湊 だとお 

つて ゐ るんだ。 おち かの 浮 氣の相 乎 をして ゐて、 いっか 

捨てられ るに きまって ゐる。 - い、 話で も 江戶を 放れる 旅 

といへば きっと 外して ゐた お前の これまで のこと。 おれ 

は 腹の 中で. あ、 可哀想な とお もって ゐ た。 云へば、 い 

ろ-/ \ 損 もして ゐる だら う。 殊によ ると 出世の 蔓 もはづ 

して ゐる かも 知れない。 それ もこれ も 俺の 女房の ためな 

ん だとお もへば、 いづれ は 氣の莓 だった と * 挨拶 をして 

もい、 と 思つ てゐ たくら ゐ なんだ。 

小 平 次 (效 色，^ かへ ろ〕 

太九郎 おち かに 惚れて ゐ るの はおれ も 同じ だ- 「- 可愛がり 

かたはいく らも あるから な 。お前の 眼から 見れ や、 惚れて 

ゐる 女房なら、 もっと 大事に してやり さうな もの だとお 

もって ゐ るの かも 知れね え。 だが おれに はおれの やり か 

たが あるんだ。 はっきり 云って 置く がな。 いくらお ちか 


次 平 小 ろゐ -( ->4： 


お 


を 手荒く しても- おれ もお ちかに は 惚れて ゐ るの だ。 

小 平 次  0 

太九郞 もした つて. 取りた くばお 前 も 役者 だ。 おち かに 俺 

を 捨てさせて 兑ろ。 い k か。 遠慮 はいらない。 1^ け 出さ 

せて 兑ろ！ 色の 諸 分、 ぬれの 手管 * 力の 限り やって 見 

ろ。 おい。 二 枚 H はお 前の 本 役 ぢゃぁ 力かった かな。 

小 平 次 お前に.： ム はれる まで もな く、 手管 も 驟引も 知らな 

く はない。 が、 ^惚れ." ば 裏 も 表 もない。 おれ は 生 野 

幕の 一 本 槍 だ。 その 苦しい のが 甫ノ. なって 來 たの だ。 白痴 

になつ て^んだ の だ。 

太 九郞 ふん。 それ はなん ともお 氣の 115 だった な。 まァ女 

の 心 は 女才、 第。 早い 話 は、 俺に も わからない。 仕方がな 

い。 やる ところまで やって 見よ うぢ やねえ か。 ずゐ ぶん 

腕に を かけて おち か を おれから. 取上げて 見たら よから 

う。 (IE) もうこの 話 は、 これで 打 切りに しょ うぢ やね 

え か。 

小 平. ぢゃ あ- どうあって もき いて は 吳れな いんだな。 

太九郎  0 

小 平 次 ではよ し。 (EE の 後) もうた のむまい。 

太九郎  。 

小个次 おれ も B? に 生れて、 生れて 初めての 惚れ 拔 いた 女 

だから、 やる ところまで やって 見る〕 (間) きっと 女房 


にして 見せる —！ 

太九郞  0 

小 平 次 (つぶやく やうに) 役者ぐ る ひと 云 やが つたな。 

(問) 相手に され ざ あ 仕方がない。 惚れた 一 心、 どうな 

るか 見せて やらう。 

太九郎 (冷笑) 

小 平 次 女の心は女次第と；！^った、 その 言葉 を 忘れて 吳れ 

るな 3  . 

太九郞 自 惚の强 いのは おれの 生れつき だが な。 (笑 ふ) 

おち かと おれと ほどこまで も驚鴦 さ。 

小 平 次 ($; ざめ た 心 持) 放 鴛鴦と いふの も あるから な！ 

太九郞 (長い 問の 後) 人の 嫁御と 竹に 〔i< く 花 • よ やとお 

もへば 曲 もない と- 八幡 の^の 文句に も ある。 小 平 次。 

おれ はなさけ ない 心 持が する。 (間) 馴染が ひに いって 

きかせて やる が、 必ず 深 入して 浪 にさら はれるな よ。 海 

底に 捲き 込まれて、 男 一 匹飽に 化けるな。 もの は 潮時が 

かんじんだ ぞ。 

小 平 次 きいた 風な 事 を い ふな。 かう なれば おち か は 友達 

の 女房 ぢゃ 無え。 天が下の 一 人の 女 だ。 惚れた 男の 力 を 

見て ゐ ろ。 

太九郞 だが 亭主の 神通力 を 忘れるな。 土壇場の 籠燈 返し 

とい ふの も ある。 魂消て ギべに 落ちるな よ。 
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はん. si 

小 平 次 まあ， せい <\ 鼻毛 をのば せ。 朝 茶の 斑猫、 寢酒 

* つんどく 

の g 毒、 女房に 一 服 盛られね え やうに しな。 

太九郎 なんだ と。 (額色，^?か へ ろ) それ はどうい ふ 事 

だ 0 

小 平 次 小 平 次、 もう 恥 も 外聞 も 知らね え。 添 ひ 遂げる 爲 

に 身 一 ッ あれば- おち か は 事 取って 見せ るんだ。 

太九郞 うむ。 さう いふ. せ 一 ッの 大事の 命 を， …… もしな 

くしたら どうす る氣 だリ 

小 平 次 もとより 命 を 賭けての 事 だ。 (笑 ふ) 死 身に なつ 

て やる 事 だ。 

太九郞 おもしろい。 かう して くれる！ 

小 平 次 なんだ と！ 

太九郎 (船板で 小 平 次の 額ズど 打つ) 

小 平 次 (叫んで 倒れろ) 

太九郎 この 世に はおれが 控 へて ゐる。 い  >1 加減に あきら 

めろ！ 

(打つ。) 

(小 平 次 沼の 中へ 落ち込む じ 

(慕 色. i ろ。) 

(風す 、、し吹く。) 

(太 九郞、 おびえて 鱒，^、  r ざ はじめろ。) 

(舟 首の 方から 藻 LL からまれ * 血に まみれた 小 平 次が 


這 ひあが つ て來 ろ。) 

太九郞 畜生！ 

(亂 打し * また 沼の 屮へ 突き落す。) 

(水 昔が しづ まろと、 時 烏-かしき リに啼 くの がき、 -え 

る。) 

(彼 は、 薄ぐ らくな つた 沼の 上，^:: し 叫び 犛，^ めげ 

ろ o) 

太九郎 ぉ&、 まだ 生きて ゐる。 (思 はす 艚 V5- 放っと 舟 は 

ぐる/ \ 廻ろ) おのれ、 逸が す もの か。 (また ぐ〕 

. ！ 幕 11 

第二 幕 

前の 幕から 十：：！ ほどの 後、 江戶、 太 九郎の 家。 隅 田 川 

近く。 夕 ォ气 河の 流れろ 音。 中二階の 段。 軒！ If: い 

釣 ぺか 下って ゐろ。 すっと 上手- レ 高い 隣 の 解。 忍び 

返しの 中の 松の 太樹が この 小 家の 上から お ほひ かぶ さ 

つて ゐろ。 外 は 雨が 降って ねろ。 

おち か、 鏡 LL 向って 髮，^ 撫でつ けて ゐろ。 

小 平 次 喘 >P 乍ら 出て 來る。 死人の やうな 額に、 偽 あ 

とが 生々 しい 0 門からの ぞく-〕 

しばらく 外 1 ^うろ/, \» して ゐる 0 


次 平 小ろ & -C  ->  '1- 


573 


や 溢く 雨の 昔。 舞 祭す こし 1= くなる。 

小 平 次 (低い- 碎で) おち かさん，. 

おち か (？=^,^ヾます) 

小 平 次 おち かさん： 

お-つか はい どなた 

小 平 次 あたし！ 

おち か だれ？ (立って 小 平 次 1^ 見ろ。 よく わからない) 

どうぞ そこ をお あけなす つて。 

小 平 次 (小路で) あたし だよ" 小 平 次 だよ レ 

お ちか 小 平 次さん？ まあお 前 .：：， リ 

小 平 次 ちょっと 顔を贷 して 5?- れ ないか」 ちょっと こ  >  ま 

で 出て 來て くれ。 

(おち か 入 n,^ あけろ 0) 

おち か まあ どうな すった。 どうした 車な の。 まァ なんと 

いふ 風 をして ゐ なさる。 

小 平 次 やう やく やって 來 たんだ ：… まだ 家へ も か へらな 

いの だ。 

おち か 太 九郎は 一緒 ぢ やな いんです か。 

小 平 次 うん。 おれ 一 人 だ。 

おち か 全體 どうし たんです。 まあ， ひどい 傷 をして。 何 

か S3 中で ひで もあった んで すか。 

小 平 次  0 


お ちか まあお はいりなさい。 誰も ゐ ません。 わたし 案じ 

切って ゐ たのです よ ~ 

小 平 次 案じて …； 太 九郎を か， この 小 平 次 を か。 

おち か  0 

小 平 次 二人 か。 

おち か まあ ちょっと 家へ あがって. とにかく その 衣服 を 

どうかし なくて は。 なん と い ふ靑 ぃ顏を して ゐ るので せ 

う。 それに 怪我 をして ：: - 

小 平 次 s^um^iw 

お ち か お前さん、 死んだ 人の 樣な顏 をし ズゐ ますよ。 (問〕 

全體、 道中で 何が 起った の。 きかせて 下さい. > 

小 平 次 うん！ (もせろ やうに) おち かさん！ おれ は 

逢 ひたかった ぜ。 0.^1^ とろ) 

おち か (輕ぃ 狼 55〕 あたし だって …… 。 

小 平 次 おち かさん。 お前の 待って ゐる 太九郞 はもう 歸っ 

ては來 ねえよ 「) 

おち か 歸っ て 来な い つ て …… それ はどう いふ わけなの。 

小 平 次 死んだ の だよ。 

おち か  一 

小 平 次 太 九郎は 殺されて しまったんだ。 

おち か 本當 です か。 だれに。 どうして。 

小 平 次 おれに だ 「• 小 幡小平 次に 殺され たんだ。 
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おち か  。 

小 平 次 お前 * どうす る。 (手 とろ) おれが 太 九 郎を殺 

したの だと 云って ゐ るのに。 

おち か そんな 事が。 そんな 事が ある もの かね。 

小 平 次 ない とお も ふの か。 

おち か でも、 お前が。 

小 平 次 おれに それが 出来ない とい ふの か。 

おち か  。 

小 平 次 やった の だ。 たしかに おれが 殺した の だ。 太九郞 

はもう 此の世に ゐな いの だ。 

おち か あ、！ (問の 後) お前 氣 でもち が やしない か。 

小 平 次 おれ はお 前 を 太 九郎に 渡した ま \ では 置け.^ いん 

だ。 (間) おれ は 太 九 郎を郡 山で 殺した。 あさかの 沼へ 

連れ出して. 舟の 中で 一 突きに した。 

おち か  0 

小 平 次 死骸 は 沼の 中へ はふり 込んで しまった 。ふ、。 沼 

の 中へ だぞ。 

おち か (よ "つめく) 

太九郎 …… その 足で おれ はすぐ 立 退いて 來 たんだ。 この 

額の 傷 も その 時の 傷な の だ。 太九郎 にな。 太 九郎に 打た 

れた 傷な の だ。 (間) おれ は 打って 打って、 打ちのめさ 

れ たの だ。 (間) 彼奴め！ 


おち か  。 

小 平 次 まあ、 それ はい. -。 それで、 困った ことに、 この 

事が ぢ きお 上に 知れて しまった 樣 子が ある。 

おち か あ  ><、 どうしょう。 

小 平.？ お前と おれとの 事 は、 もう 久しい 事 だ。 誰も 知つ， 

て ゐる仲 だから、 お前 の 事が もとでの 爭 ひだと いふの は 

すぐ わかる だら 

おち か (泣く) 

小 平. J ズ もしおれ が 今夜に でも 召 上げられたら、 おれ はお 

前と 相談の 上で 殺した の だと 申立てる 心算で ゐる。 お前 

も どうぞ その 心算で ゐて貰 ひたい。 (間) い \ たらう。 

おち か そん な^が …… 0 

小 平 次 出来ない と 云 はう とお もった のでない だら うな。 

ぉちか。そんな.小，5^!なぉ前でぁるゎけはなぃ箬だからな0 

おち か でも。 

小 平 次 おれの n からさう 申立てないでも、 どうせ 世 で 

はさう 評判す ろ だら う。 (間) お前 > おれが IS くな つた 

んぢゃ あるめえ な。 

おち か  。 

小 平 次 亭、 H- の 敵 だとで もお も ふか。 

おち か  0 

小 平 次 憎いなら 殺して 吳れ： 命は岱 しくね え。 命 はお 前 
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濟む わけはない。 やる かとる かの 爭 ひがいつ か 起る と は！ 

かねて 覺怡 をし なかった でもなかった らう。 こ、 まで 来 

てし まへば、 今更 思案 をす る もの はないだ らう。 太 九 i 

を 殺した 罪で， 二人 そろってお 仕置き を 受ける か。 人 眼に 一 

か  > -らな いうちに、 こ  >- を 迕げて 生きられる だけ 生きる 一 

か。 どっち か 一 ッ しか あり はしまい ではない か。 一 

おち か あい e  .. 

小 平 次 女 敵の 太 九郎を 殺した の も， もとく お前 を 手に. 

入れたい ばかりの こと だ。 どうぞ おれ と^げて aK れ 。な， - 

^げて くれ。  一 

おち か あい。 

小 平 次 惡緣 だとお もって 運 を おれに 預けて 吳れ。 (泣く) 

可哀想 だと 思って 吳れ。 

おち か (泣く) わかりました。 お前の 心 持 はよ くの み 込 

めました。 生きられる だけ 生き、 時が 来たら 一 緒に 死に 

ま せう。 

小 平 次 お > -、 では；^ げ て吳れ るか。 


のために だけ、 ながらへ て 来たんだ。 それとも おれ を 突 

出しても い おれ は 乎 出し はしゃし ねえ。 

お ちか  0 

小 平 次 その代り、 おち かと 腹 を 合せて やった 事 だと は、 

一 應： K つて 兑る つもり だ。 

、ク ちノ  ，^J-   o 

小 平 次 おち かさん。 おれ はま だ 死にた く はねえ。 おれ は 

まだ 生きて ゐ たい。 お前と もう 一 度 あた & かな 夢を見た 

い。 どうぞ おれ を不. g とお もって 吳れ。 可哀想 だとお も 

つ て くれ。 

おち か 小 乎 次さん。 (泣く) ゆるして 下さいに- 

小 平 次 おち かさん！ 一 緒に 江戸 を 逃げて 吳れ ないか。 

おち か  0 

小 平 次 もし かう し てるる.！： にで も 捕られたら- ，人 も 知 

つたお 前との 仲、 誰も 嘘と はお も ふまい から、 磔も 獄門 

も おれ I 人で は 受けない。 きっとお 前 を 道連れに して 死 

おち か  0 

小个次 だが、 おれ はもつ と 生きの びたい。 これから すぐ 

上方へ でも^げ て くれ。 

おち か (泣く) 

小 Isi- 次 二人の 男 を 持った からに は、 どうせ 末まで 無事に 


おち か (うな づく) 

小 平 次 雨 もやんだ。 もう 曰 も 暮れ かけた。 お前 も 急いで 

支度 をして 吳れ。 これから すぐに 出掛ける としょう。 こ 

まかな 支度 は 途中で も 出 一：) ようから。 

おち か では さう しませう。 待って ゐて 下さい。 二階の 小， 
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に 見た お前の 姿、 まぼろし だとば かりお もって ゐ たのに 

…… 0 こ& まで やって 來 たと は …： 生き- & つて 来ようと 

は …… お 助けて くれ。 許して sK れ りおち か を 連れ 

て 行って くれ リ 

(おち か、 二階 か、 り. トリて 來 ろ、) 

おち か あ、！ お前、 太九郎 どの * ちゃない か。 お前、 や 

つばり 生きて ゐた のか. - 

太九郞 おち か。 

おち か 小" 平 次さん。 お前 は 掠へ 事 をした の だね。 太九郞 

を 殺した なん て ：：： まあな んと いふ ひど い 嘘 を いったん 

だら う， -  . 

小 平 次 おち かさん。 おれと 夫 になって aK れ。 

わち か お前 …； そんな …… 0 

小 平 次 太九郎 もさう いふの だ。 おれと 一緒に 行って 吳れ。 

おち か そんな こと を 云って、 お前 …… 。 

太九郎 (おち か. 5- 見まい とすろ) 行け。 行け。 行って 吳 

れ。 おれ はもう 何もかも いやにな つた. - 

おち か まァ お前- わたし はなんだ かわけ がわから な いぢ 

やない か。 

太九郞 (つぶやく やう LL) いやにな つたの だ。 こ はい。 

おれ はもう いや だ。 

小 平 次 行かう。 天下晴れて 行かう。  ， 


おち か (？ I) 太九郎 どの も 行けと いふの か。 

太九郞  0 

おち か もし。 ほんと にわたしに 出て 行けと いふの か。 

小 不次 おち かさん！ 

おち か 太九郎 どの-お前、 わたしと 別れる のかい。 

太九郞 (おち か，^ 見る) おち か！ 

小 平 次 約束 だ。 おち かさん。 (おち かの 手 取ろ) さ 

あ、 早く 行かう。 

太九郎 (思 ひ 切って 小 平 次に 切リ つける) 

小 平 次 (叫んで 太九郎 に 組みつ く) 

おち か (小 平 次 S 足.^ とろ。 小 平 次 倒れる) 

太九郎 (馬乘 になつ ズ 突く〕 

おち か さう だ。 うまく 行 つた。 噓 つきめ！ 

太九郞 (小 平 次の 胴へ 足，^ かけて 刀ん 拔 きとろ) 

おち か 咽喉 を、 咽 喉 をもう 一 ッ。 

太九郎 だ、 大丈夫 だ。 もう、 大丈夫 だ 今度 こそ は 死に 切 

れ たらう。 あ X！ 

おち か よかった。 あ よかった ー あ V、 こ はかつ 

たこと。 わたし こんなに ふるへ る ：：： もうす こしで •：：. 

太九郎 たうとう 死んで しまった。 广畏 い？ I。 不意 LL 驛^ 

あ-けて 小 供の やうに 泣 出す) ぁ&! たうとう おれ は 

殺して しまった。 古い 友達 を 殺し て しまつ た 。 
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おち か (- ちっと 男，^ 見て ゐ たが、 やがて 情慾 的に 抱きつ 

く) 

— 幕 


第 三 幕 

眞喑 でなん に 見えない 。海の 音が きこえろ。 

やす 

舞臺 中央に、 太九郞 とおち かとが 何 か LL 腰， なかけ て 息 

んでゐ ろ。 旅装。 

太九郎 (長い 沈り ^ の 後) さあ！ そろく 出かけよう 

か 0 

おち か もっと やすませ ておくれ。 まだ 一 ト足も あるけ さ 

う もな い。 

太九郎 我慢 をして 立って 見ろ。 今から 參 つてし まって は 

困る ぢ やねえ か。 

おち か そんな 邪慳な 事 をい はないで おくれ。 わたし はも 

う 草臥れ 切 つて しまったの だから …… 0 

太九郞 おれ だって 草臥れて ゐ るな あ 同じ だ。 だが、 朝に 

ならない うちに、 次の 宿 を 通つ てし ま はねえ ぢ やなら ね 

えんだ。 

おち か あたし、 とても そんなに は あるけ ない よ。 

太九郎 だからと 云って、 こ、 にかう して ゐられ ると おも 


ふか。 

おち か  0 

太九郞 さあ。 さあ 。立って 見ろ。 

おち か (試みて すぐ やめろ) とても 駄目 だよ。 

太九郞 そんな 事つ て あるか い。 おれ だって 同じ だけ ある 

いて ゐ るんだ。 もっと 氣に張 を 出せ。 もっと、 しゃんと 

しろ！ さあ、 立って 見ろ！ 

おち か あたしに はとても 出來 ません よ。 

太九郞  0 

おち か あたし はもう 根が 盡 きたんだ ひ 

太九郞 ぢゃ あ， どうす る氣 なんだ。 

おち か あたし はいつ まで も かう してや すんで ゐ たい。 

太九郞 そしたら 朝に なって しま ふぢ やねえ か。 

おち か 朝に なっても い XO 

太九郎 役人が おれたち を. 探し てゐ るの を 忘れるな よ。 

おち か あ、 ほんと に …… 。(間) もう 幾日 こんなお も ひ 

をして あるいて ゐる だら う？ そして、 あと 幾日、 あと 幾 

年。 かう してび くく あるいて ゐれ ばい \ の だら う。 

太九郎 も うぢき だ。 

おち か きっと 死ぬ まで だら 50 あ X いや だ。 

太九郎 いや。 も うぢき だとい つたんだ。 あと 四 五日で ゆ 

つくり 休める の だ。 那古ま で 行って しまへ ばもう 安心な 
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ん だ。 

お ちか わたし はこ、 でも、 r 澤山 だよ。 (間) まあ、 なん 

とい ふ^い 晚だ らうね。 星 もない。 海の 音が あんなに き 

こえる ぢ やない か。 (間) 礎の 匂 ひがす る わえ。 (間) 

も うぢき 秋が 來 るんだら う。 (間) お前さん、 あの 時 か 

らもう ；ー； 月になる わえ リ 

太九郎 あの 時の こと を； K ふなって ことよ。 (間の 後) お 

ち か 0 お前 は ゆうべ 旅籠 の 前の、 行燈 の か げに 立って ゐ 

た を氣が つかなかった か。 

わち か 氣 がっかなかった よ。 あたし …… 。 

太九郎 そいつ は 小： 个 次に そっくりだった。 おい * 

小 平 次 は 死んで はゐ ねえんだ ぜ。 (間) 實は、 おれ はお 

前が こ はがる とお もって 云 はずに ゐ たんだが な、 小 平 次 

は 生き かへ つたの だとよ …… 0 

おち か そんなば かなこと！ 

太九郞 いや、 ところが ほ、 ん となんだ 。あ い つ は 不思議な 命 

を 持って ゐゃ がる。 あさかの 沼で も 確かに 一 度 死んだ の 

が あの 始末 だ .. それが 生き て 江戶ま で やって 來 たやつ だ 0 

おち か だけれ ども. あのと き 刀で 背中から 突き 透した ぢ 

やない か。 

太九郎 うん」 突き 透した * さう して、 おれたち は 家 を 逃 

げ 出した。 


おち か … … それから かう して 三月 も 旅 をし 續 けなの だか 

ら ねえ。 くたびれる わけ だ。 

太九郞 だが 小 平 次 は 手當を 受けて 息を吹き返 したの ださ 

うだ 。どこかで 生きて ゐゃ がるんだ 0  (間) あいつ は 殺 

し て も 殺し て も 死ねな い 奴な の だ。 あいつ は 化物 だ。 

おち か そんなば かげた 事が あるで せう か。 誰が そんな 事 

をい ふの。 ばか/ \ し いぢ やない か" 

太九郎 いっかのお 寺に かくれて ゐた とき、 一度 町へ 出て 

行った ことがあった。 あの 時 * 山村 座の； § 七に 逢って き 

いて 來 たの だ。 おれ は それ を 今まで だまって ゐた 0 が… 

…それ はほんとの 事なん だリ 

おち か  0 

太九郞 おれ は そして 小 平 次 を 見た の だ。 (間) 昨夜-あ 

わて k 旅籠 を 立った の も、 役人 ぢゃ あねえ。 小 平 次 を 見 

かけた からなん だ。 それで 夜中に そっと 出し 拔 いたんだ。 

行燈の 影で、 そっと おれたち を 見て ゐ たのが、 たしかに 

小 平 次だった にち が ひねえ リ 

おち か …… それ は 間ち が ひだよ。 こんな 處 まで 來る箬 は 

な いぢ やない か。 (間) だけれ ど、 どんな 風 をして ゐた 

の" その 男 は。 

太九郞 顏 だけし かわからなかった がな， - 眞 靑な顏 をして 

ゐて、 瘦せ てな。 あいつ、 きっと おれたちの あと を 尾行 
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けて ゐ るに ちが ひねえ。 おれたちの あと を、 とうから 旅 

をし つ e けて ゐ るに ちげ えね え。 執念深い 奴 だ。 

おち か そんな 事 は ある もの ぢ やない。 

太 九 部 いや ほんとう だ 。おれたちの 隙 を 探して ゐ るの だ" 

あいつ は 蛇の やうな 奴 だ。 い つ か怨を 晴ら さう と して ゐ 

るの だ。 (間) それ だから おれ はいそ ぐんだ。 

おち か  0 

太九郎 ；… あいつの 事 だから、 どうかして お前 を 手に入 

れる氣 な の だら う。 お、， なんとい ふやつ だら fi-  ！ 

おち か でも、 なん ぼなんでも、 もう 諦めて ゐ るに ちが ひ 

ない よ。 お前. それ は K がどう かして ゐ たの だよ。 きつ 

と。  . 

太九郎 いや。 おれ は 確かに 見たん だ， - (間) さあ 。早く 

行かう。 まったく 愚圖々 々かう して は ゐられ ねえ。 早く 

小： 牛 次の 來 ねえ 處 まで 行かう。 

おち か だが， もし あいつが 生きて ゐる としたら  そん 

な處 つて この 世に あるか 知ら！ 

太九郎 あっても なくっても、 とにかく あるかなくて はな 

ら ねえの だ。 かう して ゐられ ねえ ぢ やねえ か， - 

おち か でも， わたし はだめ だ。 くたびれて、 もうある け 

な いんだ もの。 

太九郎 小 平 次が こはくね えの か。 


おち か 小 平 次が 生きて ゐれ ば、 わたしたち はお 仕置 を受 

けないで すむ ぢ やない か。 わたしたち は 人 を 殺した わけ 

ではなくな るんだ からね。 罪 はずつ と 輕 いわけ ぢ やない 

か C 

太九郎 だが、 小 平 次 はさう はお もって ゐ ねえ。 おれ は あ 

いつが 生きて ゐる だけ こ はいの だ 」 

おち か また 殺して やれば い、 ぢ やない か，」 幾度で も 殺し 

て やれば い.^。 

太九郞 あ、！ (間) それが お前の 本性な のか も 知れね 

え. な。 だが、 もう おれに はそんな こと は出來 ねえ。 金輪 

際出来ね え。 

おち か では 小 平 次に 殺されて しま ふぢ やない か。 

太九郎 だからよ、 だから 早く； S げ ようとい ふの ぢ やねえ 

か 0 

おち か でも …… 小. 牛 次 はやつ ばり わたし も 殺す 氣か 知ら 

ん， あのひとが …… 0 

太九郞  0 

おち か ねえ、 お前 どう 思 ふ？ 

太九郎 知ら わえ。 お、 おれ はそんな 事を考 へて ゐ ねえ〕 

おち か きっと わたし はう まく 行く とお も ふよ。 

太九郞 おい、 お前 は おそろしい 女 だな あ。 あの 時. 小 平 

次 を 殺さ せた の は お前 ぢ やねえ か。 あ の ときお 前が おれ 


次 平 小ろ ゐてさ 


579 


に 手 を贷し た の を考 へ る と、 お れ はいつ も淺 間し いさみ 

しい 心 持が す るんだ せ。 

お ちか でもお 前 は あさかの 沼の 時に も 殺し かけた の ぢゃ 

ないか。 わたしが どうしないでも、 お前 一人 だって あの 

人 を 殺し かけた ぢ やない か。 

太九郞 うむ = しかし * お前と いふ ものがなければ、 あの、 

か あいさうな 小：  个次を あんな 眼に 逢 はせ る やうな 出來事 

はお こり やしね えんだ。 

お ちか ぉ前はなんでもゎたし^^せゐにするのだねぇ。 

太九郎 ゆるして くれ，」 そんな 氣ぢ やねえ の だが …… おれ 

もた しかに わる かったん だ …… (間) だが. もし 小 平 次 

が おれ を 殺した あかつきに は、 今度 はお 前が、 平氣 であ 

いつの 女房に なり さうな 氣 がす るんだ.^ それが おれ は… 

…それが たまらね えんだ。 

お ちか ほんとうに お前 はこの 頃 疑 ひ 深くな つたね え。 い 

つか も、 展の 隣の」 おとわた しが 何 か を かしい やうに 疑 

ぐったりして …； 0 

太九郎 どの sj: もどの S? も 小 平 次に 見え るんだ" S さ 

あ. そんな^ はどうで もい VO もう ほんと に 行く としょ 

うぢ やねえ か。 (間) おい！ 

お ちか お前、 1 度 わたし を ぎゅっと 抱きしめて おくれな 0 

ぎ ゅッと …… リ 


太九郎  。 

おち か しっかりと 抱いて …… そして わたしに もっと 元氣 

を 出さ せて お くれな つ このまん まで はどうし て も氣が く 

じけ たやう で 立 てない よ。 もつ と氣持 を懲ぇ 上らせな け 

れ ば-せ 鱧 も 足 もい ふ 事 をき かない もの。 (間) お前、 

抱いて 吳れ ない の。 

太九郞 (抱かう として 驚く) や： 

おち か どうしたの。 そんな 聲を 出して。 

太九郞 おう。 (問の 後) い-いま。 お前と おれとの 間に 

誰か 人が 立って ゐたぢ やない か。 

おち か を かしな 事 をい ふの だね。 氣 のせ ゐ だよ。 しっか 

りなさい よ。 

太九郞 (手 のべて すぐ やめる) 

おち か (間) ぢゃ， わたし はいつ まで も かう して 坐って 

ゐ るよ。 もう 役人 もこ はくな し、 小 平 次 だって ちっとも 

こはくな いの だからね。 

太九郞 (嘆息) むかし はやさし ぃ氣の 小さい 女だった の 

にな あ。 どうして そん 事 を 云へ るの だ。 

おち か でも、 くたびれて しまったん だもの。 からだ も 足 

もぐた くで。 (風の 音) お、 寒い。 (間) 海の 方 か 

ら 冷たい 風が 吹いて くるね え。 

太九郞 冥土から 吹いて 來 るの かも 知れね え。 


580 


次 平 小ろ ゐ てき 生 


おち か 寒い。 お前、 しっかり 抱いて おくれで ないか。 

太九郞 いや だ。 おれ はい や だ。 お前との 間に、 どうも 誰 

かゐる やうな 氣が し てなら ねえ。 お前 を 抱く つもりで、 

その、 變 なやつ を 抱いて しま ふ やうな 氣 がす る 0  (ra) 

小 平 次の やうな 奴 v-. だな。 

おち か (笑 ふ〕 

太九郞 お前 > 手 を 出して おれに さはって 見て くれ。 おれ 

はなんだ かふる へ て 仕樣が ねえ。 

おち か 暗い ね。 まつ 暗 だ！ (手 vj- 出して の 手 LL すが 

ろ 。笑 ふ〕 ほれ ごらんな。 なんともな いぢ やない か。 誰 

もゐ やしな いぢ やない か 0 

太九郞 おう、 冷い 手 だな。 これが お前の 手 か。 

おち か (無言 。間) お前， あつたかい 手 だね。 (もたれ 

る ：> 

太九郎 (無言。 いそいでお ちか vJ- 押し す) 

おち か どうしたの 0 

太九郞 うむ。 おれ はこ はい。 (立ち上る) おれ は 一人で 

行く。 おれ は、 やつば りおれ 一 人で 行く。 

おち か わたし を 置いて 行く の。 

太九郞 お前 は 江戸へ 歸れ。 (行き かけろ) お、、 おれ は 

一 人で 行かなくて はならない。 

おち か (立つ〕 こんな 處へ S いて 行って しま ふつ もりな 


の。 不實な 事 をす るぢ やない か。 

太九郞 仕方がない。 (あろき だす) おれ は 行く のだリ 

§ おれ は 一 人で 行く。 先の 長い 旅なん だ。 

おち か 連れて行って おくん なさい よ。 お 願 ひだから 捨て 

ないで …… 0 

太九郎 お前に もっとい &道 連が 出来る まで か。 

おち か どうして そんな 事 をい ふの。 (問) このごろ とき 

どき へ んな事 を い ひ 出す の だね。 

太九郎 (si 々として 下手の 方へ あるく) 

おち か (ついて 行く) 待って おくれ。 待って おくれよ。 

も つ とそろ./ \> ある い て 下さ いよ。 さ、 つ すれば ついて 行 

ける の だから …… 。 

太九郞 おれ は 急 ぐんだ。 おれ は 急 ぐんだ。 

おち か (あと,^ 追って 行く) 

(舞蔓 人な し 0) 

(二人の やすんで ゐた 正面の 奥の 1= の 巾から、 小 平 次 

の やうな 彼 人が あろいて 來 る。 そして、 夬婦の あと， 

とぼく 尾いて 行く  0 やがて 暗の 中へ 消えろ 0) 

(IIM い 間 0) 

の 音。  ) 

—  ^  —— 
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次郞 十； 门 藏 fe:  Oil 5 


0  0 

文政 .5. 代 C 江戶 

- 王なる 人物 

鼠 小^ 次郎吉 平次郎 とも 云 ふ 

馬^ 町の 直吉 

分銅 伊！ 屋四 郎兵衞 

野 W の傳六 

御家人 佐 倉 吉之助 

直吉 子分 與 吉 

赤肌の 平 造  ， 

法 運 寺 和- 3 無 觀 

福 i 兀亭主 松 五郎 

直吉 女房 おこま 

お こま 母 おとく 

四 郎兵^ 娘 おくみ 

次 郎吉妹 こ の じ 

福- 兀 女房 お た き 


其 他 

序 幕 市ケ (4: 八幡 ド 11? 麥" 

文政 年間 正 H! 晦日お。 巿ケ 谷の 小さ？； な *1 屋 0 

幕 開く と 長 八、 五兵 衞、 "つ 太 郎が人 て^ろ。 三人と 

もお 店 者 風で 火事 見舞の りで あろ。 門口の のれん,. J- 

く  V ろ 時 提灯の 火.^ 吹き r5  . かぶって なた 手拭， (！- と 

ろ 事な ど あ る。 

貸本屋 LL 化けた 目 明し の 馬 喰 町の S 吉 1 人で 荷 VJ^ 傍 

へ 置いて 蔡麥， ^喰って ゐる。 人つ-、 來た 三人 は 賑やか 

に 上へ あがろ。 

松 五郎 (福 元の 亭主、 六十 位- 入らつ しゃい まし。 い X 

あんばいに 鎭 りました 樣で 0 

長 八 ぉ騷々 しい 事で. 然し 二三 軒です みました。 

小 女 何 を 差 上げます。 

畏八 熟い の を 三 杯，、 

五兵衛 あたし はもり を 喰べ る。 

巿太郞 この 寒い のに よく 冷た いのなん か i せべ られ るね。 

五兵 衞 でも、 藹麥は 冷たい のに 限る。 

長 八 では もり を 一 ッ、 かけ ニッ。 

小 女 へい、 畏 りました。 もり 付き かけ ニッ。 (やがて 蓮 

ぷ) 
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直吉 姐さん、 お代り だ。 

小 女 へい。 

直吉 お； s: 儀さん、 さっきの 樣 なお 客の 時には 客商賣 もい 

やで ございま すね。 

おたき 女の 方で あんなの も 珍ら しう ございま すねえ。 

ま吉 あれ は 有名な のんだくれで すよ 。あたし は 新 宿へ か 

うして 貸本 を 背負って 毎 曰 行きます が、 si のお りんと 

云って、 仕樣の 無い 女です よ。 腕 はい  と 云 ふ 事です が 

おたき へえ、 さう でせ うねえ。 とかく 腕の い、 と 云 ふ 人 

に は，；^ の ある もので。 

松 五郎 (釜 前から) わたし 共の 商賫 でも 釜 前の 職人で， 

達者な 奴に はよ く 手 なぐさみに 凝る 奴と か、 女 狂 ひする 

とか、 喧嘩早 いと か 云 ふの が 多う V J ざ い ま してね。 

直吉 さう でせ うねえ。 渡りの 職人な ど はと かくさう なる 

もので、 こちらの 樣に 大將が 自分で やる 程 堅い 事 はあり 

ません。 

松 五郎 へ どうも-. -店は 小さう ござんす が、 どう 

かしてうまい そば を お客様に 上げたい と 思 ひまして ね。 

直吉 結構です よ。 (問〕 いつも 御 繁昌で ねえ。 

松 五郎 有難う 存じます。 ぉ蘇樣 で。 

直吉 出前 持の 若い 衆 は 幾人です。 


松 五郎 唯今 は 一人で。 それに あなた， この 邊 はお 屋敷で、 

出前 もほんの 近所 だけで ございます からね。 へい， 上つ 

たよ 0 

小 女 へい， お 待 遠樣。 (ト赶 吉-, i 出す) 

(消え 半鐘の 音。) 

直吉 消え 半鐘です ね。 晦日 だと 云 ふのに 火事 を 出して た 

まりません ね C 

松 五郞 それに あなた この 不景 氣で燒 けて はた まり ませ 

ん。 でも、 貸本 壁さん など は、 却って 不景氣 の 方が 御 紫 

昌で せうな ァ。 

直吉 さう も參 りません よ 0 

おたさ 近頃 は どんな 本が 出ます ね。 

直吉 爲永^|1^水と云ふ作者がひどく全盛ですょ。 

おたき 春 告鳥ゃ 梅 ごよ みの 作者です か。 

.;. -. せんせ； ォ -ん じん 

a 吉 さやう です， ニー 代 目の 南 仙 笑蘇滿 入です。 これが ま 

ァ ひどく 出て、 あまい 處で大 もて e す。 

お た 、き 色 つ ぼい もの ば か り 書く 人 で す ね え 。 

直吉 もとは 堅い 馬 琴 張り の もの を 書き ましたが これ は" 小 

得手です。 この 春 水 も 以前 は贷 本屋で、 越 前屋長 次と 云 

つ てわたしの 樣に荷 を か ついで ゐ たんだ さう で。 

松五郞 おや/ \- さう です かえ。 

K 吉 講. 1 肺 の ^^藤燕晉 の 弟子 にもな つたり した 人でして 
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ね， ま ア^ 樂 者です な。  " 

おたさ い、 でせ うねえ。 

§ 處が大 ちが ひで、 なんだか 醜 SR だと 云 ひます よ。 . 

おたさ それでよ く あんな 色つ ぼい 事が 書け ますね え。 一 

松 五郎 お前、 そこ は 一 5； お だもの。  1 

おたき 商 S< でも §；； 地 やらなくて は 書け ますまい。 一 

M 吉 お 地 やらないでも. ^いて 害 いたり に挤 へたり し 一 

てゐ ろんで せ，" な. - s 地に したく も そんなに 色 ep でない 

から、 せめて 人 IS 本で も醤 いて 一人で 悅に 入って、 筆 を； 

握って はに や/ <\ して ゐ るんで せうよ。 

おた. <、 あは  >- 、ゥ 大きに さう かも 知れません ね。 

八 姐さん. 代り. たよ。 

小ダ へい (- 

(外から 出前： S の 平. r ズ郎 .13: は 鼠 小^ 次 郞吉- 道具，^ 擄： 

いで^って 來ろ。 投 灯，^ 帶の へ 挟み、 小 だら しのな- 

い 姿  •  どう 兑て も氣の 利かな ぃ擔 としか 見えな い。 

よ-これた 手拭..^  1^ 拔 腰にば さんで ゐ ろ。) 

次郞吉 お 、楚 い。 親方 * 今夜 は 奪です せ- 

松 五郎 御 苦 處 でもう 一 つ、 佐內坂 下の 3 村樣だ 0 

次 郎 in へ い。 あの 5? やもめの 曰； 那 だね。 寢酒 付のお きま. 

りの 出前 だ。 

松 五郎 (笑 ひ 乍ら) そんな 車 を 云 ふもん ぢ やねえ。 あの - 


且那は 古いお 得意 だ" 

次郎吉 山の手の 出前 は 遠くって いや だよ。 親方。 あっし 

や、 和 泉 町 新道の 鳴子 誇麥 にも、 小船 町 二 丁目の 朝日 養 

级 にも ゐ たが、 下町に はこん な 遠い 出前 はねえ よ。 

(直吉 V- ソ と 次 郎吉, 見る。〕 

おたき S0. お前、 すまない がさう して ゐる 間に、 ち 

よ い と 裏 の 戸袋 を 直し て 吳れな い か 0 

次郎吉 戶袋 がどう かしたん です か。 

おたき 外れて しまったんだ よ。 

松 五郎 そんな 事で 平 次郞 をつ かつち やい けね えな。 ぎ， 

一 ッ での 動め だから。 

おたき でも 無人の 家 だから 勘忍して 貰 ふさ。 

次郞吉 ようがす。" 釘 箱 は どこです。 

おたき M 不 入の 上に のって ゐ るよ。 

次郞吉 わけ はねえ、 直して 上げ ませう 0 

(入って むく  =>) 

おたき 平 次 郎 に 此の間 入口の 戶を 直し て 貰 ひました が あ 

り ゃ本當 にうまい よ。 f 手な 大工より 氣が 利いて ゐ るん 

だよ。 

松 五郎 此 e 節 は 物^だ か ら 蹄り に氣を つけねえ といけ ね 

え 0 

おたき 鼠 小僧 に で も 入られて はた まらない か ら ね。 
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侮 傲 告郞次 


松 市長 小 長 ia お直 次 


松 五郎 鼠小！^は大丈夫だが、 不景氣 になる と、 とかく こ 

そ/ \ が 多い からな。 

直吉 鼠 小 僭って お 内儀さん 何です。 

おたき お 客 樣. 鼠 小 僭 を 御存知ありません か。 近頃 評判 

の大 泥棒です よ。 

直吉 へえ. 鼠 小僧なん て 云 ふと、 こそ/^ 泥棒の やうで 

すねえ。 

松 五郎 處が大 ちが ひ。 然し、 感心な 泥棒で. 町家に は 入 

ら ないで、 御手 許の 豐 かな 御 旗本 や、 御 大名屋敷へ ばか 

り 入る の ださう です ね。 

ま吉 へえ。 それで まだ 捕らない のです かえ。 

松 五郎 一 度 捕った の ださう です が、 繩拔 をされ てし まつ 

たさう で。 

おたき 大層 はし ッ こい 泥棒 ださう です がね え、 障子の 穴 

からで もす るく と 入り込む の だと 云 ふ 事です よ。 

松 五郎 まさか さう でもな からう が， とにかく 珍ら しい 泥 

棒で、 毎日々々 あっちで もこつ ちで も百兩 二百 兩と盜 ま 

れる さう です ねえ。 木 挽 町の 溝 口 信 濃守樣 のお 中 屋敷な 

どへ は， 圔々 し いぢゃありません か 三度 も 入った さう で 

すよ。 そのたん びに 大變盜 まれ るんだ さう で …； 0 

直吉 へえ。 よほど 締り がわる いのでせ うな。 

おたき なァ に、 いくら りが よくっても、 駄目なん ださ 


うで。 

(次 郎吉， 奧 から 出て 來る 0) 

次郞吉 お 内儀さん、 今度 は 大丈夫で すよ。 

おたき ありがたう。 

直吉 (次 郎吉, ^見ながら、 わざと 驚いた 核に) おや、 お 

前さん は 平次郎 さんだ ね。 

次郎吉 (^31吉ん、見る、 わざと 平氣 で) どなた かお 見 外れ 

しまし て 0 

直吉 平次郎 さん、 わたし だよ。 ソと 見つめて) 直吉 

だよ。 餓鬼の 時からの い たづら 仲間 だ。 忘れ はしまい、 

直吉 だよ。 

郞吉 (きっとな ろ) 

吉 (押へ ろ〕 平次郞 さん、 久し 振で， なつかし いねえ。 

たき おやく、 ぉ客樣 はこれ を 知って ぉゐで r すか。 

吉 え、、 知って ゐる 段ではありません、 子供のう ちの 

仲よ しです。 わたし はかう した 貸本屋、 これ はかう して 

灣麥 屋の擔 ぎ、 變れ ば變る もの ぢ やありません か。 

八 姐さん、 勘定 だよ。 こ、 へ 置く よ。 

女 へい、 ありがたう ございます。 

八 ぶらく 出掛けよ うか。 

太郞 行かう。 (三人 連の 容歸 ろ) 

五郎 おたき、 毎度 有難う ござい。 


怖: fSi»f 郎次 
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お八 左樣 なら。 

(次 郞士 ：！、 腰，^かけて1-苹，^-吸ふ0) 

a 吉 おい、 …… 平次郞 さん、 さう 變な顔 をし なさん な。 

おいら は 今日は 貸本屋 だよ。 な、 鼻ったら しの 友達 同志 

だ 0 

次郎吉 ぢ ゃァ、 直さん、 今 _仪 はせ の 友達 か。 

れ告 知れた * だ， 

次郞吉 有難え。 恩に ます。 

おたき 何だか 味な 事 を 云って ゐる ねい 

^^吉 なァ に、 ずッと 以前、 ちょいと した 意氣な 話で. こ 

の sr かわた し へ 不義理 を して ゐた のさ。 兑 かけに よらね 

え I 平 公で ね。 i 笑 ふ〕 

松 五郎 あいよ、 上った よ。 

郎 杏 へい。 (^灯に 火.^ つけながら 〕 ぢゃァ 直さん、 

今夜 は これで はねえ のかえ。 

W 吉 もう 二度と 逢 ひたく ねえ ものだね。 

次 郞吉 代り をよ こす 心 ぢ やねえ か。 

^^吉 な あに。 (^；！-へながら) そんな 氣も ねえの だ。 

次郎苦 有難え。 (泣 具な^ >P ながら) ぢゃァ 安心して 行 

つて 來 ようか。 

0 すぐ 歸る のか 知らね えが、 已も忙 がしい。 まァ 丈夫 

でゐ なせえ。 


次郎吉 お前 も 達者で ゐて くんな よ。 ぢゃぁ * さよなら。 

(出て 行く) 

(直 吉-ち ッと考 へて ゐ ろ。) 

(時の 鐘 さ こえろ。) 

K 吉 (考へ 事から さめて) これ はとんだ お 世話でした." 

姐さん， 置く よ。 (ト拂 つて 荷，^ 擔ぐ) 

おたさ、 小 女 有難う 存じます。 

直吉 …： しかし これで は 氣が濟 まねえ。 

おたき へ？  ■ 

直吉 ねえ 御 亭主、 平 次 郎は佐 内 坂 下の 方へ 行った のです 

松 五郎 へえ！ さやう で。 ぢ きに 歸 つて 參り ますよ。 

直吉 (かつ ざ かけた 荷 力 ど 下して〕 ちょっと 思 ひ 出した； 2： 

緒の HF か ある。 すみませんが この 荷 を こ、 へ 置い といて 

下さいな。 

おたき え、、 え >|! よろしう ございます とも。 行って 

いらっしゃ いまし U 

直吉 (前 褂.^ 折って はさみ、 ん はしょって) では ぢき 

に歸 つて 來 ますから。 

松 五郎 おわかり でせ うねえ、 すぐ it 側から 番小屋の 橫を 

入った！ I で ：… 。 

直吉 大抵 わかって ゐ ますから …： 。 


悔干 "^郎 次 


(あわて、 外 へ 出ようと マ ろ。) 

(出會 頭 に 作 次郎 とおよ U の 二人、 若 い 職人と その 情 

_ ^の 町 娘と 云ふ體 で、 こ、 へ 入ろ のに 打 かろ。) 

おぶれ あれ. びっくりした」 

作 次郎 氣を つけろ い。 

^セ： どうも 相濟 みません。. 十 足に 去ろ〕 

およれ まァ ほんた、 「に 出 命 S 頭で びっくりし たこと〕 

作 次郎 そ は/. \ した へんな 奴 だ わ。 (二人 中へ 入ろ〕 

松 五郎， 小 女 いらっしゃい。 お 上ん なさい い 

(二人- あがろ。) 

—— 道具 廻る —— 

佐 內坂下 { ^地 SWT 

舞 察 端、 右から 左 へ 來で 上手から 奥-し 佐內 坂へ 通 ふ 

心。 往來の 向 ふ は 溝、 その 向 ふ はせ 地で 枯 i^r か 生えて 

ゐろ。 正面 は 一 € い -M になって ゐろ。 虡々 崩れて ゐろ。 

地下 手に は 枯柳、 の 下に 樫の 木が 二 本 んで 立つ 

てゐ ろ。 溝の 傍に 大きな 石が 一 ッ こふが つて ゐろ。 

幕 わくと す、 _し 間，^ S いて、 次郞吉 麥の 道具， 化擔ぃ 

で 通リか 、ろ. - . 

下手から 「おい， おい。 次郞 吉。」 と 云 ひながら 直吉出 

て 來ろ。 


次 郞吉 (だまって あろいて 行く) 

吉 おい， 次郎！ 己 だよ。 直吉 だよ。 

次郞吉 (振り向いて 立 止ろ) なんだ、 やつば りお 前 か。 

^&吉 うむ。 

次 郞 吉 ぢ や ァ 見逃す 氣は 無 か つたんだ な。 

e 吉 次 郞吉， 勘忍して 5^ れ、 おいら も 0 明し の 直 吉だリ 

次郞吉 では さ つきの は 糠 喜 ひ か 0 

S  G せし さへ？，： ソ さう 云 はれる と r しァ まったく 情無 

い。 どうか _ ヌ郞 * 許して 吳れ。 己 はお 前 を 探して ゐたゎ 

け ぢゃァ ねえの だ。 何の 氣も 無く. はいつ た： m 麥屋 だ。 

まさかお 前に 逢 はう と は 思はなかった。 

次郞吉 然し ま ァ よく 已 だと 云 ふ 事が わか つ たな。 

a 吉 初めは さつば り わからなかった" だが あすこの 內儀 

さんが、 お前に 戶袋を 直させた ときな ァ * 今 評判の 鼠 小 

0 し か も 繩拔を し て 姿 を くらまし て ゐる大 盗人が、 

建具屋 に ^；^ぃ公 して ゐた事 を ふいと 思 ひ 出した のだリ 

次郞吉 お前に 聲を かけられた 時* 己 は in 年 目 だと 思った 

よ。 - 

直吉 さう 云って 吳れ るな。 己 はお 前に 逢 ひたくなかった 

の だ。 處が 因果 だ e 思 ひがけない 處で * たうとう 逢って 

しまったの だ。 

次郞吉 ニ度と！^：-ひたくねぇと云はれた時は、 思 はす ほろ 


りと したわけ だった が …… ひ 

S お前に； をさせる つもりで、 藏安 めに 云った ので 

は 必ずない。 このま、 見逃したい。 昔 馴染の 次郎と 直で 

このま -1 別れて しま ひて えと、 己 はほんた 、「にさ、 「思つ 

たの だ。 

次 郎^ 例へ ちょっとの il でも さう S 心つ て 吳れた の は 有難 

え U  (追 具.^ fflfl へ r 虹く〕 これ を擔 いで 外へ 出た とき 己 

は 初めて 自分が 淺^し い 奴 だと 氣が ついた リ 

ぬ吉 淺 11 しいの は 己の 事 さ。 敏っ こくって 燕 とか 仇名 

を" 取った の は 餓^の？ 2： からだ。 そ い つ が 身の 仇に なつ て 

成 りたく もね え：！； 阴 し 稼 菜 だ 〕 年 が ら 年中 十手と 捕繩 を 

ふところへ 入れて ゐ るの も >  考 へて 見る 迄 もね え 情ね え 

渡世 ぢ やねえ か」  . 

次郞告 情ね えの はおん なじ だが、 然し 直吉！ 己 は 今日 

が 日 ま で 自分 のして ゐ た 事 を わ るいな ど \ はこれ つば ッ 

ち も 思った 寧 はねえ。 大方 これから だっても その 通り だ 

らう。 金と 云 ふ もの は、 ある 處に はくさる ほど あるし、 

無 ぃ處 では 一. = の錢 でも 百 を 溢る" 冇り餘 る 家 の 金 を盜む 

の は、 もっとも わるい 事ぢ やねえ。 

K 吉 …… だが な、 次郞， お前の 婆 婆 も 長く はない ぜ。 今 

度の？； の 大仕掛け なの はお いらた ち 仲 問で も 珍ら し い 

の だ。 


次郎吉 うん， それ は 己 も 知って ゐ るが …… (間) だが、 

己 はなんだ か 一 生涯お 仕；. H なん ぞ 受けね えで 濟む やうな 

氣 がして ゐ るんだ がな。 

E 吉 鼠 小 as と 異名 をと つて 敏っ こいの は祌業 だら うが、 

縛る 方で も拔 はねえ や。 殊に 已は燕 直 だ、 これまで 

これと 思った 奴 を 逃がした 事 は 一 度 も 無え ぜ。 な ァ次郞 

八ム、 さっき 己 は ひ ど く 入 情 に か ら ん で どう しても お前 を 

縛りた くねえ と 思った。 それで あ 、は 云つ て 見たん だが、 

お前が 荷を擔 いで 出て 行く の を 見送る と、 己 はふい と淋 

しくな つた〕 おい. こんな 心 持 はわ かって はくれ めえ な。 

不入 情の 話 だけれ ども、 幼馴染の 直で ねえ 目 明し の直吉 

が、 むら、 くと 肚 一 杯に ひろがつ たの だ" 繩拔 をした 盜 

人 を 股 の 前 に 置きながら 逃がして しま ふの は どうも 卑怯 

だと 思った ん だ。 8 こいつ は 一 番 わけ をよ く 話し 

て、 氣 よくお 繩 につ いて 貰 はなく つち やなら ねえと 思 ひ 

かへ した。 それで、 いそいで 追って 出て 來 たんだ。 

次郎吉 (冷笑) ふむ。 

a 吉 このま & お前 を 逃がして しまったん ぢ ゃァ、 どうも 

己 はお 上に 對 して 申譯が ねえ。 

次郎吉 ふむ、 幼馴染 は 一 文に もなら ねえから な U 

H 吉 さう 見くびつ て吳れ るな リ ゎづ かの 手お つに したくつ 

て お前 を 縛らう と 云 ふ の ぢ やねえ .- ：… 。たどお 上に すま 


r ヌ？ 


m. 次 u 
吉 破郞吉 


ない とお も ふの だ。 

.?„ -郎吉 やつば り 同じ 事ぢ やねえ か。 

直吉 い、 や。 おいらの すまね えと 思 ふお 上 は， 上役た ち 

で出來 上って ゐる もの ぢゃァ ねえ。 人間の 世界の 事ぢゃ 

ねえ。 己のお 上 は 天， た。 おいらの 心の中に あるの だ。 

次郞吉 (さみし さう に) お前の 天と 己の 天と は、 生れた 

時から ちが ふんだ な。 だが 己 はこの ま、 縛られる 氣 はね 

え。 己に は 己の 天 陽樣が ある。 

直吉 ぢゃァ どうしても 己に 縛られる の はい やなの だな。 

郞吉 …； お前に 縛られる のがい やなの， ではね え。 お前 

の 天に 縛られる のがい やなの、： {J" お 上 は 己 はきれ えなの 

だ〕 上役 人 はきれ えなの だ" 

_&吉 さう なれば お前 はた^の 惡黨 で. 己はた^^の目明し 

次郎吉 さうよ。 己 も 男 だから， 幼馴染 を 枷に して 助けて 

貰 ひて えな ど、 云 ふ 樣な吝 つたれ た 事 はま はねえ つもり 

だ。 さりと て 逃げ も隱れ もしね え。 

直吉 (や、 問の 後) ぢ や ァ 腕づ く で 純れ と 云 ふ G だな。 

んへ^ 吉 うん。 

S 吉 子供のう ちの 仲よ しが 縛る の 縛られね え のと 云つ 

て、 腕づ くで も あるめえ が， どれ もこれ も 因緣 だら う。 

(しんみ リ して) なさけね え 事になる もの だな。 


次郞吉 直坊、 (これ もさみ しさう LL) あの世へ 行ったら 

仲よ くしょう。 とかく 浮世 だ。 

直吉 (うな づ いて) さァ つかまへ るよ と斷 つてき つかけ 

もな く 手 を 出す の はこれ が 初めの しめえ だら う。 ( 笑 

ひしながら 羽織ん とろ) 男と 男の 意地 くらべ だ〕 負けて 

おめく 逃がし はしね えせ。 

次郎. 百 うん、 一人 はこ &の 草の 露 か。 

S 吉 だが、 手前 5- 物 は 持って ゐ るか。 

次郎吉 兇狀 持だァ な。 (ふと こる から 七酋， ^出す) 離し 

た 事 はねえ。 

直吉 拔き合 ふ 迄 は 友達 同志 だ" 永盃 がして えもの だ。 ， 

次郎吉 幸 ひ. 出前の 道具が あら ァ。 (茶.；| ^^^出して) 獨身 

者の 夜の 内 食 だ。 寢酒 を養麥 ふら る やつ さ。 (酌.^ 

ヾ ろ) 

ま吉 . 首を長くして 待って ゐゃ がる だら う。 

次郞吉 遠え 無え リ 

(二人 は！^, やくみ かにして ま；^ しんみりす ろ 0) 

〈沈 5 

(m ぬ はす？^ な、 、ぼす) 

吉 直告 未練 だ" 諫めよう！  (^口，^ 地へ 叩 さつ け て 

る〕 

合 點 だ。 (^1 や ir ひ 越えて ffi 地へ 渡る) さあ 來 い。 


■fs 使吉郎 次 
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(：g 刀，^ 拔 く。) 

次郞吉 勘忍し ねえ。 (斬リ 込む) 

(ちら，/ \と 早^の 夜の 淡雪 ふり 出す 0) 

(^^吉次郞丄"次^に烈しき立廻リ。 次郞吉 IT つ い. て轉 

ぷ。. a 苦 折り ffi なって 馬乘リ LL なリ、 短刀 口にく は 

へ、 ^繩，^ 出す。) 

次郞吉 うぬ ッ。 

トは れ-チ 3 す。 短刀，^ 底吉 また 持つ。 ^^吉ほ分の捕繩に 

足,^ からまれて よろ ける。 次郞 肩先へ 斬りつ けろ。 直 

吉 叫びな が 二 例れ ろ 】 次郎吉 今度 は脾 腹，^ 突く と 同時 

,u.  W 吉は 次れ 吉の IS ん 刺す。 二人 叫んで 倒れろ。 次 

郞告 また fc き；； g つてもう 一 度^^吉，<^^突く0  a 吉靜か に 

なろ ) 

(次郎 SIWI しさう にうな りながら 這って *  _ ^ん 渡り * 

往來 まで や. つやく 出て また 倒：： ろ。 雪 LL 雨が まじろ。 

上手 か；， 辻ハ亿 出る， - 駕籠 屋、 倒れて ゐろ 次， 郞吉 に 躓 

く。) 

mkM 一  え、， こんな 處に 寢てゐ やが つて …… (次 郎吉ぅ 

なろ) 

ず： 維 M 二 醉ぃ. S ひか。 (行き かける) 

次郎吉 B 能 さん、 侍って 吳れ …… 苦しい …… 怪我人 だ 

…… その，，：^ へのせ て 吳れ。 


Ms  ^ だめ だよ-" .：^： ぢゃァ ねえ や。 

次郞吉 たの、 たのむ！ 

SM> か ま "す 行 -ク かける と屮 から 垂， cj- は.^ て 分 銅， 

伊勢； iSSi: 郎 兵衞、 五十 位の 立派な 商人、 額な ぜろ ン 

四 郞兵衛 おい 駕籠 屋 さん、 とめて くれ。 

駕籠 屋ニ でも 旦那、 關り合 ひに なって は …… 。 

1： 郞兵衞 怪我 を し てゐる 樣子ぢ やな い か 。 わし は；^ りる 

から 早く 醫 者へ …… (駕籠から 出ろ) 

駕籠 屋ー (溢々提灯で照して次郎吉，^-のぞく) ゃッ， 大 

變な血 だ。 

四 郞兵衞 これ はま ァ どうしたと 云 ふ 事 だ。 ぐづ くして 

は ゐられ ない。 と 云って この 邊に醫 者 は 心當り もな し… 

…駕籠 屋 さん、 見 付 を 入れば すぐ だから * 醫 者と 云 ふよ 

り はわし の 家へ やって 吳れ。 

駕籠 屋 一 でも" どこの 馬の骨 だか 知れね えのに …… 。 

四 郞兵衞 とやかく 云って ゐる 場合 ぢ やない。 (自分む 手 

傳ひ 次郎吉 V?- 駕籠の 屮へ 人れ ろ。 次郞吉 苦し さう LL うな 

ろ) 裏の 離れの 木戸へ つけて 吳れ。 

四 郞兵衞 (雪駄，^ 脫 いで 帶に はさみ^, かからげ ながら) 

お、、 たうと、 っ繁 になった。 駑籠屋 さん * さァ 急いでお 

くれ。 

駕籠 尾 へい。 
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(肩 vJ- 入れて 立つ。 獎 盛んに 降ろ。) 

11 暮 11 

二 幕 目 分銅 伊勢屋 離れの 場 

前 幕から 一 ト ほど 經 つた 三 ガ 初め。 飽町 分銅 伊勢屋 

の 離れ 斑 敷。 正面に 歷蔓、 これ は 障子が 閉て、 あろ。 

上手に. M 下の あろ 心 持で、 そこから 母 厘へ 通 ふ。 石 井 

桁の 井戶、 八- ソ 手の 梳込、 忍び 返しの ついた 堺、 柴折 

門 は 下手 LL あろ。 若 樹の山 櫻が 一 本散リ 通れて 眹き匂 

つて ゐろ。 午. 3" の H が 障子に 照って ゐろ。 

次郞吉 蒲團の 上に 坐 つて；^ クと 疲，. ^見て ゐろ。 

庭下駄ん」 履いて こ、 の 一 人 娘お くみ 出て 來る。 十六 ほ 

どの 美しい、 大家の 娘の 称へ。 黄八丈 襟 付 総の あろ 半 

襟、 島 田、 黑糯 子に 徘鹿ノ 子の 股 合 y 帶な どす ベて 古 

風に 宵って ゐム 心 持。 

おくみ 平次郎 さん • 氣分は どんな。 

次郎吉 おや， これ はお 孃樣、 よいお 天氣 でございますね。 

おかげ 樣 でもう 傷 もす つかりよ くな りました。 この 分な 

れば 一 日 二日のう ちに 起きられ さう でございます。 

おくみ 無理 をな さると いけませんよ。 

.i ズ郎吉 へ い、 有難う 存じます。 然し、 旦那 樣 のきい 御 情 


けで、 すんで に 死ぬ 害の わたくし がた うとう 命 を. 取り 止 

めました。 

おくみ みよりの ない お前さん だから、 いつまで もこ、 に 

ゐ なさる がい  >- よ。 ちっとも かま やしないの だよ." (も 

どけな くま ぜズ云 ふ) 

次郎吉 あんまり 御 親切に して 頂く ので 罰が 當 ります。 ば 

ちと、 申せば お 錢樣、 今日は 三味線の 御 懐古でなくて、 

さきほど 奪を彈 いてお ゐ で^した ね、 

おくみ も うぢき お. さんが 來 るので、 下 ざら ひ をして 

ゐ ましたの さ。 

次郎吉 今日は 琴のお^ ぽ さんがい らっしゃ るので すか" 

おくみ 月 二 さいで 今 曰と 十七に 来て くれる の だよ。 今 熊 

野 を さらって ゐ たの。 

次郎吉 うと して 聞いて； りました がよ い 曲で ござい 

ますね。 

おくみ お前さん 琴 はおす きかえ。 

次郎吉 わからな いながら 昔 曲 は 何でもす きで ご ざい ま 

す。 ときに、 旦那 樣は今 H はお 店で ございま すか。 

わくみ 今朝 筒井 樣 の 御 邸へ 出て 今 が た歸っ て 入らつ し や 

つた やう だよ。 

次郞吉 筒井 樣と 中す と， あの 御 町奉行の？ 

おくみ (うな づくソ 御 ffi の 御用で ね。 十日に 一遍ぐ らゐ 


悔 tiTi*? 郞次 
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づ  >  參 るお 邸 さ。 

次 郎士； 2 さやう でございます か。 (間) ぉ姨 おつか ひ 申 

して は ゅ譯 がご ざいません が、 あちらへ おいでなさい ま 

したら- わたくしが n; 那樣 に、 ちょっとお 眼に 掛 りたう 

-, J ざいます と 仰 有つ て 下さ いません か-" 晚 ほどで もよ ろ 

しう ございます。 

おくみ あい、 中し ませう。 

(仲働ぉ蝶^！下へ 出て來る」) 

お 蝶 お -i^lr  ii 町の 御 師匠 様が いらっしゃいました。 

おくみ おや、 もうい らっしゃ つたの。 では 平 次郎 さん、 

大事に なさい よ。 

次郞吉 ありがたう 存じます。 

(おくみ、 お 蝶 入ろ 0) 

(次 郎吉 さみしげ L1 庭，^ 見て ゐる。 花 散ろ。) 

(長い no) 

CM  の 四 郞兵衞 出て 來 ろ。) 

3 郎ぉ衞 ，おう /\>、 この 樱も もう 散るな。 

次郞苦 これ は 旦那 樣！ 

e: 郎兵衞 平次郎 どん、 どう だね。 

次郞吉 いつもながら 御 切に 有難う 存じます。 (蒲團 か 

ら 下りろ) 

四郎 兵衞 SB の 痛み は どんな だね。 


次郎吉 へ い、 おかげ 樣 でもう すっかり 痛み は 止り ました。 

四 郞兵衞 それ はよ かった。 何 かわた しに 用 ださう だが… 

次郎吉 へ い，， 」 

(ま 敷 に て 琴 の 熊 野ん」 彈き はじめる 0) 

(次 郎吉， 首， ^ffi- れて しばらく だまって ゐろ 0) 

四 郞兵衞 どうお しだね。 滅法 云 ひ 憎さう だが 何 か 頼みの 

筋なら ばと にかく 遠 K なく 云 ふが い >1 よ。 お金で も 要る 

のかえ リ 

次^ 吉 と， とんでもない ことです。 こんなにお 世話にな 

つ てゐ て、 なんでお 金の 御 無心なん か出来 ませう。 

四 郞兵衞 ふむ。 全體 なんだ。 

次郎吉 實は 且那樣 に お詫 を 申さな く て はなり ません。 

四 郎兵衞 詫 を？ 

次郎吉 はい。 忘れ もしません 正月 晦日。 わたくしが 佐內 

坂 下で 呻って 居り ましたの を- 御 自分の 駕籠へ 入れて 下 

さいました 上に、 春と は 云って も 冴え 返 つて 冷たい 霎の 

降る 中 を わたくし T いな |g を 御 心配 下さい まし たばかり 

に、 旦 議が蹩 でき 傍 * 氣を 失って しま ひました の 

で 勿體無 い の も 知らず にこ. へ 參 りました。 

四 郞兵衞 そのお さら ひ はつ まらない が …… それで どんな 

詫 を 云 ふの だい。  . 

次郞吉 道端 で 怪我 をして ゐた わたくし は、 養麥屋 の擔 ぎ、 
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どこの 馬の骨 だか わかりません。 それ を 山 之 手 切っての 

大金 持 £ 分銅 伊 はカ屋 の 且那樣 が 御手 づ からの 御 介抱 を受 

けました。 このお 離れに 置いて 頂いて からかれ これ ート 

月、 初めに ひょいと 嘘 を 申 上げた ばかりに、 今日は あす 

はと 一 日のば しにして 居りまして、 たうとう 今までお か 

くし 申し， てし まひました。 …… わたくしの； 眉の 突 創 は、 

旦那 樣 遺恨で 刺された ので は ございません。 

ra 郎兵衞 それ を隱 して ゐ たと 云 ふの か。 

次郎吉 それば かりで は ございま せんが、 あの 晚 やはり 佐 

內 坂で 商人 風の 男が 一 人 殺されて 居りました 箬で …… 。 

四 郎兵衞 その 事 は 聞きました.^ ど も わけが ありさう 故、 

お前さん を こ. -へ 置いた の も 奉公人に 堅く 口 止して 置い 

たし， 駕籠： にもう まく 云って 置いた つもりです。 

次郎吉 恐 入った 次第で ございます"" いかにも あの 男 はわ 

たくしが 殺しました。 

四 郞兵衞 ふむ。 やつば りさう だった か。 だが あれ は 商人 ぢ 

つ さ、 り 

やない、 馬 噴 町の 燕直士 口と 云 ふ 目 明し ださ うぢ やない か。 

次郎吉 そこまで 御存知の 上に， わたくし を 今 曰まで 匿 ま 

つ てゐて 下さい まし て， 自分の 咨 くさ い の に 愛憎が つき 

て參 りました。 

四 郞兵衞 が、 どうして またお 前さん、 上役 人 を 手に かけ 

なすった？ 


次郞吉 はい、 實は あの 直吉 は、 わたくしが 手 習子朋 If で 

ございます。 

四ャ t 兵衞 ふうむ 0 

次郞吉 友達 だと は. 3- しながら • 年頃に なりまして から は 

二人の 根性が あんまり ひどい 違 ひ樣で だん く 疎遠 に な 

つてし まひまして、 會 へば 昔話 も 出ました が、 ま ァ往來 

はと まりました。 わたくし は 十七 八から 手 弄み を覺 えま 

して、 奉公して ゐた松 平 讚 岐守樣 御 抱への 木 具師， 星 十 

兵 衞の宅 を， 逐ひ 出されまして、 いよく 立派に 搏奕 打に 

なり 下りました- それに 引かへ て 直 吉の方 は、 これ また 

あんまり 商資 ちが ひの 目 明し になって しま ひました。 

四 郎兵衞 ではお 前の 兇狀 は、. 直吉 殺しば かりで はない と 

見える ね。 

次郞吉 へい。 (ためらつ たが〕 且那樣 、お驚きに なり ま 

せんで ：：： 實は何 をお ® し 申し ませう、 近頃お 耳に も 入 

つて 居り ませう が、 繩拔 をした お尋ね者、 鼠 小^と 申す 

泥棒 …… 0 

四 郎兵衞 なに、 鼠 小 Is? 

次郞吉 (恐れ 人リ 乍ら) へい、 その 次郞 太夫が わたくし 

でございます。 

四 郎兵衞 (呆れて 言葉 無し) 

次郞吉 平 次 郎と云 ふの は 偽り * 本名 は 次 郞吉と 申し まし 


t»i»V/ 郎次 


…… て どうも 而ロ ございま せんが、 申 上げに く乂っ て 

つ いおかく しゅして 居りました。 

ra: 郞 どうもた の 人で はない と 思って ゐ たけれ ど 

も- 鼠 小 13 とは氣 がっかなかった" (笑 ふ) いやはや、 

物騒な 人 をお く 家へ 置いた もの だ。 

次 郎. (冷汗 1 ^拭い ズ) どうも 而 H ございません。 これ 

が 世 ^ に^えましたら、 ！«棒を.^^ま つ た 罪で こちら へ か 

か る 災難 は 大抵 では ございますまい。 それ を 思 ふ と氣が 

氣 でなくて、 . ^もろく く. 1 られ ませぬ。 廳揚 なお 世話 

を 受け まし て 牛： 命 を 助け て 項き ました 方 へ 、 恩を仇で返 

す 22 の^に なったら-死んでも 死に 切れないと 日夜 苦しん 

でありました。 

四 郎兵衞 (1-はにたにこ，^-^^めながら) なァ に、 知れた 

ら 知れた $ だ がね。 大 ^%展 敷の 金 用達、 方 々様へ 馴染が 

多い からどう にか そこ は 霧 に 濟ま せる 道 もま た出來 る 

だら- 「さ。 

次郞告 へ い。 どこか. しど こまで …… みぢ めな わたしに な 

りました リ 

SS なんの、 お前も^ えた 大 泥棒 ：… だが、 今日は 船 

やどの 5i 豆 尾と かへ 妹 を迎へ にやった とか ぢゃ ないか。 

次郞吉 はい、 わたくし 共 は 二人 兄妹で、 親 もな く 叔父 伯 

母 とても ございません、 然し， 伊豆 崖へ 預けて 置き まし 


た 妹の この じ は * 今年 十七で ございま すが、 あれにまで 

迷惑 を かけた くねえ と、 とうに 兄妹の 緣を 切つ てし まひ 

まし てわけ を 話し て 伊 S 屋 へ 預けました。 たまに 逢 ふ の 

も內 緒の ことで、 此の間 わたくしが 召 上げられました 時 

も * い 、あんばいに 妹に はお かま ひご ざん せんで したく 

らゐ、 然し * このごろ はどうして 居ります か- 參 るまで 

はほん たうに 氣が かりで ございます。 

W 郞兵銜 だが 次 郎吉 さん， 妹さん を 呼びな すって どうす 

る氣 だ。 

次郞吉 會 つて 別れ を 申しまして • 寶 は自訴 する 心で ござ 

四 郎兵衞 え >-! 

次郞苦 た订 心配になる はこの. あとの ことで、 妹が どんな 

風に 暮 して 行きます か- それが 氣 にな つ てな りません。 

四 郎兵衞 いや， お前さんが 自訴 して 出な さるの が 本當な 

ら、 そのお 子の 身の こと は 心配し なさらな いがい >t。 だ 

が、 本當 に自. 訴 する 氣 かね。 

次郎吉 はい。 こちらへ 御 迷へ？， ブか けない 樣に， 傷が 直って 

一 とま づ立 きまして、 旅からで も歸 つて 來た ふり をし 

て- 自訴し て きれ い にお 仕 蟹 を 受け ようと 存じ ます。 

ra 郎兵衞 ふむ。 だが、 どうして 自訴 する 氣 になん なすつ 

たね。 
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次郞吉 はい。 寢て 居りました その 一 ヶ月の 間、 考へ拔 き 

に考 へたので ございま すが、 どうも わたくし は 自分の か 

らだ がふつ くと いやにな りました。 (問〕 幼馴染の， 直 

吉を 殺し ましたの はい は わたくしの 生涯の 變り 目で ご 

ざいましたら う、」 妹に も 別れ を 云 ひまして * 大恩 受けた 

あなた 樣 へも晴 i をした 上 は、 死んだ 直の 女房に 逢つ て" 

あら ひざら ひ 打 まけて 話しました 上、 亭主の 敵 討 >  この 

下手人の わたくし を 突き出して 貰 ふつ もりで ご ざ い ま 

す。 全 1^ わたくし は 生れつ いての 根性 曲り で、 そのせ ゐ 

か つ い 人様から 嬉しい と 思 ふ 程の 親切 をし みぐ 受けた 

事が V J ざい ませんで し た 。 處が 今度な くす 命 を 助け て 頂 

いた 上に 痒い 處へ 手の Is  くや，^ な あなた 樣の御 親切 …； 

かう して 一 ト 月^り を 過-こすうち、 曲りくねった わたく 

し の 根性 から 善心の 芽が 吹き出し たものと 見えまして… 

-:。 (問) 本當に 股が さめて 見る と 立っても もられ ませ 

んっ 心苦し い と 思 ふ につけて も 自分 の か らだ が淺 間し く 

なりました。 有樣は 首で もく  、らうと 存じました。 

四 郎兵衞 とんでもない 事 だ。 

次郎吉 (うな づき) 大恩 受けた このお 家で そんな 眞似も 

まさか 出来 もせず、 苦しい 朝夕 を经 りました が、 落ちつ 

く 先 はや はり 獄門 臺で ございます。 きれいに 自訴 して 出 

ようと 腹 をき めました。 


四 郎兵衞 なるほど 0( 暗然と して) 到らない わたしのお 

せっか いが 本當 にお 前 を 改心 させた となると こんな 嬉し 

い 事 はない」 然し かうな ると わたしの 親切な ど は >  どう 

やら 付燒 一?r だ。 わたしの 善根の 薄っぺら なのが、 かへ つ 

て 恥 かしくな りました。 

八郎吉 とんでもない 事で ございます。 いやもう 生れて 二 

十七 年、 つ ひぞ こんな 心 持に なつ た 事が ございません。 

胸の 中の 焦熱地獄、 ぢ りく 瘦 せる も そのせ ゐで ござい 

ませう。 

(下手から 小僧 金 松 使 ひから つて 來た 心で 入って 來 

ろ 0) 

四 郎兵衞 御 苦勞々 々々。そして 用 は 足りた か。 

金 松 へい。 この じさんと 云 ふ；^ さん を 一緒にお 連れ 申レ 

ました 0 

次郎吉 さう です か。 それ はお 一お じけ でした。 どこに 居り 

ます か、 恐れ入り ますが …… 。 

四 郎兵衞 早く 連れて来て 上げな。 

金 松 へい. - (柴折 戸の 外へ 出て) この じさん/ \ -. 

この じ はい" (十六 七 位の 大人しい 町 娘の 称へ で 出て 來 

る、 次 郞吉か 見て ぽん ゃリ して ゐたが や が て) まァ お前 

は？ (甌 けよ らうと して 四 郞兵衞 に1 チ屮 かれろ) 

四 郎兵衞 さァ この じさん。 こっちへ 來 なさい 。金 松-あ 
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つちへ 行って な， おくみに ちょいと 來る樣 に 云って おく 一 

乙 0 

金 松 へ い。 (去ろ) 

次郎吉 この じ！ 

この じ 兄さん、？^ ひたった。 0^1って聲，^ュて 、 泣く) 

次郞告 (しばらくし ズ) 心配 かけて すまなかった。 一 

この じ お前の 身 狀 0 わるい のが * お 上に 知れて お 召 捕に 一 

なつてから、 ど > つして ゐ なさる かと それば つかり 心配し 

てゐ ましたよ。 御 if 兄さん、 こんなに 瘦せ たよ。 

次郎吉 わるかった。 兄さんが わるかった し 

この じ でもよ くま ァ 出て 来な すった ねえ"  一 

次郎杏 (n 郞兵衞 に) 妹 はわた しが 召 上げられ たの は 知 

つて ゐ ますが、 わたしの 異名 はま だ 知りません。 (淋し 

さ isK ひ) 

S! 郎- ぉ衞 T ほい- "から il かせないで、 この 子 はこつ ちへ 

引-取ら うぢ やない か" うちのお くみ は 一人娘で しかも 女 

親 もな く 育って ゐる。 あれの 對 手の 小間使 ひ、 そのうち 

い &  S を 探して やり ませう リ 

次郞 iia 赤の他人の わたくし 兄妹 を、 そんなに して 頂き ま 

し て は 勿體な い 話です が、 溺れる もの は 顧で もっか む、 

まして 大船.」 わたくし は、 これで 安心して 行って 參りま 

す。 


この じ 兄さん、 どこへ 行きな さる？ 

次郞吉 この じ. 兄さん はな >  二三 年上 方へ 行く よ。 それ 

でお 前に 逢 ひたかった のだリ 

この じ でもお 前 病 氣の樣 で …… 。 

次郞吉 病氣は 大抵 直つ たんだ。 

この じ 折角 うれしい と 思った のに。 でも 上方なら またな： な 

へる ね。 

次郎吉 うむ， 逢へ ると も …： 。 

(级. ^そむける。) 

(おくみ 出て 來ろ) 

おくみ お父さん！ 參 りました U 

四 郎兵衞 お. <、 おくみ！ お前に 新ら しいお 友達が 出来 

たぞ。 この じさん、 芝 口へ わたしから、 使 ひ を 出して よ 

く 話す から、 今 曰からで もこの 家の 子 に なって おくれ。 

次郞吉 ぉ孃樣 に御挨 1© をし な。 

この じ 初めてお 目に， T"  X ります る。 向後よ ろしう！ 

おくみ あい、 わたし こそ！ (につ こリ する) うれしい 

ねえ。 わたしの 部屋へ おいでな さいな。 琴 を しらべて ゐ 

ますから。 

(二人の 娘 寄り添って ゐ ろ。) 

次郎吉 旦那 樣、 これで 安心 致しました。 

四 郎兵衞 (これ も 悲し さう に) 緣 あっての 事 だから、 生 
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涯 及ばず乍ら わたしが 引受ける。 …； (二人 か n> ；！ て) 仲 一 

よくしな よ 0  一 

おくみ あい。  i 

： のじ 畏まりました。  あ 

(にっこり すろ. い)  一 

(次 郞吉 四郎ヶ 、宿、 額,^ 合 ろ。〕  ^ 

返し 馬，：^. E 直吉 一. 乇の場  _ 

前 慕 の 翌 ろ 朝。 佐內坂 下 で J;^.- れ た 町 直吉 の 三 十一 

五 口の 日， 底吉の 住居。 如 翰 木の 長火鉢、 佛 Iw! の 燈明ー 

其 他。 家の 中 は 淋しく きれいに 片附 い てゐ. 一 

長火鉢に 凭って、 直 吉の女 おこま、 子分の M ッ 引與； 

吉と 話して るろ。 おこま は 深 川で 女郎 4- して ゐた きれ- 

いな 女  1^、  いさ、 かや つれて ゐ ろ-か、 しっかりして &.! 

ろ 0  - 

與吉 …： それで 急いで 參 りました。  一 

おこま さう です か、 いつもながら ありがたう。 そして そ 一 

の見當 がつ いたって 云 ふの は ：：： ？ 

與吉 親分 の 設 されて ゐ なすつ た市ケ 谷に； 1 元と 云 ふ 小さ 

な 養 麥屋が ありま すんで。 

おこま なるほど。 

與吉 そこに 親分が 擔 いで 出た 贷 本の 荷が 預け て あ つ た ん 


で- ノ 

おこま へえ。 

與吉 そのこと が 早く 分れば 早く 手が 廻つ たんです が、 そ 

この 亭主が 隱 して ゐ やが つたんで す 〕 夫 掃と もこれ は 召 

上げられて お調べ を 受け ましたが * そこに ゐた 擔 ぎの 渡 

り 者で 平 次 郎と云 ふ 奴が、 どうも 臭いんで すが- 

お  こま  その 男 も 召 上げられて ゐる のかい。 

與吉 處 がそ いつは、 親分の 殺された 時 道具 を擔 いで 出た 

みち ま. U  V. てん 

んで すが、 道 傍 へ 出前 の 荷 を 置 いとて 逐， m して ゐ るんで 

おこま そ の 出前 持が 日 ー那を 殺し たの かね" 

與告 へえ、 そいつが 只の 鼠ぢ やわえ 樣 なので。 福 元の 亭 

主 も、 殺しの あった 晚， 出前の 荷 を 持って 出た のにい つ 

まで も歸ら ないし. あつら へた 家から はさい そくが 來る 

んで * 變に おもって 探しに 出る と， 佐內坂 f の 溝の 傍に 

そっくり f;^ 具が 置いて あった。 亭主 は その 道具 を 持つ て 

歸 つて 來た ま ンま、 係り 合 ひになる の を 恐れ や がって • 

そ の 若い者の ずら か つたの も， 親分が 本 を 預けた の も、 

道具が 現場 に 捨て、 あつたの も， しらね ぇ顏を して ゐ 

やが つたんで すゥ 

おこ， S どうして そ れ がわ かつ た の 。 

與吉 現場の 溝の 中に 1^ 赛屋の 口が 捨て、 あつたので， 
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屋敷 を片ッ 端から 盜ん であるい た 鼠 小僧ら しかった ので； 

すね。  一 

お、、 ま その 男 を tH ー那は 知って ゐた のかね。 

與吉 そいつの 育ち は 1^ 川 で 、 な ん でも 一 度 親分が あいつ 

は 昔 の 友達 だと 云 つて ゐ なすった の を覺ぇ てゐ やした。 

お 、 、ま ぢ やそ いつを 召 捕る 心^で やられな す つたの か 

ォ  ； 

與吉 さう とよりしか 思へ な いんで。 しかし 下手人の 見當 

がつ いた か ら に はぢッ き に 敵が 討てます。 それ で 喜ば せ 

てあげようと 思 ひまして- いそいで やって 來 ました。 

おこま 丁 K 今日は 三十 五日、 だが、 この 日に それ を 聞い に 

たと 云 ふの は * やつば り 何 か 因緣が あるんだ ね。 一 

與吉 氣 がっかなかった がもう 三十 五日になります かね。 一 

忘れて ゐ て は申譯 ねえが、 どうか し て 下手人の 當りを つ i 

けようと 夜 も 日 も 飛んで あるいて ゐ たので …… お 線香 を】 

上げさせて おくん なさい。  一 

おこま さぞ 且那 がお よろこび なさる だら う。  一 

(與吉 線香， ^立て、 ちょっと 佛 境.^ 拜 む。)  1 

與吉 しかし 姐さん、 段々 お 淋しい 事で せう。 

おこま ありがたう * なんだか 氣が拔 けた 樣で ねえ。 - 

與吉 子供 衆 はなしお 若え し、 それにき れいと 來てゐ るん 一 

だ。 長く 後家 を 通す の は 佛へ操 を 立てる 樣で 却つ て さう 
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でない かも 知れない ね。 佛 壇の 前で 云 ふ 事で はない かも 

知れない が、 一週 忌で も 過ぎましたら >  どこ ぞい、 處へ 

再 5i なさ るんだ ね。 

おこま (淋しく 笑って) こんな 婆さん は 貰 ひ 手が あり や 

しないよ。 まあ 女屮 奉公に でも 出る つもり さ。 

與吉 うまく 云って ぉゐ でな さる。 (もとの 座へ 來ろ ) 時 

にお ふくろ さま はお 變り ないかね。 

おこま あい、 御 かげでね。 だが、 あたしより お母さんが 

力 を 落して しまって ね。 

與吉 さう でせ ぅッ て。 

おこま 早く 老爺に 別れて ゐて 女手 一 つで 育った せゐ かま 

たは 生來 のろく 出来て ゐ たせ ゐか、 惡ぃ 奴に 驕 されて、 

深 川へ 賫り とばされて … … 、 ずっと 年寄 に苦勞 ばかり か 

けて ゐ ました。 こ つちの 曰 ー那と 馴染 を甫 ねて かう してや 

つと 堅氣 になれ て、 やれ うれしい と 思つ てた つた 二 年， 

また こんなな さけない 目に 會 つたんで ね、 もう/ \.、 お 

ふくろ は 泣いて ばかり ゐて ねえ。 

與吉 お 氣の毒 だな あ。 それで 今日はお 留守 かね。 

おこま 超のお くにを つれて 小石 川のお 寺へ ぉ參 りに 行き 

まんた。 わたしが 行く つもりに して ゐ たんだ けれどね * 

昨夜 ひどく お腹が 痛んで 今 HI は氣 分が 惡 いので、 代りに 

詣 つて やる と 出かけました。 だが 午までに は歸っ て來る 


から、 ゆっくりして 御飯で も 喰べ て 行って おくれな。 一 

與吉 なァ に、 さう して は ゐられ ません。 その； t 姿 嵐の マ 

件で これから 南のお 町 ま でち よい と お 使 ひ に 行 つ て 來ね 

ぇぢ やなら ねえ。 (I- 草 入，^ しま ひ にか 、リ) 二三 日う 

ちに また 何 ひます。 い  >- たより をき， かせます よ。 

おこま 御用の 人 を 引 留め もなる まい。 ぢゃ ァ與吉 さん。 一 

與吉 姐さん、 あんまり きな/^ してから だで も わるく し 一 

なさらね えで 下せえ よ。  5 

おこま な あに、 あたし は 大丈夫 さ。  .； 

與吉 そのうち 山の 神 をよ こさう から、 用の 溜って ゐ るの 一 

を考 へて g いて 下せえ。  - 

お： ま すみませんよ。 おとまさん によろ しく、 子供 衆 3^ 

皆元氣 かえ。  j 

與吉 あい、 もう たまらなく 元氣で 閉口 さ。 ぢゃァ 左様な 

ら、 おふくろさん にもよ ろしく 願 ひます。 

おこま 申^け ます。  ， 

(これ LL て 與吉歸 つて 行く。)  一 

(行 きちが ひ に 辻 ss^t 籠 一挺 出ろ。)  一 

(與 古、 ちょ ぃと振返っ；"が別に：.-^_|1ぜすに入ろ0) 一 

(辻 籠鴛は 直吉の 門 にと まる。)  一 

籠， お 尾 お客様、 こ \ か直吉 親分のお 宅で ございます。 一 

(垂 ん』 はれる と- 次 郎吉. 分. 1 伊勢 おび 受けた お 一 
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服お 端 オペて 堅；； 5- の 称へ、 結 城 ぞっき、 おなん ど 七 子 

の帶， ^sn め、 ^ は H; 代の あろ まヒ ILili ひ 上げ、 髭；： け 

は 剃った 心 5:、 きれいに なって §1 籠から 出る。) 

次郞吉 どうも 御 苦 勞樣で ございました。 で は 駕籠 尾 さん。 

(.|::;%.ヒェっズ>  ず：維贷，^-拂ふ) 

MmM^ へ y 有難う 存じます。 おい、 ぉ禮を 云って 吳 

能 2i 乙 どうも有難う 存じます。 

(二人， 空ず： 能.^ 擔 いで 蹄って 行く。) 

次， 郞吉 御免下さい まし U 馬 喰 町の 直 苦さん の 御 家 はこち 

らで ございませ うか。 

おこま はい、 さやう で …… どちらから お越しで 御座いま 

す。 

次郞吉 へい、 折 入って ぉ內 儀さん にお 話し 申 上げたい と 

存じ ましたが、 あなた 様が？ 

おこま 直告の 女房 こまで ございます。 

次 郎き では >  眞平 御免下さい まし。 

おこま さあ./ \>> 見苦しい 處 でございますが …： 0 

(次 郎苦屮 へ 入る。； 

(おこま、 煙 St 盆， 茶 なぞ 出す 0) 

次. 郞吉 ど 5 ぞ もうお かま ひなく。 (あた リ,^ それとなく 

兑 s~ し- wig- に H にかつ く) 


お-、 ま (妙な 人 だと 云 ふ 心 持) さう して、 御用 は？ 

次郎吉 はい * すこし 內 緒のお 願 ひで 出ました が、 どなた 

も 外に は？ 

おこま 御存じ かも 知れません が * 主人 直吉の 三十 五日、 

墓參に 33 まして 家の もの はわた くし 一 人で ございます。 

おかま ひなければ 御 遠 く  。 

次郎吉 あ、， 今日が 三十 五日になります か。 では 線香 を 

上げさせて 下さ いまし。 

おこま それ は 御 奇特で ございます。 有難う 存じます。 

次郎吉 (丁寧 LL 線香ん 上げ、 拜む) さて 御新造 樣、 何 を 

ぉ隱し 申し ませう。 わたくし はこの 佛の 幼友達で 次郎吉 

と 申す 稼 人で ございます。 

おこま ぇッ。 次郎吉 さん？ 

次郎吉 先月 晦日 佐內 坂で 果し合 ひ を 致しまして、 直吉さ 

んを 手に かけ た 鼠 小 13 と 云 ふ あぶれ 者 で ござ います 。(申 

譯 無く 云 ふ) 

おこま さう して その 下手人の お前さんが 何の 用で この 家 

へ？ 

次郎吉 へ い。 お 亭主の 敵 を 討って お 貰 ひ 申したくて かう 

してやって 參 りました。 

(や 、間 t) 

おこま (驚 い.； T か靜か _」 ，) ど うやら い ろ く譯 あり さ う 
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なお 話， まづ それから 承り ませう。 

次郞吉 (おこまの 落着いて ゐ ろのに 意外な 心 持で) へ 

い、 實 はお 内儀さん、 知っての 通り わたくし は嚴 しい 御設 

議を 受けて 居る 身で ございま すので、 it 麥屋の 擔ぎ に 身 

を 落しまして、 市ケ 谷の 福 元と 云 ふ 家に 住み込みました。 

おこま (うな づく ) 

次郎吉 先月 三十日で ございました。 出前 を屆 けて 店へ 歸 

ります と、 中に ゐた 客の 一 人が 聲を かけました。 それが 

こちらの 直吉 さんでも う 十 年 近く も 交際 ひません が、 子 

供の 頃の 友達です。 なつかしく は 思 ひました が、 わたし 

は兇狀 持、 ちょっとぎ つくり 致しました。 が、 直吉 さん 

が 案外な 出樣 で、 うまく 逃げろ と 云 はない 許りに 云って 

吳れ ました。 その 時 は 久し 振で 人らしい 淚を こぼし まし 

た。 

おこま なるほど。 

次郞吉 佐內坂 下の 本： 地まで 參 ります と， 直吉 さんが 急い 

で 追つ ておいで なさい ました。 

おこま (うな づく)  ， 

次 郞吉. …… おい 次郎。 どうも これで は氣 がす まねえ。 己 

はお 上の 人間 だから、 どうも これで ほお 上に すまね え。 

よしんば 手前 を こ、 で 逃がしても、 どうせ 長え 婆 婆 は あ 

り やしめ え、 と 云って 素直に 縛られ もしめ え * 世界の ち 


がふ 男 同志 だ" 勝つ か 負ける か 出た とこ 勝負で 威勢よ く 

果し合 をしょう ぢ やねえ か、 黑， H 二 本の 二人の 道 を、 ど 

つちか 一 ッ 残さ うぢ やねえ か、 それ. よから うと 許り 古 

馴染が、 有 合 ふ 出前の 猪口で 別れの 杯 を 交して 置いて、 

さて 七 首 を 拔き合 ひました。 (^) 惡 運と でも 云 ひませ 

うか、 ぉ內 儀さん …… 勝負 はわた しが 勝ちました。 

おこま (固 唾，^ 吞ん でうな づ く) 

次郎吉 わたし も 腐 を * これ 此の 通り。 (襟，^ はだけ て 見 

y ろ) 深く 一  突き やられ ましたが、 これ はどうに か 仲間 

の 者の 手當を 受けて すっかり 直りました。 身 體の创 は 直 

つても、 直らね えの は 心の 傷です。 その 晚 からお； S 儀 さ 

ん、 わたしの 考 へが 變 りました。 

おこま と. H? 

次郞吉 强請驟 り はきら ひです から それ は 決して やり ませ 

んが、 鼻ったら しの 時分から 博 突 は 打つ、 酒は吞 む、 酒 

癖が わるく つて 喧 f- 口論、 刃物三昧 も S ：!々 いたしました。 

太く 短く 渡らう と * きめた わけで もありません が * 盜み 

をす るの が 面白く つ て 大名 旗本の 奥向き を片 つ ばし か ら 

盜ん であるきまして、 とんだ 間 騒がせの 眞似 もいた し 

ました。 あげくの 果が， 正直な お前 樣の御 亭主 を 殺し ま 

した。 しかも これが 淺間 しい 事に 昔の 仲よ し、 ^地に か 

かって 手に かけ ましたが、 ふっと 氣 がっくと わけもなく 
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かう しての め， /(\ して ゐ るの が 恐ろしく なりました。 と 

て も 名 つて 出る からに はお？： i 様に^られて、 出して 貰 

へ ば 死んだ れ亩 へま ぁ言譯 にもなら かとお も ひまし 

て. 创の 直った の を 幸に、 やう やく 今日 參 りました。 (手 

ん， - 突く) 

おこま (；^ つと その 體，^ 见て るろ) 

次郞吉 何も 致し やいた しません。 佛の 持って ゐ た捕繩 * 

それで 縛つ て 下さい まし〕 

お、、 ま (なほむ 次 郞告， ^みつめて ゐろ) 

次郎吉 もし、 ぉ內 係さん！ 

おこま (购 かに 額ん-染めろ) 

次郞吉 どうぞ 突出して 下さい まし。 

おこま (まじめな 纽, て 火^,^ い りながら 甘 1< ^ふろ) 

次郎吉 (獲いて〕 それや なぜで ございます。 

お、、 ま  ^かない 前 はとに かく も、 今 伺った あらまし、 

わたしの 心は變 りました。 直 吉の心 は 知つ ての 通り 一 こ 

く  i ^で-お 上 大窜と 思 へば こ そ 女房 の わたしの 事 も 忘れ 

てし まって、 お前と 命の やりとり をし ました リ 

次郎吉 いや * そんな^ はあり ますめえ。 直吉の あれ は 性 

分で、 曲った 華が きら ひです から、 あっし を 見逃し きれ 

なかった のです。 

おこま £02 分の 氣持 がすむ 53 に は， わたしなん ぞの事 は 忘 


れ るので す。 殊に 次郎吉 さん • これが 意 遣 恨で 殺した 

わけで なく、 いはに 云 ひ 合して 納 得づ くの 運 だめし です。 

殺し た の も 殺される の も 博 突 を 打 つ た樣な もの、 あとに 

持 越す 恨はありません U 

次郎吉 でも それ は …… 0 

おこま また 突出した 處で怫 も 喜 ひ はいたし ません。 その 

場 限りの 果し合 ひ、 あと ひく，：？ ではない。 よしんに お前 

を 縛った つて >  お 上の 事で は. -穴； S も 他人 だよ と、 いつも 

云 ひくして ゐた あの人の ことです から * 草葉の 蔭で 苦 

ぃ顏 をす るで せう。 あれ は 皮肉な 人でした。 

次郞吉 (うなだれて 考へ 込む〕 

おこま それに 次郎 さん、 男 .，：■ しく お前さんが. かう して 

わたしに 縛られよ うとし て た づ ね て 來 て 下さ いました。 

わたし や 嬉し いと 思 ひます。 

次郎吉 亭主の 敵で なくっても、 こ  > にゐ るの は大. 匕."： で 

す。 縛って 出せば お前さんのお は江戶 中高く ひ^き ませ 

う。 どうぞ 突出して おくん なさい。 

おこま あたし はこれ でも 女の はしくれ、 たと へお 前が. 5； 心 

人で も  次郞 さん、 このま.. -歸 つてお くんな さいな." 

次郞吉 と 云った 處で 江戶中 は、 あっし をつ かめえ ようと 

つて、 とても 隙 はありますまい。 まぬけに 召 上げられ は 

しねえ つもり だけれ ど、 ま ァ當分 は 忍ばね、 ばなら ず、 殊 
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にこの 肩の 突 創. まだ 痛み も ある ことです。 生きて ゐる 

氣 がない のです から. ^げ 隱れの 根も盡 きて ゐ ます。 そ 

れ に 蟲 の き れぇ な 上役 人の 手で. つかまつ た と 云 はれち 

ァ鼠 小僧の 名 折です。 どうか つてお くんなさい。 

おこま お いやで なければ この 家 へ 匿つ て もよ ご ざ ん す 

よ 0 

次郎吉 ぇッ。 

お、 <ま わたし はお ふくろと 二人き り、 なんとか ごまかし 

て 置き ませ、 つから 0 それに 次郎 さん、 わたしが 川に ゐ 

た 時分， お前、 おらん さんの 情人だった ねえ。 

次郎吉 どうして それ を。 

おこま 可哀想に あの 妓 は- にました。 あたし は あの 樓で 

お葉と 云って ゐ ましたよ。 

次 郞吉 (ま. ち./ \ として ゐろ) 

おこま さッき 見た 時、 どうも 見た 樣な人 だと 思 ひまして 

ね、 それとなく 考 へて ゐ るう ち、 お前さんが、 吸口 を頰 

析に ちょっと あてた 樣子、 あり やおらん さんの 癖 そつく 

りです。 その 時 ひょいと 思 ひ 出しました。 

次郎吉 さう 云へば 思 ひ 出す， 姉 女郎のお 葉さん かリ 

お： ま 云 はれてから 思 ひ 出す 樣 ぢゃァ 薄情です ねえ。 よ 

くお むつまじく 菱屋の ふうりん を 買つ てた ベ てた ぢゃァ 

ありま せんか。 


次郎吉 (間が わるい 様子 ) いや， それまで 覺 えて ゐ なさ 

るの か" 

おこま (- ちっと 次郞吉 vj- 見つめろ) 

(揚 幕から、 御家人 佐 倉吉之 助、 ごみつ き 赤肌の 平 造 

と述れ 立って 来る。) 

平 造 なァに >  いそぐ 事はありません や， まァぢ わくと 

やん なさる さ 0 

吉之助 だが、 あの 女 もさる もの. たから。 

平 造 いくら 昔の 馴染で も、 今 は 堅氣の 女なん だからね。 

わけ はねえ さリ 

吉之助 それに 後家 に し て 置く の は 勿體な い。 

平 造 後家と いっても ート月 そこ-,^〕 四十九日まで は * 

魂が ほれ、 そこいらに うろついて ゐ ると さ。 

吉之助 え X、 變な聲 を 出すな。 

平 造 氣味 がわる いと 兑 えます ね。 どうも 弱い お 侍さんだ 

な あ。 

(！：ロん-ぁけて。) 

平ゅ；^1 ぉ內 さん、 ごめんよ。 

(お、 I ま 驚いて。) 

おこま 誰か 來 ましたから、 お前さん 窮： S でも。 その 三 

へ 入って ゐて 下さい。 

(次 郞吉 vS* 上手の 部 3i へ 押 やろ。) 
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吉之助 誰か 客の 様 だな。  く， 

おこま い、 え、 かま やしま せんよ。 m 〈せの 叔父が 悔みに 

來 ましてね U  (-s 子，^ わけ て〕 おやま ァ佐 倉の 旦那 U  (苦 

ぃ级， ^すろ) 

平 造 田 < せ堵 にして はい、 下駄 だな。 返して) 赤 坂 

の 平野 一:^ だ" 

吉之助 お i^r ではない おこまさん か。 また やって 參 つた 

ぞ。 

(二人.^ がろ 0) 

おこま お上りな さるの は 御 勝手です が， 今日は i や、 王の 三 

十五 曰>  いやらし い^は 午です よ。 

S なんのお 前さん、 あっしが ついて 來てゐ るんだ。 い 

や.，：' しい^なん ざァ させる もんか。 と. 大きに こっちが 

あやしい がね。 (下卑て 笑 ふ) 

おこま 1 服したら 歸 つて 下さいよ。 

吉之助 (りゃくしながら〕 いやはや、 昔の 通り だの。 

亭、 ェが 死んだ と こいつ に^いて 喜びい さんで ゐ るの だか 

ら、 四十九日 をす ませたら 身共の 家へ 早く 來 やれ。 瘦せ 

て も 枯れても 御 參だ。 

S 傘 を， おる のがう ま い つ てね。 

古 之 助 これ、 鹿 を. S. すな。 

S 間^^ぇた、 W の 字だった"  i 


吉之助 ふざけるな。 

おこま おにぎ やかです ねえ。 

(ト、 いや LL 云 ふ。) 

吉之助 いやさう 云 やるな。 とにかく 死んだ 直吉 とおぬ し 

が 松 山屋に 出て ゐる頃 は 張り合った 客の 吉之助 だ。 

おこま 昔の事 はよ しませう。 わたし は 後家 を 通す つもり 

です。 

平 造 よしね えよ しねえ、 赤い 信女が また 孕み さ。 

おこま そんな 事は餘 計な お 世話 さ。 (佛 s- に 向いて 線香 

1 〔よ 上げ、 燈明 ,.5- かん ざしで か，. *?、 立ズ ろ) 

平 造 よう/く 貞女！ 

おこま 女郎 上りと 馬鹿にされ 一生つ いて 廻る のか。 (し 

んみリ として) あ \ つくぐ 世の中が ら ない。 

吉之助 など 、云 ふやつ さ。 

平 造 なう おこまさん、 佛頂面 をして るね えで、 日 一都に 茶 

でも 上げな せえ。 どの 道 世話になる 人 だ，) 

おこま (つんと して 佛境 に 向：， て 立って ゐ， 0 

平ル^| おい， おこまさん。 (袖^ 引く) 

おこま なんです よ。 うるさい ねえ。 

(抿 リ拂 ふ。) 

.1 慕 — 
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三 幕 目 小石 川 法 蓮 寺の 場 

前 |2| から 三日 目の 四月 半 ごる。 す つ かリ 初夏ら しくな 

つて ゐろ。 小石川法5^寺の^&裡。小さき禪寺の心持で、 

簿 暗い 土間に 梳 の葉靑 く、 線香 赤く 並べた 棚。 阿 伽 桶、 

箒、 など 隅に 立て かけて ある。 上手 奧に板 戶の閉 つ 

た 物置. 上った 處に圍 爐裡が 切って あり、 自在に 藥鍵 

がつ るして あろ。 黑 びか リ のした 廣ぃ板 敷、 廻リ緣 に 

なって 本堂へ 緩く 心 持。 奧の方 白壁な どよ ろしく。 寐 

裡 か-出た 處 櫻 しげって ゐろ。 その 向 ふ 下手 奥 LL 卒 

绪婆. ^間に合 に 編み 込んだ 耍垣， 要の 芽が 赤く 吹い 

てゐ ろ。 その 中 は 墓地の 心で 白 張の 提灯、 塔婆. 石塔、 

すクと 下手-, 1 墓場へ 出入 リ のち やちな 木戸、 その 前に 

井戶、 か 出た 處奧へ 押しつけて 舞蔓 中央の 逢に ち 

よつ とさし かけ，^ こしら へた 地 藏尊、 足 許 Li 小石 撣山 

镜 み、 I  -ソ 二- ソ检 おが あろ。 小石の 1§に 無雜作 LL 竹の 

花 立 に 銀鼠の 花 つけ た 柳の 枝が さして もる 0 木魚 の 

瞀 * 銅鑼の 音な どして 本堂で は 志す 人の 來てゐ ろ 心。 

寺男の 傳六、 .K は 野 田の 傳六、 六十 位の 老爺、 よく 宪 

げて はるろ が 小じク かりして ゐる 。上 リ框に 腰 1^ 下し、 

镀草か 吸 ひながら 墓參 の-ちいさん 婆さんと 話して ゐ 

る。 3^ いさんば ァ さん は 町家の 際 の 称へ にて、 人の 


よさ さうな る 七十 位の 夫 no 

いさん な あ 婆さん、 来年 は 爲吉の 十三 年になる の。 

•  はァ さん さう です よ。 それ はさつ きわたし が をし へて 上 

げた ぢ やありません か。 

• ちいさん さう だった かの-。 

l;^ァさん いかな こっても。 忘れて しまったと 見える。 

いさん いや この 節 は 物忘れ をして いけない。 

•  はァ さん 心細くな つてし まひます ね、 ぉぢ いさんに そん 

なに まう ろくされ て は。 

, r  f  f 

. ちいさん 大きにお 前さん だっても， まう ろくして ゐ なく 

も あるまい 0 

ばプ さん (ムキ に なって) なんの わたしが 耄碌な どして 

ゐ ます もの か 0 

.ち いさん (笑 ひながら) いやはや、 女の 年寄 は 一 酷に な 

つ て闲 る。 なァ傳 六さん。 

傳六 えへ \ 、 結構で ござ いますよ。 

ばァ さん 時に 傳 六さん、 先のお ぢ いさん はどうし ました 

傳六 可哀想に なくなりました。 

いさん おやく、 古い 馴染だった が。 

ばァ さん 幾つでした らうね。 

1IH ハ もう 八十 を 越して ゐ ましたら う。 


いさん さうな るかれ。 耳が 遠くて 話しに 骨の 折れる 人 

だった が。 

ばァ さん ひとり^！！；でしたゎ。 

^六 へえ、 さやう です よ 。なんでも こ  の和尙 さんの 遠 

^とかで ねえ。 

；. リ いさん さう \！ そんな 事 をき いたつ け。 

にァ さん 傳 六さん も 彼是 一年になる わ。 

へえ" 早い もので. ざっと さうな ります よ。 

V いさん 子供 はない のかえ。 

傅 六 へえ。 二人 ありまし たが、 餓鬼の 内に-取られて しめ 

えました。 

ばァ さん ty れは 一 1:;;^ めが い、 のさ。 わたし 共で は皆大 

きくして 持って いかれて ね、 六 人 あ つたの が 半分 になつ 

てし まひました。 上の 奴なん ぞは 一一： 十に なつ て-取られ ま 

した。 

い さ ん それでも 今 は 二 aR 坊が どうにか やって ゐ て吳れ 

ますよ 0 

傅 六 いっかい らっしゃった 若旦那で すねえ、 いや 御 堅さ 

うで 御せ 心です。 

堅い は 堅い が、 ばァ さんに 似て ひどく 强 情で ね。 

ばァ さん わたしに 似て 强情 もない もの だ。 さあお ぢ いさ 

ん、 ほっく 出掛け ませう か。 


； 0 いさん うん 出掛け ませう。 これ は傳 六さん * 今日は 和 

尙 さんに 逢 はずに 行きます、 よろしく 云って 下さいよ。 

傳六 畏まりました。 T 度 奥に 何 か 志す 參詣が 來てゐ まし 

て 0 

r.- いさん 碧巖 の 講義 を そのうち 聞きに 參 ると 云って 下さ 

傳六 as- まりました 0 

ばァ さん はい 左様なら リ 

傳六 御免なさい まし。 

5b いさん さやうなら。 

(UN いさんば ァ さん 歸 つて 行く。 傳六、 手桶へ 水，^ 汲 

む。 奥から 次 郎吉、 あとから 和尙 無觀、 新しい 卒緒婆 

ん t 持って 出ろ。) 

無觀 いや 御手 厚い 事で 恐れ入りました。 

次郞吉 有難う 御座いました。 おかげで 氣が淸 々しくな り 

ました。 

無觀 これ 傳六、 (卒堵 婆な して〕 馬 喰 町 0 直告 さんの 

お 墓へ 御 案内して 差 上げな" 

傳六 へい。 (阿 伽 稀、 線香、 花な ど 支度 して) お 待 遠 

機で ござ います。 

次郎吉 お^話 樣で すね。 では ごめん 下さい まし。 

(和- W に禮， ^して 下手から 墓地へ 入って 行く。 傳六縝 
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和 與 和 與 和 與 和 與 


與吉 (小判.^ 1-=^ 表 かへ し よくしら ベ) いや どうも 有 翻 

うご ざいました。 

和-何 別に 仔細 は ござらぬ かの。 

與吉 へえ、 大丈夫の 樣 でございます。 しかし 和尙 さん、 

ちょいと お調べ の 御用です が、 どこか へ あっし を かくし 

て 下さい。 

和尙 それで は そこの 板戸の 中が よいで せう。 だが、 門內 

で不淨 の爭ひ は出來 ませぬ U こ & はこれ でも 御 奉行が ち 

がふので な。 

與吉 百 も 承知で ございます。 なァ に、 樣子を 見る だけで 

ございます。 おや. もう 來る樣 だ。 では こ X へ 人れ て M 

きます。 どうぞ これで  ( n vJ- ふさいで V ろ) 

和-: i: (うな づ いて 典へ 入って 行く) 

$  0： お 地， か 見ながら 物置 へ 入ろ) 

(ち よ つ と.R^^舞裹，。 や、 あつ て 下手から 次郞苦 *  ^六 

出て 來 る。 次郎吉 さみ し さ う LL 紫 橘ズパ 仰ぐ じ 

次郎告 ぉぢ いさん。 この 櫻 は 八重です ね = 

傳六 へえ、 牡丹 樱 でございます。 見事な 花 をつ けました 

が， もうす つかり 靑 くな つてし まひました。 

次郎 十：〕 薬 櫻 も かう 繁 ると 僧 態 • で すね。 だが このぶ うんと 

句 ふの はわる くありません。 お、、 あや ふく 忘れる 處だ 

つた。 (紙 入か佥 1^ 出して 也んで やる) 


いて 行く" 前 _ 柚の 與吉- 墓地の 方ん. -见 乍ら 土 S へ 入つ 

て來ろ 0) 

セ， a 和尙 さん： 

,u おやこれ は與吉 どん C 御 S 參か。 

吉 へえ。 墓參 も墓參 です けれども *  は 今 墓所の 方へ 

參 りました 三十 がらみ の 男 …； 。 

,H ぉ&、 直吉 さんの 身 寄の ものと か 云って、 御 經を上 

げて 行きました。 

吉 變な事 を 伺 ひます が. 何 か 云って はゐ ませんで した 

か U 

,u では 御存じない 人 かな U 

士" なに， もよ つと 知って ゐる 男です がね。 

,u なんで もま 击ど んが あの人が 上方へ 行って ゐる 留守 

に 非 菜 の 死 をと げたので、 聞いて びッ くりして 不. 取敢 S 

參 りに 来たと， 悄れ 返って as なすった J 

與 吉 ぶ しっけな が ら 御經料 は ！ 

和- W それが の、 大した 裔 〔鼓で 小判で 十 HS" 別に 五： 吶、 こ 

れは 本堂 修覆 へ 寄附し て 行きな すつ た。 

與吉 ちょいと お 上の 御^です が、 その 小判 を兑 せて 下さ 

いません か。 

和お 丁度 こ、 に 持って ゐる。 (ふところから 紙へ 包んだ 

の I^SL て 見せ ろ) 


悔 fiH 吉郎次 


en: 


m 次 傅 次 m 次 
郎 つ 六 た 郎 六 郎 六 郞 


傳次傳 次 


^六 これ はどう も、 有難う 存じます。 C おいてし ま ュ) 

まァ 1 服な すつ てい らっしゃ いまし リ 

(二人 もとの 土^へ 入リ， 博 六 はしみ ッた れ； ：座 布圑 

上 リ枢へ 敷く。) 

W  (1^な1^吸ひ、 - ソと考 へて ゐろ) 

(溢 茶，^ 出し ズ) あの 直告 さんと は 古い 御緣で …… 

吉 え \ 從 兄： 同志で ございま してね) 

へえ、 左樣で …… り 

W  (ちらりと 傳六 vJ- 兑ズ) だが 傳六. しばらく だつ 

の 0 

Op クくリ したが、 そっと 兄 廻して) なんだ 

まらね え。 親分 氣が ついて ゐ なすった のか。 

士 3 あんまり 妙な 姬り 合せで、 ちょいと わけが 分らな 

かった が、 寺 SSI: は 盗人と はとんだ 白浪 狂言 だな。 (小 

さ い. 錄で云 ひこれ む そる リと まばり へ 氣 1^ 配ろ) 

傳六 へ & \ 、だが こいつ は 思 ひっきで せう？ 

,ゲ、 郎告 、つん、 いつ からだ。 

傻六 去年の 五月 さ。 北 町奉行の 御 代替り で、 一と ッ 風呂 

入れられた 日に は だから * どろん をき めて 寺男 さ。 … 

;T&, ，先 ゐた 爺さんが 氣 にな つ た 後釜で ね。 口 をぬ 

ぐって 抹香く さく、 ゎづ かな 心 付 を 頂いて、 墓の 掃除 を 

まめ/ 宜しくやりながら、 n ン 中で の 念^さ。 


次 郎士 n ふん、 しかし 直吉が 死んで 墓參 りに 來る 奴の 中に， 

朋輩の HI 明し. 岡ッ 引、 手先 衆の 中で 顏 でも 知って ゐる 

のが 來 やしね え か。 

博 六 なァ によ しんば 来たっても かま やしね え。 實は來 る 

か/ \ と 思って ゐ たら、 たった 1 人知って ゐ るの が來た 

よ 0 

次郎吉 それで どうした。 

六 知らん 顏 をして ゐ やした。 

次郞吉 わからなかった か。 

傅 六 どうも さう らしい。 それに 馬 噴 町の ま はりの は 知ら 

ねえよ。 

郞吉 それ もさう だな。 それで * もう 稼ぎ は ふつ- - りか。 

六 ぁァ、 ふつ りさ。 

郎吉 怪しい もの だの。  _ 

六 なァ にほんの 事 だ。 それに 親分 已 はも、 「老先 短え、 

いつまでも 出來 もしな からう。 

次郎吉 感心 だしよ く氣 がつ いたた。 

傳六 時に 親分 はうる せえ ぜ。 世間で は 大變な 評判 だが、 

なんだ つて また 直吉の 墓參り だね。 

次 郎吉 庶は 餓鬼のう ちの 仲よ しさ。 

傅 六 それ もさう か 知らね えが、 た それだけ でね。 

次郎吉 うん， なせよ。 


COS 


^f5l 吉郞次 


傳次傳 次 


次郎吉 そんな 事 を 云 はねえ で， きれい さっぱり やめて し 

まひな よ。 己 こそき つと やめる つもり だ。 

傳六 その 堅氣 がま ァー 1^ も績く かな。 or かつい ズ) お 

前さん 新ら し い 情婦が 出來 たね。 

次郎吉 (ざく リ として) なせ だし 

傳六 惚れた 女が^ 來 ると、 どうも 人間が いやに isT かせ ま 

くなる もの さ。 情婦に 苦勞を かけた くな し、 い、 氣なも 

の だが 長く た G しみ て え か ら ね。 己な んぞ もさう でし た 

よ。 新 情婦の 出来る 度に 改心した もんだ- もうこの 年で 

はおし めえ だ。 

次郎吉 わるい 事 は 云 はねえ。 もう 後 牛： を 願へ よ。 寺に ゐ 

るの が 幸 だ。 これ を綠に 善人に なれ、 え 

傳六 なりてえ が なれね えね。 もうこの 年まで 入った 病 だ。 

次郎吉 (悲しく) 同病 相 哀れむ か、 あ、、 いやな 氣持 だ。 

(ふいと 物置の 板戶に 眼力？ やる。) 

次郎吉 (手 腐 似で 板戸 1^ 指し， 何 だとき く) 

傳六 (せ 1^ ふる) 

次郎吉 (不審 相に 首. < どかしげ) 氣 のせゐ かな。 

傳六 どうかした かね 0 

次郎吉 いや 氣 のせ ゐ かも 知れね え。 この 節氣 でもち が や 

しねえ かとお も ふ ほど、 つ まらね え 事が 氣 にな つ てなら 

ねえ。 


傳六 親分、 當て、 見よう か。 

次郎吉 うん ー 

傳六 市ケ 谷の 下手人 だね。 (指さす) 

次郎吉 龜の 甲より 年の 甲 か。 

1^ 六 やつば りさう かね" 

次郎吉 うん。  . . 

傳六 やつ た お前さんが 墓參り し て 香 花 を 手 向け て 墓の 前 

で、 淚 ぐんで ゐ なすった の は、 全瞠 どう 云 ふわけ なんだ。 

郞吉 すこし わけあり で。 

六 氣に 病める 程の 善人で もあります めえ。 

郎吉 ほんに よ。 

六 時に 親分、 い &處で 逢つ たんだが、 この 先の 白山 下 

に、 とんだ 有餘 つて ゐる 家が あるが どう だね いやかね。 

次郎吉 なんだ、 手前もう ふつ &り だと 云った ぢ やねえ か。 

傳六 ふつ >| りさ。 しかしお 前の 顏を 見たら むら，. ^とし 

たやつ だ。 

次郎吉 實は已 こそ ふつ i り やめた。 堅氣 になって しまつ 

たんだ。 

傳六 (苦笑 ひして) 駄目 だよ。 己なん ぞは 何十 度 さう 思 

つた か 知れ やしね え。 尤も 働きが ねえんだ からお 前の 樣 

に大袈 M な 仕事 はしね え けれど、 今年 六十 一 一 になる が、 

まだ やまね えの はこの 病 さ。 


悔 十 鼓で/ 郎次 


em 


次 B 次 次 お 《 


次郞吉 傳六！ (威勢よ く) すまね え， 見せて くれ" 

(傳六 板戸 1^ あける。 ばつと 中から 目つ ぶしに 線香の. 

束，^ 投げつ けろ- 0  一 

傳六 ゃッ。  . - 

次郞吉 しまった。  わ 

與吉 次 郎吉、 御用 だ。  j 

(十手で か  >  る、 立 廻りあって。) 

次郎吉 手前なん ぞ ぢゃァ 役不足 だ。 (烈しく 突きとば す 0 

與吉 仰向に 倒れて 親，^ 强く 打つ。 次 郎吉、 素！： 十く 飛び 3^ 

I  一 

與吉 うぬ ッ。 

(やう やく 起き あが リ よ 1, ハ）/ \ 'として ま.；， 1 どった リ 

倒れろ。)  j 

(和-: 5 無觀、 そっと 緣 側の 奥から 親く。)  I 

I 道具 廻る —— 一 

大 詰 湯 島 六 丁目お こま 住居の 場  i 

前 S 場と 向 じ H、 夜。  一 

すっかり： 史 けた 心 待で. 夜番 の 拍子木の 音き 、- えろ 0 一 

ちんまリした^:;^ぃ|な小家0 舞蔡， MLL 向いて 出入口、 入 

つて 土間。 

中に 直吉 後家お： まの 母親お とく、 御家人 佐 倉 吉之助 


傅- パ 掘の せゐ だね。 

次郞 i.::! 夜 ねられね えせ ゐ だんう = (ra) だが どうも 變 

だ- 氣 になって いけね え。 

節 六 見せて やらう か。 氣 がすむ だら う。 

(立ち かけろ 0) 

なァ に、 別に 兑た くもね え。 病 だ。 氣が 尖って ゐ 

て、 いら わえ^まで 感じ やが る。 は.. (淋し さう 

LL) さァ、 ぼつ 出かけよ うか。 

15 六 いづれ ゆっくり 逢 はう けれども * 近 どこ だね。 

次郎ぉ 祌田 だ。 新 和 泉 町で lil? 屋だ" 尤も 魚 は 一 匹 もね え 

さ 0 

傳六 よく ある 奴 だ" 

次郎古 和 r 水 ほと 云へば わかる 。だが 六、 もうこれ ぎり 

5f3 へね え かも 知れね え。 

六 なぜ だ。 親分？ 

郎士 n そろ/ を 納める の さ。 

六 あ、 鶴龜々 々o 

郎セ； 1 * ちゃ ァ 達者で ゐ ねえ。 

六 お前 も どうぞ 達者で ゐて くんな せえ。 

郎丄； 1 (^^かけょぅとして、 また 报 戶^^ 見ろ) どうもい 

け.；： え、 この 巾に はたし かに 半； き 物が ゐる。 

傳-: ハ ！： S か、 猫 か 犬で も 入った かな。 


侮 愤吉郎 次 


の 前に 手.^ - 突いて ゐろ。 

吉之 助 (威 丈 高 L1 なつ て ) ど  >っ だ おふくろ. どう しても 

聞かれぬ か。 

おとく 聞かれぬ と 云 ふわけ でも ございませ ぬが、 わが 娘 

と は 云 ひながら 七 ッ八ッ の 子供で はなし >  親と 云っても 

さう 押 伏せた こと も 申せ ませぬ。 

吉之助 なに、 そんな 事が ある も 0 か、 現在の 娘 だ。 親の 

威光で うんと 云 はせ るが よいで はない か。 

おとく お 武家 樣 方のお い 御 家風で は、 親の 云 ひつけ は 

理が非でも、 子供が きっとき くと 云 ふ 事に なって 居る； S 

も 知れ ませぬ が * わたくし 共 下賤で ございまして は、 老 

いて は 子に 從へ と 申しまして、 さう さう は 頭 ごな しに も 

なり ませぬ。 殊に かう したお 話 は、 なほ さら 當 人任せに 

する のが、 町人の 風で ございます。 

吉之 助 ぢ や どう あ つ て も あ のお こま はお いら に れぬ と 

云 ふの だな。 

おとく はい、 この 儀ば かり は …… 。 

告之助 さう か、 二」 れ なら それでよ し。 おいらの 方で も考 

へが ある。 

わと く   と 仰 有い ますと。 

吉之助 聞きた くば 云って やっても い、 C おこまが おいら 

を いやがる わけ は、 外に 好いた 男が ゐ るから だ。 


おとく  (苦笑 ひ) 娘 も 二十 五と 云 ふい、 婆ァで 殊に は 世 

帶 崩しで ございます ゥ 嫁 人前の 生娘で はなし、 蟲 もす こ 

し は ございませう から、 好いた 男の 一人 や 半分 無い とも 

申せ ませぬ。 

吉之助 ふん、 ぢ ゃ貴樣 承知の 上 か。 

おとく さう とも 申し ませぬ。 

吉之助 た^の 情人なら おいら だつ て 何もい やに こんな こ 

と を 云 ふの ぢ やない の だ。 おこまが この頃、 引 張り込ん 

で ゐる男 は、 和 泉屋次 郎吉と 云 ふ 遊び人 だら うが， それ 

が とん だ 兇 狀持ち で、 とうから 目虽 をつ け ら れてゐ ると 

云 ふ こと だぞ。 

おとく  (；， V」 ょッ として) 近所 も ございます。 そんな 馬鹿 

氣 たこと を 本當に でもされ て御覽 じろ、 飛んだ 迷 ゅゲど い 

たします。 

吉之助 では どうあって も あの 男の 素性 を、 知らね えと 云 

ひ 切る の だな" 

おとく なん ぞぉ 間違 ひで ございま せ う 。 

吉之助 ふん、 思へば 可哀想な 母子 だな。 うか-/ \. して ゐ 

て 一緒に 繩 目の 恥 を 受ける のか。 (氣， ^持た V て) 緣な 

き 衆生で 仕方が ねえ。 どり ゃ歸 らう か。 

おとく  (平氣 で) もうお 歸り でございます か。 とんだ 失 

禮 をいた しました。 


悔懷 吉郞次 


fill 


お 

お 

お 

お 

お 

わ' 

お 

お 

お 

お 

お 

お 

と 

で 
後 
悔 
が 

に 
見 

え 
る 

だ 

士 

之 
助 

と 
め 
る 
な 
ら 
今 
の 

だ 
ぞ 

わ 
ざ 

ら 
し 
ぐ 

笑 
ふ 
リ 

め 

* 
へ 

え 

ど 
ん 

な 

が 
あ、 

ち'， 
な 

を 

ひ 
の 

し 

行 

つ 

た 
よ 

< 

や 

れ 
は 
本 
當 
に 
大 
事 
な 

だ 
よ 

今 
佐 

倉 

Sl 
那 

あ 

な 
ん 
な 

と 

笑 
ふ 
リ 

や 
お 

に 

さ 

た 

が 
め 
る 

ぐ 

人 

m 
の 

蔭 
P 
は 
云 
は 
ぬ 

の 
だ 

な 
め 
お 

ま 

た 
し 

や 
ら 
し 
い 
奴 
だ 
ね 

ズ 

ぐ 

ん 

た 
つ 
た 
今 

つ 
た 
處 
だ 

お 
や 

今 
夜 

た 
來 
た 
の 

ぐ 

今 

そ 

い 

ら 
で 
あ 
の 

佐 

の 
旦 
那 
に 
逢 
は 
な 
力' 
つ 
チ- 

か 

つ 

け 
て 

ゐ 
る 
Mi 

町 

の 
や 

な 
わ 
け 
に 

は 

行 
き 
ま 
せ 

ん 

ま 

あ 

0 

だ 
が 
ど 

も 
行 
さ 

つ 

け 
な 

せ 
ゐ 

i い 

な 

ぐ 
人 

ぐ 

ほ 
ん 
に 
の 

お 

だ 
つ 
た 
か 
え 

お 
つ 

ぉ 
ん 

平 
か 
つ 
た 

ら 
つ 

れ 

手 

な 

持 

つ 

x 
U 
つ 

來 
ろ 

リ 

お 

ま 

湯 
上 

の 
心 
持 
で 

れ 

化 
紘 

仇 

ぼ 
< 

犬 

の 

ん 
ろ 

お 
ぐ 

ん 
や 

リ 

考 

て 
ゐ 
る 

リ 
出 

す 

之 
助 
し 
ぶ 

( 
つ 

-C 

行 
ぐ 

リ 

そ 

で 
さ' 

L 

た 

お 

お 

お 

お 

お 

お 

お 

お 

仕 

樣 
が 
な 

か' 
ら、 

見 

見 

ぬ 

む 
を 
し 
て 

居 

TZ 
け 
れ 
ど 

ね 

お 

お 

お 

お 

お 

ぐ 

ハ 
ち' 
ク 
と 

な 
ろ 
ゾ 

ま 
中 

m 
< 

お 
ク 

母 
さ 
ん 

\. 、 

の 
さ 

は 

年 
寄 
の 

だ 

-* 
ァ 

お 

が 
肚 
に 
入 
れ 

ゐ 

へ 

す 
れ 

ば 

る 
さ 
つ 

だ 
と 

葉 

な 
い 

事 
t で 
は 
あ 
ら 

が 

取 
越 
苦 
勞 

ぐ 

お 
上 
で 
目 
星 
を 
つ 
け 
て 
ゐ 
て 
ね 

や 
が 
て 
ど 
つ 

に 

ii ゝ 
さ 
れ 

え 
ッ 

ぐ 

ふ 

め 

れ 
は 
お 
尋 
ね 
も 
の 

兇 
狀 
持 
だ 

云 
つ 

ゐ 
た 
よ 

ま 

ど 
ん 
な 
事 
を 

つ 
て 
ゐ 
ま 
し 
た 

は 
れ 

お 

つ 
力、 
り 
そ 
の 
つ 

で 
ゐ 
た 
け 
れ 
ど 

な 
ん 
だ 
か 
氣 
に 
な 
る 
事 
を 

< 

お 

m 
が 
商 

を 
し 
て 
ゐ 
た 
頃 
の 
客 
人 
だ 
と 

-4、 
の 

で 

す 

ま 

え 
お 

ま 

あ 

や 
堅 
氣 
の 
一日- 
那 
衆 
力' 
ね 

ぐ 

れ 
る 
の 

で 

死 
ん 
だ 
人 
に 
は 
す 

な 

が 

ほ 
か 
に 
と 

4 

に 

闲 
る 
と 
案 
じ 
て 
ゐ 
た 
の 
に 

あ 

の 
和 

泉 
屋 

ん 
が 
よ 
ぐ 

面 

倒 
見 

< 

直 

士 

ど 
の 
が 
非 
業 
の 
死 
を 
と 
は. 

子 

A 

そ 
の 
曰 

と 
< 

次 

郎 
士 

ん 
1. 

力、 

云 

だ 
ね 

あ 
の 
和 
泉 
屋 
の 

9 

< 

め 
の 
此 
節 
し 
け' 

く 
來 
な 
さ 
る 
和 
泉 
屋 

ん 
の 
事 

„ 

612 


悔機 吉郎次 


おこま 濟 みませんでした e 心 を かけまい と 思って、 な 

ん にも 云 はずに ゐ ました。 かんにん してお 吳ん なさい、 

あ の 且邠は 鼠 小僧と 云 ふお 尋ね もの … … 實は 底吉ど の を 

殺した ひとです！ 

おとく ひえ ッ、 そ * それやお 前、 本當 かい。 

おこま え >- 0 

おとく どう し て それ を 知 つて ゐ るの だ。 

おこま 當 人，；；： ら閣 きました。 

おとく それな のに なぜ こんな 事に、 お前 * 氣 でもち がつ 

てゐ やしない か。 

おこま 阿 母さん！ 

.f  く   D 

お： ュ { 惡緣ッ て、 ある もんです ねえ。 

(泣く。)  .，， 

おとく 正氣の 沙汰と は 思へ ない、 現在の 仇敵 を 旦那に 持 

つ てまで、 御飯 をた ベ て 行かなくて はならない 箬 はな い 

ぢ やない か， 女郎 稼業 を させた ばかりに、 堅氣 にな. つて 

も 手 ii. ばかりで 世間 を 渡る 氣か。 おい。 おこま、 あたし 

ゃ直吉 どのに 済まない よ。 

(位く。) 

おこま (しばらくして： >  阿 母さん- わたし や 堅氣ぢ やな 

いでせ うか，」 


おとく 當り前 さ。 心の 腐った 女 だと、 後 指さ、 れても 仕 

方がない よ。 

おつ 

おこま さう かねえ。 阿 母さんに も わからない かねえ。 

おとく 御大層 ぢ やない か。 わたし やどう しても 本 當に出 

來 ない よ。 

おこま あの人が 馬 喰 町へ 来て、 おら あお たづね 者の 大泥 

棒 だ。 殊に 直吉 殿の 敵 だから、 どうか 縛って 吳 れろ、 突 

出し や 仇 討に もなる の だからと、 事 を 分けて 云って くれ 

ました。 その 纖悔 をき いて ゐる うち、 あまり 男らし さに 

どうも 憎から ず 思 ひ 込みました。 あれ は 夫の 敵 だ か ら， 

ぉ尋 者の 泥棒 だからと、 自分で 自分に 云 ひき かせても • 

た つのる は戀 しさば かり。 ふとした 緣で ずるく と淋 

し い 同志が かうな りました。 地獄の 貝に 逢 は に 逢 へ と、 

こんな 處へ 小さな 世帶 …… 阿 母さん、 おこま は氣 がちが 

つてし まった と、 どうぞ かにして 下さい まし。 

おとく では どうしても あの 男 を 諦める 事 は出來 ない の だ 

ね。 

おこま はい >  それば かり は ：：： 0 

おとく お前ら しく もない 無茶苦茶。 (なさけ 無く) あ V* 

1 寸先は 闇の 世 だ わえ。 

(母子 泣き沈む。) 

おとく  (1^.^ 拭い マ) いくら 泣いて ゐ たっても 仕樣が な 
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い。 思案 は あしたの 事に しょう。 おこまお 前もう 寢 たら 

どう だ〕 

お- i あい。 

おとく 今夜 は あの人 も來 ないだら う。 門の 締 をして おし 

まひな D 

お、、 ま あい * ほんた うに さう しませう。 

(a-*;- 締めに 行く。) 

(上币 の^子 靜 か-し 開いて 次郞吉 出ろ。 前の 場の 通り 

S, 羽^ はとって ふところに 入れ ズゐる 0) 

次郎告 おふくろさん！ 

おとく あれ ッ. びッ くりした。 

おこま おや 次郞 さん、 お前 どこから 入った の だえ。 

次郞吉 裏から だ。 引窓から 人った の だ。 外 はめつ ぼ ふい 

い 月だリ 

おこま まァ 物騒な。 

次郎吉 氣を おつけな せえ よ。 (笑 ひ 乍ら そこへ 坐ろ) 

おこま さう して どうして 今 s„! になって、 しかも 顔色 もよ 

くない 樣子 …… 0 

次郞杏 うん、 おこまさん、 いよく 御緣 もこれ まで だ。 

とうにお 仕 を 受けて ゐる 答な のが、 つ い 三月との ばし 

てし まった。 思 ひ 出しても はづ かしい こと だらけ だ。 い 

よくお 別れの 時が 来ました。 


おこま それ はどうして  0 

次郎告 すっかり ばれて 手が 廻った。 

おとく ぇッ。 で ほもう  0 

次郎吉 あぶなく なって 仕方がな いから、 久 振で 得手 をつ 

かって、 ひらりと 中へ とび 込んだ のさ。 表の 道 はもう 駄 

目な の だ。 

おこま (おろ，/, \> して〕 では まったく 手が 廻った の。 

次郎吉 うん。 今 曰 小石 川へ 墓參 りに 行ったら、 岡ッ 引に 

とびか、 られ た。 が、 緣も ゆかりの 無い 奴に、 縛られる 

はい やなこった。 惱 しく はねえ からだ だけれ ど、 命 はお 

前に 預けて あつ て 自分の もの ぢゃァ ない の だか ら …… 

(淋しく 笑 ふ) さァ いよ/.、 時が 來た。 早く 縛って 突出 

して くれ。 

おこま 次郞 さん …… 。 

おとく  i 那 …… 0 

次郞吉 おかげで たのしい 三月の 夢を見ました。 次 郎吉の 

生涯お 前の 爲に 花が s< いた。 もうどう なっても 口惜しく 

ない。 どうぞ 縛って おくん なさい。 

おこま 三月と 云へば 短い けれども、 わたしに つ」 つて は 何 

十 年 もな じんだ 樣な氣 がします。 そのな つかしい お前 さ 

んを わたしの 手で は 縛れません。 罪人 を 匿 まった 罪、 ど 

うでの がれろ 事 は 出来まい。 生れた 月 曰 はちがつても 死 
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せ J: 傑 吉郞次 


-ケ、 捕 次 捕  手 手 次 

に 郎 方 郎 方  先 先 郎 


ぬ 日 も 場所 も 同じ 處で …； 次郞 さん、 連れて 逃げて 下さ 

いまし し 

次郎吉 冗談 云つ ちゃい けね え。 ぉッ 母さん を どうす る氣 

だ" 

おこま あい。 (泣き伏す) 

0^ あっし を 匿 まった 罪 は、 縛って 出せば きっと 許さ 

れる ぐづ くして ゐて捕 方が 來て は、 味 t 曰 も 糞 も あり 

ゃァ しねえ- さァ おこまさん、 早く^って おくん なさい。 

(こ i 澄に て  >  外へ 赤肌の 平 造 出る。) 

(あとから 岡ッ引 二三 人出ろ o) 

(平 造 * 手 .lew で 待って ゐる と相圖 し、 戶の 外へ 廻ろ。) 

平 造 (a ん叩き 乍ら) 今晩は、 ぉ內 儀さん、 ちょいと お 

^けなす つて！ 

^郎吉 いけね え、 手 蓮れ になつ ちゃ ァ大變 だ。 

(A: 分 LL て戶 棚，^, のけ、 細引，^ 出して 二人の 前へ 置き、 

手 廻 マ。 錄の音 きこ ゆ。) 

次郎吉 さァ おこまさん、 おふくろさんでも、 早く 縛って 

おくん なさい， - 

おこま 阿 母さん、 縛って 上げて おくん なさい。 

おとく わたしに はどう も …… 0 

平 造 今晩は。 おやすみで すか. ちょいと あけて おくん な 

さい。 平 造です。 赤肌の 平 公です。 


次郞吉 (じれて) さァ、 早く 縛って くんな と 云 ふのに… 

お： ま (悲痛な 泣き 聲) 次郎 さん、 かんにんして 下さい 

よ。 (繩 なかけ ろ) 

吉 さァ 早く ノ\。 

1 面倒 だ， 打拔 いち まへ。 

二  (相 n すろ と パラ// \ と大. ゼぃ 出ろ) それ ッ。 

(捕 方， 戸ん-ふみ 破って 入ろ。) 

(次 郞吉、 おこよ に繩， ^どかけ させて 立つ。) 

御用 だ。 

吉 己の 事 か。  - 

(たじ rj, 乍ら) 神妙に しろ！ 

吉 (哄笑) 神妙に して ゐる ぢゃァ ねえ か。 (おこま 

) さァ しっかりと 繩尻 をお とんな せえ。 

— 幕 I . 
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S 


入 物 

八幡： S の 娘』 

勝 之 

獎嵐敬 


多 

喜 


代 

代 


お 


三 

子 

B 

道 


場 所 


時 代 


「し 

ョ ノ 


(二十^〕 

その 弟 (九つ) 

喪家、 お の戀人 (廿六 歳) 

その 妹 (十八 歳) 

その 姊 (卅 三.^〕 

前記 H 名の 父， 盲人 (六十 

八：^^^の乳母 (四十五^^) 


—— 十月のお、 八 被お と 一 K ふ 火き な 商人 家の 典 二階。 

S ら しい 立派な^お いた^ 築。 下手に 梯子段が あつ 

て、 そこ り 出人リ すろ。 

而に 窓が あろ。 そこ の^子 は Ira け 故しても ろ ので、 
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娘の 屋幡 A 


眼 >p 鼻 もな くして しま ふと 云 ふやうな 鐲子。 物 珍ら し 

さうな 眼 差で、 惚々 と 自分の 育てた： の 美しい 娘 1^ 見 

ろ 癖が わろ。 襟 付の 線の 着物。 茶器 菓子盆.^ 持って ゐ 

る。 

お 道 お 孃樣！ (いぶかしんで) おや、 どうなさい まし 

た 0 

お 絹 (額，^ あげ、 むのう さう-.: 兩 手で おくれ 毛 扱き 上 

げろ。 泣き 孺 れてゐ ろが、 もう 涙ん」 納めて ゐろ) 

お 道 泣いて ゐ らっしゃい ましたね、 また。 

お 絹 いえ。 

お 道 (坐ろ) ， I お 孃樣！ あなた、 ほんと にどう かな 

さいました か。 この 四 五日 はわた しに 內證 で、 よく 淚を 

こぼして ゐ らっしゃ いますね。 どこかお 惡 いのなら、 早 

く 先生に 見て 戴かなければ なりません よ。 

お 絹 ぃト え、 大丈夫で すよ。 いまね、 わたしお 月 樣を拜 

んでゐ たのよ。 (外， な 見ろ〕 い X ぉ月樣 ねえ。 

お 道 (注意？ 化く その， 後 姿ズど Bi ながら) 下へ行って御^！れに 

なりません か。 箔屋 町が 來てゐ らっしゃって、 旦那 樣が 

賤機を 浚つ てゐ らっしゃ いますよ 。ほら …： 聞え ませう 0 

お 絹 え、！ 聞え る わ。 さっき からかう して こ、 で 聞い 

てゐ たの。 この 窓 を 開けて 置く と * ほんと によく 聞え て 

來る わ。 かう やって すこし 離れて、 あの 唄 を 聞い C ゐる 


とかな しくなる わ。 お 月 はい、 し、 靜 かな 晚 だし …… 

お 道 それならよう 御座いま すが、 …… お 纏樣， 昨夜 も あ 

なた お 床の 中で 泣いて ゐ らっしゃい ましたね。 あなたが 

あんまり 悲し さう にして ゐ らっしゃ ると、 坊ちゃん がな 

ん だか 港し さう になさい ますよ，」 どんなお 考へ 事が ある 

さは 

のか 知りません が、 あまりく よ/. \ なさる とお 身 體に障 

ります よ。 お 顔色が よくありません よ。 

(お 絹、 ハンケ チ,^ 頗へ赏 て、 顿ぬ 1^ 拄 き。；^ つと H- 

のお て,^ 見て ゐろ 0) 

お 道 (茶ん」 勸 めながら) あなたが しっかりして ゐら つし 

やらなければ- ほんとうに 闲 ります よ。 この 八幡： K の 心 

棒な の をお 忘れに なって はいけ ません よ。 御當 主の 勝 之 

助樣 がま だ 八つ 九つで は、 どこまでも あなたが しっかり 

なすって ゐ らっしゃらなければ なりません。 後見 ゆ 勇 1^ 

那樣 が、 あ- - して 堅く やって ゐて 下さる から、 まァ よい 

と 云 ふ もの., 大根 はや はりあな たなので すから ね。 …… 

この 節の やうに， あなたが はっきりな さらない では、 ^ia 

や は 心^で 心配で なりません。 (3 もしゃ 箕： S さん 

の 事で はない のです か。 

お 絹 (^つて 1^,^ 拭く) 

お 道 あ  > -、 では やつば りさう だった のです ね。 

ぉ销 ねえ 适 や！ お前に 訊く けれどもね …… お前 嘘 を 云 
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つて はいけ ない よ"  ，ー 

お え、、 え > -! 噓 など 申します もの か。  .. 

ぉ销 ではね、 あの、 わたしの 母 さまね。  - 

お 近 (不安の 樣子) え、、 母樣が e 

ぉ緝 母樣 は， どうして 亡くなった 0。 

お 近 さやう で， 御座います。 勝 之助樣 をお 生みに なると、 一 

それからお 肥 ，1  乂 がわる くって どッと 床に ……  j 

ぉ销 (遮ろ) 腿よ、 隨ょ。 わたし、 この頃、 よく 母さん，： 

の 夢 を る わ" 母さん はわた しのち ひさな ころから 御 病 

氣で 遠くへ いらっしゃって ゐ たのよ。 そちらで 赤ちゃん 

を 生んだ のが、 勝 之 助 だと 云 ふけれ ど. それ は 嘘ね。 あ 

の 勝 之 助 はわた しと 血 を 分けた 子で はない のね。 あれ は， 

お父さんの 方の 親類の 子な のよ。 

お 道 まァ、 馬鹿げた ……  ： 

お^ 母さん はい やな 病氣が 出た のね。 それで， 田舍 へや 

られ てし まった のね。 顔 や 手が 紫色に 腫れて、 眉が 拔け. 

た 女の 八が、 この！ よく わたしの 夢に 出て 来る のよ。 そ 

れ がわた しのお 母 さまな のよ。 

お？ ：3 ぉ姨 52 …： あなた" まあ、」 

ぉ糾 駄：； ： よ 。わたしもう 何もかも 知って ゐ るので す もの、 

…； (！^^^拭く) わたしね. 十ぐ らゐの 時に、 銀 屋敷へ < 

梅を兑 に IS れて 行かれた わ。 その 時 そこのお 茶屋の 座敷 一 


に 手へ 繃帶 して 頭巾 を か ぶ つ た 人が ゐた わ， あれが 今考 

へる と 母 さまだった のね〕 その 頃覺 えて ゐた母 さま は、 

美麗な 透き通る やうな 美しい 方だった ので、 この頃まで 一 

まるで. CT: ら なかった の だけれ ど …… あの 時 は 道 や、 お前 

が錤 屋敷 へ 連れ て 行 つ て 吳れた の で せう。 

お 道 さあ、 わたくし (おどおどして) 忘れて しま ひま 

した。 そんな 事 ありまし たかしら。 

お 絹 隱 しても 駄目な のよ。！ 13 や * お前 は 嘘吐き だ わ。 

ぉ^3  (うなだれろ) 

お 絹 嘘つき だ わ。 (泣く) わたしの 母 樣には 天刑お の 血 

統 があった のね。 わたし 一 人に …… わたし 一 人に …… 

(啜 泣く) 勝 之 助 は、 あれ は 養子な のね。 ちっとも 知ら 

ないで、 ほんとの 弟 だとば かり 思って ゐ たのに …… あた 

し は 一 人 ぼつち なの だね。 母樣が 死ぬ、 父樣も 死ぬ、 そ 

して、 今に わたしに あのい やな 病氣が 出て、 手 や 足の 爪 

まで も …… 。 (美しき 手,^ 見ろ) 氣 のせ ゐか 人より 白い 

からだの 中に、 醜い 病氣が 入って ゐ るの だとお も ふと… 

突す ろ) 

お 道 (隱ぜ る だけ 隱す 心算で 不自然に 笑って 見 y ろ) ま 

ァ 可笑しな こと、 何 かの 間違 ひです よ。 そんなば かな…。 

お 絹 (ぉ^3.5-ちょっと見， やがて 立って 手 宮ん」 持ち出し 

て、 中から 手紙, 化 出す) この 手紙 を 見て 下さい 
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勝お 勝お 勝 
之 紹之道 や 之 


f ぉ邀 * それ,^ とリ 上げて； g む。) 

(額 色變ろ 0) 

お 道 こんな 手紙！ (せき 込んで) こんな 手紙、 どこか 

らお 受取に なりました。 (差出人，^ 調べろ) 出した 人の 

名が 書いて ありません。 (消印ん」 ろ) 翅町 …… s 町… 

:. (考 へる) ぁァ わかった。 敬 三さん のおう ちの 方で せ 

う。 女文字で すね。 (狂 ほしく) あすこの 姉さんで せう。 

お 親 出した 人 は 誰でもい & のよ。 中に 書いて ある ことに 

は 爪の 招 ほどの 嘘 もない のです もの。 わたしが 結婚の 出 

来ない 人 だと 云 ふ 事 を， 敎 へて 吳れ たのよ。 

お： 返 あんまり だ、 あんまり だ 。あすこの 家より ほかに は > 

こんなにく はしく 先のお 内儀さん の 事 を 知って ゐる人 は 

ない のです から … … あの 宾代子 さ ん に ち が ひない， a お 

氣 立って) わたし 恨 を 云って やります。 

お 絹 そんな 事 を すれば 恥の 上塗りよ。 あの 敬 三さん のこ 

と を、 思 ひ 切る やうに とかう し た 手紙 を よこした の だ わ。 

わたし、 もうあの 方に は 生涯 逢 はない のよ。 それで * あ 

ちらで はきつ と 安心な すって ゐ らっしゃ るで せう。 

(二人 泣く。) 

わ ひえ ラ 

(長い間 相據 して ゐ ろ。) 

(階段から こ  > -の赏 主 勝 之 助が 元氣 よく あが つ て來 

る。 九つ ほどの きれいな 少年で あろ。) 


助 姉ち やん！ ぉ師 K さんが 來てゐ るから いらつ し 

いって。 (二人の 樣 子.^ 見る 0  二人、 淚 vj- 拭く) 

はいはい。 さ ァぉ孃 樣！ 

助 姉ち やん. どこか わるい の。 

え、. 惡 いのよ。 

助 (姉の； 欲 vi-^ さ 込む) どこが 痛い の 0 

(お 絹、 勝之助，^抱さ：lめて新たなろ淚ys^流すQ) 

お 総 勝ち やん， お前が >11^ ましい。 (欷駄 す) お前が 羨ま 

しい …… 。 

勝 之 助 (驚きて) 姉ち やん！ 

ぉ逍 お 孃樣！ 

お 親 乳母 や、 お前 も 羨ましい の だよ。 誰もん も羡 ましい。 

あたし はもう 世の中に 生きて ゐる もない の だ わ。 

お 道 まあ …… 心？ おちが ひな 事 をお 考へ になつ て は いけ ま 

せんよ。 お 孃樣」 

お 親 (泣 さ 伏す) 

お 道 (共 に 泣く) 

勝 之 助 (二人の 樣子 狐に つままれ たやう な^して 見 比 

ベて ゐろ。 やがて、 わけ はわから すに しくし くと：.^ さ 出 

して 階段の 方 へ ある いて 行く〕 

(長 の聲、 斷殺 すろ。) 

—— 迸 具 廻る 11 
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喜 代 子 探偵 小 說？ 

多 代 子 い V え」 

喜 代 子 面白く つて？ 

多 代 子 …； (鼓. 5- あげて) え、 (熱心に) それや 面白 

、 フク 

喜 代 子 どんな 事が 書いて あるの。 

多 代 子 どんな 事って. .：： まあい ろ^^の 事よ。 

(則 赏、 火鉢の前にゐてそこからニ人の娘^^ちに聲.^ 

かけろ。〕 

則 敬 二； は 遞 いな あ。 

喜 代 子 さう です ねえ。 どうしたので せう。 

0 今日は どこへ 出 懸けた の だな。 

喜 代 子 どこで せう か、 何も 云 はずに 出て 行って 仕舞 ひま 

した。 

則 ffi この頃 は 每日每 曰 外へ 出てば かり ゐ るな あ。 畫 もち 

つと も 描かない やう だが。 

喜 代 子 え X、 ちっとも 描きません。 ほんとう にあれ は ど 

うかして 仕舞 ひました 。まあ 何と 云ふ變 りゃうで せう 4^、 

以前の 事を考 へる と、 この頃 はまる で 別人の やうに 自墮 

落に なって 仕舞 ひました わ 考へ ると 心配で なめません。 

あれが この 家の 一番 大切な 人な のです ものね え。 横道へ 

でも 入られた らば、 それ こそ 大變 だと 思って、 わたし、 


次の 場との-吋 叫の 連 絞.^ 缺く 故-し * この^^具！^：リ 

け哜 棘-しすべ きなり。 

a 町の 蘇 かな せ 地、 敬 r/i の 家。 上手 寄りに 小さ 

た^^ U そ，， は 敬 二の 齊室と 部： ^兼ね ズゐ ろ。 室内 

は：！^ 物^から 见え ない。 ドアが もって、 そこから 緣な 

て^ 敏へ 出入 リ する。 

敝 S 中 は K 素な 装飾の 方が よい。 おの iZLL は 苦い 畫 

家の 家ら しくない 古風な 移ぶぉ しい 物な ど ある。 それ 

は 父親の 生活， ^見せろ ために 飾ろ ので あろ。 

正； S 奥に？ £ 子-.:：' が ある。 だが それ は 障子が 閉め ズ もろ 

ので 見 わ 席から け 見えな ^v.vli い。 舞蔡 に 見えろ 部 

:S! は 二 お： 所へ？ i ふ •£ 子が 正而 にあろ。 下手に 門、 

SU ど 。家 の 中 LL は 父親の 則 宵 人 姉 娘の 喜 代 子、 

妹：^、 の 多 代 子の 三人が ゐ る 。喜 代 子 は 総 物 I^L て ゐ ろ 。 

ほ い 布で 咽喉. 5- 卷 いて ゐろ。 

多 代 子に 本か該 んでゐ る。 兩 方共來 髮。 

時刻 は 八 時 過^ ズゐ ろ。 

(多 代 子に) 多 代ち やん、 何を讀 んでゐ るの。 

(本から 吸.^ 放た す LL) 死の 勝利！ 

死の 勝利！ 

え、！ 
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心配で たまりません。 

(輕く  _ せ しさうな 咳， ^すろ。) 

多 代 子 ねえ、 姉 さま。 兄さん は 八幡 屋 のお 絹さん が 亡く 

なつてから、 どうもす こし 變 なのです わね。 どう 思った 

のか、 ふと 旅行 をしたり、 また 歸 つて 来たり。 わたし * 

兄さんが ぉ氣の 毒で ならない わ。 8 どうして あのお 

絹 さ ん は 自殺な すった のでせ うね。 やつば り 自分の 病氣 

を 苦にした のでせ うか 病氣の 血統が あると 云 ふの ね。 

喜 代 子 (遮ろ やう LL) そんな 事 はないで せうよ。 (祌經 

質な 叛 1^ して) 何 かほ かに 事情が あつたので せう。 

多 代 子 兄さん はお 絹さん が 亡くなつ たと 聞く と、 まるで 

氣が拔 けた やうに なって お 仕舞 ひだ わ" わたし， 兄さん 

がほんと うにお 氣の 毒で ならない の。 ：… お 絹さん にい 

やな 病氣の 血統が あると 云 ふの はなんでも 當人 さへ も 知 

ら ない 事な の だと 云 ふぢゃありません か。 大家の ぉ孃さ 

ん だから， あの 年に 育つ まで、 たれから も閗 く機會 がな 

かった のでせ う。 それ を もし 今に なって 知った とすれ 

ば、 自殺 もし かねな いわねえ。 (無 邪氣 L0 また そんな 

事 を 而と向 つ て 云 ふ やうな 慘 酷な 人 もな い でせ うけれ ど 

もね e どうした 機. ^3 かで * ふっと 知って 仕舞って、 それ 

を 嘆いて 死んだ としか わたし 思へ ない わ。 あんな 仕 合せ 

な 人が、 その外に 自殺の 原因が ある 箬 はない と 思 ふわ。 


喜 代 子 …… (心に 悶えながら) ど うだかわ かりま せんよ。 

それに あの 家の 血統の 病 氣の事 は， どうせ 一 度 は 當人だ 

つて 知る 事 だから、 まあ 早く 聞かして 置いて、 その 運命 

に 踏 こた へ がっかなければ 負けた 人です からね、 氣の毒 

だけれ ども 自殺し て も そこ か ら 逃れる より 仕方がない 

わね。 一層、 小さな 頃から それ を 聞かせて 置く とよ かつ 

た。 それに あの 病氣は 結婚 さへ しなければ 出ない の だと 

云 ふぢゃありません か。 獨 身 者で 暮す、 む算 で、 この 世に 

踏 こた へ てゐる 方が、 まあい & とわたし は 思 ふわ。 

多 代 子 でも、 あの方と. 家の 兄さん は 許嫁ば かりで はな 

く， お 互に 隨分熟 心に 愛し 合って ゐ たので • お 絹さん も 

一 緒になる のを樂 しみに して ゐ たや うぢ やなく つて。 

喜 代 子 淡に) さあ どう だか。 

多 代 子 わたし、 あのお 銷 さんの その^し い 夢 を * めちゃ 

めちゃに 打碎 いてし まつ た 入が 憎ら しい。 人が 美しい 夢 

に醉っ てゐ ろの を、 何も 傍から こ はさないでも …… 

喜 代 子 ぢゃ あ、 あの人の 血統の 事 を 聞かせた 人 は 間違つ 

てゐ ると 云 ふの ね？ 

多 代 子 .t さう だゎリ 

喜 代 子 それ は贵 女が わからな いのよ。 (拾て ろ や、？ 10 

どうせ 一 度 は 知らずに は ゐられ ない 事な のぢゃ ありませ 

んか 
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(喜 代 子 は 恐怖に 近 い 神 縫 質な お iwl^ して 総 物 > ^して 

ゐろ。 多 代 子に 腑 に^ちない やうな^,^ したが、 やが 

てまた^って 本.^^ み 始めろ。) 

则^  (^くやう に) 11 まだ 敬 三は歸 つて 來な いの だな 

(G^ えない 眼，^ たちに 向けて) あれ は 小さい 時分から 

神 經の强 い 奴だった のだレ この の樣 子を考 へる と、 一 

^それが 酷 い やう だな 。 だが あれ は藝術 家な の だか ら、 

なるたけ あれの 心 に は 立 入らない やうに してやり たいな 

あ 0 

多 代 子 ほんとうに 阿 父 さまの 仰 有る 通りね。 

？:! I 代 子 でもね、 港き かけの 畫 もやめ てゐ るので すよ。 

则^ 描き かけの と 云 ふの は どんな 畫 だな。 大きい もの 

力な 

冬 代 子 花の 花が 一面 に^いて ゐる 中に、 一匹 大きな 

S3 黑な 蝶が 飛んで ゐる の。 そして その 花の 側に 立って ゐ 

る 若い 女の人が、 その 蝶が 自分の 髮の 上へ 来たので、 怖 

ろし さう に、 體を まげて 手で 顏を隱 して ゐる處 なの。 そ 

れ でね、 その 女の人の 額 は あの 八幡 屋 のお 編さん そつく 

りなので すよ。 

則^ 蝶 を 怖れて ゐる 女と でも 云 ふかな。 (淋しく 笑 ふ) 

何し て も .Jfw^ 議な總 たな。 

多 代 子 IS は 凶兆と 云 ふので すって。 


則 直 きょうて う？ 凶い 兆と 書く のかな。 

多 代 子 え、！ 

則 望 (うっとり として ゐ ながら) 彼奴 は 氣が違 ひ はしな 

からう がな 0 

喜 代 子 (祭ン て) まあお 父さん、 (ぉス く 聲 で) 云 ふ 

事に 事を缺 いて 飛んでも ない 、不吉な 事 は 云って 下さい 

ますな リ 

則 重 さう だな、 そんな 事 はない な。 (淋しく 笑 ふ) 

(喜 代 子、 咳， ^する。) 

(沈默 11 風の 音が 强く M えろ 「じ 、 

多 代 子 まあ、 ひどい 風の 音 だ こと。 今日は 一 日、 ぼか ぼ 

かしたい k ぉ天氣 だった のに。 

喜 代 子 また、 あした は {r^i ッ 風が 吹く のか も 知れない わね。 

風が 吹く とそ こ ら中 ざら くし て 氣 持が 惡 く て た ま らな 

いわり 往来なん か 股 を あけて あるけ ない のです もの。 そ 

れ にあした はお 醫者樣 へ 行く 日 だから …… 

多 代 子 •：••• ほんとうに 兄さん は どこ へ 行 らっしゃ つたの 

だら う。 

則 重 ：：： あの、 八幡 屋の 娘が 死んで >  もう どの位になる 

なリ  . 

喜 代 子 あれ は 九月の 末で し.；； 1.;^ ら、 彼是 三月 餘り になり 

ます わね。 
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則 ffi さうな るかな。 早い もの だ。 (問) 敬 三 は 己 を どう 

思って. ゐる だら う。 

多 代 子 阿 父さん を。  なぜ。 

则 m 八幡 屋 の 家 に 天刑病 の. 1^ 統の あるの を わし は 知つ て 

ゐて、 あれと ® 約 させた の だからな" 

喜 代 子 (遮って〕 まあ 阿 父さん、 あなた 何 を 仰 有る ので 

すよ。 多 代 子 に そんな 事 を 聞か せた つ て 仕樣が 無 いぢ や 

ありま せんか。 

則 重 隱す にも 當ら ない 事 だ。 あれ はわし の 罪の 一 つ だか 

らな。 

多 代 子 (驚きな" から) どう 云 ふわけ なのです、 お父さん ひ 

S わしが 事業 を計畫 して 失敗した 時に、 お前 達の 阿 I 

さんと， あの 八幡 屋の 先の 内儀さん と 深い 知り合だった 

の で • それ を傳手 にあす こか ら 金を澤 山出し て 貰 つたの 

だ。 その 時 向 ふの； お 求と して、 金 はいくら でも 出します 

その代り、 今度 生れた 女の子 —— お 絹と 云 ふ 娘が 生れた 

め， S 

はかりの 頃だった が、 それと あの 敬 三と 配して 吳れと 云 

ふの だ。 あすこの 家の 病氣の 血統 は 知って ゐ たの だ が、 

どうし て も 何 萬と 云 ふ 金がなくて はならなかった ので- 

それ で 承諾した の だ。 お前た ちの 亡くなつ たお 母 さ ま に 、 

向 ふの 母親が 泣いて 頓ん だの はお 絹の 行末 だ。 あの 内儀 

さんの 死 際の 遣 書 にも、 お 絹の 事が 書 いて あつたよ。 


(複雜 なろ 沈 K0) 

(突然 挤子 P へ L のの 打お る や-つ な 音、 や が て 格子 P 

が 開く。) 

子 敬 三が 歸 つて 来たので せう。 

子 (立って 迎 へに 出る〕 まあび つくり したわ。 兄 さ 

どうかした のかな。 

(敬 三、 そこへ 入って 來る。 淋しい 鋭の 裔ギ。 醉 つて 

ゐ るので 眞靑な 額，^ して ゐる。 衣服など處々破れ^^リ 

泥が つ いた リ して ゐろ 0) 

多 代 子 まあ 兄さん、 何て 云 ふ 風 をな すって ゐ るの。 

ふ MS 

(敬 三 * よ, C けろ の fj^ 路 しめながら、 ，H 分の 部 a; の 方 

へ 行かう とすろ。) 

喜 代 子 敬さん、 どうしたの？ 

敬 三 何が、 何が どうした のです。 

喜 代 子 その 衣服 はどうし たのです。 お前 またお 酒 を飮ん 

で來 たのです ね。 飮め もしない のに、 仕樣が な いぢ やな 

いか。 

則 重 敬 三は醉 つて ゐる のか。 

多 代 子 兄さん- 喧嘩 をな すった のね。 

敬 三 (そこへ 坐ろ〕 うん。 

喜 代 子 まあ、 誰と 喧嘩なん か をした のです。 あぶな いぢ 
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やない の。 怪我で もしたら どうす る 心算？ 

敬 三 Si 我 をした つて 稱 ひません よ。 (祌 的な 高 笑 ひ VJ- 

すろ) あは はは は、 可笑しかった なし 

Mm  ia. 啼 など をして はいけ ない な。 …… 酒 も 過して は 身 

^に惡 い！ 

お 代 子 お前お 酒なん か 飲め やしな いぢ やない か。 

敬 一一 一 …… 飮 まずに ゐられ ないから 飮 みます。 今まで 知ら 

なかった 逃げ路 を、 洒の屮 から 兑 付け出し たと 云 ふわけ 

です。 これから 毎日 醉拂 つて 暮 すつ もりなん だリ 

？ 5；3 代 子 まあ， (すこし 充^し ズ淚 ぐむ) お前 は なぜ さう 

惡 くな つたの だら うねえ。 

敬 三 なぜです * 姉さん。 

お" 代 子 此 のお 前の 我儘 勝手な のを考 へて 御覽 なさい。 

敬 三 ふん， 馬鹿らしい。 

お： 代 子 何が liil 鹿 馬鹿し いのです。 これ 敬 三、 お前 何が そ 

ん なに 氣に 入らない 雍が あるの。 

敬 三 … … 誰が 氣に 入らない 事が あるって 云 ひました。 

^!_?代.ナ まあ 兄さん、 どうな すった の。 

Mm  ？ i,: 代 子、 敬 三は醉 つて ゐ るの だから * 寢 かせて やつ 

たらよ からう， - 

敬 三 姊 さん、 姊 さん は 何故 僕の 窜と云 ふと そんなに 1 々 

千涉す るんで す。 僕なん かどうな らうと 大きなお世話 ぢ 


やない か。 

喜 代 子 (やさしく) 敬さん！ お前 まったく どうかして 

おいで だよ。 ，でんな に 喧嘩腰で …… わたしが！！ P ければ あ 

やまり ますよ。 だけれ どもね え、 お前 はこの 箕 尾の 家の 

大事な 人な の だよ。 責任の ある 人な の だよ。 それ を 忘れ 

てはいけ ない よ！  (11、  ぐむ) お父さん は 眼 を 見え 

なくして 仕舞 ふ- わたし は 夫に 死に別れ てこ. -へ出 屍り 

になって ゐる。 多 代ち やんだ つてもう 嫁 付かせなければ 

つレ とり 

ならない のに まだ 一人で ゐる。 たった 一人のお 前が， こ 

の顷の やうに 怠けて、 仕樣の ない 人間に なって しまって 

は 千 .al せずに ゐられ な いぢ やない か。 …… それ を 何だか 

ん だと 云って、 (泣 さながら) わたし を 邪魔に して。 わ 

たしなん ぞ どうな つても い、 と 思って ゐ るんだ ね。 

せ 3 

(苦し さうな 咳， ^する。) 

敬 三 (冷笑) また ヒス テリです か。 (笑 ふ) 然し 姉さん 

誰が 僕 を こんなに 怠け者に したと お 思 ひです。 誰が こん 

な 自暴な 人間に したと お 思 ひです。 姉さん それ は あなた 

です よ。 (鼓 作 的！！ 叫ぶ) あなたが 僕の 妻 を 殺した の 

だ。 たしかに あなたが 殺した の だ。 

喜 代 子 なんです つて？ 

則 雷 敬 三， お前 どうした のか。 

敬 三 姉さん、 八幡：！！ I のお。 J は 僕の 妻になる べき 女だった 
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の は- 姉さん も 知って ゐ るで せう ね。 そのお 紹は 自殺し 

たのです。 何の 爲に 死んで しまった か、 それ を考 へて 見 

て 下さい。 姉さん、 姉さんが あの 娘に 書いた 手紙が 原因 

なのです。 あなた は慘 酷に も、 何も 知らずに 樂 しく ii- き 

てゐた 少女 を、 突然に 背後から 深い 淵 へ 突き落した の で 

す。 それ は 何の 爲 にだ、 敬 三， お前の 爲だ …… 、 ふん 馬 

鹿 馬鹿し い。 

多 代 子 (やさしく) 兄さん、 あなた は 今日 大變醉 つて 山 几 

奮して ゐ らっしゃい ますから. もうあした になさい まし 

な 0 

敬 三 お前なん かの 知った 事ぢ やない。 (姉に) 僕が あの 

女 を 妻に しょうと 思って ゐ るの を、 姉さん は 姉さん 一人 

の考 へで、 それ を 裂かう とした 手段 は あまり 慘酷 すぎた 

の だ。 姉さん は 僕に 意見 をしても. ためだと 諦めて あの 娘 

に 手紙 を 出した。 そして、 お前に は 遺傳の 業病が ある。 

だから、 お前 は 弟の 妻に は 出来ない、 弟 は 何と 云っても 

わたしたち は 一 家 を擧げ て反對 すると まあ かう だ。 咸嚇 

して 無理に 先方から 離れる やうに したの だ。 ああ、 これ 

が 僕の 姉さんな の だ。 何と 云 ふ 悪辣な 手段 だら う。 (間) 

姉さん はお 銷の氣 の 弱い の をつ け 込んで、 そして 自滅 さ 

せた の だ。 勿論 姉さん 自身 は、 あの 娘 を 殺さう とまで は 

思って ゐ なかった かも 知れない。 それが 極めて 淺慮 だか 


ら， こんな 慘 酷な 結果に 成って 仕舞った の だ。 

則 重 (おる おる して. 然し 父親ら しく) 敬 三 ー 八幡 屋 

の 娘 はお 前の 許嫁の 女だった の はわし も 知って ゐる。 然 

し、 それ はお 前の 母さんと あの 八幡 屋とは 特別な 交りの 

あった 頃に 約束した 事で、 それ はお 前が 十八 九の に； 

方 相談 の 上で 破約 同様に し た 害 だ。 

敬 三 破約に —— ？  (^くやう に) その 頃からの ii なの 

ち ひ 

だ。 稚 さい 頃の 仲よ しがいつ の 間に か戀人 同 志に なつ て 

仕舞った の だ。 破約しょう としても も。 遲 かった の だ。 

(父に) 先方で も、 お 鍋と 僕と 結婚す る亊は 最近まで 認 

めて ゐた 事な のです。 (皮肉に) お父さん は 事業に 失敗 

して、 どうに もなら なくなった 時. 扶 けて SK れた 八幡： S の 

家へ、 金の 抵當に 僕 を 入， たのです ね。 當り 前なら 先方 

は あんな 身代で、 こんな 家と 緣 組させる 氣は 無いだら う 

が 、 ，惡 い 病 の 血統が あると 云 ひ it へ ら れてゐ る の を 怖れ 

て、 大事な 一 人 娘 を やりたい と 云 ひ 出した の だ。 此方が 

承知せ ずに ゐられ ない 程、 先方へ 金の 迷惑 を かけて ゐた 

の だ。 (問) 八幡 屋の 小母さん も氣の 毒な 人だった。 あ 

んな 立派な 家に 生れて • 一人娘で ゐ ながら、 養子に 入つ 

た 亭主に は 冷遇され て 結：： S は 自殺 だ。 (うっとりと) お 

絹 は 何にも 知らずに 育った の だな あ。 (淚 ぐんで) その 

お 鍋 も 殺された。 


娘の^ ftff 八 


625 


喜 代 子 (鋭く) 敬：；： IS 捨てに ならない よ。 馬鹿な 事 を 

お；： ムひ でな い！ 

敬 三 妯 さん、 あなた 方 はね、 自分た ちの 幸福と 安樂の た 

めに 僕 を Ha しめて 平氣で ゐ るの だ。 

喜 代 子 これ 敬：；； お前に はわた しの 心が わからない のか 

え じ 

敬コー 姊 さん は、 わたし を 可愛がって ゐ るの だと 自分の 心 

持 を 誤 つ て觀 察し てゐ る。 ほんと はさ うぢ やな いんだ。 

僕 を 安全に、 僕に 過ちの ないやう にさせて 置く の は， 僕 

が 可愛い ので もない、 自分た ちの 安全の ためな の だ。 そ 

の S に は 他人 を竊牲 にしても いいと 思って ゐる。 お 鍋 を 

肉 K 的に 殺す、 SiK を. 竊祌 的に 殺す …； 僕が お 絹 無しに は 

生きて ゐられ ない の を 知って ゐ ながら。 (泣く) それで 

お 組 を 僕から^ つて 仕舞った の だ〕 

1：!: 代 子 敬 三、 すこし はもの を考 へて ぉ吳れ よ。 (淚， 小 拭 

く) お前の 約^ を 破った の は それ は惡 いけれ どもね、 こ 

の ®  q 家 に、 惡ぃ 病の 血統が 交 つ たら ば、 どうし て 肉 身 

の もの を 償 ふつ もりな の？ お前の 後に 生れて 來る もの 

を考 へて 御 K、 また その 次に 牛： れて來 る もの &不仕 合せ 

を考へ て兑て御|^. お前 一 人の は、 小さな もの だと 

思つ て £ 犬れ なければ ならな いの だよ。 

(敬 一-; だまって 傍,^ 向いて ゐ ろ。) 


(則 重、 祌經 的に 中氣の やうに 首，^ 振リ 乍ら、 いらい 

らと何 か考へ てゐ る。) 

(多 代 子、 姉 LL 云 ふ。)  . 

多 代 子 姉さん， もうお よしな さいよ。 兄さん は醉 つて ゐ 

るの よ。 わたしに はよ くわから ない けれど、 兄さんの 御 

心持はょく！^^込めるのょ。 姉さん だっても お 氣の毒 だけ 

れ ども ：：•• (兄に) ねえ 兄さん、 姉さん はほんと うに 皆 

のせの 上ば かり を 心配して ゐ らっしゃ るの だから， ゆろ 

して 上げて T さいよ。 お 絹さん のこと はまった くお 慰め 

のし やう を 知りません けれども …… ねえ 兄さん。 

(沈默 …… ：> 

(風 すさまじく 吹く 音が する 0) 

(敬 三、 立って 首 垂れて 蠻， 室の 方へ 行きながら 妹に。) 

敬 三 …： 僕 はもう 寢る。 床 を 敷いて お 吳れ。 

タノ 代 子 まあ ほんとうに  (安心し ズ) さうな さる 方が 

V わ-〕 

(敬 三、 上手へ 去ろ。) 

多 代 子 (やさしく 父の 肩へ 手，^ かけて) お 父 さま も、 お 

やすみ あそばせな レ 

(則 ft うな づく C) 

(喜 代 子、 藥瓶^ 出して、 寬燈 に すかし 分量，^ 見 乍ら 

小さい づクブ につ いで 吞 みな どす ろ。 咳. 4- する。) 
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0£ 子の 外で 「御免下さいえ し」 と 云 ふ 女の It が 聞え 

ろ。) 

則 重 おい 喜 代 子、 お 客樣の やう だ。 

喜 代 子 はい。 

(喜 代 子 障子ん、 あける 。格子の 外 に ゐ； -婦 人中へ 入ろ。 

八幡；； s の 乳母お？； r 小さい 丸 し 結って ゐろ。 前 幕の 

時より す、 * し 痩 Ifl て、 限の ふちな どきつ く粧 ろ、、， -Jo 

風呂敷 包み 持って ゐ ろ。) 

お 道 八幡 屋 0 お S でございます。 大變に 御無沙汰 を 致し 

ました 0 

(則 重、 おろ， （- として 上手へ 去る。) 

喜 代 子 (す、、 し 亂れた 心 持で) まあ、 お 道さん。 さ、 お 

上りなさい まし 0 どうぞ  

お 道 おそれ 入ります。 

(お 道 あがろ。) 

お 边 夜分 出 ま し て 申譯 御座 いません。 

喜 代 子 どう致しまして。 

お 道 (手产 ど 突いて 辭 儀ん」 しながら) 存じ 乍ら 大變 御無沙 

汰を 致し ま し た 。 恃樣御 揃 ひ で 御機嫌お しう-、 r さい ま す 

か 0 

喜 代 子 有難う。 お蔭 さまで …… 

(包の 中よ， り 七々 忌の 配り物,^ 出して 0) 


V  こ- -ろざ 

お 道 今日は 亡くなつ たお 鎮 さまの 志 しの 日で ございま 

す。 あの 節 は 何かと 御世 話樣 になり まして ありがたう 存 

、 、 、 、 c  --- し 

じました〕 これ if わざ ッ とお 印ば かりで 御 恥し うご ざ 

いますが ：… 。 、王 人から も吳々 よろしく 申しまして ござ 

、ます 

喜 代 子 まあ 恐 入ります ね" お 門 多い のに。 

お 道 もっと 早く 出る 害で ございま したが * 使 ひの 都合 や 

ら 何やら で 大變 時間 を遲ら せまして … … もう 八 時に なり 

ましたで せう か。 

喜 代 子 (時計ん」 て) 八 時す こし 過ぎました。 (茶 yj. す 

すめながら) わたくし も 一 度 出なければ ならない の を 其 

後 相變ら ず身蹬 がほんと でな い の で、 つ い-こぶ さた をし 

てゐ ます 0 そして- (云 ひ L1 くさ-,... に) なんでせ- 「ね、 

あなた も 大層お 力落しで >  折角 あれまで にね。 

お 道 G ゥ つと 喜 代 子，， 見 乍ら) まったくが つかりして 仕 

舞 ひまして … … そのせ ゐ かずつ と 夜分な ど も 睡れま せ ん 

ので ：：： (う つむいて) 生きて ゐる瀨 も ございません。 

喜 代 子 (ffl 惑した やうな 表 5S) さう でせ う ともねえ、 然 

しとんだ 事が 出来た も の です ね。 

お 造 (ふと こみから 袱紗 包,， ザ 出して 、屮 から 封，^ 切った 手 

紙な 出して 喜 代 子の 前 li 出す〕 … … これ は あなた 樣が， 亡 

くな つたお 嬢 さま へお 遣し の 御手 紙で ございます。 お 遣 
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品の やうに して、 いつも わたしが 持って 居り ましたが * 一 

兑る 度に 淚で ございます。 あなた へ お返し 致さう と 存じ.： 

て 持って 參 りました。 

i$ 代 子 (ケ つく リ して 欲 色，^ 變 へて) わたしの 手紙です 

つ て？ 

お i 瓜 (冷 かに) はい。  一 

代 子 …… (手.^~仲してそれ,-^取上げょぅとして、 ふと- 

戰 ^ して^-^^ ゑて 手紙 凝視し， K ゐろ) •：■: 

おぬ これに は 八幡 の 血統の 第が 書いて ございます。 そ 

れは あのお 娘さんが すこし も 御存じ 無 かった 事ば かりが 

—— し かも ほんとの 察ば かりが 書いて ございます。 わた" 

くし は 十 歳ば かりの 頃から あのお 家で 育て られま したの 

で • こちらとの を 何もかも 存じて は sa ります が * こち 

ら 様の 御 仕 打 は あんまり ななされ かたで は ございません- 

か。 わたくし はお 恨み ゆして ります。 それ は {旦 しう ご 

ざいます。 過ぎた事で ございます。 主 入の 家の 非運 を、 

他所 様へ 御訴へ 申しましても 何う もな りません。 …… 然 

しあのお 娘 様 は、 わたくしに とって は、 可 いくて 可愛 

いくて ならない 方な ので ございました。 1 人 ぼつち の 私 

に は、 あの 鍵さん を .ぉ の 娘の やうに も 思 ひ、 杖に も 柱に」 

末の 望み やら 樂し みやら を かけて お育て 申した ので ござ 一 


います。 そのお 孃 さん は、 このお 手紙 故に、 御 亡くなり 

になった ので ございます。 

(喜 代 子、 ぶろ くと 身 體，^ 顗は せて、 うなだれて ゐ 

お 道 … … いろ/ \ お恨み も 申さう と 存じて 伺った ので ご 

ざいます けれども、 (1^.^ 拭きながら ) 云っても ぉ孃樣 は 

歸っ てはい らっしゃ いません 0  (Is どうも とんだお 邪 

魔 を 致しました。 (しか C しズ 立つ) ではれ 暇 仕り 

ます。 

(喜 代 子 ふと 瓿，^ わげ て、 以下の セリフ か 早口-し 銳く 

異常 LL 云 ふ。) 

喜 代 子 …… お 絹さん は 大變に 美しかった〕 

お w„」 (不 思談 さう に) はい、 あの 評判のお 孃 さまでした 0 

喜 代 子 (お 道の 額，^ つ- fi_ro おや、 お前さん、 まだ 

そこに ゐ たの。 さよなら、 さよなら。 

お 道 ではよ ろしく どうぞ。 左 樣 なら。 

(歸 つて 行く。) 

( 11 上手の 部屋から 多 代 子 出て 來 る。) 

多 代 子 八幡 屋 のお 道さん の やうだった わね。 

(姉が 返举， ^しないの 1^ 氣に 留めす に、 急須へ 鐵 瓶の 

湯， さして、 また 上手の 部屋へ 入って 行く。) 

(喜 代 子、 ；！^っと考へズゐろ。 やが ズ苦 L さう に 咳,^ 
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する。 夢から さめた やうに 立つ ズ、 ものうげ に 吸、 入 器 

, ^持 出し、 アル コ ホル ランプへ 火， 化 入れろ。 吸入.^ か 

けようと する。 霧が 出な に。 舌 打 して ァ 少 n ホ i ラ 

ンブ 取 出す。 靑ぃ 火が ぽクと 燃えて ゐる。 ク とそ 

れん」 見詰めて ゐる。 突然に 物凄い 笑 ひ， せ洩 す。 發 狂の 

症狀が i- かにな ろ。 突然 に 吸入器 1^ 投げ出し 次 LL アル 

づホ 〃ランプ， か 取って、 これ は s 所の 方へ 投げ出す。 

そして，？ tl^ 立て、 笑 ひ、 自 分 も臺 所へ 入って 行く。 ァ 

ル づ ホルが 流れて それに 火が う つ ク たのでば つ と臺所 

の 方で 燃えた のが 見える。 物音す ろ。) 

( —— EI。)， ぶ 

(則 重， 手探りで 上手から そ， ハ/ \w て來 ろ。) 

則 重 なんだか 大變な 音が したな。 おや、 ひどく きな 臭い 

ぞ。 お い、 喜 代 子、 (煙に むせ ろ) …； 喜 代 子 は ゐな い 

か。 

(多 代 子 上手の 部屋から 出て 來 る。) 

多 代 子 まァ ひどい 煙 だ こと。 何 をく ベた の * 姉 さま。 

(臺所 1 ^親き、 驚いて 聲，^ 立てる。) 

多 代 子 あれ、 姉樣 が、 大變 よ、 兄さん、 火事です よう。 

(火、 障子 1.1 うつ  >- てば- ソと もえろ。) 

(敬 一一 一寢 着の ま、 にて 上手より はしり 出ろ。 臺所 yS- 親 

く。〕 


敬 三 (多 代 子に) 父さん を 早く 連れ て^げろ。 早く、 早 

ぐ …： 0 

多 代 子 父さん、 わたしと 一緒に。 

(則 重、 とられた手>^^振放って、-.はむゃぅに云ふ0) 

則 重 わしに はかま ふな a わし は 死んでも い \ の だ。 

多 代 子 まァ、 父さん！ 

(多 代 子、 無理 LL 父親， 表 へ 述れ 出す。) 

(敬 三、 ？ S 所へ 入り、 やがて 放心した や、 つ LL 取亂 して 

ゐろ喜 代 子ん、 抱き か、 へ て來て そ、 一に 匱き， 自分に S 

いで 上手の 部 、入 リ、 描 さかけ の 油 蜜，^ 持ち出して 

來る。 それにに、 お 絹が 七 分通リ 描け てゐ ろ。 喜 代 子 

は そ、、 へ 坐って ぶつ./ \ 一  人 ごと vJ- 云 ひながら 笑った 

りして ゐろ 0) 

敬 三 (姉の 樣 子に 氣 がっく) 姊 さん、 姊 さん ー や あ • 

氣が變 になった の だな。 よし。 (姉 fj- 片^で 抱き起して、 

外へ 速れ 出さう とすろ〕 

喜 代 子 (抗 ふ) いや だ、 いや だ。 許して。 

(喜 代 子、 弟の 手， 脫 して 逃げろ。 敬 一一 一、 それ,^.—」 ふ。 

喜 代 子、 油 a と 相！ し 激しく 恐怖した やうに 叫び Jtl^ 

ヒ f- る 0) 

(近所 次第-,, 1 さわがしくな リ、 人々 の 叫び？ t など 閗 え、 

物の こ はれろ 音け た ましくな ろ。) 
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(Ig と、 火^の \wo  a の すさまじい 音 o) 

(すべ ズ亂 調の 中に SI 下りろ。) 
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；: ル 

村 

川 

村 

ル お 

* ベ な- 

勇 

鎮 

お ま 

お 
や 

ル つ 

平 

吉 

す 

I 

時 代 

現代 11 冬の 半 

場 所 

赤 坂、 加 納^ 治の 家 

靑山 御所 前の 並木道 

四 谷、 シャ アル • ベル ジ M の 家 

第一 場 加納の 家 

赤 坂の 衷 町。 階下 は 三 問. 二階 は 二  1! ほどな ろし もた 

家の 心。 上手-」 降の 家の 投手 見 ゆ。 二 軒の 家の EE は路 

地-」 なり ゐて往 來へ通 ふ。 正面、 见ゎ 席に 而 したる 所 

は緣側 LL なリゐ ろ。 上手 寄の 部 S; の 向う LL、 舞 yfMLi 

向き—，； W 子戶 あり， 一問の 玄關 ぁリ、 あが リズ 

a に 二階へ？ i ふ 階段 ぁリ。 

室內、 來の II の 上に、 旅行 柳の * 革の 大 なろ が 一 つ S 

さあ リ。 壁に米國風のぁまリ新らしから«^^服掛リゐ 

ろ。 この 二 品、 他の 調度との 調和.^ 破リゐ ろ。 

幕開き、 緣 側近くに、 めて^ 寄リ たる 老婆 ゐる。 ： 

の 家の 主の 母， おやすな リ。 ^の 無 ささうな ろ 表 iw、 

髮は © の 如く LL 白く、 l=t 、も 眼む あまりた しかな、 り S 樣 


ラ シャノンの 〔乂  (二  S 


人 物 

加 納龍治 アメリカ 歸リの 男 (四十 六 

8 

同 おくめ 龍 治の 妻 (四十 一 鼓) 

同 かよ- 1 龍 治の 娘、 ラシ ヤメ ン (二 

十 i) 

龍 治の 息、 學生 (十九^) 

信 男 等の 弟、 白痴 (十五 錢) 

龍 治の. la: 母 (七十 二 歳) 

隣の 男、 敎師 (三十 九-お) 

龍 治のお 兄， 請負^  (四十 

八 6 

收 M 上りの 食客 (六十 二 歳) 

かよ子の 召使 (二十 三 歳) 

ジヱ 佛國 人、 新聞； 者 (四 
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ll) や 市 や 市 や 
彌す彌 す彌す 


やぐ  や 

す め 達さす 


なリ 0  口の 中 LL て 何やら 絡え す^ きゐる 0 におた 

リ ゐろ 0 

その 傍-し 緣侧 に 腰かけ、 や、；： Ivj- 開きて. §5,^ 見て ゐろ 

男の子. a る。 老婆の 孫の 市彌 なリ。 C 痴 に 近き 低能 兒 

にて、 烦色は 不健^に-::: く， 髮の毛 i.^ 眉 も、 ！ S めて 簿 

く 赤味.^ 持ち ズゐ る。 

—— 1=； 末の 或ろ n、 午後 三時す >p、 や： ば仄 C く&リ 

ゐろ。 f.;!! も、， * ひなり。 

1;^ 開. ズ I"  く 二人 物 首 はす。 

市 湖 お 婆ち やん-. 

(閒 えす) 

a あ 

お 婆ち やん てば • よう！ 

何か「^^ったかぇ？ 

アメリカって， 逮 いかい？ 

なんだ え？ 

ァ メ リカ さ 0 

やす アメリカ かえ、 それ は 遠い ともさ！ 海の 上 を 二十 

曰 も 一 ケ 月 も か \ つ て 行く 處 さ。 

市彌 ふうん，. ぢゃァ 遠い ね。 

やす あ ァぁ！ 遠い ともさ。 

市彌 あた いのお 父ち やん はァ メリ 力へ 行って ゐ たんだ 

i- 


やす さう だよ 0 

市彌 また アメリカ へ歸 るの かい？ 

やす さァ どう だかね。 (IE) お 父ち やん は どこへ 出掛け 

」  一/ V- こ 、 0 

市彌 知らな い C 靴 を 履 い て 、 ある いて； b つ た あ- (間) 

あのお 父ち やん、 あたい はきら ひだ。 

やす (笑 ふ) きら ひだ ッて。 何 を 云って ゐ るんだ ね 、こ 

の 子 は。 

(入口の 格子 開く 音す。 おくめ 登場。 堅氣 なる 內儀 風、 

小 意 11^ なれ ども 大人しげ なろ 女、 丸 ®  LL 結ひゐ ろ。) 

くめ お §i さん、 ただ今！ 

やす おや、 お前さん かえ。 大層 早かった よ。 

くめ さう です か。 (柱時計 vS- 見る) 電車 は 十分と か X ら 

ないやう です ね。 

さう かねえ。 早い ものだねえ。 それに 若い 人 は 足が 


あの、 かよ子が よろしく 申しました C  一 

家に ゐ たかえ。  一 

くめ ええ， お 風呂から 出て、 お 化粧 をして ゐ ました。 一 

やす お 化粧 を？ (無意味に 笑 ふ) おやおや、 まァ。 - 

くめ あの人 は どこかへ 參 りました か。 

やす 龍 治 かえ。 今が たど こかへ 出かけた やう だよ。 何と- 
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もま はずに 行った よ。 あれ も變人 だからね。 

くめ さう です か。 (1".、 顔ノ 近所で も： ふら ぶら 見に 行 

つたので せうよ。 

市彌 精子 を >  ぎゅッ とかぶ つて、 あたい を こ はい 眼で 睨 

ん だよ。 どんどん 出て 行つ ちま ッた あ。 

くめ さう かい。 

やす かよ子 は來る だら うね。 さぞ 喜んだ こと だら う。 

くめ (瞹眯 に) ええ。 

やす びっくりしたら うねえ？ 

くめ (淋しげ LL) ええ。 

やす 昨夜 知らせて やった のに、 なぜ 今朝 も來 なかった の 

だら う？ 

くめ (云 ひ： 促みつつ) それが ね * お婆さん！ を かしな 

ものです ねえ * 何しろ あの 子が 七ッの 時でした からね、 

父親と 云 つても、 別に 大してな つかしい 人で も 無い と 見 

えて、 あまり よろこび もしませんでした。 (これらの セ 

リフの 內に、 火鉢の前に坐リて！-草^^^喫み、 次に 羽織，^ 

K お」 て 墨み 他の 平常 着めき たろ と着替 へ などし、 最後 LL 

再び 火鉢の 前に 坐りて 茶 飮む) 信 男に してから がさう 

ぢ やありません か。 昨日、 父親が 十五 年 振で 歸 つて 来た 

と 云 ふ 今日、 ず んず ん學校 へ 出か けて 行つ て 仕舞 つたの 

です ものね。 (間) 不寶 なので せう かね" 


やす なんの、 不實と 云 ふわけ でもない の だよ。 かよ子に 

しても 信 男に しても やさしい 子 だよ (問) 龍 治が 西洋 

へ 渡った の は、 信 男が 幾つの 時だった ね。 

くめ (市彌 指して) この 子の 生れる 年でした から }^ -っッ 

でした ね。 覺 えても ゐ ますまい よ。 

市彌 あたい も覺 えて ゐ ないや。 あのお 父ち やん、 あたい 

嫌 ひだ ァ！ こ はい 顔 をして ゐ るんだ もの。 

くめ そんな 事 を 云って はいけ ない よ。 お父さん だもの、 

好き も きら ひも ある もの かね。 

0W 子 戸 i ^く. 長男の 信 男>  學 校よ" リ來 ろ。 麼應 

, 義塾の， 制服。〕 

信 男 ただ今！ 

くめ あいよ。 

(信 男 二階へ あがって 行く。) 

やす 信 男 かい。 

くめ ええ。 

やす もう そんな 時 間 かい。 

くめ 三時 過ぎ ましたよ。 

やす おやおや。 (笑 ふ) わたし や、 まだ 一時 頃 かと 思つ 

たよ 0 

市彌 (獨 言の やうに) お 父ち やん、 もう 歸 つて 来ない と 

いいな ァ。 
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くめ (n えない ふリ しズ) お婆さん！ かよ子 はこん 

な^を 云って ゐ るんで すよ。 あのお 父さん は、 わたした 

ち..^ ほんと に 小さな 頃に 打捨 つて 行って 仕舞って 爲 たい 

一二 昧 な^をした 人で、 その上 昔 沙汰 も 無しに アメリカ あ 

たりへ 出掛けて 行って、 十五 年の 間、 ロク にたより もし 

ないやうな、 不人 まる 人な の だから、 かま ひつけな 

い 方が いいなん て 力んで ゐ るんで すよ。 子供た ちが 大き 

く 成って から、 ぼんやり 歸 つて 来たの は， あんまり 蟲が 

よす ぎる と 云つ てゐ ますよ。 

やす (笑 ふ) 今 a- の 若い 人 は 氣が强 いからね。 まァ 何と 

ー！^っても親子だもの。 (II) 今日は 来る だら うね。 

くめ さァ、 あの 調子で は來 ますまい よ。 

やす i{ つて ゐ るね。 だんだん 異人さん の やうに 薄淸 にな 

つて 行く のかね え。 

くめ (淋しく 笑ん) そんな 事 もないで せう けれど。 

(信 SJ -。  二階より 降 リ來る 0 和服に なリゐ る 0) 

^^男 お父さん は、 どこかへ 行った のです か。 

くめ ああ、 ，近所の 子で も兑に 行った のらし いよ U あた 

し * 今、 仲 町から 歸 つて 來 たばかり なので。 (間) 留守 

C.S: に 出かけて 行った よ。 

mrn^ さう です か。 (n) ねえ、 お母さん、 お父さん はァ 

メリ 力で 何 をして ゐ たので せう ね。 


くめ (不安 さう！，：.) さう さね。 まだ さッ ばり 話 も 聞かな 

いけれ ども。 (悲しく) ろくな 事で もなから うさ。 

信 二三 日 前に、 お父さんの 事 を 聞きに 来たの は 瞥 察 q 

人で せう。  j 

くめ え？ 

信 男 黑ぃ 外^ を 着た 人が、 くどく 何 か 聞いて 行った でせ 

う。  一 

くめ (落，； 齒か S 樣 にて) ああ * さう さう！  .i 

信 SR あれ は 警察の 人です よ。 

くめ そ、 さう かも 知れない ねえ。 

信 男 お父さん は、 もとから あんな 顏 をして ゐ ました か 。一 

頓 桁に， 大きな 傷が あります ね。  一 

くめ あんな ものはなかった が …… 。ねえお 母さん！ ，ー 

やす さう さ！ なんだか 人相が 惡く なった やう だね。 - 

信 男 寫眞で 見た お父さん は、 尤も， 若い 內の だから だが、 

もっと 立派な 人です が、 逢って 見る と、 あまり 感じの.， 

い 人ではありません ね。 (問) これが 自分た ちの 父親 か 

と 思 ひます。 (間) 姊 さん はま だ來 ません か。 

くめ 今夜 あたり は來る だら うと 思 ふよ。 

信 姊 さん も よろこん では ゐ ないで せう 0 ふだんから、 

お父さんの 事 をよ く は 云って ゐな いの だから。 お母さん 
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はどう 思 ふか 知らない けれども、 僕 はお 父さんが、 どう 

云ふ氣 持で、 この 家 へ歸っ て來た のかち つ とも わからな 

い。 (問) 一寸見る と 浮浪 人の や うぢゃありません か。 

くめ さう さねえ。 まァ、 見たところ、 あんまり 景氣 がよ. 

くって、 日本へ 歸 つて 来た やうで もない ね。 一文無しに 

なって ゐる らしい。 (ほ スリ とすろ) あの 年に なって あ 

れ では 困る とお も ふが ねえ。 

信 男 それよりか， よく 恥し くもなく この 家へ ころげ 込ん 

で來 たと 思 ひます よ 。日本に ゐる內 も道樂 のぼ 度 放 で、 

あげくに 妻子 を 置 去りに して … … 山川の 伯父さんが ゐな 

か つ たら、 路頭 に 迷って しまった か も 知れ や しない。 それ 

で、 十五 年 も 打ち やら かし. て さ、 今頃に なって、 ひよ つ 

あるじ 

くり 歸 つて 來 てこ この 主の やうな 顏を し て 居る。 (間〕 

親と 云 ふ もの は あんな もので はない とお も ひます ね。 

くめ それ はお 前の 云 ふ 通り さ。 わたし はとに かく、 お 婆 

さん は實の 母親 ぢゃ ないかね。 

市彌 (ii 狂な ろ 調子に て 叫ぶ) や あ * 鳥が 飛んで ゐ らァ。 

(遠方 の 天ん-仰 ざつつ) 隨分 高み だな ァ。 お 婆ち やん、 

見える かい。 

やす なんだ え？ 

プ き  ； * 

市彌 鳥！ 鳥！ たッた 一羽 だ。 啼 いて ゐ るんだら うな 

ァ。 でも 聞えない や。 (笑 ふ) ひッ、 ひッ、 ひ ッ！ 


(間。) 

信 男 なんだか お父さん は 妙に そ は そ はした 人です ね。 さ 

うかと 思 ふと、 のッ そりと 陰氣 な. 苦し さうな 處も ある U 

なんだか 世間 を 怖れて ゐる やうな、 人間 を IH んでゐ る や 

うな 處が 見える ぢ やありません か。 

くめ 昔から 糊ね た 人だった よ。 

市彌 (夭 >^ 仰 ざ 止めす) もう どこかへ 行って しまった。 

ぁァぁ ァ！ 

信 男 すこし 極端 だけれ ども、 僕 はお 父さんが きら ひだな 

ァ。 あんな 自分勝手な、 我儘な， 粗野な 人 は I. (間) 

姉さん を外國 人の 妾に なん ぞ しなければ なら なくなった 

の も. お父さんが わたしたち, かまって 吳れ なかった か 

ら だと 思 ふと  

くめ (遮る や 、つに) さう 云 ふわけ でもない さ。 

信 男 でも- この 市彌 だって さう でせ う。 こんな 低能で せ 

う。 お父さん は、 この 子に 就て は大 責任が あります よ。 

お父さんの 身體 に病氣 があった ので 市彌が 生れつき こん 

ななので す。 

くめ (發作 的-」) ..f うよして おくれ。 お父さんが 惡 いん 

ぢ やない、 皆、 わたしが わる いんだ からね。 (t ス テリ 力 

レ， な 泣き 聲〕 お前た ちに つくづく 濟 まない とお もって ゐ 

るよ。 かよ子 を ラシ ヤメ ンだ なんて 人に 後 指さされる や 
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、「にした の も、 わたしが し、 ッ かりして ゐ なかった からだ： 

よ。 みんな、 お母さんの 業が深い からだよ。  1 

侑 男 (お づぉづ と) お母さん！ 僕 はそんな 意味で 云つ、 

てゐ るの ぢ やありません よ。 お母さん を資 めて ゐ るん ぢ- 

やなく つて、 ただお 父さんが …… 

くめ い  >- え、 い、 え、 い、 え！ あたしが ね、 あたしが 一 

わろ いんだよ。  一 

やす なんだ え、 何 を 言 ひ 合って ゐ るの だえ！ 

市彌 お婆さん！ 先刻、 飛んで ゐ たの は 何の 鳥？ 

やす 雀 か さ。 

市^  9.  f  f 

(沈 K。) 

t 下手^の、 ^家との 間の 路地より 、木戸ん え 開けて、 加 

納^: の ツー リと 出て 來ろ。 洋服、 黑き シャ ク、 色の： 

お. R き^、 圆ら なろ 眼^しく 光リ、 眉极 迪リて 太し 0 

分けたろ^ * 半ば 額に 难： れ 下リゐ ろ。 顿に大 なろ 傷痕； 

あり、 兩 手,^ ポッ ケ -ソト LL 深く 一！^ し、 鳥 打帻の 庇の 下 

ょリ、 上眼づ かひに；^ クと 家の 5, ^見ろ。) 

^0  (おびえた る ごとく  lO や あ！ また 歸 つて 来た！ 

また 歸 つて 來た！ 

くめ (立ち 迎 へて) おや. ぉ歸 りなさい 。どこへ 行って； 

いらっしゃいました"  J 


龍 治 (緣 側へ 腰ん-下す。 太き、 低， It にて) 近所 を ぶら 

ぶら して 來た。 

くめ まァ さう です か。 隨分變 つたで せう。 

龍 治 まるで 匪った： (パイプ，^  口にく はへ て， ぼんやり 

何か考 へなる)  ， 

や マ 龍 治 や！ お前、 洋服 を脫 いで、 すこし §4 いだら ど 

うだえ ？ 

龍 治 ありがた、 つ！ こ，^ でい いのです 。お母さん！ わ 

たし はいつ も かう して 洋服 を 着て ゐる のです。 

くめ 見 付の 方へ 行って 御覽 になり ました か。 あの 邊、 す 

ッ かりょくな つたで せう。 

龍 治 うむ。 (考 へろ) 淸水 谷の 方へ も 行って 見た。 あす 

こ は 昔の 通りだった。 § あの 路傍 樹の 櫻の 木 や， 公 

園の 石碑 や、 松 山 を 見る と 、涙ば かり こぼれて ならない。 

(うなだれろ〕 &は衰 へたの だ。 

(沈默 e) 

龍 治 あすこに 交番が あつたが、 あれ は 信 男、 いつごろ 出 

来たの だな。 

信 巧 昔から あつたので せう。 

龍 治 さう かな。 (獨リ 言 の やうに) 山 王 下に も 交番が あ 

つた。 (くめ •■:) 隣の 家の人 は 警察へ でも 勤めて ゐ るの 

だら うか。 


ふ' V' 
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信 龍 信 市 く 
よ 男 治 男彌め 


龍く 龍く 
く 治め 風 治め 


くめ い 、え 。なぜです の？ 

龍 治 な あに、 先刻、 己が 出て 行く と、 格子 を 開けて， -」 つ 一 

と 出て 來た 男が あ つた。 な ん だか 後 を 尾行け て ゐた やう 一 

だった。  一 

くめ 三十 五六の、 眼鏡 を 掛けた 人で せう。  - 

龍 治 うむ、 眼鏡 を かけて ゐた。  」 

くめ それならお 隣に 同居して ゐる大 村さん と 云 ふ 人です 一 

よ。 ひどい 近眼の …； 英語の 先生です よ。 ねえ. 信 男。 

信 男 大 村さん なら、 人の あと を 尾行す る やうな 失敬な 事 一 

はしゃし ません。 あの人 は 紳士です もの。 

龍 治 紳士 だと。 (冷笑) 日本に も 紳士なん ぞと云 ふ 人間 _ 

がゐ るかい。 (內へ 上リ、 トランクの 傍へ 行く) おや、 

お前 この トラ ンクを 開けた か。 

くめ いいえ、 わたし は 開けません よ" 市彌 でもい たづら 

をした のぢ やない かしら。 ねえお 婆さん！ 

やす 知らないよ。  - 

ほんと にいけ ない ねえ、 市 彌！ 

あたい、 知らない や！ 

ト ラ ンク がどう かなって ゐ るんで すか 0 お父さん！  i 

ふむ。 己の 持物 を 調べて 見た 奴が ゐ るに 違 ひない。 ！ 

お父さん，. この 家に はそんな 失敬な 人はゐ ません； 

いくらお 父さんでも、 十 幾 ly. も 外に ゐた 人です か.. 一 


ね、 その 持物 を駄 つて 弄る やうな 事 は 無論 遠慮し ますよ。 

これから 鍵 を かけて 置いたら いいで せう。 

くめ きっと 市彌 だよ。 

市彌 (空 見ながら) 雲！ 雲！ 雲！ 

仕樣がない ねえ。 

(；^ つと 市彌 vJ- 兌ろ) この 子 は 生れた 時から こんな 

に 足りない のか。) 

(淋しげ LL) ええ！ 

あの 頃 己 は 性の 惡ぃ 病氣に 罹って ゐた〕 それに ひど 

酒 を 飲む 頃だった。 そのせ ゐだ らう。 己の 病 氣の爲 に 

こんな 子 を iH ませた と 思 ふと …； (突然 笑 ふ) 馬鹿と 云 

ふ もの は 可笑しな もの だな し 

信 男 可笑しい 處ぢ やありません。 可哀想で なりません。 

お父さんの 罪です よ。 どうし ても廣 へない 罪です よ。 

龍 治 そんな ことがある もの か。 (席 突：， LSI 暴な ろ 口調 に 

て) 生 意 氣な事 を 云 ふな。 贵樣は 親を誣 ひるの だな。 そ 

んな事 をす ると 承知し な ぃぞ。 

信 男 誣 ひるので すって. 滑稽な。 (冷 今、 あなた 

は 自分の： 3 で 親 だ と 仰お いまし た が 僕た ち は あな た を 親 

だと は 思って ゐ ません。 

龍お なんだ と？ 

信 男 十五 年 も 妻子 を 捨てて置く やうな 人 は 親 だと 思へ ま 


ソ メ 十 


せんよ リ 姙；^ して ゐる妻 や 老いた 母 や、 稚ぃ 子供に、 惜 

金 を 添へ て殘 して 捨てて 仕舞った あなた は" 今 ひよ つ 

こり 歸 つて^て 親の 權利を 主張した 處 で 始まり ま せん。 

無 W 任^る ぢ やありません か。 (少し-つ っ^!^ すろ) 

ねえ、^ は 平常 か ら 口惜しくて 堪らな い をへ/云 ひます。 

，てれ は撲の 姉さんと， =S9 の、 この 市彌 の^なん だ。 

くめ まァ なんだ ねえ c;ESI-。 よさない かえ。 

いいえ. よしません。 僕の 姉さん は ラシ ヤメ ン にな 

つてる る。 外國 人の 妾に なって ゐる， 姉さんの. せ體 は、 

人の 弄み ものに なって ゐる。 僕 は 々それ を W 心 ふとた ま 

ら ない。 (泣く) 姉さんの. せ 體が僕 C 學費 になったり 食 

物に なったり して ゐ るの だ。 一家 四 人、 隨 を かこんで 食 

布 をして ゐる 最中、 食 ひっつ ある ものが 姉の 肉體の 搾り 

汁 だ と ぶと- 食物が 咽喉 へ 詰まる やうな 叙の し た 事 は 

巾 三 四 年の から 僕 あ、 のべつ なんだ。 (獨 言の やう 

に) それ は 誰のお かげなん だ 。無責任な 父親 のせ ゐ な の 

だ。 弟の^ 彌が、 れっき 白痴な の も、 僕 等に とって 考 

へる と 腸 を 裂かれる や.，， な氣 持が する。 それ だってお 

父さんの 罪. ゆ- の 結 ai< なの だ。 

やす (つぶやく やうに) 何 だえ、 十五 年 振で 歸 つて 来た 

のに、 いさか ひ をす るなん て ことがある もの かね。 信 男 

は、 もうお だまりよ。 


(信 涙，^ 拭 さやが て 幅， ^かぶりて 出で 行かん とす 

ろ。) 

くめ どこへ 行く の だい？ 

信 (沈 默。 退場) 

巿彌 (空虚な ろ 笑び) 行つ ちゃった！ 

(長き 1^0) 

龍 治 (恐ス しき 表情) 畜生！ 己 を怨ん でる るの だな。 

くめ 怨 んでゐ るなん て大裝 l„K な。 そんな 事 はあり はし ま 

せんよ。 

龍 治 ("t ろ) 皆で！ u を 憎んで ゐ るの だ。 船から 波止場へ 

上った 時、 棧 橋に 立つ て ゐた警 おが ぢッ と已を 睨んで ゐ 

た。 あの 限 だし あの 眼 だ。 (恐？ つ しげに) やっぱり 駄目 

だ。 怨 まれて ゐ るの だ〕 怨今ラ なの だ。 日本へ 来ても やつ 

ばり 駄目 だ。 (おくめ に) 隣の 奴 は 警察の 犬ぢ やない の 

だな。 

くめ そんな 事はありません よ。 

龍： H 嘘 を 云 ふとき かない ぞ。 (脅す やうに) 犬ぢ やなく 

つ た つ て、 變な 似 を しゃがれば … … 

i 一。) 

(舞； おす こし 1= くな ろ。) 

市彌 黑ぃ 雲が 行って しまった。 蒼い 處が すこし 出た" あ 

す こから お 星樣が 出て 來る。 ーッ、 ニッ、 ーッ *  ニッ， 
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く 餓ゃ鑛 や 


おしま ひに さ； 一ば いになる〕 (^、 無意味な ろ 嘆息) あ 

あ 0 

(挤 子戶、 勢 ひよく 開く。 龍 治び くりとす。) 

男の？^ あい、 御免よ。 

くめ はい。 (立たん とすら) 

隐ぉ (くめの 抉ん 押 ふ) 警察で 尋ねて 来たらな、 己の こ 

と なぞ 知らないと 云 へ " 歸っ て 来たな どと 云 ふな。 (物 

0 へ 人ろ ゾ 

くめ (うな づく) どなたです？ 

OiS 子 1^ あけろ。) 

男の お 客の やう だね。 

くめ まァ、 珍ら しい 、鑛吉 さんです ね。 

やす 鎮吉 さんだつて、 久 振り だね え。 

吉 御無沙汰 をし ました" 

(錢 き、 中へ 入ろ。 色の 淺黒 さ、 でつ ぶりした 立派な 

男。 0M0^ 大きな 指輪 はめて ゐろ リ) 

くめ さァ お上りな さいり 

^^吉 お客様 かね。 

くめ いいえ。 まァ、 よく …： ci;:- 拶す〕 

鍋吉 大變な 無沙汰 をして ね. 濟 みません。 どうも 忙しい 

もの だから、 でも 皆 丈夫の やう だね。 信ち やん も かよ子 

さん も 達者 かい。 お婆さん も 丈夫 だ わ。 


す 鑛吉 さん、 よく 來 たねえ。 

吉 ああ • 近所まで 來 たもんだ から。 

す まァ 喜んでお くれよ。 治が 歸 つて 來 たよ。 

吉 龍 治？ (考 へろ ン 龍さん の亊 かね。 

め ええ-: 

鑛吉 歸 つて 來 たって リ (： 木れ て) へえ！ ほんと かい。 

まァ。 それやい つの 事 だい？ 

くめ 昨日です よ。 

(龍 治、 出て 來ろ， 0 

龍： m 續 さん！ 

鑛吉 おお、 龍さん！ 

(二人、 凝視して ゐ る。) 

鑛士 3  (涙ん」 ふく) ぁァ 、涙が こぼれ やが つた。 まァ ひど 

く變 つたな あ。 

龍 治 うむ。 面目無い よ。 會は せる 顔 はない よ。 

鑛吉 よく 無事で ゐ て吳れ たな。 (^？ I； すソ 何年になる か 

な あ ■ 

くめ T 度 十五 年です よ J 

餽吉 久しい もの だ。 年 を 寄る 箬 だ。 默っ てァ メ リカ へ 渡 

つて 仕舞った ので、 あとでお くめさん が どんなに 苦 勞し 

たか 知れ ゃァ しない。 

龍 治 (ふと 喑ぃ 頸， >  ふむ d  „ 
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に: リ 


0^,, 何して も^の やう だ。 お婆さん、 やつば り蟲が 知ら 

したんだ ね。 忙し ぃ屮を 偷んで ここへ 寄つ ていい 事 をし 

たよ。 

クマ ほんに さ。 

くめ ほんと に缠吉 さんに は 一 方なん ない^ 話に なって ね 

え。 かよ子が 七ッ、 i^s? が n:! ッ、 その上 市彌 がお にゐ 

たのです からね ひ 

« ャ" (はしゃいだ やうに) あの 頃 はおくめ さん も 水々 し 

てみ たがね。 (ネ 〈ふ) 

CJt^w:; なる^き 眼せ， JiLL てお くめ，^ 見ろ) 

くめ あんまり 苦勞 をした ので、 一時に 二 三 十 も ハ小を 寄つ 

てし まひ ましたよ。 もうこんな お婆さん になって 仕舞つ 

て は 始まりません ねえ。 

0^,. 始まらない ッ て， 何が？ 

(くめ、 娥 口 等 笑 ふ。 均 i 治 傍，^ 向く。) 

くめ この 先， た つ て 鎖さん に は 色んなお 世話 に な る だら う 

けれど、 あの 時 親子が 路頭に 迷 はずに fS ん だの！ f まつ 

たく あなため お fiS です よ." ねえお 婆さん 

やす ほんとう だと も」 

だが， 龍さん が つて 來れ ば， もうお 心さ。 わたし 

もこん な き 沈みの 多 い 商 をし てゐる の で S 心 ふ やうな 

ゆ^も 出 米な くって、 ほんと に 申 譯 無い、 (龍 治に) 一 


昨年なん ぞも ひどい 失敗 を や ら かして * 米- 磺ま で 差 押へ 

の 札 を はられて しまった のさ。 あんな 事が あつたば かり 

に、 かよち やん を 毛唐の 處 へなん ぞ やらなくて はなら な 

くな つたんだ が  0 あとでお くめさん にどん なに 恨み 

を 云った か 知れ やしない。 もう 取；？；！ しのつ かない 事で、 

まったく 面目ない よ。 親類で 揃つ ての めの めかう しても 

ゐられ ないやうな わけさ。 

龍 治 な あに、 かへ ッて そんなに 云 はれる といい 心 持が し 

ない よ。 (險 しき 表情す) おい、 おくめ、 己 はお 前に 禮 

を 云 ふせ。 かよ子 を ラシ ヤメ ン にして aK れ てな あ。 

^吉 (不快げ に 何 か 云 はんとして、 口, かつぐ，； 0 

龍 治 ： ： 娘 を Hp 廢 の 妾に し て 置 い て、 自分 達 は いい © ひ 

をして ゐ たの だからな。 (P 經 的なる 笑 ひ) 

くめ (はら はらして) 何 を 云って ゐ るんで すよ ノめ なた 0 

龍： 一 H 何も 云 やしない. - 己なん ぞ はこの 家へ 歸 つて 來る人 

間ぢ やなかった の だ。 

鑛吉 おい、 龍さん …… お前. 妙な 事 を 云 ふせ。 奥 齒へ物 

が はさまつ たや うぢ やない か。 おくめ さんが 苦勞 をし ぬ 

い て お前さんの 留守 を どうやら 此處 まで 切拔け て來 たん 

ぢ やない か。 

くめ わたし は 兎に角、 鑌 さんに 濟 みません よ， いや 味の 

やうに とれる ぢ やありません か。 


(； 1-0 
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龍 治 (突然に おくめ の lg 顔，^ 打つ。 接け て 打たん とす) 

鎩吉 (おくめん 背後 LL かば ふ〕 何 をす るんだ」 

m^^ 何もし やしね え。 己の 女房 を 己が 打ッ たの だ。 

(おくめ、 静かに11«すまひ，^^^し、 俯&、 して 髮 など 後 

き 上げ ゐる 0;- 

鑛吉 (腹立たしげ に) 馬鹿野郎！ 義理 も 人情 も 知らね 

え 奴 だ」 昔から さう した 奴 だ-手前が 勝手な 眞似 をし て、 

女房 子 を 路頭に 迷 はせ た 事 も 平 氣でゐ やが る。 恩に 着せ 

るん ぢゃァ ねえが、 己が 彼是 面倒 を て やって こそ- か 

、つして 歸 つて 来る 奥が あるんだ ぞ。 (叫ぶ) なんだ な、 

手前、 何 かつ まらね え 事を考 へて ゐゃ がるんだ な。 (唸 

る) 己と、 おくめ さんと 密通いて でも ゐ たやう に 思つ て 

ゐ るんだ な。 

龍 治 そんな 事 を 知った 事 か、 何でも 勝手にし ゃァ がれ。 

織吉 どうしたと。 

(錢 吉。 龍 治 VJ- 打つ。 龍 治 杭 ふ、 やがて 龍 治 緣ょリ 突 

ー济 さろ。) 

くめ (鲼吉 .^ss めろ) まァ鎮 さん * お腹 も 立 もませう が 

勘忍して 下さいよ。 あの人 はどう もす こし 變 なのです か 

ら。 

镄吉 生かして 置かね えぞ。 (なほ、 つかみ 掛からう とす 

る。 おくめ、 必死になって 留める)  i 


龍 治 (地上 に 坐りて、 ぽん ゃリと 前方, や てゐ ろ。 すべて 

異常な リ) 

くめ 鬚さん， ま ァ勘辨 してお くれより 廣人 見たい なわ か 

らな い 男に なって 歸 つたの だからね い 了簡し ておくれよ。 

錶吉 (荒々 しく 立つ) もうこの 家へ は來 ねえから、 馬鹿 

め。 人非人！ 

(腹立^.:しげに足路み鳴らして歸リ去ろ0) 

(おくめ、 淚> ^こぼし ゐ ろ。) 

(長き 沈默。 ) 

(市 彌、 それらの 事 LL 無^心に、 ゆ r:, ^仰ぎ、 口のう ち 

にて 絡え す^ きゐろ 0) 

龍 治 0^ 作 的に 感動す〕 ぁァ、 彼奴、 行って 仕舞った な。 

あれ は 己が 兄弟の やうに 一 緒に 育つ て 來た從 兄 だ." たつ 

た 一 人の 從兄 だ。 あいつ も 己から 逃げた。 女房 も迹 げた 0 

子供 も 逃げた。 己 はもう 已 だけにな つた。 (泣く) 

市彌 や あ， また 烏が 飛んで 行か あ。 烏！  ぎ ゃァ 

ぎ ゃァ、 ぎ や ァ！ 

やす 龍 治 や • どうお しだえ。 何も そんなに 泣く 事 はない 

よ。 な ァに鎮 吉の事 だもの- また 四 五日 經 てばなつ かし 

がって 逢 ひに 來 るよ。 お前が 變な事 を 云 ふから いけない 

の だよ。 

龍 治 (憑き物で もした らん 如く  lO …… 己 は 縛られる の 
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m  i ま 

vff れ 三 


やす (思ば す 立ち上りながら 〕 大 村さん、 何の 御用です 0 

德三 なァ にね， チヤ ボを 鳥屋へ 入れて やらう としたら， 

雌の 方が 逃げて ね， 確かに S 根 をく ぐって こ この 庭へ 入 

つたんで す。 —— 手 を 貸して 捕まへ て 下さいな。 (あた 

リ，^ さよる/ \ 見廻す。 地の 上に 龍 治が ハ ン ケチ, -J- 落し 

行きた ろ， a- 兩 手，^ も て そつ と 抑へ、 やがて 手，.？ - 引く〕 

なんだ， ハ ンケチ が 落ちて ゐるリ 

(市 彌、 その 樣^ 見て、 ま，^ 引きて 笑 ふ。) 

(奪、 盛んに 降り出 づ。) 

11  .せ」 具變ろ —— 

第二 場 靑山 御所 前の 竝木道 

…… 時 は 前の 場よ リ縝 く。 雪、 小 やみに なり、 あたり 

薄暗くな リ ゐるレ 

舞 養 端、 上手よ リ 下手へ かけて 一裕 葉した る 山 銀杏の 並 

木 1^ 植ゑ たろ 道路 あり。 街燈 LL 灯 點リゐ ろ。 

上手よ リ、 龍 治の つ そりと 出で 來ろ。 額 蒼 ざめ て、 悲 

しげ-, ！兑 ゆ。 氣持は ひどく ー浴羞 きゐろ さまな リ。 中央 

の 石に 腰，^ 下し、 頓 杖,^ 支 さて 正面.^ 凝視し、 1^ ぐみ 

て 物お むひ ゐる 「」 やがて 靜か に 立ちて 行き かけろ。 う 

しろより、 「ちょいと 待って 下さ：，、 あなた、 もな た，..」 


だ。 ぁァ大 變な窜 をした。 己 はもう 縛られる。 (そに そ 

はと あろく- あいつ は 已を訴 へる にち が ひない。 

(おくめ、 おやす、 クと龍 治， 小 注 一鋭す。) 

(SK き ^o) 

oti^s™! すこし 1= くな リ、 5^降リ出づ0) 

市彌 $ir た、 雪 だ。 S が 降って 来た。 

(ネ： ： しげな ろ 嘆 c-,^ して 立つ、 夢よ" 覺め たろ やうに 

あたり 见迥 す) あ >1、 もう 夕方 だな」 (惱 ましげ -10 

大分 階くな つて 來た。 

(けたたましく 錢の 羽搏きと 叫び 聲きこ ゆ。 木 戶の戶 

隣の 火村德 三^け 込み 來ろ。 三十 八 九の 小柄 

なる 沿 格に ゆろ 5?:。 ゥ お，^ はやし ゐ ろ。 度の 强き 近眼 

銪ハ よかけ ゐ る。) 

龅ぉ (おびえて 身が まへ, e なす) 

(^^,^ 切らして) 確かに この 家 だ。 早く 捕まへ なけ 


畜牛了 來 たな" 

(おくめ，^ 突の けて 挤子 pi リ .tt ざて 外 へ リ 去ろ 0 

おくめ。 呆；^ に とられて 凝立し、 やがて、 我 LL かへ り 

て 龍： i€ の 後，^ ふ。) 

德三 (額，^ 前-」 突き出し、^,, + 1 ばいに 見張って) おや、 

ぉ容樣 でした か。 これ は 失敬。 
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と 呼ぶ おくめ の聲 きこ ゆ。 

龍 治 糾 みん」 したろ まま 报 向く. ■)  . 

くめ (息ん-はす まぜて 追 ひつく) まァ、 あなた。 (男に 

すがりて) どうな すった のです。 どこ へ 行ら つし やる の 

です。 

龍 治 (ぼん ゃリ とおくめ の縠 1^ 見下す) 

くめ 何 を © いたのです。 あれ はお 隣 りの 人ぢゃ ありませ 

んか 0  .。 

龍 治 (氣拔 けした る やう LL) 何 を！^ いたの か 己に も わか 

ら ない。 (せ 悶の 表，： W ぁリ〕 まったく 己の 頭 はどう かし 

て ゐ る ， あの 男が 入って 來 ると， ふいと ひ どく 驚 いたの 

だが …… 。 

くめ ほんと に 今は大 i:. 落着いて ぉゐ でな さる けれど、 さ 

つきの 樣 子って ありませんで したよ。 さあ >  うちへ 歸り 

ませう。 何が 氣に 入らなかった の だか 知りません が， 鎮 

吉 さんと 喧嘩したり • わたし を 打ったり …… (髮 や 

. 絡 ひながら) まァ あたし、 こんな 風 をし て阮け 出し て來 

て、 まるで 氣狂ひ 見たい に」 

龍 治 (^かに) おくめ、 すこし 休んで 行かう。 (中央へ 

かけろ) 己 も ひどく 草臥れた" (やさしく〕 お前、 び 

つくりしたら うな。 

くめ (並びて 腰, < ^下す) ええ！ 


龍 治 §s まあ 許して S.1 へれ" 長い 問；.！.：： 勞を かけて、 

たまに 歸っ て來 ろと. すぐい ろ いろ 心配 させて. 〉££ ない。 

, -5 「し は腦 のに， 合 を 大變惡 くして ゐ るの だ。 

, 、め ハ いつお づく) 

龍 治 己 は 時々、 _1 の 中が ぼんやりして， 取 めが なくな 

つて 仕舞 ふの だ。 今 は大變 落着いて ゐる。 こんなに 靜か 

な氣 分の 時 は 珍ら しいの だ。 (i^) 己 はどうしても 早晚 

氣狂 ひになる の だとお も ふ。 

くめ まァ、 そんな 馬鹿な こと。 

龍 治 い や、 氣 休め は よ し て れ。 お前 もさう 思 つ て るる 

の だ。 (間) おい！ 己の 股 は 光る だら う。 

くめ (底 味惡 くお も ひっつ) いいえ、 ちっとも：；^、 り ま 

せんよ。 

龍 治 さう か。 この K は 時々、 氣 味が 惡 いほ ど キラ キラす 

るの だ。 な あ、 おくめ、 丁度い い 折 だ。 已は正 S の 内に 

お前に 話して 置く 裹が ある。 

くめ ま ァ正氣 の 内 だなん て， いやです ねえ。 それに こん 

な 往来で。 

龍 治 いや、 こんない ぃ氣 持が 三十 分で 終る か 一時間で き； 

くなる かわからない の だから。 大 な 時間な の だ" 

ん」 仰ぐ 〕 雪 もやんだ。 (&ゃ きて) かう して 二 

人ぎ りで、 こんな 木の 践に rC; ると、 二十 年 も 前、 まだ 一 
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緒に ならなかった is- を 思 ひ 出すな" 

くめ (しみじみと！.^ ぐむ〕 ほんた うに あの 頃 はよう 御座 

いました ね。 

龍 治 お前、 ^く はない か。 

くめ いいえ。 (袖ん 撮 合 V 一て か.？ リ添 ふ) 

アクス 力 は^か つ たな。 (.J^ 想 の 眼 vj-f 八 山 に 投げ つつ〕 

氷の 中に、 起き伏しして 暮 して ゐ たし 朝から 晚 まで 雪が 

K: つて ゐ た。 叨 けても 暮れても …… 

くめ アラスカと 云 ふ 處にゐ たのです か。 

龍； そこで 働いて ゐた率 もあった の だ。 (ra) おくめ、 

お前 は 己が 突然 日 本へ 歸っ て 来た の を どう 思 ふ。 

くめ (，2- 人，^ 兑上. けて) どう ッて？ 

日本の 山 や 川 や、 もと 化んで ゐた家 や、 お前 や 子供 

たちが な つかしく なつ て歸 つ て來た ので はない。 親 や 妻 

が たまにで も戀 しくなる やうならば こんな 人間に はな 

ら なかった の だ。 (間) ああ， 考 へて 見る と 皆 夢の やう 

だ。 己に は 惡靈が 憑 い て ゐるメ 時 々 それが わるさ をす る 0 

それが 己の 腦の 工合 を 狂 はせ る。 丁度 子供が おもちゃの 

機械 をい たづら する やうに、 srdM が 己 を い ぢ り 廻す。 

S3 己 はな * お前が 考 へて ゐ るより、 ずッと 無頼漢 

なの だ。 く はない。 いい か、 驚く 事 はない。 己はァ 

メリ 力で 人殺し を し て 来た の だ リ 


くめ ksmi れんと す る.) 

龍 治 (支へ る) しっか り し て ゐ て 吳れ。 心配す る こ と，， は 

ない。 お前た ちに は 迷惑 を かけない。 己 は 惡ぃ事 を爲盡 

し て 来た 0 もう - J の 上お 前 達 に は 迷惑 を か け 5- しない」 

(急に 1^, かこ ぼす) 己 は 胸が 輕く なった。 己 はこの 事 を 

初めて 人に 話した ので、 氣が樂 々としたの だ、 (問) 苦 

しい^ 密 だった の だからな り 

くめ * す i ジ- ,1 め， なた n- 

龍 治 アメリカで 己の やつ て 来た 事 は、 喧 f. や、 强請 や、 

博 突 や， 、欺讓 だ、 T 度 酒 を 飲む やうに， 毎日 そんな 事 を 

やった の だ。 が， それ はどうで もい い。 己 は r しの 恩人の 

女房へ 懸想した， その 橫戀 慕が 叶はなかった ので、 ほん 

の喷」 に 出した ビス トルで、 その 女 を 殺した。 それから *- 

そ C 一 や 主 も 殺した。 己 は ar 暴 自棄 になった のだリ 

くめ (おびえて 男に すがりつき >  がたがた ふるへ ゐ ろ) 

龍 治 その 男 は 親切な、 人の いい 男だった よ。 女 もやさし 

い 人間 だ つ た 〕 そ の 夫婦に は ひどい 世話に なった の だが 

…… それ を 己 は 殺した。 不思議 だ。 不思議 だ。 あれ は 己 

がした ので はない。 己に 憑いて みろ 惡靈 がさう させた の 

だ」 つ おん」 拭く) …； 取 返しの つかない 事 だ。 

くめ あなた。 あなた。 ほんと です か _」 

龍 治 さう だ。 己 はお たづれ 者な の だ" 8 日本へ 逃げ 
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て來 たの も. も 察で はわ かって ゐ るに 違 ひない。 己」 

，は 犯罪 後、 一晩 も 落 藩いて 寢た 事がない。 已は， いつも； 

後から 追 はれる やうな 氣 持で ゐる。 住み 馴れた アメリカ 

にも 居た たまらなく なって、 日本へ 逃げて 來ても >  や は； 

りこ の 氣持は ついて 廻って ゐる。 己 は いつ 牢へ 入れられ 一 

るか わからない。 いつ 絞首 臺へ追 ひ 上げられる かわから J 

ない。 (間〕 他 はまた 逃げる の だ。  一 

くめ まァ * あなた！  一 

龍 治 今度 はもう 逢 へ な い。 もう 一生 逢へ な いの; だ。 お袋 一 

の 事 も、 子供た ちの 事 もな ほお 前に 賴む。 お袋 はもう 耄. 

けて ゐ る。 やがて 死ぬ だら う。 どうかよ く 面倒 を 見て や 

つ て 吳れ。 (間) お前が し ッ かりし てゐ て吳， ^る ので ほ j 

ん とに 安心 だ。 己 は 云 ひやう のない 惡人 だ" 無 賴な夫 を 一 

持った お前の 不運 はなん と 云って 慰めて いいかわ からな： 

い。 子供た ち も 可哀想 だ。 かよ子 を ラシ ヤメ ン にしな け 一 

れ ばなら なくなつ たの も、 己の 罪 だ。 市彌 とい ふ 馬鹿 ま 一 

でお 前に 生ませた の も 己め 罪 _ だ 。なんと 云 ふ 罪の 深さ だ 一 

かわからない。 己 は 罪 惡の塊 だ。 お前が あんな 子まで 抱 一 

へ てこの 先 長く 暮し ていかなくて はな ら ない とお も ふ； 

と、 ほんた うに 胸が 裂ける やうな 氣 がする。 己の 病氣 がー 

もとな の だ。 すまない、 すまない。 (鳴 10 どうか ゆる 一 

して 吳れ。  ， 


くめ そんなに わかって ゐる のなら、 なぜ 早く 改心して 下 

さらない のです。 

龍 治 今の やうな、 正しい 氣 持で ろる 事 はめ ッた にないの 

だ。 己 は S- 々どん な 簡單な 理窟 も わ から なくなって 了 ふ 

の だ。 物 を盜む 事、 亂暴 をす る 事 …… 今の 氣 持で はまる 

で 夢の やう だが、 せずに は ゐられ なくなる の だ。 丁度 淫 

亂な病 を 持つ てゐる 女が、 苦しみながら よく 間違 ひ をす 

る やうに。 (間) どうか， お前 は 己の こと をす つかり 忘 

れて、 丈夫で 長く 暮 して 吳れ。 (跪く) そして 己 を 許し 

て 吳れ。 

くめ (龍 治と 相械 して 位く) 

ひそ やか.， I 降り出 づ。) 

c I 長き 沈^。) 

くめ (# か！， L) あなた。 

龍 治 うむ。 

(やや 間 もり。) 

くめ 自首して 下さい。 

龍 治 いや だ。 (力，^ 籠め て) いや だ。 

くめ なぜです。 そんな 事って ありません _リ 

龍 治 (あへ ぐ やう-し) 自由で ゐ たい！ 己は自 .S でゐた 

い。 苦しんでも 生きて ゐ たい。 苛まれても 生きて ゐ たい。 

くめ 、. いえ。 それ はいけ ません 0 どうぞ 自首して 下さい 0 
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(泣きつつ) どうぞね …： 。  一 

能 治 いや だ。 (立ちて 行-. v< かける) ではもう 行く ぞ。 一 

くめ まあ。 あなた、 どこへ 行く のです。 

龍 治 どこへ 行く かわからない。 また 外國 へで も 行く かも 一 

知れない。 日本 は 息苦しい 土地 だ" どこへ 行っても、 も 

うお 前 ほに は 逢 へない の だ。 足 尾の 銅山 へ 姿 をく らまし 

た あの 時に、 死んで しまったの だと 思って siK れ。 一 

くめ まあ 待って 下さい。 (間) どうか 今夜 ート晚 だけ 家 

へ 泊って 下さい。 

龍 治 いやいや、 それ はよ さう。 もう 警察で 眼 をつ けて ゐ 

るの だ。 

くめ そんな 事はありません よ。 それ は氣 のせ ゐ です。 

船 治 いや、 さう に 違 ひない。 だから ：… 

くめ でも * トランク も 置いて あるで せう。 それに どこへ- 

行く にしても お金が 人ろ でせ うが、 そこに 持つ て ゐらっ 

しゃる のです か。 

龍 治 (沈 默) 

くめ 持って ゐな いのです ね。 ああ、 それで はまた 惡ぃ 事： 

をす る氣 になる でせ う。 

船： iE  cm くな •！：• 沈 跌しゐ る) 。 

くめ では かう して 下さい。 家へ 歸る のがい やなら ば、 一 

よ！ 十 の^へ 行つ て、 あれに も 逢って やって 下さい。， 口癖 一 


の やうに 云ひ暮 して ゐ ました。 そして わたし は 引き返し 

て、 トランク を そこへ 屆け ませう。 そして、 かよ子に お 

金 を 用 立た せませ う。 出来るだけの お金 を こしら へさせ 

ますから …… 惡ぃ事 をし ないやう にして 下さ い。 

龍 治 ああ. あれ は ラシ ヤメ ン になって ゐ るの だ。 (間〕 

よし、 とにかく さう しょう 00 

くめ かよ子の 家なら 今夜 泊っても よいで せう。 (子供，^- 

すかす やう) ねえ！ 

龍 治 (褒欝 に) うむ。 とにかく 行かう か。 (空， な あ ふぐ) 

また 11 が 降つ て 来たな。 雨と ちがって 濡れ もし ま い。 

くめ それに 遠く もありません から。 

龍 治 (K 然として) 日が 暮れて 来る、 雪が 降って ゐる。 

淋しい 夕方 だな あ。 

くめ (啜り 泣きす) あなた、 51  一く はありません か。 

龍 治 いや。 お前、 ふるへ てゐ るな。 

くめ いいえ." 

(二人、 悲しげに 行き かけろ。) 

龍 治 (ふと 立 止って) もう 遠くの 方 は 全く 見え なくなつ 

た。 "竝 木が 暗い 中へ 消えて ゐる。 己 も あの 暗い 中へ 入つ 

て 行く の だ。 (間) 向う に 見える の はなんだ らう。 

くめ なんでもありません よ。 

龍 治 あの 黑 いのは、 あれ は 己の 死の 影 だ。 


646 


Vi の ンメ ヤシ ラ 


くめ 何 を 云って ゐ るんで すよ。 さあさあ、 早く 參り ませ 

龍 治 おお！ 行かう。 

(二人- とぼ （-と 上手へ 向って わ ゆむ。) 

—— 幕 I . 

第三 場 シャ アル. ベルジェの 家 

純 洋風の 部 幾，。 座敷。 

上手と 下手に 扉 もり。 

正而 に 大 なろ 出窓 あり。 カァ テン 半ば^ かれ、 ダラス 

戶の 外に は 夜の 問 濃く 迫り ゐる。 窓際 Li  二三 本の 樹植 

ゑぁろが==^<-* 枝 LL© 幽か！， L 積リゐ ろ。 外は絕 えす 雪 

降 リ&ー  00 が ラス 戶へも 折々 吹きつけろ。 すこし 風 あ 

ろ樣 子な リ。 下手 寄に 大 なろ 拔爐 ありて、 火 は 赤々 と 

燃え ゐ ろ。 卓、 椅子、 安樂 椅子な ど すべてよ，？ しく。 

正面-い 窓が ラ ス に： gl^-,* ぜ、 闇に 降ろ. s,^ 眺め ゐる女 

あり。 主の 妾 かよ子な リ。 脊の ほつ そリ としたろ 美し 

き 女、 髮は 外國風 L1 結び ゐろ。 智識的なォ：^走れろ^^ 

なれ ど. 云ひゃぅなき淋しき影ぁり0絹のシャクん、^150 

袖の 長い 衣服^ まと ひたろ 外、 あま リ異國 趣味 fj- 以て 

飾られた る 服装に あらす。 


上手の 出入口よ リ、 主シャ ア^  • ベル ジ  入リ來 る。 

痩^て 美しき 佛^ 人な リ。 W 六 七に 見 ゆ。 流暢な ろ = 

本 語 LL て 物.^ 云 ふ。 外出の 支度 ふ」 な に て ゐ る。 

シ ャァ〃 かよ子、 此 虡にゐ たのです か。。 ヘテロ は何處 へ 

行きました。 

かよ (板り 向かす に) 存じません。 

シ ャァ〃 さう！ それ は 困りました。 かよ子 どうかし ま 

した か e 

かよ (振リ 向く) いいえ。 

シ ャァ〃 泣いて ゐ ましたね。 

かよ いいえ。 

シャ アル さっきべ テロ に閱 きました " お父さん ァ メリ 力 

から 歸っ て來 ました こと、 ほんと です か。 

か i ええ！ 

シャ アル 大變 結構です ね。 もう 逢 ひました かひ 

かよ いいえ， まだ 逢 ひません。 今ね、 丁度 訪ねて 来たの 

です- あちらの 部屋に 待た してあります。 

シャァ^- なぜ ここへ 通しません か。 大變 にいいで はチ いり 

ません か。 御馳走 澤 山して あげたら よろしいで せう。 

かよ わたし * 父に 逢 ひたくありません の どうしょ うか 

と 思って 考へ てゐ ますの。 
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平せ 十 


五日 歸 りません。 お金 上げて 置きます。 (ニー 一一 百 M 位 -_L 

見 ゆろ 札，^ 渡す) お父さんに 逢 ひません。 よく 云って 下 

さい。 この 部屋 あたたかで すね。 ここへ 呼んで お上げな 

さ い。 では 行き ませう。 

かよ (受取りた る 札.^ 傍の 小さき 卓 S 上に S く) 御機嫌 

よう。 

シャァ か (微笑、 キス fj^ 與 ふ) 

(召使の 女、 上手 リ^ 場 ) 

かよ (召使- 10 あの、 わたしの 部屋に 母さんと、 もう 一 

人 男 の 人が 待って ゐ るか ら、 此處 へ 通して ド さい。 

召使の 女 はい。 

(主につ づきて かよ子、 勇 平 下手より 退場す。) 

(召使 の 女、 石炭ん ぇ爐 の 中 へ 入れ、 上手へ 去ろ。) 

( —— 再び、 上手 ょリ前 の 場の 龍治失^?„5< ん、 ぉ內し 來リ、 

椅子,^ 勸 む。) 

召使の 女 さァ どうぞ。 

くめ どうも有難う 御座います。 

(召使の 女、 去ろ 0) 

(龍 治、 もた リん" 兑 廻し ゐ る。) 

くめ さあ， あなた 。緩まへ 當 つたら どうです。 この 部屋 

の あたたか いこと。 

ュ出 翁 か S 樣子 *レ て、 あたりん 見；！ 一 マ) 思った より 


シャ アル どうしてで すか 。なせです か。 

かよ わたしが 子供の から、 家の人た ち を 捨てて しまつ 

た 父です もの 0 わたしたち を 捨て て しま つ た 父です も の 。 

情な 人な のです から， わたし、 どうも ほんとの 親の や 

うな 氣 がしません。 

シ ャァ〃 然し、 お父さん 逢 ひたがって ゐ ますね 母さん， 

んでゐ ます か。 

かよ ええ。 多分。 

シャァ k  ！: く澤山 御馳走して 上げたら いいで せう。 

(ぺ テ "と 呼ばろ るハ； I 村 男 平 下手より 入リ 下る。 醉ひ 

ゐ ろ- ^ すこしく 中 i;^ のお. ありて、 舌 もつれ 手足の 運 

励 に 錐 I ^あり。 老人。) 

ァ ル おおべ テ 口！ 今 li^ して 居ました。 自動車 來ま 

んか e 

今やう やく 來 ました" 

シャ アル また 醉 つて ゐ る，. 澤山 ー卄ん では 大變 にいけ ない。 

勇 平 なァ に， ほんの 少しで さ。 

グャ アル かよ子 機嫌が 惡ぃ。 また 誠け 話して 笑 はせ て や 

つて 下さい。 外， 降って 恋いです ね，」 (かよ子に) か 

よ 子、 わたし- あした 祌戶へ 行く かも 知れません。 

かよ また？ 

シャ アル ええ、 ^^しぃ刖が出來ました。 神戶へ 行： h ば 四 
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.<? る じ f ランス；， -ん 

きれいな 往 居 だ。 主 は佛國 人なん だな。 何 をして ゐる人 

なの だリ 

くめ 何です か 新聞の 通信社の 人 だと かで。 學者 ださく， で 

すよ。 歷史 とか を硏究 して ゐる 人です つて。 

龍 治 ふむ。 (間) ま 出掛けて 行った の だな。 

くめ 今 出て 行った やうです" 

龍 治 畜生！ (突然 立ち上る〕 

くめ (JV 一よ つと して) まァ、 あなた。 

龍 治 ああ、 いやな 氣持 だ。 (兩手 LL て 頭，^ 支へ、 再び 椅 

子に 腰，^; &す) 

(沈 5 

(かよ子 下手よ リ 入リ來 ろ。) 

くめ おお、 かよ子。 お父さん だよ 0 

かよ (それに は 答へ すに) 母さん、 まァ 塞かった でせ う 0 

雪が 隨分 降つ てゐる わね え。 (父親の 方 1^ 見 S やう-.: 坐 

る) 大分 積った やうです ねリ 

くめ かよ子！ これが 父さん だよ。 

かよ (わざと iS えぬ 振して) お婆さん は ど、. 「なすって ゐ 

て！ 寒い ので 弱って ゐ らっしゃる でせ うね。 あ、 それ 

から 晝間 いらっしゃった 時 * 持って行って 戴かう と 思つ 

て。 わたしの 寫眞が 出来た のです よ。 それから、 先日の 

買物のお 金 も 持って いらっしゃって 下さいな。 (最前の 


幣.. S リー 二 枚 取りて 渡す) 

S  (はらく しながら 龍 治- 10 あなた！ かよ子が こ 

ん なに 大きくな つたので すよ。 

龍 治 (：u- ク とかよ 子，^ 見い ろ) 

(龍 治、 リゐ ろ。〕 

くめ (哀訴す る やうに) かよ子一 

かよ (窓の 外.^ 見つつ) な あによ！ 

くめ お前. お父さんに 御 挨投を しないと 云 ふ 事 はない よ。 

かよ (初めて 父,^ 兑 ろ。 僧 惡の色 あり.： >  母さん！ さッ 

きも わたし 申した でせ う 0 わたし- 父さんに お 眼に 掛り 

たく はない のでした のに、 なぜお！^ れ になった の。 

くめ これ、 何 を 云 ふの だい。 父さん はまた 外國へ 行って 

おしま ひになる の だよ。 もうこれ ぎり 逢へ ない のに  

(泣く) 

かよ (表情 ぁリ) 

龍 治 あした は 東京に はゐ ない の だよ。 それで、 今夜 逢 は 

なければ、 も、 「おしま ひなの だよ。 

かよ (す： し 怠 外の 樣子 に て) すぐ 歸 るので すか。 

龍 治 歸 るので はない。 今度 は、 別の 所へ 行く の だ。 かよ 

子！ 大きくな つたな。 ああ、 まったくき れいに なった 

な％ 

かよ お父さん！ あなた は なぜ わたしたちの 親な のでせ 


"！ 5；  in ン乂 1 'ン 
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、つね。 あなた 、影が？ t いわ。 (ふと、 ヒステリックに 笑 

ふ) とにかく、 今夜 は 御馳走し ませう 。ラシ ヤメ ンが御 

馳走して あげます わ。 (戶の 方， 4^ 向きて) (俞- 村さん！ 

ハ 村さん！ (せ，. L ソ 母さん、 あの ハ：^- 村と 云 ふお 父^さん 

は 若い 時に 牧師だった のです つて。 (笑 ふソ 妙な 牧師 だ 

つたで せう わ。 あんなに お 酒ば かり 飲んで ゐる ぐうたら 

さんが/ 人に ぉ說敎 をした と 思 ふと 可笑しい わね。 あの 

人に ^ みませう。 御馳走の 支度 をね。 

(か fs 子、 出で 行かん とす 0) 

(ハ钕 村 13!! 平 入リ來 る。) 

151_r れカ化 てす 力。 

かよ ぁァ、 ムシ ゥ益 村、 これが わたしの 父親の 幽靈 よ。 

(神. 1?^ 的 Li 笑 ふ) どうぞよ ろしく。 そこで、 この 幽靈 が、 

また 曰 木から どこか へ 行く ので、 お別れの 小さな 宴會を 

開かう とお も ふの だから 1 急いで 支度 を させて 下さいな。 

お 酒の 饑を、 あなた、 見 計って 澤山 ここへ 蓮ば せて 下さ 

いな" 

奥. 个 (Li こ （- して) や、 それ は 非常な 思 ひっき だ。 素 

晴らしい や J 御 親父。 わたくしが ぺ テロ  S 村 勇-牛です。 

クリスチャン • ネェ ムは 持つ てゐて も、 御覧の 通りめ ち 

やめち やな 人間です。 (かよ子に) そこで 奥さん！ 喧 

物 はどうし ます。 


かよ 奥さん なんてよ して 下さい、 お父さんの 前で はき ま 

りが わるい わ" ラシ ヤメ ンと 呼んで 下さい。 (笑 ふ) ラ 

シ ヤメ ン には臺 所の 事 はわ かりやし ません わ。 噴 物 もい 

いやう に鎮 みます。 早くね。 

勇 平 よろしい。 すぐ やります。 

(勇 平 去ろ。) 

くめ かよ子！ お前. そんなに 御馳走なん ぞいらない よ。 

お父さん！ あなた， あまりお 酒 を 飲まないで 下さい。 

(龍 治. かよ子の 様子に 眼，^ 離さす に ゐ ろ。) 

かよ かま ふ ものです か。 父さん はお 酒 蹄が 惡か つたので 

すって ね。 面白い わ。 その 方が いい わ。 お父さんの 幽靈 

さん！ あなたが 日本 を 逃げて 行く 時、 ち ひち やな 女の 

子だった わたくしが、 こんなに 素敵な 子に なって ゐ るの 

で 驚いた でせ う 。だって、 ラシ ヤメ ン です もの。 氣 取つ 

てゐた つ て 仕樣が な いわ。 あなたが お金 を经 つて 吳れな 

いでせ う： それでも 生きて いかなくて はならないで せう。 

せち 辛い 世間です ものね。 を こで わたしが ラ シ ヤメ ンに 

なった の。 いろいろ わけ もあった のです が、 ま ァ醉狂 も 

手傳 つたので すね。 (笑 ふ： ：- ねえ、 母さん。 

くめ かよ子 や、 それ はわた しが …… 

か rs  (指 も 立て、 おどす) 母さん 默 つて！ 父さん、 ラ 

シ ヤメ ンは 可哀想で せう。 わたし、 お父さんに 逢 ふの は 
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ね- ほんと は 非常にき まりが 惡 かった のよ。 ラシ ヤメ ン 

なんかに ならないでも、 と 思 はれ やしない かと 云 ふ考へ 

でね。 學 校のお 友達 はわた しが ラ シ ヤメ ン だと 云 ふだけ 

で、 ひどく いやがって ゐる わ。 (笑 ふ) 同窓 會の 通知 も 

吳れ ないし、 手紙 を 出しても 返事 も，： fl. 、れ ない の。 女のお 

友達なん て、 なさけな いものね、 泣で 逢っても、 知らな 

い 風 を-する わ 0 きたならしい とか * 恐ろしい とか a つて 

ゐ るの よ。 お父さん はどう 思って。 

龍； H  (沈 10 

かぶ 娘が ラシ ヤメ ン になって 嬉しく つて、」 さう ではなく 

て C 

龍お (よろめき 立ちて 出で 行かん とす) 

くめ どこへ いらっしゃる のです. リ 

龍 治 己を歸 して 吳れ。 己ほ此 i 豕を 出たい。 

かよ いけません、 いけません _ 卑怯です。 ここに 73.,: つ 

しゃい-  . 

C- 召使の 女、 萬 平等、 食 IT 酒な ど.^ 運び 来ろ。) 

M.^ さァ、 御 親父！ ここへ お 坐りなさい。 

かよ お母さん、 お父さん。 どうぞ こっちへ 掛けて 下さい。 

ラシ ヤメ ン のお.！ 51 はい やです か、 父さん。 さう でな けれ 

ば どうぞ ノ この 娘 はお 酒 も 飲みます。 煙草 も 吸 ひます， - 

さァ * お めなさい な。 ぺテ no 


益 村 (笑 ふ) 有難い な。 

(召使、 一同に 洒， ^つぐ。) 

くめ 御主人 はお 留守ら しいが- かま はない のかえ。 

かよ (杯 fj- 口へ はこぶ) かま ふ ものです か * この 位の 事 

をした つて、 何 かま ふ ものです か。 そんなに 不自. W なお 

も ひ をして、 人の なぐさみもの になって ゐられ ると 思つ 

て. 母さん？ 

くめ (悲しげに) それ はお 前 …… 

かよ まァ * 母さん！ そんな 顏を しないで 頂戴！ 陰氣 

だ わよ" 父さん，. お^しな さらない？ 

龍 治 しげ-,, 0 おい、 かよ子！ お前 は 己を怨 んでゐ 

るの かい。 

か fs ええ、 まァ、 さう です ね。 お父さんが しっかりして 

ゐ たら ：：： (くめ、 何 か 云 はんとして うで だる) お母さん 

は、 父さんと 一 緒に なった ために 一 生涯- おどおど 心 

ばかり させられて ゐ る。 わたし は 母さんと 同じ やうに 女 

です もの、 女と して 父さんの やうな 人 を 憎みます ね。 母 

さん は 父さんと 云 ふ 人に めちゃめちゃに される。 その K? 

に 結婚と 云 ふ ものの 恐ろし さ、 結婚 は 女 を 處げる もの だ 

と 云 ふ 考へを 起した わたしが- 平氣で 人の 1# みものに な 

つてし まひました。 父さんと 云 ふ 人が み ん な そ 0 根を植 

ゑて ゐる のです。 わたし は 女と して 男の あなた を TO- ま，.. 


父の 
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よ。 母さんの にお 愤を もらして ゐ るので はなく わたし, 

個人と してです。 は *  ^から 女 を 虐げます。 昔から 暴 一 

おです。 女 を k おする、 女 をお 敬す る ：… 。 さう 云 ふ 形式 一 

で 女 を"^ げま す。 (ra) 男の 身體 そのもの は、 女に とつん 

て 有； ぼ そ の ものです。 い くら 女た ち が 一 中：^ 命 になつ て 一 

も駄 E です。 理窟の 上から は 女の 立場 を 引 上 げる事 は 5^ 

來て も、^ 赏の 上で は 女 は に録躪 される のが 本當 です 。一 

人間の 原始から 。意識し な い 屈辱 を 受け てるる の が 女で- 

す。  男 は その 特權を 持って ゐる。 父さんと 云 ふ 人 は、 そ 

の特； ^を， せ £ 用した 人です。 その 特權を 誇張 a せ た 人 で 

す。 GI) 娘 を ラシ ヤメ ンに しまし た U  {« 痴な子 を 生ま 

せました。  ； 

くめ かよ子 や！ もうお 前  

6? 平 ょゥ。 大 ぉ六ケ しい 議論で- さつば り わからない。 

^m^, うなだれて ゐ た^,^ あげて 狂暴 LL ゥヰス キ，^ • 

!■ る。) 

(かよ子、 お、 然 -レ 笑 ひ出す。) 

,. "よ さァ、 もっと^ 快な お 話 をし ませう-" (杯 ん- とろ) 

ハ铗 村さん * もっとお みなさい。 

af; 平 (^L さう LL) さっきから. だまって やって ゐ ます. 

よ。 わたし は、 今の 奥さんの 演說 はよ くわから ない が、 一 

とにかく 男 は 女より まの よくない もの だと 云 ふ 事ら し い j 


が、 どうして 中々 女 だってい けません ぜ。 わたし はね * 

女の 爲に牢 へ 入れられました リ- 

(龍 治、 おくめ、 表情 あり。)  . 

勇 平 だが。 あの 頃は樂 しかった な あ C  (il) 牧師が， 監獄 

へ 入れられ たの だから 呆れる でせ £-  0 それ ッ きり W 敎徒 

です よ。 ：… 監獄から 出る とすぐ 饀麵 |5 を 買って むしゃ 

むしゃ i=r へたつ けな。 あの 頃 だって、 左だった の だが、 

その 時 は ひど く 甘 いものが たべたかった つけな。 ああ  >  も 

う 一 度監敏 へで も 入れられる ほどの 元氣が 欲しい な。 あ 

(龍 治 lO あなたなん ぞ わたしから 見る と 一 一十 年 近く も 

サ； d い。 それ は羡 ましい 事です ぜ。 どうです、 一番、 うん 

と 罪 を 作つ て 監獄へ でも やられる やうな 粹な事 を やら か 

しちや。 へへ へへ へ！ 

龍ュ出 (Is ひどお ふろ) いやな 事 だ。 

勇 平 弱蟲 だね。 そんな 了簡で は 色 は 出来ない ねリ 

龍 治 かよ子、 己 は 面目ない。 

かよ さァ * もっと 盛んにお あがん なさい な〕 でもうた 

ひませ うか。 (SC ふ) 

いか なれば 此 くも 傷つきし 

いか なれば 我心 破れ ゆきし？ 

誰か 知る、 我淚は 謂れな く _ おつる を 


にや？ 
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誰か 知る、 誰か 知る。 

II 三 木 露 風 氏 作 「淚」 I . 

(吸 ひやむ。) 

(淋し-さ 沈 來る。 勇 平 ひとり 酒， ゃ飮 む。) 

(龍 治- 突然 笑 ひ 出す。 立つ。) 

くめ (驚く) あなた！ どうかし たのです か。 

龍 治 あは はは，. 馬鹿げ てゐる 。ほんと に 馬鹿げ てゐる 0 

あれ は 夢なん だ。 己 は 恐ろしい 人間で はな いんだ。 優し 

い、 い い 人間 だ。 警察 だって 監獄 だって こはく はな い。 

己 は 無罪 だ。 

くめ あなた、 しッ かりな さいよ、 何 を 云 ふので すよ。 

龍 治 おくめ、 歸 らう。 

くめ あなた、 今夜 は 此處へ 泊めて 貰 ふので せう。 

龍 治 な あに！ もうい、 の だ 0  ( 笑 ひっつ) 可笑しい な 

あ、 ほんと に 可笑しい。 

(かよ子、 いぶかし. けに 父 1^ 見ろ。) 

くめ かよ子 や、 お父さん をもう すこし ここへ 置いて おく 

れ C わたし は 今、 家へ 歸 つて トランク を-取って 來 るから 

ね。 (龍 治-. 0 あなた、 もし、 家へ 歸ら ない 方が いいの 

でせ う、 ええ？ 

龍 治 (急に 悲しげに) うむ、 うむ。 (子供の やうに うな 


づく) さう だ。 

くめ (かよ子に) ぢゃ， 一寸 家へ 歸 つて 出直して 來 るか 

く  t 

かよ 俾を云 ひつけ ませう。 この 13 では 大變だ わ- 

くめ  いいえ、 今度 来る 時は乘 つてく る けれど、 今 はいら 

ない よ， 傘と 下駄 を 貸して 吳れれ ばいい の だよ。 (勇 平 

に) ちょっと 失禮 いたします。 

勇 平 ゃァ、 ぉ氣 をつ けなさい、 大變 ですな。 

くめ (かよ子に) ではお 前 頼んだ よ。 

かよ ええ！ (おくめ Li 隨 ひて 去る) 

龍 治 (落着かぬ 樣子 11 なりて) ねえ！ お前さん は、 人 

殺し をした 事が あります かわ。 

勇 平 人殺し を …… へへ へへ、 まァ 無い ね。 

龍 治 (眼.^ 据 ゑて) 無い？ 嘘を吐け。 

勇 平 噓ぢ やない さ。 

龍 ilH  (藤，^ ひそめて) …… 氣を おつけよ。 捕まる ぞ。 油斷 

をす るな よ。 縛られる ぞ。 

勇 平 (お 味惡げ に 立つ) さァ、 わたし も 行って 寢 ようか 

な。 ぉ客樣 はま ァ御 ゅッ くり。 (立ちて) ああ、 醉 つた。 

(勇 平、 退場す。) 

(龍 治 一 人 残ろ。) 

龍 治 (四？ お？ f;^ 恐ス しげ LL 見廻す) ぁァ 、己一 人を殘 して、 
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^^：行ってしまった。 (t^ ほしく) この間に 逃げない では 

駄目 だ。 この 問 に …… 

(かよ子 《化 場す。) 

かよ (何事し なげ に〕 あら、 お父さん 一人な の。 益 村 爺 

さん はどうして 0 さあ. もっとお 飲みな さいよ 0 

(RC 使の 女 場。) 

召使の 女 (かよ子に) 奥 さま、 ； さんがい らっしゃ いま 

した。 

か i 弟が.？ 

召使の 女 (背後 LL,:5 つて) ど ぞ こちらへ。 

(前 一:^ の 信 sfT ただなら 面 持に て ュ 場す 0 召使の 女、 

去ろ。) 

3；£ 男 姉さん！ 

かよ お、 信ち やん。 お前 そこでお 母さんに 逢はなかった 

かい U 

信 男 ？ ^はない。 (父， か 見ろ) ぁァ、 お父さん，. 

かよ 母さん はたった 今 出て 行った の だよ。 

0^ 家へ 歸 つたの かしら。 に 川が 出 米た の でね。 

か r< どんな =： なび.」 

信 男 今、 is 察の 人が 來 て，； r お父さんが ゐ るかと 云 ふの 

さ，， そして どんどん 家へ 上って お父さんの 持物 を し らべ 

て んゎ つたの だ 0  a 几^して) お父さん！ 警察で 調べら 


- 

れる やうな 事 をした のです か。 

(龍 治、 激しき 表 あり。) 

かよ それで どうして。 

信 男 そして * まるで 僕 等 を 罪人 扱 ひに して、 いろんな 失 

敬な 態度で 何 か 云 つ て 調べ て 行 つ た。 多分、 姉さん の 

處だ らうと 思 つ たけれ ど 僕は默 つて ゐた。 … … 姉 さ ん . 

ちょつ と 話しが あるから 顏を 貸し て 下さい。 

かよ ここで はいけ ない の ひ では…. (二人、 室外へ 去る。) 

龍 治 (i^ ほしく) さあ- この 問に 逃げない では。 女房 や 

子供 も 警察の 手先に なって ゐゃ がる。 

(最前、 かよ子の 置きた る 紙幣，^ 卓の 上より 見出し 險 

惡 なろ^な して あたりん. - 見廻し、 それ，^ 恣 みて， ボケ 

-ント へ 入れろ。 同時 LL* トァ 開き、 召使の 女、 何の も 

なしに 果物 1^ 稜み 4.: る 盆，^ 持ちて 登場す。) 

召使の 女 (驚きて 朵 物 vJ- 床 LL 落す) なんで 御座います。 

龍 治 (女の 肩 1^«r つかみ Li する) 貴樣、 見た な。 (絶望 

的-,: 手ん I 離して、 ょス よると 检子 LL 腰，^ 落し、 SH の^,^ 

むしろ) 

召使の 女 (盆 1 卞早上 に 置き 去らん とす) 

龍 治 (立ち上って 女の手，^ つかむ、 片手 lL 果物 ナイフ,^ 握 

リゐ ろ。 ； iv ンと 女ん、 ！！む) 人に しゃべる なよ 0 人に しゃ 

ベる と  (ナイフ 板リ あげる) かう する ぞ。 
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^^の ンメ ヤシ ラ 


召使の 女 (驚き 叫ぶ •) あれえ！ 

龍 治 うぬ。 

(カロ 使の 女、 逃げようと する。 龍： お * 狂暴-し 髮の 毛，^ 

つかむ。) 

召使の 女 (恐ろし さに 聲立 たす) わたくし …… 存じ ませ 

ん。 何も 申しません。 あれえ …： 誰か 來て 下さい。 (叫 

ぶ) 

龍 治 畜生！ 

(强く 一 屑 fj- 刺す。 女、 銳 く？ tfj- 立てて 倒れ、 すぐ 起き 

上リ、 また 倒れる。) 

(かよ子、 足早- .1 入リ來 ろ。 これ， か 見て 凝立す。) 

龍 治 (血の つきた る ナイフ,^ ぎク と 見る。 やがて それ,^ 恐 

^^しげ に 投げ捨て、 兩手^ はげしく、 - す"、 すぐ 笑 ふ) 

ひひ ひひに- 

かよ お父さん！ 

龍 治 やった、 また やった！ 

(かよ子 上手へ 行き， 急 ざ ドア ズ ビ閉 め 鍵，^ 卜し、 更 LL 

下手 へ 走リ阁 じく ドアに 鍵， 4- 下す 0) 

(ドアの 外へ 使等駄 け艰リ 集る 。ソ 

扉 外の 一 t ど 5 かしまし たか。 

扉 外の 聲 (叩く) お開けなさい。 どうしました。 

かよ (叫ぶ) なんでもな いのよ、 なんでもな いのよ。 行 


つて 下さい。 あっちへ 行って …… 

扉 外の 萆 何だか 大 變な聲 がしました。 

かよ (ふろへ ながら、 扉 LL 背 yJ- もた^て 押へ ろ やうに す) 

大丈夫です。 ちょっとした 事です。 (はし リて 正面の ぬ 3< 

1^ あ-けろ。 g 降り込 む) 父さん！ ここ. か ら 逃げ て 下 さ 

、 0 

龍 治 (異常 LL 笑 ふ) へへ へへ！ 

かよ (父の 手 v5< 引く) お 願 ひです。 逃げて 下さい。 ¥ く 

逃 „ 竹て 下さい。 (召使の 女の 死骸， ハ ど 抱き起 マ) おな つ… 

…堪忍して おくれよ U 免して おくれよ。 こんな 蒼い 顏を 

して ゐる。 どうか 死なない でおくれ。 (父に) さァ、 お 

父さん、 早く 逃げて 下さい。 醫者を 呼ばなくて はなり ま 

せん。 早く 行かない と、 わたし も餘を てます よ" ドア 

を 開けて 人 を 呼びます よ。 (召使の 女に) おな つ …… し 

つかりし てお ゐで。 死んで はい やよ。 死んで はい やよ. 

龍 治 (戰 傑す) ぁァ、 己 は …… (手 に ついて， C ろ 血， 5- J:^ 

ろ。 唸ろ やう に) 血 だ-血. た。 (室 內，^ 走リ 廻ろ 〕 

かよ こっちです。 こっちです。 

龍 治 (ドア，^ 開けん とす) 

かよ 違 ひます。 そこ はいけ ません。 窓からで すよ。 父 さ 

ん！ 

龍 治 (走リ て、 上手 の戶棚 へ 突？；？ S ろ。 ザ ラ ス 碎け、 音 さび 


父の ンメ ャ -:• 


«.")--> 


しく 立つ) 

か r! 父さん、 ど £. 'なすった のです。 こっちで すよう。 

龍： is  (^ふ) 大變だ 大變 だ。 

(狂暴に上手ょリ下手へ猛サ^..->  K 爐の 石"， i 頭.^ 打當 

て 倒れる" 顷碎 け、 血 は 眼 ょリ き つ。) 

( I かよ子 叫ぶ。) 

aw 治 立つ。 甚だしく ゆるやか に w び 前方へ 例れ、 援 

爐の火 かがやけ る 中 に 上半身，^ 入れ 0 手 もて §a え 盛 る 

やうな ろ述 なす。) 

(やがて 中 is  火の 中に 埋めた ろ ま. U 絡 命す。 物の 爐 

りたる IT は爐 より 吹き出 づ。) 

かよ (これ *v 凝視す る 数秒 時) ああ、 父さん！ 

(喪神して lijs 倒す 0) 

— 幕 — 
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死の 痴 F^l き し类 


太 淸 松 く しか 純と 良 

太  之 
市 吉郎め げ ね 助み 造 


第 一 場 

えびす 屋 の奧、 富 食な ろ樣 調度 其 他-」 見 ゆ。 舞 臺に は 

二つの 部 aJJ,^ 造ろ。 上手 は .M 敷， 下手 は 茶の iiLL して 

長火鉢 三味線な ど あり。 

時 は 現代。 秋の はじめ。 午後 二 時-こる。 

幕 開く と、 舞裹哲 く 人 無し。 

やや 間，^ 置きて 下手よ リ 店の 者 士  旅行 飽.^ かつ ざて 

入リ來り茶の間，^>3リて座敷の隅へ^く。 綾 さ乂下 

太 市， 大 なろ 行李.^ かつ 來リ、 洁吉 に 渡す。 

洁吉 (荷物， a- 受取 リズ 中へ 速ぶ) よし 来た。 

(太 市 去ろ。 店の 者 松 太郞、 合 W 袋，^ 持ち 來 ろい， - 

松太郞 淸 どん >  もうこれ でお しま ひだ C 

涛吉 さう かい。 

松太郎 (合 財 袋， 4- 同じく 部 房の 隅へ §a く 時、 口より- - ぼれ 

て お， e;  了权 落つ) なんだ、 寫眞か 。 

S 誰 方の 寫 1K だい。 (^く) 

松太郎 (笑 ふ) これ ほ 若旦那が 御 養子に 來 なすった 時の 

寫眞 だ。  ， 

淸吉 なるほど、 こっち ほ 行 子さん だね 。美麗 だな。 これ 

です こし 足りない の だと はどうしても 思へ ない ね。 』 


美しき 白痴の 死 (1 S 


行 


爲 


物 

子 


さ. 1HS 


えび す 屋と云 ふ 富める 吳服屋 の 

姉 娘、 美しき.： n 痴 (二十 五 歳) 

行 子の 妹、 虎の 門出の 當世 風な 

女 01 十三 歳) 

えびす 尾の 養子、 前記 二人の 夫 

(S 十 歳) 

えびす： M の 主 (五十 七 八 歳) 

貞 造の 後 添 (四十 五六 歲) 

おとみの 子 (十九 歳) 

髮結 (三十 七 八 歳) 

ぉ針の女(四十^2位) 

女中 (二  4- 四 五 歳) 

店の 者 (二十 三 四 歳) 

店の 者 (二十 三 四 鼓) 

下男 (五十 歳 位) 


死の 痴 L'l ■>  l  ^ 
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松太郞 さう さね。 (お 3£ ハ,^ もとへ 仕 舞 ふ) ぉ氣の 毒， な r< 

さ。 ああして、 その 時の 寫 W を 持って ゐる やうで は、 白痴 

は -!: 痴な りに 若旦那の 离を 忘れず にゐ るに ちが ひない。 

洁吉 まだ 何にも 知らないの だね。 

松太郎 さう だと も、 問 かせて あり やしないの だよ。 

卜：" ぢ ゃァ、 やつば り 若 那 のお. さんの 心算で 歸っ 

て來 たんだね え。 

松 太 * さう だ。 (いやな^ すろ) どんな 氣持 だら う 

な。 

^吉 さう さ。 だが、 いくら 类人 でも あんなで は W ろね え。 

このお 家なん-そ、 金が あるから いいやうな， f のの、 さう 

でな い， i へ あんな 娘が れ たら * 父 Mi 子 を 幾人 も 生ませ 

られ て、 一 ja? 氣の IT たぜ。 

松太郎 それにしても …… (兩 人？； i しつつ 去る) 

(女中く め？ _:>:lf。) 

( 11 11^§圃>^三ッ四ク、 よさ 返へ 敏さ： IS1 ベ、 11- 1!^. 盆 

の W おな どなし ゐ so) 

(妹娘 ほ 子 來リ. 茶の II の 長火鉢の 前へ 坐る、」 美しき 

女。 勝お らし.. T ヽ はさ はさし. V： ろ 物言 ひ。 束 髮。) 

ほ 子 (くめに) おくめ。 姉さんが 歸 つてい らっしゃった 

ん だってね。 つ 

くめ よい、 もう お^きで ございます。 いま 表のお 座敷に 


ゐ らっしゃ いました。 

爲子 (心の 洛 翁かぬ 樣 にて) おしげ も 一緒 かい。 

くめ はい， 御 一 緒で 御座います。 

(くめ、 去ろ 0) 

(養子 銀次郎 入リ來 ろ。 ォ氣 走りた ろ 色淺黑 き、 冷淡 な 

自我 的な 處が 近代的の 如才なき 漾 子-し 隱 されて ゐる 「0 

Ms  (お 子に) お 行が 歸 つて 来たさ うぢ やない か。 

1^ 子 ええ！ 

銀次郎 (そに そ はしながら) 私 は 離 座敷へ 行 つて ゐる 

ぜ。 

^子 あなた * まだ 逢 はない の？ 

銀次郎 うむ 0  ( ラマ 笑 ひ，^ しつつ) 氣が とがめて ゐ るの 

だ. 

a 子 まあ. いや だ わ。 (イン ノ セントな ろ 笑 ひ) でも， 

どうせ 一 度 はこの 氣持を 味 ふ 覺悟ぢ やない の。 

S 郞 それ はさう だ" でも * 今日に なって 見る と、 いや 

な氣 持が するな。 

^子 (むっとして〕 では， 初めから こんな 事に しな けれ 

ばよ かった ぢ やない の 0  、 

銀 S だが、 あれ を離緣 しなければ お前さんと 夫婦に は 

なれない の だからな。 

ほ 子 夫婦に なん ぞ ならない ッ たって …… 。 


6'S 


？ H の痴 白き し-突- 


銀 次 郎 (遮って〕 それ はだめ よ" 第一 * そんな 身體 にな 

つた ぢゃァ ないか。 氣が 利かない。 (ぉ爲 腹ん <押 へろ) 

お 行 を あんな 俊 能 だと 知らないで. ここへ 来た わたしな 

の だから、 あれ を 離別した つて、 別に 阿漕な 事 をした わ 

けで もなんでも あり やしな い。 

爲子 口で はそんな 事 を 云 ふけれ ビ * おどおどして フ3 らっ 

しゃる ぢ やなく ッ て？ 

銀 次郞 (苦笑す) さう 云 ふわけ ではない が、 ただ， お 行 

が 何も 知らずに ゐ るので * 初めて 聞いた 時 は * どんな 樣 

子 をす るかと 思 ふと、 それが 可哀想 なんだ。 

ほ 子 あなた はま だ 姉さんに 未練が あるの だ わり あなたに 

未練が あつたって、 姉さんの 方で は、 あんな 人 だから あ 

なた の 顔 だって 忘れて ゐる かも 知れな くって よ。 一 緒に 

ゐた 間より、 別れて ゐた 間の 方が 長いから。 

銀次郞 とにかく > わたし は 離れへ 行って ゐる。 (强 ひて 

笑談の やうに) まあ >  あと はよ ろしく K むよ。 

1^ 子 たしかに あなた は 姉さんが 忘れられな いのね。 (淚 

S^LLVO あたし， どうしょう、 こんな 身重で ゐ て.」 

S 郎 おいおい、 冗談 ぢ やない よ、 あんな 白痴に 惚れて 

ゐる 奴が ある もの か。 

爲子 だって、 美人です からね。 

銀.^ <郞 いくら 顏 ばかり 美麗 だって …… (ち よいと 爲 子の 


頓 1 ^ど 指に て 突く) ねんれ え て ^ る なぁリ 

爲子 (笑 ふ) 浮氣を すれ は 取 殺して あげる からい いわ。 

たんと なさい つ、 

銀 次郞 (笑 ひっつ 出で 打く) 

(主の负造及びその^|1-ぉ>-み、 お；^ げ * 姉 娘 行 子の 

四 人、 下手.^ リ 登場。 行 子と おしげば、 今旅.H!リ^gリ 

着き.；.： ろ樣リ 

OS? 造 は 太りた ろ 元氣 のよ. v ヽ いつも 氣 V や 放れ S 赤 

ら 額の 男。 物 首 ふとき 舌す こし）^ つれ ろ氣味 あり。) 

(おとみに 小柄の. 弱々 し- -T 、人の よさ さうな ろ 女、 小 

さき丸^1§ に iii ひゐ る。 おしげば 忠 な ろ 打 子 の附& * 

實體 なろ 女 0) 

(行 子 は. 色白く、  -ssg の すこやか なろ. 械 めて 类し 

き録 人。 され ど 綺祌の 不具者の 持てろ、 やや 悲しげ な 

ろ 空虚の 表 i?.^ ズ" し ゐろ。 眼の 光り 弱く、  口許 Li 淋し 

き 松 あり。 輪廓 正しく、 鼻高く， 髮の 人に 優れて 黑 

くお々 として 美し 0 一見 斃 魔に して 人ん-魅す） 

の 調子！， L 述絡 無く、  5^ に は 命な し 0 丸 Sl5_,l:si=, ひゐ る。) 

おとみ (お 子に) 爲 ちゃん！ 姉さんが ぉ歸 りに なった 

よ，、 

爲子 あら >  ぉ歸 りなさい。 まァ 草臥れた でせ う。 

(行 子- V つと お 子, 見ろ。 微笑し) 


死のお liii ^  im 
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E 行 55; 

子 秋 子 子 


行 子 ちゃん * 大きくな つたこと ね。 

お 子 え？ (袖- IL て 腹 VJ^f^ す やうに) わたしが？ 

行 子 さうよ！ (おとみ LL) 牛 兌ない と 變. リ ますね 。- 

(^ 子 Li) 爲 ちゃん、 なんだか 大人の やうに なって よ。 

は 子 だつ て、 わたしもう 廿 三よ。 

行 子 サ三？  (filf へて) さう ね、 わたしが 廿五. たからね 

え。 でも あなた、 ほんとう になに 變っ たやうな 氣 がする 

のよ。 ふ〕 

(ゆ：：々^ 敷へ 入ろ。) 

行 子 ！  ffi でも 取つ た ら どうだい。 秋に なった と 云 

つても >  まだ！^ いからな あ。 

行 子 ありがたう 0 さう でもありません よ。 (小さき ssyj- 

出して S ひ 出し や b やう- し も ふぐ) 扇 を 持って ゐま すか 

S さう かい、 そ. はよ かった な。 (ふと 淋し. けに 眼 1^ 

-てら す〕 

行 子 おしげ も 持って ゐ ますの よ。 ねえ、 おしげつ 

おしげ はい、 持って ります よ。 

おとみ おしげ！ お前. 草臥れたら うから、 勝手に 下つ 

てお くつろぎよ。 

おしげ ありがたう 御座います。 

は 子 (おしげに) 祌戶 でも 皆さんお 變 りない の。 


おし. け はい. よろしくと 仰 有い ました。 皆さんお 變り御 

座い ません。 or)  S の 方が 餘 ぉ凉し い やうで 御座 

爲子 さう かねえ。 

おしげ 半年 振の 東京で 御座います から、 停|£十場へ^6きま 

したら * なんで ございま すか、 ぼう ッ としてし まひ まし 

た。 矢張り 東京の 方がず ッ とよう 御座いま すね。 

爲子 さ うだらう ねえ。 

ト M 造 行 子 はすこし 太った やう だな。 

行 子 (頰ん 、押へ る) ええ、 運動し ましたから。 海へ 人ら 

. ^としました けれ ビも、 お し げが いけない つ て 云 ふ か ら 

やめました 〈i: 磨の it はは 隨分 水が きれいな のです けれど 


おとみ さ-つ だって. , 

行 子 空氣も いいし. わたしの せ S はもう す つかり 直つ て 

しまったし U  、 

おとみ ほんと、 つに、 丈夫々々 におな り だ こと。 

(やや 13 

姉さん、 どうして 突然 歸 つてい らっしゃ つたの。 

だって. 歸 りたくな つたんで す もの。 (嘆息して) 

になった しわえ …… 0 

秋に なって 歸 りたくな つたの。 雁 見たい ね。 (笑 ふ) 
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ダ d の痴白 きし 奏 


fr  U  tr お 


ませう。 

おとみ どうせ 夕方に 立て直す つもり でお 前 達 だ けに 沸か 

したの だから。 お 行ち やん、 人って おしま ひなさい よ。 

行 子 (も もリし V0 え、 …； あの、 (口-こも リ な-から) 

まだ あちらに 御挨搜 をし な いのです もの 。藩換 へ な い 前 

に 御 挨拶 をして …… 。 

おとみ 御 挨拶 をリ …… あ、 若 ロー 那 にかい。 

行 子 え  >1! まだお 眼に か  >  りません から 0  (間) どう 

なすった のでせ う。 

良 造 銀 次 郞には あとでい、。 かま はない から 入って おし 

まひ。 

行 子 どこかへ 行 らっしゃ いました か。 

おとみ さァ、 どう だか。 爲 ちゃん * 若 日； 那は御 店 かい。 

^子 さう かも 知れません よ。 事によると 十三 丁目へ 行つ 

たか も 知れません。 

行 子 さう。 ぢ や- 御免 蒙って …… おしげ や、 離 座敷へ 行 

つて 着換へ てし ま はうよ。 

おとみ (驚いた やうに) あ. 離 座敷でなくて もい &のだ 

よ。 あなたの 簞笥 はこつ ちへ 來てゐ るの よ。 (指して) 

それが さう です よ。 

行 子 あ-, T わたしの 簞笥が こっちに 來てゐ る わ。 (笑 ふ) 

用 簞笥も ある わ」 鏡 峯ー は？ (無意 咏に笑 ふ) 


行 子 だって. 初めつ か ら 半年 位 の 心算だった のです もの。： 

(突然に) 爲 ちゃん わたし 釣 をして よ。 ねえ、 おしげ 

； ぇ&、 面白、 つ 御座いま したね。  一 

面白かった ね。 (笑 ふ)  一 

(冷笑) 肺さん にも 釣れる お 魚が ゐて？ 

(まじめに) ゐ てよ。 澤山ゐ る わ。 (悲し さう Li) 

でも 二度し か 釣れなかった わ。  一 

爲子 ほんとうに 釣った の 。おしげが 釣った のでせ う。 (か 一 

ら かひ 面に) それに 違 ひ 無い わ。  一 

行 子 あら ひどい わ。 (悲しげ- 10 自分で 釣った のよ" ね 

え、 おしげ- さう だね え。  - 

おしげ (うな づく) さやう です とも。 

おとみ (爲 子が 何 か 云 はんとす ろの. ^遮って) 行ち や 一 

ん>  お前、 お 風呂 はどう だい。 

行 子 え \！ (部；^ の 中ん 見廻. r  。夫の 銀 次 郞 待つ 心) 

まだよう ございます。 

おとみ 藩 物 を IS か へ て樂 におな りなさい な。 その 方が ^ 

いでせ う。 (微笑) それに 、お客様 見たい に、 そんなに 一 

きちんとして ゐて はた まらないで せう。 お 風呂に 人って 

からお 話 をなさい。 おしげに もっか はせ るから ね」 . 

おしげ い、 え、 わたくし は 夜分で 結構で 御座います。 ま 

だ 日 ー那樣 もお， M 儀さん もお つか ひ になら な い の で ござ い 一 


死のお lii'i •>  im 


r>6\ 


は 行 H  r は 行 ほ U お 

"1' 子 子" i-  "i.  -J- 子 -J- と 


貞造 何 を？ 

爲子 何をッ て、 わかって ゐるぢ やない の。 

貞造 あの 事 か？ それ はお 母さんから 話して 貰 はう。 

ぉ，^み わたしで すか。 (眉，^ ひそむ) では、 わたしが お 

しげに 云って， それとなく 行さん に 話して 貰 ひませ う。 

爲子 わたしね、 姊 さんに は 云はなくて も、 よく はない か 

とお も ふわ。 あ V 云 ふ 人 だ か ら氛が つかない か も 知れ ま 

せん わ。 

おとみ わたし もさう 思 ふので すけれ どね え" 

爲子 皆で 默 つて ゐ ませうよ。 大丈夫よ。 姉さんの 事です 

か ら 生涯 わからな い か も 知れな い わ。 

貪 造 (腹立たしげ に) そんな まてが ある もの か。 今 も 道具 

の 置 場所の 事で， 不.： ^さうな 顔 をして ゐたぢ や 無い か。 

お前た ち が 離れに 寢 て、 姉 さ ん が 六 疊に寢 たなら ば い く 

ら 白痴 だって 氣 がっかない 譯が ある もの か。 それに、 今 

日の あんばい では * 大分 腦が 落箭 い て ゐ る や うぢ やない 

か。 (うなだれろ) なほる と 云 ふわけ に は 行かない もの 

かな あ。  2>"っ、- 

ほ 子 それ は 駄目です よ。 性來 なのです もの。 

良 造 (立つ) わたしに お 酒の 支度 を させて お 吳れ" (不 

快. 迫 ひ 出す やうに 頭. 振ろ) 店へ 行って ゐ るから な。 

おとみ はい！ 


ほ 子 鏡 毫も 机 も 來てゐ てよ。 六 Bwi にちやん と片附 けて あ 

つてよ。  -T, . 

行 子 六^に (うな づく) ：… 。では 若旦那の 簞笥ゃ 卓 も 


み (口-こも リ つ、) それ は 離れに ある けれどもね。 

わたしの だけ こっちへ 来たの？ 

さうよ a 

どうし て せう。 

向う がせ まくな つたから。 

どうして せう。 

其が ふえた からです よ。 

若旦那のお 道具が ふえた の" 

え >.! (舌 打す る) うるさい わね 。しっこい 人ね。 

(行 子 * 不 m.^?f さうな 欲) 

(おしげ、 表 as あり。) 

おしげ ではお 風呂 を 一； W いてし まひ ませう。 おむさ ま. さ 

、「なさい まし リ わたくし がお 货中を 流し ませう。 

；仃子 (うな づく) 六 Egi へ 行って 着かへ ませう。 

iwt;5! (沈 ょリ覺 む) ぁァ それが い  。それが い、！ 

(；仃 子 上手の 緣 より 去ろ。 おしげと もに ^く。) 

(三人、 額な 見合す。 沈^。) 

ほ 子 ねえ、 お父さん！ 姉さんに 今日 話す の？ 


死のお! ifi  -> 


(貞造 去ろ。 沈默 o) 

ほ 子 ねえお 母さん！ 

おとみ なんです。 (l-ttf^ はたく) 

爲子 わたし 達の して ゐる事 はわる い 事で せう か。 

おとみ さァ！ どうで せう ね」 

$3 子 どうで せう ッ て 云 ふと わるい 事 か も 知れな い と 思 つ 

てゐ らっしゃ るの ねえ、 母さん は？ 

おとみ さう 云 はれる と 返事に 困る わね。 それ は あの人の 

不運なん だから 氣の毒 は氣の 毒です けれど、 どうも、 仕 

方が な いぢゃありません か。 

爲子 (いら \1 -て) わたしたち は 惡ぃ事 をして ゐ るん 

ぢ やない と 思 ふわ。 當然の 事 をした の だ わ- 姉さん は あ 

んな 人な の だから、 本來 ならば 初めから 結婚なん かさせ 

る 方が 間違つ てゐ るの よ。 若且那 だって まさか 姊 さんの 

み 6 ひ 

頭が あんな だと は 知らないから、 一 度 見合 をした きりで 

結婚な すった のよ」 あとで、 腹 を 立てな すッ たの も 尤も 

だとお も ふわ。 …… 全體 家の人た ちがわる いわ。 皆， い 

い 加減な 事 をして、 世間 を 胡麻 化さう とした もの だから、 

今日に なって こんな 事に なつ てし まふの よ。 

おとみ だって 爲 ちゃん、 さう あなたの やうに わたしたち 

ばかりが 惡 いやう に 云った つて、 若旦那と あなたとの 間 

に、 まちが ひ を 起し さへ しなければ. 今度の やうな 事に 


ならな かったんで すよ" 

爲子 ぢゃ 母さん。 わたしたちが 淫な事 をした から、 仕方 

がな しに 一緒にし たと 仰 有る のね？ 

おとみ さう はっきりと は、 云 はない つもりで すよ 0 

子 わたしが 姉さんの 夫を寢 取つ たんだって、 お 店の 者 

や 世間で も 云 ひふら して ゐ ると 開いた けれども …：. 母 さ 

ん までが そんな 事 を 云 ふなん て あんまり だ わ。 

おとみ 何も そんな 事 を 今日に なって 云 ふに は 及ばな いぢ 

やありません か。 世間で は 何 を 云 はう とか まやし ないで 

せう。 どうせ 世間で は 姉さんが 氣の惠 だつ て 云 ふに きま 

つて ゐ ますよ。 (低い It で) 世間 はよ く 知って ゐま すか 

らね - 

爲子 (立つ) どうと も わたし はかま はない わ. さんな 

ん かに 結婚 させた 罪 は 母さんに だつ て あるの よ。 

おとみ (. 嘲笑 ソ あなた 方のお 母さんが、 あんなお 子 を 生 

ん だのが わるい のです よ" 然し、 そんな 事の なすり 合 ひ 

は 下らな いから やめ ませう。 

(^子、 去る。) 

(弟 純 之 助、 學 校の 制服， .5- 翁て 歸っ乂 来る。 十八 九の 

額 色の 優れ i2 多病 さうな 祌經 質ら L-T) 少年り) 

おとみ おや、 ぉ歸. リか い？ 

純 之 助 (汗^^^^きながら) たに 今，. 母さん. 大きい 姉 


死のお; il'l  >  ！  ^ 


さんが 歸 つてい らっしゃつ たんだつ てね。 

お とみ ぁァ、 今し がた 歸っ ておい で だよ" 今朝 電報が 來 

て， ^1.4に.歸って來たのだょリ 

純 之 助 さう！ どこに ゐら つし やって？ 

おとみ いまお 風呂 だよ、 せ しげと 一緒に …… 0 

純 之 助 小さい 姉さん や 義兄さん はどうして。 

お } み 1^ 兄 さ んは 十三 T 目へ 伺った のか も 知れな い よ。 

小さい 姊 さん は 今まで ここに ゐた。 何 か 招か い。 

純 之 助 い、 え、 あんな 人た ちに、 用なん かはありません。 

おとみ なんだ ね、 そんな 亊を 云. ふ もの ぢゃ ないひ" 

純 之 助 かま ふ ものです か 0 あんな 人た ち はけ だもの だか 


おとみ これ！ (あたりに i-^, や^れ ヾ) 何 を 云 ふの だ 

よ、 お前 は？ 

純 之 助 だって 母さん！  ^は ど- 「考 へても 大きい 姊 さん 

が t 讽の lis でし やうがない。 大きい 姉さん は 優しく つ て ほ 

ん とうに 無邪氣 で、 ！ い いほ どな、 天 露 斓漫な 心 を 持って 

ゐ る 人です からね" その 人の 夫 を 取り上げて しま ふなん 

て、 おにい けない 事ぢ やありません か。 餓-么 切って ゐる 

ものに、 ほんのすこし たべもの を やって、 あと を-取上げ 

る やうな もので * たべもの を やらない 以前 の 方が よつ ぼ 

ど 親 a- です よ。 こんな 簡，單 な^が わからな いわけ はな い 


の だが な あ。 (ra) ねえ、 母さん) ほんと に 大きい 姊さ 

んは 可哀想な 人です よ。 僕 は， なんだか 昨夜い やな 夢 を 

見ました よ。 (il) どうも 恐ろしい 結果になる やうな 氣 

がして 仕樣がない リ 

おとみ 何と 云っても、 どうも 今にな つて は仆 方がない。 

取 返しが つ，. がない からね。 

純 之 助 僕 は 義兄の 顏を 見る の もい や だ。 こ V の 家の 財産 

を 目的に 養子に 來 て 自分の 妻の 妹 と 結婚 し て 本當 の 妻 を 

離別しょう なんて、 そんな 間違った 事が ある もの か。 

おとみ そんな 事 はお 前の 知った 事ぢ やない よ。 つまらな 

い 事 を 云 つ て 憎まれる といけ ない よ。 

純 之 助 かま ふもん か。 いくら 憎まれた つてい、 や。 こん 

な 不潔な 家に はゐな ぃッ たって い いんだから。 

おとみ (銳 く) 馬鹿 を 仰 有い！  二度と そんな 事 を 云 ふ 

ときかない よ。 

(おとみ 去ろ。) 

(銀 次 f 上手よ リ來 る。) 

銀 次郞 純ち やん、 今日は 早い ね。  . 

純 之 助 (無愛想に) ぃト え、 いつもの 通りです。 義兄 さ 

ん、 大きい 姊 さんに 逢 ひました か。 

S 郎 い、 や、 まだ 逢 はない よ。 

純 之 助 (皮肉-」) 逢 ふの が こ はいで せう。 


c,r.4 


死の 痴 n  -》 し 关- 


銀次郎 どうして？ 

純 之 助 ふむ。 姉さんに 逢 ふと 裁かれる やうな 氣 がする に 

ちが ひない からな 0 

銀次郞 そんな 雍は 子供の 知った 事ぢ やない。 

純 之 助 子供 だ つ て 低能 だ つ て 人間 は 人間です からね。 

銀 次郞 人間で ない つて 誰が 云った い？ 

純 之 助 でも 間違 へられる と大變 だからな。 ここの 家に は 

けものが ゐる さう だ から。 

銀次郎 なんとで も 云 ふさ。 (間) いまに 己の 心 持が わか 

る 時が 來 るよ。 お前 ん なん ぞも感 偽 的な 人道主義 にか 

ぶれて ゐ るんだ せ。 

純 之 助 とにかく * 僕 は 费德の 人が きら ひだ。 

(純 之 助 去る。) 

おれ 

銀 次郞 (座敷の 中 1 や あゆむ) 己は爲 子が 可愛い。 だから 

行 子 を 離別した。 (間) 其た めに 行 子が 不仕 合せになる 

〇 は 可哀想に はちが ひない。 でも それまで 己の 責任 だと 

らお 

はお もへ ない。 だけれ ども、 なぜ だら う、 この 妙に 物 怖 

ぢ がして ゐ るの は。 

さ **  ii  ？  か. U 

(下手よ リ； ；；： 子、 湯 上りの 樣 にて 華类 なろ； め 衣,^ 着、 

滞 手拭に て 襟 許な どなで ながら 來る 0 銀 次 郎ん- 見て、 

感動！^^隱し得す 「ああ」 と 云 ひ、 走り 行かん として、 

ふと 立ちす くみて 相 凝視す 0) 


(銀 次郞は rn,^ 外す。) 

(沈^。) 

(行 子、 そこに 手^ 突 さて 頭，^ 下ぐ 0) 

行 子 ただ今 歸 りました。 大變 長くな りました。 

銀次郎 ああお 歸 りかい。 (間) お 風呂へ 入った のかい。 

行 子 あのう、 皆が 入れ 入れと 云 ひます から、 物 を脫ぃ 

でし まひました。 ちゃん と帶を 締め てゐ ました けれど。 

銀.？ 郎 大措 長かった ね。 

行 子 すぐ 上 つたの です わ。 お湯が 熱 か つたの で …… 。 

銀次郞 いいえ -須 磨の $1- さ！ 

行 子 あ、、 10 

( …… 行 子、 ほほる i み 一/な つかしげ- レ 男-,: 寄り添 ふ。 

つ くら ざれ どもな まめか し。) 

銀次郎 (不思議な ろ 誘惑に 會 ひたる 如くう つと リと女 1^ 

見つ、 肩に 手，^ 置く) ほんと に久振 だね え！ 

(下手よ リ足 年に 爲 子が 來か 、りて 二人ん：； "ろ。) 

^子 あら。 

(つと 1;- 敷へ 入る。) 

(级 次郞、 夢よ" 覺め たろ や、 ヒレ 身， <J '退く。) 

お 子 何 をな す つ てゐら つし やった の。 お 邪魔で して、 姊 

さん！ 

行 子 い  >- え" (無 邪氣に 微笑す) 


死のお rii'i ->  し 01: 


^子 (级 次郎 に) あなた 一 寸ぉ 話が あるので す。 離れへ 

いらっしゃって 下さい。 

銀次郎 うむ。 

(二人 去ろ ひ) 

(行 子、 茫然と 失と 妹の わと 見送り ゐ ろ。) 

(おしげ、 下手より 來リ、 行 子の 足 計へ ひ-さま づき、 

一お，^ こら へ ズ うつむく。) 

行 子 (ぽん ゃリ おしげ VJ-D- ろ) おしげ や、 あたし は 離れ 

へ 行って はいけ な いのかしら？ 

おしげ え、！ もう/,, \. 決して あちらへ 行ら つし やる の 

では 御^いません。 

行 子 (おしげ，^ 離れて ぬ 娘と 緣に 出で て. K の もと 見送 

ろ) 

おしげ (たしなめろ やう に) お 行 樣！ 

行 子 (腑 ち S さま LL て) な あに！ 

おしげ あなた， 何 を そんなに 見て ゐ らっしゃい ます？ 

行 子 もとの わたしのお 部屋が， ちょっと 見たい の だけれ 

ども …… 行って はいけ ない のかね え。 

おし-け (、 、 ら へ？ むすして；^. 1 く〕 

行 子 (不. け-」 おしげ，^ 見ろ) 

11 造 具變ろ I 


第二 場 

同じ 口の 夕方。 前の 場より 三時 間 ほど 後。 えびす 尾の 

離れ、 銀次郎 若夫婦の 住居。 下手 I 面 は 庭。 井戶 ぁリ。 

石の 井桁..^ めぐらしたり 。竹、 七 八本 生えて ゐろ 中に 

燈籠 あ-り。 

爲子、 丸 I.ILL 結び 上げ ズ、 髮 結のお かね、 背後より 

:s で つけて ゐろ。 

おか..；； どうもお 待ち 遠 さまでした。 ぉ髮 がい 、ので. ほ 

ん とうに 結 ひ榮が 致します よ。 - 

^子 どうも 御世 話さ ま！ (鏡の 中 聰 きつ、) よく 出 

来ました こと。 

おかれ ハイカラ も 大層お 似合 ひになります が、 あなた、 

髢 はまた 一 入で 御座いま すよ。 

爲子 (微笑) 姉さんが 脅に 結って ゐ るの を 見たら ば、 急 

に 結って 見た くな つた， のでね。 (鏡 片 づけながら) 姉 

さんの 髮 はほん とう に 澤山 ある のね。 

おかれ さよで 御座います ね。 御 容貌 もい &し、 勿體 無い 

やうで …… (氣 がつ いて 笑 ふ) これ はとんだ …… 。 

お 子 (笑 ふ) ほんと にさうよ。 あの 通りす こし 變 なので 

す ものね。 

(おかれ， 道具，. J- 片付けつ 、。) 


fifis  死の 痴白 きし 美 


おかれ …… お 可哀想な 方で ございま すねえ。 (爲子 不快 

けなる 表 r:^,^ なす) 然し- まあ どうも 仕方 御 鹿い ませ 

ん。 ： ； 今 曰お 歸り になった さう で 御座いま すね …… 。 

ひる 

爲子 え \> お 午す こしす ぎに。 

おかね 急だった ので 御座いま すね。 

子 さうよ 。あ X 云 ふ 人の する 事 はほんと にわからない 

わね。 

おかれ さう で 御座いま すね。 (道具，^ 片. つけ 終りて) こ 

れは御 邪魔 致しました。 

ビぉ子 もうお 歸り？ どうも 御 苦勞樣 でした。 では また 明 

曰 どうぞ-」 

おかね 畏 りました。 さやうなら。 

爲子 さやうなら。 

(おかれ 去ろ。) 

(銀. ヌ，！ 5 緣 ひに 來 る。) 

銀 次- 郎 丸 に 結った のかい。 

爲子 ええ。 今度の はよ く出來 たでせ う。 

銀次郎 うむ。 なんだか わたしに は 分らない が。 

お 子 薄情ね え。 姊 さんが 歸 つて 来たら 急に 薄情に なった 

のね。 

銀次郎 馬鹿 を 云って ゐら ぁノ 

子 姉さん はお 美！^ だし、 太って ゐ るし、 殊に ああ 云 ふ 


人 は 面白い さう ですから。 

銀次郞 よさない かい。 冗談 ぢ やない よ。 

(爲子 笑 ふ。〕 

鋭次郎 お前が SW に 結って ゐ るの を 見たら お 行が 變に思 ふ 

ぜ 0 

ほ 子 かま やしません わ。 も. つ、 どうせ わかる のです もの〕 

(-M 立た しげに) ほんと にあな た • 意氣地 無し！ 心配 

でくなら ない の わえ。 

銀 次郎 でも、 相手が 馬鹿 だけに、 とんでもない ぎに な 

ると いけない からな。 

爲子 でもね、 案外 問 分けの いい 人な の、 たから、 ^に. -ム 

つてき かせれば、 よく わかる かも 知れない わ" 

M 次郎 (1? い^) ふむ. どうも …… 0 

1^ 子 また 考へ 込む のね 。(鼻？ 錄に なリ て〕 わたしに も 倦 

きたので せう。 わ た し も： M さ んの やうに 捨てられる のね 

え。 

,,..15<中 な J い 勿 _) 

女中 あの、 御 膳の 御 支度が 出來 ました。 

銀次郞 、「む， 今 行きます よ。 

(女中 去ろ a) 

子 頂いて しま ひませ うか" 

〔二人 去ろ。) 


处 痴 n  -> し实 


r.r,- 


行 n  fr 


…爲 ちゃん はま だお 嫁に 行かな いぢ やな いの？ そんな 

髮 解いて おしま ひなさい よ。 

is 子 餘計 なお 世話 だ わ。 わたしの 髮を わたしが 結つ たん 

です もの。 

行 子 でも 可笑しい わ。 お解きなさい ッ てば。 

子 (行き かけろ〕 あなた こそお 解きな さいよ。 

行 子 (怒ろ) わたし みんな 知って ゐる のよ。 

一 $5 子 (嘲笑) 何 を！ 

行 子 髭なん ぞこ はして おしま ひなさい よ。 

(お 子の 髮に手 1^ かける。) 

^子 (叫ぶ〕 何 をす る C よ。 姉さん！ 

(；仃 子、 憎げなろ^？なして、 ほ 子の 髮 、 はさんと す 

る。 爲 子れ ふ。) 

(銀 次郞來 る。) 

銀次郞 どうしたの だ。 

^子 (銀 次郎 にす がる〕 姉さんが わたしの 髮をこ はす ク 

て 云 ふの よ.」 

(行 子、 爲 子に か. -る。 銀 次 郎-ぉ 子 vi- かばって 行 子 

突く。 行 子 緣ょリ 落つ。 再び 起き 上る。 美し さ 鎮はゅ 

がみて 狂暴 LL なリゐ ろ。 猛然と 银， 郞 にか 、 ろ。) 

(銀 次郞 、恐， けに 身 退ら， L て 行 子 1^ 突く。 行： ナ、 

よ, ^めく。) 

一       . 


(舞 く 人 無し。) 

(下手 奥より 下男 太 市 出で 來リ 井戶の 傍な ろ燈 籠に 灯 

,e ^入れて 去ろ リ) 

( ：： ： 淋しき 夕風 の 音。 秋の た そが れの靜 かなる ひと 

(行 子. ^ょリ ひそかに 出で 来ろ。 異常な ろ 表情。 座 

敷の 中に 入り、 あた リ， な 珍ら し. け LL 見廻す。 簞笥 * 鏡 

^. 机、 すべて，^ 細かに 注視す。) 

(戸棚 VJ- 開く。 お 具？ ™w 等 見 ゆ。 男 枕 一つ， 轉げ 出で 

ヾ行子の足許に^5£っ." ぼんやりと、 それ，.？ - 眺め ゐ ろ。) 

(お 子- 上手よ リ來 かかる。) 

子 まァ 姉さん、 何 をして ゐ るの？ 

行 子 0^ さて 枕，^ もとへ！^ し ix 櫚， 閉めろ) なにもして 

ゐ やしない わ。 

は 子 失體ぢ やない の、 なぜ わたしの 戶棚を あけた の？ 

人の もの を だまって 見る なんて， 失禮ぢ やありません か。 

子 こ k はわた しの 部屋だった のよ。 

子 でも 今 は あなたの 部屋 ぢ やない のよ！ 

子 若 日ー那 のお 部屋で せう。 (爲 子の SSvS? 見る) あら、 

ちゃん、 丸 僭に 結った C まァ！ 5- 笑し いわ。 

$r す 何が を かしい C? 

む 子 UB< ふ〕 丸 撮 はお 嫁に 行って から 結 ふ ものな のに…； 


E の痴 3 きし 美 


( 弟、 純 之 助 来ろ 。ソ 

純 之 助 姊 さん を どうす るんだ。 

銀次郞 お前の 知った 事ぢ やない。 

純 之 助 姊 さん を いぢめ てゐ るの だな。 (怒る。 爲 子に) 

大き い 姉さん を いぢめ ると、 震 は 何 をす るか わからな い 

ぞ 一- 

ほ 子 生意氣 をお 云 ひで ない。 

純 之 助 畜生。 

(純 之 助， 爲 子，^ 突く： 銀 次 郎純之 助の 親^ 打つ。) 

純 之 助 打った な。 

(S 次郞 にか、 る C) . 

(主、 貞造來 る。) 

M0 どうしたの だ。 

純 之 助 お父さん。 (叫ぶ やう lO お父さん， 大きい 姉 さ 

んを どうす るんで す。 

良 造 何が"  , 

純 之 助 大きい 姊 さんが 頭の 工合が 惡 いのは、 姑さん 自身 

の罪ぢ やな いんです。 それ を、 ，てれ を …； 「- 

Ct 子、 隙.^ 見て また 爲 子の 髮 VJ- つかむ、 髮こ はれろ-" 

お 針お しげ 出で 來リ、 行 子， や 押へ ろ J 

おし. け まァ行 子樣、 どうな すった のです。 

行 子 ハ泣さ 叫ぶ) 皆で わたし を …… わたし を …… 。 爲ち 


やん が 若旦那 を 奪 つてし ま つ た 

おしげ (慰めろ) そんな 事 は 御座いま せんよ。 (他の 人 

人 lO どうぞ 暫く こ  へ 御 置き 下す つ て  あちら へ 

お いで 下さ いまし， - 

C. 负 造>  悲痛なる 表情 LL て K し 去ろ。) 

SM 行 子， わからない 事 をす ると かう する ぞ。 

(院 みズ 手，^ 振 あぐ q) 

a 仃子， S る しげに 身 vJ- 縮める.' 銀 次郎、 爲子 ys^ 速れ 

て 去ろ。 純 之 助 >  腕ん、 組み 考へ もろ。 行子聲 1 な. めげ て 

泣く リ 

おしげ まァ行 子樣、 そんなに お泣きになる もので は 御座 

いません。 (稚 子に 云 ふやう に〕 可笑しい では 御座いま 

せんか。 こんなに 淚を こぼして ゐ らっしゃって、 折角お 

美麗に 出来た ぉ化驻 が、 ほれ、 臺 無しに なって しま ふで 

は 御座ん せんか) 

行 子 C 款 欷しゐ ろ) 

おしげ (：. たは リっ  >-) まァ 何と 云 ふ 事 をな すった ので 

せう。 爲 子さん にあん な 事 をな さって はいけ ないで は 御 

座い ません か。 (そっと 1^,.;- 拭く) 

行 子 でもね、 でもね、 爲 ちゃん は あんまり ひどい わ。 (泣 

き 上げろ) わたし， どうしょう？ 

おしげ あとで S 子さん にお^ 罪り なすって お置きなさい 


死の 痴 I れし类  m 


ましよ u 

(純 之 助 • 规-^ 上ぐ C) 

純 之 助 おしげ。 何も 大きい 姉さんが 惡ぃ事 をした ので は 

ない ぜ。 (腹立たしげ に) 妹さんが * 爲 ちゃんに 詫 まる 

筋 はあり やしないんだ。 

おしげ それ はさ う でございます けれどもね。 さう おさせ 

申した 方が よろしい ので ：… 。 

純 之 助 ，てんな 鹿げ た 事が ある もの か 。わるくな い 者が、 

わろ い 奴の 前に 頭 を 下げる なんて * そんな 間違った 事が 

ある もの か。 (怒ろ) 撲は 口惜しく つて 堪らな いんだ。 

彼奴 等の 裔生 . どうか して 姉さんの 仇 討 を してやる ぞ。 

おしげ そんな を 仰 有る もので は 御 座 いません。 坊 ちゃ 

ん がそん な 事 を 仰 有つ て は、 ぉ姊 さまが か へ つ て 不仕合 

せに おなりになります からね。 こちらに 理窟が ございま 

しても、 S 向から それ を 振 かざして は、 かへ つて 不爲に 

なります からね。 

純 之 助 OS 然と) お 肩の やうな 微溫 は、 僕 はい や だ" 僕 

はあくまで あいつ 等と 閥って やる。 こんな 家に はゐ なく 

て もい X んだ。 

(行 子 * 赤子の やう-. J- 泣 きゐる。 母お とみ 登場。) 

おとみ まあなん だって あんな 騷ぎ になった の だえ。 純ち 

やん，^ 兄さん ゃ爲 子さん が、 ひどく 腹 を 立てて ゐ るよ。 


行って 誇って おいでなさい。 義兄さん に は 十三 丁目さん 

がつ いて ゐ るの だよ。 馬鹿にして 齒 向ったり すると >  と 

んだ 騒ぎになる よ。 

純 之 助 馬鹿 云つ ちゃい けません、 お母さん！ 僕 は 何も 

5-,  かた 5 し 

惡ぃ事 はしゃし ない。 ー體 この 家の 者 は、 片 ッ端德 義心 

にかけ てゐ るんだ a 

おとみ 生意氣 をお 云 ひで ない。 (おしげ 行 子の 兩 人-卜) 

早く 御飯 を 頂いて おしま ひ！ 

おしげ はい。 

おとみ 辜： 所が 片付かな いから  >  早くす ませて おいで。 

おしげ よい、 で よ 3$ き ます 0 

つお しば 去ろ-) 

純 之 助 お母さん、 僕 は、 もうち つ と此處 へ 置い て 下さい。 

姊 さんに 話しが あるんで す。 

おとみ また 下らない 事 を 云って、 姉さんの 氣を 立た せる 

といけ ない よ。 (眼で 知らす) 飛んだ 事になる よ。 

純 之 助 僕 はた V 眞 直な 事 を 云 ふだけ なんだ。 別に まちが 

つた 事 は 云 ひやしない。 

おとみ それが いけない の だ よ 。お前 達が なん て 云っても * 

それ はた V の 生 意 氣と云 ふ ものなん だよ。 ほんとうに 兄 

さんや 爲 子さん が 腹 を 立て、 ぉゐ でな さるから、 あとで 

挨 1^ をして お置き。 え \？ 
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純 fr 純 行 


行き ませう。 僕 は 自分の 手 過り を 纏めて 來る。 

ひとり 

行 子 (ふと 悲し-けに なりて) 純ち やん、 わたし 一人で 行 

きたい わ。 

純 之 助 そんな こと はだめ です よ、 姉さん。 

行 子 一 人で 行きたい。 一 人で 遠い 田舍へ 行きたい わ。 (す 

こし 無邪氣 LL 笑 ふ) 須磨 はい、 ところ だもの。 

純 之 助 僕 は 一緒に 行きます、」 姉さん. ちょっと 待って ゐ 

て 下さい- 飽へ 入用の もの を 入れて 來る。 

行 子 (うな づ く) 

純 之 助 (下手へ、 跣 足の ま 、去ろ) 

(fi き 1^ ん、 Ed きて、 行 子 ふと 立ち もがり、 植； 53,^ すか 

して 母屋の 方，^ 視ふ。 やがて、 異常 LL あたり V5~ 見廻しつ 

つ 眼 1=?- か》 や かぜて 庭へ 下リ、 植 込の 藤へ かくれろ。) 

(おしげ 登場。) 

おしげ 行 子樣！ おや、 (もたり, e 見廻して) どこへ 行 

らっしゃ つたの だら う。 (すこし 聲 上げて) 行 子樣。 

(おしげ 去る、 し 

(この もた リ よ リ舞裹 すこしづつ 暗くな リ。 タ 迫りた 

る 心な リ。 ) 

( —— 行 子 1 そっと 這 ひ 出で て、 忍び足 Lite^ss ち、 * 

ちあゆむ ゥ 動作す ベて 無意味 に 见ゅ。 次 §^_L 額 さめ j 


(おとみ 去ろ。) 

- (長き 沈默。 ) 

純 之 助 (沈思よ リ 離れて ：>  姉さん！ 須 磨へ ぉ歸り なさ 

子 (夢見る ごとき 眼 差.^ W て 純 之 助 vJ- 見ろ) 

之 助 その 方が い、 のです よ。 姉さんつ 

子 わたし、 いつまで もこ X にゐ たい。 

之 助 でも 姉さん. 義兄さん はいつ まで 經 つても、 再び 

あなたに 返って 来る 人で はない。 (云 ひ 含めろ やうに) 

姉さん、 あなた は離緣 になった のです よ。 あなた はね、 

もう 義兄さん のお かみさん ではない のです よ。 

行 子 (うっとり 聞き流して) わたし、 よく 覺 えて ゐる わ。 

御婚 禮 の晚 を。 (部 尾 1 ^見廻して) こ. -に 風が 立てて 

あった わ。 あの 日 は、 わたし in いおか いどり を 着て ゐ た。 

若旦那 は黑 の！！^ 服だった つけ。 (夢.^ a ふやう に) あの 

晚は 雪が 降って ゐた わ。 

純 之 助 そんな こと も 忘れさせて あげたい。 (間) 姉 さ 

ん. 僕 も 一緒に 須 磨へ 行き ませう。 僕 はから だ も 弱い し. 

のちみ-ひ 

この 家に ゐ たくない、 - 僕 は、 後妻の 子な の だから ゐても 

ゐ ないでも い  の ですからね〕 

行 子 さう。 (しづか LL 義弟.^ 見ろ。 信仰 あろ 眼 差) 

純 之 助 おしげに は 氣の毒 だけれ ど、 今夜に も 此家を 出て 
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來り、 腿 は^ リゐ ろ。) 

( —— 父 造、 上手の 械 込のう し， C より、 腕糾 1^ なし， 

そっと m で 來リ， 物 に 立ちて、 ；r^っと行子の^勧，^ 

服，^ 放た すに 凝 眼して ゐ る。) 

X 

(；仃 子、 何やら：！ の 中 LL 云 ひつ、、 下手 井- i の 傍 LL 近 

づさ、 井析•し^^v^<かけズ中，^視く。  思 はす ー步前 

へ 出ろ。 行 子 知らす。〕 

X 

(付 子、 兩腕 1^ 紐み て 胸.. 5- 抱く 樣な 姿勢.^ なす，」 やが 

ズ吸ひ .Ici ろゝ樣 LL 井 1^ の 中へ 飛込む。 鈍き 水の  一 fla^ 

X 

3^^ 「あ」 と 叫びて、 井の 傍へ 走り 中ん、 iJ き、 人 1^ 

はんとしても わた V しく 上手へ 行き- く^ん 氣づ 

さたろ 樣に 立え まリ、 リ返 リズ 井 0- の 方^ 見、 再び 

井戶 側へ 手，. - かけて 中. 5<視 く。) 

( 11 犬 禍 ゆの 恐- ハしさ 1= さ 次 に «^  くな リ 行く。) 

outir  ：^::,^ 垂れて、 W 然と 井 P ん 離れ、 中央の 緣に 

夢兑ろ 人の 如し 0) 

(やがて 欽欷 し， 次？ 七 レ 高く 慟哭す。) 


(わたり、 全く 1= くな リ、 た > ひと リ燈 籠の 灯の み淋 

しげ Li ゆら >r 、ゐ ろ。) 

I— 幕 I 
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1^ 谷 


谷  底 (一幕) 


人 物 

小島 紀 三 郎 s,^ 校 講師 (三十 五歲 ) 

同 年代 その (二十 三 歳) 

同 英四郞 紀 一一： 郞の弟 (二十 六 8 

若松 淺子 紀三郎 の 人 (二十 七歲) 

同 初 枝 淺 子の 娘 (九 鼓) 

外に ホテ ル 0- 女中 

山 SE の？，！， Msr ホテ〃 の 或ろ 部屋。 日本 座敷 だが 正面 

にば 大きな 張 出しの 窓が ついて ゐて外 は 露 裏の 代 W に 

なって ゐ ろ。 欄 千の 下け 深い 谷で あろ。 谷ん 跟てゝ 向 

ふに、 迫" 懸 ： て 山々 が 連って ゐろ。 深い 蔑から 雲が 

湧いて ゐる。 ：：！ 光が それに 遮られて 折 ふし 室 內！. L 陰氣 

な 色ん 作ろ C 

下手に 洋風の 廣.， 廊下 _IL なって ゐる。 ^^下に添ぅズザ 

ラス 窓が あろ。 白い レ H スが懸 っズゐ ろ。 やに リ外は 

？冰ぃ 谷 11 であろ。 


室 5： 、 窓の そに-,! 布， ^  £^ つた 膝-の 椅子 や 小さない 3f 子 も 

もる。 そこ LL は 山の 花が 渾. 5 瓶- -i  St して かれて あろつ 

九 刀の はじめの 静かな 午後で ある。 n はく 早 潮の 昔が iS 

之ろ。 

1 紀三郞 と 年代と 英^ 郞 

三人、 花 合 1 勝お 済え せた とこる。 年代 • 礼， 屮极 

さ 集めて ゐ ろ。 

紀三郎 もう やめ だ。 

英 1: 郞 僕 もやめ だ" 

年代 負ける とすぐ 浮き腰に なって 仕舞 ふの ね。 ほんと に 

英四郎 大きな 事 を 云って ゐら あ。 嫂さん が 勝つ なんて こ 

ん な 間違 つた 話 は 無 いんだ C 

年代 處が續 けて 二 年 かう して 勝つ たんだ か ら どう ナ る 事 

も 出来ないで せう。 え へん。 

紀三郞 嫂 公の 勝つ の は本當 の勝ぢ やな：： よ。 くって お 

つん ぢ やない よ。 

、ら へ VJ 

英四郎 さう だよ。 嫂さん の は 出 目 だかし ね。 商 目 蛇で 

ぼか/.  \ 大瞻 不敵に や るんだ から やり切れ ないや" 

年代 あんな 負け惜しみ を 云って ゐる わ。 可笑しい わ。 敗 

軍の 將兵を 語らず つて 事 を 忘れて。 


fii 谷 


三代 w い. :• た 

郎 i)-  %  m 


だけれ どもな。 

年代 九月に ならない うちに 引上げる はずだった けれど , 

兄さんが お尻 を 落着け てし まった ので ：… 。 もうこの ホ 

テルに も *  土用のう ちか ら續け て 逗留して ゐる 人つ た ら , 

わたし 共 を 入れて n  ； 組に.^ よってし まった のよ。 

英四郞 この 突當 りに ゐる 意氣 なお 内儀さん を 連れて来て 

ゐる人 も 前から ず ッとゐ るんで すか。 

年代 い \ え、 あの人 はね、 たしか 若松さん のい らっしゃ 

つた 日に 來 たのよ。 まだ 十日ぐ らゐ でせ う。 (間) 九月 

に 入る とまるで 淋しくな つ てし まふの ね。 

英四郎 これで 東京 はま だ 力 ン-^ 奢い 曰が 照りつ どけて 

ゐ るの だから …… 僕の 來た 曰なん ぞ はまる で 土用の 中 も 

同じだった つけ。 

年代 さう でせ うね。 

(ホ テルの 女中 出て 來る 0) 

3 年代と 英四郞 と 女中 

女中 ごめん 下さい まし」 おや、 三階の 奥 樣は此 室で は ご 

ざいませんで すか。 

年代 え  > -、 今日は まだ 一度 も 入らつ しゃらない ことよ。 

何 か 御用？ 

女中 へえ、 電報が 參 りまして。  一 


杞： 一一郎 一番 弱い 嫂 公が 勝って、 一番 强ぃ 己れ が 負け るん 

だから 可笑しい や、 なぁ英 ちゃん C 

英四郞 一 难：； ぬい 嫂さん は 認める がね、 一番 兄さんが 強い 

と は 認められな いな- 

あたしが 一番 弱い なんて ひどい わ。 では も 一  年 や 

つて 見 ませう か。 

紀三郞 眞平、 もう 助けて れ、 お前のお 守 はもう/ \澤 

山 だ。 

ひ t 代 あんな 惯 らしい 事 を 仰 有って f. 御 自分で 云 ひ 出し 

こ  0 

さあ、 お湯へ 人って 來 ようかな。 英 ちゃん 行かな 

§2 はさつ き 入った。 嫂さん 行って いらっしゃい。 

澤山！ (タ ォ舡 出して 渡す) 

(出て 行きながら〕 もう 二三 日で 引き上げ るんだ 

から、 おお 殘に うんと 入って 置いて やらうな。 (下手へ 

去ろ) 

2  iji. 代と 英 ra: 郞 

英四郎 あさって P るんで すか。 

：^；-代 あさって かし あさってよ。 まだき まらない の。 

t ゲ、 M 郞 ^校 は 十 一 曰から だから あさって 引上げた 方が 樂 
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m 代 ra 代 四 代 四 


ギ 英 め i 英 


英四郞 風呂場 かも 知れない よ。 

女中 さやう でございますね。 どうも 失禮 いたしました。 

(去る) 

4 年代と 英四郞 

年代 電報 だなん て、 やつば り 若松さん へ 呼び 房され るの 

かしら、 .^めのかた0 

郎 さあ！ まさか 歸り もしないで せう。 

離, なんてい や あね。 

郎 嫂さん、 あなた は 氣が附 きません ね。 

何 を？ 

郎 若松の 淺 子さん の 事 を さ。 

淺 子さん が どう かした の . 0 

郎 •：.. 今度の 事は淺 子さん の 方から、： k 張して 別れた 

んで すよ _リ 

年代 それ は 聞いた わ" 

英四郎 そして、 別れて 家 を 出る とすぐ こ > へ來 たんです 

よ。 

代 え >-、 偶然に ね。 それまで はわた し はお 名 は 伺って 

ゐ たけれ どお 逢 ひして ゐ なかった。 わたしに. 取って はい 

いお 友 P の 出来た 機 食 だ つたの よ。 

英四郞 嫂さん、 おめでたい 人です ね、 あたた！ 


代 (晴々 として ゐて， } さうよ、 なぜ？ 

英四郞 なぜって、 あの 淺 子さん とうちの 兄さんとの 關係 

を まるで 疑って ゐな いんです か、 嫂さん！ 

年代 (笑 ふ) まさかね え。 でもね え， あたし ； 度 夢を見 

た 事が あ つたわ。 あの 方が 此 の 宿へ いらっしゃった 晚ょ。 

兄さんと あの方と 二人で どん /(\ 山へ 登って 行って しま 

ふの。 わたしが あるけ ないで 困って ゐ るの を 見向き もし 

ないで、 仲よ ささう に 手 を-取り合って * わたし を 淋しい 

處へ 置いて 行って しま ふの よ。 うなされた わ。 その 話 を 

し たら 兄さん は 笑 つ て ゐら つし やった わ C 

i さ ゆ ^. 

英四郞 正夢になります よ。 

I キ代 (笑 ふ〕 わたし、 そんな 夢を見て 恥し いとお も ひま 

したわ。 そんな 事 を 爪の 5;^ ほど も 思つ てゐ ない のに 夢に 

見た なんて、 ほんと に 自分に 對 してき まりが わ ろくなつ 

た わ。 自分で はお もって ゐな いなんて 巧者な 事 を 信じ て 

ゐ るのに、 自分の 氣 がっかな いうちに、 もし 淺 墓な 嫉妬 

が^ひ 込んで ゐた のか しらと おも ひました わ。 本 當に夢 

つて 思 ひもつ かない 事 を 思 はせ る ものね。 

四郞 嫂さん、 本當に そんな 風に しか 思って ゐな いの。 

代 え 勿論よ。 

四郎 まったく 兄さんと 淺 子さん と を 疑 はない の。 

代 (笑 ふ〕 え まるで 想像 も 出来ない わ。 


r.  r, 


英 SI 郞 嫂さん は 兄さんの 結婚 前 を まるで 知 ら な いんだ か 

らな。 

代 知って ゐる わ、 ようく。 

英^ 郎 知って ゐる ものです か。 

どっちで もい \ わ。 わるい 事なら 知らない でもい > - 

わ。 それに みんな 昔の事です もの。 

英四郎 淺 子さん がお 松さん と 別れた 動機に はう ちの 兄 さ 

ん がかな り 主要な 關係 者なん ですな。 

年代 い；： いお 知合です から. 相談ぐ らゐ はされ たでせ う。 

英四郎 相談なん ぞ はされ ないで せう。 兄さん 自. せとして 

は K つ てゐ るで せう。 

年代 わたしに はちつ とも わからな いわ。 英 さんの 仰 有る 

^が …… 0 とにかく 兄さん はそんな 方で は 無い のよ。 (笑 

ふ) 大丈夫よ。 大丈.1^<ょ。 

英 1: 郎 嫂さん は ひどく おめでたい のか * さもな くば 偽善 

者 だ" 

ひ 牛 代 前の 方よ. わたし 偽善者で はない ゎリ でもお めでた 

いも 何もない わ >  そんな を 超越して， 兄さん は 不品行 

な なん ぞ なさる かたで はない の を わたし は 請 合 ひます 

わ。 (しっかりと) わたしの 旦那 樣ぢ やな い の、 英さ 

ん，. 

英 §: 郎 笑) ふむ， いまに 嫂さん • 手 ひどい y に 逢 ひ 


ますよ n- 

^代 そんな 馬鹿な こと！ 賭 をしても い、 わ。 

英四郞 賭 どころ の 沙汰で 濟め ばい k が …… 僕 は 何も 好ん 

で 兄貴の 惡ロを 云 ふんで はな いんです。 

代 それ も わかって ゐる わ。 わたし を氣の 毒に おもって 

下さる からだ わ。 それ は 有難い けれどもね。 どうぞ 兄 さ 

んの事 はわた しに 任せて 置いて 頂戴ね。 

英四郞 自信が あります か。 

代 .H 信 以上 * 自信 だなん て そ もく 末 だ わね。 

英四郎 淺 子さん は 鍵の か、 る 別 風呂 を S 貝って ゐ ますね。 

年代 さうよ。 (笑 ふソ まァ英 さん、 隨分氣 を 廻す 人ね。 

下らない。 

英四郎 僕 は 根據の 無い 事 は 云 ひません。 

年代 嘘と；； ムふ 极據 だから 駄目！ わたし をから かふた め 

にいろん な 事 を 云 ふんです もの。 (氣 1^ かへ て) 散歩に 

行き ませう か。 

英四郞 御隨 意に！ 僕 は 一人で あるきたい。 

年代 (微笑) ずゐ ぶんな 方ね え。 ぢゃ 行って いらっしゃ 

、 0 

英四郎 (帽子 vS- 取って) ちょと 行って 来ます。 

年代 郵便局の 方へ 行って？ 

英四郞 行っても よ ござんす よ。 手紙です か。 
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年紀年  紀 年 紀 年 紀 年 ま 己 


年代 濟 みません-出して 下さい な J 

英四郎 .f! (受取ろ) 母さんと ころです ね。 毎； a 出 

すんで すね。 

2^ 代 え \ 面- H い を 省いた のよ。 あなたの 惡ロ なぞ も。 

英四郞 嫂さん は 所謂 钢 巧者な のか しらつ それで 親類 間に 

も 評判が い、 んだ らうな あ， - 

¥ 代 (ち ぶ い と^^んー曇ら ぜ ろ) わたし そんな 心算 ぢ やな 

いんだけ，； -、. わたし、 實 家の 母に 早く 死に別れて ゐる 

し 本當 の 同胞 も 無 いもんだ か ら皆 さんが 親身に おもへ る 

ん だけれ ど … … みんない \ 方 ばかし なんです ものね。 

英 £ 郎 繰返して 云 ふ、 嫂さん はお 目 出た き 人 か 偽善者 だ 。 

(いら/ \ して) あ x たまらな いな。 (出て 行く) 

年代 (^^送り；^が") 妙な 方 だ こと. - 

5 年代  . 

(暂 く考へ ズゐ る。 S- か 通ろ ので 室內の 光線が 薄くな 

る。 年代 は 小指の 爪，.？ -齒 LL あて 、 V つと考 へ 込んで ゐ 

たが、 やがてお.. j ひ 出した やうに その 指先，. め、 次 

Li 小 さ な 两 洋狭 1, ど 持 出し て 來て露 S の 欄 _レ 腰，^ かけ 

て 爪ん < 剪り 初め る 0) 

(雲が すぐ 向う の 山- し 大きく 湧く  = その 間. b ら 斜に洩 

れ た：；！ 光が 类 しく 彼女の 横， M.^g 一す。 彼女が 左手の 爪 j 


. ^剪り 終った 05、 主人の 紀三郞 が から 上って 來 

ろ o) 

" 年代と 紀 一一： 郞 

fc 三郞 なんだ、 そんな 處に腰 を かけて ゐて …… あぶない 

ぜ， 下へ 落ちたら 死んで 仕舞 ふせ。 

年代 (LL. こ/ \し ながら 立ち上ろ) ほんと ね。 この ハ仓& 

へ 落ちたら 一 ト k 心 ひね 0 まだ 死にたくない から …… 0 

三郞 英公は どこかへ 行った のかい。 

代 ぇチ. 散歩に 行 らっしゃい ました リ 

三郞 とって やらう か、 右 を？ 

代 え、！ どうぞ。 (狭，^ 渡す) 

三郞 左 はもう 皆 剪った のかい。 

代 ぇ&, 右 だけ。 

三郎 (爪ん 剪って やりながら) これん ばかりなら 鋏で 

取る 程 C 事 は 無 いぢ やない か。 爪 こすりで 擦つ て S けば 

い，^ のに. - 

代 無くして しま ひました の。 

三郎 ぢ ゃァ砥 草で もい icr た。 - 

代 あの、 今ね。 英四郞さんがゎたしの事を偽^^者だっ 

て 惡ロを 仰 言いました わ。 

杞三郞 ふん， 偽善者 かな ン 
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淺紀淺 m 


年代 偽養者でなければぉ目出度ぃ人ですって！ 

5^三郎 (ちょっと 表 ぁリ) お前が おめでたい つて？ 

なぜ？ 

^代 なぜと も 仰 言らなかった けれど .：： お母さんへ 差 上 

げ る 手紙 を お頼みした ら さう 仰 言 いました わ 0 あら 痛い。 

紀三郞 ごめんよ、 お前が ぢッ として ゐな いもの だから… 

お 代 こんなに 爪 を-取って しまって、 まァ ひどい こと。 

(ホ テ.^ のた 屮 fa いで 出て 來ろ 0) 

7 年代と 紀； r 一郎-こ 女中 

. ^中 あの、 東ー：^からぉ電話でござぃます。 こちらへ つな 

ぎ ませう か 

¥^ さう ね、 い、 わ。 ド まで 行った 方が 早い から …… 帳 

場の 方？ 

女中 いえ * 階段の 下の 方で ございます。 

紀ーー 一郎 家 だったら あさって 歸 ると 行って くれ。 

年代 はい。 

(^代と 女屮 退場す る。) 

S 紀 三 郞 

(膝 is^ 子 へ 腰 va- 下して 革，^ 吸って ゐる。 新聞 yj* 見 か 

けろ が、 やぐ やめて 外,. 5- 見て ゐろ 0〕 


若松 淺子 登場。) 

9 紀三郞 と淺子 

子 (ひそかに 部屋の 外から) お 一人？ 

三郎 (振 返ろ) え、。 

子 お 傍へ 行っても よろしくて？ 

一二郎 え、。 

子 (落着かない 樣子) この 部屋 はほんと に 眺めが よい 

こと 0 

紀三郞 まあお かけな さいし 

淺子 (紀 三郞の 前の 籐椅子へ かける) 兄から 報が 參り 

ましてね。 ぜひ 歸る やうに つて！ 

一一 紀ー 1 一郎 (ちょっと 廊下 Lul-,^ 配って) さ 50 とにかく 早 

く歸 つ た 方が い  とお も ふ 、- 

淺子 でもね え。 わたくし、 どうしても t 右松へ は歸り ませ 

んゎ。 兄の 處へ當 分ろ て、 それから どうにか します わ。 

fe 三郎 どうにかす るって、 一人で 暮 しても 行かれないで 

せう。 困った な あ。 

紀子 困った 困つ たてあなた 仰 言る けれど、 わたくし だつ 

て 苦しい わ。 ：：. わたくしから そろ./ \- ^げ ようとして 

ゐ らっしゃる のね リ 

紀ー 一一郎 そんな ことはありません、 斷 じて。 
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淺子 奥 さまと お 仲が よい ことね。 わたくしお ふたりに-取 

つて はほんと に 惡魔だ わ。 奥 さま ちっとも， 御存じない 

でせ うか。 

紀三郞 勿論 知らないで せう」 

淺子 疑って ゐ らっしゃらな いでせ うか。 

杞三郞 さう の樣 です よ。 平氣 です よ。 全體 馬鹿です から 

ね。 

淺子 お 可哀想ね。 あな た を 信じ 切って ゐ らっしゃる のね。 

あなた、 二重に 罪 を 重ねて ゐ らっしゃる のね" 

§0 わたしの 痛い 處へ 障る の はよ して 下さい •」 頃悶無 

しで やって ゐる わけで もない の だから。 

淺子 ごめんなさい。 (沈 默) わたくし 考へ ると たまらな 

いわ。 あなた はわた くしの もので はない の だから。 わた 

くし かう して あなたの ものに 完全に なり 切る 爲に、 離別 

までして 來てゐ るのに、 あなた はわた くし を 追 ひ 返さう 

として ゐ なさる 0 

杞三郞 追 ひ 返さう なん ぞと云 ふので はない のです C わた 

しど も \、 あさって 歸 京す るの だから、 あなた も 東京へ 

歸る 方が よいと 云 ふので す。 

淺子 い \ え、 こんな 山の 中の 事ば かりで はない のです。 

あなた 御自身の 中に わたくしが 入って 行かう とすると、 

出て 行け、 この 胸の 中にはお 前の 棲む ところ は 無い、 歸 


れ、 とかう 云 ふ 風な 樣子 をな さるので す。 わたくし. そ 

れが …… 。 

紀三郞 そんな 事 を 云って わたくし を いぢめ て、 それでお 

もしろ いのです か。 

淺子 苛められて ゐ るの はわた くしです。 わたくし、 若松 

の 傍へ 歸 つて、 今迄の 樣な 日を逡 つて ゐる事 はとても 出 

来ません。 わたくし * この 事 をす つかり あなたの 奥様に 

お話します。 そして、 そして ：：.. 二 

紀三郞 ばか を 仰 言い。 そんな 事 …… 。 

淺子 でも わたくし 堪 りません 苦しく つてた まりません。 

わたくし ほんとうに あなたの ものに なりたい。 そして あ 

なた を ほんと に とらな く て は …； ！ (突然 fe 三 郞の頸 

へ 手.^ 廼マ) 

紀三郞 およしなさい、 人が 来ます。 

(廊下へ^ 代が 來か、 リ これ，^ 見て 凝立す ろ。 二人 i 湫 

がっかない。 年代す ぐ 一!^ つて 行く  0) 

； g 三郎 (無理に 女， な 退けろ) 誰か 来た やうで したね。 (立 

つ て 廊下 1* 見る) たしかに 足 昔が したと おもった が。… 

…氣 がっきませんでした か。 

淺子 ぉ氣の 故で せう。 奥樣が こはくて たまらな いので、 

それで そんな 錯覺 をお 起しな さるので せう。 

紀三郞 錯覺 かしら。 たしかに 足音が したの だが。 
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淺子 でも 誰も 見えな いぢゃありません か。 

(紀 三郎、 ぉづか はしく 廊下へ また 額，^ 出す、 と， 年 

代 はわ. さと 足 昔,^ あきらかにして 出て 來ろ け) 

^ 紀三 郞と淺 子と 年代 

年代 (紀 三郞 に) お出かけ？ 

杞三郎 (ir かわろ く) うん. |e ノ話は どこだった い？ 

代 ぃ& とこよ。 

紀ー 一一郎 (不 雜げ に) なんだ つて y 

3^ 代 い」 とこな の！ 

紀三郞 家 だら う？ 

年代 い k え、 

紀三郎 お前の 處へ か、 つて 来たの かい。 

年代 え わたしの い  人から なの 0  ( 笑 ふ) 昔から 

夢で 見て ゐた 人から なの。 早く 鬼 京へ 歸 つて 来い、 淋し 

くて 死に さう です つて。 (笑 ふ) 

5^ 一一 一郎 何 を 馬鹿げた 事 を 云って ゐ るんだ。 用ぢ やな かつ 

たの か。 

^代 ぇ&、 あなたへ 御用 ぢゃ ございません でした。 

^i^!: 一郎 若松さん が來 てい らっしゃ るよ。 

年代 あらさう！ (淺子 VJ-n^ る) まァ どうも 失禮。 

お 三郎 (行 さかけ て) も、 1 すこし 前に この 部 の 前まで 


来たの はお 前 かい。 

年代 (M 劍 に) いえ， 今來 たばかり、 なぜです の。 

紀三郞 な あに！ (間) ちょと 球 を 突いて 来る、 淺子さ 

ん ごめんなさい リ 

淺子 はい、 どうも  0 

广 紀三郞 去ろ。) 

n 年代と 淺+ 

二人の 女 は 暫時 默 つて ゐろ。 年代、 暗々 とした 萆 で 笑 

ひ 出す。 

まあ を かしい こと、 わたし * だまって ゐ たりして！ 

ごめん 下さい ましね。 ほんとうに うっかり 者で …… (笑 

ふ) 

淺子 わたくし こそ * ちょっと 考へ事 をして ゐ ましたので 

…； (無理に 笑 ふ) 

^代 初 枝さん はどうなさい まして？ 

ひる.； へ  ぁ ろ じ、 p  A 

淺子 お 晝前は こ の うち の 主が 湖 へ 舟 を 出し て 釣 をす る か 

ら、 ぉ孃 さん もお よこしな さいと 云って 連れて行って 吳 

れ ましたの。 もう そろ/ \- 屍る で ございませうよ。 

代 まァ おきつ いこと。 わたしども- あの 位の 年 ごろに 

は. 母親 を 離れて はとても よそな どへ 參れ ませんで した 

わ。 殊に 旅先な どで ねえ。 
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淺子 あの 子 は 妙な 子でして， どなたに でも ぢき なじんで 

しま ひます のよ。 

年代 お母さん に似て ゐ らっしゃる のでせ うね。 

淺子 (ちらりと 見ろ； - あら、 わたくし など 至ってお 交際 

下手で、 いつも， 王 人に 叱られて ゐ ましたの！ 

ひや 代 でもい ろ/ 、、會 へなん ぞ. よくお いでな さ います こ 

と 0  . 

淺子 なんだか だと 引^り 出されまして …… 0 

年代 お 美しい ので 殿方た ちが さぞ 大切に なさい ますで せ 

、つからね え 0 

淺子 あら、 (微笑) いやな 奥樣 です こと。 

华代 (笑 はや ) 主人 もよ くお 噂し て 居り まし たのです 

よ お前 も 一 度お 眼に 掛 りに 出て お 友達に して 頂く がよ 

いって！ お前な ど はぁァ いふ 風の 方と、 ちとお つきあ 

ひ 願はなくて はいけ ない ：： (u^ しさ^ 押しつ 、んで * 

一 句々々 その 時の 事，^ お ー "ひ 出しながら 云 ふ ：> 

淺子 (ちょっと は 氣の处 3 めろ 樣子、 笑 ふ， } まあ とんでも 

ない。 わたくし、 でも こんな 溫泉 場で 初めてお 股に 掛る 

事に ならう と はまった く考 へませんで したわ。 うれしう 

ございました こと 一 

年代 (すこし ふろへ ろー錄 で) わたくし もほんと うに …… 

よいお 友達が 出來 てこん な うれしい 事 は ござ いません 


わ。 

子 仲よ く 致し ませう ね。 

代 え \ え、，. 

子 おや、 どうかなさい まして？ 

代 い 、え。 なぜです の？ 

子 いま 身ぶ る ひなさい ました わ， それにお 顔が …… 0 

代 靑ぅ ございまして。 い、 "义、 わたしい つも こんな 風 

で 居ります の。 あまり 丈夫な 質で ございま せんので U  - 

淺子 お 弱い さう でございます のね。 

年代 主人が さ、 「申しまして？ 

攀 え > 

(長 い ^^m い く， 淺子静か に1せ.(^!に立 つ 。) 

淺子 先程 も 申しました のです が、 このお 部： はほんと に 

見晴し が ようご ざ います こと。 わた くし どもの 路敷 など 

すこしも 晴々 しませんで …ち 

1^ 代 先年 參 りました 時 は 春でして、 その 時 はもつ とよろ 

しう ござ い ました わ。 この 下の 方が 薄 赤く 山 櫻が 咲き 連 

つて ゐ ましてね。 (常時な^ 想す ろ) それからもう 四 年 

目に なりました 0 

淺子 旦那 樣 から 伺 ひました わ. - (微笑) 御 新婚の 時で ご 

ざ いました さう です のね。 

代 え、！ よくいろ/  \ な 事 を 御存じです ことね. J 
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-^r-  -ik  ¥ 
子 代 子 代 


お 年 * 紀 年 紀 年 紀 -ザ U 
ね 代 三代 S 代 三代 三 


淺子 (欄 千から 下，^ 見ろ) おそろしい 樣に 深い 谷です の 

or ソ 

华代 水の 流れが 幽かに 聞え ませう。 勇ましい 早瀬の 音が 

…… (耳 1^ すます) ほれ、 ごうごう 云って 居り ませう！ 

？; 3 子 ほんと にね。 ここから 落ちます と 一 ト思 ひに 死ね さ 

うで ございま すね。 (欄干へ 腰 1^ お, C マ) 

代 (a 分む かけろ) かう して 掛けて ゐて 落ちて 死んだ 

方が ある さう でございます のよ 0 

淺子 まあ こ はい。 

&代 尤も 醉 つて ゐ らっしゃ いました さう です わ。 

^-^ 而し、 造作なく 死ね ませう ね。 病氣 などで 死にます 

事 をお も ふと * 却つ て； 通め はよう- - r さ いませう ね。 

S 子 まァ御 ili^ 遊ばせ。 あすこに 太陽が あんな 淋しい 色 を 

し て 0 

¥ 代 (突然 淺子 激しく 突く) 

淺子 (腰，^ 欄干から！ W リ 落す。 身體ば 向う へ れて、 辛う 

じて 手で つかまる) 

(その 手ん-無 现 に 離させようと すろ) 

(激しく 抗ふ) 

(たうとう 一 〈ふ，^ 逮 してし まふ) 

(ハ く 5„4 "ち ろ) 


1^ 代 (下， か^いて 兑 ろ。 それからべ たりと 露亳へ 坐って、 

放心した 樣 LL なつ-一」 ゐる) 

(長い EI。) 

(主人の 紀 三郞戾 つて 來 ろ。) 

S 年代と 紀三郞 

郞 なんだ、 そんな 處に 坐って どうしたんだ。 

(無言) 

郎 若松の 細君、 歸 つたの かい。 

え、！ 

郞 何 をして ゐ るんだ い、 そんな 處で。 

(立 上ろ〕 なにもして ゐ ません の。 

0 變な顏 をして ゐ るな あ。 どうかした のか。 

え、、 すこし 胸が むか/ \ しました の。 を かしい わ 

0 

, 郞 何が 可笑しい の だい？ 

年代 (口許 だけで 笑 ふ) なぜで も" あなた、 花 を 採つ 

て いらつ し や ら なか つたの ね。 手 向け の 花 を！ 

紀三郞 緣 起の 惡ぃ事 を 云 ふなよ。 ちょっと 用 をお も ひ 出 

したので 歸 つて 来たの だ 

年代 (冷笑〕 淺 子さん にです か。 

紀三郞 な あに、 學 長の 處へ 急な 用 をお も ひついた の だ。 
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... れ、 血が 滴れる ぢ やない か。 

たキ代 本 ；：：3 に 血が 滴れる こと。 まだ 赤い わ、 わたし、 もう 

身體 中の 血が 水の 樣に 透き通って ゐ るかと おもって ゐた 

のに ：：： まァ、 こんなに 赤い わ 。あなた、 この 指 を 吸つ 

て 0 

紀三郞 馬鹿 だな。 痛いだら う。 (ちょっと 口で 血，^ 吸つ 

て やる) 

^代 (笑 ひ. S す) 似合 ふわ。 ほんと によく。 さんざ わた 

しの 血 を 吸った のね * あなた は。 

5^ 三郞 冗談 云って ゐら あ。 

年代 あなた 吸血鬼ね。 

三郞 變な事 を 云 ふなよ。 さあ， li^ 創膏を 貼って お置き。 

年代 これまで はほんの これん ばかりの 創 もい とって ゐた 

の J 絆創膏で なほせ る ほどの 創なら いと ふ ほどの 事 はな 

いわ。 可愛らし いくら ゐだ わ。 傷と 云 ふ ものが W 愛らし 

いなんて、 まったく おもって ゐ なかった わ" 傷つ いた 心 

と 云 ふ 言葉が あります ね。 

紀三郞 (寢こ K: んで 本， ^請み 初めろ) うん！ 

^代 W 愛い もので せう ね。 心の 傷 だなん て。 傷 疫を兑 て、 

そ の 慯を おも ひ 出すな ん て 云 ふ の は 享樂だ わ 。わたしね、 

いま、 で 心 を 傷つけ た 事な どなかった の。 

紀三郞 ふむ、 さう かね。 (頁 1^ めくろ) 


®! 子さん、 何 か 面白い 話で もして 行った かね。 

ギ代 え、、 え i、 いろくな リ (爪み 嚼む) 

紀三郞 どんな 話 を？  (li^ ろ樣 に) 己に もす こし 分けて 

ira かせろ よ = - 

(無き" 爪. ^肩んで ゐろ) 

； g 三郎 また 爪 を 嘴んで ゐ るな。 幾ら 云っても その 癖 を や 

めない な。 もう 皆 剪った かい。 

年代 い、 え。 さう だ。 まだ 爪 を 剪り 殘 して ゐた わ、 忘れ 

てゐた わ。 

はさみ 

； S 三郎 取つ て やらう。 狭 は？ 

年代 (もた リん  1 見廻す) 

紀三郎 こ、 にあった 0  ( 爪 を リは じむ) 剪りに くいな 

あ U  , . 

代 もっとよ く. 取って 下さい ましな。 

ふかつ め 

三郎 深爪に するとい けない から、 この 位に して 置かう。 

代 もっと 深く とって  。 

三郞 また 怪我 をす ると 痛い ぞ。 

代 (急に 手，^ 引 込ます) わたし， ひとりで 剪る わ。 (苛 

々して) もっとち やきち やき 剪って 下さらない で は。 

(欽， ^取って 剪ろ) 指の 先 を 剪り. 取って しま ひませ う 

か。 (藥 指の 先， すこし 切ろ) 

紀三郞 あ、 ほら 兑ろ、 亂 暴に 鉄 をつ かふ もの だから- そ 


: ^代 傷 あとな どの 無い 溜 璃の樣 に 滑らかな も の だつ た 一 

の。 屮に <Ss: 魚が 泳いで ゐ たのよ。 美しい 金魚が。 あなた 

が。 處 がその 心が 一 度に 见事こ はれて しまったの。 中に： 

化んでゐるとぉもっ てゐた{^ に>  とうに 金魚 はゐ なかつ 

たの だ わ.  _ 

紀三郞 何だかゎけのゎからなぃ寢言を；！^ふなょ。 

代 …… 心が 傷つく なんて 云 ふの はほんと にたの しい 事 

だ わ。 傷つくな どと； K ふ 程度の 悲しみ は * 樂 しさの 一 部 一 

分 だ わ。 ではない の だもの。 まるで 虚無に なって 碎け 

て しまったの. た、 

お- 1: 一郎 (ふと 氣- かつい ズ) お前、 何か淺 子さん に 聞いた 

のたら う。 

代 い、 え、 聞く ものです か。 あなた、 何も 聞き はし ま 

せんよ- 可笑しい わね。 

3 三郎 おい、 お前、 可笑しい わね を 二度 云 ふぞ， さっき 

から。 

¥ 代 でも 可笑しい から。 わたし * なんだか 笑 ひたく つて、 

笑 ひたく つて、 そして ふざけて 見たい，； ：0 あなた * わた 

しの 心 持が わかって？ 

； liH 郞 ふむ！ (不快，) お前が 己の 心 持が わからな いの _ 

と 同じさ。 

代 さう！ では やつば リ 可笑し いわねで すよ 。だけれ 一 


ども わたし * あなたの ものよ。 いくら わたしが 理敝 ない 

と 仰 言っても。 わたし * いろんな 事 を 思 ひ 出す わ- 昔の 

事 を， 樂し か つた 事 を。 此 部屋で 最初 の 夜を经 つたの ね 0 

まん ぢり ともしない、 おそろし さとた のし さの 限りの. I 仪 

を ：… 。 わたし 幼 さい 時から 淋しく 育って 来た か、 あ 

なた の 妻に なつてから. まるで 世間と 云 ふ ものが ちがつ 

て 見えて 来たの。 世の中 はたの しかった の。 生活 は歡喜 

にみ ちて ゐ たの。 つまり， 世間 は あなただった のね。 あ 

な たが わたしの 世界 だ つたの ね。 疑な どと 云 ふ ものが 世 

に ある 事 さへ 忘れて しまって ゐ たの だ わ 。疑 ふと 云 ふ 事 

^-^ と な 

が 人間 を 大人に させる 大事な 營秦 だった の にね 0 疑 ふと 

いふ 事 を あんまり 輕 蔑して ゐた 罰が 當っ てし まって …… 

紀. n 一郎 なんだ つて！ 

华代 (獻欷 すろ) 

杞三郞 おい、 おい！ 可笑しな 赤ちゃん だな あ 。よせよ！ 

何が 氣に 入らなかった の だい。 己 はお 前 を！？ 愛が つて ゐ 

るぢ やない か。 

年代 そんな 事ぢ やない わ 「 

紀三郎 ぢゃァ どうしたの だい e お前 何 か 己の 事を默 ちが 

ひして ゐ るので 5^ ないかな。 

^代 い. -ぇ。 

紀三郞 お前 は 己の 女房 だよ。 已は 生涯お 前 を 見放す やう 
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こ-つ はすき だか 嫌 ひだ かわか つ てはゐ なかった。 あなた 

の 中に 人って ゐ て- 山でも{-^|でも、 書物で も欽 でも 世の 

中の なにもかもが、 あなたに 見えて ゐ ました。 すきと か 

： え 

きら ひとかい ふこと を 超て ゐ ました。 今 は、 はっきり あ 

なた を 愛して ゐる のが わかります 。昨日まで あたしの 守 

護 神だった あなたが、 一 人の 人間に なって わたしに 戀ひ 

させよう として ゐ らっしゃる 0 なぜ あなたが 憎めな いの 

でせ う： 

紀三郞 己 はお 前に 憎まれる やうな 事 はしな いぢ やな い 

か. d 妙な 事 を 云 ふやつ だな。 

年代 (無言) 

三郞 (あくまで 糊塗して しま ふ 心 « ！! でか、 る) とに か 

く 誤解なん ぞと云 ふ 事が 夫婦の 間に あつ て は な ら な い 

ね。 すべて 云 ひたい 事 は 云って しま ふの だね。 

年代 誤解な ど は 致しません。 すこし だまって ゐて 下さい 

まし。 わたし、 考 へたい 事が あります の。 

(籐椅子に かける。) 

(紀 三郎 本，^ 讀み 初める，) 

(英 四郎 と、 若松 淺 子の 娘 初 枝と が 出て 來ろ^ 

(初 枝 は 厚い 髮， 化 las 々と 短く らして、 洋服，^ 着て ゐ 

る J 


な 事 はない ぞ。 

年代 そんなお 言葉 は 度々 伺 ひました し 

紀三郞 機嫌 を 直せよ。 そして 己に 聞き 質したい 事が あつ 

たなら 遠慮 無く 云 つ て 見ろ よ。 

年代 あなたに 質す なんて、 そんな 勇氣 はわた しに はあり 

ません わ。 それに、 わたし はそんな 事 をしょう などと お 

もって ゐ ません の。 あなたが 關 係した 事實で 苦しんで ゐ 

るので は ございません。 

紀三郞 では. 力んだ い、 變な 事ば かり 口走る ぢ やない か。 

年代 あなた 方の 事で はない の。 わたし 自身の 事な の。 自 

分 が 可哀想 でも あるし * 憎らしく も あるし … . . . 可笑しく 

も あるの。 

紀三郞 (抱く) さあ/、、 機據を 直せよ。 顏 にべ ンキを 

塗り 直さな いで は 可笑しい ぞ。 人が 變 に 思 ふ ぜ 。 

年代 他人な ど いくら 何とお も ひませ うと も かま ひません 

わ。 (失の 腕の 中に ゐ るの に や つ と氣 がつ いて、 おびえた 

やう-,, L その 手から 逃れろ， } いやです-. わたしに 鶴つ 

て は いけません。 

郎 なぜ だ。 

： なぜで もです。 

郞 己が いやにな つたの か。 

： い、 え！ 好きに なりました。 以前より 一層-前の 
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2 年代と 紀三郞 と 英叫郞 と 初 枝 

:e 三郞 さんど こかへ いらっしゃ つたの。 

初议 湖へ！ 

英四郞 こ、 の 主人 だの 子供 だので 船 を 出した のです つ 

て，. 

初 枝 母さん は？ 

三郎 もうお 歸り になり ましたよ。 

英 M 郎 さう！ 今. 階下で 女中が， 此 室に ぉゐ でになる 

ッて 云った ので 一緒に 來 たの だけれ ど …… 。 

初桄 左様なら。 (行 さか 、ろ) 

I キ代 お さん！ いらっしゃい」 こ、 へ 入らつ しゃい！ 

(リ. ：=! つて 初お，^ 抱、 樣 に 部 M へ 人れ ろ， - 湖 はどう？ お 

角 釣れまして？ 

初お え- すこう し！ 

代 すこし 捕れた の！ さう です か。 面白 かって？ 

S え、！ ずゐ ぶん 面白かった の」 小母さん、 今度 母 

さんや JJ.;:! で また 行つ て 見 ませう。 

I キ代 え \、 え、、 行って 見 ませ-つね。 母樣ゃ 小母さんと 

初お (.fcv く い-かけろ) 

〔キ代 もうす こし 遊んで ぉゐ でなさい な。 母樣 すぐ また こ 


こ へ いらっしゃいます のよ。 

初 枝 さう、 本 當？ 

年代 え > 本當 です とも- さァ、 小母さんと 何 かして 遊び 

ませう。 何 をし ませう ね。 え- 1 と。 蓄音機 を かけ ませう 

か。 それとも 小母さんが ダンス を 踊って 見 ませう か。 

初 伎 (笑 ふ) 

年代 ダンス！ 知って ゐて。 あなた も 踊れる でせ う。 母 

さん も 踊れる でせ う。 

初^;^ え 母さんの 處へ 先生が いらっしゃ るの。 ダン 

ス敎 へに。 あたしね、 あたしす こし 踊れる の！ 

代 さう、 小母さん は 踊れない のよ。 

枝 ちっとも？ 

代 ぇ&、 え、！ ちっとも 出来ない のよ。 初 枝さん、 

敎 へて 頂戴な。 

杈 (笑 ふ、 下.^ 向く) 

代 ね、 敎 へて 項 戴な。 

,  お でも わたし 敎 へる 程 は 出来ない の。 

代 初 枝さん の 知って ゐる だけね。 さァ どうし ますの、 

かう する のです か。 (初 杭 立た せて 手 1 化かけ ろ) 一 

二， 三 四 …… り 

初杈 (はにかんで) あたしい や だ わ。 そして、 男と 女と 

蹄ろ のよ。 小 母ち やん、 小 父 樣に敎 へて お 貰 ひなさい よ。 


6SR 


底 谷 


小 父樣、 お出来に なって？ 

紀三郞 え、， 出来ます よ。 

英四郞 僕と 踊り ませう、 さァ初 枝さん！ 

初校 いや だ わ。 あたしい や！ 

英四郞 なぜです。 

初お なぜで も！ 

年代 では ま、 事し ませう か。 あなた 且那樣 で 小母さん は 

奥 機よ〕 奥樣は 馬鹿な のよ。 

初 枝 なぜ？ どうして 馬鹿な の。 

年代 どうして も。 生れた 時から なのです のよ。 

初 枝 (笑 ふ) 

,ポ 代 C 祌經 的な 哄笑) ほんと に 可笑しい わね。 

紀三郎 初 枝さん， 小母さん はね、 すこし どうかして ゐる 

のです よ。 おい、 年代 ，初 枝さん にお 菓子で も 上げろ よ。 

初 拭 あたし、 お菓子 欲しくな いの。 

年代 ぉ菓 とっさり 上げ ませう ね、 待って ゐ らっしゃい 

よ、 お 通夜の 時に ね。 

英四郎 お 通夜です つて？ 

紀三郞 ( 何となく ざよ つと した 樣 子で， } ふん 下らない 事 

ば 力り 

年代 お ほ、、、！ さあ. ほんと に 何 かして 遊び ま 

せうよ。 お 葬 ひの 眞似 しませう か。 (座敷の 隅の 籐のバ 


ス ケクト vJ- 肩に 載せて 部屋 中 vS* あるく〕 さあ、 初 枝 さ 

ん、 あなたお 棺の すぐ 前 をお いでな さいな。 

初 枝 あたしい や！ さやうなら、 あたしもう 歸 るの.、 

年代 まだ 歸っ てはいけ ない のよ。 小母さんが 面白い 事 を 

して 見せます からね。 (考 へ て) さう ね 遊動圆 木の 眞 似 

しませう か。 (露 l*K 出て 欄干へ 乘 ろ) ほら！ (ある 

く) 

英四郎 (驚いて) 嫂さん！ 馬鹿な 事お よしなさい" 

紀三郎 あぶな いぢ やない か。 (腹立たしげ に〕 よせ、 よ 

せ！ 

5^ 代 あなた， あなた、 あなた はね …… 大丈夫 踏んで 立つ 

てゐ ると おもって ゐた 大地が 急に 無くって、 ぼかり と 足 

の 下 を 空 にされ てし まつ た 女を兑 た 事が あって？ 

紀三郞 (不安な 豫感 で) おい、 冗談 をす るな よ。 

^代 例へば かう 云 ふ 風に， 身 體が宙 に 浮いて しまったの 

よ。 さやうなら！ 

(兩 手,^ 開 いたま、、 うし スへ 反ら ろ 0 足に 欄 千,^ 

外れて 逆に 谷底へ 落ちろ。) 

紀三郞 ぁッ！ 

H 紀三郞 と 英四郞 と 初 枝 

英四郎 嫂さん！ 


底 s 


(二人 露 S4! へ 飛び出して 下.^ のぞく 0) 

紀三郎 (J^; ほしく 叫ぶ) 誰か 来て 吳れ！ 早く 早く！ 

(初 枝、 豫さ に 打 たれて ぽん やりして ゐ たが、 やがて 

はげしく 泣き 始めろ。) 

(落日の 最後の さびしく 明い 光が 斜に 室內 -レ 射し！； 3 

む。〕 

—— 幕. I 一 


ess 


りぶ も 火 


木 安安 富津 
村 田 田 山村 
火 重みく 有 
葉吉 つに 年 


有 年 どうも 面白く ねえ 型 だな あ。 いつもの 通り だ。 

おくに また やり直し なの。 

有 年 うん、 どうも 面白く ねえ。 (木炭ん-掘い ズ、 -ちク と 

おくに,^ 見ろ) もっと 顏を あげて 見て くれ。 

おくに かうな の？ 

^年 もっと。 もっと。 うしろへ 寄り 凭って 頤 から 咽喉 を 

うんと 見せて、 うん それでよ し。 

おくに この 方が 樂 でい &ゎ。 その代り 眠くな つて 来さう 

だ。 

有 年 寢て しまって はいけ ない ぞ。 おい、 もうす こし 首 を 

左へ かしげて 見て くれ。 おっと、 その 位 だ。 

おくに もう ちょっと 下げさせて くれる とな ほ樂 なんだ け 

れ どもな。 あ t 痛い。 鎖が 喧ひ 込んで。 

有 年 待ちな、 いまに 樂 にさせて やる。 

(ffi き 初めろ。 5 

おく に ねえ， 先生！ 

有 年 うん。 

おくに 先のお 内 さん も かう して 縛りつ けたんだ つてね 

え 0 

有 年 うん。 

おくに 縛られた 女の 畫ば つかり 描いて ゐ たって， ちっと 

も K れな いぢ やない の。 


火 め ぶ り (一 S 


物 


畫  H 

その 妾 

有 年の 娘 

みつの tS 父 

有 年の 內 弟子 


(四十 五 fjo 

0 一一 十六 8 

(十 四 S 

(三十七歳) 

(ニ十五^0 


舞 蹇 

現代、 十月 ごる。 

小石 川？^ の 古い 二階家。 荒れた 庭に 樫の 木が たって ゐ 

る。 芒 だの 枯れ か、 つた 雜草 だのが 一 杯に しげって， a 

ろ 下手に、 こ はれた 物置が ある。 靜 かな 午後の 日光が 

さして ゐ る。 畫ェ津 村；^ 年、 妾のお くに.，^ 細い 鎖で 枉 

に 縛リ つけて それ y ^寫 生して ゐろ。 有 年に 髭 だらけの 

無性った らしい 男。 おくに！ i 大柄な 仇つ ぼい 女、 级杏 

返しに 紡って ゐる。 


1 有國 とお. 


VI ぷ' ゃ>  火 
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■fr お お お ィ 1. 


おく-」 だってく たびれ たんだ もの。 

有 年 もうち つとの 辛抱 だ。 もうす こし 右 を 前へ 出して く 

れ。 左 を 立て \！ もっと、 もっと。 

おくに 足が出ち まふ わ。 

有 年 指の 先き を かがめて 吳れ。 

おくに 先生！ ちょっと 前 を 合せて 頂、 戴よ、 すっかり だ 

らしが なくなって しまった。 

有 年 かま やしね え。 白子 屋 のおく まが 戸棚から 出て 来た 

やうな の も わるく ねえ 。 

おくに (笑 ひかけ て) お 馬鹿さん ねし 

有 年 (眼 VJ- 放さす 白い 齒 見せて 薄 わら ひすろ) 

おく-,.！ 早く 描いて しま ひなさい よ。 (破廉恥- 10 早く 

さ 0 

有 年 い \ よ ，もう やめた. - (おく- し 、近づく) 

おくに およしな さいよ。 お 株 だよ。 今日は 柱に しばられ 

てゐ るんだ よ。 

有 年 解いて やらう。 (繩ん <  斛く) 

おくに いや だよ、 あたし。 ほら、 格子が 開いた。 火絮さ 

んが歸 つて 來 たのよ。 

$  (離れる) 畜生.，. 

(外で 「ごめん 下さい。」 と 云ふ萆 がする C) 

おくに 先 半：，. 火 葉さん ぢ やない わ。 誰か 來 たのよ。 


有^ うん。 

おくに どうし て 練られた 女 を澤山 a くの？ 

有^ 女 は 縛られて ゐる 時が 一 番 可愛い からさ。 

おくに 可 一：： 么想 だからな の。 

お^ さ うぢ や あねえ。 女なん ぞを、 うっかり 可哀想 だな 

んて おもって 兑ろ。 ひどい 眼に 逢 は あ。 

おく に ぢゃァ なせ 縛られた 女 を 見る とか あいくな るの。 

$ なぜ だか 知らね え。 とにかく 女 は 縛りつ けて 見る と 

一 番 美しい 處が わかる。 むごたら しく 縛れば 縛る ほどよ 

く^える よ 0 少 々お 多 福で も 女つ ぶりが 上って 見えら あ 

お前で もちよつ とい、 女に 兑 える からな。 

おくに 御 挨拶 だ こと，、 

(is 

おひ 小 ちょっと、 おい、 右の 足 を もっと 立て、 見て くれ。 

よし。 

おく に 光のお 內镜 さん もよ く かう して 縛って 置いて 寫生 

したんだ つ てね つ それから あとが 大變だ つ たの だって I 

： 小 ，つん，。 大變 だった とも。 

く- し 火- さんに みんな^い たのよ、 先生！ 

¥ 手前、 火 葉と 怪しい ぜ。 

くに (表 iw) 御 冗談で せう- あ V くたびれた y 

^ いけね えな ァ、 おい、 今 * 足の 處を 描いて ゐ るんだ。 
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りぶ あ 火 


有 年 (立って 玄關の 方へ 行く) 

おくに (すつ か リ繩, ^脫 して 自由 LL なり、 玄關の 方, ^sis い 

てから， そっと 二階へ あがって ゆく) 

(舞蔓 人 無.」。) 

2 有 年と おみつ と 重 苦 

有 年、 部屋へ 戾 つて 來る- おみつ と 重 吉と續 いて 入つ 

て來ろ。 ^^吉は田舍の商人と云ふ風、 おみつ は 淋しい 

額 vj- した 伶俐 さうな 娘、 各々 挨按. v る。 

有 年 珍ら し いぢ やない か、 重吉 さん！ 

重吉 へえ、 ど、 「もたい へん 御無沙汰いた しまして。 

有 年 お 内儀さん は 達者 かい。 . 

重吉 へえ。 寶は その 事でして。 

有 年 ぉ內 儀さん がどう かした のかね，」 

重吉 へえ。 

有 年 どうしたんだ ね。 

重吉 へえ！ どうも. 貲 はこの 春から 病 ひっきまして。 

有 年 それ は大變 だね。 何の 病氣。 

las 吉 それが 傳 染^でして。 

有 年 胸 だね。 

重吉 へえ。 

有 年 そんな 病氣の 出さうな 人で も 無かった がな。 


重吉 今迄 は 至って 丈夫な 女でした が … … どうも まった メ 

弱り切って しめえ ました。 それで 御 相談に 出 ましたんで 

すが， このお みつ 坊の 事です が …… 。 

有 年 ふむ。 

重吉 世滯は 苦しくな ります し >  一人で も n を 減らさね え 

では 藥 代が 出ません ので  水ら く預 つて ゐ たで、 わし 

ども 實の 子の 機に おも ひます で、 手放した くもね えだが * 

どんな もんで せう かねえ. こちらへ 引取 つ て 頂けれ え ん 

でせ うかと おも ひまして ね。 

有 年 ふむ。 

篾吉 (云 ひ 僧 さう に) うちへ 預 りまして からもう 七 年に 

なりました だ。 世話 やける 時 はとうに 過ぎ ましたし、 さ 

うかって 實の 子で ねえ わしが 妹の 子 だけに、 子守 ツ子に 

やるな ァ いや だ ァ とて， 病 入が 承知し ません ので。 それ 

で 御 相談に めえ つたわけ でして。 へえ。 

有 年 截 から 棒に 引取れと 云 はれた 處で 困るな.〕 これ はわ 

たしの 子 だと 云 ふ もの \、 お前さんの ところへ やって し 

まったん だから、 この 世に ゐ ると もゐ ない とも * それさ 

へ考 へない、 いは r わたしの 勘定に は 人って ゐな いんだ リ 

まァ 他人 も 同じ だ。 

宽吉 他人 だと〕 勿體 無え 事 云 はわえ 事 だ" それに||1,^_1女に 

來てゐ るの ぢゃァ ねえ， あんまり 可哀 さう だから わし 引 


リ ぶん 火 


•  取って ゐた V。 尤も この 七 年の 間、 正月の 小 遣ひ錢 HTI で 

も 下駄 一 足で もこれ に经 つても 來 なさらね えだから、 大 

方、 自分の 子 だ てえ 事 を 忘れ て ゐな さるんだ らうよ ッ て 

よく 笑 ひ 話に して ゐ ましたが * 今度と 云 ふ 今度 は、 た 1- 

笑 ひ 話で もす まされね え。 一 つばし 間に合 ふだから、 こ 

れ 家に ゐねぇ ぢゃァ わしら 困る に は 困る だが、 口減らし 

てうちの やりくり しねえ ぢァ 追つ V きまし ね え だから 

わ。 それに、 鳩の 病氣は 傳染病 だから、 もしかして この 

おみつ 坊に うつりで もじた 曰に ぁァ、 死んだ 妹に 面目ね 

えさ。 お前 樣 にも 逢 はす 顔が 無くなる だから …； 。 

そんな^^は仕方がなぃゃね。 

簿^な 5? 云 はねえ もの だよ。 取 返しの つかねえ 事に 

なる だから。 

お^ とにかく 突然 やって来られ たって 困ら ァゎ。 今日は 

まあ 連れて 歸 つて 下さい。 そのうち、 金 を 算段して いく 

らか， せ 一る やうに する から。 

吉 (むッ として) 金 貰 ひて えから 來 たと おも ひな さる 

かね。 

^年 だってお 前さん、 世帶が 苦しい から 引. 取れと 云 ふぢ 

やない か。 

吉 それや さう 云 ひました。 だが、 金吳れ ろと 云 ひまし 

たかね。 


有 年 じぢ やない か。 

mw 馬鹿 云 はねえ もの だ。 わしの 云 ふの はさ うぢ ゃァね 

え， 今度と 云 ふ 今度 は IS は 血 吐いたり 溪 吐いたり、 せま 

い 家中が 藥 のおで ぶんくし てゐ る有樣 だァ。 金 あり や 

病院へ でも どこ へ でも やります さ。 それが 出来ね えだ か 

おな どし か そ *J 

ら、 これと 同い年 を 頭に 四 人の子が 病人の 寢 床の すぐ 傍 

さお 敷いて 寢る だ。 夜なん ざァ、 家中 寢床 だ。 可 怖ね え 

ぢ やねえ かね. それ も わしの 子 は、 ^ 方が ねえ さ。 親-十の 

緣 だからね。 親ァ 貧乏で 親の 病氣引 負った つて 因緣 かも 

知れね えさ。 だが このお みつは さう でね え、 津 村有 年と 

云つ ちゃ ァ身持 わるい が 近頃 はい V 金. 取る 浮世 嬉師 C 先 

生 だ 0 しかも かう してれ つきと して 東京で くらして ゐな 

さる だ。 その 預り もんの 子に、 病氣 うつして しまったら、 

面目なく てなる めえ ぢ やない かね。 金 ほしいの は 二の次 

だ。 大事な 預り物 だ。 班 物にした くねえ が 第 一 だ。 今年 

中に 死ぬ やら * このま X でヒ クヒク 三年 五 年生き る やら- 

あの 病氣 はわから ねえと、 醫者樣 は 云 ひな さる。 この 先 

長く 今の 樣に 一緒にして 置いても しもの 事 あったら、 ど 

うしな さる G 

有 年 どうも 仕方がな いぢ やない か。 お前さんの 子に だつ 

てうつ るか も 知れな いんだ もの。 これにう つ ッた處 が 仕 

方がない。 恨み やうが な いぢ やない か。 


リぷゎ 欠 


重お 重 有 K 有 


m 吉 わからない 事 云 ふ もので ねえ。 これ はお 前 樣の子 だ。 

實の子 だ。 子が か あいく はねえ だかね。 

有 年 か あいくな いね。 

重吉 あきれた もんだ C もうこんな 立派な 娘に なった だか 

ら、 結構 臺所 でも 何の 用達で も 出来る" お前 樣身の 廻り 

させる に 便利で ねえ か。 

^？年 なァ に- 身の 廻りの 事 はして 吳れる 奴が ある。 それ 

に 己 はこの 娘 を 見て ゐ ると、 こいつのお 母の 事 をお も ひ 

出して いや だ。 ， 

重吉 ふん、 お前 樣に 苛められ 通しで 妹の 奴 死んだ から 

な， 思 ひ 出し や 後生が わるかん ベえ よ。 

お 年 とにかく 速れ て歸 つて 貰 はう" 

おみつ 伯父さん. 早く 歸り ませう。 早く 歸り ませう。 あ 

たし、 母さんの 事が 心配 だから。 

吉 昨夜、 この 相談す ると、 これも^ も、 どうしても 氣 

が 進まね え、 いや だと 云 ふさ。 わし だって 手 離した くね 

え さ。 だが この 子 は あまり 丈夫 でね えだけ 病人 の 傍へ 置 

きたくね えと わし 一 人 云 ひ 張って * たうとう か， つやって 

連れて 來た V。 小さい 餓鬼た ち、 ス テン ショ まで 途 つて 

来て、 資の 兄； IS に 別れる やうに 悄れ てゐた s^。 また 速れ 

て 歸りゃ さぞ 喜ぶ だら う. … 。 

有 年 それなら なほ 結構 だ。 こっち も 助か るんだ、 なァ に、 


初めつ から 己の 子に 生れた な ざァ運 はよ くねえん だか 

ら、 事の 序でに >  もうす こし 大きく して 酌婦に でも 費り 

飛ばして しま ふが い、。 別に 何とも 苦情 は 云 ゃァ しない 

から。 

吉 お前 樣、 正氣 だかね。 

有华 正氣 さ。 先の が乘 りうつ ッてゐ る ほな 娘 を 引取る 

なん ざ ァ眞平 だ。 

重吉 呆れた もんだ。 まるで 鬼の やう だ。 わしに はほんと 

に出來 ねえ。 

有 年 (笑 ふ) さう かな ァ。 

おみつ 伯父さん、 歸り ませう。 

重吉 歸 らうな ァ。 おみつ、 もう 今 曰から お父さんと 云へ。 

こ \ にゐる 人ァ、 赤の他人 だ。 

吉 何！？ 笑し い！ 

¥ 可笑しい やな。 (笑 ふ) 

士ロ うぬ！ (ト 飛び か、 らうと する) 

みつ (抱 さとめ ろ) 歸り ませうよう。  . 

吉 (ぶる./ \ ふろへ 乍ら) うん、 歸 らう。 早く 寄-つう。 

(二人 録 つて 行く、 有 年；^  - ソと考 へて ゐろ、 ロ昃 る。) 

(弟子大村火4^ぶ歸って來ろ。) 
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火お 火 有 火 


あと は あの 女に 渡し て 置け。 

火 葉 え X。 (金，^ 渡す) 奥さんの 生きて ゐ らしった 頃 

は. いくら 金 を. 取つ て 来ても 一 文 だって 上げた 事 は 無く 

つて、 皆な 先生が 道樂 をし ちまった けれど …… 此の節 は 

やつば りお 年の せ ゐで氣 が 弱くな つたんで せう かね。 

有 I 牛 馬鹿 を 云へ。 それや ァ 己が 今の 女に 惚れて ゐ るから 

だ 0 

火 紫 奥さんに は 惚れて ゐ なかつ たんです か。 

お 年 さうよ。 あれ は 己の 女房 だつ たんだ。 だから 己は惚 

れ てなん かゐ なかった" 今の 奴 はもと/ \ モデル 上りの 

己の 情 ^ だ。 どこの 國に、 情. P に 惚れず に 女房 に 惚れ て 

ゐる 奴が ある もんか。 女房と 情婦 ごッこ をして ゐる奴 は 

別 だが、 本當の 女房つ て 云 ふ もの は 辛め 拔 いて 見なくて 

は 氣の濟 まねえ ものよ。 

(おくに、 二階から 下りて 來 る。) 

4 おくにと 有 年と 火 葉 

おくに 火 紫さん、 ぉ歸ん なさい。 

火 葉 た^今！ 

おく LL お 客と 入れち が ひだった のね。 さっきの 人が いつ 

の ま にか 火 葉 さ んの聲 に 代って しまって、 變 だとお も つ 

てゐた わ。 うとくし かけて たもんだ から。 


3 有 年と 火楚 

^0 只今— 

お 年 (だまって ゐろ) 

火 W 木 先^、 今 こ >- を 出て 行った の tf 松戶の 安田さん で 

せう。 

有^  'ん。 

火 ぢゃァ あの 娘さん はおみ つさん でした か。 どうも 奥 

さんに よく 似て ゐ ると おもった。 惜しい 事 をした。 何し 

に來 たんです、 先生！ 

おみつ を 引. 取れと 云って 來た。 女房が 病氣で 寢てゐ 

て闲 るから と。  . 

臉 つたんで すね。 

さうよ。 いやな こった。 

可哀想に …… 0 

己が か？ 

冗談で せう。 (ふと こ, C から 金^ 出す) よこしまし 

たよ、 11 方と も。 

お^ 宏文 51- はいくら よこした。 

火 七十 圆 でした。 みんなで 百十圓 あります。 

あいつめ、 よくよ こした な。 ぢゃァ そのうち 二十 圓 

はお 前に、 此 cil^ りた 分と して 返す。 己に 五十 圆 出せ - 
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おく に あら、 五日ぶ りに 二人ぎ りに なれたの にわたし を 

打捨 つと いて 斑 を かくの。 

火 ii- だって、 新 g の 方が そろ ノ\ 追 ひっかれ るんだ もの。 

まぎの仕^^た。 

おくに ひど いぢ やない か 。(無理に 坐ら ぜる) 誰が 仕事 

なんかさせる もの か.，' 

火^  (苦笑) 手荒 だな ァ。 こ はれ 物， "取扱注意 だ。 

おくに お前さん、 をと、 ひの 晚歸 つて 来たの は 一時 通つ 

てゐ たね。 どこへ 行って ゐ たの。 

火 葉 友達の 處さ。 

おくに どこの。 

火 紫 神 W のさ。 

おくに 神 W の 誰 さ。 

火 葉 文揚 社の 編 魄にゐ る 小 室と 云 ふ 入の 處さ" 

おくに つい ぞ 行った 事の ない 人のう ちぢ やない の。 

火 さう さ. - 初めて 行った のさ。 

おくに それに 十二時 過ぎまで 遊んで ゐ たの。 

火； K ぁァ。 御馳走に なって ね。 

おく に (烈しく) 龍つ き！ 

火 葉 なにが？ 

おくに 人が 知らないと、 おもって ゐ るんだ よ。 (ふと： る 

から 手紙 出す) 肉太に 雷いて ある けれども 女文字 だ 


火 葉 どれ >  お見せ。 

おくに 中 を 一緒に こ、 で讀 むかい。 それなら 渡す けれど。 

火 梨 とにかく ちょっと 見せな くつち や。 差 出入 はなん と 

書いて あるんだ い。 

おくに どうせ 出 鹪目さ 

火 葉 (素早く 手紙 奪 ふ) なんだ、 これ は 牛 込に ゐる友 

達ぢ やな いか。 松 內と云 ふ 油. K 師. た。 

おくに * ちゃ ァ中を わたしと 一緒に こ、 で讀 むかい。 

火 葉 それ は 困る さ。 どんな ffl 件 だか わからな いんだ もの 0 

おく- し うまくお 云 ひな。 色文 だもの だから 讀 めな いんだ 

らう 0 

火 葉 そんな 事が ある もの か。 (封 じ 見ろ) おや、 開 

けて 見た な。 でなければ こんなになる わけがない。 

おくに (だまって ゐろ) 

火 葉 ひど いぢ やない か。 親展書 だぜ。 

おくに 見ち ゃァ わるかった の。 

火 葉 だって、 だって わたしが 見 もしない 先に、 なん ほ 何 

だって 親展の 手紙 を …： 

おくに (ほる/ \ と 泣く) 

火 菜 なんだ、 泣く の、 泣く 事なん ぞ無 いぢ やない か。 

おくに でも あんまり ひどい わ 。わたしが こんない やな 家 
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にゐ るんだ つて、 あなたに、 あなたに …… 。 

火 衆 (笑 ふ) を かし いぢ やない か。 泣く なんて！ わか， 

つて ゐ るよ 0  一 

おく に (涙 ふきながら) ぁァ いや だ >  いや だ。 苦勞 ば： 

かりさせられて。  一 

火粱 いやなら よす さ。  一 

おくに あら、 どの 口が そんな 事 を 云 ふの。 

火 葉 この 口 さ。  i 

おくに どれ、 この 口 かい。 憎らしい。  - 

(物 昔が すろ。 二人 離れる。 有 年 悲痛な 額，^ して 入つ： 

て來 ろ。)  ~ 

6 有 年と おくにと 火 葉  一 

おくに あら 先生！  一 

有 年 (だまって 二人 vJ- 凝視す)  」 

おく に (破 服 恥 に) お湯 はどうして。 今日は 休みの 日 か 一 

しら。 お湯の 休み も 二十 曰ぢ やなかった かしら。 一 

有 年 (執拗に 立った ま、 だまって 二人,. J- にらむ) ； 

おくに どうな すった の。 (わざと 笑 ふ) を かしな 先生 一 

C- 有 年 は 頑固 に だまって ゐる。 不安。 火 葉、 二階へ 上 一 

つて 行かう とすろ 0)  ^ 


$  (叫ぶ) 待て！ 

火 葉 (立 止ろ。 反射的に〕 なんです リ 

有 1^  (飛び か、 つて ニク 三ッ 打つ. - 

§  (お の 胸ん 突く) 

^¥  (よろ けたが すぐ 立ち直って 火 葉の 胸 とる) 

火 葉 (有 年の 手 1^ つかむ〕 何 をす るんで す。 

有 年 何 だと！ 糞ッ。 

おくに 先生. どうした のさ。 およしな さいよ。 

有 年 (火 葉 し g!l してな..，、 ろ： 

(格闘。) 

おく  L1 あれえ、 あぶない。 火 紫さん、 Hf- くお 逃げよ。 

(有^^-维洗-4^取って火葉，^打っ。 蛑ハ がの ヒ から 血が；^ 

らくと 流れろ。 肇？^ く：：；，： けて 飛ぶ .) 

おく- し (有： に 武者ぶ りつく) 

お 年 畜生！ 

おくに 火 葉さん、 早く 外へ 出て おしま ひよ. * 

有^ 放せ！ 

(火 葉"？ ソと有 年.^ 見ズゐ る。) 

おくに どうした のさ 先生！ 何 を 思 ひち が ひ をした の 

さ。 

有 年 思 ひち が ひだと。 ふん、 見ち が ひだと 云 ふの なら ま 

だし も だ。 1. 太い 女 だぞ。 
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おく-し 見っともな いわよ 。燒 餅なん ぞ 年が ひも 無い。 

お (おくにの 顿， 5- 打つ) 

おくに (叫ぶ) 何 をす るんだ い。 馬鹿！. 

ぉギ 己の 馬鹿 は 今 初 まった 事 ぢゃァ ねえ y  (髮， ^摑ん で 

引 倒す) よくも； おめた 事 を しゃがつ たな 。とうから ちゃ 

んと 知って ゐ たんだ。 ぃっか現！^ゲ-押へ て やらう とお も 

つて 待って ゐ たんだ。 太え 奴等 だ」 . 

おくに 何 を 云って ゐゃ がるんだ。 火薬さん を 情人に した 

のが 何が わる いんだ。 (有 J^* 火 葉 LL また か、 ら -r とす 

る、 おくに 素早く 火鉢の 灰 LL 挿して あった 錢，^ 持ち、 火 

萊 4- かば ふやう にして 立ちはだかろ) 火 紫さん に 指で 

もさ はって 見ろ。 あたしが 承知し ない！ て。 

(火^に) 出て 行け、 すぐ 出て 行け。 

火 ふん！ 

(冷笑、 かに 出て 行く。) 

7 おくにと 有 年 

^¥  己に 手む かひす るつ もり だな。 

おくに. 常り 前 だ。 

お 年 ？5^女め〕 (おくに.^ 突 さ 倒して 鏝， 取上げろ、 馬乘 

リ LL なろ。 手近に 前に 使った 鎖. かもろ) よし、 今度 は 本 

式に ^りあげ て やらう。 (おくに $  ，ハ 手 に 姊リ つけろ) 


おく に 何 を しゃがる、 畜生！ 

有 年 (おくに 突 落し、 .ぼ の 接の 木に 總リ つけろ) 

おくに ふん、 何でもす るが い \。 貴様 見たい な、 猿の や 

うな 親爺 に 自由 にされ てゐ るの は、 火 葉 さ んの 傍に ゐら 

れ るから なんだ。 今ごろ 氣 がっき ゃァ がって、 うぬ ほれ 

め 0 

有 年 (手拭.^ 持って 來て 口，^ 練る) どう だ、 まだし やべ 

りたい か。 い \氣 味 だ。 よく 似合 ふせ。 己 は 貴樣に 惚れ 

てゐ るの が 今日はつ きりわかった。 かう して 縛りつ ける 

の も 惚れて るれば こそ だ。 有難く おもへ。 ふん， いつも 

モデルに し て 縛る 時 は、 本當の 面白味が 出て 來 ねえが、 

かう して 眞劍 にく  & りあげて 見る と 寶女 は } ぼ 女 だ けの 味 

が あら ァ- ふ、、 髮 もい、 工合に こ はれ やが つた。 £ 

？. ろ樣 LL) ま てよ！ もうす こ し顏 へ 毛が 亂れか 、 ら 

ねえ ぢゃァ いけね え。 (傍へ 行って 髮の 毛， な 顔へ かけろ) 

ほうい、 工合 だ。 これで 頰 桁へ 血が すこしつ いて ゐれば 

なほ 面白え。 續の 具の 色 ぢゃァ つまらね え。 (小刀 ァど 持. 

つて 來ろ) どう だ 痛い か。 (頸， ^切ろ。 血 流れろ) こ 

れで よし。 

G? ンと 見て ゐる。 冗费 して 来る。) 

己 は 今 ま で 縛られた 女 を 何千 種 1 いて 見た か 知 ら ね え 

が、 今日の 樣 にい、 モ デ ルを つかつ た 事が ねえ。 貴樣を 
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妾に して {!： 痴な 眼に 逢 はされ たのが 却って 得に なった。 一 

世の中 は 何が 仕 合せになる か 知れた， もの ぢ やねえ な。 (考ー 

へて ゐろ) だが 憎い 畜生 だ 。さんざ 騙 しゃがった。 (二 

/、言の やうに) 死んだ 隐 は師； K と 間男 をして ゐ やが つ 一 

た。 それ を已は 知らね え 風 をして 暮らして 來た。 そんな 一 

事 は 一 度 だって 口に 出した 事 はねえ。 女と 云 ふ もの はま 

つたく 縛り上げて 置く より 外 仕樣が ねえ もの だ。 人に 煮 一 

湯を吞 ませる 事 をなん とも 思 やがらね えけ だものめ 。あ 一 

あ * ぶつ 倒れさう だ。 (よるめ く〕 どうして やらう 。さ 一 

、つ だ。 火 あぶりに してやら うか。 どう だ その 足 許から 火 一 

を 焚きつ けて やらう か。  一 

おくに (もだえろ)  j 

有 年 (冷笑) 呻って ゐ るな。 い、 氣味 だ。 いやな のか。 一 

それとも やって 欲しい と 云 ふの か。  一 

おくに (靜 かにな ろ.) 

有 年 火 をつ けて やらう か。 

おく；. ！■(• ちっとして ゐろ)  . 

有 年 (憤然) よし- 燒 いて やる。  一 

S の 隅の 物 から、 炭俵. た の 木 端 だのな 持ち出し お； 

く  LL の 足 許 に ^む。 おく  LL 靜 かにして おろ。)  一 

有 年 どう だ、 いよ/ \贵 樣を燒 き 殺すぞ 。 (物 狂 ほしく 一 

笑 ひ 叫ぶ) ふ、、.. 1 、  >1 >t!  一 


(夕 ぐれ 近くな リ、 風が 來て 木の葉， ^落す。 の 隅 か 

ら火葉 そっと 出て 來ろ o〕 

8 火薬と；^ 年と おくに 

有^ よし、 さう して ゐろ。 今 火 をつ けて やる。 己が 一代 

の名畫 にして り (立 上ろ) やい 貴樣の 姿が 千古に 殘 ろん 

だ。 光榮 にお もって 靜 かにし ろ。 

(火 葉 飛び か う C -。 お 驛，^ 立てす に 倒ろ。) 

1 幕 II 
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田 沼 川 
と 


間 

中 使， 一 子 子 
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微風が 支那 跪.^ す： しづ 、動かす。 その の 影に^ 風 

な 文 机が あろ C 書棚が ある。 そこ は 今 は 女主 人の 齋 

にな つて ゐる。 下手 向に 丸窓がん る。 卓上 が ある 

上手が や > ^間にな つて ゐろ。 十 SS ぐら ゐ。 枯淡な 趣味で 

どちら かと 云 へ ば 女性，^ あるじと する 家ら しくない 銪 

びた 調&で 飾られて あろ。 庭 いちめん 前の 日の KS で 3 

れヾゐ る。 概の葉 はま だ _| 下,. Ma んでゐ る。 

あろ じの 未亡人、 書齋で 新聞， ^請んで ゐろ。 一一 一十 歳。 

聰明 さうな 靜 かな 美しい 録 人。 髮は 西洋 職に 結んで. a 

る。 質せな 黑すん だ 好みの 衣服。 古風な 裂地の 半巾帶 

翡翠と 本 S- と 白金と， CJ- 取合した ピ ン。 指輪 はばめて ゐ 

. ない けれども、 爪先 は マ 11 キュアが 屆： ， 1^ ゐ ると 云 つ 

た 感じ。 物 云 ふとき も、 物 VJ' 問いて ゐ る^も 相手 か 

ら靜 かな 眼 差.^ 放さない -1 がお る。 その 眼の 中に、 程 

のい い 表 isw が 往来す る" それが 対 手ん-魅 すろ。 しかし 

す , 、しも 隙が 無 い 0  0  ^  LL 身邊 寸 護す ろ に は敎 養 の 

屈いた 正しい 舉措产 fw てして ゐ ろ。 

小間使 (佛參 の 花 1 化 持って 下手から 出て 來る) 奥 樣ぉ花 

が屆 きました。 

禮子 さう！ (花，^ 見ながら〕 柳が あつたの ね。 柳に マ 

ガレット、 妙な 取合せ ね。 


一 一人の 未亡人 (一 § 


物 

(三 十 ^^) 

(二十 七？ o 

(三 十 五 歳) 

(十七 歲位) 

(二十 五 歳 优) 

舞 经 

現代、 六月の 朝 

ま 京の 郊外。 廣々 と 庭，^ 取った 平家の 座敷。 猶リ緣 か 

ら 上手へ. 迎ふ。 客の 出入 はこの 上手から 緣 vS- 傳 はって 

すろ。^ LL は、 女 竹が？ S 山 茂って ゐろ。 棋>  靑桐 など 

む植 ゑて あろ。 藤棚な ども ある。 すべて 新綠 で、 座敷 

の 中に k パ -1= い 影 が^み ズゐろ s« の 落着いた、 賓 素な 純 

曰 本^の あま リ大 きくない 邸. で。 ^ はさ-つ 手入れ-かし 

てない。 全！^.., L す こし 茂リ過 ざて ゐ ろくら ゐ であろ。 

午前の © んだ 口-か、 それらの^£?^ら洩れて、 彈 力の あ 

ろ 新.， ：■ しい A=- の 上- 11 ちらちら I , -ぽれ て ゐろ。 凉し い 
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小 2^ 使 雨が 績き ましたので、 と 申譯を 云って 居りました。 

禮子 でも そんなに わるく も 無い わね。 あっちへ 持って行 

つて、 水へ 挿して 置いて 1^、 戴！ 

小間使 はい。 (行き かけろ〕 

禮子 大 初へ 一 m 話 を かけて 吳れ て！ 

小間使 はい！ 十 時には ぜひ 參る やうに 申しました。 

II 子 さう！ 有難う。 (また 新聞：， L 眼 vJ- や リ 乍ら) 下駄 

を 出して 置い て 頂戴よ。 

小 問 使 はい。 もうお 傘 も …… 黑ぃ 方の 分 をお 揃へ して ご 

ざいます。 お 召 物 はどう 致し ませう。 

醴子 ^物？ (何 か考 へながら) さう ね！ (間 11 すぐ 

はっき リ して い i わ 0 わたし 出す から。 

小間使 はい。 C 去ろ) 

禮子 (新聞 か謓み っゾけ てゐ る。 遠くで 呼 鈴が 鳴ろ。 子 

親 1^ あげて， 眼 は 底の 方 見 乍ら、 耳の 注意，^ 玄隨の 方 

へ やろ) 

(上手から 女中が 名刺，^ 盆に のせて 來 ろ 0) 

擎 お客様？ 

女中 はい。 (名刺， „ ^出し 乍ら) をと i ひ 小石 川の 日 ー那と 

おいでになった 方で ございます。 

禮子 (名刺, ^弄りながら 赏 惑した やうに せへ ろ) 困った 
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„ あまりお 堅く もない のです が *( 笑 ふ) 極めて 氣ま 

ぐれです から。 

禮子 御同樣 でございます わ。 (微笑) 御存じの 通り、 早 

く兩 親に 別れ ましたし、 あの 吞氣な 兄と 二人、 年 を 寄り 

ました 大叔母の 手で、 あまやかされ 切って 育ち ましたせ 

ゐか、 どうも あなた、 今に その 頃の 癖が 拔 けませんで、 

つ い 得手勝手な 事ば かりいた します。 

良 一 (あいまい に) いや、 結構です。 

禮子 さあ， どうぞお 樂 にお ゐで 下さい まし。 御 洋服です 

おかま ひなく 御^し 遊ばして。 

良 一 いや、 これで 澤 山です。 

禝子 それに あなた * 急に 今朝 は 晴れまして、 …… お あつ 

く は ございません かしら。 お 上着 をお とり 遊ばして はい 

かがで ございませ うね。 

良 一 ええ。 なァ に、 すぐお いとまし ますから。 

禮子 まあ、 そんな こと 仰 有らずに。 

良 一 御 出先 を 喰 止めて しま ひまして。 

禝子 なんの、 そんな こと を、 あなた。 今日に 限った 事で 

も ございません。 用事な のです から …… 

良 一 失禮 です が どちらの 方へ お出かけで すか。 

II 子 はい。 あの ちょっと、 墓 參に靑 山まで …… 

良 一 御 俾 參に？  (n) 今日が 御主人の 御 命日です か。 
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嬗 子 いえ。 ％• 曰な ので ございます。 I 母 月 十九 H に は、 と 一 

にも かくに も 一 度 づ> -、 花 を 下げまして 责 山へ 參る のが- 

この 三年 間 月の 行事に なって 居ります。 昨日 は あの 降.？ 

で ございま したので、 1 日のば して 今^に いたしました 0 

良！ なるほど 0  ( まじめ-.. i なって 考へ 込む) いや、 それ 一 

なれば なほの ことお 邪魔 をし まして、"  _ 

禮子 いいえ、 どうぞ 御 ゆっくり 遊ばして。 (手 1^ 鳴らす； 

小間使 場) お茶 を ……  ： 

小 使 はい o( 去る。 やがて 盆の 上-,: 茶器，^ 持って 來て 一 

また 去ろ)  -1 

(長き！ 1。) 

(禮 子- 急 IS 、- <リ 茶^つ ざ 乍ら 勸め る. 0  .ー 

躞子 本當に ：1. 窮： g さう でございますね。 どうぞち と 御自- 

由に おくつろぎ 下さい まし。 こんな 處へ おいで 遊ばして 

御 遠 a は 御 損で ございます。  一 

良！ いや どうも 0  ( 笑 ふ 。すこしく つ， つぐ)  ： 

m 子 主人の 牛；？ て： g りました 頃 は、 それでも こんな 家に 一 

も 一 部 Is だけ は、 椅子 テ I ブル をお きました 間 も ござい！ 

ました けれども * どうも 日本 問に ョ ォ a ツバ の 調度 はう： 

つりません ので ……  ん 

良 1 さラ です ね。  一 

鱧 子 天井 は 低う ございま すし * ー潸 * 洋 .M に 直さう かな： 


どと 申して Ig ります うちに 亡くなって しま ひまして， そ 

れ から はもう、 洋服 を 召した お客様 は 三月に お 一 人 ある 

かなし、 親戚の 子供が 擧 校の 制服で 參 るく らゐな もので 

すから、 つい 椅子 卓 を 片付けて しま ひまして。 とんだ 

御 窮屈な めに お あはせ いたしまして。 

an いえ。 どうも 當 節の 日本の 狀 態で はいたし 方ない 事 

です。 洋服 を 着て 出る 方が 失禮 なので。 

(や ^5 

疆子 あのう ：：： (云 ひやむ、 眼," ふ^る) 

A 一  は あ …… (^子の 言 紫，. ^待つ) 

禮子 あのう.，」 (微笑) わたくし など、 こんなお ばあさん 

でございますから- お差しい のなん のと 云 ふ 事で は ござ 

いません ので， か ま はず 中 上げた うご ざ い ますが  

良 一 は あ， わたし も その 流 です。 どうぞ 仰お つて 見て 

-トさ いつ 

禮子 ！ 昨夜、 兄が あなた 樣の御 伴して ここへ 參 ります 三 

四日 前に， わたくしが 小石 川 へ 無沙汰 兑 舞に 出ました と 

き， あなた 樣 のお 瞟を 初めて 伺つ た わ け でございます 

良 一 は あ、 なるほど。 

躞子 兄 は ぁァ云 ふかま はない 人な ので、 どんく 突 込ん 

で 申され ましてね。 こんな £i の拔 けた 未亡人が つい 赤い 
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微 
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活 

し 

す 

正 

や 

樣 

額 をいた した gg な 始末で …… (笑 ふ) ほんと に. S. 笑し な 

兄で …： 

A ：  _ ^截な 、竹 を 割 つ た 様な 人です から。 

^子 竹 を 割る の も 時に よりけ りで ございまして ね。 嫂 は 

と に か く M や 甥 のゐる 前で、 ずば くと 割り つけられ ま 

しちや 赤くなら ずに 居られません。 ほんと に 逃げ出した 

くな つてし まひました。 (笑 ふ) 甥な ど は 兄に 似た 方で、 

それに WW ちで ございま すから. 伯母さん >  またお 嫁に 

行く の、 およしな さいよ • つまらないで せう、 なんて 申 

すので， 大笑 ひいた しました ひ 

.M 一 (笑 ふ) なるほど。 それ はどう も。 

?J 子 (や、 II) その わたくしの 再婚の 事 を， 兄が 勸 めて 

くれまして …… 

A  ； は あ。 (錄. ^かすらす) ええ， その 事 わたしから 兄 

さんに K:n: お 願 ひした のでした。 

?1 子 なんで ございま すか 兄 は氣樂 人です から。 足 許から 

烏の 立つ やう な^を 一人ぎ めで 申します。 しかし わたく 

しももう 三十と 中せば 小娘で はなし、 兄の 云 ふなり にお 

いそれ とも …： ごめん 遊 はせ， あなた 樣の 前で …… 

,u 一  どうぞ かま はず 仰 有って 下さい。 

!i 子 お^に も掛ら ない 方との 緣 談を继 めら れ もで きませ 

ず、 まあと にかく 追て 御 近付に なった 後. わたくし G わ 
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した。 これ はわた くし を 愛して 吳 れてゐ るからの やうに、 

ちょいと は考へ られま す が、 實は さう ば かりで もない の 

でございますね。 

良 1 と 申す と？ 

禮子 下らない おしゃべり をいた します が …… 主人に は婦 

人と 云 ふ ものが どうしても 信じられなかった ので ご ざ い. 

ますね。 よくこん な 事 を 申しました。 女なん て 云 ふ もの 

は 亭主と 死別れ でもす ると， 當^ は 死ぬ 程 泣き 悲しむ け 

れ どもす ぐ 忘れて しま ふ、 未亡人 を 通すな ど は Eg な 事 だ 

… … お前な どきっと 未亡人 を 通す と 云 ふ 口 だが、 忘れて 

も それ はだめ だ。 すぐ 再婚した 方が 故人に 對し て 禮儀だ 

などと …… 

良 一 禮 儀です つて？ 

禮子 (微笑) つまり かうな ので ございま すの。 自分の 妻 

が、 自分 の 死後 未亡人で ゐる ために 性の 知れな い 幾人 も 

の 男の 自. a になる より は、 一人の 夫と きまった 男に 引渡 

してし まつ た 方が 氣 持が いいと か 云 ふ 心 味な ので ご ざ い 

ますね。 つまり、 自分が 現 W: に 代理 管理人 を 置いて、 生 

き殘 して ある 妻 を それに 任せ て 置く 方が いいと 申す ので 

ございます ね。 

A 1 (わざとら しく 笑 ふ) 

禮子 主人 は 若い 未亡人な ど はどうしても Jiai など 通せる 


もので ない と， 至って 手 短 かに さう きめ. 込んで しまって 

ゐ たので ございま すね。 得體の 知れない 男た ちの 慰み物 

に、 自分の 妻が される より 自分の 身代りに、 法律上の 權 

利まで 持った 良人 を 持たせて 置く 方が いいとお もって ゐ 

たので ございま すね。 生前 常談 によく こんな 事 を 云 ひ 云 

ひいた しました が • 遺言 狀に、 「 一 週 忌 後 は 他家へ 正式 

に 嫁ぐ 事」 と 書いて あつたの を 見ます と， 寶は いやな 氣 

持が いたしました リ 

良 一 なぜで せう か、 あなた を 可哀想に 思へば こその 遺言 

ではないで せう か，、 

禮子 (さびし さう LL 眼 庭へ やる) いえ、 つまり、 前 申 

したやう に考 へます ので、 わたくしが はたちで 結婚いた 

して 花の やうな 若い 時代の 自由 を. すっかり 縛って ゐた 

良人が、 死んで から も、 わたしの 自由 を 十：^ 縛しょう とす 

る …… と、 まあ そんな 風に-取りました のでした， I- 

良 一 すこし 考へ 過ぎで はないで せう か。 ー體， 男と 申す 

もの は、 そんな 風な 事 は 割に 考へ てゐ ない 箬で すが …： 

鱧 子 (微笑) それ は 男 同志で いらっしゃ るので、 あなた 

は 故人の 辯 護 を 遊ばす と 云 ふ も 0 でございますね。 さう 

申せば * 女と 申す もの も- 故 入の 考 へて ゐた樣 な もので 

はない ので ございま すねえ。 

良 一 しかし、 多くの 女が さう であった からこ そ 御主人の 
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女^^ 觀も 自然 ，てこへ 落ちて 來 たので せ う。 あなたに は 多 

少不 W 意の に 皮相的な^：！^見を洩ら して ゐ たくら ゐのも 

ので …… ^お • は、 やはり， あなた をお もって ゐ たからで 

あろと おも ひます が… - 

® 子 (うな づく〕 愛して ゐ て吳れ たに はちが ひ ございま 

せん わ。 (n) しかし 、自由 は 認めて は 貰へ なかった の 

でございます ねぶ 生きて 一 所に 23. ります 間 はもち ろん、 

自分 の 死 に ま し た 後 ま で わたくしの 自由 を 許さな か つ た 

ので ございます。 未亡人と し て の自 ぬ と 申す の は 放恣 に 

流れ やすい^で ございます けれども、 わたくし のこれ ま 

での 三年 は、 ^ぽの 上で はまった く 尼で ございました〕 

1. 心 持 を 中心と いたした 生活 は 眼に 見えな ぃ處 だけ 

に 一 肝： の やうで ございました。 たになん の關 係の ない 

人 さまに は. そん なじめく した 感じ をお 與 へしない よ 

うに. なる ベ く晴々 として 每曰 くらして 參 りました つも 

りで ございま すが …： 主人 は その ，21 由 を 引く る んで 認め 

てな、 れ ると 中す ほどの 愛し やう で は ご ざいません でし 

た。 た i -、 しっかり つかんで ゐ ようとす る 愛で ございま 

した。 

A 一  . ： ： 左様、 さう 云 へば 男 は ij ね 愛の 對照物 を しっかり 

押へ つけて ゐ なくて は氣 がす まな い のか も 知れません 

れ。 (間) 一 K 、愛する と 云 ふの はさう ではないで せう 


か 0 

禮子 さあ …… (微笑) わたくし 共に はよ くわ かり かね ま 

すけれ ども …… とにかく わたくし は 、王 人 の 逢 言 狀を見 ま 

して、 すこし 不快な 氣 がいた しました つ そして * この 事 

だけ は 遺言 狀を守 るまい と 存じました。 

1 つまり 再婚な さらない と 云 ふ 事です か。 

子 ええ。 一 年後に W: 婚 すると 云 ふ 事 をで ございま すね。 

一 なるほど。 

子 それで、 わたくしの 流 係で やらう と 存じました。 主 

人の 考 へて ゐた樣 な 未亡人 一 流の 放恣 も 勿論いた しませ 

ん。 さりと て • お 線香の 句 ひでこの 邸 を 一杯に もいた し 

ません。 わたくし はいたって 樂な心 持で、 この 心 持の つ 

づ くまで、 續 けて 見ようと 存じました。 

一 (うな づく) 

子 そして、 三年で も 五 年で もの 後、 主人の 情が、 わた 

くしの 心から 藩れ てし まひまして、 わたくしが もう 一 度 

殿方に 添つ て 見たい とお も ひ 出しました らば. その 時に 

は 結婚 い たさう と 存じ ました。 これ は 主人の 命令で な し 

に， わたくしの 心 持から いたす ことになるので ございま 

^ 一  勿論 さう です とも。 

子 さ- 「した 折- もし わたくしが ついした * 浮いた ふし 
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だら な 事 を いたしました らば、 それ は 人 に は 知れな く と 

も、 亡くなった 主人に；： 封して 立派に 负 けになる ので ござ 

いますから、 そんな まね はいたし ませんで、 すぐ 再婚い 

たして しま はう と 心に きめて 居りました。 わたくし 共に 

は 思った よりかう した 未亡人のお 活は 苦しい も. ので は ご 

ざいません。 (15) ぞ こへ、 兄からの 話で ございました 0 

良 一 なるほど 0  ( 緊張す ろ ：} つまり 時が 早す ぎた のでせ 

うか。 

鱧 子 まあ さうな ので ございます わ。 广笑 ふ) わたくし は、 

まだす こし も 殿方に 添って、 むかしの 樣な暮 しをいたさ 

うと は 存じて 居りませんでした C それ は 兄に もよ く 申し 

ました。 今 再婚 い た せ ば 故人 の 遣 言 を 守った のと 同じ 結 

果で、 たに 時が すこしの びた だけの こと。 わたくしの 今 

度の 主人になる 方 は、 故人が あの世で 考 へれば、 自分の 

代理 管理人で …… 

良 一 - (ち I いとい やな 鋭 yj- する) 

禮子 それ， - こらん 遊ばせ 0  (微笑) そんな 顏をぁ もばす 

ほど 有難くない 役 廻り を あなたに おさせす るの は、 申す 

とわたく しにいた したと ころで 望ましい 事で は ございま 

せん。 

良 1 しかし、 それ は考へ 方の 相違で、 さッ きも 云 ふ 通り、 

亡くなられた 方 は、 ，てんな つもりで あなたの 再緣を …； 


禮子 ところが わたくしに は * 生前からの 關 係で、 どうも 

主人 はわた し を IS 占し なくて は濟 まな いと ニム ふ 一 途な心 

を 持つ てゐ たのが、 形 を か へ て 現れた の だとし か 存じら 

れ ません のです もの。 (さみし-. T 、笑 ひ ：} まあ、 こんな 手 

前 勝手な 事ば かり ゆ 上け て ：… 

良 一 すると、 この わたくしが. - 兄さんに おたのみし たこ 

ど は  

禮子 それで ございま すね。 もし、 こんな 風に もの を ひね 

くれて 考へ てみ る 女で、 そして 故人に 對 しても こんな 風 

に考へ て ゐる女 だと 云 ふ 事が おわかり になって • それで 

も 愛想が おつき あそばさなければ •：： つま. リ * これから 

あなた を 兄のお 友達の 一 紳士と して、 當 分極め て. 午 凡な 

おつき あ ひ を つ^けて ゐて 頂き たいので ございます， 

そのお つきあ ひの 爲に、 意外 に わたくし が 再緣 を 55? む 心 

が 早まる か >  また そのため  一 のびる か ：… それより 平 

く あなた 樣の 方で、 そんなに までして ほしい 女で はない 

の だ * つ い 手 をのば せば とれる とお もって ゐ たの だと S 

召して …… 

良 一 (汗.^ 拭 ふ) いや、 ，てんな こと ：： 

禮子 わたくしが いやにお なり 遊ばす ：… さ、 「に も 想像 出 

来ます ので、 さ した 節 は御緣 がなかった の だと 存じ 上 

げ るより は 仕方 ございません。 (畏さ no 遠くで 呼 鈴 鳴 
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ろ， - 織 子- Ft.* すました が やがて) もう ひとつ あなた は 

. 御 初婚で いらっしゃいます さ-つで ございます わえ - 

.M  - え V！ さう です リ 

疆子 それ なれば、 わたくし C 様な もう 盛 をす ぎた、 しか 

も 前 の i:!^ 人 の 幽？ r か ついて ゐる やうな もので なく， それ 

こそ， 今^ ハ いた 花の やうな ぉ姬樣 をお もら ひ 遊ばした 

らょろしぃではござぃませんか。 

M  - (や、！ ^..T.E^S 後) つまりら のお 姬樣が あなたな の 

です，； T  (^:) わたしの やうな ものに なると * 戀愛は あ 

とさき もな く 〔i< い た 花で はな い の です し 花に 美し さ を感 

じる よりも、 .ぉ つた 架の 突し さ を よけ いに 感じます。 

0^) ゎたしが、；^6婚した人は* 朱 亡 人でなくて 處 女です。 

つまり、 わたしが 考 へ る あなた は い つ も 未婚者です。 

广：；^ ぃ沈^-。) 

確 子 (さび， しげに 眼， ^相手に 注ぐ) わたくしの 處 45^ 時代 

…； f& い 昔の^で ございま すわね。 

A - わたしに は 今 もさう おもへ るので す 0 

子 一 度 わたくしの 胸 に^んだ があった と 云 ふ 事 を 

考 へずに ぉゐ で に なれる でせ うか。 

良 I 勿論 それ は考 へません。 

ほ 子 さう でせ うか。 

(小 IE 使な： 場、) 


小 ^ 使 奥 樣-. ぉ俾は 宿へ 一度 歸し ましても よろしう ご 

ざいます か。 

良 „  (ゐ すま ひ.^ K す) 

祿子 まあ あなた。 ごゆつ くり 遊ばして。 (小間使に) さ 

うして 頂戴。 また 電話 を かける からって ね。 

間 使 はい。 (立って 行く ン 

一 いえ * わたし はもう おいと まいた します から。 

子 それでも まあ 

一 それに 今日は、 午前に 訪ねる 箬 にな つ て ゐる家 へ 、 

これから 參 るので ；… (おい 時計 v;^ 出して る) ま た 出 

ますから。  . 

體子 さやう でございます か。 とんだ どうも 愚 をお き 

か せ い た しまして、 手前勝手な 事ば かしお しゃべりいた 

しまし て  どうぞ これにお 懲りな く。 

良 一 また 近日 伺 ひます： あした、 . ^つよつ とした， Is で、 小 

石 川のお 兄さんに もお 逢 ひする のです. 今日 こ \ へ 出た 

話 を わた しからお 話いた しませう。 しきりと 心配し て吳 

れてゐ ますから。 . 

緩 子 さぞ 生 利な 女 だと 思 召した で ごごい ませう けれど. 

どう か惡 しか らず御 汲取 り 下さいまして リ 

良 一 いえ、 いろく わか つて、 かへ つ て 心 持が は つ きり 

しました。 では 左様なら。  一 
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誇 子 失禮 いたしました。 

(良 一 立つ て 上手 へ 行く。 醴子送 つ て 行く。) 

(しばらく 空虚な ろ 舞 祭。) 

(もとの 虞から 疆子 出て 來ろ。 小間使つ ゾく。 そ-、 ら 

^片 づけろ。) 

禮子 さッき 鳴った 呼 鈴 は。 お 客ではなかった のリ 

小間使 (お.，.， 'ひ 出し て) あら ま ァ 忘れ て 居りまして 申譯- > J 

ざいません。 (iw の から 名刺， や 出して 渡 マ) こ G 女の 

方が 見えまして ：… 

子 (名刺 1^ 讀む) 小 沼と き …… 聞いた やうな もす る 

けれど 知らない。 どんな ひと？ 

小間使 あの、 妙な 方で ございま してね。 二十 七 八の きれ 

いな ひとです けれど" ， 

禮子 ， あたしに 逢 ひたいって？ 

小間使 へえ、 わたくし も 初めは さう かと 存じました らば > 

亡くなつ た 旦那 漾を たづね てい らっしゃい ましたの で、 

旦那 樣は もうお か くれに な つ たと 中し 上 ば ま し たら、 嘘 

だとで もお もった のでせ うか、 幾度 もき、 直して， しま 

ひに はお 玄關の 壁に もたれて ぉゐ でに なって， 考へ てゐ 

らっしゃい ました 一 

禝子 どんな ひと？ 

小間使 ちょっとした おうちの 若い 奥さんと 云った 風な 方 


で ございました。 一一： 年 前に なくなつ たと 申 上げます と、 

眞靑 な顏を して、 ふ らく 御門 の 方へ 歸 つてお しま ひに 

なりました。 

緩 子 わたしに 逢 ひたいと は 云はなかった，、 

小間使 奥樣 はゐ らっしゃ るの かとき X ました。 今お 客樣 

でと 申 上げる とだ まって ぉ辭儀 をして 歸っ ておいで し 

た」 

醴子 (また 名刺 見ろ) 誰 だら う。 

(女中 登場。) 

女中 おためさん。 さっきのお 方が またい らっしゃ いまし 

たよ.' 

躞子 わたしに 逢 ひた い つ て かえ？ 

女中 へえ、 奧樣に ちょっとお 逢 ひしたい と 仰お いまし 

て！ 

蹬子 さう！ 广 考へ 乍ら) 小 沼と き！  OE) とにかく 

お にか、 らう！ 

女中 はい e 畏まりました。 

禮子 丁寧に お通しす るの だよ。 

女中 はい。 (退場) 

鏝子 お茶 を いれ かへ て，. お菓子 も" 取 か へて おいで。 

小間使 はい。 (退場 ，：> 

(fs^ 子。 何 か考へ 乍ら 立って ゐ たが、 やがて 客， 化迎へ 


, 、亡 の 人 二  TOD 


ろ 心 持で >  緣 はって 上手へ 行き かけろ。 客、 小 沼 

とさ 子女 中-し^かれて 入って 来ろ。 稷 子 見て 會釋す 

ろ。 躞子 愛想よ く 笑 ひかけ ろ 0) 

鱧 子 さあ どうぞ 。汚る しい 處で  

とき子 恐れ入ります。 

(と. -V, 子、 坐ろ。 二十 七 歳。 すこし 蒼 ざめ て、 悲しげ 

, な ^VJ- して ゐ ろ。！^ vJ* こらへ てゐ ろので 言葉 や 指の 先 

がふろ へろ。 人人し き 束 srIiK い^ 毛の あろ 澄んだ 隨、 

や 、^い 眉 *  ^^^はぁま-：-高くな い。 揮 は 低い が朗 かで 

あろ。) 

と- -V  、子 初めまして。 

B 子 初めまして。 わたくしが 體子 でございます。 

とき子 突然に あがりまして。 小 沼と きと ゆします。 何分 

よろしく，、 

I® 子 わたくし こそよ ろしく どうぞ。 さあ どうぞお あて 下 

さい まし 0  (^«S,<M，  i めろ) 今日は 急に 夏ら しくな り 

まして。 どうぞお つか ひ 下さい まし" 

と- < ニナ 恐れ入ります。 

禮子 pi 使 ひの 者から ちょっと 承りました けれども、 亡く 

なりました t ^四郞 をお たづね 下さいました さう で …… 

と， 子 はい。 

子 せ 人 は， 三年 前 大正 A 年の 二月に 病死いた しまして。 


(間) お 名前 を 伺った 事 も ある やうに おも ひます けれど 

も はっきりいた しません。 歿しました のが- つい 御 知ら 

せ 洩れに なった と 見えまして ：… たいそう 失禮 いたし ま 

して e 

とき子 はい。 (突然-,. L ハンケ チ vJ-IS にお ほひ、 啜り 泣き 

1^ 初め ろ) 

禮子 (不^ さ. つ 11 見て. a ろ) 

(欠 中 登場。 茶- 菜 子な どもって 來 ろ。) 

禮子 (置いて 行けば よいと 云 ふ樣子 1^ すろ) 

(女中 去ろ 0) 

とき子 (泣き やめよう として 幾 皮 も 試みる) どうも …… 

どうもとんだ 失禮な ： … 取亂 した 樣子 をお 跟に か け まし 

て .：：• (眼 y5< おさへ ながら) どうぞ 御 ゆるし F さい まし 0 

禮子 (暗い 心 持に なって ゐろ) い  >- え。 (間) 失 禮でご 

ざいます が、 どちらに お 住 ひで ございます。 

とき子 赤 坂の 丹 後町で ございます。 (1^,^ 收 めろ) あの 

« は 先程. こちらの 薪 四郞樣 が、 もうお 亡くなり になつ 

てゐ ると 伺 ひました ときには、 もう 眼の 先が ii- い 淵に な 

つてし まひました 樣な心 持が いたしまして， つい ふら ふ 

ら とこ 、の 御門 を 出ました けれども、 思 ひ 返して * せめ 

て奥樣 にお 眼に 掛っ てこの 心 持 を 聞 いて 頂いたら と 存じ 

て 押して 上りました わけで ございます。 
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請 子 ほんと に， わたくしに それ を 聞かせて 頂く ことが 出 

來 ますれば、 どんなに うれしい かわかり ません。 どうぞ 

御 差 支へ がご ざいませんでしたら …… 

とき子 でも、 わたくしが すっかり 申 上げましたら、 奥 さ 

ま はきつ とわたく し を 憎む か、 賤し むか 遊ばす で ござ い 

ませう。 申せば あなたに つ いす こし 前まで 敵意 を 含んで 

ゐた わたくしで ございま すから  

禮子 (微笑) まあ、 伺 はう では ございま せんか。 (手.^ 

叩く。 小間使 現れろ) あの チョコ レ ー トを 濃く 入れて 持 

つて 来て おくれ。 

小間使 はい。 - (去る) 

とき子 (や、 ためらった 末) …… 實 はお 恥し いお 話で ご 

ざ：， ますが、 亡くなった 方と わたくしと は、 あなたが こ 

一 のお 家へ お 輿 入 遊ば す 年、 今 か ら十年 前 の 秋に お別れい 

一 たした それまでのお 交際で ございました。 御 婚禮が 十一 

月 五日だった と 存じ ます。 そ の 曰-の 心 持 を 今 もよ く覺ぇ 

一一 て ます。 

禮子 まあ！ そんな 古い こと。 それで は あなた はま だほ 

んの 可愛い お嬢さんで ございま したので すね。 

とき子 はい。 十七で ございました。 女 寧 校の 四 年で ござ 

いました。 まだお 下げに など 髮を 結つ て 居りました 日 も 

ありまし たくら ゐ、 ほんの 小さな 娘で ございました。 あ 


らう 事 か その 小娘が 大 それた 秘密 を 持つ て りました の 

でございますね。 その 頃 基四郎 さん は 丁度 十 歳ち が ひの 

二十 七の 希望 も 力 も 燃え 立つ やうな 若い 學士 でゐら つし 

やい ました。 奥樣 もお 忘れに はなります まい。 色の 白い 

肩巾の 廣ぃ、 眉の 迫った その 頃のお 方 を ：… 

禮子 まあ. わたくしの 覺 えて 515 ります の は、 どちら かと 

申す と 新婚 當 i- のさう した 姿より、 七 iH. 後に、 腸炎で 

倒れました 時で ございま すわ" 蒼 ざめ て瘦 せた、 力の 拔け 

つた. m に 髭の 粗に のびて ゐ た ，M へ た 顔で ご ざ います。 

あなたと わたくし とが 故人 をお も ひます ときに、 もう そ 

れだ け の ち が ひが ございます のね。 

とき子 .W 腸炎で ございまし たか" わたくし は 十 iH- 

前にお 別れした のち *  二三 度 往来で お 逢 ひした ぎり で ノ J 

ざいました。 それ も 若い 元氣の い 、御樣 子で ございまし 

た。 そして 後に 考 へます と 御 婚約が 出来た ときで ござい 

ましたら う ： … • その 年の 春.： 九月で ございました" わたく 

しに か 仰お いました。 僕 はお 前と かう して ゐろ 事が 出 

來 なくな つ た - その 事が 家 へ 知れて 兄？？ たちから も大變 

攻撃され たし、 父な どから も ひどく 叱られた， それにお 

前さん はま だほん のね、 さんだ。 僕 は お前さんが 十年經 

つた 時 改めて 逢 ひたいと おも ふ。 二人が 健全で ゐ たら そ 

の と き 結婚し て も 進くな い。 僕 は |g せで ゐる 心^だ . ：： 
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(ムと 笑 ふ) まあ、 を かしな" そんな 13- の 様な 事が 嘘と 

はお もへ なかった くら ゐ、 わたくし は、 ばかな 小娘 だつ 

たので ございま すね。 

^子 (うな づく。 -- のと さ 小 IE 使 登場。 チョコ レ-ト の 茶 

琬，^  ニッ e いて 行く) 

とき子 ではき つと 十 年後まで 待ち ませう。 うん、 きっと 

待って ゐょ うと 二人 は 堅く 約束いた しました。 若い 元氣 

の ぃゝ法學士さんにはこんな^^は罪でもなんでもなかっ 

たので ございます ね。 sw_ わたくし は そ OS はさみし 

い 3^ 屮 休暇 を 田 八 W の 方で 兄？？ とす ごしました。 秋に なつ 

て、 ，てれ も 十 で ございました。 tt^ 四郞 さんが 結婚な さ 

ると 云 ふ^が わたくしの 耳へ 入りました。 (や、 間) 奥 

さまの 御名 ももの 時 伺 ひました。 噓だ、 そんな 事 はない 

とお も ひました が、 ^^になりまして …… 約束 を 破って 手 

紙 を 出しました。 (その f の 心 持， 化お も ひう かべ るゃぅ 

す.^*する) 二. S!i も 三度 も；^. 1 事が ございません。 (間) 四 

に， igiE- な が？ 5§1 りました" こ 、 に 持って 居ります 

(ふところから 出し ズ 5 はく) どうぞ 御 g 巧 T さい まし。 

禮子 (手に 取って^む。 すこし ふろへ ろ). * 

と.^ -子 …： (わざと 笑 ふ) 何もかも 昔に なって しま ひま 

して、 今の わたくしが 考 へましても、 夢の 樣な 事で ござ 

います。 しかし わたくし は その t. たまりませんでした 0 


し か し 自殺 を しょうの なんのと いふ _ ^は考 「ませんで し 

た。 それです ぐ 折返して 御 返事 を霄 きました。 それ はこ 

の 五月に 仰お つた 通り， 十 年後 二十 七に わたくしが なり 

ましたら、 きっとお 眼に 掛 りに 出ます から、 その 時 はわた 

くしと 結婚 出来るだけの 御 心 持で お ゐ で 下さ い。 今度 の 

奥 さま は それ ま で の 奥 さま です。 例へ 幾人お 一十 が出來 て 

も、 わたくし は 二十 七の 五月に はきつ と あなたと 結婚い 

たします- >  どんな，； S な 手段で も、 どんな わるい 事で も 

い た し ま す。 そ し て あな た と 結婚 いたします 。(や、 間) 

血迷った 十七の 娘が、 思 ひ 込んで、 氣が 狂った や、 「なさ 

う： K ふ 手紙 を？ 5 きました。 そのと き は …… 奥樣！ あな 

た を どうにか すると 殺し かねない 決心で ございま したの 

でございます ねえ。 (笑 ふ) を かしな 事で ございました。 

禮子 それから どう 遊ばして。 

と-. 子 それから やがて 煩 ひっきました。 前から 肋 膜が 弱 

うご ざい ましたし， 肺尖 もす こし わるう ございました。 

まあ 基四郎 さん は その 爲 にわた くし を 捨て、 おしま ひに 

なった のかと も考 へて 居りました 0  (間) その わたくし 

の.；！ 氣 が再發 いたしました。 熟の 高い とき は、 うは こと 

など 中し ましたので、 父母 も氣が つ きま したと 見え ま し 

て， T 度 親戚の —— 從兄 になって 居ります 人が 福 岡 大學 

の 病院に 居ります ので、 ぶらくよ くな りました 翌る年 
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の 夏から、 福 岡へ やられました， ■ 十八の 病み 上りの 娘が、 

十七の 失戀 した 娘 の 通りの かなしみに 衰 へた 心で、 福 岡 

の 郊外に 病餘を 養つ て 居り ました わけで ございます。 

(間) 十八の 娘 は 十九に なり 二十に なり、 健康が 再び 屍 

つて 參 りました." しかし や はり 心 は病氣 以前の 通り で , 

病氣 C 爲 にか へ つて 中へ 塗り込まれて しま ひまして、 外 

の i  、化 はすこし も 悲しみ を 直して は吳れ ませんで した。 

(長き 間) わたくし は 東京へ 歸 つて 參 つたの が 二十 二の 

春で ございました。 だん/ \ 月日が 經 ちまし て 陰氣な 娘 

が、 たうとう 今の やうな 老孃 になって しま ひました。 

(微笑) 昨年、 福 岡の 從 兄の 家内が 亡くなりました ので、 

親戚 中 で 便利な 女に なって ゐる - —； 雇人 より は 安心が 出 

來 ると いふ ほどの わけで、 わたくしが そっちへ 呼ばれて 

參 りました。 十 年 待ちぬ い てゐ た】 一十 七の 五月 を 福 岡で 

迎 へました。 十八の 時に ゐた福 岡で …： (間) 今年の 正 

月から 毎 曰 * わたくし は 胸 さわぎの した 曰 をく らし て 居 

りました：— その 曰が 今日だった ので ございます。 

子 では、 十 年 問、 やはり その 時の 心 持で ぉゐ でに なつ 

たでせ うか。 

とさ 子， はい、 05) だんく 年が 經 つと、 基四郎 さんの 

御 仕 打が はっきり わかって、 二十 七日まで 待って ゐて、 

その 時が 来て わたしが たづね て 伺った にしても 一 度：：^ ん 


だ 愛が よみが へる 箬 はない と 存じて 居り ましたが … … ま 

あ、 あり やう は 意地と でも 申す ので ございませう か。 と 

にかく 十 年 も 苦しんで 来た 姿 を、 もう 一 度お 眼に かけて、 

昔の事 をお も ひ 出して 頂かう とさう おも ひました。 

禮子 主人が こ >- に 居りましたら、 どう 云 ふ 風 を するとお 

おも ひに なりまして？ 

とき子 つめたい、 取 付く 島 もない 御樣子 や、 笑 ひ はぐら 

かさう とな さる 御樣子 や、 なに か 質の よくない 事 を 願 ひ 

に 出る 商人な ど を 叱る やうな 御言 紫 つ き で、 あた ま ノ J な 

しに 追 ひ 返さう とな さる 御 機 子まで 考 へて 見ました が、 

… … どのみ ちわた くしに とってよ い 事が あらう と は 存じ 

ませんで した。 しかし かう し て 胸 を 轟か せ て 十 1^ 待 つ て 

ゐた そのころ の 少女の ふけた 姿 をお 眼に かければ か あい 

さう だ ぐら ゐ はきつ と 感じ て 頂け る と 存じ ました。 (泣 

く) その、 か あいさうな 女 だと 思って 頂かうた めに 十 

年 も 待つ てゐ たので ございま すね。 

蹬子 (！^ 1^ こぼす) さう して 辛い 御氣 持で あなたが かう 

して たづね ておいで になる と、 主人 は 三年 も 前に 死んで 

ゐ たわけな ので ございま すね。 

とき子 三年 前と 申せば わたくし は 京に 居り ましたが、 

もうお 螺を きかせて くれる ひとな ど は 誰も 居りませんで 

した。 誰が あなた、 十七の 年に、 熱 を 出して 云った うは 


八 亡 未の 人 二 


713 


ことと ll じ i$ を、 この 年月 考 へて ゐ ると おも ひます でせ 

； 「？ (わざと i_ や ふ) 一昨々 H 福 岡から 赤 坂へ 戻り、 と 

にかく こ のお 家の 前 ま で參 つて 見て、 もうこ 、に ゐらっ 

じ やらなければ お 勅め 先へ たづね、 そこで わからな けれ 

ば. W いお 知 介 0  ^ じて ゐ るの を ニー 一一 軒た づね るつ もりで 

ほりました。 こ  >- まで 參 つて 見ます と 中 川と 云 ふ 標札が 

出て SS ります。 なつかしい 昔の 御名で ございます。 何. i 

ためら はずに、 わたくし 御 玄關へ 立ちました〕 (手 巾な 

级 に$3 つ) 

^!|子 (fi い！ I のの ち) あなたの 御 話 を 伺って ゐる うちに 

おも ひ 出しました 0 です が、 わたくし 共 結. 婚當 時に あな 

た の お t ケ V 熾 度 か 、工人 や 、工人 の お 友達から 聞 いた 様に 存 

じます わ" 卞： 人 もき つと 心に やましく おも ひながら、 つ 

らい 氣 持で 折 ふしあなた をお もつ てゐ たにち が ひご ざ い 

ません のね。 (^い EI)  §〉こ そちが つて 居ります が、 主 

人 は 二人の 妻 を 持って 居た ので ございま すね。 殊により 

ますと あなたの 方が、 わたくしよりも、 もっと 濃 やかに 

生 人と 捷ん でゐ らっしゃった かも わかりません。 

とき子 でも、 わたくし G は酬 いられる ものが ございませ 

んじ 

^£子 それ はわた くし も IT しで ございま すわ。 からだの 事 

. は 別で ございま すが、 主人 はわた くし を 愛して ゐ ると 申 


すより， わたくし をつ かまへ てゐ よう * 自分に 隸屬 させ 

よ，^ とそん な 風にば かり 考 へて ゐて. 自分で は それが 愛 

だとお もって ゐ たので ございませ うね。 自然 • わたくし 

がその 手から するりと 拔 けて、 別の 世界へ 勝手に 棲んで、 

そこで 勝手に 主人との 生活 を 築いて 居りました ので … … 

まあつ まり わたくし はわた くしで、 自由に 主人 を 愛して 

ゐ たので ございま すね。 主人 はそんな 事 を すこしも 存じ 

ません。 丁度. あなたと 云 ふ 方が、 遠くで、 ひとりで 長 

い 月日、 主人と 夢見 て ゐる日 を 今も暮 L てゐ るな どと 申 

す こと を、 まるで 氣 のっかない 樣に、 わたくしの 世界に 

も氣 がっきませんで したの。 (微笑) わたくし は、 王 人が 

きら ひで は ござ いませんで したが、 主人の 手の 中へ 握ら 

れてゐ るの はい やで ございました。 主人 はまた さう しな 

ければ ゐられ ない 人な のです のね。 わ た し は 別 に 平氣で 

主人と わたしの 世界 を 組み立て -I 、 そ G 中に 毎日 暮し て 

居り ましたの。 さう 云ふ點 では、 あなた も わたくし も 同 

じで ございま すわ。 (問) 女が 本 當に男 を 愛する 心 持な 

ど は、 男に はわ かりません のね。 (ra) 女 同志で ない と 

ねえ。 (間) あなたのお 話な ども、 わたくしが 女で ある 

ためによ くお 氣持 がわかった ので はないで せう か。 これ 

が 主人で ございまし たらば • ： … (； WE  ,^ かしげろ) どうで 

ございませ うねえ。 
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i き 子 さあ！ 

禮子 して 見れば. 今 曰 あなたが かう していら つし つたと 

き、 三年 も 前に 主人が 死んで ゐ たと 云 ふ 事 は>  御 氣の毒 

の やうで、 かへ つて その 十 年間 を、 一 曆 にがい ものにせ 

ずに すんだ の か も 知れ ませ んゎ。 も しも 主人が 生き て ゐ 

て、 そのお 氣 持が まるで わからなかった といたし ました 

ら、 なんとい ふむ ごたら しい 事になる でせ うか。 考 へて 

見る とお そろし いやう でございますね。 

とき子 (きっぱりと) でも やつば りお 逢 ひした うご ざい 

ました。 

S い 間。) 

纔子 でも 主人が 亡くなりまして、 三年 かう して こ &に捿 

んで おる 心 持 は、 十 若い 美しい 主人と 捷んで ゐらっ 

しゃつ た あなたの 御 想像の つ かな い 陰 氣な诧 し いもので 

ございま すよ 。あなたに は 十 年 目と 云 ふ ものが おありで 

した 0 

とさ 子 その代り、 もう 永久にな くな つてし まひました。 

躞子 でもな まじ 主人 を 知り つ くさな か つ た あなたの 方が 

どんなにお 仕 合せで せう。 S 今：： n は、 丁度 わたくし 

が 主人の 墓參に 出る 出先な ので • ふし ぎ と 申 せ ば ふ し ぎ 

でございますね。 

と-. V 一子 まあ！ 


禮子. あなた も 御 一緒にい らっしゃ いません かしら？ も 

しおい やで なければ リ 

と. 、子 ぜひお 連れ 下さい まし。 (問) あのかたの 御 命 B 

でございます か。 

禮子 いえ 昨日が 命日で ございました。 雨で 一 日のば しま 

した。 

とき子 御寺 を歸 りが けに 伺って 戾る つもりで 居り まし 

た。 

子 靑 山の 墓地で ございます のよ。 わかりにくい 處で 

…… そして 佛參 をす ませました らば、 また こ、 へ 御戾り 

になって、 御晝 食で も 一緒に 頂いて、 おいやで なければ、 

今日は ゆるくな すつ てい らっしゃい ましな 0 

とき子 はい。 (問) 未亡人が 二 入で きた やうで ございま 

すね。 (淋しく 笑 ふ； ：>  では どうぞ …… 

躞子 (手 产や らす) 

小間使 (登場) お呼びで ございまし たか。 

礎 子 .f! このお 方と 御 一緒に 出かける からね、 さつ 

きのお 花 を！ 

小 SEiS? はい。 ぉ俾 はどういた しませう。 

體子 もういらない わ。 お話ししながら 電車で 行きます か 

ら  

小間使 はい。 (退場) 
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として、 玄 闘へ 出ました 處 …… (笑 ふ) それほど でも-こ 

ざいません の、 (間) はい， 畏 りました。 (や、 長き 間) 

はい、 さやう です。 兄 さまです か 0  (間) え、、 客が ご 

ざいまして ね、 今日はち よいと どうも 伺へ ません" (I?) 

あしたで はいけ ません？  (|^) さう です か。 (問) な 

ん です の。 此の間の 方の ことです か。 (間) 實は 今朝 見 

えました わ。 (間) え >r ちょいと 門 を 通った からと 云 

つ て 一 昨夜の 御挨拨 にお 寄りで したの.， •  8 まさかね 

え。 (笑び 出す.) いやな 兄 さまね え >  下らな い 事ば か 

し" - S え、。 K は その 事 を 申 上げに 出ようと 思って 

居. リ ましたの。 さっきお いでに なった とき は- 四方 山の 

お 話 をして、 とにかく 當分 はた^の 御 交際ぐ らゐ にし て 

頂きたい と 申 上げ ましたの 。(間) io それで、 その 

時 はさう もお も ひました のです がね。 まあ、 正直に 申せ 

ば、 あの方なら le 緣 しても よいと 存じました のです わ j 

(間〕 電話で 顔が 見えません から。 (笑 ふ) え」，. 處 

が、 あの方が ぉ歸 りに なった のち * ふとした 出来事が あ 

りまして ね。 (問」 え？ い 、え， そんな 事で は ござい 

ません の。 わたしの 方の 出来事で してね。 (間) え、。 

そ. れで あの方のお 話 を * 此 際き つばり 斷っ て 頂きたい の 

です けれど！ こちらから 兄さんに あとで 話 をお かけ 

しょうと おもって ゐた ところでした。 (問) どうって， 


. ふしぎな お  一 參 りです こと。 (微 や、) さぞ 地の.？^ で 

く ことで せう。 

小 使 ot;- 場。 花，^ 持って ゐる) お 花 をお 玄關へ 持って 

5«1 つて きませ う。 

^子 あ、。 

小 使 (上手へ 去る) 

とさ 子 ではお 迎れ 下さい まし。 

躞子 お供いた します。 

(二人 立って 行 さかけ ろ。 姿が 上手に 隱れる 時 >  :r 女 

が 下手から々 i いで 出 \ ^來 る。) 

中 御^&パ話でござぃます。 

子 (また^|^側へ^,^现はす) どこから？ 

中 あの、 小石 川のお 邶 でございます。 

子 こっちへ つないで aK れ て！ 

中 はい。 

子 とき子さん，' ごめん 下さい 。すぐ 參 ります から …… 

とき子の どうぞ 御 ゆっくり  

OS 子 下手の の 卓上 £ は 話， とろ。) 

5|」ナ G ゆ 話に 向 ひ マ) もし/ \ 。はい、 禮 子です。 あら 

嫂 先日 はどう も .：••■ (笑 ふ) ほんた うにね え。 わ 

たし S つてし まひまして 0  ( 笑 ふ) え、、、， (笑 ふ) 

まあ. どうで せう！ (笑 ふ) え、 今お：：：^ 參 りに 出よう 


人 亡 未の 人 二 


あの方に 不足が ある わけで は ございま せんの。 (間) ま 

あ 自分 に あぶな 氣 のな くなる まで は再緣 する の は 不德義 

だと 存じます から。 (間) え >r さう おもって ゐ ました 

-が、 ついした 事で， わたしが まだ なくなった 中 川の 事 を、 

生きて ゐる 人と 同じに 嫉妬したり ：… (間) え？ (間) 

. 嫉妬です の。 嫉妨 したりね、 胸 を さわがせたり、 なんで 

すか 故人の 爲に まだす こし は 競 爭心を 持 つ てゐ たり …… 

(n) まあ、 妻と してです わ。 (間) え >-* さうな の、 

それな のに、 純 粹な心 持で わたし を 思つ てゐて 下さる 

と再緣 する の は、 どうもね え。 (間) でも * そのお 交際 

だけと 云 ふ の が、 どうし て も 背景に 結婚 問題が チラつ 

いて ゐれば 不自^になる もので-" (問) いえ、 それに 時 

間が 一 年 先 か 三年 先 か 五 年 先 わ か りません ものね。 

S とにかく いやにな りました から、 ぉ斷 りして 項き 

たいの。 相 變らず 我儘 を 中し てす みません けれど ：… 

(間) え t では 二三 日う ちに 伺 ひます。 でも、 その 前 

, に 何に も 知らな いで、 ちょ くく あの 方が たづね てで も 

いらっしゃり はしない でせ うか。 (間). え >,0 どうぞで 

は 婉曲に …… (ir 笑 ふ) 直截で もい、 のよ。 それ は 兄 

さんの 琉 儀で 結構。 (間) はい。 畏 りました" はいで は 

一お 嫂さん によろ しく。 龍ち やん や 美 保 子 をよ こして 下さ 

i い。 淋しくて いけませんから …… (間) え  >- 。さやうな 


ら。 (.m 話 1^ 切ろ ：> 

(しばらく 考へ 込んで ゐ ろ、 ふと 夢 か " さ めた 樣に、 

立って 急 ざ 足で 上手へ 行く。) 

. I 幕 11 
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问 大高宮 
村 


盧 


川 


岡 

太 敬 
子 讓郞子 


二三 段の ほりて 右へ 折れ ろ 樣 にな リズ ゐろ o( 人 I- 昇降 

すろ 事 あ リ)。 廊- ト， 中-し！ みて 六 墨の 茶の Si; 。換に < 

仕切 リズ 八麁  /の 二 間の 前の 舞臺 端に 緣側ぁ リ。 

廻リ緣 にな リて 上手 奥へ 續き、 その 右側 LL 十 s 位の 客 

間 あれ ども 見物 席よ リ內部 見えす 0( 窓に 庭に 面し、 障 

子 VJ- あけた ろ 時、 室內 に. a ろ 人物 ちょっと 見 ゆ) 二階 

は 六 疊に 三疊の 書齋の 心。 下の 六 墨の 正面 は 障子 にて、 

その 向う に臺 所と 下 部屋；^ みたる 三疊 くら ゐの室 あろ 

心な リ。 大正 十 一 年 二月の 午後。 

X 

墓 あく。 この 家の 主人 大川 譲、 リ緣の 角の 虔 にて、 

ねき 洗面器 LL て 手 vi< 洗 ひ ゐる。 女中く め、 下手の 茶の 

間の 疊 雜巾 に て 拭 きゐろ。 パ ケク は緣側 LL 置- - であ 

き 曇： 大の 光線、 陰氣 なろ 舞薹の 調子。 

火 川 (手 ふきながら) あ、、 やっと 氣持 がよくな つた リ 

(つぶやく) まるで、 大風の あとの やう だ。 

くめ 落ちまして 御座いま すか。 

火 川 え、、 血と いふ やつ は * こびり つくと 仲々 取れない 

もの だ。 (指先 見ながら) やっとき れいに なった。 

くめ あと を、 アル コ ホル でお 拭き 遊ばしたら 如何で ござ 

います。 


心中の 始末 (1 


S 


物 


日 野鐵 

小山 與 

:K 々木く 


三 

め 


(二十 八^) 

敬 子の 兄 (四十 三 歳) 

友人 (三十 二歲) 

その (二十 七 歳) 

友人 0 二十歳) 

植木 ：£ の 5^  (六十 三 歳) 

お！：.： のケ中 (二十 一歳) 


宮岡龍 夫 死體 となりて 出づ 

新田 春 子 おなじく 

舞 0 

-宮 岡 龍 夫の 家。 ^京の 山の手。 七 間 位の 住お。 向 

つて 右手 LL 小さき 門。 門 vj* 入 リてニ 11 一本の 若き 桐の 木 

の 間-し 外燈の 柱な ど 立てり。 格子，^  く  tA りて 一 坪の 叩 

+L  土 II。 上りて 三せ 11 (この 內部 見えす と L よし) 

Hft  >^"出 て晦下、 そ の 正 而 に 二 階 の上リ ロ：：：5-ゅ0階段ズ 
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大川 な あに。 もうさつ ばりし ました。 おくめ さん， 草 臥 

れ たでせ う。 今朝から 働 きづめ だから。 

くめ-い、 え。 何 か 云 はんとして やめろ) 

大川 それが 濟んだ ら すこしお： J ^みなさい。 

くめ はい。 有難 c 存じ ます。 

火 川 そのうちに 奥さん も歸 つて 來 るで せう。 どうせ 當分 

忙しい から、 ほんと に 今のう ち、 すこし 休んで 置く 方が 

い \ です. 140 

くめ はい。 あの、 奥樣 どう 遊ばした のでせ う。 植木屋の 

ぉぢ いさん 、蓮う ご. ざいます こと 。■ 

火 川 さう！ それより 家の 奴さん、 どうしたんだ らう。 

くめ お宅の 奥様 は、 お 買物 をな すって おいでになります 

からま だで ございます。 おや …… (入口よ リ日野 錢三入 

つて 來 る). 曰 野 様の やうで ございます。 

大川 あ X、 さう だ。 日 野 だ。 (玄 闘の 方へ 行き かけろ) 

早かった な。 

H 野 うん。 

火 川 ，：！《 動 車 か。 

日 野 いや， 停車場から 車で 來た。 

くめ いらっしゃ いまし 0 

日 野 や あ！ (無器用に) とんだ ことで。 

i へだ まって 齢 儀し 、バケツ 持ちて 正面の 障子より 


去る) 

大川 (i4 火鉢の 側へ 座布國 敷く) まァ 坐れ よ。 (自分， ひ 

坐る) 

日 野 C たまって 坐ろ) …… 何 かい、 警 おの 方 はもう 濟ん 

だの かい。 

大川 、つん、 たった今 歸 つたと ころ だ。 醫者 だのなん だの、 

いろんな 人で ごた/ \ してね〕 

= 野 大變 だった な 。敬，？ ナ さん はどうして 来な いんだ。 

大川 うん、 (I?) 子供で も惡 いん ぢ やない かと 思って ゐ 

るんだ。 さっき、 植木屋の 爺さんが 迎 へに 行った。 

日 野 あす こまで 二 時間 は たっぷり か  >- るな あ。 

火 川 うん。 すぐ 出て 来れば、 養に は 来られる 箬 なんだ) 

もう 三時 だら う。 

=： 野 いっから あっちへ 行って ゐ たんだい。 

大川 S もよ く 知らないが， 女中の いふに は 一 昨日 ださう 

だよ つ 

rH 野 ふうん。 (間) とにかく大變な^！が起ったなぁリ 

太 川 うん C 

日 野 (や、 E の 後) 女の 家から また 來な いんだね。 

大川 (うな づく) 變な家 だよ。 すぐにで も 誰か 寄越し さ 

うな もん ぢ やない か。 

日 野 (腹立たしげ； I) さう さ- (n) あの 縷 さん、 今の 
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新田の S 子ぢ やな いんだと。 

火 川 へえ、 さう かい 0 

B 野 細君が 再嫁して * その 連子 だと さ 0 

大川 さう かい。 ど 5 も 家の 奴ら が變 だとお もった よ。 

B 野 死鬆は 二階 かい。 

太 川 (うな づく) 

日 野 もう 運 かしても い、 の だね。 

太 川 うんし もうす つかり 濟ん だ。 i: 者 はうまい ね、 うま 

く繊帶 する ね U 

H 野 死骸に 繃帶 する のか。 

大 川 まだ あた 、 か 昧もぁ つたから ：… 醫 者の 来たと き だ 

ね。 ，でれ に 中 血 だらけで ね。 やっと en を 拭いた ところ 

だ 0 

P0 石炭酸の 句 ひかい。 何 か 旬 ふね。 

大川 うん 、タレ ゾ，' ルか何 か 11 なんだか 手が 生ぐ さい 0 

(手の 先.^ 嗅ぐ) 

M.^ 1 挺の ビス トル だら う〕 

火 川 うん。 先へ 女 を つて、 後に 自分が やった の だ。 女 

は * に 倒れて ゐた. - お 岡 は 自分の 卓の 前へ 椅子に かけて 

車の 上に 額 を 押つ けて、 ビス トル を 持つ た 手 を 前 へ 投げ 

出して- - 左の 手 をぶ らく 下げて ゐた。 (ちょ つ と 形 ，.5~ 

まれ ろ) 


口 野 (立 V., かけて また 坐ろ) ふうん …… だが、 無理心中 

だとで も 思 ひ はしなかったら うか。 警察で。 

大川 いや、 大丈夫 だ。 商 MT」 たな * 馴れた ものだった。 

それに 思った より 簡單な 質 間だった より 尤も" また 何 か 

いって 來る かも 知れない。 

日 野 さう！ (間) ちょっと 見て 來 ようか。 

大川 うん。 不思議 だね。 女の 方 は 血 を 流して 麼 敷 中 一 杯 

に 赤く したが * 宮岡は 口から すこし 血 を 出して ゐ たぎり- 

傷口から 顔の 半面 は 血で ぬれて ゐ たが • あと はきれ いだ 

つた。 

H 野 宮 岡の 足 許へ 女が 倒れて ゐ たの だね。 

大川 あ \〕 

日 野 (間の 後) 死ぬ 程と は 思へ なかった な あ， - 

大川 己 も、 二人の 死諠を 見る まで はどうしても 本 當に出 

来なかった。 

= 野 ほかへ も 知らせた の。 

火 川 いや、 君の 處と、 細君 i- 敬チ さんの 出 光と. 女の 

家と ，. -と に か く 敬 子さん が歸 つ て來 て 吳 れな くて は * 

親類 や 何 か-どこへ 知らせる のか まるで 分らない から れふ 

00 さう だな。 (立ち かけながら) 古い 友達が 段々 減る 

なァ。 

一 火 川 (やはり 立ち 乍ら) 東京に はお 前と 己つ きりだよ。 
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日 野 うん. さう だ。 

(二人 •  二階に あがって 行く。) 

(女中く め、 衣服，^5^か へ 直して 手に 茶盆 LL 急 •  幼 など 

の 茶器， ^のせて 持ち 來リ、 火鉢の 猫板の 上 LL のせ、 時 

計，^ 兑 上げろ 0) 

(玄關 の 格子 あく。  くめ、 立ちて 行く。) 

くめ まあ 奥さん！ 

敬 子 (茶の間へ 入って 来る、 蒼白な ふつく リ はして ゐ ろが 

神綰 質さうな 表惊、 淋しく 落着いて ゐろ) 遲 くな つてす 

みません。 (手袋 fJ-K ぶ 、ショ オルな どと リズ 渡す) お前 

さぞ 大變 だったら うね。 

くめ え  > -、 でも •：：■ (泣き出す) 

敬 子 (だまって r オトの 下 前の、 膝の 處の 紐，^ 解く) 

くめ (泣きながらショォルと手袋^^-上手の座敷の方へ持 

つて 行く) 

敬 子 (P オト 脫ぐ 0 うしろよ りくめ 受取りて これ も 隣室 

の 白木の 衣析 にかけろ) 

敬 子 (火鉢の 前に 坐リ かけろ) お 二階で やった の だとね 0 

くめ はい。  . 

敬 子 二階， 大 川さん、 奥さん も ：… 

くめ いえ >  いま 日 野さん がお いで 遊ばして …… 大 川の 奥 

樣 はお 買物なん かいろく。 


敬 子 さう！ では。 

(立って 二階へ 行き かけろ。) 

くめ 坊ち やま は" 

敬 子 大變ぃ V の。 今朝 は 七 度 七 分く らゐ。 

くめ それ はよ ろしう ございました。 …… あの、 坂 下の 植 

木屋、 御 一緒ではなかった のでせ うか。 家へ 歸 りました 

のです か。 

敬 子 (廊下の 方へ あろきながら、 や、 高き 聲：. L て) い、 

え、 途中で 鎮信紙 を 貰 ひ に 郵便局 へ 寄って 貰った の" 

(二階へ あがって 行く) 

9S の 突？ ぉリ t ラ. キ戶 1^ あけ 緣づた ひに 火 川の 

妻 K 子、 買物の包，^^持ちて出て來る0) 

くめ あら 奥樣！ 裏からで した かじ まァ びっくりして。 

直 子 幽靈 だと 思って。 (小さき 聲 に て 次の セリフ. 5- 云 ひ 

二階，^ 指す) 春 子さん の。 

くめ まあい や だ) あんな ：… 

直 子 (低く 笑 ふ) 植木； Is- さんと 一緒に 坂の 處か ら來 たの 

よ。 賴信紙 はわた しも 貰って 來 たのに， お爺さん も 敬 子 

さんに いはれ て 11 合せて 十五 枚 あるから、 もう 一 度ぐ 

らゐ こんな 事が 起っても 足りる わ。 おくめ さん、 やらな 

I ... 

くめ 何 をで ございます。 


末お' の 中. t、 
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^^子 笑) な あにね。 頼信紙が どつ さり あるから、 お 

前さん が 心中した 時に もこれ だけで 足りる と いふの よ。 

くめ まあ、 あんな" (^ひ 出す) あんな 事ば つかし 仰 有 

つて、 お、 

W 子 (^笑) ijn さんお 二階？ 

くめ はい。 

K 子 (風呂敷 包，^ 解-. V 、ながら) 今朝から 甘い 物 をち つと 

もた ベ な い で … … fISE で 買 つ て來た わ。 器 に 入れて 頂戴 

な 0 

くめ はい。 (見物に うし 向き LL て 茶箪笥の 前 •」 ズ その 

通りに なす) 

K 子 敬 子さん、 どんな 樣子 をな すって。 

くめ (、つし る 向きの ま、) 奥樣 でございます か。 

K 子 え (ii) 泣いて ゐ らしった。 

くめ い 、え。 ちっとも。 落^5ぃてぉゐでなさぃました。 

.M 關 へお 人り になった とき、 わたくしの 顏を 見て、 だま 

つて、 さびし さう にお 笑 ひに なりました 0  (？？) わたく 

しの 方で >  つい ：… ぉ氣の 毒で …… 

子 (切 込む やうに) 泣ぃた^-、 

くめ (泣き it- ひ 1^ しながら) お、 &  、はい" 

,れ 子 OCT 幼の 屮へ 湯， つ ざな から 0 だま リ： む) . 

-く. i 旦那 樣 もい. - 方で ございま したが …… 


底 子 (急 LL うろみ 聲で、 然し 元氣 に) 武 ちゃん. 熟 は ど 

うだって。 

くめ はい、 よい あんばいに 下った さう でございます。 

(や、 長き 沈 默。) 

S 子 (思 ひ 出し；： る やうに) お爺さん！ お爺さん！ 

與吉 (障子の 向う にて) へい。 

子 ちょっとい らっしゃい。 お茶 をお あがん なさい。 

(おくめ： ，0 あなたも^ ベない こと. うま さう だ わ。 

くめ 頂きます。 どうも 恐れ入ります。 

(障子より 小山 與吉 出づ O  S 毛の 老爺， 印半纏，^ 着て 

ゐ ろ。) 

與吉 (闘 際で) どうも ご馳走さまで。 

K 子 くたびれ たでせ う-」 もっと こっちへ いらっしゃい。 

はい、 お茶。 

與吉 どうも 恐れ入ります。 

直 子 あなた は 甘い もの は 御 宗旨ち が ひで せう。 まァ おつ 

き 合 ひに ね。 

與吉 (鯖び た朗 かな 調子) なァ に、 わたくし は兩 方で… 

…八 宗兼學 で e 

直 子 (笑 ふ) それならもう ひとつ。 

與吉 いえ、 もう 澤 山で …… (おくめ 11) これ はおくめ さ 

んリ  . 
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くめ ぉぢ いさん、 お あがん なさい よ。  一 

與吉 もうこれ で 十分。 なんです かい、 二階 お客様で すか 0 一 

くめ え \、 日 野さん て、 古いお 友達の 方 *  (間) ほんと 一 

に、 ぉぢ いさんが 来て 吳れて 助かった わ。 わたし， ど 5: 

しょうかと 思った わ。 (身ぶ る ひなす) こはくて もうお 一 

二階へ 行かれな いわ 夜に なったら どうし ませう。 .ー 

直 子 ほんと にび つくりし たでせ うね。 うちへ 来たと きの. j 

顔つ ちゃ 無かった。  i 

與吉 無理 もありません や。 年の いかない 娘 ツ子が 血み ど 一 

ろ の 死人 を ニッと 見たん ではね。 何して も 大變な 事に な 一 

つて。 (間) あのお 孃 さん. 根っからお 若い ね 1-- いくつ- 

だら う。  一 

くめ サニ だと かって。  -ー 

與吉 へえ， お 日 一 那樣は 三十 ：… 四 五 だね。  . 

くめ  一二 十三よ、 -  -ー 

與吉 お 二人とも ナ ラビ か。 だが、 どうして まあ、 女房 子.. 

の ある 人に なんか ；… 惡綠 だね きれいな 方だった が、 、 

あたし も 二三 度 こちらで 見た よ 「」  一 

くめ 夜- いっか * そらお 正月 さ： ぉ经 りして 行った 事が： 

あった ぢ やない の。  ... 

與吉 さう く。 一昨年 だよ。 あの 頃から かね。 ：， . 一 

く： め い X え。 (S 子の 级.^ 見る) あの 頃 はなんで もなか； 


つた リ 

直 子 いつ 頃から なの。 おくめ さん、 知って ゐて。 

くめ (輕 い 狼狠) よく は 存じません けれど …； 去年の 夏 

ごろ ぢ やないで せう か。 

直 子 敬 子さん か 何 か 話した。 

くめ い- <  え、 奥樣は 御存じない 寧とば つかり 思って ふま 

した。 でも、 さっきの 御樣 子で 見る と • 何もかも 心得て 

ゐ たとい ふ 風で …… この 位の 事 も 起る だら うと 思って ゐ 

たとい ふ御樣 子で。 

直 子 えらい わね。 とても わたしなん ぞ。 

一 くめ えらい よりもお 可哀想で なりません 0 

與吉 お前さん、 何年になる ね、 このお 邸。 

くめ こちらへ です か。 十六でした。 坊ちゃんのお 守に 上 

つたんだ から。 (指，^ 緣 つて) 六 年 目よ。 

與吉 六 年 か。 初 奉公で 六年繽 くと なれば、 奥 樣びゐ きに 

なって ゐ るの も 仕方が ねえ。，； r 

くめ (直 子に) あの， 新 へ 出る で ございませ うね。 

直 子 え X。 それにお 勤め先の 關係も あるし- 御 商 賢 柄う 

る さいで せうよ。 

與吉 それに あのお 孃樣 のお 家が、 あんなに 良い お 家ぢゃ 

お 寫眞 なん ぞも 出ます ぜ。 

くめ 困った わね。 田舍 にも 知れて しま ふわ C 

一  - ； 
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M 子 それやね。 (il —— 笑 效でソ お 嫁 人の 邪魔に なって。 

くめ (赤くな つて) あら、 また 奧樣、 あんな こと。 

W 子 當 つたで せう。 あかくな つたわ。 

與士  ：！ (笑 ひながら) 赤くなる うちが 花 さね。 

^^子 赤くな つても、 お 二階の やうに 眞 赤な C は ごめんよ。 

(ふと n,^ つぐむ。 そして， お になる) お  >- 塞い。 

(一二 人 沈^。  M 子 炭 つぐ 0) 

(二階よ リ 前の 一 11. 人、. 何か>^5しながら下リて來る。 大 

川、 00. 敬 子の 順。) . 

與士 3  (ふリ 向いて〕 お、、 降りて いら づ しゃった。 (茶 

のみ 切リ、 ，\ やおな 伏せる) どうも 御馳走 樣 でした。 

S 子 ぃ&ぇ 。まだ 歸り やしない わね。 

與士  3 え、、 え、 • 今晩はず つと 居ります I 

(與 吉， くめ、 障子よ リ 去ろ 0ソ 

直 子 まあ：：：！ 野さん！ 

=： お や あ. しばらく， - 

_ ^子 敬 子さん！  . 

敬 子 …… ^^子さん、 どうもい ろく。 濟 みません。 Gsl 

子の 股，^ 见：： やうに しながら) 曰 野さん、 大 川さん、 ま 

あお 茶で も あがって。 (自分に て 茶の m へ 二つ^お 阅，^ 

(二人 ぽん や" 坐ろ 0) 


敬 子 (^子 に) 本. < 富 にす みません、 御迷惑 を かけて U そ 

れに遞 くな つ て。 

直 子 進かった のね、 どうして。 

敬 子 (容の 茶，^ 汲みながら) え. -。 (-2) すぐに も 来ら 

れ たのです けれど ：： 自信が つかなくて。 

直 子 え？ 

敬 子 途中が ね。 (il,} 途中 はとに かく > こっちへ 來 てね。 

(si;) それで わざと ゆりつ くして ゐ ましたい どうせもう 

息が 切れて ゐ ると いふし， 御め いわく は 十分お お A しして 

ゐ ましたが、 あわて k わたしが 歸 つて 來 た、 めに、 もう 

一層、 御 面倒 を かけで も するとね …… 

直 子 (よ，. 、判.，： す- 」.>  本當 に.、 それ もさう だ わ。 途中で 

. 倒れで もす ると …； 

敬 H- (微笑) え \ ほんと に ；… 

(二人の 男に 茶， ゃ勸む 0) 

日 野 あなた を 一 番 心配して ゐ たが。 安心した。 (大 川に) 

な あ！ 

大川 、「む。 (間) さう さな、 だが、 これから だよ。 

日 野 さう だ、 これから だ。 

敬 子 本當 にこれ からです よ。 (ゆつ-. 、りした 調子で) 

にかけ てゐ るの なら， 飛んで 歸 つて 来ました が.， 全く 駄 

目 だと なれば、 もうこれ から 後 だとお も ひました ので。 
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直 敬 直 敬 


兄の 處へ 話 を かける の も あと にして、 あすこの 家の 者 

にもよ くい はないで、 一人で 二 時間ば かり 離れで 橫 にな 

つて ゐ ました。 

い d 子 横に …… ？ . ぉてゐ たんです か。 

敬 子 いえ、 眠り はしません が …… 

直 子 え  >- 、もれ はさう です けれども、 (考へ 込む) よく 

ねえ。 

敬 子 錢 たの，；^』 か、 倒れた のか、 (淋しく 笑 ふ) でも 押入 

か ら 自分で 擾卷を 出した りした から、 やつば り寢 たの ね。 

(長き 沈 默。) 

直 子 賴信 紙あって よ。 打 つんで せう。 

大川 うむ。 (敬 子- 10 どうします、 急いで 呼ぶ 人た ちの 

ところ —— 兄さんが 來 てからに します か。 

敬 子 え 、さ、 「致し ませう 。わかって はゐ ますが …… 

(考 へて) 病氣 ではなし、 兄の 意見 も ありませ うし、 

§ 主人の 方の 親戚と は、 まるでお つき 合 ひ をして る 

ないし。 それ も、 兄が 来まして からに …：. 靑 木さん ゃ鄕 

さんな どはい、 でせ うか。 

00 いや、 知らせ ませう。 靑木は 来る かも 知れん。 (直 

子賴信 紙，^ 出す) ゃァ、 有難う。 

太 川 萬 年 筆 持って ゐ るか。 


日 野 いや。 

敬 子 こ、 にあります。 ちょっと 直 子さん、 は かりさ ま、 

その 茶箪笥の 抽出。 

^51子 (探す) こっち？ 

敬 子 え、。 その 雜 記帳の 間に 挿んで  え、、 どうも あ 

りが たう。 

(受取リて日野に渡す，-) 

(日野チャ プ汽^！の^-にて甞く。) 

日 野 鄕. は會社 宛が い K ね。 

犬 川 うん。 どうせ 社宅 だから。 

日 野 (書きながら) 北海道 はどうしょう。 

大川 手紙 だと 怒る ぜ。 やつば り 電報が い >1 な。 さぞ 驚く 

だら う。 

直 子 (風呂敷 包みん、 あけな-から) 思 ひついた だけ 買って 

来た わ。 

子 まあ- どうも 0 それ はなに 0 

子 墨汁よ。 無いで せう。 

子 ぇ&、 無い！ だけれ ども どうす るの。 

子 何 か 葬式の 曰の 揭示だ の >  それ に 知ら せに ペンで い 

けない 向 も あると 思つ て 3 

敬 子 なるほど。 ハ ガキ、 幾 枚。 

直 子 三百 枚 11 印刷屋 へ ハ ガ キを 持って行く 方が ¥ いつ 


-•4i<tr'; の' 1' 心 


與大敬 口 


て。 き 封で なくつ てい \ つて， うちが い ふ の で。 

敬 子 え > -. え、！ もちろん。 

^^子 まだ/. (- -澤山 いるものが ある けれどね。 

敬 子 まあ、 いろ ノ\, ありがたう。 

HSJ  二階 あれで は 足 も 踏 込めない ね。 疊も まだ ぬれて ゐ 

るし リ 

火 川 うん。 

U0 敬 子さん、 からだ を、 あっちへ 移さなくて はなり ま 

すまいれ。 (上手 vj- 指す) 

敬 子 左 22 です ねえ。 

人 川 さう だよ、 無論 さう だ！ 人で も來 ると とても 二階 

へ は 通せない。 

=w? ひとつ おろさ うぢ やない か U 

敬 子 さう 願へ ますと  

= 野 あっち は 十 1© と、 もう 一 間との 間は拽 です ね。 外せ 

ますね。 

敬 子 え  >-。 (間) お 通夜な ど はどうしても あちらで なく 

てよ 0 

太 川 今の ちに おろさう。 (直 子 LL) 植木屋、 呼んで く 

れ。 上 *S ブど^ ぐ) 

小 は 子 はい.、" (立ちて 行く) 

敬 子 すみません" 


日 野 なァ に。 (上着，^ 脫ぐ) もう 血 はっき はしまい なァ。 

大川 ど うだかわから ない. ぞ。 大丈夫 だとお も ふが。 

日 野 三人で 抱きお ろすなら わけはない-じ (間) ぁ&、 お 

れは キリス トを 十字架から おろして ゐる ffi をお も ひ 出し 

た。 

大川 (1= い 欲) おれ も 今 さう 云 はう と 思った ところ だ。 

(間) 一種の キリスト だな。 

曰 野 さう だと も。 (間) さあ、 やらう 0 

(直 子の あとよ リ與吉 出づ。 ) 

大川 (與吉 に) すまない が、 手 を 貸して 下さいな。 いや 

な 役で 氣の毒 だ。 

與士ロ なァ に。 どう 仕りまして。 

敬 子 お * ちいさん、 いろ- すみません。 

與吉 お、. 奥樣 .：•： まあ 御 挨接は あとに いたして。 では 

ちょっとし 

敬 子 どうぞよ ろしく。 あの *  二階の 押入に 夜具が 入って 

居ります が、 あの、 敷蒲團 へそつ とのせ てお ろしました 

ら. どうで ございませ うね。 

蒲團が よごれます ぜ。 

かま ひません。 主人ので ございま すから …… 却つ て 0 

さう 0 さう しょう 0 

荒雜が あると い \ん だが な。  i 
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敬 直 敬 直 敬 直 
う 子 子 子 子 子 子 


直 子 本 當に氣 を^して は駄 H; よ。 しっかりして ゐて 下さ 

いよ。 

敬 子 え." …… だけ 來ど 大丈夫 かしら。 

直 子 なにが *  , (11) . そんな 事 を 云つ て は 心細い わ。 

敬 子 (なに か 追 ひのけろ！？、 うな 仕草， ^する) いえ 大丈夫 

しっかりして ゐる わ。 

0 一階に て 何 か 云 ふ？ # き、 - ゆ。) 

敬 子 广 Kst の 下まで 行く) 大丈夫で すか。 

大 川の萆 大丈夫，. よし 來た。 

與 吉の聲 ロー 那  J つち， さう さう。 

大 川の 學 EI ぃぞ。 」 

(=ー人にて毛布の上に死^,^-のぜ持ちて階段ょリ1^リ 

來る C 日 野 は 頭.^ 大 川ば 足，. 3-。 與吉" 胴 持ち ゐる。 

階段^^降リ、 緣 側へ 出、 りて 上手へ 行く。 敬 子 先へ 

行き， 障子な ど Hi けろ。) 

(死骸の 腕 はだら リ とさが リゐ ろ) 

(上手の 窓の 障子の 中 に * 敬 子等のう. こく 姿見 ゆ。) 

(舞毫 に は a 子 一 人. 緣 側より のぞ きゐろ。 くめ、 障 

子より 出す。 眼,^ 位さ はらして ゐろ 0) 

くめ 旦那 樣 のです ね。 

直 子 (ふ リ むく) え >-0 

くめ あんなに なって しまって。 


敬 子 蒲團 にして 下さい まし。 (il) 莫蔑 へ寢 かすの が 本 

當 ださう です が ：：： 寒さう で。 (笑 ふ， >  汚れましても か 

まひません。 

. (三 人， 二階へ 行く。) 

敬 子 (ついて 行かう として やめろ) ぉ手傳 ひしないです 

みません - 

大川 いえ、 かへ つて. その 方が よろしい。 

(敬 子、 茶 *s 間へ 房ろ。) 

(ii- つと 敬 子 fj- 見て ゐ 10) 

(さみしい 微笑 vi- すろ： > 

お 察しし ます わ。 

(無言 11 やがて) 敗軍の 將兵を 語らず、 よ。 

まふゆ 敬 子さん、 あなた 平氣 なの？ 

平氣 である わけが ありません。 です けれどもね * か 

する より 仕方が ありま せんの。 十 年 も 一 緒に ゐた ひと 

が、 よそのお 孃 さんと つれ 立って 長い 旅に 出て しま ふ I 

—追^け て 行く か， かう して ゐ るか、 どっち かです わ。 

W 子 武 ちゃんが.； r 可哀想で …… (泣き出す) それで、 

あたし。 

敬 子 (泣かない) あの 子 さへ なければ …… だけれ ども、 

わたしの 方が、 あの 子より！ 5- 哀想だ わ、 まあ、 い  わ。 

8 これからよ、 これから やり直し だ。 
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(沈 Kll) 

(大 川、 IK つて 来る。) 

直 子 m かった でせ う。 

火 川 うん" 思った より- m い。 それで 毛布に した。 

M 子 今 K はすこし かるい わ" 

大川 ど うだかわ からん。 死骸と いふ もの は 意外に 重い か 

(出て 来る。 手，^ 出して 見せろ) やつば りつく。 

太 川 うん。 にじんで ゐ たから。 

广 m ハセ-い、 出て 來るリ 毛布.^ 持って ゐ ろ。) 

ナ、 川 は， もう ひとつ。 

S へえ！ 

(一一 一人え た あがって 行く。) 

くめ 今度 はお：. 縦さん でございます わね。 

M 子 え >-、 さう。 (ra) その 次 は 誰！ 

くめ (街いて) まあ、 いやな 0 また。 

SB わたしよ" わたしの 群！ 

くめ まァ 奥さん。 (ちょっと 笑 ふ) 

M 子 うそよ。 

(敬 子， 沈み 切りた ろ 表； S?LL て 上手の 部； Si より 出て 來 

ろ。 ^ぃ ^"^すこし落ちゐろ。 くめ 引 込む つ 0 

敬 子 やつば し 蒲團の 上への せて 貰 ひました の。 (.t 、はめ 


て 微かな ろ 笑) 年寄が 來て 、なんてい ひます か。 

U 一階，， * リ卞 4： び 骸，^ おろして 來る。 與吉、 足の かた 

持ち- 日 野 胴，^ 持つ。 このたび？；：， 像，^ すこし 见物 

に 見える やうに なす。. 外國 風の 髮 * 魂 I 一き 白き 顿、 白 

i.  r み 高く. 肉付ょき^^。 赤 さもの）^ 久れろ 華美な 

ろ 衣服の 袖み ゆ 。据 5 方 はまった く 毛布 LL 包ま れゐる) 

(皆々、 無言に て緣， ^通り、 上手へ. 仃 きかける。) 

敬 子 (突然) あ、、 ちょっと。 

日 野 (i^ リ 向く) え？ 

(三人と まろ。) 

敬 子 (や 、口早 に) あの、 その 方の も， あすこへ 並べ ま 

すので せう か。 

日 野 え X" でなくて は …； (三人 そこへ 死骸 vj-sa  く) ど 

こ へ やります。 

敬 子 あの、 わたくし， その 方に 歸っ て顶， かう と 思 ひます。 

日 野 え. 1、 歸 つて。 この 入に です か。 (死骸，^ 指す) ど 

う？ 

敬 子 こ、 はわた くしの 家です から。 (祌經 的に 口許 vj* や 

はらぐ) もう、 歸 つて 頂かう とお も ひます。 

大川 歸 すって どうす るんで す。 

敬 子 この 家から 外へ I . 外へ 出て 頂きたい のです の。 

(沈 is 
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大 敬 火 敬大敬 


日 野 では 宮岡 もま だ 生きて ゐ るの だ。 だから、 あなた 

t  

敬 子 いえ， 宮岡は 今朝 • 亡くなりました。 あの 二階で… 

.-0  S もう 冷たい 死骸に なって 居ります。 いま、 わ 

たくし は、 あの 死人の 手 をと つて わたくしの 頗に ぢッと 

あて & 見ました. - (長い間) 氷の やうで ございました。 

(間) 主人 はたし かに 亡くなく なりました。 

(や、 長き 沈 默。) 

大川 ねえ、 敬 子さん、 です がね、 も うぢき に 向う の 家の 

人が 来る。 さう すれば、 當^、 これ を 持つ て 行きます。 

ですから それまで あすこへ 置いて あげて 下さい。 

敬 子 主人の 死 a@ とならべ てです か。 

日 野 離しても い. -で すよ。 

敬 子 いえ- わたくし、 ほんとうに 我儘 を 申して 申譯 ござ 

い ません けれど、 どうぞ これ はこ の 屋根の 下から 出し て 

下さい まし。 お 願 ひなので すから。 

口野 闲 るな あ. 奥さん！ 

敬 子 本當 にす みません。 

日 野 格子の 外へ 出す なんて、 出來 ない なァ。 

大川 うん" いけない。 ねえ 敬 子さん  >  向う の 家の人が 來 

たと きに 一緒に 死んだ 二人の 死骸の 扱 ひに、 甲乙 をつ け 

たと 取られる と、 あなたが 同情 を 失 ふ。 第一 死者へ 封し 


H 野 (不， 难さ うに) 死骸 を —— この 春 子さん の 死骸 を、 

外へ 出 すんで すか。 

子 ぇ&、 誠に 恐れ入り ますが  

川 それや あいけ ません よ。 敬 子さん！ 

子 (火 川， ^しづかに 見ろ) 

川 あなたの 心 持 はお 察しし ますが ね、 ゆるして 上げて 

下さい、 もう 死んで ゐ るので すから。 

子 (うなだれろ) 

川 死んで ゐ るの だから。 (間) 死骸 を 恥し めて はいけ 

ない。 

敬 子 いえ、 わたし はさう いふつ もりで 申して ゐ るので は 

ございません。 (間) 主人の 生きて 居ります うち は、 こ 

G 方が いつまで 遊んで ぉゐ でに なっても、 それ は 仕方が 

ございません。 (問) また 主人と どう 云 ふ难が ありませ 

うと も、 まあ， わたくし は氣 のつ， かない 風 をいた して を 

るより 仕方 ございません でした。 然し * 主人が 亡くなり 

ませば、 もう わたくしの 家で ございま すから、 絕交 をし 

て 頂く のです。 

n 野 (作りた ろ 笑) 絕 交って、 死んで しまって ゐ るぢゃ 

ァな いのです か。 

敬 子 どちらで も 同じで ございま すわ。 わたくしに は、 ま 

だ 生きて ゐ らっしゃる のです。 
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ての 禮 でありません。 

敬 子 わたくし はこの 死者に は禮^ を 持ちません〕 わたく 

し は 牛： きて ゐ るので す。 この 方 も 生きて ぉゐ での 時 • わ 

たくしへの 禮儀 をお 缺ぎ になって ゐ ました。 その 時 は 主 

人の 影に かくれて ゐ らっしゃい ましたので …… 。 わたく 

しの m ベ 入の 影に、 このかたが …… わたくし、 死骸の 极ひ 

に 2- 乙 をつ けずに 居られ ま せ ん。 

n.^ でもね、 あなたば かり ぢ やない。 かう して 我々 がゐ 

るのに。 ねえ、 われ/ \ の 立場 も考 へて 見て 下さい。 そ 

して、 考へ 直して 下さい。 

敬 子 ^3さんにはぉ氣の群-に存じますの。 でもよ く考 へて 

頂けば. せさん だって 主 入の 親友で こそ あれ、 このお 鎮さ 

んの御 親友で はない のです から。 早く 申せば わたくしと、 

この 方との 間に 起り かけて ゐる爭 ひに は *  - 1 . 友人の 女 

房の 方へ 加 .1^1 して 下さる はう が …： (冷笑に ちか ...T  、徵 笑) 

本當 ではない のでせ うか U 

=： 野 でも、 死んで しまへば 一列 ー帶 です "そんな、 外へ 

死骸 を 出す なんて …： そんな 事 はいけ ません よ。 

人 川 それに 敬 子さん  >  新聞社から もどう せ 人が 來 るから、 

もし そんな あなたの 態度が、 ばッと 世間へ 知れる と、 あ 

なた は M 情 を 失 ふば かり ぢ やない、 いやな 誤解 を 招き ま 


敬 子 それ は覺 悟して £5 ります。 

ns? (や、 IE の 後) そんなに 感情に 馳 つて ゐ るべき 場合 

ではありません ぜ。 あなた は 今、 が混亂 して ゐ るから 

11 それ は資に 我々 としても 何と 云って あなた を 慰めて 

ぃ& かわからない くら ゐの 事件 だけれ どもね。 しかしよ 

く 落つ いて、 ねえ、 もう 一度 考へ 直して 見て 下さい。 

敬 子 感情に 馳 つて ゐ るので せう か。 (is) また * こんな 

事 を されても、 感情 を 押へ てゐ なくて はいけ ない のでせ 

うか。 わたし はず ゐ ぶん …… (あぶなく 泣き かけろ、 しか 

し 位かぬ) 押へ てゐ るつ もりです。 それに、 これ は 感情 

問題で は ございません。 

H 野 いえ • さう ではない。 (間) 無理 はない が。 

太 川 ふだんの あなたで はない よ。 

敬 子 ふだんの わたしなん ぞ 。(微笑) そんな もの はなに 

もな りません。 

火 川 とに か \ 先方が 來 るまで、 あすこへ 置い とき ませ 

ラ， ね。 

敬 子 (沈^) 

日 野 玄 關 でもい \。 玄關 の疊の 上へ …… (や はら かに) 

と に か く斷じ て 外 は いけない 0 

與吉 (直 子 LL そっと) わたくし、 ひとつばしり 行って 來 

ませう か。 
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M 大 直 與 ぼ 
子 川 子吉子 


乇ォ 11 ン ダ,. -"5 てゐ ろ。) 

髙衬 や あ、 どうも" 比"" さん * 遲く なって 申譯 御座ん せん。 

どうしてもぬ けられないで。 (妹に) や あ。 (太 川 に) 

や あしばら く。 (ほ 野に) いろ，^ どう Jp、 此度 は。 

(すこし どもりて) ど、 どう 云 ふんで せうな。 (死 骹,^ 

見ろ) この 方です ねリ (間) 皆さん、 立って ゐて、 どう 

なすった のです。 

(敬 子、 1:1村に.；^-^!§^,^勸む) 

日 野 (坐りながら) な あにね、 今 二階から これ を 下した 

ん です。 

高 村 は あ * なるほど。 

太 川 (や は リ坐リ 乍ら) 

高 村 なるほど。 二、  二階で やつたん ですな。 

日 野 え、。 それで あっちの 座敷へ 移す とこなん です。 お 

岡 君の 方 はもう 移した のです がね。 これ をね。 

高 村 は あ。 それ はどう もい ろ，/ \ - —— 

敬 子 いえね。 兄さん。 わたくしが 今 告 さんに お 願 ひして 

るた ところな のです がね、 この 方のから だです が、 これ 

を 格子 の 外へ 出し て 項が うと 思つ て。 

W 问村 外へ。 なせ、 どうして。 

敬 子 どうしてって 。(間) わたし， こ、 へ、 この 家の 中 

へ 置く のがい やなんで す。 


(やば リ小聲 で) どこへ？ 

このお 孃 さんのお 邸へ です 

さう ね。 (大 川に) あなた、 どうし ませう。 

なに？ 

植木屋さん、 新田さん の處 まで 行って 見ようかと. S 

ふので す。 誰か 早く 來る やうに" 

大川 (日 STIO ど 5 しょう。 

(考 へ て) うむ。 (間) だが もう 来る だら う。 (敬 

子 LL) この 春 子と いふ 人 はね、 奥さん、 今の 新田の 主 入 

の 子で はない のです。 

敬 子 (うな づく) 存じて 居りました。 

a 野 割合に 可哀想な さびしい 娘なん です よ。 

敬 子 でも. わたくし は II 情いた さないでも …… わたくし 

が この 方に リ 

(支 ^あく。) 

tn 野 お 誰か 來 たな。 

火 川 新田 かな。 

(敬 子. 行 さかけ る。 くめ、 障子 > ^いそ.. -V 一 あけ、 玄關 

へ 出迎 へ LL; 仃く。 與吉 去る。) 

敬 子 (もとに か ヘリて) 兄です。 

火 川 い X 處へ來 た。 

(高 村嘉 太郎、 やり 手ら しさ 钟.^> や V 亢蜜ゼ ろ 樣子： 一 
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n 敬 は 敬 
村 子 村 子 


敬 iBi 敬 m 


高 村 (破裂した やう に) 馬鹿 ッ。 

(传 びく リ とすろ。 敬 子 冷然と しズゐ ろ。) 

高 村 そんな、 そんな 馬鹿げた 事が 出来る か。 亭主の 死骸 

は！！ 敷へ 置いて • その 色女 だからって、 死んで しまった 

ものに そんな 侮〕 I- が 加 へられる か。 考 へろ。 馬鹿野郎 だ 

な あ，」 (すこし； 一 13 紫^ 3g しんで、 やさしくな ろ) そ、 そ 

んな事 だから ft 乏 as 生 時代から 十 年 も 連れ添って、 子 ま 

で 生んだ 大事な を、 よ その 孃 さんに 寢. 取られる ん だ。 

斷然、 そんな 事 はならない。 

お 子 (紡 架， 化 つか ひながら) 敬 子さん は 亢奮して ゐら 

つし やった のです から …… ねえ、 敬 子さん！ 

敬 子 (さみしき 微笑) 

i:S 村 さう です。 亢奮して ゐ るんで す。 間ち がった 事 を 云 

つち やい かん。 では- ひとつ (他の 二人 に) お 手を藉 

して 顶 いて， 緣 側へ がしても 置け ません。 どうか 恐 入 

ります が …… 

村立ち て 死^ LL 近づく。) 

(口 野、 大川 L 立ち かけろ 0) 

(鋭く) 兄さん！ 

(？？ リ IH- く」 

やっぱり 1£ 敷へ 持って行 くんです か。 

(やさしく) お前 はい >- 。わかって ゐる 。それより 


落着いて ゐろ。 え > -? 皆さんに やって 頂いて、 靜 かに 

休ませて 頂け。 

敬 子 いえ、 休む 事 はさん ざ 休みました。 でも その 死骸 を 

座敷へ 置く こと はお ことわり します。 わたくし はい やで 

す。 

高 村 いや だと。 

直 子 まァ、 敬 子さん！ (はら/ \ すろ) 男の 方た ちに 

任して 置き ませうよ。 

敬 子 (しづかに) ありがたう。 心配し ないで 頂戴。 (兄 

に) ぇ&。 いやです，" 

村 どうしても 外へ はふり 出す とい ふの か。 

子 え 

村 (苦笑) 馬鹿 を 云へ、 常識 をな くして はいかんよ。 

子 (さびしく) 常識で は 自分の つれ あ ひの 心中の 始末 

を 女 はどう すれば い、 事に なって ゐ るので す。 敎 へて 下 

さい。 

高 村 まあい \。 坐って ゐ ろ。 皆さん、 ぢゃァ ちょっと。 

(三人 死骸 LL 手 > ^かけろ。) 

敬 子 (叫ぶ) いけません。 (死^に 近よ る〕 どうかよ し 

て 下さい。 

高 村 なんだ。 (間) なんて 云 ふ 眼 附だ。 (やさしく ；} 

まあ， 兄さんが たのむ から …… そんな 無理 は 云 はな いで 
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吳れ、 な。 

敬 子 (かぶり ふろ) 兄さん こそ。 そんな 事 を 仰 有らな 

いで、 どうぞお 願 ひです から。 (やう やく.：： 3 分か 抑へ て 

ゐろ) どうぞ … … この 上、 わたし をし くじらせ ないで 下 

さい。 この 上 わたし、 わたしに 滅茶苦茶 を やらせないで 

下さい。 子供 も あるので す。 兄さん …… (聲 はふろ へ < 

ゐる 0 しか，， J 泣かす〕 皆さん、 この 通りお 願 ひいた しま 

すから、 わたくしの いふ 事 を 通させて 下さい。 

高 村 (や、 間の 後) だけれ ど 敬 子！ よく 考 へて 御覽。 

わ-つ- -, 'つぶん 

そんな 事 は、 ほんの 健 かな 鍵 憤 を 晴らす だけの 事ぢ やな 

いか。 我慢し ろ。 え >|0 そんな 事 をした つて * もうどう 

にもな り やしないの だから。. 

敬 子 兄さんに はつ まらない 事で せう けれども、 わたくし 

に はさう ではない のです。 どうに もなら なかった の は， 

今までだった のです 0 今まで こそ。 …； わたくしが こん 

な 事で 我を張る の は、 ほかの 入に は、 はしたない 詰まら 

ない 事で せう けれど I -。 殊に 殿方に わかって 頂かう と 

もお も ひません。 (眞劍 に〕 直 子さん、 あなた、 考へ て 

見て 下さい。 

K 子 (動搖 すろ 心ん」 色に いだす) t  •、 

敬 子 男の 方に は、 た^わた くしの， 嫉妬が 屍に 恥を與 へる 

の だぐ らゐ にし かお 思 ひに なれない のです。 こんな 事が 


あっても わたぐ したち に は、 今まで こ そどうに もなら な 

かった のです。 (間) 死んで まで 二人の 骸が 同じ 家に、 

同じ 部屋に 置かれて あるの を 長く 一 緒に くらした 妻が、 

見て ゐられ るか、 ゐられ ないか …… (泣きたい の 1^ 必死 

LL こらへ て) どうか わたしの 無理 を 通させて 下さい。 

大川 困った な あ。 

日 野 ぢゃ あ、 かう しょう。 もうす こし このま >1 にして 置 

かう。 (高 村" J.) ねえ， 高 村さん、 い、 でせ う。 そして 

我々 もす こし 考 へて 見よう、 敬 子さん も考 へて 見て 下さ 

高 村 うん、 それが い > -。 

口野 まったく 考 へて 見なくて はならない。 敬 子さん * も 

うす こし、 こ  へ 置いて 下さい。 い X でせ う。 

敬 子 (うな づく) でも、 わたくし は考へ 直さない と 思つ 

てゐて 下さらな いと。 

高 村 それで はお 前 …… 

日 野 (高村.v^-とめろ〕 まァ高 村さん！ (敬 子 LL) それ 

でよ ろしい。 わたし 共が 考へ 直して、 あなたの 主張 を 喜 

んで 入れる かも 知れない。 わたし 共の 考 へが 囚 はれて ゐ 

るの かも 知れない から …… 

高 村 そんな 事 は 無い。 

大川 まァ。 それでい > で せう。 
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(一^ 沈默。 敬 子^ へられぬ やうに 錄，^ 路み 上手の 部 

M へ 去る。) 

n 野 0.ゃの^":$げに見送リ乍ら) も うぢき 日が 暮れる。 

^,^^^M<^  ^は、 自宅と、 序に 新田の 處へも 催促し 

て 見よう。 

ー5 村 ぁァ さう して， ト さい。 恐縮です。 

火 川 お 話 は 僕のう ちの 隣の をつ かへ よ。 (直 子-.！) お前 

一 緒に 行って たのめ！ 

n- む なに、 ほ 働 eas でい. 

K 子 自働^^話は遠ぃのですょ、通りまで行かなくては。ど 

うせ わたし- 一 度 自宅へ 房らなくて はなら ないから。 (大 

川に) あなた も 出直して 一J -ぉ召 物で も替 へて 下さい。 

人 川 うん、 さう しょう。 今のう ちに 一 寸。 (一：！！ 村 LL) 今 

朝 • あわて  >- 飛んで 来たぎ りで。 

な 村 (if の if げ に) いや、 まったく どうも- 申譯 ありま 

せん。 

ロ£^ ぢゃァ 一寸 行って 来ます。 

^^子 お供し ませう。 G„2 村に) では、 すぐ 出直して 參り 

ますから …… 

一 S 村 何分 どうぞ。 敬 子が あんなで すから …… 

大川 C.:M 村 LL) すぐ 来ます。 それまで 何 か 大體の 事、 敬 

子さん と 相 して 置いて 下さい。 


高 村 有難 5。 どうぞ 何分よ ろしく 願 ひます。 

(男 二人 は 表の 方へ 行く。〕 

直 子 わたし、 裏から 出ます から。 

大川 うん。 

(三人と I 去ろ。) 

(高 村、 あた リ， 見廻して、 長火鉢の 前へ 窮 M- さう LL 

あぐら,^ かく 0) 

くめ (障子より 出づ) …… あら、 お湯 を 沸かして あるのに 

お 二人とも 手 もお 洗 ひ 遊ばさな いで。 

高 村 (いた はろ やう LL) 君. 今朝 は 驚いたら う。 

くめ (坐ろ) はい、 まったく どうも。 

高 村 當分 ごたくす るから * たのむ ぜ。 奥さん は 何と 云 

つても へこたれて しまって ゐ るから な。 君、 ひとつし つ 

かりして ゐて 吳れな あ。 

くめ はい。 (淚 ぐむ〕 

( —— 上手の 部屋より、 敬 子 出づ。 前よりも つと 眞靑 

にな リゐる 0) 

敬 子 (云 ひ 淀みながら) 兄さん！ 

高 村 なんだ」 (間) お前す こし 休んで ゐ たら どう だえ。 

敬 子 (それ-. 1 は 答へ すに、 や >- 口早 LL) この 死骸 を、 主 

人の そばへ 置いて 上げて 下さい。 

高 村 (安心した やうに) お. 1* 考へ 直した か。 
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末始の 中心 


敬く 敬 く 敬 
子め 子 波め ァ子 


敬 子 (地の 底へ 引き入れら ろ、 如き 淋し さあり) …… わ 

たし は 自分の 立場が まるで わから なくなりました。 (長 

さ 間) 今 あすこで、 主人 のさみ しい 死顏を 見な がら 考 へ 

てゐ ましたら ば、 なんです か 一 切が わかり かけて 来たの 

です。 わたしが、 この 方 を 外に 出す 權利を 持って ゐ るの 

やら、 どうやら。 (間) 主人の あの さみし さうな 死 顔 

が、 わたしに 最後の 命令 をした のでせ う。 (長き 叩か 置 

く) 主人 は、 この 方 無しで あの さびしい 長い 旅 はとても 

出来ますまい。 ふだんから 入 一 倍 もの を さびしがる 性質 

の 方でした。 (間) 今の わたしに はかう した 死骸の 始末 

より、 これから 先、 子供と 二人 どうやって 暮 して 行かう 

かとい ふ 事の 方が 大 問題な のでした" 子供と どうやつ て 

折 合って 行く かと 申す 方が 本當 かも 知れません リ 

(沈 默。 ) 

高 村 (夢から さめた やう に) とにかくい、、 大變に い、" 

ぢゃァ すぐ 移さう。 (くめに) おい 植木屋の 爺さん を 呼 

んで siK れ。 

くめ はい。 (去ろ) 

高 村 まあ 何でも みんな 諦め もまへ、 な あ" 氣を 落す 事 は 

なんにもない ぞ 0 

敬 子 (や  さげすみ むる 微笑) え V！ 

(與 吉、 くめ 出づ. 0 


與吉 では 旦那 ひとつ。 

高 村 お、、 やって 吳れ たまへ。 

くめ お 二 入で ようご ざいます か。 なんなら わたくし …… 

高 村 なにい. -、 い、、 二. で澤山 だ。 

與吉 澤山 だ。 旦那と 二人で リ 

(高 村、 頭の 方，^ 持 r 人與吉 足の 方ん」 持ち 上手 へ 行く。) 

(敬 子、 それ， 屮 見ぬ や-つに、 崩れろ やう-」 火鉢の 前 LL 

坐ろ。) 

(入口の 格子 あく 一昔す ろ U  くめ そちらへ 行く。 敬 子、 

a み 上け て來ろ 悲しみの ため LL* 初めて はげしく 嗚咽 

す。) 

(くめ、 房リ來 ろ。) 

くめ 奥 樣！ 

敬 子 (泣-きゐろ) 

くめ あの * 奥 樣！ 

(兑 物に や 、背ん、 向く ろ やうに かすれた S 难 にて) な 

こ！ 

新聞社 の 方が お 二人い らっしゃい ました。 (名刺， 屮 

すン 

(名刺な 受取 リー」、 それに 見す に. } お通しお しリ 

はい。 あの、 どちらへ？ 

(隣の 室.^ 指す) 
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くめ (茶の n との 什 切の 襖.^ 閉. ち、 支^の 方へ 行く) 

敬 子 (盼 として 立ち、 見物に^,^ かくす やうに 袖口に 

て 限 vJ-i: へながら、 緣側 "面 したろ その 部； 1 の 障子 1 小閉 

づ U これにて舞？^^！ま ったく人影=^ぇすなるン 

X 

( —— や ^？, 昔 立て 52 やう に 墓，， や 閉づ。 ) 

附記 —— ^  _ この 戯曲が 上演され ろ 事-か あつたな 

ら、 - ての 時の ！監 は， 作 中に 現れろ 二 筒の 死 

作り物で なく 矢張リ 役者に やら. ^させて 吳 

れ なくて はなるまい。 かう した： と は、 たヾ 幼稚 

なおせ .1 であろ とし ズ往々 卻 けられて ゐ ろ。 が、 

しかし 輕：' ふ はふに とした 死體 なん ぞ、 考 へて 見 

たまへ、 たまらないで はない か。 もし このい やな 

役目 ん、 つ と め れな か つ た なら ば そ の 

とき は …… わけはない、 上演*?-見合^?-るだけの事 

だ。  . I 作者 11 


736  ；!? 铋芋山 


山 芋 秘 譚 つ！， 


S 


第 


人 ； i 

毛 利 照 雄 (三十 歳) 

林  淸 (廿七 歲) 

海 野き く  (廿四 歳) 

その 妹 あ い (廿 一歳) 

をの ほかに カフェ の 給仕 二人。 女給. 三人。 客。 

學生 三人。 會 社員 二. 人。 自動車の 運轉 手。 下宿 

の 女房。 


幕 


山の手の 西洋 料理店。 一月 末の 夜 十一 時 ご ス 。外 は 奪 

が 降って ゐる。 中央に 鐘 物の スト，' ゲが 赤く 燒け てゐ 

る。 客 は 會社晨 甲乙と、 學生 甲乙丙と、 詩人 林 淸の三 

組で あろ。 林の ゐるテ H プル は 上手 寄で、 そ、：.， L 女給 

のおき くが 立って 笑 ひながら 話して ゐろ。 その 卓に ス 

クリンと 5^ 招 竹と で、 ほかの 卓との 間，^ 遮って ゐろ 0 


下手 寄 LL.U い 石の 裹。 そこに 給 什 松 井、 富 田の 二 

人が ゐ ろ。 金 錢登錄 器. か あろ。 スタンドの 傍の 長椅子 

におき み、 およ. れ、 おとくの 三人の 女 „1S が 目 C 押しに 

竝 んでゐ る。 正而 にが ラス 戶が ぁリ、 その外に 來で 

カフェ ホ エイル 

あろ。 が ラス 戶 Li  Cafe  whale と 金文字で 書 いて ある 

のが 裏から 見える。 正而の 高い 所 LL 丸い 時計が あろ。 

學生甲 ところが あいつ 松の 二十 を 持って ゐゃ がった の 

さ 0 

學生乙 (笑 ふ) あいつが かい.^ 

學生丙 なって ゐな いぢ やない か。 

甲 もうあい つと はやらな いよ。 だが 初めはい X 手だった 

の だが な。 

乙 (笑 ふ) さあ。 屮 ：1 かけよう か。 (女 1  で， -0 おい、 君！ 

女給お きみ はい。 (立って おる) 

乙 (札，^ 渡す) 

おきみ どうも有難う ございます。 (傳票 1<j- 書きながら) 

ぇ&と …… 0 

m. おきみ さん。 君、 此の間 武藏野 誼に ゐ たね。 

おきみ いつ。 

甲 つい 此の間 さ 。仲よ さ、 うにね。 

おきみ 嘘よ。 鎌 を かけようと おもって。 (笑 ふ) お 生 is 

樣。 春に なつてから、 まだ 一度 も 行きません よ。 


芋 山 
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w だから^«:さ〕 ねえ、 さう だった わ。 

屮 さう./ \ -！ 

おさみ あんな 出 をい つて。 (釣 s?,^ 取って 來ろ) サ 

ンキュ 0 でも 今度の よくって- リ 

乙 敵 だせ。 

お.. み さう。 兑 たいわね え d バレン チノね。 

E. (： 立-り 上りながら) ：： 行きた ければ あの人と 行けば い 

いさ。 

おさみ 知らない。 いやな 小山さん ね。 たった 一 度 行った 

きり ぢ やありません か。 

；內 そんなに 赤くなる なよ 0 

乙 (笑 ふ ：>  失敬！ 

おきみ 左様なら。 ありがたう。 (學 生た ち は 出て 行く) 

本 間さん。 ® ぇてゐ らっしゃい。 

(笑 ひ ST がラ ス戶の あいた 時、 雪の 降って ゐろ 車 

^H.かE^んる。 明ろ い 軒の. J 屯燈 が、 踏みに じった 往來の 

雪，： gi して ゐろ。 おきみ、 あと か 片付ける。) 

snm. 近頃の^牛；は花骨！^^？どを引くと兑ぇますな。 

せ 社 乙 さう だね。 盛んの やうです ね。 

m,  W つた ものです な" しかも かう 云 ふ 場所で 勝った 負け 

た の 話 を、 あた り！ g らず 話し て 行く の は 聞き苦し い です 

な。 


乙 仕方がないで すよ。 どうも 時 た. からね。 

甲 わたし 共の 親戚に も 慶應の 生徒が 一 人 居り ましてな。 

どうも 女の 友達と、 いや、 大 びら に、 そのな， 手紙の や 

りと りな ぞな 。 往來 なぞ を 連れ 立 つ て あるき 廻 る 位、 平 

J. 刺でして な 0 

乙 はは あ" 

甲 それで 親父が 小言 を 申します とな。 福澤 先生 はなる ベ 

く 多くの 人と わけへだて なく 交際つ て 見 を ひろくし ろ 

とい ふ 主義 だ か ら、 それ を資 行す るの だな ど K 理窟 を 申 

しまして な。 町內の 若い 衆 じみた ものな どと、 諸方 を 押 

しある きます さう で 0 

乙 なるほど。 

甲 喧嘩 は 致す しな。 いや どうも。 

乙 地 K 以來、 一般に 人氣 がわる くな りました よ。 

甲 さう 云 へ ば此 の 間の やうに 火き な の がまた ある で せ う 

な。 十五 日の …… 。 

乙 あれ は 驚いた です ね。 僕の 友人に 氣象« に 33 てゐ るの 

が あるが， それの 云 ふのに， 丹澤 山の 下の、 地下 を 十 里 

ほど 下にです ね、 大きな 岩石が あって、 火が その 下から 

吹きつけて ゐる。 その 岩石が その 火に 吹きとば される か 

されない かとい ふ 所が 千番に  一 ^の カネ 合 ひなの ださう 

です。 
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甲 へッ。 す！， CV -、 その 大きな 岩石の 下から 火が 吹きつけ 

て …… 0 

乙 その 岩石. くつです な L ぐらく とね。 

甲 それで その 度に 地 U がかう 度々 あるので せうな。 

乙 さう です。 さう です。 さう らしいで すな。 新しく そこ 

に 火山が 出来る か出来な いかと いふ 點が 興味の 中心です 

な 0 

甲 與 味の。 へえ。 (すっかり 陰懲 になって ゐろ) なる ほ 

どな。 

乙 こ の邊 一 帶、 灰に 埋もれて、 何千 年 か 後に 東京が ボ ン 

ペイの やうに 世界の 一名 物になります かな。 (笑 ふ) わ 

れ われが カフ ェ にかう して ゐる ま、 化石したり してな。 

(笑 ふ) 

甲 (す つ か リ 情なくな つ て ゐ ろ。 無 理 に 調子，^ -合 V て 笑 

ふ〕 へえ。 tlJ のな。 で、 その 大 岩石 は丹澤 山の 下です 

な 0 

乙 ゃ& 平の 場所 ださう で。 

m. 平の な。 なるほど。 (間) 噴き出し ませ， 「かな。 

乙 (笑 ふ) さあ。 わかりません な。 

m. はぁリ S どうせ 噴き出す ものなら 、平く から， 噴 

き 切れて 仕舞 ふとい、 ですな。 (US: 〈面 BLL) そのなん で 

すな。 その、 切開して しま ふわけ に はいかない でせ うか 


な 0 

乙 切開？ あ、、 腫物の やうに です か。 

甲 え、。 その 破裂し ません うちに、 そっと 發 掘して • そ 

の大 岩石 をな。 

乙 さあ。 (笑 ひ 出す) どんな もんです かな。 一つよ くき 

いとき ませう。 

甲 (まじめ LL) どうぞ 一 つ。 とにかく、 かう いふ 風に 不 

す さ 

安な 狀態 にあり ますと， 社會 一般が 荒んで、 人間が だん 

だん 墮 落します からな。 

乙 左樣。 なんでも アメリカの 地 S 博士 は、 此の間の 日本 

の、 九月 一 日の やつ は、 全世界に 何千 年 目と かに 現 はれ 

る、 地勢の 大變 化の 前 驅 的 地震 だと 云って ゐ る さう で 

すな" つまり、 地球に 驚くべき 變 化の 来る 第一 聲だ らう 

と …… 0 

甲 う &む。 (參 ろ) な ある。 

乙 氣分 でもお わるいで すか。 

甲 いや * なに。 (il) その 雪が 降りましても、 やはり 地 

震が ありませ うか。 

乙 どうで せうな。 それ は あるで せうな。 まだ 降って ゐる 

かしら 0 

甲 (考へ a んでゐ ろ) さやう。 

乙 ぼつく 出かけ ませう か。 (女給ん」 呼ぶ) 君、 傳票を 


林 お 林 お 林         お 林お 


吳れ たまへ。 

f" はい。 (金 14^ 受取ろ 〕 ど-つも ありがたう。 

乙 ぢゃぁ * 先刻のお 話 は. わたしから 專務 へよ く 話して 

见 ますから …； 何とお ひます か。 

5- へえ- 

乙 さう。 心 a なさらな いがい 、です。 

m. さや、 「I 何しろ、 相手が 丹澤 山で は。 

乙 (IE ン いや- 社の、 先程の 事です。 

m. あ， な ある。 何分 ど- 「一て リ 

およれ ふ iS: つて 來ろ) お 待？ ぉ樣 …… 。 

乙 (チク ゾ ， 化 やる) では 出掛け ませう か。 

m. へえ〕 どうも 0  (立つ) 

およ. U 左 樣 なら。 05^!って.仃く) また どうぞ" 

乙 さや 、つなら 0 

お .，4:;  0^^^^  -^0 まだ どんく 降って ゐ る。 大雪に 

なった わね。 (あと，^ 片付ける) 

おとく あしたの 朝は電 1ml. がと まる わね。 

(スト _ ゲの屮 へ 石-: 灰.^ 抆げ 込む。) 

(おさく、 洒 5! いなの 傍へ 行く。) 

お..：、 く 松 井さん。 すまない 。ゥヰ スキ。 

松 井 おい 來た) (鎮 みかけの 雜誌， ^伏せて タ ヰスキ つ 

ぐ) 


おきみ おきく さん、 大分た じく だね。 

おきく  (笑 ひ 乍ら うな づき、 ゥヰス キの盆 持って 林の テ 

H. フルの 傍へ 行く) はい。 

林 ありがたう。 (ra) それで、 いっから やめる のです 

か" 

t 今月 一杯と おもって ゐ ます。 

殘念 だな あ。 

きく ありがた いわ" さう 云って 下さる の は あなた だけ 

よ。 でも、 いろ-, \.考 へて S ^ると、 つくん \ いやにな つ 

てね。 

(うな づく) 

きく わたし、 尼に でもなら うかと 思って ゐ るの。 

尼に …… 比丘尼です かじ 

f え、。 つくぐ 世の中が いやにな つたので すの。 

(いたましげ に) それ はどう も. なんと 云ったら ぃ& 

か、 實に … … 然し、 なぜです か * 何 かそん な 動機が … … 。 

おきく なんだか 世の中が、 いやにな つたの よ。 それに、 

こんなに 時々 地震が あると， なほ さらね。 

林 あ  >- 。人生の 無情 を 感じた のですな。 その 氣持は 僕に 

も わかる。 (考へ る) うむ。 

おきく とにかく かう した 生活が、 ふっとい やにな つて、 

やめて、 しばらく 靜 かに 暮 して 見たい の。 
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林 (感偽 的- し) 殘念 だな しこの 家が さみしくな るです ね *i 

(客が 一人 はいって 來ろ、 ー^-利照雄でぁろ。 流行の 洋ー 

服 0 雪 だらけに なって ゐ ろ。)  一 

およれ あら、 今晩は〕 まあ 傘な しなの。  一 

毛 利 や あ。  一 

おきみ あら、 しばらく 。お 珍ら しい こと。 お 待 兼よ。 1 

毛 利 何 を 云って ゐ るんだり (スト ー ゲの 傍へ ig 子 fj- 蓮ぶ) 一 

ぁ气 寒： .0  . 

およれ ひどい 雪 わ。 どちらのお 歸り ？ 

給仕お S  (金 錢登錄 器の 前から) 今晩は。 お 久し 振で…. 

毛 利 おい、 富 田 君。 いつも そこで ガ チャン/ \- やって 銅. 一 

貨の 勘定 を して ゐ ないで、 たまに はこ \ ま で 出 て來 いよ 0ー 

毛 利 笑って 答へ ず か。 おい、 おきみ 君。  - 

おきみ はい。 ホット ゥ ヰスキ でせ う"  一 

毛 利 ちが ふ。 

おさみ ブラン。 ジン。 カクテル はこ- 1 に 松 井が 控 へて 居， 

ります。  j 

毛 利 うるせ え。 石炭 だ。 

お き み 石炭？ あがる のです か。 

毛 利 お前の 亭主 ぢゃ あるまい し 石炭 を i 手 ふかい。 一 

おきみ 人 を …； 。 (笑 ふ) おきく さん。  j 


おきく はい。 

毛 利 呼ぶ に は 當ら ない。 早く 石炭 を いれろ よ。 

おきみ 毛 利さん が來て * いぢめ ていけない。 

おきく  (すまして ゐろ) 

宅 利 おい。 石炭た つ たら。 吝 つ たれ だな。 

おとぐ 今し がた 入れた ばかりよ。 

毛 利 もつ と 入れろ よ 。どんく 。主人 の もの ぢ やない か。 

おとく  (石炭，^ ど 入れろ) 氣前 がい、 でせ う" 

およね おきく さん 0 

おきく なに。 うるさい わよ。 

おきみ 毛 利さん、 おき >1 になって 。うるさい わよ だと。 

毛 利 ふん。 呆れた もの だ。 い 梅 だ。 (問 .：>  ミス タ松 

井、 どうし たんだい。 吳れ ない のかい。 

松 井 (笑く 乍ら) 何で ございます。 

毛 利 ホット ゥ ヰスキ よ。 きまって ゐら あ。 外 は S だせ。 

お 御 挨投だ わね。 (遠の く) 君子 危 きに 近 よらず。 

おとく すこしお 冠な のね。 

おきみ お き くさん と 此の間 喧 i;- したの だと さ 0 

毛 利 噓を つけ。 

およれ あら 。 あれ つきり。 來 なかった の- 

お とく  うん。 それでお きくさん がふ さいで ゐ るの さ。 

おきみ ぉ待；^^樣。 
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(*: 利、 コ- ンブ， ^受取って 飲む。) 

おさみ ■ どこで 吞ん でい らしった？ 

利 大きにお 世話 だ。 

おきみ おきく さん、 助け^! 

て おひ じし 

およね わたくしどもで はとても 手に 負へ ない、 手 負 猪 だ 

林 (おきく に、 低い で) い、 です か。 行かない でい X 

です か。 

おさく  (^icf,^ 存 みながら 聞 えよ がし Li) え  >1。 どなた 

も n: じお です もの U ちゃほや する にも 及 ひません。 

林 (はらく すろ) しかし * その。 

およね 毛 利さん。 あやまって おしま ひなさい よ。 

宅 利 ふん。 

お- .-r^ み 痴話 喧 樺の 飛ばつ ちり は 眞平だ わ。 

おとく おきく さん は 尼になる と 云って ゐる のよ 0 毛 利 さ 

ん 0 

VP 利 勝手になる さ C 知る もんか。 

およね 强 いわね。 

宅 利 おい。 自 gis;. を 呼んで 吳れ。 

おさみ どこへ いらっしゃ るの。 おかへ りなら まだ 早い わ 

よ 0 

1? 利 云 ひつけて くれ。 ちょっと わきへ 行 くんだ から。 急 
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お 林 お 林 


おきく  (だまって 外 見て ゐろ) 

およね 毛 利さん が 塞 いのは 自業自得 だ わ。 わたしども こ 

おきく  (しめて 仲間の 所へ 來ろ) 勘忍！ 

およれ (Q: 分の 傍へ 坐 わらな て 手ん， -梶 ろ) お前さんが ゐ 

ないで， 毛 利さん が 自動車 さ。 

お t ふん。 (ついと 立って、 林の ゐたテ H  . フルの 上，^ 

片付ける) 

およれ お 二人ともよ つぼ ど どうかして ゐ るよ。 どうした 

の。 きかせて よ 0 

利 知らない。 知る もんか。 

およね 尼に なっても い、 の。 あのひと。 

毛 利 あんな 尼、 先祖の 瞿暴彌 が 泣か あ 0 

(ほ 動 車の 運韓 手、 入って 來 る。〕 

運轉手 お待ち 遠 樣！ 

おきみ はい。 御 苦 勞樣。 (毛 利に) 參 りました。 

宅 利 (スト， 'ゲの 佳の 椅子の 上へ 反 線 返って ゐる) ラ 

ん 0 

(運 韓手、 出ズ 行く。) 

(間， 0 

(おきく、 仲間の 椅子へ かける 0) 

おきく お A 一い 0 


^利 (およれ に) 誰 だい。 

およわ 林さん とい ふ- 詩人です とさ。  ； 

毛 利 あ あれ か。 此の間の。  .i 

およれ (うな づく)  一 

おきみ (入って くろ) ちき 參 ります。  一 

毛 利 ありがたう。 乘 せて 行って やら 5 か。  一 

おきみ え へん、 え へん 0  一 

毛 利 なんだい、 それ は。  一 

おきみ 咳拂 ひで さあね。 ふさがって ゐ るの よ。  一 

宅 利 下卑た やつ だ。  一 

おきみ (笑 ふ) 裏店 ツ子です もの。  一 

毛 利 (苦い 額) すぐ そんな 事 をい ふ。 おれ も 裏店に 生れ； 

て來 たかった。 

おきみ おきく さんに よく さう 云つ とき ませう ね。 

(笑 萆。) 

ぢゃ あ- 左樣 なら。 

きく あら * おつり。 

い 、です。 い \ です。 (出て 行く)  一 

きく ぢゃ あ、 また そのうちね。 今月 中に ぜひね。 お 別.； 

れ にね。 (送り出して いつまで i- 外,^ 見て ゐろ) さや 5; 

なら！  一 

宅 利 お X、 寒い。 おい、 君。 そこ を 締めて 吳れ たまへ。 一 


，秘 字： n 
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およれ どうぞ ， 、ト I  * ゥへ おあたり ドさ い 0 

おきく さっきの 話， 木當 かねえ。 

およれ なに。 

おさく  a: 澤 山の. トの大 おに. 下から 火が 吹きつけて ゐる 

話さ。 

およれ ぁァ、 さっきのお 容樣が 話して ゐた。 

おきく いや だね。 まだ 大きな のが あるの か 知ら。 だが ど 

うで もい、 や。 もう 世の中が いやにな つた。 

おとく 早く 尼になる 方が い V わよ。 

およれ 毛 利さん の顏を 見たら、 ほ はもう 願 ひ 下げに きま 

つて ゐら あね。 

おきく ひと！ 

およれ 自動車へ 乘 せて つてお 貰 ひよ。 

おさく  (首な ち * ゝめズ 舌 yj* 出す) 

およれ あら ッ。 

おとく  (驚く) 何、 地震！ (き .，<  ス/. \- すろ) 

おぶれ いえ。 光り物が …… 。 

おきく  (笑 ひ 出す) 

(述轉 手 入って 來ろ。 笑って^5-ィと話してゐろ0) 

おきみ 毛 利さん。 自動 參 つて ゐ ます。 

毛 利 うん。 .H 動ポか 。もういらない 。返して くれ 

ないか。 


おきみ あら 折角い ひつけた のに。 

毛 利 (遝韓 手 見る) あ、 君！ まァこ 、へ來 たまへ。 

ちょっと 来て あたりた まへ。 

は 。有難う ございます U 

利 松 井 君。 この ひとに ゥヰス キーツ。 

蓮轉手 折角です けれども わたくしなら- 職務 中 は 頂き ま 

せん リ 

利 飮 まない。 

轉手 は。 折角であります が。 

利 君 は軍國 主義 だね。 

轉手 ぃト え。 自分 は軍國 主義ではありません。 

利 君 は 兵隊さん だら う。 

韓手 はい。 昨年まで 軍 嫁に 居りました。 しかし 自分 は 

軍國 主義ではありません。 

利 さう か。 しかしい &男 だな。 

轉手 そんなではありません です。 

利 そんなで もありません と  ぶむ， なか/ \ 頭 はい 

ぃぞ。 メンタル テス トは 及第 だな。 (札，^ 出す) 失敬 だ 

が， 車 はもう いら なくなった。 金は拂 ひます。 

蓮轉手 は あ。 それなら、 お金 はよ ろしいです。 

毛 利 まあ、 さう 云 はずに、 取って くれた まへ 。さあ。 (握 

ら ぜろン 
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轉手 どうも、 それ は …… では。 (ぉ醉 儀して 出て 行く) 

宅 利 なんだか 棒 を 呑んだ やうな 人 だな あ。 さつば りしす 

ぎて らァ。 

(自動車の 爆音。) 

おきく まあ 0 やけに ならす わね。 (間) 毛 利さん ー 

(間) 毛 利さん てば！ 

VP 利 なんだ。 

おきく  (立って 行く) しばらく。 

利 (苦笑〕 さう かな。 

およれ あら， 御覽 なさい。 もう 仲直りよ。 

おとく なんだか 震ね。 

おきみ やつば り 本物ね。 あの、 うれし さうな 事 わい の、 

だ わ。 

おとく  (笑 ふ) あ V。 世の中が いやにな つた。 

おきく うるさい わよう。 毛 利さん。 (肩へ 手,^ かける) 

あなた、 おこって ゐ るの。 

毛 利 (だまって づ- ソプ, ^口へ はこぶ) 

おきく よう。 毛 利さん。 

およれ 毛 利さん、 何とかい つて やって 下さい。 

宅 利 およね さん。 ちょっと。 (招く) 

およれ いや。 こ はい わ。 

おきく 毛 利さん。 


毛 利 おい。 およね さん〕 話が あるんだ。 ちょっと おいで 

よ。 (立って 引つ ばる) 

およね (笑 ひながら) いやよ。 

宅 利 おい。 およね さん。 僕 は 君に 想 はれて ゐ るんだ。 と 

うから だせ。 

およれ いやよ 。てれかくしに ダシ にっか はうても だめよ。 

宅 利 (およね，^ 抱く) 

およれ あれ、 およしな さいよ 0 おきく さん助け て  あ 

L  .-Jo 

ォえ 

宅 利 さあ * どう だ。 

およれ いや あ。 (やっと 逃げて 行く) 

おきく 毛 利さん！ 

毛 利 なんだ！ 

おきく  (低い 聲で) ひどい わ 0 

毛 利 なぜ！ 

おきく  (目 VJ- 拭く) あんまり だ わ。 

毛 利 よせよ。 (手，^ 引きよ ザ-る) 

おきく およしな さいよ。 (すこし 笑 ひ 乍ら もがく  0J5^ 端に 

よるけ て ふた リと も綺 子-こと 仰向け LL 倒れろ) あ V ッ。 

宅 利 あつ ッ！ あつ ッ！ 

( 1 同、 驚いて 總 立ちになる。) 

(二人 は スト 1- ゲ-し 頭，^ 押 着けた ま、、 足，. ばた./ \ 
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がけで 部屋， ^掃除して ゐろ。 紐で しばつ；： 食： 藉ゃ雜 誌 

が 部 尾の 隅 Li 接んで ある。 机と 外された 油 翁の 額が 二 

三枚、 障子の 外の 板の間 LLEIS いて あろ。 おきく. その 

机 fj- 部 尾の 中 LL 入れた リマる。 

妹のお あい、 上って 來ス -0 藝者 もがりら しく 見える の 

1„^意 識， L てゐる 女。 

おあい 姉さん！ 今日は。 

おきく あ > -。 お前の 聲 らしい と 思って ゐ たよ。 どこへ 行 

つたの。 髮 結さん？ 

おあい うん。 (間) エプロンなん かどうし たの。 

おきく これ かい。 (笑 ふ) むかしが、 なつかしく なって 

ね 0 

おあい 先の があった の。 

おきく な あに。 階下の 娘が 瞬の 活動へ 出て ゐ るんで ね。 

その 古 を吳れ たんだよ リ 

おあい ふうん！ - (間) な あに、 この 机 や 本なん か。 ど 

うした の。 

おきく  (笑って ゐ ろ) 

おあい 誰か 越して 來 るんだ ね。 (火鉢の 傍へ 坐る。 笑 ひ 

ながら) いや だね。 

おきく なにが さ。 (間) あたしい ろ、.， \考 へたんだ よ。 

(德のま丄乂膝，^^しズ火鉢の前へ坐る) お前。 煙草 を 一 


や つて to- さ 上らう と あせって ゐろ 0) 

(女洽 たち * 手 V？ 'とつて 引き起す。) 

水 だ、 水 だ。 頭が 燃えて ゐる。 

れ お X 奥い。 

み ； おの 毛が 焦げたん だよ。 

(バ ケク， ^持って 來ろ) さあ、 どいた 、どいた。 

はやく かけろ。 山 火 K へた - .W 火事 だ へ (二人の 1^ へ 

, ^かける 0) 

1 -幕 11 

第二 幕 

前お りお さくが 惜 間して ゐる 二階。 階下 は 小さな 煙草 

上手に 階 K の 降 リロが あろ。 板 間が あろ。 そこに 

S 炊の 具が 片 よせて あろ。 部 Sil は 六 Ea。 正面， LL 窓が 

あろ。 古い、 きたない^ 子。 前恭 から 四 五ケ ：！ "經 つた 

：ス。 午後。 暗れ て ゐろ。 下手 寄 LLESi ぃ虚々 白く 宪げ 

た シンク t m の TO: 洋館 の^ 手の 壁が！^ えろ。 場末の！ ts 

^お aM^ でもろ。 t 亡レは 窓が ついて ゐて、 この 家 見 

下して ゐる 0(^ あきに 音 樂ャ ンキ ィ. ド-ド 〃二 5  _ ィ 

..^-ゃ つ マ- ぬる) 

おきく。  C い H ブ 口 ン，^ かけ 手拭ん -ISLi かぶって、 0 
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末お くれよ。 

おもい (快から 女 持の 卷 煙草 入, か 出して 自分 も 吸 ふ) あ 

の 人、 どうして 0 

おきく あの人って 毛 利さん かい。 あれつ きりさ。 (淋し 

さう に) 薄情な ひと だよ。 

おあい 手紙 を 出した の。 

おきく あ \。 何 本 も 出したん だ。 梨の礫 さあね。 

おあい ふざけた 奴 だね。 ぁァ いふ のら 息子ぐ らゐ 始末に 

いけない やつ はない ね。 一 體金持 はきら ひさ。 

おきく お前の 旦那 だって 金持ぢ やない か。 

おあい 大した 金持ぢ やない さ。 それに あれ はお 爺さん だ 

あね。 ぢき 死ん ぢ まわ あね。 , 

おきく だからせ い 出して 可愛がって おやりよ。 

おめい 罪 だよ。 そしたら なほ 早く 死ん ぢ まふから ね。 

おきく  (すこし 笑 ふ) あすこの 店で、 い？^ か 火傷 をして 

四 五日 同じ 病院に 入って ゐ たと きぎり >  何のた よりもな 

いの だレ それで * あたし 此の間 ちょっと 話した 林さん と 

おあい ぁァ。 カフェへ 來る人 だ らう。 

おきく  (うな づく) やつば し、 あの 入と 一緒にな らうと 

おも ふの。 

おあい (目，^ 圆く する) およしよ 。あんな 貧乏 野郎と。 

  I 


それに 男つ ぷ りだつて 毛 利さん の 方が ずっとい &ぢ やな 

いの。 第一 金 は あるし …… リ 

おきく でも、 あてに はなら な いんだ もの。 (間 01 ^ぐむ〕 

それより どんな 入で も實の ある 人の 方が い i よ。 毛 利 さ 

ん なら、 例へ あの人 一 入よ くった つて、 一 緒に なれる わ 

けで はなし 生涯 日蔭の 身で 暮らさな くつ て は。 

おあい なぜ リ (間) なに、 かも ふもん かね。 當節 そんな 

事って ある もの か。 

おきく  (首,^ ふろ) いろく 考へ てね。 柄に ない 入に い 

くら のぼせても 駄目 だし， それにお 前、 こんなに 火傷 を 

して  0 

おもい でも それ だって あの 男の せゐぢ やない か。 今 諦め 

てし まふの は殘念 だよ。 せめて、 うんと 金で もとって や 

ら なくて は  。 

おさく いや だよ リ (問) それに、 あたし 一入 火傷した わ 

ぢ やなし。 二 入と も、 ついした 途端の 災難 だもの。 强 

請 じみた 事 はい や だよ。 

おあい 姉さん〕 そんな 意氣 地の ない …； それ だって • 女 

が 一 生 * もう 妾に も藝 者に も 力 フ ェ にだって 出られ やし 

ないだら う。 

おきく  (さみし さう に) なに、 髮は 伸ばさう とお もへば 

のびる さ。 それに 入院の 金 は 向 ふで 拂 つたんだ し …… 。 
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おきく だけれ ど 林さん の はちが ふんだ よ。 新體詩 だよ。 j 

それに 童謠 だの & 作者 だよ。 

おもい カチュ ー シャ 可愛 や 見たい の だら う。 

おきく さう さ。 (間) だが、 もっと 新ら しいんだ よ。 一 

おもい そり や さ うだらう。 祐す \ き 見た いの だら う。 だ； 

けれど あれで お金になる のかね， - 

おきく 新聞へ 月に 一度ぐ らゐ書 くんだ とさ。 (間) あん 

まりお 金に はならない らしい ね。 だか ら わたし 內職 する： 

おもい ばか/ \ し いぢ やない の。 そんな 人と 一緒になる- 

なんて。 (ii) もう * きめてし まった の。  .： 

おさく うん ひ 今日 來 るの。  一 

おあい 今日。 近所に ゐ るの だね。 

おさく ぁァ。 今朝から 自分で、 下宿から 少しづつ 荷 を！ d 

んでゐ るんだ よ。 この 方が い \ つて さ。 階下の 人 もい >- 一 

しね。 隣が 活動で >  樂が きこえる し …： あの人. 音樂ー 

がすき なん. たって 云って ゐ たつけ。  一 

おあい いくら 位 >  稼 ぐんだら う。  一 

おきく 新聞へ 一度 誓く と十圓 ぐら ゐ だって さ。 

おあい でも、 月に 一度 十 圓ぢゃ あ， 二人で お 飯が たべら- 

れな  いよ- U  ： 

おきく な あに、 まだ はいるん だよ。 (間) 心配し ないで！ 
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い、 よ" ぃ& 入なん だよ。 いまにえ らくなる よ。 

おあい だけれ ど 貧相な 靑んぶ くれな 吝 つたれ た 顔 をし て 

ゐるぢ やない か。 

おさく それや あ 文士 だもの 。仕方がない やね。 此 

の 問ね え >  わたしの 事 を 詩に うたつ たんだよ。 (立って 

探 L て來 ろ) これ だよ U い X 詩なん だよ-きく子？ i に 棒 

ぐと はじめに 書いて ある。 (請む) わが 心极を りて 

むと ： I  ひと 

し この 女の 眼に 胸のう ち- 彼の、 あ 女に のみ 內證 

の、 秘めた る事ぞ なかり ける。 …… つまり わたしに なん 

でも 打 あける つてい ふんだ ね。 (. また 請む) 栗色 髮のひ 

となる か、 赤髮 なる か、 金髮 か、 名 を だに 知らぬ 黑髮 の、 

まなざし 

夢の 名殘 りの 惜 まる、、 つく <\ 見入る 眼 差の、 無言の 

聲の あた 乂 かき …… 。 

およね つまらな いね。 

おきく お前に はわから ない の だよ。 この 詩 は はじめの 方 

が-ウル ゲ— ル とい ふ 人の 詩に そ つくりだつ て 褒められた 

んだ とさ 。かう いふ もの も あるんだ よ。 (請む) ぢ いつ 

と 顔 を 見て ゐ ると 自分の 顔が さみしい。 あの 顏 はか や 

く。 自分の 心 は 地震 だ。 とい ふんだ よ。 

お あ い それ は 面， H いね。 自分の 心 は 地震 だなん てね。 う 

まい わね。 (笑 ふ) まあ、 い >- や、 親切なん なら-" 

(階下の 女房が 階段から 額，^ 出す。) 


女 1W3 おきく さん 

おきく はい。 

女 ぉ客樣 だよ。 (上って くる) 立派な 人 だよ。 " 

おきく ど どんな 入."  一 

^0 洋服 を^て * チヨ ッと髭 を 生やしたい X 男 だよ。 I 

おきく 毛 利さん と 云 やしない ことじ あ \、 どうしょう 。一 

女 下に 待って ゐ るよ。 い \ 男 だよ。  .： 

おきく  (ぼうとして ゐろ) 

おめい 姉さん、 しっかり おしよ。 とにかくお あ ひよ。 . 

おきく あたし、 なんだか、 胸が むか して …… もどし 

さう になって 來 た。 あ > -、 どうしょう。 

おあい とにかくお 逢 ひよ。 い i 鴨 を 逸が しちやば か，. \. 

しいよ。 よし、 わたしが 行く。  一 

おきく でも • あいち やん  0  - 

おあい い &ょ。 小母さん. 階下に ゐ るの。 

女 © 店に 立って ゐ るよ" ぷンと 香水の 匂 ひがす るよ。 あ 

たしなん だか 嬉しい よ 0  , 

おあい よし。 (降い-て 行く)  1 

女房 (綾いて 降 リズ 行く〕 

(おきく、 ま-こくし ヾゐ ろ。 簿ん < 外し、 頭の 手拭 y3A 

取ら-つと してやめ ろ。)  一 

(宅 利 照 雄、 モ ォ 11 ン^^-に中折^^かぶ ったま 、上ってー 
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来る 0) 

宅 利 おきく さん！ しばらくだった ね。 

おきく モ 利さん。 (ベタリと 坐ろ) 

毛 利 來 よう 来ようと S 心って ゐ たけれ ども、 つい 来られな 

いで 失敬した。 手紙 度々 ありがたう。 

おきく  (泣き出す) 

^利 (困る) その、 いろくね、 いろ. く 忙しく つて。 

それに 九州の 方へ 行って ゐ たんだ。 九州の 大學の 博士が、 

植毛術 を やる とい ふので ね。 例の 火傷 を 直しに …； 0 

おきく でも、 手紙の 一 本位 …… 。 

利 すまなかった。 (幅 子へ 手，^ かけて、 また やめろ) 

おきく  (手拭へ 手，^ かけ ズゃ めろ) どうぞお 坐りなさい 

な。 

(^お 闹，^ 出す。 階 d« の 上 リロに おあいが 額， ^出す。) 

おあい はい。 姐さん" お茶！ (しっかり やれと 手眞似 fs- 

して、 すぐ 降りて 行く) 

お. V- く  (茶，^ 出す) あら、 お 坐りな さいな。 きたない の 

でお 11 ^味が わるい の。 

毛 利 いえ。 なに。 なんだか 忙し さう だね。 引越で 

もす るの かい。 

おきく い、 え。 (荷物 見る) 預かり物 なのよ。 お 坐ん 

なさい な。 


毛 利 うん 0  (W 子 'とって 坐る。 後 IS 部から 腦灭 まで 慮 

處 火傷の あと。 殘リの 毛に 剃って あろ) 

おきく  (手拭 ひ yj* とる。 前額の 上部 LL 火傷の あと 0 外）.， 處 

處 1^ げてゐ る。 毛 は 短く 剪って ある。 火鉢ん， へだて、 坐 

ろ) 

(二人、 哲 らく 無言。 おきく，  H ブ n ン,^ とろ 0) 

毛 利 (おきく から 眼，^ そらす) 久し 振だった ね。 

おきく  (毛 利から 眼,^ そら マ) よくいら して 下さい まし 

た 0 

(無言。) 

宅 利 すまなかった。 

おきく あなた。 愛想が つきた でぜ う。 (泣く) 

宅 利 (自分の 頭へ 手 やろ) そんなで もない。 

(無言。) 

毛 利 でも 思った より ひどい ね。 

おきく あなた も 思った より ひどい わよ。 

毛 利 うん。 だから 坊主に しち まった。 

おきく あたし も  こんなで は、 いやにな つたで せう。 

毛 利 そんな 事 はない。 

おきく あたし、 毛が 欲しい わ" 

毛 利 僕 も 毛が ほしい。 

おきく 九州へ 行っても やつば しだめ だった の。 
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毛お 毛 お宅 
利 さ 利ね さ 禾 IJ 


乇利 うん。 皮膚の 下へ 毛を植 ゑる の ださう だが、 駄目な 

んだ。 

おきく お 岩樣の K の やうに、 ずるく 拔 ける でせ うね。 

毛 利 とにかく、 當分 駄目なん だ。 君、 君 も氣の 毒した な 

あ 0 

おきく  (眼 V5- 拭く) 

(ゲ アイ オリ ンのデ ュ • ィズ • スパァ クリンダの 曲 は 

じめ たのが きこえろ 0) 

毛 利 とにかく、 毛が なくなつ たからと 云って、 さう 悲觀 

する にも 當ら ない。 もう 泣く の はやめた まへ。 

おさく え >- し (泣き 笑 ひ) 濟 みません 。あなたの 顏を見 

たら、 急に 悲しくな つて …… 。 

毛 利 あれぎ り、 もう カフェ *ホ エイルへ 行かな いんだね。 

お-きく だって、 こんなで は …… 。 

宅 利 誰か 來 るかい。 ホ エイルから。 

たより 

お t 誰が 来る ものです か。 (間) あなたの 消 .=5 がき >- 

たいとお もって、 およね さんお きみさん の處へ 手紙 を 出 

したのに 返事 も くれません。 (間) あなた、 時々 ホ ヱイ 

ル へ 行く でせ う。 

毛 利 行く もの かつ どこへ も 出 やしないよ U こんな 頭で …… 

おきく あたし、 もう 淋しく つて さみしく つてね。 二月に 

なれば あ の 店 を やめて、 あなたの 隱れ家 を こしら へる 約 


束だった のに、 それ も ふいにな つてし まって ねえ。 (ra) 

頭 はこん な だし、 もう 本當に 尼になる より 仕方がな いと 


また 尼 かい。 

く 每日 泣いて ゐ たのよ。 あのお 約束、 もうだめ だ わ 

0 

なに、 そんな 事 もない。 しかし …； 0 

く 頭に 毛がなくて はおい やで せう。 

いや。 僕 だって 毛がない の は 同じ だが …； 。 

おきく わたし 毛が 欲しい わ 。千 本 も 萬 本 も 生やした いわ。 

毛 利 ぢ きもとの や、 つになる よ， - ずっとの ばせば、 女 はわ 

からない だら う。 人 毛で も すれば。 

おきく え X。 でも、 火傷の 療治の 時に 切って しまったし、 

それに、 この 前 髮の處 だけ 大きく とれて しまった のでね。 

毛 利 僕 はまた 後の 處を すっかり 無くして しまったの だ。 

さう でなければ、 前の 方なら ずっとのば してもう まく か 

くせる の だが ね。 

おきく ま、 にならない わね。 でも …… 心 は、 わたし はか 

はらない わ。 

宅 利 それや あ、 心と 乇 とは關 係がない さ。 僕 だって、 そ 

れは 同じ だ。 

おきく でも、 また 生えて るって ぉ醫者 はいふの よ。 毛が 
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生える のがた のしみ だ わ。 

乇利 だが、 おきく さん。 毛がない と、 人間 眞 面目になる 

ね。 僕 は 年 を 寄る と眞 面目になる 人の 心理が やっと わか 

つた。 

おきく でも- 禿で も道樂 をす る 人 はいくら も ある わ。 現 

にあの …… 0 

宅 利 現に あの 誰 だい。 お 云 ひよ。 誰 だい。 笑って ゐては 

わからない。 

おきく 現にね …… 。 さう、 さう、 妹の 曰 ー那も 禿て ゐ るの 

よ 0 

利 まあ それ あ！； 外 は ある さ。 (ra) それで、 僕 は、 毛 

髮と懋 愛との 關 係と いふ 事 を 、この 節しき りに 考 へる ね。 

毛が * かう してなくなる と. なんだか 世の中が つまらな 

く て しゃう がな い んだ。 どこへ 行つ て も 禿 頭 意識が つ い 

てま はって ね。 

おきく あたし もさう だ わ 0  (間) 死なう かとお もった こ 

とも 幾 も ある わ。 

(階段い 上 リロに、 おあいが.， 洋食 屋の 出前の 道具，^ 

持って t つて 來ろ。 ビィル 一.i;; つて 来る。) 

おも い ちょいと * 姉さん！ 

お f はい 0( 立つ) あらす まない わね。 (チヤ プ毫 

出して 乇 利の 前になら ベ 3 なんにもな いのです けれ 


ど 0 

毛 利 や あ、 どうも。 

おきく おいしくない のです よ、 こ >1 いらの は 0 

おあい (上って 來ろ) いか^。 おひと つ。 (酌.^ すろ) 

姉が いろ/ \ お世話にな りまして。 

毛 利 いや。 どうも 0 

おあい 何分よ ろしく 。姉さん 。わたし また あとで 来る わ。 

おきく さう かい。 いろく I すまなかった ね。 

毛 利 まあ、 い.^ でせ う。 

おあい え、。 いづれ。 あなた、 御 ゆっくり 遊ばして。 ご 

めん 下さい まし。 

毛 利 や あ、 さやうなら 0 

(おあい、 降りて 行く。) 

毛 利 君の 妹 かい。 別嬪 だね。 

おきく  (だ まって ゐろ、 

毛 利 どうしたの。 

おきく  (間の 後) あなた 。やつば り あ >- いふ 頭 を 見る と 

…： やっぱり わたしが いやで せう。 

毛 利 そ、 そんな 事 はない さ。 間) 困るな あ。 

(階下で 何 か 爭ふ萆 がき こえろ。) 

(おあい * どんく 上って 來ろ 0) 

おあい 姉さん. 来た わよ。 あの、 なんとか いふ 近眼の 枯 
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す i きが .：： 0 

(林 iir 行李な かついで 上って 來 る。) 

林 (ふうく 云って ゐろ) 僕の 自由 を 拘束して は 困る で 

す。 

おきく どうした のです 0 

林 なに、 この 人が、 二階へ 上って はいけ ない とい ふので 

す 0 

おもい いけない と 云 や あしない。 一寸 待って 下さいと 云 

つたので す。 

林 然し、 この 二階 は 今日から 僕 等 二人の 城です からな。 

(毛 利，^ 見る) や あ， 君です か。 どうも 上等の 靴 だとお 

もった U 

宅 利 おきく 君！ この 人 は、 なに？ 

おきく あの * この 方 は、 ほれ 御存じで せう。 ホ エイルへ 

時々 おいでな すった 林さん。 

宅 利 それ は 知って ゐ るが。 どうす るので す。 こ、 へ 越し 

て來 るので すか。 

おきく 赏 は、 あの、 その、 いろ^^な ::: 0 

林 い、 です I 心配し ないでも い、 です よ。 (毛 利に) 僕 

はこのお きくさん と 結婚した のです。 それで、 下宿 を 引 

拂 つて * 今日 こっちへ 移って 來 るので す。 

毛 利 結婚 …… いや、 そんな 事 はない。 この 女 は 僕の 情^ 


だ。 

林 それ は 昔の事で せう。 あなたとの 事 はすつ かりこの 人 

からき、 ました。 婦人 を 玩弄物 視 して ゐ てはいけ ないで 

f  o あなた は 誠意 を缺 いて をら れる。 眞 面目な 戀 愛で 

ない のでい けない のです。 僕 はおき くさん と 白 熟 的な 戀 

愛の 道程 を 踏んで、 いよく 今日から 同 瘘 する 事に なつ 

たのです。 

毛 利 君 はなん の權 利い あって 僕のお きくを- ：丄 一人 は 相 

抱いて 火水の 中 を 通って 来た 仲です ぜリ おいお きく。 だ 

まって ゐ てはいけ ない。 

おあい 姉さん。 しっかりな さいよ。 

林 君の やうな 階級の 人と >  この 婦人との 戀 愛に は 恒久性 

がない。 一時の 慰み ものにしよ うとして はいかん。 僕 は 

この 人 を 救 ふの だ。 君 はすぐ 歸 つて 下さい。 

宅 利 君 こそす ぐ かへ りた まへ」 君 は 頭に 毛が 一杯 生えて 

ゐ るから、 ほかに、 毛の ある 婦人 を 探したら い、 ぢ やな 

いか。 

林 ばかな。 

宅 利 資を いふと、 僕 は、 以前 方々 に關 係した 女の あった 

一種の 遊蕩 兒 だが、 かう して 1^ 儿げて 以来 * 飜 然と まじめ 

になって …… 0 

林. それ は自發 的で ない。 禿げた 故に ほかの 婦人に きら は 


れ たからと： Vf つて、 この か あいさう なおきく さん を 弄ぶ 

の はよ くない 0 

VP 利 さう いふ わけで はない。 禿げての 後 、いろ く考 へ る 

と * この 女の 可憐な 心 持に 强く 心が ひかれて 來た の で 、 

それ だ からこ そ- 今日 かう して た づ ねて 来たの だ U 君 は 

ち つと も 禿げ てゐ ない。 この； M 人と と は 互 ひ に 同じ 事 

W の 下に 充 げたので ある。 君 こそ この 人の HP がない 弱點 

につけ 込まう として ゐる 下等な 男 だ。 

林 お 鹿い ひた まへ。 (おさく に) 君、 どうか この 人 を か 

へして ド さい 0 

(お， く 泣 いて ゐ る。) 

ら利 おい、 おきく 君 リ 君 はこの と 結婚す るの かい。 ど 

、「しても 結婚す るの かい。 

おもい 飾さん.」 よくお 考 へなさい よ。 泣いて ゐ たって わ 

ク.！ J,  ,  70 

J^.i  ^  I 17,. 

林 おきく さんの 心 持 はわ かって ゐる。 ようく 僕 はきいて 

ゐる。 おきく さんの 心に 從 ふの がー い. -。 

おきく 濟 みません。 濟 みません。 林さん、 かにして 下さ 

いひ わたし、 やつば り …： 。 

^  -e- つ.. H. り どうです。 やつば， リ …： 0 

おきく  HP 利さん が 諦められません。 

林 なんです つて。 (長い m) あ X。 世の中が 眞暗 になつ 


た。 僕 は 自分の 耳 を 疑 ふ。 どうぞ、 もう 一 度； K つて 下さ 

、 0 

おさく ゆるして 下さい。 やつば り御緣 がない のでせ う。 

おあい それや さう だと も。 

林 では， すべての 約束 を 奴 消す のです か。 あ、。 おかの 

宅，^ むしろ) 心臓が 裂ける。 

毛 利 (つぶやく) どうも 髮の毛 を 粗末に する 男 だ。 

林 よし 僕 も 男 だ。 失戀 詩人と して 打って出る" この 悲痛 

な II 驗を 無駄に はしない ぞ〜 め 、神よ。 (泣く) ぢゃぁ 

おきく さん。 僕 は 君の 自由 を 1^ 重す る。 (ra) さよなら。 

(泣く) 幸福で ゐて 下さ い。 からだ を 大切に して 下さい。 

おさく  (泣いて ゐる) 

林 (毛 利-し) 君！ どうか 永久に この 可憐な 人 を 捨てな 

いで 下さい。 ぢゃぁ 左樣 なら。 (行李 ズ f かつ いで 降りて 

行く) 

お-. V  、く  (泣いて ゐ ろ) 

おあい たうとう 行って しまった。 (問) すこし 可哀想 だ 

つた。 

f- 利 顏に 似合 はない、 さつば りした 男 だ。 さあ * おきく 

君！ (おあい に) あなた も 一杯お やん なさい。 

おあい え .<。 ありがたう。 (坐る) 姉さん-もう およし 

よ。 こちらに わる いぢ やない の" 
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譚祕芋 山 


( 一 座し ばらく 沈 默。) 

お，. T  、く  (立って 窓から 下,^ のぞく) あ、、 あの人が 行李 

を かついで あすこ を 行く。 (間) 林 さァん -: 

お あ い 姉さん。 およしよ 0 

おきく  (叫ぶ  >  林 さ ァん！ 一寸 待って 項 戴よう。 (手 

拭，. ふる) 林 さ ァん。 …… 。ちょっと 待って 下さい 。す 

ぐ 行きます。 

(階下へ かけ 下りろ。) 

おあい どうしたんだら う。 

毛 利 (間の 後) まァ い、。 君 * 一杯 やりません か。 

おあい (づ -ソブ 1^ 受取ろ) どうもす みません。 

毛 利 (酌 1^ してやろ) わたしのお 酌で はお 氣に 召します 

ま いひ 

おあい あら 0 うまく 仰 有る わ。 

宅 利 ぉッ、 こ ほれました か。 

(おさく あがって 來る。 あとから 林、 また 行李， <3z かつ 

いで 上って くろ。 彼 は うれし さう であろ。) 

おきく 毛 利さん) (はき../ \- と) わたし * やつば り 林 さ 

ん にします。 

毛 利 なに。 

おわい 姉さん * どうした のさ。 

おさく あたし、 お金が なくっても、 やっぱり 實の ある 人 


の 方が い  >- わ。 

毛 利 やつば り 毛の ある 奴の 方が い、 の だな。 (呻ろ) 尤 

も おれ もさう だが …： 0 

林 や あ、 また 来ました。 (おきく  LL) ぢゃ あこの 行李 は 

ど こに 置かう。 

おきく この 戸棚へ 入れ ませう。 (二人で 持って 戸棚へ 入 

れろ) 机 はこ &へ 置いて よ。 

林 や あ、 有難う。 あと は 夜具 だ。 

おきく 階下に 來てゐ るの ね。 一人で は 持ち 上らない でせ 

50 手傳 ひませ う。 

林 なに， 大丈夫です。 (ドリて 行く) 

おさく  (下りて 行きながら) わたしに も手傳 はして 頂戴 

よ。 

毛 利 (ぼんやり 立ち あがろ) 

おあい あら、 おかへ りです か。 

*p 利 え > -!  8 なんだか、 いや あな 氣分 がして …… 

え、 糞ッ Q 

おあい そこまで 御迷惑で なければ 御 一 锗に參 り ませう。 

わたし もどう せ歸 ります から。 

毛 利 (嬉し さう に) さう です か。 では ぜひ。 さう して、 

どこかで 一 杯 やりません か。 

おあい (笑 ふ) わたしな どお 連れ 遊ばす と、 御^分 柄に 


US 祕芋 ill 
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障ります より 

で 利 なに、 かま ふ ものです か。 OS) 充ッ ちょろけ であ 

なた さ へ よければ どこ へ でも 行きます よ。 

おあい (M 啼.々 0 わたし は あたまの 毛なん かどうで もい 

い 性分です のよ。 さあ、 では 歸り ませう リ 

(二人、 行. -:、 か X ろ。 階下 か C- 林と お， V 、く、 夜具^ 細 

引で しばった の，^ 二人で かつ いで 來 ろ。) 

で钊 きたない 蒲阁 だな。 ふん" 

(林、 V つと で 利,^  LL ら む。 お. V  、くす まして 頭へ 手拭 

ひ vJ- かぶる。 JW 動お で， ムゥン • ライト カビ ラス V5- 

や つて ゐる のがさ こえる。) 

I  I  . I 幕 —  ！ 
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債 家の 菅ハ 五 場) 


人 物 

三 池 幸 七 金 貸  (六十 七 嫁) 

三： F 智三郎 その子  (二十 七 歳〕 

三 池 美逮子 智三郎 の 妻  (二十 二 歳) 

鳥居 とよ 幸 七の 妾  (三 十 歳) 

鳥居 銀太郎 とよの 子  (七 歳) 

香 川 定剛 事 梁 家  (六十 三 歳) 

香 川 信彥 {ii- 剛の子  (三十 一歳〕 

香 川 正 之 助 信 彥の弟  (二十 四 歳) 

香 川 ゆう 定剛の 妻  (六 十 歳) 

香 川 てる サの 姉. 者 (一一 一十 四^) 

香， 川 千代 子 一,:- 之 助の 妹 (十七 歳) 

小膨 京 子 美 律 子の 友 だち (二十 六 歳) 

松 本 文治 三 池の 手代 (三十 六 歳 > 

その他 i: 者 二 入。 係りの 役人。 

三 池の 小間使お きん。 レストランの 女給 仕， お 

なじく 客 三 四 名 づ>。 人夫 四 五名、 香 川の 女中， 


三 池の 女中。 

場 割 

香 川 信 彥の家 

三 池の 家の 庭 隅 

三 池 智三郞 の 部屋 

レス トラ ンの 三階 

三 池 幸 七の 部屋 

時 代 

現代 —— 十月 中頃の 數 日間 

序 幕 

第 一 場 香 川 信彥の 家 

古い、 大きい、 どこか 贷家 5g らしい ところの ある 家。 

牛 込の 奧。 

舞^に は 二つの 部；^,^ 作る。 下手 Li は緣 側が あって it! 

に 面して ゐろ。 上手は六„|1^仪で、 そこが 信彥の 害资に 

なって ゐろ。 甞 棚に は. W 物が 町 成澤山 あろ。 

11 下手 は廣ぃ 座敷で、 is^ が 伸べ て ある。 信彥の 父親 

の定剛 が. M て ゐろ。 1:1 氣で， 死に 瀕して ゐ ろので あろ。 

家中、 どことなく 荒れた 感じが あって、 不. HI.W らしい 

慮が 見えろ。 


3t' ハ家 f?t 
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^候に 秋で、 外に 雨が 降って ゐ ろ。 午後 二 時 ごる であ 

ろ 0 

11 信^^3^は^资で、 机 に！；： ルっズ 何 か 5!e いて &ろ。 三十 

位の 瘦 た、 い ：=,=  :. 額の w> 淋しい、 說ぃ表 iw.^ す 

ろ人リ 

11 定剛" 妻 (信彥 3» 親) おゆう が 病人の 枕許に 坐 

つて ゐろ。 しさう 1:=.;^ 入 の^ん、 見て、 時々 一.^ vJ- 拭 

いた リ すろ。 六十；^ の 小柄な ノ兀 i 泌の 無い 年寄で ある， 

wt^Y^ し 切つ て ほと CI- てゐ ろと 云 ふ 風 11 見えろ 0 

—— 緣侧. ^^はって、 彥の 妹の 千代 子が 出て 來ろ。 

可愛らしい 女 ra- 化 風の 娘で あろ。 

千代 子 (小？ t で) 母さん！ 

おゆう (学 M  く) 

千代 子 あの、 先生 はすぐ いらっしゃって 下さる つて I 

おゆう さう かい、 お 家に いらっしゃ つたの だね。 

千代 子 え 。(^親の 後へ 坐ろ) 父さん、 どんな？ 落 

いてい らっしゃる やうね。 

おゆう 先刻の 頓 股が 利いた と 見えて、 今、 すこしお やす 

みだよ。 

千代 子 さう。 (父親 y?" 靦き 込んで、 眼，^ しばた、 く〕 

s^, 次の EI から 入って 來 ろ。 手 に 敏信 紙， ニー 一枚 

持って ゐ る。) 


信彥 ぢゃぁ 32 さん！ これ をす ぐ 出さなければ。 

千代 子 あたし 出して 来る わ。 

おゆう 御 苦勞樣 だね、 お前！ 

信彥 千代 子、 先生の 處へ 行って 来たの かい。 

千代 子 え X！ (親 信 紙，^ 受取りて 立つ) 

信彥 ほんと に大變 だな。 が、 まあ 仕方が無 いや。 では 序 

に わ、 原稿紙 を 買 つ て來 て 吳れな い か。 

千代 子 はい。 山屋 でい X の です か。 

信 逢 あ、、 仕方がな い 。あし た で も 銀座 へ 序が 出來た ら、 

加 東屋で また 買つ て 来て .吳 れ。 今日は 間に合せ だから、 

すこし あれば い \  0  (獨リ 言 の やうに) 今夜 中 に 書かな 

いで は a 

千代 子 はい。 母さん、 行って 參 ります。 

おゆう あいよ、 氣を つけて おいでよ 0 

(千代 子 去る。) 

信彥 (父親の 沈 許へ 坐ろ) 眠りました ね。 

おゆう あ、、 すこし 樂 になった と 見える ね。 

(間。) 

(雨の 音が 聞え ろ。) 

おゆう (つぶやく やう L0 仕樣の 無い ぉ天氣 だね。 毎日、 

毎日。 

C- はい  ** ち 

信彥 道が 惡 くて 出入りに 困ります。 東京と 云 ふ 街と 云 ひ 
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貢の 家價 


たいが、 街ではなくて まるで 沼です ね。 年々 市中の 道が 

惡 くなる やうです ね。 

おゆう さう かねえ。 でも 昔から 見れば、 この 邊は よほど 

よくな つたよ C 

(上 C1. から 信彥の 姉のお てるが 入って 来ろ。 啞者 であ 

る。 容貌 ヾ そんなに 醜くない、 色 も 白い、 束髮 LL 結つ 

て ゐる。 樓 かけて ゐ る。) 

おて ろ (手 虞 似で 母親 に、 病人の 樣子 は どんな だと 云 ふ 

意味，^ して 見せて きく) 

おゆう (やはり 手眞 似で、 今大變 LL い. -か ら 安心 お し、 

と 云 ふ 形，^ して 見せろ) 

おて ろ (碧 者 はすぐ 來 ろかと 云 ふ 手眞似 すろ) 

おゆう (うな づ いて 見せろ) 

おて ろ (去ろ) 

(長き 間。) 

(下手 か ら 信彥 の 弟 正 之 助が 人って 來ろ〕 意 氣な樣 子 

なし.；： 男で ある。 株式 仰 買の 店 具で、 道樂 者ら しい 敏 

ク こさ うな 人間。) 

正 之 助 (立った ま、 で) 父さん、 どんなです 。今、 あすこ 

で 千代 子 に 逢って、 大變 いけない の だと 聞き ました。 

おゆう まあお 前 * どこへ 行って ゐ たの だえ、 四日 も 五日 

も。 お父さんが 病氣 だと 云 ふのに、 よく さう 底拔に 遊び 


あるいて ゐられ るね え。 

正 之 助 (一寸 間の 惡 さう にに やりと して) お母さん >  今 

度 は 遊び ぢゃ なか つたの です。 急用が 出來 て 神戶ま で 行 

つたので す。 店の 大將と 一 緒に …； 

おゆう それなら さう と、 ちょっと ハガキ でもよ こせば、 

心配し やしないのに …… 

信彥 (遮って) お母さん、 およしな さいよ * 下らない。 

重病 人の 枕許で， I 連して 遊んで 來た 奴の 言譯 に、 ムキ 

になって 應 待して ゐ なくた つてい \ぢ やありません か。 

正 之 助 兄さんまで あんな 事 を 云って ゐら あ。 へッ、 信用 

の 無い 人間 は 情無い な。 

信彥 正 之 助！ 己 はお 前が いくら 道樂 をした つて かま は 

ない。 だが さう ぬけぬ けした 隨を 吐く の だけ はよ せ。 己 

は 嘘 を 聞く の は 大きら ひなんだ。 己 は， 隨を つかれて、 

その 嘘に 乘 つて 平 氣な顏 をして、 あ、 さう か、 と 云って 

ゐ るの は 心苦しくて 出来ない。 お前の 云 ふ 事 は， あんま 

り淺薄 過ぎて ゐ るので いやになる ぜ。 正直に 女のと ころ 

へ 泊つ てゐ ましたと 云へば ぃ&ぢ やない か-」 

正 之 助 でも、 さう でない もの は 仕方が ありません。 

信彥 嘘つ け！ いやな 奴 だな。 お前の 嘘に 乘 せられる 人 

はお 母さん 位の もので 己の 前で は 通用し な いんだ。 神戶 

へ 行った の 大阪へ 行った のと 云 ふの は、 いつ も 極り 文句 
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おやない か o 

正 之 助 (口の 中で) でも 本當 だから 仕方がない。 

C お 人が 呻吟く ので、 三人が I 度に そっち，^ 見る。) 

おゆう GgM.^ すこし すらせて やりながら) お 眼が 覺め 

ました か？ 

ぉ剛 うむ。 水が 飲みたい。 

おゆう はい 0  ( 水 プぉ飮 まぜ C やろ) 

(女中？ 場。) 

女屮 先 がい らっしゃ いました。 

おゆう おや、 さう かえ。 

(女中に^. きて 場") 

おゆう どうも 先生！ お 忙しい 處を 度々 おいで 頂き まし 

て …… 

どう 致して。 どんな 御 《<t 體で した。 

おゆう 先 ST 大^^しみ 初めました ので， すぐ 使 を 出し 

ましたので すが • 頂いて ありました 頓 服を飮 ませました 

せゐ か、 心配し ました 程 も 無く、 今す こしと ろ と睡 

りました。 それで 大分 一 洛^いた やうで 御 鹿い ます。 

は あ • なるほど， (診. 祭,^ しながら 眉 ひそめて) 

ど、 「もこれ は ... 0 

おゆう いつもと よほど 違って 苦しみが 強う 御座いました 

ので * 一時 はどう 致さう かと 思 ひました。 


雷 (診 了す) さう でした でせ う。 (考 へて ゐろ) 

(おて る， 白き 洗面器 LL 湯， か 入れて 持って 來ろ。 千代 

子石趁 タオル 等ん 持って 來 ろ。 兩人 とも 去ろ。 需. 

手-^」 洗 ふ。) 

醫 ：1 餘 程， 氣を つけて 頂かなくて はいけ ません。 後程- 

もう  一度 參 つて 見ます が、  それまでに、 お苦しみ になり 

ましたら、 電話 を かけて 頂けば、 すぐ 靑木 でも 寄越して， 

注射して 見 ませう。 

信彥 いや、 法 射 はなるべく やめて 頂きたい。 どうせ 苦痛 

を 永 引かせる に過ぎない のです。 

醫^ さう 申せば そんな ものです が。 

正 之 助 おや。 

定刚 う、 う、 う ；… (起き 上らう として 半身，^ 起して、 

すぐ 倒れろ) 

おゆう どうかなさい ました か。 

(沈 默。) 

醫 肺 (再び" 辆 人に 近づく) あ • いけません！ 

信彥 心臓 痲痺です か。 もういけ ません か？ 

(長い間。 醫^、 胸^ 診る。 〕 

醫 M  ：… 注射しても いけますまい、 御氣の 毒です が …… 。 

おゆう O^VJ- 、、ぼす) あなた、 あなた！ 

信彥 お母さん！ およしなさい。 


贾の家 情 


(正 之 助 立ちて 去ろ o) 

燈師 大變廢 突でした U 御 親戚な ど をお 呼び寄せになる 筋 


信彥 親戚と 云っても 四 五軒で、 遠い 處は 先刻 電報 を 出し 

ました。 

00 左樣 でした か， それ はよう 御座いました リ 

(おて ろ、 千代 子 S て來 ろ。) 

おて ろ (おう./. と； _^き ゐる； J 

千代 子 (母親に) どうして こんなに 早く …… 母さん、 父 

さん はほんた うにもう 助らなくて。 (泣く) 

0 泣いた つて 仕方がな いよ。 おい、 やめろ！ 

00 まことに 御 愁傷です。 然し、 まったく お嘆きに なつ 

て もい けません、 お諦め 下さい。 この 病氣は どんなに 手 

を盡 しても、 かう 亢進して は 助らない のです。 

信彥 いや どうも、 あなたに もい ろ-/, \- 御 厄介 を かけ まし 

た〕 (淋しき 微笑) わたし 共に した 處 で， よく 今日まで 

持ち 續 けたと 思 ひます。 强 情な 人で、 生に ねばりづよい 

執着が あつたの ですから、 一 ッは それで これまで 持った 

のでせ う。 

00 確かに それに 違 ひありません。 では わたくし はこれ 

で失禮 致します。 

おゆう これ は どうも有難う 存じました。 (ちょ 立つ とち 


かけ ズ* 氣 がつ いて) あの、 お 見. 送り を 御 遠： 愿 致します、 

これで 失禮 致します。 

ms 御免！ 

信彥 どうも有難う 存じました。 

(醫師 去る。 ：> 

(おて ろお い/, \ 位いて ゐろ。 信彥、 おて ろの 袖，^ 引 

いて、 かぶ リ.^ 振って 見せろ。 千代 子 泣 さつ  >- 去ろ い) 

正 之 助 (上手よ リ來 ろ) 兄さん、 高利 貸の 三 池が 來て、 

逢 ひたいと 云って ゐ ますよ。 

信彥 三 池が。 

正 之 助 •  取 込が あるから と 云ったら， お父さんが 御惡 いの 

です ね。 ではお 兄さんに 一寸お 眼に 掛 りたい と 云 ふので 

す。 まさか 催促で もないで せう。 

信彥 なんとも 知れない。 通して 貰 はう。 

おゆう 三 池の 主人 かい。 

正 之 助 さう です、 あれが 主人で せう、 六十 位の やせた el^ 

だ 0 

おゆう あ >1 さう だよ、 また 來て 下さいと 云へば よかった 

のに リ 

信彥 面倒臭い。 逢 ひませ う。 

おゆう さう かい、 では。 (上手へ 去ろ) 

正 之 助 兄さん！ お父さんの^ 金 は どの位 あるので す。 
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幸 七 (驚く) ぇッ、 もう 亡くなりました か。 

信彥 ぇ&、 たった今！ 

幸 七 おやく、 御靈患 だと は 承って 居ました が、 それ は 

どうも 飛んだ 事で、 さぞお 力落しで せう。 

信彥 有難う 存じます。 

幸 七 や、 どうも こんな 事で したら • もっと 早くに 伺へ f 

よかった のです が、 まさか 二日 や 三日のう ちに 變も ある 

まいと おもって 延 して 居りました ので。 

信彥 で、 御用 は？ 

幸 七 …… 無遠慮に 中 上げます が、 御 父樣に 御用 立て、 あ 

ります 金子の 事です が …… 。 

信彦 は あ * なるほど。 

幸 七 實は、 こんなに ならない 中に 正式に あなたの 名に 書 

き換 へ て. 置 いて 頂く 心算で それで 今 曰 伺つ た のです が、 

御 死亡と 同時に * 何とかき れいに して 頂ければ， ドれに 越 

した 事はありません し、 もし さう でな くば、 早 i ^一 あなた 

の 名に お書き 換へを 願って …… 。 

信彥 全 體、 お 家から は どれく らゐ拜 借して 居ります 0 で 

すか。 

幸 七 (手帳，^ 出して 見て) え、 と、 三 口で 一 萬 二 千圆に 

なって 居ります。 生命 保險 はたし か 大木と 云 ふ 仲間の 方 

へ 抵當に 入って ゐる箬 です が … … 。 


まだ 悉 しく 調べ てない の だが >  ニー 一： 萬 は 確に ある や 

だ， 

助 智。 高利です か。 

勿論 だ。 

助 三 池の がー^ 大 n でせ う。 

うむ 0 

( —— 次の ULL て、 おゆう が 「どうぞ こちらへ！ 取 

K らして W りまして」 など 云 ふの が閗 える 0) 

(や 

おゆう (な 場) 

七 (おゆう の あとよ リ^ 場 。瘦. ^た 六十 位の、 蒼い 額.^ 

した 5?!、 光ろ小さな吸，^-持ってゐる) どうも とんだお 邪 

魔 をし まして〕 

おゆう いえ * どう致しまして。 

(上 \Jh の、 信彥 の害资 LL 坐ら 乜， ！1-^§國.^す>-めろ0) 

00  (&^ へ 入って 行く) こんな 處 で失禮 をし ます 。わ 

たくしが 信彥で 御座います。 

幸 七 や。 これ は 初めまして、 御 父 様に は 久しい お 馴染で 

すが、 あなたに はかけ 違って 御 しにかかれませんでした。 

何分よ ろしく。 

0 & わたくし こそ。 …… 御 懇意に 願 ひました 父 も、 た 

今 亡くなりました 0 
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信彥 さやう です か、 ちっとも 知りません。 

幸 七 (砲から 證 書.^ 出して) こ、 にも 書いて ある 通り、 

特 に . 相：， ま 人 つ あな た が 責任 を議 承す る 事に なって 居り ま 

す。 で、 御 面 倒で も ：… (他の 證書 1^ 出して) こちらへ 

一 寸接印 をして 頂いて。 

信彥 失？ 1 です が、 今 も 申 上げた やうに、 父 は、 たった今 

眼 を 瞑った ばかりな のです。 わたくし としても、 多少 は 頭 

の 中に いろくな 考 へが 往来して ゐる 時な のです" 顚倒 

して ゐる ほどではありません が、 平常と はすこし はちが 

ひます から. かう したお-取引 をす るのに は 不適 當 なので 

す。 それに かう して 證 文が 入って ゐ るので すから、 御 相 

談 した 上で、 ゆっくりお 話 をつ け ませう。 どうか 今 曰の 

處は 許して 下さい。 

幸 七 いや、 御尤もで すが、 然し、 わけはな いのです。 た 

だ * こちらへ、 一寸 印 を 押して さへ 頂けば よいので すが 

... 0 

信彥 それ はわ^って ろます。 全 iT 父の 借金 は、 おうち 

ばかりで はない のです。 御存じの 通り 父 は、 失敗 を條件 

とした 事業 をさん ざ やって来た 人な ので. 方々 に 借財が 

ある の です。 それが 總額 どれ 程 あるか わからな いので、 そ 

んな 整理 もどう せわた くしが やらねば ならな い の です。 

長く と は 云 ひません、 初 七 R が濟 めば こちらから 伺って 


いろ/ \ お 話 を つ けます か ら。 

幸 七 一 々御尤もで すが、 然し 大した 御手 數な 事で もない 

ので …… 0 

信彥 手數 をい とふので はない のです が、 順序 立って 整理 

したいので、 それでお 願 ひする のです。 父 は あなたに は 

特にい ろ；/^ お世話にな つたので すし、 それにもう 二十 

年 近いお 交際な の ですから、 隨 分おう ち へ 御支拂 ひした 

利息 も、 多額に なって ゐ ると おも ひます。 いは V、 あな 

たの 御商賣 として は、 これまで 手前で は 御 損 はかけ てゐ 

なかった のです。 今度、 死にました からと 云って、 その 

日 に すぐ、 足 許から、 鳥の 立つ やう に 證 書の 書換を 御請 

求に ならないでも、 …： 勝手な やうです が. さう おも ひ 

ま i 

幸 七 では、 なんです か、 これまで わたくし 共へ 拂 つた 利 

息が 多大で、 儲けさせて やって ゐ たの だから、 證 書の 書 

換 はしない と. かう 仰 有る のです か。 

信彥 (額 色 1^ 變 へる) fS が 窗換を しないと 云 ひました。 

當 人が 死んで、 すぐ 一時間と 經 たない の だから、 せめて 

初七日 過ぎまで 待って 吳 れと賴 んでゐ るので はあり ませ 

んか。 

幸 七 わたしの 方 は 商 買な の だ- 事務的に、 ばき く片を 

付けて いかない では 用が だらしなく 込み入って 闲 るので 
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す。 無理 な^を 鎖んで ゐ るので はない の だ。 これ はわた 一 

くしが あなたに 要求す る 權利を 持って ゐ るの だ。 二 

00 勿論 さう でせ う。 だからお がそん な 大きな 顔 をして 一 

ゐられ るの だ。 然し^ は W 任 を囘 避しょう として ゐ るの 一 

ではない。 父の 死に 逢って、 兄お や 母が、 すこし. 取亂 し； 

かけて ゐ るので、 僕 は 心棒 を 狂 はせ ないやう に、 しッか 

りして ゐる 必要が ある。 藤 式の 支度 もしなくて はならな- 

い、  金の 工面 もしなくて はならない、 雜誌 社へ 金を惜 rt- 

に 行かなくて はならない。 わたしの やうに、 哀れな 文筆 一 

勞働 者が 葬式 一 ッ出 すのに は どんな 苦しみ をす るか あな 一 

たに は 想像が つかないで せう。 わたし は、 出來る だけ 冷 一 

靜 にして ゐ なければ ならない 立場に ゐ る。 それだけ、 頭丄 

の 中は亂 れてゐ るので す。 雷き かけの 原稿 も、 父の 死骸； 

を 傍に いて、 通 を 兼ねて 今夜 儘き 上げて、 あした 金 

に替 へなくて は • 差當 つて 少々 必 要な 支拂 にも 差 支へ る I 

のです。 こん な^を 云 ふと、 悲鳴 を あげた やうで 氣 恥し" 

いけれ ども 僕の 頭の 中 は 多少 混亂 して ゐる、 その 位の 御 

察し は、 つかない と 云 ふ _ ^はないで せう。 

幸 七 だから * さっきから おお A しして るると 云って ゐ るの 一 

だ" れ^->、 一週間 後で もへ， B でも 同じ やうにた^ 印 を 押 j 

すだけ の *J なの だから、 今して 吳れる 位の if 切が あって 

もい、 の だ。 人に 面倒 を かけて、 そんな 底意 地 わるく- 


ひねくれない でもい \ と おも ふの だ。 

信彥 何も ひねくれて • あなたに 手 を かけさせたり • わざ 

と 一: 械を もませる ので もない のです。 

(次の間に、 父の 死骸の 襟に ゐて 兄と 幸 七の 問答，^ 聞 

いて ゐた正 之 助が 突然 づ かくと 幸 七の 傍まで 行 さ、 

無言で い きなり 幸 七の 胸倉，^ とつ て撲 ろ。) 

幸 七 (抗 ふ) 何 を しゃがる、 亂 暴な。 

信彥 これ、 正 之 助よ せく，. 手荒な 事 をす るな。 (苦 

癸) おい、 やめろ と： ぶふのに。 (立って 正 之 助， 5* 引き放 

す) 

正 之 助 (與窗 して ゐ S) 餓鬼め！ 我利々々 亡者 だ" 何 

て え 話 の わか ら ねえ 畜生 だ。 (またな ぐらう とすろ) 

信彥 (とめる) よせ！ 馬鹿な-,」 

正 之 助 な あに 兄さん、 こんなけ だもの はなぐ るより 仕樣 

がない、 口で 云った つて 通じな いんだ。 

幸 七 (虞 蒼 LL なって ゐる、 爪で 搔 いたので、 眼の 下から 血 

が 出て ゐ るの,^ 拭く) 無法な iES?- をした な、 そんな 風に 出 

れば、 法 を 以て 爭 つて やる ぞ。 人 を 打てば 刑法に 觸れる 

ぞ 。告訴して やる からさう おもへ。 

；止 之 助 何 を 云って ゐゃ がるんだ" 

幸 七 警 察へ 訴 へて やる から • あとで あやまるな。 

正 之 助 訴 へろ とも、 驚かね え。 どうせ 警察へ 訴 へるなら 
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^^正信正信 正 信 正 信 千 信 千 信 千  信 正 信 


ば訴へ 都合の い k やうに、 もう 1 ッか う し て やらう。 

(足.^ あげて 域る」 

幸 七 (飽， ^持って 立つ〕 馬鹿め！ まるで 土 H か 人足 だ。 

覺 えて ゐろ。 あとで 靑息を 吹くな。 (去る) 

信彥 笑) よせば い i のに、 手の 早い 奴 だな あ。 

おゆう 新怫の 傍で 立勉り をす るなん て、 ほんと に亂 暴な. 

子 だよ、 この 子 は。 

正 之 助 (ぷリ （- しながら) 畜生！ 腕の 一本 も 折つ び 

しょって やれば よかった。 

おゆう 馬鹿 をお 云 ひで ない。 

(下手より 千代 子來 る。) 

千代 子 まあ、 わたし どうす るかと 思った わ。 小さい 兄 さ 

ん、 亂暴 だから ノ めの 人 を 殺して しま ふかと おもって よ 0 

E 之 助 (やう やく 笑 ふ) まさか 殺し はしない がね、 時々 

あんな 奴 は、 なぐって やらな， いと 冥利が つきる よ。 世間 

を 甘く見 過ぎて ゐ るの だから。 

信 逢 (町 笑し さう に 笑 ふ) 

(おゆう 下手よ リ 去ろ， 0 

(おて ろ 出で 來リ. .1^ 人の 枕許に 坐 リ-に、 ^^き沈みゐ 

ろ。〕 

千代 子 兄さん，. 原稿紙 机の 上に 置いて よ。 貳 は 枚 だけ 

しか 買って 來な いわ。  . 


0 ぁァ、 い V よ。 

之 助 兄さん、 どこの 原稿な の。 

彥 啄 文^の 近代 小說 集の 鼸譯 だ。 シュ- 一 ッッラ ァを受 

持った の だ。 あすこの 社 は 前 貸 を絕對 にしない の だから、 

早く 書き あげ て 持って行かなくて は 金に ならない。 

代 子 も うぢき なの？ 

0 うむ、 もう 三十 枚 ほど だ。 今晚 一 晚 で出來 るんだ。 

代 子 出來 たら、 また わたし 持って行って あげる わ。 

彦 あ X 賴 むより だが お前 忙しい ぞ。 あした はゥ 

代 子 當分 ごたん \ する でせ うね。 

彥 うむ 0  , 

之 助 兄さん、 わたし 金 はすこし 持って ゐ るんだ よ。 

彥 (^つと 弟- ^ 見ろ) 

之 助 (まぶし さう LL して) 今度の 葬式の 金 ぐら ゐはぁ 

る U 

彥 どうしたの だリ 

之 助 儲けた のさ。 相場で" 

0 ほんと か。 

之 助 號を つくもの か。 

彥 ぢゃ あ、 すこし 惜 りょう。 己の 手で も 三百 圓位は 出 

來る。 

正 之 助 とにかく 葬式 は 出来るだけ 立派に して あげよう 
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よ。 方々 で 大きな 事 を：； ム つて ゐ たお 父さんなん. たから、 

，てれが 兑す ほら し い 式 を されて は * いかに も窮ク j し て 

ゐ たの が兑ぇ 透く か ら な あ。  一 

S それ もさう だり S 敗軍の 將を 葬る の だからな あ 0ー 

疋之助 薪の 輿 ぐら ゐ は 立派な ものに 乘せ てあげ よ 金 

も 無 い の に 動 W1- で 飛ばせる の が 好きな 人 だ つ た。 ， 

(淋し さう- し) ほんた うに さう だ- いっか ——已 がー 

新 にゐた 時、 ；€ お に來 て十圓 ばかり 金 を贷 せと 云 一 

ふの だ" &I 勑ポ 代が 拂 へ な くな つたの 、たね .Ni へ 乘 一 

つて 代 を 作の 動め 先 へ^りに 来たの だ S さ 一 

う 云 ふ 人だった。  一 

正 之 助 とにかく 尻拔 けの 計 S ばかり 立て、、 了 ソもー 

成功した 事がない 梨 家なん だから …： 根が お坊さん 育 一 

ちな の だから。 

S さう さ！ 時代 if か、 つした 人 を 生存 させて 置く に 一 

は. あまり 轉 しすぎた。 淡水で なければ 生きられない： 

生物 02?^ が、 次第に 巒 水に 變 つて 来て しまったの だ。 . 

もう の 人 だよ。 當節は こんな 風で は 落伍者になる の は 一 

： 止 之 助 ほんた うだ。 

(おゆう、 上手よ リ來 る。) 

おゆう (似 色 VJ-:!! へズぉ ど/ \ しながら) 正 之 助 、巡査； 


が來 たよ、 三 池が 引っ張って 来たの だよ。 

千代 子 (おんく して) まあ- 兄さん！ 拘引され るの 

でせ うか。 

正 之 助 (T 苦笑) 三 池と 云 ふ 老爺 も、 年に 似合 はない 馬鹿 

な 奴 だな。 (上手へ 退場) 

おゆう (ぁとに^！！きて去ろ〕 

千代 子 (信彥 に；. 1 兄さん、 どうし ませう。 

S  (笑 ふ) 大丈夫 だよ， 心配す る 事 は 無い。 大した 事 

に はなり はしない よ 0 

千代 子 すぐ 連れ て 行かれる のでせ うか、 わたし 心配 だ わ。 

見て 来よう。 (去ろ) 

信^  (下手の 方へ も ゆむ， 死骸の 側へ 行く。 死骸の 级 LL は 

もう. m 布が かけて ある。 その 傍-卜、 姉のお てろ が 泣き 崩 

れてゐ ろ。 信彥は姉の肩に手^^がけて、 手，^ 張って 見せ 

る。 啞 は、 悲し さう に 立って 淚> ^拭き 乍ら、 緣 側から 去 

る) 

(信彥 老父の 死體の 枕邊に 坐って， 布t^<ぁげズその額 

, ^兌ろ。 そしてス-凝の^が顿,^!!!はっ こ流れる の^^-片 

手で 押へ て 泣く。) 

( 11 雲が 低くな つたと 見えて、 も；.： リ はまた 更に 薄 

暗くな リ、 雨の 昔-か 新しく 聞え ろ。) 

(や 、間,^ E„d ぃズ  0) 
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獒智 美智美 
か 律 三 津三律 
け 子 郞 子 郎 子 


11 幕 I . 

二 幕 目 

第一 場 三 池の 家の 瞎隅 

前 慕の 事が あってから 八日 目。 晴れた 秋の 日の 午後。 

11 正面 LL 西洋 節が ある-,」 白く 塗られて あろ。 それに 

日光が 明るく 照って ゐ ろ。 その 前 LL は概の 木が 二 111 本 

植ゑ てあつて、 若葉の ならば、 洋飽の 窓から 薄靑ぃ 

光線，^ 室內へ 注ぐ だら うと 思 はぜ ろ。 その 樹に 寄せて、 

大きく 轨末 であるが、 し ソかリ した ぺ ンチが 置いても 

る。 雨 ざら し になって、 色 は 褪せて ゐろ。 そのべ ンチ 

の 側に 籐の 古ぼけた 肘懸 椅子が 一 つ 置いて ある。 そ： 

は 庭の 隅で， 小高い、 nits リ のい、、 ちょつ. と £ の 上 

の やうな 感じの すろ 所で あろ。 

11 邸に、 三 池 幸 七と 云 ふ 金 持の それで あろ。 幸 七 は 

前 幕に S て ゐろ金 貸 業で ある。 親の代からの 金 貸 業な 

のだリ 

11- 洋館の 窓に は、 美しい 織 出の あろ 濃 海老茶の カァ 

テ ンが 懸けて ある 。その 前が 出窓の やう LL な つて ゐて、 

そ、、 LL 鉢物の 苹花 などが の^て あろ。 その 洋餘 は、 幸 

七の 一 人 ，0.5 子、 智ー 一一郎の 部屋な ので あろ。 高利 貸の 


と iK ふ槪 念から 放れた、 柔らかな 美し い 構造で ある。 

洋館から 下手の 方 は 母屋へ 镜 いて ゐろ 0 

11 智三郞 は、 慕 明き LL 板つ きで， 正面の 長椅子に 腰 

*5- 下して ゐる 0 本が I 册 膝の 上 LL 開いた ま 、伏せて あ 

ろ。 文學 書で あるら しく 見える。 籐椅子に は い メリ 

ン ス の 座蒲圑 がの せて あろ。 

—— 智三郞 は 陰 德 な、 蒼白い 額，^ した 廿七 八の、 智的 

ではめ るが 淋し い 影- J- 滞た された 靑年 である。 唇の 問 

に、 思索から 來てゐ る 深い 皺が あろ。 V つと 何 か考へ 

てゐる 0 

、 、 、 、 、 

ど、、 かで 百舌鳥が、 ききき ききと 鳴いて ゐ ろ-〕 

—— 下手から、 表の 美津 子が S て來ろ 。靜 かな 優し い、 

それが 淋し い 感じ.^ 人 LL 與へ ろ 女で あろ。 丸 髭に 結つ 

て ゐろ。 極 めて 淡 い 白 かと 見えろ とき 色の 手 絡ん」 かけ 

てゐろ 0 姙娠 して ゐろ。 四月 目ぐ らゐ であろ。 あまり 

目 _し 立 つ や う な 率 はな く、 美し い 姿態 ， ^損れ てゐ ない。 

(微笑」 また 此處 にい らっしゃ いました わ。 

(振 向かす) うむ リ 

ぉ考へ 事です のね。 

i) 

(淋しげ なろ 表情、 つ ざ ほ 無 く 14- 椅子の Ji= に 手な 

右の 手 1 屮 あげて 髮の 看の あたりの 宅，^ 直 マ) 
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お！  ニ郞 (や. -i^l^E いて) こ、 へお 懸け！ 

$^ はい。 (云 はろ しする。 ^リ言 の やう-し) 

い、 ぉ天氣 です こと" 

三郞 い >1 お 天 無 だな あ。 暖かな 曰 だ， 玄關の 彼岸 櫻が 

返 り^き をして、 哀れな 花 を つけたよ、 

子 まあ、 さやう です か。 

智 11 ー郞 かう して 曰， M ほッ こ をして ゐ ると 僕 はなんだ か 日 

光 を 滴 し てゐる もの \ やうな 氣 がす る 0 

类^ 子 (1= い： g) 

智 一一 ー郞 僕な ど は B 光 を 遮つ て ゐる资 格 は 無い = お 曰樣が * 

あ、 して 世界中に 押し 照つ てゐ る。 その 光りの 惠 みを受 

けて.，？ っポ I 物の 中で * この 僕 一 人 だけ は H のめぐ みを受 

ける^^3;格が無 ぃゃぅな氣がし てなら ない。 僕のから だが、 

神 iil な 自然の 光り を，：^ ひとめて るるの は、 一 種の 横領 だ。 

^SJ: 子 C ちクと 失の 手 一. J- とリ、 1^ ぐんで うつむく どうじ 

< い ゝ かわからない と 云 ふ 心 持に なつ てゐ る) 

|.";-： 郞 S;K たど は 生きて ゐる资 格が な い の だ。 僕 は 存在の 

MSG 無い 哀れな 者なん だい 

子 (小さな 子 LL で- in ふやう に〕 もうお よしなさい 

io 

智-ー： 郞 (妻の 手 静かに 避けろ) 伎が いつも さう 思って 

K} るの はお！ g も 知って ゐ る-かう して 曰 光の 前にる ると、 


1 唐 明瞭に それ を 感じ るの だ。 僕 はどう 考へ て も.； 13 分 

生存が 危險な もの だとお も ふの だ。 僕 は 生れながら 自然 

の 意志に 逆って 生れて ゐる。 自然 は 大きい。 自然 は 自然 

自身 の 懐に！ i の やうな 餘計者 を 今日まで 生存 さ せて しま 

つた〕 然し 僕に は …… 

美^子 (哀訴す る やう に) もう 何 かお 考へ にならないで 

下さいね。 

智 一一； 郎 僕 は 恐し い。 C ちッと 妻.^ 益る) お前が 姙娠 した 

の は 愈々 確實 になった が、 その子に も 僕の 血が 傳 はって 

ゐる。 さう すれば、 僕の 母の 精神病 は. 僕 を 通して その 

子に も遺傳 する の だ。 

美 子 (聞く のが 非お LL 辛い と 云 ふ 發作 的な 手の 運動，^ 

すろ) もう * どうぞ、 お 願 ひです から  

コ 一 郎 僕 は、 美津 子お 前が 氣の毒 だ。 幾度 云っても 盡き 

ない 詫 言 を * また 云 はずに ゐられ ない が 僕 はお 前 を戀し 

た。 どうしても 二人 は 一緒に ならずに ゐられ なくなった 

の だ" 僕 等が 相愛し さ へ しなかったら、 僕 等 の 間に 子 

は出來 ない。 さう して- お前 も不仕 合せな 妻、 不仕 合せ 

な 母親に な らず に 濟んだ の だ つ た 。 (愤惱 す) なぜお 前 

は 僕と 結婚した の だ. - 僕の 家が 代々 高利 貨 なの は、 物堅 

いお 前のお 父さんが ひどく いやがって ゐられ た の だ。 さ 

うだ， いやがられて ゐる家 だ。 この 三 池の 家の は、 人 
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の 膏血 を 絞って 出来た の だ。 不正な 蓄財 だ e 僕 は 金に 困" 

つて ゐる 人々 の 苦しみ ゃ艱 や、 汗 や 淚ゃ血 を， 生れた 時， 

から 喰 はせられ て 大きくな つたの だ >( 憎げ に) おい、 • 

お前 はなせ 僕なん ぞと 結婚し たんだい。 なぜ 姙娠 したん < 

だい。 僕 はお 前が、 僕 を 振 捨て ト M れ たなら ば 今日の 苦 一 

しさ はない の だ。 僕の 母さんが： ：.：：. 神： S で 死んだ 事 ほ、 結 _ 

婚の 前にお 前に 打！ W けて あつたの だ。 造傳 だと 云 はな か 一 

つたの が、 わるい と 云 ふの か。 それ を 以て 僕 を S5: める の- 

か  0  ： 

美津子 あなた！ また それが 初 まった のです か-、 C. 淚 1:5- 一 

こぼす.： わたくし はね、 あなたが どんな 方で あらう とも、 一 

結： し て 半： 涯御 一 緒に ゐず に ゐられ な か つたので すよ つ . 

この 三 池のお 家が、 世間から どんな に 憎まれ てゐ ようと， 

も、 わたしまで 憎まれよう とも • わたし は あなた を 捨て 一 

るな ど >- はお も ひも よらない 事な のです よ。 ですから、 

ど A- ぞも うそんな 事 を考へ て 下さいます な..」  一 

智三郎 (神 的な 哄笑，. ろ) ... 淺薄 だよ。 fsr たよ 0! 

(ふ ノト 笑 ひん 納め る .) 僕が 情熱 を 失 ふ、 僕 か ら肉愁 がー 

去って 行く. さう して、 精神 1^ の違傳 の ある 哀れな 生き 一 

た 死； T か 一 個殘 つたと 假定 する。 &愛 など はこの 門の 外； 

ではあった が、 もう 昔の 夢に なった と^ 定 する。 愛情な 一 

ど  >- 云 ふ もの はよ その 國へ でも 行かねば ならな いやうな j 


時が 來る。 ら〇 時お 前 は 僕と 結婚した *f を悔 むの だ。 お 

前 は 僕 を ： さう だ • 憎み 初める の だ。 憎んでも 憎んで 

も 飽き 足りない と 思 ふの だ。 處 女の 神聖 はこの 男が S 

した、 若さの 美し さは この 男が つて 行った * そして 甘 

ぃ淚も 熱い 血 も， この 生きた が 吸 ひ 取って しまったの 

だ. その代りに 子と 云 ふ a い 負 擔を荷 はした。 しかも 精 

神 病の 血統の ある 子 を 押 付けた。 憎い 男 だ …とさう お 

前が 思 ふ 時が 來 るの だ。 必ず その 時が 来る の だ。 (落误 

す) あ > -、 その 時 はも うぢき 來 るの だ。 僕 はお 前に 湾 ま 

ない。 済まない。 

美津子 (さめ- s\ 泣く) 

(長き 沈^ J 

(百舌鳥の 萆が き， 、えろ。) 

智三郎 (俊 作 的-」 鼓， 5- あげて 口に や •」 云 ふ) 百舌鳥が 啼 

いてる。 百舌鳥が 啼 いてる。 (美 子ん 見て， 不. 称さう 

な效 1^ すろ) おや、 お前 泣いて ゐ るの だね。 (5:1^ 泣い 

てな ろの だら うと 考へ ろ。 その 推理-,, 1 ひどく 苦しむ が、 

やがて S ひ 出す) あ V、 僕が 云った 事が また 氣に 障った 

の だね。 (悲し さうな^) 僕 はまた お前 を 苦しめる やう 

な 事 を 何 か 云った の だね え 0  (思 ひ 出さう としても 思 ひ 

出ぜ ない の KJ- 苦しむ。 强く 二三 度 頭，^ 振る) ぁァ、 どう 

も 頭の 工合が わるくて いけな い。 (後頭部，^ 平手で 叩く) 
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痛い、 い。 

^^子 (.2- 人が 平 になった の 1^ お S んで、 すこし 晴々 す 

ろ) あまり 御 本 をお 12 みに なったり， 六ケ しい 事 をお 考 

へになる せゐ よ" もう 當 分暢氣 になさい ましね- また 月 

末にな りましたら 旅行で もし ませう。 

^：: 一郎 (1= い 欲) うむ、 よから う。 だが お前 はもう そろ 

そろ 汽 はいけ まい。 

类^ 子 あら * まだ 大丈夫 だ わ。 (うっとりと 酔って 來る 

やうな 心 ts; で) あのね、 もし 赤ちゃんが 男でした らばね、 

母が どんなに 喜ぶ でせ う。 男の子と 云 ふ もの は 母 は 一 人 

も 持 つ た^がな い の ですからね。 

5? 一二郎 沈んだ 表れ) 

お^子 (ふと 心 4- おびやかされ たやうな： 舐 持で 口 yj- つぐ 

む) 

(や >-s 

(下手 H ら ftlse とよ、 お 場す る。 三十 ほどの g£ みのも 

る类 しい 女 0  の 主" 幸 七め 妾で ある。 主 録代リ Li 

いるく 家政,^;!；; つてね ろ。 商お 人 らし：. fM.^ 

る。) 

おとよ あらま あ * 美维 子さん も 此方で したの ねえ。 わた 

くし、 若： HI 那を お探し、 てゐ ました〕 

あ， 子 御 印 でして？ 


おとよ え > -!  a!" 一一 一郎に) あの >  若 且那、 お客様です 

が .：. (名刺. 4^ 渡 マ) 

智三郞 (名刺 t^li む) 香 川 信彥！ よく 文 學霤の 飜譯な 

ど をして ゐる あの人 かしらん？ どんな 人です か。 

おとよ おきん さんの 話で は、 瘦 せた 脊の 高い- 綺麗な 人 

ださう です。 御存じ 無い 方です か。 

智三郎 ぁァ 逢った 事の ない 入 だが …… (考 へろ) 親父の 

處 へ 來 た客ぢ やな いの かな。 間違 ひぢ やな いか 知らん。 

おと.， 4 わたし もさう 思 ひました ので， おきん さんに 開き 

直し て 貰 つたので すが、 初め か ら 若旦那 にと 云って い ら 

つし やった さう です。 わたし はまた、 お 友達 かとお も ひ 

ました" 

智三郞 い、 え、 知らない 人です。 とにかく 行って、 見 ま 

せう。 (^館の 方 fj^ 指して ) あすこへ 通して 置いて 下さ 

、 0 

おとよ はい。 (去らん とすろ) 

獒律子 あの、 わたくし 行って 參 ります わ。 

おとよ いえ * わたし は 仕 かけの W もあります から。 

智三郎 い、 や * 僕が 行く" ズ； うせ 行かなくて はならない 

んだ。 

(去ろ。) 

おとよ c 椅子へ 腰，^ 下 マ) まあ、 こ  >- は 暖かです のね え。 
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c まぶし さう に 手ん. -か ざして 向う .v^ 見ろ) 

おやく、 あすこ の， 核が す , J し 括れ ま した かし ら。 

婆 律 子 まあ、 ほんと ね。 いやな こと。 

おとよ -,, .... 松が 枯れる なんて 無 持よ く あ り ません ね。 

0 兀氣 よく) 植木屋さん を 呼んで- 明 曰で も 一 ッ診 察さ 

せませ う。 蟲 でもつ いたのなら 療治 をし ないで はいけ ま 

TP ま 才. 

獒 $t 子 . さう です わね。 (間) 不吉な * でも あるので はな 

いでせ うか。 

おとよ (快活に 笑 ふ) そんな 事はありません よ。 まあ 美 

津 子さん、 お 若い のに 似合 はないで、 擔ぎ； S さんです こ 

とね。 

美津 子. (笑 ふ) 

(下手から ゴ ム. 鞠が 一 つ 飛んで 來て、 お. と.，， ~ の 傍へ 落 

ちて 一 つ U すむ。) 

おとよ (驚いて〕 あら！ 

(W1 の來た 方.^ 見る。 おと の し 子 の 銀 太 郎が 威勢よ 

V かけ 出し ズ來 る。 七つ Li なる 林檎の やう LL 赤い 頗 1^ 

L た 可愛い 子供で あろ。) 

太郎 (可笑し さう LL 笑 ふ) 母ち やん-びつ くらした ろ。 

おと i なんです わ、 鋇太郎 さん！ また 鞠 を はふり ます 

ねリ お 庭で はいけ ない と 云った ぢ やない の。 


銀太郞 はふり したん ぢ やない よ。 母ち やん をお どかし 

て やろ とお もって、 はふった の。 

おとよ そんな 事 をして、 美 漆 子さん のお へ でも 當 つ た 

ら どうして？ い たづら つ 子ね え。 

銀太郎 (鞠，^-拾って〕 い たづら っ子ぢ やない よ、 僕 は。 

(竊 で美津 子の^ 1^ 二つ 三つ 叩く) ねえ 小母さん、 痛 か 

ない ねえ， ゴム 鞠が 當 つたって！ 

獒 Si: 子 广 可愛らし さう LL 规？' リ しながら) え、、 え、， 

痛く はありません とも。 

おとよ (その 漾子 fj- 見ながら 徵笑 する) 美津 子さん が 可 

愛が つて 下さる ので" い k 氣に なって あまつ たれます の 

よ。 子供と 云 ふ もの ほほん とに 仕樣の 無い …… 

銀 太. お (飽 1^ 地 に 當 て 强く はす ま せて、 ィで 卜で fS!  く 

へ 投げる。 鞠に 高く 一  つ はすん で 洋館の 高 い 窓 か ら 中 へ 

飛び込ん でし まふ) あら ッ。 

おとよ (振 向く ：> どうして？ 

叙太郎 窓の 中へ 入って しまったの！ 

おとよ まあ、 洋館の。 困った ねえ、 ぉ客樣 なのに。 だか 

らいけ たいと 云 ふぢゃありません か。 

銀太郞 (しく  泣き出す) 

美 律 子 (肩へ 手产 e かけて) あら 錤 ちゃん * 可笑しい こと リ 

小母さんが 今. 取って来て あげてよ。 ね， ね、 泣く のおよ 


3 の 家^ 
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しなさい 0 

—— 道具 變ろ —— 

第二 5； 勿 智三郞 の 部屋 

1 1 前の 場に 見え 弋ゐた Si: 糾の內 部で あ ろ ，- .M 內は ほ 

本 風に 出 來てゐ る。 た > 天井が 力 S いだけ でんろ" 叠の 

上 lL は 純 饭が敷 さつみ てあつて、 椅子 や 卓 やその 他の 

TV ば" TO: 洋風で あろ。 押入 や 出入の 襖 は、 高い 天井 か 

. ---".E リ 下された カァテ ンで|:^,』れてゐろ。 害 t:LL は 本 

ゃ雜？ i の 合本が、 4< や，！^ 山 詰め ん であろ。 . 

に— 手に 出窓が もる 0 そ：. か 前の 場に 見えて ゐ；^ 窓で あ 

前の 5；? は 舞？ に 向つ ズ左 手の 方！.： ある 心 待 で 装 Ssl 

VV. ろべ さ だ。 

-!- 時 は 前の W^LL お：； ょリ 分 程 前の 心 持で あろ。 

ぁ く と す ぐ _」 川 is  が 小 ？！使 お さ ん に 案. S さ れ 

て 入って 來る" 彥は ii: せ  11 の 時から 見ろ と、 すっと 險 

,L い, 姐， ^して るる。 ^ざめ て CM い 表 ズゐ る。 疲 

れ 5- つ て與 ills し V- ゐる 人の 樣子. でもろ。 ^^もす：乙僻 

びて ゐ る- 

小間使 0^ 子， ^勧める) さあ どうぞ， ぉ當 てド さい まし。 

S  (無ぬ 想な 释ォ やする) は あ" 

小 使 たに 今ぢき 1^ ります。 


信彥 は あ。 

(小間使. 去る。) 

(信 部屋の中，^^見廼し不快さぅな色*5-讒くする。) 

■ (間。) 

00  (舌 打ん、 ー て、 抉から 煙草ん、 出して i 本く は へ て、 

マ チ， 午 取上げろ と， 窓から ゴ ム 鞠が 一 つ 飛び込んで 來て、 

二つ 三つ はすむ ：o 信彥 ちょっと それ，^ て、 やがて 鞠が 

搭 IS  くの., 化見屆 ける と、 マチ 摺 つて 煙草へ 點け、 それ 

から ゆつ くリと 立って、 鞠ん-拾 ふ。 そして. 窓際から 三 

尺 ほ-と 放れた 虑 で 立 r,  ± つ て 、口い (おって ゐる 戸外 か 見 

ろ。 おや" と r;^ ふやうな 表情で、 ぎつ と 何 か 見つめ ズゐ 

ろ。) 

ハ襖が あく。 信彥振 向く， 0 

小間使 (登場、 一 勸 めろ 〕 

信 一お ありがたう. - (翻，" W 卓の 上 に 置く) 今， これが か 

ら 飛び込んで 來 ましたから ：… 。 

小 11 使 (笑 ふ) おや、 それ はどう も。 

信ナは ……あの、 妙な 事 を- S きます が、 こちらの 若 主人の 

奥さん は， 美津子 さんと 云 ふ の で す か 0 

小間使 (無意味な 微笑) さやう で 御座います。 

信彥 では、 番 町の 中 野さん のお 孃 さんです ね。 

ト 使 え X* さやう で 御 鹿い ます。 
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信彥 (意外らしぃ表^^;^ …… さう です か。 

(問。)  . 

(小間使、 ，ぜ釋 して 去る。.) 

信彥 (腕 組，^ して 考へ 込む) ふむ。 可笑しな 事 だな あ。 

(智 一一 一郎 登場す。 前 慕の 着物 の 上に羽織^^かけてゐ 

3 

智 一 一一郎 どうもお 待たせ 致しました。 

信彥 どう致しまして。 

智三郎 初めまして。 

信彥 (辭儀 > ^返して) 突然に 出まして、 失禮を 致し まし 

た。 わたし は 香 川 彥と 申します。 父 は、 あなたの 御 親 

父と ク、 しい 問の 御 近付で 御座 いました が …； 。 

智 一一-, 郞 あ \ 、 左樣 です か 0 あなたのお 名前 はよ く 存じ て 

居ります。 齊 物ゃ雜 誌で 度々 …… 。 

信彥 いや、 どうも。 (苦笑) 實は、 あなたが もとの 「藝 

術 至上」 の 同人で いらっしゃ つたの を、 ほんの 近頃 知り 

まして。 

智三郞 お 恥し い 次第です。 ほんと に 餘技文 なのです か 

らね。 (淋しく 笑 ふ) 

信彥 それで… (11) 今日 ふいにお H に褂 りに 出ました 

の は あな た としても， また わたし 自身と し て もです が、 

正直 愉快な 事で はない …… 甚だ 勝 キな事 をお 願 ひに 參っ 


たのです が * 

智三郎 ■ はぁリ 

信 —— わたしの 父 は、 古くから こちらの 御主人と お 近 

付に 願って ゐ たと 申す より は、 暂は、 古くから こちらに 

「債務」 が あるので す。 

智三郞 (ふと 不快が 心，^ かすめる) は。 

信彥 ところが 父 は 一 週間 程 前に 死亡 致しました。 御 父 さ 

んは 丁度 * 父が 息 を 引. 取る と 同時に、 わたしの 宅へ 御い 

でに なりました。 

智三郞 (緊張す る) は あ.，" 

信彥 申す 迄 も 無い、 これ は拜 惜して あった もの- < 事で^ 

す。 父 は …： 滑稽な 話です が、 わたしに 相， 説 もせずに、 

父の 死後の 俊務 はわた し が繼 承す ベ き だ と 云ふ證 X を 差 

上げて あつたの です。 いや、 これに はいろ/ \ 事情 も あ 

ります。 I： 通、 こちら あたり 0 御-取引の 條件 になって ゐ 

る 連 帶惜 用人が 有名 無資 であった の で， 御 親父 は 非常に 

御氣逍 ひなす つたら しいので す。 

智三郎 (n- こも リ ながら) あの， 失； 1 です けれども， わ 

たくし は 父の 商 寶の事 はまる で 知りません ので、 知らな 

いと 云 ふより， ぁァ した 商 1只 に 大反對 な C で， その 點で 

は 父 を 憎んで ゐる 程な のです から、 隨っ て 御 取引 の 上の、 

小々 した 事 を わたくしに 御 S かせに なっても， 何にもな 


りません のです が …… わたくし は 一 切 口を出しません の 

で 0 

…… 御尤もです。 然し …… 

一一郎 (遮ろ) そんな わけです から、 あなたが おいで 下 

すった の も、 全然父の^0買とは關係の無ぃ事で 11 まあ 

文^ 上の^で にも あるかと 思って 御 目に か、 りました の 

です-,」 さう でない と、 わたくし も 父と 11 じ商賈 をして ゐ 

る 人！^ になります。 いくら 親 千で も それ はい やです 。わ 

たくし は- 利を贷 して 蓄 W した この 家に 住んで ゐ るの 

さへ、 非お に 辛い のです。 .la にた まらない のです。 

信彥 それ はわた しも 招 像して ゐ ました。 

§0 …… わたくしの 苦しみ は、 恐らく あなたの 御 想像 

以上な のです。 

00 いや、 よく わかりました。 然し わたしが 今日 伺った 

の は， あなた を 御 親父 同樣 の商賈 人と して 何 かお 願 ひし 

ようとし たので はない のです。 わたし は あなたが 文舉を 

研究して いらっしゃ るの を 知って、 一個 0问 志と して、 

御 助力 を ようと 思って 參 つたので す。 資は、 先達て 父 

の 臨終の 數分 後、 御 親父が おいで 下す つた 時に、 わたし 

の？ I- が 11 こいつ はもう お 話に ならな ぃ單 純な 人間で、 

わたしと 御 親父と 話し 八" つて ゐ るの を 隣室で 聞 い て ゐ て 

どう 思った のか 突然 三 池さん に # まな 事 をした のです。 


それで 三 池さん は それ を ひど く 浪慨な すって お を 警察 へ 

拘引 させた のです。 

智三郞 (額 色，^ かへ ろ) は、 それで？ 

信彥 生憎 係りの 警部が 御 親父のお 知り合 ひらし く， その 

爲に 瞹昧な 名目で、 ； は 二三 日警お A へ 留められました。 

a€ ぐむ) おや ぢの 葬式 を、 どうやら かう やら 濟 ませた 

翌る 日、 やっと 歸宅を 許された のです。 

智三郎 (痛まし さうな 表： w、 唾.^ 飮む) 

信彥 そこまで はま だよ かった のです。 弟の 奴 は， 馬鹿な 

奴で、 お 恥し い 話です が、 勤めて ゐる 町の 店の 金 をつ 

かひ 込んで ゐ たのが、 一 昨日に なって 暴 したので す。 

それが わかる と、 弟 はふい とど こかへ 逐， S してし まひ ま 

した。 泣 面に 蜂な のです。 (問) 父 は， 事業が 好きで、 

生前から 方々 へ澤 山の 負 ® を 推へ て それで 苦しんで ゐま 

した。 父の 事業 熟 は、 わたし 共 をのべ つ 辛い 目に 逢 はし 

てゐ たのです 高利 を惜 りる 事な ど は， 飯 を 喰 ふやう に 

當り 前の やうに して ゐ たのです。 死んで しまったので、 

いろくの 方而へ ど H. 程 迷惑 を かけた かわかり ません。 

(間) 然し、 よくした もので、 長い. 取引 をして ゐた 金融 

業者の 中で は氣の 毒な 人 だと 云って、 證 文に 棒 を 引いて 

吳れ たの も 三人 ほどあります。 また 連帶 人が 進んで 引 負 

つ て くれたの もあります。 や- んな こんなで あらかた は 片 
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付き さう です。 大口 は、 こちら 一 件 だけにな りました。 

智三郎 (うなだれて ゐろ、 無言) 

信彦 平った く 云へば • わたし は 今 >  頭の 中が 摄 むしられ 

る やうな 氣 持で ゐ ます。 父の 死後、 三 池さん がわた しに 

負債 の 事で 御 要求 のな さ り 方 は. K に 辛 練 を 極め てゐ るの 

です。 しかも、 こちらからの 負債と 云 ふの は、 單 純な 借 

用金 で は な いのです。 こちらの 御 親父と 外 の 三 四 人と で、 

ある.^ 社 を. ぬした 時の、 その 損失の 分擔額 なので、 そ 

れを三 池さん は、 借用 證咨 にお させに なった のです。 父 

は 頭の 粗奔な 人間で したので、 無顿 藩に 貸借 關係 にして 

しま ひ ま したが … … 當時 の 事情 を 知 つて ゐる 人に 聞く と 

それ は、 組合員 中 第一 の 金 持の 三 池さん が負擔 して 下す 

つても い > 害の もの ださう です。 いや， 當然 さう あるべ 

きだった の だ， と 云 ふ 事です。 (問) 何れにしても、 父 

が 馬鹿な ので、 そ^ 爲に僕 等が 苦しむ の は 仕 方 あり ま せ 

んが、 今度、 父が 死んだ 上 は 多少 力に もなら うと 思って 

ゐた 弟が、 刑事 問題に 觸れて 逃亡して しま ひ- 老母と > 

啞の 姉と、 まだ 子供の 妹と を、 わたしが ベ ン 一 本で^ は 

せ て 行かう と 云 ふ の は …… た 丈 それだけなら まだし も、 - 

その上 多額な 借金 を 負 はされ て は、 日 々噴べ る 米 を 芋に 

代 へても 暮 せなくなる のです。 

智三郞 父 は それ を 知って ゐ るので せう か。 


信彥 勿論です。 現に 目前に 幾度 か 見て ゐられ ます。 あな 

た の 御 父樣を 惡く 云って は濟 みません が、 今度の わたし 

の 經驗は ， わたし 自.； ^に は 苦し さ や 辛 さ を 超. i し て し ま 

つて * た^ 14) いて ゐる ばかりな のです。 それほどに 冷酷 

な 御 督促 を 受けて ゐ ます。 

智 一一 一郎 金額 は 如何程ぐ らゐ です か。 

信彥 一 萬！ 一千 圓 ほどです。 生憎 そのうち 七 千 M ほど は來 

週の 金曜が 期限な のです。 

智三郞 父 は みんな 返せと 云 ひます か。 

信ー^^1 え、！ 

智三郎 (落 Isl^ する) 

信彥 尤も， 返せな いのは 直々 御 承知な ので • 利子 だけ を 

入れ. -ば、 もうす こしの 間の 猶豫 をしょう とま ひます。 

然し， その 利子 は 毎月 ざっと 七百圓 ほどです。 (間 • 淋 

しく 笑 ふ) とても 出來 ません。 父 はとに かく、 それ ぐら 

ゐ の 金 を 方 々へッ ギを當 て， く > ぉ拂 ひし てゐた 0 です 

ね。 とうに 元 余： 以上の 金 を、 いや 元金の 何 浩かを 御拂ひ 

して ゐ るので す。 で、 あなたに おすがりして、 お父さん 

のお 心 持 を、 すこし 和げ て 頂ける やうに、 窮し 切って、 

おすがりに 來 たのです。 わたしの 氣持も 御. M し 下 さ い 。 

智三郎 (沈痛な ろ M) は。 
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$  は， あなたが 文 m!- や 実 術の 研究家 だと 云 ふので 特 

別の 御 同情 を 得られる だら うとお もって 伺 ひました …； 

智 一一 一郎 (間，^ S いて) わたくし は、 父に 食 はせ て、 住ま 

はせ て箭 せて賀 つ てるる のさへ、 汚辱 を 受けて ゐる やう 

に 思つ てゐ ますので * すこし まとまった 金な ど はまる で 

^はない^に して ゐ ます。 もし わたくしが ぃ財寶 を蓄 

へ てゐ たなら * 喜んで あなた C 爲に 父へ 支拂 ふので せう 

けれど ：： 。 

信ォレ いやく， それ はお 志 だけで もう 十分です。 わたし 

は、 お 父 の ハ说鋒 さへ、 すこし 和げ て 頂ければ 恐らく 意 

外に 樂な氣 持に なれる でせ う。 殆ど 間髮を 人れ ずに 責め 

立てられて ゐ ますので， 御 親父 は、 いつぞや 弟が 亂 暴な 

事 をした ので、 それ を ひどく 恨んで いらっしゃる やうで 

to 返す ム\ も 弟に は 泣. かされます。 

(沈 3 

知 3:； 一郎 (t 一く やう-,. 0 わたしの 力で 出来る 華なら …… 0 

$ ほんと に 御迷惑な お 願 ひで …… 0 

ぎ 一一郎 父の 商賀に は、 絕對にゎたしは不！^成で、 その 爲 

に 幾度 云ひ爭 つた か 知れません。 この 家に ゐ るの もい や 

なので、 年の 中 大半 は 家內を 連れて 旅行して ゐる 位な の 

です，、 當 面， 取引 上の^に、 一 寸 でも 口を出す と * わた 

し は 父の 商 買 を 認^した やう. に なる ので … … それが いや 


なので、 どんな 事で も  一 .5! か > -づら はない 事に して ゐま 

すが …： II に 身ぶ る ひが 出ます、 いろ/.^ な ひどい 事 を 

して * 鬼の やうな 事 を し て 债務者 の 血 を 吸って ゐ るので 

せう。 いつぞや 何 新^でした かに、 父の 事が 出ました 時 

など は、 わたしが まだ 學校 時代で したが、 辛くて 悲しく 

て、 父が この 商 買 を やめなければ. Q 殺して しま はう か 

とお も ひました 位です。 戀 愛さへ なかったら、 とうに 自 

殺して ゐた わたし かも 知れません。 

00 あなた は 矢 田" M を 御存じで せう。 

智三郞 え、！ 家内の 母の 從 兄弟に なって ゐ ます。 御存 

じです か。 

信彥 (晚昧 に) いえ、 あの ちょっと。 

智 三 郎 父 は 先刻 留守 でした が、 近所へ 行った のです から、 

もう 歸 つて ゐる箬 です。 とにかく、 わたしが 話して 見 ま 

せう リ 

信彥 どうか。 苦し まぎれに、 あなたへまで 迷惑 をお かけ 

しまして お 恥し く 思 ひます。 

智三郎 い、 え 0 

(立って 换，^ 開けろ。 と、 そこに 主の 三 池 幸 七が、 _ せ 

リ 切った 親, 化して 立って ゐろ 0;} . 

智三郞 おや、 お父さん！ 
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幸 七 (すいと 中へ 入る、 信^^,*-.^眼にかけて) 香 川信彥 

さんと 云 ふ 客が お前の 處 においで だとお とよが 云った の 

で * わし も 逢 ひたいので 來 たリ 

1? 三郞 (氣 色ば む： >  お父さん！ 立 聞 をして ゐ たのです 

か 0 

幸 七 (平氣 で) 聞く ともなく 聞いた よ。 (信彥 に) や、 

ようこそ。 

信彥 (默躞 すろ ソ 

幸 七 (信 彥 1^ 見下す やう：， 1 して) 香 川さん！ あなたの 

やり方 は 汚ない。 お坊さんの 悴を 抱き込まう としても、 

さう は いきません ぜ。 

智三郞 お父さん！ 

幸 七 (鋭く) これ はわし の 商 買 だ。 (信彥 に) 香 川さん、 

とにかく どうに でも 早く 話 をき めて 下さい。 咋日， あな 

たに 云った 通りに すれば * わたしと して は大讓 歩な の だ。 

00 三 池さん！ わたしが 毎月 七 W: 圓の金 を 持へ るの を 

三月 も！. 横け 得たら、 ；： 一月 後に は 必ず 死んで ゐ るのに 違 ひ 

ありません リ 

幸 七 (冷笑) 

信彥 (哀訴す ろ やうに) どうぞ、 もう 一 度考 へ て 下さ い。 

全蹬 あの 負 僚 は。 

幸 七 また <w 社の 話 かね。 それ は 昔の事で、 現在 は 書き 換 


へ た證 文が 口 をき 、ますよ。 

信彥 では どうしても、 すこしも 考 へて くれる 餘地は 無い 

です ね。 

幸 七 (冷^^> まあ、 さう です。 

信彥 三 池さん 。(しゃがれ た？ tLi なる) わたし は あなた 

を 生涯 恨みます よ。 

幸 七 (うそぶく) 

信彥 广 静かに) 脅し文句ではありません よ。 御子 息を此 

處へ 置いて 云 ふの は 可笑しい が、 御子 息 は當然 あなた よ 

り あとへ 生き 殘る人 だ。 わたし もさう だ。 あなた は 多く 

の 人 を 苦しめても. うまく 行けば 平穩に 死ねる かも 知れ 

ない。 が、 あなたの 一人息子の 此 智三郎 さん は、 あなた 

より は 弱い 人 だ。 わた し は 必ず 恨み を 返す つもり だ。 

(惡 2g の やうな 氣 持で) あなたに は 手が 出せな くと も， 

息子さんに は氣の 毒で も、 かう なれば 必ず 法網 を く^り 

拔 けて、 あなたの 死後の 三 池 家に、 僕の ある だけの 才智 

を 絞 つ て 、 祟り の 網 を かぶせる から さう 思 つて ゐ なさる 

が V  、- 

幸 七 (冷笑が 次， おに 怒りに 代る) ふむ。 

わたし は if 道に 墮 ちても い 生きな がらの 鬼で も 

い、。 (あゆむ) では 三 池さん， 金 は 期日までに はきつ 

とどう にかす る。 左樣 なら， 智三郎 さん！ 
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お 一 一一郎 (よろめく) ゆるして 下さい。 

(信彥 *  3 か-,: 去ろ。) 

智 一一 一郎 (械^^-し烦^して* 兩の 手で C 分の 頭髮， か 後 さむ 

しリ、 いは 7 へ 伏して iS えう めく) 

や 七 (ぼんゃリと信^^ のゎと*5-見5^って ゐ たが， 無意識 

に ニコー 歩 前へ 出ろ) 

s"! 一一郎 (はげしく. H 分の 1^, の vp,^ 引む しる r 額, ケ 上げる 

と 股 は^って^の 筋肉 は 硬化した やうに 動かな い、 齒は 

,::くむ-.^出しズゐろ) 

屮七 (な 子の Ml; 常な 樣子 におが つく：) どうした。 

s^0  (父親 の^ん，^  V つと 見ろ。 無表情。 やがて 引 つら 

れ たやう に： 2,^ ゆがめろ。 笑った と； H ふに は あま い 

^！^^^でぁる。 うめく やうに ン う、 V  >-  K 0 

七 (； T つと は 子の 樣 子ん-凝視 すろ) 

S= 一一  1 郎 c?^:..: 、ものが したや -っ な 足 取で 部屋，^ 出て 行く) 

11 幕 11 

三 幕 ほ 

第一 場 カフ ヱ ライ ォ ネスの 三階 

—— 銀豳の 或る レストランの、 の やう L1 なって ゐろ 

階上" 上手へ 寄 V て 小さな 室 > ^作る。 特別 (まの 心 


で、 寢 椅子 だと か、 时掛 椅子 だと かゾ あろ。  卓、 椅 

子、 鉢の 植木、 流行の せ バ 家の 描いた 油 « の 小品の 掛額 

その他い る/ \。 

室の 上手と 正面と- レ 窓が ある 0 そ， 、から 下に 街の 四つ 

角-か10^へる。 綱手に. 張られた I は 線、 街路樹の 下に 間斷 

無い 人通り、 けた. - ましく 徂徕 する 乘物 類な どが 見： 卜 

ぜ るリ 

—— 部 厘の 出入口 は 下手 L1 向つ- 飞 つけられて ある。 そ 

の 扉， J. 出て 下手へ 虞 a に 廊下。 右手 は 隣の 壁。 その 中 

ほどに やはり 扉が あろ。 すっと 下手 寄、 舞臺裹 LL 階段 

が あろ 心。 そ、, から 舞亳へ 出入りす る 0 

前^1#からニ：；：„31、 午後 四時 顷。 秋の B はよ ほど w へ 廻 

つて ゐろ * 窓から 床の 上-,!、 黃 にんだ、 ぅすら-^？ぃ：；：： 

射， ^投げられて あろ。 術の どよめきが、 別の 世界の 物 

の 昔で も あろ か の やう LL*  ： の 室 の 情調と は ひどく S?J 

つた 感じに 響いて 來 ろ。 

11 室の 中 LL は、 ！^^：川信彥と小野京子とが向ひ合っマ 

坐って ゐる。 二人とも 打く つるいだ 樣 子で あろ。 京 子 

は廿七 八に 見えろ 美人。 ひどく 外國 好みの 髮で、 額な 

ども 毛唐の 好き さうな 常世 風な 眼 鼻 立ちで あろ。 華美 


實？ > 家 俊 


京 %'： Ifi 京 


京 信 京 信  京 信 京 信 京 信 


な， 贊澤な 服装。 長椅の上へ^？？に凭リか 、 ってゐろ。 

信彦" 女と 茶 卓，^ 距て 、肘掛 椅子に 背，^ もた^て 煙草 

. ^喫んで ゐろ。 

I - 女給 仕が 出 1 來て、 紅茶 ズど 二人 S 前へ 置く。 

京 子 あの，： r この 室 やの 鍵 を^して 貰へ ますね。 

«1§ 仕 はい。 へ 化 拔 棚.， ど 指して) あそこの 抽斗に 入って 居 

ります。 (そこから 鍵ん 出して 京 子に 渡す) これで 御座 

います。 

京 子 (無意味 LL 薛.^ 立て、 ふ) どうも有難う。 

S. (去らん とする) 

京 子 あの それからもう 1 人、. わたし を 訪ねて 来る 方が あ 

るので すが .：，： 。 

給仕 は あ、 畏 りました。 

京 子 階下の 人に は 云って あります が、 來 たらす ぐ 通して 

下さい。 小 野と 聞いて 參 ります からね. - 

化 はい 。(去ろ) 

子 (^く) ほんと に遲 いこと" 

彥 来る でせ うか。 

子 大丈夫 來 るで せう 。来て、 びっくりす るで せう。 . 

0  (默考 ) 

子 大層 考へ 込んで 仕舞 ひまし たれ - (微笑) 御尤もな 

事です よ。 


彥 (苦笑) そんなので はありません が …… 0 

子. うまく 仰 有い、 寢 ても覺 めても —— - でせ ぅリ 

彥 (苦笑) 

子 まあ- うまくお やん なさい よ。 でもち よいと 妙な 氣 

がしない でもない わね。 

彥 あの人が 氣の毒 だと 云 ふので すか。 

子 氣の 毒と 云 ふわけ でも 無い けれども。 (間) でもね、 

鬼に 角、 一人 魔道へ 引 人れ ると 云 ふ 事 は， 愉快な 氣 持が 

する 事です わ。 仲間が 殖える のです ものね。 

彥 (讲 しげな 笑 ひ) 

子 あの方が 來 たら、 わたしす ぐに 歸 つてよ。 

彥 え > -、 どうぞ 御 引取 下さい。 

子 まァ 現金ね え。 仲人 も； 二年經 てば 用 は 無しの 格です 

ね。 三年 どころ か對 手が 来さへ すれば、 速 刻お 暇が 出る 

のです から、 橋 「校し なんて 云 ふ もの は， 塊らない 事です 

00 そ. の 代り. また 何 か 御用の 時埋 合せます よ。 

京 子 まあ 生涯 • 恩に 着せます ね。 あなたの やうな 文豪が， 


00 文豪 は 無いで せう。 

京 子 ま あさ， そ の 文豪 の やう な 方が 頭 を 下 げて 頼む の だ 

から" 呼出しの 手紙 を 書いた のです。 外の 方なら いくら 


贯の 家!? f 
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京 m 京 iA  in  ^       京 in  3ic    -fa  SA 


京 信 京 信 京 


賄赂を 下す つても いやな です ね。 然し 美 子 さんと 云 

ふ 人 は、 の 弱い、 ^氣 地の 無い 方です から、 うまく 行 

けば い >- がと おも ひます わ. - (す 、 、し 下品な iiK ひ) 

^ を こ は 自信が あるので す。 

子 ほ >-> "、あなた も 凄くな つたの わ。 

彥 え、！ 苦勞を します とね、 凄くなら ざる を 得 ませ 

んさ 0 

子 せ いぐ 凄く おな んな さい ましよ 。 

ま でも- あなたの やうに 凄くな ろに はすこし 間が あり 

さう です 0 

子 御挨接ですこと。 (ぉのょさゝ ぅな^^<ひ) でも、 わ 

たくしに は 元手が か -1 つ てるます ょリ 

豫 伊太利の 若き？ な 族です かね。 

于 お ほ、、、 それば かりで もありません さ" 

0 驚いた。 

子 今更です か。 

0 だが 奥さん！ あなた は 全く 微： 吸して ゐ ますよ、 そ 

の ST たけ は 敬服し ます。 

子 他に だって 敬服す る 處は澤 山 ありませ うよ。 

彥 .冗 樣さ。 次 い では 藥貌 である  > 」 と。 

子 あらい や だ， 嬉しがらせなら、 よそへ 行って 仰 有い。 

よその 女 m!. 校 G 生徒 かなん かに。 でな けり や. 美 Si 子 さ 


んの やうな、 うぶな 若い 人に」 わたしなん ぞに はもう 利 

nii しです。 

いやはや。 (-む 計す や 見る) 

ひどく お 急き になり ますこと。 氣が もめます か。 

(アイ 口  二 カル に) 胸が どき/ \ し て ゐ ます。 

何時です。 四時 過ぎました か。 

十分 程 過ぎました。 来る のかし らんい 

大丈夫で すよ。 わたしが 急に 逢 ひたいと 云つ て 使 ひ 

を 出した のです もの、 使に 畏まり ましたと 云 ふ 返事 だつ 

た の ですからね。 尤もね * いくら 大丈夫と きま つて ゐて 

も- とかく 戀路の 闇で ね、 いろ/ \ な 疑 ひの 起る もので 

すわい 

信彥 それ もさ う か も 知れません。 

京 子 でもび つくりす るで せう ね。 あなた、 一度 も 話しな 

, ん かした 事 はない のでせ う。 

信彥 え. T 有りません。 一昨日、 あすこ 0 家へ 用事で 行 

つた 時に も， 窓から 庭に 立って ゐ たの を 見ました し、 娘 

時代 だって 此方で はよ く 知って ゐ ましたが、 先方で はま 

る で 知らな い で せう か ら 0 

京 子 大層、 引く手あまたでした つてね。 あなた も その 內 

の 一人だった のね。 三 池さん に 射 された の を， 指 をく 

はへ て 今日 迄 見て ゐ たのね。 意氣地 無しよ 一 トロに 云へ 
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ば。 でも、 これからの 方が 深刻で い k わね。 まあ、 最後 

の 勝利 を 得る のです ね。 

00  (何 か考へ 乍ら、 生返事ん すろ ン え まあ そんな 


(、、、の 對 話の 間に、 女給. 仕 隣室へ 入り、 やがて 出て 

來る。 下手の 階 aiv-;- 上って、 他の， 4S 仕出て 來 る。) 

女給 仕 A こちらに 小 野さん と 云 ふ 方い らっしゃる わね。 

女給 仕 B え ニ號 のお 部屋よ。 

女給 仕 A さう- ありがたう。 (退場) 

女給 仕 B  (續 いて 退場) 

(引きち が ひ LL、 金乇 オルの 飾の ついた 服.^? S た 少年 

の 給仕が、 一人の 女容， ^案內 して 來 ろ。" S 幕の 香川类 

律 子で あろ。) 

少年の 給 こちらです。 

笑 Si 子 (うな づく) 

少年の 給仕 (i?!^ 等の 部屋の 扉，^  ノックす る. > 

京 子 はい， お入りなさい。 

少年の 給仕 (扉，^ あけろ) お 連樣で 御座います。 

京 子 (立ちながら) さあ * どうぞ。 

少ギ の給让 (类津 子 LL) どうぞ こちらへ。 

； fs-is 子 (スカァフ^^-とリながら) どうもお 難う。 

少年の 給仕 (去ろ) 


英子津 (中へ 入る) まあ、 京 子さん、 あたし 遲く なって 

仕舞って、 ほんと に濟 みませんでした。 

京 子 い、 え、 どう致しまして 。御迷惑で したわね。 (美 

律 子が 氣 がっかない 時に 信彥に 向って、 い たづら つ 子の 

やうな 笑 ひ > ^見^ろ) 

美津子 (信 彥のゐ るの LL 氣が ついて) あら。 

京 子 (かま はすに) さあ. さあ， こちらへ。 

美 律 子 まァ わたくし、 ちっとも 氣 がっきませんで。 お 連 

の 方が いらっしゃ つたのに。 (ちょっと 信彥 にせ 释マ る) 

信彥 (陰氣 な、 煩悶の ある 表愔、 かるく 頭 ，5 ^ド. ける ン 

京 子 美津 子さん、 この 方 を 御存じなくて ゥ 

美 $5： 子 (素ばゃく搏び^;^彥.^見ろ) ま， どこかで お 目 

にか \ つた やうに 思へ ます けれども どなたでした か  

京 子 香 川 信 彥と云 ふ 方です" 文學 者の。 

美^子 では 一昨日 ；… 

信彥 (W さ 取つ ズ) は あ、 一昨日 御 、王 人に お n に掛 りに 

出ました 香 川です。 

京 子 改めて 御 5i 介 致します。 こちらが 三 池美津 子さん こ 

ちらが 香 川信彥 さんです。 何分よ ろしく" 

美津子 (不. 擁さうな 表情，^ すぐ 收 めて 辭. 5=5ォ ろ) 初め ま 

して， 

信彥 (挨 ？？： する) …； どうぞよ ろしく。 


15 の^ 使 


7SI 


京 子 で *  みました わね。 さあ 美津 子さん、 こ、 へお 掛 

けなさい。 さァ， どうぞ こ、 へ。 

美 ili 子 どうも。 

京 子 あなた * 御 迷-おで したでせ う、 御用の 多い 處を。 

类^ 子 い、 え， わざく お 使 ひで 恐れ入りました。 

京 子 旦那 様， 御：§{り無くって？ 

^；^^：子 え > -。 (1= い is) なんです か、 二三 日 工合が 惡ぃ 

ので * 殘 者が參 つて 居ります。 

京 子 おや、 どこかお わるい のです の。 

美 子 If からお 人の や う な 人です が >  今度 はすこし 

：… や はり 祌經 i^l^ 弱な の でせ うか 知ら、 頭の 工合が ひど 

くわる いので …… 0 

^^子 おやく、 ではお 頭滿 がな さるので すの ね。 

美^？？：子 (i; 味に) え、、 まあ さう で …… 0 眠れ さへ すれ 

ばよ くなる のでせ うと でます ので、 藥の 力で 眠らせて 

IHS ります。 のべ つうとう として 居ります。 覺 めます とェ 

合が わるい ので 誠に M ります C  -…： 

京 子 祌經 衰弱 は 御 新婚と つきもので すわ。 (笑 ふ) 

维子 まあ。 (is- くなる) 

お 子 御 心 は 人り ません わ」 ：… あの、 今 曰來て 頂いた 

の はね、 この 香 川さん が. 是非 あなたに お 目に 掛 つてお 

話ししたい 事が あると 仰 有る ので、 は、 あたくし、 御 


-招 介の 役な のです よ。 

翁 律 子 (赏 惑した やうな 額) …… は あし 

京 子 御 紹介が 濟 めば * わたくし はお 役 御免な のです わ。 

悉 しい 事 は 直にお 聞き 下さい まし。 (立つ) 

美 律 子 あら 京 子さん • それ は 困ります わし あなた， ぉ歸 

りになる の？ 

京 子 …… あのう、 い V え、 階下で お待ちして 居ります。 

御 話が 濟み ましたら すぐ また 參 ります。 自動車の 中へ 手 

提を 置いて 来て しま つ て， それ を-取りに 參 ります の。 

类津子 では、 すぐにい らっしゃって 下さいね。 でない と， 

わたし 困ります から 0 

京 子 大丈夫よ。 それに、 香 川さん は 紳士で いらっしゃい 

美津子 广 また 困って) まァ * わたし そんな 意味で 申した 

ので はない のです わ。 とにかく， あなたが ゐて 下さらな 

いで は" …… でない と、 わたくし も。 

京 子 大丈夫です のよ、 すぐに 上って 來 ますよ。 (笑 ふ) 

そんな 赤ちゃんの やうな 事 を 仰 有らないで * こ 、です こ 

しこ ちらと お話し をな すって いらっしゃい。 (信 彥と眼 

交. ゼ.， ，る) ね、 すぐ 參， ります わ。 (去ろ) 

类维子 广間 の惡 さう に 椅子に 腰，^ 下す) 

信 (； つと 考へ 込んで ゐる)  . 
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(長い、 息の つまろ やうな 間。) 

美 雄 子 (立って 扉の 方へ 歩む〕 

信彥 (素早く 出口ん』 ふさぐ ：} どちら へ 行ら つ しゃい ま 

す。 

美津子 階下へ 參 ります。  - 

信彥 まあ. ちょ ッと お待ち 下さい。 お話し はすぐ 濟 みま 

す。  . 

美津子 では 失禮で 御座いま すが、 わたくし、 少々 急ぎ ま 

すので、 どう ぞ 御手 短 か に 。  ：. ， ； 

信彥 畏まりました。 

(兩 人； 冉 び 直對し Y  .0^.1 す J 

信彥 美 子さん！ あなた は 矢 田隆を 御存じで すね。 . 

美 律 子 (^色 > ！^; お ふ) はい， あの …… 

信彥 あれ は 僕の 親友です。 今 は 神 戸へ 行って ゐ ます。 あ 

なた が 三； m 美逮 子の 名に ならな い 前， 中 野のお 孃 さんで 

いらっしゃる 頃から、 僕 は、 あなたのお 名 を 矢 田 を 通じ 

て 聞いて ゐ ました。 御 見掛けした 事 も 一 再に 止まり ませ 

ん でした 0 

美津子 (おど/^ した 心 vj< 膳して) さやう でした か， ま 

あ 0 

信彥 です が、 あの 矢 田と 云 ふ 男も亂 暴な 奴でした な あ、 

あなた も 飛んだ 御 災難で したね。  一 


美^^子 (强 ひて 微笑す〕 と 申します と。 - 

信彥 …； 飛んだ 奴 に 見 込まれて 御迷惑 をなさい ました 

ね。 

美 f ナ (無言) 

信彥 美津 子さん、 僕 は あなたの 秘密 を 知って ゐ るので す。 

W 操と 云 ふ もの はもろ いもので すな あ。 

美 ゆ i 子 なんです つて？ 

信窗 …. 汝の名 は 女な りと 云 ふ 字義 通り， 三 池さん へ 御 

かたづきの 前に 起った 悲壯 な出來 事です。 平った く 云 へ 

ば， 矢 田隆が 手籠 同様に あなた を 犯した の を 僕 は 知って 

ゐ たのです 。あの 男 は 死ぬ 程 あなた を 思って ゐ ましたが 

人間 はすこし 無 思慮でした。 あなたの 拂 つた i は， や 

う や く 新郎の 三 池 智三郎 氏の 生命 を 安穏 にした ので す。 . 

矢 出 はまった く 逆上した やうに なって ゐ ましたから ね。 

その 情 熟に 身 をお 任せに なった あなた は、 やう やく それ 

で 危難 を切拔 けて 相愛の 智三郞 氏と 結婚な すった。 あの 

頃の 事 を、 僕 はよ く 存じて ゐ ます。 

獒 子 (，资^«になる) それで どうな さらう と 仰お るので 

す-し 

信彥 先 曰、 御う ちへ 出た 時、 三年ぶ りで あなた を 見 まし 

た。 今度 は 矢 田で 無く 此 僕が、 あなたのお 色に 迷った の 

です。 
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类律子 (立つ) 

信彥 (節に 近づき、 靜か LL 鍵 かふ) 

！ B 律 子 まあ * 何 をなさい ます。 

信彥 小 K 夫人 はも 《-歸 つたので す。 あの人 は 僕に カを藉 

して 吳れ ました。 

美^子 あ、 。(泣き出す) 口惜しい。 

信彥 御 察しし ます。 然し、 僕 は あなたの 口惜し さ 以上の 

苦し さ を 持って ゐ ます。 ねえ、 美 i ^子さん。 (手,^ とる) 

美 iie 子 (さびしく S れ のけろ) 何 をなさい ます。 

00  £^ は、 あなたが 好きな のです。 

奥 ffi: 子 卑 法な、 あんまりです。 ゆ 3、 わたくしの 覺 えの 無 

ぃ壤 です。 矢田さんと云ふ方は知ってゐますが仰^：？るゃ 

うな 忌ま はしい 關 係なん かありませんでした レ あなた は 

：: ムひ掛 り をな さらう として ゐ るので すね。 

$  (冷笑) 云ひ掛 りではありません。 あなたが、 矢 田 

の 魔手 に 倒れた 後、 口 止に 逸つ た 手紙と.； ム ふ の を 僕 は 持 

つて ゐ ます。 ^^ぇがぁるでせぅゎ。 

子 存じません。 

0 では、 僕 はお 、「ちの 御主人へ そ 0 手紙 を 御 見せして 

，践の 1  ぬ 定を願 は、 「かしらん。 

讲千 あなた はわた くし を强 迫な さる の です ね。 

00 さう です 0 


美^子 なんのお 恨みが あるので す。  _ 

信^@ 良み より は 目下 は 抱 愛です。  ； 

美 子 い V え、 I！ です。 あなた はわた くし を 苦しめる の 一 

が 目的な のです。 わたくし や 三 池 を 苦しめろ のが 目的な 

のです。 それ は あんまり 下等です。  ； S 

信彥 さう かも 知れません。 いや、 たしかに 下等です。 ， 

美 律 子 わたくし は 人の 妻です よ。 0^彥ぁゅむ、 美 律 子 

飛の く) お^りになる と？ 1 を 立てます よ。 

信彥 御隨 意に。 こちら は 三階で * 下へ 聞え るに は 電車の 一 

音が うるさ 過ぎます。 隣の 部 尾と は璧が M; 過ぎます。 そ 

れ ばかりで はな い、 あなたが 聲を 立てれば * 或は、 tli は此 

室 を 引取る かも 知れな い。 然し、 僕の 持って ゐる あなた Q 

手紙 は， 平和な あな た 方 御 夫 51 の 中 を 裂く か も 知れ ま せ 一 

ん。 よしんば 三 池 氏が 外而 的に それ を寬 しても、 二人な 

精神に は、 永久の 疵 がっき ますよ。 裂疵が 入ります よ" 一 

美 律 子 …… 主人 は 今 ひどい 祌經 衰弱に か 、 つ てゐ ます。 一 

どうか 此上 主人 を 苦しめ て は 下さいます な。 

信彥 仰せまで もありません。 然し. それ は あなた G- 御意 

志 次 弟です。  . 

类津子 わたくしに どうしろ と 仰 有る のです か。 

信彥 僕の 望み を 容れて 下さい。  一 

类津子 ぉ斷り 申します。  i 
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佶 类信类 


いて あ る。 ち i つ とし^-ぃ應接に つか ふ HE である。 卓の 

上にば^ 箱が のせても ろ。 二つの 部 M の 仕切 は換 であ 

X 

時刻に， 前の 場の 出來 ^が あつ ズ から 三 四時 1^ 經 つて 

ゐろ 0 

九 時 近い。 上手の 部展の 卓上 Li は、 卓上電話に 並んで 

スタンドの I 私燈 が、 牡丹 a の 大きな 繙の 蓋つ けて ゐる 

そのほか、 よき 處 -J/ig 燈が 下って ゐろ。 明ろ い 光が * 

秋 の 夜 の Ai  照 ら し て 小 波 の 影 見 ぜ て ゐ る 0 

—— 主 幸 七 m ぺ ^ん、 して ゐる。 その 傍 LL 手代の 松 本文 

せ-が 手 傅って ゐる。 文治 は 三十 七ん の-、 痩 y た 光った 

级の 男" す： しも 笑 ひ 斑，^ L ない 種類の 人間 じ 

卡七 (帳面ん 1 片付けな がら) では、 お前 は 明 曰 太 田と 嘉 

納へ 午前中に 行って 來て 吳れ。 

文 isw へ い。 

幸 七 午後、 役場へ 行って， i: つ 方の を濟 ませる。 あさつ 

ての 晚、 代書 0 今 井と 春 a を どこかで 飯で も. 、はせ て や 

つ て あれ を 探って 見て S. チ、 れ。 さう すれば 大抵 濟 むな あ" 

文治 へい、 さやう です。 (帳面 yl-ra;, く 其 上へ の 

^ろ) 

一 


=Sfs 、^子 (叫ぶ) どなた か 来て 下さい。 あれえ。 

m0  (あ 子ん 捕へ る，、 か 、お a: 子の 袖.^ S れて 信彥 

の V^LLg; る： * 

(隣室の-おい 外に 二三 人の af^ 女 廊下 へ 出て 來 る。 下手 

の附下から^-物の鉢^^-持った女給が出て來ろ。 皆不恭 

さう に 額，^ は 合 y てゐ ろ。) 

. OfJ ひ めら れて 窓； S-L: 凭ろ) 

(f^ee 子.. ャ抱摊 すろ) 

(说く 叫び、 身 1^ 鍵へ して 窓から 飛ぶ) 

あ〕 (驚いて r, るめ き * 窓の ふちへ 手ん V 掛け そ，, か 

ら下 le-^I さ、 吸 ひ：； q まれろ う に 綠 いて 飛ぶ) 

(=、 个- く^ ち ズ秋 らし い^かな 夕 空 LL 星が また V さ 

初める..) 

I せ」 具變る . i 

大 i?S 三 池 幸 七の 家， 主の 居間 

立 汲な 口 本 ra, 上手に 簿 sii 化， 風の 事務机が あり、 

さめ：； q みに して、 三 號の佥 成が ある 「-- 部：^.の向ぅ側は 

^ 下-」 なって ゐろ。 廊ドの 向う は やはり いくつかの 

が あろ。 非常に 立派な 神棚が もる。 舞 « 向って 左手に 

は- パ 位の 心持ハ 部： r かあつて、 屮央 LL 黑欞の 大きな 

^？." か m は い わろ。 それ 1^ 屮.， ： はさんで i^T^^ が 二つ ™E 


幸 女 幸 女 幸 


ろ ) 

^^^七 Oi 向く) どうした * 智 三郎！  t 颯分 はい、 かい： 

どんな だいい 

智三郎 (そこへ 坐る) よく 睡 ました。 然し 夢ば かり 兑て 

みま し た。 頭が 痛く て い け ま せん。 

幸 七 さう か、 もっと 寢 てゐれ ばい \ のに。 

智三郞 美 津子は どこへ 行きました" 

幸 七 なんだか 夕方 銀 Mi まで 行く と 云って 出た が、 まだ 歸 

つて 来ない かい。 

智三郞 銀 il まで……？ 「考 へろ， - どうも 變 だな あい 

^^？-七 ど， 0 した。 

智三郞 今、 彼女の 夢を見ました。 (あ V 、どい A: く ゆ-.^ t::^ て 

考 へ て -ゐ ろ. .). ， , 

幸 七 (何 か 云 はう として ロズ どつ ぐむ」  . ..， -, 

智三郞 (ふいと、 思 ひ し： たやう 部 厘,^ 出て 行く)：.. 

幸 七 (不. 3^ さう にあと. 5- 見送" *  ；立 つて 廊下まで 出て、 . 

息の 行った 方 1^ 見て、 また 座へ Si ろ。 嘆ます ろ) 

(姿のお とよ 登場、 上りの 樣 子。 ン .： 

おとぶ 旦那！ 

幸 七 なんだい。 

おとよ ぉ風吕 がよく 湧いて ゐま すよ。 もう 一度お 寢 みの 

前にお 入りに なりません か。 拔 いて 仕舞 ふのに は 勿謄無 


(女中 登場。) 

女中 あの、 ぉ客樣 です〕 

文治 どなた だい。 

女中 お 名前 を 幾度 聞いても 仰 有い ません。 御主人に 逢へ， 

ば 分る と 云って 玄關に 立つ ておいで e す" 

どんな 人 だい。 

はい。 廿七 八の 商人 體 の 方で 御座います。 

どんな 風 を して ゐ る か い - 

なんです か 薄 寒 さうな 人です..、 

(文治 5 お前 行 つ て 見て 31- れ。 商 買の 事 だ つ たら 

よく 聞いて 置いて 見な。 

文-治； へ V- 

幸， 七 周旋の やう だったら 斷 りなよ.。 大口 は手控 へに して 

居ります とか 何とか 云， つてな。 

文治 へ いつ (去ろ) 

幸 七.： (女中に) お茶 を 持って来 てお 吳れ。 

女中. はい。 (去ろ) 

幸 七 ■ (思 ひ 出し；^ やうに 算盤 取って、 はじき ながら 考 

へて ゐる。 犬の 遠 吠が ffl えろ) 

- (1^ 面の 障子が そ と 開く"：) 

(智 三郎が 影の や う にす つと 入つ て 来ろ" 眞 蒼な 親， 屮 

して ゐろ 0 眼が く ぽんで 凄い 3^ でめろ。 頗も こけて ゐ 


货 のお IS- 
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幸 七 まあよ さう。 (間) な あ、 おとよ。 智三郎 にも 困つ 

たもの だな あ。 

おとよ ほんと に、 心配で 堪 りません ね。 どこか 山の、 靜 

か な 所 へで も 行って いらつ し や る 方が い、 か も 知れ ま せ 

ん。 

七 者 は 何と ：； ム つ て ゐ ろんだい。 

おとよ 先生 は、 もうす こし 槃で落 遊 かせて か ら でない 

と 、うつ か り 旅行 は さ せられな いと 云って いらっしゃい 

ま す 

(1" い^) 氣 でも 違 はれたら 大變 だな あ。 あいつの 

ふくろ 

お 母の や、 「な^でも された 日に は 大事 だね。 

おとよ 左樣 です ね。 (女屮 茶.， 化 持って 來てャ ぐ 去る) 

幸 七 美渾子 はま だ歸ら ないか。 

おと， * え、、 まだです？ お 珍しい 事です のね。 なんです 

か せ いお 友達の 方が. S に ？f^! ひ た い と 云って おいでになつ 

たのです つて。 

. (I? 二 一郎！ 5_=i 場す る。) 

お- v£ おや- 若 且那。 • 

13 一一 一郎 お父さん，^ はすこし 御 相談が あるので すが。 

なんだい。 

SB …… どうも 僕 は 非常に 頭 を 悪く して ゐま すので、. 


またす こし 旅行で もして 來 ようかと 思って ゐ るので す。 

幸 七 うむ， それ はよ からう。 -  ： ： 

おとよ 今 も 旦那 樣 とさう お話しして ゐ たのです よ。 御旅 

行が 一番です よ。 

智三郞 え >-o 

审岀 どの 方面 だい。 今度 は。 

智三郎 英國へ 行かう とお も ひます。 

幸 七. 英國 だって？ 

智三郞 え. 10 内地で は 駄目です。. 

幸 七， でも それ は あんまり 遠 いぢ やない か。 

智 in 郞 遠い？ さう です ノ遠 いこと は 遠い のです が * 僕 

の 身 體の爲 に は 非常にい \ のです。 

おとよ 美津 子さん はどうなさい ますの。 

智 一一 一郎 美津子 も 速れ て 行き ます。 美津子 は さ ぞ 喜 、" で せ 

幸 七 だが それ はよ く考へ て 見なくて はいけ ない；"。 

智三郞 よく 考 へて 見た 後な のです。 どうも 僕 はお 父さん 

と 一緒に 暮 して ゐる事 は 出来ない のです。 

幸せ どうして。 

智ー 一一郎 お父さんと 僕と はまる で 合 はない のです。 お 父 さ 

んの 傍に sl^ が 暮らして ゐ ると、 僕 はだんく 衰弱して し 

まひます。 身 體も心 も 弱って 行って しま ひに は 死ぬ か 氧 


の 家 借 


狂 ひになる かです。 母さんの やうに 氣が 狂って あんな^ 

に ざま をす るに 違 ひありません。 

幸 七 おい 智三 郞、 そんな 馬鹿な 事 はあり やしないよ。 わ 

しと 一 緒に 暮す のがい やなら ば どうも 仕方がな いから、 

外に どこかへ 家 を 建て.^ やる から …… 0 

智 一一 一郎 いや、 それ はお 斷 りします 0 內 地で はとても 暮ら 

して ゐられ ません。 ！ 恐し い 敵が ゐ るので す。 僕 等 は 

いつ 殺される か 知れない のです。 

おとよ 若旦那！ もう もんな 事 を 仰 有らないで、 今夜 は 

おやすみ になって いらっしゃいません か 0 

知 3 一一 一郎 いや、 大丈夫です。 どうもお 父さん、 僕 は 恐し く 

て堪 りません。 今に 僕 はどう かされて しま ひます ね〕 a. 

く 日本 を 逃げ出さなくて は。 この 家の 魁り を、 そいつが 

つけ 狙って、 僕の 出る の を 待って ゐる らしい のです。 だ 

から、 そッと 逃げ出さなくて はいけ ません。 (間) 僕 は 

恐し くて たまらな いので， 寐ても 夢ば かり 見て ゐ ます。 

寐られ な いのも それからです， 僕の 頭の 惡 いのも、 それ 

を 心配す るからで すリ 

幸 七 …： ー膛誰 だい、 それ は。 

智 一一 一郎 四 五 人 居ます よつ とにかく お父さん、 その 英國行 

を 許して 下さい" - さう でない と、 どうしても 駄目です。 

それに、 もうこの 事 は、 彼奴 等が 知って ゐ るら しいので 


す。 

おと i 彼奴 等って；： ム ふと。 

智三郞 僕 を 狙って ゐる 奴等です よ。 僕の 頭の 中 を 透 ffi す 

る 奴が ゐて、 それが 彼奴 等に 敎へ るので すね、 それで 僕 

の 考 へ て ゐる 事が 先方へ よく わかる のです。 英國 へ 行け 

ば その 心配 は 無くなります か らね、 頭 も 身瞪 も.： E か 1 よ く 

なります よ， - (考 へて ソ 漠はコ ップ へ蠅を 伏せた 事が あ 

り ま すがね。 その 時 思った ので すが ガ ラ スの家 を こし ら 

へて、 そこへ 入って ゐる とい  >1 とお も ひます よ 0 さう す 

れば • 彼奴 等が 僕の 家の ま はり をう ろくして 隙 を？ W つ 

てゐ るの がよく わかり ますから。 (間〕 とにかく *  iSiiK 潘 

子が 歸 つて 来たら、 よく 話して、 最近の 船室 を つて 置 

きませ う。 

おとよ でも 若旦那。 美津 子さん はも、 「長い 御旅 行 はいけ 

智 一一 一郎 (>r 、よ- ソ とする) ぇッ， では 美津子 はどう かし 

たのです か。 

おとよ い \ え 。ほれ、 姙娠 してお いでになります からね。 

そんな 遠くへ はいらつ しゃれませんで せう。 

智三郞 (ほ ッ として) あ- 1、 さう です か。 なるほど、 あ 

れ は姙娠 して ゐ ましたね。 (考 へる) でも， あれ だけ を 

置いて 行く 事 は 情に 於て 忍びません。 可哀相です。 


おと fl さう です とも。 ですから 今度の 御旅 行 はや はり 近 

間にな すって、 御 產 があった 径に， 遠くへ おいでになる 

方が よろしいで せう。 

|"1： 一郎 (沈 力 切って) ぁァ、 では やはり 駄 31 です ねえ。 

(立つ C  J 种かに 去ろ) 

卞七 (おと i と 欲，^ 兑 合せる： >  て やって おくれで はな 

いか * すこし た。 

おとよ (不安 さうな 樣子) ほんと にどうな すった のでせ 

(おとよ 出て むかう とすろ。 と • 今 出て むった 知"： 一一郎 

がすぐ つて 來 る。) 

5"! 一！ 郎 父さん 。(け- ソさ した 調子で) 僕 は 今、 變な事 を 

：: ム ひました か。 

卡七 いや、 別に …… 

is-:: 郎 、.後15.部，^平手で叩-.^、ながら) どうも こ、 が 痛く 

ていけません。 ひどく 惡 くして しま ひました。 取 止め 

ない 亊を考 へて な らな いのです つ 何 を 云った の だか。 

(うっとりした 眼で」 どうも 思 ひ 出せません。 (おと. よ 

_-0 どうか 氣 にしないで 下さい。 (淋し い 微笑) 心配 を 

かけて 濟 みません。 

おとよ (安心して) …： あの、 おやすみに なりません か。 

お 一 1 一郎 え 藥の 力で 眠る ので、 疲れて いけません。 そ 


れに、 大分 利か なくなりました。 お父さん、 美 津子は 可 

哀 相な 女です。 僕が 頭 を わるく して ゐ るので. それ を ひ 

どく 心配して ゐ るので すね。 r. おとよ にソ 此節は あれ も 

瘦 せました ね。 

おとよ C お 昧-じ え \ すこし。 まだ 夏 やせが もとへ 展 

らな いのでせ う。 

智三郞 广 ふと 落 li^ する) お父さん、 あなた も氣の 毒な 方 

です， 淋しい 方です。 

幸 七 (わけ ！；> なく，、 れ J.,s^,, や： ぼす) あ  、ほんと にさ 

うだよ。 

智ー 一一郎 …… ねえ、 此商買 を やめて 下さる わけに はいき ま 

せんかね。 

幸 七 (沈 iO 

智 n 一郎 いつも 云 ふ 事です が … … そして 暢氣 にくらして 下 

すったら、 僕たち もどん なにい. - かわかり ません 0 どう 

せ お父さんの あと は、 僕に は 此商買 はやれな いのです か 

ら 0 

幸 七 然し、 三十 萬に 近い 貸付金 だから 囘收に は 間が ある 

し、 よその 同 梁 者へ 讓 ると した 處で …… 。 

智： 一一郎 いや、 同業者へ 費って はいけ ません。 

幸 七 では 囘收 する の を 待つ より 仕方が たい，、 

智三郎 いえく。 とれる だけと つて あと は 全部 棒 を 引い 
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て やったら ば 今日 か 明日で も 閉業 出來 ませう。  一 

幸 七 (驚い \ に) 馬鹿な 事 を 云って はいけ ない よ。 そ \ そ； 

んな 事が 出来る もの かな。  一 

智三郞 然し、 今迄に 儲けた 金 は t ぉ大 ですから。 

串 七 (腹立たしく) そんな 事 をしたら- 先祖の 物 を 減ら j 

す やうになる。 申譯 無くて 出来ない。 第 一 、 家の 收 入と 

云 ふ ものが 無くなつ てし まふ。 

智三郎 家賃 や 地代で も 月に 七 八；. m 圓 あるで せう。 

串 七 それ 計 り 仕樣が ある もの か 。とにかく わしの 商 買 は 、一 

わしに 住せて お置き。 餘 計な 心配 はいらな いよ、 お前が) 

悟 まれる わけはない。 世間で いやがられた ところで わし： 

だけ だ。 

(手代 文治 ^場。) 

文ュ S 旦那！  一 

幸 七 おう、 客は歸 つた かい。  一 

文治 いえ、 まだなん です。 香 川の 信彥 さんの 弟 だと 云 ふ 

方です が。  ，  . 

幸 七 なに、 香 川の 弟息子 だって。  一 

文治 へい。 いくら 用 を M いても 云 はないで、 ぜひ 旦那に 一 

逢 はせ ろと 云 ふので す。  一 

幸 七 あいつ は 太 い 奴 だ." 己を撲 つ て 留置場 へ やられた 奴 一 

だ 0  一 


文 ュ5 ぁァ、 • あの 男です か。 

幸 七 費 ひ 込み をして 逐， S して ゐ るの ださう だが， 金で も 

貸せと 云って 來 たの だら うな。 

文治 いえ， さう でも 無い やうです。 金 を 返しに 來 たの だ 

なんて 云って ゐ ましたが … … 何だか 知れた もん ぢゃ あり 

ません 0 

幸 七 とに か く 逢 はう。 隣室へ 通し て れ" 

文 ：ー5 へい。 (去ろ：) 

智三郞 信彦 さんの 弟です ね。 (立つ ，：>  おとよ さん * 美津 

子 はま だの やうです ね. - 

おとよ も うぢき ぉ歸 りで せう。 おやすみになります か。 

智 三郎 もうす - ,ー し 起き て ゐま せ、 つ C どうせ 寐られ な い の 

です。 (退場) 

幸 七 (おとよ.. 銀 太 郞は寐 たかい。 

おと，， S いえ. まだです。 もう 寐 かせて やり ませう。 S 

場) 

(下手 の部展 へ 文 ：でし 案內さ れて香 川 正 之 助 登場す 

る C 憔悴し てゐ る。 一ぬ 翁 かな い 様子。〕 

文治 (仕切の換ん」ぉ^^て) お通しし ました。 

幸 七 (う；， 0 づく) 

文： お (去ろ) 

幸 七 (次の 問へ 入って 行く) ゃァ 、今晩は。 


K の' i:f?i 
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正 之 助 今晩は。 (^笑) いつぞや は 失敬し ました わ。 お 

かげで ひどい 眼に <@ はさ れた リ 

幸 七 亂： 求な 事 をし なさる かられ。 

正 之 W まあ、 それ はい X。 過ぎた事 だ。 だが， 此 處の番 

^は コケ です ね。 今の さ。 あたしが 金 を 返す の だと 云 

ふのに、 あなたに 逢 はせ て れな いの だ。 さんざ 手 古 措 

らせ やが つた。 (ふと、 - ろか-り 袱紗.^ ：… 親父の 

ilws いくらと か： K ひました ね。 兄貴が ひどく-: S つ 

て K} るんだ。 そっくり 現金で お！ します ぜ。 (礼^ 出し 

て く) 

幸 七 (设 »LL^, か 光. りす。 tIL 、手ば 出さない)  ん 

らい：^ M ですな。 

正 之 助 木の葉 ぢ やな いんだ- よく 見て 下さい。 た^ゃる 

やうな 氣 がしな い でもな い が、 親父が 馬鹿な 事 をして 置 

いたの だから 仕方がない。 

正 之 助 …； さァ、 ^_諸取ってぉe^〈んなさぃ。 (皮肉に〕 二 

一二 枚 多い かも 知れない が * 多くっても お！ すに は 及び ませ 

んせ。 尤も 返す 柄で も 無い けれど …： 

f 七 香 川さん！ こ C<J- では、 お父さんの 證文は 返せ ま 

せん。 

正 之 助 どうして。 


45^-七 これ は 不正の 金 だからね。 

正 之 助 (级色 产ど變 へろ) 何んだ と。 

幸 七 (If- 、ら 笑び して) 店の 金 をく すねたん ぢ やない か 0 

ちゃんと 種 は 上って ゐ るんだ。 

正 之 助 冗談 云つ ちゃ ァ いけない 。(强 ひて 笑 ふ) 寐 惚け 

た 事 を 云 ひっこな しだ。 

幸 七 とにかく お前さんから は 金 を 請 取れない よ。 (立 つ ソ 

用が 濟ん だら、 早く 金 を 持つ て歸 つて 下さ い。 

正 之 助 ぢゃァ 返して 貰 ひたくな いんだね。 

幸 七 お前さん は 警察で 探されて ゐる 人なん だよ。 密告し 

な いだけ が こっちの 深切 さ。 早く そんな 金 はもと へ 返し 

て 詫 を 入れる が い、。 曲った 金 を 請 取った つ て どうせ 後 

に は 吐き出さなくて ほなら ない。 手が か \ つ て 迷惑 だ G 

正 之 助 (脣 ん」 嚼む〕 勝手に しゃがれ。 (s-l!:!. 盆ん 1 叩きつ 

けろ) 

幸 七 li 畜生。 

正 之 助 (金， や 持って、 素早く 室ん  1 出て 行く ) 

幸 七 (あとん i 追 はう として やめ、 飛散した火ー^-念ぃでっ 

まんで 拾. ひ 込む。 拾 ひ 終 つ て S -e- 押す ソ 

(智 三郎 上手へ 靜 かに 姿 1^ ど 現し やがて 去 ろ 。) 

女中 (登場) はい。 

幸 七 これ、 大變 だ。 灰 だらけ だ ■ 雜巾を 持って来て 方々 


：9： 


ま"^ ぉ镇 


お 幸お 幸 お 幸 


拭いて 吳れ。 

女中 おや、 まあ" 

幸 七 火 はもう 拾った。 灰 を 掃きよ せて くれ。 どうも a 暴 

な. K に は 叶 はない。 

女中 はい。 (S 場ゥ やがて 荒神 if と 塞 取な 持って来て 棒 

除 ft  ，つし く) 

おと i  (慌 しく 登場す る) a¥. 大變な 事が 出来 まし 

た 0 

幸 七 (わけ は 解ら f? びつ くリ する) なんだ、 大仰な。 び 

つくりす るぢ やない か。 どうしたの だ. - 

お と i 美津 子さん が大 怪我な すつ て、 今 あの、 お 玄関 へ 

藝； で …… 0 

幸 七 怪我 を …… ？ どうして。 

おとよ どこから. へ, 落ちた の だと 云 ふ 事です- 一緒に 落ち 

た 人 も 此處へ 連れ て 来 ました。 美 章 子 さ ん j" もう 口 は き 

けません も 一 人の 人が はっきりして ろる 0 で、 此處が 

分った のです。 

. ^七 (あわて、 出て 行く) 

おとよ き 去ろ) 

(舞 察 暂く 空虚。) 

(下 手 か ら ！^芍.！ 美律子 の 死 お ，.で 莲ん で 來 ろ 。 摸 い て す 

ぐ 香 川 信彥， ii- 乘 せ た挖 slue 持 取む j 


c I 人夫、 手 あ 鬼，^ 着つ- lra、 係りの 役人な ど g ふ 

幸七とぉ とょも；！^くゥ お ： •< に；！^ いて ゐる --) 

S 師 こちらの 御 婦人の 方 は 途中まで 息が ありまし た が も 

う 駄目です. - こちらの 方 はま だ ：… 

幸 七 (遮って) この 方 をう ちへ擔 ぎ 込まれても 迷惑し ま 

す。 これ は 牛 込 矢来 G 香 川 信 彥と云 ふ 者です。 

係りのへ. ii 人 いや、 そんな 事 を 云っても いけない： この 人 

がしつ かりして ゐ なければ-女 C 方 もど この 人 だか 分ら 

なかった の だ- 知合なら ば- IS 更で す- - 一 雨 日 は 介抱 をし 

てお やん なさる がい v= 

幸 七 知合と 云 ふわけ でもない 0 で. それ lT ちゃんと{1^?_ 

も 知 つても ます か ら 今日 にも …… 

然し、 この 人 だって、 牛 込まで 連れて行 くまでに ど 

う 0 が 来る か 知れ やしません、 とにかく 三 池へ 逋れて 行 

つて 吳 れい、 と 云 ふので、 此處 まで 運んだ のです。 まさ 

か すぐ に 追 出 し も 出来な い で せ う 

七 (未だ 何 か 云に う， > マる) 

とよ (氣， <i- もんで； ravj- 引く. 幸 七 ろ) 

七 智三 を んで おいで。 

とよ でも、 もしゃ 逆上で もな さると  0 

七 い X から 浮んで おいで) 

il はい。 (退 場ソ 


幸 七 (S 人に) どうして 又、 二人とも そんな 處 から 落ち 

たので せう。 

役人 ど..' も わざと 飛 ひ 降りたら しいです ね、 深い わけが 

ある や， r- です。 お 心 當りは 無い のです か。 

. ^七 え、、 有りません。 

0  (W しげに うめ： -ズ) …… 智 一二郎 君，  智三 

や- 

Jg*  (やさしく〕  * ちきに 来る.， -靜 かにして ゐ なくて はい 

けない。 

(53 三郊 場。 ン 

^七 お  > -智 三郎！ 大變 が出來 たよ _ 

IP 三郎 (あた リ 見 邋 して) 全 ssr これ はどうし たので 

す 0 

幸 七 それ、 そこに ゐる のが 美津 子， た。 

智 三体 (传へ 寄って w へ 手 掛け ろ) •：•： 美津 子，. お 

い、 iT し 子，. 

S ぉ氣の S です が * 途中で いけなくな りました C 

5 一 m いけなくな つた？ 死んだ のです か。 (叫ぶ) 死 

ん だので はないで せう ね。 (父親^^告めろゃぅに) 美津 

-十 はどうし たのです か • 父さん： (s? ほヾ 1 あ 、- や 

つばり 死んだ のた- 

幸 七 カフ ヱの 三 培から 落ちた の だ。 この 香 川と 一緒に 


00 智三 郎君-. !B は 君 0 細君 を 奪った の だよ。 僕 等 は 

心中した G だ" 

( 1 座 色 あり。) 

智三郞 なに、 心中 だって。 

信彥 …： 君 on お 愛の 人 は 鎮 と 心中し たんだ" 僕 はこれ で 

すこし は 胸が 晴れた。 苦しめ！ 苦しめ！  SE は 君の 苦 

しむ G を 見て 死ぬ G だ" 氣 がちが ふ 程 苦しむ がい X。 眞 

等 一家 Ge- 敵-この n: 池の 家へ 鍋が S ひ 込み 初めた の だ" 

あ、 …： 死んで 行く もの 、唯 一 の復簪 をし に、 僕 はこ、 

まで 運ばれて 来た =- (叫ぶ) 己 は 三 池の 一 家 を ふ。 己 

は 11 一 池の 家 を地敏 にしたい。 う i  >10 

00 君、 興奮して はいけ ない。 ね* ね、 靜 にして ゐなく 

てはいけ ない。 

智三郞 (初めは烈しく5^5..さ、  >で」 冷静 に なって- 信 彥-卜 

注視す ろ) 

信彥 .： ： 己 はもう や が て 死ぬ 。だが …； 親父の 負債 をゾ - 

うしょう >  (煩悶す： >  あ、、 己が 死んだら …… 負 俊 は… 

…負 俊 は (う つ、 の！？ - う に：) だが j ッ の復簪 をす ませ 

た。 美 ilS 子さん は SiS と心屮 したの だ。 智. 智三 郎君 • 君 

の 細君 は 僕の 手に 抱かれて 死んだ の だ。 

12 一一郎 C. 思 はす 近寄って 何 か 曾 はう として やめ、 父，^ 初 
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黄の 家 債 


智信智 信 


め 役人た ち に 云 ふ) おたし ほ こ の 男と す こし K が ありま 

すので、 ーホの 間、 - あちらへ 行って ゐて 下さい。 

幸 七 (役人た ち 12). ではち よつ とこ ちらで。 

役人 (智 三郎！ .Ly では、 あとです こし 伺 ひたい 事 も あり 

ますから …： 。 

智 一一 一郎 はい、 ぢ きに 濟 みます。 

役人. では、 あちらで 待って ゐ ます。 

. (iJGS いて 退場す ろ J  , 

& 3 三郎と 信彥殘 る。) 

智三郞 (viN つと 考 へて るた が、 、やがて 立って， 父の 机の 

前へ 行き、 あた リ, か 探して 金庫の 鍵 fj^ 採し、 金庫 1^ 開け 

て そこから 澤 山の 袋へ 人れ た證 書, せ 出す。 それ，^ 一  々し 

ら ベて、 中から 1 ク抆 くじ 

彥 c; 息,^  y  //^ 云 はぜて、 苦しば に うめいて るろ。). 

三郎 (靜 かに) 信-まさん- 香 川さん！ 

彥 (や-つやく^,. 一 開 ろ)  り 

三郞 これ * これ を 見た まへ。 これ は 君の 家の 負債です 

よ。 證 書です よ。 わかります か。 わかる？ ほれ、 二 枚 

ある- 心^し. ないでも い、、 これ は 僕が か う して ：… . 

(破る) 破って しま ふ。 ね、 ね * 安心して 下さい。 安心 

して …： SS 


信彥 ..：.： 智三 郎君、 では それ は、 僕 を ゆるす のか- ノ僕を 

:::o 

智. 三郎 親父の 責任 はわた しが 持つ。 どうか 安心して-下さ 

い。 どうか……。 

信彥 (齒, ^晚 ひしば ろ やう！， L 煩悶す ろ) 

智ー 一一郎 どうした、 どうしました。 

信彥 あ \ 、僕 は、 僕 は 面目無い。 面目無い。 僕 は 卑しい 

人間 だ …； 君！ 美津 子さん を 1,1^ したの は 僕 だ" 

智三郞 (やさしく 慰めろ や -l.'LL うな づく) 

信彥 (譫妄 狀態 になる ) 美康 子さん はな^な 婦人だった リ 

あの人 は 命 を 賭し て 寅 操 を 守 つ たの だ。 高潔な 人 だ つ た 

の だ。 ：：： それ を、 それ を •：：. ぁァ 恥し い： 顏を隱 して 

吳れ。 恥し い。 歧 しい。 隱 して ：… 隱 して あ  >、 許して 

吳れ …… (息 結えろ) . 

智三郞 香 川さん！ (近づいて ゆする) 香 川さん！ 

. (沈 默。) 

智三郞 あ、、 死んだ。 可哀相な 人が …… 一) (妻の 死 彼ん" 

抱く やうに して) 美津 子、 お前 も 死んだ のか- 可哀相な 

女よ。 なぜ 僕を殘 して 死んで しま ふの だ。 僕 はこの 先 ど 

うして 生きて 行けば い & の だ？ 敎 へ て 吳れ！ どうす 

れ ばい i の だ！ (慟哭す ろ) お前 は 死んだ。 僕 はお； -i 
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の 一 牛： を打碎 いたの だ。 すべての 罪 は 僕に あるの だ。 許 

してお 吳れ。 許して。 (死骸の 上へ 折れる 。や、 問) さ 

うだ。 死んで 行く 人へ 餞別 を …… 。 

(立って 金^の 中の 證 文，^ 全部 取 出して、 それ，^ 火鉢 

の 中へ 破り 拾て、 抉から マチ，^ 出して 火，^ 點： J ろ。 證 

おは ひらく と 燃え 上ろ、 どこかに 遠く 犬が 泣^ し 

ズゐろ 0) 

智三郞 (V- ソと 火，^ 見つめながら) 美津子 …… ほれ、 御 

ra。 美津 子、 美 潘子。 

(ふと、 襄はれ たやう に 立ち、 ょス めいて 美 律 子の 上 

へ 倒れる。 そして 物 狂 はしく 泣き 苦しむ。) 

— 幕 — 
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久米正 雄篇 解說 

久米 疋 雄 氏 は 明治 一 一十 四 年 十 一 月 一 1 十三 日長 野縣 上田に 

生れた。 

氏が 数へ 年 八 歳の 時に. 父君が 奉職して 居た 小學 校に 火 

災が 起り、 御 K 影が 消失した" 父君 は その 責を帶 びて 自殺 

したので、 一家 を^げ て、 福 11? 縣郡山 在 桑 野 村に 移り 住む 

ことにな つた。 從っ て 氏の 责少 ハ牟 時代 は 其 地に 過ごされた 

わけであった。 材を にと つて 物され る 氏の 戯曲が、 常 

に 束 北 地方 を 舞 祭と して 居る の は、 其處が 氏の 故鄉 である 

からに ほかなら ない 0 

明治 四十 三年， 縣立 安積 中 校を卒 築した 氏 は、 直ちに 

上京して 第 一 高等 ffi- 校へ 入 s£l- した。 菊 池 寛、 山 本 有 三、 芥 

川 龍 之 介 諸氏と 同級であった" 

氏が 高等 g!- 校に 在ゅ屮 のこと であった、 當時學 生の 人氣 

を 背 a つ て 立って 居た 萬 刺 報が， 夏期休暇 を 利用し て學生 

徒歩 旅行と いふ もの を 企て その 選手 を 公募した。 氏 は その 

競 爭試驗 み たいな ものに 應 じて、 多 數學生 中 か ら 見事 選手 

にえら ばられ た。 東海 逍で あつたか を 徒歩で 旅行す る 氏の 


流麗な 紀行文 は 日 I 母 に 滿都 の 學生 の 血 を 湧かせた もので あ 

つた〕 これ は、 如何に 早くから 氏が 才肇の 所有者であった 

か を 語る よき 挿話で は ある ま いか。 

ついで 大正 二 年、 氏 は 東京 帝 國大學 英文科に 進んだ。 そ 

して 翌年、 菊 池、 山 本、 芥川、 豐島與 志 雄、 山宮 允の 諸氏 

と 同人 維 誌 第三 次 「新 思潮」 を 發刊し 大いに 創作の 道に 精 

進した。 この 雜 誌の 創刊 號 の六號 記事に 氏 は 「此頃 はしつ 

きりなしに 山 本と 喧嘩 をしながら 芝居の ことば かり 考へ て 

居る。」 とい ふ 一節が ある。 これによ つても 氏が 早くから 戯 

曲に 志 を も つ て 居た ことが 看-取 出来る ので ある。 

氏の 努力 は 空しから ず、 大正 三年 三月 「牛乳屋の 兄弟」 

(「牧 5? の 兄弟」 と 改題され て 本 集に 採錄 された る もの) を 

「新 思潮」 誌上 に發 表し 得る に 至った。 これ は 氏の 長 幕 物と 

して は處女 作で あつ て， その 時代に あって は 珍ら しく 寫實 

的 社- (£3 劇の §a を備へ て 居る： N 々たる 作品であった. -め， 大 

いに 文壇 劇壇の 反響 を 呼び、 同年 九月、 新劇 sa の 手に よ 

り有樂 座に 於て、 早く も 脚光 を 浴ぶ ろの 幸運に 惠 まれた。 

時に 久米正 雄 氏 年 齒ゎづ かに 二十 四 歳であった。 これに 勢 

を た 氏が 更らに 勇 を 鼓して 戯曲の 研究と 創作と に 精進し 

たこと はいふまで もな い 0 

大正 五 年 氏 は 大學の 業 を 終った が， 卒業 以前に 於て 氏 は 

旣に 作家と しての 名聲を 文壇に 唄 はれて 居た かの 觀が あつ 
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卒業後 氏 はさら に芥 川、 菊 池、 松 岡讓氏 等と 相 結んで 第 

四 次 「新 思潮」 を 起し 小說に 戯曲に 旺に その 掾大の 筆 を 振 

ひ、 傍ら 夏 目漱石 氏の 門に 遊んだ。 此 間に 「地 藏敎 由来」 

「三 浦 製絲場 主」 等が 發 表された ので あるが、 時 恰も 新 創 

作劇 壇の 黎明期に 際し、 氏の 戯曲 は 相次いで 舞臺の 上に 試 

みられ、 わが 久米正 雄 氏 は 忽ちに して 一 代の 寵兒、 劇壇の 

第 一 人 者と なって しまった。 

氏 は、 多くの 作家が 殆ど 例外な しに 經驗 して 居る 苦難の 

時代と いふ もの を、 その 文學的 生涯のう ちに 持って 居ない。 

これ を 神秘的なる 運命と いふ ものに 歸せ しむる よりも、 編 

者 は 氏の 豐 かなる 才能に 歸 せし. むる 方が 當 つて 居る と 思 

ふ。 久米正 雄 氏 は 才能の 人で ある。 戯曲に 小說に 批評に 雜 

文に、 寶に 行く として 可なら ざるな き 融通 性を備 へて 居る 

の が 氏で ある。 特に 驚く ベ き は そ の 明朗 暢達なる 文章で あ 

る U 氏 は 今日の 多くの 作家 中隨ー の 文章 家で あると 言って 

も 過言で は あるまい と 思 はれる" 而 して 戯曲の 場合に あつ 

て はこれ が變通 自在なる 白と な つ て 表 はれて 居る。 吾人が 

本篇の 戯曲 を通讀 して 先 づ氣附 くと ころ は、 氏の 作品が 如 

何にも ゲァラ ェ ティに 富む とい ふ事實 である。 あらゆる 形 

式- あらゆる テ ー マが 氏の 才筆に 依って 自在に 戯曲 化され 

て 居る" 喜劇 • 悲喜劇、 農民 劇， 社會 劇、 家庭 劇、 室内 劇 


11 此處 にも 端倪す ベ か ら ざる 氏の 融通 性 の 表れが あるの 

である." 然 かも 之 を 賞いて 輕 快なる 一 脈の 明るさが ある I 

I 氏が 一 代の 流行 兒 たるまた 故な しとし ない。 

初演 年表 

一 牧場の 兄弟 大正 三年 九月 於 有樂座 新時代 劇 協 

二 地； i 敎由來 大正 八 年 二月 於 明治座 井上 正 夫 一 

派 

三 三 浦 製 絲場主 大正 九 年 二月 於帝國 劇場 幸四郞 

勘彌 輔導 女優 劇 

四 阿武隈 心中 大正 十 年 一月 於 有樂座 井上 一派 及 

帝劇 女" 優 

五 心中 後日 譚 大正 十 年 十月 於 明治. n 猿 之 助， 松 

蔦 等 春秋 座 

六 金 井 博士 父子 大正 十一 年 十二月 於 有樂座 猿 之 

助， 勘彌及 帝劇 女優 

七 夏の 日の 戀 大正 十二 iH. 六月 於 帝 M 劇場 宗之助 

輔導 女 俊 劇 

八 安政 小喷 大正 十三 华 11 月 於演伎 澤田 正ニ郞 

一座 
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九 歸去來 大正 十一 一一 年 十一月 於帝國 ホテル 演藝場 


f ザ， 禾 一 f  Awrl; 一 P 

横 光利 一 氏の 本籍地 は 大分 縣 (お；^ い 郡長 3# 村 字 赤 3S である 

が、 れ たの は； 山？ i^: 水に 於て にある。 明治 三十 一 

JH. 三月 十七：：： 牛つ まだ H 十 一 歳の 责年 作家で ある。 

おそらく 父 の 任地と 共に 轉々 した もので あらう か、 滋 

巧縣大 i^l?- 常 小 校に 入學 して 以来、 十ケ 所以 上の 小學校 

を 渡つ て 歩いた とい ふこと である。 その it 小學 校入學 以前 

は 東京に 在住した 記憶が あるとの ことで あるが、 いまだ 學 

齢に？ a しない 幼 時の み を 過した 東京 を 氏の 故鄉と 呼ぶ こ 

と は 出来ない。 小 學敎育 を 終る までの 氏に は故鄕 がな かつ 

たわけで ある。 

後、 三常縣 上野 中舉 校に 入學 し、 今度 は 卒業す るまで 同 

校に 在學 した。 氏が どう い ふ 因緣で 上野 中學 校に 入學 した 

かとい ふと、 母堂の 生地が 一 一； 縣束柘 楠で あ つたから のこ 

とで ある。 この 地 は 俳 s_-WJm 一の 出. せ 地であって * 氏の 祖母 

に あたる 人 は W3m の if, 家 松： e 家 か ら橫 光家 へ 嫁した もので 

あって、 その 名 を 松：： S はなと いったと のこと である。 從っ 


て わが 少壯 戯曲 家 横 光利 一氏の 血管に は、 曾て 芭蕉 翁の 血 

管 を 流れた 血が 流れて 居る わけで ある。 

氏 の 中學 生活 は 處を變 へ ずに^ 柘植 の 地に 引續ぃ て營ま 

れ たが 故に、 氏が 少年 時代の 記 Si は 主として 此地 にある。 

卽ち 氏の 頭に ある 田舍 といへば， 三重 縣東 柘植 なので、 此 

意味に 於て は. この 地 を 氏 の 故鄕と 呼んでも よい かも 知れ 

ないひ 

中學 卒業後 は 直ち に 上京、 早稻 田大學 英文 舉科 に 入學， 

一 時 返 學 したが 講義に は 一 向出 席し なかった らし い。 在學 

六 年に して 政治 科に 科した が、 半ケ 年に して 父君の 死去 

に會 ひ、 半途に して 舉業 を廢 した。 時に 年齒 二十 五 歳で あ 

つた。 此 間お、 は 下宿の 一 室に 籠居して 常に 創作に いそしん 

で 居た ので ある。 

橫 光利 一 氏 は 「文藝春秋」 の 同人と して その 文墳的 活動 

を はじめ- 大正 十二 三年 頃 所謂 新感覺 派の 擡頭す る や、 そ 

の 凊新發 刺た る 作風の 小 說を引 提げて 同派の 陣頭に 立ち、 

旺に當 時 沈滞せ る 文壇 を 席捲して、 新 文學の 鬪將を もって 

目 さる 、 に 至った。 

戯曲の 處女作 「食 はさ れ たもの」 は 大正 十三 年 第 一 次 

「演劇 新潮」 誌上に 發 表され、 翌年 二月 帝國 ホテル 演藝 場に 

於て 新劇 協 會畑中 藝坡、 伊澤 蘭 奢の 手に 上演され た。 「男と 

女と 男」 は 大正 十五 年 同じく 新劇 協會の 上演す ると ころと 
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なった。 

一 1^ 氏の 戯曲の 中心 をな す もの は その テ ー マで はなく 

て， 新鮮な 白に よって 醸し出される 感覺的 情調で ある。 「笑 

つた 皇后」 「食 はされ たもの」 等 を のぞけば， その 何れの 作 

にも 殆ど 筋 立と いふ ほどの もの はない。 そして 面白い こと 

は 本篇に 集められた 六つの 作品の すべ てが 女と 男との 關係 

を 取扱 ふこと に 終始して 居る 點 である。 男の 愛情 も 女の 愛 

情 も 一 向 あてに ならぬ。 それから それへ 移って やまない。 

作者 は 冷い 眼で リア リス テヰ ックに それ を 見て 居る。 作品 

の 底に 寂しい 何物か^ 流れて 居る こと を 感ぜ しめられ るの 

は其處 から 来て 居る ので ある。 要するに 氏の 鋭敏なる 神經 

の 動きに ついて 行き 得な い 人に は 氏の 戯曲 を 鑑賞す る こと 

は 困難で ある。 

なほ 本篇中 「笑った 皇后」 は 氏の 最近の 作品で ある。 手 

もとに 材料が な いため、 詳細なる 年表 を擧げ 得な い こと を 

遣憾 とする。 


邦枝完 1 一 篇解說  ； 

邦 枝 完ニ氏 は 明治 一 一十 六 年 一月 一日、 東京 趣 町" eSl 平 河 町； 

に 生れた。 生家 は 代々 田 安德川 家の 馬術 指南役であった。 一 


そして 父君 は 和鞍乘 馬術に 於け る 最後の 人で あ つたと い 

ふ 0 母堂 は 日本 橋 濯- 户物 町の 飛脚 問屋 島九郞 兵衞の 長女で 

あつたが、 氏が 三 歳の 時に * おした。 

氏 は錢町 小學校 • 商工 中 學を經 て、 慶應義塾の 文科へ と 

進んだ。 けれども 元 來學究 的 傾向の 强 くない 氏 は、 あまり 

勤勉な 學 生と いふ わけに は 行かず， 好んで 自由の 生 活を追 

ひ、 講義に 出席す る こと は少 かった。 深く 永 井 荷 風 氏に 私 

淑 して その 門に 遊び， 專ら 戯曲 の 研究と 創作と に 傾倒した 

のであった。 戯曲 r 一  寸 した 不安」 を 永 井 荷 風 氏の 推薦に 

より 三 田文學 誌上に 發 表した の も その 頃であった。 氏 は 舉 

業 半 にも 至ら ぬ，.' ちに 慶 IT 義塾 を 學 した。 

その後" 夜間 外國語 校の 專修 科に 通って 伊太利 語を學 

んだ。 氏の 形に 表れた 所謂 學 歷は 以上で つきる。 

やがて 時事 新報の 文 襲 記者と なって 五 年、 此間 戯曲 執筆 

をた、 ず， のち 帝國 劇場の 文藝 部に 入った。 氏が 此處に 在 

任 中 氏の 作品 r 篠原 一座」 と 「明暗 錄」 との 二 篇が宗 之 助、 

勘彌 等に よって 上演され た。 

著書に は 戯曲 集 「邪 劇 集」 「異教徒の 兄弟」 「立春 大吉」 

r 靑 春」、 演劇 評論 集 「劇壇 獨 歩錄」 「戯曲の 見方」 小說集 

「雨中 双景」 等が ある。 

以上の 小傳 によっても 窺 はれる やうに 邦 枝 i 元 一 一氏 は純粹 

な都會 人で ある。 都會 人の 血 を 承け 繼 いで 都會的 環境 の う 
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ちに 成長した。 

次の 一 文 は 氏の 處女 戯曲 集 「邪 劇 集」 からの 切拔 である 

が、 最も 雄 辯に 氏の 人となり を 語って 居る と 信ずる。 

「惠み いお 天 様 は、 私の やうな 不孝 者に も、 勤勉な 

人す ばと 同じ やうな、 有難い 御 慈悲 を與 へて 下さる。 その 

太っ腹な ぉ惠 みに 甘える わけで はない が、 私 は 今日 も斯 

うして、 曰當 りの いい 朝の 窓際に 寢 ころんだ まま、 近所 

の 仕込 妓が 俊ふ稽 A 三昧 線の、 ぁぢ きない 音を聽 くと も 

なしに 聽 いて ゐる。 

花火から べつたら 市、 そして 木 枯が濱 町 河岸の 月夜に 

吹き そめる と、 間もなく 羽子板に 賑ふ 藥研 堀の 市が 出 

る。 —— 」 

これが 邦 枝完ニ 氏の せ K から 酸し 出 さ れ る 雰園氣 であ 

る。 仕込 妓の稽 せ 三味線、 花火， ベ つたら 市、 濱町 河岸、 

年の市 11 さう いふ^ 調が 氏の 作品に も 自づと 表れて 來る 

の はまた 當然 である。 「中 村 仲藏」 の 最初の 場に も、 「通俗 

, 焦災 記」 の の 宅の 場に も その 江戸 風な 都會 情調が 遺憾 

なく 描き出されて るで はな いかし 

長く 劇 1^: の. ば 際に 携っ て 居 た 氏の 戯曲 はまた 玄人 の 戯曲 

である。 木 境 巾の どの ー篇 をと つても 舞峯： 上の 技巧の 巧に 

行き渡つ てお る こと 驚くべき ものが ある。 

「巾 村 仲^」 にあ つ か はれた 傅說は 有お な 物語で あるが、 


氏 は 主人公の 藝 術に 對 する 熱意 を 主題と して， 人間の 止む 

に 止まれぬ 意地 を 緩り 込み、 これに 新しい 生命 を 吹き こん 

で 居る。 

「井底 の 兄弟」 に 於て は 古い 傳統 的道德 に對 して 鋭い メス 

を 加へ、 人間の 本然と それが 如何 に 矛盾す る か を 指摘し ， 

結局 兄弟と 雖も 愛慾の 爭闺 のまへ に は、 義理と 道德 とを驟 

躧 せざるを得ないと いふ 事實を 語った ものである。 

「通俗 震災 記」 は 作者に とって は， あの 忘るべからざる 一 

大 災禍の 記念で あるら し いが、 讀 者に とっても また その 頃 

の 記憶 を まざ，， < ^と 思 ひ 起こさせる ものが あると 思 ふ。 け 

れ ども 此 作品の 意味 は 勿論 其處 にの みある わけで はない。 

倒れた 家の 下に K 死 せんとす る 弟 を 兄が 遂 ひに 見捨て &立 

ち 去らなければ ならなかった >  さう して 發 狂した。 そこに 

吾等が 考 へなければ ならぬ 問題が ある こと を 看 落して はな 

ら なぃリ 

「盗賊 戲談」 は 作者の ゥヰ ットの 愉快に 表 はれた 喜劇、 併 

せ て 維新 改革 當時 の 人情 風俗 を 窺 ふこと が 出来て おもしろ 


作品 年表 

通俗 震災 記 大正 十二 年 九月 作 


ト'02 


說解 


中井盜 

村 ^ 賊 
の 

仲 c> 戲 

藏弟談 


た。 

一 年に して 上海より 歸り » 町 平 河 町の 母 i 作 所の 字書 

きとな つた。 月給 十二 圓の 生活難と 戰 ひつ i 氏は此 間に も 

「文章 世 Bt- 「早稻 田 文學」 「スパ ル」 等に 勇敢に 小說を 書き 

續 けた〕 ま た 友人 鈴 木 泉 一 ニ郞 氏と 共に 水 野 葉 舟 氏 の 門に 遊 

んで、 文學 研究の 逍に 精進した。 演伎 座に 市川藝 美藏、 中 

村 勘 五郎 等の 「伊勢 音頭」 を 見物して 大いに 感動し、 戯曲 

に 向 はんとす る 志 をゃ乂 起す に 至った のも此 頃の ことで あ 

つた。 同年 氏 は 伊勢 新聞に 長 篇小說 「煙」 百囘を 執筆して 

居る。 

翌四 十四 年 水 野 紫 舟 氏 方に 寄寓し、 同時に 「文章 世界」 

の 訪問 記者と なった。 

大正 元年 八月 日本 飛行 協會 創立 事務所に 人り、 问 八， ポ六 

月帝國 飛行 協會 主事と なった。 氏に 飛行機 >  飛行家に 關す 

る 作品が あるの は、 かう いふ 經歴が あるた めで ある。 

氏 は 大正 八 年 十 一月， 戯曲 「集散」 一 幕 を國民 新聞 一 萬 

號 記念 懸賞 募集 に 應じ 百： S よ く當 選し て 賞金 五 W: 圓を 贈ら 

れた。 蓋し これが 氏の 戯曲と して は處女 作で あらう。 此作 

は 翌九年 二月、 帝國 劇場に 於て、 松 本 幸 四郞、 河 村 菊 枝、 

初瀨浪 子等の 手に よって 上演され、 氏の 聲價は 大いに あが 

つた。 

ついで 大正 十 年 秋に は 都 新 iw に 1^ 篇小說 「i やかけ る 人」 


大正 十四 年 七月 作 

大正 十四 年 十二月 作 

大正 十五 S- 二月 作 


北 尾龜男 篇解說 

北 尾 龜男氏 は 明治 二十 五 年 八月 二十 五日、 赤 坂區表 町に 

生れた。 四 谷 石山 高等 小 學校を 卒業す ると 日本 橋 二十 銀行 

に 給仕と して 勤務 月給 參圓を 給せられ た。 好學の 志に 燃 ゆ 

る 氏 は 同時に 大倉 商業 學校 夜學 部に 入學 した のであった。 

此學 校で 氏 は 鈴 木 泉三郞 氏と 相 知った ので ある。 

氏の 文學的 生涯 は 早くから 始まった、 そして その 第一 步 

に 於て 不運であった。 氏 は 僮に 十六 歳に して 維 誌 「江湖」 

の 懸賞 募集 に 應じ て 小說を 投じ 見事 當選 したが、 偶々 此作 

が 官憲の 忌 違に 觸る K ところと なり、 風俗 壞亂 罪を以 つ て 

起訴され， 氏 は 法廷に 立つ こと 三囘、 遂 ひに 罰金 貳拾圓 を 

科された。 ところが 災難 はこれ だけです まなかった。 銀行 

はために 論旨 免職と なり、 そ の 上 生家 を 追 は れ て 上海 の 從 

兄の 店に 遁れ なければ ならなかった。 然 かも 氏の 文 學に對 

する 熱情 はこれ がた めに 却って 旺 になり、 上海 滞在中. lies 

北海 新聞に 長 篇小說 「自然力」 八十 囘を 連載した ので あつ 
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百 三十 五囘を 書き、 十 一 年末に 帝國 飛行 協會 を辭 して 作家 

としての 生活に 入った。 

大正 十一 一 i ^九月， 大 1_ ぉ災 後の 演劇 復興 促進の 意味に て 高 

級 劇雜 誌發刊 を， H 唱し、 時の 劇作家 協. に 提議し， その 

资 IM を sr 山 本 有 三 氏、 能 ii? 武文 氏と 共に その 編輯に 從事 

する ことと なり、 翌年 一月 遂 ひに 志ク 做して 「演劇 新潮」 

世の 屮に， 逸り 出した。 この 雜誌は 復興 5;,^ 上の 劇壇： に資に 

大きな 功 緩を殘 し たもので， この 事業 を 主唱した 氏の 劇壇 

に對 すろ K 献は沒 すべから ざる ものである。 

大正 十三 ハ氺， 都 新 に 長 篇小說 「輝く 都會」 百 八十 囘を 

書いた。 十 五月 「演劇 新潮」 の廢刊 と共に 新潮 社 を 退 

いたが、 同 十五 年 春 頃より 輕微 な神經 衰弱 症に 犯されて ゐ 

るとの ことで ある 0 

木篇 に採錄 した 北 1@ 氏の 覷曲 はすべ て 氏が 「演劇 新潮」 

の 編輯に 從 がし 始めて 以後の 作に か i る ものの みで ある。 

北：@氏も亦邦枝氏と：§:^^しく都<^人でぁる* 勿論 その 形 は 

違 ふ、 氏 は 苦努し た 都 <WI 人 とで もい つたら あたる かも 知れ 

な い 。 都ぬ" 人ら し い 才氣を 溫 かな 人情が こまやかに 裏 づけ 

て る。 「f$l 坂」， 「，： 丄人 のない 母子」、 「花束」， 何れ を 見て 

もうら し い、 しかも 溫ぃ 人情が ひたく と讀む 人の 胸に 

； g つて 來る ものが あるで はない か。 

氏 はまた よき ュ ー モリ ストで ある。 「碁 どろ」 「女よ. 氣 


鈴 木 泉三郞 篇解說 

鈴 木 泉 三 郞氏は 明治 二十 六 年 五月 十日、 東京 靑 山に 生れ 

た。 

明治 三十 八 年 四 谷 第一 ！小學 校 高等科 一 一年 修,、 祌田萬 世 


をつ けろ！」 何れも 實に偷 快な ファルス である。 勿論 「女 

よ、 氣を つけろ！」 に は 現代の 輕ぃ 生き かた をして 居る 女 

に對 する ゑぐ る やうな 皮肉が ある こと 贅言 を 要しない ので 

ある。 


蒼 ど 

死刑囚 

ある 別れ 

「あ. 1 書け ない！」 彼 

0  坂 

女よ、 氣を つけろ！ 

主人の ない 母子 

花  束.， 


大正 十三 年 一 月 作 

同  二月 作 

同  三月 作 

同  十 一 月 作 

大正 十四 年 一 月 作 

同  二月 作 

同  四月 作 

大正 十五 年 三月 作 
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銀行に 奉職し • のち 四ハ介 銀行に 轉 じた。 此間大 倉 商業 學校 

夜 S& 部 全科 卒業、 のち 國民 英學會 に學ん だり 大食 商業 在學 

中 北 尾龜男 氏と の 交友が ひらけた の は 北 尾 氏 の 項 で 述 ベ た 

通りで ある。 

氏 は 藻の 花、 千山摟 など \ 號 して 早くから 短歌、 俳句に 

耽り、 水 野 紫 舟 氏の 門に 遊んだ" また 當時故 片 岡 市藏の 「辨 

慶 上使」 を 北 尾 氏と 共に 見物した のが 病み付き となり、 屢 

々同座 大人 場. 立 見場 等に 通った とい ふこと であるから、 

此頃か ら して 氏の 芝居 に對 する 愛着 はな か く 深 かった も 

のと 見える。 

その 頃 水 野 氏の 推薦に でもよ る もので あらう， 氏 は 北 尾 

氏と 共に 秀才 文 壌に 毎號 「東京 印象 記」 を 執筆して 居た こ 

とが ある。 

大正 二 年に な ると 銀行 を やめて 共同 火災 保 險會社 に 人つ 

たが、 その 年長 篇小說 「破 傘 震 夜話」 を 博 文 館の 講談 維 誌 

に發 表した。 

かくし て 多難な 氏の 文舉的 生涯 は 漸く 進んで 行 つ た の だ 

が、 ついで 三越 吳服 店の 懸賞 脚本に 一幕物 を 投じ 選者 松 居 

松葉 氏 等の 選ぶ ところと なり、 赏 金：. C 圓を 贈らる、 や、 爾 

來 劇作家 たらん とする 氏の 志望 は 51 ふ す ベ か ら ざ る ものと 

なって、 故 岡 村 柿 紅 氏に 私淑して 愈々 戯曲 研究に 勵ん だの 

であった。 當時雜 誌 「演 藝倶樂 部」 に豐島 ii 主人、 伊豆 巳 


三 郎等の 匿名 を もって、 「芝居 見た ま \ 」 その他の 演 藝 記事 

を執肇 して 居た が 、これ は 後年 戯曲 家た る 氏 を 造り上げる 

上に 大いに 役立つ ところと なった。 同誌の 廢刊後 は 「演藝 

畫報」 誌上に 同樣の 維文 を 書き 續 けた。 

大正 五 年 共同 火災の 神戶 支店 詰 を 命ぜられ たが， 居る こ 

と 半 歳に して 返 職、 歸 京と 同時に 當時創 立 間 もな き 玄 文 社 

に 入り、 岡 村 柿 紅 氏の 下に 「新 演藝」 の 編輯に 從 事した。 

これ 氏が 文筆に 關係 せる 仕事 を もって 生活 を 維持した 最初 

であった- 時に 年 二十 四 歳- リ 

越えて 大正 八 年 四月、 河 田富久 子と 結婚、 同年 戯曲 「ラ 

シ ヤメ ンの 父」 「幸福」 等 をつ くった。 九 年處女 戯曲 

「ラ シャノン の 父」 を. M 文 社より 發 行した が、 その 二 年 前に 

兄 茂 氏 を 失つ て 傷痕い まだ 癒えざる 氏 は更ら に 弟芳夫 氏と 

死別す るの 悲 みに 堪 へなければ ならなかった。 た^ 長女 萬 

里子の 誕生に よつ て 氏は晴 い 心 を 僅に 慰めた ので あつ..。 

爾来 氏 の 詩興 は旺 に 燃え て 多く の 戯曲が 相次 い で 發 表さ 

れ たが、 同時に また 人生の 苦惱は 氏の 身邊に 1? 集し 來 るか 

の觀 があった。 卽ち十 一 年 秋 母堂 を 喪った 氏 は、 旣に 春よ 

り 病んで 四 谷 近 藤 病院に 入院 加療し なければ な ら なかつ 

た。 數 ヶ月に して 退院 はした もの. -, その後 は絕 えず 病む 

人であって、 死の 影 は 常に 氏 を 脅して やまなかった。 そし 

て 大正 十三 年 五月 名作 「生きて 居る 小 平 次」 を 結 筆と して 
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I! 一十 二 歳の 若さで、 大磯小 千 6^:= の 丘上に、 秋 十：； 3- の 落 曰 

を ：S う て 長逝した の で あ つ た 。 

その 化 立が 語つ て 23 る やうに 鈴 木 氏 は 頗る 惠 まれない 

壞 境に その ス タ— ト を 切った。 そして 努力に 努力 を 重さ 

わて たうとう あそこまで 來た 人で ある。 はは 天分の 著しく 

璺 かな 人ではなかった らし い。 組織 だ つた 文 的敎養 をう 

けて： g なかった こと は その 略歴 を 顧れば ちに 額け よう。 

此^ が 氏の 作：； § 全 ig の發^ に E 共お な 形式 を與 へ て 居る Q 

と し て 文 ゆ を 研究した 作家の 初期の 作品 は旣し て 思 想 

S, 内{^^的な^^物は ありながら、 奔放な 藝術的 技巧に 缺け 

て W る 場合が 多 い。 そして 漸く 作家と しての 〔西 際の 仕亊を 

自 しっくして， ^力の ほ 由 を^た^ 分 に は 却つ て 安易な 

通俗 作家 になって 了 ふ。 編^ は 鈴 木 氏が ま つたく これと 反 

な；3{:£:を踏ん で おる - J と を 指摘し た い。 初期の 作品た る 

「ラシ ヤメ ンの 父」 「突し き ほ 痴の 死」 等 は 成程 兑た 眼に は 

面白い に 相違な い。 けれども 生活の 波動 を其處 から 强く感 

ずると いふ わけに は 行かない、 それ はおい W 心 索の 世界 に 觀 

容 を-一お いて 行く といった 風の カを備 へて は W ない。 それが 

「山- 秘譚」 「ボル 力 止む」 「生きて ゐる小 平 次」 等になる と 

ぐっと ii- 活 へ^ひ 込んで 來て おる" 思索 は微！ ^し て 來て居 

る 。「^き てゐる 小- 4. 次」 の 如き は i 元 成した る藝 術で あり、 

大正^代 を 代表す る 戯曲の 一 つと いっても 敢て 過言で はな 


からう と 思 ふ。 作者の 主觀の 燃燒が 極度に 13 烈 であつ て、 

然 かも その 客觀 化が 完全 だ からで ある。 史 .SJI 傳說等 を 戯曲 

化する こと は 多くの 戯曲 家に よって 試みられて 居る。 けれ 

ども そ の 材料が 作者 自身 の 生活 11 勿論 實際的 生活. 思索 

的 生活の すべ て を 含めての 話で ある —— によって 强く 呼吸 

を 吹き込まれて 居な い 以上、 出来た 作品 は藝 術と よばれる 

に價 しない。 また、 その 作家の、 王觀的 生活が 表現され たる 

藝 術の 世界に 狂 ひ なく 客觀 化され て 居ない 以上 その 生活 は 

讀者 若しくは 觀 客に 正統に 認識され？ おない C 此 意味に 於て 

「生きて ゐる小 平 次」 は 名作と 呼ぶ ことの 出来る 作品で あ 

る。 閗く ところに 依れば 此 戯曲の 題名 は發表 23_- 前に は 「死 

にきれ ぬ 小 平 次」 とい ふので あつたと いふ こと で ある が、 

實は 「死に きれぬ 泉三郞 J なので ある。 文舉的 野心に 燃え 

る 氏が、 漸く 擡頭し かけて 不治の病 にか & つて、 その 絕筆 

として 殘 した 作品、 其處 にあの 戯曲 を 牛； か す 力が 潜んで 居 

るので ある" レ 

因に 此 作品 は 山 京 傳の復 響 奇談 「安積 沼」 に材を 得た 

ものである ことい ふまで もな い。 

鈴 木 氏 は 中道 に 錢れた とい ふ、 然し 「生き て ゐる小 平 次」 

を 書いた ことによって 氏の 藝術は { 元 成した ものと いっても 

よいと 編者 は 思 ふので ある。 
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說解 


作品 年表 

八幡 屋の娘 大正 七 年 作 

初演 大正 八 年 七月 於帝國 劇場 澤村宗 之 助 村 

田嘉久 子等 

ラシ ヤメ ンの父 大正 八 年 作 

初演 大正 十四 年 於 松 竹 座 井上 正 夫 一座 

美しき 白痴の 死 大正 九 年 作 

初演 大正 十三 年 於 中央 劇場 木 村 操 一 座 

高 橋お 傳 大正 十 年 九月 作 

初演 大正 十 年 十 一 月 於 明治座 河合武 雄、 梅 島 

昇 等 

谷底 大正 十 年 作 

初演 大正 十四 年 六月 於 松 竹 座 花柳 章 太郞、 藤 

村 秀夫等 

火 あぶり 大 E 十 年 作 

初演 大正 十 年 於帝國 劇場 獨立 劇場 一座 

次郞吉 饅悔 大正 十一 年 三月 作 

初演 大正 十二 年 二月 於 市 村 座 尾 上 菊 五郎 一座 

二人の 未亡人 大正 十一 年 五月 作 

心中の 始末 大正 十二 年 十一月 作 

山芋 祕譚 大正 十三 年 一月 作 


初演 大正 十三 年 十一月 於 日本 橋 劇場 兄弟 座 

生きて 居る 小 平 次 大正 十三 年 五月 作 

初演 大正 十四 年 六月 於 新橋 演舞場 尾 上 菊 五郎 

守 田 勘彌等 

(編輯 部 編) 
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吉田 甲子 太郞 
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